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三 

２ 

日
本
列
島
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七
九 

終
章 
結
論
―
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
特
質
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…∙

一
九
〇 

一 

形
質
と
機
能
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
〇 

（
一
）
形
式
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
〇 

（
二
）
材
質
技
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
一 

（
三
）
機
能
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
二 
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二 

画
題
の
系
譜
と
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
三 

三 
地
域
性
と
時
代
性
の
一
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
三 

四 
構
図
と
表
現
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
四 

五 

絵
画
史
上
の
意
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
二 

あ
と
が
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
三 

 

附
記 

 

中
―
図
版
編 

図
版
目
次
（
図
版
編
を
参
照
す
る
） 

 

下
―
資
料
・
附
録
編 

一 

本
稿
構
成
の
組
織
図 

二 

論
文
要
旨 

三 

文
献
目
録
（
引
用
・
参
考
文
献
） 

四 

関
連
資
料 

資
料
１
．
郭
煕
『
画
記
』
に
関
す
る
屏
風
絵
原
文 

資
料
２
．「
画
記
」
に
つ
い
て
屏
風
絵 

資
料
３
．
北
宋
宮
城
・
翰
林
学
士
院
構
内
略
図 

資
料
４
．
北
宋
時
期
の
画
院
制
度 

資
料
５
．
宋
代
の
画
院
と
画
家 

資
料
６
．
元
時
代
の
絵
画
略
説 

資
料
７
．
宋
・
元
時
代
に
お
け
る
道
釈
人
物
画
作
品 

資
料
８
．
絵
画
空
間
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て 

資
料
９
．
佚
名
「
桐
蔭
仕
女
図
」
屏
風
の
裏
面
文
書 

資
料
１
０
．
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
屏
風 

資
料
１
１
．
座
頭
屏
風 

資
料
１
２
．
清
・
李
玉
棻
『
甌
鉢
羅
室
書
画
過
目
考
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』

二
五
、
五
集
第
九
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

資
料
１
３
．
清
・
朱
啓
鈐
『
清
内
府
蔵
刻
糸
書
画
録
』（
同
右
の
十
六
、
四
集
第
一
輯
） 

資
料
１
４
．
清
・
朱
啓
鈐
『
糸
繍
筆
記
』（
同
右
の
十
六
、
四
集
第
二
輯
） 

資
料
１
５
．
清
・
紫
紅
『
刺
繍
書
画
録
』（
同
右
の
十
八
、
四
集
第
六
輯
） 

資
料
１
６
．
清
・
潘
正
煒
『
聴
颿
楼
書
画
記
』（
同
右
の
十
九
、
四
集
第
七
輯
） 

資
料
１
７
．
清
・
潘
正
煒
『
聴
颿
楼
書
画
記
続
』（
同
右
の
十
九
、
四
集
第
七
輯
） 

資
料
１
８
．
清
・
鎮
洋
盛
大
士
子
履
撰
『
谿
山
臥
遊
録
』（
同
右
の
十
一
、
三
集
第
一
輯
） 

資
料
１
９
．
日
本
に
お
け
る
南
蛮
図
屏
風 

資
料
２
０
．
藻
魚
図
に
つ
い
て 

資
料
２
１
．
瀟
湘
八
景
図
に
つ
い
て 

五 

附
表 

【
表
Ⅰ
】
中
国
に
お
け
る
漢
及
び
漢
以
前
出
土
し
た
屏
風
絵
一
覧
表 

【
表
Ⅱ
】
中
国
に
お
け
る
魏
晋
南
北
朝
時
期
出
土
し
た
屏
風
絵
一
覧
表 

【
表
Ⅲ
】
中
国
に
お
け
る
隋
唐
時
代
出
土
し
た
屏
風
絵
一
覧
表 

【
表
Ⅳ
】
中
国
に
お
け
る
出
土
し
た
石
榻
囲
屏
一
覧
表 

【
表
Ⅴ
】
中
国
に
お
け
る
漢
唐
時
代
の
樹
下
人
物
図
屏
風
一
覧
表 

【
表
Ⅵ
】
中
国
に
お
け
る
五
代
、
宋
、
元
、
明
、
清
時
代
出
土
し
た
屏
風
絵
一
覧
表 

【
表
Ⅶ
】
中
国
に
お
け
る
伝
世
品
絵
画
の
屏
風
絵(

画
中
画)

一
覧
表 

六 

関
連
地
図 

【
地
図
Ⅰ
】
漢
及
び
漢
以
前
出
土
し
た
屏
風
絵
遺
跡
分
布
図 

【
地
図
Ⅱ
】
魏
晋
南
北
朝
時
期
出
土
し
た
屏
風
絵
遺
跡
分
布
図 

【
地
図
Ⅲ
】
隋
唐
時
代
出
土
し
た
屏
風
絵
遺
跡
分
布
図 

【
地
図
Ⅳ
】
五
代
・
宋
・
元
・
明
・
清
時
代
出
土
し
た
屏
風
絵
遺
跡
分
布
図 

七 

電
子
化
文
書 

デ
ー
タ
化
電
子
テ
キ
ス
ト
は
別
途
二
枚
のC

D
-R

で
添
付
し
た
。 

八 

文
字
数
一
覧 

１
．
本
文
：
ペ
ー
ジ
数

204
、
総
文
字
数

387,770
字 

２
．
一
覧
表
：
ペ
ー
ジ
数
60
、
文
字
数

57,481
字 

３
．
資
料
と
注
解
：
ペ
ー
ジ
数
43
、
文
字
数

61,459
字 

４
．
論
文
要
旨
：
ペ
ー
ジ
数
４
、
文
字
数
4,003
字 
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序 

章 

中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
研
究
の
現
状 

 

屏
風
絵
は
古
代
東
ア
ジ
ア
で

も
流
行
し
た
大
画
面
形
式
の
一
つ
で
あ
り
、
中
国
で
は
、

絵
画
史
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
一
分
野
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。
本
稿
に
先
立
ち
、
序
章
で
は
ま
ず
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
先
行
研
究
と
史

料
と
の
関
連
に
つ
い
て
著
者
の
考
え
を
簡
単
に
述
べ
、
本
稿
の
課
題
を
明
示
し
た
の
ち
、
主

要
な
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
を
検
討
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
も
引
用

し
、
再
構
成
し
、
若
干
の
感
想
を
幾
分
加
味
し
、
中
日
屏
風
絵
の
関
係
も
付
言
し
て
お
き
た

い
。
研
究
対
象
と
す
る
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
に
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
の
研
究
史
の
概
要
を
述
べ
、
続
い
て
本
研
究
の
論
点
や
研
究
方
法
な
ど
を
二
、
三
言
及
し

て
お
き
た
い
。 

一
．
研
究
史 

（
一
）
研
究
史
の
あ
ら
ま
し 

 

中
国
に
関
す
る
屏
風
絵
研
究
の
分
野
に
お
け
る
先
行
研
究
と
し
て
、
こ
こ
で
は
次
の
よ
う

に
言
及
す
る
。 

１
．
屏
風
絵
の
出
現
及
び
流
布 

屏
風
は
風
を
防
ぐ
た
め
、
あ
る
い
は
仕
切
り
や
装
飾
の
た
め
に
室
内
で
用
い
ら
れ
る
家
具

で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
出
現
は
戦
国
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
い
文
献

と
し
て
の
『
礼
記
』『
爾
雅
』
な
ど
よ
り
「
斧
扆
」
と
い
う
屏
風
画
の
発
端
か
ら
、
各
時
代
の

歴
史
文
献
に
注
釈
し
、
転
載
し
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
以
降
、
多
数
の
詩
文
で
屏
風
画
の
美
し

さ
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
各
史
書
や
画
史
画
論
中
に
は
、
屏
風
画
に
関
す
る
画
家
や
作
品

や
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
各
時
代
に
お
け
る
屏
風
画
の
図
像
上
の
姿

に
つ
い
て
は
、
大
体
に
漢
魏
時
代
の
列
女
、
孝
子
、
高
士
な
ど
の
画
題
を
中
心
と
し
て
、
漆

絵
屏
風
が
多
く
、
南
北
朝
以
降
、
屏
風
画
の
画
題
や
形
式
な
ど
が
、
前
代
よ
り
大
き
な
発
展

を
続
け
、
唐
代
に
か
け
て
、
屏
風
画
の
輝
く
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
世

作
品
と
し
て
の
屏
風
画
は
遺
憾
的
な
少
な
さ
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資
料
や
考
古
学

上
の
発
掘
調
査
し
た
成
果
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
歴
史
風
貌
を
想
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

２
．
二
十
世
紀
九
十
年
代
以
前
の
屏
風
絵
研
究 

中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
発
生
、
発
展
の
軌
跡
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
・
系
統
的
な
研
究

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
研
究
の
中
心
は
い
つ
も
唐
墓
壁
画
屏
風
で
あ
っ
た
。
唐
代
以
前
の
各
時

代
に
お
け
る
屏
風
絵
の
研
究
は
、
文
献
研
究
上
で
は
鳳
毛
鱗
角
の
状
態
で
、
北
朝
の
墓
葬
壁

画
や
ソ
グ
ド
人
の
石
棺
床
囲
屏
な
ど
の
図
像
に
つ
い
て
は
研
究
成
果
も
少
な
い
と
思
う
。
易

水
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資
料
を
引
用
し
て
、
考
古
学
上
の
成
果
に
よ
っ
て
衝
立
、
屏
風

の
作
例
を
あ
げ
ら
れ
て
、
調
度
品
の
家
具
と
し
て
の
屏
風
の
源
流
を
考
察
さ
れ
た
。 

さ
ら
に
こ
の
時
代
に
お
け
る
唐
代
の
屏
風
画
の
研
究
略
歴
を
簡
単
に
あ
げ
た
い
。
一
九
五

〇
年
代
は
、
唐
墓
壁
画
に
限
ら
ず
、
新
資
料
の
発
掘
例
が
続
出
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の

発
掘
成
果
に
伴
う
研
究
を
進
め
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
も
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
一
九

五
九
年
に
著
さ
れ
た
賀
梓
城
氏
の
「
唐
墓
壁
画
」
は
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
高
克
従
墓
な
ど

の
集
約
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
西
省
金
勝
村
の
唐
代
壁
画
墓
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
る

な
ど
、
唐
墓
壁
画
研
究
史
上
、
一
つ
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
六
十
年
に
は
、
一
九
五
二

年
に
発
掘
さ
れ
た
蘇
思
勗
墓
の
報
告
も
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
は
、
唐
墓
壁
画
を
取
り
上

げ
た
文
章
は
非
常
に
多
い
。
一
九
八
〇
年
代
の
唐
墓
壁
画
研
究
は
、
宿
白
氏
、
王
仁
波
氏
、

町
田
章
氏
の
三
篇
の
論
考
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
宿
氏
は
、
こ
の
地
域
の
唐
代
壁
画
墓
二
十

四
基
を
集
成
す
る
と
共
に
、
初
め
て
総
合
的
な
検
討
を
加
え
た
①

。
ま
た
王
氏
の
論
文
は
、

異
な
っ
た
観
点
か
ら
唐
墓
壁
画
の
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
②

。
一
九
八
八
年
に
刊
行
さ

れ
た
町
田
論
文
は
、
中
国
に
お
け
る
墓
室
装
飾
を
、
戦
国
期
か
ら
唐
代
に
至
る
ま
で
、
総
合

的
に
検
討
す
る
中
で
、
こ
の
帰
結
点
と
し
て
唐
墓
壁
画
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
た
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
論
考
で
あ
る
。
さ
ら
に
唐
墓
屏
風
画
の
発
生
年
代
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。
以

上
の
三
論
説
は
調
査
研
究
の
う
え
で
大
き
な
指
針
と
な
っ
て
い
て
、
今
日
で
は
貴
重
な
研
究

資
料
と
な
っ
て
い
る
。
水
尾
比
呂
志
、
山
根
有
三
両
氏
は
日
本
と
中
国
と
の
障
屏
画
の
源
流

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
証
さ
れ
た
。
ま
た
、
古
田
真
一
、
小
川
裕
充
諸
氏
は
中
国
屏
風
画

に
お
け
る
漆
絵
屏
風
や
雲
鶴
図
屏
風
な
ど
の
具
体
的
な
問
題
を
精
細
的
に
論
証
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
榊
原
悟
氏
は
、
著
作
の
『
美
の
架
け
橋-

異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』
に
、
屏

風
画
が
、
平
安
時
代
以
降
長
期
に
わ
た
り
、
異
国
（
中
国
、
朝
鮮
、
欧
米
）
の
帝
王
、
法
王
、

貴
紳
た
ち
に
送
り
続
け
ら
れ
た
歴
史
を
あ
と
づ
け
、
美
術
品
と
し
て
国
の
外
交
に
貢
献
し
た

意
外
な
役
割
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
を
制
作
し
た
画
家
の
活
動
を
分
析
し
て
い
る
。 

（
二
）
近
年
の
屏
風
絵
研
究
か
ら 

                                        

         

 

①

宿
白
「
西
安
地
区
唐
墓
壁
画
的
布
局
和
内
容
」『
考
古
学
報
』
一
九
八
二
年
第
二
期
。 

②

王
仁
波
等
「
陝
西
唐
墓
壁
画
之
研
究
」(

上
下)

『
文
博
』
一
九
八
四
年
第
二
期
。 



 - 5 -

二
十
世
紀
九
十
年
代
末
、
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
考
古
学
上
の
巨
大
な
成
果
が
衝
撃
的

な
発
見
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屏
風
絵
資
料
も
ぞ
く
ぞ
く
と
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
て
、
屏
風
絵
の
研
究
上
の
好
機
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
数
年
来
、
中
国
屏
風
絵
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
研
究
活
動
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。
古
墳
壁
画
屏
風
に
つ
い
て
は
、
発

掘
報
告
書
か
ら
の
発
表
と
分
析
が
基
礎
的
な
研
究
成
果
で
あ
る
の
で
、
屏
風
絵
の
研
究
上
に

不
可
欠
な
参
考
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
古
学
上
の
成
果
に
基
づ
い
て
専
門
家
の

諸
説
は
次
第
に
登
場
し
て
い
る
。
は
じ
め
に
、
諸
研
究
者
の
所
説
と
成
果
に
つ
い
て
、
触
れ

て
お
き
た
い
。 

巫
鴻
氏
は
、
中
国
古
代
に
お
け
る
屏
風
の
意
味
、
機
能
に
つ
い
て
を
提
示
し
て
、
衝
立
画

の
様
式
や
図
像
学
や
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
た
①

。
蘇
哲
氏
は
山
東
臨
朐
崔
芬
墓

の
「
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
」
屏
風
画
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
論
点
を
主
張
し

た
の
で
あ
っ
た
。
張
建
林
氏
は
、
唐
代
に
お
け
る
墳
墓
壁
画
の
一
分
野
と
し
て
の
部
分
的
な

屏
風
画
を
帰
納
し
、
画
題
や
技
法
な
ど
を
全
般
に
述
べ
ら
れ
た
。
趙
超
氏
は
、
唐
代
に
お
け

る
墳
墓
壁
画
の
一
分
野
と
し
て
の
樹
下
人
物
図
屏
風
を
論
述
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
資
料

も
触
れ
て
い
た
。
李
力
氏
は
考
古
学
上
の
視
点
か
ら
、
多
数
の
好
例
を
あ
げ
ら
れ
て
、
古
代

中
国
の
屏
風
画
の
姿
を
復
元
さ
せ
る
こ
と
が
指
摘
す
る
。
楊
泓
氏
も
魏
晋
南
北
朝
や
隋
唐
時

代
の
屏
風
画
を
精
細
に
検
討
し
た
。
ま
た
、
板
倉
聖
哲
氏
は
、
唐
墓
壁
画
に
描
か
れ
た
屏
風

画
か
ら
、
南
北
朝
時
代
の
も
の
を
引
用
し
て
、
日
本
に
現
存
さ
れ
て
い
る
屏
風
画
の
源
流
も

言
及
し
、
こ
の
長
い
時
代
に
お
け
る
屏
風
画
の
様
式
や
風
格
な
ど
を
網
羅
し
た
。
菅
谷
文
則

氏
は
正
倉
院
屏
風
と
墓
室
壁
画
と
の
関
係
を
論
述
し
た
こ
と
が
あ
る
。
二
十
世
紀
九
十
年
代

末
頃
、
日
本
で
『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
』
を
続
々
と
公
刊
さ
れ
て
、
魏
晋
南
北
朝
と

隋
唐
時
代
の
屏
風
画
研
究
が
深
ま
っ
た
。 

ま
た
、
趙
青
蘭
と
趙
秀
栄
の
両
氏
は
、
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
屏
風
を
全
般
的
に
検
索
し
、

特
に
中
唐
時
代
と
晩
唐
時
代
と
の
屏
風
画
全
面
の
図
像
学
的
論
攷
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
近
年
、
専
門
家
は
西
安
、
太
原
地
方
を
中
心
に
出
土
さ
れ
た
ソ
グ
ド
人
の
石
棺
床

囲
屏
に
注
目
し
て
い
る
。
安
伽
墓
、
史
君
墓
、
康
業
墓
、
虞
弘
墓
な
ど
を
重
点
的
に
お
こ
な

っ
た
の
で
あ
る
。
姜
伯
勤
、
曾
布
川
寛
、
吉
田
豊
、
鄭
岩
、
刑
福
来
、
影
山
悦
子
ら
の
諸
研

究
者
は
ソ
グ
ド
人
の
石
棺
床
囲
屏
の
図
像
学
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
広
敏
雄
氏
、
黒

                                        

         

 

①

ウ
ー
・
ホ
ン
著
・
中
野
美
代
子
・
中
島
健
訳
『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
―
中
国
重
屏
図
の
た
く
ら
み
』
青
土

社
、
二
〇
〇
四
年
。  

田
彰
氏
、
林
聖
智
氏
ら
は
中
国
に
お
け
る
北
朝
時
代
の
孝
子
図
や
風
俗
図
な
ど
が
刻
ま
れ
て

い
る
石
棺
床
囲
屏
を
詳
し
く
考
究
し
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
研
究
略
史
を
述
べ
た
。
ま
た
、
時
間
と
と
も

に
新
し
い
屏
風
画
資
料
が
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま

だ
段
階
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
三
）
屏
風
絵
研
究
上
の
制
約 

以
上
、
研
究
史
を
大
ま
か
に
見
て
き
た
が
、
新
た
な
資
料
の
発
見
や
総
合
的
研
究
の
進
行

に
よ
っ
て
、
中
国
屏
風
絵
の
全
体
像
に
徐
々
に
迫
り
つ
つ
あ
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一

方
、
研
究
の
上
で
い
く
つ
も
の
制
約
が
あ
る
こ
と
に
も
気
付
く
。
資
料
未
発
表
、
カ
ラ
ー
図

版
不
完
全
な
ど
の
原
因
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
唐
墓
中
の
壁
画
は
保
存
状
況
が
悪
い
の
で
、

墓
葬
の
壁
画
は
出
土
時
に
一
部
分
だ
け
残
さ
れ
、
壁
画
内
容
の
判
断
は
大
変
困
難
で
あ
る
。

数
多
く
の
壁
画
墓
は
す
べ
て
正
式
な
報
告
、
簡
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
詳
し
い
情

況
の
分
析
は
不
可
能
で
、
同
時
期
の
明
瞭
な
屏
風
壁
画
の
配
置
、
構
図
、
題
材
と
比
べ
る
と
、

そ
の
中
の
花
鳥
、
舞
楽
、
獅
子
、
馬
な
ど
内
容
と
形
式
は
屏
風
図
の
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。 

古
代
墓
葬
壁
画
は
ご
く
脆
い
も
の
で
あ
っ
て
、
様
々
な
自
然
の
条
件
や
人
為
的
な
破
損
に

よ
っ
て
た
や
す
く
失
わ
れ
て
し
ま
う
点
が

大
の
問
題
と
な
る
。
官
位
の
高
い
被
葬
者
で
あ

っ
た
り
、
か
な
り
規
模
の
大
き
な
墓
で
あ
っ
て
も
、
壁
画
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
い
場
合
が

あ
る
が
、
こ
れ
が
壁
画
が
描
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
あ

る
。
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
い
て
す
ら
壁
画
の
実
物
を
見
る
機
会
が
な
か
な
か
得

難
い
。 

 

実
物
資
料
を
補
う
も
の
と
し
て
、
模
写
・
写
真
な
ど
が
あ
る
。
模
写
は
移
動
可
能
で
あ
り
、

写
真
で
は
感
じ
得
な
い
量
感
と
臨
場
感
を
与
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
巨
大
な
墓
の
中
一
面

に
描
か
れ
た
壁
画
を
そ
の
ま
ま
に
再
現
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
従
っ

て
、
限
ら
れ
た
大
き
さ
の
画
面
の
上
に
壁
画
の
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
切
り
取
っ
て
描
く

の
か
は
、
模
写
作
家
の
意
思
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
枚
の
樹
下
美
人
図
が
単
独
で
描
か
れ

て
い
る
の
か
、
六
扇
の
屏
風
の
一
枚
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
は
現
代
の
作
者
が
ど
の
よ

う
な
意
志
を
持
っ
て
そ
れ
を
模
写
す
る
か
に
よ
っ
て
、
理
解
し
う
る
場
合
と
し
え
な
い
場
合

が
生
じ
る
。
諸
研
究
者
の
模
写
に
つ
い
て
い
え
ば
、
大
き
さ
や
形
態
の
正
確
性
は
追
求
さ
れ

て
お
ら
ず
、壁
画
か
ら
任
意
に
切
り
取
と
っ
た
部
分
を
そ
の
も
の
と
し
て
一
幅
の
絵
と
考
え
、

そ
れ
に
諸
氏
な
り
の
解
釈
を
持
っ
て
、
雰
囲
気
を
与
え
、
完
成
度
を
高
め
よ
う
と
す
る
。
作

者
が
対
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
同
一
の
対
象
に
つ
い
て
の
模
写
が
全
く
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異
な
っ
た
作
品
に
な
る
。
実
物
の
壁
画
と
は
異
な
っ
た
衣
装
や
化
粧
が
描
か
れ
る
場
合
も
あ

り
、
壁
画
か
ら
唐
代
の
服
装
や
風
俗
を
と
ら
え
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
模
写
を
利
用
す
る

こ
と
は
危
険
で
さ
え
あ
る
。 

二
．
本
研
究
動
機
と
目
的 

私
は
、
仕
事
と
研
究
の
過
程
で
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
三
つ
の
地
域
の
美
術
史
と
古

代
文
化
の
交
流
な
ど
に
深
く
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ず
っ
と
深
い
研
究
を
望
み
、

研
究
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
日
本
に
来
て
、
よ
り
広
い
視
野
と
日
中
の
文
化
交
流
の
歩
み

と
歴
史
の
中
か
ら
、『
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
研
究
』
と
い
う
研
究
の
テ
ー
マ
で
、
漢
代
か

ら
清
時
代
を
中
心
と
し
て
、考
古
発
掘
現
場
で
得
た
知
見
を
持
っ
て
、こ
の
研
究
を
続
け
て
、

修
士
論
文
を
経
て
、

終
博
士
論
文
を
完
成
す
る
。 

本
論
の
目
的
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
に
つ
い
て
、
伝
世
品
、
出
土
品
、
文
献
史
料
を

も
と
に
可
能
な
限
り
具
体
的
な
歴
史
像
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
屏
風
画
は
中
国
絵
画
史

上
に
於
い
て
発
生
が
比
較
的
早
い
し
、
特
色
が
非
常
に
鮮
明
な
絵
画
の
表
現
形
式
で
あ
る
。

中
国
の
古
文
献
、
考
古
発
掘
調
査
の
成
果
、
様
々
な
画
跡
の
伝
世
品
を
見
れ
ば
、
中
国
古
代

屏
風
画
の
種
類
、
図
像
及
び
風
格
が
比
較
的
豊
富
で
あ
り
、
研
究
の
価
値
が
非
常
に
高
い
の

で
あ
る
。
学
者
ら
は
こ
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
初
歩
的
な
研
究
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

系
統
的
な
屏
風
画
の
研
究
成
果
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
私
は
こ
の
絵
画
史
の
一

つ
の
支
派
を
科
学
的
な
、
詳
細
な
、
系
統
的
な
探
究
を
し
て
、
中
国
屏
風
画
の
発
生
と
発
展

の
歴
史
を
全
面
的
に
手
探
り
た
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
中
国
に
所
在
す
る
古
墳
、
寺
観
、
石
窟
寺
院
な
ど
の
壁
画
に
つ
い
て
、
現
地
調
査

を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
中
国
壁
画
研
究
の
た
め
の
基
本
資
料
の
整
備

を
行
う
。
①
壁
画
の
技
法
、
材
料
、
と
く
に
顔
料
や
色
料
に
関
す
る
分
析
と
考
察
。
②
壁
画

の
主
題
や
図
像
構
成
、
様
式
的
特
徴
を
記
録
し
、
そ
の
解
釈
と
比
較
研
究
を
す
る
。
③
技
法

や
材
料
等
に
関
す
る
文
献
資
料
を
読
解
し
、
現
存
す
る
壁
画
と
文
献
資
料
と
を
比
較
研
究
す

る
こ
と
と
す
る
。 

三
．
資
料
典
拠
に
つ
い
て 

中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
研
究
の
資
料
の
典
拠
に
つ
い
て
は
大
体
以
下
の
五
つ
の
種
類
で

あ
り
、
一
つ
は
絵
画
史
、
伝
記
な
ど
古
文
献
典
籍
の
屏
風
画
の
様
々
な
記
載
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
墳
墓
の
中
に
屏
風
画
が
あ
り
、
も
う
一
つ
は
石
窟
、
寺
院
壁
画
の
屏
風
画
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
様
々
な
画
跡
の
伝
世
品
の
中
に
屏
風
画
が
あ
り
、

後
に
磁
器
、
木
彫
な
ど
に

屏
風
画
も
表
現
さ
れ
た
。
と
く
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
中
、
古
い
文
献
史
料
を
極
め
て
重
視

し
て
、
こ
れ
を
絵
画
史
学
の
研
究
上
の
必
要
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
い
る
。 

四
．
研
究
方
法 

以
上
の
様
々
な
屏
風
絵
の
原
始
的
な
資
料
を
蒐
集
し
て
、
実
証
、
比
較
、
帰
納
、
分
類
な

ど
の
研
究
方
法
を
活
用
し
て
、
時
代
発
展
序
列
に
立
脚
す
れ
ば
、
中
国
屏
風
画
の
使
用
の
歴

史
、
表
現
の
形
式
な
ど
を
考
察
し
て
、
特
に
中
国
屏
風
画
が
不
同
の
時
代
に
お
け
る
屏
風
画

の
表
現
特
徴
と
芸
術
風
格
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
屏
風
画
の
装
飾
意
味
及
び
中
国
古
代
絵

画
史
上
の
位
置
を
探
求
し
た
い
。
ほ
か
に
、
伝
統
的
な
中
国
絵
画
種
類
か
ら
、
屏
風
画
の
中

に
山
水
画
、花
鳥
画
、人
物
画
な
ど
の
画
題
の
発
展
面
目
を
帰
納
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。 

図
像
学
は
言
う
ま
で
も
な
く
様
式
論
と
並
ぶ
美
術
史
学
の
二
大
方
法
論
で
あ
る
が
、
様
式

論
が
作
品
が
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
か
を
問
題
と
す
る
の
に
対
し
、
図
像
学
は
何
を
表

し
て
い
る
か
、
つ
ま
り
意
味
を
問
題
と
す
る
。
そ
し
て
中
世
、
古
代
と
時
代
を
遡
れ
ば
遡
る

ほ
ど
有
効
性
を
発
揮
す
る
の
が
図
像
学
の
本
来
の
特
徴
で
あ
る
。
古
代
、
中
世
美
術
と
は
言

っ
て
も
、
実
際
は
扱
う
文
物
の
殆
ど
が
墳
墓
か
ら
の
出
土
品
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
屏
風
絵
も
同
様
、
実
物
や
屏
風
壁
画
な
ど
は
、
墓
葬
か
ら
出
土
し
た
も
の
で

あ
る
。
様
式
論
で
あ
れ
ば
、
考
古
学
の
編
年
と
同
様
に
出
土
品
を
並
べ
て
そ
の
形
や
型
式
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
年
代
を
決
め
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
立
っ
て
更
に
そ
の
作
品

の
持
つ
意
味
や
、
全
体
の
構
想
を
探
る
の
は
か
な
り
困
難
な
こ
と
で
、
図
像
学
は
そ
れ
に
文

献
の
裏
附
け
な
し
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。時
代
を
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
、

文
献
は
ま
す
ま
す
稀
少
と
な
る
の
で
、
作
品
自
身
に
語
ら
せ
る
以
外
に
方
法
は
な
く
、
可
能

な
限
り
関
連
資
料
を
集
め
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
、
即
ち
意
味
を
絞
り
出
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。 

五
．
本
研
究
の
課
題
と
論
点 

本
論
の
課
題
を
一
言
で
述
べ
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
歴
史
上
の
諸
様
相
の
解
明

と
い
う
こ
と
に
な
る
。唐
代
以
前
の
屏
風
画
や
衝
立
絵
の
伝
世
の
作
品
が
き
わ
め
て
少
な
く
、

当
面
は
、
主
要
な
古
墳
壁
画
と
石
窟
寺
院
壁
画
か
ら
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
古
墳
壁
画
の
オ
ブ

ジ
ェ
と
内
容
は
し
ば
し
ば
朝
廷
政
策
と
当
時
に
受
け
る
社
会
習
俗
の
深
さ
に
影
響
す
る
。
別

の
一
個
の
角
度
か
ら
述
べ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
同
時
に
代
理
し
た
こ
と
の
な
い
墓
室
壁
装
飾

の
オ
ブ
ジ
ェ
と
内
容
の
中
に
、
当
時
に
少
し
の
社
会
生
活
歴
史
で
あ
る
も
の
を
考
証
と
解
釈

し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
に
お
け
る
屏
風
や
衝
立
の
研
究
史
を
の
べ
た
も
の
の
、
わ
ず

か
な
時
代
性
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
屏
風
や
衝
立
を
引
い
た
発
展
歴
史
と
発

展
軌
跡
体
系
化
と
を
総
合
す
る
研
究
は
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
現
在
ま
で
、
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研
究
上
は
唐
代
の
墓
葬
壁
画
か
ら
、
屏
風
画
の
制
作
目
的
や
用
途
の
多
様
さ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
図
様
の
形
成
が
な
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
全
面
的
に
各
時
代
の
厖
大
な
詩
文
な

ど
の
視
野
か
ら
具
体
的
に
屏
風
画
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
は
考
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

少
な
い
と
思
う
。
本
稿
は
こ
れ
を
考
慮
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
少
し
で
も
有
益
で
あ
り
た

い
と
考
え
、
試
み
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
実
景
を
よ
り
明
ら
か
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
中
国
の
屏
風
絵
が
姿
が
変
わ
っ
て
い
て
美
し
く
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
に
対
す
る

屏
風
画
の
様
子
が
変
わ
っ
て
い
て
美
し
い
影
響
と
淵
源
関
係
方
面
も
関
与
し
て
お
り
、
先
人

の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
、
同
様
に
屏
風
や
衝
立
を
引
い
た
角
度
か
ら
行
っ
て
さ
ら
に
こ
の

史
上
の
深
い
解
け
な
い
縁
を
探
り
た
い
と
考
え
る
。
古
来
よ
り
、
大
陸
文
化
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
、
日
本
固
有
の
文
化
を
つ
く
り
上
げ
た
先
人
の
営
み
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

比
類
な
き
日
本
の
美
と
こ
こ
ろ
。
そ
れ
は
、
建
造
物
を
は
じ
め
、
仏
像
、
仏
画
、
絵
画
、
工

芸
、
書
法
な
ど
が
多
岐
に
わ
た
り
そ
の
美
は
開
花
し
、
育
ま
れ
、
未
来
へ
の
比
類
な
き
文
化

遺
産
と
し
て
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
日
本
絵
画
史
上
に
は
障
壁
画
、
座
頭
屏
風
な
ど

の
屏
風
絵
作
品
が
、
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
歴
史
的
淵
源
を
見

た
ら
中
国
屏
風
絵
と
関
係
が
緊
密
で
あ
る
。
こ
の
両
方
の
比
較
研
究
の
必
要
性
が
あ
る
。
そ

れ
で
、
両
方
の
屏
風
画
作
品
の
関
係
、
図
像
風
格
、
地
域
特
徴
な
ど
か
ら
、
比
較
的
に
研
究

す
る
こ
と
は
中
国
屏
風
絵
の
発
展
変
化
を
研
究
す
る
重
要
な
組
成
部
分
に
な
っ
て
い
る
。 

六
．
本
稿
の
構
成 

本
稿
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
歴
史
を
貫
く
特
質
を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
、
屏
風
画
芸

術
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、
ま
た
変
化
し
た
か
を
歴
史
的
に
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

に
、
図
像
学
的
な
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
史
的
変
遷
の
相
に
お
い
て
屏
風
画
美

術
を
把
握
し
、
ま
た
屏
風
画
に
関
す
る
文
献
史
料
も
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
れ
の
中
国
に

お
け
る
漢
唐
時
代
の
様
相
を
軸
に
し
て
、屏
風
画
芸
術
が
中
国
大
陸
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
、

日
本
列
島
へ
伝
播
す
る
際
の
変
容
の
様
相
を
構
造
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
十
世
紀
前
、
中
国
と
朝
鮮
半
島
、
日
本
列
島
の
屏
風
画
に
関
す
る
文
献
史

料
、
美
術
作
品
、
図
像
資
料
を
出
来
る
限
り
網
羅
的
に
蒐
集
し
て
、
そ
れ
ら
を
伝
世
作
品
や

関
連
出
土
品
な
ど
と
照
合
さ
せ
て
細
部
に
わ
た
る
図
像
を
読
み
解
く
こ
と
か
ら
出
発
し
て
、

他
の
図
像
と
の
相
違
・
共
通
点
や
組
合
せ
を
視
野
に
入
れ
て
、
図
像
の
構
成
お
よ
び
全
体
的

な
図
像
構
成
の
問
題
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
図
像
要
素
お
よ
び
図
像
構
成
を
成
り
立
た
せ
て

い
る
時
代
性
と
地
方
性
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
屏
風
画
芸
術
に
お
け
る
漢
唐
時

代
の
繋
が
り
と
変
容
の
様
相
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 

本
稿
は
三
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
部
分
は
全
体
の
序
章
と
な
る
中
国
に
お
け
る
屏

風
画
研
究
の
現
状
で
あ
る
。
第
二
部
分
は
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
で
、
中
国
に
お
け
る
屏

風
画
の
軌
跡
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
中
国
屏
風
の
歴
史
に
注
目
し
、
第
二
章
に
お
い
て
中

国
屏
風
画
の
歴
史
を
網
羅
と
概
観
し
、
第
三
章
か
ら
第
七
章
ま
で
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
で
き
る
だ
け
全
般
に
通
し
て
、
こ
の
長
い
時
代
に
屏
風
画
の
発
展
過
程

を
追
究
し
て
、
特
に
屏
風
画
の
作
品
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
。
そ
し
て
、
第
三
部
分
は
、

第
八
章
で
東
ア
ジ
ア
古
代
屏
風
画
の
伝
播
と
受
容
を
考
察
し
、
本
稿
の
結
論
と
し
て
中
国
屏

風
画
の
特
質
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。 

各
章
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
本
稿
の
要
旨
を
順
を
追
っ
て
述
べ
て
み
た
い
。 

序
章
で
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
研
究
の
現
状
の
問
題
を
考
察
し
た
。
具
体
的
に
は
、

そ
の
屏
風
絵
の
問
題
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
史
の
概
要
、
研
究
上
の
制
約
、
本
稿
の
資
料
典

拠
、
研
究
方
法
、
論
点
な
ど
で
あ
る
。 

第
一
章
「
屏
風
の
歴
史
に
つ
い
て
の
考
察
」
に
お
い
て
、
文
献
史
料
を
引
用
し
、
中
国
に

お
け
る
屏
風
の
定
義
と
性
格
、
種
類
、
機
能
お
よ
び
歴
史
上
の
出
現
と
変
遷
を
検
討
し
た
。 

第
二
章
「
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
展
開
」
に
お
い
て
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
定
義
と
性

格
、
材
質
技
法
、
種
類
と
画
題
、
図
様
構
成
、
機
能
、
発
生
・
発
展
の
歴
史
な
ど
を
検
討
し

た
。 第

三
章
「
屏
風
絵
の
発
生
と
形
成
期
―
漢
時
代
及
び
漢
以
前
」
で
は
、
戦
国
か
ら
漢
時
代

に
か
け
て
屏
風
画
の
図
像
的
特
徴
を
詳
し
く
検
討
し
た
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
献
史
料
を
参
考
に
重
視
し
、
さ
ら
に
屏
風
画
の
図
像
形
成
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

考
古
学
成
果
と
し
て
い
る
屏
風
実
物
例
の
画
像
石
・
画
像
磚
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
崖
墓
の

彫
刻
、
壁
画
な
ど
を
考
察
追
究
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
に
お
け
る
早
期
の
屏
風
画
の
様
相
を

想
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

こ
の
時
期
の
壁
画
に
出
現
し
た
屏
風
の
共
通
特
徴
は
、
画
面
の
局
部
に
個
別
人
物
の
背
景

家
具
と
し
て
、
占
有
面
積
が
少
な
い
の
で
、
屏
風
の
上
に
図
案
は
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た

基
本
的
に
大
部
分
は
素
面
で
あ
り
、形
式
は
曲
が
っ
て
坐
榻
の
囲
屏
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。 

第
四
章
「
屏
風
絵
の
発
展
期
―
魏
晋
南
北
朝
時
代
」
で
は
、
魏
晋
南
北
朝
期
の
史
書
、
画

史
画
論
、
題
画
詩
な
ど
の
文
献
史
料
に
お
け
る
屏
風
画
に
つ
い
て
の
物
語
や
伝
世
作
品
な
ど

に
注
目
し
、
木
漆
器
屏
風
、
石
榻
囲
屏
、
壁
画
な
ど
の
実
物
例
を
考
察
し
た
。
と
く
に
、
こ

の
時
期
に
お
け
る
格
別
的
屏
風
画
と
し
た
ソ
グ
ド
人
石
榻
囲
屏
と
崔
芬
墓
の
屏
風
画
を
め
ぐ
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っ
て
論
じ
た
。 

魏
晋
南
北
朝
時
代
の
屏
風
絵
は
、
前
半
で
は
漢
代
の
主
題
と
様
式
を
継
承
し
つ
つ
発
展
さ

せ
、
後
半
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
画
風
を
生
み
出
し
て
、
来
る
隋
唐
の
造
形
表
現
の
祖
型
と
な
っ

た
。
南
北
朝
時
期
の
壁
画
墓
屏
風
図
像
は
前
期
に
比
べ
、
漢
墓
壁
画
で
人
物
の
背
景
と
し
て

屏
風
画
像
は
こ
の
時
期
で
拡
大
さ
れ
、
壁
一
面
に
構
図
す
る
主
体
背
景
と
な
り
、
墓
室
画
の

中
心
と
な
る
明
瞭
な
変
化
を
遂
げ
た
。
屏
風
中
の
画
面
で
あ
ら
か
じ
め
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
屏
風
画
の
主
な
画
題
と
し
て
は
、
山
水
画
が
し
だ
い
に
発
展
し
て
、
独
立
し
た

領
域
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
隋
唐
時
代
の
屏
風
絵
画
に
き
わ
め
て
大

き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
北
か
ら
中
国
に
南
下
し
南
北
朝
の
統
一
を

果
た
し
た
騎
馬
遊
牧
民
鮮
卑
族
や
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
至
る
交
易
網
を
作
り
あ

げ
東
西
文
明
の
交
流
に
主
役
を
演
じ
た
イ
ラ
ン
系
ソ
グ
ド
人
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

文
化
交
流
と
美
術
史
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
は
様
々
な
人
々
と
美
し
き
も

の
が
交
錯
す
る
十
字
路
と
化
し
た
激
動
の
時
代
で
あ
る
。 

第
五
章
「
屏
風
絵
の
繁
栄
期
―
隋
唐
時
代
」
で
は
、
隋
唐
期
に
お
い
て
屏
風
画
の
図
像
が
、

歴
史
的
・
地
域
的
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
見
せ
る
か
を
考
察
し
た
。
こ
の
時
期
の
史
書
、
画

史
画
論
中
の
記
述
、
画
讃
・
題
画
詩
・
論
画
詩
・
画
題
・
画
跋
・
画
記
な
ど
か
ら
屏
風
画
に

つ
い
て
の
物
語
や
歴
史
上
の
様
相
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。さ
ら
に
、絹
画
屏
風
、

紙
画
屏
風
、
石
棺
床
囲
屏
な
ど
の
実
物
例
、
古
墳
壁
画
、
寺
窟
壁
画
な
ど
の
図
像
資
料
か
ら

検
証
し
た
。
と
く
に
、
唐
墓
壁
画
屏
風
図
の
題
材
、
内
容
は
非
常
に
豊
富
で
、
こ
の
時
期
に

お
け
る
屏
風
画
の
特
徴
に
な
る
。
検
証
の
結
果
、
図
像
は
多
く
の
視
点
か
ら
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。
つ
ま
り
、
唐
代
に
移
っ
て
、
屏
風
の
使
用
は

も
一
般

化
し
、
宮
廷
、
官
府
、
自
宅
に
ま
で
設
置
さ
れ
、
名
称
も
多
様
化
さ
れ
「
屏
」、「
障
」、「
障

子
」
と
次
第
に
変
わ
り
、
屏
風
に
漢
詩
、
書
道
、
絵
画
な
ど
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
屏
風
は
唐
代
の
家
具
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
詩

人
や
画
家
、
書
道
家
に
よ
る
芸
術
の
表
現
対
象
と
し
て
の
機
能
も
有
し
、
後
者
は
前
者
よ
り

重
要
で
あ
っ
た
。 

第
六
章
「
五
代
・
宋
・
遼
・
金
・
元
時
代
の
屏
風
絵
」
に
お
い
て
、
中
晩
唐
時
期
の
屏
風

画
の
遺
風
に
注
目
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
時
代
の
新
画
題
と
新
技
法
な
ど
を
補
足
し
、
遼
・

金
・
元
時
期
に
お
け
る
屏
風
画
の
民
族
性
も
う
か
が
っ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
入
っ
て
、
花

鳥
画
と
水
墨
山
水
図
が
躍
進
さ
れ
て
い
て
、
没
骨
法
と
い
う
新
し
い
技
法
も
発
展
さ
れ
た
。

絵
画
空
間
に
展
開
す
る
二
次
空
間
の
構
築
に
つ
い
て
、
画
中
画
と
し
て
の
屏
風
と
衝
立
の
小

景
画
を
通
し
て
、
そ
の
時
代
性
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
墓
葬
か
ら
の
壁
画
屏
風
に
は
、

龍
文
、
水
波
文
な
ど
古
い
画
題
が
再
び
出
現
し
、
伝
世
品
絵
画
に
は
、
画
中
画
と
い
う
屏
風

画
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、
屏
風
画
の
文
化
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
神
秘
性
と

勧
戒
性
か
ら
、
現
実
性
と
吉
祥
性
へ
転
換
さ
れ
て
い
る
。 

第
七
章
「
明
・
清
時
代
の
屏
風
絵
」
で
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
変
容
期
の
諸
様
相

を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
墓
葬
壁
画
屏
風
が
少
な
か
っ
た
が
、
文
献
史
料
か
ら
見
る
と
、

屏
風
画
の
画
家
が
よ
く
出
て
い
て
、
伝
世
品
の
屏
風
作
品
も
あ
る
。
も
う
二
つ
の
注
意
す
べ

き
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
こ
の
時
代
の
画
中
画
屏
風
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
屏

風
の
形
態
上
の
変
容
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
、
部
分
の
屏
風
は
衝
立
の
形
式
か
ら
、
分
体
の

貼
り
物
の
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
用
性
が
あ
る
が
、
観
賞
性
が
特
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
衝
立
形
式
の
屏
風
は
分
体
の
貼
り
物
の
形
式
あ
る
い
は
掛

物
の
源
と
い
う
こ
と
で
き
ろ
う
。
画
題
は
、
山
水
図
が
多
く
で
、
花
鳥
図
と
風
俗
図
な
ど
も

見
え
る
。 

第
八
章
「
東
ア
ジ
ア
屏
風
絵
の
伝
播
と
受
容
」
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア
屏
風
画
の
特
質
と

文
化
交
流
上
の
諸
問
題
点
を
探
る
。
な
お
、
本
章
で
は
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
屏

風
画
の
概
要
を
瞥
見
し
た
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
作
品
の
分
析
す
る

視
点
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

後
に
終
章
と
し
て
「
結
論
―
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
特
質
」
に
お
い
て
、
中
国
に
お

け
る
屏
風
画
の
形
式
と
材
質
技
法
、
画
題
の
系
譜
と
変
遷
、
地
域
性
と
時
代
性
、
絵
画
史
上

の
意
義
な
ど
の
歴
史
的
全
貌
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
本
章
で
は
、
中
国
に
お
け

る
屏
風
画
に
関
す
る
材
質
や
画
題
な
ど
の
共
通
点
と
各
時
代
の
特
徴
の
把
握
を
試
み
た
い
。

さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
屏
風
画
と
の
密
接
な
繋
り
を
も
つ
こ
と
を
考
察
し
た
。
そ
の
伝
播
と
受
容

を
考
察
す
る
こ
と
は
古
代
の
屏
風
画
美
術
が
い
か
に
し
て
中
国
大
陸
か
ら
朝
鮮
・
日
本
へ
伝

播
し
た
か
、
そ
の
架
け
橋
の
解
明
に
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。 

以
上
、
各
章
の
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
、
本
稿
は
序
章
と
終
章
の
ほ
か
に
全
八
章
、
全
体
は

次
の
四
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
る
。 

第
一
は
、
伝
世
史
料
が
図
像
解
釈
の
上
で
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
。
本
稿
の
各
章
で
は
、

伝
世
文
献
に
関
す
る
限
り
、
主
要
な
史
料
を
諸
例
で
ほ
ぼ
網
羅
し
、
絵
画
史
の
関
連
を
、
そ

れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
て
、
史
料
学
の
視
点
か
ら
、
う
か
が
え
る
限
り
論
じ
て
み
た
い
。 

第
二
は
、
各
時
代
に
お
け
る
考
古
学
的
出
土
品
の
情
報
を
注
目
す
る
。
宋
元
時
代
以
前
の

屏
風
画
の
資
料
は
、
出
土
品
が
主
要
な
組
成
部
分
に
な
っ
て
い
る
。 
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第
三
は
、
伝
世
品
の
屏
風
絵
は
屏
風
画
研
究
上
の
重
要
な
成
分
と
し
て
、
各
時
代
の
特
徴

を
よ
く
示
唆
し
て
い
る
。
各
時
代
に
お
け
る
伝
世
品
絵
画
に
関
し
て
は
す
で
に
浩
瀚
な
専
著

が
あ
り
、画
中
画
な
ど
に
関
し
て
は
、屏
風
画
史
研
究
の
格
好
の
テ
ー
マ
と
思
わ
れ
る
た
め
、

筆
者
も
ま
た
史
料
の
内
容
紹
介
も
含
め
て
や
や
詳
細
に
私
見
を
述
べ
て
い
く
。 

第
四
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
屏
風
絵
の
諸
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、本
稿
の
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
研
究
は
、図
像
学
的
方
法
に
よ
っ
て
、

屏
風
絵
の
歴
史
的
変
容
の
様
相
を
構
造
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿

に
よ
っ
て
、
屏
風
絵
は
、
中
国
若
し
く
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
絵
画
の
重
要
な
一
分
野
と
し

て
、
そ
の
絵
画
芸
術
の
伝
播
に
お
け
る
中
国
か
ら
朝
鮮
、
日
本
へ
の
変
容
の
様
相
の
提
示
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。 

 
 

第
一
章 

屏
風
の
歴
史
―
そ
の
文
献
学
的
考
察 

 

一
．
定
義
と
性
格 

１
．
屏
風 

屏
風
は
風
や
人
目
を
遮
蔽
す
る
た
め
の
調
度
品
で
あ
る
。
屏
と
は
蔽
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
画
屏
、
繍
屏
、
金
屏
、
石
屏
、
格
子
屏
な
ど
の
つ
く
り
が
あ
る
。
古
代
中
国
で
は
「
扆
」、

「
邸
」、「
樹
」、「
罘
罳
」
ま
た
「
屏
扆
」
と
呼
ば
れ
る
衝
立
を
天
子
が
臣
下
に
朝
見
す
る
時

に
席
の
後
ろ
に
立
て
、
周
代
に
は
斧
形
の
縫
取
を
施
し
た
扆
を
天
子
の
権
威
の
象
徴
と
し
た

と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、『
物
源
』
に
「
禹
作
屏
」
と
あ
る
が
、
屏
風
の
発
生
は
夏
代
で
あ
ろ
う
。

『
周
礼
・
冢
宰
・
掌
次
』
に
「
設
皇
邸
」
と
あ
る
。『
礼
記
・
明
堂
』
に
「
周
公
朝
諸
侯
於
明

堂
之
位
、
天
子
負
斧
依
、
南
向
而
立
」
と
い
う
。『
淮
南
子
・
斉
俗
訓
』
に
「（
周
公
）
摂
天

子
之
位
、
負
扆
而
朝
諸
侯
」
と
あ
る
。
沈
約
『
奏
弾
王
源
』
に
「
陛
下
所
以
負
扆
而
言
、
思

清
敝
俗
者
也
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
古
文
献
に
よ
っ
て
、
屏
風
の
使
用
は
西
周
初
年
か
ら
始

ま
る
と
思
わ
れ
る
。
陸
法
言
は
、
現
在
の
屏
風
が
扆
の
変
体
と
い
う
。 

『
三
礼
図
』
に
「
扆
縦
広
八
尺
、
画
斧
文
、
今
之
屏
風
、
則
其
遺
象
也
」
と
い
う
。（F

ig.

Ⅰ-1

）
ま
た
、
『
三
礼
図
』
に
、
前
漢
に
は
屏
風
の
名
を
文
献
に
み
る
と
、
班
固
の
著
作
に
、

屏
風
と
い
う
言
葉
が
よ
く
見
ら
れ
て
①

、『
説
文
』
に
「
扆
」
は
、「
戸
牖
之
間
也
」、『
爾
雅

·
釈
宮
』
に
「
牖
戸
之
間
、
謂
之
扆
」、『
釈
名
』
は
「
風
を
屏
障
す
る
も
の
」、
と
定
義
す

る
。『
尚
書
・
顧
名
』
に
「
狄
設
黼
扆
綴
衣
」
と
あ
る
。『
礼
記
』
に
「
天
子
設
斧
依
於
戸
牖

之
間
」
と
あ
る
。
鄭
玄
注
曰
「
依
、
如
今
綈
素
屏
風
也
、
有
繍
斧
紋
所
示
威
也
」
と
あ
る
。

『
漢
厳
助
伝
』
に
「
負
黼
依
」（『
格
致
鏡
原
』
巻
五
十
三
）
と
あ
る
。
顔
師
古
注
「
白
与
黒

為
斧
紋
謂
之
黼
也
、
依
讀
曰
扆
、
扆
之
形
如
屏
風
而
曲
之
、
画
以
黼
紋
張
於
牖
間
」（『
格
致

鏡
原
』
巻
五
十
三
、『
文
献
通
考
』
巻
一
二
〇
「
王
礼
考
」
十
五
）
と
あ
る
。
張
衡
『
東
京
賦
』

「
負
斧
扆
」
と
も
あ
る
。『
華
厳
経
音
義
』（
上
）「
天
子
施
扆
於
戸
牖
、
以
為
障
蔽
也
」
と
い

う
。『
三
礼
図
』
巻
八
「
司
幾
筵
」
曰
「
凡
大
朝
観
、
大
郷
射
、
凡
封
国
命
諸
侯
、
王
位
設
黼

依
」（
黼
依
と
斧
扆
と
同
じ
）
と
あ
る
。「
扆
」
ま
た
「
屏
扆
」
は
、
戸
牖
の
間
に
た
て
る
屏

風
で
、
絳
質
、
高
さ
と
幅
い
ず
れ
も
八
尺
、
金
斧
の
形
を
描
く
も
の
で
あ
る
②

。 

つ
ま
り
、
天
子
が
坐
る
と
き
は
黼
依
は
後
に
あ
っ
て
、
背
に
負
う
た
よ
う
な
形
に
な
る
。

そ
の
つ
く
り
は
屏
風
の
よ
う
で
、
柄
の
な
い
斧
が
画
い
て
あ
る
。
あ
っ
て
も
用
い
な
い
と
い

う
意
味
を
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
礼
記
』
の
明
堂
位
の
注
に
よ
れ
ば
、「
斧
扆
は
斧
を
画

い
た
屏
風
で
、
高
さ
は
八
尺
、
東
西
に
戸
牖
の
間
に
当
た
っ
て
据
え
ら
れ
、
絳
の
質
の
と
こ

ろ
に
斧
の
模
様
が
画
か
れ
て
い
る
。
天
子
は
南
に
向
っ
て
そ
の
中
に
立
つ
」
と
あ
る
。
漢
代

以
降
、
各
種
の
文
献
典
籍
の
中
に
、
斧
扆
の
意
味
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。 

斧
扆
の
名
は
天
子
の
御
座
屏
風
を
専
用
さ
れ
、
長
い
時
代
で
襲
っ
て
、
明
清
時
代
ま
で
使

用
さ
れ
て
い
る
。
唐
・『
東
観
奏
記
』
巻
中
に
「
上
校
猟
城
西
、
漸
及
渭
水
、
見
父
老
一
二
十

人
於
村
佛
祠
設
斎
、
上
問
之
、
父
老
曰
、「
臣
礼
泉
県
百
姓
、
本
県
令
李
君
奭
有
異
政
、
考
秩

已
満
、
百
姓
借
流
、
詣
府
乞
未
替
、
兼
此
祈
佛
力
也
。」
上
默
然
、
還
宮
後
於
御
扆
上
大
書
君

奭
名
。
中
書
両
擬
礼
泉
令
、
上
皆
抹
去
之
。」
と
あ
る
。『
東
軒
筆
録
』
に
「
一
日
奏
事
畢
、

方
欲
開
陳
、
真
宗
聖
体
似
不
和
、
遂
離
扆
坐
。」
と
あ
る
。『
金
史
』
巻
三
十
に
「
黼
扆
以
紙
、

木
為
筐
、
両
足
如
立
屏
状
、
南
向
上
前
設
几
筵
以
坐
神
主
。」
と
あ
る
。
明
・
沈
徳
符
『
万
暦

野
獲
編
』
巻
二
に
「
今
主
上
御
門
常
朝
、
黼
扆
之
後
、
内
臣
執
一
有
柄
之
物
、
若
擎
扇
然
。」

                                        

         

 

①

『
三
礼
図
』
に
「
屏
風
之
名
出
於
漢
世
、
故
班
固
之
書
多
言
其
物
」
と
あ
る
。
こ
の
記
載
は
屏
風
の
歴
史
に

つ
い
て
の

も
早
い
記
述
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。『
事
物
紀
原
』
の
「
舟
車
帷
幄
部
」
に
、「『
礼
記
』
の
明

堂
位
に
天
子
は
斧
扆
を
背
に
し
て
立
つ
と
あ
る
か
ら
に
は
、
屏
風
の
名
は
漢
の
時
代
か
ら
出
て
き
た
の
で
あ

る
」
と
あ
る
。 

②

諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』（
縮
写
版
）
巻
五
「
扆
」
条
ｐ
七
三 

大
修
館
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
を
参

照
。 
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と
あ
る
。 

北
宋
・
李
明
仲
『
営
造
法
式
』
巻
六
・
小
木
作
制
度
一
・
照
壁
屏
風
骨
の
條
は
、
照
壁
屏

風
の
骨
組
の
仕
様
を
述
べ
、
冒
頭
で
、「
其
（
照
壁
）
名
有
四
。
一
曰
皇
邸
、
二
曰
後
版
、
三

曰
扆
、
四
曰
屏
風
」
と
定
義
し
て
い
る
①

。 

唐
・
徐
堅
の
『
初
学
記
』
に
も
、
漢
の
劉
安
、
羊
勝
ら
も
、
漢
時
代
の
屏
風
が
『
周
礼
』

の
邸
斧
扆
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
宋
眞
宗
・『
太
平
御
覧
』「
御
屏
風
」

十
巻
が
あ
る
②

。
明
時
代
に
は
、
官
府
用
の
屏
風
が
雑
漆
で
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

龍
鳳
文
を
刻
め
て
、金
箔
と
漆
飾
さ
れ
て
い
る
も
の
が
不
許
可
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。ま
た
、

屏
風
絵
も
描
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
後
漢
―
三
国
時
代
の
画
像
石
に
は
┓
字
形
と⊓

字

形
に
曲
折
で
き
る
屏
風
が
み
え
、
六
朝
時
代
に
は
織
成
屏
風
や
書
画
の
屏
風
、
漆
塗
や
螺
鈿

な
ど
を
用
い
た
装
飾
的
な
屏
風
も
流
行
し
た
。
山
西
省
大
同
の
司
馬
金
龍
墓
出
土
の
故
事
人

物
画
を
描
い
た
漆
画
屏
風
は
現
存
重
要
の
例
で
あ
る
。 

屏
風
は
ま
た
屏
扇
ぐ
こ
と
、
つ
い
た
て
の
扆
と
称
す
る
。
と
も
に
掛
け
た
異
種
の
環
境
に

よ
っ
て
、
そ
の
炕
の
つ
い
た
て
、
臥
の
つ
い
た
て
と
称
し
て
、
つ
い
た
て
と
御
し
た
つ
い
た

て
を
下
げ
る
（
宮
廷
用
の
衝
立
）。
元
々
は
遮
蔽
物
、
修
飾
し
た
実
用
的
な
物
に
用
い
る
。
衝

立
と
呼
び
、
そ
れ
で
正
面
に
絹
絵
を
貼
る
。
つ
い
た
て
は
主
に
縦
に
細
長
く
書
か
れ
た
書
画

と
通
景
の
つ
い
た
て
と
に
分
別
さ
れ
る
。 

障
子
は
『
和
名
抄
』（
屏
障
具
）
に
障
（
隔
て
る
で
あ
る
。
塞
ぐ
で
あ
る
）
は
屏
風
の
一
種

で
あ
る
、
と
あ
る
③

。
ま
た
、
屏
風
は
大
抵
高
さ
六
尺
以
下
で
六
曲
で
あ
る
。
矮
小
な
も
の

を
枕
屏
風
と
い
う
。
闊
く
て
二
曲
の
も
の
を
俗
に
廉
手
屏
風
と
称
す
る
。
そ
の
矮
い
も
の
を

茶
炉
前
と
称
す
る
。
い
ず
れ
も
両
面
に
紙
を
貼
る
。
そ
の
法
に
は
、
骨
格
縛
、
蓑
張
、
蓑
縛
、

泛
張
、
表
張
が
あ
る
。『
袖
中
抄
』「
も
ろ
こ
し
の
屏
風
の
絵
に
も
み
て
き
あ
れ
は
我
が
す
べ

神
の
庭
た
ち
の
よ
さ
」
と
あ
る
④

。 

２
．
屏
風
と
衝
立
と
の
区
別
に
つ
い
て 

                                        

         

 

①

竹
島
卓
一
『
営
造
法
式
の
研
究
』（
二
）
二
四
一
～
二
四
九
頁
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
一
年
。 

②

『
宋
史
』
巻
二
九
三
「
列
伝
」
第
五
二
。
ま
た
、
本
論
で
は
、「
二
十
四
史
」
の
引
用
に
つ
い
て
中
華
書
局

本
を 

基
本
的
な
出
典
と
し
て
い
る
。 

③

寺
島
良
安
著
・
島
田
勇
雄
・
竹
島
淳
夫
・
樋
口
元
巳
訳
注
『
和
漢
三
才
図
絵
』
４
（
全
１
８
巻
）
巻
第
三
十

二
・
家
飾
具
・
障
子
、
東
洋
文
庫
４
５
８
、
二
六
二
頁
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。 

④

寺
島
良
安
著
・
島
田
勇
雄
・
竹
島
淳
夫
・
樋
口
元
巳
訳
注
『
和
漢
三
才
図
絵
』
４
（
全
１
８
巻
）
巻
第
三
十

二
・
家
飾
具
・
屏
風
、
東
洋
文
庫
４
５
８
、
二
六
三
～
二
六
四
頁
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。 

中
国
で
は
「
衝
立
」
の
こ
と
も
「
屏
風
」
と
呼
ん
だ
。
衝
立
の
正
式
名
称
は
衝
立
障
子
と

い
う
、
移
動
が
容
易
な
、
台
を
取
り
付
け
た
障
子
で
あ
る
。
玄
関
や
座
敷
の
隔
て
と
し
て
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
衝
立
は
普
通
に
い
え
ば
玄
関
ホ
ー
ル
や
踊
り
場
で
魅
せ
る
イ
ン
テ
リ

ア
と
し
て
、
遊
び
心
の
ス
パ
イ
ス
を
き
か
せ
れ
ば
衝
立
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
な
る
。 

ウ
ー
・
ホ
ン
氏
は
、
衝
立
の
主
要
な
利
点
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
を
下
記
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。 

「
衝
立
は
一
つ
の
物
体
で
あ
り
、
絵
画
の
媒
体
で
あ
り
、
絵
画
的
な
表
象
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
す
べ

て
で
も
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
あ
る
一
つ
の
構
造
物
と
し
て
の
衝
立
は
、
三
次
元
の
空
間
を
占
め
る

と
と
も
に
空
間
を
区
切
り
、
芸
術
の
一
つ
の
媒
体
と
し
て
は
、
絵
画
に
理
想
的
な
平
面
を
提
供
す
る
。
じ

っ
さ
い
の
と
こ
ろ
、
衝
立
は
む
か
し
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る

古
の
絵
画
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
ま
た
、
絵
画
に
表
現
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
衝
立
は
、
中
国
の
美
術
の
そ
も
そ
も
の
は
じ
め

か
ら
し
て
、
中
国
人
が
大
好
き
な
画
像
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
衝
立
は
、
そ
の
多
様
な
役
割
と
多
義

的
な
正
体
の
ゆ
え
に
、
画
家
に
芸
術
上
の
表
現
様
式
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
多
面
的
な
選
択
肢
を
与
え
て

き
た
。
ま
た
衝
立
は
、
歴
史
的
な
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
直
截
な
解
答
を
求
め
る
代
わ
り
に
、
一
本
の
錯
綜

し
た
小
道
を
切
り
拓
こ
う
と
い
う
美
術
史
家
を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
。
そ
の
小
道
は
、
や
が
て
、
な
じ
み

ぶ
か
い
ル
ー
ト
に
通
じ
、
し
か
も
新
鮮
な
見
か
た
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。」 

と
い
う
⑤

。 

日
本
で

も
古
い
記
録
で
は
『
日
本
書
記
』
に
天
武
天
皇
の
時
代
、
中
国
（
新
羅
国
）
か

ら
屏
風
を
送
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
中
国
で
い
う
「
屏
風
」
は

日
本
で
言
う
「
衝
立
」
の
形
態
を
指
さ
し
て
い
た
。
中
国
で
生
ま
れ
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
屏

風
は
衝
立
障
子
と
し
て
伝
承
さ
れ
、
そ
の
後
、
別
に
今
日
の
折
り
た
た
み
の
で
き
る
「
屏
風
」

の
形
態
が
発
生
し
た
。 

３
．
屏
風
の
数
え
方 

屏
風
の
数
え
方
も
時
代
よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
基
本
と
し
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
屏
風

を
構
成
す
る
１
枚
を
元
は
「
扇
」「
牒
」「
禎
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
６
枚
な
ら
「
六

曲
」
４
枚
な
ら
「
四
曲
」
と
呼
び
、
屏
風
一
つ
を
「
一
帖
」
と
数
え
る
。
二
つ
な
ら
「
二
帖
」。

ま
た
、「
一
帖
」
＝
「
半
双
」、「
二
帖
」
＝
「
一
双
」
と
も
数
え
る
。
こ
れ
は
昔
、
屏
風
を
「
一

双
」
で
一
揃
え
と
し
て
数
え
て
い
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
呼
び
方
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
六

                                        

         

 

⑤

ウ
ー
・
ホ
ン
著
、
中
野
美
代
子
・
中
島
健
訳
『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
―
中
国
重
屏
図
の
た
く
ら
み
』
頁
６
、

青
土
社
、
二
〇
〇
四
年
。 
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曲
屏
風
一
双
」
と
は
６
枚
折
り
の
屏
風
が
２
帖
の
こ
と
で
、「
二
曲
屏
風
半
双
」
は
２
枚
折
り

屏
風
が
１
帖
の
こ
と
を
指
す
。 

４
．
屏
風
の
材
質
技
法
に
つ
い
て 

①
丁
番
の
変
遷 

敦
煌
莫
高
窟
に
お
け
る
壁
画
屏
風
の
装
幀
形
式
に
よ
っ
て
、
現
在
の

も
古
い
多
曲
屏
風

は
縁
の
上
下
に
開
け
た
穴
を
絞
り
染
め
の
絹
で
作
っ
た
綴
じ
紐
で
結
ん
で
い
た
。
ま
た
、
縁

に
金
銅
鐶
を
打
っ
て
、
こ
れ
に
紫
組
み
紐
を
結
ん
だ
物
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
革
紐
を
縁
に

当
て
て
、
鋲
で
打
ち
つ
け
た
仕
様
の
も
の
に
変
わ
り
、
日
本
の
南
北
朝
時
代
に
、
朝
鮮
半
島

よ
り
紙
を
利
用
し
た
丁
番
の
方
法
が
伝
わ
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
方
法
に
変
わ
り
、
紙
丁

番
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
製
紙
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
紙
が
丈
夫
に
な
っ
た
た
め
に

可
能
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。 

②
屏
風
の
表
面
の
変
遷 

文
献
史
料
と
出
土
し
た
実
物
に
よ
っ
て
、古
代
中
国
に
お
け
る
屏
風
の
表
面
に
つ
い
て
は
、

漢
代
前
後
に
は
、
石
、
玉
、
雲
母
、
琉
璃
、
木
胎
漆
絵
、
絹
帛
な
ど
を
使
用
し
て
い
て
、
南

北
朝
以
降
、
絹
や
紙
な
ど
を
広
く
応
用
し
て
い
る
。 

日
本
の
ば
あ
い
、
い
ろ
い
ろ
な
文
献
か
ら
屏
風
の
変
遷
を
み
て
み
る
と
、
現
存
し
て
い
る

初
期
の
屏
風
表
面
に
は
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
紙
が
貴
重
品
だ
っ
た
こ
と
や
、
有

名
な
寺
院
仏
閣
に
残
さ
れ
て
い
る
物
が
多
い
こ
と
か
ら
、
極
め
て
特
別
で
高
級
な
仕
立
て
だ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
平
安
時
代
に
は
絹
な
ど
の
布
や
織
物
を
表
面
に
施
し
た
屏
風
が
一
般

的
で
、
唐
紙
な
ど
が
普
通
に
な
っ
た
の
は
室
町
時
代
以
降
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
室
町
時
代

初
期
に
は
「
金
屏
風
」
を
、
明
国
（
中
国
）
へ
の
貢
物
と
し
た
と
す
る
記
録
も
あ
る
。
ま
た
、

室
町
時
代
後
期
に
は
全
国
の
大
名
の
間
で
も
金
屏
風
を
飾
る
こ
と
が
一
つ
の
流
行
に
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
表
面
に
ア
ジ
ロ
（
竹
や
槍
の
薄
皮
を
網
代
に
編
ん
だ
も

の
）や
葭
な
ど
で
作
っ
た
簾
を
施
し
た
屏
風
も
で
き
、人
々
の
生
活
の
中
に
広
ま
っ
て
い
た
。 

 

二
．
種
類 

 

屏
風
に
は
調
度
品
と
し
て
、
ま
た
用
途
や
材
質
や
員
数
な
ど
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
種
類
が

あ
る
。 

（
一
）
用
途
と
形
式
か
ら
分
類
す
る 

①
枕
屏
風 

枕
屏
風
は
床
屏
と
も
い
う
。
即
ち
床
上
（
ベ
ッ
ド
）
屏
風
、
寝
所
の
枕
許
に
立
て
る
も
の

で
あ
る
。
寝
室
で
生
け
花
を
楽
し
ん
だ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ー
ナ
ー
演
出
に
便
利
に
使
え

る
。
五
代
・
後
蜀
王
建
の
妃
花
蕊
夫
人
の
「
床
上
翠
屏
開
六
扇
」
と
い
う
詩
文
が
あ
っ
た
。

宋
人
の
『
枕
屏
銘
』
も
あ
っ
た
。 

②
硯
屏 

硯
屏
は
卓
屏
の
一
種
と
し
て
、
硯
の
前
に
立
て
て
風
塵
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
硯

屏
と
い
い
、
玉
石
で
つ
く
っ
て
あ
る
①

。
元
稹
の
『
石
硯
屏
詩
』
に
「
磷
磷
石
硯
上
、
濃
淡

樹
林
分
」
と
い
う
。
宋
時
代
の
趙
希
鵠
『
研
屏
辨
』
に
よ
っ
て
北
宋
の
蘇
東
坡
、
黄
山
谷
ら

は
、
硯
屏
を
創
造
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

③
梳
頭
屏
風
（
化
粧
屏
風
） 

卓
屏
風
の
一
種
で
あ
る
。『
初
学
記
』
の
『
東
宮
旧
事
』
を
引
用
す
る
と
「
皇
太
子
納
妃
、

梳
頭
屏
風
②

二
合
四
牃
」
と
い
う
。 

④
落
地
屏
風 

『
晋
東
宮
旧
事
』
に
「
皇
太
子
納
妃
、
梳
頭
屏
風
二
合
四
牃
、
織
成
地
屏
風
十
四
牃
、

銅
鐶
紐
」
と
あ
る
。 

⑤
屈
膝
屏
風 

陸
機
の
『
鄴
中
記
』
に
「
石
季
龍
作
金
鈿
屈
膝
屏
風
、
衣
依
白
濂
、
画
義
士
、
仙
人
、
畜

獣
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
腰
以
下
に
板
を
張
っ
た
も
の
を
腰
障
子
あ
る
い
は
腰
屏
と
い
い
、

下
吹
雨
を
さ
け
る
も
の
と
、
床
榻
の
囲
屏
な
ど
と
思
わ
れ
る
。 

⑥
多
牒
連
屏 

軟
屏
風
、
曲
屏
③

と
も
謂
う
。
各
扇
の
間
に
掛
鉤
（
丁
番
）
で
繋
げ
て
、
台
座
も
要
ら
な

い
し
、
自
由
に
調
度
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
多
牒
屏
風
の
大
部
分
が
こ
の
種
類
の
も
の
で
あ

る
。 ⑦

座
付
け
屏
風 

こ
う
い
う
屏
風
は
硬
屏
風
と
も
謂
う
。
多
扇
の
独
立
な
足
付
け
屏
風
を
同
一
の
台
座
に
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

⑧
掛
屏
風 

                                        

         

 

①

寺
島
良
安
著
・
島
田
勇
雄
・
竹
島
淳
夫
・
樋
口
元
巳
訳
注
『
和
漢
三
才
図
絵
』
４
（
全
１
８
巻
）
巻
第
十
五
・

藝
器
２
０
、
東
洋
文
庫
４
５
８
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。  

②

傍
線
は
筆
者
が
標
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
同
。 

③

例
え
ば
、
姜
夔
「
解
連
環
」
に
「
水
駅
灯
昏
、
又
見
在
、
曲
屏
近
底
、
念
唯
有
、
夜
来
皓
月
、
照
伊
自
睡
」

と
い
う
。 
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聯
屏
あ
る
い
は
条
屏
と
も
い
い
、
大
体
明
時
代
末
期
か
ら
出
現
し
た
屏
風
の
一
種
類
で
あ

る
。
一
般
的
に
四
扇
一
組
や
六
扇
一
組
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
も
の
で
壁
に
張
り
付
け
る
。
清

時
代
に
入
っ
て
、
こ
う
い
う
掛
屏
風
が
更
に
流
行
さ
れ
て
い
る
。 

⑨
挿
屏
風 

挿
屏
風
は
座
付
け
屏
風
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
小
型
の
独
扇
で
炕
屏
風
、
卓

屏
風
、
硯
屏
風
、
枕
屏
風
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
屏
風
の
正
面
に
は
彫
琢
・
鑲
嵌
・
図

絵
の
山
水
、
人
物
、
風
景
な
ど
を
装
飾
し
て
、
背
面
は
、
一
般
的
に
素
面
で
あ
る
が
、
詩
文

な
ど
を
飾
る
こ
と
も
あ
る
。 

上
述
し
た
各
種
の
屏
風
の
中
で
、
枕
屏
風
・
硯
屏
・
挿
屏
な
ど
は
、
小
屏
風
あ
る
い
は
衝

立
に
属
す
る
と
考
え
て
い
る
①

。 

（
二
）
材
質
よ
り
分
類 

工
芸
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
屏
風
の
製
作
も
豪
華
美
麗
の
様
子
を
注
目
さ
れ
て
い
る
。

用
材
と
技
法
上
は
精
細
に
し
て
、屏
面
の
画
題
も
豊
富
多
彩
で
あ
る
。屏
風
の
制
作
材
料
は
、

一
般
的
に
木
板
の
も
の
で
あ
る
が
、
木
板
の
形
体
で
絹
帛
を
貼
る
も
の
も
あ
り
、
あ
る
も
の

は
石
・
陶
磁
・
金
属
な
ど
で
屏
座
を
作
っ
て
、
屏
面
に
各
種
類
の
彩
絵
や
鑲
嵌
物
を
飾
っ
て

い
る
。 

①
玉
屏
風 

郭
子
横
『
洞
冥
記
』
に
「
上
起
神
明
台
、
上
有
金
床
象
席
、
雑
玉
為
亀
甲
屏
風
。」
と
あ
る
。

『
斉
書
』
に
「
襄
陽
盗
発
古
冢
、
得
玉
屏
風
」
と
い
う
。『
南
史
』
に
「
皇
太
子
昔
在
雍
、
有

発
古
塚
者
、
得
玉
鏡
、
玉
屏
風
、
玉
匣
之
属
」
と
い
う
②

。『
拾
遺
録
』
に
「
董
偃
嘗
臥
延
清

之
室
、
上
設
火
斉
屏
風
」
と
い
う
。「
火
斉
」
は
火
斉
宝
石
あ
る
い
は
玫
瑰
珠
で
あ
る
③

。 

②
琉
璃
屏
風
、
水
晶
屏
風 

『
拾
遺
記
』
に
「
董
偃
設
紫
琉
璃
屏
風
」
と
い
う
④

。 

ま
た
『
拾
遺
記
』
に
「
孫
亮
作
琉
璃
屏
風
甚
薄
而
莹
澈
」
⑤

。『
采
蘭
雑
誌
』
に
「（
魏
）

文
帝
在
燈
下
詠
、
以
「
水
晶
七
尺
屏
風
」
障
之
」
と
い
う
。
ま
た
『
全
史
宮
詞
』
巻
八
の
「
宮

                                        

         

 

①

毛
滂
「
臨
江
仙
・
都
城
元
夕
」
に
「
誰
見
江
南
憔
悴
客
、
端
憂
懶
歩
芳
塵
。
小
屏
風
畔
冷
香
凝
。
酒
濃
春
入

夢
、
窓
破
月
尋
人
」
と
あ
る
。 

②

『
南
史
』
巻
四
三
「
列
伝
」
三
三
。  

③

『
太
平
広
記
』
巻
第
四
百
三
「
宝
四
」「
雑
宝
上
」。 

④

『
太
平
広
記
』
巻
第
四
百
三
「
宝
四
」「
雑
宝
上
」。 

⑤

『
太
平
広
記
』
巻
第
四
百
三
「
宝
四
」「
雑
宝
上
」、『
情
史
』
巻
５
「
情
豪
類
」。 

詞
」
に
「
天
風
吹
透
水
晶
屏
」
と
詠
う
。 

③
石
屏
風 

『
西
京
雑
記
』
に
「
廣
川
王
去
疾
発
魏
哀
王
冢
、
有
石
屏
風
」
と
い
う
。
姚
際
恆
『
好
古

堂
家
蔵
書
画
記
』
巻
下
に
山
水
樹
汀
図
の
「
大
理
小
石
屏
二
」
が
あ
る
⑥

。
宋
・
汪
珂
玉
『
汪

氏
珊
瑚
網
画
継
』
に
真
賞
斎
に
点
蒼
石
屏
２
点
と
瀟
湘
図
小
屏
が
あ
り
、
凝
霞
閣
に
５
点
の

山
水
図
大
石
屏
風
と
十
余
座
の
小
屏
風
が
あ
る
。
ま
た
、
明
・
文
震
亨
『
長
物
志
』
巻
六
「
屏
」

条
に
「
屏
風
之
制
、

古
以
大
理
石
鑲
下
座
、
精
細
者
為
貴
。
次
則
祁
陽
石
、
又
次
則
花
蘂

石
、
不
得
旧
者
亦
須
倣
旧
式
為
之
。
若
紙
糊
及
園
屏
木
屏
倶
不
入
品
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、

同
書
の
巻
十
の
「
椅
榻
屏
架
」
条
に
斎
中
の
調
度
品
の
配
置
に
つ
い
て
は
「
屏
風
僅
可
置
一

面
」
と
あ
る
⑦

。 

④
雲
母
屏
風 

雲
母
屏
風
は
屏
板
の
表
面
に
雲
母
を
貼
り
つ
め
て
あ
る
屏
風
で
あ
る
。『
西
京
雑
記
』に「
趙

飛
燕
為
皇
後
、
其
女
弟
上
遺
雲
母
屏
風
」
と
い
う
。『
太
平
広
記
・
奢
侈
・
趙
飛
燕
』
に
も
臣

下
が
皇
后
の
趙
飛
燕
に
貢
ぐ
物
に
雲
母
屏
風
と
琉
璃
屏
風
も
含
め
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
「
宮
詞
」
に
「
雲
母
屏
風
望
若
無
、
金
霞
帳
里
夢
初
蘇
」
と
詠
う
⑧

。
李
商

隠
「
嫦
娥
」
に
「
雲
母
屏
風
燭
影
深
、
長
河
漸
落
暁
星
沉
」
と
あ
る
。
同
氏
「
為
有
」
に
「
為

有
雲
屏
風
無
限
嬌
、
鳳
城
寒
盡
怕
春
宵
」
と
詠
う
。
ま
た
、
唐
玄
宗
時
、「
龍
池
賜
酒
敞
雲
屏
」

と
い
う
豪
華
な
儀
礼
活
動
が
あ
っ
た
。 

雲
母
は
鉱
物
の
一
種
で
、
造
岩
鉱
物
の
一
つ
で
あ
る
。
鉱
物
と
し
て
の
雲
母
の
特
徴
は
劈

開
で
あ
り
、
薄
く
は
が
れ
る
。
よ
り
古
い
文
献
と
絵
画
か
ら
見
る
と
、
雲
母
を
装
飾
的
に
利

用
す
る
以
外
の
用
途
は
、
不
老
不
死
の
仙
薬
で
あ
る
⑨

。
雲
母
板
の
出
土
例
は
、
中
国
考
古

学
で
は
決
し
て
少
な
く
な
い
⑩

。
雲
母
の
効
用
は
高
い
の
で
晋
代
に
は
、
服
餌
の
み
な
ら
ず
、

居
宅
や
屏
風
に
雲
母
を
用
い
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
晋
の
陸
機
の
『
鄴
中
記
』
に
は
鄴
の
名

                                        

         

 
⑥

姚
際
恆
『
好
古
堂
家
蔵
書
画
記
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
一
四
、
三
集
第
八
輯
、
一
二
二
頁
、

台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

⑦

明
・
文
震
亨
『
長
物
志
』
巻
六
、
巻
十
（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
五
、
三
集
第
九
輯
、
一
九
五
、

二
四
〇
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

⑧

『
全
史
宮
詞
』
巻
六
。 

⑨

晋
の
葛
洪
（
二
八
三
～
三
六
三
）
の
『
宇
朴
子
』
内
篇
や
『
太
平
御
覧∙

珍
宝
七
』
な
ど
を
参
照
す
る
。 

⑩

例
え
ば
、
洛
陽
焼
溝
漢
墓
に
は
報
告
が
あ
る
。
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
中
国
科
学

出
版
社
、
一
九
五
九
。  
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物
と
も
い
う
。
唐
代
に
な
る
と
唐
詩
の
題
や
、
詩
詞
の
中
に
し
ば
し
ば
雲
母
屏
や
雲
母
屏
風

が
ひ
か
れ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
李
高
咨
（
商
隠
）
の
「
嫦
娥
」
や
杜
甫
の
詩
に

も
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
①

。
雲
母
屏
風
は
唐
代
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
漢
代

に
は
す
で
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
帝
と
臣
と
の
間
に
た
て
、
親
近
の
情
を
な
さ
せ
な
い
た
め

に
用
い
ら
れ
た
②

。 

⑤
漆
屏
風 

『
明
史
』
に
「
后
紅
髹
屏
風
、
上
彫
描
金
云
龍
五
」
と
い
う
③

。 

⑥
金
屏
風 

遙
か
古
来
よ
り
晴
れ
の
舞
台
を
彩
る
、
装
飾
品
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
金
屏
風
で
あ
る
。

『
旧
唐
書
・
安
禄
山
伝
』
に
「
上
御
勤
政
楼
、
於
御
座
東
為
（
禄
山
）
設
一
大
金
鶏
障
、
前

置
一
榻
坐
之
、
巻
去
其
簾
」
と
あ
る
。
こ
の
「
金
鶏
障
」
は
、
金
屏
風
で
あ
る
。 

⑦
銀
屏
風
と
錦
屏 

数
多
い
詩
文
に
「
銀
屏
」「
錦
屏
」
と
い
う
言
葉
が
し
ば
し
ば
読
め
る
か
ら
、
銀
屏
風
は
一

種
の
豪
華
な
屏
風
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
稹
「
春
別
」
に
「
銀
屏
留
粉
絮
、
風
愰
引

香
蘭
。
断
腸
迥
文
錦
、
春
深
独
自
看
」
と
あ
る
。 

⑧
絹
帛
と
刺
繍
屏
風 

例
え
ば
、『
宋
朝
事
実
類
苑
』
巻
六
二
に
「（
前
略
）
中
書
皆
用
皀
羅
糊
屏
風
、
所
以
養
目

也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
南
朝
・
梁
簡
文
帝
の
鳥
栖
曲
織
成
屏
風
が
あ
っ
た
。 

⑨
紙
面
屏
風 

⑩
屏
風
式
壁
画
な
ど 

な
お
、
文
献
史
料
に
よ
る
と
、「
蘧
蒢
屏
風
」
④

や
「
竹
屏
風
」
⑤

、「
木
画
屏
風
」
⑥

、「
螺

鈿
屏
風
」
⑦

「
鉄
画
屏
風
」
⑧

な
ど
も
あ
る
。 

                                        

         

 

①

こ
れ
ら
の
唐
詩
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
第
一
節
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。  

②

例
え
ば
、『
漢
書∙

王
莽
伝
』
に
も
、
王
莽
常
翳
と
雲
母
屏
風
を
表
現
し
て
い
る
。  

③

『
明
史
』
巻
六
五
「
志
」
第
四
十
一  

④

『
梁
書
』
巻
五
三
「
列
伝
」
四
七
。  

⑤

『
周
書
』
巻
二
〇
「
列
伝
」
一
二
；『
三
国
典
略
』（『
太
平
御
覧
』
巻
二
五
七
）。  

⑥

『
西
京
雑
記
』。  

⑦

『
全
史
宮
詞
』
巻
一
七
。  

⑧

民
国
第
一
甲
子
夏
六
月
江
寧
鄧
之
誠
文
如
輯
『
骨
董
瑣
記
』
巻
一
「
鉄
画
」（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢

書
』
二
二
、
五
集
第
三
輯
、
九
五
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
に
「
蕪
湖
鉄
工
湯
鵬

能
揉
鉄
作
画
花
竹
蟲
鳥
曲
尽
生
致
又
能
作
山
水
屏
障
（
後
略
）」
と
あ
る
。 

 

（
三
）
安
置
場
所
に
よ
る
分
類
⑨ 

 

①
皇
宮
屏
風 

 

②
書
斎
屏
風 

 

③
閨
房
屏
風 

 

④
廟
堂
屏
風 

 

⑤
官
署
屏
風 

 

こ
れ
ら
の
分
類
は
、
唐
詩
の
叙
述
中
、
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。 

（
四
）
員
数
の
多
少
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
類
を
す
る
場
合
、
屏
風
は
６
曲
・
４
曲
・
２
曲

の
三
種
類
が
あ
る
が
、
稀
に
８
曲
や
３
曲
と
い
う
の
も
あ
る
。
昔
は
６
曲
あ
る
い
は
６
扇
又

は
６
枚
折
り
と
呼
ば
れ
て
い
た
。屏
風
の
１
枚
１
枚
を
１
扇
と
呼
び
、６
扇
合
わ
せ
て
１
畳
、

２
畳
合
わ
せ
て
１
具
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
１
畳
を
半
双
（
１
隻
）、
２
畳
を
１
双

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
呼
び
方
は
４
曲
で
も
２
曲
で
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
に
お
け

る
文
献
史
料
に
よ
る
と
、「
水
晶
七
尺
屏
風
」
⑩

や
「
七
曲
屏
風
、
幾
重
帘
幕
、
人
静
画
楼
高
」

⑪

、「
八
尺
屏
風
、
可
超
而
越
」
⑫

な
ど
屏
風
の
尺
寸
と
員
数
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。 

 

三
．
機
能
に
つ
い
て 

屏
風
は
、
多
面
的
な
意
味
を
も
つ
、
風
を
防
ぎ
、
室
礼
や
装
飾
に
も
用
い
ら
れ
て
き
た
調

度
品
で
あ
る
⑬

。
昔
は
、
来
客
時
や
行
事
の
際
に
、
季
節
に
合
っ
た
屏
風
を
立
て
て
部
屋
を

演
出
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
、
屏
風
を
用
途
と
目
的
と
に
よ
っ
て
次
の
六

つ
に
分
類
し
た
上
で
、
主
な
墓
葬
壁
画
に
描
か
れ
た
屏
風
の
例
を
み
て
い
き
た
い
。
そ
の
こ

と
を
念
頭
に
順
を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。 

１
．
間
仕
切
り 

屏
風
と
衝
立
と
は
、
か
く
し
て
、
空
間
を
区
切
る
と
い
う
基
本
的
な
機
能
を
も
つ
構
造
物

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
こ
に
で
も
屏
風
を
広
間
に
立
て
、
広
い
空
間
の
区
切
り
と
し
て
用

                                        

         

 

⑨

胡
文
彦
「
家
具
与
詩
詞
―
中
国
家
具
文
化
之
六
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
９
４
（
第
一
七
巻
第
二
期
）
七
八

～
一
〇
五
頁
、
一
九
九
九
年
。 

⑩

『
全
史
宮
詞
』
巻
八
。  

⑪

『
柳
如
是
別
伝
』
第
三
章
。  

⑫

『
史
記
』
巻
八
六
「
列
伝
」
第
二
六
「
燕
丹
子
」。  

⑬

屏
風
の
機
能
に
つ
い
て
は
下
記
の
論
著
を
参
照
す
る
。
榊
原
悟
『
屏
風
絵
の
景
色
を
歩
く
』
新
潮
社
一
九
九

七
年
；
榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋-
異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』（
ぺ
り
か
ん
社
）
二
〇
〇
二
年
。  
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い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
西
安
の
楽
遊
源
漢
墓
か
ら
出
土
し
た

壁
画
を
挙
げ
て
お
き
た
い
①

。
屏
風
を
間
仕
切
り
と
し
て
使
っ
た
例
は
、
こ
れ
以
外
に
も
南

北
朝
、
唐
墓
の
壁
画
に
見
ら
れ
る
。 

２
．
遮
蔽 

屏
風
の
用
途
と
し
て
、「
間
仕
切
り
」
と
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
が
、
他
人
の
目
か
ら
何

か
を
隠
そ
う
と
す
る
意
識
が
強
く
働
い
て
屏
風
を
立
て
廻
ら
す
場
合
で
あ
る
。
そ
の
好
例
が

西
安
の
安
伽
墓
か
ら
出
土
し
た
石
榻
囲
屏
の
画
中
屏
風
に
見
出
せ
る
。
浮
彫
囲
屏
の
一
つ
画

面
の
右
下
角
に
多
曲
の
屏
風
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
文
献
上
の
記
載
は
『
劉
承
幹
・
南
唐

書
補
注
』
に
「
屏
風
所
以
障
風
、
亦
所
以
隔
形
、
古
者
扆
之
遺
象
」
と
い
う
。『
三
国
志
』（
巻

四
八
「
呉
書
」
三
）
に
人
間
関
係
の
和
睦
の
た
め
に
尚
書
令
亮
（
紀
陟
父
）、
中
書
令
紀
陟
ら

が
「
毎
朝
会
、
詔
以
屏
風
隔
其
座
」
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
孫
休
の
時
代
に
な
る
と
中
書
令

と
な
っ
た
が
、
父
・
紀
亮
が
同
時
に
尚
書
令
で
あ
っ
た
た
め
、
二
人
が
同
時
に
朝
議
に
参
加

し
た
時
は
、
二
人
の
間
に
屏
風
を
隔
て
と
し
て
置
く
の
が
慣
わ
し
と
な
っ
た
ら
し
い
。 

３
．
風
よ
け 

『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
屏
風
」
条
に
「
風
を
防
ぎ
物
を
遮
り
、
又
は
装
飾
と
す
る
具
」
と

い
う
②

。「
遮
蔽
」
が
他
人
の
視
線
か
ら
の
隠
蔽
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
文
字
通
り
風

や
冷
気
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
立
て
廻
ら
す
場
合
を
指
す
。
寝
所
で
枕
辺
に
屏
風
を
立
て
る

場
合
が
こ
れ
で
、
こ
う
し
た
屏
風
を
枕
屏
風
と
呼
び
、
時
に
は
脱
い
だ
着
物
を
掛
け
た
り
も

し
た
よ
う
だ
が
、
こ
う
命
名
さ
れ
る
ほ
ど
に
風
よ
け
と
し
て
使
わ
れ
た
屏
風
の
例
は
多
い
。

こ
こ
で
は
興
味
深
い
使
用
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
は
漢
代
の
画
像
石
の
中
に
、
床
榻
と

衝
立
と
の
組
み
合
わ
せ
た
多
数
の
画
像
が
あ
る
。
次
に
西
安
地
方
の
北
朝
墓
葬
か
ら
出
土
さ

れ
た
ソ
グ
ド
人
の
石
棺
床
囲
屏
も
重
要
な
例
証
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
で
は
古
来
よ
り
、
漢

唐
の
詩
詞
中
、
し
ば
し
ば
綺
麗
な
山
を
屏
風
に
譬
喩
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
在
す

る
山
の
屏
風
か
ら
み
る
と
、
屏
風
の
風
よ
け
や
遮
蔽
な
ど
の
機
能
も
み
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
例
え
ば
、
李
白
の
「
廬
山
の
う
た
」「
廬
山
の
屏
風
畳
で
」「
妻
を
送
る
」
な
ど
の
名
詩
③

に
は
、
い
ず
れ
も
廬
山
の
一
つ
の
名
岩
と
し
て
九
畳
の
屏
風
岩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
廬
山
中

の
名
勝
で
屏
風
岩
は
、
王
琦
の
『
李
太
白
集
輯
注
』
に
引
く
『
廬
山
記
』
に
「
旧
志
に
云
う
、

                                        

         

 

①

第
三
章
の
漢
代
部
分
を
参
照
す
る 

②

諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』（
縮
写
版
）
巻
四
「
屏
風
」
条
ｐ
一
六
〇
大
修
館
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
。  

③

た
と
え
ば
、「
贈
王
判
官
、
時
余
帰
隠
、
居
廬
山
屏
風
疂
」（『
全
唐
詩
』
巻
百
七
十
）
な
ど
が
あ
る
。  

漢
の
武
帝
九
江
を
過
ぎ
、
羽
章
館
を
屏
風
畳
下
に
築
き
、
下
相
思
澗
に
臨
む
と
。
今
五
老
の

一
峰
、
畳
石
屏
障
の
如
し
。
蓋
し
其
の
故
地
な
ら
ん
」
と
あ
る
。「
廬
山
の
う
た
」
詩
中
、「
廬

山
は
南
斗
六
星
の
か
た
わ
ら
に
そ
び
え
出
て
、
九
畳
の
屏
風
岩
は
彩
雲
模
様
の
錦
を
張
っ
た

か
の
よ
う
。」
と
い
う
美
し
い
風
景
を
描
写
し
て
い
る
④

。
ま
た
李
白
の
「
賈
至
と
と
も
に
湖

を
眺
め
る
」
の
五
言
律
詩
は
「
水
は
し
ず
か
で
明
鏡
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
よ
う
、
雲
は
め
ぐ

っ
て
画
屏
風
が
移
る
か
の
よ
う
だ
。」
こ
う
い
う
実
在
の
風
景
を
山
水
屏
風
に
映
写
し
て
、
屏

風
の
一
つ
の
機
能
と
し
て
遮
蔽
の
効
能
を
示
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
⑤

。
ま
た
、
古
建
築

庭
園
の
内
に
は
入
り
口
の
と
こ
ろ
に
影
壁
或
い
は
照
壁
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
屏
風
か
ら
の

源
と
思
わ
れ
る
。 

４
．
背
障 

考
古
学
上
か
ら
発
見
さ
れ
た
漢
唐
時
代
の
墓
葬
に
は
、
た
く
さ
ん
の
壁
画
や
画
像
石
な
ど

の
画
面
中
、
墓
主
像
の
背
後
に
立
て
ら
れ
た
屏
風
の
よ
う
に
、
貴
紳
や
重
要
人
物
の
座
る
場

の
背
障
と
し
て
屏
風
を
用
い
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
場
は
た
ち
ど
こ
ろ
に

特
別
な
意
味
を
も
つ
空
間
へ
と
変
質
す
る
。『
荀
子
·
儒
行
』「
負
扆
而
坐
」、『
論
衡
・
書
虚
』

「
負
扆
南
面
」
な
ど
の
文
献
か
ら
み
る
と
、
こ
う
い
う
「
屏
扆
」
の
も
の
は
、
古
、
天
子
が

諸
侯
を
見
る
と
き
扆
を
背
後
に
立
て
て
南
面
す
る
か
ら
い
う
。
或
い
は
屏
風
の
背
障
と
い
う

機
能
で
あ
る
。『
酉
陽
雑
俎
』
の
巻
二
「
４
玉
格
」
に
「
玄
宗
（
李
隆
基
）
が
、
蜀
に
行
幸
し

た
と
き
、（
中
略
）
中
使
は
、
山
（
峨
眉
山
）
に
登
っ
た
。
半
分
ま
で
行
か
な
い
と
こ
ろ
に
、

幅
巾
を
い
た
だ
き
、
褐
を
は
お
り
、
ま
っ
白
な
ひ
げ
を
は
や
し
た
人
物
が
い
た
。
丸
い
髻
を

結
っ
た
青
衣
の
童
子
が
二
人
、両
脇
を
は
さ
む
よ
う
に
し
て
、屏
風
の
側
に
侍
立
し
て
い
る
。」

と
い
う
。
こ
こ
で
は
「
屏
風
」
が
峨
眉
山
の
屏
風
嶺
で
あ
ろ
う
。『
太
平
広
記
』
で
は
、「
忠

盛
が
詔
を
奉
じ
て
か
ら
、
峨
眉
に
入
り
、
屏
風
嶺
に
つ
い
た
。
た
い
へ
ん
古
風
な
容
貌
の
老

人
が
ひ
と
り
、
黄
襦
を
着
て
、
嶺
下
に
立
っ
て
い
た
」
と
記
し
、
二
人
の
童
子
は
出
て
い
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
う
屏
風
嶺
が
屏
風
の
重
要
な
機
能
と
し
て
背
障
を
示
唆
し
て
い
る

そ
う
だ
⑥

。 

                                        

         

 

④

蘅
塘
退
士
編
、
目
加
田
誠
訳
注
『
唐
詩
三
百
首
』（
全
３
巻
）
１
「
七
言
古
詩
」
ｐ
一
六
五~

一
七
二
頁
、

東
洋
文
庫
二
三
九
、
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
；
田
中
克
己
、
小
野
忍
、
小
山
正
孝
編
訳
『
唐
代
詩
集
』（
上
）

『
中
国
古
典
文
学
大
系
』
第17

巻
ｐ
七
〇~

七
一
、
一
一
九~

一
二
一
頁
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年 

⑤

田
中
克
己
、
小
野
忍
、
小
山
正
孝
編
訳
『
唐
代
詩
集
』（
上
）『
中
国
古
典
文
学
大
系
』
第
一
七
巻
ｐ
一
六
一

頁
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
。  

⑥

唐
の
段
成
式
撰
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
俎
』（
全
５
巻
）
１
頁
一
一
一~

一
一
二
、
東
洋
文
庫
三
八
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５
．
室
内
装
飾 

さ
ら
に
屏
風
の
用
途
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
室
内
装
飾
が
あ
っ
た
。
と
い
う

よ
り
、「
間
仕
切
り
」
以
下
、
い
ま
順
を
追
っ
て
見
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
用
い
ら
れ
た

屏
風
の
す
べ
て
に
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
こ
そ
、
こ
の
室
内
装
飾
品
と
し
て
の
機
能
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
何
よ
り
屏
風
は
、
ま
ず
美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
各
時
代
に
わ
た
り
、
室
内
装
飾
と
し
て
使
わ
れ
た
屏
風
は
ま
こ
と
に
多
い
。
こ
れ
ら
を

立
て
廻
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
の
先
祖
た
ち
の
生
活
空
間
が
ど
れ
ほ
ど
親
し
み
深
く
、
ま

た
優
し
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
①

。 

６
．
礼
儀
的
な
場
の
荘
厳 

古
代
か
ら
近
代
初
期
（
日
本
の
場
合
中
世
初
期
）
に
か
け
て
の
、
屏
風
使
用
を
概
観
す
る

と
き
、母
屋
や
庇
の
間
の
調
度
と
し
て
、間
仕
切
り
や
装
束
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
以
外
に
、

種
々
の
儀
式
に
お
け
る
貴
人
の
座
の
背
障
と
し
て
立
て
ら
れ
た
こ
と
も
重
要
な
機
能
で
あ
っ

た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
だ
が
屏
風
に
は
さ
ら
に
特
別
な
用
途
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
役
割

と
し
て
は
室
内
装
飾
に
近
い
が
、
室
内
装
飾
に
用
い
ら
れ
る
屏
風
と
異
な
る
の
は
、
こ
れ
が

あ
る
特
定
の
儀
礼
用
に
特
別
に
調
進
さ
れ
た
屏
風
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
画
題
や
画
法

に
い
ろ
い
ろ
制
約
が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
て
述
べ
て

み
た
い
。『
漢
旧
儀
』
曰
「
宗
廟
三
年
大
袷
祭
、
子
孫
諸
帝
在
昭
穆
坐
於
高
廟
、
諸
隳
廟
神
皆

合
食
、
設
左
右
坐
。（
中
略
）
子
為
昭
、
孫
為
穆
。
昭
西
面
、
曲
屏
風
、
穆
東
面
、
皆
曲
幾
、

如
高
祖
。（
後
略
）」
と
あ
る
②

。
ま
た
、
民
間
の
礼
儀
行
事
中
、
屏
風
も
使
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
例
え
ば
爆
杖
屏
風
③

、
昆
明
池
竜
障
屏
風
な
ど
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
画
題
内
容

に
厳
し
い
制
約
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
別
の
屏
風
の
使
用
は
何
も
国
家
的
行
事

の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
我
々
の
先
祖
た
ち
が
人
生
の
節
目
に
行
な
っ
た
通

過
儀
礼
に
も
屏
風
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
生
の
場
合
す
な
わ
ち
出
産
の
場

合
に
も
や
は
り
し
ら
い
の
屏
風
は
使
わ
れ
て
い
た
。
屏
風
が
特
定
の
儀
礼
と
も
強
く
結
び
つ

                                        

                                        

                                        

 

二 

平
凡
社
一
九
八
〇
年
。  

①

楊
泓
「
漢
唐
時
期
家
具
和
室
内
装
飾
芸
術
的
変
遷
」『
物
質
文
化
的
歴
史
研
究
』
国
際
学
術
研
討
会 

中
央

研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
二
〇
〇
一
年
。  

②

『
後
漢
書
』
巻
九
九
下
「
志
」
第
九
下
。
ま
た
、『
文
献
通
考
』
巻
一
〇
五
「
宗
廟
考
」
十
五
に
も
転
載
さ

れ
て
い
る
。 

③

宋
の
周
密
の
『
乾
淳
歳
時
記
』
の
歳
除
の
項
は
録
し
て
い
る
。（
小
林
太
市
郎
『
大
和
絵
史
論
』
小
林
太
市

郎
著
作
集
第
五
巻
二
〇
七
～
二
一
二
頁
、
淡
交
社
一
九
七
四
年
。）  

い
て
い
た
時
代
、
人
々
の
人
生
は
、
そ
れ
こ
そ
揺
り
籠
か
ら
墓
場
ま
で
屏
風
の
世
話
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
用
途
の
面
か
ら
屏
風
を
見
て
き
た
が
、
実
は
屏
風
に
は
も
う
一

つ
重
要
な
使
わ
れ
方
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
贈
り
物
と
し
て
の
屏
風
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
三
国
魏
武
帝
は
毛
玠
に
素
屏
風
を
賜
る
こ
と
が
あ
る
④

。
南

北
朝
時
代
に
、
梁
岳
陽
王
は
荊
州
刺
史
賀
祥
に
竹
屏
風
を
贈
る
こ
と
が
あ
る
⑤

。
南
朝
斉
の

世
祖
は
に
屏
風
帷
帳
を
賜
っ
た
⑥

。
ま
た
、
唐
高
祖
武
徳
四
年
（
六
二
一
）
に
贈
朝
屏
風
と

い
う
こ
と
も
あ
る
⑦

。
日
本
の
場
合
は
、
平
安
時
代
以
降
、
江
戸
時
代

末
期
に
至
る
ま
で
、

異
国
の
貴
紳
た
ち
へ
贈
り
続
け
ら
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
概
観
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
屏
風
は
、

単
に
一
調
度
、
一
美
術
品
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ば
日
本
外
交
の
「
顔
」
と
し
て
の
役

割
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
⑧

。 

あ
く
ま
で
こ
の
分
類
は
便
宜
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
屏
風
の
用
途
が
厳
密
に
こ
の
六
つ
に

分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
屏
風
は
、
時
と
場
合
、
場
所
に
応
じ
て
、
二
つ

三
つ
の
用
途
を
も
っ
て
立
て
廻
ら
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
臨
機
応
変
、
そ
の
自
在
で
幅

広
い
用
途
こ
そ
が
、
屏
風
が
屏
風
で
あ
る
所
以
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

以
上
は
す
べ
て
屏
風
の
実
在
的
な
機
能
で
あ
る
が
、も
う
一
つ
潜
在
的
な
効
能
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
屏
風
画
の
謳
歌
と
勧
戒
と
い
う
意
味
で
あ
る
⑨

。 
 

四
．
歴
史
上
の
出
現
と
変
遷 

屏
風
は
一
義
的
に
は
調
度
品
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
風
を
防
ぎ
物
を
遮
り
、
又
は
装
飾
と
す

る
具
で
あ
る
。屏
風
は
起
源
が
古
く
、古
来
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。

現
物
は
遅
く
と
も
漢
時
代
墓
よ
り
数
点
出
土
し
て
お
り
、
画
中
画
と
し
て
も
漢
時
代
の
作
例

中
に
既
に
認
め
ら
れ
る
。
又
、
屏
風
画
の
登
場
も
文
献
上
で
は
漢
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き

る
。
特
殊
な
家
具
で
あ
り
、
そ
の
実
用
性
と
落
ち
着
い
た
感
じ
の
装
飾
と
い
う
、
こ
の
二
種

の
特
徴
を
持
つ
屏
風
は
、
文
献
の
記
載
や
考
古
調
査
さ
れ
た
資
料
か
ら
み
る
と
、
出
現
の
時

代
は
戦
国
時
代
の
秦
帝
国
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。『
史
記
・
孟
嘗
君
列
伝
』
に
「
孟
嘗
君
待
客

                                        

         

 

④

『
三
国
志
』
巻
一
二
「
魏
書
」
一
二
。  

⑤

『
周
書
』
巻
二
〇
「
列
伝
」
一
二
；『
三
国
典
略
』(

『
太
平
御
覧
』
巻
二
五
七)

。  

⑥

『
南
斉
書
』
巻
三
七
「
列
伝
」
一
八
；『
南
史
』
巻
三
九
「
列
伝
」
二
九
。  

⑦

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
「
列
伝
」
一
四
九
上
。  

⑧

榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋-
異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）
三
二
七
頁
。 

⑨

唐
・
房
玄
齢
「
視
屏
風
以
保
身
」
の
逸
話
を
参
照
す
る  
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坐
語
、
而
屏
風
後
常
有
侍
史
、
主
記
君
所
与
客
語
」、『
春
秋
・
後
雨
』
に
も
同
様
な
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
湖
北
省
江
陵
拍
馬
山
楚
墓
か
ら
幅185cm

、
高
さ49cm

の
木
質
の
薄

い
雕
髹
漆
板
が
出
土
し
た
①

。
ま
た
中
国
古
代
の
夏
代
ま
で
屏
風
が
誕
生
し
た
説
も
あ
る
。

以
下
、
日
本
で
の
屏
風
の
発
展
史
と
に
つ
な
げ
て
、
歴
史
上
に
お
け
る
屏
風
の
軌
跡
を
回
顧

し
て
い
こ
う
。 

屏
風
に
は
、
風
を
屏
ぐ
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
単
に
室
内
に
立
て
て
風
よ
け
と
し
て
用

い
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
絵
や
書
を
は
り
つ
け
て
鑑
賞
し
、
不
要
の
際
に
は
折
り
畳
ん
で

し
ま
い
込
む
こ
と
の
で
き
る
、
開
閉
自
在
の
装
飾
家
具
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。  

 

屏
風
の
言
葉
は
、
い
ま
か
ら
二
一
〇
〇
年
ほ
ど
前
、
中
国
の
漢
時
代
の
書
物
に
す
で
に
見

え
、
用
具
と
し
て
の
発
生
は
さ
ら
に
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
初
は
一
枚
も
の
の
衝
立

だ
が
、
後
に
は
、
二
枚
・
四
枚
・
六
枚
・
八
枚
等
、
何
枚
か
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
折
り
畳
む

こ
と
も
で
き
る
形
式
の
も
の
が
出
て
き
た
。
五
世
紀
の
南
北
朝
、
宋
の
時
代
に
出
版
さ
れ
た

『
世
説
新
語
』
で
は
、
屈
曲
し
て
世
間
に
こ
び
へ
つ
ら
い
、
身
の
安
全
を
は
か
る
人
物
を
た

と
え
て
、
屏
風
の
よ
う
だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
折
り
畳
み
形
式
の
屏
風
が
こ
の
時
代
に
普
及

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
形
式
の
屏
風
は
、
中
国
で
は
後
世
、
囲
屏
と
呼
ば

れ
て
、
衝
立
形
式
の
屏
風
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。  

屏
風
の
歴
史
は
古
く
中
国
の
漢
時
代
に
は
、
風
よ
け
の
家
具
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
魏

晋
南
北
朝
に
は
、
王
侯
貴
族
の
室
内
空
間
を
彩
る
贅
沢
な
装
飾
品
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
両

漢
か
ら
魏
晋
南
北
朝
に
至
り
、
屏
風
の
発
展
と
変
化
が
多
様
に
な
り
、
使
用
材
料
は
玉
・
石
・

琉
璃
・
云
母
・
火
斉
（
玫
瑰
珠
の
石
）、
木
胎
髹
漆
な
ど
あ
り
、
形
式
及
び
功
能
か
ら
床
上
（
ベ

ッ
ド
）
屏
風
、
落
地
屏
風
、
屈
漆
屏
風
、
化
粧
屏
風
、
多
牒
連
屏
な
ど
、
屏
風
の
上
に
各
種

の
図
像
を
描
き
、
装
飾
文
様
や
絵
画
の
内
容
は
義
士
、
仙
人
、
畜
獣
な
ど
で
あ
る
②

。
実
生

活
の
中
に
お
い
て
、
広
く
利
用
さ
れ
流
行
し
て
い
た
屏
風
は
、
そ
の
状
況
に
伴
っ
て
墓
葬
中

で
副
葬
品
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
屏
風
が
出
現
し
た
。
隋
唐
時
代
以
降
は
、
屏
風
の
製
作

が
も
っ
と
豊
富
で
あ
る
。
特
に
、
明
清
時
代
以
来
、
琺
琅
屏
風
、
嵌
牙
屏
風
、
点
翠
屏
風
、

                                        

         

 

①

湖
北
省
博
物
館
等
『
湖
北
江
陵
拍
馬
山
基
礎
発
掘
簡
報
』、『
考
古
』
一
九
七
三
年
三
期
）、
学
者
は
屏
風
の

板
と
認
め
た
。  

②

『
斉
書
』「
襄
陽
盗
発
古
冢
、
得
玉
屏
風
」。『
拾
遺
記
』：「
董
偃
設
紫
琉
璃
屏
風
」。「
董
偃
嘗
臥
延
清
之
室
、

上
設
火
斎
屏
風
」。『
西
京
雑
記
』「
廣
川
王
去
疾
発
魏
哀
王
冢
、
有
石
屏
風
」。「
趙
飛
燕
為
皇
後
、
其
女
弟
上

遺
云
母
屏
風
」。『
鄴
中
記
』：「
石
季
龍
作
金
鈿
屈
膝
屏
風
、
衣
依
白
濂
、
画
義
士
、
仙
人
、
畜
獣
」。『
初
学

記
』
引
用
『
東
宮
旧
事
』：「
皇
太
子
納
妃
、
梳
頭
屏
風
二
合
四
蝶
」。  

玻
璃
油
画
屏
風
な
ど
の
品
類
が
新
し
く
登
場
し
た
。 

日
本
に
お
け
る

も
古
い
屏
風
は
、
六
八
六
年
新
羅
よ
り
献
上
さ
れ
た
記
事
が
残
っ
て
い

る
。
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
で
は
、
８
世
紀
に
作
ら
れ
た
も
の
が
、
正
倉
院
宝
物
の
中
に
あ

る
。
屏
風
絵
は
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
唐
絵
、
大
和
絵
、
水
墨
画
な
ど
多
く
の
絵
画
か

屏
風
に
描
か
れ
た
。
ま
た
桃
山
文
化
か
ら
江
戸
に
か
け
贅
を
尽
く
し
た
金
地
極
彩
色
の
き
ら

び
や
か
な
屏
風
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
た
。 

 

屏
風
は
公
式
儀
礼
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
絵
師
達
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
屏
風
は
、
装
飾
用

ま
た
は
鑑
賞
よ
う
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
③

。 

こ
れ
ま
で
中
国
に
お
け
る
漢
唐
時
代
以
来
の
屏
風
の
歴
史
を
簡
単
に
述
べ
て
き
た
。
言
い

足
り
な
い
こ
と
は
少
な
く
な
い
が
、
基
本
的
な
手
懸
か
り
は
あ
ら
か
た
説
明
し
た
つ
も
り
で

あ
る
。 

 

第
二
章 

屏
風
絵
に
つ
い
て
の
展
開 

 

一
．
定
義
と
性
格 

屏
風
は
一
般
的
に
室
内
の
人
目
を
引
く
と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
々
は

屏
風
の
美
化
と
装
飾
に
つ
い
て
よ
く
探
求
し
て
い
る
。
徐
々
に
屏
風
が
純
実
用
品
か
ら
実
用

性
と
装
飾
性
を
兼
ね
て
い
る
工
芸
品
に
な
っ
て
、
古
人
の
居
室
で
鑑
賞
性
を
持
っ
た
調
度
品

に
も
な
っ
て
い
る
。 

屏
風
絵
は
屏
風
に
施
さ
れ
た
絵
画
で
、
屏
風
絵
、
画
屏
、
錦
屏
④

も
と
い
う
。
屏
風
画
あ

る
い
は
衝
立
画
は
、
絵
画
の
媒
体
と
し
て
、
画
巻
や
壁
画
と
と
も
に
、
中
国
に
お
け
る
絵
画

の
主
た
る
三
種
の
形
式
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
屏
風
は
、
明
時
代
中
期
以
前
、
書
画
を
展
示
す

る
こ
と
の
主
要
な
キ
ャ
リ
ャ
ー
と
い
う
。
ま
ず
、
古
い
文
献
記
載
よ
り
考
え
て
お
き
た
い
。

『
周
礼
・
冢
宰
・
掌
次
』
に
「
設
皇
邸
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
鳳
凰
の
羽
で
装

飾
す
る
屏
風
で
あ
る
。
鄭
司
農
注
云
、「
邸
後
板
也
」
と
い
う
。
康
成
は
後
板
が
屏
風
と
い
わ

れ
る
。『
尚
書
・
顧
命
』
に
「
狄
設
黼
扆
綴
衣
」
と
い
う
。
こ
の
扆
は
御
座
の
背
後
に
立
っ
て

い
る
屏
風
で
あ
る
。『
爾
雅
・
釈
宮
』
に
「
屏
、
謂
之
樹
」
と
い
う
。『
礼
記
・
雑
記
』（
下
）

                                        

         

 

③

『
世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
。 

④

例
え
ば
、
李
益
「
長
干
行
」
に
「
鴛
鴦
緑
浦
上
、
翡
翠
錦
屏
中
」
と
い
う
。 
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に
「
樹
、
屏
也
、
立
屏
当
所
行
之
路
、
以
蔽
内
外
也
」
と
い
う
。『
三
才
図
絵
』
の
屏
風
の
山

水
図
様
①(F

ig.

Ⅱ-1)

と
『
礼
器
図
』
の
「
扆
」
の
斧
の
図
様(F

ig.

Ⅰ-1)

が
あ
る
。『
礼
記
・
明

堂
位
』
に
よ
る
と
、「
疏
屏
は
、
天
子
の
廟
飾
で
あ
る
」
と
い
う
。
鄭
玄
の
注
で
は
、「
屏
は
、

こ
れ
を
樹
と
い
う
。
い
ま
の
罘
罳
で
あ
る
。
こ
れ
に
き
ざ
ん
で
雲
気
、
虫
獣
を
つ
く
る
。
い

ま
の
闕
に
似
て
い
る
。」
と
い
う
。
こ
の
鄭
玄
の
注
は
、『
爾
雅
・
釈
宮
』
の
「
屏
」
の
説
明

と
同
じ
で
あ
る
。
実
は
こ
う
い
う
「
屏
」
は
、
い
ま
の
照
壁
で
あ
ろ
う
②

。
ま
た
、
屏
風
に

施
さ
れ
た
絵
画
の
こ
と
は
、
唐
・
李
頎
の
「
崔
五
丈
図
屏
風
賦
得
烏
孫
佩
刀
」
詩
が
あ
り
、

そ
の
中
に
「
主
人
屏
風
写
奇
状
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
明
・
謝
肇
淛
『
五
雑
俎
』
に
画
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
画
が
書
に
く
ら

べ
て
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
品
が
や
や
下
が
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、
唐
宋
以
前
の
画
手
は
多
く
神
仏
仕
女
鳥
獣
竹
木
を
た
く
み
に
え
が
き
、
徒
に
玩

弄
に
供
し
、
屏
障
に
か
い
た
り
し
た
の
で
、
品
は
自
ら
猥
劣
と
な
っ
た
。
（
後
略
）
」
と
あ

る
③

。 

日
本
で
は
、
壁
画
、
障
屏
画
、
屏
風
絵
、
衝
立
絵
の
語
の
一
般
的
な
概
念
を
、『
広
辞
苑
』

④

に
よ
っ
て
検
出
し
て
み
る
と
、
ま
ず
「
壁
画
」
に
つ
い
て
は
、「
装
飾
の
目
的
で
建
築
物
の

壁
面
に
描
い
た
絵
画
。」
と
あ
っ
て
、「
障
屏
画
」
は
、「
障
子
、
襖
、
杉
戸
、
或
い
は
屏
風
、

衝
立
な
ど
移
動
で
き
る
家
具
類
の
面
に
描
か
れ
た
絵
画
。」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
画
は
普
通

そ
れ
ぞ
れ
障
子
腰
貼
絵
、
襖
絵
、
杉
戸
絵
、
屏
風
絵
、
衝
立
絵
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
を
包
括
す
る
言
葉
が
障
屏
画
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
屏
風
画
や
衝
立
絵
、
ま

た
几
帳
絵
な
ど
は
建
造
物
に
固
定
さ
れ
ず
自
由
な
移
動
が
可
能
な
画
面
に
施
さ
れ
る
絵
画
で

あ
り
、
屏
風
絵
系
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
⑤

。 

一
方
、
美
術
史
家
は
、
よ
り
厳
密
な
概
念
規
定
を
求
め
て
、「
障
壁
画
」
の
「
障
」
を
襖
障

子
の
古
語
に
由
来
す
る
と
し
、「
壁
」
を
壁
貼
付
絵
と
し
、
土
壁
、
板
壁
に
施
さ
れ
た
「
壁
画
」

                                        

         

 

①(

明)

王
圻
・
王
思
義
編
集
、
顧
廷
龍
主
編
『
三
才
図
絵
』（
中
）
器
用
十
二
巻
「
屏
風
」
一
三
三
三
頁
、
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
絵
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。  

②

唐
の
段
成
式
撰
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
俎
』（
全
５
巻
）
４
東
洋
文
庫
401
平
凡
社
一
九
八
一
年
。
続

集
巻
四
「
三
二
貶
誤
」。  

③

寺
島
良
安
著
・
島
田
勇
雄
・
竹
島
淳
夫
・
樋
口
元
巳
訳
注
『
和
漢
三
才
図
絵
』
４
（
全
１
８
巻
）
巻
第
十
五
・

藝
器
１
０
０
、
東
洋
文
庫
４
５
８
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。 

④

岩
波
書
店
第
一
版
昭
和
三
十
年
刊
。  

⑤

水
尾
比
呂
志
『
障
壁
画
史
―
荘
厳
か
ら
装
飾
へ
ー
』
ｐ
１
３~

１
６
美
術
出
版
社
一
九
七
八
年
。
水
尾
氏
の

論
説
よ
り
屏
風
絵
系
は
壁
画
の
第
三
種
で
あ
る
。 

と
は
区
別
し
て
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
屏
風
絵
、
衝
立
絵
を
も
含
む
総
称
と
し
て
、
襖
絵
、

壁
貼
付
絵
を
「
障
」
で
あ
ら
わ
し
、
こ
れ
に
屏
風
絵
、
衝
立
絵
を
意
味
せ
し
め
た
「
屏
」
を

連
ね
て
、「
障
屏
画
」
を
よ
り
大
き
な
概
念
と
す
る
の
で
あ
る
⑥

。 

屏
風
絵
系
と
い
う
絵
画
画
面
の
形
式
は
屏
風
絵
を
主
と
す
る
も
の
で
、
衝
立
絵
を
こ
れ
に

加
え
る
。
古
く
は
几
帳
絵
も
あ
っ
た
。
中
国
で
は
、
よ
り
厳
密
な
概
念
規
定
を
求
め
て
、
屏

風
の
定
義
に
つ
い
て
は
狭
義
と
広
義
と
の
二
種
を
区
別
し
て
い
て
、
当
時
の
こ
と
ば
で
屏
障

具
と
い
う
。
狭
義
の
面
で
は
多
曲
屏
風
に
属
す
る
。
広
義
の
場
合
、
多
曲
屏
風
、
衝
立
、
軟

障
、
几
帳
な
ど
を
包
摂
す
る
。
こ
れ
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
各
種
類
が
、
す
べ
て
に

密
接
不
離
な
関
係
に
あ
っ
た
の
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。 

屏
風
画
は
中
国
よ
り
齎
さ
れ
た
画
面
形
式
だ
が
、
日
本
の
建
築
の
特
性
か
ら
生
活
必
需
の

家
具
と
し
て
大
い
に
発
達
し
、
画
家
に
活
躍
の
大
き
な
舞
台
を
提
供
し
た
。
大
画
面
で
あ
る

こ
と
、
持
ち
運
び
が
自
由
で
あ
る
こ
と
、
或
い
は
曲
折
せ
し
め
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の

特
質
が
、
絵
画
表
現
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
こ
と
に
一
扇
ず
つ
の
枠
縁
が
取

払
わ
れ
た
中
世
以
降
の
屏
風
は
、
襖
に
ま
さ
る
好
個
の
大
画
面
と
な
っ
て
、
多
様
な
絵
画
表

現
を
生
み
出
し
た
⑦

。 

 

二
．
種
類
と
画
題 

屏
風
に
描
か
れ
た
画
題
は
多
い
⑧

。
そ
れ
ら
は
内
容
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
次
の
五
つ
に
分

類
で
き
る
だ
ろ
う
。 

１
．
花
鳥
・
走
獣
画 

梅
、
海
棠
、
桐
、
椿
、
萩
な
ど
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
季
節
に
彩
り
を
添
え
る
樹
木
や
、

松
、
杉
、
檜
、
竹
な
ど
花
は
目
立
た
な
い
が
、
そ
の
形
姿
そ
の
も
の
に
趣
き
の
あ
る
樹
木
を

総
称
し
て
花
木
と
い
う
。
こ
れ
に
空
想
の
瑞
鳥
で
あ
る
鳳
凰
や
鶴
、
孔
雀
、
雉
子
、
山
鳥
、

錦
鶏
鳥
、
鷺
、
雁
、
鴛
鴦
な
ど
美
し
い
羽
根
が
珍
重
さ
れ
た
禽
鳥
類
、
鷲
、
鷹
な
ど
の
猛
禽

類
を
組
み
合
せ
た
画
題
が
花
鳥
画
で
あ
る
。
菫
、
蒲
公
英
、
牡
丹
、
芙
蓉
、
薄
、
桔
梗
な
ど

四
季
の
草
花
を
添
え
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
室
内
装
飾
を
旨
と
す
る
屏
風
に
は

も
相
応
し

い
画
題
で
、
実
際
、
優
れ
た
作
品
が
多
い
。
な
お
虎
や
猿
に
唐
獅
子
、
龍
な
ど
空
想
上
の
動

                                        

         

 

⑥

前
掲
し
た
水
尾
比
呂
志
氏
の
論
著
ｐ
１
２
；
山
根
有
三
『
障
屏
画
研
究
』（
山
根
有
三
著
作
集
五
）
中
央
公

論
美
術
出
版
社
平
成
十
年
。 

⑦

前
掲
し
た
水
尾
比
呂
志
氏
の
著
説
を
参
照
す
る
。 

⑧

前
掲
榊
原
悟
氏
の
論
著
を
参
照
す
る
。  
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物
も
加
え
た
画
題
を
一
括
し
て
走
獣
画
と
総
称
す
る
が
、
こ
れ
を
も
含
め
て
花
鳥
画
と
呼
ぶ

場
合
も
あ
る
。 

２
．
景
物
画 

当
時
の
現
地
の
自
然
の
景
色
は
そ
れ
自
体
美
し
く
優
し
い
も
の
だ
が
、
雪
月
花
や
花
鳥
風

月
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
季
節
の
時
間
的
な
推
移
の
な
か
で
眺
め
る
と
き
、

趣
き
深
い
も
の
と
な
る
。
人
間
の
生
活
も
同
じ
で
、
と
も
す
れ
ば
単
調
に
な
り
が
ち
な
日
々

の
営
み
も
、
月
ご
と
、
季
節
ご
と
に
め
ぐ
り
来
る
行
事
に
よ
っ
て
豊
か
な
彩
り
が
与
え
ら
れ

て
き
た
。
景
物
画
は
、
こ
の
自
然
と
人
事
を
変
化
す
る
季
節
と
と
も
に
描
い
た
も
の
。
何
よ

り
味
わ
い
深
い
季
節
感
の
表
出
を
そ
の
特
色
と
す
る
。
微
妙
な
内
容
の
変
化
に
応
じ
て
、
四

季
に
ち
な
む
四
季
景
物
画
、
十
二
カ
月
の
行
事
に
ち
な
む
月
次
景
物
画
、
地
名
に
ち
な
む
名

所
景
物
画
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

３
．
山
水
画 

山
紫
水
明
と
い
わ
れ
る
自
然
の
美
し
さ
、
大
き
さ
、
厳
し
さ
を
象
徴
的
に
描
い
た
も
の
。

表
現
の
主
眼
は
あ
く
ま
で
自
然
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
。 

４
．
人
物
画 

聖
賢
、
仙
人
、
高
士
、
列
女
を
描
い
た
人
物
画
は
、
勧
戒
画
と
し
て
も
っ
と
も
格
式
の
高

い
画
題
で
あ
る
。
ま
た
、
帝
王
、
仕
女
な
ど
は
重
要
な
画
題
内
容
で
あ
る
。 

５
．
風
俗
画 

現
世
に
生
き
る
人
々
の
姿
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
た
風
俗
画
は
、
現
世
謳
歌
を
標
榜
し

た
当
時
を
代
表
す
る
画
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
内
容
の
特
異
さ
を
強
調
す
る
南
蛮
屏
風

が
、
風
俗
画
に
含
め
ら
れ
る
。 

 

三
．
図
様
構
成 

中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
図
様
構
成
に
つ
い
て
は
、
各
時
代
の
表
現
形
式
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
画
面
形
式
が
あ
る
。
こ
の
図
様
構
成
の
問
題
は
、
後
述
の
各
章
を
説
明
す
る
際
に

し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

 

四
．
機
能 

と
こ
ろ
で
、
屏
風
画
の
特
質
に
関
し
て
、
そ
の
材
質
や
技
法
の
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と

も
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
基
本
的
な
機
能
と
効
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
重
視

さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
屏
風
画
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
分
隔
、
美
化
、
遮
風
、
協
調
な
ど

の
実
用
性
が
あ
る
が
、鑑
賞
性
と
装
飾
性
が
も
っ
と
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。ま
た
、

多
曲
屏
風
の
折
り
た
た
め
る
と
い
う
機
能
に
着
目
し
、
作
品
に
応
じ
た
展
示
方
法
で
、
広
が

る
絵
画
空
間
の
違
い
を
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
章
に
は
、
屏
風
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
述
べ
た
が
、
同
様
に
屏
風
画
も
そ
れ
ら
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
屏
風
画
と
い
う
立
体
的

な
ジ
グ
ザ
グ
感
の
で
る
も
の
に
描
く
習
慣
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
屏
風
画
の
装
飾
性
は
古
詩
中

に
も
見
え
る
。「
屏
風
十
二
曲
、
羅
列
洞
房
隅
」
と
い
う
①

。
後
述
の
各
章
に
は
、
相
関
の
文

献
資
料
を
引
用
し
て
、
そ
の
装
飾
性
と
い
う
機
能
の
問
題
を
考
究
し
た
い
。 

以
上
は
す
べ
て
屏
風
画
の
実
在
的
な
機
能
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
潜
在
的
な
機
能
が
あ
ろ

う
。
い
わ
ゆ
る
屏
風
画
の
「
勧
戒
」
あ
る
い
は
「
警
戒
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

唐
代
の
房
玄
齢
は
「
視
屏
風
以
保
身
」
と
い
う
故
事
が
あ
る
。
ま
た
『
太
平
御
覧
』
巻
七
〇

一
引
『
七
略
別
伝
』
に
「
臣
与
黄
門
侍
郎
歆
以
『
列
女
伝
』
種
類
相
従
為
七
篇
、
以
著
禍
福

栄
辱
之
效
、
是
非
得
失
之
分
、
画
之
於
屏
風
四
堵
」
と
い
う
。 

 

五
．
発
生
・
発
展
の
歴
史 

中
国
で
は
、
前
漢
に
『
烈
女
伝
』
を
撰
述
し
た
劉
向
が
そ
の
図
を
屏
風
に
描
か
せ
た
と
伝

え
ら
れ
、『
歴
代
名
画
記
』
か
ら
は
六
朝
時
代
末
期
か
ら
盛
唐
に
至
る
大
画
家
た
ち
の
屏
風
画

制
作
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
ま
っ
た
く
遺
存
し
な
い
。
そ
の
起
源
を
遠
く
遡
ら

せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
、
戦
国
時
代
か
ら
、
屏
風
画
の

制
作
と
流
布
が
興
っ
た
。
屏
扆
は
斧
の
形
を
画
い
た
屏
風
で
あ
る
。
昔
、
天
子
が
臣
下
に
朝

見
す
る
時
に
背
後
に
立
て
た
②

。 

九
世
紀
、
唐
の
張
彦
遠
が
著
わ
し
た
『
歴
代
名
画
記
』
と
い
う
書
物
に
は
、
唐
時
代
に
描

か
れ
た
六
扇
（
＝
六
つ
折
り
、
六
曲
）
や
十
二
扇
の
絵
屏
風
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
唐
制
に

な
ら
っ
て
日
本
で
作
ら
れ
、正
倉
院
宝
物
と
し
て
伝
わ
る
六
扇
の
鳥
毛
立
女
屏
風
や
、近
年
、

中
国
で
発
掘
さ
れ
る
唐
時
代
の
墓
の
壁
画
か
ら
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
唐
時
代
の
絵
屏
風

は
各
扇
縁
取
り
が
付
き
、
絵
は
扇
ご
と
に
独
立
し
て
連
続
し
て
い
な
か
っ
た
。
ひ
も
で
つ
な

ぐ
た
め
、
ど
う
し
て
も
縁
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

中
国
に
お
け
る
屏
風
画
の
発
生
·
発
展
の
歴
史
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
具
体
的
に
前
章
の

相
関
部
分
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
省
略
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

                                        

         

 

①

『
列
朝
詩
集
』
丙
集
第
十
二
。  

②

『
宋
史
・
曹
皇
后
伝
』：「
帝
致
極
誠
孝
云
云
、
后
亦
慈
愛
天
至
、
或
退
朝
稍
晩
、
必
自
至
屏
扆
候
矚
。」  



 - 19 -

 
第
三
章 

屏
風
絵
の
発
生
と
形
成
期
―
漢
時
代
及
び
漢
以
前 

 

一
．
西
周
‐
戦
国
時
代
―
斧
扆 

（
一
）
文
献
史
料
を
読
む 

屏
風
が
い
つ
発
明
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
す
で
に
漢
王
朝
（
前
二
〇
六
～
後
二
二

〇
）
ま
で
に
は
、
政
治
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
文
献
に
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
た
。 

１
．『
儀
礼
・
觐
礼
』
に
「
天
子
設
斧
扆
於
戸
牖
之
間
」
と
い
う
。 

２
．『
三
礼
図
』
に
「
扆
縦
広
八
尺
、
画
斧
文
、
今
之
屏
風
、
則
其
遺
象
也
」
と
い
う
。 

３
．『
荀
子
・
正
論
』
に
「
天
子
居
則
設
張
容
、
負
扆
而
坐
」
と
い
う
。 

４
．『
周
礼
・
春
官
・
司
几
筵
』
の
鄭
玄
注
に
は
「
扆
、
其
制
如
屏
風
然
、
於
扆
前
為
王
設

席
」
と
い
う
。 

５
．『
史
記
・
孟
嘗
君
列
伝
』
に
「
孟
嘗
君
待
客
坐
語
、
而
屏
風
後
常
有
侍
史
、
主
記
君
所

与
客
語
」
と
い
っ
て
、『
春
秋
・
後
雨
』
に
も
同
様
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
①

。 

６
．『
燕
丹
子
』
に
「
八
尺
屏
風
可
度
而
越
」
と
い
う
②

。 

以
上
で
戦
国
時
代
か
ら
「
斧
扆
」
と
い
う
屏
風
画
の
祖
型
（『
礼
器
図
』
の
插
絵
を
引
用

F
ig.

Ⅰ-1

）
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
い
文
献
に
は
、
転
写
さ
れ
た
様
子
で
あ
る
。
ま
た
３

と
４
番
目
か
ら
見
る
と
、
古
い
時
代
よ
り
小
帳
と
屏
風
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、
使
用
し
て
い

る
。 戦

国
、
秦
時
代
の
屏
風
絵
は
、
文
献
に
表
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。 

（
二
）
屏
風
実
物
作
例 

現
在
に
至
る
ま
で
に
見
え
る
戦
国
時
代
の
実
物
屏
風
は
、
多
く
の
ば
あ
い
、
墓
か
ら
出
土

し
た
彩
漆
透
彫
座
屏
で
あ
る
③

。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
精
巧
無
比
で
、
色
彩
は
鮮
麗
で
、

光
沢
は
あ
た
か
も
今
作
ら
れ
た
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
資
料
編
の
表

Ⅰ
の
№01

～05

と
地
図
Ⅰ
参
照
）。 

１
．
楚
国
彩
絵
木
彫
屏
：
一
点
、
一
九
六
五
年
湖
北
省
江
陵
県
紀
南
城
望
山
一
号
墓
出
土
、

                                        

         

 

①

『
史
記
』
巻
七
五
、「
列
伝
」
第
一
五
。
即
ち
「
孟
嘗
君
屏
風
後
、
常
有
侍
使
記
客
語
」
と
あ
る
。 

②

『
史
記
』
巻
八
六
、「
列
伝
」
第
二
六
。  

③

文
末
の
一
覧
表
Ⅰ
を
参
照
す
る
。  

戦
国
中
期
、
透
彫
、
高15.0cm

、
幅51.8cm

、
厚
さ3.0cm

、
彩
漆
透
彫
座
屏
、
国
宝
、

湖
北
省
博
物
館
蔵
。 

前
三
三
二
年
頃
に
下
大
夫
ク
ラ
ス
の
綤
固
と
い
う
人
物
を
葬
っ
た
江
陵
県
望
山
１
号
墓
か

ら
出
土
し
た
彩
漆
透
彫
座
屏(F

ig.

Ⅲ-01)

は
蛇
が
絡
み
合
っ
た
台
座
に
方
形
の
枠
を
組
み
、
華

麗
な
文
様
を
と
ど
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
鳳
鳥
、
鹿
、
蛇
、
蛙
を
丸
彫
り
し
て
赤
、
金
、
銀
、

黄
色
で
彩
色
す
る
実
用
の
座
屏
が
優
れ
て
い
る
。
こ
の
座
屏
は
座
右
に
お
く
屏(

衝
立)

で
、

一
木
の
板
材
に
欄
間
文
様
の
よ
う
な
透
彫
り
を
施
す
。
台
座
は
両
端
で
支
え
中
間
部
分
に
刳

り
込
み
を
入
れ
、
屏
の
周
囲
を
長
方
形
に
枠
取
り
、
内
側
に
左
右
対
称
に
そ
れ
ぞ
れ
２
組
の

鳥
と
動
物
を
彫
刻
し
、
台
座
か
ら
枠
に
か
け
て
爬
虫
類
が
絡
み
合
っ
た
文
様
を
浮
彫
す
る
。

両
側
の
文
様
の
中
心
は
下
向
き
の
鳥
が
蛇
に
挑
み
か
か
る
構
図
で
、
鳥
の
左
右
に
飛
び
跳
ね

る
鹿
と
羽
を
閉
じ
て
下
枠
に
と
ま
る
よ
う
す
で
鳥
を
置
く
が
、
２
頭
の
鹿
は
後
ろ
足
で
鳥
の

頸
を
挟
み
前
足
に
蛇
が
噛
み
つ
く
。
そ
の
結
果
、
中
央
で
は
２
羽
の
鳥
が
嘴
で
蛇
を
奪
い
合

っ
て
向
か
い
合
う
形
と
な
り
、
足
の
後
ろ
に
蛙
が
う
ず
く
ま
る
。
台
座
の
両
端
に
大
き
な
口

を
広
げ
耳
を
立
て
る
蟒(

み
ず
ち)

が
と
ぐ
ろ
を
巻
き
、
側
面
に
熊
が
頭
を
も
た
げ
、
下
枠
に

巻
き
付
い
た
蛇
が
蛙
を
ね
ら
い
、
左
右
の
枠
に
も
小
蛇
が
蠢
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
禽
獣
の

類
が
全
部
で
五
五
体
い
る
と
い
う
。
全
体
は
黒
漆
地
で
、
そ
の
上
述
の
禽
獣
類
は
赤
、
金
、

銀
、
黄
色
の
漆
で
彩
色
し
、
浮
彫
の
な
い
上
枠
側
面
に
は
変
形
鳥
文
を
描
く
。
彫
刻
と
彩
色

文
様
は
巧
妙
で
、
実
在
の
禽
獣
と
架
空
の
禽
獣
と
を
絡
み
合
わ
せ
、
互
い
に
戦
い
な
が
ら
生

き
て
い
く
自
然
の
輪
廻
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
墓
主
の
身
分
は
下
大
夫
に
想
定
さ

れ
る
中
級
貴
族
で
楚
の
綤
氏
王
族
の
一
員
で
あ
る
④

。 

２
．
天
星
観
一
号
楚
墓
漆
座
屏
：
５
点
、
湖
北
省
江
陵
県
観
音
垱
鎮
天
星
観
村
出
土
、
木

胎
、
髹
黒
漆 

一
号
墓
は
前
三
四
〇
年
頃
に
楚
の
封
君
で
あ
る
邸
殤
君
番
勅
を
埋
葬
し
た
墓
で
あ
り
、
基

本
的
に
は
埋
葬
用
に
作
ら
れ
た
明
器
と
し
て
の
漆
器
が
中
心
で
あ
る
が
、
方
形
の
長
い
耳
を

つ
け
る
耳
杯
や
欄
間
に
怪
獣
を
丸
彫
り
す
る
座
屏
が
珍
し
い
⑤

。
例
え
ば
、
彩
絵
透
彫
四
龍

漆
座
屏
は
、
幅48.8cm

、
高
さ12.8cm

、
透
彫
龍
形
の
屏
面
と
線
刻
の
巻
雲
文
の
屏
座
と

枠
と
組
み
合
わ
せ
て
い
る(F

ig.

Ⅲ-02

、03)

。
荊
州
市
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

                                        

         

 

④

劉
彬
徽
「
楚
国
彩
絵
木
彫
屏
小
考
」『
江
漢
考
古
』
一
九
八
〇
年
第
二
期
；
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
『
江

陵
望
山
沙
塚
楚
墓
』
文
物
出
版
社
一
九
九
六
年
。  

⑤

湖
北
省
荊
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
天
星
観
１
号
楚
墓
」『
考
古
学
報
』
一
九
八
二
年
第
一
期
。 
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３
．
天
星
観
二
号
楚
墓
漆
座
屏
：
５
点
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
湖
北
省
荊
州
市
天
星
観
二
号

墓
出
土
、
透
彫
、
木
彫
、M

2

：D
N

14

、
高
さ14.2

、
長
さ51.4

、
幅11.2cm

(F
ig.

Ⅲ-04)

。

楚
国
、
戦
国
中
期
の
も
の
で
あ
る
①

。
な
お
、
河
南
省
新
蔡
葛
陵
二
号
楚
墓
発
掘
報
告
に
拠

っ
て
、
出
土
し
た
漆
木
彫
虎
形
器
②(F

ig.

Ⅲ-05)

は
湖
北
省
荊
州
市
天
星
観
二
号
墓
の
漆
座
屏

の
透
彫
虎
形(F

ig.
Ⅲ-06)

と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
、
こ
の
も
の
は
漆
座
屏
の
構
成
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
近
年
、
河
南
省
の
南
部
他
の
所
の
楚
墓
か
ら
漆
木
彫
虎
形
器
も
出
土
し
た
。
楚
墓

か
ら
出
土
し
た
漆
座
屏
の
使
用
す
る
地
域
範
囲
は
湖
南
、
湖
北
、
河
南
の
南
部
地
方
で
あ
ろ

う
。 ４

．
湖
北
省
枣
陽
市
の
呉
店
鎮
東
趙
湖
村
九
連
墩
に
戦
国
楚
墓
２
号
墓
の
東
椁
室
か
ら
１

点
の
彩
漆
木
彫
座
屏
が
出
土
し
た
。
こ
の
座
屏
は
透
彫
と
浮
彫
の
技
法
で
、
鳳
、
蛇
、
蠎
、

蛙
、
鹿
な
ど
の
数
匹
の
動
物
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
形
式
上
は
江
陵
望
山
１
号
墓
の
も
の
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
③

。 

 

以
上
は
楚
国
の
上
層
支
配
階
層
に
属
す
る
人
達
の
漆
器
屏
風
で
あ
る
が
、
士
ク
ラ
ス
の
下

層
支
配
階
級
の
人
た
ち
の
墓
で
漆
器
屏
風
が
ど
う
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

戦
国
時
代
に
な
る
と
漆
器
の
需
要
が
拡
大
し
、
漆
器
を
積
極
的
に
墓
の
副
葬
品
に
採
用
し
て

い
る
。
各
地
の
戦
国
墓
か
ら
漆
器
の
出
土
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
発

見
さ
れ
る
例
は
圧
倒
的
に
長
江
流
域
に
集
中
し
て
い
る
。
華
北
で
は
一
例
を
あ
げ
る
と
、
河

北
省
平
山
県
中
山
国
王
墓
で
は
漆
器
屏
風
に
装
着
さ
れ
た
金
属
部
品
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い

る
。
戦
国
時
代
に
お
け
る
古
代
美
術
の
地
域
性
を
表
す
も
の
で
、
漆
器
も
楚
の
地
域
に
多
く

知
ら
れ
、
優
品
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
お
そ
ら
く
地
方
性
と
い
う
よ
り
も
遺
跡

に
お
け
る
保
存
状
況
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
。 

５
．
中
山
国
王
陵
屏
風
④

は
、
河
北
省
平
山
県
三
汲
郷
一
九
七
四
―
一
九
七
八
年
発
掘
、

曲
折
式
木
胎
漆
屏
風
で(F

ig.

Ⅲ-07)

、
紀
年
前
四
世
紀(

前
三
一
三
年
頃) 

 

河
北
省
文
物
研
究

                                        

         

 

①

荊
州
市
博
物
館
「
湖
北
省
荊
州
市
天
星
観
二
号
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
九
期
； 

湖
北
省
荊

州
博
物
館
『
荊
州
天
星
観
二
号
墓
楚
墓
』
文
物
出
版
社
二
〇
〇
三
年
九
月
。  

②

駐
馬
店
市
文
物
工
作
隊
、
新
蔡
県
文
物
保
護
管
理
所
「
河
南
省
新
蔡
葛
陵
二
号
楚
墓
発
掘
報
告
」『
文
物
』

二
〇
〇
二
年
第
八
期
。  

③

二
〇
〇
二
年
一
二
月
出
土
、
資
料
が
未
公
刊
。  

④
『
中
国
考
古
文
物
之
美
６
戦
国
鮮
虞
陵
墓
奇
珍
・
河
北
平
山
中
山
国
王
墓
』
文
物
出
版
社
光
復
書
局
一
九
九

四
年
初
版
；「
河
北
省
平
山
県
戦
国
時
期
中
山
国
墓
葬
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
一
期
；
河
北
省

文
物
研
究
所
『
厝
墓
―
戦
国
中
山
国
国
王
之
墓
』(

上
、
下)

第
三
章
の
第
一
〇
節
「
屏
風
銅
構
件
」 

文
物
出

版
社
一
九
九
六
年
。  

所
蔵
。
こ
の
中
山
国
の
王
墓
の
東
庫
か
ら
出
土
し
た
動
物
の
形
を
か
た
ど
っ
た
屏
風
の
青
銅

器
台
座
が
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
に
よ
る
金
と
銀
の
象
嵌
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
銅
器
の
形
は
牛
、

虎
、
犀
插
座
等
部
分
が
あ
る(F

ig.

Ⅲ-08)

。
屏
面
は
ほ
ぼ
直
角
に
折
れ
て
い
る
。
長
さ2.24

、

高
さ1.1

メ
ー
ト
ル
。
朱
漆
木
板
と
黒
漆
地
辺
欄
を
構
造
し
て
、
朱
、
橙
色
の
鳥
文
、
巻
雲

文
、
渦
文
を
描
き
出
す
。
こ
の
よ
う
な
屏
風
の
例
と
し
て
、
前
漢
時
代
の
南
越
王
墓
か
ら
出

土
し
た
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
の
動
物
形
台
座
の
一
つ
は
金
銀
象
嵌
虎
形
台
座

(F
ig.

Ⅲ-08)

で
、
高
さ
は21.9

、
長
さ
は51.0

セ
ン
チ
、
重
さ
は26.6kg

で
、
屏
風
の
中
央

の
折
れ
た
部
分
を
支
え
る
も
の
で
、
両
端
に
は
、
や
は
り
と
も
に
金
銀
象
嵌
で
飾
ら
れ
た
犀

形
と
水
牛
形
の
台
座
が
用
い
ら
れ
た
。
台
座
と
と
も
に
、
屏
風
本
体
に
取
り
付
け
ら
れ
た
蝶

番
や
小
型
鋪
首
な
ど
の
小
型
金
具
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
虎
形
の
台
座
は
大
き
な
虎
が

鹿
を
呑
み
込
も
う
と
す
る
情
景
を
見
事
な
迫
力
を
も
っ
て
表
し
て
い
る
。
虎
の
頭
部
の
鱗
状

の
斑
文
や
身
体
の
波
状
の
縞
は
、
お
も
に
大
き
な
金
の
薄
板
を
象
嵌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表

さ
れ
る
。
鹿
の
身
体
の
滴
状
の
斑
文
は
金
と
銀
を
交
亙
に
象
嵌
し
て
い
る
。
虎
の
頸
の
上
と

腰
の
上
に
は
獣
面
で
飾
ら
れ
た
銎
が
垂
直
に
立
つ
。
虎
の
身
体
は
上
か
ら
見
る
と
ほ
ぼ
直
角

に
曲
が
っ
て
お
り(F

ig.

Ⅲ-09)

、
屏
風
の
折
れ
る
角
度
に
相
当
す
る
。
銎
の
中
に
は
ま
だ
木
質

部
が
残
っ
て
い
た
。
腹
の
下
に
、
作
っ
た
年
、
工
房
、
責
任
者
、
工
人
の
名
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
⑤

。 
 

二
．
漢
時
代 

文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
を
見
る
と
、
屏
風
画
は
漢
代
に
至
る
と
、
応
用
範
囲
は
さ

ら
に
拡
大
さ
れ
、
画
く
と
こ
ろ
の
「
題
材
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

絵
画
は
当
時
の
政
治
に
仕
え
る
も
の
で
、
す
で
に
社
会
に
相
当
の
効
果
を
あ
げ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
う
い
う
こ
と
は
王
充(

三
七~

九
七
？)

『
論
衡∙

須
頌
篇
』
で
、
述
べ
て
い
る
。

ま
た
曹
植(

一
九
二~

二
三
二)

は
「
鑑
戒
の
意
を
も
つ
も
の
は
図
画
で
あ
る
」
と
も
論
じ
て
い

る
。(

唐
の
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
巻
一
「
叙
画
之
源
流
」
か
ら
引
用
す
る) 

『
歴
代
名
画

記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
唐
代
に
至
っ
て
蔡
邕(

一
三
二~

一
九
二)

が
画
い
た
「
講
学
図
」「
小

列
女
図
」
な
ど
の
作
品
が
あ
っ
た
。

近
数
年
の
間
に
、
秦
、
漢
時
代
の
画
像
資
料
は
宮
殿

遺
跡
、
墓
か
ら
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
絵
画
作
品
か
ら
見
る
と
、
こ
の
時
代
に
お

け
る
屏
風
及
び
屏
風
画
の
様
相
が
少
し
わ
か
る
。 

                                        

         

 

⑤

高
濱
秀
、
岡
村
秀
典
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
１
巻
先
史∙

殷∙

周 

小
学
館
二
〇
〇
〇
年
。  
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（
一
）
文
献
史
料 

は
じ
め
に
古
代
中
国
の
主
な
史
書
や
絵
画
理
論
書
の
中
か
ら
屏
風
画
に
関
す
る
部
分
を
任

意
に
選
択
し
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。 

１
．
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
物
語 

①
四
宝
宮
の
宝
屏
風 

前
漢
の
武
帝
は
桂
宮
に
七
宝
床
、
廁
、
宝
屏
風
、
宝
帳
と
い
う
四
つ
の
宝
物
を
収
蔵
し
て

い
る
。
そ
の
当
時
の
人
々
は
桂
宮
を
四
宝
宮
と
も
呼
ん
で
い
る
①

。   

②
延
清
室
の
火
斉
屏
風 

前
漢
の
董
偃
は
、
そ
の
延
清
室
に
火
斉
と
い
う
宝
石
で
作
っ
た
屏
風
を
床
上
に
配
置
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
玉
屏
風
は
透
明
度
が
高
く
て
、
侍
者
が
屏
風
の
外
か
ら
、
扇
い
で
、
董

偃
は
「
玉
石
も
扇
い
で
涼
し
さ
が
欲
し
い
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
侍
者
は
、
屏
風
に
摸
す
と
、

前
に
屏
風
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。『
拾
遺
録
』
に
「
董
偃
常
臥
延
清
之
室
、
以
画
石
為
床
、

盖
石
文
如
画
也
。
石
体
盛
軽
、
出
郅
支
国
。
上
設
紫
琉
璃
帳
、
火
斉
屏
風
、
列
霊
麻
之
燭
、

以
紫
玉
為
盤
。
如
屈
龍
、
皆
雑
宝
飾
之
。
視
者
於
戸
外
扇
偃
。
偃
曰
：「
玉
石
豈
須
扇
而
後
清

凉
耶
？
」
侍
者
屏
扇
、
以
手
摹
之
、
方
知
有
屏
風
也
。
偃
又
以
玉
精
為
盤
、
貯
冰
於
膝
前
。

玉
精
与
冰
同
潔
徹
、
侍
者
言
以
冰
無
盤
、
必
融
（「
融
」
原
作
「
翮
」、
据
明
抄
本
改
）
湿
席
、

乃
和
玉
盤
拂
之
。
落
階
下
、
冰
玉
俱
碎
。
偃
更
以
為
楽
。
此
玉
精
千
涂
国
所
貢
也
、
武
帝
以

此
賜
偃
。
哀
平
之
世
、
民
皆
猶
有
此
器
、
而
多
残
破
。
王
莽
之
世
、
不
復
知
所
在
。
」
と
あ

る
②

。 

③
雲
母
屏
風
の
故
事 

こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
屏
風
に
関
わ
る
故
事
と
し
て
、「
鄭
弘
は
雲
母
の
屏
風
に
、
朝
夕

影
を
や
ど
し
、
身
の
ゆ
が
め
る
を
刷
ひ
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
校
異
に
よ
る
と
、
続
群
書

類
従
系
な
ど
に
「
鄭
公
」
と
す
る
本
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
頭
註
に
よ
る
と
、
こ
の
典
拠
は

『
後
漢
書
』
三
十
三
（
列
伝
二
三
・
鄭
弘
伝
）「
元
和
元
年
、
鄭
弘
為
大
尉
時
、
挙
将
弟
五
倫

為
司
空
、
班
次
在
下
、
毎
正
朔
朝
見
、
弘
曲
躬
自
卑
、
帝
問
知
其
故
、
遂
聴
置
雲
母
屏
風
、

分
隔
其
間
由
此
以
為
故
事
」
③

で
あ
り
、
源
光
行
・
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
自
序
の
『
百

                                        

         

 

①

『
拾
遺
録
』「
武
帝
為
七
宝
床
、
雑
宝
按
廁
、
宝
屏
風
、
雑
宝
帳
、
設
於
桂
宮
。
時
人
謂
之
四
宝
宮
。
」（『
西

京
雑
記
』；『
太
平
広
記
』
巻
第
四
百
三
「
宝
四
」「
雑
宝
上
」）。  

②

『
太
平
広
記
』
巻
第
四
百
三
「
宝
四
」「
雑
宝
上
」。  

③

『
後
漢
書
・
鄭
弘
伝
』
巻
三
十
三
「
列
伝
」
二
三
。 

詠
和
歌
』
八
（
服
玩
部
・
屏
、『
続
群
書
類
従
』
一
五
下
）
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
百

詠
和
歌
』
は
、
唐
代
詩
集
で
幼
学
書
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
『
李
嶠
百
廿
詠
』
に
則
り
、

抄
句
、
注
・
説
話
、
詠
歌
か
ら
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
鄭
弘
に
は
「
鄭
公
風
」
あ
る
い
は
「
鄭
大
尉
之
谿
風
」
と
い
う
熟
語
に
な
っ
た
故
事

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
か
ら
引
用
す
る
と
、「
後
漢
の
鄭
弘
、
薪
を
若
邪
渓

に
採
り
、
神
人
に
箭
を
還
し
た
報
い
に
よ
り
、
谿
風
の
便
を
得
て
仕
事
を
楽
に
し
た
故
事
」

で
、『
本
朝
文
粋
』
に
引
か
れ
た
菅
原
文
時
作
の
表
に
も
こ
の
故
事
を
ふ
ま
え
た
一
節
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
後
漢
の
鄭
弘
の
逸
話
は
日
本
で
も
知
ら
れ
て
い
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
鄭
姓
が
誰
か
と
い
う
こ
と
も
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。 

④
宋
・
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』
に
漢
成
帝
「
時
乗
輿
幄
坐
、
張
画
屏
風
、
画
紂
酔
踞
妲

己
作
長
夜
之
楽
。」
と
あ
る
。 

⑤
光
武
帝
の
列
女
図
屏
風 

『
後
漢
書
・
宋
弘
伝
』
に
は
、
光
武
帝
の
列
女
図
屏
風
の
物
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
ま
た
言
う
、
宋
弘
が
か
つ
て
燕
見
し
た
際
、
光
武
帝
の
居
所
に
新
し
く
屏
風
が
置
か
れ

て
あ
り
、
古
の
列
女
が
描
か
れ
て
い
た
。
光
武
帝
は
し
ば
し
ば
振
り
返
っ
て
こ
の
屏
風
を
見

て
い
た
。
宋
弘
が
、「
未
だ
徳
を
好
む
こ
と
色
の
如
く
す
る
者
を
見
ず
」
と
言
う
と
、
光
武
帝

は
こ
の
屏
風
を
取
り
払
っ
た
。」
と
述
べ
た
④

。
こ
の
歴
史
的
な
物
語
に
よ
っ
て
、
人
物
図
屏

風
が
後
漢
の
初
期
か
ら
に
は
画
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

注
：
他
本
色
字
上
有
好
字
。「
列
女
」
に
関
し
て
、
書
物
で
は
劉
向
撰
と
さ
れ
る
『
古
列
女

伝
』
が
有
名
だ
が
、
六
朝
期
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た
列
女
図
は
こ
の
光
武
帝
の
も
の
が
そ
の
早

い
例
と
思
わ
れ
る
。
な
お
所
謂
正
史
に
「
列
女
伝
」
が
設
け
ら
れ
る
の
は
『
後
漢
書
』
以
降

の
こ
と
で
あ
る
。「
未
見
好
徳
如
色
者
」
は
『
論
語
』
子
罕
篇
。「
鑑
戒
」
の
存
在
で
あ
る
べ

き
「
列
女
図
」
を
光
武
帝
が
「
鑑
賞
」
し
て
い
る
と
い
う
こ
の
対
比
は
、
絵
画
の
存
在
意
義

の
変
遷
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
条
で
あ
る
。
そ
し
て
引
用
部
に
続
く
の
が
、
有
名
な
「
糟

糠
之
妻
」
の
逸
話
。
い
ま
『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
一
の
引
用
を
示
す
。「
東
観
漢
記
曰
、
宋
弘

嘗
燕
見
、
御
座
新
施
屏
風
、
図
画
列
女
、
帝
数
顧
視
之
。
弘
正
容
言
曰
、
未
見
好
徳
如
色
者
。

上
即
為
撤
之
。
上
姉
湖
陽
公
主
新
寡
、
上
与
共
論
朝
臣
、
微
観
其
意
。
主
曰
、
宋
公
威
容
徳

                                        

         

 

④

『
後
漢
書
・
宋
弘
伝
』、『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
五
十
「
画
」「
又
曰
、
宋
弘
嘗
讌
見
、
御
座
新
施
屏
風
、
図

画
列
女
、
世
祖
数
顧
視
之
、
弘
曰
、
未
見
好
徳
如
色
者
、
帝
撤
之
」。  
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器
、
群
臣
莫
及
。
上
曰
、
方
図
之
。
後
弘
見
上
、
令
主
坐
屏
風
後
、
因
謂
弘
曰
、
諺
言
貴
易

交
、
富
易
妻
、
人
情
乎
。
弘
曰
、
臣
聞
貧
賤
之
交
不
可
忘
、
糟
糠
之
妻
不
下
堂
。
上
顧
謂
主

曰
、
事
不
諧
矣
」。
ま
た
『
藝
文
類
聚
』
巻
六
十
九
屏
風
所
引
。
さ
ら
に
范
曄
『
後
漢
書
』「
宋

弘
伝
」
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
見
え
る
が
、「
新
施
屏
風
」
の
「
施
」
字
が
無
く
、「
上
即
為

撤
之
（
范
書
は
「
帝
即
為
徹
之
」
に
作
る
）」
の
あ
と
に
「
笑
謂
弘
曰
、
聞
義
則
服
、
可
乎
。

対
曰
、
陛
下
進
徳
、
臣
不
勝
其
喜
」
の
一
節
が
あ
る
①

。
ま
た
、『
宮
詞
』「
良
家
選
入
尽
名

姝
、
可
似
屏
風
列
女
図
」
と
詠
う
②

。 

２
．
屏
風
絵
に
関
す
る
詩
文
な
ど 

①
後
漢
李
尤
『
屏
風
銘
』 

そ
の
銘
文
に
「
舎
則
潜
僻
、
用
則
設
張
；
立
必
端
直
、
処
必
廉
方
。
雍
閼
風
邪
、
霧
露
是

抗
；
奉
上
蔽
下
、
不
失
其
常
。
」
と
あ
る
③

。
こ
の
屏
風
銘
文
に
よ
り
、
屏
風
の
性
質
と
役

割
が
よ
く
分
か
る
。 

②
漢
淮
南
王
劉
安
『
屏
風
賦
』（『
全
漢
文
』
巻
十
二
） 

そ
の
詩
文
に
「
惟
斯
屏
風
、
出
自
幽
谷
；
根
深
枝
茂
、
号
為
喬
木
。
孤
性
陋
弱
、
畏
金
強

族
；
移
根
易
土
，
委
伏
溝
瀆
。
飄
搖
危
殆
、
靡
安
措
足
；
思
在
蓬
蒿
，
林
有
朴
敕
。
然
常
無

縁
、
悲
愁
酸
毒
；
天
启
我
心
、
遭
遇
微
禄
。
中
郎
繕
理
、
收
拾
捐
朴
；
大
匠
攻
之
、
刻
彫
削

斫
。
表
雖
剥
裂
、
心
実
貞
愨
；
等
化
器
類
、
庇
蔭
尊
屋
。
列
在
左
右
、
近
君
頭
足
；
賴
蒙
成

済
、
其
恩
弘
篤
。
何
惠
施
遇
、
分
好
沾
渥
；
不
逢
仁
人
、
永
為
枯
木
。
」
と
あ
る
④

。 

③
前
漢
羊
勝
『
屏
風
賦
』（『
全
漢
文
』
巻
十
九
） 

そ
の
賦
文
に
「
屏
風
合
匝
。
蔽
我
君
王
；
重
葩
累
繍
、
沓
璧
連
璋
。
連
以
文
錦
、
映
以
流

黄
；
画
以
古
烈
、
顒
顒
昂
昂
。
蕃
后
宜
之
、
寿
考
無
疆
。」
と
あ
る
⑤

。 

３
．
そ
の
他 

①
『
漢
書
・
陳
万
年
伝
』
に
「
万
年
嘗
病
、
召
咸
教
戒
於
床
下
、
語
至
夜
半
、
咸
睡
、
頭

触
屏
風
」
と
い
う
⑥

。 

                                        

         

 

①

『
後
漢
書
』
巻
二
十
六
「
列
伝
」
十
六
；『
東
観
漢
記
』
巻
十
三
。  

②

『
全
史
宮
詞
』
巻
七
。  

③

『
初
学
記
』
巻
二
十
五
「
器
物
部
」
唐
徐
堅
等
編
纂
。
唐
・
欧
陽
詢
『
芸
文
類
聚
』
巻
六
十
九
。  

④

『
全
漢
文
』
巻
十
二
；『
芸
文
類
聚
』
六
九
；『
初
学
記
』
巻
二
十
五
；『
太
平
御
覧
』
巻
十
二
。  

⑤

『
全
漢
文
』
巻
十
九
；『
西
京
雑
記
』
上
；『
初
学
記
』
巻
二
十
五
；『
文
心
彫
龍
』
巻
二
。  

⑥

『
漢
書
』
巻
六
六
「
列
伝
」
第
三
六
。  

②
『
塩
鉄
論
・
散
不
足
』
に
「
一
屏
風
就
万
人
之
功
」
と
い
う
。 

③
『
古
琴
疏
』
に
「
羅
穀
単
衫
可
掣
而
絶
、
三
尺
屏
風
可
超
而
越
」
と
い
う
。 

④
『
事
物
紀
原
・
舟
車
帷
幄
部
・
屏
風
』
に
「『
周
礼
・
掌
次
』「
設
皇
邸
」、
鄭
司
農
云
、

邸
、
後
板
也
；
康
成
謂
、
後
板
、
屏
風
。『
礼
記
・
明
堂
位
』
曰
、「
天
子
負
斧
扆
而
立
」、
陸

法
言
云
、「
今
屏
風
、
扆
遺
象
也
」、『
三
礼
図
』
曰
、「
屏
風
之
名
出
於
漢
世
、
故
班
固
之
書
、

多
言
其
物
」、
徐
堅
為
『
初
学
記
』
亦
載
「
漢
劉
安
羊
勝
等
賦
、
然
則
漢
制
屏
風
蓋
起
於
周
皇

邸
斧
扆
之
事
也
」
と
い
う
。 

⑤
彩
勝 

『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
人
日
翦
彩
為
人
或
鏤
金
箔
為
人
以
帖
屏
風
亦
戴
之
頭
」
と
い
う
。 

⑥
曲
屏
風 

『
漢
旧
儀
』
に
「
子
為
昭
、
孫
為
穆
。
昭
西
面
、
曲
屏
風
、
穆
東
面
、
皆
曲
几
、
如
高
祖
」

と
い
う
。
こ
の
言
葉
よ
り
、
当
時
の
礼
儀
規
制
の
様
子
が
よ
く
分
か
ろ
う
⑦

。 

⑦
『
漢
書
・
班
伯
伝
』
に
漢
成
帝
が
「
時
乗
輿
幄
坐
、
張
画
屏
風
、
画
紂
酔
踞
妲
己
作
長

夜
之
楽
。」
と
い
う
⑧

。 

⑧
『
京
兆
旧
事
』
に
「
杜
陵
萧
彪
、
子
伯
文
、
為
巴
郡
太
守
、
以
父
老
、
帰
供
養
、
父
有

客
、
常
立
屏
風
後
、
自
応
使
命
。」
と
い
う
。 

⑨
彫
刻
屏
風 

『
三
輔
決
録
』
に
「
何
敞
為
汝
南
太
守
、
章
帝
南
巡
過
郡
、
有
彫
鏤
屏
風
、
為
帝
設
之
、

命
侍
中
黄
香
銘
之
曰
：
古
典
務
農
、
彫
鏤
傷
民
、
忠
在
竭
節
、
義
在
脩
身
。」
と
い
う
。 

（
二
）
屏
風
実
物
作
例 

各
実
物
屏
風
の
概
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅰ
の
№06

～11

と
地
図
Ⅰ
参

照
）。 １

．
湖
南
長
沙
馬
王
堆
一
号
墓 

漆
絵
屏
風 

前
漢 

馬
王
堆
一
号
墓
は
、
湖
南
省
長
沙
市
東
郊
五
里
牌
村
は
ず
れ
の
市
の
中
心
よ
り
東
へ
約

4km
の
地
点
に
あ
り
、
一
九
七
二
年
に
正
式
に
発
掘
さ
れ
た
。
一
号
墓
の
年
代
は
、
お
お
よ

そ
紀
年
前
二
世
紀
中
葉
、
す
な
わ
ち
前
漢
の
前
期
（
武
帝
以
前
に
相
当
し
、
だ
い
た
い
文
帝

と
景
帝
の
時
代
）
に
属
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。
こ
の
墓
の
計1000

点
余
り
の
副
葬
品
の

                                        

         

 

⑦

『
後
漢
書
』
巻
九
九
下
、「
志
」
第
九
下
。  

⑧

宋
・
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。 
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中
に
一
つ
の
漆
塗
り
の
屏
風
（447

番
目
）(F

ig.

Ⅲ-09)

が
①

、
北
の
辺
箱
の
西
部
分
よ
り
出

土
さ
れ
た
。
木
胎
。
長
さ
は72cm

、
幅
は58cm

、
高
さ
は52cm

。
長
方
形
で
、
下
に
脚

座
が
あ
る
。
正
面
は
黒
漆
地
に
、
紅
、
緑
、
灰
の
３
色
の
油
彩
で
雲
文
と
龍
文
を
描
い
て
い

る
。
緑
色
で
龍
身
を
、
朱
で
鱗
、
爪
を
描
き
、
天
翔
け
る
姿
を
な
す
。
縁
は
朱
で
菱
形
の
図

案
を
描
い
て
い
る
。
背
面
は
紅
漆
地
に
浅
緑
色
の
油
彩
で
描
き
、
中
心
部
分
に
は
穀
文
の
璧

一
つ
を
描
い
て
お
り
、
周
囲
に
は
幾
何
学
方
形
連
続
文
を
描
い
て
い
る
。
縁
は
黒
漆
地
に
、

朱
で
菱
形
の
図
案
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
漆
絵
屏
風
の
文
様
は
漆
塗
り
の
木
棺
の
部
分
文
様

と
非
常
に
似
て
い
る
。
そ
の
つ
く
り
は
比
較
的
粗
雑
な
の
で
、
副
葬
専
用
の
器
物
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
漆
器
は
た
だ
数
量
が
多
く
、
器
形
も
と
と
の
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
つ

く
り
も
精
巧
で
美
し
く
、
保
存
も
よ
い
。
ま
さ
に
考
古
作
業
で
の
一
大
収
穫
で
あ
る
。 

注
：
墓
地
は
周
囲
の
地
勢
は
平
坦
で
交
通
の
便
が
良
く
，
揚
子
江
以
南
で
は
古
く
か
ら
発

達
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
古
墓
は
五
代
時
代
の
馬
殷
一
族
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
馬
王
堆
と

い
わ
れ
た
。
ま
た
墓
の
形
状
か
ら
馬
鞍
堆
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
，
現
在
は
馬
王
堆

と
称
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
に
一
号
漢
墓
が
，
一
九
七
三
年
に
二
・
三
号
漢
墓
が
発
掘

さ
れ
た
。
出
土
文
物
か
ら
墓
主
は
前
漢
初
期
の
長
沙
王
の
宰
相
で
あ
っ
た
ダ
イ
コ
ウ
利
蒼
夫

婦
と
そ
の
息
子
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
号
墓
の
五
〇
歳
前
後
の
遺
体
は
そ
の
外

形
が
完
全
で
皮
膚
に
は
弾
力
が
あ
っ
て
生
き
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
随
葬
器
物
で

注
目
さ
れ
た
の
は
一
・
三
号
墓
の
内
棺
に
か
け
て
あ
っ
た
帛
画
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ

と
は
『
老
子
』『
易
経
』『
戦
国
策
』・
天
文
星
占
書
・
相
馬
書
・
地
図
な
ど
の
多
数
の
帛
書
が

三
号
墓
（
息
子
）
か
ら
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
代
の
思
想
や
学
問
研
究
に
貴

重
な
資
料
を
提
供
し
た
。
竹
簡
が
一
・
三
号
墓
か
ら
出
土
し
た
が
，
医
書
を
除
く
と
随
葬
品

目
・
数
量
を
書
い
た
副
葬
品
の
リ
ス
ト
で
遺
策
と
呼
ば
れ
る
。
遺
策
は
出
土
品
の
照
合
や
そ

の
実
体
の
具
体
的
な
把
握
を
容
易
に
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
精
緻
な
漆
器
・
絹
織
物
・
兵
器
な

ど
が
出
土
し
た
が
，
三
号
墓
の
漆
器
の
質
量
は
一
号
墓
を
し
の
い
で
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
二

号
墓
の
「
長
沙
丞
相
」「
大
侯
之
印
」「
利
蒼
」
の
三
印
は
墓
主
を
，
そ
し
て
辺
箱
の
竹
笥
の

中
味
は
当
時
の
食
生
活
や
経
済
生
活
を
，
明
ら
か
に
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
た
。 

                                        

         

 

①

湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』
上
下
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七

三
年
；『
中
国
考
古
文
物
之
美
８
輝
煌
不
朽
漢
珍
宝
湖
南
長
沙
馬
王
堆
西
漢
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
四
年

初
版
；
関
野
雄
他
訳
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
。 

  

２
．
湖
南
長
沙
馬
王
堆
三
号
墓
の
漆
絵
屏
風(F

ig.

Ⅲ-09)

② 

前
漢 

３
．
広
東
広
州
南
越
王
墓
の
漆
絵
屏
風 

前
漢 

一
九
八
三
年
広
東
省
広
州
市
象
崗
漢
墓
出
土
、墓
室
東
壁
の
前
に
安
置
、木
胎
漆
絵
屏
風
、

三
扇
、
高
さ1.8

、
長
さ
３
メ
ー
ト
ル
。
正
面
と
背
面
に
鳥
羽
文
が
描
か
れ
た
。
辺
欄
に
朱

漆
し
た
。
ま
た
、
銅
器
の
屏
風
部
件
と
し
て
、
溜
金
銅
蟠
龍
屏
座
、
溜
金
銅
朱
雀
、
双
面
獣

形
溜
金
銅
頂
飾
な
ど
屏
風
金
具
が
あ
る
③

。
西
漢
南
越
王
墓
博
物
館
蔵
。
南
越
王
の
遺
体
を

安
置
し
た
部
屋
に
は
、
木
製
漆
塗
り
の
屏
風
が
置
か
れ
て
い
た
。
発
見
さ
れ
た
時
、
す
で
に

木
が
腐
っ
て
崩
壊
し
て
い
た
が
、
床
に
落
ち
て
い
た
金
具
や
釘
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
漆

の
破
片
な
ど
か
ら
復
元
研
究
が
行
わ
れ
、
そ
の
写
真
の
よ
う
な
形
に
復
元
さ
れ
た(F

ig.

Ⅲ-10)

。

中
央
の
幅3m

の
屏
壁
の
両
側
に
、
幅1m

の
翼
障
が
蝶
番
で
付
け
ら
れ
て
い
る
。
立
て
る

時
の
平
面
形
は
「⊓

」
の
字
形
と
な
り
、
片
付
け
る
時
は
、
両
側
の
翼
障
が
内
側
に
た
た
ま
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
屏
壁
の
中
央
に
は
、
翼
障
と
は
反
対
方
向
に
開
く
幅1m

の
観
音
開
き
の

扉
が
あ
る
。
黒
漆
を
塗
っ
た
上
に
、
赤
と
白
で
文
様
を
描
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、

図
柄
に
関
す
る
確
か
な
手
掛
か
り
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。復
元
さ
れ
た
屏
風
の
図
柄
は
、

想
像
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
に
は
、
大
型
で
装
飾
性
の
高
い
金
具

が
全
部
で
五
種
類
十
一
個
付
け
ら
れ
て
い
た
。
屏
風
の
台
座
が
三
種
類
６
個
、
屏
風
の
上
に

付
け
る
飾
り
が
二
種
類
５
個
で
あ
る
。
例
え
ば
、
力
士
形
台
座
、
龍
形
台
座
、
獣
面
形
装
飾

な
ど
金
具
が
あ
る( F

ig.

Ⅲ-10)

。
注
：
一
九
八
三
年
，
工
事
現
場
か
ら
発
見
さ
れ
た
南
越
王
墓

は
，
嶺
南
地
区
で
発
見
さ
れ
た

大
規
模
か
つ
唯
一
の
彩
色
石
室
墓
で
あ
る
。
墓
主
は
第
２

代
の
南
越
王
趙
昧
で
，
こ
の
墓
か
ら1000

点
余
り
の
文
物
が
出
土
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文

物
は
二
千
年
以
上
も
昔
の
嶺
南
地
区
の
政
治
，
経
済
，
文
化
な
ど
多
面
的
な
内
容
を
集
中
し

て
表
し
て
い
る
。
今
か
ら
二
千
年
前
の
南
越
王
の
時
代
の
王
の
生
活
ぶ
り
が
、
文
帝
行
璽
金

印
や
屏
風
の
力
士
型
銅
製
台
座
、角
玉
杯
等
に
見
事
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。 

 

中
国
の
漆
器
工
芸
は
遠
く
商
代
に
す
で
に
出
現
し
、
周
代
に
は
「
百
工
」
に
分
か
れ
て
発

展
し
、
春
秋
晩
期
以
後
に
さ
ら
に
発
達
し
た
新
興
の
工
芸
で
あ
る
。
漢
代
に
は
、
封
建
支
配

                                        

         

 

②

湖
南
省
博
物
館
・
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
長
沙
馬
王
堆
二
、
三
号
漢
墓
』 

第
一
巻 

田
野
考
古

発
掘
報
告
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
七
月
。  

③

『
中
国
考
古
文
物
之
美
９
嶺
南
西
漢
文
物
宝
庫
・
広
州
南
越
王
墓
』
文
物
出
版
社
・
光
復
書
局
、
一
九
九
四

年
初
版
；「
西
漢
南
越
王
墓
考
古
発
掘
初
歩
報
告
」『
考
古
』
一
九
八
四
年
第
三
期
；
広
州
市
文
物
管
理
委
員

会
『
西
漢
南
越
王
墓
』（
考
古
専
刊
）
上
下
冊
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
；
東
京
国
立
博
物
館
、
朝
日
新
聞

社
編
集
『
中
国
国
宝
展
』
大
塚
巧
芸
社
、
二
〇
〇
〇
年
。  
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階
級
が
漆
器
を
非
常
に
ハ
イ
カ
ラ
な
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。漆
工
芸
は
、両
漢
に
お
い
て
、

そ
の
制
作
と
装
飾
は
、
戦
国
、
秦
代
と
顕
著
な
継
承
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
先
時

代
よ
り
大
き
く
発
展
し
た
。漆
絵
の
応
用
は
す
で
に
広
く
行
わ
れ
、そ
の
技
術
も
向
上
し
た
。

元
帝
の
時
、
貢
禹
が
東
宮
よ
り
下
賜
さ
れ
た
漆
器
を
受
け
と
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
は
、
は
な
は
だ
ま
れ
な
こ
と
が
ら
と
み
な
さ
れ
て
い
る
①

。
漆
器
は
作
り
方
が
複
雑
で
、

値
段
が
高
い
点
で
は
、
銅
器
を
は
る
か
に
し
の
い
で
い
る
。『
塩
鉄
論
』
散
不
足
で
「
漆
絵
の

あ
る
杯
一
個
の
値
は
銅
杯
十
個
に
相
当
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
同
書
で
は
、「
曲
物
の

杯
は
百
人
の
労
力
を
要
し
、
一
枚
の
屏
風
を
つ
く
る
に
は
万
人
の
手
が
か
か
る
」
と
い
う
。

こ
の
表
現
に
誇
張
は
あ
る
に
し
て
も
、こ
れ
は
漆
器
の
貴
重
な
こ
と
を
説
明
す
る
と
同
時
に
、

「
夫
侯
家
」
の
豪
華
な
生
活
を
も
反
映
し
て
い
る
。 

従
来
、
長
沙
一
帯
か
ら
出
土
し
た
多
数
の
戦
国
、
前
漢
の
漆
器
は
、
器
形
、
文
様
装
飾
、

図
案
構
成
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
風
格
に
も
一
脈
の
伝
統
が
あ
る
。
こ
の
屏
風
と
漆
画
の
棺

な
ど
漆
器
に
描
か
れ
た
絵
画
の
題
材
と
と
も
に
、
長
沙
に
お
け
る
前
漢
の
漆
器
が
、
長
沙
の

楚
国
の
漆
器
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
。
長
沙
で

は
漢
代
、
漆
器
を
産
出
せ
ず
、
漆
器
を
つ
く
る
官
営
の
工
房
も
設
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た

と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。 

以
上
の
漆
絵
屏
風
は
全
部
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
文
様
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
地
色
と

し
て
下
に
朱
漆
、
上
に
黒
漆
を
掛
っ
て
、
龍
文
、
鳳
文
、
鳥
文
な
ど
の
動
物
文
様
、
植
物
文

様
及
び
幾
何
学
文
に
分
類
さ
れ
る
。
葬
儀
用
の
礼
器
な
い
し
は
明
器
と
し
て
製
作
さ
れ
た
物

は
墓
に
埋
葬
さ
れ
、
死
者
の
生
前
の
生
活
を
死
後
も
支
え
る
生
活
用
品
を
示
す
②

。 

４
．
甘
粛
省
武
威
旱
灘
坡
漢
墓
の
彩
絵
木
屏
風
③( F

ig.

Ⅲ-11) 

後
漢 

５
．
河
南
省
洛
陽
澗
西
七
里
河
漢
墓
の
陶
屏
風
④( F

ig.

Ⅲ-12) 

七
里
河
西
北1km

 
陶
器

作
坊
外 

編
号37

幅10cm

高
さ20cm

、
模
型
明
器 

洛
陽
博
物
館
蔵 

後
漢
晩
期 

 

６
．
河
北
省
定
州
市(

元
定
県)

城
南
北
陵
頭
村
西
約200

メ
ー
ト
ル43

号
漢
墓(

中
山
穆

王
劉
暢
墓)1969

年
出
土 

後
漢(

一
七
四
年
頃) 

透
彫
玉
座
屏
⑤ 

一
件
、
青
玉
製
、
高
さ

16.9

、
長
さ15.6

セ
ン
チ( F

ig.

Ⅲ-13)

。
定
州
市
博
物
館
蔵
。
後
漢
後
期
の
熹
平
三
年(

一
七

                                        

         

 

①

『
漢
書
』
貢
禹
伝
。  

②

曽
布
川
寛
、
谷
豊
信
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
２
巻
秦
漢 

小
学
館
一
九
九
八
年
。  

③

武
威
県
文
管
会
「
甘
粛
省
武
威
県
旱
灘
坡
東
漢
墓
発
見
古
紙
」『
文
物
』
一
九
七
七
年
第
一
期
。  

④

洛
陽
博
物
館
「
洛
陽
澗
西
七
里
河
東
漢
墓
発
掘
簡
報
」『
考
古
』
一
九
七
五
年
第
二
期
。  

⑤

定
県
博
物
館
「
河
北
定
県
四
三
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
十
一
期
。  

四)

に
亡
く
な
っ
た
中
山
国
王
劉
暢
の
墓
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
座
屏
の
形
式
は
、
透
彫
し
た

四
片
の
玉
板
を
組
み
合
わ
せ
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
屏
風
を
形
作
る
。
両
側
の
支
柱
は
各
々
上
下

２
個
の
璧
を
連
結
し
、
屏
風
の
雛
形
を
作
り
中
間
の
上
層
板
の
中
央
に
は
東
王
父
、
下
層
板

に
は
西
王
母
を
表
し
、
周
囲
に
眷
属
を
配
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
古
来
の
伝
説
に
登
場
す
る
神
々

で
陽
と
陰
を
表
し
た
。
西
王
母
、
東
王
父
は
当
時
の

も
代
表
的
な
神
仙
で
、
特
に
西
王
母

は
西
方
の
神
山
崑
崙
山
に
住
ま
い
、
永
遠
の
不
死
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。
死
者
を
蘇
生
さ
せ
る

霊
的
な
力
を
も
つ
玉
材
と
と
も
に
、
不
老
不
死
へ
の
熱
烈
な
希
求
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
座

屏
の
内
容
は
、
屏
板
に
坐
し
た
西
王
母
を
配
す
る
よ
う
に
、
当
時
流
行
し
た
神
仙
思
想
を
濃

厚
に
反
映
し
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
、
霊
獣
、
神
仙
を
主
体
と
す
る
意
匠
だ
け
が
わ
ず
か
に

発
達
の
兆
し
を
み
せ
た
。
こ
こ
に
西
王
母
伝
説
が
隠
さ
れ
て
い
る
。『
山
海
経
』
に
よ
る
と
、

玉
山
に
す
み
、
人
の
形
と
豹
の
尾
、
虎
の
歯
を
も
つ
。
男
性
神
で
あ
る
東
王
公
と
夫
妻
で
、

漢
族
社
会
を
創
生
し
た
と
い
う
。
こ
の
玉
座
屏
は
、
西
王
母
が
不
死
の
世
界
へ
昇
天
に
導
く

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
貴
重
な
証
拠
で
あ
る
。
ま
た
、
王
正
書
氏
の
意
見
に
よ
る
と
、
こ
の
玉

座
屏
は
屏
風
で
は
な
く
て
、「
玉
勝
」
と
い
う
葬
儀
用
の
礼
器
な
い
し
は
明
器
と
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
⑥

。 

以
上
、
今
ま
で
発
見
さ
れ
た
漢
時
代
に
お
け
る
実
物
屏
風
の
形
式
や
材
質
技
法
や
画
題
内

容
な
ど
を
述
べ
て
き
た
。
ま
た
一
九
七
二
年
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
か
ら
木
胎
漆
絵
屏
風
が

出
土
し
、
屏
板
は
長
方
形
の
型
を
と
り
上
に
雲
龍
図
案
を
描
き
、
装
飾
性
が
強
調
さ
れ
、
下

部
に
挿
入
の
台
座
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
四
年
に
、
甘
粛
省
武
威
の
旱
灘
坡
の
東
漢

墓
か
ら
、
一
件
彩
絵
木
屏
風
架
が
出
土
し
、
辺
枠
と
挿
座
を
組
み
合
わ
せ
、
四
周
の
辺
枠
に

白
い
の
下
地
と
赤
、
緑
色
と
の
纒
枝
花
叶
文
様
（
忍
冬
文
）
を
描
き
、
下
に
は
一
対
の
赤
い

線
が
描
か
れ
た
足
座
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
屏
面
は
も
と
も
と
粗
紗
の
も
の
で
あ
る
が
、
今

は
腐
朽
し
た
。
高
さ
は61.5cm

、
幅73.0cm

、
枠
の
幅
は6.0cm

、
厚
さ
は2.0cm

で
あ

る
。
武
威
市
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
洛
陽
澗
西
七
里
河
の
東
漢
墓
に
一
件
、

小
型
陶
器
屏
風
副
葬
品
も
出
土
し
竪
長
方
形
の
屏
板
、
下
に
一
対
の
足
座
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
時
代
で
は
、
こ
れ
ら
の
実
物
屏
風
に
よ
る
と
、
木
胎
漆
絵
屏
風
、
絹
面
屏
風
、
陶

質
屏
風
、
玉
屏
風
な
ど
の
材
質
技
法
が
み
ら
れ
る
。
形
式
上
は
、
１
枚
の
独
幅
立
屏
が
大
多

数
を
占
め
て
い
る
。
画
題
内
容
上
は
、
龍
文
や
雲
文
な
ど
が
あ
る
が
、
種
類
と
数
量
は
そ
れ

程
多
く
な
い
。 

                                        

         

 

⑥

王
正
書
「`

司
南
佩`

考
実
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
一
〇
期
。  
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（
三
）
画
像
石
・
画
像
磚
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

画
像
石
・
画
像
磚
は
中
国
の
建
造
物
（
闕
・
祠
堂
・
墓
室
な
ど
）
の
石
材
の
表
面
に
陰
刻

ま
た
は
陽
刻
で
画
像
を
線
彫
り
し
、
傍
に
題
字
を
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ふ
つ
う
、
画
像
石

と
称
す
る
場
合
は
漢
代
の
も
の
を
さ
す
が
、
北
魏
・
唐
・
遼
の
時
代
の
も
の
も
発
見
さ
れ
て

い
る
。
題
材
に
は
神
話
・
伝
説
・
諸
帝
王
や
諸
賢
者
の
物
語
か
ら
車
馬
・
舟
・
馬
・
楼
閣
・

宴
席
・
庖
廚
・
雑
伎
・
戦
闘
や
天
地
山
川
の
怪
物
・
吉
祥
な
ど
を
表
す
文
様
的
な
も
の
ま
で

が
と
ら
れ
、
絵
画
資
料
ば
か
り
で
な
く
当
時
の
風
俗
・
習
慣
・
服
飾
な
ど
の
具
体
的
な
様
子

を
知
る
上
で
、
画
像
磚
と
と
も
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。
陰
刻
の
例
で
は
、

山
東
省
肥
城
県
孝
堂
山
石
祠
画
像
、
陽
刻
で
は
、
山
東
省
嘉
祥
県
武
氏
祠
画
像
が
有
名
で
あ

る
。
画
像
石
制
作
の
目
的
は
、
闕
や
石
祠
の
壁
画
を
恒
久
的
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
一
九
六
二
年
の
河
南
省
南
陽
県
楊
官
寺
漢
墓
の
発
掘
で
は
賦
彩
の
あ
る
画
像
石

が
知
ら
れ
て
い
る
。 

漢
代
は
厚
葬
を
重
視
し
た
か
ら
、
官
僚
地
主
な
ど
の
貴
族
階
級
の
墳
墓
は
、
地
上
に
高
大

な
封
土
を
堆
積
し
、
あ
わ
せ
て
石
獣
や
石
闕
、
石
碑
な
ど
の
建
物
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。

地
下
の
墓
室
に
は
、石
で
造
っ
た
も
の
や
磚
で
造
っ
た
も
の
も
あ
り
、壁
に
は
彩
画
が
あ
り
、

あ
る
い
は
石
刻
画
像
や
磚
刻
画
像
で
装
っ
た
の
で
あ
る
。
画
像
石
と
画
像
磚
は
、
漢
代
が
遺

し
た
重
要
な
美
術
品
で
あ
る
。
そ
れ
は
漢
代
の
建
築
、
彫
刻
、
絵
画
な
ど
の
研
究
に
と
っ
て

き
わ
め
て
大
き
な
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。画
像
石
と
画
像
磚
の
発
見
地
は
、相
当
広
く
、

山
東
・
河
南
・
山
西
・
陝
西
・
四
川
省
に
も
存
す
る
。
と
く
に
山
東
省
、
河
南
省
で
多
数
発

見
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
画
面
に
は
、
多
く
の
衝
立
屏
風
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
い
う
屏
風
の
画
面
は
装
飾
が
な
く
、し
ば
し
ば
素
面
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。以
下
で
は
、

数
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
（
資
料
編
の
表
Ⅰ
の
№12

～16

と
地
図
Ⅰ
参
照
）。 

１
．
山
東
安
邱
県
韓
家
王
封
村
南
漢
墓
画
像
石
囲
風
① 

素
面( F

ig.

Ⅲ-14) 

一
九
五
三
年

十
一
月
出
土 

２
．
山
東
省
渚
城
前
涼
台
画
像
石
②( F

ig.

Ⅲ-15) 

後
漢
二
世
紀 

 

３
．
山
東
省
金
郷
朱
鮪
画
像
石( F

ig.

Ⅲ-16) 

後
漢
一
世
紀 

 

４
．
江
蘇
邳
県
北
西
青
龍
山
南
麓
彭
城
相
繆
宇
墓
前
室
西
横
額
画
像
模
本
宴
飲
図
③( F

ig.

                                        

         

 

①

『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
第
三
期
口
絵
３
拓
本
。  

②

諸
城
県
博
物
館
任
日
新｢

山
東
渚
城
漢
墓
画
像
石｣

『
文
物
』
一
九
八
一
年
第
一
〇
期
。  

③

南
京
博
物
院
、
邳
県
文
化
館
「
東
漢
彭
城
相
繆
宇
墓
」『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
八
期
。  

Ⅲ-17) 

画
像
石
刻 

後
漢 

 

５
．
河
南
省
新
密
市(

元
密
県)

打
虎
亭
東
漢
晩
期
漢
宏
農
太
守
張
伯
雅
墓(M

1) 

石
刻
画
像

囲
屏
④ 

減
地
浅
浮
彫
と
線
刻
：
①
東
耳
室
甬
道
北
壁
２
曲
；
②
北
耳
室
東
壁
南
側
２
曲
高

さ42cm
( F

ig.

Ⅲ-18)

；
③
北
耳
室
西
壁
北
幅
２
曲
；
④
北
耳
室
西
壁
南
幅
２
曲 

宴
飲
図( F

ig.

Ⅲ-19) （
四
）
崖
墓 

四
川
省
三
台
郪
江
崖
墓
群
柏
林
坡
１
号
墓
（M

1

）
後
漢
中
期
元
初
四
年(

一
一
七)

（
資
料

編
の
表
Ⅰ
の
№17

と
地
図
Ⅰ
参
照
） 

中
室
左
側
室
と
後
室
の
壁
に
多
曲
屏
風
式
の
様
子
の

石
刻
画
像
を
浮
彫
し
て
、
彩
絵
を
施
す
。
特
に
後
室
の
北
壁
に
６
曲
の
鳥
、
兔
、
猿
、
青
龍

な
ど
の
動
物
と
人
物
の
画
像
を
刻
む( F

ig.

Ⅲ-20)

。
墓
室
の
壁
と
天
井
が
建
築
の
様
子
で
あ
る
。

多
曲
屏
風
式
の
様
子
の
石
刻
画
像
が
日
本
の
襖
絵
と
似
て
い
る
⑤

。 

（
五
）
壁
画 

中
国
で
は
、
古
墳
の
内
部
や
寺
院
の
壁
に
貴
重
な
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

例
え
ば
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
東
漢
時
代
の
和
林
格
爾
墓
壁
画
は
、
古
代
墓
葬
壁
画
と
し
て
美
術

史
的
に
も
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
壁
画
は
漢
代
に
広
く
用
い
ら
れ
、
当
時
の
殿
堂
、
官

署
、
駅
舎
、
墓
室
な
ど
の
建
物
に
は
み
な
壁
画
が
作
ら
れ
て
い
た
。
西
漢
（
前
漢
）
以
降
、

装
飾
的
な
壁
画
が
流
行
し
、
宮
殿
や
邸
宅
に
は
必
ず
壁
画
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
王
延
寿
の

『
魯
霊
光
殿
賦
』
は
、
当
時
の
壁
画
を
「
千
変
万
化
と
形
容
し
、
こ
と
ご
と
く
形
を
作
り
、

色
に
従
っ
て
類
を
異
に
し
、
そ
の
情
趣
を
曲
尽
し
た
」
と
あ
る
。
歴
史
書
に
よ
る
と
、
長
安

城
宮
殿
の
う
ち
壁
画
の
あ
っ
た
建
築
物
は
、
承
明
殿
、
麒
麟
閣
な
ど
だ
。
長
安
城
宮
殿
が
残

っ
て
い
な
い
う
え
、
歴
史
書
の
記
載
が
非
常
に
簡
単
で
あ
る
た
め
、
長
安
壁
画
の
実
質
的
内

容
、
特
に
実
物
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
壁
画
は
保
存
し
に
く
く
、
年
が
経
つ
と

建
築
物
が
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
壁
画
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
見
る
こ
と

の
で
き
る
漢
代
の
壁
画
は
、
多
く
の
ば
あ
い
、
墓
室
の
壁
画
を
指
し
て
言
う
。
今
ま
で
に
漢

墓
の
壁
画
は
、
す
で
に
多
数
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
中
に
は
屏
風
画
を
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
陝
西
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
河
南
、
河
北
、
遼
寧
な
ど
の
と
こ
ろ

か
ら
漢
墓
の
壁
画
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
素
面
の
衝
立
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち

                                        

         

 

④

河
南
省
文
物
研
究
所
『
密
県
打
虎
亭
漢
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
三
年
；｢

密
県
打
虎
亭
漢
代
画
像
石
墓

和
壁
画
墓｣

『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
二
期
。  

⑤

四
川
省
文
物
考
古
研
究
院
等
「
四
川
省
三
台
郪
江
崖
墓
群
柏
林
坡
１
号
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
五

第
九
期
。  
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主
要
な
も
の
を
年
代
順
に
列
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅰ
の
№18

～23

と

地
図
Ⅰ
参
照
）。 

１
．
陝
西
省
西
安
市
南
郊
岳
家
寨
村
北
西
楽
遊
原
漢
墓 

壁
画
立
屏
① 

前
漢 

二
〇
〇

四
年
二
月
出
土 
墓
室
西
壁
南
側
宴
飲
舞
楽
図( F

ig.

Ⅲ-21) 

二
〇
〇
四
年
二
月
に
西
安
市
文
物
保
護
考
古
研
究
所
が
西
安
南
郊
の
楽
游
原
で
、西
漢〈
前

漢
〉
後
期
の
大
型
壁
画
墓
を
発
見
し
た
。
こ
れ
を
見
た
専
門
家
は
み
な
驚
き
、
中
国
の
美
術

史
を
書
き
換
え
る
発
見
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
漢
墓
は
傾
斜
（
ス
ロ
ー
プ
）
墓
道
の
磚
室
（
煉
瓦
づ
く
り
）
墓
で
、
墓
道
、
耳
室
、

甬
道
、
墓
室
の
４
部
分
か
ら
な
る
。
精
緻
で
優
美
な
壁
画
が
墓
の
壁
全
体
と
ア
ー
チ
型
の
天

井
に
広
が
っ
て
い
る
。手
法
は
壁
と
天
井
一
面
に
白
い
ペ
ー
ス
ト
状
の
泥
を
塗
っ
た
後
、赤
、

青
、
黒
な
ど
の
色
で
下
絵
を
か
き
、
色
を
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
墓
室
東
壁
の
画
面

は
南
か
ら
北
へ
、
車
馬
出
行
、
狩
猟
の
内
容
で
、
描
か
れ
た
人
物
は
馬
に
鞭
を
当
て
た
り
、

弓
を
ひ
い
た
り
、
槍
で
刺
し
た
り
、
徒
歩
で
獣
を
追
っ
た
り
、
腰
を
か
が
め
て
物
を
拾
っ
た

り
し
、
驚
い
た
キ
ジ
が
空
へ
飛
び
、
追
わ
れ
た
獲
物
が
必
死
に
走
り
、
傷
つ
い
た
野
牛
が
も

が
い
て
い
る
な
ど
、
狩
猟
の
様
子
を
リ
ア
ル
に
描
い
て
い
る
。
西
壁
の
北
部
分
は
剥
落
が
ひ

ど
い
が
、
中
央
部
分
は
闘
鶏
の
絵
で
あ
る
。
南
部
分
は
宴
楽
〈
古
代
に
宮
廷
の
宴
会
時
に
用

い
ら
れ
た
音
楽
〉
図
で
、
女
主
人
が
囲
み
屏
風
の
前
の
木
製
寝
椅
子
（
木
榻
）
に
ひ
ざ
ま
ず

い
て
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
歌
舞
を
観
賞
し
、
そ
の
前
方
両
側
で
各
一
組
の
女
性
が

地
面
に
座
っ
て
一
緒
に
観
賞
し
て
い
る
。
囲
屏
の
左
右
の
や
や
後
に
一
人
ず
つ
の
侍
女
が
立

っ
て
い
て
、ま
た
右
側
に
も
一
人
が
坐
っ
て
い
る
。後
壁
の
上
部
分
は
竜
に
乗
っ
た
仙
人
で
、

そ
の
下
に
黄
蛇
と
青
蛇
が
１
匹
ず
つ
お
り
、
中
間
に
は
流
れ
る
薄
い
雲
の
模
様
が
描
か
れ
て

い
る
。
ア
ー
チ
天
井
に
展
開
し
て
い
る
の
は
仙
人
が
天
上
に
昇
る
光
景
で
、
仙
人
の
飼
う
白

い
鶴
や
瑞
獣
が
墓
の
入
り
口
方
向
へ
飛
ん
で
い
る
。
そ
の
南
端
の
中
央
は
羽
を
広
げ
て
飛
ぶ

鳳
凰
で
、
東
西
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
１
頭
の
翼
竜
が
お
り
、
東
側
の
翼
竜
の
前
に
日
が
あ
り
、

日
の
中
に
金
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
西
側
は
中
央
部
に
月
が
あ
り
、
月
の
中
に
玉
兎
と
ガ
マ

が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
ア
ー
チ
天
井
の
後
部
両
側
で
は
、
白
い
鶴
が
流
れ
る
薄
い
雲
の
間
を

飛
ん
で
い
る
。 

                                        

         

 

①

国
家
文
物
局
主
編
『2004

中
国
重
要
考
古
発
見
』P

107

～113

文
物
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
。
西
安
市
文

物
保
護
考
古
研
究
所
編
『
西
安
理
工
大
学
西
漢
壁
画
墓
』
二
〇
〇
五
；
西
安
市
文
物
保
護
考
古
研
究
所
「
西

安
理
工
大
学
西
漢
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
。 

  

こ
の
大
型
西
漢
壁
画
墓
は
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
る
西
漢
壁
画
墓
の
中
で
画
面
が

も
精
緻
で
美
し
い
も
の
で
あ
る
。
壁
画
に
は
東
漢
後
に
な
っ
て
か
ら
流
行
し
た
狩
猟
、
宴
楽

な
ど
の
生
活
場
面
が
出
て
く
る
。
こ
の
墓
の
壁
画
は
、
現
在
ま
で
中
国
で
発
見
さ
れ
た
壁
画

墓
の
中
で
、
現
実
生
活
を
題
材
と
し
て
の
早
期
の
例
証
と
思
わ
れ
て
い
る
。
画
風
も
、
西
漢

に
流
行
っ
た
「
粗
野
・
朴
訥
」
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
、
西
漢
の
壁
画
は
春
秋

晩
期
以
来
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
構
図
が
単
純
で
、
作
風
も
質
朴
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
墓
の
壁
画
は
細
や
か
で
、
線
が
繊
細
で
、「
工
筆
重
彩
画
」（
細
密
に
描
き
、

色
を
重
ね
る
画
法
）
の
味
わ
い
が
あ
る
と
い
う
。
専
門
家
は
「
こ
の
壁
画
墓
の
発
見
で
、
漢

代
の
社
会
生
活
、
葬
祭
習
慣
、
絵
画
芸
術
研
究
の
極
め
て
貴
重
な
資
料
が
提
供
さ
れ
た
。
そ

の
壁
画
の
内
容
と
墓
室
の
形
式
な
ど
か
ら
見
る
と
、
墓
主
人
が
二
千
石
以
上
の
官
秩
の
列
侯

或
い
は
郡
の
太
守
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
未
曽
有
の
精
美
な
壁
画
は
中
国
の
美
術
発
展

史
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
る
だ
ろ
う
」と
み
て
い
る
。屏
風
は
墨
線
で
枠
の
輪
郭
を
描
い
て
、

緑
色
の
縁
を
塗
っ
て
、屏
面
上
の
図
柄
が
不
明
で
あ
る
が
、黄
色
の
下
地
が
分
か
れ
て
い
る
。 

２
．
内
蒙
古
和
林
格
爾
漢
墓 

前
室
北
壁
甬
道
門
西
側
壁
面
拝
謁
図
壁
画
立
屏
② 

拝
謁

図 

後
漢
和
林
格
爾
県
の
県
城
の
東
南40km

、
新
店
子
小
板
申
村
の
東
に
あ
る
。
一
九
七

一
年
に
発
見
さ
れ
た
多
室
磚
墓
で
、
羨
道
、
前
・
中
・
後
の
三
つ
の
玄
室
、
耳
室
な
ど
か
ら

な
る
。
東
向
き
で
、
全
長19.85m

。
五
〇
組
余
り
の
彩
色
壁
画
が
残
存
。
精
緻
な
構
図
、

熟
練
し
た
技
巧
で
、
後
漢
代
後
期
の
農
・
牧
業
生
産
、
小
砦
と
荘
園
、
卓
馬
の
行
列
、
城
壁

と
官
署
、
舞
楽
と
曲
芸
、
歴
史
物
語
、
祥
瑞
な
ど
多
く
の
主
題
を
具
象
的
に
描
く
。
壁
画
の

内
容
と
榜
題
か
ら
、
墓
主
の
官
職
が
烏
桓
・
鮮
卑
な
ど
北
方
民
族
の
管
理
責
任
を
負
う
護
烏

桓
校
尉
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
烏
桓
や
鮮
卑
の
人
物
像
を
描
い
た
壁
画
は
あ
ま
り
例
が

な
く
、
北
方
民
族
の
歴
史
を
研
究
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
副
葬
品
は
盗
掘
の
た
め
め
ぼ

し
い
も
の
は
な
い
が
、
残
っ
た
灰
陶
・
緑
釉
陶
・
漆
器
な
ど
か
ら
中
原
文
化
と
の
密
接
な
関

係
が
み
ら
れ
、
興
味
深
い
。 

こ
の
墓
の
前
室
北
壁
甬
道
門
西
側
壁
面
に
は
拝
謁
図
が
描
か
れ
て
、
墓
主
人
は
床
上
に
坐

っ
て
、
身
後
に
一
つ
大
立
屏
が
立
っ
て
い
る( F

ig.

Ⅲ-22)

。
こ
の
屏
風
は
朱
の
縁
と
黒
い
屏
面

で
描
か
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
図
様
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３
．
河
南
省
洛
陽
西
工
区
唐
宮
路
南
側
漢
墓(C1M120)

墓
室
東
壁
、
壁
画
囲
屏
③( F

ig.

Ⅲ-23) 

                                        

         

 

②

内
蒙
古
自
治
区
博
物
館
文
物
工
作
隊
「
和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
」、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。  

③

洛
陽
市
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
西
工
東
漢
壁
画
墓
」
『
中
原
文
物
』
一
九
八
二
年
第
三
期
；
黄
明
蘭
、
郭
引
強
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後
漢
晩
期 

４
．
河
南
省
洛
陽
市
朱
村
漢
墓 

壁
画
囲
屏
①( F

ig.

Ⅲ-24) 

後
漢
晩
期 

５
．
遼
寧
省
遼
陽
後
漢
墓 

①
棒
台
子
１
号
墓
壁
画
：
左
右
側
室
に
墓
主
宴
飲
図
２
点
②( F

ig.

Ⅲ-25)

。
こ
れ
ら
の
後
漢

後
期
屏
風
は
、
河
北
省
安
平
逯
家
荘
の
東
漢
墓
中
室
南
耳
室
南
壁
帳
中
の
曲
屏
と
の
作
法
が

近
似
し
て
い
る
。 

②
三
道
壕
張
君
墓
右
側
室
右
と
後
壁
に
墓
主
像
の
後
に
座
屏
１
点
漢
魏-

魏
晋
時
期
③( F

ig.

Ⅲ-25)

。 

③
三
道
濠
第
４
窯
廠
後
漢
墓
の
左
側
室
に
左
壁
に
墓
主
夫
婦
宴
飲
図
と
前
壁
に
男
子
坐
像

④( F
ig.

Ⅲ-25) 

漢
魏-

魏
晋 

家
居
図 

６
．
河
北
省
安
平
県
逯
家
荘
東
漢
墓
中
室
南
耳
室
南
壁
帳
中
人
物
（
墓
主
人
図
）( F
ig.

Ⅲ-26)

一
九
七
一
年
出
土 

曲
屏
⑤

後
漢
熹
平
五
年
（
一
七
六
）
高
さ180

、
幅260cm

。 

初
に
、
こ
れ
ら
漢
墓
壁
画
か
ら
の
衝
立
屏
風
と
は
ど
の
よ
う
な
屏
風
で
あ
る
の
か
、
西

安
市
南
郊
漢
墓
、
和
林
格
爾
漢
墓
、
洛
陽
漢
墓
な
ど
か
ら
出
土
し
た
具
体
的
な
画
像
資
料
を

通
し
て
み
て
お
こ
う
。
屏
風
の
場
合
、
い
ず
れ
も
墓
主
像
の
後
に
二
曲
ま
た
三
曲
の
低
い
腰

屏
風
を
立
て
て
い
る
が
、
屏
面
の
図
像
は
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
六
）
小
結 

以
上
の
考
察
を
通
し
て
知
り
う
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
早
期
に
お
け
る
様

相
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
壁
画
に
出
現
し
た
屏
風
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
画
面
の
局
部
に
個

別
人
物
の
背
景
家
具
と
し
て
配
さ
れ
、
占
有
面
積
が
少
な
い
の
で
、
屏
風
の
上
に
図
案
が
あ

る
か
ど
う
か
は
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
基
本
的
に
大
部
分
は
素
面
で
あ
る
。
屏
風
の
形

式
は
屈
曲
し
た
坐
榻
の
囲
屏
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。 

儒
教
の
道
徳
観
に
も
と
づ
き
、
勧
善
懲
悪
を
目
的
と
し
た
絵
画
を
勧
戒
図
と
も
い
う
。
儒

                                        

                                        

                                        

 

編
著
『
洛
陽
漢
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
一
九
九
六
年
。  

①

洛
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
市
朱
村
東
漢
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
九
二
年
第
十
二
期
；
黄

明
蘭
、
郭
引
強
編
著
『
洛
陽
漢
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
一
九
九
六
年
。  

②

李
文
信
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
第
五
期
十
七
、
十
八
頁
。  

③

李
文
信
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
第
五
期
三
十
七
頁
。  

④

李
文
信｢

遼
陽
発
見
的
三
座
壁
画
古
墳｣

『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
第
五
期
三
十
頁
。  

⑤

河
北
省
文
化
局
文
博
組｢

安
平
彩
色
壁
画
漢
墓｣

『
光
明
日
報
』
一
九
七
二
年
六
月
二
十
二
日
；
河
北
省
文
物

研
究
所
『
安
平
東
漢
壁
画
墓
』
二
十
五
、
二
十
六
頁
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。 

教
思
想
が
古
く
か
ら
国
家
の
中
心
思
想
で
あ
っ
た
中
国
で
は
戦
国
時
代
か
ら
み
ら
れ
、
と
く

に
漢
代
に
は
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
芸
術
作
品
が
道
徳
教
化
の
た
め
の
有
効
的
手
段
と
考
え

ら
れ
た
た
め
、
忠
臣
・
聖
人
・
孝
子
・
烈
女
、
ま
た
は
暗
君
逆
臣
な
ど
の
行
状
を
題
材
と
し

て
、
画
像
石
な
ど
に
多
く
の
勧
戒
図
が
描
か
れ
た
。
魏
晋
南
北
朝
以
降
は
漢
代
ほ
ど
盛
ん
で

は
な
か
っ
た
が
、『
詩
経
』
に
題
材
を
え
た
も
の
や
、
唐
宋
時
代
以
後
の
「
耕
織
図
」
な
ど
が

あ
り
、
そ
れ
以
降
も
中
国
人
の
伝
統
的
な
芸
術
観
と
し
て
存
続
し
た
。
勧
戒
図
は
の
ち
に
朝

鮮
や
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
日
本
で
は
釈
尊
図
や
賢
聖
障
子
な
ど
の
儒
教
の
影
響
が
濃
厚
な

絵
画
が
つ
く
ら
れ
た
。 

 

第
四
章 

屏
風
絵
の
発
展
期
―
魏
晋
南
北
朝
時
代 

 

三
世
紀
に
漢
が
滅
ん
だ
後
、
四
世
紀
に
は
北
方
の
遊
牧
民
族
が
華
北
に
侵
攻
し
、
漢
族
の

王
朝
を
華
南
の
地
へ
追
い
や
っ
て
華
北
に
次
々
に
国
を
建
て
た
。
こ
れ
を
五
胡
十
六
国
時
代

と
よ
ん
で
い
る
。
北
魏
は
こ
の
め
ま
ぐ
る
し
い
王
朝
の
交
代
劇
を
収
め
、
華
北
を
統
一
す
る

が
、
一
方
、
南
に
追
い
や
ら
れ
た
漢
民
族
は
東
晋
王
朝
を
建
て
、
こ
こ
に
南
北
朝
時
代
が
成

立
す
る
。
魏
晋
南
北
朝
時
代
は
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、
分
裂
の
時
代
で
あ
っ
た
。
四
〇
〇

年
余
り
続
い
た
漢
帝
国
が
崩
壊
し
、
そ
の
荒
廃
の
な
か
か
ら
三
国
、
魏
、
西
晋
の
時
代
が
立

ち
現
れ
た
と
も
、
思
想
、
文
化
の
面
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
変
化
は
儒
教
に
対
す
る
扱

い
で
あ
っ
た
。
一
方
、
江
南
で
は
貴
族
を
中
心
と
し
て
清
談
の
風
が
高
ま
り
、
漢
民
族
の
伝

統
的
な
文
化
を
継
承
し
た
洗
練
さ
れ
た
芸
術
が
生
ま
れ
た
。絵
画
の
顧
愷
之
、書
の
王
羲
之
、

詩
の
分
野
で
は
陶
淵
明
が
活
躍
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
南
の
漢
族
王
朝

は
政
治
的
に
は
脆
弱
で
、
以
後
、
宋
、
斉
、
梁
、
陳
と
い
う
四
つ
の
王
朝
が
次
々
と
交
代
し

た
。 

 
魏
晋
南
北
朝
に
か
け
て
、
多
く
の
画
家
が
輩
出
し
た
。
こ
の
時
期
の
大
画
家
に
は
、
曹
不

興
、
顧
愷
之
、
陸
探
微
、
張
僧
繇
ら
の
ほ
か
に
、
衛
協
、
張
墨
、
顧
景
秀
、
簫
賁
、
劉
瑱
、

丁
光
、
顧
野
王
、
曹
仲
達
ら
が
い
て
、
す
べ
て
各
方
面
で
比
較
的
高
い
成
果
を
あ
げ
、
あ
わ

せ
て
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
こ
の
時
期
の
絵
画
の
題
材
の
範
囲
は
し
だ
い
に
拡
大
さ
れ
、
山

水
画
は
す
で
に
独
立
し
た
分
野
を
形
成
し
始
め
て
い
た
。
ま
た
中
国
に
お
け
る
絵
画
の
芸
術

的
な
成
立
は
、
東
晋
時
代
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
に
は
屏
風
画
も
前
代
よ
り
更
に
盛
行
し

た
。
こ
の
た
め
、
屏
風
画
や
衝
立
絵
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 
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一
．
文
献
史
料 

（
一
）
画
史
画
論 

 

こ
こ
で
は
唐
・
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』
①

を
参
照
し
て
お
き
た
い
。 

１
．
顧
愷
之
伝
に
詳
し
い
「
沅
湘
弁
水
鳥
屏
風
」 (

巻
五
晋) 

顧
愷
之
（
約
三
四
五~
四
〇
六
頃
）
筆
あ
る
い
は
顧
筆
の
伝
称
を
も
つ
山
水
画
作
品
は
現

存
し
な
い
。
し
か
し
、『
歴
代
名
画
記
』
の
顧
愷
之
伝
に
「
雲
台
山
を
画
く
の
記
」
と
あ
り
、

文
献
に
み
ら
れ
る
作
品
に
し
て
も
、
同
じ
く
『
歴
代
名
画
記
』
中
の
「
絹
六
幅
に
山
水
、
古

賢
、
栄
啓
期
、
夫
子
、
沅
湘
並
び
に
水
鳥
を
図
せ
る
屏
風
」
中
の
「
山
水
」
が
や
や
こ
れ
に

当
た
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
屏
風
の
形
勢
が
明
ら
か
で
な
く
、
こ
れ
が
後
世
の
山
水
画
と

同
様
な
扱
い
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
確
か
で
は
な
い
。
む
し
ろ
現
存
す
る
伝
称
作
品
「
洛

神
賦
図
巻
」
や
「
女
史
箴
図
巻
」
の
山
水
表
現
か
ら
類
推
す
る
以
外
に
、
顧
愷
之
が
得
意
と

し
た
と
い
う
山
水
画
を
復
元
す
る
方
法
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

２
．
陸
探
微
「
水
鳥
屏
風
」(

巻
五
晋) 

３
．
南
斉
範
懐
珍
「
孝
子
屏
風
」(

巻
五
晋) 

４
．
張
墨
「
屏
風
」(

巻
五
晋) 

５
．
王
廙
「
村
社
斎
屏
風
」(

巻
五
晋) 

６
．
範
懐
珍
「
孝
子
屏
風
」 (

巻
七
南
斉) 

７
．
楊
子
華
「
宮
苑
人
物
屏
風
」 (

巻
八
北
斉
、
後
周) 

楊
子
華(

生
没
年
不
詳)

は
、
北
斉
の
世
祖∙

武
成
帝∙

高
湛
の
時
代(

五
六
一~
五
六
四)

に
直

閣
将
軍
、
員
外
散
騎
常
侍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
彼
は
闘
雀
の
画
を
よ
く
し
た
劉
殺
鬼
と
同
じ
よ

う
に
高
湛
の
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
皇
宮
に
住
ん
で
「
画
聖
」
の
称
が
あ
っ
た
。
彼

の
絵
画
芸
術
の
完
成
は
、
当
時
の
北
朝
が
名
手
と
し
て
推
せ
ん
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

南
朝
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
唐
代
に
至
っ
て
、
唐
人
が
非
常
に
推
賞

し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
が
画
い
た
「
宮
苑
人
物
屏
風
」
な
ど
の
作
品
は
流
布
し
た
も
の
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
唐
・
裴
孝
源
『
貞
観
公
私
画
史
』
に
楊
子
華
の
「
雑
宮
苑
人

物
屏
風
本
」
一
巻
、
范
懐
賢
画
隋
朝
官
本
「
孝
子
屏
風
一
巻
」
と
楊
子
華
画
隋
朝
官
本
「
雑

宮
苑
人
物
屏
風
本
一
巻
」
も
記
述
し
て
い
る
②

。 
                                        

         

 

①

張
彦
遠
撰
、
長
広
敏
雄
訳
注
『
歴
代
名
画
記
』
東
洋
文
庫305

、311
 

平
凡
社
、
一
九
七
七
年
。  

②

唐
・
裴
孝
源
『
貞
観
公
私
画
史
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
七
、
二
集
第
三
輯
、
一
九
頁
、
台
北
・

（
二
）
屏
風
に
つ
い
て
の
物
語
（
歴
史
故
事
） 

１
．
曹
不
興
「
孫
権
使
画
屏
風
」
③ 

 

曹
不
興
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
三
国
の
呉
興
の
人
で
あ
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
孫
権
が

彼
に
屏
風
を
画
か
せ
た
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
落
し
た
墨
の
痕
を
蝿
に
画
き
替
え
た
、
孫
権
は
本

当
の
蝿
と
思
っ
て
蝿
を
手
で
は
じ
い
た
と
い
う
④

。
こ
う
い
う
逸
話
は
曹
不
興
の
画
技
が
き

わ
め
て
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
魏
の
曹
操
と
呉
の
孫
権
と
い
う
二
人
の
性

格
を
、
絵
を
描
く
と
き
に
お
き
た
筆
を
落
と
し
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
カ
バ
ー
し

て
屏
風
絵
を
完
成
さ
せ
た
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
唐
・
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』（「
唐

朝
」
下
）
に
「（
張
い
ん
）。
官
は
刑
部
員
外
郎
に
至
る
。
易
象
に
明
る
く
、
草
隷
を
善
く
し
、

丹
青
に
工
み
な
り
。
王
維
・
李
頎
等
と
詩
酒
・
丹
青
の
友
と
な
る
。
尤
も
山
水
を
画
く
こ
と

を
善
く
す
。
王
維
の
答
詩
に
曰
く
、「
屏
風
の
誤
点
は
孫
郎
を
惑
わ
し
、
団
扇
の
草
書
は
内
史

を
軽
ん
ず
」
と
。
李
頎
の
詩
に
曰
く
、「
小
王
の
破
体
は
文
策
に
閑
い
、
落
日
の
梨
花
は
空
壁

を
照
ら
す
。
書
は
記
室
が
風
流
を
妬
む
に
堪
え
、
画
は
将
軍
の
与
に
勍
敵
と
な
る
」
と
あ
る
⑤

。 

２
．
韓
友
の
屏
風
画 

晋
書
に
言
う
、
韓
友
、
字
は
景
先
。
鄧
林
の
妻
が
病
に
伏
せ
る
こ
と
数
年
、
今
に
も
死
な

ん
と
す
る
状
況
で
、
医
者
た
ち
は
み
な
さ
じ
を
投
げ
た
。
韓
友
が
占
い
を
た
て
て
、
い
の
し

し
の
絵
を
描
い
て
、
臥
せ
て
い
る
場
所
の
屏
風
の
上
に
は
り
つ
け
た
と
こ
ろ
、
一
晩
で
気
分

が
良
く
な
り
、
そ
し
て
そ
の
ま
ま
治
っ
て
し
ま
っ
た
。
原
文
は
『
晋
書
』
曰
、「
韓
友
字
景
先
、

鄧
林
婦
病
積
年
垂
死
、
医
巫
皆
息
意
、
支
為
筮
之
、
使
画
作
野
猪
着
臥
処
屏
風
上
、
一
宿
覚

佳
、
於
是
遂
差
」
と
あ
る
⑥

。
袁
宏
『
後
漢
紀
』
の
「
明
帝
永
平
十
二
年
」
の
条
に
「
沙
門

者
、
漢
言
息
心
、
蓋
息
意
去
欲
而
帰
於
無
為
也
」
と
あ
る
。
な
お
韓
友
伝
は
、
こ
の
後
に
も

う
一
つ
絵
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
載
せ
て
い
る
。「
舒
県
廷
掾
王
睦
病
死
、已
復
魄
、友
為
筮
之
、

令
丹
画
版
作
日
月
置
牀
頭
、
又
以
豹
皮
馬
障
泥
臥
上
、
立
愈
」
と
あ
る
。 

３
．
王
献
之
、
楊
修
、
曹
不
興
の
逸
話 

                                        

                                        

                                        

 

芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
参
照
。） 

③

唐
・
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』
巻
四
魏
呉
。  

④

「
曹
不
興
善
画
、
孫
権
使
画
屏
風
、
誤
筆
落
勲
素
、
因
以
作
蠅
、
権
以
為
生
蠅
、
挙
手
弾
之
」。  

⑤

唐
・
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』
巻
第
十
「
唐
朝
下
」
に
「
王
維
答
詩
曰
、「
屏
風
誤
点
惑
孫
郎
、
団
扇
草

書
軽
内
史
」
と
い
う
詩
文
が
あ
る
。（
谷
口
鉄
雄
『
校
本
歴
代
名
画
記
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
五
十
六

年
） 

⑥

『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
五
十
「
画
」（『
晋
書
』
巻
九
五
「
列
伝
」
六
五
「
韓
友
伝
」。  
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『
晋
書
』「
王
献
之
伝
」
に
「
ま
た
言
う
、
王
献
之
は
、
桓
温
が
か
つ
て
扇
に
絵
を
描
か
せ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
筆
を
誤
っ
て
落
と
し
、
そ
こ
に
つ
い
た
墨
の
跡
を
も
と
に
黒
い
ま
だ

ら
の
雄
牛
を
描
い
て
、
非
常
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。」
と
あ
る
①

。 

『
歴
代
名
画
記
』
王
献
之
の
伝
に
も
こ
の
部
分
を
引
用
し
、
孫
暢
之
『
述
画
記
』
に
よ
る

も
の
と
す
る
。
な
お
『
事
類
賦
』
巻
十
五
墨
「
汚
扇
上
而
因
成
駮
牛
」
の
注
に
「
晋
書
曰
、

王
献
之
与
桓
温
書
扇
、
誤
為
墨
汚
、
因
就
成
一
駮
牛
、
甚
工
」
と
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
の
引

用
並
び
に
現
行
『
晋
書
』
と
い
さ
さ
か
字
句
を
異
に
し
て
い
る
。
話
の
発
想
は
曹
不
興
の
逸

話
と
同
じ
。『
歴
代
名
画
記
』
曹
不
興
「
孫
権
使
画
屏
風
、
誤
落
筆
点
素
、
因
就
成
蝿
状
、
権

疑
其
真
、
以
手
弾
之
。
時
称
呉
有
八
絶
」。
た
だ
し
、
張
彦
遠
は
続
け
て
「
彦
遠
按
、
楊
修
与

魏
太
祖
画
扇
、
誤
点
成
蝿
、
遂
有
二
事
。
孫
暢
之
述
画
記
亦
云
」
と
し
て
お
り
、「
述
画
記
」

は
こ
の
画
牛
の
話
を
楊
修
の
逸
話
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
な
お
『
太
平
広
記
』
巻
二
百
十
、

『
冊
府
元
亀
』「
図
画
部
」
に
所
引
す
る
。 

こ
の
二
つ
の
逸
話
は
王
維
の
『
贈
張
諲
』（『
故
人
張
諲
工
詩
善
易
卜
兼
能
丹
青
草
隷
頃
以

詩
見
贈
聊
獲
酬
之
』）
に
「
屏
風
誤
点
惑
孫
郎
、
団
扇
草
書
軽
内
史
」
と
詠
う
②

。 

４
．
毛
玠
と
素
屏
風 

『
三
国
志
』
巻
一
二
「
魏
書
」
一
二
に
「
初
、
太
祖
平
柳
城
、
班
所
獲
器
物
、
特
以
素
屏

風
、
素
馮
几
賜
玠
、
曰
：「
君
有
古
人
之
風
、
故
賜
君
古
人
之
服
」」
と
あ
る
。 

５
．『
語
林
』
曰
：「
満
城
武
秋
。（『
太
平
御
覧
』
七
百
零
一
作
満
奮
字
武
秋
、
此
有
訛
脱
。
）

体
羸
悪
風
、
侍
坐
晋
武
帝
、
屡
顧
看
雲
母
幌
、
武
帝
笑
之
、
武
云
、
北
窗
琉
璃
屏
風
、
実
密

似
疏
、
帝
有
難
色
。
」
と
あ
る
。 

（
三
）
題
画
詩
な
ど 

１
．
晋
代
『
屏
風
頌
』『
屏
風
頌
序
』（『
全
晋
文
』
巻
一
二
八
） 

２
．『
屏
風
啓
』 

屏
風
啓
は
「
梁
簡
文
帝
謝
賚
棋
子
屏
風
啓
」、「
梁
劉
孝
威
謝
敕
賚
画
屏
風
啓
」、「
陳
周
弘

正
謝
梁
元
帝
賚
春
秋
糊
屏
風
啓
」
と
い
う
三
篇
の
も
の
が
あ
る
③

。
梁
簡
文
帝
の
啓
文
に
「
臣

綱
啓
、
宣
詔
王
イ
夭
慧
奉
宣
敕
旨
。
垂
賚
碧
慮
棋
子
屏
風
二
十
牒
、
极
班
馬
之
巧
、
兼
曹
史

之
慮
、
均
天
台
之
翠
璧
、
雑
水
華
之
嘉
名
。
使
雲
母
之
窗
、
慚
其
麗
色
；
琉
璃
之
扇
、
愧
其

                                        

         

 

①

『
晋
書
』「
王
献
之
伝
」「
又
曰
、
王
献
之
、
桓
温
常
使
画
扇
、
筆
悟
落
、
因
画
作
為
烏
駮
特
牛
甚
妙
」；『
太

平
御
覧
』
巻
七
百
五
十
「
画
」（『
三
国
志
』
巻
六
三
「
呉
書
」
一
八
。  

②

『
全
唐
詩
』
巻
百
二
十
五
。 

③

『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
一
；
『
初
学
記
』
二
十
五
。   

含
影
。
仰
降
聖
慈
、
曲
垂
沾
逮
；
喜
逐
恩
来
、
聡
同
鳳
舞
。
言
因
謝
尽
、
更
類
三
緘
。
不
任

銘
荷
之
誠
、
謹
奉
啓
謝
以
聞
。
謹
啓
。」
と
あ
る
。 

梁
劉
孝
威
の
啓
文
に
「
昔
紀
亮
所
隔
、
唯
珍
雲
母
、
武
秋
所
顧
、
上
貴
琉
璃
、
岂
若
写
帝

台
之
基
乃
拂
昆
山
之
碧
、
画
巧
吴
筆
、
素
逾
魏
賜
、
馮
商
莫
能
賦
、
李
尤
誰
敢
銘
。
」
と
あ

る
。  

陳
周
弘
正
の
啓
文
に
「
昔
琉
璃
見
重
、
雲
母
称
珍
、
虽
尽
華
麗
、
有
傷
真
朴
、
岂
若
三
体

五
例
、
対
玩
前
史
、
一
字
褒
貶
、
坐
臥
箴
規
、
無
复
楚
台
之
風
、
得
同
鄒
谷
之
暖
。
」
と
あ

る
。  

３
．『
屏
風
書
』（「
梁
簡
文
帝
答
蕭
子
云
上
飛
白
書
屏
風
書
」） 

そ
の
屏
風
書
に
「
得
所
送
飛
白
書
縑
屏
風
十
牒
、
冠
六
書
而
獨
美
、
超
二
篆
而
擅
奇
、
乍

写
星
区
、
時
図
鳥
翅
、
非
観
触
石
、
已
覚
雲
飛
、
岂
待
金
珰
、
便
睹
蝉
翼
、
間
諸
衣
帛
、
前

哲
未
巧
、
悬
彼
帳
中
、
昔
賢
掩
色
。
」
と
あ
る
④

。 

４
．
西
晋
潘
岳
『
悼
亡
詩
』（
そ
の
一
）
花
鳥
帷
屏 

 

『
悼
亡
詩
』
に
「
帷
屏
無
髣
髴
、
翰
墨
有
餘
跡
」
と
あ
る
。 

５
．
西
晋
左
思
（
？
二
五
〇~

三
〇
五
）『
嬌
女
詩
』
花
鳥
屏
風
画
（『
左
思
全
集
』） 

『
嬌
女
詩
』
に
「
顧
眄
屏
風
画
、
如
見
已
指
摘
；
丹
青
日
塵
闇
、
明
義
為
隠
蹟
」
と
あ
る
。 

６
．
北
周
・
庾
信
『
咏
画
屏
風
』
二
十
五
首
、『
春
日
題
屏
風
詩
』
人
物
鞍
馬
、
風
俗
画 

７
．
南
朝
の
陳
・
江
総
『
閨
怨
篇
』
屏
風 

『
閨
怨
篇
』
に
「
屏
風
有
意
障
明
月
、
燈
火
無
情
照
獨
眠
」
と
あ
る
⑤

。 

（
四
）
そ
の
他 

１
．『
世
説
新
語
・
賞
譽
下
』
に
「
宋
世
為
之
語
曰
、
王
光
禄
如
屏
風
、
屈
曲
従
俗
、
能
蔽

風
露
」
と
い
う
。
こ
の
「
如
屏
風
」
と
い
う
の
は
、
屈
曲
し
て
世
俗
に
從
ひ
、
以
て
身
の
安

全
を
計
る
者
の
喩
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
屏
風
の
遮
蔽
、
風
よ
け
の
機
能
が
わ
か
る
。 

２
．『
宋
史
・
曹
皇
后
伝
』
に
「
帝
致
極
誠
孝
、
云
云
、
后
亦
慈
愛
天
至
、
或
退
朝
稍
晩
、

必
自
至
屏
扆
侯
矚
」
と
あ
る
。 

３
．『
南
斉
書
』
巻
二
十
一
「
列
伝
」
二
に
「
時
襄
陽
有
盗
発
古
塚
者
、
相
伝
云
是
楚
王
塚
、

大
獲
宝
物
玉
屐
、
玉
屏
風
、
竹
簡
書
、
青
丝
編
」
と
あ
る
。 

                                        

         

 

④

『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
一
。 

⑤

以
上
の
４
、
５
、
６
、
７
の
項
は
い
ず
れ
も
下
記
の
詩
集
を
参
照
す
る
。
伊
藤
正
文
、
一
海
知
義
編
訳
『
漢

魏
六
朝
詩
集
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
１
６
）
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
。 
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４
．『
南
斉
書
』
巻
五
十
七
「
列
伝
」
三
十
八
に
「
正
殿
施
流
蘇
帳
、
金
博
山
、
龍
鳳
朱
漆

画
屏
風
」
と
あ
る
。 

５
．『
北
斉
書
』
巻
三
十
三
「
列
伝
」
二
十
五
に
「
簫
放
、（
中
略
）
頗
善
丹
青
、
因
此
在

宮
中
披
覧
書
史
及
近
世
詩
賦
、
監
画
工
作
屏
風
等
雑
物
」
と
あ
る
。 

６
．『
北
斉
書
』
巻
四
十
五
「
列
伝
」
三
十
七
、『
北
史
』
巻
八
十
三
「
列
伝
」
七
十
一
に

后
主
は
古
賢
、
列
士
、
詩
文
な
ど
を
画
題
と
し
て
、
屏
風
を
画
く
。 

７.

『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
第
三
「
城
南
」「
龍
華
寺
」
の
「
白
象
房
」
に
屏
風
が
立
て
て
い

る
①

。 

８
．
韋
朗
の
銀
塗
漆
屏
風
、
緑
沉
屏
風 

宋
元
嘉
『
起
居
注
』
に
「
十
六
年
、
御
史
中
丞
刘
楨
奏
、
風
聞
前
広
川
刺
史
韋
朗
、
于
広

州
所
作
銀
塗
漆
屏
風
二
十
三
床
、
又
緑
沉
屏
風
一
床
、
請
以
見
事
追
韋
朗
前
所
居
官
。」
と
い

う
。
王
琰
『
宋
春
秋
』
に
「
明
帝
性
多
忌
諱
、
禁
制
回
避
者
数
十
百
品
。
亦
悪
白
字
。
屏
風

書
古
来
名
文
、
有
白
字
、
輒
加
改
易
；
玄
黄
朱
紫
、
随
宜
代
焉
。」
と
い
う
。（『
太
平
御
覧
』） 

９
．『
晋
東
宮
旧
事
』
曰
：「
皇
太
子
納
妃
、
梳
頭
屏
風
二
合
四
牒
、
織
成
地
屏
風
十
四
牒
、

銅
紐
。
」
と
あ
る
。 

１
０
．
崔
豹
『
古
今
注
』
曰
：「
孫
亮
作
琉
璃
屏
風
、
鏤
作
瑞
応
図
一
百
二
十
種
。」
と
あ

る
。『
煙
花
記
』
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
陸
機
『
鄴
中
記
』
曰
：「
石
季
龍
作
金
鈿
屈
膝
屏
風
、

衣
以
白
縑
、
画
義
士
、
仙
人
、
禽
獣
。
」
と
あ
る
。 

11
．
書
法
屏
風 

（
１
）
南
朝
・
梁
の
陶
弘
景
『
上
武
帝
論
書
啓
・
三
』
に
「『
太
師
箴
』、『
大
雅
吟
』、
用

意
甚
至
而
更
成
小
拘
束
、
乃
是
書
扇
題
屏
風
好
体
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る

と
、
当
時
、
屏
風
書
体
を
用
い
る
書
法
屏
風
が
あ
る
の
だ
ろ
う
②

。 

（
２
）
妙
光
書
仏
経
屏
風 

南
朝
・
梁
の
武
帝
天
監
九
年
（
五
一
〇
）
に
、
郢
州
（
現
在
の
湖
北
武
昌
）
の
頭
陀
道
人

の
妙
光
は
、
諸
仏
経
を
簡
略
に
抄
し
て
、「
薩
婆
若
陀
眷
属
荘
厳
経
」
を
偽
造
し
て
、
そ
し
て
、

屏
風
に
書
い
て
、「
経
紗
映
霞
、
香
花
供
養
、
煽
惑
尼
嫗
尊
崇
、
妄
称
聖
道
」
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
事
件
が
発
覚
さ
れ
た
後
、
武
帝
は
、
僧
正
の
慧
超
に
指
命
し
、
僧
祐
ら
の
二
十

                                        

         

 

①

楊
銜
之
「
撰
」、
入
矢
義
高
訳
注
『
洛
陽
伽
藍
記
』（
東
洋
書
庫517

）
ｐ145 

平
凡
社
一
九
九
〇
年
。  

②

潘
運
告
『
漢
魏
六
朝
書
画
論
』
一
九
二
頁
、
湖
南
美
術
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。  

人
余
り
を
集
合
し
、
都
の
建
康
で
は
、
妙
光
を
審
問
し
、
論
罪
定
刑
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
屏
風
が
燒
除
さ
れ
た
③

。 

二
．
屏
風
実
物
作
例 

こ
の
時
代
で
は
、
現
存
し
て
い
る
屏
風
え
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅱ
の
№

01

～06

と
地
図
Ⅱ
参
照
）。 

（
一
）
木
漆
器
屏
風 

１
．
甘
粛
省
嘉
峪
関
新
城
魏
晋
墓
葬
に
出
土
さ
れ
た
木
架
布
画
屏
風
の
模
型
一
件
、
木
架

は
も
う
已
朽
し
た
④

。 

２
．
甘
粛
省
武
威
王
景
寨
の
魏
晋
墓
葬
に
出
土
さ
れ
た
木
架
絹
面
画
屏
風
一
件
⑤ 

３
．
山
西
大
同
石
家
寨
司
馬
金
龍
墓 

漆
画
屏
風 

北
魏
太
和
八
年
（
四
八
四
）
以
前 

山

西
省
博
物
館
、
大
同
市
博
物
館
蔵
。
司
馬
金
龍
墓
の
漆
画
屏
風
は
後
室
甬
道
西
側
に
大
き
い

５
片
、
後
室
南
側
に
小
さ
い
数
片
。
ま
た
石
柱
礎
４
件
で
あ
る
⑥

。 
 

一
九
六
五
年
、
北
魏
時
期
の
山
西
省
大
同
市
郊
外
石
家
寨
の
司
馬
金
龍
夫
妻
墓
か
ら
は
、

数
多
く
の
副
葬
品
と
と
も
に
、人
物
故
事
図
漆
絵
屏
風
が
施
さ
れ
た
五
枚
の
板
が
出
土
し
た
。 

こ
の
木
質
朱
漆
飾
の
帝
王
、
宰
相
、
烈
女
、
孝
子
図
屏
風
の
多
く
は
腐
乱
状
態
が
み
ら
れ

る
が
、
五
枚
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
て
、
保
存
の
状
態
が
よ
い
。
正
裏
両
面
に
彩
色
が
施
さ

れ
て
い
る
。
司
馬
金
龍
墓
に
漆
画
屏
風
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
屏
風
は
古
く
か
ら
副

葬
品
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
早
く
か
ら
盗
掘
さ
れ
た
た
め
そ
の
位
置
関
係
の
復
元
は

困
難
な
が
ら
、
四
つ
の
石
彫
小
柱
礎( F

ig.

Ⅳ-01)

な
ど
が
い
っ
し
ょ
に
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
屏
風
は
も
と
も
と
石
棺
を
取
り
巻
く
よ
う
に
コ
の
字
形
に
立
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
⑦

。
研
究
者
た
ち
は
こ
の
屏
風
を
推
理
性
の
高
い
復
原
を
し
た
、
そ
れ
は

一
組
で
十
二
枚
の
連
屏
と
考
え
る
囲
屏
で
あ
る( F

ig.

Ⅳ-02)

。
被
葬
者
の
司
馬
金
龍
は
北
魏
の

                                        

         

 

③

（
梁
）
釈
僧
祐
撰
、
蘇
晋
仁
・
簫
錬
子
点
校
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
五
「
新
集
安
公
注
経
及
雑
経
志
録
」、（
中

国
佛
教
典
籍
選
刊
）
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
。  

④

張
朋
川
「
従
敦
煌
写
経
和
壁
画
看
中
国
巻
軸
書
画
格
式
的
起
源
和
形
式
」『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
八
期
。  

⑤

同
右
。  

⑥

山
西
省
大
同
市
博
物
館
、
山
西
省
文
物
工
作
委
員
会｢

山
西
大
同
石
家
寨
北
魏
司
馬
金
竜
墓｣

『
文
物
』
一
九

七
二
年
第
三
期
。  

⑦

志
工
「
略
談
北
魏
的
屏
風
漆
画
」『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
八
期
；
古
田
真
一
「
六
朝
絵
画
に
関
す
る
一
考

察
―
司
馬
金
墓
出
土
の
漆
画
屏
風
を
め
ぐ
っ
て
―
」(

日
本
美
学
会
編
『
美
学
』
一
六
八
、
五
七
～
六
七
頁
、

一
九
九
二
春)

；
謝
振
発
「
北
魏
司
馬
金
龍
墓
的
漆
画
屏
風
試
析
」『
国
立
台
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』
第

一
一
期
二
〇
〇
一
年
。 
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太
和
八
年(

四
八
四)

に
死
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
漆
絵
は
南
北
朝
時
代
の
遺
品
の
な

か
で
も
、
製
作
年
代
の
下
限
が
明
ら
か
な
作
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
漆
絵
屏
風
の
構

成
部
品
は
こ
の
墓
の
後
室
甬
道
西
側
に
大
く
板
５
片
、
後
室
南
側
に
小
さ
い
数
片
、
石
柱
礎

４
件
で
あ
る
。
そ
れ
ら
５
枚
の
板
は
、
本
来
一
つ
の
屏
風
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
破
損
の
程
度
に
差
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
板
の
裏
表
両
面
を
上
下
４
段
に
区

切
り
、
そ
し
て
各
段
ご
と
に
人
物
を
中
心
と
し
た
漆
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
表
面
の
剥
落
、

損
傷
が
甚
だ
し
く
、
画
面
が
判
然
と
し
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
漆
絵
の
主
題
は
よ
り
古
い
伝

統
を
踏
襲
し
、『
列
女
伝
』
や
『
漢
書
』
な
ど
か
ら
取
材
し
た
列
女
、
忠
臣
、
孝
子
、
名
賢
の

故
事
か
ら
な
り
、
登
場
人
物
を
示
す
榜
題
や
、
あ
る
い
は
故
事
の
内
容
を
記
し
た
詞
書
が
、

各
段
ご
と
に
黄
色
地
の
上
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

各
段
の
主
題
を
榜
題
と
詞
書
か
ら
見
て
い
く
と
、
ま
ず
も
っ
と
も
保
存
状
態
の
よ
い
２
枚

は
、
画
面
が
完
全
な
形
で
つ
な
が
り
、
上
か
ら
順
に
「
有
虞
二
妃
」「
周
室
三
母
」「
魯
師
春

姜
」「
班
妃
辞
輦
」、
裏
面
に
は
「
李
善
」「
李
充
」「
素
食
瞻
賓
」「
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
」

を
主
題
と
し
た
故
事
が
描
か
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅳ-03)

（
山
西
省
博
物
館
蔵
）。
つ
ぎ
の
２
枚
は
、

欠
損
部
分
が
あ
る
た
め
完
全
に
は
画
面
が
つ
な
が
ら
な
い
が
、
上
か
ら
順
に
「
孫
叔
敖
母
」

「
衛
霊
夫
人
」「
斉
田
稷
母
」「
劉
霊
」、
一
方
、
裏
面
は
画
面
の
損
傷
が
激
し
い
た
め
主
題
の

判
別
が
む
ず
か
し
く
、
上
か
ら
順
に
、
天
子
の
姿
、「
斉
宣
王
と
匡
青
」、
詞
書
の
み
、
二
人

の
男
性(

主
題
不
明)

で
あ
る( F

ig.

Ⅳ-04)

。
残
り
の
１
枚
は
、
上
か
ら
順
に
「
啓
母
塗
山
」「
魯

之
母
師
」「
孫
叔
敖
」「
和
帝
皇
后
」、
裏
面
は
「
魯
義
姑
姉
」「
楚
成
鄭
瞥
」「
楚
子
発
母
」、

詞
書
の
み
、
と
い
っ
た
構
成
で
あ
る( F

ig.

Ⅳ-05)

（
大
同
市
博
物
館
蔵
）。 

 

こ
の
漆
絵
屏
風
の
画
題
や
画
風
が
東
晋
代
に
登
場
し
た
顧
愷
之
の
伝
承
作
品
と
類
似
す
る
。

人
物
は
基
本
的
に
ほ
ぼ
同
一
線
上
に
並
列
に
配
さ
れ
、
均
整
の
と
れ
た
優
美
な
姿
態
が
肥
痩

の
少
な
い
均
一
な
描
線
に
よ
っ
て
伸
び
や
か
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
男
女
と
も
、
広
い

袖
口
と
長
い
丈
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
優
雅
な
衣
服
を
着
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
表
現

に
は
南
朝
絵
画
の
影
響
が
認
め
ら
れ
、
顧
愷
之
作
の
伝
称
を
も
つ
「
女
史
箴
図
巻
」
や
「
列

女
仁
智
図
巻
」
と
い
っ
た
伝
世
絵
画
と
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
構

図
の
う
え
で
も
、
伝
世
絵
画
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
、
南
朝
絵
画
と
の
関
連
性
が
き
わ
め

て
濃
厚
な
漆
絵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

司
馬
金
龍
は
北
魏
の
高
官
で
あ
り
、
北
魏
の
皇
室
と
は
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
強
く
結
ば
れ

て
い
た
が
、
本
来
彼
の
父
系
は
南
朝
の
名
門
貴
族
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
北
魏
の
司
馬

金
龍
墓
か
ら
出
土
し
た
漆
絵
が
南
朝
の
絵
画
様
式
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
う

し
た
南
朝
の
貴
族
出
身
者
を
父
と
し
た
司
馬
金
龍
の
血
筋
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
こ
の
時
期
、
北
朝
に
お
け
る
南
朝
文
化
の
摂
取
が
予
想
以
上
に
活
発

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

こ
う
い
う
勧
戒
図
は
、
儒
教
の
道
徳
観
に
も
と
づ
き
，
勧
善
懲
悪
を
目
的
と
し
た
絵
画
で

あ
る
。
鑑
戒
図
と
も
い
う
。
儒
教
思
想
が
古
く
か
ら
国
家
の
中
心
思
想
で
あ
っ
た
中
国
で
は

戦
国
時
代
か
ら
み
ら
れ
，
と
く
に
漢
代
に
は
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
芸
術
作
品
が
道
徳
教
化

の
た
め
の
有
効
的
手
段
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
忠
臣
・
聖
人
・
孝
子
・
烈
女
、
ま
た
は
暗
君

逆
臣
な
ど
の
行
状
を
題
材
と
し
て
、
画
像
石
な
ど
に
多
く
の
勧
戒
図
が
描
か
れ
た
。
魏
晋
南

北
朝
以
降
は
漢
代
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
が
、『
詩
経
』
に
題
材
を
え
た
も
の
や
、
唐
宋
時

代
以
後
の
「
耕
織
図
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
も
中
国
人
の
伝
統
的
な
芸
術
観
と
し
て
存

続
し
た
。
勧
戒
図
は
の
ち
に
朝
鮮
や
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
日
本
で
は
釈
奠
図
や
賢
聖
障
子

な
ど
の
儒
教
の
影
響
が
濃
厚
な
絵
画
が
つ
く
ら
れ
た
。
と
く
に
儒
教
倫
理
を
思
想
的
基
盤
と

す
る
封
建
体
制
が
確
立
し
た
江
戸
時
代
に
は
、
幕
府
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
派
の
絵
師

た
ち
が
勧
戒
図
を
好
ん
で
描
い
た
。
狩
野
永
徳
の
「
二
十
四
孝
図
」
や
狩
野
山
楽
・
探
幽
の

「
帝
鑑
図
」
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
①

。 

４
．
山
東
済
南
崔
令
婆
墓 

小
滑
石
屏
風
柱
礎
②( F

ig.

Ⅳ-06) 

東
魏 

５
．
山
西
省
太
原
王
郭
村
婁
睿
墓 

石
柱
礎
③ 

８
件 

北
斉 

司
馬
金
龍
墓
か
ら
出
土

し
た
漆
画
屏
風
の
柱
礎
と
似
て
い
る
か
ら
崔
令
婆
墓
と
婁
睿
墓
に
も
元
々
屏
風
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
う
い
う
北
朝
の
柱
礎
の
蓮
華
文
様
が
、
仏
教
美
術
と
の
か
か
わ
り

が
濃
厚
な
の
は
注
目
さ
れ
た
。 

６
．
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
西
郊
郷
大
堡
村
田
弘
夫
婦
墓 

北
周
建
徳
四
年(

五
七
五) 

雲
母
屏
風 

第
５
天
井
の

下
層
か
ら
残
片
が
多
く
て
一
枚
の
雲
母
板
で
屏
風
に
な
る
と
推

断
し
た
④

。 

田
弘
夫
婦
墓
の
第
五
天
井
を
中
心
と
し
て
、
出
土
し
た
雲
母
片
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
断

片
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
数
は345

枚
で
あ
る
。
文
様
を
表
現
す
る
も
の
は
、
忍
冬
紋
と

                                        

         

 

①

山
根
有
三
『
障
屏
画
研
究
』
ｐ159~173

中
央
公
論
美
術
出
版
平
成
十
年
。  

②

済
南
市
博
物
館｢
済
南
市
東
郊
発
見
東
魏
墓｣

『
文
物
』
一
九
六
六
年
第
四
期
。  

③

山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
物
管
理
委
員
会｢

太
原
市
北
斉
婁
叡
墓
発
掘
簡
報｣

『
文
物
』
一
九
八
三
年

第
十
期
。  

④

原
州
聯
合
考
古
隊
編
『
北
周
田
弘
墓
』
原
州
聯
合
考
古
隊
発
掘
調
査
報
告
２ 

勉
誠
出
版
二
〇
〇
〇
年
；
寧

夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
、
中
日
原
州
聯
合
考
古
隊
『
原
州
古
墓
集
成
』
文
物
出
版
社
一
九
九
九
年
。  
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連
珠
紋
を
中
心
と
し
て
い
る
。
雲
母
片
は
厚
さ
が0.1

～0.2m
m

ほ
ど
で
、
透
明
な
良
質
の

白
雲
母
片
の
片
面
に
は
、
金
箔
を
貼
り
付
け
、
花
紋
を
飾
り
、
背
面
に
は
、
赤
、
緑
、
青
な

ど
の
彩
色
を
加
え
て
い
る
。
透
明
な
雲
母
板
を
通
し
て
金
箔
の
面
が
表
面
で
、
彩
色
面
が
背

面
で
あ
る
こ
と
は
、
彩
色
の
仕
方
か
ら
わ
か
る( F

ig.

Ⅳ-07)

。
と
こ
ろ
が
、
報
告
書
に
も
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
雲
母
が
あ
ま
り
に
も
断
片
化
し
て
い
る
の
で
、
雲
母
板
の
全
形
は
復
原
で

き
て
い
な
い
。こ
の
雲
母
板
は
、大
き
な
面
積
の
一
枚
の
板
で
屏
風
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

（
二
）
石
榻
囲
屏
の
性
格
と
系
譜 

現
在
ま
で
に
数
十
点
余
り
の
石
榻
囲
屏
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
図
様
は
大
き
く
次
の

三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
資
料
編
の
表
Ⅱ
の
№07

～24

と
地
図
Ⅱ
参
照
）。 

１
．
孝
子
図
石
榻
囲
屏 

 

①
ア
メ
リ
カ
、
ミ
ズ
ー
リ
州
、
カ
ン
ザ
ス∙
シ
テ
イ
、
ネ
ル
ソ
ン∙

ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵

原
石
４
面
（
囲
屏
正
面
孝
子
伝
図 

、
背
面
畏
獣
図
） 

北
斉
（KB

本
）
京
都
大
学
人
文
研

蔵
拓
本
①

。
こ
の
刻
石
は
、
が
ん
ら
い
表
面
に
孝
子
伝
画
像
を
刻
む
し
、
裏
面
に
一
連
の
畏

獣
画
像
を
線
刻
し
た
も
の
で
、
各
石
板
は
左
・
中
・
右
の
三
画
面
か
ら
な
り
、
線
刻
の
明
確

な
枠
取
り
が
あ
っ
て
各
画
面
を
区
画
し
て
い
る
。 

 

②
ア
メ
リ
カ
、ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
寧
懋
石
室
左
右
外
壁
に
刻
ま
れ
て
い
る｢

孝
子
伝
図｣

、

｢

烈
女
伝
図｣

浮
彫
左
壁
の
外
に
董
永
、
董
晏
の
孝
子
図
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
壁
の
外
に
丁

蘭
、
舜
の
孝
子
図
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
後
壁
に
左
・
中
・
右
の
三
画
面
か
ら
な
り
、
線
刻
の

明
確
な
枠
取
り
が
あ
っ
て
墓
主
肖
像
の
各
画
面
を
区
画
し
て
い
る
。
高
さ90cm

。
北
魏
孝

昌
三
年
（
五
二
七
）
魏
横
野
将
軍
甄
官
住
簿
寧
懋
（B

本
）
一
九
三
一
年
、
洛
陽
出
土 

殿

堂
式
石
棺
② 

 

③
（
L
本
）
北
魏 

C

．T

．L
oo

旧
蔵 

４
面 

囲
屏
（
現
蔵
不
明
）
高
さ51cm
？
こ

の
四
つ
の
石
の
各
石
に
は
孝
子
伝
三
画
面
を
横
に
な
ら
べ
る
。K

B

本
と
同
形
式
で
、
総
計

十
二
画
面
で
あ
る
。
刻
銘
は
い
ず
れ
も
孝
子
伝
に
関
係
が
あ
る
③

。 

２
．
風
俗
図
石
榻
囲
屏 

現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
画
像
資
料
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
主
な

                                        

         

 

①

長
広
敏
雄
著
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』187~224

頁
、
図17~28

、43~56

、
美
術
出
版
社
、
一
九
六

九
年
。  

②

黄
明
蘭
『
洛
陽
北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』95~105

頁
、
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
；
郭
建
邦
『
北

魏
寧
懋
石
室
線
刻
画
』
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
七
年
。  

③

長
広
敏
雄
著
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』
図
版
三
九~

四
二
、
美
術
出
版
社
、
一
九
六
九
年
。  

も
の
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

①
河
南
省
沁
陽
県
北
朝
晩
期
石
棺
床
囲
屏 

 

こ
の
石
棺
床
囲
屏
の
線
刻
画
に
は
、
囲
屏
部
分
は
墓
主
夫
婦
肖
像
図
、
侍
女
、
高
士
、
鞍

馬
、
牛
車
、
千
秋
万
歳
な
ど
を
刻
み
、
台
座
の
足
の
正
面
に
執
剣
侍
衛
の
図
像
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
囲
屏
の
図
像
学
上
は
、
儒
、
道
、
釈
の
三
教
の
内
容
や
、
維
摩
経
変

相
故
事
の
維
摩
文
殊
対
座
図
な
ど
の
解
釈
が
あ
る
。
一
九
七
二
年
出
土 

高
さ43.0cm

、

横223.0cm

、
奥112.0cm

④

。 

②
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
石
棺
床
囲
屏 

一
九
七
七
年
出
土 

高
さ52.28cm

⑤ 

③
奈
良
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
蔵
石
造
囲
屏 

２
面 

北
魏 

 
 

ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
美
術
館
蔵
石
棺
床
囲
屏 

２
面 

北
魏 

 

以
上
、
４
面
は
一
つ
の
石
棺
床
囲
屏
で
あ
る
⑥

。
墓
主
人
夫
婦
の
配
置
図
様
は
『
女
史
箴

図
巻
』
の
貴
族
男
女
対
坐
と
同
様
で
、
牛
車
図
は
『
晋
書
』
巻
二
五
輿
服
志
に
は
、
画
輪
車

の
項
に
、「
牛
を
駕
す
。
綵
漆
も
て
輪
轂
に
え
が
く
。
故
に
画
輪
車
と
い
う
。」
と
述
べ
た
。 

④
大
阪
府
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵 

３
面 

１
面
個
人
蔵
⑦ 

計
４
面 

北
魏 

⑤
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
床
囲
屏 

一
九
九
五
年
収
蔵 

高
さ

44.7~
46.5cm

⑧

（
シ
カ
ゴ
美
術
館
所
蔵
資
料
が
未
公
刊
） 

３
．
ソ
グ
ド
人
関
係
の
石
榻
囲
屏 

近
年
、
中
国
に
お
い
て
ソ
グ
ド
人
の
墓
が
相
次
い
で
発
掘
さ
れ
、
石
棺
床
囲
屏
や
石
槨
の

画
像
資
料
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
い
ま
、
中
国
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
及
び
関
連
の
墓
か
ら

近
年
出
土
し
た
石
棺
床
囲
屏
や
石
槨
の
画
像
資
料
に
つ
い
て
、
墓
葬
の
年
代
順
に
示
せ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
⑨

（
資
料
編
の
表
Ⅱ
の
№15

～24

、
表
Ⅳ
と
地
図
Ⅱ
参
照
）。 

                                        

         

 

④

鄧
宏
里
、
蔡
全
法｢

沁
陽
県
西
向
発
見
北
朝
墓
及
画
像
石
棺
床｣

『
中
原
文
物
』
一
九
八
三
年
第
一
期
；
周
到

主
編
『
中
国
美
術
分
類
全
集 

中
国
画
像
石
全
集
八 

石
刻
線
画
』
図
版79~85

鄭
州
、
河
南
美
術
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
。  

⑤

周
到
主
編
『
中
国
美
術
分
類
全
集 

中
国
画
像
石
全
集
八 

石
刻
線
画
』
図
版72

、73
 

鄭
州
、
河
南
美

術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。  

⑥

林
聖
智｢
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
―
石
棺
床
囲
屏
の
墓
主
肖
像
と
孝
子
伝
図
を
例
と
し
て

ー｣

『
美
術
史
』154

、
平
成
十
五
年
三
月
。 

⑦

黒
田
彰｢

孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
―
林
聖
智
氏
の
説
を
め
ぐ
っ
て
ー｣

密
教
図
像
学
会
第
二
十
三
回
学
術
大
会
、

平
成
十
五
年
十
二
月
六
日
。 

⑧

鄭
岩
『
魏
晋
南
北
朝
壁
画
墓
研
究
』p102

、p278 

文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。  

⑨

曾
布
川
寛
「
中
国
出
土
の
ソ
グ
ド
石
刻
画
像
試
論
」（
曾
布
川
寛
編
『
中
国
美
術
の
図
像
学
』
九
七
～
一
八
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①
山
東
省
青
州
市
（
元
の
益
都
県
）
傅
家
村
出
土 

一
九
七
一
年 

北
斉
武
平
四
年
（
五

七
三
）
青
州
市
博
物
館
蔵
。
商
旅
駝
運
図
、
商
談
図
、
車
御
図
、
出
行
図
、
飲
食
図
、
主
仆

講
談
図
、
象
戲
図
、
送
葬
図
な
ど
の
９
枚
で
あ
る
①

。 
 

②
伝
河
南
省
安
陽
北
斉
鄴
都
石
棺
床
屏
風
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ
美
術
館
蔵
ソ
グ
ド
人
新

年
祭
図
、
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
東
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
石
棺
床
双
闕 

ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン

の
フ
リ
ア∙

ギ
ャ
ラ
リ
ー
美
術
館
蔵
座
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
座
と
双
闕
）一
九
二
二
年
前
後

出
土 

高
さ50cm

②

。 
 

③
中
国
北
方
山
西
省
出
土
（
日
本MIHO

美
術
館
蔵
）
高
さ60.2~

62.2cm

③ 
 

④
陝
西
省
西
安
市
安
伽
墓 

北
周
大
象
元
年(

五
七
九)

④ 
 

⑤
陝
西
省
西
安
市
史
君
墓 

北
周
大
象
二
年(

五
八
〇)

⑤ 
 

⑥
陝
西
省
西
安
市
康
業
墓 

北
周
天
和
六
年(

五
七
一)

⑥ 
 

⑦
天
水
石
棺
床
屏
風
１ 

一
九
八
二
年
発
掘 
高
さ87cm

⑦  
 

⑧
天
水
石
棺
床
屏
風
２ 

甘
粛
省
文
物
局
に
部
分
図
版
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三

年
二
月
盗
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
所
蔵
地
が
不
明
で
あ
る
。 

                                        

                                        

                                        

 

二
頁
、
明
文
社
、
二
〇
〇
六
年
。） 

①

『
中
国
✰
美
の
十
字
路
展
』；
山
東
省
益
都
県
博
物
館
夏
名
采｢

益
都
北
斉
石
室
墓
線
刻
画
像｣

『
文
物
』
一

九
八
五
年
第
十
期
第49-54

頁
；
夏
名
采｢

青
州
傅
家
北
斉
線
刻
画
像
補
遺｣

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
五
期
；

前
掲
鄭
岩
氏
論
著
。  

②

姜
伯
勤｢

安
陽
北
斉
石
棺
床
画
像
石
的
図
像
考
察
与
入
華
粟
特
人
的
祅
教
美
術｣

載
中
山
大
学
芸
術
学
研
究

中
心
編
『
芸
術
史
研
究
』
第
１
輯
、151-186

頁
、
広
州
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。  

③

曾
布
川
寛
、
出
川
哲
朗
監
修
『
中
国
✩
美
の
十
字
路
展
』
印
象
社 

二
〇
〇
五
年
。 

 

④

陝
西
省
考
古
研
究
所
「
西
安
发
现
的
北
周
安
伽
墓
」『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
；
陝
西
省
考
古
研
究
所

『
西
安
北
周
安
伽
墓
』
文
物
出
版
社
二
〇
〇
三
年
。 

⑤

西
安
市
文
物
保
护
考
古
所
「
西
安
市
北
周
史
君
石
椁
墓
」
『
考
古
』
二
〇
〇
四
年
第
七
期
；
西
安
市
文
物
保

护
考
古
所
「
西
安
北
周
涼
州
薩
保
史
君
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
三
期
。 

⑥

国
家
文
物
局
主
編
『2004

中
国
重
要
考
古
発
見
』
文
物
出
版
社
二
〇
〇
五
年 

P123

～131

；
程
林
泉
、
張

翔
羽
「
第
七
座
有
囲
屏
石
榻
的
粟
特
人
墓
葬
―
北
周
人
康
業
墓
」『
文
物
天
地
』
二
〇
〇
五
年
第
三
期
。 

  

⑦

天
水
市
博
物
館
「
天
水
市
発
見
隋
唐
屏
風
石
棺
床
墓
」『
考
古
』
一
九
九
二
年
第
一
期
。 

⑨
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
石
棺
床
屏
風
⑧  

 

⑩
山
西
省
太
原
虞
弘
墓 

隋
開
皇
十
二
年(

五
九
二) 

高
さ96cm

⑨ 

４
．
石
榻
囲
屏
の
解
釈 

北
朝
の
陵
墓
は
し
だ
い
に
厚
葬
化
の
道
を
た
ど
り
、
東
魏
、
西
魏
を
経
て
北
斉
、
北
周
に

至
る
と
、
北
魏
の
司
馬
金
龍
墓
や
北
斉
の
崔
芬
墓
や
北
周
の
安
伽
墓
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
大
型
の
漆
絵
屏
風
と
石
棺
床
囲
屏
を
副
葬
し
た
り
、
墓
室
を
壁
画
で
飾
る
な
ど
ま
す
ま

す
豪
華
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
石
室
、
石
棺
床
囲
屏
な
ど
に
表
現
さ
れ
た
具
体
的
な
彩
絵
浮

彫
と
石
刻
線
画
の
優
品
を
概
観
し
て
お
こ
う
。 

ア
．
石
棺
床
と
は
何
か 

石
棺
床
と
は
地
下
の
墓
室
に
お
い
て
遺
体
を
納
め
た
石
棺
を
置
く
石
製
の
台
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
台
上
は
一
種
の
霊
座
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
的
意
匠
が
加
え

ら
れ
た
。
石
棺
床
自
体
の
前
面
に
線
刻
や
浮
彫
を
施
し
て
華
麗
に
飾
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
が
、
ま
た
石
棺
床
の
左
右
と
奥
の
三
方
に
低
い
石
製
の
囲
屏 (

屏
風)

を
立
て
囲
っ
た
り
、

前
面
に
は
双
闕
の
入
口
を
設
け
た
り
し
て
飾
っ
た
。
こ
の
門
闕
の
意
匠
は
あ
た
か
も
墓
主
の

世
界
の
入
口
の
ご
と
く
演
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
囲
屏
の
内
側
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
画
像

が
刻
ま
さ
れ
た
。
石
棺
床
の
も
っ
と
も
早
い
例
は
、
紀
年
墓
を
見
る
限
り
北
魏
の
太
和
八
年

(

四
八
四)

に
造
営
さ
れ
た
山
西
省
大
同
の
司
馬
金
龍
墓
で
あ
り
、
大
き
く
頑
丈
な
台
の
前
面

に
は
波
状
唐
草
文
な
ど
の
華
麗
な
文
様
が
浮
彫
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
墓
か
ら
出
土
し
た
漆
絵

屏
風
も
、
あ
る
い
は
石
棺
床
を
取
り
囲
む
囲
屏
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
北
魏
、

東
西
魏
と
さ
ま
ざ
ま
な
石
棺
床
が
出
土
し
た
が
、
概
し
て
い
え
ば
畏
獣
や
門
衛
な
ど
墓
の
守

護
を
目
的
と
し
た
伝
統
的
な
文
様
、
図
案
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
北
斉
に
入
る
と
西
方
か

ら
の
新
し
い
意
匠
が
盛
ん
に
石
棺
床
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

床
榻
と
い
う
寝
具
と
坐
具
と
の
文
献
記
録
は
遡
る
と
、『
周
礼
・
天
官
・
掌
次
』
に
「
王
大

旅
上
帝
、
掌
次
設
皇
邸
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
、「
皇
邸
」
と
い
う
の
は
、
漢
代
の
鄭
玄
の
注
釈

に
よ
る
と
、
床
榻
の
後
板
屏
風
と
し
て
「
邸
」
に
鳳
凰
形
の
鳥
羽
文
様
が
施
す
こ
と
で
あ
る
。

                                        

         

 

⑧R
IB

O
U

D
 P
én

élope,

“R
éflexions sur les pratiques religieuses design

ées sous le nom
 de 

xian 

祅

”
，

in:E
.de 

la 
V

aissiere 
and 

E
.Trom

bert 
(eds),L

es 
S

ogdiens 
en 

C
hine,P

aris,2005,17,p73~91.G
uim

et 
m

usée 
national 

des 
ARTS 

ASIATLQUES,

“Lit 
de 

Pierre,sommeil barbare
”,2004,13 -24

。  

⑨

『
太
原
隋
虞
弘
墓
』
文
物
二
〇
〇
五
年
。  
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こ
れ
は
、『
文
献
通
考
』
巻
六
十
八
「
郊
社
考
一
」
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。
石
棺
床
囲
屏
の

象
徴
性
と
彫
刻
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
は
、『
後
漢
書
』
巻
六
五
「
張
奐
（
一
〇
四~

一
八
一
）

の
遺
令
」、『
文
選
』
巻
六
十
「
魏
武
帝
遺
令
」、『
世
説
新
語
』「
傷
逝
第
十
七
」、『
宋
書
』
巻

六
十
二
、『
南
斉
書
』
巻
二
十
二
と
三
十
三
、『
建
康
実
録
』（
下
）
巻
十
六
な
ど
の
文
献
史
料

か
ら
み
る
と
、
魏
晋
時
代
か
ら
の
葬
礼
に
お
け
る
床
に
関
す
る
霊
床
の
様
子
と
意
味
が
分
か

る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
魏
晋
時
代
に
お
け
る
墓
室
の
屏
風
の
機
能
に
関
す
る
石
棺
床
囲
屏
の

記
述
が
あ
る
。
晋
の
周
処
の
『
風
土
記
』
に
次
の
記
述
が
あ
る
。 

「
陽
羡
県
令
袁
起
、
生
有
神
異
、
無
病
而
亡
、
塚
東
面
有
屏
風
、
蓋
神
之
所
坐
」（『
太
平

御
覧
』
巻
第
七
百
一
所
引
） 

こ
こ
で
は
、
屏
風
は
墓
室
に
配
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
墓
主
で
あ
る
神
が
坐
る
と
こ
ろ
と

見
な
さ
れ
て
い
る
①

。 

今
ま
で
公
刊
さ
れ
た
資
料
を
見
る
と
石
棺
床
囲
屏
の
線
刻
画
は
孝
子
故
事
と
高
逸
人
物
図
、

畏
獣
図
と
風
俗
図
、
ソ
グ
ド
人
関
係
と
い
う
三
類
の
主
な
画
題
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
石
棺
床
囲
屏
の
線
刻
画
中
、
山
水
表
現
に
つ
い
て
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

イ
．
石
棺
床
囲
屏
の
孝
子
図
線
刻
画 

ま
ず
、
漢
代
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
画
題
の
も
の
と
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏

の
寧
懋
石
室
左
右
外
壁
（
Ｂ
本
）( F

ig.

Ⅳ-08)

と 
C

．T

．L
oo

旧
蔵
の
４
面
の
囲
屏
（
Ｌ

本
）( F

ig.

Ⅳ-09,10)

（
現
蔵
不
明
）、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ
ー
リ
州
、
カ
ン
ザ
ス∙

シ
テ
イ
、
ネ
ル

ソ
ン∙

ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
の
石
棺
床
囲
屏( F

ig.

Ⅳ-11)

に
刻
ま
れ
て
い
る｢

孝
子
伝

図｣

、｢

烈
女
伝
図｣

が
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
存
在
し
た
数
種
の
「
孝
子
伝
」
や
「
列
女
伝
」
な
ど

の
物
語
（
あ
る
い
は
故
事
と
い
う
）
を
図
像
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
短
冊

型
に
「
丁
蘭
」、「
舜
」
な
ど
の
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
孝
子
伝
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
荒
唐

無
稽
な
話
が
多
い
が
、
先
祖
を
祀
り
親
に
仕
え
る
の
は
孝
行
の
代
表
的
な
あ
り
方
で
あ
っ
た

か
ら
、「
孝
子
図
」
と
い
う
主
題
が
石
棺
や
廟
堂
に
好
ま
れ
た
の
は
当
然
の
趨
勢
か
も
し
れ
な

い
。 ウ

．
畏
獣
図
と
風
俗
図 

北
朝
時
期
の
石
棺
床
囲
屏
に
後
漢
以
降
流
行
す
る
主
題
と
し
て
、
畏
獣
図
と
風
俗
図
が
あ

る
。
例
え
ば
、
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
石
棺
床
囲
屏( F

ig.

Ⅳ-12) (

一
九
七
七
年
出
土)

、
奈
良
天

                                        

         

 

①

林
聖
智
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能—

石
棺
床
囲
屏
の
的
墓
主
肖
像
と
孝
子
図
を
例
と
し

て
」『
美
術
史
』
一
五
四
期(

五
二
卷
二
号)

、
二
〇
〇
三
年
三
月
。 

理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
蔵(

２
面) ( F

ig.

Ⅳ-13)

と
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
美
術

館
蔵(

２
面)

石
棺
床
囲
屏( F

ig.

Ⅳ-14)

、
大
阪
府
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
石
棺
床
囲
屏

(

３
面)

と
個
人
蔵
の
１
面( F

ig.

Ⅳ-15)

、
河
南
省
沁
陽
県
北
朝
晩
期
石
棺
床
囲
屏( F

ig.

Ⅳ-16)

な

ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
北
魏
時
期
の
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
石
棺
床
の
台
座
部
に
は
中

国
に
伝
統
的
な
畏
獣
が
表
さ
れ
、
石
棺
床
の
囲
屏
に
墓
主
夫
婦
坐
像(

男
左
女
右)

が
中
心
に

安
置
さ
れ
て
、
画
面
両
端
に
牛
車
、
侍
者
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
同
時
代
的
な
共
通
性

を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
石
棺
床
囲
屏
の
奥
壁
の
真
中
で
、

二
つ
の
画
面
に
は
、墓
主
人
が
坐
っ
て
い
て
、身
後
に
多
曲
屏
風
が
立
て
て
い
る
（F

ig.

Ⅳ-12

）
。

右
の
男
性
の
墓
主
人
の
ほ
う
は
屏
面
に
格
子
文
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
左
の
女
主
人
の
ほ
う

は
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

奈
良
県
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
と
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
美
術
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
４
枚
の
石
棺
床
囲
屏
は
一
つ
の
石
棺
床
囲
屏
の
構
成
部
分
と
特
定
さ
れ
た( F

ig.

Ⅳ-17)

。
天
理
参
考
館
の
も
の
は
高
さ51.8cm

、
幅101.7 cm

、
厚
さ6.3cm

の
石
材
２
枚

の
作
品
で
、
類
品
の
大
阪
府
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
に
あ
る
風
俗
図
囲
屏
は
細
密
な
石

刻
線
画
が
描
か
れ
、い
ず
れ
も
元
の
形
態
や
出
土
状
況
が
不
明
な
こ
と
が
多
い
。と
こ
ろ
が
、

河
南
省
洛
陽
と
沁
陽
県
地
方
の
北
魏
古
墳
か
ら
発
掘
し
た
同
様
の
石
棺
床
風
俗
囲
屏
の
様
子

に
よ
っ
て
、
前
述
し
た
風
俗
図
囲
屏
の
周
辺
の
石
材
も
残
っ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
復
元
展
示

さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
画
面
の
人
物
の
す
ら
り
と
細
い
造
形
や
流
麗
な

描
線
は
、
優
美
で
洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
お
り
、
貴
族
化
し
た
北
朝
文
化
を
思

わ
せ
る
。
傍
題
や
銘
記
が
な
い
の
で
、
い
か
な
る
主
題
か
不
明
で
あ
る
が
、
墓
主
夫
妻
と
侍

女
な
ど
の
生
前
の
生
活
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

以
上
で
、
大
部
分
の
石
棺
床
囲
屏
は
洛
陽
地
方
に
お
い
て
出
土
さ
れ
た
北
朝
時
代
の
墳
墓

線
刻
画
像
な
の
で
、こ
れ
ら
の
独
特
な
線
刻
技
術
を
応
用
す
る
特
定
の
専
門
工
場
が
あ
ろ
う
。

『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
四
城
西
の
「
法
雲
寺
」
条
に
「
市
の
北
に
は
慈
孝
、
奉
終
の
二
里
が
あ

っ
た
。
里
内
の
住
民
は
棺
桶
を
売
る
の
と
霊
柩
車
を
賃
貸
し
す
る
の
を
業
と
し
て
い
る
。」
と

い
う
②

。 
エ
．
ソ
グ
ド
人
関
係
と
西
方
文
化
の
受
容 

                                        

         

 

②

楊
銜
之
著
、
入
矢
義
高
訳
注
『
洛
陽
伽
藍
記
』
ｐ177

平
凡
社
一
九
九
〇
年
）（
原
文
：「
市
北
慈
孝
、
奉
终

二
里
、
里
内
之
人
、
以
卖
棺
椁
为
业
、
赁
輭
車
為
事
。」）（
范
祥
雍
『
洛
阳
伽
蓝
记
校
注
』
二
〇
四
页
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。  
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近
年
見
出
し
た
ソ
グ
ド
人
関
連
の
石
質
葬
具
は
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
そ

れ
ら
の
紹
介
を
兼
ね
て
多
少
そ
れ
ら
の
副
葬
品
に
関
す
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
な
ど
の
問
題
に

も
言
及
し
た
い
。 

(

１) 

ソ
グ
ド
人
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
つ
い
て 

近
、
研
究
者
が
注
目
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
国
際
商
人
ソ
グ
ド
で

あ
る
。 

近
年
の
目
覚
し
い
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
、
ソ
グ
ド
商
人
の
活
動
の
実
態
が
明
ら
か

と
な
っ
て
き
た
。
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
至
る
交
易
網
を
作
り
あ
げ
東
西
文
明
の
交

流
に
主
役
を
演
じ
た
イ
ラ
ン
系
ソ
グ
ド
人
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
ソ
グ
ド
人
は
、
独

自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
中
継
貿
易
を
展
開
し
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通
商
を
掌
握
し
て

い
た
の
だ
。 

 

幻
の
民
ソ
グ
ド
人
は
、
古
い
歴
史
を
持
っ
て
、
紀
元
前
七
世
紀
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ク

サ
ス(

ア
ム)

河
と
ヤ
ク
サ
ル
テ
ス(

シ
ル)

河
の
間
を
東
か
ら
西
に
流
れ
る
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
の

流
域
を
中
心
と
す
る
オ
ア
シ
ス
地
帯
に
住
ん
で
お
り
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
、
ブ
ハ
ラ
な
ど
を
中

心
の
交
易
都
市
と
し
て
築
い
て
、
イ
ラ
ン
系
の
言
語
を
話
す
民
族
で
あ
る
。
ソ
グ
ド
人
は
、

中
央
ア
ジ
ア
が
イ
ス
ラ
ム
化
す
る
以
前
、
十
世
紀
頃
ま
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
た
東
西

交
易
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
。 

古
代
に
バ
ク
ト
リ
ア
あ
る
い
は
ト
ハ
リ
ス
タ
ン
と
呼
ば
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
の
地
は
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
に
あ
り
、
東
の
中
国
文
明
と
西
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
地
中
海
文
明
、

そ
し
て
南
の
イ
ン
ド
文
明
が
出
会
う
民
族
の
十
字
路
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
中
央
ア
ジ
ア
古

代
の
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
住
民
は
、
イ
ラ
ン
系
の
民
族
で
、
す
で
に
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア

帝
国
の
時
代
か
ら
、
豊
か
な
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
川
流
域
で
農
業
や
牧
畜
に
従
事
し
、
オ
ア
シ
ス

都
市
群
を
擁
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
民
族
を
有
名
に
し
た

大
の
理
由
は
、
ソ
グ
デ
ィ

ア
ナ(

現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン)

の
交
通
、
貿
易
の
中
心
立
地
を
利
用
し
た
商

業
活
動
で
あ
っ
た
。
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
交
易
の
繁
栄

と
と
も
に
あ
っ
た
。
と
く
に
、
内
陸
ア
ジ
ア
の
国
際
商
人
と
し
て
中
国
と
西
ア
ジ
ア
の
東
西

を
結
び
、
イ
ン
ド
と
北
方
ア
ジ
ア
の
草
原
の
南
北
を
結
ぶ
東
・
北
方
へ
の
進
出
が
顕
著
で
、

中
国
へ
至
る
東
西
交
易
路
上
に
植
民
地
を
営
み
、
唐
代
の
長
安
に
も
多
数
の
ソ
グ
ド
人
が
居

住
し
て
い
た
。
ま
た
北
方
の
遊
牧
地
帯
で
も
活
躍
し
、
こ
こ
で
は
単
な
る
商
業
活
動
だ
け
で

な
く
、
イ
ラ
ン
系
の
先
進
文
明
を
代
表
す
る
一
種
の
政
治
的
・
文
化
的
な
国
家
顧
問
と
し
て

も
活
動
し
、
と
く
に
ウ
イ
グ
ル
帝
国
内
で
大
き
な
位
置
を
占
め
た
。
十
三
世
紀
に
ソ
グ
デ
ィ

ア
ナ
が
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
か
ら
、
ソ
グ
ド
人
は
他
の
諸
民
族
の
あ
い
だ
に
吸

収
さ
れ
消
滅
し
て
い
っ
た
。 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教(

中
国
で
は
「
祅
教
」「
拝
火
教
」
と
も
呼
ば
れ
る)

を
信
仰
し
て
い
た
が

の
ち
に
は
マ
ニ
教
も
取
り
入
れ
，
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
時
代
に
イ
ラ
ン
全
土
に
広
ま
り
、
サ
サ
ン

朝
の
時
に
ペ
ル
シ
ア
の
国
教
に
な
っ
た
。
ソ
グ
ド
の
地
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
で
も
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝

の
時
に
広
く
信
仰
さ
れ
た
。
正
統
流
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
圏
で
は
、
偶
像
崇
拝
を
認
め
て
い

な
い
が
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
で
は
在
地
性
や
外
来
信
仰
の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
、
規
律
に
縛
ら

れ
な
い
独
自
性
を
も
っ
て
い
て
、
商
業
活
動
を
通
し
て
育
ん
だ
国
際
性
豊
か
な
進
取
の
気
風

と
寛
容
さ
を
示
し
て
い
る
。
信
仰
儀
式
の
中
心
に
火
を
崇
め
る
拝
火
教
で
あ
る
。
そ
の
多
彩

な
レ
リ
ー
フ
や
形
態
の
オ
ッ
ス
ア
リ
に
ソ
グ
ド
人
の
死
生
観
と
死
後
世
界
へ
の
想
像
力
が
窺

え
る
。
こ
れ
ら
の
宗
教
の
伝
播
と
、
ソ
グ
ド
語
と
ソ
グ
ド
文
字
の
普
及
は
後
代
ま
で
内
陸
ア

ジ
ア
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ソ
グ
ド
人
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
交

易
の
精
華
に
な
っ
た
。 

こ
の
交
易
の
民
ソ
グ
ド
人
が
も
っ
と
も
繁
栄
し
た
の
は
、
五
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
こ
と
で

あ
る
。
考
古
学
上
の
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
見
る
と
、
当
時
の
ソ
グ
ド
商
人
や
貴
族
た
ち
の
民

館
は
、
壮
麗
な
壁
画
で
装
飾
さ
れ
て
い
た
。
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
ペ
ン
ジ
ケ
ン
ト
の
神
殿

に
は
多
く
の
神
像
が
祀
ら
れ
、
壁
画
に
は
仏
陀
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ナ
ナ
ー
神
、
ヒ
ン
ズ
ー

の
神
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
ペ
ン
ジ
ケ
ン
ト
遺
跡
の
貴
族
居
館
跡
か
ら
出
土
し
た
彩
色
壁
画

な
ど
の
資
料
か
ら
、
民
族
と
文
明
の
十
字
路
に
絢
爛
と
華
開
い
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
と
謎
の

民
族
ソ
グ
ド
人
の
文
化
を
概
観
し
、
中
央
ア
ジ
ア
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
悠

久
の
歴
史
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。
ペ
ン
ジ
ケ
ン
ト
の
民
館
跡
の
壁
画
に
代
表
さ
れ
る
彩
色
壁

画
に
は
、
東
の
中
国
、
西
の
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
ラ
ン
そ
し
て
南
の
イ
ン
ド
な
ど
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
の
様
々
な
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

２) 

ソ
グ
ド
人
関
係
の
石
棺
床
屏
風
を
め
ぐ
っ
て 

ま
た
一
方
、
ソ
グ
ド
人
関
係
と
仏
教
文
化
と
と
も
に
流
入
す
る
西
方
文
化
を
受
け
入
れ
、

そ
の
影
響
は
中
国
に
お
け
る
墓
室
内
に
も
一
部
の
石
棺
床
屏
風
か
ら
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
異
国
人
と
は
い
え
、
当
時
、
ペ
ル
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
の
い
わ
ゆ
る

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
股
に
か
け
て
活
動
し
た
人
物
の
突
然
の
出
現
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
現
在

ま
で
十
基
余
り
の
ソ
グ
ド
人
の
墓
か
ら
相
次
い
で
出
土
し
た
画
像
葬
具
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
形
式
は
大
き
く
次
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
殿
堂
型
石
槨
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
史
君
墓
、
虞
弘
墓
な
ど
の
も
の
が
代
表
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
矮
榻
型

石
棺
床
囲
屏
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
安
伽
墓
、
康
業
墓
な
ど
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
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こ
れ
ら
の
葬
具
の
画
像
技
法
か
ら
見
る
と
浮
彫
彩
色
と
線
刻
の
二
種
類
が
あ
る
。
被
葬
者
の

安
氏
と
い
い
史
氏
と
い
い
、
そ
し
て
康
氏
と
い
い
、
昭
武
九
姓
と
呼
ば
れ
る
ソ
グ
ド
人
の
姓

で
あ
り
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ(

現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン)

の
ブ
ハ

ラ(

安
国)

、
キ
ッ
シ
ュ(

史
国)

や
サ
マ
ル
カ
ン
ド(

康
国)

な
ど
を
本
籍
と
す
る
ソ
グ
ド
人
の
移

住
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
政
治
的
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
少
な
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
を
往
来
し

た
。
中
国
に
定
住
し
、
そ
こ
で
生
を
終
え
た
ソ
グ
ド
人
の
中
で
高
位
の
者
は
、
彼
ら
の
生
前

の
記
憶
と
死
後
の
願
い
を
刻
ん
だ
石
棺
床
や
石
の
棺
に
葬
ら
れ
た
。 

①
ギ
メ
美
術
館
な
ど
の
海
外
の
作
品 

現
在
欧
米
に
収
蔵
さ
れ
る
石
棺
床
双
闕
や
石
棺
床
囲
屏
が
そ
れ
で
あ
る
。
ケ
ル
ン
東
ア
ジ

ア
美
術
館
の
双
闕
も
石
棺
床
の
闕
で
あ
り
、
表
面
に
は
連
珠
文
の
服
を
ま
と
っ
た
胡
人
風
の

侍
衛
た
ち
が
浮
彫
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
フ
リ
ア∙

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
石
棺
床
に
は
、
中
に
奏
楽
の

西
方
人
を
表
し
た
メ
ダ
イ
ヨ
ン
の
帯
、
ペ
ル
シ
ア
風
の
冠
や
胡
服
を
つ
け
た
天
王
像
が
見
ら

れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
、
ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
１
面
の
ソ
グ
ド
人

新
年
祭
図
は
伝
中
国
河
南
省
安
陽
近
郊
古
墓
か
ら
出
土
し
た
北
斉(

六
世
紀
中
頃)

の
石
灰
岩

質
石
棺
床
囲
屏( F

ig.

Ⅳ-18)

で
あ
る
。
高
さ50.0

、
幅90.0cm
で
あ
る
。
こ
の
画
像
石
囲
屏

は
騎
馬
、
奏
楽
、
宴
飲
な
ど
の
場
面
が
刻
出
さ
れ
て
、
人
物
の
服
装
か
ら
判
断
す
る
と
、
ソ

グ
ド
の
王
を
中
心
と
す
る
新
年
の
祝
い
の
光
景
を
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
材
質
や
技

法
な
ど
か
ら
中
国
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
ソ
グ
ド
人
の
習
俗
を
知
る
う
え
で

参
考
と
な
る

も
古
い
史
料
の
一
つ
で
、
当
時
の
東
西
交
流
を
示
唆
す
る
貴
重
な
遺
例
と
い

え
る
。
西
安
の
史
君
墓
石
槨
の
画
面
内
容
に
よ
っ
て
、
こ
の
画
像
石
囲
屏
は
石
槨
あ
る
い
は

石
棺
床
囲
屏
の
中
間
部
分
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

い
ま
そ
れ
ら
を
数
例
取
り
上
げ
る
と
、
ケ
ル
ン
東
ア
ジ
ア
美
術
館
の
石
棺
床
双
闕
は
、
子

闕
を
も
っ
た
丈
の
高
い
闕
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
城
壁
が
表
さ
れ
、
こ
こ
を
入
口
と
し
て
内

部
の
石
棺
床
上
の
霊
座
が
城
内
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
闕
の
表
面
に
は
建
物
の

構
造
だ
け
で
な
く
、
こ
の
門
を
防
衛
す
る
門
衛
の
部
隊
が
浮
彫
さ
れ
、
そ
こ
に
西
方
の
胡
人

が
登
場
す
る
。
サ
ー
ベ
ル
状
の
剣
を
腰
に
斜
め
に
吊
し
、
連
珠
文
を
帯
状
に
縁
取
り
し
た
軍

服
を
つ
け
た
兵
士
た
ち
で
あ
る
。
闕
の
上
層
部
に
は
中
国
に
伝
統
的
な
畏
獣
も
表
さ
れ
、
こ

れ
ら
が
混
じ
り
合
っ
て
不
思
議
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
単
に
当
時
の
中
国
人
の
西

方
趣
味
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
中
国
に
入
っ
て
き
た
西
方
人
の
墓
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 

ま
た
フ
リ
ア∙

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
石
棺
床
は
、
さ
ら
に
細
緻
で
大
胆
な
装
飾
が
施
さ
れ
る
。
中

央
に
香
炉
と
そ
の
両
側
で
蓮
華
座
に
載
っ
て
合
掌
供
養
す
る
菩
薩
を
表
し
、
両
端
に
は
戟
を

手
に
し
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
式
の
冠
を
つ
け
た
天
王
像
を
表
し
、
あ
い
だ
の
二
つ
の
格
挟
間

に
は
八
角
柱
風
の
束
柱
を
中
に
、
両
側
に
宝
珠
を
捧
げ
る
菩
薩
を
配
し
て
い
る
。
ま
た
格
挟

間
の
上
に
は
計
８
個
の
区
画
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
円
形
の
メ
ダ
イ
ヨ
ン
を
作
り
、
内
に
奏
楽

の
人
物
を
表
し
て
い
る
。
あ
ま
り
に
も
西
方
風
の
意
匠
が
氾
濫
し
て
い
る
が
、
天
王
像
と
い

い
菩
薩
像
と
い
い
、
い
ず
れ
も
頭
光
を
つ
け
、
ま
っ
た
く
の
仏
教
像
で
あ
る
の
は
注
目
さ
れ

る
。
中
国
で
は
墓
の
中
に
仏
教
が
入
り
込
む
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
極

力
抑
制
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
上
半
身
裸
の
菩
薩
像
や
八
角
柱
風
の
束
柱
な
ど
、

北
響
堂
山
石
窟
の
北
斉
の
北
洞
や
中
洞
と
共
通
す
る
の
は
、
お
の
ず
か
ら
そ
の
時
代
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
時
代
の
大
胆
な
意
匠
に
は
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ

る
①

。 

こ
れ
ら
の
出
土
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
東
省
青
州
市
の
北
斉
石
室
墓
で
は
、
石
板
に
隊

商
な
ど
胡
人
の
風
俗
を
描
い
た
線
刻
画
像
が
発
見
さ
れ
、
山
西
省
太
原
市
の
隋
代
の
虞
弘
墓

で
は
、
騎
馬
の
胡
人
な
ど
を
浮
彫
し
た
石
槨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
近
年
中
国
、
し
か
も
河

西
で
は
な
く
甘
粛
省
の
東
南
、
陝
西
省
の
西
安
、
山
西
省
の
太
原
、
河
南
省
の
洛
陽
、
安
陽

な
ど
の
い
わ
ば
内
地
で
、
六~

七
世
紀
の
ソ
グ
ド
人
の
豪
族
の
墓
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
甘
粛
省
天
水
市
石
棺
床
屏
風
墓
、
陝
西
省
西
安
市
康
業
墓(

五
七
一)

、
安
伽
墓(

五

七
九)

、
史
君
墓(

五
八
〇)

、
日
本M

IH
O

美
術
館
蔵
石
棺
床
屏
風
（
伝
中
国
北
方
山
西
省
出

土
）
な
ど
ソ
グ
ド
人
関
係
の
墳
墓
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
発
見
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
出
土

し
た
新
し
い
資
料
に
よ
っ
て
、
概
し
て
い
え
ば
畏
獣
や
門
衛
な
ど
墓
の
守
護
を
目
的
と
し
た

伝
統
的
な
文
様
、
図
案
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
北
朝
晩
期
に
入
る
と
西
方
か
ら
の
新
し
い

意
匠
が
盛
ん
に
石
棺
床
囲
屏
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ソ
グ
ド
人
関
係
の
絵
画
の
様
相
と
風
俗
が
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。 

②
傅
家
村
の
北
斉
線
刻
画
像 

ま
ず
、
一
九
七
一
年
に
山
東
省
青
州
市
傅
家
村
の
北
斉
墓
で
発
見
さ
れ
た
全
９
点
の
石
刻

で
あ
る
。
墓
は
盗
掘
を
う
け
、
僅
か
に
残
っ
た
墓
誌
の
断
片
か
ら
武
平
四
年
（
五
七
三
）
の
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埋
葬
が
知
れ
た
だ
け
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
石
刻
が
墓
室
内
で
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て

い
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
板
に
線
刻
さ
れ
た
画
像
は
、M

IH
O

 M
U

S
E

U
M

 

な

ど
同
時
代
の
石
棺
床
屏
風
や
太
原
出
土
の
虞
弘
墓
石
槨
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
石
榻

囲
屏
も
し
く
は
石
槨
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
う
ち
２
点
は
商
談
図
と
商
旅

駝
運
図( F

ig.

Ⅳ-19)
で
あ
る
。
ま
ず
商
談
図
（
拓
本
）
は
、
頭
に
折
上
巾
を
つ
け
た
墓
主
と
思

わ
れ
る
人
物
が
、
筌
蹄
に
坐
し
て
左
手
に
杯
を
持
ち
、
対
飲
し
な
が
ら
前
に
立
つ
胡
人
と
商

談
す
る
光
景
が
描
か
れ
、
髪
の
毛
が
カ
ー
ル
し
た
胡
人
は
胡
服
独
特
の
派
手
な
飾
り
の
服
を

着
、
腰
を
か
が
め
て
相
手
の
機
嫌
を
う
か
が
う
か
の
よ
う
で
あ
り
、
奥
に
控
え
た
人
物
が
も

つ
珊
瑚
は
献
上
品
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
お
そ
ら
く
ソ
グ
ド
商
人
と
し
て
の
姿
で
あ
ろ
う
。

上
方
に
飛
ぶ
首
に
綬
帯
を
つ
け
た
鳥
も
、
虞
弘
墓
石
椁
な
ど
ソ
グ
ド
系
画
像
に
共
通
す
る
モ

チ
ー
フ
で
あ
る
①

。 
 

ま
た
そ
の
証
拠
に
別
の
一
点
の
商
旅
駝
運
図
に
は
、
胡
人
が
一
瘤
駱
駝
と
鞍
付
き
の
駿
馬

を
牽
く
と
こ
ろ
を
描
き
、
駱
駝
の
背
に
は
折
り
畳
ん
だ
絹
織
物
や
大
き
な
壺
が
積
ま
れ
て
い

る
。
ま
さ
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
を
交
易
品
を
運
ん
で
行
く
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

に
二
つ
の
石
刻
画
像
は
胡
人
や
駱
駝
が
登
場
し
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い

る
が
、
虞
弘
墓
や
他
の
ソ
グ
ド
系
の
墓
と
の
違
い
は
、
墓
主
が
明
ら
か
に
漢
人
に
近
い
人
物

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
の
図
で
は
墓
主
が
鮮
卑
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
北
斉

の
統
治
階
級
の
鮮
卑
人
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 

ソ
グ
ド
商
人
と
交
渉
の
あ
っ
た
人
物
が
東
方
の
山
東
青
州
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
は
驚

き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
斉
時
期
西
域
焉
耆
胡
人
龍
潤
、
龍
康
基
の
墓
誌
②

に
も
ソ
グ
ド
人

の
関
係
内
容
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
同
じ
青
州
の
龍
興
寺
遺
址
窖
蔵
か
ら
大
量
の
石

仏
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
北
斉
造
像
に
み
ら
れ
る
斬
新
な
イ
ン
ド∙

グ
プ
タ
様
式
を
、
当
時
誰

が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
青
州
に
伝
え
た
か
を
考
え
る
う
え
で
も
興
味
深
い
資
料
と
い
え
る
③

。 

                                        

         

 

①

姜
伯
勤「
青
州
傅
家
北
斉
画
像
石
ケ
ン
教
図
像
的
象
徴
意
義
」ｐ169-188

中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中
心(

編)

『
芸
術
史
研
究
』
５
、
中
山
大
学
出
版
社
（2003/12

）．   

②

龍
潤
の
墓
誌
は
一
九
八
四
年
に
太
原
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
栄
新
江
「
隋
及
唐
初
并
州
的
薩
宝
府
与
粟
特
聚
落
」

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
四
期
、
ｐ86~87

頁
；
龍
康
基
の
墓
誌
は
山
東
青
州
か
ら
発
見
さ
れ
た
、『
山
東
臨

朐
崔
芬
壁
画
墓
』
鄭
岩
氏
の
論
文
を
参
照
す
る
。
ま
た
、
鄭
岩
「
青
州
北
斉
画
像
石
与
入
華
粟
特
人
美
術
―

虞
弘
墓
等
考
古
新
発
見
的
啓
示
」、
巫
鴻
主
編
『
漢
唐
之
間
文
化
芸
術
的
互
動
与
交
融
』
文
物
出
版
社
、
二
〇

〇
一
年
。  

③

中
国
歴
史
博
物
館
等
編
『
山
東
青
州
龍
興
寺
出
土
仏
教
石
刻
造
像
精
品
』
一
九
九
九
年
。  

③
康
業
墓
の
線
刻
の
石
棺
床
屏
風 

二
〇
〇
四
年
四
月
に
、
西
安
市
文
物
保
護
考
古
研
究
所
は
西
安
市
北
郊
城
炕
底
村
の
北
西

で
北
周
の
康
業
墓
を
発
見
し
た
。
出
土
品
の
石
榻
囲
屏
は
十
枚
の
石
板
の
内
側
面
に
十
分
に

優
美
な
線
刻
画
像
を
刻
ん
で
い
る( F

ig.

Ⅳ-20)

。
画
面
局
部
は
貼
金
を
施
し
て
、
こ
れ
は
中
国

国
内
で
見
つ
か
っ
た
唯
一
の
線
刻
し
た
美
し
い
墓
主
人
生
活
場
面
の
粟
特
人
の
囲
屏
石
榻
で

あ
る
④

。  

こ
の
墓
か
ら
出
土
し
た
墓
誌
に
よ
っ
て
墓
主
人
の
康
業
は
、
字
元
基
、
康
国
後
裔
、
北
周

天
和
六
年(

五
七
一)

に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
康
国
」
は
漢
魏
隋
唐
時
期
の
昭
武
九

姓
の
胡
国
の
一
つ
で
、
粟
特
が
全
土
に
主
導
的
地
位
の
と
き
で
あ
る
。
墓
主
の
遺
骨
が
ま
だ

残
っ
て
い
る
。
囲
屏
石
榻
は
漢
民
族
の
座
席
の
具
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
骨
を
埋
め
る

こ
と
は
北
朝
時
期
に
中
国
で
居
住
す
る
粟
特
人
特
有
の
葬
風
俗
で
あ
ろ
う
。
以
前
に
見
つ
か

る
粟
特
人
古
墳
か
ら
出
土
し
た
囲
榻
或
石
槨
は
浮
彫
の
芸
術
形
式
で
画
像
を
表
現
し
て
い
る

が
、
康
業
墓
の
場
合
は
、
細
く
線
刻
画
像
の
美
し
い
形
式
を
採
用
す
る
。
康
業
墓
の
囲
屏
石

榻
の
山
水
画
は
、
た
だ
構
図
上
人
物
の
背
景
を
充
分
に
表
現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
山
水
画

が
芽
生
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
そ
の
過
程
の
重
要
な
一
環
を
担
っ
て
い
る
。 

④
安
伽
墓
の
囲
屏
石
榻 

安
伽
墓
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
西
安
市
北
郊
で
発
見
さ
れ
た
北
周
大
象
元
年(

五
七
九)

の
墓

で
あ
る
⑤

。
こ
の
墓
の
出
土
品
で

も
注
目
さ
れ
る
の
は
石
棺
床
屏
風( F

ig.

Ⅳ-21)

で
、
文
字

通
り
棺
を
置
く
石
製
の
台
の
上
に
丈
の
低
い
屏
風
が
設
置
さ
れ
、
コ
の
字
形
に
取
り
囲
む
よ

う
に
奥
と
左
右
の
三
方
に
配
さ
れ
て
い
た
。
屏
風
は
奥
が
六
面(

扇)

、
左
右
が
各
三
面
、
計

十
二
面
か
ら
成
り
、
各
面
は
浮
彫
し
た
う
え
に
極
彩
色
と
貼
金
を
ほ
ど
こ
し
、
お
の
お
の
独

立
し
た
画
像
を
成
し
て
い
た
。
内
容
は
、
ラ
イ
オ
ン
、
猪
、
兔
な
ど
を
馬
上
か
ら
射
る
狩
猟
、

琵
琶
や
箜
篌(

ハ
ー
プ)

な
ど
の
演
奏
や
腰
を
く
ね
ら
せ
て
踊
る
胡
騰
舞
を
鑑
賞
し
な
が
ら
対

飲
す
る
宴
楽
、
牛
車
や
騎
馬
の
出
行
の
図
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
。
登
場
人
物
は
明
ら
か
に

漢
人
で
は
な
く
西
方
や
北
方
の
胡
人
で
あ
り
、
帽
子
を
か
ぶ
り
墓
主
と
思
わ
れ
る
人
物
は
ソ

グ
ド
人
、
長
髪
を
垂
ら
し
た
人
物
は
突
厥
人
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
ソ
グ
ド
人
の
生
活

の
情
景
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
出
行
の
図
は
ま
た
、
墓
室
の
装
飾
と
関
連
し
て
葬
送
の

場
面
と
受
け
取
れ
な
く
も
な
い
。
ま
た
こ
の
囲
屏
の
画
像
に
は
山
水
、
樹
石
な
ど
風
景
の
描

                                        

         

 

④

前
掲
論
文
。 

⑤

前
掲
諸
文
；
韓
偉
「
北
周
安
伽
墓
囲
屏
石
榻
之
相
関
問
題
浅
見
」『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
。 
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写
も
貴
重
な
図
像
で
あ
る
。
台
座
の
部
分
に
は
、
床
の
前
、
左
右
の
縁
に
三
十
三
幅
の
動
物

頭
像
が
描
か
れ
て
、
七
条
の
足
の
正
面
に
十
一
幅
の
獣
頭
人
身
の
線
刻
画
像
が
施
さ
れ
て
い

る
。 ま

た
墓
の
石
門
の
上
の
門
額
に
興
味
深
い
図
が
浮
彫
濃
彩
で
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
珍
し

い
図
像
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
祭
祀
の
光
景
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
絵
柄
に
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
文
化
や
西
域
の
イ
ス
ラ
ム
以
前
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
影
響
が
窺
わ
れ
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
囲
屏
に
右
側
面
の
真
ん
中
一
扇
の
右
下
角
に
多
曲
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
図
面
か
ら
見
る
と
四
扇
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
図
柄
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
衝

立
屏
風
の
内
側
に
は
厨
房
の
様
子
、
外
側
に
は
舞
楽
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅳ-22)

。 

⑤
史
君
墓
の
石
槨 

そ
し
て
二
〇
〇
三
年
に
み
つ
か
っ
た
史
君
墓
の
出
土
例
を
見
て
い
き
た
い
。こ
の
墓
に
は
、

残
っ
て
い
る
墓
誌
に
よ
っ
て
、
涼
州(

す
な
わ
ち
中
国
甘
粛
省
の
武
威)

の
薩
宝
の
史
君
と
妻

は
北
周
の
大
象
二
年(

五
八
〇)

正
月
に
合
葬
さ
れ
た
。
遺
体
を
お
さ
め
る
た
め
の
石
製
の
小

さ
な
家
の
形
を
し
た
石
槨
の
外
側
に
は
、
レ
リ
ー
フ
、
彩
絵
、
貼
金
が
施
さ
れ
て
い
る
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
の
図
像
が
あ
る( F

ig.

Ⅳ-23)

。
南
に
開
け
た
玄
関
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
火
を
汚

さ
れ
な
い
た
め
の
マ
ス
ク
を
し
た
祅
教
の
祭
官
と
鎮
墓
の
天
像
が
見
え
る
。
残
り
三
面
の
レ

リ
ー
フ
は
西
面
か
ら
時
計
回
り
に
展
開
し
、
被
葬
者
の
生
前
か
ら
死
後
を
表
現
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
左
右
と
奥
の
外
壁
十
枚
に
は
、
墓
主
夫
婦
の
宴
楽
、
出
行
な
ど
の
生
活
の
情

景
だ
け
で
な
く
、
神
話
、
喪
葬
儀
礼
な
ど
を
細
か
く
描
い
て
い
る
。

後
の
場
面
は
東
面
で
、

死
後
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。
下
方
で
は
夫
婦
が
橋
を
渡
り
、
上
方
で
は
空
中
を
飛
翔
す
る
姿
が

描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
終
末
論
で
有
名
な
、
死
後
に
、
生
前
の
行
為

に
基
づ
い
て
天
国
に
行
く
か
地
獄
に
堕
ち
る
か
が
判
決
さ
れ
る
チ
ン
ワ
ト
橋(

検
別
の
橋)
を

渡
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
無
事
に
渡
り
終
え
た
夫
婦
は
女
神

に
出
迎
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
天
国
へ
と
飛
翔
し
て
い
く
様
子
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
宗

教
観
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
槨
と
石
門
の
浮
彫
画
像
は
祅
教
、
仏
教
、
伝
統

的
な
漢
文
化
の
影
響
を
受
け
さ
れ
て
い
る
①

。 
                                        

         

 

①

楊
軍
凱
「
北
周
史
君
墓
石
槨
東
壁
浮
彫
図
像
初
探
」，
ｐ189-198. 

中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中
心(

編)

『
芸

術
史
研
究
』
５
、
中
山
大
学
出
版
社
（2003/12

）；
吉
田
豊
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
ソ
グ
ド
人
の
宗
教
に
つ
い

て
」
第
五
回
「
奈
良
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
語
り
部
た
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム 

な
ら∙

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
記
念
国
際

⑥
虞
弘
墓
の
石
槨 

隋
開
皇
十
二
年
（
五
九
二
）
白
玉
製
棺
槨( F

ig.

Ⅳ-24)

。
世
界
中
の
中
国
美
術
史
家
が
注
目

す
る
文
物
が
、
一
九
九
九
年
九
月
、
山
西
省
の
太
原
市
南
郊
に
お
い
て
、
虞
弘
墓
で
衝
撃
的

に
発
見
さ
れ
た
。
高217.0cm

、
太
原
市
晋
源
区
文
物
管
理
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
地
下
に
据
え
ら
れ
た
亡
骸
を
お
さ
め
る
家
形
の
棺
槨
で
漢
白
玉
と
い
う
大
理
石
に
も
似

た
石
で
作
ら
れ
、
史
君
墓
と
同
じ
間
口
三
間
の
木
造
殿
堂
建
築
を
模
す
。
こ
の
棺
槨
に
葬
ら

れ
て
い
た
墓
主
の
虞
弘
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
魚
国
の
出
身
で
、
父
の
代
に
若
く
し
て
茹
茹
国

(

柔
然)

に
仕
え
て
ペ
ル
シ
ャ
、
吐
谷
渾
（
青
海
）、
月
氏
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）
な
ど
に
隊
商

と
し
て
赴
い
た
。
そ
の
後
、
中
国
王
朝
の
北
斉
に
出
使
し
、
北
斉
、
北
周
、
隋
で
官
職
を
歴

任
し
、
北
周
で
は
ソ
グ
ド
人
を
統
括
す
る
「
検
校
薩
保
府
」
の
要
職
に
も
就
い
て
い
た
。
隋

代
に
没
し
た
。
彼
自
身
が
ソ
グ
ド
人
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
石
槨
の
内
外
側
面
に
刻

ま
れ
た
レ
リ
ー
フ
は
明
ら
か
に
中
央
ア
ジ
ア
風
情
の
ソ
グ
ド
系
と
い
う
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

図
像
で
あ
る
。
狩
猟
や
宴
楽
な
ど
様
々
な
場
面
が
見
事
に
彫
り
だ
さ
れ
る
。
特
に
ソ
グ
ド
人

が
信
仰
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
関
わ
る
儀
式
の
様
子
と
図
像
も
表
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
風
俗
を
う
つ
す
一
大
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
っ
た
。 

 

画
像
は
三
部
に
分
か
れ
、
正
面
外
壁
、
左
右
と
奥
の
内
壁
に
描
か
れ
た
九
点
の
浮
彫
彩
色

画
像
、
左
右
と
奥
の
外
壁
に
描
か
れ
た
七
点
の
彩
色
画
像
、
台
座
側
面
に
描
か
れ
た
二
十
九

点
の
浮
彫
彩
色
画
像
が
あ
る
②

。
注
目
す
べ
き
は
九
点
の
浮
彫
彩
色
画
像
で
、
墓
主
夫
婦
が

胡
旋
舞
な
ど
舞
楽
③

を
楽
し
み
な
が
ら
天
国
で
の
饗
宴
場
面
を
中
心
に
様
々
な
国
の
王
侯
が

駱
駝
や
象
に
乗
っ
て
狩
猟
す
る
有
様
、
宴
飲
す
る
光
景( F

ig.

Ⅳ-25)

、
葡
萄
酒
造
り
な
ど
の
場

面
を
刻
み
、
前
面
左
右
に
は
日
月
冠
を
か
ぶ
っ
た
貴
人
の
騎
馬
出
行
と
主
の
い
な
い
馬
を

人
々
が
囲
む
光
景
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
拝
火
教
の
死
後
の
審
判
を
司
る
ミ
ト
ラ
神
と

ミ
ト
ラ
の
馬
と
も
考
え
ら
れ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ラ
ン
系
民
族
や
北
方
の
突
厥
民
族
な
ど

の
風
俗
と
同
時
に
、
中
国
国
内
の
ソ
グ
ド
人
な
ど
の
実
態
を
知
る
珍
し
い
も
の
で
、
台
座
正

面
の
浮
彫
画
像
に
は
一
対
の
人
首
鳥
身
の
天
の
神
官
祭
司
が
拝
火
壇
の
前
で
行
う
ゾ
ロ
ア
ス

                                        

                                        

                                        

 

交
流
財
団
編
集
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
。 

②

張
慶
捷
「
虞
弘
墓
石
槨
図
像
整
理
散
記
」，
ｐ199-222

．
中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中
心(

編)

『
芸
術
史
研
究
』

５
、
中
山
大
学
出
版
社
（2003/12

）  

③

陳
海
濤
「
胡
旋
舞
、
胡
騰
舞
与
柘
枝
舞
―
対
安
伽
墓
与
虞
弘
墓
中
舞
踏
帰
属
的
浅
析
」『
考
古
与
文
物
』
二

〇
〇
三
年
第
三
期
。
安
伽
墓
の
三
幅
は
胡
騰
舞
で
、
虞
弘
墓
の
石
槨
の
浮
彫
は
胡
旋
舞
で
、
槨
後
の
絵
画
は

柘
枝
舞
で
あ
る
。  
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タ
ー
教(

祅
教)

の
儀
式
の
光
景
も
描
か
れ
て
い
た
①

。
ま
た
石
槨
の
囲
屏
の
背
面
（
左
右
後
の

三
面
）
と
台
座
の
内
外
部
の
正
面
に
は
彩
色
壁
画
が
描
か
れ
て
い
て
、
画
面
内
容
は
、
ソ
グ

ド
系
の
侍
者
、
拝
火
教
の
儀
式
の
光
景
、
柘
枝
舞
な
ど
で
あ
る
。
近
年
世
界
的
に
盛
ん
な
ソ

グ
ド
人
研
究
の
き
っ
か
け
を
な
し
、
そ
の
後
、
北
周
の
安
伽
墓
、
史
君
墓
、
康
業
墓
な
ど
か

ら
ソ
グ
ド
人
の
石
棺
床
屏
風
、
石
槨
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
。M

IH
O

 M
U

S
E

U
M

所
蔵

の
石
棺
床
屏
風
も
こ
の
一
種
で
あ
る
。
墓
主
夫
婦
の
饗
宴
場
面
はM

IH
O

 M
U

S
E

U
M

所

蔵
の
石
棺
床
屏
風
や
山
東
嘉
祥
徐
敏
行
墓
壁
画
な
ど
の
画
面
内
容
と
よ
く
似
て
い
る
②

。
こ

う
い
う
墓
主
宴
楽
場
面
の
構
図
様
式
は
前
漢
時
代
の
西
安
楽
遊
原
墓
な
ど
か
ら
、
前
述
の
南

北
朝
時
代
の
も
の
を
架
け
橋
と
し
て
、
安
西
楡
林
窟
第
25
窟
主
室
南
壁
に
描
か
れ
た
中
唐
の

観
無
量
寿
経
変
の
舞
楽
図
な
ど
へ
の
発
展
の
軌
跡
が
よ
く
見
ら
れ
る
。 

⑦M
IH

O
 M

U
S

E
U

M

所
蔵
の
石
棺
床
屏
風 

M
IH

O
 M

U
S

E
U

M

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
石
棺
床
屏
風
は
大
理
石
に
浮
彫
彩
色
す
る
十

一
枚
の
石
板
と
二
枚
の
石
製
門
闕
で
構
成
さ
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅳ-26)

。
北
周
（
五
五
七-

五
八

一
）
時
期
あ
る
い
は
六
世
紀
後
半
の
も
の
と
想
定
し
た
。
ま
た
こ
の
石
棺
床
屏
風
の
台
座
は

私
人
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
板
と
石
製
門
闕
は
玄
室
で
遺
体
を
葬
る
石
棺
床
の

上
に
立
て
た
屏
風
型
の
囲
い
で
あ
り
、
石
板
裏
や
側
面
、
門
闕
前
面
に
残
る
金
具
の
様
子
か

ら
こ
れ
ら
の
組
合
せ
が
再
現
で
き
る
。
石
板
の
浮
彫
は
、
ソ
グ
ド
人
と
思
わ
れ
る
墓
主
の
生

前
関
係
し
た
人
々
、
隊
商
、
墓
主
夫
妻
の
宴
、
葬
儀
、
嗣
子
に
よ
る
葬
宴
、
葬
儀
に
向
か
う

人
々
、中
央
ア
ジ
ア
の
女
神
ナ
ナ
な
ど
の
描
写
と
解
釈
さ
れ
る
。ナ
ナ
は
西
ア
ジ
ア
由
来
で
、

中
央
ア
ジ
ア
の
拝
火
教(

祅
教)

に
取
り
入
れ
ら
れ
葬
祭
に
深
く
関
係
す
る
女
神
で
あ
る
が
、

イ
ン
ド
の
パ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
テ
イ
女
神
の
姿
を
借
り
て
獅
子
座
に
坐
り
四
臂
で
日
月
を
上
に
捧

げ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
エ
フ
タ
ル
人
、
中
央
ア
ジ
ア
人
、
突
厥
人
が
そ
の
風
俗
に
よ
っ
て
描

き
分
け
ら
れ
、
葬
儀
の
場
面
で
は
死
者
を
悼
ん
で
顔
を
切
る
風
習
、
祭
火
壇
の
前
に
立
つ
祅

教
の
神
官
や
死
者
の
魂
が
渡
る
チ
ン
ワ
ト
の
橋
と
そ
れ
を
守
る
犬
な
ど
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。

チ
ン
ワ
ト
の
橋
は
審
判
の
橋
で
、
二
〇
〇
三
年
西
安
で
発
掘
さ
れ
た
同
時
代
史
君
墓
の
石
槨

に
は
そ
の
全
容
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
石
棺
床
の
屏
風
に
は
チ
ン
ワ
ト
の
橋
を
伴
う
拝
火

教
の
葬
儀
の
場
面
と
天
国
で
の
宴
の
場
面
を
中
心
と
し
て
、
ソ
グ
ド
、
バ
ク
ト
リ
ア
、
チ
ュ

                                        

         

 

①

姜
伯
勤「
隋
検
校
薩
宝
虞
弘
墓
顯
教
画
像
石
図
像
的
再
探
討
」ｐ183-198

中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中
心(

編)

『
芸
術
史
研
究
』
４
、
中
山
大
学
出
版
社
（2002/12

）．  
 

② 

前
掲
鄭
岩
氏
の
論
文
を
参
照
す
る
。 

ル
ク
、
エ
フ
タ
ル
、
中
国
な
ど
の
人
々
の
姿
が
刻
ま
れ
、
門
闕
に
は
鮮
卑
の
兵
士
と
馬
が
刻

ま
れ
、
こ
の
棺
床
の
門
衛
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
女
神
ナ
ナ
が
右
側
面
に
姿
を
現
し
て
い

る
が
、
こ
こ
に
墓
主
の
頭
部
が
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
屏
風
を
伴
う
石
棺
床
の
原
型
は
す

で
に
五
世
紀
末
期
の
北
魏
司
馬
金
龍
墓
に
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
葬
制
が
火
水
土
を
神
聖
で

穢
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
、
祅
教
を
奉
じ
る
ソ
グ
ド
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
前
世
紀
終
盤
以
降
類
例
の
発
掘
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
共
通
性
と
と
も
に

多
様
な
相
違
も
見
ら
れ
、
施
主
で
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
人
の
精
神
世
界
や
習
俗
と
と
も
に
、
中

国
の
石
工
が
そ
の
表
現
に
取
り
組
ん
だ
苦
闘
の
あ
と
も
窺
わ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
③

。 

⑧
天
水
市
石
馬
坪
の
石
棺
床
屏
風 

 

一
九
八
二
年
六
月
に
甘
粛
省
天
水
市
石
馬
坪
の
隋
末
唐
初
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
１
基
の

石
棺
床
屏
風
は
東
ア
ジ
ア
地
域
で
屏
風
形
式
の
日
月
山
水
屏
風
の
初
期
作
例
が
示
唆
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
石
棺
床
と
石
造
三
面
屏
風
は
淡
茶
色
砂
頁
岩
の
板
で
作
ら
れ
て
お
り
、
全
体
の

寸
法
は
、
高
さ123.cm

、
幅218.0cm

、
奥
行115.0cm

で
、
画
像
を
有
す
る
石
板
十
七

面
と
素
面
の
石
板
八
面
の
合
計
二
十
五
の
石
板
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
石
棺
床
の
台
座

前
部
両
端
に
は
、
二
頭
の
石
造
の
獅
子
が
い
る
。
石
棺
床
正
面
に
は
二
段
の
浮
彫
が
施
さ
れ

て
お
り
、
側
面
縁
に
は
忍
冬
文
様
が
彫
ら
れ
て
い
る
④( F

ig.

Ⅳ-27)

。 
 

石
棺
床
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
石
造
の
屏
風
は
、
十
一
面
の
石
板
が
、
石
棺
床
を
三
方

か
ら
「
コ
」
の
字
型
に
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
各
扇
の
大
き
さ
は
、
縦87

、

横30~46cm

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
浮
彫
は
、
白
の
下
塗
り
の
上
に
朱
や
黄
色
、
緑
青
が

                                        

         

 

③

ボ
リ
ス∙I.

マ
ル
シ
ャ
ク
「 M

IH
O

 M
U

S
E

U
M

の
棺
床
屏
風
と
六
世
紀
後
半
の
中
国∙

ソ
グ
ド
芸
術
」

『M
IH

O
 M

U
SE

U
M

研
究
紀
要
』
第
４
号
二
〇
〇
四
年
；A

nnette L
. Juliano and Judith A

. 

lerner,”C
ultural 

C
rossroad:C

entral 
A

sian 
and 

C
hinese 

E
ntertainers 

on 
the 

M
iho 

funerary C
ouch”,O

rientations O
ctober,1997,pp.72-78. A

nnette L
. Juliano and Judith A

. 

lerner,”T
he M

iho C
ouch R

evisited in L
ight of recent D

iscoveries’ ,O
rientations vol.32 

no.8,2001.

栄
新
江
「M

iho

美
術
館
粟
特
石
棺
屏
風
的
図
像
及
其
組
合
」，
ｐ199-221

．
中
山
大
学
芸
術
学

研
究
中
心(
編)
『
芸
術
史
研
究
』
４
、
中
山
大
学
出
版
社
（2002/12

） 

④

詳
し
く
図
像
の
意
味
は
下
記
の
論
文
を
参
照
す
る
。
姜
伯
勤
「
天
水
隋
石
屏
風
墓
胡
人”

酒
如
繩”

祆
祭
畫
像

石
圖
像
研
究
」『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
三
年
第
一
期
，13-21

頁
；
周
銀
霞
、
李
永
平
「
天
水
出
土
囲
屏
石
榻

及
相
関
問
題
」『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
三
年
第
二
期
；
李
永
平
、
周
銀
霞
「
囲
屏
石
榻
的
源
流
和
北
魏
墓
葬
中

的
祅
教
習
俗
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
五
期
。 
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塗
ら
れ
、
さ
ら
に
、
金
箔
が
施
さ
れ
て
い
る
。
各
扇
は
、
朱
色
の
縁
が
、
さ
ら
に
金
で
細
く

縁
取
り
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
浮
彫
に
な
っ
て
い
る
箇
所
に
は
金
箔
、
平
面
の
部
分
に
は

朱
色
が
塗
ら
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅳ-28)

。 
 

こ
の
石
造
屏
風
に
描
か
れ
た
図
様
の
モ
チ
ー
フ
は
六
世
紀
末
、
七
世
紀
初
頭
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
周
辺
①

や
長
安
で
流
行
し
た
世
俗
的
な
も
の
と
宗
教
的
な
も
の
を
混
合
す
る
考
え
方

を
反
映
し
て
、
さ
ら
に
ソ
グ
ド
人
の
風
俗
を
融
合
し
た
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
各
扇
の
画
像

主
題
は
墓
主
の
生
前
の
生
活
の
有
様
、
狩
猟
、
宴
飲
、
出
行
な
ど
の
場
面
を
精
細
に
描
い
て

お
り
、
文
字
通
り
、
被
葬
者
の
生
活
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
れ
ら
の
大
多
数
絵

は
、
よ
り
大
き
な
自
然
界
の
山
水
樹
石
な
ど
の
姿
を
表
現
し
て
、
前
景
に
低
い
土
坡
の
よ
う

な
形
、
遠
景
に
山
々
と
雲
を
配
し
た
風
景
を
人
物
の
活
動
の
背
景
に
し
て
い
る
。
こ
う
い
う

屏
風
の
画
面
に
は
遠
近
法
の
構
図
技
法
が
見
ら
れ
る
。
前
景
は
大
き
な
丸
い
石
を
示
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
が
、
稜
線
に
背
の
高
い
木
々
を
配
し
た
山
々
を
表
し
て
い
る
と
言
っ
た
ほ

う
が
よ
り
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。正
倉
院
の
屏
風
に
も
、こ
の
よ
う
な
遠
近
法
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
樹
木
羊
臈
纈
屏
風
で
は
、
頂
に
木
の
生
え
た
山
が
、
大
き
な
、
主
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
羊
の
下
方
に
前
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
上
空
に
雲
を
配
し
た
連
山
を
遠
景
に
し
て
い

る
例
と
し
て
、
敦
煌
莫
高
窟
第
一
七
一
窟
北
壁
西
側
の
日
想
観
、
玉
虫
厨
子
の
須
彌
座
後
面

の
太
陽
と
月
の
周
辺
や
、
高
松
塚
古
墳
東
西
壁
中
央
の
日
月
の
左
右
な
ど
に
も
同
様
な
象
徴

的
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
自
然
の
雄
大
さ
を
表
し
た
り
、
さ
ら

に
、
特
に
重
要
な
物
像
を
間
近
に
強
調
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
た
。
天
水
屏
風
の
宴
楽
、

出
遊
の
場
面
と
同
じ
よ
う
に
、
狩
猟
の
場
面
も
墳
墓
の
壁
画
に
よ
く
使
わ
れ
る
モ
チ
ー
フ
で

あ
り
、正
倉
院
に
あ
る
琵
琶
に
描
か
れ
た
狩
猟
宴
楽
図
の
場
合
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
こ
の
屏
風
の
左
右
両
側
に
は
間
中
の
１
扇
の
広
大
な
風
景
の
上
部
に
太
陽
と
月
の
姿

が
描
か
れ
て
い
る
。
太
陽
と
月
は
暗
い
墳
墓
を
照
ら
し
、
四
季
の
循
環
は
生
命
を
与
え
、
太

陽
と
太
陰
、
そ
し
て
四
季
の
永
遠
の
反
復
は
、
埋
葬
さ
れ
た
者
の
不
死
へ
の
熱
烈
な
願
望
を

表
し
て
い
る
②

。
こ
う
い
う
様
式
の
日
月
山
水
図
像
は
山
東
省
臨
朐
県
冶
源
鎮
海
浮
山
か
ら

出
土
し
た
崔
芬
墓
の
墓
室
東
西
壁
の
上
部
に
も
描
か
れ
て
い
る
。 

ま
た
こ
の
石
棺
床
は
、
三
面
の
屏
風
が
つ
い
た
木
製
の
長
椅
子
を
、
石
で
再
現
し
た
も
の

                                        

         

 

①

姜
伯
勤
「
敦
煌
白
画
中
粟
特
神
祇
図
像
的
再
考
察
」
ｐ263-291

中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中
心(

編)

『
芸
術

史
研
究
』
２
、
中
山
大
学
出
版
社
（2000/12

）．   

②

ミ
ッ
シ
ェ
ル∙

バ
ン
ブ
リ
ン
グ
「
甘
粛
省
天
水
市
発
見
の
隋
末
唐
初
の
日
月
屏
風
に
つ
い
て
」
仏
教
芸
術
学

会
編
『
仏
教
芸
術
』
二
二
二
号
、
一
九
九
五
年
。  

と
考
え
る
。
こ
の
屏
風
は
、
た
と
え
ば
、
五
代
宮
廷
画
家
顧
閎
中
の
作
と
さ
れ
て
い
る
画
巻

「
韓
熙
載
夜
宴
図
」(

北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵)

に
見
ら
れ
る
、
絹
か
紙
に
山
水
図
を
描
い
た

三
面
屏
風
の
よ
う
な
も
の
を
模
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
天
水
屏
風
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
朱
色
の
縁
取
り
で
各
扇
を
囲
む
伝
統
は
、
唐
代
中
期
の
壁
画
の
「
仕
女
図
」(

陝
西
省
長
安

南
里
王
村
唐
墓
室
西
壁)

に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
絵
は
樹
下
美
人
を
描
い
た
も
の
で
、
お
そ
ら

く
日
常
生
活
で
使
わ
れ
た
屏
風
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ト
ル
フ
ァ

ン
発
掘
の
「
仕
女
図
」
も
、
唐
の
美
人
を
紅
い
縁
取
り
で
囲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代

の
屏
風
は
、
木
で
骨
組
み
を
作
っ
た
上
に
紙
で
下
貼
り
し
、
さ
ら
に
絹
で
覆
っ
て
絵
を
描
く

の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
副
葬
用
絵
画
の
例
は
、
お
そ
ら
く
正
倉
院
に
あ
る
屏
風

と
同
じ
よ
う
に
、
貴
族
の
日
常
生
活
に
実
際
に
使
用
さ
れ
た
屏
風
を
模
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。 以

上
の
よ
う
に
、
地
上
で
実
際
に
用
い
ら
れ
た
屏
風
と
、
墳
墓
用
に
制
作
さ
れ
た
天
水
屏

風
と
の
間
に
は
、
強
い
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
石
造
屏
風
は
遺
体
が
納
め
ら
れ
た
棺

が
安
置
さ
れ
た
石
棺
床
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
被
葬
者
の
背
景
を
飾
る
も
の

と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
皇
帝
も
含
む
上
層
階
級
が
、
訪
問
者

を
迎
え
た
り
、
謁
見
す
る
際
に
屏
風
を
背
に
す
る
習
慣
か
ら
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
と

し
て
は
、
山
西
省
大
同
、
司
馬
金
龍
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
北
魏
時
代
の
漆
塗
木
製
屏
風
残
扇

に
描
か
れ
て
い
る
画
中
画
が
あ
り
、
ま
た
、
敦
煌
第
一
五
九
号
窟
内
壁
に
描
か
れ
た
三
面
屏

風
は
、天
水
屏
風
と
同
様
の
形
式
で
仏
像
の
背
後
を
飾
る
機
能
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
天
水
屏
風
の
よ
う
に
被
葬
者
の
背
景
を
飾
る
た
め
墳
墓
内
に
屏
風
が
使

用
さ
れ
た
の
は
、
上
層
階
級
の
日
用
屏
風
の
使
用
法
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

天
水
屏
風
は
発
達
の
初
期
段
階
に
お
け
る
中
国
絵
画
の
主
題
の
い
く
つ
か
を
示
し
て
い
る
。

絵
画
の
主
題
と
し
て
の
風
景
を
意
識
し
始
め
た
こ
と
、
連
続
性
の
あ
る
描
写
に
試
験
的
に
取

り
組
ん
で
み
た
こ
と
、
季
節
の
推
移
を
示
そ
う
と
し
た
初
期
の
試
み
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

陰
陽
五
行
説
に
お
け
る
日
月
、
方
位
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
季
節
の
配
置
も
、
早
々
に
屏
風
絵

に
採
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
水
屏
風
は
金
箔
を
ど
の
よ
う
に

山
水
屏
風
絵
に
取
り
入
れ
た
の
か
を
例
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
古
代
の
建
築
史
の
資
料

と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
二
〇
〇
三
年
二
月
に
前
述
し
た
天
水
石
造
屏
風
の
出
土
地
と
同
じ
と
こ
ろ
で
盗
掘

さ
れ
た
１
基
の
隋
唐
時
代
古
墳
か
ら
石
棺
床
屏
風
が
出
土
し
た
。同
年
、海
外
へ
流
出
し
た
。

現
在
そ
の
収
蔵
地
は
不
明
で
あ
る
。 
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⑨

近
、
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
こ
の
美

術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
石
棺
床
屏
風
の
す
が
た
と
安
伽
墓
石
造
屏
風
と
を
比
較
し
て
見
る

と
、
形
式
や
浮
彫
画
像
な
ど
ほ
ぼ
似
て
い
る
。
こ
う
い
う
風
に
推
定
す
る
と
こ
の
石
棺
床
屏

風
は
西
安
地
方
か
ら
盗
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
石
造
屏
風
は
十
面
の

板
と
石
彫
台
座
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
浮
彫
画
像
は
強
い
ソ
グ
ド
風
の
宴
楽
、
出
行
、

狩
猟
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
画
面
の
背
景
と
し
て
山
水
、
樹
石
な
ど
の
風
景
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い( F

ig.

Ⅳ-29)
。 

⑩
ソ
グ
ド
人
の
納
骨
器
に
つ
い
て 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
『
除
魔
書
』
な
ど
に
よ
る
と
、
そ
の
埋
葬
の
慣
習
に
従
っ
て
、
人
間

が
死
ぬ
と
遺
体
は
や
わ
ら
か
い
組
織
を
犬
や
鳥
に
食
わ
せ
、
残
っ
た
骨
が
オ
ッ
ス
ア
リ
と
呼

ば
れ
る
納
骨
器
に
い
れ
ら
れ
、
ウ
ズ
ダ
ー
ナ
と
称
す
る
建
物
に
納
め
た
。
こ
う
い
う
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
信
者
の
遺
骨
を
納
め
る
蔵
骨
器
の
表
面
の
浮
彫
は
原
則
と
し
て
型
押
し
で
作
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
浮
彫
の
テ
ー
マ
は
個
人
や
家
族
が
帰
依
し
た
神
で
は
な
く
、
死
者
個

人
の
霊
魂
が
来
世
で
送
る
生
活
に
関
係
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の
サ
リ∙

テ
ペ
、ビ
ヤ∙

ナ
イ
マ
ン
や
モ
ー
ラ
リ∙

ク
ル
ガ
ン
な
ど
の
と
こ
ろ
か
ら
出
土

し
た
納
骨
器
の
浮
彫
画
像
が
ソ
グ
ド
人
の
葬
送
の
風
俗
を
明
ら
か
に
示
唆
し
て
い
る
。
と
く

に
モ
ー
ラ
リ∙

ク
ル
ガ
ン
か
ら
出
土
し
た
聖
火
儀
式
を
表
し
た
納
骨
器
は
神
殿
の
聖
火
壇
な

ど
の
浮
彫
画
像
①

と
西
安
、
太
原
一
帯
の
石
棺
床
屏
風
と
似
て
い
る( F

ig.
Ⅳ-30)

。 

（
３
）
各
石
榻
囲
屏
の
形
式
、
図
様
と
表
現
と
の
補
説 

前
述
し
た
各
石
棺
床
囲
屏
（
囲
屏
石
榻
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
当
時
の
生
活
用
床
の
様
子
を

模
倣
し
て
、
台
座
の
上
の
周
囲
に
屏
風
板
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
屏
風
式
の
石
板
面
に

は
、
精
彩
で
優
美
な
線
刻
と
浮
彫
画
像
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
構
成
形
式
は
顧
愷
之

の
「
女
史
箴
図
巻
」
中
の
床
榻
と
ほ
ぼ
近
似
す
る
②

。
文
献
資
料
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
石

棺
床
囲
屏
は
「
連
榻
」
と
い
う
③

。 

天
水
石
馬
坪
文
山
頂
に
発
見
さ
れ
た
石
棺
床
囲
屏
と
安
伽
墓
の
石
棺
床
囲
屏
と
を
比
較
し

て
見
る
と
、
形
式
上
は
基
本
的
に
近
似
で
、
図
像
上
も
密
接
な
関
係
が
存
在
し
て
い
る
。
例

                                        

         

 

①

田
辺
勝
美
、
前
田
耕
作
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
15
巻
中
央
ア
ジ
ア
、
小
学
館
、
一
九
九
九

年
；
朝
日
新
聞
社
文
化
企
画
局
大
阪
企
画
部
編
『
西
遊
記
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
三
蔵
法
師
の
道
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
九
年
。 

②

江
蘇
省
美
術
館
編
『
六
朝
芸
術
』、
８
頁
、
江
蘇
美
術
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。 

③

周
一
良
『
魏
晋
南
北
朝
史
札
記
』472

～474

頁
、「
香
橙
、
連
榻
」
条
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
。  

え
ば
、
歇
山
頂
の
屋
根
を
付
け
た
房
屋
中
、
二
人
が
床
榻
に
坐
っ
て
、
講
談
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
屋
宇
の
前
に
、
流
水
と
橋
の
風
景
を
表
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
画
面
例
は
狩
猟
の

画
像
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
面
を
両
方
の
図
像
中
の
い
ず
れ
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
天
水
石
馬
坪
の
石
棺
床
囲
屏
と
虞
弘
墓
と
の
画
像
は
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
た
関
連
場
面
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た
石
棺
床
囲
屏
の
前
に
並
べ
て
い
る
奏
楽
俑
が
持
っ
て
い
る
楽
器
は
、
い

ず
れ
も
亀
茲
楽
に
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
天
水
石
馬
坪
の
石
棺
床
囲
屏
に
は
ソ

グ
ド
美
術
色
彩
が
表
れ
て
い
る
こ
と
が
濃
厚
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
天
水
石
馬
坪
の
石
棺
床

囲
屏
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
に
よ
る
と
、
隋
唐
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
考
古
学
上

の
新
発
見
を
見
る
と
、
北
朝
晩
期
か
ら
隋
代
に
か
け
て
と
新
訂
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
④

。 

日
本M

IH
O

 M
U

S
E

U
M

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
石
棺
床
囲
屏
は
、
中
国
山
西
省
に
あ
る

北
斉
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
石
棺
床
囲
屏
の
形
式
は
安
伽
墓
の
も

の
と
類
似
し
て
い
る
が
、
材
質
、
装
飾
手
法
、
図
像
な
ど
は
虞
弘
墓
石
棺
床
囲
屏
と
よ
く
似

て
い
る
。
そ
し
て
、M

IH
O

 M
U

S
E

U
M

の
も
の
は
、
并
州
地
区
（
現
在
の
山
西
太
原
一
帯
）

に
お
け
る
北
斉
あ
る
い
は
隋
代
の
ソ
グ
ド
人
の
遺
物
で
あ
ろ
う
。 

山
東
省
青
州
傅
家
の
北
斉
石
棺
床
囲
屏
は
９
扇
の
線
刻
画
像
で
、
線
刻
技
法
と
風
格
は
山

東
の
漢
代
画
像
石
の
陰
刻
線
技
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
洛
陽
邙
山
か
ら
出
土
し
た
北
魏

晩
期
の
画
像
石
棺
囲
屏
と
十
分
に
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
安
の
北
周
康
業
墓
の
石
棺
床

囲
屏
は
、
そ
の
線
刻
技
法
と
青
州
傅
家
の
石
棺
床
囲
屏
と
も
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
傅
家
石

棺
床
囲
屏
は
縦130

～135cm

、
横80

～104cm

、
厚
さ10~30cm

で
あ
る
。
こ
の
石
棺

床
囲
屏
は
虞
弘
墓
の
も
の
と
様
々
な
類
似
点
が
あ
っ
て
、
石
板
形
式
、
図
像
様
式
、
装
飾
文

様
な
ど
に
一
致
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
傅
家
石
棺
床
囲
屏
に
は
一
部
分
の
画
面
内
容
は

M
IH

O
 M

U
S

E
U

M

石
棺
床
囲
屏
、
天
水
石
馬
坪
の
石
棺
床
囲
屏
、
虞
弘
墓
石
槨
な
ど
の
も

の
と
よ
く
接
近
し
、ソ
グ
ド
人
の
風
俗
が
そ
れ
ぞ
れ
反
映
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
姜
伯
勤
氏
、

鄭
岩
氏
の
研
究
成
果
⑤

が
極
め
て
精
細
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
と
思
う
。 

寧
懋
石
室
、
虞
弘
墓
、
宋
紹
祖
墓
な
ど
の
殿
堂
式
石
棺
床
は
西
安
、
山
西
な
ど
の
地
区
に

お
け
る
隋
唐
墓
か
ら
出
土
し
た
殿
堂
式
の
石
棺
槨
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。例
え
ば
、

山
西
万
栄
の
薛
儆
墓
、
西
安
の
韋
泂
墓
、
李
寿
墓
、
永
泰
公
主
墓
な
ど
の
石
棺
槨
に
は
、
構

                                        

         

 

④

刑
福
来
「
北
朝
至
隋
初
入
華
粟
特
貴
族
墓
囲
屏
石
榻
研
究
」『
考
古
与
文
物
』
漢
唐
考
古
増
刊
、
二
〇
〇
二

年
。  

⑤

前
掲
鄭
岩
氏
の
論
著
ｐ254~276

を
参
照
す
る
。  
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成
形
式
や
線
刻
画
像
な
ど
が
前
代
の
深
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
石
葬

具
は
宋
代
以
降
に
ま
た
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
東
安
丘
雷
家
清
河
北
宋
紹
聖
三
年
（
一
〇

九
六
）
胡
璉
石
棺
が
一
例
で
あ
る
①

。 

こ
こ
ま
で
併
せ
て
北
朝
末
期
か
ら
隋
に
か
け
て
の
国
際
的
な
文
化
の
一
面
を
示
し
た
物
と

言
え
た
。こ
れ
ら
の
図
像
は
美
術
的
に
き
わ
め
て
高
い
水
準
に
た
っ
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

文
化
史
的
に
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
六
世
紀
後
半
、
唐
以
前
の
康
業
墓
、
安

伽
墓
、
史
君
墓
、
虞
弘
墓
な
ど
の
出
土
例
に
は
、
埋
も
れ
た
資
料
の
中
か
ら
こ
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
貴
重
な
宴
楽
、
喪
制
や
拝
火
壇
な
ど
の
図
像
資
料
を
通
し
て
み
て
、
国
際
商
人

の
ソ
グ
ド
人
の
風
俗
や
彼
等
の
信
仰
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
如
実
に
示
す
特
徴
が
見
ら
れ

た
②

。 

以
上
、
中
国
に
お
け
る
近
年
出
土
の
ソ
グ
ド
石
刻
画
像
に
対
し
て
図
像
学
的
考
察
を
行
っ

た
。
こ
れ
ら
の
屏
風
や
石
槨
は
浮
彫
も
し
く
は
線
刻
に
よ
っ
て
画
像
を
刻
ん
だ
上
に
彩
色
を

施
し
、
そ
の
画
像
の
多
く
は
所
謂
西
域
風
の
人
物
を
描
い
て
、
多
様
な
な
民
族
か
ら
成
る
登

場
人
物
が
馬
や
駱
駝
に
乗
っ
て
狩
猟
を
し
た
り
、
琵
琶
や
箜
篌
の
演
奏
を
伴
っ
た
舞
踏
を
見

な
が
ら
酒
杯
を
交
わ
し
饗
宴
に
興
じ
た
り
す
る
有
様
な
ど
、
従
来
中
国
の
遺
物
で
は
餘
り
眼

に
し
た
こ
と
の
な
い
珍
し
い
風
俗
が
描
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
明
ら
か
に
西
域
特
有
の
死
生

観
に
基
づ
い
た
葬
礼
の
様
子
が
表
さ
れ
た
り
、
そ
れ
と
関
連
し
て
西
域
特
有
の
神
々
が
登
場

す
る
な
ど
、
珍
し
い
図
像
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
石
刻
彩
色
画
像
は
、
ソ
グ
ド
人

が
指
導
も
し
く
は
彼
等
が
も
た
ら
し
た
粉
本
に
基
づ
い
て
中
国
の
工
人
が
制
作
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
画
像
内
容
は
、
中
国
美
術
に
お
け
る
東
西
交
流
の
資
料
と
し
て
興
味
深

い
だ
け
で
な
く
、
ソ
グ
ド
美
術
の
資
料
と
し
て
も
、
西
域
に
お
い
て
画
像
の
ほ
と
ん
ど
が
既

に
滅
び
て
し
ま
っ
た
現
在
、
頗
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
お
お
よ
そ
南
北
朝
末
期
の
北
斉
・

北
周
か
ら
隋
も
し
く
は
初
唐
ま
で
の
短
期
間
に
制
作
さ
れ
、出
土
地
も
華
北
の
成
安
、青
州
、

太
原
、
天
水
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。 

５
．
石
棺
床
囲
屏
画
像
の
山
水
表
現 

中
国
の
山
水
画
は
、
戦
国
以
前
に
出
現
し
、
東
晋
に
お
い
て
成
長
し
、
南
北
朝
に
お
い
て

確
立
し
、
隋
唐
に
お
い
て
隆
盛
し
た
。
山
水
画
と
し
て
は
所
謂
「
神
仙
山
水
」
に
属
す
る
も

                                        

         

 

①

鄭
岩
、
賈
徳
民
「
北
宋
画
像
石
棺
述
要
」『
安
丘
文
史
資
料
』
９
輯
、101~107

頁
、
一
九
九
三
年
。  

②

姜
伯
勤
「
図
像
証
史
：
入
華
粟
特
人
ケ
ン
教
芸
術
与
中
華
礼
制
芸
術
的
互
動
」，
ｐ241-259

．
中
山
大
学

芸
術
学
研
究
中
心(

編)

『
芸
術
史
研
究
』
３
、
中
山
大
学
出
版
社
（2001/12

）．  
 

の
で
あ
り
、
漢
代
以
降
の
伝
統
的
な
説
話
、
史
伝
な
ど
の
絵
画
化
に
お
け
る
、
物
語
の
舞
台

と
し
て
の
自
然
景
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
文
献
上
は
、
杜
預
が
『
左

伝
』
を
注
釈
し
、「
大
禹
の
世
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、「
山
川
の
奇
異
を
画
く
」
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、『
荘
子
』
の
「
知
北
篇
」
は
、
孔
子
が
顔
淵
の
質
問
に
答
え
て
、「
山
林
と
沼
沢

と
は
、
私
を
喜
び
を
も
っ
て
楽
し
ま
せ
る
」
と
提
示
し
た
の
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
王

逸
の
『
楚
辞∙

天
問
篇
』
を
注
釈
し
て
、「
楚
に
は
先
王
の
廟
お
よ
び
公
卿
の
祠
堂
が
あ
っ
て
、

天
地
山
川
を
画
く
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
水
画
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
す
で
に
現
れ

て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

魏
晋
南
北
朝
以
降
、
山
水
画
は
徐
々
に
発
展
し
て
い
た
。
漢
、
魏
の
壁
画
を
見
る
と
、
山

水
画
は
た
だ
人
物
画
の
背
景
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
山
水
画
の
進
展
に
充
分
な
準
備

を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
晋
代
に
入
っ
て
、
顧
愷
之
の
画
い
た
「
廬
山
図
」、
戴
逵
の

画
い
た
「
呉
中
渓
山
邑
居
図
」、
戴
勃
の
画
い
た
「
九
州
名
山
図
」
な
ど
の
作
品
は
、
す
べ
て

画
面
を
構
成
す
る
上
で
一
般
的
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
萌
芽
と
醸
成
に
あ
っ
た
。
南
北
朝
に

至
っ
て
、
宗
炳
の
撰
し
た
『
画
山
水
序
』、
王
微
の
撰
し
た
『
叙
画
』
は
、
山
水
画
の
理
論
と

画
法
上
の
奥
深
い
真
理
を
初
め
て
説
き
明
か
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
劉
瑱
、
毛
恵
秀
、
簫

賁
な
ど
の
画
家
は
作
品
に
山
水
画
技
法
を
表
現
し
、
い
ず
れ
も
山
水
画
の
体
系
が
、
こ
の
時

期
か
ら
し
だ
い
に
確
立
し
、
あ
わ
せ
て
独
立
し
た
画
科
に
な
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。 

こ
の
時
代
に
石
棺
床
囲
屏
の
画
面
に
背
景
の
大
部
分
を
占
め
る
山
水
表
現
は
見
事
で
あ
り
、

横
に
重
な
り
合
う
遠
山
や
櫛
の
歯
の
よ
う
な
樹
木
の
形
態
な
ど
が
あ
る
。
櫛
の
歯
状
の
樹
木

は
姿
を
消
し
て
多
く
の
樹
種
の
描
き
分
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
遠
山
を
上
下
に
配
置
し
て
俯

瞰
的
な
地
平
面
の
広
が
り
を
形
成
す
る
。
岩
や
山
の
形
態
は
い
く
ぶ
ん
類
型
的
で
や
や
生
硬

の
感
じ
は
免
れ
な
い
が
、
広
大
な
奥
行
空
間
を
暗
示
さ
せ
る
画
面
構
成
は
、
漢
代
の
壁
画
な

ど
に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
り
、
唐
代
以
降
の
山
水
画
の
様
式
の
源
泉
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
囲
屏
の
ほ
う
は
、
い
っ
そ
う
樹
木
の
細
密
な
描
写
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
画
面
全
体

を
近
接
描
写
で
埋
め
る
構
図
法
を
採
用
し
て
お
り
、
山
岳
の
表
現
や
広
大
な
奥
行
の
空
間
は

見
ら
れ
な
い
。
人
物
を
よ
り
大
き
く
と
っ
て
、「
孝
子
伝
」
の
物
語
性
を
強
調
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
自
然
描
写
が
大
画
面
屏
風
画
に
持
ち
こ
ま
れ
た
こ
と
と
、
樹
石
、
山
巌
な
ど

の
表
現
が
唐
代
の
そ
れ
に
比
べ
て
よ
り
自
然
に
近
づ
い
た
こ
と
は
明
る
く
な
い
。
こ
う
い
う

山
水
形
式
が
表
現
さ
れ
た
と
す
る
『
歴
代
名
画
記
』
の
「
山
水
、
樹
石
を
画
く
こ
と
を
論
ず
」

の
記
述
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
魏
晋
以
降
の
名
迹
、
人
間
に
あ
る
も
の
は
皆
な
、
こ

れ
を
見
た
り
。
其
の
画
山
水
は
則
ち
群
峰
の
勢
い
、
鈿
飾
の
犀
櫛
の
若
し
。
或
い
は
水
、
泛
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ぶ
を
容
さ
ず
。
或
い
は
人
、
山
よ
り
も
大
な
り
。
率
ね
皆
な
附
す
る
に
樹
石
を
以
し
て
、
其

の
地
を
暎
帯
す
。
列
植
の
状
は
則
ち
臂
を
伸
ば
し
指
を
布
く
が
若
し
。
古
人
の
意
を
詳
ら
か

に
す
る
に
、
専
ら
其
の
長
ず
る
と
こ
ろ
を
顕
わ
す
に
あ
り
て
、
俗
変
を
守
ら
ず
る
な
り
。」 

こ
れ
ら
の
北
朝
晩
期
の
作
品
の
空
間
表
現
、
山
水
表
現
と
い
う
観
点
か
ら
北
魏
の
線
画
と

比
べ
て
み
る
と
、
微
妙
な
が
ら
も
表
現
の
進
歩
が
見
ら
れ
る
。
天
理
本
の
山
水
表
現
は
人
物

の
背
景
表
現
の
域
を
出
ず
、
人
物
と
背
景
の
距
離
感
は
希
薄
で
あ
る
。
寧
懋
石
室
の
山
水
表

現
は
、
下
か
ら
上
へ
と
描
写
対
象
を
積
み
上
げ
て
構
成
し
、
遠
近
感
を
演
出
し
て
い
る
が
、

近
景
に
接
し
て
遠
山
を
直
接
つ
な
い
で
お
り
、
遠
近
の
景
観
の
つ
な
が
り
が
唐
突
の
感
を
否

め
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
ネ
ル
ソ
ン∙
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
の
囲
屏
の
遠
山
の
表
現
は
、
山
裾

に
幾
重
に
も
水
平
の
線
を
重
ね
、
遠
山
の
手
前
の
空
間
を
う
ま
く
暗
示
し
て
お
り
、
近
景
か

ら
遠
景
へ
の
連
続
的
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。こ
の
よ
う
に
ネ
ル
ソ
ン∙

ア
ト
キ
ン
ズ
美
術

館
の
囲
屏
線
画
は
、
北
魏
の
も
の
よ
り
も
画
面
の
奥
行
や
自
然
な
細
密
描
写
と
い
う
点
で
進

歩
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
北
周
の
康
業
墓
の
線
刻
画
像
は
明
確
に

中
国
で
山
水
画
萌
芽
、
発
展
し
た

初
の
形
態
を
現
し
て
い
る( F

ig.

Ⅳ-31)

。
天
水
石
棺
床
屏

風
は
東
ア
ジ
ア
地
域
で
屏
風
形
式
の
日
月
山
水
屏
風
の
初
期
作
例
が
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
石
棺
床
囲
屏
画
像
は
た
い
へ
ん
優
れ
た
作
品
が

多
く
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
現
存
作
品
が
稀

少
な
魏
晋
南
北
朝
の
絵
画
史
を
構
築
す
る
う
え
で
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
と
し
て
の
意
義

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

(

三)

．
そ
の
他 

 

１
．
北
京
市
石
景
山
区
八
角
村
魏
晋
墓
石
椁
壁
画
石
龕
形
の
前
室
は
５
枚
の
石
板
で
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

石
室
は
前
壁
な
し
、
後
壁
の
正
面
に
は
家
居
図
が
描
か
れ
て
い

る
①( F

ig.

Ⅳ-32) 

（
資
料
編
の
表
Ⅱ
の
№25

と
地
図
Ⅱ
参
照
）。 

２
．
寧
夏
固
原
北
魏
木
棺
漆
絵 

一
九
八
一
年
に
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
郊
外
の
北
魏
墓
か
ら
出
土
し
た
人
物
故
事
図
漆

絵
木
棺
に
描
か
れ
て
い
た
漆
絵
の
残
片
か
ら
木
棺
の
形
状
を
復
元
す
る
と
、
漆
絵
は
、
木
棺

の
蓋
部
、
前
面
部
、
左
右
側
面
部
の
４
ヵ
所
残
存
し
て
い
た
。
各
部
に
描
か
れ
た
漆
絵
を
順

に
見
て
い
く
と
、
画
面
中
の
屏
風
は
い
ず
れ
も
建
物
の
内
部
に
上
部
に
は
帳
を
掛
け
て
、
下

に
さ
ま
ざ
ま
な
腰
屏
風
を
立
て
て
い
る
が
屏
風
の
画
題
は
見
え
に
く
い( F

ig.

Ⅳ-33)

。
ま
ず
蓋

                                        

         

 

①

石
景
山
区
文
物
管
理
所｢

北
京
市
石
景
山
区
八
角
村
魏
晋
墓｣

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
四
期
。  

部
の
上
部
中
央
に
は
金
色
の
大
河
の
左
右
に
建
物
が
描
か
れ
、
建
物
の
内
部
に
東
王
父
と
西

王
母
と
い
う
人
物
が
坐
り
、
上
部
に
は
帳
を
掛
け
て
、
そ
の
後
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
の
腰
屏

風
を
立
て
て
、
後
ろ
に
従
者
が
控
え
て
い
る
。
木
棺
の
前
面
部
分
に
は
坐
っ
て
い
る
鮮
卑
族

人
物
の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
腰
屏
風
の
画
面
に
黄
色
の
縁
と
下
地
塗
り
を
施
し
、
闊
達
な
赤

い
線
で
菱
形
文
を
描
き
出
す
。
こ
の
漆
絵
木
棺
の
左
側
部
分
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
孝
子
図
中
、

２
点
の
腰
屏
風
の
形
式
が
丸
角
の
３
曲
で
あ
る
が
、
細
い
墨
線
で
屏
風
の
姿
を
描
き
出
し
、

赤
い
縁
と
黄
色
の
屏
面
が
施
さ
れ
て
い
る
②

（
資
料
編
の
表
Ⅱ
の
№26

と
地
図
Ⅱ
参
照
）。 

３
．
山
西
大
同
沙
嶺
北
魏
・
太
延
元
年
（
四
三
五
）
壁
画
墓
（
Ｍ
７
）
漆
画 

二
〇
〇
五
年
七
月
、
山
西
大
同
沙
嶺
に
発
掘
さ
れ
た
北
魏
時
代
の
壁
画
墓
か
ら
漆
画
が
出

土
し
た
。
墓
主
人
夫
婦
が
坐
っ
て
い
る
榻
の
三
面
に
腰
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
③

。
そ
の
図

様
に
お
い
て
は
、
前
述
す
る
よ
う
に
、
寧
夏
固
原
北
魏
木
棺
漆
絵
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る

（
資
料
編
の
表
Ⅱ
の
№29

と
地
図
Ⅱ
参
照
）。 

三
．
壁
画 

（
一
）
資
料
の
概
要 

こ
の
時
期
、
壁
画
墓
に
関
す
る
屏
風
画
の
資
料
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
資
料
編
の
表

Ⅱ
の
№27

、28

、30

～37

と
地
図
Ⅱ
参
照
）。 

１
．
遼
寧
省
朝
暘
袁
台
子
東
晋
壁
画
墓 

東
晋
（
四
世
紀
初~

四
世
紀
中
葉
）
前
室
右
龕

内
の
主
人
図
の
屏
障
、
東
耳
室
南
壁
夫
婦
宴
飲
図
の
屏
障
④( F

ig.

Ⅳ-34)

。
近
年
、
専
門
家
の

研
究
成
果
に
よ
る
と
、
こ
の
墓
の
年
代
は
鮮
卑
族
の
三
燕
政
権
の
一
つ
の
前
燕
の
も
の
に
な

る
⑤

。 

２
．
遼
寧
省
遼
陽
上
王
家
村
晋
代
壁
画
墓 

囲
屏 

上
王
家
村
晋
墓
右
側
室
南
壁
に
墓
主

と
侍
者
画
像
の
座
屏
１
点
で( F

ig.

Ⅳ-35)

、
西
晋
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
⑥

。
こ
の
墓
は

                                        

         

 

②

固
原
県
文
物
工
作
站｢

寧
夏
固
原
北
魏
墓
清
理
簡
報｣

『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
六
期
；
韓
孔
楽
等｢

固
原
北

魏
墓
漆
棺
的
発
見｣

『
美
術
研
究
』
一
九
八
四
年
第
二
期
；
王
瀧｢

固
原
漆
棺
彩
画｣

『
美
術
研
究
』
一
九
八
四

年
第
二
期
；『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。  

③

大
同
市
考
古
研
究
所
「
山
西
大
同
沙
嶺
北
魏
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
十
期
、
４
～
２

４
頁
。 

④

遼
寧
省
博
物
館
文
物
隊
、
朝
暘
地
区
博
物
館
文
物
隊
、
朝
暘
県
文
化
館｢

朝
暘
袁
台
子
東
晋
壁
画
墓｣

『
文
物
』

一
九
八
四
年
第
六
期29~45

頁
。  

⑤

田
立
坤｢

三
燕
文
化
与
高
句
丽
考
古
遗
存
之
比
较｣

吉
林
大
学
考
古
系
编
『
青
果
集
—
吉
林
大
学
考
古
系
建
系

十
周
年
纪
念
文
集
』，328~341

页
，
知
识
出
版
社
、
一
九
九
八
年
等
。  

⑥

李
慶
發｢

遼
陽
上
王
家
村
晋
代
壁
画
墓
清
理
簡
報｣

『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期61

頁
。  
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高
句
麗
の
冬
寿
墓
と
徳
興
里
古
墳
と
の
帳
房
、
曲
屏
、
墓
主
像
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ

ら
の
古
墳
壁
画
は
よ
く
似
て
い
る
①

。
屏
風
の
場
合
、
い
ず
れ
も
墓
主
像
の
後
に
二
曲
ま
た

三
曲
の
低
い
腰
屏
風
を
立
て
て
い
る
。 

３
．
山
西
大
同
沙
嶺
北
魏
・
太
延
元
年
（
四
三
五
）
壁
画
墓
（
Ｍ
７
） 

二
〇
〇
五
年
七
月
、
山
西
大
同
沙
嶺
に
発
掘
さ
れ
た
北
魏
時
代
の
壁
画
墓
東
壁
に
は
、
墓

主
人
夫
婦
が
坐
っ
て
い
る
榻
の
三
面
に
腰
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
②

。
そ
の
図
様
に
お
い
て

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
山
西
省
大
同
智
家
堡
北
魏
墓
石
椁
壁
画
の
魚
鱗
文
腰
屏
風
と
よ
く

似
て
い
る
。 

４
．
山
西
省
大
同
智
家
堡
北
魏
墓
石
椁
壁
画 

 

石
椁
北
壁
墓
主
夫
婦
宴
飲
図
壁
画 

囲

屏 

赤
縁 

屏
面
に
垂
鱗
文
が
描
か
れ
て
い
る
③( F

ig.

Ⅳ-36)

。 

５
．
河
南
省
洛
陽
孟
津
北
陳
村
北
魏
王
温
壁
画
墓 

北
魏
太
昌
元
年
（
五
三
二
）
東
壁
夫

婦
宴
飲
図 

多
曲
屏
風
④( F

ig.

Ⅳ-37) 

６
．
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
西
郊
郷
深
溝
村
李
賢
夫
婦
墓 

屏
風
画 

元
々
墓
室
の
四

壁
に
十
八
幅
の
単
体
人
物
図
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
赤
色
の
辺
框
が
あ
る
⑤

。
現
存
五
幅 

北

周
天
和
四
年(

五
六
九) 

 

７
．
山
東
済
南
市
東
八
里
窪
墓
葬
⑥ 

三
足
八
曲 

樹
下
人
物 

北
斉( F

ig.

Ⅳ-38) 

８
．
山
東
臨
朐
海
浮
山
崔
芬
墓
⑦ 

十
七
扇 

高
逸
図
（
鑑
戒
図
） 

９
．
山
東
済
南
市
馬
家
荘
祝
阿
県
令
□
道
貴
墓
⑧ 

山
水
屏
風 
流
雲
文 

九
曲( F

ig.

Ⅳ

                                        

         

 

①

鄭
岩
『
墓
主
像
研
究
』
山
東
大
学
考
古
学
系
編
『
劉
敦
願
先
生
記
念
文
集
』450~468

頁
、
山
東
大
学
出

版
社
、
一
九
九
七
年
；
鄭
岩
「
古
人
的
標
準
像
」『
文
物
天
地
』
二
〇
〇
一
年
第
六
期
、55~57
頁
。  

②

大
同
市
考
古
研
究
所
「
山
西
大
同
沙
嶺
北
魏
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
十
期
、
４
～
２

４
頁
。 

③

王
銀
田
、
劉
俊
喜｢

山
西
省
大
同
智
家
堡
北
魏
墓
石
椁
壁
画｣

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
七
期
。  

④

洛
陽
市
文
物
工
作
隊｢

洛
陽
孟
津
北
陳
村
北
魏
壁
画
墓｣

『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
八
期
。  

⑤

寧
夏
回
族
自
治
区
博
物
館
、
寧
夏
固
原
博
物
館｢

寧
夏
北
周
李
賢
夫
婦
墓
発
掘
簡
報｣

『
文
物
』
一
九
八
五
年

第
十
一
期
；
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
、
中
日
原
州
聯
合
考
古
隊
『
原
州
古
墓
集
成
』
文
物
出
版
社
、

一
九
九
九
年
。  

⑥

山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
「
済
南
市
八
里
窪
北
朝
壁
画
墓
」（『
文
物
』
一
九
八
九
年
四
期
。
楊
泓
「
山
東
北

朝
墓
人
物
屏
風
画
的
新
啓
示
」『
文
物
天
地
』
一
九
九
一
年
第
三
期
。  

⑦

山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
、
臨
朐
県
博
物
館
「
山
東
臨
朐
北
斉
崔
芬
壁
画
墓
」『
文
物
』
二
〇
〇
二
年
第
四

期
、4~25

頁
；W

u W
enqi,”P

ainted M
urals of the N

orthern Q
i 

P
eriod ”,O

rientations,vol.29,no.6,June 1998,pp.60-9.  

⑧

済
南
市
博
物
館
「
済
南
市
馬
家
荘
北
斉
墓
」『
文
物
』
一
九
八
五
年
第
十
期
。  

-39) 

北
斉
武
平
二
年
（
五
七
一
） 

１
０
．
山
西
省
太
原
南
郊
金
勝
村
壁
画
墓
⑨ 

北
斉 

素
屏 

５
扇 

報
告
書
と
鄭
岩
氏

と
の
記
述
に
よ
る
と
墓
室
北
壁
に
描
か
れ
た
三
人
の
女
性
は
帷
帳
の
下
に
立
て
ら
れ
た
５
扇

の
素
屏
風
の
前
に
坐
っ
て
い
る
。し
か
し
、こ
の
墓
の
壁
画
の
漆
喰
が
剥
ぎ
取
ら
れ
た
か
ら
、

画
面
中
の
人
物
の
姿
が
見
え
に
く
い
の
で
、
山
東
済
南
市
馬
家
荘
北
斉
武
平
二
年
（
五
七
一
）

の
祝
阿
県
令
□
道
貴
墓
か
ら
九
曲
の
流
雲
文
山
水
図
屏
風
の
前
に
墓
主
人
が
中
央
に
す
わ
っ

て
い
て
、
両
側
に
二
人
の
侍
女
が
立
っ
て
い
る
場
面
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
墓
の
屏
風
の
前

の
人
物
の
配
置
形
式
は
祝
阿
県
令
□
道
貴
墓
の
も
の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
屏
風
は
墨
線
で
輪

郭
が
描
か
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅳ-40)

。 

1
１
．
山
西
省
太
原
市
迎
澤
区
郝
荘
郷
王
家
峰
村
東
徐
顕
秀
壁
画
墓
⑩ 

北
斉
武
平
二
年

（
五
七
一
）
北
壁
宴
飲
図 

衝
立
多
扇( F

ig.

Ⅳ-41) 
 

１
２
．
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
西
郊
郷
大
堡
村
田
弘
夫
婦
墓
⑪ 

北
周
建
徳
四
年(

五
七

五) 

人
物
図
屏
風 

墓
室
四
壁
に
単
幅
人
物
図
で
屏
風
画
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

（
二
）
屏
風
絵
の
略
説 

南
北
朝
時
代
は
中
国
絵
画
が
芸
術
と
し
て
確
立
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
魏
晋
時
期
に
か
け

て
、
儒
教
を
国
教
と
し
た
四
〇
〇
年
余
り
続
い
た
漢
帝
国
の
崩
壊
と
と
も
に
、
絵
画
が
し
だ

い
に
儒
教
的
勧
戒
主
義
か
ら
解
き
放
た
れ
、
絵
画
そ
れ
自
体
の
意
義
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
転
換
期
の
魏
晋
南
北
朝
の
世
に
現
れ
て
、
儒
教
の
礼
教
主
義
的

規
範
に
対
し
老
荘
の
道
家
思
想
に
立
っ
て
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た
の
が
、
竹
林
の
七
賢
、
と

り
わ
け
領
袖
的
存
在
の
阮
籍
や
嵇
康
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
人
物
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
の
ち
に
芸
術
が
自
立
す
る
た
め
に
も
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
三
国
、
西

晋
時
代
に
至
っ
て
初
め
て
呉
の
曹
不
興
、
西
晋
の
衛
協
、
張
墨
な
ど
名
の
あ
る
絵
画
専
門
の

画
家
が
出
た
。
そ
し
て
東
晋
に
至
る
と
顧
愷
之
が
登
場
し
、
自
身
画
家
と
し
て
名
を
成
し
た

の
み
な
ら
ず
、
は
じ
め
て
絵
画
を
芸
術
と
し
て
確
立
し
た
。
こ
の
顧
愷
之
以
後
、
続
々
と
画

家
た
ち
が
輩
出
し
て
目
覚
ま
し
い
勢
い
で
発
展
し
、
こ
と
人
物
画
に
限
れ
ば
南
北
朝
時
代
は

                                        

         

 

⑨

山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
管
会
「
太
原
南
郊
北
斉
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
十
二
期
。  

⑩

山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
「
太
原
北
斉
徐
顕
秀
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
三

年
第
十
期
；
羅
世
平
「
太
原
北
斉
徐
顕
秀
墓
壁
画
中
的
胡
化
因
素
」，
ｐ223-241

．
中
山
大
学
芸
術
学
研
究

中
心(

編)

『
芸
術
史
研
究
』
５
、
中
山
大
学
出
版
社
（2003/12

）  

⑪

原
州
聯
合
考
古
隊
編
『
北
周
田
弘
墓
』
原
州
聯
合
考
古
隊
発
掘
調
査
報
告
２ 

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
；

寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
、
中
日
原
州
聯
合
考
古
隊
『
原
州
古
墓
集
成
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。  
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黄
金
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
東
晋
の
顧
愷
之
、
宋
の
陸
探
微
、
梁
の
張
僧
繇
が
、
南
北

朝
の
三
大
家
と
称
さ
れ
る
。
な
お
、
北
朝
の
絵
画
の
発
達
は
南
朝
に
遅
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

で
も
北
斉
以
後
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
北
斉
の
宮
廷
に
仕
え
画
馬
を
得
意
と
し
た
楊

子
華
は
当
時
画
聖
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。 

近
年
、
南
北
朝
時
代
の
陵
墓
な
ど
か
ら
出
土
し
た
絵
画
資
料
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
世
紀
か
ら
六
世
紀
の
南
朝
と
北
朝
の
双
方
の
墓
か
ら
出
土
し
、
墓
主
は
皇
帝
、
上
級
貴
族

か
ら
下
級
貴
族
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
も
壁
画
、
磚
画
、
線
刻
画
、
漆
絵
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
屏
風
画
の
場
合
は
、
河
南
省
洛
陽
市
出
土
の
石
棺
床
囲
屏
の
線
刻
画
は
辟
邪
を
目
的
に

四
神
や
怪
獣
と
当
時
の
風
俗
図
を
描
き
、
山
西
省
大
同
市
司
馬
金
竜
墓
の
漆
絵
屏
風
や
寧
夏

回
族
自
治
区
固
原
県
北
魏
墓
の
漆
棺
は
勧
戒
を
目
的
と
し
た
孝
子
図
や
列
女
図
を
描
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
い
か
に
漢
代
以
来
の
伝
統
の
力
が
根
強
か
っ
た
か
改
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
る
。 

し
か
し
一
方
で
、
こ
の
時
代
な
ら
で
は
の
新
要
素
も
見
受
け
ら
れ
る
。
北
周
以
降
の
墓
室

壁
画
に
も
屏
風
式
の
も
の
が
多
い
。
山
東
済
南
市
東
八
里
窪
北
斉
の
墓
葬
か
ら
出
土
し
た
三

足
八
曲
の
樹
下
人
物
図
屏
風
、
山
東
臨
朐
海
浮
山
北
斉
の
崔
芬
墓
か
ら
出
土
し
た
十
七
扇
の

高
逸
図
（
鑑
戒
図
）
人
物
鞍
馬
図
、
樹
石
図
屏
風
、
山
東
済
南
市
馬
家
荘
北
斉
武
平
二
年
（
五

七
一
）
の
祝
阿
県
令
□
道
貴
墓
か
ら
出
土
し
た
石
砌
単
室
の
墓
室
北
壁
に
墓
主
像
と
共
に
九

曲
の
山
巒
流
雲
図
屏
風
な
ど
の
新
題
材
が
登
場
し
、
当
時
の
風
俗
を
反
映
し
、
山
東
地
域
の

北
斉
壁
画
墓
の
地
方
特
徴
も
示
し
て
い
る
。
ま
た
山
西
省
太
原
南
郊
金
勝
村
壁
画
墓
や
徐
顕

秀
壁
画
墓
か
ら
み
る
と
、
多
曲
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
屏
風
は
画
中
空

間
に
お
い
て
墓
主
の
後
背
に
位
置
し
て
お
り
、
画
中
画
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
壁
画
屏
風
画
の
互
い
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
東
の
崔
芬
墓
な
ど
が
太
原
南

郊
金
勝
村
壁
画
墓
の
影
響
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
①

。
前
述
し
た
壁
画
墓
は
そ
れ
ぞ
れ
同

時
代
の
画
家
で
あ
る
宋
の
陸
探
微
や
北
斉
の
楊
子
華
た
ち
の
優
れ
た
絵
画
の
様
相
を
か
い
ま

見
せ
て
く
れ
る
。 

ま
た
南
朝
と
北
朝
の
影
響
関
係
も
あ
ち
こ
ち
に
散
見
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
隋
唐
時
代
に

花
開
く
絵
画
様
式
の
源
流
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
墓
室
壁
画
中
、
今
ま
で
の

発
掘
さ
れ
た
資
料
よ
り
屏
風
画
関
係
の
は
崔
芬
墓
と
済
南
市
東
八
里
窪
北
斉
墓
が
一
番
重
要

で
あ
る
。
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
が
一
九
八
六
年
に
済
南
八
里
窪
北
朝
壁
画
墓
の
墓
室
で

                                        

         

 

①

鄭
岩
『
魏
晋
南
北
朝
壁
画
墓
研
究
』「
六”

鄴
城
規
制”

初
論
」
条
、201

頁
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。  

４
牒
の
酔
客
屏
風
画
を
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
物
屏
風
画
も
崔
芬
墓
と
同
じ
よ
う
に
、
現

時
点
で
主
人
公
の
身
元
が
特
定
で
き
な
く
、
一
般
的
な
名
士
図
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
江
蘇

省
丹
陽
と
南
京
の
い
く
つ
か
の
南
朝
墓
の
「
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
」
の
「
高
逸
図
」
は
、
内

容
的
に
も
様
式
的
に
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
当
時
の
絵
画
は
唐
人
の
評
論
の
中
に
も
あ
る
よ
う

に
、
つ
ね
に
あ
る
一
派
の
「
様
式
」
を
示
し
、
七
賢
は
じ
つ
に
一
種
の
「
様
式
」
の
伝
統
形

式
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
東
晋
の
戴
逵
、
顧
愷
之
、
史
道
碩
、
そ
れ
に
南
朝
宋
の
陸
探
微
、

斉
の
毛
恵
遠
ら
は
み
な
七
賢
を
画
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
歴
代
名
画
記
』
巻
五
、
巻
六
の

記
述
に
よ
れ
ば
、
顧
愷
之
と
陸
探
微
は
「
七
賢
」（「
竹
林
像
」）
を
画
い
た
ば
か
り
で
な
く
、

「
栄
啓
期
」
を
も
画
い
た
。
こ
の
事
実
か
ら
南
朝
の
壁
画
の
「
高
逸
図
」
の
源
は
晋
代
か
ら

流
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
②

。 

絵
画
の
歴
史
を
遡
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
は
隠
逸
の
思
想
を
背
景
に
し
た
「
高
逸
図
」
あ

る
い
は
「
高
士
図
」
な
ど
の
系
譜
が
古
く
か
ら
あ
り
、
貴
重
な
作
例
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
伝
統
が
、
後
世
の
画
家
た
ち
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。「
竹

林
七
賢
と
栄
啓
期
」
の
「
高
逸
図
」
は
、
構
図
上
に
は
一
人
と
一
樹
と
の
画
面
形
式
が
そ
の

粉
本
は
屏
風
絵
画
の
影
響
を
う
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
南
北
朝
時
代
に
は
こ
う
い

う
屏
風
画
の
構
図
形
式
と
画
面
題
材
が
広
く
流
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
北
斉
壁
画
墓
内
の
屏

風
壁
画
の
存
在
か
ら
、
唐
墓
壁
画
に
お
け
る
そ
れ
は
基
本
的
に
六
朝
時
代
の
手
法
を
継
承
し

た
も
の
と
見
な
せ
よ
う
。
さ
ら
に
唐
代
に
お
け
る
墳
墓
壁
画
の
樹
下
人
物
図
屏
風
の
様
式
は

南
北
朝
時
代
の
流
儀
を
示
唆
し
て
い
る
③

。 

な
お
、
北
朝
時
代
に
は
、
洛
陽
、
太
原
、
済
南
な
ど
の
広
い
地
域
か
ら
出
土
し
た
墳
墓
壁

画
に
は
、
墓
主
人
が
帷
帳
の
中
に
床
榻
の
上
に
座
っ
て
い
て
、
身
後
に
屏
風
を
立
て
て
い
る

と
い
う
画
像
様
式
が
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
て
い
る
。
単
に
屏
風
画
を
言
え
ば
、
洛
陽
北
魏
の

王
温
墓
の
多
曲
屏
風
、
大
同
智
家
堡
北
魏
墓
の
腰
屏
風
、
太
原
南
郊
金
勝
村
壁
画
墓
、
太
原

徐
顕
秀
壁
画
墓
、
祝
阿
県
令
□
道
貴
墓
な
ど
の
好
例
が
あ
る
。
こ
う
い
う
墳
墓
壁
画
の
図
像

様
式
は
隋
代
の
山
東
嘉
祥
の
徐
敏
行
墓
に
ほ
ぼ
同
様
の
画
面
が
あ
る
。
ま
た
、
洛
陽
の
石
棺

床
囲
屏
か
ら
石
屏
板
の
画
面
に
は
墓
主
人
が
簡
略
な
帷
帳
の
中
に
床
榻
の
上
に
座
っ
て
い
て
、

                                        

         

 

②

楊
泓
「
北
朝’
七
賢’
屏
風
壁
画
」、
楊
泓
、
孫
机
『
尋
常
的
精
緻
』、
一
一
八~

一
二
二
頁
、
遼
寧
教
育
出
版

社
、
一
九
九
六
年
。  

③

鄭
岩
『
魏
晋
南
北
朝
壁
画
墓
研
究
』「
下
編
七
南
北
朝
墓
葬
中
竹
林
七
賢
与
栄
啓
期
画
像
的
含
義
」
条
、228

頁
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。  
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身
後
を
多
曲
屏
風
で
囲
っ
て
い
る
と
い
う
線
刻
画
像
も
あ
る
。 

二
〇
〇
二
年
に
、
山
西
省
太
原
市
迎
澤
区
王
家
峰
村
で
、
北
斉
の
貴
重
な
壁
画
墓
徐
顕
秀

墓
が
発
掘
さ
れ
た
。
壁
画
の
保
存
状
態
が
良
く
、
中
国
の
絵
画
史
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な

価
値
が
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
芸
術
的
お
よ
び
学
術
的
価
値
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
壁
画
の
面
積
は100

平
方
メ
ー
ト
ル
、
千
年
以
上
前
に
描
か
れ
た
も
の
だ
が
、
美
し
い

色
彩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
技
法
上
は
鉄
線
描
の
輪
郭
線
と
平
塗
り
の
着
色
法
を
結
ん
で
、
図

様
を
描
く
。
墓
室
北
壁
に
は
宴
飲
図
が
描
か
れ
、
墓
主
人
の
背
後
に
多
曲
の
屏
風
が
立
て
て

い
る
が
、
屏
風
の
画
面
に
描
か
れ
て
い
た
図
像
は
不
明
で
あ
る
。 

（
三
）
崔
芬
墓
の
屏
風
絵
を
め
ぐ
っ
て 

１
．
屏
風
絵
の
配
置
と
内
容
と
の
概
説 

一
九
八
六
年
、
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
と
臨
誑
県
博
物
館
が
臨
誑
県
絲
織
工
場
で
北
斉

天
保
二
年
（
五
五
一
）
東
魏
威
烈
将
軍
、
南
討
大
行
台
都
軍
長
史
崔
芬
墓
を
調
査
し
た
。
外

部
施
設
が
す
で
に
破
壊
さ
れ
、内
部
施
設
が
墓
道
、羨
道
と
方
形
単
室
か
ら
構
成
し
て
お
り
、

墓
室
の
北
、
西
壁
に
壁
龕
を
設
け
、
羨
道
と
墓
室
は
切
石
の
構
造
で
あ
る
。
羨
道
に
門
吏
の

線
刻
画
と
武
士
の
壁
画
が
各
二
幅
、
墓
室
に
天
文
四
神
図
、
屏
風
、
墓
主
夫
婦
像
な
ど
、
合

わ
せ
て
壁
画
が
二
十
四
幅
発
見
さ
れ
た
①

（F
ig.

Ⅳ-42

）。 

崔
芬
墓
の
図
像
構
成
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
特
徴
は
壁
面
の
屏
風
化
で
あ
る
。
屏

風
画
は
墓
室
壁
面
の
下
部
に
配
し
、
南
壁
に
二
牒
、
北
壁
に
四
牒
（F

ig.
Ⅳ-42

）、
東
壁
に
七

牒( F
ig.

Ⅳ-43)

、
西
壁
に
四
牒
（F

ig.

Ⅳ-44

）、
全
部
で
十
七
牒
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
第
十
二
、

十
八
幅
は
、
鞍
馬
図
、
第
十
七
幅
は
、
胡
姫
舞
踊
図
、
第
十
、
十
一
、
二
十
三
、
二
十
四
幅

は
奇
石
樹
木
図
で
あ
る
。
西
壁
に
あ
る
第
十
三
幅
（
発
掘
担
当
者
に
つ
け
ら
れ
た
番
号
）、
北

壁
の
第
十
四
、
十
五
、
十
六
幅
、
東
壁
の
第
十
九
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
幅
に
、
そ
れ

ぞ
れ
奇
石
と
樹
木
を
背
景
に
し
、
方
形
敷
物
に
坐
る
男
性
の
人
物
を
描
い
て
い
る
。
発
掘
担

当
者
が
、
そ
の
八
幅
の
屏
風
に
描
か
れ
た
人
物
は
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
に
当
た
る
と
推
定
し

て
い
る
。 

第
二
十
二
幅
壁
画
は
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
屏
風
図
の
第
一
牃
と
さ
れ
て
い
る
。
主
人
公
の

頭
に
二
本
の
長
い
角
の
よ
う
な
幘
を
つ
け
、
広
袖
の
服
を
ま
と
い
、
胸
と
腹
を
露
出
し
て
い

                                        

         

 

①

山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
ほ
か
「
山
東
臨
誑
北
斉
崔
芬
壁
画
墓
」『
文
物
』
二
〇
〇
二
年
第
四
期
；
山
東
省

臨
朐
県
博
物
館
編
『
北
斉
崔
芬
壁
画
墓
』 

文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。 

る
。
跪
い
て
じ
っ
と
左
手
で
持
つ
盆
栽
（
？
）
を
見
て
い
る
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
そ
の
前
に
立

っ
て
い
る
侍
女
が
右
手
を
出
し
、
盆
栽
（
？
）
を
受
け
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
第
二

牃
（
第
二
十
一
幅
壁
画
）
に
描
か
れ
た
主
人
公
が
腰
掛
に
寄
か
か
っ
て
横
に
な
り
、
そ
の
前

に
大
き
な
皿
と
長
頚
酒
壷
を
置
き
、
右
に
双
環
の
髪
型
を
す
る
侍
女
が
立
ち
仕
え
る
。
第
三

牃
（
第
二
十
幅
壁
画
）
の
主
人
公
は
、
頭
に
頭
巾
を
つ
け
、
小
袖
の
上
着
と
だ
ぶ
だ
ぶ
し
て

い
る
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
て
い
る
。
右
手
で
頬
づ
え
を
つ
い
て
左
手
で
体
を
さ
さ
え
、
左
足
を

投
げ
出
し
て
泥
酔
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
右
に
男
僕
、
左
に
侍
女
が
立
ち
仕
え
る
。
第
四
牃

（
第
十
九
幅
壁
画
）
に
描
か
れ
た
人
物
は
真
正
面
に
向
か
っ
て
坐
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
髪

髻
に
長
い
簪
を
つ
け
、
広
袖
長
袍
の
前
を
は
だ
け
、
右
手
で
長
い
髯
を
撫
で
回
し
、
腰
掛
に

寄
か
か
っ
て
い
る
。
主
人
公
の
左
に
侍
女
が
立
ち
仕
え
、
後
に
長
頚
酒
壷
が
置
い
て
あ
る
。

第
五
牒
（
第
十
三
幅
壁
画
）
の
画
面
中
心
に
酔
い
つ
ぶ
れ
る
人
物
を
描
き
、
そ
の
髪
型
が
二

本
の
小
さ
な
角
の
よ
う
に
見
え
、
広
袖
の
長
袍
を
ま
と
い
、
胸
・
腹
を
露
に
し
て
い
る
。
敷

物
の
真
中
に
坐
っ
て
い
る
が
、
立
膝
を
つ
き
、
左
手
で
体
を
支
え
、
右
手
の
指
は
上
方
を
指

し
て
い
る
。
主
人
公
の
左
に
小
袖
の
服
を
着
る
侍
女
が
立
ち
、
後
に
長
頚
の
酒
壷
が
置
い
て

あ
る
。
第
六
牃
（
第
十
六
幅
壁
画
）
に
描
か
れ
た
人
物
は
笠
を
か
ぶ
り
、
広
袖
の
袍
を
ま
と

い
、
胸
と
腹
を
露
出
し
、
裸
足
で
、
右
の
足
を
左
膝
の
上
に
置
く
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
る
。
後

ろ
に
大
き
な
長
頚
酒
壷
が
置
い
て
あ
る
。
第
七
牃
（
第
十
五
幅
壁
画
）
の
主
人
公
は
双
髻
の

髪
型
で
、
髯
も
長
い
。
文
机
の
前
に
坐
り
、
酔
っ
た
気
分
で
揮
毫
し
て
い
る
。
左
に
灯
を
持

つ
侍
女
が
立
っ
て
い
る
。
第
八
牃
（
第
十
四
幅
壁
画
）
屏
風
画
の
主
人
公
は
二
本
の
角
の
よ

う
な
髪
型
に
し
て
、
小
袖
の
長
袍
を
ま
と
い
、
両
手
で
体
を
支
え
、
倒
れ
そ
う
な
泥
酔
の
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
一
人
の
侍
女
が
彼
の
世
話
を
し
て
い
る
。 

２
．
崔
芬
墓
人
物
屏
風
画
の
検
証 

屏
風
は
古
代
中
国
の
貴
族
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
顧
愷
之
の
「
女
史

箴
図
」・「
列
女
仁
智
図
」、
大
同
北
魏
司
馬
金
龍
墓
の
漆
屏
風
に
屏
風
で
身
を
囲
む
人
物
の
姿

が
見
ら
れ
る
。
北
魏
時
代
に
屏
風
で
被
葬
者
の
棺
槨
を
囲
む
風
習
が
盛
ん
と
な
り
、
二
十
世

紀
に
洛
陽
郊
外
の
邙
山
北
魏
貴
族
墓
地
か
ら
多
く
の
棺
台
石
屏
風
が
出
土
し
た
。
屏
風
壁
画

と
い
う
形
式
の
源
流
を
探
る
際
に
、
北
魏
の
石
屏
風
と
の
強
い
関
係
を
無
視
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
洛
陽
古
代
芸
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
一
九
七
七
年
に
洛
陽
出
土
の
棺
台
石
屏
風
が

十
四
扇
か
ら
構
成
し
て
お
り
、
被
葬
者
夫
婦
像
と
他
の
十
二
幅
人
物
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

山
岳
ま
た
は
奇
石
・
樹
木
を
背
景
に
人
物
絵
を
描
く
と
い
う
点
に
お
い
て
崔
芬
墓
屏
風
壁
画

と
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
類
似
す
る
石
屏
風
が
天
理
参
考
館
と
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
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に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
石
屏
風
は
高
価
な
葬
具
で
、
し
か
も
、
石
棺
台
・
石
棺
と
組
み
合

せ
て
セ
ッ
ト
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
魏-

北
斉
の
戦
乱
の
中
で
、
経
済
が
衰
退
し
、
地

方
の
豪
族
と
官
僚
が
、
そ
の
製
作
費
用
を
負
担
で
き
な
い
た
め
に
、
石
屏
風
の
変
わ
り
に
屏

風
壁
画
を
つ
く
っ
た
。
山
東
省
済
南
市
馬
荘
祝
阿
県
令
道
貴
墓
・
東
八
里
窪
壁
画
墓
・
山
西

省
太
原
市
郊
外
壁
画
墓
な
ど
北
斉
時
代
の
古
墳
に
も
屏
風
壁
画
が
発
見
さ
れ
、
偶
然
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
墓
室
屏
風
壁
画
の
起
源
を
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
南
朝
で
は
、
こ
れ
ま
で
屏
風
壁
画
・
磚
画
の
遺
例
が
発
見
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
南
京
西
善
橋
南
朝
大
墓
に
発
見
さ
れ
た
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
磚
画
は
、
樹
木

で
画
面
の
区
切
り
に
し
た
屏
風
画
に
近
い
単
幅
の
人
物
絵
で
あ
る
。
形
式
上
に
は
、
直
接
に

北
斉
の
屏
風
画
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
に
く
く
、
酒
の
容
器
な
ど
細
か
い
表
現
も
異
な
る
。

西
善
橋
墓
の
場
合
、
阮
籍
・
山
涛
・
王
戎
像
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
小
鳥
を
入
れ
る
瓢
箪
が

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
崔
芬
墓
屏
風
画
の
酒
容
器
は
、
長
頚
壷
で
あ
り
、
北
魏

伝
元
謐
石
棺
の
孝
子
伝
図
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
も
南
北
風
習
の
違
い
を
語
る
も
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
北
魏
の
屏
風
絵
に
現
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
挙
止
優
雅
な
人
物
で
あ
り
、

酒
を
飲
ん
で
も
姿
勢
が
崩
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
崔
芬
墓
の
人
物
は
泥
酔
、
放
縦
な
姿
で

あ
り
、
明
ら
か
に
南
朝
竹
林
七
賢
図
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
西
壁
の
第

十
二
幅
屏
風
図
に
鞍
馬
図
、
東
壁
の
第
十
八
幅
に
鞍
馬
と
馬
方
が
画
か
れ
て
い
る
。
鞍
馬
図

は
、
北
魏
の
み
な
ら
ず
、
北
朝
で
は
ご
く
一
般
的
な
図
柄
で
、
石
屏
風
・
造
像
碑
・
墓
葬
壁

画
・
石
窟
壁
画
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
伝
洛
陽
出
土
の
石
屏
風
の
鞍
馬
図
で
は
、
樹
木
と
奇
石

を
背
景
に
し
て
画
面
の
中
心
部
に
綺
麗
に
飾
ら
れ
る
馬
を
、
前
に
馬
方
、
後
に
傘
と
さ
し
ば

を
持
つ
人
物
を
描
い
て
い
る
①

。
南
朝
で
は
、
鄧
県
画
像
磚
墓
②

に
進
行
中
の
鞍
馬
図
し
か
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
崔
芬
墓
の
鞍
馬
図
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
南
朝
に
求
め
る

ひ
つ
よ
う
が
な
い
と
思
う
。
第
十
七
幅
は
、
舞
踊
図
で
あ
る
。
丸
襟
、
細
長
い
袖
の
胡
服
を

着
る
二
人
の
踊
り
子
が
両
手
を
挙
げ
て
踊
っ
て
い
る
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
六
年

に
山
西
省
楡
社
県
河
峪
郷
河
底
村
か
ら
出
土
し
た
北
魏
神
亀
年
間
（
五
一
八
～
五
一
九
）
孫

龍
石
槨
の
前
档
に
も
細
長
い
袖
の
服
を
着
る
踊
り
子
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

南
朝
鄧
県
画
像
磚
墓
の
舞
踊
図
に
描
か
れ
た
踊
り
子
が
広
袖
交
領
式
の
服
を
着
て
い
る
。
二

者
を
比
較
し
、
崔
芬
墓
の
舞
踊
図
は
北
朝
風
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

                                        

         

 

①

黄
明
蘭
『
洛
陽
北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』
図
版
を
参
照
、
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。  

②

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
『
鄧
県
彩
色
画
像
磚
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
五
八
年
。  

崔
芬
墓
の
発
掘
報
告
書
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
根
拠
を
示
し
て
そ
の
人
物
屏
風
壁
画
を

竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
と
推
定
し
た
。
そ
の
一
は
、
人
物
屏
風
画
は
８
牒
で
、
七
賢
と
栄
啓
期

の
人
数
と
一
致
し
、
主
人
公
達
の
酔
態
も
七
賢
図
の
雰
囲
気
に
よ
く
合
う
。
文
献
に
は
蕭
斉

の
廃
帝
東
昏
侯
（
四
九
九~

五
〇
二
在
位
）
が
七
賢
図
に
美
女
を
加
え
、
宮
殿
を
飾
っ
た
記

事
が
見
ら
れ
る
③

。
崔
芬
墓
の
人
物
屏
風
画
に
侍
女
も
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、「
七
賢
美
女
図
」

に
当
た
る
。
そ
の
二
、
被
葬
者
崔
芬
は
、
当
時
の
一
流
貴
族
で
あ
る
清
河
の
崔
氏
東
武
城
一

系
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
祖
父
が
か
つ
て
南
朝
の
劉
宋
に
仕
え
、
四
六
八
年
頃
、
北
魏
が
山

東
地
域
を
支
配
し
て
か
ら
北
魏
に
帰
化
し
た
④

。
親
族
に
は
南
朝
に
仕
え
た
も
の
も
少
な
く

な
い
の
で
、南
朝
か
ら
七
賢
と
栄
啓
期
絵
の
粉
本
を
入
手
す
る
の
は
可
能
で
あ
る
。そ
の
三
、

四
六
八
年
頃
以
前
、
山
東
地
域
は
南
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
た
め
に
、
南
朝
文
化
の
根
強
い

伝
統
が
北
朝
ま
で
存
続
し
、
北
方
の
ほ
か
の
地
域
よ
り
、
南
朝
美
術
の
影
響
を
受
け
入
れ
や

す
い
。
屏
風
絵
と
い
う
形
式
は
、
北
魏
か
ら
受
け
継
い
だ
遺
産
で
、
人
物
造
型
は
、
南
朝
か

ら
強
い
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
は
た
し
て
こ
れ
ら
の
屏
風
画
に
描
か
れ
た
人
物
が
「
竹
林
七
賢
」
と
栄
啓
期

と
特
定
で
き
る
か
ど
う
か
、
蘇
哲
氏
と
林
聖
智
氏
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
記
録
の
資
料
を
用
い

て
現
存
す
る
南
朝
時
代
の
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
磚
画
⑤

と
崔
芬
墓
屏
風
画
人
物
の
造
型
特
徴

な
ど
を
検
討
す
る
と
、
崔
芬
墓
人
物
屏
風
画
は
、
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
図
で
あ
る
こ
と
が
特

定
で
き
な
い
と
推
定
す
る
⑥

。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
推
測
し
た
い
。
墓
誌
に
よ

る
と
、
崔
芬
は
家
柄
の
お
陰
で
若
い
時
か
ら
官
途
に
就
き
、
生
涯
に
手
柄
を
立
て
ず
に
南
征

行
台
府
の
長
史
ま
で
に
出
世
し
た
。
す
る
と
、
崔
芬
本
人
も
地
方
名
士
の
一
員
で
あ
り
、
お

そ
ら
く
そ
の
生
活
の
ス
タ
イ
ル
も
屏
風
壁
画
の
人
物
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
壁
画
の
内
容
が

被
葬
者
生
前
の
生
活
様
式
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
視
点
か
ら
、
崔
芬
の
日
常
の
生
活
風
景
を

屏
風
壁
画
に
し
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。 

                                        

         

 
③

『
南
史
』
卷
五
・「
廢
帝
東
昏
侯
本
紀
」「
又
別
為
潘
妃
起
神
仙
、
永
壽
、
玉
壽
三
殿
、
皆
飾
以
金
璧
。
其
玉

壽
中
作
飛
仙
帳
、
四
面
繡
綺
、
窗
間
盡
畫
神
仙
。
又
作
七
賢
、
皆
以
美
女
侍
側
。」  

④

『
宋
書
』
卷
八
十
八
・
崔
道
固
伝
を
参
照
。  

⑤

南
京
博
物
院
・
南
京
市
文
物
管
理
委
員
会
「
南
京
西
善
橋
南
朝
墓
及
其
磚
刻
壁
画
」『
文
物
』
一
九
六
〇
年

第
八
、
九
期
；
南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
県
胡
橋
、
建
山
両
座
南
朝
墓
葬
」『
文
物
』
一
九
八
〇
年
第
二
期
；

南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
胡
橋
南
朝
大
墓
及
磚
刻
壁
画
」『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
二
期
。  

⑥

蘇 

哲
「
山
東
省
臨
煦
県
北
斉
崔
芬
墓
の
人
物
屏
風
壁
画
に
つ
い
て
」『
中
国
考
古
学
』
学
術
雑
誌
、2003  

3/106-120

。
林
聖
智
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
貴
族
の
墓
葬
の
図
像
―
北
斉
崔
芬
墓
を
例
と
し
て
」（
曾
布
川

寛
編
『
中
国
美
術
の
図
像
学
』
二
七
～
九
五
頁
、
明
文
社
、
二
〇
〇
六
年
。）  
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崔
芬
墓
の
人
物
屏
風
に
は
南
朝
絵
画
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
北
朝
絵
画
、
と
く
に
北

魏
洛
陽
石
棺
・
石
屏
風
絵
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
崔
芬
墓
壁
画
の
研
究
に
お
い
て
、
南

朝
的
な
要
素
が
注
目
さ
れ
て
来
た
が
、
北
朝
、
と
く
に
北
魏
的
な
要
素
が
重
要
視
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
現
状
で
あ
る
。
人
物
屏
風
壁
画
は
確
か
に
南
朝
の
影
響
を
受
け
た
が
、
武
士
像
・

天
文
四
神
図
・
鞍
馬
図
・
舞
踊
図
は
、
主
に
北
魏
石
屏
風
画
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
画
面
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
長
頚
酒
壷
を
置
く
の
は
、
北
魏
伝
元
謐
石
棺

の
孝
子
伝
図
の
構
図
法
に
似
て
い
る
①

。
そ
の
ほ
か
、
崔
芬
墓
に
発
見
さ
れ
た
仙
人
玄
武
図
、

仙
人
青
龍
図
、
仙
人
白
虎
図
の
構
図
、
踊
り
子
が
着
用
す
る
胡
服
、
及
び
服
装
襟
の
部
分
の

描
き
方
な
ど
に
も
北
魏
洛
陽
石
刻
絵
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。 

崔
芬
本
人
も
北
魏
の
皇
統
を
引
き
継
い
だ
東
魏
の
官
僚
の
身
分
を
持
ち
、
墓
は
東
魏
の
制

度
に
準
じ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
墓
の
壁
画
に
は
南
朝
絵
画

の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
基
本
的
な
部
分
は
、
や
は
り
北
朝
絵
画
、
と
く
に
北
魏
洛
陽
石

棺
・
石
屏
風
絵
の
続
き
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
崔
芬
墓
人
物
屏
風
画
が
七
賢
風

の
名
士
図
と
は
言
え
る
が
、竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
と
は
特
定
で
き
な
い
。言
う
ま
で
も
な
く
、

寄
せ
集
め
た
説
話
図
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
②

。
そ
の
内
容
の
解
明
は
将
来

の
研
究
を
期
待
し
て
お
き
た
い
。 

崔
芬
墓
で
は
、
異
な
る
主
題
と
屏
風
の
枠
と
が
自
由
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
崔
芬
墓

の
屏
風
画
の
主
題
は
、
司
馬
金
龍
墓
の
漆
画
屏
風
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
列
女
、
孝
子
、
と

い
っ
た
特
定
の
歴
史
人
物
の
主
題
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
様
な
墓
葬
の
図
像
に
適

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
屏
風
画
は
歴
史
人
物
の
主
題
か
ら
開
放
さ
れ
、
一
つ
の
新
し
い

空
間
表
現
の
装
置
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
墓
室
の
屏
風
画
は
、
有
限
の
空
間
を

も
っ
て
無
限
の
空
間
の
広
が
り
を
暗
示
す
る
仕
掛
け
と
な
る
。
こ
こ
で
の
屏
風
の
役
割
は
、

一
般
の
北
朝
の
壁
画
墓
に
見
え
る
墓
主
の
後
ろ
に
背
景
と
し
て
並
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
石
棺
床
囲
屏
の
よ
う
な
、
単
純
に
周
囲
か
ら
中
心
の
墓
主
夫
婦
を
囲
み
こ
む
も
の
で

も
な
い
。
崔
芬
墓
の
屏
風
は
、
墓
室
の
空
間
を
転
換
し
、
新
し
い
空
間
を
作
り
出
す
視
覚
の

装
置
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
墓
室
の
空
間
を
規
定
す
る
方
法
は
、
中
国
の
墓
葬
の
図
像
に
お

い
て
革
新
的
な
も
の
で
あ
り
、
新
し
い
空
間
感
覚
を
求
め
る
意
図
を
も
と
に
生
じ
て
き
た
も

                                        

         

 

①

黄
明
蘭
『
洛
陽
北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』
を
参
照
（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）；
蘇
哲
「
北
斉
崔

芬
墓
の
壁
画
に
見
ら
れ
る
北
魏
石
棺
屏
風
画
の
影
響
」『
新
世
紀
の
考
古
学―

大
塚
初
重
先
生
喜
寿
記
念
論
文

集
』
大
塚
初
重
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会 ( 2003 ) 899-909

）  

②

前
掲
蘇
哲
氏
の
論
文
を
参
照
。 

の
で
あ
る
。 

崔
芬
墓
で
の
屏
風
画
は
、
自
然
空
間
を
暗
示
し
、
表
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
墓
室
の
屏
風
画
の
登
場
は
、
自
然
の
空
間
へ
近
づ
き
、
ま
た
自
然
の
空
間

と
の
緊
密
な
関
係
性
を
作
ろ
う
と
す
る
意
図
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
関
係
性
は
、
物

理
的
な
空
間
を
表
象
す
る
こ
と
を
通
し
、
精
神
的
な
空
間
に
到
達
す
る
こ
と
を
も
意
味
し
て

い
る
。
屏
風
画
に
よ
っ
て
、
人
界
と
隔
て
ら
れ
た
隠
遁
と
修
養
の
理
想
郷
を
表
し
、
被
葬
者

の
精
神
的
な
境
界
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

実
際
、
こ
れ
以
降
の
墓
室
の
屏
風
画
の
主
題
に
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
、

自
然
の
空
間
の
表
現
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。屏
風
画
の
重
点
は
、

屏
風
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
屏
風
を
媒
介
と
し
な
が
ら
、
よ
り
自
然
に
親
し
い
空
間

を
表
象
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
屏
風
は
室
内
の
空
間
を
規
定
す
る

家
具
か
ら
、新
し
い
空
間
を
開
く
窓
に
な
っ
た
。墓
葬
に
屏
風
画
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

墓
室
の
空
間
は
実
在
の
物
理
的
な
空
間
と
屏
風
で
設
定
さ
れ
た
絵
画
の
空
間
の
両
方
を
重
ね

あ
わ
せ
な
が
ら
、
新
し
い
空
間
を
重
層
的
に
表
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
崔
芬
墓
の
屏
風
画
か
ら
見
る
と
、
北
朝
時
代
の
墓
葬
に
見
ら
れ
る
屏
風
の
表
現
、

あ
る
い
は
墓
室
壁
面
の
屏
風
化
と
自
然
の
空
間
を
示
す
な
が
ら
、
そ
の
新
し
い
墓
室
の
空
間

を
規
定
す
る
方
法
は
唐
代
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
、
後
の
墓
葬
図
像
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
屏
風
画
に
新
し
い
可
能
性
が
開
か
れ
、
唐
代
以
降
の
屏
風
画
の
発

展
の
も
と
と
な
っ
た
。
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
唐
代
壁
画
墓
の
屏
風
画
に
関
す
る
主
題
に

は
、
樹
下
美
人
、
樹
下
老
人
、
山
水
図
、
花
鳥
図
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
自
然
空
間

の
表
現
、
ま
た
自
然
へ
の
憧
れ
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
唐
代
の
樹
下
宴
遊
図
の
多

く
が
屏
風
画
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
北
朝
以
降
の
墓
室
の
屏
風
画
の
発
展
か
ら
見
る
と
、

屏
風
画
の
主
題
は
い
ず
れ
も
自
然
に
対
す
る
親
し
み
の
表
現
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。 

 
四
．
伝
世
品
の
絵
画 

 

南
北
朝
時
代
は
当
時
の
文
化
の
担
い
手
で
あ
っ
た
皇
帝
、
貴
族
た
ち
に
よ
っ
て
早
く
か
ら

絵
画
の
鑑
賞
が
行
わ
れ
、
作
品
の
蒐
集
が
行
わ
れ
た
。
貴
族
た
ち
が
鑑
賞
に
と
ど
ま
ら
ず
批

評
を
盛
ん
に
行
い
、
そ
の
結
果
、
批
評
基
準
、
絵
画
理
論
が
打
ち
立
て
ら
れ
、
作
品
の
質
を

高
め
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
存

古
の
絵
画
批
評
の
書
で
あ
る
謝
赫
の
『
古
画
品
録
』

が
、三
国
以
来
の
名
画
家
二
十
七
人
を
六
等
に
品
第
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
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こ
の
書
は
ま
た
序
に
お
い
て
、
画
の
六
法
、
す
な
わ
ち
気
韻
生
動
、
骨
法
用
筆
、
応
物
象
形
、

随
類
賦
彩
、
経
営
位
置
、
伝
移
模
写
の
六
つ
の
絵
画
法
則
を
提
示
し
た
。
ま
た
顧
愷
之
の
『
画

雲
台
山
記
』、
宋
の
宗
炳
の
『
画
山
水
序
』
に
山
水
画
の
理
論
を
著
述
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
よ
う
な
南
北
朝
絵
画
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
、
数
点
の
伝
世
作
品
が
存
在
す
る
。
例
え

ば
、
東
晋
の
顧
愷
之
の
「
女
史
箴
図
巻
」、「
洛
神
賦
図
巻
」、「
列
女
仁
智
図
巻
」（
資
料
編
の

表
Ⅶ
の
№001

参
照
）
な
ど
を
通
じ
て
顧
愷
之
の
画
風
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

（
一
）
伝
世
絵
画
の
概
要 

 

唐
の
張
彦
遠
が
著
し
た
『
歴
代
名
画
記
』
に
よ
る
と
、
と
り
わ
け
東
晋
以
降
の
画
家
の
数

は
飛
躍
的
に
増
加
し
て
お
り
、こ
の
時
代
の
画
壇
の
盛
況
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

特
に
名
画
の
伝
存
は
、「
漢
魏
三
国
の
名
画
は
も
は
や
こ
の
世
か
ら
消
滅
し
た
。晋
の
顧
愷
之
、

宋
の
陸
探
微
、
梁
の
張
僧
繇
の
首
尾
完
全
な
作
品
は
希
代
の
珍
宝
で
あ
る
」(

張
彦
遠
『
歴
代

名
画
記
』
巻
２)

と
い
っ
た
惨
憺
た
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
古
来
、
多
く
の
画
家
が
劉
向
の

『
列
女
伝
』
を
題
材
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
唐
の
裴
孝
源
『
貞
観
公
私
画
史
』
に

は
、
晋
の
王
廙
「
列
女
伝
仁
智
図
」、
南
斉
の
陳
公
恩
「
列
女
伝
仁
智
図
」、
同
「
列
女
伝
貞

節
図
」
が
、
ま
た
『
歴
代
名
画
記
』
に
は
、
晋
の
謝
稚
に
よ
る
「
列
女
母
儀
図
」「
列
女
貞
節

図
」「
列
女
賢
明
図
」「
列
女
仁
智
図
」「
列
女
弁
通
図
」
な
ど
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
周
密
の

『
雲
煙
過
眼
録
』
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
伝
世
絵
画
の
な
か
で
も
、
し
ば
し
ば
名
品
と
さ
れ
る

作
品
に
は
顧
愷
之
の
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
大
英
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
女
史
箴
図
巻
」

は
、
そ
う
し
た
絵
画
を
代
表
す
る
名
品
で
あ
り
、
顧
愷
之
が
「
女
史
箴
図
巻
」
を
製
作
し
た

と
す
る
記
述
の
初
見
は
北
宋
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
米
芾
の
『
画
史
』
や
、
徽
宗
の
収
蔵

目
録
で
あ
る
『
宣
和
画
譜
』
中
で
、
顧
愷
之
の
作
品
と
し
て
初
め
て
「
女
史
箴
図
巻
」
の
名

が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
顧
愷
之
の
作
と
さ
れ
た
「
列
女
図
」
が
米
芾
の
『
画
史
』
や
周
密
の

『
雲
煙
過
眼
録
』
な
ど
に
も
散
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
存
す
る
「
列
女
仁
智
図
巻
」
や
「
洛

神
賦
図
巻
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
絵
画
史
上
に
お
け
る
顧
愷
之
の
評
価
の
高
さ
が
、

「
名
品
す
な
わ
ち
顧
愷
之
」
と
す
る
図
式
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

顧
愷
之
は
東
晋
時
代
に
博
学
才
気
を
も
っ
て
活
躍
し
た
画
家
で
、
宋
の
陸
探
微
、
梁
の
張

僧
繇
ら
と
と
も
に
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
を
代
表
す
る
大
画
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
現
存
す
る

作
品
を
見
て
み
る
と
、
顧
愷
之
の
人
物
表
現
あ
る
い
は
肖
像
画
の
特
徴
は
対
象
の
本
質
的
な

性
格
を
も
っ
と
も
よ
く
表
し
て
い
る
身
体
上
の
要
点
を
見
抜
き
、
そ
れ
を
肖
像
画
の
な
か
に

的
確
に
描
き
込
む
こ
と
で
、
深
い
精
神
性
の
備
わ
っ
た
肖
像
画
を
作
り
上
げ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
顧
愷
之
の
人
物
画
を
支
え
て
い
た
も
の
が
、
洗
練
さ

れ
た
高
度
な
線
描
表
現
で
あ
っ
た
。
顧
愷
之
の
線
描
表
現
に
関
し
て
は
、
唐
の
張
彦
遠
が
「
緊

細
な
線
が
連
綿
と
連
な
り
、
ま
た
自
由
自
在
に
巡
り
、
格
調
は
高
く
、
疾
風
迅
雷
の
よ
う
」

と
賛
美
し
て
い
る
。 

 

こ
の
時
代
で
伝
世
絵
画
の
作
品
を
見
て
み
る
と
絵
画
の
主
題
表
現
に
つ
い
て
は
勧
戒
画
か

ら
鑑
賞
画
へ
転
換
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
女
史
箴
図
巻
」
は
西
晋
の
張
華(

二
三
二

~

三
〇
〇)

が
著
し
た
『
女
史
箴
』
の
文
章
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
、
各
場
面
と
も
画
と
数
行

の
詞
書
か
ら
な
る
。
一
方
、「
列
女
仁
智
図
巻
」
は
前
漢
の
劉
向(

前
七
七~

前
六)

が
記
し
た

『
列
女
伝
』
巻
３
「
仁
智
伝
」
に
依
拠
し
て
い
る
が
、「
女
史
箴
図
巻
」
と
同
様
、
儒
教
的
道

徳
観
に
基
づ
く
女
性
が
画
の
主
題
と
し
て
選
ば
れ
て
、
漢
代
以
来
の
勧
戒
画
の
系
統
に
属
す

る
人
物
画
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
「
女
史
箴
図
巻
」
に
描
か
れ
た
女
性
表
現
を
見
る

と
、
も
は
や
主
題
で
あ
る
は
ず
の
勧
戒
に
対
す
る
画
家
の
関
心
は
薄
く
、
優
美
な
女
性
の
姿

態
を
表
現
す
る
こ
と
に
作
画
の
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
た
画
中
の
ど
の

場
面
で
も
、
女
性
た
ち
は
華
麗
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
均
整
の
と
れ
た
美
し
い
姿
態
に
描
か

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
女
史
箴
図
巻
」
は
内
容
的
に
は
伝
統
的
な
勧
戒
を
テ
ー

マ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
の
、
も
は
や
一
種
の
美
人
画
的
性
格
や
風
俗
画
的
要
素
を
帯
び

た
鑑
賞
絵
画
へ
と
、
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
よ
う
。
同
様
の
傾
向
は
、「
女
史
箴

図
巻
」
と
同
じ
勧
戒
説
話
か
ら
取
材
し
た
「
列
女
仁
智
図
巻
」
で
も
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に

一
九
六
六
年
、
山
西
省
大
同
市
郊
外
の
司
馬
金
龍
墓
か
ら
出
土
し
た
漆
絵
屏
風
な
ど
を
例
証

に
し
な
が
ら
考
え
れ
ば
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
、
こ
の
種
の
絵
画
は
『
列
女
伝
』
な
ど
の
文
章

に
基
づ
く
勧
戒
の
画
題
を
形
式
的
に
は
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
そ
の
本
質
的
な
勧
戒
と
し
て
の

性
格
は
弱
ま
り
、
鑑
賞
を
目
的
と
し
た
絵
画
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
土
壌
か
ら
、
も
は
や
儒
教
的
道
徳
観
と
は
無
縁
な
恋
愛
物
語
を

扱
っ
た
絵
画
も
生
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
洛
神
賦
図
巻
」
は
、
詩
人
の
曹
植
と
洛
河
の
女
神

と
の
悲
恋
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
二
人
の
出
会
い
か
ら
別
離
ま
で
の
情
景
が
美
し
く
装
飾
的
に

描
か
れ
て
い
る
。
実
利
目
的
に
は
制
約
さ
れ
な
い
、
こ
の
よ
う
な
鑑
賞
を
意
識
し
た
絵
画
の

登
場
は
、
こ
の
時
代
の
絵
画
の
方
向
性
を
い
っ
そ
う
強
く
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

 

な
お
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
絵
画
の
山
水
表
現
の
進
展
に
つ
い
て
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
魏
晋
南
北
朝
に
な
る
と
、
知
識
人
の
あ
い
だ
で
は
自
然
の
な
か
で
の
隠
逸
の
暮
ら

し
に
憧
れ
、
山
水
を
詩
に
詠
ん
だ
り
、
ま
た
画
で
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
山
岳
や
河
川
と
い
っ
た
自
然
景
の
描
写
に
も
関
心
が
高
ま
り
、
ま
た
山
水
画
論

も
著
さ
れ
る
な
ど
、
山
水
を
描
く
こ
と
は
理
念
的
に
も
、
表
現
的
に
も
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
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げ
る
の
で
あ
る
。
で
は
伝
世
絵
画
の
な
か
か
ら
、
当
時
の
山
水
表
現
を
探
っ
て
み
よ
う
。「
洛

神
賦
図
巻
」
の
画
面
構
成
は
、
曹
植
と
洛
神
と
の
恋
愛
物
語
が
洛
河
を
舞
台
と
し
た
自
然
景

観
の
な
か
で
展
開
す
る
。
そ
の
た
め
人
物
を
中
心
と
す
る
各
場
面
に
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
山
石

や
樹
木
が
配
さ
れ
る
な
ど
、
画
面
全
体
に
わ
た
っ
て
山
水
表
現
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
の
自
然
景
観
の
表
現
は
、
ま
さ
し
く
張
彦
遠
が
『
歴
代
名
画
記
』
中
で
指
摘
し
て

い
る
よ
う
な
、
こ
の
時
期
の
稚
拙
で
類
型
的
な
山
水
表
現
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
す
な
わ
ち
峰
々
は
櫛
の
歯
の
よ
う
に
並
び
、
腕
を
伸
ば
し
指
を
広
げ
た
よ
う
な
樹

木
が
幾
本
も
描
き
添
え
ら
れ
、
洛
河
の
流
水
表
現
は
形
式
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し

た
古
様
な
山
水
表
現
の
な
か
に
も
、
い
く
つ
か
の
新
た
な
表
現
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
。た
と
え
ば
樹
木
や
山
石
に
は
、種
類
や
大
小
高
低
に
よ
る
差
異
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

同
一
モ
チ
ー
フ
の
繰
り
返
し
に
よ
る
単
調
な
表
現
を
で
き
る
だ
け
避
け
て
い
る
。
ま
た
長
巻

全
体
を
通
し
て
遠
近
表
現
が
意
識
的
に
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
り
、

近
景
、
中
景
、
遠
景
が
巧
み
に
配
さ
れ
、
画
面
の
空
間
的
な
違
和
感
は
和
ら
い
で
い
る
。 

 

さ
ら
に
「
女
史
箴
図
巻
」
で
は
、
い
っ
そ
う
進
ん
だ
山
水
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。「
女
史
箴

図
巻
」
の
な
か
で
山
水
が
描
か
れ
た
場
面
は
１
ヵ
所
の
み
で
あ
る
が
、
栄
枯
盛
衰
を
比
喩
的

に
表
現
し
た
場
面
に
お
い
て
、
太
陽
と
月
、
お
よ
び
弩
を
持
っ
た
人
物
と
と
も
に
、
か
な
り

本
格
的
な
山
岳
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
山
岳
が
『
女
史
箴
』
の
文
章
に
基

づ
く
象
徴
的
な
表
現
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
三
角
形
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
山
岳
の
塊
量

が
意
識
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
も
は
や
観
念
的
な
山
岳
表
現
か
ら
は
脱
し
て
い
る
。
ま
た
断

崖
や
土
坡
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
複
雑
な
山
勢
を
描
き
出
し
、
そ
こ
に
鳥
や
動
物
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
配
置
す
る
な
ど
、
そ
の
構
築
性
に
富
ん
だ
山
水
表
現
に
は
格
段
の
進
歩
が
認
め
ら
れ

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
伝
世
絵
画
か
ら
推
察
す
る
と
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
山
水
表
現
は
、
写
実
性

と
い
う
点
で
は
未
成
熟
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
画
面
構
成
や
空
間
把
握
に
お
い
て
は
、
か
な

り
の
進
展
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
山
水
表
現
は
類
型
的
な
山
岳
を
脱
し
つ
つ
あ
り
、
平
面

性
の
強
い
図
像
的
表
現
を
乗
り
越
え
、
構
築
性
や
空
間
性
を
伴
っ
た
本
格
的
な
表
現
へ
と
進

展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
六
朝
宋
の
陸
探
微
「
帰
去
来
辞
図
巻
」（
調
一
八
五
５ 

故
画
乙
〇
一
・
〇
六
・
〇

一
三
七
七
）
①

に
は
、
屋
宇
の
中
に
大
型
の
衝
立
が
立
て
て
い
る
。
屏
面
の
画
題
は
、
樹
石

花
鳥
で
あ
ろ
う
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
の
№001

参
照
、F

ig.

Ⅳ-50

）。
こ
う
い
う
形
式
の
屏
風
は

中
国
に
お
け
る
早
期
屏
風
画
の
重
要
な
一
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
悠
久
的
な
屏
風
画
の
歴
史
を

示
唆
し
て
い
る
。 

（
二
）
出
土
作
品
と
の
比
較 

 

こ
の
時
期
で
、
近
年
の
目
覚
ま
し
い
考
古
学
上
の
発
掘
成
果
は
絵
画
研
究
に
つ
い
て
も
多

く
の
新
知
見
を
も
た
ら
し
た
。
ま
ず
、
前
述
し
た
司
馬
金
龍
墓
か
ら
出
土
し
た
漆
絵
屏
風
は
、

「
女
史
箴
図
巻
」
や
「
列
女
仁
智
図
巻
」
と
い
っ
た
伝
世
絵
画
と
比
較
し
た
場
合
、
表
現
力

の
差
に
よ
る
巧
拙
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
絵
画
表
現
の
共
通
性
や
主
題
構
図
の
同
一
性
な

ど
、
い
く
つ
か
の
類
似
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
と
く
に
司
馬
金
龍
墓
の
漆
絵
屏
風
は
、
顧
愷

之
と
伝
承
さ
れ
る「
女
史
箴
図
巻
」の
表
現
に
も
通
じ
る
要
素
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
３
点
の
作
品
は
、
い
ず
れ
も
勧
戒
を
画
の
主
題
と
し
、
人
物
描
写
で
は

服
装
形
式
の
み
な
ら
ず
、
均
整
の
と
れ
た
姿
態
や
繊
細
な
線
描
表
現
と
い
っ
た
点
で
も
共
通

し
て
お
り
、さ
ら
に
は
同
一
画
題
を
扱
っ
た
場
面
に
お
け
る
構
図
の
同
一
性
も
認
め
ら
れ
る
。 

１
．
絵
画
表
現
の
共
通
性 

例
え
ば
、
女
性
表
現
に
関
し
て
見
て
み
る
と
、
と
も
に
均
整
の
と
れ
た
美
し
い
姿
態
が
線

表
現
を
主
体
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
頭
の
先
か
ら
裳
裾
の
後
端
ま
で
大
き
な

カ
ー
ブ
を
描
い
て
背
中
を
反
ら
す
よ
う
に
し
て
立
つ
姿
勢
は
、
三
者
と
も
著
し
い
共
通
性
を

示
し
て
い
る
（F

ig.

Ⅳ-45

）。
ま
た
、
い
ず
れ
の
女
性
も
頭
部
が
小
さ
い
の
に
対
し
て
服
装
は

ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
背
部
か
ら
長
い
帯
状
の
リ
ボ
ン
が
風
に
翻
り
、
さ
ら
に
腹
部
を
覆
っ
て

い
る
エ
プ
ロ
ン
状
の
衣
装
の
端
か
ら
も
、
同
様
の
リ
ボ
ン
が
３
枚
の
三
角
形
の
布
か
ら
伸
び

て
翻
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
服
装
形
式
は
、南
朝
の
き
わ
め
て
特
徴
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、

さ
ら
に
裳
裾
は
地
面
を
引
き
ず
る
よ
う
に
長
く
後
方
に
伸
び
、
そ
の
外
縁
は
緩
や
か
な
波
を

打
っ
て
広
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
物
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
安
定
感
あ
る
も
の
に
し

て
い
る
②

。
ま
た
河
南
鄧
県
の
「
郭
巨
埋
児
」
と
い
う 

画
像
磚
に
妻
の
画
像
及
び
敦
煌
莫
高

窟285
窟
の
西
魏
の
壁
画
の
供
養
像
（F

ig.

Ⅳ-45

）
と
前
述
し
た
三
者
と
も
共
通
し
た
特
徴

を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
湖
南
長
沙
子
弾
庫
の
楚
墓
か
ら
一
九
七
三
年
五
月
に
出
土
し
た
帛

                                        

         

 

①

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）
七
～
八
頁
、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華

民
国
八
十
四
年
八
月
初
版
。
本
図
巻
は
絹
本
着
色
、43.0

×142.0cm

で
あ
る
。 

②

曽
布
川
寛
、
岡
田
健
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
３
巻
三
国
南
北
朝
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。  
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画
は
、
飛
龍
に
駕
る
衣
冠
の
男
子
図
①

と
、
一
九
四
九
年
二
月
に
同
じ
く
湖
南
長
沙
陳
家
大

山
の
楚
墓
か
ら
鳳
と
龍
と
を
伴
う
女
子
図
②

で
あ
る
（F

ig.

Ⅳ-45

）。
男
子
図
に
は
、
背
後
に

は
鶴
、
左
下
方
に
は
鯉
魚
を
配
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姉
妹
と
も
い
え
る
図
は
、
戦
国
時
代

中
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
人
物
の
表
現
、
こ
と
に
進
行
方
向
と
は
逆
に
吹
き

な
び
く
衣
裾
の
描
写
は
、
そ
の
形
と
描
法
を
含
め
て
、
伝
顧
愷
之
筆
「
女
史
箴
図
巻
」
と
「
列

女
仁
智
図
巻
」
中
の
人
物
や
、
北
魏
の
司
馬
金
龍
墓
出
土
の
漆
絵
屏
風
中
の
女
性
像
に
酷
似

し
て
お
り
、
写
生
的
な
象
形
が
一
つ
の
型
と
な
っ
て
永
く
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
と

共
に
、
一
つ
の
型
、
あ
る
い
は
形
象
が
永
く
持
続
さ
れ
て
行
く
中
国
絵
画
の
特
質
が
早
く
も

成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
マ
チ
エ
ー
ル
も
表
現
の
目
的
を
も
異
に
す
る
と
は
い
え
、
形

態
を
同
じ
く
す
る
司
馬
金
龍
墓
出
土
の
漆
屏
人
物
図
と
「
女
史
箴
図
巻
」
の
間
に
み
ら
れ
る

絵
画
表
現
と
そ
れ
を
支
え
る
描
線
の
優
劣
が
、
わ
ず
か
に
そ
の
差
異
を
物
語
っ
て
く
れ
る
で

あ
ろ
う
。 

２
．
構
図
上
の
同
一
性 

人
物
故
事
図
漆
絵
屏
風
と
伝
世
絵
画
と
の
構
図
上
の
共
通
性
は
、
同
一
画
題
を
扱
っ
た
場

面
で
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、「
班
妃
辞
輦
」
の
故
事
は
、
司
馬
金
龍
墓
の
漆
絵
と
「
女
史
箴

図
巻
」
の
双
方
に
、
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
画
題
で
あ
る
（F

ig.

Ⅳ-46

）。
班
婕
妤
は
賢
と

美
を
兼
ね
備
え
、
前
漢
の
成
帝
の
寵
愛
を
受
け
た
女
性
で
あ
る
が
、
成
帝
が
班
婕
妤
を
輦
に

同
乗
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
き
、君
主
の
傍
ら
に
女
性
が
侍
る
の
は
亡
国
に
つ
な
が
る
と
し
て
、

輦
に
乗
る
こ
と
を
辞
退
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
故
事
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
「
班
妃
辞
輦
」

の
場
面
は
、
２
作
例
と
も
き
わ
め
て
似
通
っ
た
図
様
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
と
も
に

画
面
左
か
ら
ほ
ぼ
４
分
の
３
の
ス
ペ
ー
ス
に
漢
の
成
帝
が
乗
る
輦
を
数
人
の
男
が
担
ぐ
よ
う

す
を
描
き
、
そ
し
て
そ
の
後
方
に
長
い
リ
ボ
ン
を
な
び
か
せ
拱
手
し
た
姿
で
た
た
ず
む
班
婕

妤
を
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
、
輿
に
ち
か
い
輦
に
は
「
女
史
箴
図
巻
」
や
司
馬
金

龍
墓
か
ら
出
土
し
た
漆
絵
屏
風
③

に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
輿
に
長
椅
子
が
備
え
付
け
ら

                                        

         

 

①

人
物
御
龍
図
、
絹
本
墨
絵
淡
設
色
、73.5

×28cm

、
湖
南
省
博
物
館
蔵
、「
新
発
見
的
長
沙
戦
国
楚
墓
帛
画
」

『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
七
期
；「
長
沙
子
弾
庫
戦
国
木
槨
墓
」『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
二
期
。  

②

龍
鳳
仕
女
図
、
絹
本
墨
絵
、31.2

×23.2cm

、
湖
南
省
博
物
館
蔵
、『
中
国
博
物
館
叢
書
』
第
二
巻
『
湖
南

省
博
物
館
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
三
年
；
孫
作
雲
「
長
沙
戦
国
時
代
楚
墓
出
土
帛
画
考
」『
人
文
雑
誌
』

一
九
六
〇
年
第
四
期
。  

③

司
馬
金
龍
墓
（
四
八
四
年
）
の
漆
絵
屏
風
板
は
、
朱
漆
板
に
各
種
の
色
漆
を
も
っ
て
描
い
て
お
り
、
金
網
の

表
現
を
加
え
る
と
、
画
面
が
ぶ
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。  

れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
の
で
輿
と
輦
は
構
造
的
に
極
め
て
近
い
④

。
司
馬
金
龍
墓
出
土
の

漆
絵
屏
風
の
輦
の
椅
子
の
背
に
は
黄
色
で
文
様
を
描
い
て
い
る
が
、
地
は
赤
色
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
こ
の
赤
色
は
透
視
効
果
を
表
現
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
輦
と
台
棒
と
の
接

す
る
部
分
に
は
、
斜
板
が
あ
り
、
そ
こ
に
装
飾
花
紋
が
描
か
れ
て
い
る
。
網
に
黄
と
黒
で
描

い
て
い
る
が
、
ご
く
一
部
に
赤
が
透
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
様
は
円
と
方
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
で
あ
る
⑤

。「
女
史
箴
図
巻
」
で
は
、
輦
は
金
網
様
の
も
の
で
覆
わ
れ
て
い
る
。『
鄴

中
記
』
の
記
述
か
ら
み
る
と
、
防
塵
を
兼
ね
、
光
を
楽
し
む
た
め
雲
母
板
や
紗
が
貼
ら
れ
て

い
た
と
み
る
の
が
常
識
的
で
あ
ろ
う
。 

同
様
の
例
は
、「
衛
霊
夫
人
」
の
場
面
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
司
馬
金
龍
墓
の
漆
絵
と

「
列
女
仁
智
図
巻
」
に
は
、
向
か
い
合
う
一
組
の
男
女
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
画
面
に
添
え

ら
れ
た
榜
題
か
ら
、『
列
女
伝
』
巻
３
の
「
夫
人
、
觴
を
酌
み
、
再
拝
し
て
公
に
賀
す
」
の
記

述
に
基
づ
き
、
夫
人
が
衛
霊
公
に
祝
杯
を
捧
げ
て
い
る
場
面
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
画
面
で
は
、
い
ず
れ
も
左
に
コ
の
字
形
に
し
つ
ら
え
た
屏
風
中
に
坐

る
冠
を
か
ぶ
っ
た
衛
霊
公
を
、
そ
の
右
に
は
ひ
ざ
ま
ず
き
両
手
で
盆
を
捧
げ
衛
霊
公
に
酒
杯

を
供
す
る
衛
霊
夫
人
を
配
す
る
。
こ
れ
ら
２
作
例
の
「
衛
霊
夫
人
」
に
は
、
場
面
設
定
、
画

面
構
成
、
人
物
の
形
態
や
調
度
品
な
ど
に
お
い
て
共
通
し
た
表
現
が
認
め
ら
れ
、
物
語
を
絵

画
化
す
る
際
の
画
家
の
図
様
認
識
が
、
お
互
い
き
わ
め
て
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
３
曲
の
衝
立
屏
風
は
形
状
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、「
列
女
仁
智
図

巻
」
の
ほ
う
は
画
面
に
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
司
馬
金
龍
墓
の
漆
絵
屏
風
の
２
点
衝

立
屏
風
の
画
面
中
、
衛
霊
公
の
ほ
う
は
文
様
が
不
明
瞭
で
、
楚
荘
樊
姫
の
ほ
う
は
菱
格
形
文

が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅳ-47

）。 

こ
の
よ
う
に
漆
絵
と
伝
世
絵
画
の
双
方
に
お
い
て
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
の
配
置
や
形
状
に

近
似
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
同
一
画
題
に
お
け
る
同
一
図
様
の
存
在
が

両
者
の
あ
い
だ
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
時
す
で
に
図
様
の
定
型
化
が
か
な
り
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
進
行
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

３
．
そ
の
他 

一
方
、
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
の
北
魏
墓
よ
り
出
土
し
た
漆
絵
木
棺
は
、
司
馬
金
龍
墓

                                        

         

 

④

孫
机
『
中
国
古
輿
服
論
叢
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
ｐ263

に
お
い
て
『
輿
と
輦
は
混
乱
し
て
い
る

こ
と
を
『
隋
志
』
を
ひ
い
て
述
べ
て
い
る
。  

⑤

『
文
化
大
革
命
期
間
中
出
土
文
物
』
に
よ
る
。  
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の
人
物
故
事
図
漆
絵
屏
風
と
同
様
、
三
国
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
漆
工
芸
の
作
例
中
き
わ

め
て
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
勧
戒
を
主
題
と
し
て
い
る
も
の
の
、
し
か
し

絵
画
表
現
に
関
し
て
は
か
な
り
き
わ
だ
っ
た
相
違
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
司
馬
金
龍
墓

の
漆
絵
と
同
一
画
題
で
あ
る
「
舜
後
母
焼
廩
」
の
場
面
を
比
べ
て
み
る
と
、
漆
絵
と
い
う
共

通
技
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
表
現
の
違
い
は
、
服
装
の
形
式

は
い
う
に
及
ば
ず
、
形
態
の
把
握
や
線
描
表
現
に
至
る
ま
で
歴
然
と
し
て
い
る
。
風
帽
に
筒

袖
の
胡
服
を
着
用
し
た
鮮
卑
族
の
、
素
朴
で
力
強
い
表
現
は
、
司
馬
金
龍
墓
の
漆
絵
に
見
ら

れ
る
流
麗
な
人
物
表
現
と
は
対
照
的
で
あ
る
（F

ig.

Ⅳ-48

）。 

こ
う
し
た
２
点
の
北
魏
漆
絵
に
認
め
ら
れ
る
絵
画
表
現
の
相
違
は
、
た
ん
に
画
家
個
人
の

資
質
や
嗜
好
に
起
因
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
漢
民
族
の
南
朝
と
鮮
卑
族
の
北
朝
と
の

対
立
構
造
は
、
造
形
表
現
に
も
波
及
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
、
風
俗
、
文
化
に
拠
っ
た
独
自

の
表
現
を
生
み
出
し
た
が
、
両
漆
絵
の
絵
画
表
現
の
相
違
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
南
北
間

に
お
け
る
絵
画
様
式
の
差
異
が
顕
在
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
北
朝
に
は
当
時
、
南
朝
か

ら
の
多
く
の
亡
命
貴
族
に
よ
っ
て
、
南
朝
の
爛
熟
し
た
文
化
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
司
馬
金
龍
も
そ
う
し
た
南
朝
か
ら
の
亡
命
貴
族
を
父
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
彼
の

墓
か
ら
出
土
し
た
漆
絵
屏
風
に
南
朝
の
絵
画
様
式
が
投
影
さ
れ
て
い
て
も
、
け
っ
し
て
不
思

議
で
は
あ
る
ま
い
。 

康
業
墓
、
天
理
本
の
石
刻
線
画
、
司
馬
金
龍
墓
の
人
物
故
事
図
漆
絵
屏
風(

一
番
綺
麗
な
一

枚
の
背
面
の
「
如
履
薄
氷
」
画
面)

と
「
洛
神
賦
図
巻
」
と
比
較
し
て
見
る
と
、
樹
木
の
表
現

技
法
上
は
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
（F

ig.

Ⅳ-49

）。
す
な
わ
ち
背
景
の
多
く
を
占
め
る
山
水

表
現
は
褶
曲
の
よ
う
な
山
容
に
櫛
の
歯
の
よ
う
に
並
び
、
腕
を
伸
ば
し
指
を
広
げ
た
よ
う
な

樹
木
が
幾
本
も
描
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
描
写
を
特
徴
と
し
、
い
わ
ゆ
る
北
朝

風
の
類
型
化
が
進
ん
だ
表
現
と
な
っ
て
い
る
。「
洛
神
賦
図
巻
」
が
数
点
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

１
点
は
故
宮
博
物
院
の
も
の
で
、『
石
渠
宝
笈
初
編
』
巻36

に
著
録
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ

り
、
も
う
１
点
は
遼
寧
省
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
、『
石
渠
宝
笈
続
編
』
乾
清
宮
に
著
録

さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
ま
た
フ
リ
ア∙

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
、
故
宮
本
や
遼
寧
本
と
ほ
ぼ
同

一
の
図
様
を
示
す
、
伝
顧
愷
之
と
陸
探
微
「
洛
神
賦
図
巻
」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に

も
台
北
の
国
立
故
宮
博
物
院
に
断
簡
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
故
宮
本
、
遼
寧
本
、
フ

リ
ア∙

ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
の
画
面
に
お
い
て
櫛
の
歯
の
よ
う
に
樹
木
の
姿
を
表
現
す
る
手
法
が

康
業
墓
な
ど
の
石
刻
線
画
中
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

五
．
小
結 

以
上
、
中
国
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
各
時
期
、
各
地
域
の
屏
風
絵
の
内
容
を
概
観
し

て
き
た
よ
う
に
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
屏
風
絵
は
、
前
半
で
は
漢
代
の
主
題
と
様
式
を
継
承

し
つ
つ
発
展
さ
せ
、
後
半
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
画
風
を
生
み
出
し
て
、
来
る
隋
唐
の
造
形
表
現

の
祖
型
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
は
、
屏
風
絵
の
興
起
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
南
北

朝
時
期
の
壁
画
墓
屏
風
図
像
は
前
期
に
比
べ
、明
瞭
な
変
化
を
遂
げ
、壁
一
面
に
構
図
さ
れ
、

墓
室
の
主
体
中
心
と
な
り
、
屏
風
中
の
画
面
で
あ
ら
か
じ
め
表
現
さ
れ
て
い
る
。
漢
墓
壁
画

で
人
物
の
背
景
と
し
て
屏
風
画
像
は
こ
の
時
期
に
拡
大
さ
れ
、
主
体
背
景
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
屏
風
画
の
主
な
画
題
中
で
、
山
水
画
は
し
だ
い
に
発
展
し
て
、
独
立
の
領

域
を
形
成
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
隋
唐
時
代
の
屏
風
絵
画
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え

た
の
で
あ
る
①

。
ま
た
こ
こ
に
は
北
か
ら
中
国
に
南
下
し
南
北
朝
の
統
一
を
果
た
し
た
騎
馬

遊
牧
民
鮮
卑
族
や
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
至
る
交
易
網
を
作
り
あ
げ
東
西
文
明
の

交
流
に
主
役
を
演
じ
た
イ
ラ
ン
系
ソ
グ
ド
人
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
文
化
交
流
と
美

術
史
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
は
様
々
な
人
々
と
美
し
き
も
の
が
交
錯
す
る

十
字
路
と
化
し
た
激
動
の
時
代
で
あ
る
。 

崔
芬
墓
、
祝
阿
県
令
道
貴
墓
、
東
八
里
窪
壁
画
墓
、
太
原
市
徐
顕
秀
墓
な
ど
の
屏
風
画
は

い
ず
れ
も
こ
の
時
代
の
屏
風
画
の
珍
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
屏
風
画
は
元
来
の
墓
室
空
間
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
が
、
石
棺
床
屏
風
と
同
様
の
役
割
は
果
た
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
石
造
屏
風
は
墓
主
と
屏
風
の
関
係
を
明
示
す
る
好
例
で
あ
る
。
又
、
先
に
触
れ
た
山

東
省
済
南
市
馬
家
庄
北
斉
□
道
貴
墓
や
太
原
市
金
勝
村
北
斉
墓（
一
九
八
七
年
発
掘
）で
は
、

墓
主
像
の
後
背
に
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
画
中
画
と
し
て
の
屏
風
が
墓
主
と
の

関
係
を
明
示
し
て
い
る
。
屏
風
に
は
空
間
を
遮
蔽
し
て
分
節
化
す
る
機
能
と
手
前
の
空
間
の

意
味
を
特
別
に
際
だ
た
せ
る
機
能
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
副
葬
品
と
し
て
の
屏
風
は
墓
主
自
身

の
後
背
を
飾
る
が
ご
と
く
、
棺
を
取
り
巻
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
墓
主
人
の
背
後
に

数
多
く
の
屏
風
を
立
て
て
い
る
も
の
は
、こ
の
時
代
の
埋
葬
空
間
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

崔
芬
墓
、
東
八
里
窪
壁
画
墓
の
壁
画
に
は
、
墓
主
人
像
が
見
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

屏
風
が
壁
画
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
墓
室
の
風
景
の
作
法
が
、
隋
唐
時
代
に
お

                                        

         

 

①

楊
泓
「
隋
唐
造
型
芸
術
淵
源
簡
論
」、
載
栄
新
江
主
編
『
唐
研
究
』
第
四
巻
、
三
六
一~

三
七
二
頁
、
北
京

大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
；
又
載
楊
泓
『
漢
唐
美
術
和
仏
教
芸
術
』
一
五
八~

一
五
九
頁
、
科
学
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
。  
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け
る
墓
室
壁
画
に
影
響
を
よ
く
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
数
多
く
の
ソ
グ
ド
人
石
棺
床
囲

屏
の
発
見
は
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
時
代
に
お
け
る
屏
風
画
の
貴
重
な
新
し
い
組
成
部
分
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
北
周
時
期
の
居
室
化
の
棺
床
囲
屏
と
北
斉
時
期
に
あ
る
墓
主
人
の

床
榻
の
背
障
と
し
て
庭
園
化
の
多
曲
屏
風
と
い
う
構
図
様
式
は
、
初
唐
の
墓
葬
壁
画
に
よ
く

見
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
初
唐
の
墓
葬
壁
画
に
は
、
墓
室
の
壁
に
、
墓
主
人
の
棺
床
に

寄
せ
て
、
多
曲
の
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
五
章 
屏
風
絵
の
繁
栄
期
―
隋
唐
時
代 

 

隋
唐
時
代
は
、
中
国
絵
画
史
の
う
え
で
も
っ
と
も
繁
栄
し
た
時
代
で
あ
る
。
隋
代
に
か
け

て
絵
画
活
動
の
進
展
は
遠
く
北
周
と
南
陳
に
ま
さ
っ
て
い
た
。
こ
の
王
朝
は
た
っ
た
の
三
十

余
年
の
短
命
政
権
で
あ
っ
た
が
、
絵
画
は
む
し
ろ
秦
漢
以
後
、
南
北
か
ら
発
展
し
て
き
た
各

種
の
様
式
と
表
現
方
法
を
総
合
化
し
た
わ
け
で
、
隋
代
の
絵
画
は
絵
画
史
上
、
魏
晋
南
北
朝

か
ら
唐
代
へ
移
行
す
る
た
め
に
峰
に
か
け
ら
れ
た
橋
の
作
用
を
し
て
い
る
。
唐
代
は
中
国
の

長
い
封
建
社
会
の
中
で
ま
さ
に
も
っ
と
も
輝
か
し
い
時
代
で
あ
り
、
ま
た
中
国
と
ア
ジ
ア
の

歴
史
の
う
え
で
巨
大
な
働
き
を
引
き
起
し
た
。
国
際
的
な
海
陸
交
通
の
発
展
に
よ
っ
て
中
国

は
高
度
な
封
建
経
済
と
文
化
が
東
方
各
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
、
と
く
に
日
本
、
朝
鮮
、

越
南
の
各
国
に
お
よ
び
、
そ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
唐
代
は
中
国
古
代
に
あ
っ
て
、
も

っ
と
も
人
を
あ
こ
が
れ
さ
せ
た
時
代
で
、
唐
代
の
文
化
は
世
界
文
化
史
上
に
お
い
て
も
こ
う

こ
う
と
光
り
輝
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。こ
の
時
期
、美
術
の
発
展
も

高
の
段
階
に
達
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
盛
唐
」
の
絵
画
は
、
中
国
美
術
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
し
め
て
い
る
。

屏
風
画
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
代
の
画
家
は
こ
れ
ま
で
の
文
献
記
録
や
絵
画
作
品
を
と
お
し

て
調
べ
る
と
、
当
時
の
躍
動
的
な
絵
画
の
さ
ま
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時

代
で
、
傑
出
し
た
画
家
に
は
、
鄭
法
士
、
董
伯
仁
、
展
子
虔
、
閻
立
本
、
李
思
訓
、
呉
道
子
、

薛
稷
、
張
璪
、
王
維
、
朱
審
、
王
宰
、
範
長
寿
、
張
萱
、
程
修
己
ら
、
い
ず
れ
も
各
方
面
の

大
家
で
あ
る
。
今
ま
で
、
隋
唐
時
代
の
屏
風
画
の
遺
品
は
石
窟
寺
院
の
障
壁
画
や
古
墳
壁
画

な
ど
か
ら
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
文
末
の
表
Ⅲ
と
地
図
Ⅲ
を
参
照
す
る
）。 

 

一
．
文
献
史
料 

 

隋
唐
時
代
に
お
け
る
画
工
の
作
品
の
う
ち
、
屏
風
絵
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
著
録
に
散
見
し

て
い
る
。
特
に
、
唐
代
の
文
献
に
は
巨
匠
た
ち
が
描
い
た
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
記
録
が
山
ほ

ど
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
こ
こ
で
あ
つ
か
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

（
一
）
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
物
語
（
歴
史
故
事
） 

１
．
王
墨
（
約
七
三
四~

八
〇
五
）
は
、
山
水
、
松
石
、
雑
樹
な
ど
を
画
い
た
。
朱
景
玄

は
、
王
墨
が
「
屏
風
を
画
く
ば
あ
い
ま
ず
酒
を
飲
み
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
か
ら
墨
を
ぶ
つ
け
た
」

と
か
、「
筆
を
振
っ
た
り
掃
い
た
り
、
色
が
淡
く
な
っ
た
り
濃
く
な
っ
た
り
、
形
に
よ
っ
て
山

に
な
っ
た
り
石
に
な
っ
た
り
、
雲
が
水
に
な
っ
た
り
、
手
に
ま
か
せ
て
随
意
に
画
く
と
、
た

ち
ま
ち
の
う
ち
に
幸
運
に
恵
ま
れ
た
よ
う
に
雲
や
霧
を
描
き
出
し
、
風
や
雨
が
ぬ
ら
れ
て
き

た
の
だ
。
ま
る
で
神
技
で
で
き
上
っ
た
よ
う
に
、
う
つ
む
い
て
見
る
と
墨
の
跡
が
全
然
見
え

な
い
」
と
い
っ
て
い
て
、
水
墨
の
性
能
を
充
分
に
掌
握
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
①

。 

２
．
李
淵
「
孔
雀
を
射
た
」（
射
屏
中
目
）
の
逸
話 

唐
代
長
安
に
お
け
る
宣
陽
坊
の
静
域
寺
は
「
も
と
は
、
太
穆
皇
后
の
邸
宅
で
あ
っ
た
。
寺

僧
の
話
に
よ
る
と
、
三
階
院
門
外
は
、
神
堯
皇
帝
（
李
淵
）
が
孔
雀
を
射
た
と
こ
ろ
だ
と
い

う
。」
と
あ
る
。
太
穆
皇
后
竇
氏
は
、
唐
の
高
祖
李
淵
の
皇
后
で
、
父
の
竇
毅
は
、
北
周
の
上

柱
国
で
あ
り
、
北
周
の
武
帝
の
姉
、
襄
陽
長
公
主
を
妻
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
幼
時
、
北
周

の
武
帝
に
寵
愛
さ
れ
、
宮
中
で
育
て
ら
れ
た
。
非
凡
な
見
識
を
そ
な
え
、
父
の
竇
毅
は
長
公

主
と
相
談
し
て
、求
婚
者
に
難
題
を
課
し
て
、そ
れ
が
で
き
た
者
に
嫁
が
せ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
条
件
と
は
、
屏
風
の
と
こ
ろ
に
二
羽
の
孔
雀
を
画
き
、
求
婚
者
に
二
本
、
矢
を
謝
さ
せ
、

目
に
命
中
し
た
な
ら
、
結
婚
を
許
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
矢
を
射
た
者
は
数
十
人
に
及
ん
だ

が
、
誰
も
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

後
に
、
の
ち
の
唐
の
高
祖
李
淵
が
射
、
二
羽
の
そ
れ
ぞ
れ

の
目
に
あ
て
た
。
そ
こ
で
高
祖
の
も
と
に
嫁
し
た
と
い
う
②

。
こ
の
逸
話
を
読
ん
だ
ら
、
当

時
の
華
麗
な
富
貴
な
孔
雀
図
屏
風
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
故
事
に
つ

い
て
は
、『
宮
詞
』「
孔
雀
屏
風
早
肇
祥
、
天
生
妃
耦
異
尋
常
」
と
詠
う
③

。 

３
．「
視
屏
風
以
保
身
」
の
故
事 

『
旧
唐
書
・
房
喬
伝
』
に
「
玄
齢
嘗
誡
諸
子
、
以
驕
奢
沈
溺
、
必
不
可
以
地
望
凌
人
、
故

集
古
今
聖
賢
家
誡
、
書
於
屏
風
、
令
各
取
一
具
、
謂
曰
、
若
能
留
意
、
足
以
保
身
成
名
」
と

い
う
。
唐
の
房
玄
齢
は
、
其
の
子
が
父
の
地
位
人
望
を
恃
ん
で
驕
奢
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、

                                        

         

 

①

朱
景
玄
の
『
唐
朝
名
画
録
』「
王
墨
伝
」
を
参
照
す
る
。  

②

『
新
唐
書
』
巻
七
六
；
唐
の
段
成
式
撰
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
俎
』（
全
５
巻
）
５
続
集
巻
六
『33B

寺
塔
記
下
』
ｐ26~29
頁
、
東
洋
文
庫404

、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
。  

③

『
全
史
宮
詞
』
巻
十
三
。 



 - 54 -

古
人
の
家
訓
を
屏
風
に
書
い
て
夫
々
に
分
け
、
諸
子
が
此
に
留
意
し
て
身
を
保
た
ん
こ
と
を

願
っ
た
故
事
が
あ
る
。 

４
．
呉
道
玄
の
屏
風
画 

呉
道
玄
（
約
六
八
五~

七
五
八
）
は
呉
道
子
と
も
呼
ば
れ
、
陽
翟
（
河
南
省
禹
県
）
の
人

で
、
唐
の
画
家
で
あ
る
。
小
吏
と
し
て
地
方
を
転
々
と
し
た
が
、
玄
宗
に
認
め
ら
れ
て
宮
廷

に
入
り
、
内
教
博
士
に
ま
で
上
っ
た
。
彼
は
幼
年
期
に
書
を
学
ん
だ
が
、
後
、
絵
画
に
転
じ
、

山
水
・
人
物
・
鬼
神
・
鳥
獣
・
草
木
な
ど
を
良
く
描
い
て
巧
み
で
あ
っ
た
。
山
水
の
変
は
呉

道
玄
（
呉
道
子
）
に
始
ま
り
、
李
思
訓
、
李
昭
道
父
子
に
成
っ
た
。
山
水
画
に
立
体
感
を
与

え
る
画
法
を
生
み
出
し
た
①

。 

呉
道
玄
は
た
く
さ
ん
の
屏
風
画
を
描
い
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
彼
の
若
い
妻
は
そ
れ
ら

の
貴
重
な
絵
画
作
品
を
洗
っ
て
、
衣
服
の
材
料
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
呉
道
玄
の
屏

風
画
は
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
逸
話
を
読
む
と
、
そ
の
呉
道
玄
の
屏
風
画
は
絹
帛
の
材
質
で

す
る
こ
と
が
分
か
ろ
う
②

。 

５
．
李
思
訓
「
大
同
殿
掩
障
」 

晩
唐
の
論
画
家
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』（
八
三
六
～
八
四
六
年
頃
成
る
）「
神
品
」
下
に

李
思
訓
は
大
同
殿
に
掩
障
を
描
か
れ
、
明
皇
「
因
対
語
思
訓
「
卿
所
画
掩
障
、
夜
聞
水
声
、

通
神
之
佳
手
也
」
と
い
う
。 

６
．
薛
濤
「
罰
赴
辺
上
韋
相
公
」
詩 

こ
の
詩
に
「
但
得
放
児
帰
舎
去
、
山
水
屏
風
永
不
看
」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
。
薛
濤
は
四

川
節
度
使
の
韋
皋
の
楽
伎
で
あ
る
が
、
犯
罪
の
た
め
、
辺
境
へ
押
送
さ
れ
る
途
中
、
本
詩
を

作
っ
た
。
こ
ち
ら
の
「
山
水
屏
風
」
は
唐
玄
宗
の
時
、
宰
相
の
宋
璟
が
「
書
・
無
逸
」
を
屏

風
に
書
い
て
、
政
事
が
精
勤
し
、
宋
璟
が
宰
相
を
辞
め
た
ら
、
玄
宗
が
文
字
屏
風
を
山
水
屏

風
に
変
わ
っ
て
、
行
楽
の
生
活
を
偏
愛
し
て
い
る
。
薛
濤
は
こ
の
屏
風
故
事
を
引
用
し
、
そ

の
奢
侈
的
生
活
を
悔
や
む
心
情
を
示
唆
し
て
い
る
。 

７
．
唐
明
皇
の
虹
蜺
屏 

高
濂
『
燕
閒
清
賞
箋
』
に
「
明
皇
有
虹
蜺
屏
、
賜
貴
妃
、
上
刻
美
人
、
夜
能
下
屏
歌
舞
」

と
い
う
古
有
神
物
が
あ
る
③

。 
                                        

         

 

①

張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
巻
１
「
論
画
山
水
樹
石
」
を
参
照
。  

②

『
太
平
広
記
』
巻
第
二
百
一
十
二
「
画
」
三
。  

③

高
濂
『
燕
閒
清
賞
箋
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
一
五
、
三
集
第
十
輯
、
一
二
六
頁
、
台
北
・
芸

文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
参
照
。 

（
二
）
画
讃
、
題
画
詩
、
論
画
詩
、
画
題
、
画
跋
、
画
記
な
ど
か
ら 

１
．
隋
代 

 

（
１
）
大
義
公
主
『
書
屏
風
詩
』 

大
義
公
主
は
北
周
趙
王
宇
文
招
の
娘
、
千
金
公
主
と
呼
ば
れ
、
詩
文
が
得
意
で
あ
る
。
北

周
大
象
二
年
（
五
八
〇
）
千
金
公
主
は
突
厥
沙
鉢
略
可
漢
に
嫁
に
行
く
。
隋
王
朝
が
誕
生
し

て
、
文
帝
の
楊
堅
は
千
金
公
主
を
大
義
公
主
と
改
め
ら
れ
た
。
大
業
九
年
（
五
八
九
）
に
、

文
帝
は
南
朝
の
陳
后
主
か
ら
の
一
架
の
屏
風
を
大
義
公
主
に
賜
っ
た
。
大
義
公
主
は
北
周
と

自
身
と
の
命
運
を
思
い
出
し
て
、
下
記
の
悲
傷
な
詩
文
を
屏
風
に
書
い
た
。
遺
憾
的
に
突
厥

王
都
蘭
可
漢
は
隋
王
朝
に
求
婚
す
る
た
め
に
文
帝
の
私
意
を
持
っ
て
、大
義
公
主
を
殺
し
た
。

そ
の
詩
文
に
、
「
盛
衰
等
朝
露
、
世
道
若
浮
萍
。
栄
華
実
難
守
、
池
台
終
自
平
。
富
貴
今
何

在
？
空
事
写
丹
青
。
杯
酒
但
無
楽
、
弦
歌
謳
有
声
。
余
本
皇
家
子
、
飄
流
入
虜
廷
。
一
朝
睹

成
敗
、
懐
抱
忽
縦
横
。
古
来
共
如
此
、
非
我
獨
中
名
。
惟
有
「
明
君
曲
」
、
偏
傷
遠
嫁
情
。
」

と
あ
る
④

。 

（
２
） 

蕭
愨
『
屏
風
詩
』 

そ
の
詩
文
に
「
秦
皇
臨
碣
石
、
漢
帝
幸
明
庭
；
非
関
重
遊
豫
、
直
是
愛
長
齢
。
読
記
知
州

所
、
観
図
見
岳
形
；
暁
識
仙
人
気
、
夜
辨
少
微
星
。
服
銀
有
秘
術
、
蒸
丹
伝
旧
経
；
風
搖
百

影
樹
、
花
落
万
春
亭
。
飛
流
近
更
白
、
叢
竹
遠
弥
青
；
逍
遥
保
青
暢
、
因
持
悦
性
情
。
」
と

あ
る
⑤

。 

（
３
）
鄭
法
士
は
北
周
に
お
い
て
大
都
督
、
左
員
外
侍
郎
、
建
中
将
軍
で
あ
っ
て
、
北
朝

よ
り
隋
に
仕
え
た
人
物
で
あ
る
。
作
品
の
「
貴
戚
屏
風
」
が
あ
る
⑥

。 

（
４
）
董
伯
仁
の
屏
障
画 

『
歴
代
名
画
記
』
に
董
伯
仁
は
「
尤
精
位
置
，
屏
障
一
種
。」
と
い
う
⑦

。
隋
代
の
比
較
的

重
要
な
画
家
は
、
展
子
虔
、
董
伯
仁
、
鄭
法
士
の
三
人
で
あ
り
、
唐
代
の
張
彦
遠
の
『
歴
代

名
画
記
』
の
中
に
隋
代
に
壁
画
制
作
に
参
画
し
た
主
要
な
画
家
で
あ
る
。
当
時
の
価
格
の
評

定
は
展
子
虔
ら
の
作
品
を
唐
代
の
閻
立
本
や
呉
道
子
と
同
じ
と
し
、
屏
風
一
片
が
「
二
万
金

の
値
打
ち
が
あ
る
」と
さ
れ
て
い
た
。定
水
寺
の
七
神
殿
内
の
東
壁
に
孫
尚
子
屏
風
が
あ
る
。 

                                        

         

 

④

『
隋
書
』
巻
八
四
「
列
伝
」
四
九
を
参
照
。  

⑤

唐
徐
堅
等
編
纂
『
初
学
記
』
巻
二
十
五
器
物
部
屏
風
第
三
を
参
照
。  

⑥

『
歴
代
名
画
記
』
巻
八
隋
。  

⑦ 

同
右
『
歴
代
名
画
記
』
巻
八
隋
。
唐
・
沙
門
彦
悰
『
後
画
録
』
も
記
述
し
て
い
る
。 
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展
子
虔
（
約
五
五
〇
年
～
六
〇
四
年
）
は
隋
時
代
（
五
八
一
～
六
一
八
年
）
の
渤
海
（
現

在
の
山
東
省
陽
信
）
の
人
で
、
画
家
で
あ
り
朝
廷
の
官
僚
で
も
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
も
と
も

と
人
物
画
を
得
意
と
し
た
画
家
で
、
彼
の
描
い
た
人
物
は
繊
細
な
線
描
に
淡
い
色
彩
が
施
さ

れ
、
あ
た
か
も
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人
物
画
で
は“

唐
画
の
祖”

と
崇
め
ら
れ
た
展
子
虔
は
、
山
水
画
に
お
い
て
も
巨
匠
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
風
景
の
遠
近

感
の
表
現
に
秀
で
、“
画
布
上
の
分
寸
で
千
里
を
表
現
し
た”

と
形
容
さ
れ
る
ほ
ど
、
天
才
的

な
冴
え
を
見
せ
た
よ
う
だ
。
彼
は
積
極
的
に
全
国
を
巡
り
、
絹
や
紙
の
作
品
以
外
に
も
、
西

安
、洛
陽
、浙
江
省
な
ど
の
寺
院
の
壁
面
に
数
多
く
の
作
品
を
描
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

壁
画
で
現
存
す
る
も
の
は
皆
無
で
、わ
ず
か
に
絹
本
絵
画
が
残
さ
れ
て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
。

北
京
の
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
、
展
子
虔
の
代
表
作
「
游
春
図
」
が
あ
る
。「
遊
春

図
」
の
影
響
を
受
け
た
唐
時
代
の
名
作
に
、
李
思
訓
の
「
江
帆
楼
閣
図
」
が
あ
る
。 

（
５
）
孫
尚
子
の
屏
風
画 

孫
尚
子
は
北
周
の
末
か
ら
隋
代
に
か
け
て
の
画
家
で
あ
る
。
定
水
寺
の
七
神
殿
内
の
東
壁

に
孫
尚
子
屏
風
が
あ
る
①

。 

２
．
唐
代 

５
万
余
首
の
唐
詩
中
、
画
讃
、
題
画
詩
、
論
画
詩
、
画
題
詩
、
画
題
、
画
跋
、
画
記
な
ど

屏
風
画
に
関
す
る
も
の
は
百
首
以
上
で
あ
る
②

。
こ
の
唐
詩
か
ら
見
る
と
唐
時
代
に
お
け
る

屏
風
画
の
内
容
、
形
式
な
ど
が
や
や
分
か
れ
る
。
こ
の
時
代
に
山
水
、
花
鳥
は
屏
風
画
の
主

な
画
題
に
な
る
。
ま
た
隋
唐
代
絵
画
の
発
展
は
、
同
時
代
の
文
学
や
詩
歌
、
音
楽
、
書
法
、

舞
踏
な
ど
を
包
含
し
、
互
い
に
密
接
な
影
響
関
係
を
形
成
し
た
。
こ
の
影
響
関
係
は
、
唐
代

絵
画
の
高
揚
し
た
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
陝
西
省
な
ど
の
地
方
か
ら
唐
墓
壁
画
に
見

え
る
屏
風
壁
画
が
多
く
描
か
れ
た
理
由
を
、
唐
詩
な
ど
文
献
か
ら
窺
え
る
唐
時
代
画
壇
に
お

け
る
屏
風
画
の
流
行
の
反
映
に
求
め
る
説
が
あ
る
。
な
お
、
中
国
古
代
の
「
詩
書
画
同
源
」

あ
る
い
は
「
詩
書
画
、
三
位
一
体
」
の
特
殊
形
式
と
い
う
の
芸
術
理
念
か
ら
、
詩
文
の
部
分

を
不
重
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
詩
是
無
形
画
、
画
是
有
形
詩
」、「
画
為
無

声
詩
、
詩
是
有
声
画
」、「
詩
中
有
画
、
画
中
有
詩
」
の
詩
画
同
体
と
い
う
美
学
が
中
国
の
伝

                                        

         

 

①

『
歴
代
名
画
記
』
巻
三
。 

②

曹
愉
生
『
唐
代
詩
論
与
画
論
之
関
係
研
究
：
僅
以
詩
、
画
論
之
専
著
為
研
究
対
象
』
第
一
章
、
文
史
哲
学
集

成297

、
文
史
哲
出
版
社
（
台
湾
）、
一
九
九
八
年
。
ま
た
、『
全
唐
詩
』（
一
七
〇
七
）
は
、
中
華
書
局
排
印

本
・
全
二
十
五
冊
を
、『
全
唐
文
』（
一
八
一
四
）
は
、
山
西
教
育
出
版
社
排
印
本
・
全
７
冊
を
底
本
と
し
た
。  

統
文
化
の
重
要
な
命
題
で
あ
る
③

。
中
国
の
伝
統
絵
画
「
国
画
」
は
多
く
の
場
合
、「
詩
」、「
書
」、

「
画
」が
三
位
一
体
と
な
っ
た
世
界
で
も
類
を
見
な
い
特
殊
な
形
式
を
具
え
て
い
る
。即
ち
、

中
国
の
絵
画
で
は
往
々
に
し
て
、
絵
画
芸
術
と
詩
文
芸
術
、
書
法
芸
術
の
三
つ
の
異
な
っ
た

領
域
の
芸
術
形
式
が
融
合
し
て
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
後
世
に
お
い
て
は
、
絵
画
の
落

款
と
し
て
の
印
章
が
、
即
ち
「
篆
刻
芸
術
」
を
も
そ
の
中
に
融
合
さ
せ
て
い
る
④

。
ま
ず
、

隋
唐
時
代
の
詩
文
を
読
ん
で
お
き
た
い
と
思
う
。 

（
１
）
屏
風
画
に
関
す
る
詩
文
の
概
要 

絵
画
若
し
く
は
屏
風
画
に
関
係
が
あ
る
唐
詩
は
、
題
画
詩
と
論
画
詩
と
の
二
種
類
が
も
っ

と
も
主
要
な
部
分
で
あ
る
。
５
万
余
首
の
全
唐
詩
中
、
八
十
余
人
の
題
画
詩
人
の
題
画
詩
と

論
画
詩
は
百
五
十
余
首
が
あ
る
⑤

。 

壱
．
題
画
詩 

唐
代
の
題
画
詩
は
、
大
部
分
が
粉
壁
、
障
子
、
屏
風
上
に
題
す
。
大
体
三
十
余
首
の
題
画

詩
中
、
十
余
首
は
障
子
絵
、
屏
風
画
に
題
す
。
そ
の
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

①
唐
文
宗
「
題
程
修
己
竹
障
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
） 

②
張
九
齢
「
題
画
山
水
障
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
十
七
） 

③
王
維
「
題
友
人
雲
母
障
子
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
百
二
十
八
） 

④
杜
甫
「
題
李
尊
師
松
樹
障
子
歌
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
百
十
九
） 

⑤
皇
甫
冉
「
題
画
帳
」
二
首
（
一
首
は
題
山
水
、
一
首
は
題
遠
帆
）
（
『
全
唐
詩
』
巻
二

百
四
十
九
） 

⑥
白
居
易
「
題
海
図
屏
風
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
二
十
四
）
、
「
題
詩
屏
風
絶
句
」
（
『
全

唐
詩
』
巻
四
百
四
十
） 

⑦
張
祜
「
題
王
右
丞
山
水
障
」
二
首
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
百
十
） 

⑧
張
祜
「
題
山
水
障
子
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
百
十
） 

                                        

         

 
③

詩
文
と
絵
画
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
例
は
、
竹
浪
遠
氏
が
唐
代
の
樹
石
画
に
つ
い
て
、『
全
唐
詩
』、『
全

唐
文
』
に
み
え
る
樹
石
画
関
係
詩
文
を
検
索
し
、
そ
の
画
題
、
形
状
、
詩
文
中
の
情
報
（
画
の
作
者
、
材
質
、

描
写
或
い
は
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
語
句
、
感
想
、
そ
の
他
）
な
ど
を
分
析
す
る
と
い
う
研
究
が
あ
っ
た
。
竹
浪

遠
「
唐
代
の
樹
石
画
に
つ
い
て
―
松
石
図
を
中
心
に
―
（
上
）『
古
文
化
研
究
』（
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要

第
五
号
）、
五
九
～
九
五
頁
、
二
〇
〇
六
年
。
ま
た
、『
古
文
化
研
究
』（
第
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
同
氏
の
続

文
も
参
照
す
る
。 

④

高
木
森
『
中
国
絵
画
思
想
史
』、
東
大
図
書
公
司
、
一
九
九
二
年
。 

⑤

曾
景
初
『
中
国
詩
画
』
一
一
〇
～
一
一
二
頁
；
李
漢
偉
「
論
中
国
「
詩
画
同
体
」
的
芸
術
表
現
」『
故
宮
文

物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
四
～
二
三
頁
、
一
九
九
六
年
。 
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弐
．
論
画
詩 

論
画
詩
は
詩
文
が
必
ず
し
も
画
面
に
あ
る
と
は
限
ら
な
く
、
題
画
詩
は
詩
文
が
画
面
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
べ
し
。
両
者
は
違
う
。『
全
唐
詩
』
中
に
は
、
論
画
詩
は
百
二
十
余
首
が
あ
る
。

屏
風
画
に
関
係
と
あ
る
も
の
は
数
十
首
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。 

①
上
官
儀
「
詠
画
障
一
首
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
十
） 

②
李
白
「
観
元
丹
丘
坐
巫
山
屏
風
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
百
八
十
三
） 

③
杜
甫
「
奉
先
劉
少
府
新
画
山
水
障
歌
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
百
十
六
） 

④
劉
長
卿
「
観
李
湊
所
画
美
人
障
子
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
百
四
十
九
） 

⑤
岑
参
「
劉
相
公
中
書
江
山
画
障
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
百
九
十
八
） 

⑥
梁
鍠
「
観
王
美
人
海
図
障
子
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
百
二
） 

⑦
顧
云
「
蘇
君
廳
観
韓
幹
馬
障
歌
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
百
三
十
七
） 

⑧
皎
然
「
観
裴
秀
才
松
石
障
歌
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
百
二
十
一
） 

参
．
そ
の
他
の
屏
風
画
に
関
す
る
唐
詩
な
ど
に
つ
い
て 

ま
た
、
唐
詩
中
に
屏
風
を
賛
美
す
る
詩
が
数
十
篇
あ
る
①

。
そ
の
例
は
限
り
な
く
多
い
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
詩
の
叙
述
を
み
る
と
、
み
な
屏
風
に
ふ
さ
わ
し
い
複
雑
な
大
構
図
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
下
記
に
数
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。 

①
王
勃
「
夏
日
宴
宋
五
官
宅
観
画
障
序
」
（
『
全
唐
文
』
巻
百
八
十
一
） 

②
温
庭
筠
「
経
旧
遊
」
「
池
塘
七
夕
」
「
偶
遊
」
「
生
禖
屏
風
歌
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五

百
七
十
五
） 

③
銭
起
「
江
行
無
題
」
（
五
） 

④
李
商
隠
「
常
娥
」
「
無
題
」
「
為
有
」
「
屏
風
」 

⑤
白
居
易
「
長
恨
歌
」
「
素
屏
謡
」 

⑥
韓
偓
「
嬾
起
」
「
已
涼
」 

⑦
李
白
「
長
干
行
」
（
そ
の
二
）
「
入
青
渓
山
詩
」 

⑧
杜
甫
「
韋
諷
録
事
宅
観
曹
将
軍
画
馬
図
」 

⑨
杜
牧
「
秋
夕
」
「
屏
風
絶
句
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
百
二
十
二
） 

⑩
李
賀
「
屏
風
曲
」
「
秦
宮
詩
」 

                                        

         

 

①

杜
牧
「
秋
夕
」
、
李
商
隠
「
常
娥
」
「
為
有
」
、
韓
偓
「
已
涼
」
な
ど
の
部
分
は
下
記
の
文
献
を
参
照
す
る
。

蘅
塘
退
士
編
、
目
加
田
誠
訳
注
『
唐
詩
三
百
首
』
１
、
３
（
全
３
巻
）
東
洋
文
庫
267
、
平
凡
社
、
一
九
七
五

年
；
田
中
克
己
、
小
野
忍
、
小
山
正
孝
編
訳
『
唐
代
詩
集
』（
上
）
中
国
古
典
文
学
大
系
17
、
平
凡
社
、
一

九
六
九
年
；
前
野
直
彬
編
訳
『
唐
代
詩
集
』（
下
）
中
国
古
典
文
学
大
系
18
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
。 

⑪
張
喬
「
鷺
鷥
障
子
」 

⑫
李
頎
「
崔
五
丈
図
屏
風
賦
得
烏
孫
佩
刀
」 

⑬
賈
島
「
南
斎
」 

⑭
薛
昭
蘊
「
相
見
歡
」
（
小
屏
風
） 

⑮
顧
夐
「
酔
公
子
」
「
酒
泉
子
」
「
更
漏
子
」
「
漁
歌
子
」
「
木
蘭
花
」
「
虞
美
人
」
「
献

衷
心
」
「
臨
江
仙
」
「
河
伝
」
「
応
天
長
」
な
ど 

⑯
鹿
虔
扆
「
思
越
人
」
「
「
虞
美
人
」
「
臨
江
仙
」 

⑰
司
空
図
「
有
感
」
（
「
鸝
」
） 

⑱
唐
·
五
代
詞
「
夢
江
南
」 

⑲
李
洞
「
観
水
墨
障
子
詩
」 

⑳
呉
融
「
題
観
画
山
水
障
歌
」 

○

21

江
為
「
題
観
山
水
障
歌
」 

○

22

禅
月
大
師
貫
休
「
上
馮
使
君
山
水
障
子
」 

○

23

斉
己
「
二
龍
障
子
歌
」 

（
２
）
作
例
の
略
説 

ア
．
胡
令
の
「
咏
綉
障
」 

貞
元
時
代
の
詩
人
胡
令
は
、
「
咏
綉
障
」
と
い
う
七
絶
の
詩
一
首
の
中
で
、
一
人
の
清
貧

な
婦
人
の
綉
障
労
働
を
咏
じ
、
「
小
筆
を
争
っ
て
取
り
床
に
あ
が
っ
て
画
く
」
と
い
う
句
が

あ
る
。
こ
の
婦
人
は
「
小
筆
」
で
画
く
の
が
上
手
で
、
す
で
に
綉
障
の
女
性
で
あ
っ
た
が
、

画
障
者
で
も
あ
っ
た
。
明
人
の
呉
逵(

近
光)

は
、
こ
の
胡
令
の
一
首
の
詩
に
注
し
て
、
「
綉

花
の
女
性
の
名
は
朱
と
い
う
名
で
、
唐
代
の
名
工
で
、
多
く
の
屏
風
画
を
画
い
た
」
と
い
っ

て
い
る
②

。 

イ
．
杜
甫
と
障
屏
詩 

杜
甫
に
は
、
三
十
数
首
の
詩
論
と
絵
画
論
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
奉
先
劉
少
府
新
画
山

水
障
歌
」
の
中
の
「
玄
圃
の
ひ
び
わ
れ
て
な
い
の
を
得
る
」
と
い
う
一
段
は
、
朱
彝
尊
が
「
重

な
っ
た
峰
が
天
を
塞
ぎ
、
煙
の
嵐
が
無
限
の
ご
と
し
」
と
評
し
た
よ
う
に
、
題
画
詩
の
た
め

に
特
異
な
境
地
を
ひ
ら
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
杜
甫
の｢

通
泉
県
署
屋
壁
後
薛
少
保
画
鶴｣

の

詩
も
あ
る
③

。 

                                        

         

 

②

王
伯
敏
著
・
遠
藤
光
一
訳
『
中
国
絵
画
史
事
典
』
ｐ181

雄
山
閣 

一
九
九
六
年
。 

③

『
全
唐
詩
』
巻
二
二
〇
。  
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ウ
．
杜
牧
『
秋
夕
』
に
「
銀
燭
秋
光
冷
畫
屏 

、
輕
羅
小
扇
撲
流
螢 

。」
と
い
う
詩
句
が
あ

る
。
ま
た
、『
屏
風
絶
句
』
に
「
屏
風
周
昉
画
繊
腰
、
歳
久
丹
青
色
半
銷
」
と
あ
る
①

。
宋
・

米
芾
『
画
史
』
に
唐
・
杜
牧
が
顧
凱
之
の
維
摩
百
補
図
を
模
倣
し
て
、
山
水
図
屏
風
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
る
。 

エ
．
鞍
馬
障
屏
画 

唐
代
の
韓
幹
は
人
物
画
家
で
あ
る
と
同
時
に
画
馬
専
門
の
画
家
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
盛

唐
以
降
、
馬
を
描
い
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
韓
幹
の
画
馬
に
関
し
て
杜
甫
は
「
丹
青
引
」
と

い
う
詩
で
あ
る
。
杜
甫
の
『
諷
録
事
宅
観
曹
将
軍
画
馬
図
』
に
「
貴
戚
権
門
得
筆
迹
、
始
覚

屏
障
生
光
輝
」
の
賛
美
絶
句
が
あ
る
②

。
さ
ら
に
唐
の
顧
雲
は
「
蘇
君
所
観
韓
幹
馬
障
歌
」

で
、「
杜
甫
は
詩
歌
で
不
足
を
吟
じ
、
か
わ
い
そ
う
な
曹
覇
は
丹
青
に
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、
弟
子

に
直
言
さ
れ
た
韓
幹
は
画
馬
に
骨
な
く
も
肉
が
あ
り
、
今
日
、
図
を
ひ
も
と
い
て
用
筆
を
見

る
と
、
初
め
て
甫
の
平
凡
な
目
を
知
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
論
画
詩
に
よ
れ
ば
、

韓
幹
の
障
屏
画
は
馬
を
画
面
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
詩
文
に 

「
杜
甫
歌
詩
吟
不
足
、
可
憐
曹
霸
丹
青
曲
。
直
言
弟
子
韓
幹
馬
、
畫
馬
無
骨
但
有
肉
。 

今
日
披
圖
見
筆
跡
、
始
知
甫
也
真
凡
目
。
秦
王
學
士
居
武
功
、
六
印
名
家
聲
價
雄
。 

乃
孫
屈
跡
寧
百
里
、
好
奇
學
古
有
祖
風
。
竹
廳
斜
日
弈
棋
散
、
延
我
直
入
書
齋
中
。  

屹
然
六
幅
古
屏
上
、
覢
見
胡
人
牽
入
天
厩
之
神
龍
。」
と
あ
る
。 

こ
の
詩
を
読
ん
だ
ら
、
韓
幹
の
六
曲
の
馬
図
屏
風
を
よ
く
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

オ
．
雲
母
屏
風 

で
は
、

初
は
ど
う
呼
ば
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
間
仕
切
り
の
建
具
の
す
べ
て
が
「
障

子
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
中
国
で
も
垣
根
・
衝
立
・
屏
風
・
幕
な
ど
の
隔
て
る
も
の
・
遮
る

も
の
は
、
ひ
っ
く
る
め
て
「
障
」
な
の
で
あ
る
。
杜
甫
・
王
維
ら
に
も
雲
母
障
子
な
ど
を
詠

ん
だ
漢
詩
が
の
こ
っ
て
い
る
。 

ま
ず
、
李
商
隱
の
「
嫦
娥
」、「
為
有
」
と
い
う
詩
文
を
読
ん
で
お
こ
う
。 

『
嫦
娥
』
に
「
雲
母
屏
風
燭
影
深
、
長
河
漸
落
暁
星
沈
。」
と
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
半
透

明
の
雲
母
を
一
面
に
貼
り
つ
め
た
屏
風
に
、
蝋
燭
の
影
が
深
々
と
映
っ
て
い
る
。
眠
れ
ぬ
独

り
寝
の
床
で
、そ
の
揺
ら
め
く
焔
の
影
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、夜
は
い
つ
し
か
白
み
そ
め
、

天
の
川
は
次
第
に
傾
い
て
光
を
お
と
し
、
薄
明
の
中
に
暁
の
星
も
沈
ん
で
消
え
て
ゆ
く
。
裏

                                        

         

 

①

『
全
唐
詩
』
巻
五
二
二
。  

②

『
全
唐
詩
』
卷
六
三
七-

四
。  

切
ら
れ
た
心
の
痛
み
故
に
、
夜
の
あ
け
る
ま
で
、
こ
う
し
て
星
や
月
を
眺
め
て
い
る
の
だ
。

あ
な
た
は
い
ま
何
処
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
古
い
中
国
の
漢
詩
で
あ
る
。
と
っ
て
も

綺
麗
で
あ
る
③

。 
 

ま
た
『
為
有
』
に
「
為
有
雲
屏
無
限
嬌
，
鳳
城
寒
盡
怕
春
宵
。」
と
あ
る
。
雲
屏
は
雲
母
の

屏
風
で
、
半
透
明
の
雲
母
で
作
ら
れ
た
屏
風
。
雲
母
障
と
も
い
う
。
な
お
、『
屏
風
』
に
「
六

曲
連
環
接
翠
帷
、
高
楼
半
夜
酒
醒
時
。
掩
灯
遮
霧
密
如
此
、
雨
落
月
明
倶
不
知
」
と
い
う
か

ら
み
る
と
六
曲
の
屏
風
が
流
行
す
る
こ
と
が
分
か
る
。 

次
に
王
維
は
言
う
。『
文
人
画
粋
編
』
に
「
十
五
歳
の
彼
が
友
人
の
雲
母
の
屏
風
を
日
向
に

持
ち
出
し
て
普
通
の
彩
画
の
山
水
屏
風
よ
り
も
雲
母
を
透
か
し
て
見
え
る
薄
ぼ
ん
や
り
し
た

風
景
の
方
が
ず
っ
と
面
白
い
と
い
う
詩
を
題
し
た
。
少
年
の
鋭
い
造
形
的
な
感
覚
が
閃
い
て

い
る
」
と
い
う
④

。 

唐
代
詩
人
の
盧
綸(

七
九
八
或
七
九
九)

は
、
字
は
允
言
で
、
大
曆
十
才
子
の
一
人
で
、
河

中
蒲
（
今
山
西
永
濟
）
人
で
あ
る
。『
盧
綸
詩
全
集
』
の
『
蕭
常
侍
癭
柏
亭
歌
』
に
「
水
精
如

意
刁
金
色
、
雲
母
屏
風
透
掩
光
。」
と
あ
る
⑤

。 

韋
莊
の
〔
天
仙
子
〕（
其
四
）
に
「 

夢
覺
雲
屏
依
舊
空
、
杜
鵑
聲
咽
隔
簾
槞
、
玉
郎
薄
倖

去
無
蹤
。
一
日
日
、
恨
重
重
、
淚
界
蓮
腮
兩
線
紅
。
」
と
あ
る
。
ま
た
〔
荷
葉
杯
〕（
其
一
）

に
「 

絶
代
佳
人
難
得
、
傾
國
、
花
下
見
無
期
。
一
雙
愁
黛
遠
山
眉
、
不
忍
更
思
惟
。
閒
掩
翠

屏
金
鳳
、
殘
夢
、
羅
幕
畫
堂
空
。
碧
天
無
路
信
難
通
、
惆
悵
舊
房
槞
。」
と
あ
る
⑥

。 

カ
．
韓
偓
の
『
已
涼
』
に
「
碧
闌
干
外
繡
簾
垂
、
猩
色
屏
風
畫
折
枝
。」
と
あ
る
。
ま
た
『
嬾

起
』
に
「
籠
繍
香
煙
歇
、
屏
山
燭
燄
残
」
と
あ
る
。
な
お
、
名
画
家
の
周
昉
は
屏
風
画
を
得

意
す
る
こ
と
が
唐
詩
人
の
詩
文
か
ら
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
韓
偓
の
『
荷
花
』
に
「
紈
扇
相

欹
緑
、
香
囊
独
立
紅
。
浸
淫
因
重
露
、
狂
暴
是
秋
風
。
逸
調
無
人
唱
、
秋
塘
毎
夜
空
。
何
繇

見
周
昉
、
移
入
画
屏
中
」
と
あ
る
。 

 

キ
．
白
居
易
の
「
題
海
圖
屏
風
」
に
「
海
水
無
風
時
、
波
濤
安
悠
悠
」「
蒼
然
屏
風
上
、
此

畫
良
有
由
。」
と
あ
る
。（『
全
唐
詩
』
巻424

）「
題
詩
屏
風
絶
句
」
に
「
相
憶
采
君
詩
作
障
、

自
書
自
勘
不
辞
労
」
と
あ
る
（『
全
唐
詩
』
巻440

）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
龍
水
文
屏
風
の
様

子
も
想
像
で
き
る
。
ま
た
『
素
屏
謡
』
に
「
当
世
岂
無
李
陽
氷
篆
文
、
張
旭
之
筆
跡
、
辺
鸞

                                        

         

 

③

高
橋
和
巳
『
中
国
詩
人
選
集
・
李
商
隠
』。  

④

貝
塚
茂
樹
『
文
人
画
粋
編1

 

王
維
』
王
維
の
解
説
文
の
中
に
あ
るP

121

。 

⑤

『
全
唐
詩
』
卷
二
七
七-
四
二
。  

⑥

『
花
間
集
選
』
巻
一
。  
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之
花
鳥
、
張
藻
之
松
石
、
吾
不
令
加
一
点
一
画
於
其
上
、
欲
爾
保
真
而
全
白
。」「
木
為
骨
兮

紙
為
面
」
と
あ
る
。
こ
の
白
居
易
の
「
素
屏
謡
」
を
読
ん
で
、
辺
鸞
の
花
鳥
図
屏
風
や
張
藻

の
山
水
松
石
図
屏
風
な
ど
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
木
の
枠
と
紙
の
屏
面
と

い
う
素
屏
風
も
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ク
．
李
賀
の
『
屏
風
曲
』
に
「
蝶
棲
石
竹
銀
交
關
、
水
凝
綠
鴨
琉
璃
錢
。 

團
回
六
曲
抱
膏

蘭
、
將
鬟
鏡
上
擲
金
蟬
。 

沈
香
火
暖
茱
萸
煙
、
酒
觥
綰
帶
新
承
歡
。 

月
風
吹
露
屏
外
寒
、

城
上
烏
啼
楚
女
眠
。
」
と
あ
る
①

。 

ケ
．
張
文
成
の
『
游
仙
窟
』
に
「
屏
風
十
二
扇
、
畫
障
五
三
張
、
兩
頭
安
彩
幔
、
四
角
垂

香
囊
；
檳
榔
豆
蔲
子
、
蘇
合
綠
沉
香
、
織
文
安
枕
席
、
亂
彩
疊
衣
箱
。（
後
略
）」
と
あ
る
。 

コ
．
薛
昭
蘊
の
『
相
見
歡
』
に
「
羅
襦
繡
袂
香
紅
、
畫
堂
中
。
細
草
平
沙
番
馬
、
小
屏
風
。

捲
羅
幕
、
憑
妝
閣
、
思
無
窮
。
暮
雨
輕
煙
、
魂
斷
隔
簾
。」
と
あ
る
。（『
花
間
集
選
』
巻
一
） 

サ
．
温
庭
筠
の
『
生
禖
屏
風
歌
』
に
「（
前
略
）
繍
屏
銀
鴨
香
蒙
、
天
上
夢
帰
花
繞
叢
。
宜

男
漫
作
後
庭
草
、
不
似
桜
桃
千
子
紅
」
と
あ
る
。（『
全
唐
詩
』575

）
ま
た
、
七
言
律
詩
の

「
曽
遊
の
地
を
通
っ
て
」（「
経
旧
遊
」）
に
は
、「
も
と
の
ま
ま
の
窓
に
寄
せ
た
屏
風
は
六
扇
、

つ
め
た
い
敷
石
に
枝
垂
れ
た
柳
の
落
と
す
露
は
千
筋
。」
と
詠
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
六
扇
の

屏
風
は
「
山
水
樹
石
図
屏
風
」
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
屏
風
は
建
物
よ
り
外
に
み
る

と
、
美
し
い
景
色
の
比
喩
と
も
思
う
②

。 

シ
．
書
法
屏
風 

①
『
宣
和
画
譜
』『
唐
会
要
』『
尚
書
故
事
』
に
「
貞
観
十
四
年
唐
太
宗
一
日
作
真
草
屏
障
、

以
示
群
臣
、
其
筆
力
遒
勁
、
為
一
時
之
絶
」
と
あ
る
。「
屏
幛
」
は
屏
障
に
同
じ
、
屏
風
と
障

子
で
あ
る
。（『
月
令
粹
編
・
爾
雅
十
二
月
名
図
』）
ま
た
『
宮
詞
』「
揮
洒
屏
風
御
墨
新
、
筵

前
飛
白
賜
群
臣
」
と
詠
う
（『
全
史
宮
詞
』
巻
十
三
）。
元
稹
「
答
友
封
見
贈
」
に
「
荀
令
香

銷
潘
簟
空
、
悼
亡
詩
満
旧
屏
風
」
と
あ
る
。 

②
『
旧
唐
書
・
憲
宗
紀
』
に
「
元
和
四
年
前
代
君
臣
事
蹟
十
四
篇
書
於
六
扇
屏
風
」
と
あ

る
。（『
月
令
粹
編
・
爾
雅
十
二
月
名
図
』）
ま
た
『
宮
詞
』「
遍
倚
屏
風
看
御
章
、
儒
臣
直
閣

日
初
長
」
と
詠
う
③

。 

③
虞
世
南
の
書
屏
風 

                                        

         

 

①

『
李
賀
詩
全
集
』
巻
二
。 

②

前
野
直
彬
編
訳
『
唐
代
詩
集
』（
下
）『
中
国
古
典
文
学
大
系
』
18
、
46
頁
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
。  

③

『
全
史
宮
詞
』
巻
十
三
；『
旧
唐
書
』
巻
一
五
上
「
本
紀
」
十
五
上
。  

唐
高
祖
武
徳
年
間
（
六
一
八~

六
二
六
）
に
唐
初
の
欧
、
虞
書
法
が
推
重
す
る
。
ま
た
高

句
麗
王
は
「
遣
使
求
欧
陽
詢
書
，
虞
世
南
應
昭
爲
秦
王
府
寫
『
列
女
傳
』
の
装
飾
屏
風
」
で

あ
る
。『
貞
観
政
要
・
任
賢
』『
旧
唐
書
・
虞
世
南
伝
』
に
虞
世
南
の
列
女
伝
屏
風
の
条
に
「
太

宗
嘗
命
写
『
列
女
伝
』
以
装
屏
風
」
と
い
う
記
載
す
る
④

。 

唐
長
安
に
お
け
る
安
邑
坊
の
玄
法
寺
に
は
「
東
廊
の
南
、
観
音
院
盧
奢
那
堂
の
内
槽
、
北

面
の
壁
に
維
摩
変
を
画
い
て
あ
っ
た
。
屏
風
に
は
、
虞
世
南
の
書
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
日
、
善
継
（
張
希
復
）
は
、
障
を
と
り
さ
ら
せ
、
榻
に
登
っ
て
そ
れ
を
読
ん
だ
。

「
世
南
献
」
と
い
う
語
が
書
い
て
あ
っ
た
か
ら
、
は
じ
め
て
間
違
い
で
な
い
と
わ
か
っ
た
。

西
北
角
の
院
内
に
、
懐
素
の
書
、
顔
魯
公
の
序
、
張
渭
侍
郎
、
銭
起
郎
中
の
讃
が
あ
る
。」
と

い
う
。
こ
の
書
屏
風
の
作
者
の
虞
世
南
（
五
五
八~

六
三
八
）
は
唐
代
初
期
、
太
宗
の
文
臣

で
、
隋
の
虞
世
基
の
弟
で
あ
る
。
兄
と
と
も
に
、
梁
の
顧
野
王
に
学
び
、
文
章
で
は
、
徐
陵

を
継
承
し
、
書
は
、
沙
門
智
永
を
介
し
て
遠
く
王
羲
之
の
書
の
風
格
を
学
ん
だ
と
い
う
⑤

。 

④
欧
陽
詢
真
跡
屏
風
と
王
羲
之
臨
書
屏
風 

正
倉
院
に
は
現
存
し
な
い
が
書
跡
と
し
て
は
、『
大
小
王
真
跡
帳
』
に
記
す
「
大
小
王
」、

す
な
わ
ち
書
聖
と
謳
わ
れ
た
東
晋
の
書
家
王
羲
之
と
そ
の
子
献
之
の
真
跡
書
が
ま
ず
あ
げ
ら

れ
る
。
さ
ら
に
『
国
家
珍
宝
帳
』
に
所
載
す
る
王
羲
之
書
法20

巻
、『
屏
風
花
氈
等
帳
』
に

記
す
欧
陽
詢
真
跡
屏
風
、
王
羲
之
臨
書
屏
風
が
あ
る
。
こ
の
王
羲
之
の
書
法
と
屏
風
は
い
ず

れ
も
真
跡
で
は
な
い
が
、
唐
代
に
は
忠
実
な
模
本
が
製
作
さ
れ
、
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
欧
陽
詢
（
五
五
七~

六
四
一
）
は
隋
代
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
書
家
で
あ

り
、
そ
の
真
跡
屏
風
が
請
来
品
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

⑤
「
題
詩
屏
風
」 

白
居
易
「
題
詩
屏
風
絶
句
」（
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
四
十
）
は
、
友
人
の
元
稹
に
あ
っ
た
時
、

そ
の
快
楽
的
心
情
を
抒
べ
る
た
め
、
詩
文
を
屏
風
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
詩
文
は
「
君
写

我
詩
盈
壁
寺
、
我
題
君
句
満
屏
風
。
與
君
相
遇
知
何
処
、
両
葉
浮
萍
大
海
中
」
と
い
う
。
こ

の
「
題
詩
屏
風
」
と
い
う
の
美
談
は
後
世
に
相
伝
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
正
倉
院
の
他
の
書
屏
風
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
正
倉
院
宝
庫
の
北
倉
に
鳥
毛
篆
書

屏
風
な
ど
で
あ
る
。
鳥
毛
篆
書
屏
風
は
聖
武
天
皇
の
愛
用
の
品
と
し
て
知
ら
れ
一
つ
の
字
を

                                        

         

 

④

『
旧
唐
書
』
巻
七
十
二
「
列
伝
」
二
十
二
。  

⑤

唐
の
段
成
式
撰
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
俎
』
４
続
集
巻
五
『33A

寺
塔
記
上
』
ｐ290~292

頁
、

東
洋
文
庫
382
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
。  
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篆
書
と
楷
書
で
表
し
篆
書
の
部
分
に
は
キ
ジ
や
山
鳥
の
羽
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
鳥
毛
篆

書
屏
風
で
あ
る
。 

ス
．
美
人
（
仕
女
）
障
屏 

周
昉
、
李
湊
ら
は
仕
女
屏
風
を
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
劉
長
卿
「
観
李
湊
所
画
美
人
障

子
」
に
「
華
堂
翠
幕
春
風
来
、
内
閣
金
屏
曙
色
開
」
と
あ
る
。
（
『
全
唐
詩
』
巻
百
四
十
九
） 

セ
．
そ
の
他 

王
建
「
宮
詞
一
百
首
」
に
「
教
覓
勳
臣
写
図
本
、
長
将
殿
裡
作
屏
風
」
と
あ
る
。
白
居
易

「
偶
眠
」
に
「
便
是
屏
風
様
、
何
労
画
古
賢
」
と
あ
る
。
白
居
易
「
寄
答
周
協
律
」
に
「
長

憶
後
庭
盃
酒
散
、
紅
屏
風
掩
緑
窓
眠
」
と
あ
る
。
ま
た
、
顧
夐
「
木
蘭
花
」
に
「
金
粉
小
屏

猶
半
掩
」
、
「
拂
水
双
飛
来
去
燕
、
曲
欄
小
屏
山
六
扇
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
の
「
金
粉
小
屏
」

は
金
屏
風
と
考
え
れ
い
る
。 

（
三
）
画
史
画
論
中
の
記
述 

唐
代
に
は
い
く
つ
か
の
画
史
画
論
が
著
述
、
編
纂
さ
れ
た
。
そ
の
龐
大
な
書
巻
中
、
屏
風

画
の
踪
跡
も
し
ば
し
ば
示
唆
し
て
い
る
。
晩
唐
の
張
彦
遠
の
撰
述
に
な
る
『
歴
代
名
画
記
』、

朱
景
玄
撰
『
唐
朝
名
画
録
』
な
ど
に206

人
の
唐
代
画
家
中
、110

人
が
当
時
の
障
壁
画
を

創
作
し
た
。
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
朱
景
玄
撰
『
唐
朝
名
画
録
』
に
よ
っ

て
朱
景
玄
が
唐
初
か
ら
開
元
天
宝
年
間
ま
で
の
名
画
家
の
屏
風
画
を
目
の
当
た
り
に
見
た
も

の
だ
け
で
も
多
く
て
、前
述
し
た
唐
詩
人
の
屏
風
画
に
関
す
る
名
句
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

張
彦
遠(

約
八
一
五
～
？) 

字
は
愛
賓
と
い
い
、
河
東
猗
氏
（
現
在
の
山
西
永
済
）
の
人
で

あ
る
。
官
は
舒
州
刺
史
・
大
理
寺
卿
な
ど
を
歴
任
し
た
。
博
学
で
画
の
鑑
識
を
得
意
と
し
、

従
来
の
画
論
画
史
を
大
集
成
し
た
『
歴
代
名
画
記
』
が
あ
っ
て
、
比
較
的
高
い
価
値
を
も
っ

て
い
る
。『
歴
代
名
画
記
』
に
述
べ
て
い
る
屏
風
画
の
こ
と
が
、
下
記
で
あ
る
。 

（
１
）
董
伯
仁
、
展
子
虔
、
鄭
法
士
、
楊
子
華
、
孫
尚
子
、 

閻
立
本
、
呉
道
子
、「
屏
風

一
片
、
値
金
二
万
、
次
者
售
一
万
五
千
。
其
楊
契
丹
、
田
僧
亮
、
鄭
法
輪
、
乙
僧
、
閻
立
徳
、

一
扇
値
金
一
万
。
」
と
あ
る
。(

巻
二)

こ
れ
か
ら
見
え
る
と
、
隋
唐
時
代
の
屏
風
画
の
発
達

に
よ
っ
て
流
通
、
収
蔵
が
前
代
よ
り
い
っ
そ
う
活
発
化
し
、
値
段
の
高
い
安
い
を
定
め
、
高

い
の
は
「
二
万
」
品
物
の
よ
く
な
い
の
は
「
一
万
五
千
」
と
か
、「
一
万
」
と
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
唐
・
裴
孝
源
『
貞
観
公
私
画
史
』
に
も
鄭
法
士
の
隋
朝
官
本
「
貴
戚
屏
風
二
巻
」

が
あ
る
。 

（
２
）
閻
立
本｢

田
舎
屏
風
十
二
扇｣

①  

閻
立
本(

？
～
六
七
三)

は
、
雍
州
万
年
の
人
。
閻
立
徳
の
弟
に
あ
た
る
。
麟
徳
二
年(

六
五

六)

に
工
部
尚
書
と
な
り
、
総
章
元
年(

六
六
八)

に
は
右
相
に
上
っ
た
。
南
朝
風
の
勧
戒
画
に

す
ぐ
れ
、
功
臣
の
肖
像
画
や
外
国
使
臣
の
朝
貢
図
な
ど
を
描
い
た
。（
た
と
え
ば
「
歴
代
帝
王

図
巻
」）『
太
平
御
覧
』
に
「
政
務
の
才
能
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、

も
得
意
な
分
野
は

肖
像
を
描
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
秦
府
十
八
学
士
図
や
貞
観
年
間
に
作
ら
れ
た
凌
煙
閣
の
功
臣

図
は
、
み
な
閻
立
本
の
作
品
で
あ
り
、
時
の
人
達
は
み
な
彼
の
妙
技
を
ほ
め
た
た
え
た
。
太

宗
が
か
つ
て
侍
臣
学
士
と
と
も
に
舟
を
春
苑
に
浮
か
べ
て
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
池
の
中
に

珍
し
い
鳥
が
い
て
、
波
に
つ
れ
て
ゆ
ら
ゆ
ら
と
た
だ
よ
っ
て
い
た
。
太
宗
は
こ
の
様
子
を
非

常
に
気
に
入
り
、
し
ば
し
ば
命
令
を
出
し
て
座
に
い
る
人
々
に
詩
を
詠
ま
せ
、
閻
立
本
を
召

し
て
絵
に
描
か
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
室
内
か
ら
（
外
へ
）
人
伝
え
に
「
え
か
き
の
閻

立
本
」
と
呼
ば
せ
た
。
そ
の
時
閻
立
本
は
す
で
に
主
爵
郎
中
と
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
汗
を

流
し
て
走
っ
て
か
け
つ
け
、
池
の
傍
ら
に
ひ
れ
伏
し
、
絵
の
具
を
の
せ
な
が
ら
、
座
に
い
る

賓
客
達
を
仰
ぎ
見
、
恥
ず
か
し
さ
に
堪
え
ら
れ
ぬ
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
退
席
し
て
息
子
に
戒

め
て
言
う
に
は
、「
わ
た
し
は
幼
い
頃
か
ら
書
物
を
読
ん
で
学
問
を
修
め
、
幸
い
に
無
能
で
あ

る
は
免
れ
、
こ
こ
ろ
の
お
も
む
く
ま
ま
筆
を
執
り
、
い
さ
さ
か
末
席
に
連
な
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
た
だ
絵
画
と
い
う
技
術
の
み
で
名
を
知
ら
れ
、
こ
の
絵
か
き
と
い
う
仕

事
に
従
事
す
る
の
は
、
こ
れ
よ
り
恥
ず
べ
き
こ
と
は
な
い
。
お
ま
え
は
こ
の
こ
と
を
深
く
戒

め
と
し
、
こ
の
絵
画
と
い
う
末
技
を
習
っ
て
は
な
ら
ぬ
。」
と
い
う
②

。 

（
３
）
薛
稷
の
六
鶴
図
屏
風 

薛
稷(

六
四
九
～
七
一
三) 

字
は
嗣
通
と
い
い
、
河
東
の
汾
陰
の
人
で
あ
る
。
隋
の
薛
道
衡

の
曾
孫
に
あ
た
る
。
中
書
舎
人
・
諫
議
大
夫
・
太
常
少
卿
な
ど
を
歴
任
し
た
。
睿
宗
に
信
任

さ
れ
て
、
黄
門
侍
郎
・
太
子
少
保
・
礼
部
尚
書
な
ど
を
つ
と
め
た
。
竇
懐
貞
が
叛
乱
を
図
っ

た
と
き
、
謀
議
に
加
わ
っ
た
と
し
て
投
獄
さ
れ
、
自
殺
を
命
じ
ら
れ
た
。
書
画
に
巧
み
で
、

文
学
の
才
に
も
優
れ
た
。『
歴
代
名
画
記
』
は
、
彼
を
「
花
鳥
、
人
物
、
雑
画
が
得
意
で
あ
っ

た
」
と
評
し
、
と
く
に
鶴
の
画
が
も
っ
と
も
著
名
で
あ
っ
た
。
薛
稷
の
鶴
画
は
彼
の
豊
か
な

創
作
力
に
よ
る
も
の
で
、
張
彦
遠
は
彼
を
「
屏
風
は
六
枚
で
鶴
の
見
本
を
画
い
た
」
と
い
い
、

                                        

         

 

①

『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
唐
朝
上
。 

②

『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
五
十
「
画
」、『
旧
唐
書
』「
閻
立
本
伝
」
を
参
照
す
る
。『
太
平
広
記
』
巻
二
百
十
一

は
「
出
大
唐
新
語
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
五
十
九
鑑
戒
、『
冊
府
元
亀
』
図

画
部
所
引
。  
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「
様
」
の
字
は
画
の
様
式
で
、
図
画
の
一
種
の
手
本
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の

手
本
は
ま
た
「
稷
よ
り
始
ま
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
考
古
学
上
の
発
掘
し
た
墓
葬
壁
画
か

ら
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
鳥
図
が
出
て
い
る
。 

鶴
の
登
場
す
る
中
国
の

も
古
い
文
獻
は
『
詩
経
』
で
あ
る
。『
鶴
鳴
』
に
「
鶴
鳴
于
九
皐
、

聲
聞
于
野
」
と
あ
る
。
文
献
史
料
に
よ
っ
て
、
松
鶴
、
雲
鶴
な
ど
の
詩
文
や
絵
画
な
ど
の
記

載
が
多
く
な
っ
て
い
る
。『
歴
代
名
画
記
』
に
「
屏
風
六
扇
鶴
様
、
自
稷
始
也
」
と
い
う
①

。

ま
た
『
歴
代
名
画
記
』
に
は
「
多
才
藻
、
工
書
画
。
薛
稷
外
祖
魏
文
貞
公
、
富
有
書
画
、
多

虞
褚
手
冩
表
疏
。
稷
鋭
意
模
学
、
窮
年
忘
倦
、
睿
宗
在
藩
、
特
見
引
遇
、
拝
黄
門
中
書
侍
郎

礼
工
二
尚
書
」
と
あ
る
。『
冊
府
元
亀
』「
図
画
部
」
よ
り
所
引
す
る
と
「
ま
た
言
う
、
薛
稷

は
絵
が
う
ま
く
、
古
の
名
品
を
博
く
集
め
て
い
た
。
睿
宗
が
ま
だ
藩
に
あ
っ
た
と
き
、
こ
の

雑
技
の
学
（
絵
画
）
に
興
味
を
寄
せ
、
薛
稷
は
そ
れ
で
特
に
彼
の
も
と
に
招
か
れ
た
。」
と
あ

る
②

。
中
国
花
鳥
画
に
画
鶴
の
歴
史
を
開
く
初
唐
の
薛
稷(

六
四
九-

七
一
三)

の
「
六
鶴
図
屏

風
」
の
各
型
と
そ
の
配
列
が
、
初
唐
か
ら
盛
唐
、
あ
る
い
は
、
日
本
奈
良
時
代
の
制
作
に
な

る
宝
物
を
保
存
し
て
き
た
正
倉
院
の
「
草
木
鶴
図
漆
櫃
」(
南
倉
一
六
八)

に
部
分
的
に
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
併
せ
て
、
近
世
初
頭
に
至
る
ま
で
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
永
く
続

く
画
鶴
の
歴
史
に
決
定
的
な
位
置
を
占
め
る
五
代
の
黄
筌(?
～
九
六
五)

の
「
後
蜀
六
鶴
殿 

六
鶴
図
壁
画
」(

九
四
四
年)

が
、
薛
稷
の
元
型
を
ほ
ぼ
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
配
列
を
変
更
す

る
、
古
典
に
忠
実
と
称
し
て
よ
い
作
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
③

。

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
六
鶴
図
絵
画
と
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
小
川
裕
充
氏
が
極
め

て
精
細
な
論
述
が
あ
っ
た
④

。 

（
４
）
張
諲(

王
維
、
李
欣) 

王
維
の
詩
「
屏
風
誤
点
惑
孫
郎
、
団
扇
草
書
軽
内
史
」
と
詠

う
⑤

。 
                                        

         

 

①

『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
唐
朝
上
。  

②

『
冊
府
元
亀
』「
図
画
部
」
所
引
：
又
曰
、
薛
稷
善
画
、
博
採
古
跡
、
睿
宗
在
藩
、
留
意
於
小
学
、
稷
於
是

特
見
招
引
。  

③

小
川
裕
充
「
薛
稷
六
鶴
図
屏
風
考
―
正
倉
院
南
倉
宝
物
漆
櫃
に
描
か
れ
た
草
木
鶴
図
に
つ
い
て
―
」『
紀
要
』

第117

冊
；『
旧
唐
書
』「
薛
稷
伝
」；『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
五
十
「
画
」。  

④

小
川
裕
充
「
黄
筌
六
鶴
図
壁
画
と
そ
の
系
譜
（
上
下
）
―
薛
稷
・
黄
筌
・
黄
居
寀
か
ら
庫
倫
旗
一
號
遼
墓
仙

鶴
図
壁
画
を
経
て
徽
宗
・
趙
伯
驌
・
牧
谿
・
王
振
鵬
、
浙
派
・
雪
舟
・
狩
野
は
ま
で
―
」『
国
華
』
第
千
百
六

十
五
（
七
～
二
二
頁
、
一
九
九
二
年
）、
千
二
百
九
十
七
（
七
～
二
五
頁
、
二
〇
〇
三
年
）
號
、
国
華
社
・
朝

日
新
聞
社
。 

⑤

『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
唐
朝
下
。  

（
５
）
張
璪
「
曽
令
画
八
幅
山
水
障
」  

張
璪
は
「
外
は
造
化
（
自
然
）
を
師
と
し
、
中
は
心
源
を
得
る
」
と
い
う
こ
と
を
提
示
し

た
こ
と
は
、
ま
さ
に
創
作
上
主
観
と
客
観
の
両
面
の
作
用
に
対
す
る
弁
証
法
的
認
識
の
存
在

を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
禿
筆
を
用
い
あ
る
い
は
手
で
絹
を
模
す
。
ま
た
長
安
で
山
水
障
壁

画
８
幅
を
描
い
て
い
る
途
中
、
朱
泚
の
乱
（
七
八
三
年
）
に
あ
い
、
破
墨
が
ま
だ
終
ら
な
い

の
に
、
都
か
ら
逃
げ
た
⑥

。
ま
た
、
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』
に
張
璪
「
所
画
図
障
人
間
至

多
」
と
、『
宣
和
画
譜
』
巻
十
、『
図
画
見
聞
誌
』
巻
五
に
李
約
所
蔵
の
「
松
石
障
」
な
ど
が

あ
る
。 

（
６
）
張
萱
の
仕
女
図
屏
風 

『
唐
朝
名
画
録
』
に
、
張
萱
は
屏
障
を
描
く
と
い
う
こ
と
を
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
彼

の
仕
女
画
は
、
屏
風
の
画
題
と
い
う
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
⑦

。 

（
７
）
王
宰
の
「
四
季
山
水
図
屏
風
」 

晩
唐
の
論
画
家
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』（
八
三
六
～
八
四
六
年
頃
成
る
）
で
杜
甫
（
七
一

二
～
七
〇
）
の
題
画
詩
「
王
宰
の
画
け
る
山
水
図
に
戯
れ
に
題
す
る
歌
」（
七
六
〇
年
作
）
の

一
部
を
引
い
た
の
ち
、
み
ず
か
ら
実
見
し
た
王
宰
（
～
七
六
〇
～
七
八
五
～
）
の
「
樹
石
図
」

「
四
季
山
水
図
屏
風
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

「
景
玄
、
嘗
て
故
席
夔
舎
人
の
庁
に
於
い
て
一
図
障
を
見
る
に
、
江
に
臨
め
る
双
樹
、
一
は

松
一
は
柏
。
古
藤
縈
繞
し
、
上
は
空
に
盤
り
、
下
は
水
に
着
く
。
千
枝
万
葉
、
交
植
曲
屈
す

る
も
、
分
布
雑
な
ら
ず
。
或
い
は
枯
れ
或
い
は
栄
え
、
或
い
は
蔓
び
或
い
は
亜
え
、
或
い
は

直
く
或
い
は
倚
る
。
葉
は
千
畳
に
重
い
な
り
、
枝
は
四
面
を
分
か
つ
。
達
士
の
珍
と
す
る
所
、

凡
目
弁
ず
る
こ
と
難
し
い
。
又
、
興
善
寺
に
お
い
て
四
時
を
画
け
る
屏
風
を
見
る
に
、
造
化

を
移
す
が
若
し
。
風
候
・
雲
物
・
八
節
・
四
時
は
一
座
の
内
な
り
。
妙
の
至
極
な
り
。（
妙
品
・

                                        

         

 
⑥

『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
唐
朝
下
。『
宣
和
画
譜
』
巻
十
（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
二
巻
）、
一
〇
六
頁
、

国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。
）  

⑦

晩
唐
の
論
画
家
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』（
八
三
六
～
八
四
六
年
頃
成
る
）
に
張
萱
「
嘗
画
貴
公
子
鞍
馬
屏

障
、
宮
苑
仕
女
、
名
冠
於
時
」
と
あ
る
。『
太
平
広
記
』
巻
二
一
三
「
画
四
」
張
萱
の
条
に
「
唐
張
萱
、
京
兆

人
。
嘗
畫
貴
公
子
鞍
馬
屏
帷
宮
苑
子
女
等
、
名
冠
于
時
。
善
起
草
、
點
簇
位
置
。
亭
台
竹
樹
、
花
鳥
仆
使
、

皆
极
其
態
。
畫
《
長
門
怨
》、
約
詞
慮
思
、
曲
盡
其
旨
。
即
金
井
梧
桐
秋
葉
黃
也
。
粉
本
畫
《
貴
公
子
夜
游
圖
》、

《
宮
中
七
夕
乞
巧
圖
》、《
望
月
圖
》、
皆
綃
上
幽
閑
多
思
、
意
逾
于
象
。
其
畫
子
女
、
周
・
之
難
倫
也
。
貴
公

子
鞍
馬
等
、
妙
品
上
。（
出
《
畫
斷
》） 
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上
）」
①  

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
張
璪
の
そ
れ
の
よ
う
に
「
時
間
軸
」
の
方
向
を
画
定
し
う
る
ま
で
に

は
至
ら
な
い
と
は
い
え
、
王
宰
も
ま
た
何
ら
か
の
形
で
「
時
空
間
」
表
現
を
行
っ
て
い
た
。 

 

（
８
）
範
長
寿
の
「
月
令
屏
風
」 

 

晩
唐
の
論
画
家
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』（
八
三
六
～
八
四
六
年
頃
成
る
）
に
「
範
長
寿
、

国
初
の
武
騎
尉
た
り
、
喜
ん
で
風
俗
・
田
家
・
景
候
・
人
物
の
状
を
画
く
。
人
間
多
く
「
月

令
屏
風
」
有
り
。
是
れ
其
の
製
な
り
。」（
妙
品
・
中
）（『
太
平
広
記
』
巻
二
一
三
「
画
四
」

引
朱
景
玄
『
画
断
』
と
通
行
本
と
を
参
照
し
て
引
用
②

）
と
あ
る
。
月
令
と
は
、
本
来
、
月

ご
と
に
出
さ
れ
る
政
令
、
あ
る
い
は
、『
礼
記
』
月
令
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
王
侯
官
府
の
年
中

行
事
の
こ
と
で
あ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
・
経
部
に
著
録
さ
れ
る
「
月
令
図
」
も
そ
れ
を
絵
画

化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
範
長
寿
の
場
合
、「
喜
ん
で
風
俗
・
田
家
・

景
候
・
人
物
の
状
を
画
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
月
令
屏
風
」
は
『
礼
記
』

月
令
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民
間
の
年
中
行
事
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
四
季
と
い
う
時
間
の
運
行
を
抽
象
し
視
覚
化
す
る
点
で
き
わ

め
て
高
次
の
段
階
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
屏
風
の
画
題
は
、
月
令
に
関
す
る
山
水
・

樹
石
・
牛
馬
な
ど
で
あ
る
。 

 

（
９
）
王
維 

 

唐
代
の
画
家
王
維
が
横
巻
形
式
の
川
図
を
制
作
し
た
こ
と
は
勿
論
、
王
維
の
主
要
な
画
面

形
式
は
壁
画
と
屏
風
で
、
嘗
て
横
巻
形
式
の
作
品
を
作
っ
た
こ
と
す
ら
唐
代
の
資
料
は
伝
え

て
い
な
い
。
屏
風
画
も
不
明
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
晩
唐
の
論
画
家
朱
景
玄
『
唐

朝
名
画
録
』（
八
三
六
～
八
四
六
年
頃
成
る
）「
妙
品
」
上
に
王
維
が
京
都
の
千
福
寺
に
一
幅

の
青
楓
掩
障
が
描
か
れ
、「
蹤
似
呉
生
而
風
致
標
格
特
出
」
と
い
う
。
ま
た
、
張
祜
「
題
王
右

                                        

         

 

①

王
宰
は
、
盛
唐
か
ら
中
唐
時
代
に
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
。『
太
平
広
記
』
巻
二
一
三
「
画
四
」
王
宰
の
条

に
「
唐
王
宰
者
家
于
西
蜀
。
貞
之
中
、
韋
皋
以
客
禮
待
之
。
畫
山
水
樹
石
、
出
于
象
外
。
故
杜
甫
贈
歌
云
：“

十

日
畫
一
松
。
五
日
畫
一
石
。
能
事
不
受
相
促
迫
，
王
宰
始
肯
留
真
跡
。”

又
嘗
于
席
夔
廳
見
圖
一
障
。
臨
（“

臨”

原
作“

陵”

，
据
明
抄
本
改
。）
江
雙
松
一
柏
、
古
藤
縈
繞
。
上
盤
半
空
、
下
著
水
面
。
千
枝
万
葉
、
交
查
屈
曲
、

分
布
不
雜
。
或
枯
或
茂
、
或
垂
或
直
。
葉
疊
千
重
、
枝
分
四
面
。
精
人
所
難
、
凡
目
莫
辨
。
又
于
興
善
寺
見

畫
四
時
屏
風
、
若
移
造
化
。
風
候
云
物
、
八
節
四
時
、
于
一
座
之
內
、
妙
之
至
也
。
山
水
松
石
。
并
上
上
品
。」

と
あ
る
。（
出
《
畫
斷
》） 

②

唐
范
長
壽
善
風
俗
田
家
景
候
人
物
之
狀
。
人
間
多
有
月
令
屏
風
、
是
其
制
也
。
凡
山
川
水
石
、
牛
馬
畜
類
、

屈
曲
遠
近
、
牧
放
閑
野
、
皆
得
其
妙
、
各
盡
其
趣
。
梁
張
僧
繇
之
次
也
。
僧
彥?

《
續
畫
品
》
云
：“博
瞻
繁
多
。

未
見
其
能
也
。
其
畫
并
妙
品
上
。
”又
時
號
何
長
壽
齊
名
、
次
之
。
（出
《畫
斷
》） 

丞
山
水
障
二
首
」
に
よ
っ
て
、
王
維
の
山
水
屏
風
絵
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
１
０
）
朱
審 

 

晩
唐
の
論
画
家
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』（
八
三
六
～
八
四
六
年
頃
成
る
）
に
朱
審
「
自
江

湖
至
京
師
、
壁
障
巻
軸
家
蔵
戸
珍
」
と
あ
る
。 

 

（
１
１
）
周
昉
と
程
修
己 

 

朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』
や
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』
な
ど
の
画
史
画
論
に
よ
っ
て
、
周

昉
と
弟
子
の
程
修
己
も
屏
風
画
を
得
意
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
程
修
己
は
文
思
殿

に
文
宗
の
た
め
に
竹
障
屏
を
描
い
た
。
文
宗
の
詩
文
も
あ
っ
た
③

。
ま
た
、
李
皍
「
題
程
修

己
竹
障
」
の
詩
文
も
あ
る
。 

 

（
１
２
）
李
思
訓
と
李
昭
道 

宋
・
汪
珂
玉
『
汪
氏
珊
瑚
網
画
継
』
の
「
宋
潤
州
蘇
氏
家
蔵
」
目
録
に
「
李
将
軍
晩
景
屏

風
」
と
あ
る
。
即
ち
、
李
将
軍
は
唐
代
山
水
画
名
家
の
李
思
訓
と
李
昭
道
の
父
子
と
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
李
思
訓
（
六
五
一
～
七
一
八
）
は
字
を
建
と
い
い
、
唐
の
宗
室
の
出
身

で
、
開
元
初
期
に
右
武
衛
大
将
軍
に
封
じ
ら
れ
、
画
史
の
上
で
大
李
将
軍
と
呼
称
さ
れ
た
。

李
思
訓
の
子
の
李
昭
道
は
小
李
将
軍
と
呼
ば
れ
、
家
に
代
々
伝
わ
る
学
問
を
忠
実
に
受
け
継

い
で
や
や
発
展
さ
せ
た
。
ま
た
、『
宣
和
画
譜
』
巻
十
に
「
天
宝
中
、
明
皇
召
思
訓
画
大
同
殿

壁
兼
掩
障
」
と
あ
る
④

。 

（
四
）
他
の
文
献 

（
１
）『
貞
観
政
要
・
択
官
』
に
唐
太
宗
は
都
督
、
刺
史
の
名
刺
を
屏
風
に
書
い
て
、
名
刺

屏
風
と
い
う
⑤

。 

（
２
）『
唐
会
要
』
巻
二
九
に
「
十
二
年
二
月
。
以
寒
食
節
。
御
麟
徳
殿
。
内
宴
。
於
宰
臣

位
後
、
施
画
屏
風
、
図
漢
魏
名
臣
、
仍
紀
其
嘉
言
美
行
、
題
之
於
下
」
と
名
臣
人
物
図
屏
風

が
あ
る
。 

（
３
）『
多
心
経
』
の
小
屏
風 

唐
の
段
成
式
の
『
酉
陽
雑
俎
』
の
続
集
巻
五
に
よ
る
と
『33A

寺
塔
記
上
』
に
は
、
弘
善

寺
（
常
楽
場
趙
景
公
寺
）
に
「
さ
ら
に
、
七
宝
の
字
を
は
め
こ
ん
だ
『
多
心
経
』
の
小
屏
風

が
あ
る
。
宝
石
で
飾
っ
た
函
に
も
ら
れ
て
あ
っ
た
。
上
に
、
雑
色
の
珠
お
よ
び
白
珠
が
あ
っ

                                        

         

 

③

朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』「
妙
品
」
中
参
照
。 

④

『
宣
和
画
譜
』
巻
十
（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
一
巻
）、
一
〇
〇
頁
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。
） 

⑤
『
貞
観
政
要
・
択
官
』
に
太
宗
「
惟
恐
都
監
、
刺
史
堪
養
百
姓
以
否
、
故
于
屏
風
上
録
其
姓
名
、
坐
臥
恒
看
、

在
官
如
有
善
事
、
亦
具
列
于
名
下
」
と
あ
る
。  
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て
、
井
の
字
形
に
な
ら
び
、
目
の
く
ら
む
ほ
ど
で
あ
る
。
安
禄
山
の
乱
の
と
き
、
宮
中
の
女

官
が
こ
の
寺
に
か
く
し
た
の
で
あ
る
。
屏
風
は
十
五
牒
、
三
十
行
で
あ
る
。」
と
あ
る
①

。
こ

れ
に
よ
る
と
、
当
時
、
極
め
て
小
さ
い
屏
風
も
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
４
）
銀
平
脱
破
觚
八
角
花
鳥
屏
風 

唐
・
段
成
式
の
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
一
「
１
忠
志
」
に
「
安
禄
山
の
恩
寵
は
比
類
が
な
く
、

お
び
た
だ
し
い
品
を
下
賜
さ
れ
た
。
そ
の
品
物
の
目
録
を
み
る
と
（
前
略
）
銀
平
脱
破
觚
八

角
花
鳥
屏
風
（
後
略
）」
と
あ
る
②

。
安
禄
山
（
？~

七
五
七
）
は
、
玄
宗
の
寵
遇
を
う
け
、

他
方
、
楊
貴
妃
に
と
り
い
り
、
勢
力
を
蓄
え
た
。
こ
の
屏
風
は
花
鳥
を
描
い
た
八
角
の
屏
風

で
あ
る
。
破
觚
は
、『
漢
書
』
巻
九
〇
「
酷
吏
伝
」
序
に
、「
破
觚
為
圜
」
と
い
う
。
孟
康
の

注
に
、「
觚
は
方
で
あ
る
」
と
い
う
。
銀
の
平
脱
細
工
を
施
し
た
、
方
形
を
く
ず
し
た
形
の
八

角
の
屏
風
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。 

（
５
）
素
屏 

唐
の
段
成
式
の
『
酉
陽
雑
俎
』
の
続
集
巻
五
に
よ
る
と
『33A

寺
塔
記
上
』
の
「
約
公
院

に
題
し
た
四
言
」
に
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
佳
話
を
記
録
し
、
い
さ
さ
か
素
屏
を
し
て
い
る
。」
と

い
う
。
素
屏
は
、
白
絹
の
屏
風
で
あ
る
。
白
居
易
「
草
堂
記
」（『
白
香
山
集
』
二
六
）
に
、

「
堂
内
に
、
木
榻
四
、
素
屏
二
、
漆
琴
一
を
設
け
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
白
居
易
は
、
そ
の

素
屏
に
つ
い
て
、「
素
屏
謡
」（『
白
香
山
集
』
二
二
）
を
作
っ
て
い
る
。
い
わ
く
、「
素
屏
よ
、

素
屏
よ
。
ど
う
し
て
書
画
で
飾
ら
ず
、
丹
青
の
彩
色
を
し
な
い
の
か
。
い
ま
の
世
に
、
李
陽

氷
の
篆
字
、
張
旭
の
筆
迹
、
辺
鸞
の
花
鳥
、
張
璪
の
松
石
が
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
わ
た

し
は
そ
の
上
に
一
点
一
画
も
加
え
さ
せ
ず
、
お
前
の
天
真
を
保
存
し
、
純
白
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
き
た
い
の
だ
（
後
略
）」
と
あ
る
③

。
こ
れ
で
素
屏
が
、
装
飾
の
な
い
屏
風
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。 

（
６
）
魚
腮
貼
屏
風 

唐
・
封
演
『
封
氏
聞
見
記
』
巻
八
「
大
魚
腮
」
に
「
海
州
土
俗
工
画
、
節
度
令
造
海
図
屏

風
二
十
合
。
余
時
客
海
上
、
偶
於
州
門
見
人
持
一
束
黑
物
、
形
如
竹
篾
。
余
問
之
、
其
人
云
：

                                        

         

 

①

原
文
は
「
又
有
嵌
七
宝
字
多
心
経
小
屏
風
、
盛
以
宝
函
」
と
あ
る
。
唐
の
段
成
式
撰
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉

陽
雑
俎
』（
全
５
巻
）
４
東
洋
文
庫401

平
凡
社
一
九
八
一
年
；
秦
嶺
雲
点
校
『
寺
塔
記
』
中
国
美
術
論
著

叢
刊
、
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
六
三
年
。  

②

唐
・
段
成
式
撰
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
俎
』（
全
５
巻
）
１
東
洋
文
庫382

平
凡
社1980

年
。  

③

唐
の
段
成
式
撰
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
俎
』
４
続
集
巻
五
『33A

寺
塔
記
上
』
ｐ273~274

頁
、
東

洋
文
庫382

、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
。  

「
海
魚
腮
中
毛
、
拟
用
作
屏
風
貼
。
」
因
問
所
得
、
云
：「
数
十
年
前
、
東
海
有
大
魚
、
死
于

岸
上
、
收
得
此
。
惟
堪
用
為
屏
風
貼
、
前
後
所
用
無
数
。」
今
官
造
屏
風
、
搜
求
得
此
、
奇
文

異
色
、
澤
似
水
牛
角
。
小
頭
似
猪
鬃
、
大
頭
正
方
。
長
四
五
寸
、
広
可
一
寸
、
亦
奇
物
也
。

今
人
間
大
魚
腮
中
翣
毛
長
不
盈
寸
、
此
物
乃
長
四
五
寸
、
魚
亦
大
矣
。『
交
広
記
』
云
：「
呉

時
、
滕
循
為
広
州
、
人
或
言
蝦
須
有
一
丈
長
、
循
不
之
信
、
其
人
后
故
至
東
海
取
蝦
須
長
四

丈
四
尺
、
封
以
為
寄
。
」
魚
腮
長
五
尺
、
無
足
怪
者
。」
と
あ
る
④

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
魚
の

腮
毛
で
貼
っ
て
い
る
屏
風
と
わ
か
る
。
日
本
・
正
倉
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
鳥
毛
貼
立
女
屏

風
の
作
法
が
こ
れ
と
似
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。 

（
７
）
贈
朝
屏
風 

『
旧
唐
書
』
の
「
列
伝
」
に
「（
前
略
）
武
徳
四
年
（
中
略
）
賜
以
書
及
画
屏
風
、
錦
彩
三

百
段
」
と
あ
る
⑤

。 
 

二
．
屏
風
実
物
作
例 

現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
隋
唐
時
代
に
お
け
る
屏
風
の
実
物
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、

わ
ず
か
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅲ31

～37

と
地
図
Ⅲ
参
照
）。 

（
一
）
絹
画
屏
風 

新
彊
ア
ス
タ
ー
ナ
墓
葬
３
基 

 

１
．72TAM230

長
安
二
年(702)

張
礼
臣
墓 

楽
伎
図
木
縁
絹
画
屏
風 

６
扇 

 

２
．72TAM188

開
元
三
年(715)

麹
氏
墓 

牧
馬
図
木
縁
絹
画
屏
風 

８
扇 

新
彊
自
治

区
博
物
館
蔵 

３
．72TAM187

長
安-

天
保
年
間 

仕
女
図
木
縁
絹
画
屏
風 

 

実
物
の
絹
画
屏
風
は
、
連
屏
に
限
っ
て
も
、
新
疆
ト
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ー
ナ
唐
墓
か
ら

副
葬
品
と
し
て
数
点
出
土
し
て
い
る
⑥

。
張
礼
臣
（
六
五
五
～
七
〇
二
）
墓
（
二
三
〇
号
墓
）

か
ら
出
上
し
た
「
舞
楽
図
屏
風
」（
一
九
七
二
年
発
掘
）
は
六
扇
屏
風
で
あ
る
（F

ig.

Ⅴ-01

）。

麹
僊
妃
墓
（
一
八
八
号
墓
）
か
ら
出
土
し
た
「
牧
馬
図
（
八
駿
図
）
屏
風
」（
一
九
七
二
年
発

                                        

         

 

④

著
者
の
封
演
は
中
唐
の
人
。『
封
氏
聞
見
記
』
に
は
、
貞
元(785-805)

年
間
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
記
事

が
載
る
の
で
、
お
お
よ
そ
の
成
書
時
期
が
類
推
さ
れ
る
。
趙
貞
信
『
封
氏
聞
見
記
校
證
』（
一
九
三
三
年
十
一

月
初
版
影
印
本
あ
り
、
哈
佛
燕
京
社
）。『
封
氏
聞
見
記
校
注
』（
一
九
五
八
年
三
月
、
中
華
書
局
）。 

⑤

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
「
列
伝
」
一
四
九
上
。  

⑥｢

新
彊
阿
斯
塔
那
三
座
唐
墓
出
土
珍
貴
絹
画
及
文
書
等
文
物｣

、
金
維
諾
、
衛
辺｢

唐
代
西
州
墓
中
的
絹
画｣

『
文
物
』
一
九
七
五
年
第
十
期
；
陳
霞
「
唐
代
的
屏
風
―
兼
論
吐
魯
番
出
土
的
屏
風
画
」『
西
域
研
究
』
二
〇

〇
二
年
第
二
期
。 
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掘
）
は
八
扇
屏
風
で
、
木
枠
に
張
ら
れ
た
絹
画
で
紫
綾
の
縁
が
あ
る
。
絹
本
着
色
、
縦

53.7~56.5cm

、
横21.5~27.0cm

、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（F
ig.

Ⅴ-02
）。
一
八
七
号
墓
の
「
婦
女
対
奕
図
」（F

ig.

Ⅴ-03

）
も
屏
風
画
の
一
部
と
考
え
ら

れ
る
。 

新
彊
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ
墓
葬
第230

号
墓
は
、
張
懐
寂
の
子
の
張
礼
臣
の
墓
で

あ
る
。
出
土
の
絹
絵
の
六
扇
舞
楽
図
屏
風
は
、
初
唐
期
に
お
け
る
新
彊
地
区
の
絵
画
芸
術
を

代
表
し
て
い
る
。
一
扇
ご
と
に
一
人
を
描
い
て
お
り
、
或
い
は
袖
を
振
り
踊
り
、
ま
た
或
い

は
箜
篌
、
院
咸
等
を
抱
く
、
合
計
二
人
の
舞
伎
と
四
人
の
楽
伎
を
左
右
相
い
向
い
合
わ
せ
て

立
っ
て
い
る
。 

も
う
一
つ
の
例
は
開
元
三
年(

七
一
五)
麹
氏
墓
（
第188

号
墓
の
張
某
之
妻
麹
仙
妃
墓
）

か
ら
出
土
し
た
八
扇
牧
馬
図
屏
風
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
牧
馬
図
屏
風
は
絹
に
墨
、
彩
色
を
す

る
も
の
で
あ
る
。
左
隻
は
縦73.5

、
横58.3cm
、
右
隻
は
縦74.7

、
横56.5cm

で
あ
る
。

こ
の
牧
馬
図
屏
風
は
、
樹
下
の
馬
と
馬
丁
を
中
心
と
し
て
、
上
方
に
は
遠
山
と
雲
、
お
よ
び

鳥
を
描
き
、
下
方
に
は
草
花
を
配
す
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
装
飾
的
で
あ
る
。
全
部
で
８
扇
が

出
土
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
画
面
に
も
紫
の
綾
絹
の
縁
が
施
さ
れ
て
い
る
。
各
面
と
も
馬
や

樹
木
の
種
類
が
異
な
り
、
馬
丁
の
年
齢
も
様
々
で
あ
る
。
樹
下
に
人
物
を
配
す
る
構
図
は
、

す
で
に
五
世
紀
の
南
朝
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
林
七
賢
図
に
見
ら
れ
る
が
、
陰
影
や
表
情
な
ど

を
強
調
し
、
よ
り
生
動
感
溢
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
唐
代
に
お
い
て
も
樹
下
人
物
図
が

流
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
馬
を
描
く
こ
と
も
唐
代
で
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
画

面
上
方
に
小
さ
く
描
か
れ
た
山
々
は
、
遙
か
彼
方
に
あ
る
憧
れ
の
世
界
で
あ
り
、
神
秘
的
な

雲
や
霞
と
と
も
に
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
扇
の
「
牧
馬
図
屏
風
」
は
、
西
域
駿
馬
の
形
象

と
周
辺
区
の
牧
馬
風
景
を
描
写
し
て
い
る
。
な
お188

号
墓
は
男
女
の
合
葬
墓
で
あ
り
、
墓

中
か
ら
は
、
開
元
三
年
（
七
一
五
）
の
墓
誌
が
出
土
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
八
世
紀
前
半
の
作

品
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
①

。
こ
の
牧
馬
図
屏
風
は
、
盛
唐
時
期
に
お
け
る
流
行
し
て
い
る

鞍
馬
絵
画
の
貴
重
な
作
品
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
ほ
か
の
ア
ス
タ
ー
ナ
第187

号
墓
か
ら
出
土
し
た
絹
画
「
囲
棋
仕
女
図
」
屏
風
は
、

ち
ょ
う
ど
張
萱
や
周
昉
の
画
い
た
美
し
い
着
物
を
着
た
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
絹
面
屏

風
に
は
弈
棋
貴
婦
人
と
嬉
戯
児
童
の
図
像
が
生
動
な
写
実
性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

                                        

         

 

①

中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
絵
画
全
集
』（
中
国
美
術
分
類
全
集
）
第
１
巻
戦
国-

唐
、
図
版
六
六-

六

九
、
文
物
出
版
社
・
浙
江
省
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。   

嬉
戯
児
童
の
図
像
が
敦
煌
莫
高
窟
第112

窟
西
壁
龕
内
北
壁
の
屏
風
画
の
児
童
形
象
と
よ
く

似
て
い
る
（F

ig.

Ⅴ-04

）。
ま
た
こ
の
墓
は
長
安
二
～
四
年
（
七
〇
二
～
七
〇
四
）
か
ら
天
宝

時
期
ま
で
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
れ
ら
の
実
物
の
絵
画
珍
品
は
、
い
ず
れ
も
中
原
絵
画
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
中
国
の

唐
代
に
お
け
る
各
民
族
の
文
化
交
流
が
、
こ
こ
に
も
鮮
明
な
か
た
ち
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
絹
面
屏
風
か
ら
み
る
と
、
唐
時
代
に
お
け
る
西
州
地
方
（
即
ち
現
在
の
新
彊

ト
ル
フ
ァ
ン
一
帯
）
に
、
流
行
し
た
画
風
を
明
ら
か
に
示
唆
し
て
い
る
②

。
そ
の
他
、
新
彊

地
方
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
唐
墓
壁
画
は
年
代
上
は
長
安
年
間
（
七
〇
一
～
七
〇
四
）
以
降

で
、
早
い
の
も
の
は
人
物
図
が
中
心
に
描
か
れ
て
、
続
い
て
花
鳥
図
の
形
式
が
多
く
採
用
さ

れ
て
い
て
、
画
面
構
図
上
は
多
曲
屏
風
式
が
広
く
応
用
さ
れ
て
い
る
③

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

い
ず
れ
の
屏
風
も
保
存
状
態
は
よ
く
な
い
が
、
本
来
の
木
枠
絹
画
多
連
屏
風
の
形
式
と
構
成

の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
一
部
分
の
研
究
学
者
達
は
、「
初
唐
時
期
絵
画
の
精
品
」
と
考
え
て
い

る
④

。 

（
二
）
紙
画
屏
風 

 
 

 

１
．
樹
下
人
物
図 

八
世
紀 

紙
本
着
色138.6×53.2cm

 

１
面 

新
彊
ア
ス
タ
ー
ナ

墳
墓
出
土 

東
京
国
立
博
物
館
蔵TA

149

重
文 

２
．
樹
下
美
人
図 

八
世
紀 

紙
本
着
色139.1×53.1cm

  

１
面 

新
彊
ア
ス
タ
ー
ナ

墳
墓
出
土 

M
O

A

美
術
館
蔵 

 

東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
伝
ア
ス
タ
ー
ナ
墳
墓
出
土
の
樹
下
人
物
図
（F

ig.

Ⅴ-05

）
は
厚
手
の
紙
を
貼
合
わ
せ
て
パ
ネ
ル
状
に
仕
立
て
、
屏
風
の
よ
う
に(

お
そ
ら
く
６
枚

一
組)

立
て
回
し
た
墓
内
装
飾
の
一
部
で
、
日
本
正
倉
院
に
あ
る
鳥
毛
立
女
屏
風
と
そ
の
源
泉

を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
各
所
に
絵
具
の
垂
れ
た
跡
が
観
察
さ
れ
る
た
め
、
画
を
斜
め

に
立
て
か
け
た
状
態
で
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
裏
貼
に
は
唐
代
開
元
四
（
七
一
六
）
年
作

製
の
西
州
柳
中
県
高
寧
郷
の
戸
籍
な
ど
の
反
故
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
第
三
次
大
谷
探
検
隊

が
将
来
し
た
樹
下
美
人
図
⑤(M

O
A

美
術
館
蔵) 

（F
ig.

Ⅴ-06

）
と
同
じ
墳
墓
か
ら
出
土
し
た

が
、
当
時
の
新
疆
省
布
政
使
・
王
方
伯
の
も
の
と
な
っ
た
本
作
品
は
、
別
経
路
で
日
本
に
入

                                        

         

 

②

王
伯
敏
著
、
遠
藤
光
一
訳
『
中
国
絵
画
史
事
典
』
雄
山
閣
一
九
九
六
年
、
第
五
章
「
隋
唐
の
絵
画
」
ｐ177

を
参
照
。  

③

段
鵬
琦
「
阿
斯
塔
那
唐
墓
」『
中
国
大
百
科
全
書∙

考
古
学
』
第
７
頁
。  

④

金
維
諾
、
衛
辺｢

唐
代
西
州
墓
中
的
絹
画｣

『
文
物
』
一
九
七
五
年
第
十
期
。  

⑤

『M
O

A

美
術
館
名
宝
大
成
』
絵
画 

講
談
社 

一
九
八
三
年
。 
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っ
た
。
明
治
末
年
に
西
本
願
寺
法
主
大
谷
光
瑞
師
派
遣
の
中
央
ア
ジ
ア
探
検
隊
に
よ
っ
て
将

来
さ
れ
た
も
の
で
、
ト
ル
フ
ァ
ン
（
高
昌
城
）
付
近
の
喀
喇
和
綽
古
墳
か
ら
出
土
し
た
と
伝

え
ら
れ
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
「
樹
下
男
子
図
」
と
と
も
に
一
具
を
な
す
も
の
と

言
わ
れ
る
。
茶
色
の
枠
取
り
に
樹
下
人
物
と
石
を
配
す
る
図
柄
は
、
近
年
中
国
で
発
掘
さ
れ

る
八
～
九
世
紀
の
古
墳
内
壁
画
に
み
ら
れ
、
当
時
流
行
の
構
成
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

 

色
彩
の
施
し
方
や
線
描
は
非
常
に
素
朴
か
つ
自
由
で
、
当
時
唐
朝
本
土
よ
り
の
影
響
を
受

け
た
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
画
風
を
伝
え
て
い
る
。
女
性
の
衣
装
・
髪
型
や
か
ん
ざ
し
の
挿
し

方
、
更
に
化
粧
法
な
ど
は
八
世
紀
盛
唐
期
の
風
俗
を
反
映
し
て
い
る
。
唐
時
代
の
紙
本
の
遺

品
が
現
存
す
る
の
は
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。 

 

３
．
新
彊
ト
ル
フ
ァ
ン∙

哈
拉
和
卓69TA

M
50

唐
墓
花
鳥
図
屏
風 

又
、
一
九
六
九
年
に
、
新
疆
ト
ル
フ
ァ
ン
・
哈
拉
和
卓
五
〇
号
墓
出
土
「
花
鳥
図
」
も
唐

時
代
の
屏
風
三
扇
分
の
残
欠
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
彊69TA

M
50

唐
墓
か
ら
出
土

し
た
三
曲
の
花
鳥
図
屏
風
は
、
紙
本
着
色
、
縦140.0cm

、
横205.0cm

、
新
彊
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
技
法
上
は
、
墨
筆
で
、
花
卉
と
飛
禽
と
の
輪
郭
線
を

画
い
て
、
色
彩
を
塗
っ
て
い
る
。
画
面
の
着
色
上
は
、
暈
か
し
の
効
果
を
よ
く
示
し
て
い
る
①

。 

以
上
、
詩
文
の
示
唆
と
出
土
し
た
実
物
屏
風
に
よ
る
と
、
唐
時
代
に
お
け
る
実
物
屏
風
の

材
料
は
大
体
木
質
の
枠
と
紙
・
絹
・
錦
な
ど
の
屏
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
白
居
易
『
素
屏
謡
』

「
木
為
骨
兮
紙
為
面
」「
織
成
歩
障
銀
屏
風
」
な
ど
の
詩
文
か
ら
も
証
明
で
き
る
。
屏
風
の
形

式
に
つ
い
て
は
、
閨
房
中
に
独
扇
の
座
屏
を
立
て
て
、
書
斎
・
官
署
・
皇
宮
な
ど
に
多
扇
の

囲
屏
を
調
度
さ
れ
て
い
る
。
屏
風
の
内
容
は
、
山
水
・
仕
女
・
画
馬
・
画
竹
・
草
書
・
画
龍
・

海
図
・
花
卉
・
画
雲
・
山
水
人
物
・
雲
母
な
ど
が
あ
る
。
屏
風
の
装
飾
手
法
は
、
絵
・
写
・

繍
・
染
・
綴
・
嵌
・
貼
な
ど
が
あ
る
②

。 

（
三
）
正
倉
院
宝
物
の
作
例 

日
本
の
正
倉
院
に
伝
わ
る
宝
物
の
な
か
に
も
重
要
な
参
考
遺
品
が
多
い
。
た
と
え
ば
、「
鳥

毛
立
女
屏
風
」
で
あ
り
、
紙
本
着
色
の
６
曲
屏
風
で
あ
る
。（
奈
良
正
倉
院
蔵
北
倉
44
） 

唐
美
人
と
言
う
と
、
大
き
な
髷
に
下
ぶ
く
れ
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
顔
の
女
性
が
思
い
浮
か

                                        

         

 

①

中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
絵
画
全
集
』（
中
国
美
術
分
類
全
集
）
第
１
巻
戦
国-

唐
、
図
版
七
〇
、
文

物
出
版
社
・
浙
江
省
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。
①

板
倉
聖
哲
「
唐
墓
壁
画
に
描
か
れ
た
屏
風
画
」『
美

術
史
論
叢
』
十
八
巻
、 

二
〇
〇
二
年
、
六
一
～
八
六 

頁
。  

②

胡
文
彦
「
家
具
与
詩
詞
―
中
国
家
具
文
化
之
六
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
９
４
（
第
一
七
巻
第
二
期
）
七
八

～
一
〇
五
頁
、
一
九
九
九
年
。 

ぶ
。こ
う
い
う
唐
代
の
女
性
の
す
が
た
が
、三
彩
女
俑
や
石
椁
線
刻
や
壁
画
な
ど
の
遺
品
に
、

し
ば
し
ば
見
え
る
。
正
倉
院
に
蔵
さ
れ
る
「
鳥
毛
立
女
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た
、
樹
下
美
人

の
印
象
が
強
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
ス
タ
ー
ナ
か
ら
出
土
し
た
唐
代
の
壁
画
に
も
、

色
白
で
ふ
っ
く
ら
と
し
た
美
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
ト
ル
フ
ァ
ン
、
ア
ス
タ
ー
ナ
の
墓
の
壁

画
で
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
美
人
図
は
、
唐
の
影
響
を
受
け
て
る
ら
し
い
。
と
す
る
と
、

日
本
の
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
の
美
人
や
、
正
倉
院
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
の
美
人
を
彷
彿
と
さ

せ
る
よ
う
な
壁
画
で
、唐
の
文
化
圏
だ
っ
た
ト
ル
フ
ァ
ン
と
日
本
の
共
通
性
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

三
．
石
棺
床
囲
屏 

１
．
虞
弘
墓
の
石
槨
③ 

２
．
甘
粛
省
天
水
石
馬
坪
石
棺
床
囲
屏 

北
周
～
初
唐 

 

以
上
の
石
棺
床
囲
屏
は
、
叙
述
上
に
便
宜
の
た
め
に
第
四
章
で
一
緒
に
説
明
し
た
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
省
略
し
た
い
と
思
う
（
資
料
編
の
表
Ⅱ19

、23

、24

と
地
図
Ⅲ
参
照
）。
ち
な

み
に
、
こ
の
隋
末
唐
初
の
も
の
と
さ
れ
る
「
日
月
山
水
図
石
屏
」
と
盛
唐
か
ら
中
唐
時
代
に

活
躍
し
た
王
宰
の
「
四
時
を
画
け
る
屏
風
」（『
唐
朝
名
画
録
』）
な
ど
、
つ
と
に
唐
代
の
長
安

を
中
心
と
す
る
地
域
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
四
方
四
季
障
壁
画
が
、
黄
筌
が
後
蜀
六
鶴
殿
に

画
い
た
「
六
鶴
図
壁
画
」（
九
四
四
年
、『
益
州
名
画
録
』『
図
画
見
聞
誌
』）
や
、
同
じ
く
八

卦
殿
に
画
い
た
「
四
方
四
季
花
鳥
図
壁
画
」（
九
五
三
年
、『
益
州
名
画
録
』）、
日
本
・
平
等

院
鳳
凰
堂
中
堂
の
「
四
方
四
季
阿
弥
陀
九
品
来
迎
図
壁
扉
画
」（
一
〇
五
三
年
）、
遼
・
景
福

元
年
（
一
〇
三
一
）
慶
陵
中
室
四
壁
の
「
四
方
四
季
山
水
図
壁
画
」（
漆
喰
墨
画
着
色
、
各
約

270.0

×180.0cm

、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
赤
峰
市
巴
林
右
旗
白
塔
子
）
な
ど
の
公
的
な
壁
画

の
直
接
の
先
行
作
例
あ
る
い
は
さ
ら
に
淵
源
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

四
．
壁
画 

 
壁
画
は
唐
代
に
極
度
に
発
達
し
、
宮
殿
、
寺
院
、
石
窟
、
墓
室
な
ど
に
描
か
れ
、
し
か
も

題
材
は
豊
富
で
、
い
ろ
い
ろ
な
様
式
が
形
成
さ
れ
た
。
宗
教
、
人
物
、
歴
史
故
事
、
山
水
、

花
木
、
禽
獣
な
ど
す
べ
て
、
④

五
彩
を
も
っ
て
壁
に
着
色
し
た
の
で
あ
る
。
宮
殿
や
寺
観
の

                                        

         

 

③

山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
考
古
研
究
所
「
太
原
市
晋
源
区
文
物
旅
游
局
太
原
隋
代
虞
弘
墓
清
理
簡
報
」

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
。  

④

小
川
裕
充
・
弓
場
紀
知
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
５
巻
五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
、
図
版

六
四
～
六
七
、
作
品
解
説
三
六
七
～
三
六
八
頁
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。 
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壁
画
は
、
多
く
の
文
献
に
見
ら
れ
、『
歴
代
名
画
記
』『
唐
朝
名
画
録
』『
京
洛
寺
塔
記
』
お
よ

び
『
唐
書
』
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
内
容
の
豊
富
な
著
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
古
墳
壁
画
と

石
窟
壁
画
を
中
心
に
関
心
あ
る
屏
風
画
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

（
一
）
古
墳
壁
画 

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
隋
唐
時
代
の
古
墳
壁
画
は
、
山
東
省
、
山
西
省
、
陝
西
省
、
寧

夏
、
新
彊
な
ど
の
広
大
な
地
域
に
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
陝
西
省
の
西
安
地
区
を
中
心
に

も
っ
と
も
数
多
く
あ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅲ01

～30

、38

と
地
図
Ⅲ
参
照
）。
こ
れ
ら
の
雄
大

な
壁
画
群
の
中
に
表
現
形
式
の
一
種
と
し
て
屏
風
画
は
不
可
欠
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ

う
い
う
屏
風
画
の
内
容
は
、
人
物
、
飛
禽
、
走
獣
、
花
鳥
、
山
水
、
鞍
馬
な
ど
で
あ
る
。
絵

画
技
法
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
墨
線
に
よ
っ
て
輪
郭
を
画
き
、
内
側
を
着
色
し
、
紅
、
黄
、

藍
、
緑
、
赭
、
紫
な
ど
を
用
い
て
い
る
。
技
巧
的
に
は
高
低
、
優
劣
が
見
ら
れ
る
が
、
作
品

の
芸
術
性
と
身
分
の
高
低
か
ら
考
察
す
る
と
、
民
間
の
画
工
の
手
に
な
る
も
の
と
、
宮
廷
所

属
の
画
工
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
①

。
こ
れ
ら
の
墓
室
壁
画
の
内
容
は
、
今
日
の
視
点
か
ら

い
え
ば
、
当
時
の
人
民
の
生
活
や
社
会
の
風
俗
や
習
慣
な
ど
を
写
実
的
に
反
映
し
て
い
て
、

絵
画
史
上
で
芸
術
的
表
現
と
発
展
を
全
体
的
に
理
解
す
る
う
え
で
よ
い
手
だ
て
に
な
る
。 

１
．
隋
代 

隋
代
に
お
け
る
墳
墓
の
壁
画
屏
風
は
、
い
ま
ま
で
発
見
さ
れ
た
例
が
少
な
い
の
で
、
こ
の

時
代
を
代
表
す
る
徐
敏
行
墓
、
虞
弘
墓
な
ど
の
壁
画
屏
風
に
つ
い
て
簡
単
に
私
見
を
述
べ
る

こ
と
に
す
る
。 

（
１
）
山
東
嘉
祥
徐
敏
行
墓
② 

隋
文
帝
開
皇
四
年(

五
八
四) 

山
水
図
屏
風 
６
曲 

（
２
）
虞
弘
墓
の
石
槨
壁
画 

山
東
省
嘉
祥
県
の
英
山
一
号
隋
墓
墓
室
の
北
壁
「
徐
侍
郎
夫
婦
宴
享
行
楽
図
」
に
墓
主
夫

婦
が
榻
上
に
並
座
し
、
榻
後
に
六
扇
山
水
屏
風
図
（F

ig.

Ⅴ-07

）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

画
面
上
部
が
ひ
ど
く
破
壊
さ
れ
、
両
側
に
垂
れ
下
が
っ
た
帷
帳
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

表
現
方
式
は
太
原
、
済
南
の
北
斉
壁
画
墓
に
も
数
例
が
発
見
さ
れ
た
。 

虞
弘
墓
石
槨
囲
屏
背
面
の
左
・
右
・
後
の
三
面
と
台
座
の
内
外
部
正
面
に
は
彩
色
壁
画
が

描
か
れ
て
い
て
、
画
面
内
容
は
、
ソ
グ
ド
系
の
侍
者
、
拝
火
教
の
儀
式
の
光
景
、
柘
枝
舞
な

ど
で
あ
る
。
上
部
の
７
面
の
囲
屏
は
各
面
に
一
人
の
画
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
技
法
上
は
、

                                        

         

 

①

『
旧
唐
書
』「
志
」
第
二
四
の
「
職
官
」
の
三
に
「
将
作
監
」
の
下
に
「
右
校
署
」
を
参
照
す
る
。  

②

山
東
省
博
物
館｢

山
東
嘉
祥
英
山
一
号
隋
墓
清
理
簡
報｣

『
文
物
』
一
九
八
一
年
第
四
期
。  

基
本
的
に
白
と
黒
と
の
２
色
で
、
線
描
と
平
塗
り
や
没
骨
法
を
応
用
し
て
い
る
③

。 

２
．
唐
代 

唐
代
は
初
唐
（
六
一
八
～
七
一
一
）、
盛
唐
（
七
一
二
～
七
五
五
）、
中
唐
（
七
五
六
～
八

四
五
）、
晩
唐
（
八
四
六
～
九
〇
七
）
の
四
期
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は

中
国
文
学
の
詩
史
の
時
代
区
分
の
借
用
で
あ
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
美
術
史
の
時
代
区
分
と

合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
唐
墓
の
編
年
に
つ
い
て
、
近
年
の
動
き
を
見
る
と
、『
新
中
国
的

考
古
発
現
和
研
究
』
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
研
究
の
動
向
を
紹
介
し
つ
つ
、
唐
初
か
ら
高

宗
期
、
武
則
天
か
ら
中
宗
期
、
玄
宗
か
ら
代
宗
期
、
徳
宗
か
ら
唐
末
ま
で
の
四
期
に
区
分
し

て
い
る
。
宿
氏
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
五
段
階
分
の
第
４
段
階
か
ら
、
前
段
階
ま
で
の
壁
画

が
、
大
き
く
変
化
す
る
。
七
四
五
～
七
八
七
年
の
墓
、
シ
ル
エ
ッ
ト
風
の
木
構
造
は
な
く
な

り
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
屏
風
で
画
面
を
区
画
す
る
手
法
が
出
て
く
る
。
墓
主
の
肖
像
を
描
く

こ
と
も
流
行
す
る
。
低
位
グ
ル
ー
プ
の
墓
に
は
、
天
井
過
洞
は
つ
く
ら
れ
な
い
。
墓
道
に
壁

画
を
描
か
ず
、
甬
道
に
鞍
お
き
の
馬
を
描
く
。
墓
主
を
描
い
た
り
、
屏
風
で
壁
画
を
区
画
す

る
の
は
高
位
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
後
の
新
知
見
と
新
発
見
を
含
め
て
、
唐
墓
屏
風
画
の
発
生
年
代
の
疑
問
点

を
提
出
し
て
い
る
。
屏
風
画
の
唐
代
壁
画
墓
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
は
、
過
去
発
表
し
た
資

料
の
限
り
、
研
究
者
た
ち
は
武
周
時
期
或
い
は
天
寶
年
間
か
ら
始
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
近

年
、
数
基
の
唐
壁
画
墓
の
相
次
ぐ
発
掘
結
果
に
よ
っ
て
出
現
の
時
期
な
ど
多
少
の
変
更
を
求

め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
八
年
に
西
安
市
西
郊
未
央
路
の
総
章
元
年
（
六
六
八
）
王
善
貴

墓
④

か
ら
出
土
し
た
樹
下
人
物
図
屏
風
の
新
発
見
に
よ
っ
て
、
唐
墓
屏
風
画
の
出
現
年
代
が

宿
氏
の
論
文
⑤

の
第
２
段
階
（
六
五
三
～
六
七
五
）
の
晩
期
か
ら
に
な
る
。
あ
る
い
は
新
し

い
資
料
の
発
見
に
伴
っ
て
、
屏
風
画
の
出
現
時
期
は
総
章
元
年
（
六
六
八
）
に
さ
か
の
ぼ
り
、

将
来
に
は
も
っ
と
早
い
唐
代
屏
風
壁
画
墓
の
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
今
後
も

さ
ら
な
る
発
掘
・
新
発
見
に
よ
っ
て
そ
の
上
限
な
ど
の
変
更
は
あ
り
得
よ
う
。 

屏
風
そ
の
も
の
が
北
魏
の
司
馬
金
龍
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
北
魏
の
石
郭

は
棺
を
屏
風
で
囲
む
状
況
を
表
し
て
い
る
こ
と
、
済
南
市
の
北
斉
墓
に
墓
主
が
屏
風
を
背
に

す
る
壁
画
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
棺
を
囲
む
木
製
の
屏
風
を
副

                                        

         

 

③

山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
考
古
研
究
所
「
太
原
市
晋
源
区
文
物
旅
游
局
太
原
隋
代
虞
弘
墓
清
理
簡
報
」

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
；
山
西
省
考
古
研
究
所
『
太
原
隋
虞
弘
墓
』 

文
物
出
版
社
二
〇
〇
五
年
。  

④ 

張
建
林
「
唐
墓
壁
画
中
的
屏
風
画
」『
遠
望
集
』（
下
）
陝
西
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。 

⑤ 

前
掲
論
文
。 
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葬
す
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
屏
風
壁
画
は
そ
の
簡
略
形
と
み
て
い
る
。
大
体
七
五
六
年

か
ら
九
〇
七
年
の
唐
滅
亡
ま
で
、
墓
室
の
西
壁
に
常
に
六
扇
の
屏
風
が
見
え
る
の
も
こ
の
時

期
の
特
徴
と
さ
れ
る
。
こ
の
屏
風
絵
に
つ
い
て
は
、
長
安
の
邸
宅
に
お
い
て
屏
風
が
装
飾
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
非
常
に
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の
屏
風
絵
が
描
か
れ
た
と
い
う
、
唐
代
画

壇
の
状
況
の
反
映
で
あ
る
と
し
、
敦
煌
に
お
け
る
屏
風
の
壁
画
や
、
屏
風
絵
で
知
ら
れ
る
画

家
、
屏
風
を
詠
ん
だ
詩
を
引
い
て
こ
れ
を
跡
づ
け
て
い
る
。 

 

張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』（
巻
一
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
絵
画
は
数
種
の
科
目
に
分
け
ら

れ
、
人
物
、
山
水
、
花
鳥
、
鬼
神
、
鞍
馬
、
屋
宇
な
ど
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
唐
代
絵
画
が
新

し
い
発
展
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
画
家
も
、
そ
の
描
く
べ

き
対
象
に
よ
っ
て
得
意
な
専
門
が
分
化
し
た
。
こ
の
新
し
い
発
展
段
階
は
当
時
の
生
気
が
み

な
ぎ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
考
古
学
上
の
発
掘
し
た
墓
葬
壁
画
は
百
余
基

が
あ
り
、
屏
風
画
が
画
か
れ
て
い
る
の
は
二
十
基
以
上
で
あ
る
。
陝
西
関
中
地
区
、
特
に
西

安
附
近
の
範
囲
に
は
唐
代
の
京
畿
地
区
に
属
し
、
皇
族
国
戚
、
将
相
豪
門
の
葬
墓
は
多
数
こ

こ
に
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
年
々
出
現
し
壁
画
墓
は
中
国
の
唐
壁
画
墓
の70

％
以
上
を

占
め
、そ
の
中
に
壁
画
屏
風
墓
は
十
六
基
余
り
が
存
在
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
屏
風
画
に
は
、

樹
下
人
物
、
仕
女
、
花
鳥
、
山
水
な
ど
が
主
な
画
題
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
隋

唐
時
代
の
墳
墓
壁
画
の
発
見
は
は
る
か
に
多
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
、
画

題
別
に
中
心
と
し
て
、
時
期
（
年
代
）
順
に
列
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

（
１
）
仕
女
図
屏
風 

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
九
点
余
り
の
唐
壁
画
墓
の
仕
女
図
屏
風
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
文
末
の
一
覧
表
三
を
参
照
す
る
） 

ア
．
王
善
貴
墓 

 
 

 

イ
．
李
勣
（
徐
懋
功
）
墓
① 

ウ
．
燕
妃
墓
②

（
咸
亨
二
年671

） 
 
 
 
 
 

 

エ
．
元
師
奨
墓
（
垂
拱
二
年686

） 

オ
．
節
愍
太
子
李
重
俊
墓
（
景
雲
元
年710

） 

カ
．
李
邕
夫
婦
合
葬
墓
③

（
開
元
十
五
年727

） 
                                        

         

 

①

「
唐
昭
陵
李
勣
（
徐
懋
功
）
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
。  

②

陳
志
謙
「
昭
陵
唐
墓
壁
画
」『
陝
西
歴
史
博
物
館
館
刊
』
第
一
輯
、
三
秦
出
版
社
一
九
九
四
年
。
昭
陵
博
物

館
編
『
昭
陵
唐
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。
一
説
は
樹
下
忠
孝
あ
る
い
は
高
士
図
も
あ
る
。 

③

二
〇
〇
四
年
発
掘
、
資
料
未
公
刊
。  

キ
．
韓
氏
墓
（M

304

） 

ク
．
韋
氏
墓 

ケ
．
韋
慎
名
墓
④

（
開
元
十
五
年727

） 

コ
．
臧
懐
亮
墓
（
開
元
一
八
年730

） 

盛
唐
以
降
の
画
家
中
、
盛
唐
期
の
張
萱
に
は
、
宮
廷
画
家
と
し
て
仕
女
図
が
多
い
。
彼
の

後
を
受
け
た
の
が
中
唐
期
の
周
昉
で
、
し
な
や
か
で
豊
満
な
貴
婦
人
の
肖
像
画
を
得
意
と
し

た
。
張
萱
、
周
昉
と
続
く
仕
女
図
の
系
譜
は
や
が
て
新
彊
ト
ル
フ
ァ
ン
、
長
安
南
里
王
村
の

「
樹
下
美
人
図
」
や
正
倉
院
の
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
へ
と
連
な
る
。
以
下
、
そ
の
展
開
を
具

体
的
に
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

西
安
西
郊
未
央
路
で
出
現
し
た
總
章
元
年(

六
六
八)

穀
州
刺
史
王
善
貴
の
墓
は
現
在
ま
で

に
知
ら
れ
て
い
る
唐
墓
屏
風
画
中
で
年
代
的
に
一
番
早
い
も
の
で
あ
り
、
単
磚
で
、
墓
室
は

東
、
北
、
西
の
三
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
五
扇
屏
風
が
描
か
れ
て
い
て
、
三
壁
に
連
続
し
て
十
五
扇

連
屏
と
な
り
、
各
扇
ご
と
に
侍
女
が
描
か
れ
て
お
り
、
手
に
物
を
持
つ
侍
女
も
い
れ
ば
、
琵

琶
を
抱
え
持
つ
侍
女
も
描
か
れ
て
い
る
。
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
の
李
勣
墓
に
は
、
墓
室
の

北
壁
西
段
と
西
壁
北
段
に
、
各
三
扇
の
樹
下
仕
女
図
屏
風
が
残
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
唐

時
代
の
墓
室
屏
風
は
、
棺
床
の
背
障
と
し
て
立
っ
て
い
て
、
人
間
の
居
室
床
榻
囲
屏
を
模
倣

し
て
い
る
。
次
に
岐
山
県
鄭
家
村
で
出
現
し
た
垂
拱
二
年
（
六
八
六
年
）
善
州
刺
史
元
師
獎

の
墓
で
あ
り
、「
墓
室
の
四
壁
に
屏
風
条
框
式
の
壁
画
二
十
二
組
で
、
東
壁
と
北
壁
は
す
べ
て

人
物
像
に
、
そ
の
残
さ
れ
た
服
飾
か
ら
見
る
と
、
衣
・
裙
が
寛
大
で
長
裙
は
地
ま
で
垂
れ
、

侍
女
に
似
た
よ
う
な
姿
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
西
壁
と
南
壁
は
樹
木
、
花
や
鳥
と
蝉
」
と
説

明
し
た
⑤

。
こ
の
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
状
況
を
詳
細
に
分
析
す
れ
ば
、
本
来
、
墓
室
四
壁

に
描
か
れ
て
い
る
屏
風
画
の
内
容
は
、
上
部
に
花
木
、
鳥
蝉
が
背
景
と
し
て
下
部
に
侍
女
図

が
描
か
れ
た
と
考
え
て
い
る
⑥

。
こ
の
墓
室
屏
風
画
の
配
置
は
、
王
善
貴
墓
の
屏
風
画
の
配

置
形
式
と
よ
く
似
て
い
る
。 

 
西
安
東
郊
洪
慶
村
で
発
見
し
た
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
の
揚
州
大
都
督
府
司
馬
呉
賁
の
妻

韓
氏
墓
（M

304

）
で
あ
り
、
墓
室
西
壁
に
四
幅
（
本
来
六
幅
）
侍
女
図
が
残
す
、
そ
の
間

                                        

         

 

④

陝
西
省
考
古
研
究
所
、
西
安
市
文
物
保
護
考
古
所
「
唐
長
安
南
郊
韋
慎
名
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』

二
〇
〇
三
年
第
六
期
、
二
六
～
三
九
、
四
三
頁
。 

⑤

宝
鶏
市
考
古
隊
「
岐
山
鄭
家
村
唐
元
師
奨
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
四
年
第
三
期
。  

⑥

前
掲
し
た
張
建
林
の
論
文
を
参
照
す
る
。  
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に
紅
線
で
分
け
、
報
告
書
に
「
応
為
影
作
立
柱
」
と
推
理
さ
れ
①

、
実
際
は
六
扇
屏
風
の
枠

で
あ
る
。 

一
九
八
七
年
に
長
安
県
南
里
王
村
で
発
掘
し
た
唐
代
の
韋
一
族
の
墓
室
（
八
世
紀
後
半
）

か
ら
出
土
し
た
六
曲
屏
風
式
仕
女
遊
春
図
（
樹
下
美
人
図
と
樹
下
貴
婦
図
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
）（F

ig.

Ⅴ-08
）
は
、
小
規
模
の
単
磚
室
墓
に
墓
室
西
壁
棺
床
の
上
部
に
六
枚
連
屏
を
描
い

て
お
り
、
六
曲
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
画
面
に
成
っ
て
い
る
が
、
互
い
に
関
連
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
②

。
こ
の
「
仕
女
図
」
は
、
樹
下
で
く
つ
ろ
ぐ
し
も
ぶ
く
れ
顔
の
豊
満
な
美
女
六
人

が
屏
風
絵
的
形
式
で
描
か
れ
、
唐
三
彩
の
女
俑
や
石
棺
槨
の
線
刻
仕
女
図
に
通
じ
る
典
型
的

な
唐
中
期
の
美
人
図
と
な
っ
て
い
る
。
正
倉
院
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
の
ル
ー
ツ
を
感
じ
さ
せ

る
。
壮
大
な
場
面
を
入
念
な
壁
画
で
新
緑
の
季
節
が
訪
れ
た
ば
か
り
の
と
き
、
ひ
と
り
の
貴

婦
人
が
侍
者
を
連
れ
、
庭
園
や
郊
外
で
の
ど
か
に
遊
ん
で
い
る
。
花
鳥
樹
木
を
背
景
と
し
、

見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
東
壁
に
大
幅
な
宴
飲
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
貴
婦
人
は
抛
家
髻

を
し
、
短
衣
を
つ
け
、
長
裙
（
ス
カ
ー
ト
）
を
は
き
、
あ
る
い
は
花
を
採
り
、
あ
る
い
は
琵

琶
を
弾
き
、
あ
る
い
は
琴
を
抱
き
、
賞
花
、
観
舞
な
ど
の
悠
然
と
し
た
表
情
は
、
盛
唐
の
華

や
か
さ
と
豊
か
さ
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
樹
下
貴
婦
人
は
琵
琶
を
弾
く
場
面
が
唐
・
周
昉
「
調

琴
啜
茗
図
」
③

の
同
様
構
図
と
よ
く
似
て
い
る
（F

ig.

Ⅴ-08

）。
京
都
国
立
博
物
館
に
現
存
さ

れ
て
い
る
明
代
の
仇
英
の
「
聽
琴
図
」（
絹
本
墨
画
淡
彩
、
縦53.1cm

、
横67.1cm

、
上

野
精
一
氏
寄
贈
、
所
蔵
者
登
録
番
号
はA

甲159

）
は
周
昉
「
調
琴
啜
茗
図
」
に
模
写
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
仕
女
図
屏
風
の
一
扇
に
は
大
き
な
樹
木
の
下
で
ゆ
っ
た
り
と
腰
掛
け
、
四
弦
の
琵
琶

                                        

         

 

①

中
国
社
科
院
考
古
研
究
所
『
西
安
郊
区
隋
唐
墓
』
科
学
出
版
社
一
九
六
六
年
。 

②

趙
力
光
、
王
九
剛
「
長
安
県
南
里
王
村
唐
壁
画
墓
」『
文
博
』
一
九
八
九
年
第
四
期
。 

③

中
唐
の
周
昉
筆
と
伝
え
る
図
巻
、
絹
本
着
色75

×28cm

、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ン
サ
ス
の
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ

ン
ズ
芸
術
博
物
館
蔵
。
小
野
勝
年
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
第15

巻
、
中
国
（
４
）
隋
唐
、「
伝
統
絵
画
の

流
れ
」
図
三
一
「
聴
琴
図
巻
」、
角
川
書
店
、
一
九
六
一
年
。
別
の
模
本
も
現
存
す
る
。
例
え
ば
、
京
都
国
立

博
物
館
に
も
同
画
題
の
明
代
の
模
本
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
敬
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』
第
三

巻
日
本
篇
Ⅰ
博
物
館JM

11-023
 

東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
三
年
。
京
都
国
立
博
物
館
編
集
『
京
都
国
立

博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
』（
絵
画
編
）
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
（
桃
山
時
代
以
前
）
図
版
四
六
、
便
利
堂
、
一
九

八
九
年
。
王
伯
敏
『
中
国
絵
画
史
事
典
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遼
寧
省
博
物
館
に
あ
る
（
伝
）

周
昉
「
調
琴
啜
茗
図
」（
絹
本
着
色
）
が
宋
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。（
古
田
真
一
「
宋
代
に
お
け
る
仕
女

図
の
表
現
形
成
に
つ
い
て
」（
曽
布
川
寛
編
『
中
国
美
術
の
図
像
学
』
明
文
舎
、
二
〇
〇
六
年
。）
図
６
；『
中

国
五
千
年 

女
性
服
飾
史
』
図
二
七
五
。） 

を
奏
で
る
女
性
が
描
か
れ
た
壁
画
で
、
高
さ
百
六
十
セ
ン
チ
、
幅
六
十
セ
ン
チ
で
あ
る
。
女

性
は
ふ
っ
く
ら
と
し
た
顔
つ
き
と
豊
か
な
黒
髪
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
長
袖
の
襦
の
上
に

半
袖
の
衣
を
重
ね
着
し
、
足
先
を
す
っ
ぽ
り
と
覆
う
ほ
ど
余
裕
の
あ
る
裙
を
着
け
て
い
る
。

そ
し
て
や
や
大
ぶ
り
の
頭
部
に
対
し
、
撥
を
持
つ
右
手
は
極
端
に
細
く
表
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
脇
に
は
、
琵
琶
の
調
べ
を
耳
に
し
て
振
り
返
る
よ
う
な
侍
者
が
小
さ
く
描
か
れ
、
ま
た
樹

木
の
枝
に
は
猿
の
姿
を
確
認
で
き
る
。
岩
や
草
木
は
早
い
筆
致
で
勢
い
が
よ
い
の
に
対
し
、

女
性
の
姿
は
下
描
き
か
ら
琵
琶
の
位
置
を
下
方
に
修
正
す
る
な
ど
丹
念
に
描
か
れ
て
お
り
、

興
味
深
い
相
違
を
み
せ
て
い
る
（F

ig.

Ⅴ-08

）。 
 

も
と
も
と
こ
の
墓
室
の
西
壁
に
描
か
れ
た
六
曲
屏
風
図
は
、
現
在
は
壁
面
か
ら
剥
が
し
取

ら
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
壁
画
墓
は
墓
誌
が
な
い
た
め
、
年
代
を
確
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
墓
葬
の
形
式
や
副
葬
品
の
土
陶
俑
及
び
壁
画
題
材
、
風
格
か
ら
分
析
し
て

み
れ
ば
、
天
宝
年
間
或
い
は
稍
晩
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
被
葬
者
は
不
明
だ
が
、
韋
浩
と

同
じ
く
韋
氏
一
族
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
保
存
状
態
も
よ
く
、
数
少
な
い
西
安
周
辺
出
土
の

屏
風
図
と
し
て
重
要
な
壁
画
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
画
は
、
節
愍
太
子
墓
西
壁
の
樹
下
美
人
図

屏
風
の
様
子
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
④

。
一
九
九
五
年
に
富
平
県
宮
里
郷
南
陵
村
で
発
掘
し
た

景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
の
節
愍
太
子
墓
の
後
室
か
ら
「
樹
下
貴
婦
人
」
内
容
と
し
て
屏
風
図

が
発
見
さ
れ
、
西
壁
に
六
枚
、
南
北
壁
の
両
側
に
各
三
枚
屏
風
が
描
か
れ
て
お
り
、
合
わ
せ

て
十
二
枚
連
屏
で
石
棺
の
南
、
西
、
北
三
面
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
壁
画
は
剥
落
が
ひ
ど
い
。

北
壁
の
三
枚
、
西
壁
六
枚
の
う
ち
三
枚
に
「
樹
下
貴
婦
人
」
の
画
面
が
見
ら
れ
、
南
北
壁
の

両
側
か
ら
上
部
に
描
か
れ
た
屏
風
に
枠
及
び
水
渦
文
が
見
ら
れ
る
⑤

。
各
扇
は
、
宝
相
文
の

枠
で
囲
め
て
、
屏
面
に
、
一
株
の
樹
下
両
側
に
、
各
一
人
の
美
人
が
互
い
に
向
っ
て
、
立
っ

て
い
る
。
こ
う
い
う
樹
下
に
た
た
ず
む
女
性
を
描
く
モ
チ
ー
フ
が
、
日
本
の
奈
良
・
正
倉
院

蔵
の
鳥
毛
立
女
図
屏
風
と
つ
な
が
る
点
で
も
重
要
な
絵
画
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
日
本
・
奈
良
薬
師
寺
蔵
奈
良
時
代
の
「
吉
祥
天
像
」
の
姿
⑥

は
唐
代
仕
女
図
と
似

せ
て
い
る
。『
金
光
明

勝
王
経
』
の
所
説
に
よ
っ
て
、
諸
国
国
分
寺
を
中
心
と
し
て
修
さ
れ

た
吉
祥
悔
過
は
、
天
平
に
は
じ
ま
り
神
護
景
雲
年
間
に
は
正
月
の
年
中
行
事
と
し
て
恒
例
化

                                        

         

 

④

『
中
国
の
遺
宝
・
大
唐
王
朝
女
性
の
美
』
展
図
録
を
参
照
す
る
。  

⑤

陜
西
省
考
古
研
究
所
『
陜
西
新
出
土
唐
墓
壁
画
』、
重
慶
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。
陝
西
省
考
古
研
究

所
「
唐
節
愍
太
子
墓
発
掘
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第
四
期
、
一
三
～
二
五
頁
。  

⑥

一
面
、
麻
布
着
色
、
額
装
、
縦53.0cm

、
横31.7cm

。
奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
日
本
仏
教
美
術
名
宝

展
』
図
版
七
一
、
奈
良
国
立
博
物
館
開
館
百
年
記
念
特
別
展
、
天
理
時
報
社
、
一
九
九
五
年
。  
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し
た
。
薬
師
寺
で
も
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
以
降
吉
祥
悔
過
が
行
わ
れ
て
、
国
家
の
平
穏
や

五
穀
の
豊
穣
を
祈
っ
た
。
本
図
の
成
立
も
こ
の
頃
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
図
は
、
左
手
に

宝
珠
を
執
り
、
右
手
は
胸
前
に
伏
せ
る
と
い
う
し
ぐ
さ
で
、
向
か
っ
て
右
方
向
に
歩
む
吉
祥

天
の
姿
を
表
し
て
い
る
。
截
金
や
暈
繝
彩
色
で
美
し
い
文
様
を
表
し
た
衣
服
を
つ
け
る
。
頭

髪
は
頭
上
に
宝
髻
に
束
ね
た
形
跡
が
あ
り
、
眉
は
い
わ
ゆ
る
蛾
眉
、
豊
満
な
表
情
に
表
さ
れ

豊
か
な
胸
元
を
も
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
表
現
法
は
、
唐
代
の
仕
女
図
を
か
り
て
は
じ

め
て
可
能
で
あ
っ
た
が
、
天
上
の
風
を
は
ら
み
天
空
に
浮
か
ぶ
超
現
実
の
表
現
も
、
他
方
で

見
せ
て
い
る
。 

そ
の
ほ
か
、
樹
下
仕
女
図
は
唐
墓
か
ら
出
土
さ
れ
た
石
棺
線
刻
と
女
俑
と
の
仕
女
図
と
よ

く
似
て
い
る
。
韋
浩
墓
の
石
槨
は
他
の
唐
墓
と
同
様
に
、
瓦
葺
き
屋
根
の
建
築
を
模
し
た
形

態
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
壁
面
材
と
し
て
石
板
の
両
面
つ
ま
り
石
槨
の
内
側
と
外
側
に
は
、

女
性
の
す
が
た
が
細
い
線
刻
で
描
か
れ
て
お
り
、
両
手
で
壷
を
抱
え
持
つ
男
装
の
女
性
な
ど

を
大
き
く
表
し
、
そ
の
周
囲
に
草
花
や
蔓
を
銜
え
る
鳥
な
ど
を
廻
ら
し
て
い
る
。
基
本
的
な

図
様
は
神
龍
二
年(

七
〇
六)

の
永
泰
公
主
墓
や
景
龍
二
年
の
韋
泂
墓
の
石
槨
浮
彫
と
同
様
で

あ
る
が
、
本
図
で
は
線
描
が
や
や
簡
略
化
を
示
し
て
い
る
（F

ig.

Ⅴ-09

）。 

薜
儆
墓
は
、
こ
れ
ま
で
に
山
西
省
内
で
発
見
さ
れ
た
唐
時
代
の
墳
墓
と
し
て
は

大
の
規

模
を
誇
る
①

、
一
九
九
五
年
に
山
西
省
万
栄
県
出
土
、
唐
・
開
元
八
年(
七
二
〇)

の
壁
画
古
墳

で
、
出
土
品
は
万
栄
県
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
被
葬
者
の
薜
敬
は
皇
帝
睿
宗
の
娘
婿

に
あ
た
る
が
、
薜
氏
は
河
東
（
山
西
省
南
西
部
）
を
代
表
す
る
名
門
一
族
で
あ
っ
た
。
こ
の

墓
に
設
置
さ
れ
た
石
槨
の
壁
面
材
と
し
て
は
め
込
ま
れ
た
石
板
に
線
刻
し
た
仕
女
図
は
、
高

さ
は125

セ
ン
チ
、
幅60

セ
ン
チ
あ
る( F
ig.

Ⅴ-09)

。 
 

石
槨
と
は
墓
室
内
に
設
け
ら
れ
た
棺
を
納
め
る
た
め
の
石
組
み
の
こ
と
で
、
そ
の
壁
板
に

さ
ま
ざ
ま
な
姿
の
女
性
た
ち
が
線
刻
さ
れ
て
い
た
。
女
性
の
す
が
た
は
、
基
本
的
に
次
の
３

パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
横
向
き
ポ
ー
ズ
で
顔
を
や
や
手
前
へ
向
け
る
。
装
飾
の

施
さ
れ
た
丈
の
長
い
上
着
を
着
け
、
裙
を
締
め
る
帯
か
ら
は
、
足
に
つ
く
ほ
ど
長
い
装
飾
を

垂
下
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
片
手
で
大
き
な
花
を
持
ち
、
片
手
は
披
帛
で
隠
し
て
い
る
。
も

う
一
つ
は
斜
め
を
向
き
、
袖
が
あ
ま
る
ほ
ど
寛
く
長
い
襦
を
着
け
て
い
る
。
そ
の
上
に
腹
部

ま
で
覆
う
、
縁
に
装
飾
帯
の
あ
る
半
袖
の
衣
を
重
ね
着
し
、
さ
ら
に
披
帛
を
か
け
拱
手
し
て

い
る
。
も
う
一
つ
は
正
面
を
向
き
、
膝
丈
の
大
き
な
上
着
と
長
い
披
帛
を
ま
と
い
、
両
手
で

                                        

         

 

①

山
西
省
考
古
研
究
所
『
唐
代
薛
儆
墓
発
掘
報
告
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
。  

団
扇
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
胸
元
に
は
Y
字
状
の
曲
線
が
あ
り
、
胸
の
谷
間

が
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

い
ず
れ
も
豪
華
で
装
飾
的
な
服
装
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
な
髪
形
が
魅
力
的
で
あ
り
、

さ
な
が
ら
唐
時
代
の
女
性
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
の
長
身

の
女
性
は
唐
時
代
と
し
て
は
珍
し
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
よ
う
な
振
り
返
る
ポ
ー
ズ

で
表
さ
れ
て
お
り
、
顔
を
や
や
手
前
に
向
け
、
左
手
の
指
先
で
優
雅
に
大
輪
の
花
を
か
か
げ

て
い
る
。
身
に
ま
と
っ
た
裙
を
締
め
る
帯
か
ら
は
、
足
に
付
く
ほ
ど
長
い
装
飾
が
下
が
っ
て

い
る
。 
 

二
〇
〇
二
年
に
発
見
さ
れ
た
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
韋
慎
名
墓
の
墓
室
西
壁
に
は
、
六

扇
の
鞍
馬
仕
女
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
屏
風
の
縦
が

147.0cm

、
各
扇
幅

50.0

～

60.0cm

、
総
幅380.0cm

で
あ
る
。
墨
線
と
墨
点
で
、
枠
を
表
し
て
、
屏
面
中
、
残
っ
て

い
る
部
分
か
ら
見
る
と
、
樹
下
に
仕
女
ら
は
馬
に
乗
っ
て
南
向
あ
る
い
は
墓
門
へ
向
か
っ
て

出
遊
中
の
様
子
が
よ
く
分
か
れ
て
い
る
。
東
壁
に
残
っ
て
い
る
右
上
角
の
部
分
は
樹
下
仕
女

の
様
子
を
見
ら
れ
る
が
、
西
壁
の
樹
下
鞍
馬
仕
女
図
屏
風
と
同
じ
構
図
か
ど
う
か
不
明
で
あ

る( F
ig.

Ⅴ-10)

。
こ
う
い
う
樹
下
鞍
馬
仕
女
図
屏
風
の
盛
唐
時
期
に
お
け
る
墓
室
壁
画
が
非
常

に
珍
し
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
鞍
馬
仕
女
図
屏
風
と
伝
張
萱
「
虢
国
夫

人
遊
春
図
」
②

の
鞍
馬
人
物
と
比
較
し
て
見
る
と
、
そ
の
服
飾
、
鞍
馬
制
式
、
人
物
造
型
、

線
描
な
ど
は
ま
っ
た
く
違
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
臧
懐
亮
墓
③

の
墓
室
壁
画
に
は
、
床
榻
囲
屏
に
仕
女
図

が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
の
花
卉
と
山
石
か
ら
み
る
と
、
こ
の
囲
屏
の
仕
女
ら
の
出
遊
の
様

子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
一
九
九
〇
に
陝
西
省
礼
泉
県
煙
霞
鎮
東
坪
村
か
ら
発
掘
さ
れ
た
燕
妃
墓
の
後
室
南

（
三
扇
）・
西
（
六
扇
）・
北
（
三
扇
）
壁
に
十
二
扇
の
高
士
、
仕
女
、
侍
女
図
屏
風
画
描
か

れ
て
い
る
④

。
各
扇
は
、164.0

×75.0cm

で
あ
る( F

ig.

Ⅴ-11,12)

。
こ
の
屏
風
が
、
棺
床
の

                                        

         

 

②

現
存
遼
寧
省
博
物
館
。  

③

『
涇
渭
稽
古
』
創
刊
号
、
一
九
九
三
年
；
張
在
明
主
編
『
中
国
文
物
地
図
集
・
陝
西
分
冊
』（
下
）、
西
安
地

図
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
四
四
九
頁
。  

④

前
掲
し
た
昭
陵
博
物
館
編
『
昭
陵
唐
墓
壁
画
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。）
に
顧
愷
之
の
『
列
女
伝
・

仁
智
図
』
よ
り
こ
の
屏
風
の
画
面
内
容
は
貞
節
と
孝
道
に
つ
い
て
の
樹
下
忠
孝
あ
る
い
は
高
士
図
の
故
事
画

と
推
定
さ
れ
て
い
る
；
陳
志
謙
「
昭
陵
唐
墓
壁
画
」『
陝
西
歴
史
博
物
館
館
刊
』（
第
一
輯
、
三
秦
出
版
社
一

九
九
四
年
。）
か
ら
仕
女
図
屏
風
と
一
説
も
あ
る
。 
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南
・
西
・
北
の
三
面
に
立
て
て
い
る
か
ら
、
屏
風
の
葬
儀
用
と
い
う
機
能
が
よ
く
分
か
れ
て

い
る
。
文
献
に
は
蕭
斉
の
廃
帝
東
昏
侯
（499~502

在
位
）
が
七
賢
図
に
美
女
を
加
え
、
宮

殿
を
飾
っ
た
記
事
が
見
ら
れ
る
①

。
燕
妃
墓
の
人
物
屏
風
画
に
侍
女
も
描
か
れ
て
い
る
が
、

「
七
賢
美
女
図
」
に
当
た
て
い
な
い
。
斉
東
昏
侯
の
「
七
賢
美
女
図
」
は
、
淫
猥
な
作
品
で

あ
り
、
南
朝
皇
帝
の
恥
じ
と
し
て
正
史
に
記
さ
れ
た
が
、
そ
の
粉
本
は
、
北
朝
ま
で
伝
え
、

さ
ら
に
、
名
門
貴
族
の
墓
壁
画
の
も
と
に
な
っ
た
と
考
え
に
く
い
。
す
る
と
、
燕
妃
墓
人
物

屏
風
画
は
、
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
図
で
あ
る
こ
と
が
特
定
で
き
な
い
と
思
う
。
そ
の
性
格
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
推
測
し
た
い
。こ
れ
ら
の
人
物
屏
風
画
も
北
斉
崔
芬
墓
と
同
じ
よ
う
に
、

現
時
点
で
主
人
公
の
身
元
が
特
定
で
き
な
く
、
一
般
的
な
名
士
図
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す

る
と
、
燕
妃
本
人
も
朝
廷
名
妃
の
一
員
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
生
活
の
ス
タ
イ
ル
も
屏
風

壁
画
の
人
物
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
壁
画
の
内
容
が
被
葬
者
生
前
の
生
活
様
式
に
深
く
関
わ

っ
て
い
る
視
点
か
ら
、
燕
妃
の
日
常
の
生
活
風
景
を
屏
風
壁
画
に
し
た
可
能
性
も
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
各
牒
の
主
人
公
に
な
る
人
物
の
互
い
の
関
係
が
確
認
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
寄
せ
集
め
た
説
話
図
で
あ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

屏
風
画
の
全
体
か
ら
見
る
と
、
墓
主
人
夫
婦
の
生
前
の
生
活
様
子
と
思
わ
れ
て
い
る
。 

（
２
）
樹
下
人
物
図
屏
風 

屏
風
式
樹
下
人
物
壁
面
は
六
朝
か
ら
中
晩
唐
に
至
り
、
人
物
の
表
情
や
姿
勢
な
ど
が
し
だ

い
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
人
物
が
樹
下
で
行
動
す
る
と
い
う
基
本
的
な
ジ
ャ
ン
ル
は
続
い

て
き
た
の
で
あ
る
。
樹
下
に
孝
子
、
賢
人
、
忠
臣
、
義
士
、
烈
女
、
高
士
、
逸
士
、
美
人
、

菩
薩
、
天
王
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
十
四

点
余
り
の
唐
墓
壁
画
の
樹
下
人
物
図
屏
風
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
図
様
は
大
き
く
次
の

二
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
資
料
編
の
表
Ⅴ
と
地
図
Ⅲ
参
照
）。 

①
樹
下
老
人
図 

そ
の
う
ち
、
樹
下
老
人
図
あ
る
い
は
樹
下
褒
衣
人
物
図
と
い
う
屏
風
画
は
下
記
の
通
り
で

あ
る
。 

ア
．
趙
澄
墓
（
万
歳
登
封
元
年
六
九
六
） 

イ
．
梁
元
珍
墓
（
聖
暦
二
年 

六
九
九
） 

ウ
．
金
勝
村
４
号
墓 

                                        

         

 

①

『
南
史
』
卷
五
・
廢
帝
東
昏
侯
本
紀
に
「
又
別
為
潘
妃
起
神
仙
、
永
壽
、
玉
壽
三
殿
，
皆

飾
以
金
璧
。
其

玉
壽
中
作
飛
仙
帳
，
四
面
繡
綺
，
窗
間
盡
畫
神
仙
。
又
作
七
賢
，
皆
以
美
女
侍
側
。
」
と
言
う
。 

エ
．
金
勝
村
５
号
墓 

オ
．
金
勝
村
６
号
墓 

カ
．
金
勝
村
付
近
焦
化
廠
唐
墓 

キ
．
金
勝
村337

号
墓 

ク
．
韋
浩
墓
（
景
龍
二
年 

七
〇
八
） 

ケ
．
薛
儆
墓
（
開
元
九
年 

七
二
一
）
② 

コ
．
温
神
智
墓
（
開
元
十
八
年 

七
三
〇
） 

サ
．
蘇
思
勗
墓
（
天
宝
四
年 

七
四
五
） 

シ
．
新
彊
ア
ス
タ
ー
ナ65TA

M
38 

陝
西
省
を
中
心
に
発
見
さ
れ
た
墳
墓
壁
画
の
中
で
は
、
樹
下
老
人
あ
る
い
は
樹
下
高
士
と

い
う
屏
風
画
の
画
題
は
け
っ
し
て
少
な
く
は
な
い
。
初
唐
か
ら
晩
唐
期
に
か
け
て
の
主
要
な

も
の
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。 

一
九
八
六
年
に
発
掘
さ
れ
た
梁
元
珍
墓
（
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
県
南
郊
郷
羊
村
）
が
あ

げ
ら
れ
る
。
埋
葬
年
は
王
善
貴
墓
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
当
た
る
六
九
九
年
で
、
墓
室
北
壁
・
西

壁
に
各
五
扇
、
各
扇
は
、
幅10.0cm

の
赤
い
枠
で
、
各
扇170.0

×60.0cm

の
樹
下
老
人

図
十
扇
屏
風( F

ig.

Ⅴ-13)

が
描
か
れ
て
い
る
③

。 

山
西
省
の
壁
画
屏
風
は
一
種
独
特
の
作
風
を
そ
な
え
て
い
る
。
太
原
市
西
南
郊
外
の
新
董

菇
村
に
あ
る
趙
澄
の
墓
④

は
、
武
則
天
の
万
歳
登
封
元
年
（
六
九
五
）
の
作
で
、
山
の
前
に
、

文
武
、
侍
従
お
よ
び
樹
下
に
静
坐
す
る
老
人
な
ど
を
画
い
て
い
る
。
人
物
は
墨
線
で
く
ま
ど

り
、
中
を
紅
、
紫
、
黄
で
着
色
し
、
画
法
は
厳
し
い
と
は
い
い
難
い
が
、
特
別
な
趣
が
あ
る
。

ま
た
そ
の
作
風
は
一
九
五
八
年
に
発
掘
し
た
金
勝
村
の
六
号
墓
⑤

の
壁
画
に
き
わ
め
て
近
く
、

用
筆
は
や
わ
ら
か
く
動
き
が
あ
り
、
一
種
の
写
意
的
風
趣
が
あ
る
。
人
や
樹
を
画
く
ば
あ
い

も
こ
の
調
子
で
画
き
、
近
年
発
見
さ
れ
た
唐
墓
の
壁
画
の
中
で
独
特
の
風
格
を
そ
な
え
て
い

                                        

         

 

②

山
西
省
考
古
研
究
所
『
唐
代
薛
儆
墓
発
掘
報
告
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。 

③

寧
夏
固
原
博
物
館
「
寧
夏
固
原
唐
梁
元
珍
墓
」『
文
物
』
一
九
九
三
年
第
六
期
、
図
版
貳
、
三
、
図
６
略
図
、

一
～
九
頁
；
羅
豊
「
唐
代
梁
元
珍
墓
」『
固
原
南
郊
隋
唐
墓
地
』
収
載
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年
；
寧
夏

回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
・
中
日
原
州
聨
合
考
古
隊
編
『
原
州
古
墓
集
成
』、
カ
ラ
ー
図
版
一
四
八
～
一
五
〇
、

文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。  

④

『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
九
年
第
一
一
、
一
二
期
。 

⑤

山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
市
金
勝
村
第
六
号
唐
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
八
期
。  
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る
。
そ
の
他
、
金
勝
村
の
四
号
墓
、
金
勝
村
の
五
号
墓
①

、
金
勝
村
の337

号
墓
②

、
金
勝
村

付
近
唐
墓
③

、
温
神
智
墓
④

な
ど
の
山
西
太
原
地
方
か
ら
出
土
し
た
唐
壁
画
墓
に
は
、
そ
の
内

容
が
大
体
同
様
で
あ
る
樹
下
老
人
図
屏
風
は
墓
室
の
正
面
と
両
側
壁
の
前
端
に
描
か
れ
て
い

て
、
墓
室
北
半
部
の
棺
床
の
東
・
北
・
西
三
面
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
八
曲
の
場
合
が
多
く
て
、

少
数
の
ほ
う
は
六
曲
の
も
の
で
あ
る
。
盛
唐
時
期
の
薛
儆
墓
と
温
神
智
墓
を
除
い
て
、
発
掘

者
は
万
歳
登
封
元
年
（
六
九
六
）
趙
澄
墓
の
構
造
及
び
壁
画
の
風
格
に
よ
っ
て
、
他
の
数
基

の
壁
画
墓
の
年
代
は
初
唐-
武
周
時
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
七
年
発
掘
さ
れ
た
武
周

時
期
の
金
勝
村
の
七
号
墓
に
は
、
墓
室
西
壁
に
三
扇
の
樹
下
老
人
図
を
描
か
れ
て
い
る
。
そ

の
図
様
は
梁
元
珍
墓
と
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ア
ス
タ
ー
ナ
第
三
八
号
唐
墓
主
室
奥
壁
壁
画

と
の
構
図
様
式
は
よ
く
似
て
い
る( F

ig.
Ⅴ-14)

。
こ
う
い
う
地
域
性
を
持
っ
て
い
る
題
材
の
墓

室
屏
風
画
は
、い
ま
ま
で
、長
安
一
帯
の
唐
墓
に
発
見
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、

唐
壁
画
墓
の
第
四
期
か
ら
、
天
宝
年
間
の
壁
画
墓
に
屏
風
図
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
、
年
代
が

確
か
な
物
は
天
宝
四
年
（
七
四
五
）
行
内
侍
省
内
侍
員
外
蘇
思
勗
壁
画
墓
の
墓
室
西
壁
に
六

曲
の
樹
下
老
人
図
屏
風
が
並
べ
ら
れ
て
、
紅
褐
色
の
線
で
輪
部
を
描
き
、
南
北
壁
に
そ
れ
ぞ

れ
紅
褐
色
で
朱
雀
、
玄
武
図
を
描
い
て
お
り
、
東
壁
に
壁
一
面
に
楽
舞
図
が
描
か
れ
て
い
る
⑤

。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
韋
浩
墓
⑥

と
節
愍
太
子
墓
壁
画
の
中
に
は
、
墓
室
内
の
壁
を
屏
風
状
に

枠
取
り
し
て
仕
切
っ
た
画
面
に
人
物
、
樹
木
を
描
く
壁
面
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う

墓
室
壁
面
の
構
成
形
式
に
つ
い
て
は
、
影
作
木
構
式
が
多
曲
屏
風
壁
画
に
替
わ
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
太
原
地
方
と
西
安
地
方
の
唐
墓
壁
画
が
各
自
の
相
違
点
が
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の

共
通
点
も
あ
り
、
両
地
域
の
関
係
が
よ
く
見
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
寧
夏
固
原
に
あ
る
梁
元
珍
墓
の
十
曲
の
樹
下
老
人
図
屏
風
⑦

と
新
彊
ト
ル
フ
ァ

ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ65TA

M
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唐
墓
の
六
曲
の
樹
下
老
人
図
屏
風
が
衝
撃
的
な
発
掘
が
行
わ

れ
た
⑧

。
固
原
県
南
郊
の
梁
元
珍
墓
に
描
か
れ
た
樹
下
老
人
図
十
扇
屏
風
は
西
・
北
壁
に
五

                                        

         

 

①

山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
南
郊
金
勝
村
唐
墓
」『
考
古
』
一
九
五
九
年
第
九
期
。  

②

「
太
原
金
勝
村
第337

号
唐
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
十
二
期
。 

③

山
西
省
考
古
研
究
所
「
太
原
市
南
郊
唐
代
壁
画
墓
清
理
簡
報
」『
文
物
』
一
九
八
八
年
第
十
二
期
。  

④ 

常
一
民
、
裴
静
蓉
「
太
原
市
晋
源
鎮
果
樹
場
唐
温
神
智
墓
」2001

年
唐
代
墓
葬
壁
画
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

論
文
。 

⑤

陜
西
省
考
古
研
究
所
唐
墓
工
作
組
「
西
安
東
郊
唐
蘇
思
勗
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
』
一
九
六
〇
年
第
一
期
。  

⑥

陜
西
省
考
古
研
究
所
『
陜
西
新
出
土
唐
墓
壁
画
』、
重
慶
美
術
出
版
社
一
九
九
八
年
。   

⑦

羅
豊
「
固
原
南
郊
隋
唐
墓
地
」
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。
一
一
二
～
一
三
五
頁
。  

⑧

楊
泓
『
美
術
考
古
半
世
紀
―
中
国
美
術
考
古
発
見
史
』267-268

頁
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。  

扇
ず
つ
が
描
か
れ
て
、
各
扇
に
は
一
人
の
方
形
・
蓮
花
冠
褒
衣
人
物
立
像
と
一
株
の
樹
木
と

い
う
構
図
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
発
掘
し
た
新
彊
に
お
い
て
も
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー

ナ
古
墳
群
で
第
三
期(

盛
唐
～
中
唐)

の65TA
M
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後
室
の
奥
壁
に
六
扇
屏
風
図
が
発
見
さ

れ
、
各
扇
は
紫
色
の
屏
框
を
分
け
、
六
扇
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
画
面
内
容
は
す
べ
て
樹
下
に

立
っ
て
い
る
状
態
、
或
い
は
座
っ
て
い
る
人
物
を
描
き
置
く
、
画
面
は
藤
羅
を
纏
っ
た
大
樹

を
背
景
と
し
て
立
像
或
い
は
座
像
の
人
物
が
中
心
に
な
り
、
侍
者
は
そ
れ
ぞ
れ
包
、
皿
・
碁

盤
、
書
巻
を
持
ち
中
心
人
物
（
主
人
）
の
左
右
に
立
っ
て
い
る
⑨

。
こ
の
樹
下
人
物
図
六
扇

屏
風
に
つ
い
て
は
、
生
前
の
墓
主
の
姿
と
す
る
説
と
文
人
逸
士
ら
の
表
象
と
す
る
説
が
あ
る

が
、
先
行
例
や
各
扇
に
お
け
る
容
貌
の
差
異
な
ど
か
ら
し
て
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
方
が
妥

当
で
あ
ろ
う
⑩

。 

さ
ら
に
、
以
上
の
各
例
の
樹
下
老
人
図
屏
風
は
、
陝
西
省
で
は
韋
浩
墓
（
七
〇
八
年
埋
葬
）

後
室
西
壁
に
描
か
れ
た
樹
下
人
物
図( F

ig.

Ⅴ-15)

と
も
非
常
に
近
い
も
の
で
、
広
い
地
域
で
ほ

ぼ
同
時
期
に
流
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

盛
唐
時
期
の
敦
煌
莫
高
窟
第45

窟
の
南
壁
中
央
に
は
、『
法
華
経
』「
観
世
音
菩
薩
普
門

品
」
に
依
拠
す
る
い
わ
ゆ
る
普
門
品
変
相
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
盛
唐
の
作
品
は
、
観
音
菩
薩

の
向
か
っ
て
右
側
の
壁
面
に
は
上
方
か
ら
一
つ
の
場
面
は
「
応
以
梵
王
身
得
度
者
、
即
現
梵

王
身
」
と
榜
題
さ
れ
て
、
樹
木
を
背
景
と
し
て
梵
王
が
立
っ
て
い
る
⑪

。
こ
う
い
う
樹
下
人

物
図
の
構
図
様
式
に
つ
い
て
は
、
梵
王
の
姿
と
唐
墓
壁
画
の
樹
下
老
人
と
酷
似
し
て
い
る

( F
ig.

Ⅴ-14)

。 

こ
う
い
う
褒
衣
人
物
は
、
歴
史
人
物
、
宗
教
性
・
神
仙
性
を
持
っ
て
い
る
人
物
の
各
類
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
大
体
孝
子
、
義
士
、
烈
女
、
賢
達
、
忠
臣
な
ど
の
儒
家
倫

理
性
人
物
、「
竹
林
七
賢
」
の
逸
士
、
道
教
神
仙
人
物
、
鑑
戒
人
物
な
ど
の
具
体
的
な
分
類
も

で
き
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
樹
下
老
人
図
屏
風
の
図
像
は
墓
葬
に
描
か
れ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て

は
、
中
国
に
お
け
る
古
来
の
死
後
昇
仙
観
念
と
い
う
伝
統
思
想
と
の
関
係
が
あ
ろ
う
。
特
別

に
「
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
」
と
い
う
高
士
の
図
像
が
樹
下
人
物
の
様
式
と
し
て
墳
墓
壁
画
に

                                        

         

 

⑨

新
彊
維
吾
爾
自
治
区
博
物
館
「
吐
魯
番
縣
阿
斯
塔
那
―
哈
拉
和
卓
古
墓
群
発
掘
簡
報
（
一
九
六
三
～
一
九
六

五
）」『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
十
期
。『
新
彊
考
古
三
十
年
』
新
彊
人
民
出
版
社
一
九
八
三
年
所
収
。  

⑩

常
任
侠
「
新
彊
吐
魯
番
出
土
唐
墓
壁
画
初
探
」『
常
任
侠
芸
術
考
古
論
文
選
集
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四

年
。 

⑪

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
３
巻 

図
版
一
三
五
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
一
九

八
一
年
。  
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広
く
応
用
し
、歴
史
上
の
人
物
が
神
格
化
あ
る
い
は
神
仙
化
し
、墓
主
人
も
神
仙
に
な
っ
て
、

彼
岸
世
界
へ
達
す
る
と
い
う
寓
意
を
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
①

。 

従
っ
て
、
こ
れ
ら
屏
風
壁
画
は
、
い
わ
ば
此
岸
（
現
世
）
と
彼
岸
（
死
後
）
を
繋
ぐ
重
要

な
存
在
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
中
国
古
代
に
お
け
る
墓
葬
は
神
話
世
界
の
他
に
、
地
下

空
間
を
異
な
る
世
界
に
転
化
さ
せ
る
「
辟
邪
」「
祥
瑞
」、
死
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、

墓
主
の
霊
魂
が
不
死
の
理
想
世
界
へ
昇
る
「
昇
仙
」、
墓
主
が
墓
内
で
も
生
前
の
生
活
と
同
様

に
あ
る
と
い
う
「
陰
宅
」、
現
世
に
生
き
る
人
間
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
墓
主
の
高
徳

の
賞
賛
や
遺
族
の
孝
義
の
実
践
と
し
て
の
「
孝
」「
節
義
」
な
ど
が
表
象
さ
れ
て
き
た
。
先
学

が
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
漢
墓
壁
画
、
画
像
磚
に
既
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、

唐
墓
壁
画
の
主
題
は
そ
の
中
で
も
「
陰
宅
」
と
し
て
の
墓
と
い
う
側
面
が
非
常
に
強
い
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
四
神
・
天
象
に
よ
っ
て
世
界
（
宇
宙
）
観
を
表
し
、
描
か
れ
た
儀
仗
や
侍

者
の
群
は
墓
主
の
日
常
・
非
日
常
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
中
で
屏
風
壁
画
の
主
題
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
そ
れ
は
憧
憬
と
し
て

の
隠
逸
で
あ
り
、
死
後
の
楽
園
で
あ
り
、
不
死
の
理
想
世
界
へ
と
導
く
神
仙
山
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
樹
下
人
物
図
も
死
者
の
昇
仙
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
②

。
そ
れ
は
、

屏
風
壁
画
が
区
画
で
仕
切
ら
れ
た
独
立
画
面
に
お
い
て
生
前
と
同
様
の
生
活
と
は
異
な
る
理

想
世
界
の
表
象
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。 

ま
た
、
専
門
家
の

近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
樹
下
老
人
図
は
漢
魏
以
降
の
孝
子
図
の
変
体

と
い
う
説
が
あ
る
。
山
西
太
原
金
勝
村
付
近
焦
化
廠
唐
墓
の
孝
子
王
裒
、
金
勝
村
第6

、337

号
唐
墓
の
樹
下
老
人
の
中
に
、
老
人
と
蛇
と
の
図
像
は
、
周
代
の
伯
奇
と
い
う
孝
子
の
形
象

と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
③

。 

つ
ま
り
、
西
安
、
太
原
、
固
原
諸
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
樹
下
褒
衣
人
物
図
屏
風
と
い
う

同
一
的
画
題
は
、
当
時
の
京
畿
地
域
か
ら
北
方
地
域
へ
流
行
し
て
い
る
物
語
か
ら
取
材
し
た

も
の
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
い
う
樹
下
褒
衣
人
物
図
屏
風
の
絵
画
題
材
は
、
当
時
の

                                        

         

 

①

前
掲
鄭
岩
氏
本
ｐ223

～232

。
文
献
資
料
は
、『
南
史
・
斉
本
紀
下
』「
東
昏
侯
簫
宝
巻
」
条153

頁
、
中
華

書
局
一
九
七
一
年
；『
抱
朴
子
・
登
渋
』；『
水
経
注
』「
七
賢
祠
」；『
魏
書
・
地
形
志
下
』「
四
皓
祠
」；
敦
煌

残
巻
ｐ3552

大
儺
曲
「
児
郎
偉
」
な
ど
が
あ
る
。 

②

土
井
淑
子
「
中
国
西
域
よ
り
正
倉
院
へ
ー
唐
代
絵
画
『
樹
下
美
人
図
』」『
中
国
歴
代
女
性
像
展
―
楊
貴
妃
か

ら
西
太
后
ま
で
』
図
録 

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
一
九
八
七
年
；
土
井
淑
子
「
古
代
中
国
に
お
け
る
樹
木

と
人
物
図
『
古
代
中
国
考
古
・
文
化
論
叢
』
言
叢
社
、
一
九
九
五
年
。 

③

趙
超
「
关
于
伯
奇
的
古
代
孝
子
图
画
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第
第
三
期
。  

社
会
中
盛
行
し
て
い
る
文
化
観
念
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

②
樹
下
美
人
図 

樹
下
美
人
図
屏
風
は
樹
下
仕
女
図
屏
風
ま
た
樹
下
貴
婦
図
屏
風
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

う
い
う
人
物
図
屏
風
は
、
当
時
の
人
物
活
動
の
現
実
情
況
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
次
の
例
を
挙
げ
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。 

ア
．
李
勣
（
徐
懋
功
）
墓
（
咸
亨
一
年 

六
七
〇
） 

イ
．
元
師
奨
墓
（
垂
拱
二
年 

六
八
六
） 

ウ
．
李
重
俊
墓
（
景
雲
元
年 

七
一
〇
） 

エ
．
李
邕
夫
婦
合
葬
墓
（
開
元
十
五
年 

七
二
七
） 

オ
．
韋
氏
墓 

 

杜
牧
の
『
屏
風
絶
句
』
に
「
屏
風
周
昉
画
繊
腰
、
歳
久
丹
青
色
半
銷
、
斜
倚
玉
窓
鸞
発
女
、

拂
馨
犹
自
妒
嬌
嬈
」
と
著
名
画
家
周
昉
の
美
女
屏
風
が
賞
賛
さ
れ
た
。
壁
画
中
の
樹
下
貴
婦

屏
風
図
と
類
似
の
実
物
は
日
本
正
倉
院
の
蔵
品
が
あ
る
。
日
本
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）

に
光
明
皇
后
が
東
大
寺
に
御
屏
風
百
疊
を
献
宝
し
、
こ
の
百
畳
に
あ
ま
る
屏
風
の
類
も
、
そ

の
後
出
蔵
さ
れ
た
り
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
り
し
て
、
い
ま
は
数
十
扇
を
残
し
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
鳥
毛
立
女
屏
風
も
、
各
扇
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
あ

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
天
平
王
宮
を
飾
っ
た
百
畳
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、

残
存
す
る
天
平
画
屏
風
の
唯
一
の
例
で
、
奈
良
朝
絵
画
史
上
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
④

。
今

ま
で
に
保
存
さ
れ
た
の
は
各
扇
の
高
さ136cm

、
幅56cm

、
紙
質
の
屏
面
に
墨
で
描
か
れ

た
樹
下
に
立
つ
或
い
は
座
る
貴
婦
人
画
像
は
、
樹
の
葉
と
服
装
に
鳥
の
毛
を
付
け
る
こ
と
か

ら
、「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
画
面
に
描
か
れ
た
貴
婦
人
の
髪
、
服
飾
、
形
態

な
ど
は
唐
代
絵
画
風
格
が
強
く
見
ら
れ
、
確
か
に
唐
墓
壁
画
の
樹
下
貴
婦
屏
風
図
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
こ
う
い
う
樹
下
美
人
図
屏
風
と
韋
慎
名
墓
の
樹
下
鞍
馬
仕
女
図
屏
風
と
盛
唐
時

期
に
仕
女
遊
宴
、
鞍
馬
出
遊
の
様
子
が
よ
く
表
さ
れ
た
。 

そ
の
六
枚
の
絵
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
節
く
れ
立
っ
た
松
の
老
樹
の
下
に
、
唐
風
の
衣
裳

を
着
け
た
豊
満
な
美
人
が
立
っ
た
り
、
岩
に
腰
か
け
て
お
り
、
手
に
宝
珠
を
持
っ
た
り
、
あ

                                        

         

 

④

『
東
大
寺
献
物
帳
』
に
よ
る
と
、「
高
四
尺
六
寸
、
広
一
尺
九
寸
一
分
、
緋
紗
縁
、
以
木
仮
作
班
竹
帖
、
黒

漆
釘
、
碧
絁
背
、
緋
夾
纈
接
扇
、
楷
布
袋
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
正
倉
院
の
屏
風
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文

を
参
照
。
松
島
順
正
「
正
倉
院
の
屏
風
に
つ
い
て
」『
宮
内
庁
書
陵
部
紀
要
』
二
八
号
一
九
七
六
年
；
松
本
包

夫
「
上
代
染
織
の
絵
画
的
文
様
私
考
―
樹
下
動
物
文
の
消
長
を
中
心
と
し
て
」『
日
本
美
術
全
集
第
三
巻 

正

倉
院
と
上
代
絵
画
―
飛
鳥
・
奈
良
の
絵
画
・
工
芸
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
。  
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る
い
は
手
を
組
ん
だ
り
し
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
樹
下
美
人
図
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

額
に
は
白
緑
で
四
つ
の
点
を
つ
け
て
い
た
り
、
頬
に
は
小
さ
な
点
を
つ
け
た
人
も
い
る
。
こ

れ
ら
は
落
梅
粧
と
呼
ば
れ
、花
鈿
あ
る
い
は
靨
鈿
と
い
わ
れ
る
唐
代
流
行
の
化
粧
法
で
あ
り
、

頭
髪
は
大
き
く
豊
か
な
髻
を
結
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
化
粧
法
・
結
髪
に
つ
い
て
は
の
ち
に

ま
た
く
わ
し
く
触
れ
る
と
き
が
あ
ろ
う
。
紙
本
胡
粉
の
地
に
素
描
で
え
が
か
れ
、
手
や
胸
、

顔
に
は
朱
の
ぼ
か
し
が
あ
り
、
唇
は
朱
、
花
鈿
・
靨
鈿
は
白
緑
、
外
衣
な
ど
に
も
一
部
彩
色

が
あ
る
が
、樹
木
や
葉
な
ど
は
簡
単
な
素
描
で
、一
部
衣
服
に
は
鳥
毛
を
付
着
さ
せ
て
い
た
。

六
人
の
美
人
は
、
い
ず
れ
も
豊
満
な
美
人
で
あ
る
。
眉
は
太
く
峨
眉
と
い
わ
れ
る
も
の
、
切

れ
長
い
な
目
、
丹
華
の
唇
、
頬
紅
も
濃
く
、
肉
感
的
な
ふ
く
ら
み
を
も
つ
姿
態
に
、
唐
風
な

服
装
が
ゆ
る
や
か
な
流
れ
を
見
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
健
康
的
な
美
人
で
あ
る
。 

 

正
倉
院
鳥
毛
立
女
屏
風
の
樹
下
美
人
図
で
著
名
な
こ
の
屏
風
は
、
光
明
皇
太
后
が
東
大
寺

の
本
尊
盧
舎
那
仏
（
大
仏
）
に
献
納
し
た
多
く
の
屏
風
の
中
の
一
つ
で
、
も
と
は
立
派
な
表

装
が
施
さ
れ
て
い
た
が
そ
れ
ら
は
す
べ
て
失
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
修
理
の
手
が
加
え
ら
れ
、

仮
表
装
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
は
六
扇
（
枚
）
か
ら
成
り
、
各
扇
そ
れ
ぞ

れ
ひ
と
り
の
婦
人
が
樹
下
に
立
ち
、
あ
る
い
は
樹
下
の
石
上
に
座
す
る
姿
を
表
し
て
い
る
。

人
物
の
顔
面
や
手
お
よ
び
着
衣
の
一
部
に
彩
色
が
施
さ
れ
、
彩
色
の
な
い
部
分
は
鳥
毛
で
装

飾
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
鳥
毛
は
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
、
下
地
の
墨
線
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る

( F
ig.

Ⅴ-16)

。
樹
下
に
人
物
を
描
く
図
は
、
イ
ン
ド
の
樹
下
に
女
性
を
配
す
る
図
様
に
起
源
を

も
つ
と
い
わ
れ
、
中
国
唐
代
に
流
行
し
た
様
式
で
、
こ
の
美
人
図
に
描
か
れ
た
婦
人
も
、
典

型
的
な
唐
美
人
の
容
貌
を
も
ち
、髪
形
や
服
装
・
化
粧
な
ど
も
唐
代
の
風
俗
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
屏
風
は
天
平
王
宮
の
調
度
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
製
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
点
は
な
お
今
後
の
研
究
を
待
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
①

。 

日
本
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
奈
良
・
正
倉
院
の
宝
物
が
あ
る
。「
鳥
毛
立
女

屏
風
」
な
ど
樹
下
美
人
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
が
数
点
現
存
す
る
。
花
樹
の
下
に
豊
麗
な

婦
人
が
立
ち
、
あ
る
い
は
岩
に
腰
を
お
ろ
し
た
図
柄
で
華
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
西

域
に
多
い
モ
チ
ー
フ
だ
そ
う
だ
。 

新
彊
地
区
の
唐
墓
の
壁
画
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ
村
の
古
墓
群
の
中
に
あ
る
壁

画
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
は
高
昌
故
城
に
住
ん
で
い
た
、
麹
氏
高
昌
・

唐
代
の
貴
族
の
墓
地
で
あ
る
。
高
昌
故
城
の
北
方
約1km

、
火
焔
山
の
南
麓
に
あ
り
、
五
百

                                        

         

 

①

奈
良
国
立
博
物
館
『
正
倉
院
展
』
第
五
十
一
回
、
一
九
九
九
年
。  

基
近
く
の
墳
墓
が
並
ん
で
い
る
。
ア
ス
タ
ー
ナ
の
唐
墓
か
ら
出
土
し
た
壁
画
は
、
樹
下
に
い

る
婦
人
が
画
か
れ
、
中
原
の
画
風
を
そ
な
え
て
い
る
②

。
壁
画
や
絹
絵
な
ど
は
、
中
国
中
原

の
中
心
的
文
化
が
辺
境
の
地
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

敦
煌
莫
高
窟
壁
画
に
は
、樹
下
人
物
と
い
う
構
図
例
は
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

隋
代
第276

窟
正
面
仏
龕
の
両
脇
に
対
置
し
て
立
つ
文
殊
と
維
摩
で
あ
っ
て
、
文
殊
菩
薩
の

背
後
に
樹
木
や
岩
の
表
現
は
六
朝
風
を
抜
け
出
し
、
前
後
大
小
の
比
例
が
写
実
的
な
自
然
さ

を
と
り
は
じ
め
て
い
る( F

ig.

Ⅴ-17)

。
切
り
立
っ
た
断
崖
は
、
正
倉
院
宝
物
の
「
楓
蘇
芳
染
螺

鈿
槽
琵
琶
」
の
捍
撥
の
表
面
に
表
さ
れ
た
「
騎
象
奏
楽
図
」
を
想
起
さ
せ
る
。
六
朝
様
式
か

ら
初
唐
様
式
へ
の
過
度
期
と
し
て
の
隋
代
絵
画
の
性
格
が
よ
く
出
て
い
る
。
さ
ら
に
第17

窟
（
唐
大
中
五
年
（
八
五
一
））
の
北
壁
に
洪
（
巩
＋
言
）
肖
像
彫
刻
の
背
景
と
し
て
樹
下
人

物
図
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
は
双
樹
が
描
か
れ
て
お
り
、
西
側
の
樹
下
に
侍
女
、
東

側
の
樹
下
に
比
丘
尼
が
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
画
面
の
左
上
部
に
は
樹
木
の
葉
の
端
か
ら
伸

び
た
い
く
つ
か
の
や
わ
ら
か
く
て
細
長
い
枝
と
空
中
に
飛
ん
で
い
る
２
羽
の
雁
が
描
か
れ
て

お
り
、
画
面
の
上
部
に
流
動
中
の
雲
文
が
表
れ
て
い
て
、
き
わ
め
て
生
動
ま
た
吉
祥
的
な
画

面
に
な
っ
た
。
こ
の
作
品
の
画
面
構
成
か
ら
み
る
と
侍
女
の
姿
や
樹
木
の
様
子
な
ど
と
新
彊

ト
ル
フ
ァ
ン
唐
墓
の
樹
下
美
人
図
屏
風
と
、
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群

か
ら
出
土
さ
れ
た
絹
本
絵
画
の
樹
下
美
人
図
も
あ
る
③

。  
 

③
樹
下
人
物
図
の
源
流
④ 

 

樹
下
に
立
つ
人
物
像
は
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
東
は
日
本
、
西
は
イ
ラ
ン
、
南
は
イ
ン
ド

か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
仏
跡
、
北
は
中
国
の
砂
漠
を
通
ず
る
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て

分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
源
流
は
、
一
つ
は
イ
ン
ド
に
、
一
つ
は
中
国
に
発
生

し
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
起
源
は
、
イ
ン
ド
の
樹
木
の
精

ヤ
ク
シ
ニ
ー
や
西
ア
ジ
ア
の
生
命
の
樹
に
あ
っ
て
、
工
芸
意
匠
と
し
て
中
国
に
も
た
ら
さ
れ

                                        

         

 
②

鄭
振
鐸
編
『
域
外
所
蔵
画
集
西
域
画
』
下
集
を
参
照
す
る
。  

③A
.S

tein:Innerm
ost A

sia,vol.

ⅱ,chapter xix,The Ancient Cemeteries of 

Astana,Oxford,1981. 

斯
坦
因
《
亚
洲
腹
地
》
Ⅱ
卷
第
十
九
章
阿
斯
塔
那
墓
地
，1915

年
发
掘
十
六
国
壁

画
墓4

座
。
纸
画
有A

st.

ⅲ.

４.010.a-j

等
几
件
。010.a,010.b-j

图
版
参
见
斯
坦
因
《
亚
洲
腹
地
》

Ⅲ
卷
，
图
版C
Ⅵ
，
纸
画
两
幅
，
第4

册
，1981

年
。
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
主
持
翻
译
《
西
域
考

古
图
记
》（1906-1908
）
广
西
师
范
大
学
出
版
社
，1998

年
。 

④

森
豊
『
樹
木
・
生
命
・
信
仰
』
六
興
出
版
、
一
九
七
四
年
；
森
豊
『
樹
下
美
人
図
考
』
六
興
出
版
、
一
九
七

四
年
；
森
豊
『
壁
画
の
美
女
』
六
興
出
版
、
一
九
七
四
年
。 
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た
と
も
言
わ
れ
る
。
一
般
に
樹
下
に
人
物
を
配
す
る
画
題
は
、
中
国
の
唐
時
代
に
盛
ん
で
あ

っ
た
①

。 

正
倉
院
の
樹
下
美
人
か
ら
は
じ
め
て
奈
良
天
平
の
世
の
美
女
を
し
の
び
、
中
国
唐
の
美
人

へ
、
そ
し
て
敦
煌
、
ア
ス
タ
ー
ナ
は
じ
め
西
域
の
樹
下
美
人
図
を
通
し
て
西
域
の
美
女
を
、

さ
ら
に
遠
く
西
の
方
イ
ラ
ン
へ
も
同
じ
よ
う
に
巡
礼
し
、
下
っ
て
は
イ
ン
ド
の
美
人
た
ち
を

し
の
ん
で
み
た
い
し
、こ
の
一
つ
の
流
れ
の
背
後
に
あ
る
当
時
の
文
化
も
の
ぞ
い
て
み
た
い
。

そ
し
て
、
で
き
る
な
ら
こ
の
画
因
に
つ
い
て
も
私
な
り
の
意
見
も
の
べ
て
み
よ
う
。 

 

正
倉
院
宝
物
の
中
で
、
樹
下
美
人
図
屏
風
、
夾
纈
屏
風
、
﨟
纈
屏
風
な
ど
と
い
う
よ
う
な

も
の
あ
る
が
、
い
く
つ
か
樹
下
人
物
、
樹
下
動
物
と
い
う
図
像
が
見
え
る
。
こ
う
し
た
い
く

つ
か
の
樹
下
人
物
・
動
物
図
中
、
樹
下
婦
女
遊
楽
図
は
、
の
ち
に
ま
た
中
国
の
樹
下
美
人
図

中
で
同
様
の
も
の
が
出
て
く
る
し
、
こ
れ
ら
の
人
物
・
動
物
図
も
、
将
来
ま
た
そ
の
源
流
と

発
生
の
な
か
で
重
要
な
発
言
を
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
様
、
図
柄
の
中

に
は
、
い
ま
さ
ら
多
言
を
要
し
な
い
が
、
中
国
、
西
域
、
イ
ン
ド
か
ら
南
方
の
動
植
物
、
風

俗
が
え
が
か
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
は
る
ば
る
と
太
平
洋
上
の
波
濤
の
上
に
浮
か
ぶ
東
方
の

涯
て
の
日
本
に
伝
わ
っ
た
。 

 

と
に
か
く
、
ア
ジ
ア
の
国
々
が
朝
宗
し
た
大
帝
国
で
あ
り
、
日
本
の
正
倉
院
を
は
じ
め
、

の
ち
に
の
べ
る
よ
う
に
そ
の
唐
の
力
の
及
ん
だ
敦
煌
、
高
昌
国
な
ど
の
周
辺
地
区
に
、
時
を

同
じ
く
し
て
樹
下
美
人
図
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
心
地
帯
に
お
そ
ら

く
、
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

唐
以
後
、
宋
、
元
、
明
、
清
各
王
朝
時
代
の
文
化
の
中
で
「
樹
下
美
人
図
」
そ
の
ま
ま
で

は
な
い
け
れ
ど
、
あ
る
い
は
殿
舎
楼
閣
中
に
樹
木
を
配
し
、
そ
の
下
に
美
人
を
え
が
き
、
あ

る
い
は
読
書
し
、
あ
る
い
は
壺
の
絵
に
、
絵
画
に
小
説
な
ど
の
挿
絵
に
と
に
か
く
樹
下
に
配

し
て
美
人
を
描
い
た
も
の
が
、
数
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
源
流
は
や
は
り
、

こ
の
唐
朝
樹
下
美
人
に
発
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

永
い
遍
歴
の
の
ち
に
、
人
類
の
も
っ
た
樹
下
人
物
と
樹
下
動
物
図
の
流
れ
が
、
大
き
く
分

け
て
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
お
ぼ
ろ
げ
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
呪
術

的
宗
教
的
な
非
日
常
性
と
い
っ
た
も
の
と
、
装
飾
的
美
術
的
な
日
常
性
な
も
の
と
で
も
い
っ

た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
前
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
神
殿
・
寺
院
の
壁
画
が
あ
ろ
う
し
、
後

                                        

         

 

①

成
瀬
不
二
雄
「
司
馬
江
漢
の
一
連
の
樹
下
洋
人
図
を
め
ぐ
っ
て
」『
美
術
史
に
お
け
る
日
本
と
西
洋
』（
国
際

美
術
史
学
会
東
京
会
議
一
九
九
一
）
収
載
、
一
〇
九
～
一
一
三
頁
、
一
九
九
五
年
。 

者
に
は
宮
殿
・
邸
宅
の
壁
画
や
障
屏
類
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
述
べ
た
樹
下

人
物
図
屏
風
が
、呪
術
的
宗
教
的
な
墓
葬
の
死
後
の
世
界
観
と
い
う
も
の
を
考
え
ら
れ
る
が
、

画
面
内
容
は
日
常
生
活
の
様
子
と
見
ら
れ
る
。
東
方
世
界
で
は
樹
木
崇
拝
と
女
性
崇
拝
に
よ

る
図
柄
で
あ
る
樹
下
女
神
が
、
呪
術
的
な
意
義
が
薄
れ
て
装
飾
美
術
と
し
て
の
樹
下
美
人
像

に
転
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。樹
下
に
人
物
・
動
物
を
配
し
た
屏
風
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
装
飾
・
美
術
と
し
て
の
構
図
で
あ
り
、
美
を
求
め
る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
樹
下
人
物
・
動
物
図
も
そ
の
源
流
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
そ
れ
は
生

命
の
樹
に
突
き
当
た
る
こ
と
に
な
る
。 

④
樹
木
崇
拝
と
樹
下
人
物
図
の
意
味 

な
ぜ
か
樹
下
人
物
と
い
う
構
図
に
は
、
樹
下
に
人
物
が
立
っ
た
り
坐
っ
た
り
し
て
い
る
も

の
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
の
一
つ
と
し
て
は
、
樹
木
が
生
命
の
象
徴
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
樹
木
が
大
自
然
の
重
要
な
組
成
部
分
と
言
わ
れ
る
。 

そ
の
植
物
文
様
を
飾
っ
た
原
義
と
い
う
も
の
は
、
美
術
的
装
飾
的
に
な
り
、
失
わ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。 

樹
下
美
人
図
の
成
因
に
つ
い
て
は
、
樹
木
崇
拝
と
生
殖
・
豊
饒
多
産
を
祈
る
女
性
崇
拝
と

が
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

古
代
ペ
ル
シ
ア
文
化
の
お
よ
ん
だ
地
域
に
、
ペ
ル
シ
ア
の
豊
饒
の
女
神
で
あ
り
、
水
の
女

神
で
あ
る
ア
ナ
ー
ヒ
タ
ー
が
、
葡
萄
の
木
の
下
に
立
つ
造
型
が
多
く
、
そ
こ
に
樹
下
美
人
図

と
い
う
一
つ
の
形
が
存
在
し
て
い
た
。 

原
始
古
代
の
造
型
が
、
呪
術
か
ら
発
生
し
、
人
類
の
願
望
・
祈
り
が
そ
こ
に
描
か
れ
た
と

な
れ
ば
、
水
を
司
る
神
が
描
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
水
の
姿
を
描
き
、
そ
こ
に
樹
木
を
描
く

の
は
オ
ア
シ
ス
の
表
現
で
あ
り
、
豊
か
な
水
と
、
葡
萄
と
か
ナ
ツ
メ
椰
子
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
土
地
の
人
々
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
、有
用
で
も
あ
る
聖
な
る
植
物
を
描
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
生
命
を
維
持
し
て
く
れ
る
植
物
で
あ
り
、
生
命
の
木
と
い
っ
て
も
い
い
。
ま
た
、
そ

の
樹
木
を
守
る
た
め
に
力
あ
る
動
物
を
配
す
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
樹
下
人
物
・
樹
下
動

物
図
な
ど
も
同
じ
根
元
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。 

一
方
、
樹
木
を
崇
拝
し
、
豊
か
な
稔
り
を
願
う
と
と
も
に
聖
な
る
も
の
と
し
て
仰
ぐ
信
仰

に
附
随
し
て
、
女
性
の
生
命
を
生
む
、
生
命
・
生
殖
・
多
産
・
豊
饒
を
祈
る
信
仰
か
ら
、
さ

き
に
し
る
し
た
よ
う
な
大
地
母
神
、
大
母
神
信
仰
が
、
こ
の
樹
木
に
合
わ
さ
る
と
、
そ
こ
に

樹
下
美
人
図
と
い
う
図
柄
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
樹
下
美
人
図
と
い
う
の
は
、
そ
う

し
た
樹
木
崇
拝
と
女
性
崇
拝
の
信
仰
の
合
成
し
て
出
現
し
た
図
柄
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 



 - 74 -

ま
た
ア
ジ
ア
で
古
い
文
化
を
誇
る
イ
ン
ド
に
も
こ
の
図
柄
の
彫
刻
・
絵
画
が
あ
る
。
一
つ

は
ヤ
ク
シ
ー
女
神
像
で
、
マ
ン
ゴ
ー
樹
な
ど
の
下
に
全
裸
の
姿
で
立
つ
彫
刻
が
多
い
。
イ
ン

ド
の
も
う
一
つ
の
樹
下
美
人
図
は
、
無
優
樹
下
で
釈
迦
を
生
む
ん
だ
と
い
う
仏
伝
図
に
え
が

か
れ
る
図
で
あ
る
。
こ
れ
も
樹
下
で
生
命
を
生
む
と
い
う
古
い
図
柄
の
一
連
と
考
え
ら
れ
る

が
、
仏
教
が
ひ
ろ
く
、
東
ア
ジ
ア
全
般
に
の
び
て
い
く
に
従
っ
て
、
こ
の
図
も
ひ
ろ
く
描
か

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
樹
下
美
人
図
と
い
う
図
柄
は
、
ア
ジ
ア
の
各
地
に
わ
た
っ

て
、
ひ
ろ
く
分
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
源
流
は
、
遠
く
は
る
か
な
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
地
に

発
し
た
母
神
信
仰
と
樹
木
崇
拝
に
深
い
関
連
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
樹
下
動
物
図
や
樹
下
人
物
図
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
図
柄
が
何
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
流
行
し
た
の
か
、
そ
の
意
義
は
な
ん
で
あ
る
か
、
ま
た
の

ち
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

樹
下
人
物
図
を
ア
ジ
ア
全
域
に
展
望
し
て
み
て
、
そ
の
も
っ
と
も
美
し
く
す
ぐ
れ
た
も
の

は
、
中
国
唐
代
の
墳
墓
壁
画
屏
風
と
正
倉
院
の
鳥
毛
立
女
屏
風
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
呪
術

的
な
母
神
信
仰
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
全
く
完
全
な
美
術
品
と
な
っ
て
い
る
。 

墓
の
壁
画
に
は
、
当
時
の
人
々
の
も
っ
た
死
後
の
世
界
観
が
見
ら
れ
る
し
、
宇
宙
観
、
歴

史
観
も
示
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
墓
と
い
う
死
の
家
、
神
と
い
う
超
自
然
力
を

も
つ
者
の
家
に
飾
ら
れ
描
か
れ
る
壁
画
の
主
題
に
、
お
の
ず
か
ら
な
別
も
存
在
す
る
が
、
ま

た
、
死
を
司
る
力
も
、
死
後
の
世
界
も
神
々
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
古
代
の
人
々
に
と
っ

て
、
そ
こ
に
共
通
の
要
素
の
存
在
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
墓
葬
壁
画
や
寺
院
壁
画
な
ど

に
は
、樹
木
を
え
が
か
れ
、あ
る
い
は
人
物
の
周
囲
に
聖
な
る
生
命
の
樹
が
配
さ
れ
て
い
て
、

生
命
の
シ
ン
ボ
ル
を
与
え
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、こ
れ
ら
の
樹
下
人
物
図
屏
風
に
付
与
さ
れ
て
い
る
樹
下
美
人
図
と
い
う
図
柄
は
、

ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
り
、
女
性
造
型
の
な
か
で
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。 

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
樹
下
人
物
図
と
い
う
図
柄
の
発
生
は
、
遠
く
太
古

に
あ
っ
て
、
人
類
の
も
っ
た
生
命
崇
拝
、
生
殖
崇
拝
、
樹
木
崇
拝
と
い
っ
た
願
望
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
、
呪
術
的
な
図
柄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
３
）
鑑
戒
人
物
図
屏
風 

唐
代
の
鑑
戒
人
物
図
壁
画
屏
風
は
発
見
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
、
一
九
七
二
年
に
発
掘
し

た
新
彊
ア
ス
タ
ー
ナTA

M
216

は
唐
代
に
作
ら
れ
た
役
人
の
夫
婦
合
葬
墓
で
あ
る
。そ
の
墓

室
の
奥
壁
に
６
曲
の
鑑
戒
人
物
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅴ-18)

。
そ
の
う
ち
、
中
央
の

４
曲
は
各
に
端
座
の
人
物
図
を
描
き
、
人
物
の
側
に
「
玉
人
」・「
金
人
」・「
石
人
」
等
の
題

記
を
書
い
て
お
り
、
両
側
に
各
１
曲
に
欹
器
、
草
、
絲
束
、
撲
満
な
ど
が
現
れ
て
い
る
器
物

図
を
描
い
て
い
る
①

。
こ
の
き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
屏
風
画
は
、
子
孫
に
儒
教
の
教
え
を
説

い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
墓
室
棺
床
の
と
こ
ろ
の
壁
面
に
屏
風
画
を
描
か
れ
て
い
る

こ
と
が
、
現
実
居
室
の
風
景
の
模
倣
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
西
安
を
中
心
と
し
て

墓
室
壁
画
屏
風
の
伝
統
的
な
作
法
が
こ
の
地
方
に
波
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。 

 

（
４
）
花
鳥
図
屏
風 

 

現
在
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
十
点
余
り
の
唐
壁
画
墓
の
花
鳥
図
屏
風
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

年
代
か
ら
整
理
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 

ア
．
李
徽
墓
（
聖
嗣
元
年 

六
八
四
） 

 

イ
．
元
師
奨
墓
（
垂
拱
二
年 

六
八
六
） 

 

ウ
．
新
彊TA
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エ
．
唐
安
公
主
墓
（
興
元
元
年 

七
八
四
） 

 

オ
．
陝
棉
十
廠
唐
墓M

7 
 

カ
．
趙
逸
公
墓
（
大
和
三
年 

八
二
九
） 

キ
．
梁
元
翰
墓
（
会
昌
四
年 

八
四
四
） 

 

ク
．
高
克
従
墓
（
大
中
二
年 

八
四
八
） 

 

ケ
．
王
公
叔
墓
（
開
成
三
年 

八
四
六
） 

 

コ
．
楊
玄
略
墓
（
咸
通
五
年 

八
六
四
） 

 

サ
．
新
彊69TA

M
50

唐
墓 

唐
代
に
は
、
花
鳥
画
家
が
多
い
。
初
唐
に
は
瑞
鶴
を
屏
風
に
描
い
て
知
ら
れ
る
薛
稷
（
六

四
九~

七
一
三
）、
牡
丹
を
描
い
て
右
に
で
る
も
の
が
い
な
い
晩
唐
の
辺
鸞
な
ど
が
い
る
。
屏

風
壁
画
に
お
け
る
花
鳥
画
は
人
物
画
に
遅
れ
て
流
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

西
安
東
郊
王
家
墳
で
発
見
し
た
興
元
元
年
（
七
八
四
）
の
唐
安
公
主
墓
で
あ
り
、
墓
室
西

壁
に
全
幅
に
花
鳥
図
が
描
か
れ
②

、
発
表
し
た
写
真
よ
り
、
上
部
に
は
紅
線
の
枠
が
見
ら
れ
、

竪
式
の
大
型
屏
風
と
考
え
て
よ
い
。
一
九
九
六
年
に
発
掘
し
た
盛
唐
～
晩
唐
と
制
作
年
代
に

幅
の
あ
る
西
安
西
郊
陜
棉
十
廠
Ｍ
７
墓
室
の
西
壁
に
五
扇
花
草
連
屏( F

ig.

Ⅴ-21)

が
描
か
れ

て
お
り
、
東
壁
の
内
容
と
形
式
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
中
央
に
長
さ165.0cm

、
高
さ

115.0cm
の
舞
楽
図
が
表
れ
、
両
側
に
竪
長
の
花
草
屏
風
図
が
あ
り
、
そ
の
間
及
び
上
下
に

                                        

         

 

①

宿
白
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
12
墓
室
壁
画
、
図
版
一
三
三
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。 

②
陳
安
利
、
馬
咏
鐘
「
西
安
王
家
墳
唐
代
唐
安
公
主
墓
」『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
九
期
。
一
六
～
二
七
頁
。  
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は
紅
褐
線
で
区
分
さ
れ
、
三
枚
は
左
右
連
接
し
て
い
る
①

。
こ
う
い
う
構
図
は
楽
園
の
表
象

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
②

。
実
際
は
こ
れ
が
典
型
的
な
屏
風
図
で
あ
り
、
中
央
の
横
幅

屏
風
が
主
体
と
し
て
、
両
側
に
対
称
で
竪
立
小
幅
屏
風
図
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
全
体
的
に

見
れ
ば
「
⊓
」
字
形
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
と
五
代
王
斉
翰
の
「
勘
書
図
巻
」（
別
名
挑
耳
図
）

に
記
録
さ
れ
て
い
る
屏
風
図
と
同
様
で
、
屏
風
の
形
式
、
構
造
及
び
配
置
を
は
っ
き
り
見
る

こ
と
が
で
き
、
つ
ま
り
三
扇
の
屏
風
は
蝶
で
連
接
し
、
折
り
曲
げ
て｢⊓｣

字
形
に
な
り
、
下
部

の
両
端
に
基
座
を
設
け
て
い
る
。本
来
、中
央
の
屏
風
の
下
に
二
つ
の
基
座
が
あ
る
は
ず
が
、

人
物
と
机
の
位
置
関
係
の
原
因
で
表
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
③

。
長
安
県
郭
杜
鎮

で
発
見
し
た
会
昌
四
年
（
八
四
四
）
の
行
内
侍
省
奚
管
局
令
梁
元
翰
墓
で
あ
り
、
墓
室
西
壁

に
六
扇
云
鶴
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
④

。
西
安
東
郊803

工
事
で
発
見
し
た
大
中
元
年
（
八

四
七
）
の
義
昌
軍
督
軍
使
高
克
从
墓
で
あ
り
、
墓
室
の
西
壁
に
本
来
六
扇
屏
風
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
内
１
扇
は
保
存
状
態
が
よ
く
、
画
面
に
は
双
鳩
対
鳴
図
が
表
現
さ
れ
て
い
る
⑤

。

西
安
西
郊
棗
園
で
発
見
し
た
咸
通
五
年
（
八
六
四
）
の
銀
青
光
禄
大
夫
揚
玄
略
墓
で
あ
り
、

墓
室
の
西
壁
に
六
扇
云
鶴
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑥

。 

北
方
で
発
見
さ
れ
た
唐
墓
の
花
鳥
図
壁
画
屏
風
に
つ
い
て
は
、
北
京
海
淀
区
八
里
荘
に
あ

る
開
成
三
年
（
八
三
八
）
の
王
公
淑
の
夫
人
呉
氏
の
墓
室
北
壁
に
描
か
れ
て
い
る
大
型
の
独

幅
牡
丹
図
屏
風( F

ig.

Ⅴ-22)

が
も
っ
と
も
華
麗
な
作
品
で
あ
る
⑦

。
画
面
の
広
さ
は
縦

290.0cm

、
横165.0cm

で
あ
る
。
こ
の
全
景
式
花
鳥
図
障
壁
画
は
、
画
面
の
中
央
に
は
１

本
の
大
き
な
九
つ
の
満
開
の
牡
丹
が
描
か
れ
、
２
匹
の
彩
蝶
は
花
間
に
自
由
自
在
に
飛
舞
し

て
お
り
、両
側
に
は
秋
葵
と
百
合
を
描
い
て
、さ
ら
に
形
態
の
異
な
る
２
羽
の
蘆
雁
が
遊
ぶ
。

ま
た
こ
の
牡
丹
と
雁
を
描
い
た
花
鳥
図
に
よ
っ
て
画
家
辺
鸞
の
牡
丹
図
も
う
か
が
い
知
る
こ

                                        

         

 

①
陜
西
省
考
古
研
究
所
『
陜
西
新
出
土
唐
墓
壁
画
』、
重
慶
美
術
出
版
社
一
九
九
八
年
；
陝
西
省
考
古
研
究
所

「
西
安
西
郊
陝
棉
十
廠
唐
壁
画
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
二
年
第
一
期
。「
陝
棉
十
厰
的
唐
墓
」

『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
七
年
第
四
期
。 

②
前
掲
『
陝
西
新
出
土
唐
墓
壁
画
』
と
百
橋
明
穂
・
中
野
徹
編
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
４
隋
唐
』
を
参

照
す
る
。  

③
前
掲
張
建
林
氏
の
論
文
を
参
照
す
る
。  

④
前
掲
宿
白
氏
、
王
仁
波
氏
論
文
。 

⑤
賀
梓
誠
「
唐
墓
壁
画
」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
八
期
。
孫
秉
根
「
西
安
隋
唐
墓
的
形
制
」『
中
国
考
古
学

研
究
―
夏
鼐
先
生
考
古
五
十
年
記
念
論
文
集
』（
二
）
科
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。  

⑥

前
掲
宿
白
氏
、
王
仁
波
氏
論
文
。  

⑦

北
京
市
海
淀
区
文
物
管
理
所
「
北
京
市
海
淀
区
八
里
荘
唐
墓
」『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
十
一
期
。 

と
が
で
き
る
。
時
代
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
墓
の
壁
画
に
も
、
深
い
意
味
の
あ
る
も
の
よ
り
、
華

や
か
な
装
飾
性
に
満
ち
た
、
吉
祥
的
な
花
鳥
画
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作

品
は
唐
晩
期
に
お
け
る
花
鳥
図
の
高
度
な
絵
画
水
準
を
よ
く
示
唆
し
て
い
て
、
五
代
、
宋
元

以
降
に
盛
ん
に
な
る
花
鳥
画
の
先
例
と
し
て
、
貴
重
な
作
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
⑧

。
伝
五
代
・

徐
熙
「
玉
堂
富
貴
図
軸
」
は
、
画
面
の
満
開
し
て
い
る
牡
丹
と
蘆
雁
と
の
姿
⑨

が
前
述
し
た

古
墳
壁
画
花
鳥
図
と
よ
く
似
て
い
る
か
ら
、
そ
の
歴
史
上
の
継
承
様
式
は
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。 

中
国
に
お
け
る
は
る
か
西
北
地
方
の
唐
墓
に
も
屏
風
壁
画
式
の
花
鳥
図
を
描
い
た
作
例
が

あ
り
、
当
時
の
花
鳥
画
の
流
行
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
九
七
二
年
に
発
掘
し
た
新
彊
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
ト
ル
フ
ァ
ン
·
ア
ス
タ
ー
ナ
第217

号
墓
の
墓
室
奥
壁
に
六
扇
列
屏
花
鳥
図( F

ig.

Ⅴ-23)

は
各
扇
に
紅
色
枠
で
六
曲
の
孔
雀
、
鴛
鴦
、
鵝
、
雉
、
鴨
な
ど
の
禽
鳥
と
百
合
、
蘭
花

な
ど
花
木
山
石
が
描
か
れ
て
い
る
⑩

。
こ
の
花
鳥
図
屏
風
（
八~

九
世
紀
）
は
構
図
が
生
動
し
、

色
彩
が
鮮
麗
し
、
鑑
賞
性
が
き
わ
め
て
高
く
な
る
。
一
九
六
九
年
に
、
新
彊69TA

M
50

唐

墓
か
ら
出
土
し
た
紙
本
着
色
の
三
曲
の
花
鳥
図
屏
風
は
、、
技
法
上
は
、
墨
筆
で
、
花
卉
と
飛

禽
と
の
輪
郭
線
を
画
い
て
、
色
彩
を
塗
っ
て
い
る
。
画
面
の
着
色
上
は
、
暈
か
し
の
効
果
を

よ
く
示
さ
せ
て
い
る
。
唐
墓
の
中
心
地
方
の
西
安
周
辺
に
お
け
る
壁
画
墓
の
第
五
期
に
か
け

て
、
壁
画
の
内
容
は
人
間
生
活
の
写
実
性
に
近
く
移
行
さ
れ
な
が
ら
、
流
行
し
て
い
る
多
曲

屏
風
式
の
題
材
も
人
物
画
か
ら
、
花
鳥
図
を
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
墓
と
他
の
二
基
の

墓
葬
は
す
べ
て
墓
誌
が
出
土
し
な
か
っ
た
の
で
、
墓
主
の
身
元
と
年
代
は
不
詳
で
、
発
掘
担

当
者
は
墓
葬
の
形
式
、
出
土
遺
物
と
壁
画
の
風
格
か
ら
年
代
が
盛
唐
時
期
に
推
理
し
た
。
ま

た
、
興
元
元
年
（
七
八
四
）
唐
安
公
主
墓
の
墓
室
西
壁
に
広
く
画
面
に
花
鳥
図
が
描
か
れ
て

い
る
⑪

。 

唐
墓
の
花
鳥
図
屏
風
は
会
昌
、
大
中
、
咸
通
年
間
に
も
っ
と
も
流
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に

多
く
の
画
面
に
六
曲
の
雲
鶴
図
屏
風
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
会
昌
四
年
（
八
四

                                        

         

 

⑧

羅
世
平
「
観
王
公
淑
墓
壁
画
『
牡
丹
芦
雁
図
』
小
記
」『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
八
期
；
鄭
岩
、
李
清
泉
「
看

時
人
歩
渋
、
展
処
蝶
争
来
―
談
新
発
見
的
北
京
八
里
荘
唐
墓
花
鳥
壁
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
四
巻
二
期
一

九
九
六
年
。  

⑨

絹
本
着
色
、
縦112.5cm

、
横38.3cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
宋

代
巻
（
上
）
図
版
一
四
八
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。  

⑩

宿
白
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
12
墓
室
壁
画
、
図
版
一
三
三
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。  

⑪

『
文
博
』
一
九
八
四
年
第
二
期
；『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
九
期
。  
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四
）
の
梁
元
翰
墓
と
咸
通
五
年
（
八
六
四
）
の
楊
玄
略
墓
と
の
墓
室
西
壁
に
六
曲
の
雲
鶴
図

屏
風
が
描
か
れ
て
い
て
、
各
扇
に
鶴
一
羽
を
配
し
て
い
る
。
し
か
し
『
歴
代
名
画
記
』
に
よ

れ
ば
、
屏
風
に
鶴
を
描
く
（「
屏
風
六
扇
鶴
様
」
と
い
う
画
題
）
こ
と
が
流
行
し
た
の
は
ち
ょ

う
ど
こ
の
こ
ろ
の
薛
稷
（
六
四
九
～
七
一
三
）
が
初
め
て
創
始
し
た
と
い
う
。
晩
唐
の
張
彦

遠
の
時
代
に
「
屏
風
六
扇
鶴
様
」
ま
た
流
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
黄
休
復
『
益
州

名
画
録
』
巻
上
に
欧
陽
炯
『
蜀
八
卦
殿
壁
画
奇
異
記
』
を
引
用
し
、
黄
筌
の
六
鶴
殿
の
画
蹟

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
代
に
も
鶴
画
が
続
い
て
流
行
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。『
図
画
見
聞
誌
』
巻
五
に
「
煕
寧
初
（
一
〇
六
八
）、
命
（
崔
）
白
与
艾
宣
、
丁

貺
、
葛
守
昌
画
垂
拱
殿
御
扆
、
鶴
竹
各
一
扇
」
と
あ
る
か
ら
、
鶴
様
屏
風
が
十
一
世
紀
の
中

期
ま
で
も
、
流
行
し
て
い
る
。
薛
稷
「
六
鶴
図
屏
風
」
を
復
元
考
察
す
る
上
で
、
こ
の
二
屏

風
は
正
倉
院
南
倉
宝
物
「
草
木
鶴
図
漆
櫃
」
と
共
に
重
要
な
作
例
で
あ
ろ
う
①

。 

節
愍
太
子
墓
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
屏
風
に
描
く
花
鳥
図
を
時
宜
を
得
て
的
確

に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
降
、
こ
う
い
う
雲
鶴
図
屏
風
の
画
題
が
強
く
盛
行
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
文
人
仕
官
の
鶴
を
賞
め
る
風
習
に
密
接
な
関
係
を

繋
ぐ
て
い
る
。
も
う
一
つ
理
由
を
考
え
る
と
、
人
々
は
当
時
の
道
教
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
晩
唐
・
李
復
言
『
続
玄
怪
録
』
に
道
教
の
裴
諶
の
広
陵
幻
化
に
あ

る
宅
第
に
「
中
堂
（
中
略
）
屏
帳
皆
画
雲
鶴
」（『
太
平
広
記
』
巻
一
七
引
用
）
と
あ
る
か
ら

見
る
と
、
晩
唐
に
、
雲
鶴
屏
風
の
流
行
が
道
教
と
の
関
係
が
あ
る
と
い
う
推
測
が
あ
っ
た
②

。 
 

唐
時
代
の
中
晩
期
か
ら
流
行
し
た
花
鳥
図
の
絵
画
題
材
と
技
法
と
の
発
展
は
以
降
の
五
代
、

宋
元
時
代
の
同
類
絵
画
に
堅
実
な
基
礎
を
営
ん
だ
。こ
う
い
う
よ
う
に
五
代
の
画
家
黄
筌
は
、

花
鳥
画
の
新
し
い
レ
ベ
ル
に
あ
げ
っ
て
、「
黄
家
富
貴
」
と
い
う
画
風
に
な
る
こ
と
が
驚
き
が

あ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
う
し
た
表
現
は
唐
墓
の
み
な
ら
ず
遼
墓
壁
画
に
も
継
承
さ
れ
て
い

る
。
五
代
（
十
世
紀
）
の
南
唐
・
徐
熙
「
玉
堂
富
貴
図
軸
」
③

や
、
五
代
の
王
処
直
墓
④

と
法

                                        

         

 

①

金
維
諾
「
早
期
花
鳥
画
的
発
展
」『
美
術
研
究
』
一
九
八
三
年
第
一
期
；
小
川
裕
充
「
薛
稷
六
鶴
図
屏
風
考

ー
正
倉
院
南
倉
宝
物
漆
櫃
に
描
か
れ
た
草
木
鶴
図
に
つ
い
て
」（
東
京
大
学
）
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
１
１
７ 

一
九
九
二
年
。  

②

前
掲
宿
白
氏
の
論
文
第
一
四
八
頁
を
参
照
す
る
。 

③

絹
本
着
色
、
縦112.5cm

、
横38.3cm

、『
石
渠
宝
笈
初
編
』
御
書
房
著
録
。
台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院

編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
一
）（
一
九
九
〇
）
参
照
。  

④

河
北
省
文
物
研
究
所 

保
定
市
文
物
管
理
処
編
『
五
代
王
処
直
墓
』 

文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。 

庫
葉
茂
台
の
遼
代
墓
⑤

と
河
北
省
宣
化
遼
墓
⑥

か
ら
出
土
さ
れ
た
花
鳥
図( F

ig.

Ⅴ-24)

は
、
い
ず

れ
も
中
晩
唐
代
の
花
鳥
図
の
継
承
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
北
宋
後
期
に
あ
た
る
時
期
の
作
例

で
は
あ
る
も
の
の
、
庫
倫
旗
一
号
遼
墓
（
遼
・
大
康
六
年
（
一
〇
八
〇
）
頃
）「
仙
鶴
図
壁
画
」

（
漆
喰
墨
画
着
色
）
は
、
初
唐
の
薛
稷
が
創
始
し
た
「
六
鶴
図
屏
風
」
の
鶴
の
型
を
、
長
安

か
ら
戦
乱
を
避
け
て
入
蜀
し
た
師
の
刁
光
胤
を
介
し
て
、
継
承
・
改
変
し
た
黄
筌
後
蜀
六
鶴

殿
「
六
鶴
図
壁
画
」
の
う
ち
、
第
一
の
「
唳
天
」、
第
二
の
「
警
露
」、
第
三
の
「
啄
苔
」
の

型
を
用
い
る
現
存

古
の
作
例
と
し
て
、
唐
朝
花
鳥
画
の
正
統
に
連
な
る
と
と
も
に
、
竹
林

や
蓮
池
を
配
し
て
、
山
水
画
的
構
成
を
導
入
す
る
黄
氏
体
の
実
態
を
今
日
に
伝
え
る
、
貴
重

な
壁
画
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
北
宋
（
十
世
紀
）・
黄
居
寀
「
山
鷓
棘
雀
図
」
軸
（
絹
本
著
色
、
縦97.0cm

、
横

53.6cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
も
あ
る
⑦

。
黄
居
寀
（933

‐993

年
以
降
）、
四
川
成

都
の
人
。
字
は
伯
鸞
、
五
代
の
花
鳥
画
の
名
手
、
黄
筌
の
子
、
父
の
双
鉤
填
彩
（
輪
郭
線
の

内
側
を
彩
色
す
る
画
法
）
の
風
格
を
継
承
し
た
。
黄
筌
父
子
の
画
は
、
宋
代
初
期
の
図
画
院

で
は
画
芸
の
優
劣
を
比
較
す
る
基
準
と
な
っ
た
。
画
面
中
程
の
景
物
は
、
動
と
静
が
見
事
に

組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
山
鷓
が
石
の
上
に
飛
び
上
が
り
、
首
を
伸
ば
し
て
せ
せ
ら
ぎ
の
水

を
飲
も
う
と
し
て
い
る
様
子
は
実
に
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
雀
が
舞
い
、
さ
え
ず
り
、
下

方
を
見
下
ろ
し
て
い
る
様
子
は
「
動
」
で
あ
り
、
細
い
竹
や
鳳
尾
蕨
、
近
景
に
生
い
茂
る
二

株
の
野
草
、
左
向
き
だ
っ
た
り
右
向
き
だ
っ
た
り
と
、
無
風
の
状
態
に
見
ら
れ
る
伸
び
や
か

な
姿
態
が
表
現
さ
れ
、
の
ん
び
り
と
静
か
な
様
子
で
あ
る
。
下
方
の
大
き
な
岩
石
の
上
に
い

る
山
鷓
の
嘴
か
ら
尾
羽
が
、
画
面
の
ほ
ぼ
全
体
を
横
に
貫
い
て
い
る
。
背
景
は
巨
石
と
斜
面

で
、
雀
、
荊
棘
、
蕨
竹
な
ど
が
画
面
全
体
に
う
ま
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。
画
の
中
心
は
中
央

に
あ
り
、
北
宋
山
水
画
中
軸
線
の
構
図
法
に
近
い
。
ま
た
、
図
案
の
よ
う
な
構
図
が
装
飾
的

な
効
果
を
生
み
出
し
て
お
り
、
唐
代
花
鳥
画
の
古
拙
か
つ
華
美
な
遺
風
を
、
意
図
的
に
表
現

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る( F

ig.

Ⅴ-25)

。 
 

ま
た
、
上
述
し
た
花
鳥
図
屏
風
画
か
ら
見
る
と
、
工
筆
重
彩
と
左
右
対
称
が
、
こ
の
時
期

の
二
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。 

                                        

         

 

⑤

西
上
実
「
北
宋
花
鳥
画
の
展
開
―
崔
白
の
変
格
に
つ
い
て
」
京
都
国
立
博
物
館
編
『
花
鳥
』
小
学
館
、
一
九

八
四
年
；
楊
仁
愷
『
葉
茂
台
第
七
号
遼
墓
出
土
古
画
考
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。  

⑥

『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
二
期
参
照
。  

⑦

小
川
裕
充
・
弓
場
紀
知
編
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
五 

五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
』
図
版
五
五
、
小
学

館
、
一
九
九
八
年
。 
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中
晩
唐
時
代
に
お
け
る
屏
風
花
鳥
図
と
王
処
直
墓
の
屏
風
花
鳥
図
と
比
較
す
る
と
、
以
下

の
共
通
点
の
通
り
で
あ
る
。 

 

第
一
に
、
画
面
中
の
花
木
鳥
蝶
の
配
置
は
、
左
右
対
称
の
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、

花
卉
竹
木
は
、
全
体
的
な
展
示
で
、
折
枝
花
の
描
写
が
見
え
な
か
っ
た
。
第
三
に
、
花
鳥
図

の
形
体
を
勾
勒
す
る
こ
と
が
、
用
筆
上
、
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
る
。
第
四
に
、
着
色
上
は
、

明
快
に
暈
か
し
も
兼
ね
て
い
る
。
第
五
に
、
画
面
中
、
花
卉
と
花
鳥
の
総
体
的
な
構
図
は
、

図
案
化
に
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
花
鳥
は
写
実
的
な
手
法
を
応
用
し
て
い
る
。
言
い
換

え
で
も
、
中
晩
唐
時
期
と
五
代
に
お
け
る
墓
葬
花
鳥
図
屏
風
壁
画
の
総
体
的
な
特
徴
は
、
図

案
化
と
擬
物
化
の
写
実
性
を
共
有
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
王
処
直
墓
の
花
鳥
図
屏

風
に
は
、
花
卉
の
枝
葉
の
表
現
技
法
は
、
輪
郭
線
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
黄
筌
の
「
没
骨

法
」
と
い
う
絵
画
技
法
の
前
兆
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
王
処
直
墓
の
花
鳥
図
屏
風
に
は
、

花
鳥
の
遊
動
の
様
子
と
表
現
技
法
か
ら
み
る
と
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
花
鳥
画
は
中
晩
唐
の

花
鳥
画
よ
り
、
大
体
成
熟
し
た
段
階
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。 

（
５
）
山
水
図
屏
風 

現
在
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
一
点
の
唐
墓
壁
画
の
山
水
図
屏
風
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
下
記

を
説
明
し
て
い
る
。 

そ
の
唐
墓
壁
画
の
山
水
図
屏
風
は
、
一
九
九
四
年
に
陝
西
省
富
平
県
呂
村
朱
家
道
村
の
唐

墓
か
ら
出
土
さ
れ
た
の
も
の
で
あ
る
①

。
墓
室
の
四
壁
に
形
式
・
題
材
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

屏
風
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
墓
室
の
西
壁
に

も
精
彩
な
六
扇
水
墨
淡
彩
山
水
屏
風
が
描
か

れ
て
お
り
、
各
扇
に
は
そ
れ
ぞ
れ
入
り
組
ん
だ
山
容
、
画
面
上
方
に
は
立
ち
上
る
雲
煙
が
描

か
れ
て
お
り
、
神
仙
山
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
近
景
の
山
石
に
青
緑
を
用
い
遠
景
に

は
淡
墨
を
中
心
に
描
く
と
い
っ
た
遠
近
表
現
を
採
り
、
施
さ
れ
た
墨
皴
は
輪
郭
線
と
並
行
し

て
垂
下
さ
せ
披
麻
皴
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る( F

ig.

Ⅴ-26)

。
呉
道
之
の
蘭
葉
描
と
い
う
技

法
が
見
ら
れ
る
。
八
世
紀
に
李
思
訓
・
昭
道
に
よ
っ
て
唐
時
代
山
水
画
の
古
典
様
式
が
完
成

し
、［
山
水
の
変
」
と
い
う
飛
躍
期
を
経
由
し
て
、
水
墨
山
水
画
が
急
速
な
進
展
を
遂
げ
て
い

く
。
盛
唐
の
山
水
画
の
様
相
は
、
例
え
ば
、
敦
煌
莫
高
窟
第
一
七
二
窟
東
壁
の
文
殊
変
相
な

ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
段
階
遠
近
表
現
の
格
段
の
進
歩
が
窺
え
る
。
又
、
葉
茂
台
第
七

                                        

         

 

①

井
増
利
、
王
小
蒙
「
富
平
県
新
発
現
的
唐
墓
壁
画
」『
考
古
与
文
物
』、
一
九
九
七
年
第
四
期
、
八
～
一
一
頁
、

口
絵
三
。
こ
の
描
き
起
し
図
が
張
建
林
氏
の
作
成
の
も
の
で
あ
る
。
小
川
裕
充
・
弓
場
紀
知
編
『
世
界
美
術

大
全
集
東
洋
編
五 

五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
』
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。
徐
涛
「
呂
村
唐
墓
壁
画
与
水
墨

山
水
的
起
源
」『
文
博
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
。  

号
遼
墓
出
土
の
「
深
山
会
棋
図
」（
遼
寧
省
博
物
館
蔵
）( F

ig.

Ⅴ-27)

は
、
華
北
系
山
水
画
に

お
け
る
五
代
・
荊
浩
の
達
成
を
想
像
す
る
上
で
重
要
な
作
品
と
さ
れ
る
②

。
こ
の
屏
風
は
、

山
水
表
現
に
お
け
る
構
図
か
ら
皴
法
な
ど
細
部
に
至
る
ま
で
古
様
な
も
の
と
新
し
い
も
の
が

混
淆
し
て
お
り
、
六
扇
の
中
に
は
（
伝
）
五
代
・
関
同
「
秋
山
晩
翠
図
」（
台
北
故
宮
博
物
院
）、

北
宋
・
范
寛
「
谿
山
行
旅
図
」（
台
北
故
宮
博
物
院
）
に
ま
で
継
承
さ
れ
る
よ
う
な
高
遠
の
表

現
、（
伝
）
五
代
・
董
源
「
渓
岸
図
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
に
も
認
め
ら
れ
る
平
遠

の
表
現
を
採
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
③

。
そ
の
意
味
で
唐
・
宋
山
水
画
、
両
者
の
間
を
繋

ぐ
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

屏
風
の
南
側
に
二
侍
者
が
撲
頭
を
戴
き
、
衿
袍
衫
を
着
て
、
烏
靴
を
は
い
て
水
の
入
っ
た

筆
洗
を
持
っ
て
い
る
。
北
壁
に
大
小
不
等
の
立
屏
に
は
東
側
に
双
鶴
図
、
西
側
に
昆
崙
奴
が

牛
を
引
い
て
い
る
様
子
を
表
わ
し
、両
屏
風
の
間
に
侍
女
が
立
ち
、筆
を
持
つ
前
視
で
あ
り
、

こ
れ
と
西
壁
南
側
の
二
侍
者
を
対
応
さ
せ
、画
家
を
待
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
見
ら
れ
る
。

南
壁
西
側
に
絨
毯
の
上
に
座
る
獅
子
が
描
か
れ
、
周
辺
に
框
縁
が
描
か
れ
た
の
で
、
立
屏
が

見
ら
れ
る
。
東
壁
に
舞
楽
図
一
組
を
残
す
、
周
辺
に
框
縁
が
描
か
れ
た
よ
う
で
、
大
幅
の
舞

楽
図
立
屏
と
思
う
。
こ
の
古
墳
に
描
か
れ
た
独
幅
立
屏
風
壁
画
は
以
前
の
唐
墓
壁
画
の
中
で

発
見
さ
れ
て
い
な
い
、
或
い
は
分
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
独
幅
立
屏
は
唐
代
に
或

い
は
以
後
の
屏
風
の
主
流
の
一
つ
で
あ
り
、
五
代
周
文
矩
の
『
重
屏
会
棋
図
』、
顧
稟
中
の
『
韓

煕
載
夜
宴
図
』
等
か
ら
こ
の
よ
う
な
屏
風
が
見
ら
れ
る
。 

五
代
・
宋
時
代
以
降
、画
壇
を
主
導
す
る
ジ
ャ
ン
ル
と
な
る
山
水
画
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

独
立
し
た
画
面
と
し
て
登
場
す
る
先
行
例
と
し
て
は
、
簡
素
な
表
現
で
あ
る
が
北
斉
の
□
道

貴
墓（
五
六
一
年
頃
）の
墓
主
の
後
方
に
あ
る
山
巒
流
雲
図
九
扇
屏
風
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
山
東
省
嘉
祥
県
英
山
一
号
隋
墓
墓
室
北
壁
の
墓
主
夫
妻
の
後
方
に
あ
る
山
水
図
六
扇

屏
風
が
続
く
。
そ
れ
に
続
く
の
が
、
一
九
九
四
年
に
発
掘
さ
れ
た
献
陵
陪
葬
墓
区
、
富
平
県

呂
村
郷
唐
墓
の
山
水
図
六
扇
屏
風
で
あ
る
。 

山
水
画
は
中
国
の
絵
画
史
の
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
同
時
に
東

方
絵
画
の
中
に
あ
っ
て
特
色
に
富
む
芸
術
と
な
り
、
そ
の
発
展
過
程
で
は
豊
か
な
画
学
理
論

                                        

         

 

②

前
掲
楊
仁
愷
氏
の
論
著
；
小
川
裕
充
「
唐
宗
山
水
画
史
に
お
け
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
上
）（
中
）（
下
）

『
国
華
』1034

、1035

、1036

．
一
九
八
〇
年
；
陳
伝
席
「
慶
陵
遼
画
及
遼
国
両
種
形
制
絵
画
初
探
」『
故
宮

博
物
院
院
刊
』
一
九
九
一
年
第
二
期
。  

③Maxwell K. Hearn,Wen C. Fong,Along the Riverbank:Chinese Painting from the C.C.Wang 

Family Collection,The Metropolitan Museum of Art,1999.  
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を
結
集
し
、
自
然
に
対
す
る
鋭
敏
な
感
受
を
反
映
し
て
い
る
。
中
国
の
山
水
画
は
、
一
般
に

晋
の
時
代
（
三
世
紀
）
に
現
わ
れ
、
宋
元
の
時
代
（
十
世
紀
以
後
）
に
頂
点
を
極
め
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
展
子
虔
は
山
水
画
の
先
陣
を
切
っ
た
画
家
と
さ
れ
て
い

る
が
、
絵
画
作
品
の
中
に
山
水
の
風
景
が
現
れ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
以
前
の
、
晋
の

時
代
へ
遡
る
。
し
か
し
、
晋
の
時
代
の
絵
画
は
あ
く
ま
で
人
物
に
主
体
を
置
い
た
も
の
で
、

山
水
の
風
景
は
そ
の
背
景
に
過
ぎ
ず
、
描
写
も
稚
拙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
数
世
紀

を
経
て
隋
の
時
代
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ
展
子
虔
（
約
五
五
〇
年
～
六
〇
四
年
）
が
登
場
す

る
。
風
景
を
主
体
と
し
た
水
墨
画
、
即
ち
山
水
画
の
歴
史
が
始
ま
る
。
晋
の
時
代
か
ら
数
世

紀
を
経
て
、
隋
の
展
子
虔
の
「
遊
春
図
」
が
登
場
す
る
と
、
広
大
な
自
然
の
中
に
小
さ
な
人

間
が
活
動
し
て
い
る
自
然
主
体
の
作
品
「
山
水
画
」
が
よ
う
や
く
誕
生
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
遊
春
図
」
の
山
や
川
、
樹
木
の
写
実
的
な
描
写
は
、「
洛
神
賦
図
」
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、

長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
。「
洛
神
賦
図
」
の
よ
う
な
人
物
主
体
の
絵
画
で
は
、
風
景
の
存

在
は
一
種
の“

も
の”

で
あ
り
、
脇
役
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
。
大
自
然
が
画
家
の
目
の
中
に

主
役
と
し
て
登
場
し
た
瞬
間
、
画
家
は
自
ら
芸
術
的
な
処
理
を
施
し
、
美
の
生
命
を
吹
き
込

む
の
で
あ
る
。
風
景
の
中
の
一
本
の
樹
、
一
つ
の
石
は
画
家
の
主
要
な
表
現
対
象
と
な
り
、

こ
れ
ら
は
、
観
念
上
は
だ
れ
の
付
属
物
で
も
な
く
、
一
つ
の
独
立
し
た
主
体
に
な
る
。
こ
う

し
た
独
立
性
が
な
け
れ
ば
、
山
水
画
の
存
在
は
あ
り
え
な
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。「
遊
春
図
」

の
持
つ
意
義
は
、自
然
風
景
が
表
現
対
象
と
し
て
確
固
た
る
独
立
性
を
持
っ
た
こ
と
に
あ
る
。 

山
水
画
は
唐
代
に
至
っ
て
初
め
て
真
の
意
味
で
繁
栄
し
た
わ
け
だ
が
、
種
々
の
異
な
っ
た

画
派
が
競
い
合
い
、
各
自
独
自
の
画
風
の
確
立
に
進
み
、
青
緑
に
よ
る
描
写
、
水
墨
に
よ
る

渲
淡
な
ど
が
あ
っ
た
。
傑
出
し
た
山
水
画
家
と
し
て
は
、
李
思
訓
父
子
、
王
維
、
張
璪
ら
が

い
て
、
大
画
家
の
呉
道
子
の
山
水
画
は
中
で
も
突
出
し
て
い
た
。
展
子
虔
の
「
遊
春
図
」
の

影
響
を
受
け
た
唐
時
代
の
名
作
に
、
李
思
訓
の
「
江
帆
楼
閣
図
」
が
あ
る
。
李
思
訓
（
六
五

一
～
七
一
六
年
）
は
、
字
は
建
見
で
あ
る
。
皇
族
の
生
ま
れ
で
李
林
甫
の
伯
父
に
あ
た
る
。

高
宗
の
と
き
江
都
令
を
つ
と
め
た
。
武
則
天
が
政
権
を
握
る
と
官
を
去
っ
た
。
中
宗
即
位
後

は
益
州
長
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
韋
后
の
乱
の
平
定
に
功
績
を
立
て
て
、
左
武
衛
大
将
軍
に
上

り
、
彭
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
玄
宗
皇
帝
の
時
代
に
大
将
軍
ま
で
務
め
た
人
な
の
で
、
ま
た

の
名
を
「
大
李
将
軍
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
息
子
の
李
昭
道
は“

小
李
将
軍”

と
称
さ
れ
、
親

子
は
唐
の
名
画
家
と
し
て
の
誉
れ
も
高
く
、
い
ず
れ
も
山
水
画
を
得
意
と
し
た
。
山
水
画
に

す
ぐ
れ
、の
ち
の
北
宗
画
の
祖
と
仰
が
れ
た
。画
風
は
山
の
輪
郭
を
力
強
い
線
描
で
く
く
り
、

青
と
緑
で
彩
色
、
強
い
装
飾
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
作
品
の
「
江
帆
楼
閣
図
」
な

ど
が
有
名
で
あ
り
、
唐
玄
宗
天
宝
年
間
に
大
同
殿
の
数
幅
山
水
障
屏
画
を
作
っ
た
。
李
思
訓

と
李
昭
道
は
展
子
虔
の
芸
術
を
受
け
継
ぎ
完
成
さ
せ
、
五
代
や
宋
時
代
の
黄
金
期
の
山
水
画

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。 

 

伝
李
思
訓
「
江
帆
楼
閣
図
軸
」（
唐
七~

八
世
紀
、
絹
本
着
色
、101.9

×54.7cm

、
台
北
、

国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）、
伝
李
昭
道
「
明
皇
幸
蜀
図
」（
台
北
、
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）( F

ig.

Ⅴ-27)

な
ど
、
ま
た
日
本
の
正
倉
院
宝
物
の
「
楓
蘇
芳
染
螺
鈿
槽
琵
琶
」
の
捍
撥
に
表
れ
た
「
騎

象
奏
楽
図
」
①( F

ig.

Ⅴ-27)

に
は
巧
み
に
「
平
遠
、
高
遠
、
深
遠
」
と
い
っ
た
三
遠
法
を
取
り

入
れ
た
構
図
が
成
立
し
て
い
る
。
現
在
流
布
し
て
い
る
伝
李
昭
道
の
「
春
山
行
旅
図
」
は
、

ま
さ
に
こ
の
李
思
訓
父
子
と
い
う
流
派
に
属
す
る
作
品
で
、
絹
本
着
色
の
絶
壁
懸
崖
に
白
雲

に
立
ち
昇
る
さ
ま
、
山
の
木
々
の
う
っ
そ
う
と
し
た
さ
ま
、
馬
が
疾
走
し
、
悠
然
と
し
た
人
々

な
ど
を
画
き
、
細
い
筆
で
輪
郭
を
か
き
、
方
寸
の
間
に
雲
の
光
、
嵐
の
影
の
変
化
を
醸
し
出

し
て
い
る
②

。
こ
の
作
風
は
、
当
時
の
山
水
画
法
を
充
分
に
運
用
し
た
成
果
で
遠
く
南
朝
ま

で
至
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
陝
西
富
平
唐
墓
壁
画
の
山
水
図
屏
風
は
五
代
の
王
処
直
墓
の
２
幅

山
水
図
や
法
庫
葉
茂
台
遼
代
墓
の
山
水
図( F

ig.

Ⅴ-27)

な
ど
と
い
ず
れ
も
水
墨
山
水
画
の
珍

品
に
な
る
。
ま
た
こ
の
唐
墓
の
山
水
図
は
、
と
く
に
、
そ
の
披
麻
皴
と
い
う
皴
法
は
、
伝
李

昭
道
の
「
明
皇
幸
蜀
図
」、「
春
山
行
旅
図
」
と
五
代
・
荊
浩
の
「
匡
廬
図
」
と
の
山
水
様
式

に
も
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
所
謂
李
思
訓
風
の
青
緑
山
水
形
式
に
な
る
山
水
画

を
想
像
さ
せ
る
。
ま
た
李
思
訓
の
画
跡
に
関
し
て
、
大
同
殿
山
水
障
図
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る
。
こ
う
い
う
唐
時
代
に
お
け
る
山
水
画
様
式
は
か
な
り
進
歩
し
て
い
る
こ
と
が
『
歴
代
名

画
記
』
の
「
山
水
、
樹
石
を
画
く
こ
と
を
論
ず
」
の
一
文
を
掲
出
し
て
見
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
張
彦
遠
は
「
是
れ
に
由
っ
て
、
山
水
の
変
は
呉
に
始
ま
り
、
二
李
（
李
思
訓
、
李
昭

道
）
に
成
る
。」
と
い
う
高
く
品
評
す
る
。
唐
代
は
山
水
画
が
独
立
し
た
画
題
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
遠
近
の
構
図
や
写
実
描
写
に
至
る
山
水
画
の
様
式
が
完
成
し
た
時
代
で
も
あ
る
。 

大
き
な
墳
墓
壁
画
の
山
水
図
は
、
独
立
し
た
画
題
で
は
な
く
、
車
馬
出
行
、
城
壁
、
儀
仗

                                        

         

 

①

唐
八
世
紀
、
木
、
彩
絵
、
油
塗
、
捍
撥
部
分40.5

×16.5cm

。
奈
良
国
立
博
物
館
『
正
倉
院
展
』
第
五
十

六
回 

平
成
十
六
年(

二
〇
〇
四)

。 

②

台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
名
画
三
百
種
』（
一
九
五
九
年
）
収
録
。
台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編

輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
一
）（
一
九
九
〇
）
に
本
図
と
「
明
皇
幸
蜀
図
」
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
清
『
石
渠
宝
笈
三
編
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
と
「
明
皇
幸
蜀
図
」
と
の
構
図
、
内
容
な
ど
は
、

部
分
の
細
部
の
姿
の
差
異
を
除
く
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
、
本
物
と
転
写
品
の
区
別
が
研
究

課
題
と
な
る
。
後
者
は
、
宋
時
代
の
模
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ろ
う
。  
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隊
、
遊
楽
、
屋
宇
な
ど
の
主
題
の
背
景
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
神
龍
二
年
（
七
〇

六
）
章
懐
太
子
李
賢
墓
や
景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
節
愍
太
子
李
重
俊
墓
の
墓
道
両
壁
に
人
物

山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
。 

節
愍
太
子
壁
画
墓
す
な
わ
ち
一
九
九
五
年
に
発
掘
さ
れ
た
唐
景
雲
一
年
（
七
一
〇
）
に
下

葬
し
た
李
重
俊
（
六
五
四-

六
八
四
）（
中
宗
三
子
、
高
宗
と
武
則
天
の
孫
）
の
墓
で
あ
る
。

墓
道
東
西
壁
に
青
緑
山
水
の
樹
石
図
が
描
か
れ
て
い
て
、
盛
唐
の
進
ん
だ
濃
彩
画
の
山
水
表

現
を
よ
く
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
画
面
の
部
分
に
は
、
土
坡
の
上
に
岩
石
が
突
き
だ

し
て
お
り
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
古
木
が
生
い
茂
り
、
青
々
と
し
た
下
草
が
描
か
れ
、
古
雅
な

趣
が
あ
る
。
ま
ず
墨
線
で
輪
郭
を
描
き
、
淡
墨
で
暈
取
り
し
、

後
に
彩
色
を
施
し
て
仕
上

げ
る
。
下
描
き
の
筆
致
は
あ
る
い
は
流
れ
る
ご
と
く
、
あ
る
い
は
硬
質
に
、
あ
る
い
は
う
ね

る
よ
う
に
断
続
し
て
、
下
草
、
岩
石
、
樹
木
な
ど
の
異
な
る
質
感
を
表
現
す
る
。
そ
の
山
石

樹
木
の
表
現
を
み
る
と
、濃
彩
で
暈
取
り
す
る
技
法
は
青
緑
山
水
形
式
に
近
い
も
の
で
あ
り
、

画
面
構
図
上
は
明
ら
か
に
遠
近
表
現
の
意
識
が
表
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
当
時
皇
家
画
院
の
画

家
の
関
与
が
あ
る
と
す
れ
ば
、李
思
訓
、李
昭
道
の
流
派
で
あ
っ
た
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
。

し
か
し
、
富
平
の
水
墨
山
水
図
屏
風
に
は
、
豊
か
な
筆
遣
い
や
、
精
緻
な
手
法
が
よ
く
見
ら

れ
る
。
近
景
か
ら
遠
景
ま
で
見
通
せ
る
破
綻
の
な
い
景
観
構
成
と
点
景
物
の
諧
調
の
あ
る
配

置
、
さ
ら
に
墨
調
と
着
色
の
技
法
な
ど
は
、
す
で
に
晩
唐
以
後
に
成
熟
す
る
水
墨
画
の
技
法

が
含
ま
れ
、
背
景
で
あ
り
な
が
ら
、
独
立
し
た
山
水
画
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
の
例
は
、
節
愍
太
子
墓
の
墓
道
東
壁
に
描
か
れ
て
い
た
宮
殿
郊
外
の
風
景
と
い

う
壁
画
の
一
部
で
あ
る( F

ig.

Ⅴ-27)

。
漆
喰
の
上
に
墨
、
彩
色
す
る
も
の
で
あ
る
。
墓
道
は
ス

ロ
ー
プ
状
に
傾
斜
し
な
が
ら
墓
の
内
部
に
向
か
っ
て
延
び
て
お
り
、
岩
石
と
樹
木
か
ら
な
る

自
然
景
観
が
壁
の
下
辺
に
沿
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
岩
石
、
樹
木
、
土
坡
は
、
い
ず
れ
も
伸

び
や
か
な
墨
線
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
、
輪
郭
線
の
内
側
を
緑
青
や
代
赭
な
ど
で
彩
色
す
る
な

ど
、
唐
代
の
青
緑
山
水
の
作
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
風
景
画
は
唐
代
に
独
立
し
た

主
題
と
し
て
登
場
し
た
が
、こ
の
壁
画
の
岩
石
に
用
い
ら
れ
て
い
る
淡
墨
の
滲
み
や
擦
れ
は
、

中
唐
以
降
に
活
発
化
す
る
水
墨
表
現
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
岩
石
の
塊
量
感
や
樹
木

の
形
状
が
的
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
他
、
景
観
の
前
後
関
係
や
遠
近
と
い
っ
た
大
画
面
に
お

け
る
空
間
性
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
青
緑
山
水
を
得
意
と
し
た
唐
代
の
画
家
李
思
訓
（
六
五

三
～
七
一
八
）
の
山
水
壁
画
の
一
端
を
本
図
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
墓
主

の
節
愍
太
子
李
重
俊
は
中
宗
の
王
子
で
、
中
宗
を
亡
き
者
に
し
た
中
宗
の
皇
后
韋
后
に
対
し

て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
。（
節
愍
太
子
墓
出
土 

景
雲
元
年(

七
一
〇) 

陝
西
省
考
古
研

究
所
蔵 

縦114.0cm

、
横105.0cm

） 

ま
た
、
部
分
の
唐
墓
壁
画
中
、
屏
風
式
人
物
図
の
背
景
と
し
て
の
樹
木
山
石
も
山
水
画
の

重
要
資
料
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
咸
亨
二
年
（
六
七
一
）
燕
妃
墓
、
聖
暦
二
年
（
六

九
九
）
梁
元
珍
墓
、
景
龍
二
年
（
七
〇
八
）
韋
浩
墓
、
開
元
九
年
（
七
二
一
）
薛
儆
墓
、
ア

ス
タ
ー
ナ
三
八
号
墓
な
ど
が
あ
る
。 

（
６
）
風
俗
図
屏
風 

唐
代
後
半
に
は
、
絵
画
は
、
専
門
画
家
、
文
人
画
家
を
問
わ
ず
、
寺
観
や
宮
殿
の
壁
画
制

作
や
歴
史
的
な
記
録
画
、
風
俗
画
と
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
正
倉
院
『
国
家
珍
宝
帳
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
「
大
唐
勤
政
楼
前
観
楽
図
屏
風
」「
大
唐
古
様
宮
殿
画
屏
風
」
な
ど
が
あ
る
。

前
述
し
た
新
彊
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ

188

号
墓
の
牧
馬
図
絹
面
屏
風
や

72TA
 

M
187

仕
女
図
木
縁
絹
画
屏
風(F

ig.

Ⅴ-01

、02) 

な
ど
も
い
く
つ
か
の
好
例
で
あ
る
。
唐
代
の

繁
栄
の
頂
点
に
あ
っ
た
玄
宗
皇
帝
（
在
位
七
一
二~

七
五
六
）
は
、
か
つ
て
楊
貴
妃
（
七
一

九~

七
五
六
）
と
と
も
に
、
千
秋
節
な
ど
の
日
に
、
勤
政
楼
に
お
い
て
長
安
の
一
般
大
衆
数

千
万
人
を
迎
え
て
、
野
外
の
宴
で
あ
る
大
酺
を
賜
い
、
楼
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
伎
楽
、
散

楽
、
雑
戯
な
ど
の
百
戯
を
楽
し
ん
だ
。
玄
宗
と
楊
貴
妃
と
の
、
華
や
か
な
あ
り
さ
ま
を
描
い

た
と
思
わ
れ
る
『
国
家
珍
宝
帳
』
に
記
す
画
屏
風
に
は
「
大
唐
勤
政
楼
前
観
楽
図
屏
風
」
が
、

か
つ
て
正
倉
院
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
目
録
『
国
家
珍
宝
帳
』
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
が
、

今
は
伝
存
し
な
い
。「
大
唐
古
様
宮
殿
画
屏
風
」
も
『
国
家
珍
宝
帳
』
に
記
す
画
屏
風
の
一
つ

で
あ
る
。 

（
７
）
十
二
支
像
屏
風 

一
九
九
九
年
、
陝
西
省
蒲
城
県
保
南
郷
山
西
村
に
発
掘
さ
れ
た
唐
玄
宗
泰
陵
の
陪
葬
墓
の

高
力
士
墓
①

（
宝
應
二
年
七
六
三
）
か
ら
、
十
二
支
像
屏
風
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
墓
室
の

東
、
西
壁
に
は
、
各
６
扇
の
赤
い
人
身
獣
首
十
二
支
立
像
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
屏
風
の

枠
が
、
幅5.0cm

、
屏
面
の
縦
が165.0cm

、
各
幅
が60.0cm

で
あ
る
。
屏
面
中
、
各
人

身
獣
首
像
の
上
部
に
、
仙
鶴
と
瑞
雲
が
描
か
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
赤
い
顔
料
で
塗
ら
れ
て

い
る
。
現
在
、
残
っ
て
い
る
図
像
の
中
に
は
西
壁
の
南
端
か
ら
第
二
屏
の
申
像
と
第
三
屏
の

酉
像
が
文
官
風
の
寛
袖
袍
服
を
着
け
て
、
笏
を
胸
前
に
執
っ
て
立
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
墨

線
で
頭
部
と
衣
紋
な
ど
の
輪
郭
線
を
描
い
て
、
赤
色
で
塗
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
申
像
と
酉

像
の
順
位
か
ら
見
る
と
、
十
二
支
の
配
置
は
、
東
壁
の
北
端
の
子
像
か
ら
時
計
回
り
で
描
か

                                        

         

 

①

陝
西
省
考
古
研
究
所
「
唐
高
力
士
墓
発
掘
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
二
年
第
六
期
、
二
一~

三
二
頁
。  
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れ
て
い
る( F

ig.

Ⅴ-28)

。
墓
向
の
真
北
は
子
像
の
位
置
と
一
緒
で
あ
る
。
こ
う
い
う
十
二
支
の

配
置
方
法
は
、
古
代
中
国
の
伝
統
的
な
天
象
学
上
の
十
二
時
と
一
致
で
あ
る
が
、
墓
葬
の
北

壁
と
南
壁
に
玄
武
と
朱
雀
が
描
か
れ
て
い
る
。
漢~

唐
時
代
に
お
け
る
墓
室
壁
画
に
は
、
十

二
支
像
は
画
題
と
し
て
、
北
斉
の
婁
叡
墓
①

か
ら
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
が
、
初
唐
時
期
の
墓

葬
か
ら
、
十
二
支
像
の
俑
、
墓
誌
線
刻
、
銅
鏡
な
ど
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
て
い
て
、
初
唐
、

盛
唐
時
期
の
墓
葬
壁
画
の
な
か
に
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
中
晩
唐
時
期
の
墓
葬

壁
画
中
、
発
見
さ
れ
た
十
二
支
像
は
、
こ
の
中
唐
の
高
力
士
墓
と
晩
唐
の
僖
宗
靖
陵
②

（
文

徳
元
年
八
八
八
）
と
い
う
二
基
し
か
な
い
。
こ
の
二
基
の
十
二
支
像
壁
画
は
、
い
ず
れ
も
人

身
獣
首
立
像
の
姿
で
あ
る
。
靖
陵
の
十
二
支
立
像
の
様
式
と
技
法
も
、
高
力
士
墓
の
と
非
常

に
似
て
い
る
が
、
白
い
下
地
を
塗
っ
て
、
頭
部
と
長
袍
の
下
部
が
墨
線
で
描
い
て
、
両
肩
、

両
袖
と
双
足
が
赤
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
墓
葬
壁
画
に
は
、
屏
風
形
式
で
人
身
獣
首

十
二
支
像
を
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
力
士
墓
の
一
基
し
か
な
い
。
な
お
、
こ
の
高
力
士

墓
の
墓
頂
、
墓
道
両
壁
と
墓
室
北
壁
の
壁
画
は
、
大
変
剥
落
さ
れ
た
の
で
、
墓
室
南
壁
の
朱

雀
像
と
墓
道
両
壁
の
瑞
雲
図
様
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
も
と
も
と
四
神
像
が
描
か
れ
て
い
た
。

も
し
こ
う
い
う
推
定
が
事
実
に
な
れ
ば
、
高
力
士
墓
壁
画
の
四
神
像
と
十
二
支
像
が
中
国
伝

統
的
な
宇
宙
時
空
観
念
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

上
述
し
た
唐
時
代
の
墓
葬
屏
風
画
の
以
外
、
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
執
失
奉
節
墓
の
墓
室

北
壁
に
は
、
連
珠
文
が
め
ぐ
っ
て
い
る
赤
い
枠
で
舞
踏
し
て
い
る
ひ
と
り
の
侍
女
の
図
が
発

見
さ
れ
た
が
、
多
曲
舞
女
図
屏
風
の
一
扇
と
推
定
さ
れ
て
い
る
③

。
も
し
こ
う
い
う
推
定
す

る
こ
と
が
事
実
と
し
た
ら
、
唐
時
代
に
お
け
る
墓
室
壁
画
屏
風
の
出
現
の
年
代
が
も
と
一
〇

年
間
の
前
に
溯
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
萬
泉
県
主
薛
氏
墓
の
墓
室
西

壁
に
は
、
残
存
さ
れ
て
い
る
花
鳥
画
④

、
盛
唐
時
期
富
平
呂
村
郷
朱
家
道
墓
の
墓
室
南
壁
の

独
幅
獅
子
図
な
ど
も
、
屏
風
画
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
天
宝
十
五
年
（
七
五
六
）
高
元
珪
墓

                                        

         

 

①

山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
市
北
斉
婁
叡
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
八
三

年
第
一
〇
期
、
一~

二
三
頁
。  

②

陝
西
省
考
古
研
究
所
『
陝
西
新
出
土
唐
墓
壁
画
』
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
八
五~

一
九
〇
頁
；
張

在
明
主
編
『
中
国
文
物
地
図
集
・
陝
西
分
冊
』（
下
）
西
安
地
図
出
版
社
一
九
九
八
年
、
四
七
一
頁
。  

③

賀
梓
城
「
唐
墓
壁
画
」『
文
物
』
三
一
～
三
三
頁
、
一
九
五
九
年
第
八
期
。
李
星
明
『
唐
代
墓
室
壁
画
研
究
』

一
六
二
頁
、
陝
西
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。 

④

賀
梓
城
「
唐
墓
壁
画
」『
文
物
』
三
一
～
三
三
頁
、
一
九
五
九
年
第
八
期
な
ど
。  

と
大
和
九
年
（
八
三
五
）
姚
存
古
墓
の
西
壁
に
は
、
花
卉
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑤

。
河

南
安
陽
大
和
三
年
（
八
二
九
）
趙
逸
公
墓
の
墓
室
西
壁
に
三
扇
の
花
鳥
図
屏
風
と
南
壁
の
西

側
に
一
扇
の
黄
色
紅
花
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑥

。 

以
上
で
、
唐
墓
壁
画
屏
風
の
体
系
は
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
か
ら
は
大
き
く
「
人
物
画
」、

「
山
水
画
」、「
花
鳥
画
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
技
法
と
し
て
の
面
か
ら

こ
れ
を
分
類
す
る
な
ら
ば
、
大
き
く
は
「
工
筆
画
」、「
写
意
画
」、「
鈎
勒
画
」、「
設
色
画
」、

「
水
墨
画
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
唐
時
代
に
陝
西
省
の

み
な
ら
ず
幾
つ
か
の
地
域
に
お
い
て
屏
風
壁
画
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
首

肯
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
唐
墓
屏
風
壁
画
の
資
料
を
総
体
的
に
分
析
す
れ
ば
、
以
下
、
数
点
の

認
識
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ア
．
社
会
治
安
の
長
期
安
定
、
経
済
の
高
度
発
展
、
外
来
文
化
の
交
流
に
伴
う
、
唐
代
の

絵
画
芸
術
の
発
展
に
は
前
例
の
な
い
時
期
に
な
り
、
墓
室
壁
画
の
創
作
も

盛
期
に
な
っ
て

き
た
。
中
国
絵
画
の
仕
女
、
花
鳥
、
山
水
等
主
要
な
題
材
、
種
類
は
、
こ
の
時
に
基
本
的
に

形
成
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
人
々
が
崇
拝
し
た
有
名
な
画
家
は
燦
若
群
星
、
多
く
の
画
家
は

一
種
題
材
の
専
門
家
に
な
り
、
例
え
ば
、
張
萱
、
周
昉
の
「
貴
公
子
、
鞍
馬
、
美
女
」、
李
思

訓
父
子
、
王
維
の
山
水
、
曹
霸
、
韓
干
の
馬
、
薜
稷
の
鳩
、
呉
道
子
の
人
物
、
神
鬼
な
ど
が

有
名
に
な
り
、
民
間
画
家
の
職
人
は
数
え
き
れ
な
い
。
伝
統
的
な
「
事
死
如
生
」
の
観
念
は

唐
代
の
皇
親
貴
族
、
官
僚
或
い
は
中
級
官
吏
に
信
仰
さ
れ
、
彼
ら
は
生
前
の
生
活
、
家
具
、

車
馬
、
住
宅
、
侍
者
、
舞
楽
、
草
花
な
ど
壁
画
の
形
式
で
墓
葬
に
再
現
し
、
当
時
の
埋
葬
風

俗
の
追
求
の
目
的
と
な
り
、
こ
の
時
期
の
屏
風
図
は
墓
葬
壁
画
の
主
要
表
現
形
式
の
一
つ
と

な
っ
た
。 

イ
．
唐
時
代
に
お
い
て
、
墓
室
壁
画
は
、
屏
風
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
初
唐

か
ら
見
え
ら
れ
る
が
、盛
行
時
期
が
中
晩
唐
時
期
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。墓
室
壁
画
屏
風
は
、

一
般
的
に
棺
床
の
背
障
と
し
て
西
壁
に
描
か
れ
て
い
て
、
画
題
上
、
初
唐
に
流
行
し
て
い
る

鑑
戒
性
褒
衣
人
物
図
か
ら
中
晩
唐
時
期
の
花
鳥
図
と
仕
女
図
な
ど
が
主
要
な
内
容
に
な
っ
て

い
る
。 

ウ
．
唐
墓
壁
画
屏
風
図
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
通
景
の
独
扇
衝
立
、
三
曲
、
四
曲
、
五
曲
、

六
曲
、
八
曲
、
十
二
曲
、
十
五
曲
、
二
十
二
曲
な
ど
の
種
類
が
あ
る
が
、
六
曲
屏
風
が

も

                                        

         

 

⑤

前
掲
李
星
明
氏
論
著
、
一
六
五
頁
。 

⑥

張
道
森
、
呉
偉
強
「
安
陽
唐
代
墓
室
壁
画
初
探
」『
美
術
研
究
』
二
〇
〇
一
年
第
二
期
、
二
六
～
二
八
頁
。  
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多
い
と
い
う
。
題
材
、
内
容
は
非
常
に
豊
富
、
現
在
樹
下
老
人
、
樹
下
貴
婦
、
侍
女
、
鑑
賞
、

舞
楽
、
花
草
、
鳥
虫
、
云
鶴
、
獅
子
、
崑
崙
奴
牽
牛
、
十
二
支
像
な
ど
十
余
種
類
が
見
え
、

こ
れ
と
唐
代
の
史
書
、
文
学
作
品
及
び
出
土
遺
物
、
伝
世
品
に
反
映
さ
れ
た
内
容
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
こ
う
い
う
多
い
画
題
中
、
人
物
画
と
花
鳥
図
屏
風
が

も
多
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
天
宝
年
間
以
前
は
、
褒
衣
高
士
と
仕
女
な
ど
の
人
物
図
屏
風
が
流
行
し
て
い
る
が
、

そ
の
以
降
は
、
花
鳥
図
屏
風
が
よ
く
出
現
し
て
い
る
。 

エ
．「
成
人
論
、
助
教
化
」
の
伝
統
観
念
は
唐
代
の
統
治
階
層
と
正
統
の
文
人
が
絵
画
の
主

要
功
能
と
認
め
ら
れ
、『
歴
代
名
画
記
』
の
始
め
に
こ
の
点
を
論
じ
た
。『
貞
観
公
私
画
史
序
』

に
「
其
于
忠
臣
孝
子
、
賢
愚
美
悪
、
莫
不
画
之
屋
壁
、
以
訓
将
来
」
と
あ
る
。『
貞
観
政
要
』

に
太
宗
が
人
に
列
女
伝
を
屏
風
に
書
か
せ
た
事
も
記
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
内
容
、

例
は
唐
墓
壁
画
で
少
な
い
。
新
彊
ア
ス
タ
ー
ナ
唐
墓
の
「
鑑
誡
図
」
屏
風
壁
画
し
か
見
ら
れ

な
か
っ
た
。 

オ
．舞
楽
図
は
屏
風
壁
画
で
た
く
さ
ん
存
在
し
、当
時
私
家
舞
楽
の
大
流
行
が
反
映
さ
れ
、

一
部
分
貴
族
、
官
僚
の
私
宅
に
舞
楽
図
が
壁
に
描
か
れ
た
例
も
あ
り
、『
太
平
広
記
』
の
『
国

史
補
』
に
「（
王
）
維
嘗
羽
至
招
国
坊
敬
休
宅
、
見
屋
壁
有
画
奏
楽
図
、
維
熟
視
而
笑
。
或
問

其
故
、
維
日
：
此
霓
裳
羽
衣
曲
第
三
畳
第
一
拍
。
好
事
者
集
楽
工
験
之
、
無
一
差
者
。」
と
記

し
た
内
容
を
引
用
し
た
。
こ
の
よ
う
な
壁
画
は
写
実
で
あ
る
と
分
か
る
。
さ
ら
に
新
彊
阿
斯

塔
那M

230

か
ら
出
土
し
た
舞
楽
屏
風
は
、
唐
代
壁
画
屏
風
は
絵
画
芸
術
の
一
内
容
図
と
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

カ
．
花
草
、
鳥
虫
、
云
鶴
は
屏
風
壁
画
の
普
通
の
題
材
で
あ
り
、
唐
詩
に
た
く
さ
ん
記
録

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
杜
甫
の
『
李
監
宅
』
に
「
屏
開
金
孔
雀
」、
温
庭
筠
の
『
生
禖
屏
風

歌
』
に
「
繡
屏
銀
鴨
香
蓊
濛
」、
李
賀
の
『
屏
風
曲
』
に
「
蝶
棲
石
竹
銀
交
関
、
水
凝
緑
鴨
琉

璃
線
」
と
い
う
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
歴
代
名
画
記
』
に
薜
稷
が
「
尤
善
花
鳥
、
人
物
、

雑
画
、
画
鶴
知
名
、
屏
風
六
扇
鶴
樣
自
稷
始
也
。」
と
記
し
た
。
銭
起
の
『
画
鶴
篇
』
に
「
点

素
凝
姿
任
画
工
、
霜
毛
玉
照
窗
槞
。
借
問
飛
鳴
華
表
上
、
何
如
粉
績
彩
屏
中
」
と

も
詳
し

く
述
べ
て
い
る
。 

キ
．山
水
画
が
屏
風
壁
画
に
現
れ
た
例
は
、陝
西
富
平
県
朱
家
道
村
の
唐
墓
で
し
か
な
い
。

た
だ
、
画
史
と
唐
詩
中
に
た
く
さ
ん
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
歴
代
名
画
記
』
に
「（
張
）
彦
遠

毎
聆
長
者
説
、（
張
）
璪
以
宗
党
常
在
予
家
、
故
予
家
多
璪
画
、
曽
令
画
八
幅
山
水
障
、
在
長

安
平
原
里
…
…
」；
張
諫
「
与
王
維
、
李
視
等
為
詩
酒
丹
青
之
友
、
尤
喜
画
山
水
。
王
維
答
詩

日
：
屏
風
誤
点
惑
孫
郎
、
団
扇
草
書
軽
内
史
。
」
と
記
し
、
李
白
の
『
観
元
丹
丘
坐
巫
山
屏

風
』
に
も
「
疑
是
天
辺
十
二
峰
、
飛
入
君
家
彩
屏
里
」
と
い
う
絶
句
が
あ
る
。 

 

ク
．
陝
西
富
平
県
朱
家
道
村
唐
墓
の
墓
室
北
壁
に
「
崑
崙
奴
牽
牛
屏
風
図
」
が
あ
る
が
、

画
史
と
唐
詩
に
同
様
な
内
容
の
屏
風
画
に
つ
い
て
の
記
載
史
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
晩

唐
詩
人
顧
云
が
韓
幹
制
作
し
た
「
胡
人
牽
馬
屏
風
」
を
見
た
後
に
「
屹
然
六
幅
古
屏
上
、
炎

見
胡
人
牽
入
天
厩
之
神
龍
。」
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
唐
墓
か
ら
出
土
し
た
牽
馬
、
牽
駱
駝
の

陶
俑
は
胡
人
形
象
が
多
い
の
で
、
こ
の
時
期
に
「
胡
人
牽
牛
図
」
の
出
現
は
奇
怪
で
は
な
い

と
思
う
。 

 

ケ
．
陝
西
省
の
唐
墓
壁
画
群
の
内
、
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
資
料
に
よ
っ
て
、
そ
の

壁
画
の
構
図
は
、
影
作
木
構
（
シ
ル
エ
ッ
ト
風
の
木
構
造
）
か
ら
屏
風
壁
画
へ
の
変
化
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、
影
作
木
構
と
屏
風
壁
画
が
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
並
行
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
中
晩
唐
期
に
屏
風
壁
画
が
流
行
し
、
特
に
六
扇
屏
風

の
も
の
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
基
本
的
に
首
肯
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

コ
．
唐
代
壁
画
墓
の
屏
風
画
は
北
朝
、
隋
の
形
式
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
な
が
ら
、
伝
統
的

な
基
礎
に
よ
り
形
式
や
内
容
を
よ
り
一
層
変
化
し
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
、
唐
代
各
時
期
に
不

同
の
特
徴
を
現
わ
し
て
い
る
。
比
較
研
究
の
た
め
、
こ
こ
で
は
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
屏

風
壁
画
（
隋
唐
時
代
の
実
物
屏
風
も
含
む
）
を
年
代
の
早
晩
よ
り
列
表
を
紹
介
し
て
お
き
た

い
と
思
う
。（
文
末
の
一
覧
表
Ⅲ
を
参
照
す
る
） 

サ
．
墓
室
壁
画
に
お
け
る
屏
風
図
像
の
文
化
意
味
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
人
類
が
現
実
居

室
風
景
を
模
倣
し
て
、
墓
室
中
も
家
居
の
様
子
を
営
造
し
て
い
る
。
一
方
、
屏
風
画
の
画
題

の
演
変
か
ら
見
る
と
、当
時
の
社
会
思
想
観
念
と
文
化
伝
統
を
真
実
的
な
反
映
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
初
唐
時
期
に
儒
家
道
徳
倫
理
の
統
治
地
位
か
ら
盛
唐
以
降
花
鳥
・
山
水
な
ど
の

審
美
思
潮
へ
転
換
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
唐
時
代
に
お
け
る
墓
室
屏
風
壁

画
の
思
想
文
化
上
の
意
識
を
反
映
す
る
こ
と
が
、
当
時
の
社
会
上
流
思
想
の
左
右
を
受
け
る

こ
と
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
一
覧
表
の
と
お
り
、
我
々
は
い
く
つ
も
の
段
階
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
変
化

に
よ
っ
て
、
唐
墓
屏
風
画
の
発
展
が
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段
階
は
初
唐
に
相
当
す

る
。
第
二
段
階
は
基
本
的
に
盛
唐
の
頃
で
あ
る
。
第
三
段
階
は
中
晩
唐
に
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
各
段
階
の
特
徴
を
述
べ
て
お
こ
う
。 

第
一
段
階
の
例
は
総
章
元
年
（
六
六
八
）
の
王
善
貴
墓
か
ら
垂
拱
二
年
（
六
八
六
）
の
元

師
奨
墓
で
あ
り
、
こ
の
五
例
は
墓
室
の
四
周
に
多
扇
屏
風
を
巡
り
、
あ
る
い
は
北
、
西
壁
に
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多
曲
屏
風
を
描
い
て
、
少
な
い
も
の
は
６
扇
屏
風
も
あ
り
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
22
扇
に
至

る
。
李
徽
墓
の
６
曲
の
花
卉
図
で
あ
る
が
、
例
外
で
、
各
屏
面
に
そ
れ
ぞ
れ
侍
女
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
と
北
朝
、
隋
墓
の
屏
風
壁
画
と
比
べ
て
み
る
と
、
屏
風
図
の
内
容
に
は
帷
帳

が
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
屏
風
に
描
か
れ
た
墓
主
の
出
行
図
な
ど
に
比
べ
る
と
、
さ
ら

に
単
純
な
侍
女
図
に
変
化
し
て
き
た
。 

 

第
二
段
階
は
万
歳
登
封
元
年
（
六
九
六
）
の
趙
澄
墓
か
ら
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
ま
で
で

あ
る
。
画
題
は
樹
下
老
人
が
中
心
に
な
っ
て
、
仕
女
、
山
水
、
花
鳥
な
ど
の
内
容
も
あ
る
。

形
式
上
は
、
６
、
８
、
12
曲
の
多
曲
屏
風
が
あ
り
、
６
曲
が
中
心
に
な
る
。
さ
ら
に
、
太
原

地
方
の
場
合
、
大
部
分
は
墓
室
の
西
、
北
、
東
の
三
壁
に
絵
が
描
か
れ
て
い
て
、
新
彊
ア
ス

タ
ー
ナ
の
は
墓
室
の
奥
壁
に
絵
が
描
い
て
い
る
。
西
安
地
方
の
景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
節
愍

太
子
壁
画
墓
、
韓
氏
墓
、
韋
氏
墓
は
仕
女
図
を
描
か
れ
て
い
る
。
節
愍
太
子
墓
は
、
十
二
枚

連
屏
を
墓
室
に
半
円
形
を
巡
り
、
棺
床
の
西
、
南
、
北
の
三
面
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
他
の
壁

面
に
木
造
建
築
の
建
物
を
絵
画
形
式
で
現
わ
し
て
い
る
。
そ
の
屏
風
の
内
容
は
樹
下
貴
婦
人

画
像
で
あ
る
。
山
西
省
太
原
金
勝
村
の
三
座
墓
と
こ
の
例
と
似
て
お
り
、
八
枚
屏
風
は
棺
床

を
囲
ん
で
、
屏
風
に
樹
下
老
人
図
の
内
容
を
表
現
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
段
階
の
例
は
天
寶
年
間
に
集
中
し
、

晩
の
年
代
に
は
永
泰
元
年
（
七
六
五
）

の
韓
氏
墓
で
あ
り
、
こ
の
段
階
の
屏
風
壁
画
は
墓
室
西
壁
（
即
ち
棺
床
の
奥
壁
）
に
六
枚
連

屏
を
描
く
こ
と
を
中
心
と
し
、
棺
床
三
面
に
六
枚
連
屏
或
い
は
六
枚
以
上
の
連
屏
が
見
つ
か

ら
な
く
、
東
壁
に
三
枚
連
屏
或
い
は
単
屏
、
さ
ら
に
北
璧
、
南
壁
に
単
屏
風
の
制
作
が
新
し

い
状
況
で
あ
る
と
思
う
。
屏
風
画
の
内
容
は
豊
富
に
な
り
、
六
枚
連
屏
に
第
一
段
階
に
侍
女

図
、
樹
下
貴
婦
人
図
を
引
き
続
き
し
な
が
ら
、
花
草
、
山
水
画
な
ど
新
し
い
内
容
が
増
え
て

き
た
。
三
枚
連
屏
、
単
屏
は
舞
楽
図
、
宴
飲
図
、
双
鶴
図
、
胡
人
牽
牛
図
な
ど
が
中
心
に
な

り
、
新
彊
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ
盛
唐
、
中
唐
の65TA

M
38

、M
216

墓
の
壁
画
屏

風
図
や
紙
絵
、
絹
絵
の
形
式
、
内
容
は
こ
の
段
階
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大

体
開
元
年
間
か
ら
、
西
安
地
方
に
、
墓
室
壁
画
の
題
材
は
、
伝
統
的
な
家
居
図
像
様
式
か
ら

棺
床
の
後
壁
に
多
曲
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
墓
室
棺
床

の
南
北
両
壁
に
は
、
朱
雀
と
玄
武
像
が
描
か
れ
て
、
西
壁
に
は
、
多
曲
屏
風
図
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。 

 

第
三
段
階
は
興
元
元
年
（
七
八
四
）
か
ら
唐
末
ま
で
に
総
計
６
例
が
あ
り
、
墓
室
の
西
壁

は
六
枚
連
屏
を
主
流
と
し
、
単
屏
も
出
現
し
、
こ
の
段
階
の
初
め
に
は
、
前
期
の
東
壁
に
単

屏
の
舞
楽
図
を
描
く
形
式
が
残
さ
れ
て
い
る
。
西
壁
の
六
枚
連
屏
或
い
は
単
屏
は
す
べ
て
雲

鶴
、
花
鳥
等
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
新
彊
ア
ス
タ
ー
ナ
Ｍ217

号
の
屏
風
図
に

こ
の
時
期
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
た
。 

 

屏
風
画
は
唐
代
壁
画
墓
の
一
つ
の
内
容
と
し
て
は
、
第
一
段
階
で
比
例
は
低
く
、
数
が
少

な
い
屏
風
画
と
主
流
の
木
構
建
築
、
従
者
図
と
共
同
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
第
二
段
階
で
屏

風
図
と
木
構
建
築
が
融
合
さ
れ
過
渡
期
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
段
階
か
ら
屏
風
画
が
増

え
、
墓
室
壁
画
の
主
要
内
容
に
な
り
、
第
三
段
階
で
ほ
ぼ
木
構
建
築
の
内
容
と
形
式
は
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
壁
画
を
屏
風
画
面
に
描
く
の
は
、
陝
西
長
安
、
山
西
太
原
な
ど

か
ら
唐
墓
壁
画
屏
風
が
中
晩
唐
期
に
北
朝
後
期
の
伝
統
を
継
承
し
て
六
曲
屏
風
に
描
く
よ
う

に
な
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。 

 

唐
時
代
に
お
け
る
屏
風
壁
画
で

も
典
型
的
な
あ
り
方
は
、
墓
室
西
壁
に
描
か
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
確
認
さ
れ
た
唐
墓
の
屏
風
壁
画
31
例
余
り
の
内
、
五
、
六
例
を

除
く
二
十
例
余
り
は
共
通
し
て
墓
室
西
壁
に
集
中
し
て
い
る
。
特
に
七
一
〇
年
に
埋
葬
さ
れ

た
節
愍
太
子
（
李
重
俊
）
墓
壁
画
以
降
、
そ
の
傾
向
は
非
常
に
明
確
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。
墓
の
内
部
は
盗
掘
等
で
も
と
も
と
如
何
な
る
状
態
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
も
の

も
多
い
が
、
棺
の
位
置
は
墓
室
の
構
造
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
。
屏
風
壁
画
を
有

す
る
唐
墓
を
含
め
、
陝
西
省
出
土
唐
墓
の
多
く
は
、
石
棺
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
に
墓
室

の
西
側
に
よ
り
大
き
く
空
間
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
想
定
さ
れ
る
棺
（
埋
葬
者
＝
墓
主

人
）
の
位
置
と
屏
風
壁
画
の
関
係
か
ら
し
て
、
唐
墓
壁
画
に
お
け
る
屏
風
壁
画
は
牀
に
坐
し

た
人
物
の
後
方
に
位
置
す
る
屏
風
と
同
様
の
役
割
を
墓
室
内
で
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
と
す
る
と
、
棺
と
屏
風
壁
画
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
従
っ
て
、
宿
白
氏
、
町
田
章

氏
が
指
摘
さ
れ
る
、
墓
室
に
棺
を
囲
む
木
製
屏
風
を
副
葬
す
る
代
替
も
し
く
は
簡
略
形
式
と

し
て
墓
室
壁
を
屏
風
に
見
立
て
る
屏
風
壁
画
の
形
式
が
出
現
し
た
と
す
る
見
解
は
、
被
葬
者

層
の
社
会
的
地
位
・
属
性
の
検
討
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
蓋
然
性
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

但
し
、
節
愍
太
子
（
李
重
俊
）
墓
に
屏
風
壁
画
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
唐
時
代
の

時
点
に
お
い
て
は
簡
略
化
と
い
う
側
面
ば
か
り
で
な
く
屏
風
壁
画
が
一
種
新
し
い
流
行
の
形

式
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

（
二
）
寺
窟
壁
画 

隋
唐
時
代
に
お
け
る
寺
観
壁
画
の
一
種
と
し
て
、
石
窟
壁
画
は
比
較
的
豊
富
に
あ
っ
て
、

新
彊
の
拝
城
の
キ
ジ
ル
千
仏
洞
、
ク
チ
ャ
の
ク
ム
ト
ウ
ラ
千
仏
洞
、
敦
煌
の
莫
高
窟
、
西
千

仏
洞
、
安
西
楡
林
窟
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
窟
の
中
で
敦
煌
の
莫
高
窟
の
壁
画
が
も
っ

と
も
豊
富
で
、
規
模
も
も
っ
と
も
広
大
で
あ
る
。
敦
煌
で
も
八
世
紀
初
以
来
、
龕
内
に
屏
風
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画
が
多
く
登
場
し
て
い
る
。
床
榻
の
後
方
に
位
置
す
る
折
り
畳
み
式
の
屏
風
で
、
人
物
・
花

鳥
・
山
水
の
各
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。楡
林
窟
な
ど
に
も
注
目
す
べ
き
画
中
画
の
表
現
が
あ
る
。

莫
高
窟
の
壁
画
に
は
、
隋
か
ら
初
唐
、
盛
唐
、
中
唐
、
晩
唐
の
各
時
代
の
作
品
が
よ
く
保
存

さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
、
こ
れ
ら
の
石
窟
壁
画
中
の
屏
風
画
に
つ
い
て
考
察
す
る
次
第
で

あ
る
。 

 

１
．
敦
煌
莫
高
窟 

莫
高
窟
は
隋
代
に
い
っ
そ
う
繁
栄
し
、
唐
代
に
至
っ
て
全
盛
期
を
む
か
え
、
内
容
、
形
式

と
も
ま
こ
と
に
豊
富
で
あ
る
。
壁
画
は
、
そ
の
多
く
が
仏
教
思
想
を
表
し
た
も
の
で
あ
り 

、

経
典
の
内
容
を
絵
画
で
表
し
た
よ
う
な
も
の
が
多
い
。
も
っ
と
も
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
時

代
時
代
の
風
俗
や
生
活
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
闘
の
模
様
や
農
耕
・
漁
撈
の
状

況
な
ど
、
社
会
生
活
一
般
が
壁
画
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
涼
か
ら
北
周
に
か

け
て
は
釈
迦
の
生
涯
の
伝
記
を
表
す
仏
伝
図
、
釈
迦
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
前
の
善
行
を
表

し
た
本
生
図
が
中
心
だ
。
唐
に
な
る
と
そ
れ
ら
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
、
経
文
の
世
界
を
表
し

た
経
変
が
メ
イ
ン
に
な
る
。
つ
ま
り
、
敦
煌
壁
画
で
は
、
も
っ
と
自
由
に
抑
揚
あ
る
筆
遣
い

で
、
表
情
を
描
き
分
け
て
お
り
、
す
で
に
初
唐
か
ら
盛
唐
へ
の
大
き
な
絵
画
史
上
の
流
れ
を

伝
え
て
い
る
。
雄
大
な
敦
煌
壁
画
中
、
屏
風
式
の
絵
画
作
品
が
多
く
表
現
さ
れ
て
い
て
、
特

に
山
水
画
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
唆
し
て
い
る
。
各
時
期
の
屏
風
式
の
絵
画
①

は
下
記
の
通
り
で

あ
る
。 

（
１
）
時
代 

①
盛
唐
時
期
（
七
〇
五~

七
八
一
） 

こ
の
時
期
、
屏
風
画
は
人
物
画
を
中
心
と
し
て
の
経
変
画
が
壁
面
の
中
央
に
あ
っ
て
、
屏

風
画
が
両
側
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
そ
れ
ら
の
屏
風
画
は
大
体
に
西
壁
の
龕
内
の
西
、

南
、
北
の
三
壁
に
描
か
れ
て
い
る
②

。
代
表
的
な
洞
窟
は79

、113

、115

、126

、129
、

164

、148

、169

、216

な
ど
の
洞
窟
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
部
分
の
洞
窟
壁
画
屏
風
を
説

明
し
た
い
と
思
う
。 

 
 

第148

窟
の
北
壁
に
は
上
部
に
「
天
請
問
経
変
」
を
描
い
て
、
下
部
の
仏
龕
壁
面
に
多
扇

屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
じ
く
南
壁
に
は
上
部
に
「
弥
勒
経
変
」
を
描
い
て
、
下
部
の
仏

                                        

         

 

①

敦
煌
文
物
研
究
所
『
敦
煌
莫
高
窟
内
容
総
録
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
二
年
；
季
羨
林
主
編
『
敦
煌
学
大
辞

典
』
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
九
八)  

②

於
向
東
「
敦
煌
莫
高
窟
屏
風
画
的
起
源
」2004

年
敦
煌
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
；
於
向
東
「
莫
高
窟

屏
風
画
的
起
源
探
討
」『
東
南
大
学
学
報
』(

哲
学
社
会
科
学
版)

二
〇
〇
五
年
第
二
期
。  

龕
壁
面
に
多
扇
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
③( F

ig.

Ⅴ-29)

。
ま
た
、79

、164

窟
の
西
壁
龕
内
に

は
、
樹
下
人
物
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。103

窟
維
摩
詰
坐
像
の
後
ろ
に
多
曲
屏
風
が
立

っ
て
い
る
。 

莫
高
窟
の
壁
画
の
顕
著
な
表
現
は
、
初
唐
に
至
っ
て
壁
面
が
巨
大
で
、
構
成
が
厳
し
く
、

配
置
が
左
右
対
称
で
、
変
化
の
多
彩
な
経
変
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
経
変
と
は
、
仏
教

の
経
典
の
「
変
相
」
の
こ
と
で
あ
る
。
盛
唐
時
期
の
壁
画
は
、
内
容
上
や
表
現
形
式
上
な
ど

が
初
唐
の
風
を
継
承
さ
れ
、
繁
栄
隆
盛
し
て
い
る
。 

②
中
唐
時
期(

七
八
一~

八
四
八) 

 
 

こ
の
時
期
で
屏
風
画
が
存
在
し
て
い
る
洞
窟
は32

カ
窟
で
あ
り
、下
記
の
通
り
で
あ
る
。 

134

、135

、144

、468

、153

、154

、155

、222

、226

、447

、93

、471

、474

、

475

、112

、159

、7

、369

、359

、361

、360

、358

、231

、238

、237

、236

、240

、

258

、158

、188

、200

、449

な
ど
の
洞
窟
で
あ
る
。 

中
唐
時
期
あ
る
い
は
吐
蕃
時
期
に
か
け
て
壁
画
の
内
容
、
形
式
、
技
法
上
に
は
新
し
い
段

階
に
な
っ
た
。
壁
面
の
画
像
構
成
は
上
部
に
経
変
画
を
描
い
て
、
下
部
の
腰
壁
に
屏
風
画
を

描
い
て
い
る
。
屏
風
画
の
主
要
内
容
は
脇
侍
像
屏
風
と
故
事
山
水
屏
風
な
ど
で
あ
る
④

。
盛

唐
時
期
に
流
行
し
た
一
壁
一
経
変
図
よ
り
一
壁
に
多
種
の
経
変
図
を
描
い
て
、
経
変
図
の
下

部
に
一
壁
の
五
分
の
一
の
壁
面
に
上
部
の
経
変
各
品
と
譬
喩
故
事
を
屏
風
式
で
描
い
て
い
る
。

こ
の
構
図
形
式
は
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
の250

余
年
の
長
時
間
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
い
う
壁
面
構
図
の
屏
風
式
様
に
つ
い
て
は
、
吐
蕃
族
の
仏
事
活
動
中
の
装
飾
方

法
と
関
係
が
あ
ろ
う
。 

こ
の
時
期
の
代
表
的
な
洞
窟
は112

、231

、237

、359

、360

、361

な
ど
で
あ
る
。
そ

の
中
に
は
、
唐
開
成
四
年
（
八
三
九
）
の
第231

窟
は
中
型
の
洞
窟
で
あ
る
が
、
合
わ
せ
て

十
種
の
経
変
図
を
描
い
て
、
毎
種
の
経
変
図
の
下
部
に
３
、
４
扇
の
経
変
各
品
図
屏
風
も
描

か
れ
て
い
る
⑤

。 

敦
煌
莫
高
窟
第112

窟
の
主
室
西
壁
龕
内
奥
壁
お
よ
び
両
側
の
壁
面
は
屏
風
形
に
６
幅
に

                                        

         

 

③

段
文
傑
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
15
敦
煌
壁
画
下
ｐ86

、87

頁
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九

八
五
年
。  

④

趙
青
蘭
「
莫
高
窟
吐
蕃
時
期
洞
窟
龕
内
屏
風
画
研
究
」『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
四
年
第
三
期
。  

⑤

段
文
傑
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
15
敦
煌
壁
画
下
ｐ1~22

頁
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八

五
年
。 
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区
切
ら
れ
、
弥
勒
経
変
相
の
諸
品
が
描
か
れ
て
い
る
①

。 
敦
煌
莫
高
窟
第158

窟
の
東
壁
北
側
一
面
に
上
部
に
は「
金
光
明
経
変
相
図
」を
描
い
て
、

そ
の
下
部
の
腰
壁
部
に
は
９
扇
の
屏
風
形
に
画
面
を
区
切
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
水
図
を
背
景

と
し
て
、
本
経
所
説
の
い
く
つ
か
の
挿
話
を
描
い
て
い
る
。
東
壁
南
側
に
は
「
思
益
梵
天
所

問
経
変
相
」
の
下
部
に
８
扇
の
屏
風
画
を
描
い
て
い
る
②

。( F
ig.

Ⅴ-30) 

敦
煌
莫
高
窟
第159
窟
の
主
室
西
壁
龕
内
奥
壁
お
よ
び
両
側
の
壁
面
は
屏
風
形
に
10
幅

に
区
切
ら
れ
、
中
尊
光
背
左
右
（
南
北
）
に
そ
れ
ぞ
れ
「
薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
」

な
ど
に
説
く
九
横
死
、
薬
師
仏
の
十
二
大
願
が
描
か
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅴ-31)

。
一
方
腰
壁
部
に

は
、
北
側
の
文
殊
菩
薩
図
の
下
方
に
は
壁
面
を
屏
風
形
に
２
幅
に
区
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
五

台
山
の
景
観
が
描
か
れ
て
、
南
側
の
普
賢
菩
薩
の
下
方
に
は
２
扇
の
屏
風
形
に
画
面
を
区
切

り
、
普
賢
事
跡
が
描
か
れ
て
い
る
③

。 

敦
煌
莫
高
窟
第159

窟
の
主
室
南
壁
は
壁
面
東
側
よ
り
弥
勒
浄
土
変
相
、
観
経
変
相
、
法

華
経
変
相
に
比
定
さ
れ
、各
変
相
の
下
部
の
腰
壁
は
お
の
お
の
屏
風
形
の
３
幅
に
分
け
ら
れ
、

経
典
所
説
の
内
容
が
図
示
さ
れ
る
④( F

ig.

Ⅴ-31)

。
こ
れ
ら
３
種
の
変
相
図
は
、
い
ず
れ
も
構

図
が
整
い
、
画
面
に
は
経
典
に
も
と
づ
く
各
種
の
形
象
を
充
填
し
て
、
そ
の
描
写
、
彩
色
は

ま
こ
と
に
精
緻
で
あ
る
。 

敦
煌
莫
高
窟
第361

窟
の
主
室
西
壁
龕
内
奥
壁
お
よ
び
両
側
の
壁
面
は
屏
風
形
に11

幅

に
区
切
ら
れ
、
峨
眉
山
、
五
台
山
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
⑤( F

ig.

Ⅴ-32)
。
ま
た
上
下
部
の
須

彌
座
の
装
飾
文
様
は
天
水
石
馬
坪
墓
と
西
安
安
伽
墓
か
ら
出
土
し
た
石
棺
床
囲
屏
と
よ
く
似

て
い
る
。 

敦
煌
莫
高
窟
第360

窟
の
東
壁
南
側
下
部
に
は
屏
風
形
の
一
つ
の
画
面
に
維
摩
経
変
相
部

分
の
方
便
品
が
描
か
れ
て
い
る
。『
維
摩
詰
所
説
経
』「
方
便
品
」
で
は
、
維
摩
詰
の
種
々
の

事
蹟
が
語
ら
れ
る
。
経
典
に
は
、「
諸
の
四
衢
に
遊
び
て
衆
生
を
饒
益
し
、
入
り
て
正
法
を
治

                                        

         

 

①

段
文
傑
主
編
、
梅
林
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
一
一
二
窟
（
中
唐
）』
図
版
二
、
一
七~

二
四
江

蘇
美
術
出
版
社
一
九
九
八
年
。  

②

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
４
巻
、
図
版
70
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
一
九

八
二
年
；
段
文
傑
主
編
、
劉
永
増
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
一
五
八
窟
（
中
唐
）』
図
版
一
八
七
、

一
九
０
、
二
０
六
、
江
蘇
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。  

③

同
右
の
敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
４
巻 

図
版
七
五
、
七
六
。  

④

同
右
、
図
版
八
二
。  

⑤

同
右
、
図
版
一
一
七
。  

め
、
一
切
を
救
護
す
（
中
略
）、
諸
の
酒
肆
に
入
り
て
よ
く
そ
の
志
を
立
て
、
若
し
く
は
長
者

の
中
に
あ
り
て
は
、
長
者
に
尊
わ
れ
、
為
に
勝
法
を
説
く
」
と
あ
り
、
図
で
は
山
水
樹
石
を

背
景
と
し
て
上
部
に
人
々
が
酒
場
で
酒
宴
を
催
し
、
舞
踊
を
賞
で
る
の
を
描
き
、
下
方
に
は

維
摩
詰
が
、
僧
徒
、
長
者
、
長
者
子
、
居
士
に
説
法
し
て
勧
戒
を
垂
れ
る
情
景
が
示
さ
れ
て

い
る
⑥

。 

ま
た
、
第
７
窟
に
宋
重
画
、
龕
壁
両
側
に
は
観
音
三
十
三
身
及
び
救
諸
苦
難
の
屏
風
10
扇

が
描
か
れ
て
い
る
。
第188

窟
の
西
壁
龕
内
南
３
扇
、
西
４
扇
、
北
壁
３
扇
の
脇
侍
像
屏
風
、

第200

窟
の
脇
侍
像
、
供
養
人
屏
風
、
第449

窟
の
主
室
の
南
壁
６
扇
、
北
壁
８
扇
に
経
変

画
上
屏
風
画
下
故
事
な
ど
が
見
ら
れ
る
。 

天
宝
十
四
年(

七
五
五)

の
安
史
の
乱
以
後
、
河
西
の
回
廊
は
、
吐
蕃(

現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
族)

に
属
し
、
莫
高
窟
の
新
し
い
統
治
者
と
な
っ
た
。
吐
蕃
は
仏
教
を
信
奉
し
て
い
た
の
で
、
統

治
し
た
６
、
７
０
年
の
間
に
、
莫
高
窟
の
芸
術
を
保
存
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
洞
窟

の
建
造
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
中
の158

窟
は
、
吐
蕃
統
治
期
の
遺
跡
で
、
壁
画
と
塑
像
は
、

い
ず
れ
も
精
美
を
つ
く
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
に
は
す
で
に
中
国
の
吐
蕃
族
の
あ

る
種
の
面
影
を
残
し
て
お
り
、
ま
た
別
の
作
品
に
は
、
吐
蕃
人
民
の
芸
術
的
創
造
の
成
果
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。こ
の
時
期
の
壁
画
の
表
現
上
の
特
徴
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
成
就
が
あ
っ
て
、

内
容
と
形
式
の
合
致
が
確
実
に
な
さ
れ
て
い
て
、
技
法
上
で
は
線
の
用
い
方
と
色
彩
の
着
色

の
仕
方
、そ
れ
か
ら
色
彩
と
画
面
全
体
の
構
成
、こ
れ
ら
が
す
べ
て
精
巧
に
結
合
し
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
に
山
水
を
画
い
た
壁
画
に
は
、
背
景
を
考
慮
し
て
画
中
を
山
水
で
埋
め
る
た
め

に
画
家
は
自
分
の
才
能
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
莫
高
窟
の
屏
風
形
式
の
仏
伝
故
事
画
は
、

す
べ
て
山
水
と
人
物
が
結
び
合
わ
さ
れ
、
人
物
を
小
さ
く
画
く
こ
と
に
よ
っ
て
人
物
は
か
え

っ
て
山
水
の
中
に
点
綴
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

③
晩
唐
時
期(

八
四
八~

九
〇
七) 

 

こ
の
時
期
は
張
議
潮
時
期
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
屏
風
画
に
つ
い
て
は
、
人
物
画
と
仏
経

故
事
画
を
中
心
と
し
て
、
窟
室
西
壁
の
仏
龕
の
南
、
西
、
北
三
壁
に
は⊓

字
形
の
屏
風
画
が
配

置
さ
れ
て
い
る
⑦

。
こ
の
時
期
、
屏
風
画
と
関
係
が
あ
る
洞
窟
は37

カ
窟
あ
る
。
以
下
の
通

り
で
あ
る
。 

9

、12

、13
、14

、18

、19

、20

、337

、54

、82

、241

、232

、227

、102

、198

、

                                        

         

 

⑥

同
右
、
図
版
一
二
四
。  

⑦

趙
秀
栄
「
莫
高
窟
晩
唐
時
期
龕
内
屏
風
画
的
題
材
内
容
」『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
七
年
第
一
期
。  
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107
、192

、111

、183

、181

、177

、173

、127

、128

、163

、156

、147

、145

、

85

、94
、138

、141

、150

、196

、470

、473

な
ど
の
洞
窟
で
あ
る
。 

 

第12
窟
の
主
室
南
北
両
壁
で
は
、
南
壁
は
東
側
か
ら
順
に
弥
勒
浄
土
変
相
、
観
経
変
相
、

法
華
経
変
相
、
北
壁
は
天
請
問
経
変
相
、
薬
師
浄
土
変
相
、
華
厳
経
変
相
を
そ
れ
ぞ
れ
配
し

て
、
下
方
の
腰
壁
に
は
経
典
諸
品
の
内
容
を
屏
風
形
に
彩
画
す
る
①( F

ig.

Ⅴ-33)

。 

第14

窟
主
室
の
東
、
南
、
西
、
北
の
壁
面
に
は
多
く
密
教
的
彩
色
を
帯
び
た
主
題
の
尊

像
画
が
配
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
下
方
の
腰
壁
は
縦
長
の
屏
風
形
に
区
切
り
、
一
つ
一
つ
に
観

音
、
大
勢
至
、
地
蔵
、
舎
利
仏
、
普
賢
、
文
殊
、
目
健
連
、
常
拳
手
な
ど
の
菩
薩
や
比
丘
の

像
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
壁
は
西
か
ら
金
剛
手
菩
薩
、
観
世
音
菩
薩
普
問
品
変
相
、
如
意
輪

観
音
、
千
臂
千
鉢
文
殊
の
図
を
配
し
、
腰
壁
に
南
壁
同
様
比
丘
、
菩
薩
16
体
を
描
い
て
い
る
。

東
壁
は
南
北
両
側
に
文
殊
、
普
賢
図
の
下
部
に
は
各
４
体
の
供
養
菩
薩
を
そ
れ
ぞ
れ
描
い
て

い
る
。
西
壁
は
千
仏
の
下
部
に11

体
の
菩
薩
や
比
丘
を
描
い
て
い
る
②( F

ig.

Ⅴ-34)

。 

第196

窟
主
室
の
南
北
両
壁
の
経
変
相
図
下
部
の
腰
壁
に
は
屏
風
形
に
区
切
り
、
各
15
体

の
諸
菩
薩
像
を
一
列
に
並
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
描
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
南
壁
東
側
の
金
光
明

経
変
相
図
下
部
の
腰
壁
東
側
に
は
上
半
身
裸
形
で
長
裙
を
着
け
る
南
無
大
勢
至
菩
薩
を
描
い

て
お
り
、
左
手
は
鮮
花
、
右
手
は
天
衣
を
執
っ
て
双
蓮
華
に
立
つ
。
肉
身
は
白
色
に
塗
ら
れ
、

長
裙
は
黒
色
の
上
に
紅
色
を
重
ね
た
暈
染
の
手
法
が
用
い
ら
れ
る
。
両
脚
を
や
や
開
い
て
双

蓮
華
に
立
つ
ポ
ー
ズ
は
、
お
も
む
ろ
に
歩
み
出
す
動
き
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
南
壁
東
側
の

東
か
ら
第
六
尊
の
浄
瓶
菩
薩
、
西
か
ら
第
二
尊
の
楊
柳
枝
菩
薩
、
西
か
ら
第
四
尊
の
持
印
菩

薩
な
ど
が
き
わ
め
て
華
麗
な
屏
風
画
で
あ
る
③( F
ig.

Ⅴ-35)

。 

第85

窟
の
主
室
南
壁
に
は
東
か
ら
西
へ
報
恩
経
変
相
、
阿
弥
陀
経
変
相
、
金
剛
経
変
相

を
描
い
て
、
下
部
の
腰
壁
に
各
経
変
相
の
諸
品
を14

扇
の
屏
風
画
に
描
い
て
い
る
。
西
壁

の
「
労
度
叉
経
変
」
の
下
部
に
は
「
賢
愚
経
変
諸
品
」
故
事
屏
風
画
の
14
扇
で
北
壁
に
密
厳

経
変
、
薬
師
経
変
、
思
益
梵
天
問
経
変
を
描
い
て
、
腰
壁
に
「
賢
愚
経
変
諸
品
」
を14

扇

                                        

         

 

①

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
４
巻 

図
版158

、159

平
凡
社
、
文
物
出
版
社
一

九
八
二
年
。  

②

同
右
の
図
版167

、168

；
段
文
傑
主
編
、
梁
尉
英
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
一
四
窟
（
晩
唐
）』

図
版
四
、
一
九
六~

二
０
一
江
蘇
美
術
出
版
社
一
九
九
六
年
。  

③

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
4
巻 

図
版188

、189

平
凡
社
、
文
物
出
版
社

一
九
八
二
年
；
段
文
傑
主
編
、
梅
林
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
八
五
窟
附
一
九
六
（
晩
唐
）』
図
版

一
六
三
、
一
六
七~

一
七
〇
江
蘇
美
術
出
版
社
一
九
九
八
年
。  

の
屏
風
画
に
そ
れ
ぞ
れ
描
い
て
い
る
④

。 

第156

窟
の
晩
唐
期
の
壁
画
は
、
四
つ
の
壁
の
経
変
の
下
に
張
儀
潮
夫
婦
の
出
行
図
を
描

い
て
い
る
。
張
儀
潮
は
、
晩
唐
期
の
西
北
地
方
で
の
重
要
な
人
物
で
、
西
暦
八
五
八
年
、
民

衆
を
ひ
き
い
て
正
義
の
た
め
の
反
乱
を
起
し
、
十
余
年
戦
っ
て
、
吐
蕃
の
統
治
を
翻
し
、
唐

時
代
に
世
守
の
沙
州
（
敦
煌
）
一
帯
を
封
じ
た
帰
義
軍
の
節
度
使
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
第14

窟
窟
頂
の
西
壁11

、
南
壁16

、
北
壁16

、
東
壁
の
南
北
各
４
の
菩
薩
、

比
丘
像
、
第20

窟
の
南
壁
（
不
明
）、
東
壁
４
扇
人
物
像
、
第85

窟
の
南
、
西
、
北
壁
の

経
変
画
の
下
に
賢
愚
経
変
諸
品
、
各
14
扇
、
第94

窟
の
北
壁
賢
愚
経
変
相
、
第138

窟
の

西
壁
18
扇
弟
子
、
菩
薩
像
、
第150

窟
の
西
壁
龕
内
南
、
西
、
北
壁
に
山
水
、
花
卉
屏
風

10

扇
、
第196

窟
の
南
、
北
壁
に
各
15
扇
屏
風
菩
薩
像
、
第470

窟
の
西
壁
龕
内
南
２
、

西
３
、
北
２
壁
に
人
物
図
屏
風
、
第473

窟
の
西
壁
龕
内
南
、
西
、
北
壁
に
屏
風
各
２
扇
（
内

容
不
明
）
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。 

（
２
）
洞
窟
中
の
位
置 

 

盛
唐
に
屏
風
絵
は
大
体
に
お
い
て
洞
窟
西
壁
の
龕
内
の
西
、
南
、
北
の
三
壁
に
描
か
れ
て

い
る
。
中
唐
で
は
壁
面
の
画
像
構
成
は
上
部
に
経
変
画
を
描
い
て
、
下
部
の
腰
壁
に
屏
風
画

を
描
か
れ
て
い
る
。
屏
風
画
の
主
要
内
容
は
脇
侍
像
屏
風
と
故
事
山
水
屏
風
な
ど
で
あ
る
。

晩
唐
で
は
窟
室
西
壁
の
仏
龕
の
南
、
西
、
北
三
壁
に⊓

字
形
の
屏
風
画
を
配
置
し
て
い
る
。 

（
３
）
形
式
と
構
図 

①
調
度
品
の
衝
立 

例
え
ば
、
莫
高
窟
第217

窟
（
唐
）「
得
医
図
」
中
の
山
水
図
衝
立
が
あ
る
。 

 

②
連
屏
式
の
屏
風
画 

（
４
）
主
な
内
容 

莫
高
窟
壁
画
の
屏
風
式
仏
教
絵
画
は
、
盛
唐
と
中
唐
に
画
面
内
容
や
構
図
形
式
な
ど
が
晩

唐
の
龕
内
屏
風
画
よ
り
、
極
め
て
豊
富
で
あ
る
。
晩
唐
に
な
る
と
、
石
窟
の
造
型
に
よ
っ
て

龕
内
屏
風
画
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
五
代
に
入
っ
て
、
屏
風
形
式
の
壁
画
が
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

①
花
鳥
図 

②
山
水
画 

莫
高
窟
屏
風
形
式
の
仏
伝
故
事
画
は
、
す
べ
て
山
水
と
人
物
が
結
び
合
わ
さ
れ
、
人
物
を

                                        

         

 

④

同
右
段
文
傑
主
編
、
梅
林
編
著
の
図
版
八
。  
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小
さ
く
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
人
物
は
か
え
っ
て
山
水
の
中
に
点
綴
さ
れ
る
の
で
あ
る
①

。 
③
人
物
画 

２
．
安
西
楡
林
窟 

隋
唐
時
代
に
、
莫
高
窟
の
ほ
か
に
は
、
安
西
の
楡
林
窟
が
大
規
模
な
洞
窟
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
現
存
し
て
い
る
屏
風
画
は
、
清
代
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
が
多
い
で
あ
る
が
、
唐

代
の
も
の
が
少
な
い
。
中
唐
時
期
の
第25

窟
の
送
老
入
墓
図
に
は
墓
壁
に
画
中
画
と
し
て

い
る
壁
画
山
水
図
屏
風
画
が
見
え
る
。 

３
．
西
千
仏
洞 

晩
唐
：
第18

窟
の
北
壁
に
経
変
画
屏
風
；
元
時
代
：
第20

窟
の
西
、
東
壁
に
人
物
屏
風

３
扇
② 

４
．
敦
煌
石
窟
壁
画
に
お
け
る
画
中
屏
風 

（
１
）
莫
高
窟
第220

窟
、
貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
東
壁
の
い
わ
ゆ
る
維
摩
経
変
図
に

は
、
南
側
に
は
維
摩
は
帳
の
中
に
羽
扇
を
も
っ
て
端
座
し
、
後
に
多
曲
屏
風
で
囲
ま
れ
て
い

る
。
屏
風
の
画
面
に
は
黒
い
縁
で
、
宝
相
華
文
様
を
施
し
て
、
屏
障
に
付
け
た
白
い
大
円
の

連
珠
文
様
を
描
い
て
い
る( F

ig.

Ⅴ-38)

。 

（
２
）
莫
高
窟
第335

窟
、
初
唐 

北
壁
維
摩
経
変
相
図
の
維
摩
詰
は
几
帳
の
中
に
羽
扇

を
も
っ
て
端
座
し
、
後
に
多
曲
屏
風
で
囲
ま
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅴ-38)
。
屏
風
は
青
緑
と
暗
紅
色

と
の
縁
で
、
屏
面
に
は
多
数
の
長
方
形
格
子
を
分
け
て
い
て
、
格
子
の
中
に
黒
色
、
青
緑
、

赭
色
の
顔
料
を
塗
っ
て
い
る
③

。 

（
３
）
莫
高
窟
第103

窟 

盛
唐 

維
摩
詰
図
は
東
壁
南
側
に
描
い
た
維
摩
経
変
相
図
の

部
分
で
、
そ
の
高
足
の
几
帳
に
豪
放
な
姿
で
坐
し
、
羽
扇
を
と
っ
て
鋭
く
文
殊
に
問
を
発
す

る
さ
ま
で
、
維
摩
詰
の
後
ろ
に
六
曲
屏
風
を
立
て
て
い
て
、
屏
面
に
は
墨
線
で
多
数
の
方
形

格
子
を
分
け
、
格
子
の
中
に
二
列
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
④( F

ig.

Ⅴ-38)

。
こ
う
い
う
構
図

                                        

         

 

①

前
掲
王
伯
敏
『
中
国
絵
画
事
典
』
ｐ167

を
参
照
。
王
伯
敏
『
敦
煌
壁
画
中
的
山
水
画
』
浙
江
省
人
民
美
術

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。  

②

安
西
楡
林
窟
と
西
千
仏
洞
は
下
記
の
資
料
を
参
照
す
る
。
敦
煌
研
究
院
編
『
中
国
石
窟∙

安
西
楡
林
窟
』
文

物
出
版
社
・
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
。  

③

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
３
巻
、
図
版
61
、
平
凡
社
・
文
物
出
版
社
、
一
九

八
一
年
。  

④

同
右
の
図
版155

；
段
文
傑
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
15
敦
煌
壁
画
下
図
版67

ｐ64

頁
、
上
海
人

民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。  

は
先
の
第220

、335

窟
の
例
に
近
い
。 

（
４
）
莫
高
窟
第23

窟 

盛
唐 

窟
頂
東
面
法
華
経
変
相
（
観
世
音
菩
薩
普
問
品
）
の

部
分
に
は
、
緑
や
赤
褐
色
の
土
坡
を
背
景
と
し
て
、
房
室
中
に
男
女
の
語
ら
う
景
が
あ
り
、

主
人
が
坐
っ
て
い
る
座
床
の
後
ろ
に
六
曲
花
草
図
屏
風
が
立
っ
て
い
る( F

ig.

Ⅴ-33)

。
屏
風
は

赤
い
縁
で
、毎
扇
の
屏
面
に
は
緑
の
葉
と
赤
褐
色
の
花
蕾
と
い
う
姿
の
一
点
の
花
が
描
か
れ
、

屏
面
に
は
描
か
れ
る
花
草
や
樹
木
は
概
し
て
象
徴
的
描
写
で
、用
い
ら
れ
る
色
数
も
少
な
く
、

簡
素
な
表
現
と
い
え
る
⑤

。 

（
５
）
莫
高
窟
第148

窟 

盛
唐 

婚
嫁
図
の
画
面
に
は
、
多
曲
の
山
水
図
屏
風
が
見
ら

れ
る
。 

（
６
）
莫
高
窟
第445

窟 

盛
唐 

北
壁
に
は
弥
勒
浄
土
変
相
図
の
画
面
下
端
左
側
の
嫁

娶
の
景
を
示
し
、
牆
壁
に
囲
ま
れ
た
邸
宅
の
外
に
帳
幕
と
数
点
の
多
曲
屏
風
を
立
て(F

ig.

Ⅴ

-35)

、
婚
礼
の
宴
席
を
設
け
る
よ
う
す
で
、
中
央
に
楽
に
あ
わ
せ
て
一
人
が
舞
う
中
、
新
郎

新
婦
が
礼
拝
す
る
。
宴
席
の
間
を
従
僕
た
ち
が
忙
し
く
行
き
か
い
、
帳
幕
と
屏
風
の
外
に
は

中
を
う
か
が
う
者
が
あ
っ
て
、生
活
の
息
吹
に
満
ち
た
一
幅
の
風
俗
画
と
し
て
の
趣
が
あ
る
。

し
か
し
、
屏
風
の
画
面
内
容
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
⑥

。 

（
７
）
楡
林
窟
第25

窟
、
中
唐
（
吐
蕃
時
代
）、
主
室
北
壁
に
弥
勒
経
変
相
図
部
分
の
墓

地
の
詣
塚
辞
親
（
あ
る
い
は
送
老
入
墓
、
行
詣
図
、
臨
終
図
）
を
描
い
て
い
る
⑦

。
経
典
に

よ
れ
ば
、
弥
勒
の
世
に
は
、「
人
の
命
の
将
に
終
わ
ら
ん
と
す
る
や
、
自
然
に
塚
間
に
行
詣
し

て
死
す
」
と
さ
れ
る
。
墓
壁
に
は
山
水
図
屏
風
画
が
見
え
る( F

ig.

Ⅴ-36)

。 

（
８
）
楡
林
窟
第25

窟
、
中
唐
（
吐
蕃
時
代
）、
主
室
北
壁
に
弥
勒
経
変
相
図
の
東
側
下

部
に
は
嫁
娶
図
が
示
さ
れ
て
い
る
、「
弥
勒
の
世
に
は
女
人
は
五
百
歳
に
し
て
乃
ち
行
嫁
す
」

と
い
う
場
面
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
は
一
幅
の
婚
礼
図
で
あ
る
。
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』

に
、「
北
朝
の
婚
礼
は
、
青
布
の
幔
を
屋
と
為
す
。
門
の
内
外
に
在
り
。
こ
れ
を
青
廬
と
謂
い
、

此
に
お
い
て
拝
を
交
わ
す
」、「
拝
閣
の
日
に
は
、
婦
家
親
賓
婦
女
、
畢
く
集
う
（
後
略
）」
と

                                        

         

 

⑤

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
３
巻 

図
版
一
六
二
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
一

九
八
一
年
。  

⑥

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
３
巻 

図
版
一
七
五
、
一
七
七
、
平
凡
社
、
文
物
出

版
社
、
一
九
八
一
年
。  

⑦

敦
煌
研
究
院
編
『
中
国
石
窟
・
安
西
楡
林
窟
』
図
版
二
三
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。
段
文

傑
主
編
、
段
文
傑
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
楡
林
窟
第
二
五
窟
附
第
一
五
窟
（
中
唐
）』
江
蘇
美
術
出
版
、
一

九
九
三
年
。 
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述
べ
ら
れ
る
場
面
は
こ
の
壁
画
と
酷
似
し
て
い
る
。
画
面
に
は
さ
ら
に
、
山
水
図
屏
風
を
立

て
て
い
る
①( F

ig.

Ⅴ-36)

。 

（
９
）
莫
高
窟
第85

窟 

晩
唐 

東
壁
北
側
に
は
維
摩
経
変
相
図
の
部
分
に
維
摩
詰
居

士
は
帳
の
中
に
羽
扇
を
も
っ
て
端
座
し
、
後
に
多
曲
屏
風
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
屏
風
の
画
面

に
は
赭
色
の
縁
で
、
極
彩
色
の
蓮
華
文
様
を
施
し
て
い
る
②( F

ig.

Ⅴ-37)

。 

（
10
）
莫
高
窟
第217
窟 

唐 

「
得
医
図
」
中
の
衝
立 

山
水
図 

「
韓
熙
載
夜
宴
図
」

の
衝
立
と
よ
く
似
て
い
る
。 

（
11
）
莫
高
窟
第172
窟 
唐
「
西
方
浄
土
変
」
上
の
衝
立 

上
部
に
山
水
花
草
図
、
下

部
に
彫
刻
梅
花
紋 

（
12
）
莫
高
窟
第172

窟 

唐
「
西
方
浄
土
変
」
上
の
立
地
屏
風 

以
上
、
莫
高
窟
壁
画
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
屏
風
式
の
仏
教
絵
画
を
述
べ
た
。
こ
う
い
う

屏
風
形
式
の
仏
教
絵
画
は
、
中
原
地
方
の
墓
葬
屏
風
壁
画
や
伝
世
品
絵
画
に
関
す
る
屏
風
画

に
よ
っ
て
、
絵
画
形
式
や
、
内
容
、
構
図
表
現
及
び
居
室
調
度
品
と
し
て
の
配
置
な
ど
に
、

こ
の
時
代
の
仏
教
芸
術
の
世
俗
化
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

 

五
．
伝
世
品
の
絵
画 

現
存
し
て
い
る
隋
唐
時
代
の
伝
世
品
の
絵
画
の
中
に
、
屏
風
絵
に
関
す
る
も
の
は
極
め
て

少
な
い
。
下
記
の
よ
う
に
数
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
（
資
料
編
の
表
Ⅶ003
～006

参
照
）。 

 

１
．
遼
寧
省
博
物
館
蔵
伝
周
昉
「
簪
花
仕
女
図
」 

こ
の
作
品
は
明
る
い
黄
絹
で
着
色
し
た
も
の
で
、
保
存
が
良
好
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
外
と

良
い
も
の
で
唐
時
代
の
座
屏
小
屏
風
画
の
趣
を
濃
厚
に
と
ど
め
て
い
る ( F

ig.

Ⅴ-38)
。
模
写

と
し
て
も
、
相
当
忠
実
な
も
の
で
一
次
模
写
で
あ
ろ
う
。
南
唐
時
代
に
、
唐
の
原
本
か
ら
再

構
成
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
気
も
す
る
。
一
九
五
〇
年
初
、
当
時
の
東
北
博
物
館
（
現
在
の

遼
寧
省
博
物
館
）
に
収
蔵
さ
れ
て
、
約
半
世
紀
以
来
、
そ
の
創
作
年
代
と
作
者
の
問
題
に
つ

い
て
は
続
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
近
年
（
一
九
七
二
年
）
修
理
時
に
、
こ
れ
が
三
幅
の
絹

に
分
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
三
曲
の
小
屏
風
だ
っ
た
可
能
性
は
高
い
③

。
画
面
の

                                        

         

 

①

同
右
図
版
二
四
。  

②

段
文
傑
主
編
、
梅
林
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
八
五
窟
附
一
九
六
（
晩
唐
）』
図
版
八
三
、
江
蘇

美
術
出
版
社
一
九
九
八
年
。  

③

徐
書
城
「
従
「
纨
扇
仕
女
図
」「
簪
花
仕
女
図
」
略
談
唐
人
仕
女
画
」『
文
物
』
一
九
八
〇
年
第
七
期
、
七
一

～
七
五
頁
。
趙
暁
華
「
対
「
簪
花
仕
女
図
」
的
几
点
新
認
識
」『
遼
海
文
物
学
刊
』
一
九
九
二
年
第
一
、
二
期
。

「
紹
興
」
と
い
う
の
紀
年
銘
文
に
よ
っ
て
、
恐
ら
く
南
宋
以
前
、
屏
風
か
ら
絵
巻
に
改
装
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
④

。
と
こ
ろ
が
、
唐
時
代
に
お
け
る
墓
葬
壁
画
、
石
窟
壁
画
と
日
本
正

倉
院
の
伝
世
品
の
多
曲
屏
風
は
、
そ
の
形
態
上
は
、
一
般
的
に
、
縦
長
方
形
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
本
図
は
絵
巻
物
と
比
定
さ
れ
て
い
る
⑤

。
制
作
年
代
に
関
す
る
は
、
一
般
に
、
南
宋

模
写
と
い
う
意
見
が
多
い
が
、
仮
に
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
い
い
模
写
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
新
彊
ア
ス
タ
ー
ナ
の
唐
墓
の
美
人
図
、
日
本
薬
師
寺
の
吉
祥
天
図
と
の
比
較
に
よ
っ

て
あ
き
ら
か
に
な
る
。
未
尾
の
木
、
蓮
、
石
花
な
ど
ア
ス
タ
ー
ナ
の
も
の
を
思
わ
せ
る
。
唐

画
に
多
い
指
の
肉
の
も
り
あ
が
り
は
、
未
尾
の
女
性
に
わ
ず
か
に
み
う
け
ら
れ
る
の
み
で
、

狗
の
模
写
に
や
や
い
や
ら
し
い
媚
び
た
感
じ
が
あ
っ
て
、
ア
ス
タ
ー
ナ
の
健
康
な
狗
と
は
か

な
り
異
な
っ
て
い
る
。 

一
九
七
二
年
、
新
疆
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ
長
安
二
年(702)

張
礼
臣
墓
か
ら
出
土
さ

れ
た
楽
伎
図
木
縁
絹
画
屏
風
は
絹
本
着
色
で
、
六
扇
、
縦46.0cm

、
各
扇
横
約22.0cm

、

舞
伎
二
人
と
楽
伎
四
人
が
描
か
れ
て
、
景
物
が
疎
略
に
し
て
、
色
調
が
艶
麗
荘
重
で
あ
る
か

ら
、「
簪
花
仕
女
図
」
の
絹
本
地
色
と
画
面
高
さ
と
極
め
て
似
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ら
の
絵
画
作
品
が
い
ず
れ
も
唐
時
代
の
上
流
社
会
生
活
に
実
用
と
観
賞
と
兼
ね
て
い
る
小

屏
風
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。 

こ
の
仕
女
図
に
つ
い
て
は
、
伝
唐
の
画
家
周
昉
の
遺
作
で
あ
り
、
趙
暁
華
氏
の
研
究
に
よ

っ
て
、
本
図
の
構
図
や
技
法
用
筆
や
設
色
や
人
物
服
飾
な
ど
の
画
風
か
ら
み
る
と
唐
代
中
晩

                                        

                                        

                                        

 

趙
暁
華
「
簪
花
仕
女
図
―
由
屏
風
画
改
為
巻
軸
画
伝
蔵
之
認
識
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
四
九
（
第
十
三
巻
第

五
期
）、
一
九
九
五
年
八
月
、
一
一
八
～
一
二
五
頁
。 

④

屏
風
画
か
ら
巻
物
に
改
装
し
て
収
蔵
す
る
こ
と
が
、
唐
、
五
代
、
両
宋
以
来
、
普
遍
な
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
遼
寧
省
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
李
成
「
茂
林
遠
岫
図
」（
絹
本
水
墨
、46.0

×143.2cm

、）
も
屏

風
か
ら
巻
物
に
改
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
物
絵
画
を
屏
風
に
貼
り
こ
と
も
あ
る
。
米
芾
『
画
史
』

に
「
慈
聖
光
献
太
后
於
上
温
清
小
次
、
尽
購
李
成
画
、
貼
成
屏
風
、
上
至
則
玩
之
、
因
呉
丞
相
沖
卿
夫
人
入

朝
、
太
后
使
引
辨
真
偽
、
夫
人
、
成
之
孫
女
也
、
内
以
四
幅
折
奉
上
、
復
別
購
之
、
敇
内
臣
背
於
内
東
門
。」

と
あ
る
。
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』
に
宋
朝
の
人
物
蘇
易
簡
は
皇
帝
か
ら
「
鷹
猴
図
」
屏
風
を
い
た
だ
き
た

こ
と
が
あ
る
。『
図
画
見
聞
誌
』
に
も
「
張
侍
郎
（
去
華
）
典
成
都
時
、
尚
存
孟
氏
有
国
日
屏
扆
図
障
、
皆
黄

筌
輩
画
」
と
あ
っ
て
、
新
し
い
作
品
で
古
い
屏
風
を
替
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
趙
暁
華
「
簪
花
仕
女
図
―
由

屏
風
画
改
為
巻
軸
画
伝
蔵
之
認
識
」（『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
四
九
（
第
十
三
巻
第
五
期
）、
一
九
九
五
年
八
月
、

一
一
八
～
一
二
五
頁
。
）
参
照
す
る
。 

⑤

前
掲
李
星
明
氏
論
著
三
一
五
頁
参
照
。  
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期
の
も
の
と
あ
ろ
う
①

。
ま
た
、
周
昉
は
屏
風
画
を
描
い
た
こ
と
が
唐
の
詩
人
の
元
稹
「
白

衣
裳
」
に
「
閒
倚
屏
風
笑
周
昉
、
枉
抛
心
力
画
朝
雲
」
と
あ
る
。 

２
．
伝
孫
位
の
『
高
逸
図
巻
』（
晩
唐
『
七
賢
図
』
殘
卷
）
上
海
博
物
館
蔵 

黄
休
復
の
注
目
す
べ
き
画
評
は
、
従
来
の
「
神
、
妙
、
能
」
の
三
品
あ
る
い
は
三
格
の
上

に
「
逸
格
」
を
お
い
た
こ
と
で
あ
り
、
朱
景
玄
が
常
格
に
拘
ら
な
い
も
の
と
し
て
三
品
の
外

に
お
い
た
「
逸
」
を

上
級
の
品
等
に
数
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
逸
格
に
は
孫

位
た
だ
一
人
を
当
て
た
②

。 

「
竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
」
を
画
い
た
絵
画
の
表
現
様
式
は
、
南
朝
ば
か
り
で
な
く
唐
代
で

も
手
本
と
さ
れ
、
実
見
で
き
る
晩
唐
の
孫
位
の
画
い
た
『
高
逸
図
巻
』
は
、
画
中
の
人
物
が

四
人
で
、
も
と
は
「
七
賢
」
の
中
の
「
四
賢
」
を
画
い
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
中
に
は
、
現

存
し
て
い
る
の
四
人
は
、
山
濤
、
王
戎
、
劉
伶
、
阮
籍
で
あ
る
。（
伝
）
孫
位
の
『
高
逸
図
巻
』

（
上
海
博
物
館
蔵F

ig.

Ⅴ-19

）
の
構
図
が
、
横
幅
で
樹
石
と
人
物
の
間
に
座
し
、
江
蘇
の
南

朝
の
大
き
な
墓
に
画
か
れ
て
い
る
「
竹
林
七
賢
」
と
栄
啓
期
と
同
じ
構
図
を
採
っ
て
い
る
③

。

こ
の
作
品
の
景
色
の
中
に
蕉
石
を
配
す
る
の
は
花
鳥
画
の
意
味
を
も
ち
、
用
筆
は
軽
快
で
て

き
ぱ
き
と
し
た
表
現
に
な
る
。
ま
た
、
内
容
と
画
面
構
成
上
の
特
徴
か
ら
み
る
と
孫
位
の
こ

の
作
品
は
、一
九
七
二
年
に
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ト
ル
フ
ァ
ン∙
ア
ス
タ
ー
ナ
二
一
六
唐
墓

か
ら
出
土
し
た
鑑
戒
画
六
扇
屏
風
と
と
も
に
、
表
現
題
材
上
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
み
る
と
、

南
朝
の
伝
統
を
ふ
ま
え
て
創
作
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
芸
術
上
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
み
る

と
、
晩
唐
の
人
物
画
は
中
唐
の
水
準
を
維
持
し
て
い
た
と
い
え
る
。
以
上
の
伝
世
品
と
発
掘

遺
品
の
「
竹
林
七
賢
」
と
栄
啓
期
図
の
間
に
密
接
な
淵
源
関
係
に
あ
る
。
崔
芬
墓
に
お
い
て

も
同
様
の
表
現
が
見
出
せ
る
。
ま
た
、
洛
陽
存
古
閣
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
宋
代
の
画
像
石
刻

「
竹
林
七
賢
図
」
④

の
図
様
構
成
は
前
者
と
よ
く
似
て
い
る
（F

ig.

Ⅴ-20

）
。
こ
れ
ら
は
現
実
生

活
か
ら
離
れ
た
憧
憬
の
隠
士
の
表
象
と
い
う
意
味
を
持
つ
。「
高
逸
図
巻
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
一
高
士
・
一
侍
者
の
組
み
合
わ
せ
を
基
本
と
す
る
図
様
は
、
こ
の
よ
う
な
淵
源
に
由
来
し

                                        

         

 

①

趙
暁
華
「
対
「
簪
花
仕
女
図
」
的
几
点
新
認
識
」『
遼
海
文
物
学
刊
』
一
九
九
二
年
第
一
、
二
期
。  

②

黄
休
復
の
『
益
州
名
画
録
』
参
照
。  

③

南
京
博
物
院
・
南
京
市
文
物
管
理
委
員
会
「
南
京
西
善
橋
南
朝
墓
及
其
磚
刻
壁
画
」『
文
物
』
一
九
六
〇
年

第
八
・
九
期
；
南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
県
胡
橋
、
建
山
両
座
南
朝
墓
葬
」『
文
物
』
一
九
八
〇
年
第
二
期
；

南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
胡
橋
南
朝
大
墓
及
磚
刻
壁
画
」『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
二
期
。  

④

中
国
美
術
全
集
編
集
委
員
会
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
２
隋
唐
五
代
絵
画
、
図
三
七
、
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九
八
四
年
。
羅
世
平
「
遼
墓
壁
画
試
読
」、『
文
物
』
一
九
九
九
年
第
一
期
、
七
六
～
八
五
頁
。  

て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

３
．
周
昉
「
画
人
物
巻
」（
調
一
八
五94

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
七
・
〇
一
三
八
三
） 

こ
の
仕
女
図
絵
巻
に
は
二
点
の
衝
立
と
多
曲
の
屏
風
が
立
て
ら
て
い
る
。
い
ず
れ
も
格
欄

形
の
素
面
屏
風
で
あ
る
⑤( F

ig.

Ⅴ-39)

。 

４
．
周
景
元
「
麟
趾
図
巻
」（
調
二
二
五65

 

故
画
乙
〇
一
・
一
一
・
〇
一
七
四
七
） 

こ
の
仕
女
図
絵
巻
に
は
、
一
点
の
山
石
・
流
水
文
衝
立
が
描
か
れ
て
い
る
⑥

（F
ig.

Ⅴ-40

）
。 

５
．
閻
立
本
「
孝
経
図
巻
」（
絹
本
着
色
、
遼
寧
省
博
物
館
蔵
） 

本
絵
巻
に
は
、
６
点
の
画
中
衝
立
と
１
点
の
多
曲
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑦

。
屏
風
の
画

題
は
、
山
水
図
と
流
水
文
で
あ
る
（F

ig.

Ⅴ-41

）
。 

以
上
、
伝
世
品
の
少
な
い
唐
時
代
の
屏
風
画
に
関
す
る
も
の
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な

遺
品
と
い
え
る
。 

 

六
．
小
結 

後
漢
の
滅
亡
（
三
世
紀
）
か
ら
唐
代
（
七
世
紀
）
に
至
る
数
百
年
間
は
不
安
定
な
混
乱
の

時
代
と
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
、
ペ
ル
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
央
ア
ジ
ア
、
北
ア
ジ

ア
な
ど
の
異
な
っ
た
民
族
や
文
化
の
精
華
が
行
き
交
い
、
や
が
て
き
ら
び
や
か
な
国
際
文
化

―
大
唐
文
明
を
生
み
出
し
た
偉
大
な
る
創
造
の
時
代
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
唐
代
に
移
っ

て
、
屏
風
の
使
用
は

も
一
般
化
に
な
り
、
宮
廷
、
官
府
、
自
宅
に
ま
で
設
置
さ
れ
、
名
称

も
多
様
化
さ
れ
「
屏
」、「
障
」、「
障
子
」
と
次
第
に
言
い
変
わ
り
、
屏
風
に
漢
詩
、
書
道
、

絵
画
な
ど
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
唐
時
代
で
は
屏
風
画
の
大
流

行
、
大
普
及
の
潮
流
が
演
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
屏
風
は
唐
代
の
普
通
の
家
具

だ
け
で
な
く
、
当
時
の
詩
人
や
画
家
、
書
道
家
に
よ
る
芸
術
の
表
現
対
象
と
な
り
、
そ
の
装

飾
機
能
は
実
用
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
。
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』
の
中
で
唐
代
著
名
画
家

の
屏
障
画
作
品
を
多
処
に
記
載
し
た
が
、
伝
世
の
作
品
で
唐
代
の
屏
障
画
は
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
。
考
古
発
掘
中
、
唐
代
屏
風
の
実
物
は
新
彊
ア
ス
タ
ナ
唐
墓
で
二
、
三
例
の
発
見
し
か

                                        

         

 

⑤

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）
七
七
～
八
〇
頁
、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、

中
華
民
国
八
十
四
年
八
月
初
版
。
本
図
巻
は
絹
本
着
色
、30.8

×220.0cm

で
あ
る
。 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）
八
一
～
八
四
頁
、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、

中
華
民
国
八
十
四
年
八
月
初
版
。
本
図
巻
は
絹
本
着
色
、39.6

×327.7cm

、『
石
渠
宝
笈
三
編
・
御
書
房
』

著
録
で
あ
る
。
し
か
し
、『
石
渠
宝
笈
三
編
』
の
著
録
に
よ
る
と
、
周
昉
が
「
麘
趾
図
」
を
描
く
こ
と
が
あ
る
。 

⑦

中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
古
代
書
画
図
目
』（
一
五
）
遼1

-004

、
文
物
出
版
社
、1986

年
。 
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な
か
っ
た
。 

前
漢
の
時
代
か
ら
墓
葬
壁
画
は
、
大
流
行
し
た
が
、
東
漢
・
南
北
朝
を
経
て
大
き
な
発
展

と
変
化
が
見
ら
れ
、
唐
代
に
至
る
と
、
前
例
の
な
い
繁
栄
期
を
迎
え
、
今
ま
で
に
発
見
さ
れ

た
唐
代
の
壁
画
墓
は
不
完
全
な
計
称
に
よ
っ
て
百
余
座
あ
り
、
そ
の
中
、
二
十
座
以
上
に
の

ぼ
る
屏
風
画
が
出
現
し
た
。
唐
墓
壁
画
屏
風
図
の
題
材
、
内
容
は
非
常
に
豊
富
で
、
現
在
、

山
水
、
樹
下
老
人
、
樹
下
貴
婦
、
侍
女
、
鑑
賞
、
舞
楽
、
花
草
、
鳥
虫
、
云
鶴
、
獅
子
、
崑

崙
奴
牽
牛
な
ど
十
余
種
類
が
見
え
、
こ
れ
は
唐
代
の
史
書
、
文
学
作
品
及
び
出
土
遺
物
、
伝

世
品
に
反
映
さ
れ
た
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
唐
代
壁
画
墓
の
屏
風
画
は
北
朝
、
隋
の
形

式
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
伝
統
的
な
基
礎
に
よ
り
形
式
や
内
容
は
よ
り
一
層
変
化
し
な
が
ら

発
展
を
遂
げ
、
画
題
の
多
様
化
、
構
図
上
の
巨
大
化
、
複
雑
化
が
格
段
に
進
ん
で
、
各
時
期

に
不
同
の
特
徴
を
現
わ
し
て
い
る
。
特
に
、
盛
唐
晩
期
以
降
、
六
曲
屏
風
式
の
構
図
は
普
遍

的
に
使
わ
れ
た
。
屏
風
式
花
鳥
図
は
そ
の
当
時
の
新
た
な
様
式
で
あ
る
が
、
屏
風
式
人
物
画

は
六
朝
の
墓
室
に
す
で
に
出
現
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
六
曲
屏
風
式
構
図
は
、
墓
室
壁
面
に

赤
色
を
用
い
て
六
連
続
の
枠
を
描
き
、
そ
し
て
そ
の
枠
の
中
に
絵
を
描
く
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
一
つ
の
枠
は
一
つ
の
独
立
し
た
画
面
に
な
る
。 

ま
た
隋
代
の
屏
風
画
は
南
北
朝
時
代
か
ら
唐
代
へ
架
け
橋
と
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。 

 

第
六
章 

五
代
・
宋
・
遼
・
金
・
西
夏
・
元
時
代
の
屏
風
絵 

 

「
五
代
十
国
」
の
絵
画
芸
術
は
、
と
く
に
南
唐
と
西
蜀
で
相
当
栄
え
、
ま
た
こ
の
時
期
に

中
国
史
上
初
の
画
院
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
人
物
画
、
山
水
画
、
花
鳥
画
は
、
す
べ

て
独
立
し
た
画
科
と
な
り
、
し
だ
い
に
壮
大
な
絵
画
世
界
を
形
成
し
、「
徐
・
黄
の
異
体
」
と

称
さ
れ
る
花
鳥
画
は
、
独
特
の
画
風
を
形
成
し
た
。
ま
た
こ
の
時
代
の
山
水
画
家
は
、
と
く

に
顕
著
な
活
躍
を
示
し
、
中
原
の
荊
浩
、
関
同
と
南
唐
の
董
源
の
芸
術
的
完
成
は
、
い
ず
れ

も
後
世
の
山
水
画
発
展
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
五
代
の
絵
画
は
、
中
古
の
絵
画
の
新
し

い
水
準
に
達
し
、
唐
か
ら
北
宋
へ
の
架
け
橋
の
働
き
を
し
た
の
で
あ
る
。 

宋
代
は
、
中
国
絵
画
史
上
で
も
っ
と
も
栄
え
た
時
代
で
、
こ
の
繁
栄
は
、
中
国
の
中
古
期

絵
画
史
に
お
け
る
高
峰
と
な
っ
て
い
る
。
宋
代
の
民
間
絵
画
の
活
動
範
囲
は
、
農
村
の
小
農

経
済
の
高
揚
に
従
っ
て
、
比
較
的
拡
張
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
、
士
大
夫
の
米
芾

や
文
同
、
蘇
軾
ら
の
水
墨
写
意
画
が
し
だ
い
に
発
達
し
て
き
た
。
一
方
、
宮
廷
絵
画
で
は
、

規
模
の
大
き
い
翰
林
図
画
院
を
設
立
し
、
傑
出
の
画
家
は
、
絵
画
芸
術
に
対
し
て
一
歩
進
ん

だ
理
解
を
も
っ
て
い
た
、。
画
家
の
視
野
は
拡
大
さ
れ
、
各
種
の
題
材
は
、
専
門
的
研
究
と
創

作
に
よ
り
、
現
実
の
様
相
を
表
現
し
て
い
る
風
俗
画
や
、
肖
像
画
、
歴
史
画
、
山
水
画
、
花

鳥
画
な
ど
は
、す
べ
て
百
花
が
満
開
し
た
よ
う
に
歓
喜
に
満
ち
て
い
た（
資
料
４
、５
参
照
）。 

宋
代
に
は
周
辺
諸
民
族
の
遼
・
金
・
西
夏
が
興
起
し
た
後
に
、
経
済
・
政
治
面
で
発
展
し

た
ば
か
り
で
な
く
文
化
の
面
で
も
多
く
の
努
力
が
は
ら
わ
れ
た
。
多
民
族
は
か
つ
て
は
各
種

の
政
策
を
採
用
し
、
漢
民
族
の
封
建
文
化
を
た
え
ず
吸
収
し
、
自
己
の
民
族
の
文
化
芸
術
を

創
造
し
た
の
で
あ
る
。
遼
・
金
・
西
夏
の
絵
画
は
、
中
国
の
兄
弟
に
当
た
る
よ
う
な
諸
民
族

が
歴
史
上
に
貢
献
し
、中
国
絵
画
史
上
に
分
離
で
き
な
い
一
つ
の
構
成
部
分
を
な
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
中
国
絵
画
史
上
に
占
め
る
金
代
絵
画
の
役
割
の

大
の
も
の
は
、
北
宋
の
絵
画
・

絵
画
様
式
を
元
代
に
紹
介
し
た
こ
と
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
北
宋
絵
画
か

ら
南
宋
絵
画
が
受
け
継
が
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
の
補
欠
で
あ
る
①

。 

元
代
に
入
っ
て
、
絵
画
の
発
達
の
中
で
突
出
し
た
の
は
文
人
画
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
水

墨
の
写
意
画
が
と
く
に
深
い
趣
を
も
ち
、
文
人
画
家
は
一
歩
進
ん
で
書
法
を
画
法
の
う
え
に

帰
納
さ
せ
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。
絵
画
の
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
山
水
画
は
元
代
に

も
っ
と
も
盛
行
し
、
花
鳥
画
の
画
法
も
ま
た
日
に
日
に
と
完
備
し
、
つ
い
に
前
代
を
超
越
し

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
釈
人
物
画
も
、
元
代
に
お
い
て
復
興
し
て
い
る
（
資
料
６
参
照
）。 

現
在
に
至
る
ま
で
、
遼
・
金
・
西
夏
の
屏
風
画
資
料
は
少
な
い
た
め
、
当
時
の
屏
風
及
び

屏
風
絵
の
様
子
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
箇
所
の
壁
画
墓
が
発
見

さ
れ
、
数
は
少
な
い
が
、
遼
・
金
時
代
の
墓
葬
壁
画
屏
風
も
出
土
し
た
。
こ
こ
で
は
、
宋
・

元
時
代
の
墓
葬
壁
画
屏
風
を
伝
世
品
屏
風
画
と
結
び
付
け
て
、
こ
の
長
い
時
代
に
お
け
る
屏

風
画
の
大
枠
を
探
究
し
て
い
き
た
い
。 

 

一 

文
献
史
料 

宋
時
代
に
入
っ
て
、
屏
風
画
の
流
行
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
、
各
種
文
献
史
料
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
る
。 

（
一
）
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
物
語 

                                        

         

 

①

嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
』
第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
一
〇
〇
頁
、

小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。 
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こ
の
長
い
時
代
に
は
、
屏
風
に
つ
い
て
の
物
語
が
前
代
よ
り
少
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
南

唐
時
期
の
逸
話
の
一
つ
を
引
用
し
て
み
る
。
南
唐
の
高
官
で
あ
っ
た
馮
延
巳
は
後
主
の
李
煜

の
命
に
よ
っ
て
、
進
宮
し
て
、
皇
帝
と
要
事
を
議
論
し
た
。
南
唐
後
主
の
李
煜
は
「
坐
碧
落

宮
、
召
馮
延
巳
論
事
、（
馮
延
巳
）
至
宮
門
逡
巡
不
進
。
後
主
使
使
促
之
、
延
巳
云
「
有
宮
娥

着
青
紅
錦
袍
当
門
而
立
、
故
不
敢
径
進
」。
使
随
共
行
諦
視
、
乃
八
尺
琉
璃
屏
画
夷
光
独
立
図

也
、
問
之
董
元
筆
也
。」
と
あ
る
①

。
こ
の
よ
う
な
内
容
も
も
つ
屏
風
を
庭
園
や
宮
殿
な
ど
の

入
口
に
立
て
る
習
慣
は
、
現
代
ま
で
連
綿
続
い
て
い
る
。
そ
の
機
能
は
、
遮
蔽
と
装
飾
を
兼

ね
て
い
る
。 

（
二
）
画
讃
・
題
画
詩
・
論
画
詩
・
詞
曲
・
画
題
・
画
跋
・
画
記
な
ど
か
ら 

１
．
五
代
の
政
治
家
と
詞
人
の
和
凝
は
、
濃
艶
な
詞
を
作
る
。
和
凝
の
詞
は
『
花
間
集
』

に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
『
江
城
子
』
に
「
竹
裏
風
生
月
上
門
。
理
秦
箏
。
對

雲
屏
。
輕
撥
朱
絃
、
恐
亂
馬
嘶
聲
。
含
恨
含
嬌
獨
自
語
、
今
夜
月
、
太
遲
生
。
」
と
あ
る
。

（
對
雲
屏
：
雲
母
の
屏
風
に
向
か
っ
て
。
對
：
む
か
っ
て
い
る
。
む
か
う
。
雲
屏
：
雲
母
の

屏
風
。
半
透
明
の
ウ
ン
モ
で
作
ら
れ
た
び
ょ
う
ぶ
。
雲
母
障
。）
こ
の
『
江
城
子
』
の
訳
文
は
、

「
竹
裏
に
風
を
生
じ
て
月
は
門
に
上
る
。
秦
箏
を
理
（
と
と
の
）
へ
、
雲
屏
に
對
す
。
朱
絃

を
輕
や
か
に
撥
き
、
亂
馬
の
嘶
く
聲
を
恐
る
。
恨
を
含
み
嬌
を
含
み
て
獨
り
自
ら
語
る
：
今

夜
の
月
、
太
（
は
な
は
）
だ
遲
生
（
お
そ
）
し
と
。」
で
あ
る
。 

２
．
張
泌
の
『
楊
柳
枝
』
に
「
膩
粉
瓊
妝
透
碧
紗
、
雪
休
誇
。
金
鳳
掻
頭
墮
鬢
斜
、
髮
交

加
。
倚
著
雲
屏
新
睡
覺
、
思
夢
笑
。
紅
腮
隱
出
枕
函
花
、
有
些
些
。」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
に

「
倚
著
雲
屏
新
睡
覺
、
思
夢
笑
。」
と
い
う
一
句
は
「
雲
母
の
屏
風
寄
り
か
か
っ
て
、
今
、（
昼

寝
の
）
眠
り
か
ら
覚
め
た
と
こ
ろ
で
、
夢
を
思
ひ
て
笑
む
の
だ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

３
．
蘇
軾
「
郭
煕
画
秋
山
平
遠
」
詩 

学
士
院
そ
の
他
の
郭
煕
の
画
は
当
時
も
て
は
や
さ
れ
、
蘇
軾
は
「
郭
煕
画
秋
山
平
遠
」
と

題
す
る
詩
の
中
で
「
玉
堂
、
昼
、
春
日
を
掩
い
て
間
な
り
、
中
に
郭
煕
の
画
け
る
春
山
有
り
。

鳴
鳩
、
乳
燕
初
め
て
睡
起
し
、
白
波
青
嶂
、
人
間
に
非
ず
」
と
詠
っ
た
②

。
こ
の
学
士
院
の

                                        

         

 

①

伊
世
珍
輯
『
瑯
嬛
記
』
巻
中
引
『
丹
青
記
』、『
津
逮
秘
書
』
一
二
〇
冊
。 

②

『
蘇
東
坡
集
』
巻
一
六
。
ま
た
『
蔡
寛
夫
詩
話
』（『
宋
詩
話
集
』
佚
巻
下
所
収
）
に
は
こ
の
詩
と
関
連
し
、

「
今
玉
堂
中
屏
、
乃
郭
煕
所
作
春
江
暁
景
、
禁
中
官
局
多
煕
筆
跡
、
而
比
屏
独
深
妙
、
意
若
欲
追
配
前
人
者
、

蘇
儋
州
嘗
賦
詩
、『
玉
堂
昼
掩
春
日
閑
、
中
有
郭
煕
画
春
山
。
鳴
鳩
乳
燕
初
睡
起
、
白
波
青
嶂
非
人
間
。（
後

略
）』、
今
遂
為
玉
堂
一
佳
物
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
蘇
軾
の
「
春
山
」
が
春
江
暁
景
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
そ
れ
が
屏
風
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

春
山
と
は
、
上
引
の
『
石
林
燕
語
』
に

も
傑
出
し
て
い
た
と
い
う
春
江
暁
景
図
屏
風
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
は
、
残
念
な
が
ら
、
失
わ
れ
て
今
は
な
い
。 

４
．
そ
の
蘇
軾
「
郭
煕
画
秋
山
平
遠
」
詩
に
次
韻
し
た
黄
底
堅
に
よ
り
、「
煕
今
頭
白
く
し

て
眼
力
有
り
、
尚
お
能
く
筆
を
弄
し
て
窓
光
に
映
ず
」（「
次
韻
子
儋
題
郭
煕
画
秋
山
」）
と
郭

煕
は
称
さ
れ
た
③

。 

５
．
蘇
轍
「
書
郭
煕
横
巻
」
詩 

ま
た
蘇
轍
（
一
〇
三
九
～
一
一
一
二
）
は
元
祐
元
年
（
一
〇
八
六
）
頃
の
作
と
考
え
ら
れ

る
「
書
郭
煕
横
巻
」
と
題
す
る
詩
で
、「
鳳
閣
鸞
台
の
十
二
屏
、
屏
上
、
郭
煕
、
姓
名
を
題
す
」

と
詠
ん
だ
。
こ
の
十
二
屏
④

も
こ
れ
ら
廟
堂
の
屏
風
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
官
画

以
外
に
も
、
元
豊
末
年
、
顕
聖
寺
の
悟
道
な
る
者
の
た
め
に
十
二
幅
の
大
屏
を
作
り
、
そ
の

高
さ
は
実
に
二
丈
余
に
及
ん
だ
と
い
う
⑤

。 

６
．
王
安
石
は
煕
寧
元
年
（
一
〇
六
八
）
に
「
学
士
院
燕
侍
郎
画
屏
」
で
燕
粛
山
水
屏
に

つ
い
て
詠
っ
て
い
る
。「
学
士
院
燕
侍
郎
画
屏
」（『
王
荊
文
公
詩
』
巻
四
四
）
の
全
容
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。 

「
六
幅
生
綃
四
五
峰
、
暮
雲
楼
閣
有
無
中
。
去
年
今
日
長
千
里
、
遥
望
鍾
山
與
之
同
」。 

ま
た
、
王
荊
公
「
汀
沙
」
に
「
雪
漫
漫
、
水
溶
溶
、
睡
鴨
残
蘆
靄
中
。
帰
去
北
人
多
憶
此
、

家
家
図
画
有
屏
風
」
と
あ
る
。
前
代
の
詩
人
李
白
の
詩
文
曰
「
湖
南
七
郡
凡
幾
家
、
家
家
屏

障
書
題
偏
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
唐
宋
時
代
に
屏
風
は
調
度
品
と
絵
画
と
し
て
、

使
用
の
広
大
な
こ
と
が
わ
か
る
。 

７
．
北
宋
詩
人
の
辛
棄
疾
の
「
臨
江
仙
」
に
「
逗
曉
鶯
啼
聲
昵
昵
、
掩
關
高
樹
冥
冥
。
小

渠
春
浪
細
無
聲
。
並
床
听
夜
雨
、
出
蘚
轆
轤
青
。
碧
草
旋
荒
金
谷
路
、
烏
絲
重
記
蘭
亭
。
強

扶
殘
醉
遶
雲
屏
。
一
枝
風
露
濕
、
花
重
入
疏
欞
。」
と
あ
る
。「
鷓
鴣
天
」
に
「
泉
上
長
吟
我

獨
清
。
喜
君
來
共
雪
爭
明
。
已
驚
並
水
鷗
無
、
、
更
怪
行
沙
蟹
有
聲
。
添
爽
氣
、
動
雄
情
。

奇
因
六
出
憶
陳
平
。
卻
嫌
鳥
雀
投
林
去
、
觸
破
當
樓
雲
母
屏
。
」
と
あ
る
。「
虞
美
人
」
に
「
翠

屏
羅
幕
遮
前
後
。
舞
袖
翻
長
壽
。
紫
髯
冠
佩
御
爐
香
。
看
取
明
年
歸
奉
、
萬
年
觴
。
今
宵
池

上
蟠
桃
席
。
咫
尺
長
安
日
。
寶
煙
飛
焰
萬
花
濃
。
試
看
中
間
白
鶴
、
駕
仙
風
。
」
と
あ
る
。

                                        

         

 

③

前
野
直
彬
編
訳
『
宋
・
元
・
明
・
清
詩
集
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
１
９
、
七
八
～
七
九
頁
、
平
凡
社
、
一

九
七
三
年
）
宋
・
黄
庭
堅
の
第
六
首
を
参
照
。 

④

『
欒
城
集
』
巻
一
五
の
冒
頭
で
「
鳳
閣
鸞
台
十
二
屏
、
屏
上
郭
煕
題
姓
名
。
崩
崖
断
壑
人
不
到
、
枯
松
野
葛

相
欹
傾
（
後
略
）」
と
詠
っ
て
い
る
。 

⑤

黄
庭
堅
『
山
谷
題
跋
』
巻
八
、
跋
郭
煕
画
山
水
（
図
巻
）。 
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そ
の
ほ
か
、「
虞
美
人
」
に
「
夜
深
困
倚
屏
風
後
。
試
請
毛
延
壽
。
寶
釵
小
立
白
翻
香
。
旋
唱

新
詞
猶
誤
、
笑
持
觴
。
西
更
山
月
寒
侵
席
。
歌
舞
催
時
日
。
問
他
何
處

情
濃
。
卻
道
小
梅

搖
落
、
不
禁
風
。」
と
あ
る
①

。 

８
．
北
宋
詩
人
王
逢
原
（
王
令
）「
山
茶
花
」
詩
に
「
江
南
池
館
厭
深
紅
、
零
落
山
煙
山
雨

中
。
却
是
北
人
偏
愛
惜
、
数
枝
和
雪
上
屏
風
」
と
あ
る
（『
永
楽
大
典
』
巻
五
七
七
〇
）。 

９
．
陸
遊
「
駅
舎
見
故
屏
風
画
海
棠
有
感
」
に
「
夜
闌
風
雨
嘉
州
駅
、
愁
向
屏
風
見
折
枝
」

と
あ
る
（『
陸
遊
詩
全
集
』
四
）。 

１
０
．
譚
献
「
蝶
恋
花
」
に
「
六
曲
屏
前
携
素
手
、
戯
説
分
襟
、
莫
遣
分
襟
驟
」
と
い
う
。 

１
１
．
李
清
照
「
菩
薩
蠻
」
に
「
香
閣
掩
芙
蓉
、
画
屏
山
幾
重
」
と
あ
る
。 

１
２
．
金
の
劉
迎
（
？
～
一
一
八
〇
）
は
度
々
触
れ
た
蘇
軾
の
詩
、「
郭
煕
画
秋
山
平
遠
」

に
次
韻
し
て
以
下
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。 

「
槐
花
忙
過
挙
子
閑
、
旧
遊
意
在
夷
門
山
。
玉
堂
曾
見
郭
煕
画
、
拂
拭
縑
素
塵
埃
間
。（
後

略
）」
②

。 

彼
は
ま
た
「
梁
忠
信
平
遠
山
水
」（『
中
州
集
』
巻
三
）
で
も
、 

「
憶
昔
西
遊
大
梁
苑
、
玉
堂
門
閉
花
陰
晩
。
壁
間
曾
見
郭
煕
画
、
江
南
秋
山
小
平
遠
。（
後

略
）」
と
い
う
よ
う
に
感
慨
を
込
め
て
詠
っ
て
い
る
。 

１
３
．
屏
風
絵
に
関
す
る
『
宋
代
詞
集
』
の
詞
文 

（
１
）「
花
間
集
」（
唐
・
五
代
） 

そ
の
一
、
温
庭
筠
の
「
菩
薩
蛮
一
」、「
菩
薩
蛮
十
一
」、「
更
漏
子
一
」、「
酒
泉
子
」、「
蕃

女
怨
」； 

そ
の
二
、
皇
甫
松
の
「
夢
江
南
一
」； 

そ
の
三
、
韋
荘
の
「
菩
薩
蛮
三
」、「
応
天
長
一
」、「
望
遠
行
」、「
謁
金
門
」、「
天
仙
子
」； 

そ
の
四
、
牛
嶠
の
「
更
漏
子
」、「
菩
薩
蛮
一
」、「
菩
薩
蛮
二
」； 

そ
の
五
、
顧
夐
の
「
浣
渓
沙
一
」、「
浣
渓
沙
二
」、「
酒
泉
子
一
」、「
酔
公
子
」； 

そ
の
六
、
魏
承
班
の
「
木
蘭
花
」、「
鹿
虔
扆
」、「
思
越
人
」； 

そ
の
七
、
毛
煕
震
の
「
木
蘭
花
」； 

そ
の
八
、
李
珣
の
「
浣
渓
沙
二
」、「
漁
歌
子
一
」、「
酒
泉
子
一
」、「
望
遠
行
」。 

（
２
）
南
唐
詞 

                                        

         

 

①

『
辛
棄
疾
詞
全
集
』
参
照
。  

②

金
・
元
好
問
編
『
中
州
集
』
巻
三
「
郭
煕
秋
山
平
遠
用
東
坡
韻
」。 

そ
の
一
、
李
煜
の
「
菩
薩
蛮
」； 

そ
の
二
、
馮
延
巳
の
「
更
漏
子
」。 

（
３
）
北
宋
詞 

そ
の
一
、
柳
永
の
「
迷
神
引
」； 

そ
の
二
、
晏
幾
道
の
「
蝶
恋
花
」； 

そ
の
三
、
秦
観
の
「
浣
渓
沙
」； 

そ
の
四
、
賀
鋳
の
「
緑
頭
鴨
」。 

（
４
）
南
宋
詞 

そ
の
一
、
張
元
幹
の
「
蘭
陵
王
」； 

そ
の
二
、
陸
遊
の
「
烏
夜
鳴
一
」； 

そ
の
三
、
姜
夒
の
「
斉
天
楽
」； 

そ
の
四
、
盧
祖
皋
の
「
謁
金
門
」； 

そ
の
五
、
李
莱
老
の
「
高
陽
台
、
落
梅
」； 

そ
の
六
、
陳
允
平
の
「
瑞
鶴
仙
」； 

そ
の
七
、
周
密
の
「
献
仙
音
」。 

（
５
）
元
散
曲
、
小
令 

そ
の
一
、
馬
致
遠
の
〔
双
調
〕
壽
陽
曲 

瀟
湘
八
景
； 

そ
の
二
、
張
可
久
の
〔
双
調
〕
殿
前
歓
。 

以
上
の
よ
う
に
、
宋
元
時
代
の
詞
文
の
一
部
を
読
み
な
が
ら
、
そ
の
屏
風
絵
の
様
子
も
想

像
で
き
る
。
詞
文
の
描
写
に
よ
っ
て
、
枕
屏
や
大
型
屏
風
の
形
式
、
花
鳥
・
金
銀
な
ど
の
屏

風
画
面
が
よ
く
わ
か
る
③

。
ま
た
、
宋
元
時
代
の
詞
曲
の
な
か
に
屏
風
画
の
製
作
者
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
詞
曲
の
「
画
楼
」、「
画
舫
」
と
い
う
言
葉
か
ら
推
測
す
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
屏
風
絵
は
画
楼
（
現
在
の
画
廊
か
）
で
創
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

１
４
．
元
・
趙
孟
頫
の
詩
文
「
題
山
堂
」（
巻
四
）
と
金
・
元
・
薩
都
剌
「
鸚
鵡
曲
」
詩
（
二

三
）
に
よ
っ
て
、
着
色
画
の
堂
中
大
型
衝
立
と
床
榻
囲
屏
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
④

。 
                                         

         

 

③

こ
こ
に
は
、
屏
風
絵
に
関
す
る
詞
名
だ
け
を
摘
録
し
、
具
体
的
な
諸
詞
文
は
、
倉
石
武
四
郎
編
、
倉
石
武
四

郎
・
須
田
禎
一
・
田
中
謙
二
訳
『
宋
代
詞
集
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
２
０
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
）
の
日

本
語
訳
文
と
原
詞
を
参
照
。 

④

前
野
直
彬
編
訳
『
宋
・
元
・
明
・
清
詩
集
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
１
９
、
一
七
五
、
二
二
八
頁
、
平
凡
社
、

一
九
七
三
年
）
参
照
。 
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（
三
）
画
史
画
論
中
の
記
述 

 

１
．
黄
筌
と
黄
居
宷 

 

宋
・
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』
巻
二
黄
筌
と
黄
居
宷
の
条
に
「（
前
略
）
與
父
筌
倶
蒙
恩
遇

図
画
殿
庭
墻
壁
宮
闈
屏
障
不
可
勝
紀
」
と
あ
る
。
巻
六
に
張
去
華
所
蔵
の
黄
筌
の
屏
扆
図
障

が
あ
る
①

。
宋
・
米
芾
『
画
史
』
と
宋
・
汪
珂
玉
『
汪
氏
珊
瑚
網
画
継
』
に
「
今
院
中
作
屏

風
画
用
筌
格
」
と
も
あ
る
。
清
・
鄒
一
桂
『
小
山
画
譜
』
巻
下
に
山
鶏
図
屏
風
が
あ
る
②

。 

２
．
郭
熙 

郭
熙
（
一
〇
二
三
～
一
〇
八
五
頃
）
は
、
字
を
淳
夫
と
い
い
、
河
陽
の
温
県
（
河
南
の
孟

県
の
東
）
の
人
で
あ
る
。
彼
は
熙
寧
期
（
一
〇
六
八
～
一
〇
七
七
）
に
画
院
で
芸
術
と
学
問

を
学
び
そ
の
後
翰
林
待
詔
直
長
に
な
っ
た
。
神
宗
・
趙
頊
は
彼
の
画
を
厚
く
賞
賛
し
た
の
で

宮
中
で
「
ど
れ
ほ
ど
画
い
た
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
」
画
い
た
。
当
時
の
紫
宸
殿
、
化
成
殿
、

睿
思
殿
な
ど
の
建
物
は
す
べ
て
彼
の
画
い
た
屏
風
や
壁
画
で
飾
ら
れ
、
か
つ
て
「
誰
に
も
よ

く
知
ら
れ
天
下
第
一
と
評
さ
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
郭
熙
の
活
躍
し
た
時
期
は
北
宋
の
山
水

画
が
高
度
に
発
達
し
た
時
期
で
、
彼
が
画
い
た
山
水
画
が
千
態
万
状
で
複
雑
に
変
化
し
て
い

た
こ
と
か
ら
「
一
時
を
獨
歩
し
た
」
と
い
う
ほ
ど
の
名
誉
を
得
た
。
彼
の
現
存
作
品
に
「
早

春
図
」「
幽
谷
図
」「
窠
石
平
遠
図
」
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
彼
の
創
造
し
た
「
少

し
李
成
の
法
を
取
っ
た
し
、
ま
た
あ
と
は
自
分
で
得
た
も
の
が
多
い
」
③

と
い
わ
れ
る
一
種

清
新
な
画
風
を
み
ら
れ
る
。
郭
熙
は
生
涯
で
、
前
代
お
よ
び
自
分
の
芸
術
上
の
実
践
を
終
わ

ら
せ
重
要
な
画
論
④

を
執
筆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絵
画
理
論
の
面
に
も
大
き
な
貢
献
を
し

た
の
で
あ
る
。 

大
画
面
の
「
山
水
図
屏
風
」
は
、
郭
煕
の

高
傑
作
と
称
せ
ら
れ
た
。
蘇
軾
・
蘇
轍
兄
弟

や
黄
庭
堅
自
身
は
、
友
人
の
李
公
麟
や
王
詵
ら
と
と
も
に
、
小
画
面
の
水
墨
や
着
色
の
画
巻

や
画
軸
を
主
な
制
作
対
象
と
す
る
文
人
画
観
の
確
立
に
か
か
わ
っ
た
が
、
宮
廷
画
家
の
郭
煕

の
制
作
に
な
る
大
画
面
の
水
墨
山
水
図
屏
風
を
前
述
し
た
よ
う
に
嘆
賞
し
た
。
以
下
、
郭
煕

の
屏
風
画
に
つ
い
て
検
証
す
る
。 

①
．
郭
熙
著
『
林
泉
高
致
』（
郭
思
整
理
）「
画
記
」
山
水
図
屏
風
十
七
点
以
上 

                                        

         

 

①

『
図
画
見
聞
誌
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
一
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。
） 

②

清
・
鄒
一
桂
『
小
山
画
譜
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
五
、
初
集
第
九
輯
、
一
三
一
頁
、
台
北
・

芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
参
照
。 

③

『
宣
和
画
譜
』
巻
十
一
を
参
照
。  

④

郭
煕
撰
の
『
山
水
訓
』
な
ど
の
論
文
を
参
照
。 

『
林
泉
高
致
集
』
は
、
現
存
の
「
山
水
訓
」「
画
意
」「
画
訣
」「
画
格
拾
遺
」「
画
題
」「
画

記
」
⑤

の
六
項
か
ら
成
っ
て
お
り
、
郭
熙
の
子
の
郭
思
が
「
父
親
が
の
こ
し
た
事
実
を
追
っ

て
書
い
た
も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
画
論
の
「
画
記
」
の
部
分
に
、
郭
熙
が
、
数
多
く
宮
殿
屏

風
を
創
作
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
⑥

。 

②
．
龐
元
済
（
虚
斎
）『
致
南
潯
友
人
蘊
甫
信
』
中
の
山
水
大
屏
風 

ま
た
、
龐
元
済
（
虚
斎
）
の
書
に
も
「
人
は
高
仲
武
を
ほ
め
る
が
春
山
の
新
本
は
郭
河
陽

で
あ
る
」
と
あ
り
、
そ
の
下
の
注
に
「
郭
河
陽
の
子
の
思
は
元
豊
期
に
進
士
と
な
り
、
そ
の

と
き
河
陽
は
六
〇
歳
で
あ
っ
た
が
、
人
の
高
さ
に
等
し
い
大
屏
風
の
画
を
作
り
、
精
力
旺
盛

で
今
日
の
画
師
も
及
ば
な
い
も
の
だ
」
と
あ
る
⑦

。
即
ち
、
元
豊
末
年
（
一
〇
八
四
～
一
〇

八
五
）
に
郭
熙
は
顕
聖
寺
の
悟
道
者
と
し
て
一
二
幅
の
大
屏
風
を
画
き
、
黄
山
谷
が
元
符
三

年
（
一
一
〇
〇
）
に
そ
の
作
品
に
つ
い
て
「
こ
の
画
を
見
れ
ば
老
年
の
頃
画
い
た
も
の
で
非

常
に
貴
重
で
あ
る
」
と
述
べ
そ
の
で
あ
る
。 

③
．
顕
聖
寺
の
悟
道
者
と
し
て
十
二
幅
の
大
屏
風
を
作
る
こ
と 

詩
詞
の
部
分
で
触
れ
た
北
宋
版
大
蔵
経
の
版
木
を
当
時
管
理
し
印
行
し
て
い
た
顕
聖
寺
の

大
殿
中
央
は
柱
間
三
間
を
各
四
扇
計
十
二
扇
で
塞
ぎ
荘
厳
さ
れ
て
い
た
。
蘇
轍
自
身
「
鳳
閣

鸞
台
の
十
二
屏
、
屏
上
、
郭
煕
、
姓
名
を
題
す
」（「
書
郭
煕
横
巻
」）
と
詠
っ
た
。 

④
．
宋
・
葉
夢
得
（
一
〇
七
七
～
一
一
四
八
）
の
『
石
林
燕
語
』
に
「
春
江
暁
景
」
障
壁

画
、『
避
暑
録
話
』（
巻
上
）
に
も
同
じ
記
載
が
あ
る
⑧

。『
蔡
寛
夫
詩
話
』
に
「
春
江
暁
景
」

図
屏
風
、
政
和
七
年
（
一
一
一
七
）『
林
泉
高
致
』「
画
記
」
に
「
玉
堂
屏
風
」
も
あ
る
。
こ

れ
は
、
四
扇
あ
る
い
は
六
扇
の
照
壁
屏
風
で
あ
る
翰
林
学
士
院
玉
堂
「
春
江
暁
景
図
屏
風
」

を
し
の
ぐ
規
模
の
高
さ
六
〇
〇
．
〇
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
作
で
あ
る
。 

⑤
．
中
書
省
・
門
下
省
の
そ
れ
と
同
じ

大
規
模
の
十
二
扇
の
樹
石
図
照
壁
屏
風
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。 

                                        

         

 
⑤

『
四
庫
全
書
』
抄
の
四
明
天
一
閣
蔵
の
至
正
八
年
刻
本
の
『
林
泉
高
致
』
は
六
節
に
し
て
い
る
が
、
一
般
の

版
本
に
は
「
画
記
」
が
な
く
、
た
だ
五
節
で
あ
る
。  

⑥

一
九
七
元
年
三
月
号
の
『
美
術
研
究
』（
中
央
美
術
学
院
学
報
）
に
於
て
薄
松
年
、
陳
少
豊
両
氏
に
よ
る
「
読

『
林
泉
高
致
・
画
記
』
札
記
」
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
鈴
木
敬
「『
林
泉
高
致
集
』
の
「
画
記
」
と
郭

熙
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
一
〇
九
、
一
九
八
〇
年
。「
画
記
」
に
よ
っ
て
、
十
七
点
以
上
の
山
水
図
屏
風
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。 

⑦

虚
斎
辛
巳
夏
『
致
南
潯
友
人
蘊
甫
信
』
を
参
照
。  

⑧

（
前
略
）
屏
間
命
待
詔
鮑
詢
画
花
竹
於
上
、
與
玉
堂
郭
煕
春
江
晩
景
屏
相
配
、
当
時
以
為
美
談
。（
後
略
） 
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⑥
．
小
殿
屏
風
と
垂
拱
殿
の
御
扆 

『
図
画
見
聞
誌
』（
巻
四
）
は
、
神
宗
朝
の
煕
寧
（
一
〇
六
八
～
七
七
）
初
年
、
勅
命
に
よ
り

郭
煕
、
符
道
隠
、
李
宗
成
と
と
も
に
小
殿
に
三
扇
か
ら
成
る
屏
風
を
制
作
し
、
中
央
を
郭
煕
、

両
側
を
李
宗
成
、
符
道
隠
が
担
当
し
た
こ
と
を
記
録
し
、
同
じ
く
煕
寧
初
年
、
や
は
り
神
宗

の
命
令
で
垂
拱
殿
の
御
扆
に
鶴
竹
を
画
き
、
崔
白
、
艾
宣
、
丁
貺
、
葛
守
昌
が
各
々
一
扇
を

担
当
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
①

。 

 

⑦
．
郭
河
陽
御
屏
粉
本 

 

明
・
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』
巻
下
の
「
郭
河
陽
御
屏
粉
本
」
条
に
郭
煕
の
玉
華
殿
屏
風

図
の
粉
本
（
画
稿
と
も
い
う
）
と
あ
る
②

。
そ
の
画
風
は
、
画
家
の
李
営
邱
と
董
北
苑
の
風

骨
を
兼
ね
て
い
る
。 

郭
熙
は
北
宋
末
絵
画
史
上
で
唯
一
つ
の
疑
い
な
い
作
品
「
早
春
図
」（
北
宋
・
神
宗
の
煕
寧

五
年
（
一
〇
七
二
）、
絹
本
墨
画
淡
彩
、158.3
×108.1cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
③

）
を
残

す
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
絵
画
史
に
不
朽
の
声
名
を
確
保
し
て
い
る
が
、
絵
画
論
家
と
し
て
も

『
林
泉
高
致
集
』
一
巻
を
伝
え
て
い
る
。
す
ぐ
れ
た
山
水
画
家
と
し
て
の
具
体
的
制
作
体
験

に
基
づ
か
な
け
れ
ば
到
底
考
え
及
ば
な
い
多
く
の
制
作
論
、
技
法
論
、
構
成
論
等
々
か
ら
な

る
こ
の
一
篇
は
、
北
宋
以
後
の
山
水
画
世
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
現
存
す
る
多
く
の
傳
郭
煕
画
の
鑑
識
に
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
「
早
春
図
」
な
ど
郭
煕
の
山
水
画
を
見
な
が
ら
、
そ
の
大
画
面
山
水
図
屏
風
の
偉
大

な
様
子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

北
宋
第
一
の
山
水
画
家
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
早
春
図
」
の
制
作
者
で
あ
る
郭

煕
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
伝
記
や
官
画
界
に
お
け
る
活
動
、
地
位
等
に
つ
い
て
は
他
の
画
家

の
評
伝
に
比
べ
て
も
簡
略
な
記
述
し
か
み
ら
れ
ず
、
は
っ
き
り
と
分
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
北

宋
末
の
画
壇
、
こ
と
に
宮
廷
に
密
着
し
て
い
た
絵
画
界
の
状
況
の
解
明
に
も
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
予
而
『
林
泉
高
致
集
』
の
「
画
記
」
の
存
在
は
『
四

庫
全
書
綜
目
提
要
』
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
お
り
、
台
北
の
故
宮
博
物
院
が
蔵
す
る
文
淵
閣

旧
蔵
『
四
庫
全
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
想
像
は
し
て
い
た
。 

                                        

         

 

①

『
図
画
見
聞
誌
』
巻
四
、
郭
煕
、
崔
白
条
。 

②

明
・
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
、
二
集
第
十
輯
、
二
一
三
～
二
一
四

頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
参
照
。 

③

小
川
裕
充
・
弓
場
紀
知
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
５
巻
五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
、
図
版

三
五
、
作
品
解
説
三
五
八
頁
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。 

 

一
九
七
九
年
三
月
号
の
『
美
術
研
究
』（
中
央
美
術
学
院
学
報
）
に
於
て
薄
松
年
、
陳
少
豊

両
氏
に
よ
る
「
読
『
林
泉
高
致
・
画
記
』
札
記
」
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
、
北
京
図
書
館

所
収
の
「
画
記
」
一
篇
の
写
真
版
、
解
説
、
訳
注
が
紹
介
さ
れ
た
。 

 

郭
煕
の
『
林
泉
高
致
集
』
―
薄
、
陳
両
氏
も
、「
王
氏
画
苑
補
益
」
本
も
「
集
」
字
を
欠
く

が
、
両
氏
も
集
と
名
付
け
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
―
は
、
一
、
郭
思
の
序
、
二
、
山

水
訓
、
三
、
画
意
、
四
、
画
訣
、
五
、
画
格
拾
遺
、
六
、
画
題
か
ら
な
っ
て
お
り
（
現
存
の

『
王
氏
画
苑
』『
津
逮
秘
書
』
等
の
通
行
本
）、
当
然
、
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
の
政
和
七
年
（
一
一
一
七
）
の
許
光
凝
の
後
序
（
跋
）
と
「
画
記
」
の
二
篇
が
欠
落
し
て

い
る
。
北
京
図
書
館
が
『
林
泉
高
致
』（
集
）
全
編
を
収
蔵
し
て
い
る
の
か
、「
画
記
」
と
許

光
凝
後
序
の
手
抄
本
だ
け
を
収
め
て
い
る
の
か
は
、
薄
・
陳
両
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
は
明
ら

か
に
さ
れ
ず
、
影
印
さ
れ
た
「
画
記
」
と
「
後
序
」
に
よ
っ
て
の
み
で
は
手
写
さ
れ
た
時
期

の
推
定
は
困
難
で
あ
る
。 

 

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
れ
ば
四
庫
全
書
所
収
の
『
林
泉
高
致
集
』
一
巻
に
は
「
画

記
」
一
篇
、
前
後
序
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
う
ち
「
画
記
」
は
「（
郭
）

煕
が
神
宗
朝
に
在
っ
て
寵
遇
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
幸
い

台
北
の
国
立
故
宮
博
物
院
の
蘇
瑞
屏
女
士
の
好
意
に
よ
り
文
淵
閣
本
『
林
泉
高
致
集
』
中
の

「
画
記
」
及
び
許
序
の
コ
ピ
ー
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
『
郭
煕
早
春
図
』（
中
華
民
国
六

十
八
年
（
一
九
七
八
）
十
月
印
行
、
国
立
故
宮
博
物
院
に
付
載
、
排
印
さ
れ
た
）、『
林
泉
高

致
集
』
の
全
文
―
但
し
郭
思
の
序
を
欠
く
―
を
も
参
照
し
な
が
ら
、
北
京
図
書
館
、
四
庫
全

書
本
両
本
の
校
合
が
可
能
に
な
っ
た
。 

『
林
泉
高
致
集
』
成
立
の
事
情
は
や
や
長
谷
川
等
伯
の
『
画
説
』
に
似
て
い
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
『
画
説
』
は
本
法
寺
の
日
通
上
人
が
等
伯
の
絵
画
に
関
す
る
言
説
を
書
き
と
ど
め

た
も
の
と
い
わ
れ
、『
林
泉
高
致
集
』
は
郭
煕
の
子
郭
思
が
父
の
言
説
を
筆
記
し
た
も
の
が
大

部
分
を
占
め
る
ほ
か
、
郭
煕
の
神
宗
朝
（
一
〇
六
八
～
一
〇
八
五
）
に
お
け
る
華
々
し
い
活

躍
を
追
憶
の
意
を
か
ね
て
記
し
た
も
の
に
、
早
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
嘉
祐
・
治
平
・
元
豊

以
来
の
崇
公
、
巨
儒
の
詩
歌
讃
記
、
郭
煕
の
平
日
の
講
論
、
小
筆
範
式
を
収
め
た
も
の
で
あ

り
、『
画
記
』
の
一
篇
は
郭
煕
の
煕
寧
元
豊
時
に
於
け
る
活
躍
の
様
子
を
あ
る
程
度
推
測
さ
せ

て
く
れ
る
『
画
記
』
は
、
七
十
歳
に
近
い
老
齢
と
考
え
ら
れ
る
画
家
が
ほ
と
ん
ど
突
如
と
し

て
神
宗
廟
で
活
躍
し

大
限
に
優
遇
さ
れ
、
禁
中
官
衙
の
大
画
面
制
作
を
数
多
く
行
な
い
な

が
ら
、
神
宗
の
死
、
哲
宗
の
即
位
と
時
を
同
じ
く
し
て
官
画
界
か
ら
姿
を
消
す
と
い
う
謎
め

い
た
経
歴
を
如
日
に
示
し
て
い
る
。 

以
下
、「
画
記
」
の
意
味
す
る
も
の
と
若
干
の
屏
風
画
に
つ
い
て
を
考
察
し
た
い
。 

『
四
庫
提
要
』
が
い
う
よ
う
に
「
画
記
」
は
「
郭
煕
が
神
宗
時
に
在
っ
て
寵
遇
さ
れ
た
事
を
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述
べ
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
諸
官
衙
、
宮
中
殿
閣
の
大
画
面
壁
屏
画
の
制

作
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
年
時
を
追
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。 

 

障
壁
画
家
と
し
て
の
郭
煕
は
か
く
精
力
的
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
創
意
的
で
あ
っ
た
。

宋
・
葉
夢
得
（
一
〇
七
七
～
一
一
四
八
）
の
『
石
林
燕
語
』（『
四
庫
全
書
』
珍
本
別
輯
本
）

に
よ
れ
ば
、
北
宋
の
尚
書
省
及
び
六
部
の
障
壁
に
は
『
周
礼
』
が
書
か
れ
、
禁
中
に
位
置
し

た
中
書
、
門
下
の
両
省
、
後
者
枢
密
院
、
学
士
院
の
障
壁
の
悉
く
が
郭
煕
一
人
の
手
に
な
る

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

以
上
あ
げ
た
『
画
記
』
の
各
条
（
資
料
１
参
照
）
を
表
に
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
（
資

料
２
参
照
）
①

。 

 

３
．
米
芾
『
画
史
』
に
「
今
院
中
作
屏
風
、
尽
用
（
黄
）
筌
格
、
稍
旧
退
出
、
更
無
辨
処
」

と
い
う
よ
う
に
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
米
芾
が
『
画
史
』
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
今
の

院
（
画
院
を
指
す
）
の
中
で
屏
風
画
を
画
く
の
は
黄
筌
の
画
格
を
用
い
る
」
と
説
明
し
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
、
古
い
屏
風
が
取
り
外
さ
れ
た
ら
、
巻
軸
画
に
な
る
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
遼
時
代
の
「
丹
楓
呦
鹿

図
」
と
「
秋
林
群
鹿
図
」
が
、
も
と
も
と
同
一
屏
風
の
二
扇
と
推
定
さ
れ
て
い
る
②

。
黄
筌

（
九
〇
三
～
九
六
五
）
は
、
字
を
要
叔
と
い
い
、
四
川
の
成
都
の
出
身
で
早
熟
の
画
家
で
あ

っ
た
。
黄
筌
は
鳥
雀
画
に
す
ぐ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
人
物
画
も
よ
く
し
、
と
く
に
鶴
の
画

は
も
っ
と
も
有
名
で
、
宋
代
初
期
の
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

４
．
許
道
寧 

 

許
道
寧
（
九
七
〇
頃
～
一
〇
五
二
頃
）
は
、
北
宋
中
期
の
李
成
派
の
画
家
。
河
間
（
河
北

省
）
の
出
身
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
長
安
（
陝
西
省
西
安
市
）
を
中
心
に
活
躍
し
た
。
張
士

遜
（
九
六
四
～
一
〇
四
九
）
は
、
北
宋
の
公
卿
の
一
人
と
し
て
仁
宋
期
四
度
も
同
中
書
門
下

平
章
事
（
宰
相
）
を
つ
と
め
、
同
時
に
書
画
の
大
収
集
家
、
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
。
張
士

遜
は
邸
宅
の
壁
や
屏
風
を
山
水
画
家
の
許
道
寧
に
画
か
せ
、
深
く
賞
愛
し
て
詩
を
贈
っ
た
と

い
う
③

。
ま
た
、
現
在
、
許
道
寧
の
伝
称
を
も
つ
作
品
の
一
点
の
「
秋
山
蕭
寺
図
巻
」（
日
本
・

                                        

         

 

①

薄
松
年
・
陳
少
豊
「
讀
『
林
泉
高
致
・
画
記
』
札
記
」『
美
術
研
究
』（
中
央
美
術
学
院
学
報
）
一
九
七
九
年

三
月
。
鈴
木
敬
「『
林
泉
高
致
集
』
の
「
画
記
」
と
郭
煕
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
１
０
９
、
一
～
一
一
頁
、

一
九
八
〇
年
。
同
氏
『
中
国
絵
画
史
』
上
、
二
三
一
～
二
三
二
頁
参
照
。 

②

張
朋
川
「
明
清
書
画
中
堂
様
式
的
縁
起
」『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
。  

③

仁
宗
の
嘉
祐
年
間
（
一
〇
五
六
～
六
三
）
初
め
に
撰
述
さ
れ
た
劉
道
醇
の
『
聖
朝
名
画
評
』
巻
二
「
山
水
林

木
門
」
に
「
許
道
寧
、
河
間
人
、
学
李
成
画
山
水
林
木
、
初
市
薬
於
端
門
前
、
人
有
贖
者
、
必
画
樹
石
兼
与

之
、
無
不
称
其
精
妙
、
由
此
有
声
、
遂
遊
公
卿
之
門
、
多
見
礼
待
、
相
国
寺
張
文
懿
公
令
道
寧
画
其
居
壁
及

藤
井
有
隣
館
蔵
）
は
、
縦38.3cm

、
横147.5cm

の
絹
本
に
、
彩
色
を
用
い
ず
墨
で
画
か

れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
元
来
横
巻
で
は
な
く
、
壁
画
或
い
は
屏
風
の
如
く
、
画
面
全
体
を
広

げ
て
鑑
賞
す
る
形
式
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
南
唐
の
顧
閎
中
の
作
と
さ

れ
る
韓
煕
載
夜
宴
図
巻
（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
を
み
る
と
、
美
髯
の
韓
煕
載
の
坐
す
榻

の
三
方
の
側
板
に
は
横
長
の
山
水
が
画
か
れ
る
。
と
り
わ
け
背
後
の
山
水
図
と
同
じ
よ
う
な

大
き
さ
、
縦
と
横
の
比
で
、「
秋
山
蕭
寺
図
巻
」
も
元
来
は
装
さ
れ
、
後
に
横
巻
形
式
④

に
改

装
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
作
者
と
伝
え
ら
れ
る
許
道
寧
自
身
も
、
壁
画
や
屏
風
を
主

要
な
画
面
形
式
と
し
て
、
張
士
遜
の
邸
宅
等
に
画
い
た
こ
と
は
既
に
み
た
通
り
で
あ
り
、
一

つ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
⑤

。 
 

５
．
陶
裔 

 

太
宗
に
よ
り
見
出
さ
れ
画
院
待
詔
と
な
っ
た
花
鳥
画
家
の
陶
裔
は
、
妙
品
な
が
ら
、
徐
崇

嗣
の
評
価
を
得
て
、
太
宗
の
御
座
屏
風
な
ど
を
制
作
し
た
も
の
の
、
そ
の
筆
法
は
黄
筌
に
近

く
、「
西
蜀
黄
筌
、
東
京
陶
裔
」
と
評
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
父
黄
筌
と
と
も
に
神
品

の
評
価
を
得
る
黄
居
寀
に
伍
し
て
、
華
北
花
鳥
画
の
独
自
性
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
黄
居
寀
の
同
僚
と
し
て
、
四
川
花
鳥
画
に
連
な
る
北
宋
院
体
花
鳥
画
の
基
礎
を
築
き
上

げ
た
画
家
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。 

 

６
．
宋
・
李
薦
『
画
品
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
八
、
四
集
第
五
輯
、
一
八

八
～
一
八
九
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
に
南
唐
金
陵
霸
府
の
大
屏

の
一
扇
の
「
棘
鷂
柘
條
銅
嘴
」
と
い
う
鳥
石
図
屏
風
の
記
述
が
あ
る
。 

 

７
．
宋
・
汪
珂
玉
『
汪
氏
珊
瑚
網
画
継
』
の
「
画
継
論
近
」
に
「
徽
宗
建
龍
徳
宮
成
命
待

                                        

                                        

                                        

 

屏
風
等
、
文
懿
深
加
賞
愛
、
作
歌
贈
之
、
道
寧
之
格
所
長
者
三
、
一
林
木
、
二
平
遠
、
三
野
水
、
皆
造
其
妙
、

而
又
命
意
狂
逸
、
自
成
一
家
、
頗
有
気
燄
、
所
得
李
成
之
気
者
也
」
と
言
う
。
ま
た
、
煕
寧
九
年
（
一
〇
七

六
）
頃
撰
述
さ
れ
た
郭
若
虚
の
『
図
画
見
聞
誌
』
巻
六
「
近
事
、
玉
画
叉
」
条
に
「
張
文
懿
性
喜
書
画
、
今

古
図
軸
、
襞
積
繁
夥
、
銓
量
必
当
、
愛
護
尤
勤
」
と
あ
る
。『
聖
朝
名
画
評
』
巻
一
「
武
宗
元
」
条
に
「
丞
相

文
懿
張
公
士
遜
生
辰
、
宗
元
献
消
災
菩
薩
二
軸
、
公
張
於
千
歳
堂
、
其
秘
重
焉
」
と
い
う
。 

④

横
巻
で
は
な
い
が
、
元
来
屏
障
形
式
を
成
し
て
い
た
作
品
を
軸
に
改
装
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。

『
墨
縁
彙
観
』
巻
三
、
許
道
寧
嵐
鎖
秋
峰
図
「
絹
本
中
掛
幅
、
長
五
尺
五
寸
二
分
、
闊
一
尺
四
寸
七
分
、（
略
）

此
幀
必
屏
障
闊
幅
、
今
存
其
一
」。 

⑤

曾
布
川
寛
「
許
道
寧
の
伝
記
と
山
水
様
式
に
関
す
る
一
考
察
」『
東
方
学
報
』（
京
都
第
五
十
二
冊
、
昭
和
五

十
五
年
三
月
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）。
ま
た
、
同
氏
『
中
国
美
術
の
図
像
と
様
式
』（
研
究
篇
）、
中

央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
所
収
、
四
九
六
～
五
一
一
頁
。 



 - 95 -

詔
図
画
宮
中
屏
壁
皆
極
一
時
之
選
」
と
あ
る
①

。
ま
た
、
程
坦
の
「
松
竹
障
八
幅
」
と
い
う

作
品
名
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

８
．
宋
・
汪
珂
玉
『
汪
氏
珊
瑚
網
画
継
』
や
元
・
湯
垕
『
古
今
画
鑑
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編

『
美
術
叢
書
』
十
一
、
三
集
第
二
輯
、
三
六
～
三
七
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五

年
十
一
月
）
に
宋
徽
宗
は
当
時
の
画
家
を
拔
擢
す
る
と
き
、「
孔
雀
升
墩
障
屏
」
と
い
う
樹
石

花
鳥
屏
風
の
制
作
が
試
験
問
題
と
し
て
い
た
と
あ
る
。 

 

９
．『
益
州
名
画
録
』
巻
中
「
黄
居
寀
」
条
に
「
殿
庭
牆
壁
、
門
幃
屏
障
、
図
画
之
数
、
不

可
紀
録
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
書
の
巻
下
に
山
水
画
家
の
姜
道
隠
「
偽
相
趙
国
公
昊
知
其
性

迹
、
請
画
屏
風
」
と
あ
る
②

。 
 

１
０
．『
南
宋
院
画
録
』
に
は
、
南
宋
時
代
の
屏
風
絵
を
部
分
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、「
序
」
に
、「
馬
侍
郎
芸
播
丹
青
、
屏
扆
九
重
」
と
あ
り
、
ま
た
、
巻
七
に
「
人
謂
馬

遠
全
事
邊
角
、
乃
見
未
多
也
。
江
浙
間
有
其
峭
壁
大
障
、
則
主
山
屹
立
（
後
略
）」（『
山
水
家

法
』）、「
好
事
家
蔵
馬
遠
画
宋
南
薰
殿
屏
障
、
浅
色
」（『
都
穆
鉄
網
珊
瑚
』）
と
も
あ
る
。
巻

一
に
「
臨
安
北
山
鮑
家
田
尼
菴
、
梅
屏
甲
京
都
、
高
宗
嘗
令
画
院
待
詔
図
進
」（『
釈
居
簡
北

礀
集
』）
と
、
巻
二
に
「
李
唐
山
水
、
初
法
李
思
訓
、
其
後
変
化
多
、
喜
作
長
図
大
障
、
其
名

大
劈
斧
皴
。」（『
格
古
要
論
』）
と
、
巻
三
に
高
宗
は
蕭
照
の
山
水
人
物
図
屏
風
に
「
白
雲
断

処
斜
陽
轉
、
幾
曲
青
山
献
画
屏
。」
と
い
う
題
画
詩
が
あ
っ
た
（『
画
継
補
遺
』）
③

。 
 

１
１
．
宋
・
鄧
椿
『
画
継
』
巻
三
に
晁
補
之
の
「
山
水
留
春
堂
大
屏
」
が
あ
る
。
同
巻
に

成
都
笮
橋
観
音
院
の
程
堂
の
画
竹
屏
風
が
あ
り
、「
携
灯
笑
指
屏
間
竹
、
記
得
当
年
手
自
栽
。」

と
い
う
題
画
詩
が
あ
る
。
巻
四
に
李
世
南
の
六
幅
の
「
秋
景
平
遠
寒
林
障
」
が
あ
る
。
巻
五

に
高
大
亨
と
李
能
兄
弟
に
よ
る
「
山
水
画
図
障
」
が
あ
る
。
巻
七
に
畜
獣
虫
魚
画
家
の
侯
宗

古
と
郗
七
は
い
ず
れ
も
西
京
大
内
大
慶
殿
「
面
升
龍
」
御
屏
を
描
く
と
あ
る
④

。 
 

１
２
．『
宣
和
画
譜
』
巻
四
に
御
府
所
蔵
王
斉
翰
の
作
品
の
な
か
に
、「
三
教
重
屏
図
一
」、

「
重
屏
図
一
」
が
あ
る
。
巻
七
に
周
文
矩
の
「
重
屏
図
一
」、
顧
閎
中
の
「
韓
煕
載
夜
宴
図
一
」、

顧
閎
中
の
書
画
臥
屏
；
巻
八
に
、
房
従
眞
の
「
諸
葛
亮
引
兵
渡
瀘
」
蜀
宮
障
壁
画
；
巻
九
に
、

僧
傳
古
の
皇
建
院
雲
水
龍
図
屏
風
、
宗
室
叔
儺
の
禽
魚
図
屏
風
（
王
安
石
の
詩
文
「
帰
去
北

                                        

         

 

①

宋
・
汪
珂
玉
『
汪
氏
珊
瑚
網
画
継
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
六
、
二
集
第
一
輯
、
七
一
頁
、
台

北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
参
照
。 

②
『
益
州
名
画
録
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
二
巻
）、
二
一
、
三
五
頁
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。
） 

③

『
南
宋
院
画
録
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
三
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。
） 

④

宋
・
鄧
椿
『
画
継
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』
一
巻
（
全
三
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。） 

人
多
憶
此
、
毎
家
図
画
有
屏
風
」
に
よ
る
）；
巻
十
三
に
、
李
仲
和
の
小
画
人
馬
障
；
巻
十
六

に
、
黄
居
宝
の
「
重
屏
図
一
」、
宗
室
仲
僴
の
高
屏
風
；
巻
十
七
に
、
黄
居
寀
の
牆
壁
屏
障
；

巻
十
八
に
、
崔
白
・
艾
宣
・
葛
守
昌
・
丁
貺
の
垂
拱
殿
御
扆
「
夾
竹
海
棠
鶴
図
」；
巻
十
九
に
、

劉
常
の
「
折
枝
桃
花
図
」
屏
風
な
ど
が
あ
る
⑤

。 
 

１
３
．
宋
・
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』
巻
二
に
、
房
従
眞
の
「
諸
葛
武
侯
引
兵
渡
瀘
水
」

蜀
宮
板
障
画
；
巻
三
に
僧
傳
古
大
師
「
皇
建
院
有
所
画
屏
風
現
存
」（
龍
水
文
図
屏
風
）、
燕

粛
「
太
常
寺
有
所
画
屏
風
」（
山
水
寒
林
図
屏
風
）
が
あ
る
。
巻
四
に
、
玉
清
照
応
宮
に
呂
文

靖
の
宅
廳
後
の
燕
貴
の
山
水
図
屏
風
；
李
隠
の
山
水
図
五
殿
屏
扆
；
高
克
明
の
臥
屏
；
屈
鼎

の
龐
相
第
山
水
屏
風
；
李
宗
成
の
枢
府
東
廰
「
大
濺
撲
」
屏
風
；
呉
僧
継
肇
の
相
国
寺
資
聖

閣
院
山
水
図
屏
風
；
陶
裔
の
花
鳥
図
御
座
屏
扆
；
李
懷
袞
の
陳
康
粛
宅
第
花
鳥
図
屏
風
；
易

元
吉
の
迎
釐
斉
殿
花
鳥
図
御
扆
と
神
遊
殿
小
屏
風
；
崔
白
・
艾
宣
・
葛
守
昌
・
丁
貺
の
垂
拱

殿
御
扆
花
鳥
図
；
董
羽
の
李
後
主
「
香
花
閣
図
」
屏
風
；
任
従
一
の
「
金
明
池
水
心
殿
」
出

水
金
龍
図
御
座
屏
扆
；
荀
信
の
「
会
霊
観
」
看
水
龍
図
御
座
屏
扆
な
ど
が
あ
る
。
巻
六
に
景

霊
宮
孝
厳
殿
に
諸
画
家
の
屏
扆
と
も
あ
る
⑥

。 
 

１
４
．
元
・
夏
文
彦
『
図
絵
宝
鑑
』
巻
三
に
崔
白
・
艾
宣
・
葛
守
昌
・
丁
貺
の
垂
拱
殿
御

扆
「
夾
竹
海
棠
鶴
図
」
の
こ
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
⑦

。 
 

（
四
）
他
の
文
献 

１
．
北
宋
・
燕
粛
「
寒
林
屏
風
」（「
山
水
図
屏
風
」） 

『
宋
朝
事
実
類
苑
』
巻
六
二
に
「
太
常
寺
、
旧
在
興
国
坊
、
今
三
班
院
是
也
。
景
祐
初
、

燕
侍
郎
省
判
寺
庁
事
、
画
寒
林
屏
風
、
時
称
絶
筆
。
」
と
あ
る
（『
春
明
退
朝
録
』
上
に
も
記

述
さ
れ
て
い
る
）。 

 

大
官
に
な
っ
た
燕
粛
（
九
六
一
～
一
〇
四
〇
）
は
官
僚
政
治
家
で
あ
る
文
人
と
称
し
て
よ

い
画
家
⑧

と
し
て
、
幼
少
の
仁
宗
に
代
わ
り
政
務
を
と
っ
て
い
た
大
后
・
劉
氏
（
称
制
一
〇

                                        

         

 

⑤

『
宣
和
画
譜
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』
一
巻
（
全
三
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。
） 

⑥

『
図
画
見
聞
誌
』
巻
二
・
四
（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』
一
巻
（
全
三
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七

年
。） 

⑦

『
図
絵
宝
鑑
』
巻
三
（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』
一
巻
（
全
三
巻
）、
五
七
頁
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十

七
年
。
） 

⑧

燕
粛
は
米
芾
『
画
史
』
に
よ
れ
ば
李
成
を
師
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
図
画
見
聞
誌
』（
巻
三
・
燕

粛
の
條
）
に
「（
前
略
）
文
学
治
行
外
、
尤
善
画
山
水
寒
林
、
澄
懐
味
象
、
応
会
感
神
、
踏
摩
詰
（
王
維
）
之
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二
二
～
一
〇
三
二
）
の
意
を
承
け
た
翰
林
学
士
・
宋
綬
（
九
九
一
～
一
〇
四
〇
、
翰
林
学
士

在
任
一
〇
二
五
～
一
〇
三
一
）
の
命
に
よ
り
、
翰
林
学
士
院
玉
堂
（
正
庁
）
中
堂
北
壁
に
「
山

水
図
屏
風
」（
九
九
二
年
頃
）
を
画
い
て
い
る
①

。
こ
の
燕
粛
の
六
幅
山
水
屏
風
は
中
堂
・
玉

座
の
背
後
を
飾
っ
た
。
し
か
し
、
董
羽
・
巨
然
の
壁
画
か
ら
燕
粛
の
屏
風
へ
と
受
け
継
が
れ

た
「
院
中
の
名
画
」
の
歴
史
は
、
元
豊
の
改
修
に
よ
っ
て
一
旦
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
壁
画

は
毀
れ
、
屏
風
も
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
資
料
３
参
照
）。 

こ
の
屏
風
の
様
子
は
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
伝
彼
の
「
奇
峰
萬
木
図
」
②

の
手

前
の
部
分
は
、
樹
石
の
姿
が
五
代
董
源
の
「
寒
林
重
汀
図
」
と
よ
く
似
て
い
て
、
無
窮
な
深

遠
の
山
水
を
表
現
し
、「
寒
林
屏
風
」
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

し
か
し
、
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）
頃
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
学
士
院
玉
堂
に
は
、

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
翰
林
待
詔
・
郭
煕
の
制
作
に
な
る
「
玉
堂
の
一
佳
物
」、「
春
江
暁
景

図
屏
風
」
が
置
か
れ
、「
院
中
の
名
画
」
の
歴
史
を
再
興
す
る
と
同
時
に
そ
の
掉
尾
を
も
飾
る

こ
と
に
な
る
高
み
が
築
き
上
げ
ら
れ
る
。
蔡
寛
夫
は
「
禁
中
の
官
局
、
煕
の
筆
迹
多
し
。
而

し
て
此
の
屏
独
り
深
妙
」
と
指
摘
し
、
宮
中
の
省
庁
に
多
く
あ
る
郭
煕
の
画
の
中
で
も
取
り

分
け
「
春
江
暁
景
図
屏
風
」
を
賞
讃
し
て
い
た
③

。
新
築
の
翰
林
学
士
院
玉
堂
に
制
作
し
た

照
壁
屏
風
「
春
江
暁
景
図
屏
風
」
は
実
に
そ
の
巍
峨
た
る
山
竝
の

高
峰
に
位
す
る
傑
作
で

                                        

                                        

                                        

 

遐
蹤
、
追
咸
煕
（
李
成
）
之
懿
範
。（
後
略
）」
と
述
べ
て
い
る
。 

①

天
聖
年
間
（
一
〇
二
三
～
一
〇
三
一
）
に
成
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
欧
陽
修
『
跋
学
士
院
御
詩
』（『
欧
陽

文
忠
公
文
集
』
巻
七
三
・
外
集
巻
二
三
・
雑
題
跋
、
治
平
元
年
（
一
〇
六
四
）
に
成
っ
た
こ
と
）
に
「
院
中

名
画
、
旧
有
董
羽
水
・
僧
巨
前
山
、
在
玉
堂
後
壁
。
其
後
又
有
燕
粛
山
水
、
今
又
有
易
元
吉
猿
又
狟
、
皆
在

屏
風
。」
と
あ
る
。
小
川
裕
充
「
院
中
の
名
画
―
董
羽
・
巨
然
・
燕
粛
か
ら
郭
煕
ま
で
―
」『
鈴
木
敬
先
生
還

暦
記
念
―
中
国
絵
画
史
論
集
』
二
三
～
八
五
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
。
ま
た
、
小
川
裕
充
・
弓
場

紀
知
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
５
巻
五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
、
挿
図
三
二
「
宮
城
・
翰

林
学
士
院
構
内
略
図
」（
作
成
／
小
川
裕
充
）
よ
り
転
載
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。 

②

絹
本
着
色
、
縦26.7cm

、
横28cm

。
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
。
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
『
宋
代
書

画
冊
頁
名
品
特
展
』
図
版
二
四
、
一
九
九
五
年
。  

③
『
蔡
寛
夫
詩
話
』
に
「
学
士
院
旧
與
宣
徽
院
相
隣
、
今
門
下
後
省
、
乃
其
故
地
。
玉
堂
両
壁
、
有
巨
然
画
山
・

董
羽
水
。
宋
宣
献
公
（
綬
）
為
学
士
時
、
燕
穆
之
（
粛
）
復
為
六
幅
山
水
屏
寄
之
、
遂
置
於
中
間
。
宣
献
詩

所
謂
「
憶
昔
唐
家
扃
禁
地
、
粉
壁
曲
龍
聞
曩
記
、
承
明
意
象
今
頓
還
、
永
與
鑾
坡
為
故
事
」
是
也
。
唐
翰
林

壁
画
「
海
曲
龍
山
」、
故
詩
引
用
之
。
元
豊
末
、
既
修
両
後
省
、
遂
移
院
於
今
樞
密
院
之
後
、
両
壁
既
毀
、
屏

亦
莫
知
所
在
。
今
玉
堂
中
屏
、
乃
待
詔
郭
煕
所
作
「
春
江
暁
景
」。
禁
中
官
局
、
多
煕
筆
迹
、
而
此
屏
独
深
妙
、

意
若
欲
追
配
前
人
者
。
蘇
儋
州
（
軾
）
嘗
賦
詩
云
、「
玉
堂
画
掩
春
日
閑
、
中
有
郭
煕
画
春
山
」。
今
遂
為
玉

堂
一
佳
物
也
。」
と
い
う
。 

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
は
、
神
宗
が
王
安
石
を
登
用
し
、
断
行
し
た
新
法
の
成
功
に

も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
元
豊
の
官
制
改
革
と
そ
れ
に
と
も
な
う
宮
城
内
外
の
官
衙
大
改

修
で
、
郭
煕
が
一
手
に
制
作
し
た
禁
中
の
大
障
壁
画
群
の
中
で
も
、

高
の
傑
作
と
称
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
中
書
省
・
門
下
省
の
「
樹
石
図
照
壁
屏
風
」
と
と
も
に
、
唐
制
の
復
活
・

再
編
を
め
ざ
し
た
官
制
改
革
の
象
徴
と
な
る
、
よ
り
唐
的
な
樹
石
画
と
も
呼
び
得
る
作
品
で

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
は
、
清
代
に
は
殿
試
に
も
用
い
ら
れ
た
、
故
宮
保
和
殿
の
玉
座
の
背
後
の
柱
間
を
塞

ぐ
四
扇
の
そ
れ
な
ど
と
同
様
に
、
造
り
つ
け
の
屏
風
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
、
北
宋
時
代
に
は

「
照
壁
屏
風
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
④

。 
 

２
．
易
元
吉
「
猿
狟
図
屏
風
」
と
「
太
湖
石
孔
雀
図
屏
風
」 

 

前
述
し
た
燕
粛
の
項
と
同
じ
引
用
資
料
で
あ
る
（
欧
陽
修
『
跋
学
士
院
御
詩
』（『
欧
陽
文

忠
公
文
集
』
巻
七
三
・
外
集
巻
二
三
・
雑
題
跋
、
治
平
元
年
（
一
〇
六
四
）。
易
元
吉
は
、
英

宗
の
治
平
元
年
（
一
〇
六
四
）
に
招
か
れ
て
、
景
霊
宮
孝
厳
殿
に
「
太
湖
石
孔
雀
図
屏
風
」

な
ど
を
制
作
し
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
命
ぜ
ら
れ
た
太
平
興
国
寺
開
先
殿
の
「
百

猨
図
壁
画
」
制
作
中
に
急
死
し
て
お
り
（『
図
画
見
聞
誌
』）、
才
能
を
妬
ん
だ
画
院
の
者
に
毒

殺
さ
れ
た
と
噂
さ
れ
る
（『
画
史
』）。
易
元
吉
は
、「
徐
煕
の
後
一
人
の
み
」「
世
は
た
だ
獐
猿

を
以
っ
て
称
す
。
嘆
ず
べ
し
」（『
画
史
』）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
花
鳥
畜
獣
画
に
秀
で
、
と

く
に
猿
の
表
現
で
傑
出
し
た
画
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
現
在
、（
伝
）
易
元
吉
「
猴
猫
図
」

（
十
一
世
紀
後
半
、
絹
本
着
色
、31.9

×57.2cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
や
「
聚
猿
図
」

（
十
一
世
紀
後
半
、
絹
本
墨
画
、39.8

×142.3cm

、
大
阪
市
立
美
術
館
）
に
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。 

 

３
．
屈
鼎 

 

屈
鼎
は
高
克
明
と
同
時
期
、
或
い
は
稍
や
後
の
宮
廷
画
家
と
思
わ
れ
る
が
、
宰
相
龐
籍
（
九

八
八
～
一
〇
六
三
）
の
邸
宅
に
は
彼
の
画
い
た
屏
風
が
あ
っ
た
と
い
う
⑤

。
龐
籍
が
同
中
書

門
下
平
章
事
の
位
に
在
っ
た
の
は
、
皇
祐
三
年
（
一
〇
五
一
）
十
月
か
ら
五
年
七
月
ま
で
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
屏
風
も
そ
の
頃
の
制
作
と
思
わ
れ
る
。 

 

４
．
皀
羅
屏
風 

                                        

         

 

④

『
営
造
法
式
』「
照
壁
屏
風
骨
」
を
参
照
。 

⑤

『
図
画
見
聞
誌
』
巻
四
「
屈
鼎
、
京
師
人
、
仁
宗
朝
図
画
院
祗
候
、
工
画
山
水
、
得
燕
文
貴
之
彷
彿
、
龐
相

第
屏
風
乃
鼎
所
画
」
と
あ
る
。 
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『
宋
朝
事
実
類
苑
』
巻
六
二
に
「
凡
視
五
色
、
皆
損
目
、
惟
黒
色
、
於
目
無
損
。
李
氏
有

江
南
日
、
中
書
皆
用
皀
羅
糊
屏
風
、
所
以
養
目
也
。
王
丞
相
在
政
府
、
亦
以
皀
羅
糊
屏
風
。
」

と
あ
る
。 

 

５
．
北
宋
・「
爆
仗
屏
風
」 

 

『
乾
淳
歳
時
記
』
に
「
禁
中
腊
月
三
十
日
爆
仗
有
為
果
子
人
物
等
類
不
一
而
殿
司
所
進
屏

風
外
画
鐘
馗
捕
鬼
之
類
而
内
蔵
薬
線
一
蓺
連
百
余
不
絶
」
と
あ
る
①

。 
 

６
．「
格
子
屏
風
」 

 

『
宋
朝
事
実
類
苑
』
巻
六
三
に
「
庁
事
有
一
格
子
屏
風
、
貞
白
題
詩
其
上
云
：「
道
格
何
曾

格
、
言
糊
又
不
糊
」
と
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
墓
葬
壁
画
中
に
も
格
子
屏
風
が
発
見
さ

れ
た
。 

 

７
．
雲
母
屏
風 

 

『
宋
朝
事
実
類
苑
』
巻
三
七
に
「
珊
瑚
新
筆
架
、
雲
母
旧
屏
風
」
と
あ
る
。 

 

８
．
金
屏
風 

 

『
建
炎
以
来
系
年
要
録
』
巻
六
三
に
「
康
国
紹
興
二
年
五
月
因
進
銷
金
屏
風
事
降
二
官
乃

中
丞
沈
与
求
所
劾
与
璜
殊
不
相
関
邁
累
年
為
史
官
不
知
何
以
差
誤
如
此
」
と
あ
る
。 

 

９
．
書
道
屏
風 

 

『
宋
人
軼
事
彙
編
』
巻
十
三
に
「
米
元
章
作
吏
部
郎
、
徽
宗
召
至
便
殿
、
令
書
屏
風
四
扇
。

後
数
日
、
使
人
押
賜
銀
十
八
笏
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
宋
太
宗
朝
の
詩
人
の
潘
閬
は
数
首
の

「
憶
餘
杭
」
詩
文
を
書
い
た
。『
古
今
詩
話
』
に
「
東
坡
愛
之
、
書
之
於
玉
堂
（
宋
朝
の
翰
林

院
官
署
）
屏
風
。
石
曼
卿
使
画
工
絵
之
作
図
」
と
あ
る
。（『
歴
代
詩
餘
』） 

 

１
０
．『
清
異
録
・
宮
室
』
に
宋
・
陶
穀
の
言
葉
を
引
用
し
、「
帲
宮
、
孟
蜀
高
祖
晩
年
作
、

以
画
屏
七
十
張
、
関
百
鈕
而
闘
之
、
用
為
寝
所
」
と
あ
る
。 

 

１
１
．
龍
水
文
屏
風 

 

郭
若
虚
『
図
画
見
聞
志
』
巻
四
に
宋
仁
宗
朝
「
金
明
池
水
心
殿
御
座
屏
扆
、
画
出
水
金
龍
、

勢
力
遒
怪
」、
宋
真
宗
朝
の
荀
信
は
「
天
禧
中
嘗
被
旨
画
会
霊
観
御
座
扆
屏
看
水
龍
、
妙
絶
一

時
、
後
移
入
禁
中
」
と
あ
る
②

。
宋
時
代
に
は
、
一
般
家
庭
に
水
波
文
衝
立
が
使
わ
れ
、
寺

                                        

         

 

①

『
月
令
粹
編
』・『
爾
雅
十
二
月
名
図
』。
孟
元
老
著
、
入
矢
義
高
・
梅
原
郁
訳
著
『
東
京
夢
華
録
―
宋
代
の

都
市
と
生
活
』（
東
洋
文
庫
５
９
８
、
二
五
一
～
二
五
九
頁
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）
巻
七
「
宝
津
楼
へ
の

臨
幸
、
諸
軍
の
演
技
」
条
を
参
照
。  

②

こ
う
い
う
河
間
雲
水
戯
竜
の
屏
風
に
つ
い
て
は
、
孟
元
老
著
、
入
矢
義
高
・
梅
原
郁
訳
著
『
東
京
夢
華
録
―

宋
代
の
都
市
と
生
活
』（
東
洋
文
庫
５
９
８
、
二
三
六
～
二
四
八
頁
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）
巻
七
を
参
照
。 

観
と
宮
廷
の
壁
画
に
も
水
龍
文
屏
風
が
よ
く
見
ら
た
。
特
に
、
皇
帝
の
御
座
屏
風
は
龍
水
文

で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
金
代
の
皇
帝
は
宋
人
の
風
習
を
踏
襲
し
、
御
榻
の
後
に
龍
水
文
大
型

屏
風
を
安
置
す
る
③

。
龍
は
、
秦
漢
絵
画
の
升
仙
異
獣
か
ら
後
代
皇
帝
の
象
徴
に
転
換
さ
れ
、

清
時
代
に
至
る
ま
で
、
皇
帝
御
座
屏
風
の
装
飾
図
案
と
し
て
連
綿
と
使
用
さ
れ
た
。 

 

１
１
．
倭
画
屏
風 

 

『
宋
史
』
巻
四
百
九
十
一
「
列
伝
」
二
百
五
十
に
「
金
銀
蒔
絵
平
筥
一
合
、
納
白
細
布
五

匹
；
鹿
皮
籠
一
、
納
貂
裘
一
領
；
螺
鈿
鞍
轡
一
副
、
銅
鉄
鐙
、
紅
絲
鞦
、
泥
障
；
倭
画
屏
風

一
双
；
石
流
黄
七
百
斤
。」
と
あ
る
④

。
こ
れ
に
よ
り
、
宋
時
代
に
日
本
か
ら
の
屏
風
な
ど
の

倭
国
物
が
入
宋
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

１
２
．
金
代
・
檀
木
屏
風 

 

『
金
史
』
巻
七
十
六
「
列
伝
」
十
四
に
「
海
陵
使
太
府
監
完
顔
馮
六
籍
宗
本
諸
家
、
戒
之

曰
：「
珠
玉
金
帛
入
於
官
、
什
器
吾
将
分
賜
諸
臣
。」
馮
六
以
此
不
復
拘
籍
什
器
、
往
々
為
人

持
去
、
馮
六
家
童
亦
取
其
檀
木
屏
風
。
」
と
あ
る
。 

 

１
３
．
唐
棣
（
元
貞
二
年
＝
一
二
九
六
～
至
正
二
十
四
年
＝
一
三
六
四
） 

 

唐
棣
は
趙
孟
頫
と
同
郷
（
湖
州
（
浙
江
省
呉
興
））
の
人
で
、
若
年
、
趙
孟
頫
の
教
え
を
受

け
た
と
い
う
。
彼
も
趙
氏
の
一
面
、
李
郭
流
を
継
承
し
て
い
る
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
二
〇
代

に
郡
守
だ
っ
た
馬
煦
に
伴
わ
れ
て
都
に
上
り
、
仁
宗
に
謁
見
し
、
皇
居
内
の
嘉
禧
殿
の
屏
風

を
描
い
て
認
め
ら
れ
、
宮
廷
画
家
と
な
っ
た
と
い
う
（
こ
の
こ
と
は
三
〇
代
の
後
半
だ
と
も

い
わ
れ
る
）。
現
存
し
て
い
る
彼
の
作
品
を
見
る
と
、
唐
棣
は
李
郭
の
山
水
古
様
式
に
挑
戦
し

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
唐
棣
は
郭
煕
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
私
的
な
表
現
に
変
換

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

二 

屏
風
実
物
作
例 

現
存
し
て
い
る
宋
元
時
代
の
屏
風
実
物
作
例
は
極
め
て
少
な
い
。
下
記
の
二
例
を
挙
げ
て

み
る
（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№57

と
地
図
Ⅳ
参
照
）。 

１
．
河
南
省
方
城
県
出
土
北
宋
石
屏
風 

一
九
七
一
年
二
月
、
河
南
省
方
城
県
古
荘
店
金
湯
寨
か
ら
一
基
の
磚
積
み
宋
墓
が
発
見
さ

                                        

         

 

③

南
宋
・
范
成
大
『
攬
轡
録
』
参
照
。 

④

『
宣
和
画
譜
』
巻
十
二
「
日
本
国
」
条
で
は
宋
代
御
府
所
蔵
の
「
海
山
風
景
図
一
」、「
風
俗
図
二
」
と
い
う

三
幅
倭
画
が
屏
風
絵
と
考
え
て
い
る
。 
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れ
た
。
こ
の
墓
は
、
北
宋
尚
書
左
丞
範
致
虚
の
父
親
の
墓
葬
で
あ
る
。
そ
の
副
葬
品
の
中
に

一
点
の
石
屏
風
が
出
土
さ
れ
た
。
縦
四
六
．
五
セ
ン
チ
、
横
二
七
．
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
．

七
セ
ン
チ
で
、
屏
風
の
下
部
の
両
面
に
団
花
の
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
①

（F
ig.

Ⅵ-01

）
。 

２
．
景
定
三
年
（
一
二
六
二
）
磁
器
挿
屏 

個
人
蔵
。
挿
屏
風
の
両
面
に
は
、
花
草
文
と
行
書
題
詩
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
磁

州
窯
の
白
地
黒
花
の
装
飾
風
格
と
い
わ
れ
て
い
る
②

。 
 

三 

壁
画 

（
一
）
古
墳
壁
画 

 

１
．
五
代
（
九
〇
七
～
九
六
〇
） 

 

（
１
）
王
処
直
墓
（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№01
と
地
図
Ⅳ
参
照
） 

 

一
九
九
五
年
に
、
河
北
省
保
定
市
曲
陽
県
霊
山
鎮
西
燕
川
村
の
西
墳
山
に
、
五
代
・
後
梁

龍
徳
四
年
あ
る
い
は
後
唐
同
光
二
年
（
九
二
四
）
の
王
処
直
（
八
六
三
～
九
二
三
）
墓
が
発

見
さ
れ
た
。
そ
の
墓
葬
に
は
、
前
室
と
側
室
、
後
室
壁
に
、
人
物
図
や
花
鳥
図
と
山
水
図
屏

風
が
描
か
れ
て
い
る
③
（F

ig.

Ⅵ-02

）
。
前
室
北
壁
に
は
、
白
土
・
水
墨
山
水
図
大
立
屏
（167.0

×220.0cm

、F
ig.

Ⅵ-03

）
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
皴
法
、
構
図
か
ら
見
る
と
、
当
時
の
画

家
の
董
源
の
「
龍
袖
驕
民
図
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
前
室
北
壁
の
「
山
水
図
壁
画
」
の

よ
う
な
次
代
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
山
水
画
が
そ
の
死
後
の
世
界
を
保
護
し
つ
つ
、
依
然
唐
風

の
各
扇
ご
と
に
強
い
対
称
性
を
持
つ
前
室
東
西
壁
「
花
鳥
図
屏
風
様
壁
画
」
な
ど
で
荘
厳
し

て
い
る
。
よ
り
旧
い
伝
統
を
担
う
人
物
表
現
と
よ
り
新
し
い
創
造
に
属
す
る
山
水
表
現
と
を

具
備
し
な
が
ら
、
旧
い
伝
統
で
あ
り
、
か
つ
新
し
い
創
造
も
お
こ
な
わ
れ
る
花
鳥
表
現
で
そ

れ
ら
を
つ
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
墓
壁
画
の
全
体
計
画
に
よ
る
。 

 

独
扇
の
「
山
水
図
壁
画
」
大
屏
風
は
、（
伝
）
荊
浩
「
匡
廬
図
」（
唐
末
五
代
（
九
世
紀
後

                                        

         

 

①

方
城
県
文
化
館
・
劉
玉
生
「
河
南
省
方
城
県
出
土
宋
代
石
俑
」、『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
八
期
、
四
〇
～
四

三
頁
。  

②

秦
大
樹
「
磁
州
窯
白
地
黒
花
装
飾
的
産
生
与
発
展
」『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
十
期
、
図
版
九
、
十
、
四
八

～
五
五
頁
。 

③

河
北
省
文
物
研
究
所
・
保
定
市
文
物
管
理
処
・
曲
陽
県
文
物
管
理
所
「
河
北
曲
陽
五
代
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」、

『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
九
期
、
四
～
一
三
頁
；
河
北
省
文
物
研
究
所
・
保
定
市
文
物
管
理
処
『
五
代
王
処

直
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。
李
力
「
談
王
処
直
墓
壁
画
中
的
屏
風
画
」、『
中
国
文
物
報
』
一
九
九

九
年
二
月
二
一
日
。
河
北
省
文
物
研
究
所
編
『
河
北
古
代
墓
葬
壁
画
』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
～

五
頁
。  

半
～
十
世
紀
前
半
）、
絹
本
墨
画
、185.8

×106.8cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
に
も
通
じ

る
、
山
水
画
の
基
本
的
な
構
図
の
一
つ
と
な
る
一
水
両
岸
構
図
を
採
り
、
後
世
の
披
麻
皴
と

斧
劈
皴
双
方
の
淵
源
と
な
る
唐
の
面
的
な
線
皴
を
用
い
な
が
ら
、「
騎
象
奏
楽
図
」
同
様
、
樹

高
比
を
正
確
に
画
い
て
遠
近
関
係
を
計
量
化
す
る
意
図
を
持
た
な
い
。
荊
浩
の
い
う
筆
の
山

水
画
に
属
す
る
旧
い
手
法
を
採
る
と
は
い
え
、
一
室
の
正
面
が
山
水
図
で
荘
厳
さ
れ
た
と
い

う
事
実
は
、
そ
の
手
法
の
古
様
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
き
わ
め
て
重
大
な
絵
画
史
的
意
義
を
担

う
と
い
え
る
。 

前
室
西
・
東
壁
の
北
段
と
北
壁
の
東
西
両
側
に
は
、
各
六
幅
の
人
物
花
鳥
図
屏
風
絵
が
描

か
れ
て
、
そ
の
枠
が
褐
色
で
描
か
れ
る
。
各
屏
面
に
は
、
西
壁
の
侍
女
・
牡
丹
・
秋
葵
・
月

季
・
牵
牛
（
朝
顔
）、
東
壁
の
侍
女
・
牡
丹
・
薔
薇
・
秋
葵
・
牵
牛
（
朝
顔
）
の
花
を
中
心
と

し
て
、
三
、
四
匹
の
蝶
々
が
飛
び
、
前
に
、
鴿
子
と
湖
石
が
あ
る
。
屏
風
の
上
に
、
赤
い
帳

幔
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
屏
風
は
、現
実
の
居
室
様
子
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
。

屏
風
の
画
面
内
容
か
ら
見
る
と
、晩
唐
の
屏
風
画
の
遺
風
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

晩
唐
の
水
墨
山
水
画
、
花
鳥
画
の
伝
統
を
継
承
し
た
こ
の
時
代
の
山
水
画
と
花
鳥
画
の
発
展

は
、
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
後
室
北
壁
の
牡
丹
花
鳥
図
（
白
土
・
着
色
あ
る
い
は
漆
喰

墨
画
着
色
、126.0

×335.0cm

）
の
着
色
と
構
図
は
後
代
の
遼
時
代
の
墓
葬
壁
画
花
鳥
図
屏

風
に
強
く
影
響
を
与
え
た
。
花
鳥
図
屏
風
の
技
法
に
は
、
工
筆
鉤
勒
と
没
骨
点
染
を
併
用
す

る
。 

 

２
．
宋
代
（
九
六
〇
～
一
二
七
九
） 

 

宋
代
の
墓
室
の
壁
画
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
陸
続
と
発
見
さ
れ
、
宋
代
絵
画
の
発
展
の
歴

史
を
全
面
的
に
理
解
す
る
た
め
の
重
大
な
資
料
と
な
っ
た
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の
時
代

の
墳
墓
壁
画
屏
風
は
、
下
記
の
よ
う
に
通
り
で
あ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№02

～15

と
地
図
Ⅳ

参
照
）。 

 

（
１
）
趙
火
粲
墓 

 
河
南
省
安
陽
市
機
床
廠
一
号
北
宋
晩
期
・
宣
和
二
年
（
一
一
二
〇
）
趙
火
粲
（
一
〇
六
四

～
一
一
二
〇
）
墓
の
墓
室
北
西
壁
と
北
壁
に
透
か
し
彫
り
風
の
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
④

。 
 

（
２
）
趙
恪
墓 

 

河
南
省
安
陽
市
機
床
廠
二
号
北
宋
晩
期
・
宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
趙
恪
（
一
〇
六
四
～

一
一
二
二
）
墓
の
墓
室
北
西
壁
と
北
壁
に
透
か
し
彫
り
風
の
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

                                        

         

 

④

魏
峻
・
張
道
森
「
安
陽
宋
代
壁
画
墓
考
」『
華
夏
考
古
』
一
九
九
七
年
第
二
期
。 
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二
号
墓
墓
主
趙
恪
は
、
一
号
墓
墓
主
趙
火
粲
の
甥
で
、
両
墓
の
画
風
も
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ

る
①

。 
 

（
３
）
小
南
海
宋
墓 

 

河
南
省
安
陽
市
小
南
海
で
発
見
さ
れ
た
北
宋
後
期
の
壁
画
墓
に
墓
室
南
壁
下
部
の
書
法
屏

風
、
東
壁
の
水
墨
山
水
図
屏
風
（
遠
近
の
山
水
、
近
景
に
古
樹
二
本
）
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 
 

（
４
）
白
沙
一
号
宋
墓
（
趙
大
翁
墓
） 

一
九
五
一
年
、
河
南
省
の
禹
縣
の
白
沙
鎮
で
発
見
さ
れ
た
北
宋
後
期
・
元
符
二
年
（
一
〇

九
九
）
の
一
号
墓
（
趙
大
翁
墓
）
に
は
、
そ
の
前
室
西
壁
に
墓
主
人
宴
飲
図
が
描
か
れ
て
い

る
。
縦
約
九
〇
．
〇
セ
ン
チ
、
横
一
三
五
．
〇
セ
ン
チ
で
、
墓
主
夫
婦
坐
像
の
後
に
各
自
の

一
点
衝
立
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
背
障
と
し
て
い
る
衝
立
の
屏
面
に
大
き
な
水
波
文
が
描
か

れ
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅵ-04

）
。 

（
５
）
白
沙
二
号
宋
墓 

河
南
省
の
禹
縣
の
白
沙
鎮
で
発
見
さ
れ
た
北
宋
後
期
の
二
号
墓
に
は
、
そ
の
前
室
西
南
壁

に
墓
主
対
坐
像
の
後
に
各
々
の
一
点
の
草
書
衝
立
を
立
て
て
い
る
④

（F
ig.

Ⅵ-05

）
。 

（
６
）
白
沙
三
号
宋
墓 

河
南
省
の
禹
縣
の
白
沙
鎮
で
発
見
さ
れ
た
北
宋
後
期
の
三
号
墓
に
は
、
そ
の
前
室
西
南
壁

に
墓
主
対
坐
像
の
後
に
水
墨
波
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑤

。 

（
７
）
坡
街
宋
墓 

河
南
省
禹
州
市
文
殊
郷
坡
街
村
で
発
見
さ
れ
た
北
宋
晩
期
・
金
初
の
壁
画
墓
か
ら
墓
室
南

東
壁
に
人
物
山
水
図
屏
風
（
遠
景
に
高
山
・
雁
陣
、
近
景
に
岩
石
・
小
渓
・
垂
髪
人
物
）
が

描
か
れ
て
い
る
⑥

。 
 

（
８
）
河
南
省
新
密
市
平
陌
壁
画
墓 

 

一
九
九
八
年
二
月
、
新
密
市
平
陌
鎮
平
陌
村
で
発
見
さ
れ
た
磚
室
壁
画
墓
か
ら
墓
室
西
北

壁
書
写
図
に
は
人
物
の
後
に
暗
紅
の
枠
の
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
か
ら
出
土
さ
れ

                                        

         

 

①

魏
峻
・
張
道
森
「
安
陽
宋
代
壁
画
墓
考
」『
華
夏
考
古
』
一
九
九
七
年
第
二
期
。 

②

李
明
徳
・
郭
芸
田
「
安
陽
小
南
海
宋
代
壁
画
墓
」『
中
原
文
物
』
一
九
九
三
年
第
二
期
。 

③

宿
白
編
著
『
白
沙
宋
墓
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
五
七
年
初
版
、
二
〇
〇
二
年
第
二
版
。
王
朝
聞
総
主
編
『
中

国
美
術
史
』
宋
代
巻
（
下
）
図
版
一
五
八
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。   

④

宿
白
編
著
『
白
沙
宋
墓
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
五
七
年
初
版
、
二
〇
〇
二
年
第
二
版
。 

⑤

宿
白
編
著
『
白
沙
宋
墓
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
五
七
年
初
版
、
二
〇
〇
二
年
第
二
版
。 

⑥

河
南
省
文
物
研
究
所
・
禹
州
市
文
管
会
『
中
原
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
四
期
。 

た
売
地
券
の
年
代
よ
っ
て
、
埋
葬
年
代
は
、
宋
大
観
二
年
（
一
一
〇
八
）
と
な
る
⑦

。 
 

（
９
）
河
南
省
登
封
大
冶
郷
西
劉
碑
村
壁
画
墓 

 

一
九
九
四
年
九
月
、
登
封
大
冶
郷
西
劉
碑
村
で
発
見
さ
れ
た
磚
室
壁
画
墓
か
ら
墓
室
西
北

壁
に
は
人
物
の
後
に
暗
紅
の
枠
の
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑧

。 
 

（
１
０
）
河
南
省
登
封
告
成
鎮
高
村
壁
画
墓 

 

二
〇
〇
三
年
七
月
、
登
封
告
成
鎮
高
村
で
発
見
さ
れ
た
壁
画
墓
か
ら
墓
室
の
西
北
壁
、
東

北
壁
、
東
壁
、
東
拱
間
壁
（
韓
伯
楡
泣
杖
行
孝
の
物
語
）
に
衝
立
が
描
か
れ
て
い
る
⑨

。
東

拱
間
壁
の
屏
面
に
は
、
草
書
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。 
 

（
１
１
）
河
南
省
登
封
市
城
関
鎮
黒
山
溝
壁
画
墓 

 

一
九
九
九
年
八
月
、
河
南
省
登
封
市
城
関
鎮
黒
山
村
で
発
見
さ
れ
た
北
宋
・
紹
聖
四
年
（
一

〇
九
七
）
李
守
貴
の
八
角
形
磚
室
壁
画
墓
か
ら
墓
室
の
西
南
壁
・
備
宴
図
、
西
北
壁
・
対
飲

図
、
西
拱
間
壁
（
王
武
子
行
孝
の
物
語
）
に
衝
立
が
描
か
れ
て
い
る
。
備
宴
図
中
の
屏
風
は
、

橋
式
の
底
座
と
巻
云
状
の
站
牙
を
も
ち
、
枠
は
淡
青
色
で
あ
ら
わ
し
て
、
淡
青
色
の
拐
角
葉

の
う
え
に
は
、
彫
刻
の
巻
草
が
あ
る
。
屏
面
に
は
、
四
行
の
紫
青
の
行
書
が
書
か
れ
て
い
る
。

対
飲
図
中
の
屏
風
は
、
夫
婦
二
人
の
後
に
各
一
扇
の
衝
立
を
立
て
て
、
赭
色
の
枠
と
葉
白
色

の
拐
角
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
構
図
は
、
白
沙
一
号
宋
墓
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
西

拱
間
壁
の
屏
風
に
は
、
黒
い
枠
と
葉
白
色
の
拐
角
が
あ
り
、
屏
面
に
は
、
墨
書
の
草
書
が
書

か
れ
て
い
る
⑩

（F
ig.

Ⅵ-06

）
。
こ
の
磚
墓
壁
画
と
禹
県
白
沙
宋
墓
、
大
金
店
郷
王
上
村
金
代

壁
画
墓
と
は
、
時
代
と
墓
主
身
分
の
差
異
に
よ
っ
て
、
壁
画
の
風
格
も
や
や
違
う
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、北
宋
末
年
の
民
間
絵
画
と
市
井
風
俗
と
の
様
子
が
よ
く
示
め
さ
れ
て
い
る
。な
お
、

こ
れ
ら
の
よ
う
な
書
道
図
衝
立
は
伝
張
択
端
「
清
明
上
河
図
巻
」（
北
宋
（
十
一
世
紀
後
半
～

十
二
世
紀
前
半
）
絹
本
墨
画
淡
彩
、24.8

×528.7cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
の
中
後

                                        

         

 
⑦

鄭
州
市
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
鄭
州
宋
金
壁
画
墓
』（
中
国
・
鄭
州
考
古
・
九
）
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
、
四
一~

五
四
頁
。  

⑧

鄭
州
市
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
鄭
州
宋
金
壁
画
墓
』（
中
国
・
鄭
州
考
古
・
九
）、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
、
五
五~
六
一
頁
。  

⑨

鄭
州
市
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
鄭
州
宋
金
壁
画
墓
』（
中
国
・
鄭
州
考
古
・
九
）、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
、
六
二~

八
八
頁
。  

⑩

鄭
州
市
文
物
考
古
研
究
所
・
登
封
市
文
物
局
「
河
南
登
封
黒
山
溝
宋
代
壁
画
墓
」、『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第

十
期
、
六
十
～
六
六
頁
；
鄭
州
市
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
鄭
州
宋
金
壁
画
墓
』（
中
国
・
鄭
州
考
古
・
九
）、

科
学
出
版
社
二
〇
〇
五
年
、
八
八~

一
一
六
頁
。  
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部
の
画
面
に
は
楼
閣
の
な
か
に
坐
っ
て
い
る
人
物
の
背
後
に
も
一
点
描
か
れ
て
い
る
①

。 
 

（
１
２
）
河
南
省
登
封
県
大
金
店
郷
箭
溝
壁
画
墓 

 

二
〇
〇
三
年
八
月
（
一
九
八
四
年
三
月
に
発
掘
さ
れ
た
）、
登
封
県
大
金
店
郷
箭
溝
で
発
見

さ
れ
た
北
宋
晩
期
中
段
の
磚
室
壁
画
墓
の
墓
室
の
西
南
壁
・
侍
奉
図
に
は
、
官
僚
の
身
後
に

淡
緑
色
の
枠
の
角
葉
上
、
巻
云
紋
が
描
か
れ
て
い
て
、
屏
面
に
行
草
の
書
が
書
か
れ
て
い
る
②

。 
 

（
１
３
）
柿
荘
６
号
宋
墓 

 

河
北
省
井
陘
県
柿
荘
村
で
発
見
さ
れ
た
北
宋
晩
期
（
一
一
一
二
年
頃
）
墓
葬
の
墓
室
西
壁

に
観
舞
伎
楽
図
・
草
書
屏
風
図
が
描
か
れ
て
い
る
③

。 
 

（
１
４
）
侯
馬
鎮
宋
墓 

 

山
西
省
侯
馬
鎮
で
発
見
さ
れ
た
宋
墓
の
墓
室
北
壁
に
墓
主
夫
婦
対
坐
図
・
童
僕
・
侍
女
・

山
水
画
（
画
中
画
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
画
中
画
の
山
水
図
は
屏
風
画
と
推
定
さ
れ
て

い
る
④

。 
 

以
上
、
１
４
基
の
墓
葬
か
ら
発
見
さ
れ
た
壁
画
屏
風
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
宋
墓
の
壁

画
屏
風
は
、
凡
そ
小
さ
い
衝
立
の
形
式
を
中
心
と
し
て
、
流
水
文
、
書
道
な
ど
を
屏
面
内
容

と
し
て
い
る
。
大
型
の
屏
風
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

３
．
遼
時
代
（
九
一
六
～
一
一
二
五
） 

 

遼
・
西
夏
の
絵
画
の
特
質
は
、
そ
の
周
縁
性
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
か
ら
五
代
・
北
宋

時
代
の
中
国
で
は
、
絵
画
創
造
の
中
心
と
な
る
地
域
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
る
。
西
夏
（
一

〇
三
二
～
一
二
二
七
）
の
屏
風
画
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
文
献
資
料
と
絵
画
作
品
と
と
も
に

ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
存
さ
れ
て
い
る
遼
の
絵
画
作
品
の
中
で
、
屏

風
画
が
み
ら
れ
る
も
の
は
墓
葬
壁
画
に
お
い
て
で
あ
る
。 

 

遼
墓
の
壁
画
は
、
遼
の
絵
画
の
中
で
契
丹
絵
画
の
顕
示
し
た
民
族
の
特
徴
を
比
較
的
よ
く

表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
遼
の
壁
画
墓
で
近
年
発
見
さ
れ
た
も
の
は
、
遼
寧
の
白
塔
子
の

北
の
慶
陵
、
河
北
の
張
家
口
市
の
宣
化
遼
墓
な
ど
百
三
基
以
上
あ
る
。
遼
時
代
に
入
っ
て
、

墓
室
壁
画
の
屏
風
は
、
湖
石
牡
丹
、
仮
山
仙
鶴
、
花
鳥
草
虫
と
切
枝
花
卉
な
ど
の
現
実
生
活

                                        

         

 

①

小
川
裕
充
・
弓
場
紀
知
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
５
巻
五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
、
図
版

四
七
～
五
〇
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。 

②

鄭
州
市
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
鄭
州
宋
金
壁
画
墓
』（
中
国
・
鄭
州
考
古
・
九
）、
科
学
出
版
社
二
〇
〇
五

年
、
一
三
六~

一
五
八
頁
。  

③

河
北
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
北
井
陘
県
柿
荘
宋
墓
発
掘
報
告
」『
考
古
学
報
』
一
九
六
二
年
第
二
期
。 

④

万
新
民
「
侯
馬
的
一
座
帯
壁
画
宋
墓
」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
六
期
。 

性
・
写
実
性
を
も
つ
花
鳥
図
を
主
要
な
題
材
と
し
て
い
る
。
画
面
の
表
現
は
、
宣
化
下
八
里

の
遼
墓
屏
風
画
に
は
、
怪
石
嶙
峋
の
仮
山
や
食
物
を
求
め
て
、
飛
翔
す
る
瞬
間
の
様
子
を
表

し
て
い
る
仙
鶴
や
蕾
が
開
き
そ
う
な
花
草
な
ど
、
繁
華
錦
繍
の
景
勝
が
描
写
さ
れ
て
い
る
⑤

。

構
図
上
は
、
湖
石
牡
丹
と
切
枝
花
卉
の
前
方
に
、
一
羽
の
仙
鶴
を
描
い
て
い
る
も
の
が
よ
く

み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
題
は
、
唐
・
薛
稷
、
五
代
・
黄
筌
以
降
、
竹
鶴
図
が
屏
風
画
に

用
い
ら
れ
る
流
行
の
題
材
⑥

と
な
っ
た
後
、
五
代
の
王
処
直
墓
な
ど
の
墓
室
壁
画
屏
風
の
影

響
を
受
け
た
結
果
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
屏
風
の
形
式
は
、
三
曲
折
式
の
囲
屏
と
横
列

式
の
衝
立
の
二
種
類
に
分
か
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
遼
時
代
の
漢
人
地
区
の
墓
葬
壁
画
に
は
、
興
宗
重
熙
（
一
〇
三
二
～
一
〇
五
五
）

以
降
、
墓
室
の
正
壁
に
開
芳
宴
場
面
に
帷
帳
と
屏
風
は
描
か
る
が
、
墓
主
人
は
登
場
し
な
く

な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
図
は
、
山
西
一
帯
の
地
方
風
格
と
推
定
さ
れ
て
い
る
⑦

。
壁
画
は
写

実
が
主
で
技
法
は
熟
達
し
墨
線
で
勾
勒
し
た
後
に
そ
の
中
を
着
色
し
、
平
塗
り
と
暈
染
を
施

し
て
い
る
。
唐
的
な
よ
り
古
い
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
宋
的
な
よ
り
新
た
な
創
造
を
受
容
し

て
ゆ
く
、
遼
の
絵
画
の
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
と
も
端
的
に
象
徴
す
る
の
が
、
十
世
紀
後

半
の
築
造
と
さ
れ
る
遼
墓
（
一
九
七
四
年
発
見
、
遼
寧
法
庫
葉
茂
台
の
遼
代
早
期
の
一
基
壁

画
墓
）
よ
り
出
土
し
た
水
墨
着
色
の
「
山
水
楼
閣
図
」（「
山
弈
候
約
図
」
と
も
い
う
）
立
軸

と
一
点
の
着
色
の
「
竹
雀
双
兎
図
」
立
軸
で
あ
る
。
こ
れ
ら
２
幅
の
軸
画
は
、
い
ず
れ
も
絹

本
着
色
で
あ
る
。
そ
の
画
風
に
は
、
唐
晩
期
と
五
代
の
絵
画
風
格
の
影
響
が
よ
く
見
受
け
ら

れ
る
⑧

。
す
な
わ
ち
、
宋
代
以
後
の
華
北
山
水
画
の
展
開
に
直
結
す
る

新
の
（
伝
）
荊
浩

「
匡
廬
図
」
の
構
図
と
皴
法
と
を
援
用
し
つ
つ
、
ア
ス
タ
ー
ナ
二
一
七
号
唐
墓
（
新
彊
ウ
イ

グ
ル
自
治
区
）
墓
室
後
壁
「
花
鳥
図
屏
風
様
壁
画
」
の
よ
う
な
唐
代
花
鳥
画
の
対
称
性
の
あ

る
構
図
を
継
承
す
る
作
例
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
、
十
七
余
基
の
遼
墓
壁
画
屏

風
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№16

～32

と
地
図
Ⅳ
参
照
）。 

 
 

                                        

         

 
⑤

河
北
省
文
物
研
究
所
編
『
宣
化
遼
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
頁
。  

⑥

孫
機
「
遼
代
絵
画
」、
中
国
歴
史
博
物
館
・
内
蒙
古
自
治
区
文
化
庁
編
輯
『
契
丹
王
朝
―
内
蒙
古
遼
代
文
物

精
華
』
中
国
蔵
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
～
一
七
頁
。  

⑦

王
銀
田
「
大
同
遼
代
壁
画
墓
芻
議
」『
北
方
文
物
』
一
九
九
四
年
第
二
期
。
羅
世
平
・
廖
暘
著
『
古
代
壁
画

墓
』（20

世
紀
中
国
文
物
考
古
発
現
与
研
究
叢
書
）、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
〇
頁
。  

⑧

遼
寧
省
博
物
館
・
遼
寧
鉄
嶺
地
区
文
物
組
発
掘
小
組
「
法
庫
葉
茂
台
遼
墓
記
略
」、『
文
物
』
一
九
七
五
年
第

一
二
期
、
二
六
～
三
五
頁
。
楊
仁
恺
「
葉
茂
台
遼
墓
出
土
古
画
的
時
代
及
其
它
」、『
文
物
』
一
九
七
五
年
第

一
二
期
、
三
七
～
三
九
頁
。  
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（
１
）
韓
佚
墓 

一
九
八
一
年
、
北
京
八
宝
山
革
命
公
墓
院
内
に
遼
代
中
期
・
統
和
十
三
年
（
九
九
五
）
韓

佚
夫
婦
墓
（
編
号M

3

）
が
発
見
さ
れ
た
。
磚
積
み
の
円
形
墓
室
の
北
壁
、
あ
る
い
は
床
棺

の
後
に
三
曲
花
鳥
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
①

。
紅
い
枠
の
中
に
、
満
開
し
て
い
る
山
茶
花

と
飛
翔
し
て
い
る
二
匹
の
山
雀
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-07

）
。
こ
の
屏
風
は
、
彩
絵
帷
幔

の
下
に
立
て
ら
れ
、
両
側
に
漢
族
服
装
を
着
て
い
る
侍
者
を
有
す
。
室
内
の
他
の
調
度
品
と

共
に
墓
主
人
の
生
前
の
豪
華
な
前
庁
後
室
を
象
徴
し
、
中
原
地
域
の
伝
統
的
な
漢
族
の
生
活

習
俗
に
則
っ
て
い
る
。 

（
２
）
十
里
舗
二
七
号
墓 

山
西
省
大
同
市
西
南
郊
十
里
舗
村
で
発
見
さ
れ
た
遼
代
後
期
の
壁
画
墓
の
墓
室
北
壁
に
三

曲
の
花
卉
湖
石
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 

（
３
）
十
里
舗
二
八
号
墓 

山
西
省
大
同
市
西
南
郊
十
里
舗
村
で
発
見
さ
れ
た
遼
代
後
期
の
壁
画
墓
の
墓
室
北
壁
に
三

曲
の
花
卉
湖
石
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
③

。 

（
４
）
臥
虎
湾
一
号
墓 

山
西
省
大
同
市
北
郊
で
出
土
し
た
遼
代
後
期
の
墓
葬
の
墓
室
北
壁
に
三
曲
の
花
卉
図
屏
風

が
描
か
れ
て
い
る
④

。 

（
５
）
臥
虎
湾
二
号
墓 

山
西
省
大
同
市
北
郊
臥
虎
湾
で
出
土
し
た
遼
代
後
期
の
墓
葬
の
墓
室
北
壁
に
三
曲
の
花
卉

山
石
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑤

。 

（
６
）
臥
虎
湾
四
号
墓 

山
西
省
大
同
市
北
郊
に
出
土
さ
れ
た
遼
代
後
期
の
臥
虎
湾
四
号
墓
か
ら
、
墓
室
北
壁
に
高

                                        

         

 

①

北
京
市
文
物
工
作
隊
「
北
京
西
郊
遼
壁
画
墓
発
掘
」『
北
京
文
物
与
考
古
』（
総
一
輯
）
一
九
八
三
年
。
北
京

市
文
物
工
作
隊
「
遼
韓
佚
墓
発
掘
報
告
」『
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
第
三
期
、
三
六
一
～
三
八
一
頁
。
宿
白

「
宣
化
考
古
三
題
―
宣
化
古
建
築
・
宣
化
城
沿
革
・
下
八
里
遼
墓
群
」、『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
一
期
、
四

五
～
六
三
頁
。 

②

辺
成
修
「
文
物
工
作
報
道
・
大
同
西
南
郊
発
現
三
座
遼
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
；
山
西

省
文
物
管
理
委
員
会
「
山
西
大
同
郊
区
五
座
遼
壁
画
墓
」『
考
古
』
一
九
六
〇
年
第
一
〇
期
。  

③

同
十
里
舗
二
七
号
墓
。  

④

山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
山
西
大
同
郊
区
五
座
遼
壁
画
墓
」『
考
古
』
一
九
六
〇
年
第
一
〇
期
。  

⑤

同
臥
虎
湾
一
号
墓
。 

い
卓
の
後
に
六
扇
の
湖
石
花
卉
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑥

。
屏
風
の
前
に
、
卓
子
と
二
人

の
侍
者
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庁
堂
の
様
子
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
７
）
臥
虎
湾
五
号
墓 

山
西
省
大
同
市
北
郊
臥
虎
湾
で
出
土
し
た
遼
代
後
期
大
安
九
年
（
一
〇
九
三
）
の
臥
虎
湾

五
号
墓
室
北
壁
に
三
曲
の
花
卉
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑦

。 

（
８
）
臥
虎
湾
六
号
墓 

山
西
省
大
同
市
北
郊
臥
虎
湾
で
出
土
し
た
遼
代
後
期
大
安
九
年
（
一
〇
九
三
）
の
臥
虎
湾

六
号
墓
の
墓
室
北
壁
に
三
曲
の
花
卉
湖
石
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑧

。 

（
９
）
新
添
堡
二
九
号
墓 

山
西
省
大
同
市
西
南
郊
新
添
堡
村
の
遼
代
後
期
・
天
慶
九
年
（
一
一
一
九
）
の
新
添
堡
二

九
号
墓
遼
彭
城
劉
公
（
？
～
一
一
一
九
）
墓
の
墓
室
北
壁
に
は
羅
帳
の
下
、
床
榻
の
後
に
、

六
扇
の
樹
石
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑨

。 

（
１
０
）
張
文
藻
墓 

一
九
九
三
年
三
月
、
河
北
省
張
家
口
市
宣
化
区
下
八
里
村
で
発
見
さ
れ
た
遼
後
期
・
大
安

九
年
（
一
〇
九
三
）
張
文
藻
墓
（
編
号M

7

）
か
ら
出
土
さ
れ
た
竹
鶴
図
屏
風
画
⑩

は
康
営
子

墓
の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
庫
葉
茂
台
墓
の
竹
林
仙
鶴
図
の
構
図
は
こ
の
屏
風

画
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。 

（
１
１
）
張
恭
誘
墓 

一
九
八
九
年
三
月
、
河
北
省
張
家
口
市
宣
化
区
下
八
里
村
で
出
土
し
た
遼
後
期
・
天
慶
七

年
（
一
一
一
七
）
の
張
恭
誘
墓
（
編
号M

2

）
か
ら
六
角
形
の
墓
室
の
棺
床
周
辺
の
東
北
・

北
・
西
北
壁
面
に
各
二
扇
の
湖
石
仙
鶴
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑪

。
三
壁
面
の
画
面
は
合

                                        

         

 

⑥

大
同
市
文
物
陳
列
館
「
山
西
大
同
臥
虎
湾
四
座
遼
代
壁
画
墓
」『
考
古
』
一
九
六
三
年
第
八
期
。  

⑦

同
臥
虎
湾
四
号
墓
。  

⑧

同
臥
虎
湾
四
号
墓
。 

⑨

辺
成
修
「
文
物
工
作
報
道
・
大
同
西
南
郊
発
現
三
座
遼
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
；
山
西

省
文
物
管
理
委
員
会
「
山
西
大
同
郊
区
五
座
遼
壁
画
墓
」『
考
古
』
一
九
六
〇
年
第
一
〇
期
。  

⑩

鄭
紹
宗
「
張
家
口
清
理
遼
壁
画
墓
群
」『
中
国
文
物
報
』
一
九
九
三
年
八
月
八
日
；
河
北
省
文
物
研
究
所
他

「
河
北
宣
化
遼
張
文
藻
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
九
期
、
一
四
～
四
六
頁
。
宿
白
「
宣

化
考
古
三
題
―
宣
化
古
建
築
・
宣
化
城
沿
革
・
下
八
里
遼
墓
群
」、『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
一
期
、
四
五
～

六
三
頁
。  

⑪

張
家
口
市
文
物
管
理
所
「
河
北
宣
化
下
八
里
遼
金
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
一
〇
期
。
河
北
省
文

物
研
究
所
編
『
河
北
古
代
墓
葬
壁
画
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
河
北
省
文
物
管
理
処
等
「
河
北
宣
化
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わ
せ
て
六
曲
の
花
鳥
図
屏
風
を
構
成
し
て
い
る
。
西
北
壁
左
扇
と
東
北
壁
右
扇
に
は
、
花
鳥
・

山
石
・
鶴
・
蝶
・
蜻
蛉
が
描
か
れ
て
、
他
の
四
扇
に
は
、
花
と
石
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-08

）
。 

（
１
２
）
張
世
古
墓 

一
九
九
三
年
春
、
河
北
省
張
家
口
市
宣
化
区
下
八
里
村
で
出
土
し
た
遼
後
期
・
天
慶
七
年

（
一
一
一
七
）
の
張
世
古
墓
（
編
号M

5

）
か
ら
六
角
形
の
後
室
棺
床
の
周
辺
の
東
北
・
北
・

西
北
壁
面
に
各
二
扇
の
花
卉
・
湖
石
・
仙
鶴
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
①

。
各
壁
の
屏
面
は

縦
一
四
八
．
〇
～
一
五
三
．
〇
セ
ン
チ
、
横
一
三
八
．
〇
～
一
六
三
．
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

こ
の
六
曲
の
花
鳥
図
壁
画
屏
風
の
様
式
は
、
張
恭
誘
墓
の
屏
風
図
様
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
花
卉
は
没
骨
法
で
表
し
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-09

）
。 

（
１
３
）
康
営
子
墓 

内
モ
ン
ゴ
ル
敖
漢
旗
康
営
子
墓
か
ら
出
土
し
た
遼
代
中
期
の
墓
室
北
壁
の
棺
床
後
に
八
扇

の
横
列
式
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
央
の
六
扇
に
は
切
枝
花
卉
の
松
・
竹
・
梅
・
蘭
図
で
、

両
側
の
各
一
扇
に
は
、
い
ず
れ
も
切
枝
花
卉
と
そ
の
前
方
に
仙
鶴
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-10

）
。
こ
の
屏
風
の
幅
は
、
四
四
八
．
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
②

。 

（
１
４
）
滴
水
壷
墓 

一
九
九
〇
年
の
春
、
内
モ
ン
ゴ
ル
赤
峯
市
巴
林
左
旗
の
遼
上
京
遺
跡
の
南
約
二
〇
キ
ロ
の

山
谷
か
ら
発
見
さ
れ
た
遼
代
中
晩
期
の
滴
水
壷
八
角
形
石
室
壁
画
墓
の
墓
室
の
奥
壁
東
北
・

東
・
東
南
の
三
壁
に
は
、
大
き
な
帳
帷
の
下
に
六
扇
の
「
荷
花
水
鳥
」
図
屏
風
が
描
か
れ
て

い
る
（F

ig.

Ⅵ-11

）
。
こ
の
屏
風
の
縦
は
一
三
〇
．
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
九
〇
．
〇
セ
ン
チ
で
あ

る
。
ま
た
、
東
南
壁
の
一
扇
に
五
行
の
梵
文
の
銘
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
報
告

                                        

                                        

                                        

 

遼
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
七
五
年
第
八
期
；
張
家
口
市
宣
化
区
文
物
保
管
所
「
河
北
宣
化
遼
代
壁

画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
二
期
。
河
北
省
文
物
研
究
所
等
「
宣
化
遼
代
壁
画
墓
群
」『
文
物
春
秋
』
一

九
九
五
年
第
二
期
。
宿
白
「
宣
化
考
古
三
題
―
宣
化
古
建
築
・
宣
化
城
沿
革
・
下
八
里
遼
墓
群
」、『
文
物
』

一
九
九
八
年
第
一
期
、
四
五
～
六
三
頁
。  

①

張
家
口
市
宣
化
区
文
物
保
管
所
「
河
北
宣
化
遼
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
二
期
、
四
～
二
八
頁
。

宿
白
「
宣
化
考
古
三
題
―
宣
化
古
建
築
・
宣
化
城
沿
革
・
下
八
里
遼
墓
群
」、『
文
物
』
一
九
九
八
年
第
一
期
、

四
五
～
六
三
頁
。  

②

項
春
松
編
『
遼
代
壁
画
選
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
敖
漢
「
華
夏
第
一
村
」
教
育
促
進
会
・

敖
漢
旗
博
物
館
・
邵
国
田
編
著
『
敖
漢
文
物
精
華
』（
内
部
資
料
）、
二
〇
〇
二
年
、
一
六
〇
頁
。
昭
烏
達
盟

文
物
工
作
站
・
項
春
松
「
遼
寧
昭
烏
達
地
区
発
現
的
遼
墓
絵
画
資
料
」、『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
六
期
、
二

二
～
三
二
頁
。  

書
で
は
こ
の
屏
風
が
帳
帷
の
外
付
け
の
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
③

。 

（
１
５
）
七
家
二
号
遼
墓 

一
九
九
五
年
、
内
蒙
古
自
治
区
敖
漢
旗
瑪
尼
罕
郷
七
家
村
の
南
西
約
二
．
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
山
坡
中
で
、
発
掘
さ
れ
た
遼
代
中
晩
期
の
六
角
形
の
磚
積
み
墓
の
墓
室
北
壁
に
は

二
扇
の
牡
丹
と
月
季
花
の
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
屏
風
の
枠
は
、
菱
格
形
の
文
様
で
飾
ら

れ
て
い
る
④

（F
ig.

Ⅵ-12

）
。 

（
１
６
）
下
湾
子
一
号
遼
墓 

一
九
九
一
年
七
月
、
内
蒙
古
自
治
区
敖
漢
旗
南
塔
郷
下
湾
子
の
北
山
坡
中
で
、
発
掘
さ
れ

た
遼
代
中
晩
期
の
八
角
形
の
磚
積
み
墓
の
墓
室
東
北
・
西
北
両
側
壁
の
「
侍
女
図
壁
画
」
に

は
水
墨
没
骨
に
よ
る
二
点
の
衝
立
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
さ
は
六
一
．
〇
セ
ン
チ
、
幅
は

五
〇
．
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
屏
面
に
は
、
樹
石
鳥
雀
が
描
か
れ
て
、
そ
の
写
意
性
に
中
原
地

方
の
文
人
画
風
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
屏
風
の
下
両
角
に
覆
蓮
式
の
台
座
が
描
か
れ
て
、

枠
に
は
朱
、
青
色
が
施
さ
れ
て
い
る
⑤

（F
ig.

Ⅵ-13

）
。
屏
風
の
両
側
に
は
、
執
物
と
二
人
の

立
侍
女
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
の
現
実
の
生
活
性
が
よ
く
伺
え
る
。
こ
の
画
中
障
屏
画
の

墓
室
北
西
壁
「
叭
叭
鳥
図
衝
立
」、
墓
室
北
東
壁
「
双
鳩
図
衝
立
」
は
、
小
品
や
画
中
画
な
が

ら
、
重
要
で
あ
り
、
北
宋
後
期
、
文
同
（
一
〇
一
八
～
一
〇
七
九
）
ら
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
花
卉
雑
画
に
連
な
る
作
品
と
し
て
、
遼
の
絵
画
が
、
中
国
絵
画
の

古
の
部
類
に
属
す
る

も
の
を
受
容
す
る
一
方
で
、
あ
ま
り
時
間
的
差
異
な
く
、
そ
の

新
の
も
の
を
も
選
択
し
得

る
高
い
水
準
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

（
１
７
）
北
三
家
一
号
墓 

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
敖
漢
旗
豊
収
公
社
北
三
家
村
か
ら
発
見
さ
れ
た
遼
代
後
期
の
壁
画
墓

の
東
側
室
の
五
壁
面
に
は
、
厨
事
・
進
食
な
ど
の
画
面
が
屏
風
式
で
表
現
さ
れ
て
い
る
⑥

。 
                                        

         

 

③

巴
林
左
旗
博
物
館
「
内
蒙
古
巴
林
左
旗
滴
水
壷
遼
代
壁
画
墓
」『
考
古
』
一
九
九
九
年
第
八
期
、
五
三
～
五

九
頁
。  

④

敖
漢
「
華
夏
第
一
村
」
教
育
促
進
会
・
敖
漢
旗
博
物
館
・
邵
国
田
編
著
『
敖
漢
文
物
精
華
』（
内
部
資
料
）、

二
〇
〇
二
年
、
一
七
四
～
一
七
七
頁
。  

⑤

北
京
遼
金
城
垣
博
物
館
・
内
蒙
古
敖
漢
旗
博
物
館
共
催
『
内
蒙
敖
漢
遼
墓
壁
画
・
文
物
精
品
展
』
一
九
九

六
年
。
敖
漢
「
華
夏
第
一
村
」
教
育
促
進
会
・
敖
漢
旗
博
物
館
・
邵
国
田
編
著
『
敖
漢
文
物
精
華
』（
内
部
資

料
）、
二
〇
〇
二
年
、
二
一
二
～
二
一
五
頁
。  

⑥

昭
烏
達
盟
文
物
工
作
站
・
項
春
松
「
遼
寧
昭
烏
達
地
区
発
現
的
遼
墓
絵
画
資
料
」、『
文
物
』
一
九
七
九
年

第
六
期
、
二
二
～
三
二
頁
。
敖
漢
旗
文
化
館
「
内
蒙
古
昭
烏
達
盟
敖
漢
旗
北
三
家
遼
墓
」『
考
古
』
一
九
八
四

年
第
十
一
期
。  



 - 103 -

以
上
説
明
し
た
よ
う
に
、
遼
墓
か
ら
出
土
し
た
部
分
壁
画
を
見
る
と
、
漢
族
の
花
鳥
画
の

伝
統
的
な
構
図
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
画
は
遼
、
漢
両
民
族
が
絵
画
上
き

わ
め
て
深
い
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
湾
子
五
号
墓
の

墓
室
西
北
壁
・
東
北
壁
に
荷
花
図
、
北
壁
に
牡
丹
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
花
鳥
図

は
遼
墓
壁
画
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
遼
墓
の
樹
石
牡
丹
・
花
鳥
図
屏
風
は
、
五
代
・
王
処
直
墓

室
北
壁
の
「
牡
丹
図
壁
画
」
と
同
様
に
、
唐
風
の
対
称
性
の
強
い
構
図
を
持
ち
つ
つ
も
、
禽

鳥
や
花
卉
を
鉤
勒
、
幹
枝
を
没
骨
で
画
く
点
で
、
禽
鳥
・
花
卉
・
幹
枝
す
べ
て
鉤
勒
に
よ
る

唐
王
公
淑
夫
妻
合
葬
墓
室
北
壁
の
「
牡
丹
図
壁
画
」（
八
三
八
年
）
と
は
異
な
っ
て
、
五
代
の

華
北
花
鳥
画
が
、
唐
風
を
追
慕
す
る
一
方
で
、
鉤
勒
・
没
骨
を
折
衷
す
る
、
新
た
な
展
開
を

見
せ
て
い
た
事
実
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
作
例
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
遼

の
絵
画
に
よ
り
、
遼
代
の
画
家
は
北
宋
時
代
の
文
人
画
の
成
果
を
摂
取
し
て
い
た
こ
と
を
推

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４
．
金
時
代
（
一
一
一
五
～
一
二
三
四
） 

こ
の
時
代
に
は
墓
室
壁
画
屏
風
あ
る
い
は
衝
立
は
画
中
画
の
形
式
と
し
て
存
在
し
て
い
る

が
、
小
景
の
草
石
も
画
題
と
な
る
。
技
法
上
は
、
一
般
的
に
墨
線
勾
勒
と
平
塗
填
色
を
併
用

す
る
（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№33

～41

と
地
図
Ⅳ
参
照
）。 

（
１
）
虞
寅
墓 

一
九
七
九
年
六
月
、
山
東
省
高
唐
寒
寨
郷
谷
官
屯
で
金
代
章
帝
完
顔
璟
時
期
（
在
位
一
一

九
〇
～
一
二
〇
八
）
の
虞
寅
壁
画
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
墓
室
左
壁
に
は
、
宴
飲
図
が
描
か
れ

て
、
そ
の
画
面
中
部
、
方
卓
の
後
に
大
き
な
屏
風
が
立
っ
て
お
り
、
屏
面
に
、
草
書
の
文
字

が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
墓
室
左
壁
の
前
方
に
一
扇
の
牡
丹
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
①

（F
ig.

Ⅵ-14

）
。
こ
の
壁
画
の
表
現
手
法
と
芸
術
風
格
上
に
は
、
両
宋
絵
画
の
影
響
が
よ
く
見

ら
れ
る
。
特
に
、
そ
の
書
道
屏
風
は
、
北
宋
時
代
の
墓
葬
壁
画
に
も
多
く
存
在
す
る
。 

（
２
）
石
哲
壁
画
墓 

一
九
八
三
年
十
二
月
、
山
西
長
子
県
石
哲
郷
石
哲
村
で
金
・
正
隆
三
年
（
一
一
五
八
）
の

磚
積
み
壁
画
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
報
告
書
に
よ
る
と
、
墓
室
東
壁
の
門
窓
の
上
部
に
あ
る
二

十
四
孝
図
の
一
つ
「
丁
蘭
」
図
の
中
、
丁
蘭
の
母
親
の
後
に
屏
風
垂
帳
が
描
か
れ
て
い
る
②

。

                                        

         

 

①

李
方
玉
・
龍
宝
章
「
金
代
虞
寅
墓
室
壁
画
」、『
文
物
』
一
九
八
二
年
第
一
期
、
五
二
～
五
三
頁
。 

②

山
西
省
考
古
研
究
所
晋
東
南
工
作
站
「
山
西
長
子
県
石
哲
金
代
壁
画
墓
」、『
文
物
』
一
九
八
五
年
第
六
期
、

四
五
～
五
四
頁
。  

ま
た
、
同
じ
壁
面
の
韓
伯
愈
の
孝
行
図
中
、
韓
母
の
後
に
は
一
扇
の
衝
立
が
見
ら
れ
る
（F

ig.

Ⅵ-15

）
。 

（
３
）
寺
底
磚
彫
壁
画
墓 

一
九
八
六
年
八
月
、
山
西
省
聞
喜
県
侯
村
郷
寺
底
村
か
ら
金
代
中
晩
期
の
磚
彫
壁
画
墓
一

基
が
発
掘
さ
れ
た
。こ
の
墓
室
の
四
壁
の
上
部
に
は
、十
一
幅
の
孝
子
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
東
壁
の
中
上
部
に
田
真
図
が
描
か
れ
て
、
そ
の
画
面
中
央
に
は
大
き
な
屏
風
が

立
て
ら
れ
て
お
り
、
屏
面
に
草
書
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅵ-16

）
。
こ
の
孝
子
図

の
人
物
と
屏
風
の
画
風
は
、
中
原
地
域
の
唐
宋
様
式
と
よ
く
似
て
い
る
。 

（
４
）
河
南
省
登
封
県
大
金
店
郷
王
上
村
金
代
壁
画
墓 

一
九
九
三
年
四
月
、
河
南
省
登
封
県
大
金
店
郷
王
上
村
の
南
側
で
宋
・
金
代
壁
画
墓
一
基

が
発
見
さ
れ
た
。
八
角
形
の
磚
積
み
墓
室
の
東
北
壁
、
西
北
壁
、
北
壁
に
は
竹
雀
仙
鶴
図
が

描
か
れ
て
、
西
壁
と
東
壁
に
人
物
昇
仙
図
と
論
道
図
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-17

）
。
各
幅

は
縦
一
二
〇
．
〇
セ
ン
チ
、
横
一
〇
五
．
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
五
扇
の
図
は
棺

床
の
囲
屏
と
し
て
の
一
組
の
屏
風
で
あ
ろ
う
④

。 

（
５
）
汾
陽
金
墓 

 

一
九
九
〇
年
五
月
、
山
西
省
汾
陽
県
北
関
村
西
側
（
汾
陽
高
級
護
理
学
校
構
内
）
で
八
基

の
金
代
早
期
の
磚
積
み
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
内
、
平
面
八
角
形
の
五
号
墓
の
墓
室
西
壁

に
は
、
墓
主
人
夫
婦
宴
飲
図
が
彫
ら
れ
、
そ
の
後
に
は
三
曲
の
屏
風
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
屏

面
に
は
梅
花
な
ど
の
花
草
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
墓
室
東
南
壁
に
は
、
大
き
な
立
屏
が
彫
ら

れ
、
屏
面
の
上
部
に
は
菱
形
の
格
子
文
と
花
葉
、
中
部
に
花
葉
、
下
部
に
壷
形
門
が
彫
ら
れ

て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-18

）
。
平
面
六
角
形
の
二
号
墓
の
墓
室
東
北
壁
に
は
、
居
室
内
の
燈
台
と
方

卓
の
右
前
方
に
大
き
な
立
屏
が
彫
ら
れ
、
屏
面
に
山
石
牡
丹
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
屏
風
の

前
に
、
一
人
の
婦
人
が
立
っ
て
い
る
。
墓
主
人
の
生
前
の
豪
華
な
現
実
生
活
が
よ
く
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
二
号
墓
の
墓
室
北
壁
と
四
号
墓
の
墓
室
西
壁
に
は
帳
帷
の
下
に
多
曲
花
卉

図
腰
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
平
面
長
方
形
の
六
号
墓
の
西
壁
に
は
、「
開
芳
宴
」
あ
る
い
は

墓
主
人
夫
婦
宴
飲
図
が
描
か
れ
て
、
墓
主
人
夫
婦
の
後
に
門
形
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
、
そ
の

                                        

         

 

③

聞
喜
県
博
物
館
「
山
西
聞
喜
寺
底
金
墓
」、『
文
物
』
一
九
八
八
年
第
七
期
、
六
七
～
七
三
頁
。  

④

鄭
州
市
文
物
工
作
隊
「
登
封
王
上
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
十
期
、
四
～
九
頁
；
鄭

州
市
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
鄭
州
宋
金
壁
画
墓
』（
中
国
・
鄭
州
考
古
・
九
）、
科
学
出
版
社
二
〇
〇
五
年
、

一
七
八~

一
九
七
頁
。  
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各
両
側
に
一
人
ず
つ
侍
童
が
立
っ
て
い
る
①

（F
ig.

Ⅵ-19

）
。 

 

（
６
）
屯
留
宋
村
金
代
壁
画
墓 

 

一
九
九
九
年
一
月
、
山
西
省
屯
留
県
李
高
郷
宋
村
で
金
・
太
宗
天
会
十
三
年
（
一
一
三
五
）

の
壁
画
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
墓
室
北
壁
中
部
に
は
、
夫
婦
対
坐
図
が
描
か
れ
て
、
二
人
の
後

に
、
草
書
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

（F
ig.

Ⅵ-20

）
。
こ
の
よ
う
な
構
図
は
、
北
宋
の
白

沙
一
号
墓
の
墓
主
夫
婦
対
坐
図
と
一
致
す
る
。 

 

（
７
）
山
西
平
定
宋
・
金
代
壁
画
墓
Ｍ
１
墓
室
北
壁
内
宅
図
三
幅
没
骨
花
草
図
囲
屏
（F

ig.

Ⅵ-21

） 
 

（
８
）
山
西
井
刑
石
荘
金
墓
・
賞
月
図
書
道
屏
風
（F

ig.

Ⅵ-22

） 

５
．
元
代
（
一
二
七
一
～
一
三
六
八
） 

こ
の
時
代
に
、
墓
室
壁
画
屏
風
の
画
題
に
は
山
水
図
が
よ
く
用
い
ら
れ
た
。
形
式
上
は
、

大
型
の
獨
幅
の
衝
立
が
主
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
代
に
発
見
さ
れ
た
大
部
分
の
壁
画

屏
風
墓
葬
が
漢
人
の
墓
で
あ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№42

～52

と
地
図
Ⅳ
参
照
）。 

（
１
）
埠
東
村
石
彫
壁
画
墓
屏
風 

二
〇
〇
一
年
八
月
、
山
東
省
済
南
市
歴
城
区
大
正
小
区
埠
東
村
で
発
掘
さ
れ
た
石
室
壁
画

墓
の
北
壁
・
東
北
壁
・
西
北
壁
に
は
、
三
幅
の
獨
幅
壁
画
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
③

。
こ
れ

ら
の
屏
風
画
は
、
写
意
的
な
青
緑
山
水
と
楼
閣
亭
舎
を
画
題
と
し
て
、
白
い
地
色
に
、
墨
線

の
輪
郭
線
を
用
い
て
描
か
れ
、
平
塗
り
と
暈
か
し
を
併
用
し
て
、
彩
色
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（F
ig.

Ⅵ-23,24,25

）
。 

（
２
）
大
同
馮
道
真
墓 

一
九
五
八
年
に
、
山
西
省
大
同
市
北
西2.5km

の
宋
家
荘
で
発
見
さ
れ
た
至
元
二
年
（
一

二
六
五
）
の
磚
積
墓
の
墓
室
西
壁
北
端
に
「
論
道
図
」
と
い
う
道
教
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
壁
画
は
、
水
墨
技
法
で
描
か
れ
、
大
き
さ
は
縦95.0cm

、
横92.0cm

で
あ
る
。
床
榻

の
後
に
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
屏
面
に
呂
洞
賓
の
「
題
沈
東
老
壁
間
」
詩
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
詩
は
、
山
西
省
永
楽
宮
純
陽
殿
の
壁
画
中
に
も
見
ら
れ
る
。
詩
文
に
は
「
西
隣

已
富
尤
不
足
、
東
老
雖
貧
楽
有
余
。
白
酒
釀
来
筵
行
客
、
黄
金
散
尽
為
収
書
」
と
あ
る
④
（F

ig.

                                        

         

 

①

山
西
省
考
古
研
究
所
・
汾
陽
県
博
物
館
「
山
西
汾
陽
金
墓
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
十
二
期
、

十
六
～
三
十
二
頁
。  

②

王
進
先
・
楊
林
中
「
山
西
屯
留
宋
村
金
代
壁
画
墓
」、『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
三
期
、
四
三
～
四
八
頁
。  

③

劉
善
沂
・
王
恵
明
「
済
南
市
歴
城
区
宋
元
壁
画
墓
」『
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
十
一
期
。  

④

大
同
市
文
物
陳
列
館
「
山
西
省
大
同
市
元
代
馮
道
真
墓
、
王
青
墓
清
理
簡
報
」『
文
物
』
一
九
六
二
年
第
一

Ⅵ-26

）
。
ま
た
、
こ
の
壁
画
墓
の
墓
室
北
壁
の
大
型
の
水
墨
山
水
図
や
山
西
省
壺
関
下
好
牢

宋
墓
東
側
室
奥
壁
・
後
室
北
壁
の
山
水
図
、
河
北
省
曲
陽
五
代
王
処
直
墓
前
室
北
壁
・
東
側

室
奥
壁
の
山
水
図
、
陝
西
省
富
平
唐
墓
の
屏
風
山
水
図
な
ど
は
、
墓
室
壁
画
の
山
水
図
絵
画

作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
構
図
や
筆
墨
な
ど
の
表
現
に
よ
っ
て
、
こ
の
長
い
時
代
の
山
水
図
の

発
展
変
化
の
軌
跡
を
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
宋
時
代
か
ら
元
代
に
か
け
て
、
墓
室
壁
画
に
山

水
図
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
⑤

。 

（
３
）
山
西
省
長
治
郝
家
荘
元
代
壁
画
墓 

 

一
九
八
四
年
十
月
、
山
西
省
長
治
県
郝
家
荘
の
西
側
で
元
代
の
平
面
方
形
磚
積
み
壁
画
墓

一
基
が
発
見
さ
れ
た
。
北
壁
に
水
墨
山
水
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
墓
室
西
壁
の
左
側
に

は
、
一
扇
の
影
屏
あ
る
い
は
格
子
屏
風
が
立
て
ら
れ
、
西
壁
左
側
中
上
部
に
は
水
墨
竹
雀
図

が
描
か
れ
て
、下
部
に
壷
文
の
文
様
を
装
飾
し
、左
下
角
に
站
牙
が
残
っ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-27

）
。

こ
の
格
子
屏
風
は
山
西
省
汾
陽
金
墓
の
磚
彫
屏
風
と
よ
く
似
て
い
る
。
竹
雀
図
屏
風
か
ら
元

代
の
画
家
の
王
淵
の
竹
雀
図
の
様
子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
墓
室
北
壁
に
は
、
帳
帷

の
下
に
、
華
麗
な
床
榻
の
囲
屏
と
し
て
、
四
曲
の
水
墨
山
水
図
屏
風
を
立
て
て
い
る
⑥

。
こ

の
よ
う
な
林
泉
野
屋
、
山
樹
水
渚
の
水
墨
山
水
図
は
当
時
の
文
人
画
の
風
格
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
竹
雀
図
の
影
屏
と
水
墨
山
水
図
の
床
榻
囲
屏
に
よ
り
元
代
の
室
内
調
度
の
風
景

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
よ
う
な
水
渚
坡
岸
、
点
簇
樹
木
の
平
遠
構

図
は
元
代
の
壁
画
中
、
珍
し
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
代
の
民
間
絵
画

と
文
人
画
と
の
関
係
に
お
け
る
検
討
上
、
高
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
⑦

。 
 

（
４
）
大
同
歯
輪
廠
一
号
墓 

 

元
・
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
の
壁
画
墓
の
西
・
北
・
東
の
三
壁
に
各
二
幅
の
水
墨
山
水
・

樹
木
・
人
物
の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
壁
画
は
屏
風
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
屏
風
の

画
面
に
は
、
漢
族
士
大
夫
の
理
想
的
な
隠
逸
生
活
が
表
現
さ
れ
て
い
る
⑧

。 

（
５
）
北
京
密
云
縣
太
子
務
村
元
墓 

 
一
九
七
七
年
、
北
京
密
云
縣
太
子
務
村
で
発
見
さ
れ
た
元
代
初
期
の
墓
の
四
壁
に
は
帳
帷

                                        

                                        

                                        

 

〇
期
。  

⑤

董
新
林
『
幽
冥
色
彩
―
中
国
古
代
墓
葬
壁
飾
』（
王
仁
湘
主
編
「
中
華
文
明
之
旅
」）、
成
都
・
四
川
出
版
集

団
・
四
川
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
十
月
、
一
八
〇
～
一
八
三
頁
。 

⑥

長
治
市
博
物
館
「
山
西
省
長
治
県
郝
家
荘
元
墓
」、『
文
物
』
一
九
八
七
年
第
七
期
、
八
八
～
九
二
頁
。  

⑦

長
治
市
博
物
館
「
山
西
省
長
治
県
郝
家
荘
元
墓
」『
文
物
』
一
九
八
七
年
第
七
期
。 

⑧

大
同
市
博
物
館
「
大
同
元
代
壁
画
墓
」『
文
物
季
刊
』
一
九
九
三
年
第
二
期
。  
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と
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
屏
風
画
は
、
北
壁
三
扇
の
水
墨
梅
花
竹
石
図
と
東
壁
三
扇
の
人

物
花
草
図
・
西
壁
三
扇
が
あ
る
。
こ
の
三
点
の
屏
風
は
、
い
ず
れ
も
中
間
の
大
き
な
一
扇
に

人
物
花
鳥
図
が
描
い
て
い
る
が
、
両
側
の
各
一
扇
に
は
図
柄
が
み
ら
れ
な
い
（F

ig.

Ⅵ-28

）
。

こ
の
屏
風
と
帷
帳
な
ど
は
、
元
代
の
貴
族
の
常
用
物
と
言
わ
れ
て
い
る
①

。
肖
洵
の
『
故
宮

遺
録
』
に
元
代
の
宮
室
は
「
内
寝
屏
障
重
覆
帷
幄
、
而
裹
以
銀
鼠
、
席
地
皆
編
細
簟
、
上
加

紅
黄
厚
毡
、
重
覆
茸
単
」
と
あ
る
。
こ
の
壁
画
墓
の
屏
風
、
帷
幄
と
華
麗
な
装
飾
文
様
は
、

当
時
の
宮
廷
よ
り
も
豪
華
さ
に
お
い
て
劣
る
も
の
で
あ
る
が
、
元
代
貴
族
の
居
室
の
調
度
習

俗
を
よ
く
示
し
て
い
る
。 

（
６
）
密
云
県
畽
里
村
元
代
壁
画
墓 

 

一
九
九
〇
年
、
約
元
・
至
大
二
年
（
一
三
〇
九
）
の
北
京
密
云
県
畽
里
村
元
代
壁
画
墓
の

墓
室
東
西
壁
の
北
端
と
北
壁
に
四
扇
の
山
水
図
屏
風
画
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 
 

（
７
）
捉
馬
村
元
代
壁
画
墓 

 

一
九
八
三
年
六
月
、
山
西
省
長
治
市
捉
馬
村
で
元
・
大
徳
十
一
年
（
一
三
〇
七
）
楊
誠
夫

婦
合
葬
壁
画
墓
（
編
号M

2

）
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
壁
画
墓
の
北
壁
の
右
側
に
は
、「
韓
伯

愈
行
孝
」
の
物
語
が
描
か
れ
て
、
そ
の
伯
母
の
後
に
一
扇
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
屏

面
に
は
、
草
書
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
③
（F

ig.
Ⅵ-29

）
。
こ
の
よ
う
な
孝
子

図
壁
画
が
当
時
の
蒙
漢
文
化
の
融
合
の
情
勢
を
示
唆
し
て
い
る
。 

 

（
８
）
伊
川
元
墓 

 

一
九
九
二
年
四
月
、
河
南
省
洛
陽
市
伊
川
県
元
東
村
で
元
代
の
磚
積
み
壁
画
墓
（
編
号

92Y
M

5

）
が
発
見
さ
れ
た
。
墓
室
北
壁
に
は
、
墓
主
人
夫
婦
対
座
図
が
描
か
れ
て
、
人
物
の

後
に
三
曲
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
中
間
の
一
曲
は
、
大
き
く
、
屏
面
に
樹
枝
を
描
き
、

両
側
の
二
曲
に
は
、
屏
面
に
黄
色
が
施
さ
れ
、
屏
座
の
円
点
紋
と
巻
雲
文
の
站
牙
が
見
ら
れ

る
④

（F
ig.

Ⅵ-30

）
。 

 

（
９
）
洞
耳
村
壁
画
墓 

 

一
九
九
八
年
三
月
、
陝
西
省
蒲
城
県
東
陽
郷
洞
耳
村
西
の
紫
金
塬
か
ら
、
元
・
至
元
六
年

（
一
二
六
九
）
の
平
面
八
角
形
の
磚
積
み
壁
画
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
墓
室
の
西
北
・
北
・
東

北
壁
に
は
、
墓
主
夫
婦
「
堂
中
対
坐
図
」
が
描
か
れ
て
、
墓
主
人
の
後
に
一
扇
の
黄
色
立
屏

                                        

         

 

①

張
先
得
・
袁
進
京
「
北
京
市
密
云
県
元
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
六
期
、
五
七
～
六
〇
頁
。  

②

祁
国
慶
「
密
云
県
畽
里
村
元
代
壁
画
墓
」『
中
国
考
古
学
年
鑑
』（
一
九
九
一
）
文
物
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。   

③

長
治
市
博
物
館
「
山
西
長
治
市
捉
馬
村
元
代
壁
画
墓
」、『
文
物
』
一
九
八
五
年
第
六
期
、
六
五
～
七
一
頁
。  

④

洛
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
伊
川
元
墓
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』
一
九
九
三
年
第
五
期
、
四
〇
～
四
四
頁
。 

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
図
面
の
大
き
さ
は
、
縦
一
二
九
．
〇
セ
ン
チ
、
横
一
七
五
．
〇
セ
ン

チ
で
あ
る
。
屏
座
の
両
側
に
は
雲
文
の
站
牙
が
彫
ら
れ
て
、
屏
面
は
、
三
段
に
分
け
ら
れ
て
、

上
部
に
水
墨
山
水
図
が
描
か
れ
、
中
部
に
は
荷
花
図
案
が
装
飾
さ
れ
、
下
部
に
素
面
の
屏
板

が
残
っ
て
い
る
。
屏
風
の
中
上
部
の
枠
に
墨
書
銘
文
の
方
形
板
框
が
張
ら
れ
て
い
る
⑤

。
本

壁
画
の
人
物
は
衣
服
や
帽
子
な
ど
の
装
飾
か
ら
見
て
、典
型
的
な
モ
ン
ゴ
ル
貴
族
で
あ
る
が
、

大
型
山
水
図
屏
風
を
使
う
こ
と
に
よ
り
漢
民
族
と
周
辺
民
族
と
の
融
合
を
示
唆
し
て
い
る

（F
ig.

Ⅵ-31

）
。 

 

（
１
０
）
涿
州
元
代
壁
画
墓 
 

二
〇
〇
二
年
八
月
、
河
北
省
涿
州
市
東
関
村
で
元
・
至
順
二
年
（
一
三
三
一
）
～
至
元
五

年
（
一
三
三
九
）
李
儀
夫
婦
合
葬
の
磚
積
み
壁
画
墓
（
編
号M

1

）
が
発
見
さ
れ
た
。
平
面

八
角
形
の
墓
室
の
西
北
・
北
・
東
北
・
東
・
西
の
諸
壁
は
、
白
漆
喰
を
下
地
に
帳
帷
を
描
き
、

そ
の
下
に
、
各
一
扇
の
屏
風
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
西
北
・
北
・
東
北
の
三
壁
に
は
、

一
つ
の
帳
帷
下
に
、
三
幅
一
組
あ
る
い
は
三
曲
の
水
墨
竹
雀
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
西

壁
と
東
壁
に
は
、
備
宴
と
奉
侍
図
の
調
度
品
と
し
て
各
一
扇
の
行
書
漢
字
屏
風
を
立
て
て
い

る
⑥

（F
ig.

Ⅵ-32,33

）
。 

 

以
上
、
墓
葬
壁
画
に
の
み
残
っ
て
い
る
屏
風
画
を
出
土
箇
所
と
画
題
を
出
発
点
と
し
て
概

観
し
て
き
た
。
墓
室
壁
画
屏
風
か
ら
、
元
代
の
水
墨
画
の
時
代
上
の
特
徴
が
う
か
が
え
る
。

即
ち
、
元
代
の
山
水
画
と
花
鳥
画
発
展
の
趨
勢
は
巧
緻
で
美
麗
な
も
の
を
喜
ば
ず
、
清
淡
な

水
墨
の
写
意
画
を
主
と
し
、
こ
の
時
代
が
絵
画
発
展
の
う
え
で
一
つ
の
特
徴
を
醸
出
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 

（
二
）
寺
窟
壁
画 

（
１
）
莫
高
窟
第
六
一
窟
（
五
代
・
宋
）
に
は
、
南
北
両
壁
の
西
側
と
西
壁
の
下
部
に
各
々

三
十
三
扇
屏
風
（
う
ち
西
壁
二
十
一
扇
）
を
描
き
、
そ
の
中
に
計
百
三
十
一
幅
の
仏
教
故
事

が
表
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
）
莫
高
窟
第
九
八
窟
（
五
代
）
東
壁
北
側
の
維
摩
経
変
相
図
中
の
維
摩
詰
居
士
は
帳

の
中
に
羽
扇
を
も
っ
て
端
座
し
、
背
後
を
多
曲
屏
風
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
屏
風
の
画
面
の
赭

色
の
縁
に
は
、
極
彩
色
の
宝
相
華
文
様
を
施
し
て
、
屏
障
に
付
さ
れ
た
白
い
大
円
の
連
珠
文

                                        

         

 

⑤

陝
西
省
考
古
研
究
所
「
陝
西
蒲
城
洞
耳
村
元
代
壁
画
墓
」、『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
一
期
、
一
六
～

一
九
頁
。  

⑥

河
北
省
文
物
研
究
所
（
他
）「
河
北
涿
州
元
代
壁
画
墓
」、『
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第
三
期
、
四
二
～
六
〇
頁
。 
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様
が
描
か
れ
て
い
る
①

。
ま
た
、
南
・
西
・
北
壁
の
下
部
に
屏
風
形
式
の
賢
愚
経
変
が
描
か

れ
て
い
る
。 

（
３
）
莫
高
窟
第
九
八
窟
（
五
代
）
東
壁
北
側
に
は
維
摩
経
変
相
図
中
の
酒
肆
図
に
は
、

当
時
の
生
活
の
息
吹
が

も
感
じ
ら
れ
る
情
景
も
あ
り
、
東
壁
北
側
右
下
隅
の
酒
肆
（
酒
屋
）

の
場
面
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
維
摩
詰
所
説
経
』
の
「
方
便
品
」
中
の
「
諸
の
酒

肆
に
入
り
て
、
能
く
そ
の
志
を
立
つ
」
と
い
う
経
文
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
坐

っ
て
い
る
維
摩
詰
ら
七
人
の
後
を
多
曲
屏
風
が
囲
ん
で
い
る
。
屏
風
の
縁
赤
く
、
屏
面
の
図

様
は
不
明
で
あ
る
②

。 

（
４
）
開
化
寺
壁
画 

山
西
省
高
平
県
に
あ
る
開
化
寺
の
仏
教
壁
画
に
は
中
原
漢
風
を
強
く
持
つ
人
物
の
背
障
と

し
て
数
点
の
樹
石
図
衝
立
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-34

）
。
こ
れ
ら
の
壁
画
は
北
宋
時
代
の

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
③

。 

（
５
）
繁
峙
岩
山
寺
壁
画 

山
西
省
繁
峙
県
に
あ
る
岩
山
寺
の
仏
教
壁
画
に
は
、
須
闍
提
太
子
と
仏
本
生
故
事
図
の
画

中
山
水
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
④
（F

ig.

Ⅵ-35

）
。
本
寺
に
あ
る
金
・
正
隆
三
年
（
一
一
五
八
）

の
碑
文
に
よ
っ
て
、
こ
の
寺
院
壁
画
の
制
作
年
代
が
金
代
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

（
６
）
広
勝
下
寺
水
神
廟
壁
画 

山
西
省
洪
洞
県
に
あ
る
元
・
泰
定
一
年
（
一
三
二
四
）
の
広
勝
下
寺
水
神
廟
の
主
殿
で
あ

る
明
応
王
殿
の
壁
画
は
今
日
も
完
全
に
残
っ
て
お
り
、
西
壁
の
水
神
（
明
応
王
）
へ
の
祈
雨

と
東
壁
の
龍
王
行
雨
の
よ
う
す
が
物
語
的
に
描
か
れ
、
水
神
と
龍
王
の
背
景
に
あ
る
衝
立
の

左
右
扇
に
は
、
石
と
花
木
と
大
型
の
鳥
を
、
対
称
に
接
近
さ
せ
て
余
白
を
少
な
く
し
、
奥
行

表
現
に
も
意
を
払
っ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
配
し
た
花
鳥
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
元
代
に

                                        

         

 

①

段
文
傑
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
15
敦
煌
壁
画
下
ｐ162~163

頁
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一

九
八
五
年
；
敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
５
巻 

図
版
10
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、

一
九
八
二
年
。  

②

段
文
傑
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
15
敦
煌
壁
画
下
ｐ164

頁
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八

五
年
；
敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
５
巻 

図
版
11
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、

一
九
八
二
年
。  

③

品
豊
・
蘇
慶
編
『
歴
代
寺
観
壁
画
芸
術
第
１
輯
（
高
平
開
化
寺
壁
画
）
図
版
一
一
、、
二
二
、
二
三
、
重
慶

出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

④

品
豊
・
蘇
慶
編
『
歴
代
寺
観
壁
画
芸
術
第
１
輯
（
繁
峙
岩
山
寺
壁
画
）
図
版
三
三
、
三
四
、
重
慶
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
。 

こ
の
よ
う
な
花
鳥
画
が
広
く
行
わ
れ
、
そ
れ
が
明
清
時
代
の
花
鳥
画
の
原
型
と
な
っ
た
の
で

あ
る
⑤

。 

（
７
）
敦
煌
西
千
仏
洞
第
二
〇
窟
の
西
、
東
壁
に
は
元
時
代
の
人
物
図
屏
風
三
扇
が
描
か

れ
て
い
る
⑥

。 
 

四 

伝
世
品
の
絵
画
（
屏
風
絵
に
関
係
あ
る
作
品
は
九
十
幅
以
上
） 

五
代
・
北
宋
時
代
か
ら
、
元
代
に
か
け
て
、
屏
風
画
に
お
い
て
、
山
水
画
が
、
人
物
画
の

み
な
ら
ず
、
花
鳥
画
を
も
凌
駕
し
て
、
現
存
作
例
の
大
半
を
占
め
る
ほ
ど
圧
倒
的
な
中
心
分

野
と
な
っ
た
こ
と
や
、
宮
殿
、
寺
観
、
家
居
に
調
度
さ
れ
た
屏
風
が
、
ほ
ぼ
完
全
に
失
わ
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
時
期
の
人
物
画
屏
風
や
花
鳥
画
屏
風
は
、
残
念
な
が
ら
、
相
応

の
伝
称
作
品
す
ら
欠
い
て
お
り
、
系
統
的
な
史
的
考
察
を
お
こ
な
え
る
ほ
ど
の
作
例
に
恵
ま

れ
て
は
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
墓
葬
壁
画
や
伝
世
品
絵
画
な
ど
の
作
品
の
屏
風
画
に
お
い
て

系
統
的
な
史
的
考
察
が
可
能
な
山
水
画
の
展
開
を
軸
に
、
こ
の
長
い
時
代
の
屏
風
絵
史
全
体

を
概
観
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№007

～104

参
照
）。 

 

（
一
）
五
代 

 

唐
末
の
擾
乱
に
よ
り
、
九
〇
七
年
に
唐
王
朝
が
瓦
解
し
た
の
ち
、
五
代
と
呼
ば
れ
る
時
代

が
来
る
。
唐
末
ま
で
の
中
国
絵
画
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
作
品
よ
り
も
画
論
が
先
行
し

た
き
ら
い
が
あ
る
。
五
代
と
い
う
の
は
、
中
国
中
央
部
、
華
北
に
お
い
て
、
後
梁
、
後
唐
、

後
晋
、
後
漢
、
後
周
と
五
朝
の
交
替
が
あ
り
、
そ
の
他
の
地
方
で
は
前
蜀
、
南
北
漢
、
南
唐

等
い
わ
ゆ
る
十
国
の
王
朝
の
興
廃
が
繰
返
さ
れ
た
、
九
〇
七
年
よ
り
九
七
九
年
に
亘
る
お
よ

そ
七
十
年
と
い
う
短
時
日
の
間
を
さ
す
。
こ
の
時
代
が
「
五
代
十
国
時
代
」
と
称
さ
れ
る
。

こ
の
間
、
中
国
の
中
央
部
は
か
な
り
荒
廃
し
た
が
、
江
南
や
蜀
地
方
に
お
い
て
は
唐
朝
中
央

画
壇
の
画
風
を
継
承
し
な
が
ら
、こ
れ
を
止
揚
す
る
よ
う
な
華
々
し
い
絵
画
活
動
も
見
ら
れ
、

ま
た
全
く
新
し
い
表
現
形
式
さ
え
生
ま
れ
始
め
て
お
り
、
中
国
絵
画
史
に
お
け
る

も
大
き

な
変
化
の
一
つ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。 

                                        

         

 

⑤

海
老
根
聡
郎
・
西
岡
康
宏
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
』
第
７
巻
、
元
、
一
六
九
頁
、
挿
図
一

一
二
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。
品
豊
・
蘇
慶
編
『
歴
代
寺
観
壁
画
芸
術
第
１
輯
（
稷
山
青
龍
寺
壁
画
・
洪

洞
水
神
廟
壁
画
・
汾
陽
聖
母
廟
壁
画
）
図
版
一
、
二
、
三
、
重
慶
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

⑥

安
西
楡
林
窟
と
西
千
仏
洞
に
つ
い
て
は
下
記
の
資
料
を
参
照
す
る
。
敦
煌
研
究
院
編
『
中
国
石
窟∙

安
西
楡

林
窟
』
文
物
出
版
社
・
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
。  
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そ
の
一
つ
は
粗
放
な
水
墨
画
の
新
た
な
展
開
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
花
鳥
画
に
お
け
る
二

大
画
風
の
成
立
で
あ
る
①

。 
 

さ
ら
に
宋
代
以
降
永
く
中
国
山
水
画
の
伝
統
と
な
っ
た
華
北
系
と
江
南
系
の
二
大
画
風
の

祖
型
も
五
代
末
に
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
西
蜀
や
そ
れ
を
倣
っ
た
南
唐
の
画
院

制
度
の
確
立
は
、
単
に
そ
の
機
構
を
北
宋
の
宮
廷
に
持
込
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
院
人

の
幾
人
か
を
北
宋
画
院
に
送
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
代
の
宮
廷
絵
画
様
式
の
基
礎
づ

け
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

 

盛
唐
末
よ
り
独
立
し
た
絵
画
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
発
展
の
途
に
上
っ
た
山
水
画
も
、
当
時

は
後
世
に
強
い
影
響
を
与
え
る
程
の
明
確
な
地
方
様
式
や
個
人
様
式
は
完
成
さ
れ
て
は
い
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
成
立
し
た
の
は
五
代
後
梁
の
山
水
画
家
荊
浩
、
関

同
②

等
の
力
が
大
き
い
。
両
者
共
に
華
北
の
出
身
で
あ
り
、
南
宋
画
に
対
立
す
る
北
宋
画
の

基
本
的
な
形
式
、
構
図
や
山
峯
の
扱
い
方
、
描
法
等
を
一
応
軌
道
に
の
せ
た
も
の
と
想
像
さ

れ
る
。 

水
墨
画
と
は
、「
墨
」
一
色
で
表
現
さ
れ
る
絵
画
で
、
墨
線
だ
け
で
な
く
、
墨
を
面
的
に
使

用
し
、
暈
か
し
で
濃
淡
・
明
暗
を
表
す
。
墨
絵
（
す
み
え
）
と
も
言
う
。 

中
国
で
唐
代
後
半
に
山
水
画
の
技
法
と
し
て
成
立
し
、
宋
代
に
は
、
文
人
官
僚
の
余
技
と

し
て
の
、
四
君
子
（
松
竹
梅
菊
）
の
水
墨
画
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
禅
宗
の
普
及
に
伴
い
、

禅
宗
的
故
事
人
物
画
が
水
墨
で
制
作
さ
れ
た
。
中
国
に
お
け
る
水
墨
画
表
現
は
唐
時
代
末
か

                                        

         

 

①

鈴
木
敬
・
松
原
三
郎
「
東
洋
美
術
史
要
説
」
吉
川
弘
文
館
、1957

年
。 

②

荊
浩
は
河
南
の
人
で
、
太
行
山
中
の
洪
谷
に
隠
栖
（
隠
れ
住
む
事
）
し
て
自
ら
洪
谷
子
と
号
し
た
。
山
水
を

得
意
と
し
、
殊
に
雲
中
に
屹
立
す
る
山
頂
を
画
い
た
と
い
わ
れ
、
呉
道
子
の
線
描
形
式
の
山
水
や
、
項
容
の

筆
蹤
の
な
い
淡
墨
山
水
の
長
所
を
併
せ
取
っ
て
、
自
己
の
山
水
画
風
を
作
っ
た
と
い
う
が
、
要
す
る
に
華
北

の
峻
峭
を
高
遠
形
式
に
画
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
関
同
も
華
北
、
長
安
の
人
で
、
荊
浩
を
師
と
し
た
。

そ
の
山
峯
は
直
線
的
に
峭
抜
す
る
峻
嶺
で
あ
り
、
四
面
は
切
り
立
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
間
に
村
落
や
川

の
渡
し
、
人
物
、
漁
市
、
山
駅
を
点
じ
た
も
の
で
、
描
写
は
細
い
が
感
情
は
こ
せ
つ
い
て
い
な
い
と
評
さ
れ

て
い
る
。
荊
浩
と
同
じ
く
彼
の
画
蹟
は
伝
存
せ
ず
、
模
写
に
模
写
を
重
ね
た
伝
称
作
品
だ
け
し
か
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
そ
の
形
式
は
荊
浩
と
大
同
小
異
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
荊
浩
は
、
岩
山
に
し
わ
を
何

層
に
も
描
き
こ
み
、
遠
景
を
鮮
明
、
か
つ
重
厚
に
描
い
た
。
北
宋
派
の
祖
形
を
築
く
。
其
れ
に
対
し
、
董
源

は
、
遠
景
の
稜
線
な
ど
に
ド
ッ
ト
画
法
と
も
名
づ
け
る
べ
き
点
描
の
方
法
を
創
造
し
、
一
画
面
に
お
い
て
線

描
法
、
淡
彩
法
と
併
用
し
、
江
南
画
法
、
南
宋
画
の
画
風
の
祖
形
を
築
い
た
独
自
性
が
あ
る
。 

ら
、
五
代
～
宋
時
代
初
め
（
九
世
紀
末
～
十
世
紀
）
に
か
け
て
発
達
し
た
。
明
代
に
は
花
卉
、

果
物
、
野
菜
、
魚
な
ど
を
描
く
水
墨
雑
画
も
描
か
れ
た
。 

 

こ
の
時
代
に
お
け
る
屏
風
絵
に
つ
い
て
は
、山
水
図
屏
風
が
屏
風
画
の
大
部
分
を
占
め
る
。

下
記
の
伝
世
品
絵
画
を
み
て
い
く
と
、
そ
の
基
本
的
な
様
相
が
理
解
で
き
る
（
資
料
編
の
表

Ⅶ
№007

～010

参
照
）。 

１
．
王
斉
翰
「
勘
書
図
巻
」（「
挑
耳
図
」
と
も
称
さ
れ
） 

絹
本
着
色 

縦28.4cm

、
横65.7cm

 

南
京
大
学
図
書
館
蔵
。 

 

三
曲
の
囲
屏
は
こ
の
図
巻
の
背
景
と
し
て
、
鉤
勒
と
没
骨
法
を
併
用
し
、
平
遠
の
青
緑
山

水
を
描
き
、
幽
遠
な
空
間
を
表
現
す
る
。
画
面
中
に
は
、
前
景
の
叢
林
、
中
景
の
村
落
、
遠

景
の
群
峰
を
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-36

）
。
こ
れ
は
、
郭
煕
以
前
の
五
代
・
北
宋
の
山
水
画

家
た
ち
が
追
い
求
め
て
き
た
空
間
表
現
を
主
眼
と
し
た
写
実
、
す
な
わ
ち
、
三
次
元
の
巨
大

な
空
間
を
絵
画
と
い
う
平
面
に
い
か
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
巻
首
に
は
、

宋
徽
宗
趙
佶
の
題
名
「
勘
書
図
」
が
あ
り
、
巻
末
に
も
「
王
斉
翰
妙
筆
」
と
あ
る
。
ま
た
、

巻
末
に
は
、
宋
代
の
蘇
軾
、
蘇
轍
、
王
詵
、
金
代
の
史
公
奕
、
明
代
の
董
其
昌
、
文
震
孟
お

よ
び
清
代
の
方
々
の
題
跋
が
あ
る
。
ま
た
、『
清
河
書
画
舫
』、『
平
生
壮
観
』、『
大
観
録
』
な

ど
の
画
史
画
論
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、
南
唐
内
府
、
宋
内
府
お
よ
び
李
敬
之
、

賈
似
道
、
明
代
の
安
桂
坡
、
呉
文
正
、
厳
世
藩
ら
が
、
こ
の
珍
品
を
収
蔵
し
た
。 

 

ま
た
、（
伝
）
周
文
矩
「
挑
耳
図
」（
明
代
模
本
、
絹
本
着
色
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
フ
リ
ア
美

術
館
蔵
）
の
構
図
様
式
は
、
王
斉
翰
「
勘
書
図
巻
」
と
、
人
物
図
や
大
型
の
三
曲
山
水
図
屏

風
形
式
な
ど
に
お
い
て
極
め
て
酷
似
し
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅵ-37

）
。 

 

２
．（
伝
）
顧
閎
中
「
韓
熙
載
夜
宴
図
巻
」 

五
代
（
十
世
紀
）
絹
本
着
色 

縦28.7cm

、
横337.5cm

 

北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。 

 

「
韓
熙
載
夜
宴
図
巻
」
は
、
韓
熙
載
（
九
一
一
～
九
七
〇
）
の
破
天
荒
な
乱
行
ぶ
り
を
聞

い
た
李
煜
が
、
ひ
そ
か
に
画
師
・
顧
閎
中
を
遣
わ
し
て
夜
宴
の
よ
う
す
を
写
さ
せ
、
韓
熙
載

に
示
し
て
戒
め
ん
と
し
た
と
い
う
逸
話
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
本
図
に
は
、
三
点
の
衝
立
で
全
体
の
画
面
が
四
段
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-38

）
。
こ

の
画
面
中
に
は
、
多
種
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
屏
風
は
間
仕
切
り
と
装
飾
と
の
役

割
を
演
出
し
て
い
る
。
画
面
処
理
に
は
と
く
に
興
趣
が
あ
っ
て
、
無
背
景
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
必
要

低
限
の
群
像
や
衝
立
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
通
し
て
場
面
を
作
る
本
画
巻
の
構
成

                                        

         

 

③

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
挿
図
九
三
。 
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法
は
絵
巻
の
特
色
を
濃
厚
に
と
ど
め
て
い
る
。
画
中
の
屏
風
は
画
面
を
二
つ
に
分
け
て
い
る

と
同
時
に
、
全
巻
の
画
が
連
続
し
て
起
こ
る
効
果
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
巧
み
な

技
法
は
、
民
族
絵
画
と
し
て
の
伝
統
と
特
徴
を
よ
く
表
し
、
細
緻
な
描
写
は
顧
閎
中
が
写
生

の
名
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
充
分
に
説
明
し
て
い
る
。
画
面
の
全
体
か
ら
見
る
と
、
重
彩
の
人

物
画
巻
に
水
墨
淡
彩
の
屏
風
画
を
点
綴
し
て
、
画
面
構
成
と
賦
彩
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
の
表
現
は
、
一
般
的
に
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
が
、
こ
の
作
品
に

は
作
者
の
深
厚
な
表
現
力
が
感
知
さ
れ
る
。
各
屏
風
の
形
式
上
は
、
三
曲
の
床
榻
囲
屏
、
獨

幅
立
屏
、
多
曲
の
落
地
屏
風
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
青
緑
の
縁
と
水
墨
山
水
の
屏
面
を
施

し
て
い
る
。
そ
の
牀
座
や
衝
立
に
貼
り
つ
け
ら
れ
た
絹
絵
の
山
水
画
が
、
北
宋
末
か
ら
南
宋

に
お
け
る
院
体
画
に
近
い
様
式
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
①

。
傅
熹
年
氏
は
、
本
絵
巻

の
前
端
の
床
座
囲
屏
の
山
水
図
に
よ
っ
て
、
そ
の
画
風
と
構
図
が
、
馬
遠
の
「
一
角
」
と
夏

圭
の
「
半
辺
」
と
い
う
構
図
形
式
と
似
て
い
る
た
め
、
本
絵
巻
は
、
五
代
の
真
蹟
で
は
な
く
、

南
宋
中
晩
期
の
模
本
と
推
定
す
る
②

。
こ
の
絵
巻
の
末
尾
に
は
、
明
代
の
王
鐸
ら
の
題
記
が

あ
る
。
ま
た
、
清
代
の
『
石
渠
宝
笈
初
編
』、
孫
承
澤
の
『
庚
子
銷
夏
記
』
な
ど
に
も
著
録
さ

れ
て
い
る
。
曾
て
清
・
高
宗
弘
歴
、
清
末
の
王
鵬
翀
が
、
こ
の
作
品
を
収
蔵
し
た
。 

 

３
．
周
文
矩
「
重
屏
会
棋
図
巻
」 

絹
本
着
色 

縦40.3cm

、
横70.5cm

 

北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。 

 

周
文
矩
は
金
陵
句
容
の
人
で
、
五
代
南
唐
時
期
の
有
名
な
人
物
画
家
で
あ
る
。
こ
の
作
品

の
画
面
中
、
坐
っ
て
い
る
南
唐
中
主
の
李
璟
（
九
四
三
～
九
六
一
在
位
）
が
そ
の
四
人
の
一

族
と
と
も
に
囲
碁
を
た
の
し
ん
で
い
る
が
、
か
れ
ら
の
背
後
に
黒
い
枠
の
衝
立
が
立
て
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
屏
面
に
は
、
ま
た
人
物
活
動
の
場
面
を
表
現
し
て
、
ま
た
奥
に
画
中
の
屏
風

と
し
て
三
曲
の
水
墨
山
水
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
③

。
山
水
図
を
描
い
た
屏
風
の
前
の
榻
で

転
寝
す
る
白
楽
天
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-39

）
。
こ
の
よ
う
に
画
く
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

重
な
っ
た
「
重
屏
」
つ
ま
り
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
（doudle screen

）
を
描
い
た
名
作
と

い
う
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
図
は
三
重
空
間
を
表
現
し
、
幽
深
な
奥
感
を
も
つ
。
会
棋
の
場

面
の
後
方
の
白
楽
天
の
「
偶
眠
」
④

詩
意
が
表
現
さ
れ
て
い
る
屏
風
の
画
面
に
も
ま
た
平
遠

                                        

         

 

①

小
川
裕
充
・
弓
場
紀
知
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
５
巻
五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
、
図
版

二
、
三
、
作
品
解
説
三
四
三
～
三
四
四
頁
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。 

②

傅
熹
年
「
浅
談
作
書
画
鑑
定
工
作
的
体
会
」『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
十
一
期
、
三
九
～
五
一
頁
。 

③

単
国
強
「
周
文
矩
「
重
屏
会
棋
図
」
巻
」、『
文
物
』
一
九
八
〇
年
第
一
期
、
ｐ
八
八
～
八
九
頁
。 

④

白
居
易
『
偶
眠
』
の
詩
に
「
放
杯
書
案
上
、
枕
臂
火
炉
前
、
老
愛
尋
思
事
、
佣
多
取
次
眠
。
妻
教
卸
烏
帽
、

山
水
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
重
屏
図
は
前
・
中
・
後
の
三
景
か
ら
構
成
さ
れ
て
、
厳

密
な
透
視
遠
近
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
画
面
内
容
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
宋
元
時
代
の
詩
文

に
見
ら
れ
る
。
北
宋
・
王
安
石
⑤

、
南
宋
初
・
王
明
清
⑥

、
元
・
袁
桷
、
陸
友
仁
⑦

ら
は
、
そ

の
画
面
の
内
容
を
考
察
し
た
。
こ
の
巻
末
に
は
、
明
代
の
沈
度
、
文
徴
明
の
題
記
が
あ
る
。

ま
た
宋
の
『
宣
和
画
譜
』、
清
代
の
『
石
渠
宝
笈
三
編
』、『
西
清
箚
記
』
な
ど
に
も
著
録
さ
れ
、

宋
代
の
宣
和
内
府
を
経
て
、
清
代
の
安
儀
周
、
清
内
府
に
珍
蔵
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
、
文

献
上
の
著
録
、
詩
文
と
題
跋
か
ら
推
定
す
る
と
、
早
期
原
本
か
ら
宋
代
の
模
本
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
⑧

。
ま
た
ア
メ
リ
カ
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に
こ
の
絵

巻
の
明
代
の
模
本
が
あ
る
（『
穣
梨
館
過
眼
続
録
』
に
著
録
し
た
。）。
屏
風
の
中
に
ま
た
見
事

な
屏
風
を
描
く
と
い
う
特
異
な
発
想
で
、
そ
の
優
れ
た
画
法
か
ら
作
者
は
五
代
画
家
の
重
要

な
一
員
と
み
ら
れ
る
。 

 

４
．
周
文
矩
「
仙
姫
文
会
図
巻
」（
調
二
二
五
２ 

故
画
甲
〇
一
・
〇
七
・
〇
一
三
八
八
） 

 

絹
本
着
色
、41.5

×361.7cm

、
治
平
三
年
（
一
〇
六
六
）
年
款
、『
石
渠
宝
笈
初
編
・
重

華
宮
』
著
録
。
こ
の
仕
女
図
絵
巻
に
は
二
点
の
山
水
図
と
月
輪
・
山
石
・
流
水
文
衝
立
が
描

か
れ
て
い
る
⑨

。 
 

５
．（
伝
）
董
源
「
寒
林
重
汀
図
」 

原
本
・
五
代
（
十
世
紀
）
絹
本
墨
画
淡
彩 

縦181.5

×
横116.5cm

 
 

董
源
は
、
五
代
の
南
唐
に
仕
え
た
画
家
。
字
は
叔
達
、
鍾
陵
（
江
蘇
省
南
京
）
の
人
。
山

水
、
走
獣
、
人
物
な
ど
を
手
掛
け
、
山
水
に
は
著
色
と
水
墨
の
双
方
が
あ
っ
た
と
い
う
。
江

南
の
身
近
な
自
然
を
描
い
て
江
南
山
水
画
の
始
祖
と
な
り
、
後
世
の
文
人
画
に
大
き
な
影
響

                                        

                                        

                                        

 

婢
与
展
青
毡
、
便
是
屏
風
様
、
何
労
画
古
賢
」
と
言
う
。 

⑤
『
王
文
公
集
』
巻
五
〇
の
王
安
石
『
江
隣
幾
邀
観
三
館
書
画
』
に
「
不
知
名
姓
貌
人
物
、
二
公
対
弈
旁
観
倶
。

黄
金
錯
鏤
為
接
壺
、
粉
障
復
画
一
病
夫
。
後
有
女
子
執
巾
裾
、
床
前
紅
毯
手
火
炉
。
床
上
二
姝
展
氍
毺
、
遶

床
屏
風
山
有
無
。
堂
上
列
画
三
重
鋪
、
此
画
巧
甚
意
思
殊
。
孰
真
孰
仮
丹
青
模
、
世
事
若
此
還
可
吁
。」
と
あ

る
。 

⑥

彼
の
『
揮
麈
三
録
』
に
も
こ
の
画
面
の
中
心
人
物
は
南
唐
中
主
の
李
璟
と
い
う
議
論
が
あ
る
。 

⑦

袁
桷
の
『
清
容
居
士
集
』
と
陸
友
仁
の
『
研
北
雑
誌
』
に
は
、
画
面
中
の
会
棋
の
四
人
は
、
李
璟
の
兄
弟
で
、

屏
面
の
内
容
は
白
居
易
の
『
偶
眠
』
の
詩
意
を
表
現
し
た
も
の
と
あ
る
。 

⑧

前
掲
し
た
単
国
強
氏
の
論
文
を
参
照
す
る
。
北
京
故
宮
本
に
は
宋
・
徽
宗
が
記
し
た
白
居
易
の
『
偶
眠
』
詩

文
な
い
し
、
南
宋
人
の
題
跋
と
宋
元
時
代
の
収
蔵
家
の
鑑
賞
印
は
存
在
し
な
い
。 

⑨

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）
一
一
三
～
一
一
六
頁
、
国
立
故
宮
博
物
院
出

版
、
中
華
民
国
八
十
四
年
八
月
初
版
。 
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を
及
ぼ
し
た
。 

 

本
図
は
、
豊
か
な
水
を
湛
え
た
初
冬
の
水
郷
風
景
を
水
墨
に
よ
っ
て
描
い
て
い
る
。
土
坡

や
樹
木
の
強
い
陰
影
表
現
は
、
夕
陽
の
光
を
表
す
と
考
え
ら
れ
、
粗
放
な
筆
墨
に
よ
る
遠
景

も
、
離
れ
て
見
る
と
夕
暮
れ
の
平
原
を
的
確
に
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な

特
徴
は
文
献
が
伝
え
る
彼
の
作
風
に
合
致
し
、
明
の
董
其
昌
も
本
図
を
董
源
画
と
す
る
題
字

を
図
上
に
記
し
た
①

。
現
存
作
品
の
う
ち
、
こ
の
五
代
の
董
源
の
伝
称
を
も
つ
「
寒
林
重
汀

図
」
は
、
江
南
山
水
画
の
始
祖
と
し
て
後
世
の
文
人
画
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
董
源
の
山

水
様
式
を

も
よ
く
伝
え
る
大
作
で
あ
る
。 

 

荊
浩
の
画
論
『
筆
法
記
』
に
お
い
て
、
水
墨
山
水
画
に
つ
い
て
の
文
献
的
証
拠
に
合
致
す

る
作
例
と
し
て
、（
伝
）
荊
浩
「
匡
廬
図
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
基
本
的
に

筆
鋒
を
上
か
ら
下
へ
と
垂
下
す
る
線
皴
を
重
ね
て
山
容
を
画
き
出
す
点
で
、
富
平
県
唐
墓
西

壁
「
山
水
図
屏
風
様
壁
画
」
に
連
な
り
、
荊
浩
の
門
弟
の
関
仝
の
伝
称
の
あ
る
「
秋
山
晩
翠

図
」
に
も
つ
な
が
る
。
荊
浩
の
こ
の
よ
う
な
皴
法
は
、「
騎
象
奏
楽
図
」
か
ら
曲
陽
五
代
王
処

直
墓
前
室
北
壁
「
山
水
図
壁
画
」
に
ま
で
展
開
し
た
唐
代
の
面
的
な
線
皴
を
踏
ま
え
て
い
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。 

 

（
二
）
宋
代 

唐
末
・
五
代
に
つ
い
て
は
年
代
順
に
、
宋
代
に
つ
い
て
は
、
王
公
士
大
夫
な
ど
の
文
人
画

家
と
宮
廷
画
家
や
僧
侶
画
家
な
ど
の
身
分
別
に
分
け
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
部
門
別

に
分
け
て
、
画
家
伝
を
記
す
『
図
画
見
聞
誌
』
の
記
述
態
度
は
、
端
的
な
そ
の
時
代
の
絵
画

界
の
特
徴
の
反
映
に
ほ
か
あ
る
ま
い
。
即
ち
宋
代
に
は
絵
画
に
お
い
て
、
よ
り
公
的
な
壁
画

や
屏
風
よ
り
も
、
よ
り
私
的
な
画
軸
や
画
巻
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
代
の
屏
風
絵
は
山
水
図
を
中
心
と
し
て
い
る
。
唐
末
か
ら
五
代
・
北
宋
初
に
は
、

唐
風
の
追
慕
に
ほ
ぼ
終
始
し
た
文
学
な
ど
と
は
異
な
り
、
絵
画
は
す
で
に
一
大
頂
点
を
な
す

時
代
を
迎
え
、
北
宋
時
代
に
入
る
と
、
華
北
山
水
画
の
主
導
の
も
と
、
山
水
画
が
絵
画
の
中

心
分
野
と
な
る
に
い
た
る
。
こ
れ
は
唐
宋
変
革
で
発
生
し
た
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
な
大
変
動
の
一
端
を
担
う
、
人
物
画
か
ら
山
水
画
へ
と
い
う
中
国
絵
画
史
上
も
っ
と

も
根
本
的
な
中
心
分
野
の
転
換
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
山
水
画
は
宋
代
に
至
っ
て
前
代

                                        

         

 

①

黒
川
古
文
化
研
究
所
編
集
『
黒
川
古
文
化
研
究
所
名
品
展
―
大
阪
商
人
黒
川
家
三
代
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
』
図
版
九-

一 

文
化
財
保
護
法50

年
記
念 

二
〇
〇
〇
年
。  

未
聞
の

高
潮
に
達
し
、
表
現
の
形
式
や
手
法
も
さ
ら
に
多
様
化
し
て
い
っ
た
。 

以
下
、
伝
世
品
絵
画
の
中
に
、
画
中
画
と
し
て
表
現
さ
れ
る
屏
風
は
、
画
題
に
基
づ
い
て
、

数
例
を
挙
げ
て
い
く
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№011

～073

参
照
）。 

 

ア
．
風
俗
人
物
図
屏
風 

１
．
南
宋
・
劉
松
年
「
唐
十
八
学
士
図
巻
」（
部
分
） 

絹
本
着
色
、
縦
四
四
．
五
セ
ン
チ
、
横
一
八
二
．
三
セ
ン
チ
、
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院

蔵
。
画
面
中
の
人
物
活
動
の
背
障
と
し
て
山
水
人
物
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

（F
ig.

Ⅵ

-40

）
。 

２
．
宋
蘇
漢
臣
百
子
歓
歌
図
巻 

調
一
八
五116

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
五
二 

絹
本
着
色
、30.5

×230.0cm

、

山
水
人
物
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
③

。 
 

イ
．
山
水
図
屏
風 

１
．
北
宋
・
喬
仲
常
「
後
赤
壁
賦
図
巻
」 

紙
本
墨
画
、
縦
二
九
．
五
セ
ン
チ
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本

図
巻
の
末
の
屋
宇
の
中
に
、
三
人
の
高
士
逸
人
が
坐
っ
て
、
後
方
に
大
き
な
山
水
図
屏
風
が

立
て
ら
れ
て
い
る
④

。
こ
の
図
巻
の
制
作
年
代
は
、
北
宋
末
・
南
宋
初
の
作
品
と
し
て
看
過

で
き
な
く
、
喬
仲
常
筆
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

２
．
北
宋
・「
文
殊
維
摩
問
答
図
」（
拓
本
部
分
） 

紙
本
墨
画
、
縦
一
七
五
．
五
セ
ン
チ
、
横
二
五
五
．
五
セ
ン
チ
、
カ
ン
サ
ス
市
美
術
館
蔵
、

維
摩
の
後
に
線
刻
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
枠
に
は
多
角
重
圓
文
が
刻
ま
れ
て

い
る
⑤

（F
ig.

Ⅵ-40

）
。 

                                        

         

 
②

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
上
、
七
〇
頁
；
図
版
・
注
・
参
考
文
献
・
年
表
・
索
引
、
図
版
四
八
、
四
九
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
。
但
し
、
四
九
号
は
、
筆
者
不
詳
で
あ
る
。  

③

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
六
）
一
七
五
～
一
七
八
頁
、
国
立
故
宮
博

物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
六
年
九
月
初
版
。 

④

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
中
之
一
（
南
宋
・
遼
・
金
）、
八
～
一
一
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版

二
―
九
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
。  

⑤

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
上
、
四
八
～
四
九
頁
；
図
版
・
注
・
参
考
文
献
・
年
表
・
索
引
、
図
版
二
五
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
。  
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３
．
牟
益
「
擣
衣
図
巻
」 

南
宋
・
一
二
三
八
～
一
二
四
〇
年
頃
、
紙
本
白
描
、
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
（
呂
一

六
七
五27

 
故
画
甲
〇
一
・
〇
八
・
〇
〇
九
九
九 

27.1

×266.4cm

） 

夏
文
彦
『
図
絵
宝
鑑
』
巻
四
に
は
、
牟
益
（
一
一
七
八~

）
の
絵
画
が
「
画
入
能
品
」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。「
擣
衣
図
巻
」
は
、
南
斉
（
四
七
九~

五
〇
二
）
謝
恵
連
の
『
擣
衣
詩
』

か
ら
取
材
し
て
、
白
描
法
を
用
い
、
三
十
二
名
の
仕
女
の
形
象
を
表
現
し
て
い
る
。
図
の
後

端
に
は
、「
作
於
嘉
熙
庚
子
」
即
ち
紀
年
一
二
四
〇
年
の
自
跋
が
あ
る
。
画
面
中
、
人
物
活
動

の
背
障
と
し
て
、
二
点
の
大
画
面
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-41

）
。
こ
れ
ら
の
衝

立
の
画
面
に
は
、
平
遠
山
水
が
描
か
れ
て
い
る
①

。「
擣
衣
図
巻
」
は
、『
石
渠
宝
笈
続
編
・

寧
寿
宮
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。 

４
．
蘇
漢
臣
「
漢
宮
春
苑
図
巻
」
絹
本
着
色 

縦23.8cm

、
横582.7cm

 

常
楽
庵
蒐

集
。 こ

の
絵
巻
は
、
蘇
漢
臣
（
一
一
一
九~

一
一
六
三
頃
活
躍
）
の
款
が
あ
る
が
、
画
風
と
技

法
よ
り
、
明
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
②

。
蘇
漢
臣
は
開
封
府
の
人
で
北
宋
の
徽
宗

の
宣
和
年
間
（
一
一
一
九~

一
一
二
五
）
に
画
院
待
詔
と
な
り
、
南
宋
高
宗
の
紹
興
年
間
（
一

一
三
一~

一
一
六
二
）
に
画
院
に
復
職
し
、
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
ご
ろ
承
信
郎
と
な
っ

た
。劉
宗
古
の
弟
子
で
道
釈
人
物
画
に
巧
み
で
あ
っ
た
が
、こ
と
に
嬰
児
の
絵
を
よ
く
し
た
。

ま
た
、
こ
の
絵
巻
の
画
面
中
、
三
点
の
衝
立
と
多
曲
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
画
面
内
容

は
、
宋
風
の
山
水
図
で
あ
る
。 

５
．
南
宋
「
高
宗
書
女
孝
経
馬
和
之
補
図
」（
上
巻
？
） 

調
二
二
五20

 

故
画
甲
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
一
〇
〇 

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』
著

録
、
絹
本
着
色
、
第
一
幅
縦26.4cm

、
横104.5cm

。『
女
孝
経
』
は
唐
人
陳
邈
の
夫
人
鄭

氏
が
、
孔
子
と
曾
子
と
の
対
談
録
の
『
孝
経
』
を
模
倣
し
て
撰
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
絵
解
は
、
左
図
右
文
の
形
式
で
表
さ
れ
て
い
る
。
第
一
、
二
、
三
、
六
章
の
画
面

に
は
山
水
図
衝
立
が
描
か
れ
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅵ-42

）
。 

                                        

         

 

①

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
六
）
三
四
一
～
三
五
二
頁
、
国
立
故
宮
博

物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
六
年
九
月
初
版
。
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
『
宋
代
書
画
冊
頁
名
品
特
展
』
一
九

九
五
年
、
五
六
頁
。
傅
熹
年
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
４
両
宋
絵
画
下
、
図
版
一
四
一
、
文
物
出
版

社
、
一
九
八
八
年
。   

②

大
和
文
華
館
編
集
『
常
楽
庵
蒐
集
・
中
国
文
人
画
展
図
録
』
図
版
一 

一
九
七
九
年
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十

６
．
南
宋
「
高
宗
書
孝
経
馬
和
之
絵
図
―
士
章
」（
冊
、
下
巻
？
） 

絹
本
着
色
、
縦28.5cm

、
横34.2cm

、
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
。 

こ
の
作
品
は
、「
高
宗
書
孝
経
馬
和
之
絵
図
冊
」
の
第
五
幅
で
あ
る
④

。
画
面
中
に
、
床
榻

の
三
曲
囲
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
屏
面
に
は
、
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-42

）
。

そ
の
屏
風
の
上
方
の
山
石
、
洲
渚
、
舟
船
、
梅
樹
な
ど
の
表
現
は
、
南
宋
院
画
家
馬
麟
「
芳

春
雨
霽
」（
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）、
夏
圭
「
山
水
十
二
景
―
煙
村
帰
渡
」（
ア
メ
リ
カ
・

ネ
ル
ソ
ン
博
物
館
蔵
）
な
ど
の
画
風
と
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
馬
麟
と
夏
圭
の
「
辺
角
山
水
」

と
い
う
構
図
法
の
影
響
を
よ
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
床
榻
の
三
曲

囲
屏
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
孝
経
』
第
五

章
の
李
公
麟
の
挿
絵
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
山
水
図
、
風
俗
図
な
ど
の
画
題
で
装
飾
さ

れ
て
い
る
床
榻
囲
屏
の
歴
史
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
資
料
に
よ
っ
て
、
前
漢
時
代
の
墓
葬

壁
画
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
⑤

。 

７
．
宋
人
「
人
物
」 

絹
本
着
色
、
冊
、
縦29.0cm

、
横27.8cm

、
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
。 

こ
の
作
品
は
、「
歴
代
画
幅
集
冊
」
第
一
幅
で
あ
る
。
林
柏
亭
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の

作
品
の
制
作
年
代
は
、
北
宋
徽
宗
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
⑥

。
人
物
の
後
に
大
画
面

の
山
水
・
花
鳥
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
画
中
画
が
登
場
す
る
本
図
で
も
、
水
墨
画
の

屏
風
を
背
に
座
す
光
景
に
は
漢
画
人
物
の
定
型
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
屏
面
に
は
、
蘆
葦
鴛

鴦
、
江
湖
水
面
、
双
鴨
野
雁
な
ど
の
「
汀
渚
水
鳥
」
の
画
題
風
格
は
、
北
宋
末
の
花
鳥
図
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
（F

ig.

Ⅵ-43

）
。
屏
風
全
体
の
画
面
か
ら
見
る
と
、
そ
の
構
図
と
技
法
は

非
常
に
洗
練
さ
れ
画
中
の
主
体
と
し
て
の
主
人
図
像
と
他
の
図
像
が
巧
妙
に
融
和
し
て
い
る
。

                                        

                                        

                                        

 

一
年
十
二
月
初
版
、
二
七
三
～
二
八
〇
頁
。
譚
怡
令
「
百
善
孝
為
先
―
宋
高
宗
書
女
孝
経
馬
和
之
補
図
」『
故

宮
文
物
月
刊
』
２
（
第
一
巻
第
二
期
）
カ
ラ
ー
図
版
、、
一
九
八
三
年
、
七
九
～
八
三
頁
。
劉
芳
如
「
秀
色
―

摭
談
中
国
芸
術
所
形
塑
的
女
性
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
二
四
一
（
第
二
十
一
巻
第
一
期
）
図
一
、
二
〇
〇
三
年
、

六
〇
～
八
一
頁
。 

④

『
石
渠
宝
笈
初
編
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。『
故
宮
文
物
月
刊
』
２
（
第
一
巻
第
二
期
）
カ
ラ
ー
図
版
、
表

紙
と
裏
表
紙
、
一
九
八
三
年
。
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
『
宋
代
書
画
冊
頁
名
品
特
展
』
図
版
四
四
、
一
九
九

五
年
。 

⑤

前
掲
し
た
西
安
楽
遊
原
漢
墓
壁
画
の
宴
楽
図
を
参
照
す
る
。 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
『
宋
代
書
画
冊
頁
名
品
特
展
』
図
版
四
五
、
一
九
九
五
年
。
台
北
・
故
宮
博
物
院
書

画
処
「「
七
十
件
書
画
冊
頁
名
品
特
展
」
精
選
」（
五
）『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
５
０
（
第
十
三
巻
第
六
期
）
挿

図
、
一
九
九
五
年
、
八
四
～
九
一
頁
。 
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画
面
の
内
容
は
居
室
内
の
風
景
で
あ
る
が
、
画
中
の
山
水
花
鳥
図
屏
風
絵
を
添
加
す
る
こ
と

に
よ
り
堂
開
緑
野
の
室
外
美
景
も
享
受
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
の
小
景
画
（『
歴

代
名
画
記
』
巻
九
「
小
画
」『
図
画
見
聞
志
』
と
『
宣
和
画
譜
』「
小
景
」
参
照
）
の
風
格
は

北
宋
末
の
梁
師
閔
「
蘆
汀
密
雪
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）、
伝
趙
令
穰
「
橙
黄
橘
緑
図
」

（
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
な
ど
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
画
中
画
の
花

鳥
点
景
山
水
図
的
手
法
と
い
う
山
水
花
鳥
画
は
全
画
面
の
写
実
性
人
物
図
の
背
景
と
し
て
普

通
の
山
水
図
よ
り
自
然
の
全
景
を
重
視
せ
ず
、
花
鳥
と
山
水
と
が
融
和
す
る
「
寒
汀
遠
渚
」

の
表
現
に
よ
り
、
北
宋
時
代
の
代
表
的
な
小
景
画
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
日
本
・
大
和
文
華
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
前
期
の
「
高
士
図
」
①

（
伝

狩
野
安
信
『
唐
絵
手
鑑
』
の
う
ら
、
絹
本
著
色
、31.4

×44.1cm

）
は
、
こ
の
作
品
か
ら
写

し
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
図
面
に
は
、
屏
風
の
画
面
中
、
水
鳥
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
対
照
的
な
二
つ
の
画
像
と
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
明
代
に
な
れ
ば
南
宋
の
絵
画

が
そ
れ
ほ
ど
豊
富
に
日
本
へ
伝
来
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
く
、
そ
の
こ
ろ
日
本
の
南
宋
画

に
も
模
写
や
贋
物
が
相
当
紛
れ
込
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
②

。 

こ
の
「
宋
人
人
物
」
図
に
は
、
榻
（
腰
か
け
）
に
腰
を
下
ろ
し
た
士
人
が
何
や
ら
考
え
込

ん
で
お
り
、
筆
を
手
に
書
き
物
を
し
よ
う
と
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
傍
ら
に
は
琴
、

棋
、
書
、
画
と
食
べ
物
が
あ
り
、
わ
き
に
い
る
童
子
が
酒
を
つ
い
で
い
る
。
腰
か
け
の
後
ろ

に
あ
る
屏
風
に
は
、
士
人
の
写
真
画
軸
（
肖
像
画
）
が
か
け
て
あ
る
。
主
人
公
は
文
人
の
雅

な
趣
味
の
小
道
具
を
身
近
に
集
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
ゆ
っ
た
り
と
風
流
な
生
活
を
表
現
し

て
い
る
。
画
中
の
人
物
は
お
そ
ら
く
王
羲
之
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
が
、
表
現
さ
れ
て
い
る

の
は
宋
代
文
人
の
生
活
風
景
で
あ
る
。
南
宋
時
代
に
流
行
し
た
、
焼
香
、
点
茶
、
掛
軸
、
生

け
花
な
ど
の
趣
味
が
、
北
宋
末
期
に
よ
り
深
ま
っ
て
発
展
し
た
様
子
の
一
端
が
、
本
作
に
も

う
か
が
え
る
。
一
般
に
「
画
中
画
」
の
屏
風
の
多
く
が
山
水
画
で
、
本
作
の
よ
う
な
花
鳥
・

山
水
画
は
か
な
り
珍
し
い
。
北
宋
末
期
の
「
岸
辺
の
水
鳥
」
の
風
格
の
み
な
ら
ず
、
徽
宗
朝

花
鳥
画
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
そ
の
時
代
性
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
図
は
文

人
趣
味
と
も
直
結
す
る
見
栄
え
の
よ
い
モ
ニ
ュ
メ
タ
ル
な
絵
画
と
し
て
、
前
景
の
人
物
図
と

後
景
の
屏
風
山
水
花
鳥
図
と
の
二
つ
の
層
次
で
表
現
さ
れ
、
画
面
の
内
容
の
豊
富
さ
、
極
め

                                        

         

 

①

大
和
文
華
館
「
文
人
た
ち
の
東
ア
ジ
ア
―
詩
書
画
が
つ
な
ぐ
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
―
」
展
覧
会
写
真
、
二
〇

〇
六
年
八
月
二
十
五
日
～
一
〇
月
一
日
。 

②

嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
』
第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
小
学
館
、
二

〇
〇
〇
年
一
、
七
〇
頁
。 

て
自
然
な
布
局
と
構
思
の
巧
密
が
全
画
面
の
深
く
詮
解
力
が
で
き
る
。一
方
、そ
の
肖
像
は
、

斜
め
向
き
の
構
図
に
、
宋
風
が
よ
り
強
く
表
れ
て
お
り
、
後
世
の
肖
像
画
の
影
響
あ
る
い
は

宋
画
様
式
の
復
古
的
特
色
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

本
作
は
、
宋
徽
宗
、
高
宗
、
清
高
宗
な
ど
の
皇
帝
が
所
蔵
し
て
い
た
。
清
高
宗
は
、
画
中

の
人
物
に
強
く
興
味
を
引
か
れ
、
そ
の
命
を
受
け
た
姚
文
瀚
が
、
画
中
の
人
物
を
士
服
を
身

に
付
け
た
乾
隆
帝
に
変
え
て
、
ほ
ぼ
同
じ
構
図
の
作
品
を
描
い
た
③

。
風
流
な
文
人
の
生
活

に
憧
れ
た
皇
帝
の
心
情
が
思
わ
れ
る
。 

な
お
、
本
図
と
南
宋
・
劉
松
年
「
羅
漢
図
」（
第
三
幅
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
と
の
画

中
屏
風
の
「
小
景
」
山
水
図
は
、
主
題
の
人
物
図
の
背
景
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
制
作
年
代
は
明
瞭
で
あ
り
、宋
代
に
お
け
る
小
景
画
の
様
相
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

８
．
宋
・
佚
名
「
槐
蔭
銷
夏
図
頁
」 

北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
床
榻
の
隣
に
獨
幅
の
山
水
樹
石
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。 

９
．
無
款
「
消
夏
図
」
冊
頁 

南
宋
（
？
）、
絹
本
着
色
、24.5

×15.7cm

、
蘇
州
博
物
館
蔵
。
画
中
楼
閣
山
水
図
屏
風

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
山
頂
の
樹
叢
と
山
体
の
点
子
皴
な
ど
の
構
図
と
技
法
か
ら
、
北

宋
范
寛
「
雪
山
蕭
寺
図
」
の
筆
意
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
⑤

。 

１
０
．
劉
松
年
「
補
衲
図
軸
」 

（
調
二
四
五99

 

故
画
甲
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
一
〇
二
） 

絹
本
着
色
、
縦141.9cm

、
横59.8cm

、『
秘
殿
珠
林
続
編
・
乾
清
宮
』
著
録
。
本
図
に

は
、
座
床
の
後
方
に
、
羅
漢
人
物
活
動
場
面
の
背
障
と
し
て
華
麗
な
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
屏
面
に
は
、
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
⑥

。 

１
１
．
劉
松
年
「
琴
書
楽
志
図
軸
」 

（
成
二
〇
五11

 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
一
八
三
四
） 

絹
本
着
色
、
縦136.4cm

、
横47.5cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
懋
勤
殿
』
著
録
。
本
図
に

                                        

         

 

③

『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
五
〇 

④

絹
本
着
色
、
縦25.0cm

、
横28.4cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
宋

代
巻
（
上
）
図
版
四
三
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  

⑤

蘭
珊
「
小
中
見
大
、
気
度
雍
容
―
南
宋
《
消
夏
図
》
賞
析
」『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
五
期
、
九
五
～
九
六

頁
。  

⑥

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
一
二
一
～
一
二
二
頁
。  
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は
、
座
床
の
後
方
に
、
人
物
活
動
場
面
の
背
障
と
し
て
い
る
華
麗
な
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
屏
面
に
は
、
平
遠
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
①

（F
ig.

Ⅵ-44

）
。 

１
２
．
夏
珪
「
山
居
留
客
図
軸
」 

（
成
二
三
九23

 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
一
二
二
） 

絹
本
墨
画
、
縦164.7cm

、
横102.8cm

、『
石
渠
宝
笈
三
編
・
乾
清
宮
』
著
録
。
本
図

に
は
、
亭
子
の
中
に
、
人
物
活
動
場
面
の
背
障
と
し
て
い
る
華
麗
な
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
屏
面
に
は
、
平
遠
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 

１
３
．
宋
人
「
十
八
学
士
図
」
軸 

絹
本
着
色
、『
石
渠
宝
笈
三
編
・
御
書
房
』
著
録
。
う
ち
の
一
幅
は
、
縦173.7cm

、
横

103.5cm

、（
成
二
二
七37

 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
八
五
八
）
画
面
中
に
桐
蔭
下
、

唐
十
八
学
士
の
後
に
平
遠
山
水
人
物
図
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③
（F

ig.

Ⅵ-45

）
。
も
う
一

幅
は
、
縦173.6cm

、
横103.1cm

、（
成
二
二
六42

 

故
画
甲
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
八
五

六
）
本
図
に
は
、
柳
樹
下
に
八
曲
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

（F
ig.

Ⅵ-46

）
。 

１
４
．
宋
人
「
梧
蔭
清
遐
図
」 

絹
本
着
色
、
縦50.1cm

、
横41.1cm

、（
成
一
九
〇56

 

故
画
甲
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇

一
七
六
）『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』
著
録
。
画
面
中
に
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る

⑤

。 １
５
．「
女
孝
経
図
巻
」（
四
幅
） 

南
宋
、
絹
本
着
色
、
各
縦43.8cm

、
横68.7~73.0cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。『
女

孝
経
』
は
、
唐
時
代
の
侯
莫
陳
邈
の
妻
の
鄭
氏
が
撰
し
た
十
八
章
の
礼
教
書
で
あ
る
。「
女
孝

経
図
」
の
第
二
章
「
后
妃
章
」・
五
章
「
事
舅
姑
章
」
の
画
面
に
は
、
前
者
に
水
墨
山
水
図
屏

                                        

         

 

①

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
一
三
三
～
一
三
四
頁
。  

②

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
初
版
（
一
九
九
〇
）、
二
〇
一
～
二
〇
二
頁
。  

③

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
三
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
十
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
六
一
～
六
二
頁
。  

④

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
三
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
十
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
五
九
～
六
十
頁
。  

⑤

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
三
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
十
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
六
七
～
六
八
頁
。 

風
、
後
者
に
大
型
の
金
壁
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑥

（F
ig.

Ⅵ-47

）
。『
石
渠
宝
笈
・

初
編
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。 

１
６
．「
孝
経
図
巻
」（
部
分
） 

南
宋
、
絹
本
着
色
、
縦18.6cm

、
横529.0cm

、
遼
寧
省
博
物
館
蔵
。
本
図
は
、「
孝
経

図
巻
」
九
段
う
ち
の
四
段
で
、
画
面
中
、
素
屏
風
と
水
墨
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑦

（F
ig.

Ⅵ-48

）
。『
庚
子
銷
夏
記
』、『
江
村
書
画
目
』、『
石
渠
宝
笈
・
初
編
』
に
著
録
さ
れ
て
い

る
。 １

７
．
宋
・
劉
松
年
「
唐
十
八
学
士
（
秦
府
十
八
学
士
）
図
巻
」 

成
一
八
五
２ 

故
画
甲
〇
一
・
〇
八
・
〇
〇
九
九
五 

南
宋
（
十
二
～
十
三
世
紀
）
絹
本

墨
画
着
色
界
画
、44.5

×182.3cm

、『
石
渠
宝
笈
三
編
・
御
書
房
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

水
墨
山
水
人
物
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑧

（F
ig.

Ⅵ-49

）
。 

１
８
．
宋
・
劉
松
年
「
養
正
図
巻
」 

調
一
八
五
９ 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
六
八 

絹
本
着
色
、30.1

×545.0cm

、

多
曲
山
水
図
屏
風
と
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑨

。 

１
９
．
宋
・
李
嵩
「
瑞
応
図
巻
」 

調
一
八
五39

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
七
二 

絹
本
着
色
、32.6

×96.5cm

、

多
曲
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑩

。 

２
０
．
宋
・
李
嵩
「
観
灯
図
軸
」 

調
一
九
三61

 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
八
四
三 

絹
本
着
色
、171.0

×107.1cm

、

山
水
樹
石
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑪

。 

２
１
．
宋
・
馬
遠
「
寒
巌
積
雪
図
軸
」 

                                        

         

 

⑥

傅
熹
年
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
４
両
宋
絵
画
下
、
図
版
十
六
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。  

⑦

傅
熹
年
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
４
両
宋
絵
画
下
、
図
版
三
三
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。  

⑧

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
六
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国

八
十
六
年
九
月
初
版
、
二
二
七
～
二
三
四
頁
。
嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』

第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
挿
図
三
一
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。 

⑨

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
六
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国

八
十
六
年
九
月
初
版
、
二
五
五
～
二
六
〇
頁
。 

⑩

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
六
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国

八
十
六
年
九
月
初
版
、
二
七
三
～
二
七
六
頁
。 

⑪

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
一
四
一
～
一
四
二
頁
。 
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調
二
三
九29

 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
一
八
三
八 

絹
本
淡
彩
画
、156.7

×82.4cm

、

大
型
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
①

。 

２
２
．
宋
・
劉
松
年
「
真
蹟
冊
」（
八
幅
） 

成
一
九
九
２ 

故
画
丙
〇
三
・
〇
八
・
〇
三
一
三
五 

絹
本
着
色
、『
石
渠
宝
笈
三
編
・
御

書
房
』
に
「
宋
劉
松
年
画
人
物
山
水
」
と
い
う
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
第

二
幅
に
は13.8

×25.0cm

、
三
曲
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
第
三
幅
に
は14.1

×24.9cm

、
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

。 

２
３
．
宋
・
李
従
訓
「
画
趙
子
昂
書
楽
志
論
巻
」 

調
二
二
三5

 

故
画
甲
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
五
四
九 

絹
本
着
色
、
画
幅31.4

×259.0cm

、

延
祐
二
年
（
一
三
一
五
）
款
。
山
水
図
衝
立
が
描
か
れ
て
い
る
③

。 

２
４
．「
明
皇
按
楽
図
」 

宴
楽
図
の
坐
っ
て
い
る
明
皇
の
後
方
に
、
大
型
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。 

２
５
．
宋
人
（
旧
伝
王
詵
）「
繍
龍
暁
鏡
」（『
宋
元
名
画
』
冊
第
十
八
幅
） 

十
三
世
紀
の
模
本
（
？
）、
絹
本
着
色
扇
画
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
本
仕
女
図
に
は
、

床
榻
の
左
端
に
平
遠
の
水
墨
山
水
図
枕
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

２
６
．
宋
・
李
嵩
「
月
夜
看
潮
図
」（
冊
） 

絹
本
着
色
、22.3

×22.0cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
画
面
中
、
杭
州
湾
の
銭
塘
江
浜

辺
に
あ
る
亭
閣
の
中
に
、
赤
い
枠
で
囲
う
一
扇
の
大
型
山
水
図
朱
漆
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い

る
⑥

。 
 

                                        

         

 

①

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国

七
十
八
年
八
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
一
七
七
～
一
七
八
頁
。 

②

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民

国
九
十
二
年
十
二
月
初
版
、
六
二
～
六
五
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九

十
一
年
十
二
月
初
版
、
二
九
九
～
三
〇
二
頁
。 

④

陳
萬
鼎
「
試
以
漢
代
音
楽
文
献
及
出
土
文
物
資
料
研
究
漢
代
音
楽
史
」（「
沂
南
漢
墓
楽
舞
百
戯
画
像
論
叢

（
六
））、
図
八
七
、『
故
宮
文
物
月
刊
』、
一
九
九
六
年
、
一
六
四
、
九
〇
～
一
〇
九
頁
。 

⑤

劉
芳
如
「
秀
色
―
摭
談
中
国
芸
術
所
形
塑
的
女
性
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
二
四
一
（
第
二
十
一
巻
第
一
期
）

図
十
三
、
二
〇
〇
三
年
、
六
〇
～
八
一
頁
。『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
〇
九
。 

⑥

台
北
・
故
宮
博
物
院
書
画
処
「
帝
國
的
回
憶
―
「
国
立
故
宮
博
物
院
瑰
宝
」
赴
法
展
専
輯
一
」『
故
宮
文
物

月
刊
』
１
８
５
（
第
十
六
巻
第
五
期
）、
一
九
九
八
年
、
四
四
～
四
五
頁
。 

ウ
．
花
鳥
竹
石
図
屏
風 

１
．
劉
松
年
「
渓
亭
客
話
図
軸
」 

（
成
二
三
一44
 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
〇
九
六
） 

絹
本
着
色
、
縦119.8cm

、
横58.5cm

、『
石
渠
宝
笈
初
編
・
養
心
殿
』
著
録
。
本
図
に

は
、
亭
子
の
中
、
座
床
の
後
方
に
、
人
物
活
動
場
面
の
背
障
と
し
て
華
麗
な
屏
風
が
立
て
ら

れ
て
い
る
。
屏
面
に
は
、
樹
石
図
が
描
か
れ
て
い
る
⑦

。 
 

エ
．
そ
の
他 

１
．
李
公
麟
「
高
会
習
琴
図
軸
」（
成
一
八
七40

 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
一
八
〇
三
） 

絹
本
淡
彩
、
縦68.3cm

、
横62.5cm

、『
石
渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』
著
録
。
本
図
に

は
、
人
物
活
動
場
面
の
背
障
と
し
て
の
屏
面
の
図
柄
が
素
屏
或
い
は
不
明
で
あ
る
⑧

。 

２
．
張
訓
礼
「
囲
炉
博
古
図
軸
」（
調
二
三
〇45

 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
〇
九
五
） 

絹
本
着
色
、
縦138.0cm

、
横72.7cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
寧
寿
宮
』
著
録
。
本
図
に

は
、
人
物
活
動
場
面
の
背
障
と
し
て
の
屏
風
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
屏
面
の
図
柄
は
不
明
で

あ
る
⑨

。
屏
面
の
水
平
線
と
両
端
を
繋
ぐ
も
の
か
ら
推
定
す
る
と
、
屏
風
の
材
質
は
、
絹
帛

で
あ
ろ
う
。 

３
．「
刺
繍
袈
裟
張
屏
風
」 

絹
本
着
色
、
縦117.0cm

、
横337.0cm

、
日
本
・
京
都
・
知
恩
院
蔵
。
中
に
、
金
翅
鳥

図
が
描
か
れ
る
。
羅
地
に
平
絹
を
あ
て
て
刺
繍
を
施
し
た
九
条
袈
裟
を
、
屏
風
仕
立
て
に
し

た
も
の
。
中
央
に
釈
迦
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
左
右
に
日
月
、
竜
鳳
、
須
彌
山
、
稲
田
と
蓮
池

な
ど
を
置
き
、
条
葉
に
は
天
部
、
神
将
な
ど
を
配
し
て
い
る
。
寺
伝
で
は
東
大
寺
の
重
源
が

入
宋
し
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
に
帰
朝
し
た
の
ち
、
師
の
法
然
に
贈
っ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
る
が
、
総
体
の
意
匠
の
う
え
か
ら
推
し
て
、
寺
伝
の
年
代
よ
り
は
少
し
く
下
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
⑩

。 

                                        

         

 

⑦

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
初
版
（
一
九
九
〇
）
一
一
三
～
一
一
四
頁
。  

⑧

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
初
版
（
一
九
九
〇
）
二
七
三
～
二
七
四
頁
。  

⑨

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
初
版
（
一
九
九
〇
）
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
。  

⑩

鈴
木
敬
等
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
第
一
六
巻
中
国
（
５
）
宋
・
元
、
図
版
二
五
、
角
川
書
店
一
九
六
五
年
。  
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４
．
宋
人
「
白
描
大
士
像
」
軸 

紙
本
墨
画 

縦78.5cm

、
横44.7cm

、『
秘
殿
珠
林
続
編
・
乾
清
宮
』
著
録
。（
台
北
）

故
宮
博
物
院
蔵
（
調
二
四
五81

 

故
画
甲
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
一
五
九
）。
こ
の
水
墨
画
に

は
、
観
音
菩
薩
像
の
後
に
二
曲
の
背
屏
が
画
か
れ
て
い
る
。
屏
面
に
は
界
尺
で
六
角
亀
穀
図

案
を
描
い
て
、
そ
の
中
に
、
鼎
、
角
、
鈸
、
鼓
、
磬
、
念
珠
、
書
巻
、
棋
盤
な
ど
が
描
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
背
屏
の
上
部
に
、『
妙
法
蓮
華
経
』「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
が
書
か
れ
て

い
る
①

。
日
本
・
根
津
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
観
音
図
」（
一
幅
、
絹
本
墨
画
、99.0

×53.0cm

、
元
代
、
伝
王
振
鵬
筆
）
の
構
図
は
、
こ
の
作
品
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
後

者
に
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
が
画
面
の
上
部
に
書
か
れ
て
い
る
②

。 

５
．
宋
・
劉
松
年
「
曲
水
流
觴
図
巻
」 

調
二
二
三75

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
六
三 

絹
本
着
色
、28.0

×134.8cm

、

水
波
紋
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
③

。
流
水
文
の
屏
風
は
、
宋
元
時
代
に
お
け
る
墓
葬
壁
画
と

伝
世
品
絵
画
中
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
こ
の
時
代
の
屏
風
画
の
一
つ
の
特
徴
と
言
え

る
。
宋
の
画
家
の
馬
遠
は
紹
興
十
一
年
（
一
一
四
一
）
に
絹
本
着
色
の
「
画
水
二
十
景
」
巻

（25.8

×801.0cm

、
調
二
二
三11

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
七
三
）
を
描
い
た
。

そ
の
作
品
に
は
、「
子
瞻
赤
壁
」、「
虎
爪
成
波
」
な
ど
、
二
十
種
の
水
景
が
描
か
あ
る
④

。 

６
．
宋
・
郭
煕
「
山
荘
高
逸
軸
」 

調
二
三
五5

 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
〇
八
二
九 

絹
本
水
墨
画
、188.8

×109.1cm

、

大
型
の
書
道
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

７
．
南
宋
・
馬
遠
「
華
灯
侍
宴
図
」（
一
）
軸 

調
二
三
四1

 

故
画
甲
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
一
一
四 

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
乾
清
宮
』
著

録
。
十
二
～
十
三
世
紀
、
絹
本
淡
彩
画
、125.6

×46.7cm

、
儀
礼
用
の
二
点
の
衝
立
が
立

                                        

         

 

①

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
三
）、
一
九
九
〇
年
、
二
一
～
二
二
頁
。
国
立

故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
観
音
特
展
』
図
版
二
三
、
二
〇
〇
〇
年
。
こ
の
作
品
は
、
明
人
の
模
写
品
が
あ

る
。  

②

大
和
文
華
館
編
集
『
元
時
代
の
絵
画
』、
図
版
七
九
、
一
九
九
八
年
。 

③

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
六
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国

八
十
六
年
九
月
初
版
、
二
三
九
～
二
四
二
頁
。 

④

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
六
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国

八
十
六
年
九
月
初
版
、
二
七
七
～
二
八
四
頁
。 

⑤

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
初
版
、
二
一
九
～
二
二
〇
頁
。 

て
ら
れ
て
い
る
⑥

。 

８
．
南
宋
・
馬
遠
「
華
灯
侍
宴
図
」（
二
）
軸 

調
二
三
四70
 

故
画
乙
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
一
七
四 

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』
著

録
。
十
二
～
十
三
世
紀
、
絹
本
着
色
画
、111.9

×53.5cm

、
儀
礼
用
の
二
点
の
衝
立
が
立

て
ら
れ
て
い
る
⑦

。 

９
．
宋
・
郭
忠
恕
「
模
顧
愷
之
蘭
亭
讌
集
図
巻
」 

調
二
二
五67

 

故
画
乙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
三
九
七 

絹
本
淡
彩
、23.5

×711.8cm

、

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』
著
録
。
本
絵
巻
の
前
部
に
は
、
蘭
亭
中
、
一
点
の
衝
立
が
立

て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
⑧

。 

１
０
．
宋
・
郭
忠
恕
「
倣
王
摩
詰
輞
川
図
巻
」 

調
二
二
三6

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
三
九
八 

絹
本
着
色
、28.8

×343.7cm

、

本
絵
巻
の
屋
宇
中
、
数
点
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
⑨

。 

１
１
．
宋
・
郭
忠
恕
「
臨
王
維
輞
川
図
巻
」 

調
二
二
七70

 

故
画
乙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
三
九
九 

絹
本
着
色
、29.0

×490.4cm

、

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
養
心
殿
』
著
録
。
本
絵
巻
の
南
垞
と
北
垞
と
い
う
画
面
の
屋
宇
中
に
数

点
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
特
に
北
垞
の
殿
宇
中
、
人
物
が
坐
っ
て
い
る
椅
子
の
後
に

左
右
対
称
の
二
点
の
書
道
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑩

。
そ
の
様
式
は
北
宋
時
代
の
墓
葬
壁

画
の
書
道
屏
風
と
よ
く
似
て
い
る
。 

１
２
．
宋
・
燕
文
貴
「
秋
山
蕭
寺
図
巻
」 

調
二
二
四
１ 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
〇
〇 

絹
本
着
色
、33.0

×179.0cm

、

『
石
渠
宝
笈
三
編
・
寧
寿
宮
』
著
録
。
本
絵
巻
の
屋
宇
に
は
、
一
点
の
大
型
衝
立
が
立
て
ら

                                        

         

 

⑥

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
一
六
一
～
一
六
二
頁
。 

⑦

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
（
一
九
九
〇
）
初
版
、
一
六
三
～
一
六
四
頁
。
嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美

術
大
全
集
』
第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
図
版
二
四
、
二
五
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。 

⑧

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
四

年
八
月
初
版
、
一
八
三
～
一
九
〇
頁
。 

⑨

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
四

年
八
月
初
版
、
一
九
一
～
一
九
四
頁
。 

⑩

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十

四
年
八
月
初
版
、
一
九
五
～
二
〇
〇
頁
。 
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れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
①

。 
１
３
．
宋
・
李
公
麟
「
画
孝
経
図
巻
」 

調
二
二
七16

 

故
画
乙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
一
四 

絹
本
白
描
画
、20.5

×702.6cm

、

元
豊
八
年
（
一
〇
八
五
）
款
、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
重
華
宮
』
中
に
記
述
有
り
。
本
絵
巻
の
第

五
幅
・
第
十
三
幅
の
画
面
に
は
、
一
点
の
多
曲
素
屏
風
と
一
点
の
大
型
山
水
図
衝
立
が
立
て

ら
れ
て
い
る
②

。 

１
４
．
宋
徽
宗
「
十
八
学
士
図
巻
」 

調
二
二
五76

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
二
三 

絹
本
着
色
、28.2

×550.2cm

、

大
観
戊
子
歳
（
一
一
〇
八
）
款
、『
石
渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』
著
録
。
本
絵
巻
の
演
奏
画
面

に
は
、
二
曲
の
格
欄
式
素
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。 

１
５
．
宋
徽
宗
「
画
唐
十
八
学
士
図
巻
」 

調
二
二
五299

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
八
・
〇
一
四
二
四 

絹
本
着
色
、28.2

×550.2cm

、

大
観
戊
子
歳
（
一
一
〇
八
）
款
、『
石
渠
宝
笈
初
編
・
養
心
殿
』
著
録
。
本
絵
巻
の
演
奏
画
面

に
は
、
二
曲
の
格
欄
式
素
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。 

１
６
．
宋
人
「
臨
韓
煕
載
夜
宴
図
」
断
簡 

本
幅
絹
本
着
色
、27.9

×69.0cm

、
拖
尾
紙
本
、28.0
×64.9cm

、
台
北
・
故
宮
博
物

院
蔵
。
末
尾
に
紹
興
辛
酉
（
十
一
年
、
西
元
一
一
四
一
年
）
張
澂
の
跋
文
が
書
か
れ
て
い
る
。

本
断
簡
は
、「
韓
煕
載
夜
宴
図
巻
」
の

後
の
一
段
で
あ
る
⑤

。
画
中
の
屏
風
は
、
き
わ
め
て

簡
略
で
あ
る
。 

 

（
三
）
元
時
代 

元
王
朝
は
、
伝
統
的
な
漢
民
族
の
知
識
人
に
、
精
神
の
大
き
な
解
放
を
外
部
世
界
か
ら
も

                                        

         

 

①

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
四

年
八
月
初
版
、
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
。 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
四

年
八
月
初
版
、
三
一
五
～
三
二
二
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
四

年
八
月
初
版
、
三
五
一
～
三
五
八
頁
。 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
四

年
八
月
初
版
、
三
五
九
～
三
六
四
頁
。 

⑤

『
故
宮
書
画
録
』
に
「
五
代
南
唐
顧
閎
中
画
韓
煕
載
夜
宴
図
巻
」
と
題
す
。
陳
萬
鼎
「
摭
談
夜
宴
図
」『
故

宮
文
物
月
刊
』
２
４
（
第
二
巻
第
十
二
期
）
甲
本
（
図
一
）、
一
九
八
五
年
、
四
一
～
五
二
頁
。 

た
ら
し
た
。
絵
画
の
愛
好
者
は
、
そ
れ
に
対
し
、
相
対
的
に
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
し
か

し
、
自
遊
精
神
の
空
間
は
現
実
を
超
越
し
た
禅
宗
の
世
界
観
と
結
び
つ
き
、
四
大
家
の
時
代

を
も
た
ら
す
⑥

。 
 

正
統
な
画
家
の
世
界
と
は
別
に
、
墨
戯
的
な
絵
画
制
作
と
さ
え
酷
評
さ
れ
る
、
絵
画
制
作

は
活
淡
に
行
わ
れ
て
い
た
。
宋
代
よ
り
引
続
き
盛
行
を
極
め
た
禅
宗
の
教
団
内
に
お
け
る
余

戯
的
な
画
家
達
の
活
躍
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
画
家
達
は
、
宋
末
の
禅
の
余
技
と
し
て

絵
に
親
し
ん
だ
画
家
と
同
じ
く
、
粗
放
な
画
風
に
よ
っ
た
も
の
が
多
く
、
国
家
的
な
統
制
を

離
れ
、社
会
の
諸
相
が
活
発
に
動
い
て
い
た
元
時
代
絵
画
史
の
重
要
な
一
断
面
を
形
成
す
る
。

道
釈
人
物
画
は
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
絵
画
の
重
要
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。 

屏
風
画
は
、
人
物
風
俗
画
や
道
釈
人
物
画
な
ど
の
画
中
画
と
し
て
、
数
点
現
存
し
て
い
る

（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№074

～104

参
照
）。
そ
の
画
題
は
、
南
宋
以
来
の
水
墨
山
水
図
を
中
心

と
し
て
い
る
。 

 

１
．
劉
貫
道
「
消
夏
図
巻
」
⑦ 

元
（
十
三
世
紀
）、
絹
本
墨
画
淡
彩
、
縦29.3cm

、
横71.2cm

（29.3

×71.2cm

）、
ア

メ
リ
カ
・
ミ
ズ
ー
リ
州
、
カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
イ
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＝
ア
ト
キ
ン
ズ

美
術
館
（N

elson-A
tkins M

useum
 of A

rt

）
蔵
。 

 

劉
貫
道
（
約
一
二
五
八
～
一
三
三
六
）
は
、
字
は
仲
賢
と
い
い
、
中
山
（
現
在
の
河
北
の

定
県
）
の
出
身
で
、
お
よ
そ
至
元
年
間
（
一
二
六
四~

一
二
九
四
）
に
活
躍
し
た
。
劉
貫
道

は
、
伝
統
を
重
視
し
、
諸
家
の
長
所
を
集
め
る
と
同
時
に
新
鮮
な
事
物
を
見
る
と
、「
大
変
な

勤
勉
さ
で
何
回
も
寝
食
を
忘
れ
」
た
の
で
あ
っ
た
。
劉
貫
道
の
作
品
で
伝
わ
る
も
の
は
少
な

く
、
著
録
類
を
見
て
も
至
正
、
正
統
（
明
代
）
な
ど
の
信
じ
ら
れ
な
い
自
記
を
伴
う
も
の
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
台
北
の
故
宮
博
物
院
に
は
、「
元
世
祖
出
猟
図
」
が
あ
り
、「
至
元

十
七
年
二
月
御
衣
局
使
臣
劉
貫
道
恭
画
」
と
あ
る
が
、
画
は
後
代
の
も
の
で
『
図
絵
宝
鑑
』

の
記
述
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
落
款
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
本
図
は
、
彼
の
唯
一
の
真
筆

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
人
物
肖
像
図
に
は
、
宋
代
院
画
の
風
格
を
持
っ
て
い
る
。
画
面
中
に

は
、
二
重
屏
風
が
か
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
構
図
は
五
代
・
周
文
矩
の
「
重
屏
図
」

と
よ
く
似
て
い
る
。
全
体
画
面
の
構
図
か
ら
見
れ
ば
、
前
・
中
・
後
の
三
重
景
が
表
現
さ
れ

                                        

         

 

⑥

以
下
、
鈴
木
敬
・
松
原
三
郎
「
東
洋
美
術
史
要
説
」
下
巻
、
中
国
・
朝
鮮
編
、
吉
川
弘
文
館
、1957

年
と

王
遜
の
著
書
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
。 

⑦

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
元
代
巻
図
版
十
四
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。
ま
た
、
海

老
根
聰
郎
・
西
岡
康
宏
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
７
巻
元
、
図
版
一
〇
九
、
小
学
館
、
一

九
九
九
。   
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て
い
る
。
前
景
に
は
夏
の
日
に
庭
の
一
隅
に
榻
を
持
ち
出
し
、
胸
を
は
だ
け
、
書
巻
を
手
に

休
息
す
る
高
士
を
描
く
。
そ
の
中
景
の
背
後
の
屏
風
に
も
、
同
じ
く
山
水
の
屏
風
の
前
で
く

つ
ろ
ぐ
高
士
が
描
か
れ
る
。
第
二
重
の
大
画
面
に
も
、
宋
風
の
水
墨
山
水
図
屏
風
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
屏
風
の
山
水
図
が
本
図
構
成
の
第
三
重
あ
る
い
は
後
景
に
な
っ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-50

）
。
重
屏
図
と
い
わ
れ
る
画
中
画
の
趣
向
は
古
く
か
ら
あ
り
、
ま
た
銷
夏
図
と
い
う
画

題
自
体
も
伝
統
的
な
も
の
で
た
び
た
び
描
か
れ
た
。
劉
貫
道
が
前
代
の
伝
統
に
立
脚
し
た
保

守
的
な
画
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
は
描
写
技
法
に
つ
い
て
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ

の
「
消
夏
図
巻
」
に
は
一
筆
も
い
い
加
減
な
と
こ
ろ
が
な
く
、
士
大
夫
の
閑
逸
な
生
活
を
画

か
れ
、
形
象
の
造
形
化
を
重
視
し
、
典
型
的
な
環
境
と
さ
れ
る
画
面
構
成
に
意
欲
が
注
が
れ

て
い
る
。
画
中
に
特
別
な
趣
が
あ
っ
て
、
元
の
無
款
の
「
柳
陰
高
士
図
」
と
共
に
兄
弟
姉
妹

の
よ
う
に
、
も
っ
と
も
麗
し
い
絵
画
世
界
を
形
成
し
た
と
言
え
る
。
な
お
、
本
図
と
ほ
ぼ
同

じ
図
様
を
描
く
異
本
が
ワ
シ
ン
ト
ン
・
フ
リ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
美
術
館
に
、
本
図
と
ペ
ア
に

な
る
と
い
わ
れ
る
「
夢
蝶
図
」（「
倣
劉
貫
道
銷
夏
図
」
と
も
い
う
、
十
五
世
紀
？
、
紙
本
着

色
、
も
と
ア
メ
リ
カ
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
）
が
あ
る
①

。 

本
図
は
か
つ
て
南
宋
の
画
院
画
家
劉
松
年
の
作
と
い
わ
れ
て
い
た
。
近
年
所
有
者
だ
っ
た

上
海
の
呉
湖
帆
が
、
巻
末
の
竹
葉
の
下
に
「
貫
道
」
の
落
款
を
発
見
し
、
元
初
の
劉
貫
道
の

作
品
と
定
め
ら
れ
た
。
彼
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
わ
ず
か
に
『
図
絵
宝
鑑
』

が
、
至
元
十
六
年
（
一
二
七
九
）
フ
ビ
ラ
イ
の
子
裕
宗
の
肖
像
を
描
い
て
認
め
ら
れ
、
御
衣

局
使
に
補
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。『
図
絵
宝
鑑
』
の
記
述
を

基
に
す
る
と
、
劉
貫
道
は
金
朝
治
下
の
北
地
で
画
家
と
な
り
、
い
ち
早
く
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
に

仕
え
た
漢
人
画
家
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
大
都
（
北
京
）
は
建
設
中
の
段
階
で
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
各
地
か
ら
美
術
家
が
集
め
ら
れ
、
絵
画
需
要
も
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

後
代
の
著
録
中
に
成
宗
像
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
後
こ
の
過
程
で
劉
貫
道
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
の
劉
貫
道
「
消
夏
図
巻
」
も
文
人
の
日
常
生
活
を
描
い

て
お
り
、
先
の
「
倪
瓚
像
」
と
共
通
す
る
が
、
両
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
対
照
的
な
作
品

で
あ
る
。「
倪
瓚
像
」
の
画
家
と
違
っ
て
、
劉
貫
道
は
宋
代
絵
画
（
彼
の
場
合
、
金
代
絵
画
と

い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
）
の
造
形
的
遺
産
を
受
け
継
い
で
い
る
。
人
物
・
家
具
・
植
物

は
明
確
に
質
量
を
保
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
、
強
い
存
在
感
を
も
っ
て
い
る
。 

                                        

         

 

①

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
挿
図
八
四
。 

 

２
．
任
仁
発
筆
「
琴
棋
書
画
図
」（
四
幅
） 

十
四
世
紀
、
絹
本
著
色
、
各
縦172.8cm

、104.2cm

、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
任
仁
発
（
一
二
五
四~

一
三
二
七
）
は
、
青
浦
（
浙
江
省
）
の
人
。
字
は
子
明
、

号
は
月
山
と
呼
ば
れ
。
各
幅
に
「
子
明
」
と
「
任
氏
子
明
」（
朱
文
方
印
）
の
款
が
あ
る
。
そ

の
う
ち
の
二
幅
に
は
、
大
画
面
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
屏
面
に
は
、
宋
風
の
水
墨
山

水
図
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 
 

３
．
李
衎
「
竹
石
図
」（「
勾
勒
竹
図
双
幅
」） 

絹
本
墨
画
着
色
、
縦
一
八
九
．
二
セ
ン
チ
、
横
一
六
九
．
二
セ
ン
チ
、
日
本
・
明
徳
堂
蔵
③

。

墨
竹
図
で
は
元
初
の
画
家
で
あ
る
李
衎
が
も
っ
と
も
名
高
い
。
李
衎
の
竹
は
、
紙
本
の
墨
竹

か
ら
、
鉤
勒
線
（
輪
郭
線
）
を
用
い
た
絹
本
着
色
の
画
竹
ま
で
幅
広
い
。
こ
の
特
筆
さ
れ
る

墨
竹
図
は
鄭
板
橋
の
竹
図
屏
風
と
微
妙
に
近
似
す
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
墨
戯
と
し
て
の

画
竹
は
、
タ
ブ
ロ
ー
と
し
て
伝
世
す
る
も
の
は
少
な
い
も
の
の
、
山
水
、
風
俗
、
花
鳥
画
の

点
景
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。
墨
竹
が
水
墨
画
法
習
得
の
一
手
段
と
化
し
て
か

ら
は
、
そ
の
形
状
は
ほ
ぼ
等
し
く
な
っ
た
と
共
に
、
画
竹
に
も
余
り
変
化
が
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
と
言
え
、
元
末
ま
で
に
墨
法
、
形
姿
、
画
面
構
成
の
法
に
於
い
て
、
す
べ
て
出
尽
し
た

と
さ
え
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
横
巻
で
あ
ろ
う
と
軸
装
に
し
て
も
、
後
世
の
典
型
に
な
る
画
法

は
、
元
一
代
で
す
べ
て
出
揃
っ
た
感
じ
が
す
る
。
本
作
品
で
は
、
墨
の
濃
淡
に
よ
る
葉
叢
の

遠
近
や
竹
茎
の
前
後
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅵ-51

）
。こ
の
濃
淡
に
よ
る
遠
近
表
現
、

葉
の
重
な
り
な
ど
は
以
後
、
墨
竹
描
写
の
基
本
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
墨
竹
画
は

代
表
作
と
な
り
、
そ
こ
に
颯
爽
と
鮮
烈
な
新
し
い
文
人
の
墨
竹
が
示
さ
れ
て
い
る
。
墨
竹
画

に
よ
っ
て
、
古
来
か
ら
竹
が
象
徴
す
る
「
平
安
」
が
四
季
を
通
じ
て
一
年
中
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
を
祈
願
す
る
意
味
が
託
さ
れ
、
新
年
に
飾
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
絵
画
で
あ
っ
た
ろ
う
。

墨
竹
の
画
題
は
画
家
自
身
が
選
ん
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
文
人
精
神
の
象
徴
で
あ
っ

た
画
竹
の
背
後
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
民
間
の
吉
祥
寓
意
を
、
画
家
自
身
も
意
識
し
て
描

い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
濃
淡
の
墨
で
数
株
の
竹
を
あ
く
ま
で
穏
や
か
に
描
き
、
孤
高

の
超
俗
精
神
の
象
徴
と
し
て
だ
け
の
「
竹
」
で
は
な
く
、
そ
の
画
風
か
ら
も
「
平
安
」
の
意

が
伝
わ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
李
衎
が
数
多
く
描
い
た
、
鉤
勒
で
彩
色
を
施
し
た
大
幅
の

                                        

         

 

②

東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中
国
絵
画
篇
』
図
版
二
六
、
便
利
堂
一
九
七
九
年
。  

③

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
中
之
二
（
元
）、
九
一
、
二
二
二
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版
四
四
、

一
五
三
、
一
五
四
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。  
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竹
画
は
、
私
的
な
鑑
賞
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
宮
殿
や
邸
宅
な
ど
人
目
に
つ
く
場
を
飾
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。 

北
京
・
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
元
・
李
衎
「
竹
石
図
」
屏
風
画
（
絹
本
着
色
、

185.5

×153.7cm

）
は
、
本
図
と
酷
似
し
て
い
る
。 

４
．「
蓮
池
水
禽
図
」 

絹
本
着
色
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
作
品
は
、
縦
一
五
〇
．
三
セ
ン
チ
、
横
九
〇
．
九
セ

ン
チ
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
作
品
は
、
縦
一
〇
四
．
二
セ
ン
チ
、
横
五
五
．
四
セ
ン
チ
で

あ
る
①
（F

ig.

Ⅵ-52

）
。
水
禽
と
蓮
花
の
画
面
構
成
は
五
代
・
宋
・
遼
の
墓
葬
壁
画
花
鳥
図
屏
風

に
至
る
ま
で
酷
似
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

 

５
．
元
・「
勘
書
図
」 

絹
本
着
色
、
縦
三
一
．
五
セ
ン
チ
、
横
四
二
．
二
セ
ン
チ
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
リ
ア
ー
美
術

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
三
曲
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

。
全
体
の
情
景
は
北

斉
の
挑
耳
そ
の
も
の
を
画
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
屏
の
山
水
は
樹
林
を
全
画
面
に
散
ら

し
、
中
に
帆
舟
を
も
配
す
る
が
、
画
中
画
と
し
て
だ
け
で
な
く
山
水
画
と
し
て
も
古
樣
を
伝

え
て
い
る
。
本
図
は
五
代
南
唐
の
王
斉
翰
の
「
勘
書
図
」
と
模
本
で
あ
ろ
う
。 

６
．
元
人
華
厳
海
会
図
軸 

調
二
五
〇49

 

故
画
甲
〇
二
・
〇
九
・
〇
〇
八
七
一 

絹
本
着
色
、193.5

×89.0cm

、『
祕

殿
珠
林
続
編
・
乾
清
宮
』
著
録
、
耆
闍
崛
山
華
厳
海
会
の
物
語
の
大
画
面
中
、
三
曲
の
山
水

図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅵ-53

）
。 

７
．
元
人
画
「
聴
琴
図
軸
」 

成
一
八
九17

 

故
画
丙
〇
二
・
〇
九
・
〇
二
〇
五
〇 

絹
本
墨
画
、
縦124.0cm

、
横58.1cm

、『
石
渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』
著
録
。
本
図
に

は
、
人
物
が
座
っ
て
い
る
座
床
の
後
方
に
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
屏
面
の
上
半
に
は
、

平
遠
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
④

（F
ig.

Ⅵ-54

）
。 

                                        

         

 

①

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
中
之
二
（
元
）、
九
一
頁
；
中
之
二
・
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版
一
三
九
、

一
四
〇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。  

②

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
中
之
二
（
元
）、
二
四
一
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版
一
七
六
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。  

③

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
九
年
六
月
（
一
九
九
一
年
）
一
六
五
～
一
六
六
頁
。 

④

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
五
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

８
．
元
唐
棣
「
山
水
軸
」 

調
一
七
九
１ 

故
画
乙
〇
二
・
〇
九
・
〇
一
九
七
二 

絹
本
着
色
、114.0

×57.5cm

、

伝
「
謝
安
囲
碁
賭
墅
事
」
の
画
面
中
、
流
水
文
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

９
．
元
「
張
雨
題
倪
瓚
像
巻
」 

崑
一
六
二5

 

故
画
甲
〇
一
・
〇
九
・
〇
一
一
〇
三 

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
寧
寿
宮
』
著

録
、
元
（
十
四
世
紀
）
紙
本
墨
画
淡
彩
、
縦
二
八
．
二
セ
ン
チ
、
横
六
〇
．
九
セ
ン
チ
、
台

北
市
、
故
宮
博
物
院
蔵
。
本
図
に
は
、
構
図
の
簡
略
と
賦
彩
の
淡
雅
な
ど
の
特
徴
が
倪
瓚
（
元

の
文
人
書
画
家
）
の
清
潔
好
き
と
い
う
病
的
な
ま
で
の
嗜
好
や
「
癖
」
の
う
ち
に
そ
の
非
凡

な
精
神
（
磊
傀
俊
逸
の
気
）
な
ど
が
こ
と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
人
物
画
は
、
文
人

風
の
白
描
画
の
趣
が
よ
り
強
く
な
っ
て
、
人
物
が
軽
く
瀟
洒
な
印
象
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
倪
瓚
（
一
三
〇
一
～
一
三
七
四
）
が
四
〇
歳
過
ぎ
の
こ
ろ
の
像
で
あ
る
。
画
家

は
不
明
だ
が
、
描
き
方
は
精
緻
で
謹
厳
、
肖
像
部
分
も
一
般
的
な
形
式
処
理
で
は
な
く
、
信

用
度
は
高
い
。
倪
瓚
が
家
を
棄
て
る
前
の
真
の
姿
の
写
し
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
張
雨
の

題
識
の
あ
る
「
倪
瓚
像
」
の
主
人
は
、
潔
癖
、
孤
高
で
俗
を
嫌
う
富
豪
の
隠
居
の
姿
で
あ
り
、

傍
ら
の
下
僕
の
持
ち
物
も
彼
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
逸
話
と
暗
に
合
致
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
画
中
の
倪
瓚
は
思
い
を
凝
ら
し
て
真
正
面
を
見
据
え
、
白
い
長
衣
を
着
て
坐
し
、
筆

と
紙
を
手
に
し
な
が
ら
今
ま
さ
に
詩
を
賦
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
品
が
あ
り
、
秀
逸
な
風

采
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
室
内
の
家
具
は
ど
れ
も
と
て
も
精
巧
で
美
し
い
が
、
し
つ
ら
え
は

簡
素
で
あ
り
、
主
人
の
脱
俗
的
な
趣
味
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

人
物
が
坐
っ
て
い
る
床
榻
の
後
方
に
大
型
の
平
遠
水
墨
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る

⑥

。
そ
の
屏
風
の
取
景
造
境
は
千
頃
湖
山
と
一
葉
扁
舟
と
い
う
雅
淡
的
気
分
が
単
純
的
な
背

景
で
は
な
く
、
前
景
人
物
と
の
調
和
が
極
め
て
諧
調
で
あ
る
（F

ig.

Ⅵ-55

）
。
こ
れ
は
広
々
と

し
た
水
域
を
主
と
し
て
、
近
景
の
岸
辺
の
草
堂
が
趣
豊
か
に
起
伏
す
る
遠
山
と
川
を
隔
て
て

は
る
か
に
対
峙
す
る
、
と
い
う
ま
さ
し
く
当
時
の
倪
瓚
の
画
風
の
摸
写
で
あ
っ
て
、
主
人
の

                                        

                                        

                                        

 
十
九
年
六
月
（
一
九
九
一
年
）
二
四
九
～
二
五
〇
頁
。  

⑤

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
九
年
六
月
（
一
九
九
一
年
）
二
三
三
～
二
三
四
頁
。 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国

九
十
一
年
十
二
月
初
版
、
三
三
一
～
三
三
四
頁
。
ま
た
、
海
老
根
聰
郎
・
西
岡
康
宏
責
任
編
集
『
世
界
美
術

大
全
集
』
東
洋
編
第
７
巻
元
、
図
版
一
一
四
、
小
学
館
、
一
九
九
九
。
鈴
木
敬
氏
は
本
図
が
明
時
代
の
も
の

と
推
定
し
た
（
前
掲
鈴
木
著
書
『
中
国
絵
画
史
』（
下
）
明
、
図
三
〇
六
）。 
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人
格
を
意
味
づ
け
る
象
徴
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
が
、
画
面
全
体
に

俗
世
の
汚
れ
を
超
越
し
、
身
を
清
く
修
め
る
境
界
を
現
出
し
て
い
る
①

。
な
お
、
画
面
中
の

大
型
の
淡
墨
山
水
図
屏
風
に
は
二
重
空
間
構
築
が
見
ら
れ
て
、
そ
こ
に
透
視
遠
近
法
の
山
水

画
の
感
じ
が
強
く
示
さ
れ
て
い
る
。
本
画
中
画
の
屏
風
山
水
図
は
、
倪
瓚
の
「
秋
林
野
興
図
」

（
一
三
三
九
年
、
紙
本
画
軸
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
に
基
づ
い

て
、
本
肖
像
は
不
詳
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
で
あ
ろ
う
が
、
衝
立
の
山
水
画
は
倪
瓚
み

ず
か
ら
が
描
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
示
唆
す
る
②

。 

道
教
の
家
庭
に
成
長
し
た
倪
瓚
の
追
求
す
る
目
標
も
ま
た
、こ
の
よ
う
な
境
界
で
あ
っ
た
。

こ
の
静
か
で
優
雅
な
超
俗
の
形
象
は
自
己
に
対
す
る
規
定
で
あ
り
、
ま
た
世
人
に
対
す
る
公

示
で
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
家
を
棄
て
た
の
ち
の
倪
瓚
の
激
し
い
自
己
喪
失
感
が
想
像
で

き
る
。 

肖
像
画
は
、
元
代
の
人
物
画
の
一
つ
と
し
て
興
味
深
い
分
野
で
あ
る
。
倪
瓚
像
は
、
普
通

の
肖
像
画
と
は
別
に
著
名
な
画
家
が
書
斎
で
く
つ
ろ
い
だ
と
い
う
像
主
の
日
常
的
な
姿
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
肖
像
画
は
、
元
代
に
復
活
し
た
白
描
画
体
に
よ
っ
て
描
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。「
倪
瓚
像
」
の
画
家
は
、
先
の
劉
貫
道
「
消
夏
図
巻
」
と
対
照
し
て
、
顔

面
・
衣
服
・
器
物
を
同
じ
一
様
な
繊
弱
な
線
で
描
き
、
す
べ
て
は
重
量
感
が
な
く
、
人
物
そ

れ
ぞ
れ
も
他
を
意
識
す
る
よ
り
も
、孤
立
し
て
放
心
し
た
よ
う
な
無
表
情
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
画
家
は
、
特
異
な
性
格
を
も
つ
高
名
な
人
物
に
対
し
て
、
超
然
と
し
た
態
度
で
描
い
て

お
り
、
そ
の
目
的
は
こ
の
時
代
の
白
描
画
の
非
現
実
主
義
を
表
現
す
る
こ
と
に
あ
り
、
全
体

の
古
拙
な
感
じ
は
こ
の
画
家
の
美
意
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
画
風
が
、
こ
の
並

外
れ
た
潔
癖
性
の
人
物
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
く
見
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
結
果
論

に
す
ぎ
な
い
。 

な
お
、
こ
の
張
雨
賛
「
倪
瓚
像
巻
」
は
、
鈴
木
敬
氏
の
論
述
に
よ
っ
て
、
明
代
の
画
家
が

創
作
し
た
も
の
と
さ
れ
る
③

。
ま
た
、
顧
復
『
平
生
壮
観
』（
一
六
九
二
）
巻
九
で
は
、
王
繹

が
倪
瓚
肖
像
を
描
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
お
り
、
そ
の
内
容
は
本
図
と
合
致
す
る
た

                                        

         

 

①

王
耀
庭
「
画
中
有
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
創
刊
号
（
第
一
巻
第
一
期
）、
一
九
八
三
年
、
一
二
一
～
一
二

五
頁
。 

②

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
一
五
；C

ahill,H
ills B

eyond a R
iver,pp.116-17. 

③

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
下
（
明
）、
三
五
四
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五

年
、
図
版
三
〇
六
、
二
七
八
頁
。  

め
、
本
画
像
は
、
王
繹
と
張
雨
と
の
共
作
品
と
推
察
さ
れ
て
い
る
④

。
ま
た
、
仇
英
「
倪
瓚

像
」（
十
六
世
紀
、
紙
本
画
巻
、
上
海
美
術
館
蔵
）
は
、
画
中
画
屏
風
が
画
記
に
替
わ
る
が
、

他
の
部
分
は
極
め
て
酷
似
し
て
い
る
⑤

。 

１
０
．
元
・
趙
孟
頫
「
春
山
図
巻
」 

調
二
二
三1

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
九
・
〇
一
四
九
三 

絹
本
着
色
、36.0

×330.1cm

、

大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
款
、
二
点
の
大
型
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑥

。 

１
１
．
元
・
趙
孟
頫
「
春
山
閒
眺
巻
」 

調
一
八
五91

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
九
・
〇
一
四
九
五 

絹
本
着
色
、31.8

×333.5cm

、

至
大
二
年
（
一
三
〇
九
）
款
、
二
点
の
大
型
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑦

。
こ
の
画

巻
に
は
前
述
し
た
趙
孟
頫
「
春
山
閒
眺
巻
」
と
全
く
同
じ
画
面
を
描
か
れ
て
い
る
。 

１
２
．
元
・
趙
孟
頫
「
書
画
孝
経
巻
」 

中
博
三
六
七
～
三
八 

中
画
〇
一
・
〇
九
・
〇
〇
〇
一
五 

絹
本
白
描
、25.5

×878.7cm

、

『
盛
京
故
宮
書
画
録
』
中
に
記
述
有
り
。
全
部
の
十
八
章
孝
経
と
十
八
幅
孝
行
図
の
中
に
、

第
五
の
士
章
に
は
二
曲
の
山
水
図
屏
風
、
第
十
の
紀
孝
行
章
に
は
一
点
の
山
水
図
衝
立
、
第

十
三
の
広
至
徳
章
に
は
一
点
の
山
水
図
衝
立
、
第
十
四
の
広
揚
名
章
に
は
一
点
の
山
水
図
衝

立
、
第
十
七
の
事
君
章
に
は
一
点
の
大
型
流
水
文
衝
立
が
そ
れ
ぞ
れ
立
て
ら
れ
て
い
る
⑧
（F

ig.

Ⅵ-56

）
。 

１
３
．
元
・
王
振
鵬
「
画
手
巻
巻
」（
十
幅
） 

調
一
八
五72

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
九
・
〇
一
五
一
六 

至
大
三
年
（
一
三
一
〇
）、
絹
本

着
色
、
第
二
幅
（30.3

×46.5cm

）、
第
三
幅
（30.3

×47.8cm

）、
第
四
幅
（30.3

×44.9cm

）、

第
五
幅
（30.3

×45.9cm

）、
第
七
幅
（30.3

×47.6cm

）、
第
八
幅
（30.3

×48.1cm

）、

                                        

         

 

④

顧
復
『
平
生
壮
観
』（
一
六
九
二
）
巻
九
に
「
倪
雲
林
像
、
白
紙
巻
、
本
身
張
伯
雨
題
、
小
楷
甚
妙
、
旁
侍

一
女
、
古
而
艶
、
猶
王
済
観
馬
図
上
者
」
と
あ
る
。（『
芸
術
賞
鑑
選
珍
』
続
輯
、
七
八
頁
、
台
北
・
漢
華
出

版
社
、
一
九
七
一
年
）
劉
芳
如
「
衛
九
鼎
與
洛
神
図
―
兼
談
元
代
的
白
描
人
物
與
合
作
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』

２
２
９
（
第
二
十
巻
第
一
期
）
二
〇
～
四
三
頁
、
二
〇
〇
二
年
。 

⑤

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
一
六
。 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
七

年
六
月
初
版
、
九
三
～
九
六
頁
。 

⑦

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
七

年
六
月
初
版
、
一
二
七
～
一
三
〇
頁
。 

⑧

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
七

年
六
月
初
版
、
一
四
五
～
一
五
二
頁
。 
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第
十
幅
（30.3

×48.0cm

）
の
画
面
に
は
第
八
幅
に
山
水
図
衝
立
が
描
か
れ
る
、
他
の
六
幅

に
は
全
て
三
曲
の
大
型
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
①

。 

１
４
．
元
人
「
上
林
羽
猟
図
巻
」 

調
一
八
五
３ 

故
画
丙
〇
一
・
〇
九
・
〇
一
五
四
〇 

絹
本
青
緑
、47.5

×1298.2cm

、

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
延
春
閣
』
に
「
元
人
上
林
校
猟
図
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
本
絵
巻
の

後
部
の
楼
台
に
は
一
点
の
礼
儀
用
大
型
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画
題
は
不
明

で
あ
る
②

。 

１
５
．
元
人
「
画
四
孝
図
巻
」 

調
二
二
四15

 

故
画
丙
〇
一
・
〇
九
・
〇
一
五
四
四 

絹
本
着
色
、38.9

×502.7cm

、

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
養
心
殿
』
中
に
記
述
有
り
。
本
絵
巻
の
「
武
妻
股
傷
」
と
「
陸
績
懐
橘
」

の
孝
行
物
語
の
画
面
に
は
各
一
点
の
大
型
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。 

１
６
．
元
人
「
百
尺
梧
桐
軒
図
」 

（
伝
）
趙
孟
頫
筆
、
絹
本
青
緑
着
色
、29.5

×59.7cm

、
上
海
博
物
館
蔵
。
本
図
は
、
軒

堂
中
、
伝
元
代
の
重
要
な
人
物
張
士
信
坐
像
が
描
か
れ
、
そ
の
後
に
大
型
の
独
扇
山
水
図
屏

風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。 

以
上
、
宋
元
時
代
に
お
け
る
伝
世
作
品
の
歴
史
的
意
義
な
ど
を
考
察
す
る
に
は
、
二
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
は
、
小
景
画
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
道
釈
画
中
の
屏
風
表
現
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
注
目
し
て

お
こ
う
。 

 

五 

小
景
画 

「
小
景
画
」
と
い
う
も
の
は
、
中
国
絵
画
史
上
に
お
い
て
特
徴
あ
る
絵
画
形
式
で
あ
る
。

都
市
近
郊
の
水
郷
の
自
然
を
情
趣
ゆ
た
か
に
小
画
面
に
写
し
、
花
鳥
画
の
要
素
を
備
え
た
そ

                                        

         

 

①

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
七

年
六
月
初
版
、
二
二
七
～
二
三
二
頁
。 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
三
七
～
四
二
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
四
七
～
五
〇
頁
。 

④

傅
熹
年
「
元
人
絵
「
百
尺
梧
桐
軒
図
」
研
究
」『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
四
期
、
七
一
～
七
九
頁
。 

れ
ら
の
図
は
、
通
常
の
山
水
画
と
は
区
別
さ
れ
、
小
景
画
と
呼
ば
れ
た
⑤

。
小
景
画
は
、
花

木
の
要
素
を
排
除
す
る
五
代
・
北
宋
大
様
式
水
墨
山
水
画
の
展
開
の
傍
流
と
し
て
、
江
南
に

残
存
し
て
い
た
北
宋
前
中
期
の
僧
侶
画
家
恵
崇
（
？
～
一
〇
一
七
）
ら
の
試
み
に
よ
る
着
色

山
水
画
や
白
描
人
物
画
に
代
表
さ
れ
る
、
唐
代
絵
画
へ
の
復
古
運
動
に
と
も
な
っ
て
再
生
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
⑥

。
こ
う
し
た
内
省
的
と
も
い
え
る
絵
画
の
成
立
す
る
背
景
に
は
、

当
時
の
文
人
た
ち
の
唱
え
た
詩
画
一
致
の
思
想
が
あ
り
、
文
同
、
蘇
軾
ら
に
よ
る
墨
竹
の
発

生
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
小
景
」
は
、
山
水
画
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
で
、
小
画

面
を
用
い
、「
大
山
」「
大
川
」
を
画
か
ず
、
卑
近
な
田
園
風
景
を
水
禽
な
ど
を
交
え
な
が
ら

近
接
描
写
す
る
も
の
で
あ
る
。「
小
景
」
の
語
は
、
北
宋
末
の
『
図
画
見
聞
志
』
な
ど
画
学
書

類
に
お
い
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
。 

そ
こ
で
は
、
小
景
と
は
第
一
義
に
は
「
大
画
面
の
絵
画
」
あ
る
い
は
「
全
景
」
⑦

に
対
し

て
「
小
画
面
の
絵
画
」(

「
小
品
」)

を
意
味
す
る
。
郭
煕(

十
一
世
紀
後
半)

が
「
山
水
を
画
く

に
体
有
り
。
鋪
舒
し
て
宏
図
を
為
し
て
余
り
無
し
。
消
縮
し
て
小
景
を
為
し
て
少
な
か
ら
ず
」

⑧

と
い
う
の
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
郭
煕
を
境
に
し
て
、
山
水
画
は
再
び
大
き

く
変
容
す
る
。
何
よ
り
も
大
観
山
水
の
小
景
化
が
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
写
実
主

義
か
ら
理
想
主
義
へ
の
移
行
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
花
鳥
画
の
場
合
は
、
唐
代
に
お
い
て
、

普
通
に
「
全
株
」
の
花
木
を
画
い
て
い
る
が
、
画
家
の
辺
鸞
が
「
折
枝
」
と
い
う
花
卉
画
を

創
出
し
た
⑨

。
こ
れ
は
、
山
水
画
の
「
全
景
」、「
小
景
」
の
発
展
関
係
と
よ
く
似
て
い
る
。

ま
た
、「
小
景
」
と
関
連
し
て
い
る
用
語
「
小
画
」「
小
軸
」「
小
筆
」
が
あ
る
。
例
え
ば
、
張

彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
に
「
小
画
」
⑩

が
記
さ
れ
て
い
る
。 

                                        

         

 

⑤

こ
の
よ
う
な
小
景
画
の
な
か
に
一
部
分
は
花
鳥
と
風
景
（
山
水
）
が
融
合
し
た
た
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

ジ
ャ
ン
ル
は
山
水
花
鳥
画
あ
る
い
は
「
花
鳥
点
景
山
水
画
」
と
称
さ
れ
る
。
李
慧
淑
「
小
景
画
與
花
鳥
点
景

山
水
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
十
七
（
第
二
巻
第
五
期
）、
一
九
八
四
年
、
四
二
～
五
二
頁
。 

⑥

小
川
裕
充
・
弓
場
紀
知
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
５
巻
五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
、、
小

学
館
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
〇
頁
。 

⑦

韓
拙
『
山
水
純
全
集
』
巻
一
、『
宋
人
画
学
論
著
』、
楊
家
駱
編
『
芸
術
叢
編
』（
台
北
・
世
界
書
局
、
一
九

六
七
）
第
一
集
第
十
冊
、
一
九
九
頁
。  

⑧

郭
熙
『
林
泉
高
致
集
・
山
水
訓
』、『
宋
人
画
学
論
著
』、
楊
家
駱
編
『
芸
術
叢
編
』（
台
北
・
世
界
書
局
、
一

九
六
七
）
第
一
集
第
十
冊
、
六
頁
。  

⑨

朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』、『
美
術
叢
書
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
、
台
北
・
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
五
）、
二
集

第
六
輯
、
三
〇
頁
。  

⑩

張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
、『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
一
一
七
、
一
二
三
頁
。  
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し
か
し
、
郭
若
虚
が
「
建
陽
の
僧･

恵
崇
①

、
た
く
み
に
鵝
鴈
鷺
鷥
を
画
き
、
尤
も
小
景
に

工
な
り
。
善
く
寒
汀
遠
渚
の
蕭
灑
虚
曠
の
象
を
為
る
。
人
の
到
り
難
き
所
な
り
」
②

と
記
す

と
き
、
小
景
は
明
ら
か
に
あ
る
種
の
絵
画
の
ジ
ャ
ン
ル
を
表
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、「
小

景
」
の
創
始
者
は
恵
崇
で
あ
る
と
さ
れ
、
沈
括(

一
〇
二
九
～
一
〇
九
三)

は
「
図
画
歌
」
の
な

か
で
「
小
景
恵
崇
烟
漠
漠
」
③

と
詠
い
、
黄
庭
堅(

一
〇
四
五
～
一
一
〇
五)

は
そ
の
「
九
鹿
図
」

に
つ
い
て
「
意
を
荒
寒
平
遠
に
得
た
り
」
④

と
記
し
、
蘇
軾(

一
〇
三
六
～
一
一
〇
一)

は
そ
の

「
春
江
晩
景
図
」に
つ
い
て「
竹
外
の
桃
花 

三
両
枝
、春
江 

水
暖
か
に
し
て
鴨 

先
ず
知
る
、

簍
蒿(

よ
も
ぎ
類)

は
地
に
落
ち 
芦
芽
は
短
し
、
正
に
是
れ 

河
豚
の
上
ら
ん
と
欲
す
る
時
」
と

詠
う
。 

ま
た
、
郭
若
虚
は
、
十
一
世
紀
前
半
に
活
躍
し
て
い
る
画
家
の
高
克
明
（
一
〇
〇
七
～
一

〇
四
九
活
躍
）
も
「
小
景
画
」
を
得
意
と
し
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。『
図
画
見
聞
志
』
に

「
高
克
明
、
京
師
人
、
仁
宗
朝
為
翰
林
待
詔
、
工
画
山
水
、
採
擷
諸
家
之
美
、
参
成
一
藝
之

精
、
団
扇
臥
屏
、
尤
長
小
景
。
但
矜
其
巧
密
、
殊
乏
飄
逸
之
妙
」
⑤

と
あ
る
。
約
十
一
世
紀

末
の
高
燾
は
「
小
景
」
画
も
「
自
成
一
家
」
の
で
あ
る
⑥

。 
 

北
宋
末
年
『
宣
和
画
譜
』(

約
一
一
二
二
年)

は
、
そ
の

終
巻
の
「
巻
廿
」
に
「
墨
竹
、
附

小
景
」
の
門
を
立
て
る
。
そ
の
叙
論
に
「
布
景
致
思
に
至
り
て
は
、
咫
尺
を
盈
た
さ
ず
し
て

万
里
を
論
ず
可
け
れ
ば
、
則
ち
又
た
豈
に
俗
工
の
能
く
到
る
所
な
ら
ん
や
」
⑦

と
あ
り
、
墨

竹
門
に
小
景
を
附
し
た
理
由
は
、両
者
と
も
画
史･

俗
工
の
善
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
詞
人

墨
卿
の
手
に
な
る
べ
き
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 
 

し
か
し
「
小
景
」
は
神
宗(

在
位
一
〇
六
七
～
一
〇
八
五)･

哲
宗(

在
位
一
〇
八
五
～
一
一
〇
〇)

朝
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
実
質
的
な
創
始
者
は
、
趙
令
穣
で

                                        

         

 

①

恵
崇(

慧
崇)

（
約
九
六
五
～
天
禧
元
年
一
〇
一
七
）
は
、
北
宋
初
の
詩
画
僧
で
、
建
陽(

福
建
省)

の
人
。『
聖

宋
九
僧
詩
』(

一
〇
〇
八)

に
名
を
連
ね
る
一
人
。 

②

宋
・
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』（
一
〇
七
四
）
巻
四
「
花
鳥
門
」
僧
「
恵
崇
伝
」
下
、『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、

五
三
、
六
一
頁
。
宋
・
鄧
椿
『
画
継
』
も
識
る
し
て
い
る
。  

③

沈
括
「
図
画
歌
」、『
中
国
画
論
類
編
』（
台
北
・
華
正
書
局
、
一
九
八
四
）、
上
冊
、
四
五
頁
。  

④

黄
庭
堅
『
山
谷
集
』、『
影
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
一
一
三
冊
、
二
八
七
頁
。  

⑤

宋
・
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』（
一
〇
七
四
）
巻
四
、『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
一
九
九
頁
。  

⑥

宋
・
鄧
椿
『
画
継
』
巻
六
、『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
二
九
一
頁
。 

⑦

『
宣
和
画
譜
』
巻
二
〇
、『
画
史
叢
書
』
第
二
冊
、
二
四
七
頁
。「
小
景
」
の
性
質
は
「
布
景
運
思
、
不
盈
咫

尺
而
万
里
可
論
（
中
略
）
画
墨
竹
与
天
小
景
、
自
五
代
至
本
朝
、
才
得
十
二
人
（
下
略
）」
と
い
う
。  

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
⑧

。
趙
令
穣
（
活
躍
於
一
〇
七
〇
～
一
一
〇
〇
）
は
王
詵
・
李
公
麟
と

相
似
た
復
古
的
な
立
場
を
と
っ
た
文
人
的
な
北
宋
末
の
宗
室
画
家
で
あ
り
、
字
を
大
年
と
い

い
、
宋
の
太
祖(

趙
匡
胤
、
在
位
九
六
〇
～
九
七
六)

五
世
の
孫
に
あ
た
る
、
北
宋
時
代
後
期
の

宗
室
の
画
家
で
あ
る
。
宮
廷
に
成
長
し
、
哲
宗(

在
位
一
〇
八
五
～
一
一
〇
〇)

朝
を
中
心
に
活

躍
し
、
官
は
崇
信
軍
節
度
観
察
留
後
に
至
り
、
死
後
に
開
府
儀
同
三
司
を
贈
ら
れ
、
栄
国
公

に
追
封
せ
ら
る
。
唐
の
画
家
、
畢
宏(

八
世
紀
中
葉)

と
韋
偃
（
八
世
紀
中
葉)

の
作
品
を
写
し
て

画
技
を
磨
き
、
ま
た
蘇
軾(

一
〇
三
六
～
一
一
〇
一)

を
学
ん
で
小
山
叢
竹
を
善
く
し
た
⑨

。 
 

米
芾(

一
〇
五
一
～
一
一
〇
七)

は
趙
令
穣
に
つ
い
て
「
小
軸
を
作
る
に
精
麗
、
雪
景
は
世

に
収
め
る
と
こ
ろ
の
王
維(

六
九
九
～
七
五
九
／
七
〇
一
～
七
六
一)

に
類
し
、
汀
渚
水
鳥
、
江

湖
の
意
有
り
」
と
記
し(

『
画
史
』)

、
小
画
面
の
画
を
画
き
、
そ
れ
が
水
辺
の
景
を
写
し
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
禽
鳥
と
い
う
従
来
の
山
水
画
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を

画
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
当
時
流
行
し
て
い
た
所
謂
「
王
維
画
風
」
と
の
共
通

性
を
指
摘
す
る
。 

 

『
宣
和
画
譜
』(

一
一
二
〇)

は
、
や
や
詳
し
く
、「
陂
湖･

林
樾･

煙
雲･

鳧
雁
の
趣
を
画
く
に

至
り
て
は
、
荒
遠
閑
暇
、
亦
た
自
ら
意
を
得
る
処
有
り
、
雅
よ
り
流
輩
の
貴
重
す
る
所
為
り
。

然
し
て
写
す
所
は
、
特
り
京
城
外
に
於
け
る
坡
坂･

汀
渚
の
景
の
み
。
江
浙･

荊
湘
の
重
山･

峻
嶺･

江
湖･

溪
澗
の
勝
麗
を
周
覧
し
、
以
て
筆
端
の
助
と
為
さ
し
め
ば
、
則
ち
亦
た
晋
宋
の

流
輩
を
減
ぜ
ざ
ら
ん
」
と
い
い
、
こ
れ
を
「
墨
竹
、
附
小
景
」
の
門
に
分
類
す
る
。 

趙
令
穣
は
、「
小
景
」
画
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
創
出
し
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
趙
令

穣
は
、
宗
室
な
る
が
ゆ
え
に
京(

河
南
省
開
封)

洛(

河
南
省
洛
陽)

の
間
五
百
里
内
か
ら
外
に
出

ら
れ
ず
、
遠
游
が
適
わ
な
か
っ
た
た
め
、
経
眼
の
郊
外
の
風
景
を
画
い
た
が
、
こ
れ
が
「
小

景
」
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
近
寄
り
が
た
い
ま
で
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
山
が
姿

を
消
し
、
群
鳥･

水
禽
な
ど
花
鳥
画
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
卑
近
な
景
物
を
こ

                                        

         

 
⑧

十
二
世
紀
の
画
家
の
趙
士
遵
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
宋
・
鄧
椿
『
画
継
』
巻
二
、『
画
史
叢
書
』
第
一

冊
、
八
頁
。〔
北
宋
末
の
小
景
画
〕
と
趙
令
穰
と
い
う
画
家
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

米
沢
嘉
圃
「
恵
崇
と
伝
称
作
品 (

上
下)

」(

『
国
華
』942/943

、1972)

「
趙
大
年
筆
江
汀
群
鳧
図
」(

『
国

華
』41

、1893)
米
沢
嘉
圃
「
伝
趙
令
穰
筆
秋
塘
図
に
つ
い
て
」(

『
大
和
文
華
』31

、1959;

『
中
国
絵
画
史

研
究 

山
水
画
論
』
所
収)

鈴
木
敬
「
伝
趙
大
年
筆
山
水
図
」(

『MUSEUM

』100

、1959)

板
倉
聖
哲
「
伝
趙
令

穰
「
秋
塘
図
」(

大
和
文
華
館
蔵)

の
史
的
位
置
」(

『MUSEUM

』542

、1996)

板
倉
聖
哲
「
宋
代
着
色
山
水
画

に
関
す
る
研
究―

趙
令
穣
『
小
景
』
画
の
史
的
位
置
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』10

号 
1993

年
３
月
。 

⑨

宋
・
鄧
椿
『
画
継
』
巻
二
、『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
五
頁
。 
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と
さ
ら
象
徴
性
を
な
く
し
て
近
接
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
画
の
あ
り
方
は
、
そ
の
発

生
以
来
の
山
水
画
の
あ
り
方
と
か
け
離
れ
る
こ
と
著
し
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め(

お
そ
ら
く

は
花
鳥
画
へ
の
接
近
と
も
捉
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う)

、「
小
景
」
の
名
を
以
て
区
別
さ
れ
た(

や
や

蔑
称
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む)

。
し
か
し
「
小
景
」
は
、
そ
の
発
生
以
来
、
大
仰
な
象
徴
機
能

に
縛
ら
れ
て
き
た
山
水
画
を
、
そ
の
呪
縛
か
ら
開
放
す
る
試
み
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
発
生
は
近
代
的
な
風
景
画
の
萌
芽
で
あ
っ
た
と
す
る
位
置
づ
け
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の

作
品
は
「
重
山･

峻
嶺･

江
湖･
溪
澗
の
勝
麗
を
欠
」
く
と
評
せ
ら
れ(

『
宣
和
画
譜
』)

、「
朝
陵

一
番
回
」
と
譏
ら
れ
た(

『
画
継
』)
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
を
「
小
景
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
つ
い

て
は
、
画
面
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
、
卑
近
な
景
物
を
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
、
本
格
的
な
山

水
画
が
示
し
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
イ
ル
に
か
け
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
含
意
さ
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
鄧
椿
は
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
、「
人
或
い
は
之
に
戲
れ
て
曰
く
、

『
此
れ
必
ず
朝
陵
一
番
回
な
り
』
と
。
蓋
し
其
の
遠
適
す
る
能
わ
ざ
る
を
譏
る
。
見
る
所
止

京
洛
間
の
景
に
止
ま
る
は
、
五
百
里
内
を
出
で
ざ
る
故
な
り
」
と
記
す(

『
画
継
』
一
一
六
七)

。 
 

し
か
し
、も
と
も
と
神
仙
山
水
と
し
て
出
発
し
た
ゆ
え
に
理
念
的･

象
徴
的
か
つ
構
成
的
で

も
あ
っ
た
山
水
画
に
対
し
て
、日
常
的
な
視
覚
に
捕
え
ら
れ
た
平
易
な
風
景
を
近
接
描
写
し
、

中
国
絵
画
に
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
を
付
け
加
え
た
も
の
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。 

 

も
と
も
と
「
汀
渚
水
鳥
、
江
湖
の
意
」(

米
芾
『
画
史
』)･

「
陂
湖･
林
樾･

煙
雲･

鳧
雁
の
趣
」

(

『
宣
和
画
譜
』)

を
画
い
た
「
小
景
」
は
、
旧
来
の
山
水
画
と
比
較
す
る
と
水
禽
と
い
う
目
新

し
い
素
材
を
対
象
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
た
が
、
南
宋
時
代
に
入
る
と
花
鳥
画
に
接
近
し
て

い
っ
た
。
鄧
椿
『
画
継
』(

一
一
六
七)

に
於
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
小
景
」
は
、
い
ず
れ
も

花
鳥
画
の
隣
接
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
画
き
手
た
ち
も
詞
人

墨
卿
で
は
な
く
市
井
の
画
工
に
移
り
、
門
立
て
と
し
て
も
「
小
景
雑
画
」
門
と
し
て
「
蔬
果

薬
草
」
門
の
後
に
立
て
ら
れ
た
。 

趙
令
穣
は
、
都
市
近
郊
の
水
郷
の
自
然
を
情
趣
ゆ
た
か
に
小
画
面
に
写
し
、
花
鳥
画
の
要

素
を
備
え
た
そ
れ
ら
の
画
は
、
通
常
の
山
水
画
と
は
区
別
さ
れ
、
小
景
画
と
呼
ば
れ
た
。
こ

う
し
た
内
省
的
と
も
い
え
る
絵
画
の
成
立
す
る
背
景
に
は
、
当
時
の
文
人
た
ち
の
唱
え
た
詩

画
一
致
の
思
想
が
あ
り
、
文
同
、
蘇
軾
ら
に
よ
る
墨
竹
の
発
生
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
晩

秋
の
夕
暮
れ
の
静
か
な
水
辺
の
景
色
を
繊
細
な
筆
で
描
く
「
秋
塘
図
」(

北
宋
時
代
、
絹
本
墨

画
淡
彩
、22.2

×24.3cm

、
大
和
文
華
館
蔵)

は
、
趙
令
穣
筆
と
さ
れ
る
小
景
画
作
品
群
の
中

で
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
、
趙
令
穣
作
品
の
基
準
と
な
る
画
風
を
示
す
①

。
赤
筑
紫
鴨
な
ど
を

着
色
、
土
坡
や
飛
鳥
を
水
墨
に
よ
っ
て
画
き
、
造
形
素
材
そ
れ
自
体
の
持
つ
美
的
効
果
を
対

比
的
に
出
し
つ
つ
、固
有
色
の
明
確
な
前
景
と
減
退
す
る
後
景
と
を
画
き
分
け
る
。こ
れ
は
、

趙
令
穣
画
風
の
伝
承
に
か
な
う
小
品
で
あ
り
、
遼
慶
陵
中
室
「
四
方
四
季
山
水
図
壁
画
」
に

う
か
が
え
る
よ
う
に
、
山
水
と
花
鳥
が
未
分
化
で
あ
っ
た
唐
代
の
山
水
花
鳥
画
を
淵
源
と
す

る
、
小
景
画
に
属
す
る
断
簡
で
あ
る
一
方
で
、
水
墨
山
水
画
の
遠
近
表
現
の
発
展
と
水
墨
・

着
色
両
絵
画
の
融
合
を
体
現
し
て
い
る
。 

 

元
以
降
は
、「
小
景
」
の
語
は
、
比
較
的
小
画
面
の
山
水
画
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
「
小
景
」

画
ま
で
、
幅
広
い
意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
小
景
」
と
い
う
用
語
は
、
元
・
黄
公

望
「
渓
山
小
景
」、
倪
瓚
「
樹
石
小
景
」、
明
・
文
徴
明
「
小
景
冊
」、
陳
淳
「
松
芝
小
景
」、

清
・
呉
歴
「
高
郵
道
中
小
景
」、
王
原
祁
「
倣
倪
黄
小
景
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
②

。 
 

し
か
し
「
小
景
」
画
は
、
山
水
画･

花
鳥
画･

雑
画
の
隣
接･

境
界
領
域
に
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
、
後
々
に
至
る
ま
で
生
き
続
け
た
。
も
と
も
と
小
景
画
は
山
水
画
と
深
い
関
係
を
も
っ

て
い
る
が
、
徐
熙
「
小
景
野
鴨
」、
易
元
吉
「
小
景
獐
猿
」
③

な
ど
水
禽
・
走
獣
と
い
う
名
を

称
し
て
い
る
小
景
画
も
あ
る
。
ま
た
、「
小
景
」
は
「
小
画
」
あ
る
い
は
小
さ
い
画
幅
と
い
う

意
味
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
に
清
新
簡
潔
な
新
画
境
を
追
及
す
る
可
能
性
も
も
た
ら
し
た
高

い
と
思
わ
れ
る
④

。 
 

『
宣
和
画
譜
』
に
五
代
・
北
宋
に
お
い
て
徐
熙
（
十
世
紀
）「
小
景
野
鴨
図
」、
巨
然
（
十

世
紀
）「
煙
関
小
景
図
」「
林
石
小
景
図
」、
黄
居
寀
（
九
三
三
～
九
九
三
？
）「
小
景
竹
石
水

禽
図
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
た
め
、
小
景
画
の
発
生
年
代
は
十
一
世
紀
半
ば
よ
り
や
や
早
い

                                        

         

 

①

日
本
・
仙
台
伊
達
公
か
ら
狩
野
常
信
（
一
六
三
六
～
一
七
一
三
）
が
拝
領
し
、
木
挽
町
狩
野
家
に
伝
え
ら
れ

た
と
す
る
伝
承
が
あ
り
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
前
期
に
は
日
本
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
米
沢
嘉
圃

「
伝
趙
令
穣
筆
秋
塘
図
に
つ
い
て
」(

『
大
和
文
華
』31

、1959;

『
中
国
絵
画
史
研
究 

山
水
画
論
』
所
収)

； 
鈴
木
敬
「
伝
趙
大
年
筆
山
水
図
」(

『M
U

S
E

U
M

』100

、1959)

；
板
倉
聖
哲
「
伝
趙
令
穣
「
秋
塘
図
」(

大

和
文
華
館
蔵)

の
史
的
位
置
」(

『M
U

S
E

U
M

』542

、1996) 

②

福
開
森
『
歴
代
著
録
画
目
』
台
北
・
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
三
三
三
、
二
〇
二
、
二
四
、
三
〇
二
、

一
〇
四
、
三
八
頁
。
林
柏
亭
「
小
景
與
宋
汀
渚
水
鳥
画
之
関
係
」
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
宋

代
書
画
冊
頁
名
品
特
展
』（
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
九
五
年
）
六
二
～
七
二
頁
。  

③

『
宣
和
画
譜
』
巻
十
七
、
十
八
、『
画
史
叢
書
』
第
一
冊
、
五
八
一
、
五
九
七
頁
。  

④

王
耀
庭
「
宋
冊
頁
絵
画
研
究
」
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
宋
代
書
画
冊
頁
名
品
特
展
』（
国

立
故
宮
博
物
院
、
一
九
九
五
年
）
二
一
～
三
八
頁
；『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
５
５
（
第
十
三
巻
第
十
一
期
、
八

〇
～
一
〇
三
頁
、
一
九
九
六
年
）。
前
掲
林
柏
亭
氏
論
文
も
参
照
す
る
。  
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と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
後
も
さ
ら
に
継
続
し
て
研
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。 

 

十
王
図
や
、
羅
漢
図
系
統
の
各
幅
の
屏
障
に
描
か
れ
た
山
水
、
花
樹
、
蓮
華
、
牡
丹
な
ど

の
描
写
を
見
る
と
、
こ
れ
を
描
い
た
作
者
が
単
に
仏
画
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
山
水
、
花

鳥
画
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。 

「小
景
」と
山
水
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
北
宋
末
の
『宣
和
画
譜
』は
、
当
時
の
画
壇
に
と
っ
て

新
傾
向
の
絵
画
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
を
巻
末
に
ま
と
め
て
収
録
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
巻
二
十
の

「墨
竹
小
景
付
」門
、
「蔬
果
薬
品
草
虫
府
」門
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
「蔬
果
門
」に
関
し
て
は
、

毗
陵
画
に
つ
い
て
記
し
た
前
節
で
そ
の
概
要
を
示
し
た
。
小
景
の
発
生
そ
の
も
の
が
、
蔬
果
、
草
虫

画
の
流
行
と
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
墨
竹
の
付
属

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「小
景
」で
あ
る
。 

 
 

「小
景
」と
い
う
新
し
い
絵
画
の
ジ
ャ
ン
ル
は
絵
画
史
上
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
小
画
面
に
身
近
な
風
物
を
描
く
山
水
画
の
一
種
と
し
て
、
認
識
す
る
と
い
う
考
え
方
は

基
本
的
に
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
「小
景
」成
立
に
は
か
な
り
複
雑
な
要
因
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
北
宋
前
期
、
江
南
出
身
の
画
家
、
恵
崇
の
画
に
つ
い
て
『図
画
見
聞
誌
』

は
「も
っ
と
も
小
景
に
た
く
み
で
あ
る
」と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
事
は
「花
鳥
」門
の
う
ち
に
あ

り
、
鹅
・雁
・鷺
・鷲
を
た
く
み
に
描
い
て
、
そ
の
「寒
汀
遠
渚
」の
景
も
、
花
鳥
画
の
一
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「小
景
」が
「墨
竹
」の
付
属
と
し
て
「花
鳥
画
」の

後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『宣
和
画
譜
』の
編
集
方
針
も
、
「小
景
」を
「山
水
画
」と
し
て
扱
う
こ
と

に
躊
躇
し
た
結
果
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
、
北
宋
後
半
に
い
わ
ゆ
る
、
「
山
水

画
」と
「小
景
」を
へだ
て
て
い
た
も
の
は
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
文
献
上
、
元
以
降
に

は
、
「小
景
」は
「山
水
画
」の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
認
識
さ
れ
る
の
が
普
通
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

『画
継
』は
北
宋
後
半
の
画
家
、
馬
賁
が
百
雁
・百
猿
・百
馬
・百
牛
・百
鹿
等
の
図
を
得
意
と
し
、

「小
景
」に
長
じ
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
に
も
、
北
宋
後
半
の
「小
景
」が
単
な
る
山
水
画
で
は
な
い
こ

と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
『画
継
』は
、
高
燾
と
い
う
画
家
を
「小
景
」で
一
家
を
成
し
、

そ
の
「
眠
鴨
浮
雁
、
衰
柳
枯
枿
」
の
景
は
珍
絶
で
あ
っ
た
と
い
う
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

文
献
か
ら
は
、
風
景
の
な
か
に
花
鳥
画
的
モ
チ
ー
フ
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
が
「小
景
」で
あ

る
と
ま
ず
理
解
で
き
よ
う
。
『画
継
』は
南
宋
の
紹
興
年
間
（一
一
三
一
～
六
二
）に
婦
女
子
の
服

飾
や
琵
琶
の
装
飾
に
「小
景
山
水
」が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
、
こ
れ
は
宗
室
の
趙
士
遵
が

始
め
た
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「小
景
」と
い
う
言
葉
は
「山
水
」と
い
う
言
葉
と
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
徽
宗
摹
「搗
練
図
」に
描
か
れ
た
団
扇
の
画
中

画
は
明
ら
か
に
小
景
で
あ
る
。 

多
く
の
中
国
絵
画
に
関
す
る
言
葉
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
「小
景
」も
、
い
わ
ゆ
る
厳
密
な
概

念
規
定
に
は
た
え
ら
れ
な
い
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
は
花
鳥
画
的
要
素

が
濃
厚
で
あ
り
、
と
き
に
は
墨
竹
の
手
法
と
結
び
つ
き
、
身
分
的
に
知
識
層
の
芸
術
で
あ
り
、
画

面
形
式
と
し
て
は
小
画
面
の
作
品
で
、
あ
る
い
は
、
装
飾
性
が
問
題
と
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
。

し
か
し
、
こ
の
曖
昧
な
「小
景
」は
、
中
国
画
の
な
か
で
、
絵
画
が
形
に
よ
る
世
界
認
識
と
し
て
あ

る
と
き
、
明
確
な
一
つ
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
小
景
」出
現

以
前
の
山
水
画
に
欠
け
て
い
た
あ
る
も
の
を
補
う
か
た
ち
で
誕
生
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。 

「小
景
」は
、
最
初
、
山
水
画
と
し
て
は
認
め
が
た
い
ほ
ど
当
時
の
い
わ
ゆ
る
「山
水
画
」と
は
異

質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
世
、
中
国
の
山
水
画
史
を
俯
瞰
す
る
と
き
は
、
や
は
り
山
水

画
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
出
現
し
た
と
い
う
認
識
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
北
宋
に
入
っ

て
、
山
水
画
が
中
国
画
壇
の
主
流
と
な
る
以
前
、
す
な
わ
ち
、
人
物
・花
鳥
画
と
鼎
立
し
て
い
た

時
期
の
山
水
画
と
、
主
導
権
を
掌
握
し
て
よ
り
以
降
の
山
水
画
と
に
は
大
き
な
質
的
変
化
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
以
降
の
山
水
画
は
、
人
物
画
や
花
鳥
画
の
要
素
を
画
面
に
積
極
的
に
と

り
入
れ
一
種
の
総
合
へと
向
か
っ
た
。
そ
の
帰
結
点
の
一
つ
が
北
宋
後
半
の
郭
煕
の
芸
術
で
あ
る
。

「小
景
」は
こ
の
よ
う
な
他
ジ
ャ
ン
ル
を
吸
収
し
、
組
織
し
、
統
制
す
る
「山
水
画
」の
陰
に
、
一
見
、

山
水
画
と
は
認
め
ら
れ
な
い
姿
で
、
ひ
っ
そ
り
と
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
身
近
に
み
ら
れ
る
自

然
景
を
う
つ
し
出
す
愛
玩
用
と
も
い
え
そ
う
な
小
画
面
の
絵
画
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

伝
趙
令
穣
筆
の
「秋
塘
図
」
（大
和
文
華
館
蔵
）は
こ
の
よ
う
な
「小
景
」の
作
例
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
江
湖
の
一
角
を
描
い
た
こ
の
作
品
に
は
蕭
条
と
し
た
晩
秋
の
詩
的
な
情
感
が
漂
っ

て
い
る
。
趙
令
穣
は
北
宋
末
の
宗
室
の
画
家
で
、
「小
景
」
に
巧
み
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
蘇
軾

一
門
と
親
し
く
、
墨
竹
な
ど
も
描
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
趙
令
穣
の
筆
に
な
る
も
の
と

断
言
す
る
根
拠
は
な
い
が
、
画
風
は
、
趙
令
穣
筆
と
称
す
る
作
品
群
と
同
傾
向
を
示
し
、
そ
の
な

か
で
は
最
も
で
き
ば
え
が
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
宋
時
代
の
「小
景
」の
名
手
の

作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
作
者
の
伝
承
も
ゆ
え
な
し
と
言
え
な
い
。 

 
 

趙
令
穣
の
作
品
は
、
江
南
の
趣
が
あ
る
と
批
評
さ
れ
て
い
た
し
、
さ
ら
に
一
般
的
に
「小
景
」

に
は
、
江
南
の
風
物
を
と
り
入
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
江
南
の
地
の
風
物
は
没
骨
風

の
柔
ら
か
い
調
子
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
構
成
も
横
に
展
開
し
て
い
く
素
直
な
も
の
で
、
大
画
面

山
水
画
の
論
理
性
は
こ
こ
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
べ
て
は
、
優
し
い
詩
情
の
表
出
へ
と
向
か
う
の

で
あ
る
。 

 

十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
活
躍
し
た
恵
崇
は
み
ず
か
ら
の
「
小
景
」
を
「
山
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水
」と
も
「花
鳥
」と
も
規
定
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
花
鳥
画
的
要
素
が
多
い
「小
景
」は
、

当
時
の
い
わ
ゆ
る
山
水
画
で
は
表
現
で
き
な
か
っ
た
、
詩
情
、
可
憐
さ
、
繊
細
さ
、
つ
ま
り
エ
モ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
要
素
を
盛
り
こ
む
器
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北
宋
後

半
、
文
人
の
墨
戯
が
流
行
す
る
よ
う
な
画
壇
の
状
勢
の
な
か
で
、
こ
の
、
優
し
い
絵
画
は
貴
族
や

知
識
層
を
中
心
に
大
い
に
流
行
し
、
論
理
的
で
構
成
的
な
山
水
画
と
対
照
的
な
存
在
と
な
る
が
、

こ
の
時
点
で
も
「
小
景
」は
分
類
上
完
全
な
山
水
画
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
い
わ
ゆ
る

「山
水
画
」は
、
「小
景
」す
ら
も
自
分
の
う
ち
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
。
郭
煕
は
『林
泉
高
致
』で

山
水
画
に
「宏
図
」と
「小
景
」が
あ
る
と
い
う
が
、
彼
の
山
水
画
の
「小
景
」は
あ
る
い
は
モ
チ
ー
フ

の
点
で
、
い
わ
ゆ
る
「小
景
」の
花
鳥
画
的
要
素
を
と
り
入
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は

山
水
画
と
し
て
完
全
に
再
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
、
か
な
り

そ
の
性
格
を
明
確
に
し
て
い
た
「小
景
」は
、
元
時
代
に
入
る
と
、
小
画
面
山
水
画
と
ほ
と
ん
ど
同

義
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
倪
瓚
（
一
三
〇
一
～
七
四
）
が
自
分
の
作
品
を

「小
景
山
水
」と
呼
ぶ
と
き
に
は
、
彼
の
心
象
風
景
的
山
水
と
か
つ
て
の
「小
景
」の
も
っ
て
い
た
詩

情
への
期
待
が
、
共
鳴
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。 

 

江
南
的
な
モ
チ
ー
フ
、
没
骨
技
法
の
柔
ら
か
い
ト
ー
ン
に
よ
る
対
象
の
把
握
、
構
成
面
で
の
素
朴

さ
、
詩
情
の
表
現
等
を
「小
景
」
的
な
要
素
と
す
る
な
ら
、
北
宋
に
出
現
し
て
以
後
、
そ
れ
は
中

国
の
山
水
画
の
歴
史
の
な
か
で
、
随
所
に
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

 
 

南
宋
院
体
山
水
画
の
辺
角
の
景
の
成
立
に
力
を
及
ぼ
し
、
元
代
李
郭
派
山
水
の
ど
ぎ
つ
さ
に

対
し
て
、
倪
瓚
や
黄
公
望
（一
二
六
九
～
一
三
五
四
）の
優
し
い
筆
致
を
生
み
、
明
の
文
徴
明
の

「江
南
春
図
」、
南
宗
画
の
固
苦
し
い
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
清
の
惲
寿
平
の
「花
塢
夕
陽
図
巻
」

の
リ
リ
シ
ズ
ム
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
、
は
じ
め
花
鳥
の
姿
で
あ
ら
わ

れ
た
「小
景
」は
、
形
態
に
よ
る
世
界
認
識
に
お
け
る
優
し
さ
そ
の
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

以
下
、
清
朝
に
お
け
る
草
虫
花
鳥
図
と
「小
景
」山
水
図
と
の
統
合
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。 

草
虫
画
は
唐
末
・五
代
頃
（十
世
紀
前
半
頃
）に
成
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
そ
れ
は
草
花
や

花
木
、
果
樹
な
ど
に
、
蝶
や
蟷
螂
な
ど
の
昆
虫
、
蜥
蜴
、
蛙
な
ど
の
小
動
物
を
配
す
る
図
柄
を
も

つ
も
の
で
、
北
宋
時
代
以
降
、
毗
陵
（江
蘇
省
武
進
県
）に
地
方
的
な
絵
画
と
し
て
定
着
し
、
伝
統

的
に
制
作
が
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
地
の
名
産
と
し
て
の
扇
面
や
屏
風
な
ど
工
芸
的
な
も
の
が
主
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
花
鳥
画
は
毗
陵
画
あ
る
い
は
毗
陵
草
虫
画
と
も
言
う
。
毗
陵
画
は

草
虫
画
で
最
も
名
を
知
ら
れ
た
が
、
他
に
水
墨
没
骨
の
藻
魚
図
、
濃
彩
の
蓮
池
水
禽
図
等
も
盛

ん
に
制
作
さ
れ
た
。 

清
初
を
代
表
す
る
画
家
、
四
王
呉
惲
（王
時
敏
、
玉
鑑
、
王
原
祁
、
王
翬
、
呉
歴
、
惲
寿
平
）の

一
人
で
あ
る
惲
寿
平
は
、
江
蘇
省
武
進
県
す
な
わ
ち
毗
陵
の
人
で
、
初
名
を
惲
格
と
い
い
、
寿
平

は
字
で
あ
っ
た
が
、
後
に
こ
の
字
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
別
に
正
叔
と
字
し
た
。
南
田

を
は
じ
め
、
白
雲
外
史
、
東
園
生
、
雪
渓
外
史
等
の
号
を
も
ち
、
日
本
で
は
惲
南
田
と
呼
ば
れ
て
、

江
戸
時
代
以
来
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。
明
の
崇
禎
六
年
（一
六
三
三
）の
生
れ
で
、
康
煕
二
十
九
年

（一
六
九
〇
）、
五
十
八
歳
で
没
し
て
い
る
。 

惲
寿
平
は
か
な
り
早
熟
の
作
家
で
詩
や
書
に
も
優
れ
た
才
能
を
発
揮
し
、
画
と
あ
わ
せ
て
三

絶
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
絵
画
で
は
花
鳥
画
が
最
も
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
が
、
山
水
画
の
分

野
に
こ
ま
や
か
で
優
雅
な
感
覚
に
満
ち
た
新
鮮
な
画
風
を
創
造
し
て
い
る
。
惲
寿
平
は
、
は
じ
め

山
水
画
を
描
い
て
い
た
が
、
王
翬
の
山
水
画
を
見
る
に
お
よ
び
、
山
水
を
描
く
こ
と
を
断
念
し
て
、

花
鳥
画
専
門
の
画
家
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
は
、
近
世
の
花
鳥
画
の
第
一
人
者
と
し
て
の
惲
寿
平

の
立
場
を
と
ら
る
上
で
、
一
面
の
真
理
を
も
っ
て
い
る
が
、
山
水
画
に
お
い
て
も
独
自
の
様
式
を

確
立
さ
せ
た
彼
の
画
業
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
と
か
く
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
要
因
と
な
る
。
彼
は

山
水
画
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
山
水
画
の
分
野
で
も
、
か
え
っ
て
王
翬
を
し
の
ぐ
ほ
ど
の
力
量

を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
山
水
画
の
主
た
る
も
の
は
、
四
王
や
呉
歴
の
よ
う
に
、
明
代
、

南
宗
画
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
北
宋
の
恵
崇
、
趙
令
穣
に
直
結
す
る
特
殊

な
作
で
あ
っ
た
点
が
、
さ
き
の
伝
承
に
そ
れ
な
り
の
根
拠
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
き
に
北
宋
後
半
の
新
興
ジ
ャ
ン
ル
「小
景
」に
つ
い
て
記
し
た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
墨
竹
門
に
属

し
、
蔬
果
門
付
草
生
薬
品
と
あ
わ
せ
て
『宣
和
画
譜
』に
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
に
共
通
す

る
の
は
、
身
近
な
モ
チ
ー
フ
を
描
く
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
「小
景
」は
こ
と
に
小
画
面
に
、
大
規

模
な
山
水
画
で
は
な
く
親
し
み
や
す
い
風
物
を
描
く
も
の
で
、
は
じ
め
は
花
鳥
画
と
も
山
水
画

と
も
区
別
し
が
た
く
、
の
ち
に
山
水
画
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に

花
鳥
画
の
一
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
性
格
を
最
後
ま
で
保
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る

と
き
は
「山
水
的
花
鳥
画
」、
あ
る
と
き
は
「花
鳥
的
山
水
画
」、
と
し
て
山
水
と
花
鳥
の
二
大
分

野
の
中
間
項
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
毗
陵
の
出
身
で
、
花
鳥
画
の
名
手
で
あ
る
惲
寿
平
が

山
水
画
を
描
く
と
き
、
「小
景
」的
性
格
を
強
く
う
ち
出
し
て
い
る
の
は
、
し
た
が
っ
て
当
然
の
帰

結
と
い
え
る
現
象
で
あ
ろ
う
。 

 

京
都
国
立
博
物
館
が
所
有
す
る
「花
塢
夕
陽
図
巻
」は
惲
寿
平
の
山
水
画
の
う
ち
で
も
特
に
傑

出
し
た
で
き
ば
え
を
示
す
作
品
で
あ
り
、
落
款
に
あ
る
康
煕
十
年
（一
六
七
一
）の
年
記
か
ら
、

惲
寿
平
三
十
九
歳
の
制
作
と
知
れ
る
。
自
跋
に
は
、
数
年
前
に
見
た
恵
崇
の
「花
塢
夕
陽
図
巻
」

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
作
品
の
一
角
に
な
ぞ
ら
え
て
、
同
題
の
本
図
を
描
い
た
と
い
う
主
旨
の
こ
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と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
恵
崇
は
、
さ
き
の
小
景
の
項
で
記
し
た
よ
う
に
、
北
宋
時
代
の
画
僧
で
、

趙
令
穣
の
先
達
と
し
て
小
景
風
の
作
品
を
多
く
手
が
け
た
人
物
で
あ
る
。
江
南
出
身
の
僧
、
恵

崇
の
業
績
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
彼
の
作
品
と
し
て
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ

れ
る
絵
画
は
か
な
り
多
く
、
い
ず
れ
も
花
鳥
的
山
水
画
と
い
う
よ
り
、
山
水
的
花
鳥
画
と
称
す
べ

き
傾
向
が
強
い
。
惲
寿
平
の
み
た
恵
崇
の
「花
塢
夕
陽
図
巻
」は
、
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
い
わ

ゆ
る
、
恵
崇
風
の
小
景
画
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
惲
寿
平
自
身
、
北
宋
の
小
景
画
に

は
特
別
の
興
味
を
も
ち
、
彼
の
詩
文
中
に
は
恵
崇
、
趙
令
穣
の
名
を
し
ば
し
ば
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
し
、
清
の
画
史
書
も
、
惲
寿
平
の
山
水
画
が
小
景
的
な
面
で
優
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
惲
寿
平
の
描
い
た
「花
塢
夕
陽
図
巻
」で
は
、
楊
柳
の
淡
線
、
淡
い
桃
花
の
紅
、
い
ま
だ
枯

葉
色
の
芦
荻
な
ど
が
、
春
の
夕
暮
れ
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
憂
さ
を
、
あ
や
し
い
ま
で
に

描
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
色
彩
に
よ
る
情
感
の
表
現
は
、
花
鳥
画
に
近
縁
の
小
景
画
の
伝

統
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
北
宋
の
小
景
画
を
支
え
て
い
た
身
近
な
自
然
に
対
す

る
こ
ま
や
か
な
愛
情
、
優
し
さ
と
い
っ
た
も
の
が
、
こ
こ
に
そ
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
制
作
の
基
本
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
趙
令
穣
画
の
ト
レ
ー
ド
・マ
ー
ク
の
よ
う
な
楊
柳
が
、
画
面
の
重
要
な
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
「
花
塢
夕
陽
図
巻
」の
ご
と
き
優
し
い
山
水
画
は
、

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の
山
水
画
の
歴
史
の
な
か
で
は
、
多
く
の
場
合
傍
系
に
お
か
れ
て
い
た
。
惲

寿
平
を
除
き
、
四
王
と
呉
歴
の
山
水
画
は
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
明
の
董
其
昌

（一
五
五
五
～
一
六
三
六
）の
唱
え
た
南
宗
画
の
伝
統
を
ふ
ま
え
、
構
築
的
、
大
観
的
な
山
水
画

を
制
作
の
中
心
に
す
え
て
い
た
。
惲
寿
平
に
も
こ
の
種
の
山
水
画
が
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
数
は

少
な
く
、
ま
た
成
功
し
て
も
い
な
い
。
こ
の
点
が
、
彼
の
山
水
画
に
特
殊
な
立
場
を
与
え
る
の
で
あ

る
。
さ
き
に
小
景
に
つ
い
て
記
し
た
際
に
は
じ
め
花
鳥
両
の
姿
で
あ
ら
わ
れ
た
「小
景
」は
、
形
態

に
よ
る
世
界
認
識
の
優
し
さ
そ
の
も
の
と
記
し
て
お
い
た
が
、
か
か
る
優
し
さ
を
山
水
画
の
表
現

の
中
心
に
す
え
た
惲
寿
平
は
、
基
本
的
に
花
鳥
画
家
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
っ
ぽ
う
、
恵
崇
、

趙
令
穣
を
経
て
、
惲
寿
平
に
至
る
な
が
い
時
間
、
優
し
い
「小
景
」を
あ
く
ま
で
山
水
画
の
特
殊
な

一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
封
じ
こ
め
て
き
た
中
国
山
水
画
の
歴
史
を
み
る
と
き
、
そ
の
根
底
に
あ
る
厳

し
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
花
鳥
画
に
対
す
る
山
水
画
の
優
位
と
い

う
事
実
と
も
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。 

惲
寿
平
の
生
ま
れ
た
武
進
県
は
、
草
虫
画
の
制
作
地
と
し
て
名
高
い
土
地
で
あ
り
、
彼
の
画
風

に
も
こ
の
地
の
伝
統
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
彼
の
花
鳥
画
は
没
骨
画
の
創
始
者
、
徐
崇
嗣
の

画
風
の
復
活
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
毗
陵
の
伝
統
と
な
っ
て
な
が
く
描
き
つ
づ
け
ら

れ
て
き
た
草
虫
図
、
藻
魚
図
、
蓮
花
図
等
に
新
感
覚
の
色
彩
感
を
加
え
る
こ
と
で
そ
れ
を
果
た

し
た
。
そ
れ
が
ど
の
程
度
、
徐
崇
嗣
画
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
か
め
る
術
は
な
い
が
、
惲
寿

平
な
り
の
徐
崇
嗣
画
の
解
釈
は
、
か
な
り
真
実
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
色
彩

感
覚
の
鋭
さ
は
歴
代
の
中
国
の
画
家
の
う
ち
で
も
稀
有
の
も
の
で
、
淡
彩
と
淡
墨
と
を
併
せ
て
使

用
し
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
没
骨
か
ら
彩
色
の
没
骨
ま
で
連
統
的
に
き
わ
め
て
微
妙
な
色
の
諧
調
と

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
所
蔵
の
「蓮

花
図
」で
は
、
蓮
の
花
の
淡
紅
か
ら
枯
葉
の
黄
褐
色
、
つ
い
で
右
方
の
蓮
葉
の
青
緑
色
へ
と
、
す
な

わ
ち
暖
色
か
ら
寒
色
へと
色
彩
と
ト
ー
ン
の
移
行
が
段
階
的
に
行
な
わ
れ
、
あ
た
か
も
虹
の
扇
を

ひ
ら
い
た
よ
う
な
姿
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
上
海
美
術
館
の
「落
花
遊
魚
図
」で
は
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム

で
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
水
中
の
藻
魚
に
も
淡
彩
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
紗
幕
の
中
の
舞
踏
劇

の
よ
う
な
夢
幻
的
光
景
が
展
開
す
る
。
こ
の
よ
う
な
花
鳥
画
に
お
け
る
卓
越
し
た
才
能
が
小
景

的
山
水
画
で
の
成
功
を
み
ち
び
い
た
の
で
あ
る
。
小
景
は
か
つ
て
、
扇
面
や
衣
服
の
装
飾
と
し
て
、

工
芸
的
な
作
品
の
主
題
と
も
な
っ
た
事
実
が
あ
り
、
こ
の
点
で
毗
陵
の
職
人
的
な
作
品
と
通
ず

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
在
、
毗
陵
画
の
う
ち
に
小
景
的
な
要
因
の
存
在
を
示
す
資
料
は
呈
示
で

き
な
い
が
、
草
虫
画
を
中
心
に
、
藻
魚
図
、
蓮
池
図
等
、
さ
ら
に
は
小
景
的
な
図
柄
ま
で
を
含
む

な
が
い
伝
統
を
想
像
す
る
こ
と
は
、
惲
寿
平
に
お
け
る
こ
れ
ら
江
南
的
要
素
の
集
大
成
と
そ
の

画
業
の
成
功
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
必
ず
し
も
不
都
合
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
中
国
絵
画
史
に

お
け
る
惲
寿
平
の
存
在
は
、
巨
大
で
、
構
築
的
で
、
厳
し
い
中
国
画
の
も
う
ひ
と
つ
の
面
、
う
つ
ろ

い
や
す
い
も
の
、
も
ろ
い
も
の
を
と
ら
え
る
感
性
、
繊
細
さ
等
を
代
表
し
て
い
る
と
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
か
。 

要
す
る
に
、
「小
景
画
」は
中
国
画
史
上
の
一
部
分
と
し
て
宋
代
に
流
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

初
め
は
、
花
鳥
と
山
水
を
融
和
し
て
荒
寒
清
曠
の
景
物
を
表
現
す
る
主
題
で
あ
っ
た
。
南
宋
時

代
頃
、
画
中
花
鳥
画
の
比
重
が
徐
々
に
退
き
、
山
水
画
の
点
景
と
し
て
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

南
宋
時
代
に
小
景
画
の
取
材
が
広
く
な
っ
て
、
小
幅
の
山
水
画
が
、
い
ず
れ
も
小
景
画
に
属
し
、

小
景
画
と
山
水
画
と
同
義
語
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
小
景
画
の
特
質
は
山
水
画
に
な
る
。
元

代
以
降
、
小
景
画
が
基
本
的
に
本
格
的
な
山
水
画
に
消
失
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
小
景
画
の
歴
史

的
軌
跡
を
通
覧
し
な
が
ら
、
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
小
景
画
の
歴
史
が
中

国
画
史
上
、
花
鳥
画
と
山
水
画
と
の
消
長
の
趨
勢
を
示
唆
す
る
。
も
う
一
つ
は
小
景
画
の
絵
画

作
品
は
宋
人
の
写
実
的
な
自
然
絵
画
観
を
充
分
に
反
映
し
て
い
る

①

。 

                                        

         

 

①

李
慧
淑
「
小
景
画
與
花
鳥
点
景
山
水
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
十
七
（
第
二
巻
第
五
期
）、
一
九
八
四
年
、
四

二
～
五
二
頁
。 
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六 
道
釈
人
物
画 

直
接
的
な
絵
画
的
影
響
以
上
に
重
要
で
あ
る
の
は
、北
宋
か
ら
南
宋
に
お
い
て
進
行
し
た
、

僧
侶
の
文
人
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
全
域
に
広
ま
っ
て
禅
宗
美
術
な
ど
を
支

え
て
い
る
。
宋
元
時
代
の
道
釈
画
は
壁
画
の
ほ
か
に
巻
物
や
軸
物
が
流
行
し
、
淳
煕
期
（
一

一
七
四
～
一
一
八
九
）
に
江
南
の
地
に
金
大
受
、
陸
信
忠
ら
が
活
躍
し
、
も
っ
ぱ
ら
仏
画
、

菩
薩
、
羅
漢
な
ど
を
画
い
た
。
そ
の
大
規
模
な
絵
画
の
制
作
に
は
、
当
時
の
宮
廷
画
家
が
関

与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
金
、
元
か
ら
明
代
に
連
綿
と
続
い
た
。
こ
れ

ら
の
作
品
で
現
在
日
本
の
寺
院
に
所
蔵
し
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
更
に
、
こ
の
よ

う
な
羅
漢
図
な
ど
の
影
響
は
日
本
の
絵
画
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
画
中
画
と
し
て
の
背
障
屏

風
が
日
本
絵
画
中
に
よ
く
見
ら
れ
る
。 

道
教
と
仏
教
に
関
係
す
る
絵
画
の
総
称
で
あ
る
道
釈
画
に
つ
い
て
は
、
古
代
の
宗
教
的
礼

拝
像
と
は
別
に
、
仏
・
道
、
仏
・
道
・
儒
の
混
淆
し
た
尊
像
、
民
間
信
仰
や
文
学
と
結
び
つ

い
て
創
出
し
た
新
図
像
、
禅
宗
に
関
係
し
た
水
墨
人
物
画
な
ど
、
経
典
に
も
と
づ
か
な
い
、

宋
以
後
の
作
品
群
を
指
す
の
だ
と
す
る
説
が
あ
る
。
道
釈
人
物
画
の
名
称
は
、「
道
釈
」、「
人

物
」と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
合
体
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。北
宋
末
期
、

徽
宗
内
府
が
収
蔵
す
る
絵
画
を
著
録
し
た
『
宣
和
画
譜
』
に
は
、
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
を
十
門
に

分
類
し
、
道
釈
画
が
そ
の
主
題
分
類
の
一
つ
の
も
の
と
し
て
、
中
国
絵
画
の
中
で
明
確
な
位

置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
道
釈
人
物
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
の
羅
漢
、
十

王
図
な
ど
の
作
品
で
は
、
し
ば
し
ば
人
物
の
背
屏
と
し
て
い
る
山
水
・
花
鳥
・
花
卉
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
。 

鎌
倉
時
代
以
降
、
宋
元
時
代
の
浙
江
地
方
、
特
に
杭
州
・
寧
波
周
辺
の
道
釈
画
が
中
世
以

来
の
中
日
間
の
密
接
な
交
渉
に
よ
っ
て
多
数
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
宋
元
時
代
の

道
釈
画
は
、
本
国
で
は
伝
世
す
る
こ
と
が
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
多
く
は
日
本
の
仏
寺
を
中

心
に
保
存
さ
れ
、
今
日
ま
で
伝
世
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
宝｢

十
六
羅
漢
図｣(

清
凉
寺)

は

現
存
す
る
中
国
の
羅
漢
図
の
中
で

も
古
様
な
画
風
を
も
つ
も
の
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ

る
。こ
の
ほ
か
中
国
禅
林
で
盛
ん
で
あ
っ
た
水
墨
画
の
作
品
や
、元
時
代
の
道
教
画
の
優
品
、

明
時
代
の
観
音
図
、
羅
漢
図
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
日
本
に
お
け
る
中
世
以
来

の
中
国
絵
画
鑑
賞
の
中
で
規
範
と
さ
れ
た
宋
元
画
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
し
ば

し
ば
中
世
仏
画
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
絵
画
に
与
え
た
影
響
の
側
面
が
重
視
さ
れ
る
①

。 

（
一
）
画
家 

道
釈
人
物
画
家
と
し
て
は
金
処
士
、
金
大
受
、
陸
信
忠
、
陸
忠
淵
、
劉
貫
道
、
王
振
鵬
、

顔
輝
な
ど
の
画
人
名
が
、
作
品
の
落
款
か
ら
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
画
家
は
、
い
ず
れ
も
仏

教
と
強
い
か
か
わ
り
を
も
ち
、
羅
漢
や
十
王
な
ど
仏
教
的
主
題
を
描
く
作
品
を
多
く
残
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
宋
、
元
、
明
を
通
じ
て
、
職
業
画
家
が
描
き
続
け
て
き
た
寺
観
壁
画
や

羅
漢
図
な
ど
の
民
間
に
伝
わ
っ
た
図
様
や
表
現
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。 

１
．
禅
月
大
師
貫
休(

八
三
二
～
九
一
二)

は
唐
末
五
代
初
の
高
僧
。
入
蜀
の
後
に
蜀
主
王

建
よ
り
禅
月
大
師
の
称
号
を
賜
っ
た
。
禅
月
大
師
は
、
羅
漢
図
を
よ
く
描
い
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
宋
代
以
降
、
多
く
の
禅
月
様
と
い
わ
れ
る
羅
漢
図
が
描
か
れ
た
。
例
え
ば
、
日
本
浅

野
家
旧
蔵
品
の
中
に
、
水
墨
に
よ
る
禅
月
様
羅
漢
図
の
代
表
作
例
の
一
つ
が
あ
る
。 

２
．
顔
輝
、
南
宋
末･

元
初
の
画
家
。
字
は
秋
月
、
盧
陵(

江
西
省)

の
人
。
至
元
十
九(

一

二
八
二)

年
吉
州
路(

江
西
省
吉
安)

の
永
和
輔
順
宮
に
壁
画
を
画
い
た
と
き
「
御
画
士
」
と
呼

ば
れ
て
い
た(

劉
将
孫
『
養
吾
斎
集
』
巻
十
七
「
吉
州
路
永
和
重
修
輔
順
新
宮
記
」)

。
道
釈･

人

物
を
善
く
し
、
こ
と
に
鬼(

死
者)

を
画
く
の
に
巧
み
、「
八
面
の
生
意
あ
り(

立
体
感
が
あ
っ

て
生
き
生
き
と
し
て
い
る)

」
と
評
せ
ら
れ
た
。
南
宋
院
体
山
水
画
様
式
を
継
承
し
た
空
間
構

成
を
背
景
描
写
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
人
物
の
衣
紋
に
は
粗
放
な
筆
墨
を
用
い
、
肉
身
部
分

に
は
強
調
さ
れ
た
暈
し
を
用
い
、
グ
ロ
テ
ス
ク
で
押
し
出
し
の
強
い
画
風
を
得
意
と
し
た
。

在
野
の
人
物
画
家
に
与
え
た
影
響
は
多
大
で
、
そ
れ
は
明
代
に
ま
で
及
ぶ
。 

 

３
．
金
大
受
は
南
宋
の
寧
波
（
浙
江
省
）
の
仏
画
師
。
本
図
は
十
六
羅
漢
の
内
の
第
二
迦

諾
迦
伐
磋
尊
者
。「
大
宋
明
州
車
橋
西
金
大
受
筆
」
の
落
款
に
よ
り
金
大
受
は
寧
波
が
慶
元
府

と
よ
ば
れ
る
慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
よ
り
前
の
明
州
と
よ
ば
れ
て
い
た
頃
の
画
家
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
原
三
渓
旧
蔵
品
。 

（
二
）
作
品
（
五
〇
余
件
） 

                                        

         

 
①

道
釈
人
物
画
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
す
る
。
海
老
根
聰
郎
『
元
代
道
釈
人
物
画
』
東
京
国
立
博

物
館
、1977
；
海
老
根
聰
郎
「
元
代
道
釈
人
物
画
―
日
本
に
あ
る
作
品
を
中
心
と
し
て
―
」
大
和
文
華
館
編

集
『
元
時
代
の
絵
画
』、1998

；
戸
田
禎
佑
「
元
代
道
釈
人
物
画
研
究
の
諸
問
題
」M

useum
 287

、1975

；

海
老
根
聰
郎
「
元
代
道
釈
画-

企
画
側
か
ら
の
感
想
」M

useum
 287

、1975

；Toda,Teisuke(

戸
田
禎
佑),

”

F
igure P

ainting and C
h'an-priest P

ainters in the L
ate Yuan

”, P
roceedings of the 

International Sym
posium

 on C
hinese P

ainting, N
ational P

alace M
useum

, Taipei, 1972. 
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十
六
羅
漢
図
の
諸
作
例
中
、
画
中
屏
風
と
し
て
の
背
障
を
描
い
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
。 

一
方
、
寧
波
一
帯
の
仏
画
に
は
、
数
多
く
の
十
王
図
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

画
中
屏
風
が
十
王
の
背
景
に
置
か
れ
る
障
屏
に
決
ま
っ
て
粗
筆
の
水
墨
山
水
を
描
く
点
な
ど

に
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
画
中
背
障
が
あ
る
作
品
は
、
金
処
士
筆
「
十
王
図
」
を
は
じ

め
と
し
、
陸
信
忠
工
房
に
は
一
〇
セ
ッ
ト
を
超
え
る
作
例
が
知
ら
れ
、
ま
た
、
陸
仲
淵
に
も

十
王
図
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
の
中
の
３
幅
が
伝
来
す
る
。
以
下
、
こ
こ
ま
で
で
に
述
べ
た

よ
う
な
道
釈
人
物
画
中
の
山
水
図
屏
風
を
検
討
す
る
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№069

～075

、096

～101

、
資
料
７
参
照
）。 

１
．
陸
信
忠
筆
「
十
王
図
」（
十
幅
）
絹
本
著
色
、
掛
幅
、
各
縦
八
三
・
二
セ
ン
チ
、
横
四

七
・
〇
セ
ン
チ
、
南
宋
～
元
時
代
（
十
三
世
紀
）、
諸
幅
の
画
面
に
人
物
の
背
景
と
し
て
の
水

墨
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
①

。（
昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
八
日 

文
化
庁
よ
り
管

理
換
）
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
。 

人
が
死
後
に
赴
く
冥
途
に
は
、
亡
者
の
罪
業
の
審
判
者
と
し
て
閻
羅
王
（
閻
魔
王
）
な
ど

十
人
の
王
が
お
り
、
初
七
日
か
ら
七
七
日
ま
で
の
七
日
ご
と
、
お
よ
び
百
日
・
一
年
・
三
年

の
各
忌
日
に
、
順
次
各
王
の
許
で
裁
か
れ
て
行
き
、
六
道
の
ど
こ
へ
生
ま
れ
変
る
か
を
決
め

ら
れ
る
と
い
う
。
中
国
で
は
五
代
（
十
世
紀
）
頃
か
ら
遺
品
が
あ
り
、
宋
・
元
時
代
の
明
州

（
現
在
の
浙
江
省
寧
波
市
）
の
職
業
的
画
工
の
作
品
が
日
本
へ
も
多
く
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ

れ
を
代
表
す
る
の
が
陸
信
忠
筆
本
で
あ
る
。
本
品
の
落
款
に
は
一
部
欠
損
が
あ
る
も
の
の
、

奈
良
国
立
博
物
館
の
陸
信
忠
筆
「
仏
涅
槃
図
」
と
筆
跡
が
一
致
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

十
図
は
い
ず
れ
も
王
が
冥
官
た
ち
を
伴
い
、椅
子
に
掛
け
て
机
に
向
い
罪
状
を
調
べ
て
お
り
、

そ
の
前
に
は
裁
き
を
受
け
る
亡
者
や
、
あ
る
い
は
す
で
に
有
罪
と
さ
れ
た
亡
者
が
様
々
の
刑

罰
を
受
け
る
様
子
な
ど
が
獄
卒
の
鬼
た
ち
と
共
に
描
か
れ
る
。
的
確
な
象
形
と
鮮
麗
な
彩
色

に
よ
る
濃
密
な
表
現
は
、
陸
信
忠
一
流
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
王
の
背
後
の
衝
立
に
は
ど
れ

も
水
墨
山
水
図
が
描
か
れ
②

、
日
本
へ
の
水
墨
画
導
入
に
こ
れ
ら
画
中
画
が
一
つ
の
役
割
を

果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
描
線
は
肥
痩
の
強
い
黒
線
で
、
各
幅
と
も
王
の
背
後
に
障
屏
画

を
据
え
、そ
れ
に
水
墨
画
が
描
か
れ
て
い
る
。画
家
は
何
を
想
い
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

                                        

         

 

①

奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
』（
絵
画
篇
）
図
版
六
八
、
一
九
八
八
年
。
嶋

田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
挿
図
一
〇
〇
五
七
閻
羅
大

王
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。  

②
奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
奈
良
国
立
博
物
館
の
名
宝
―
一
世
紀
の
軌
跡
―
』
図
版
一
七
〇 

一
九
九
七
年
。  

そ
の
意
図
を
読
む
鍵
は
、
絵
の
中
に
描
か
れ
た
絵
「
画
中
画
」
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
画
中
画

に
注
目
し
て
画
家
の
本
質
に
迫
っ
て
み
る
。 

各
幅
に
一
人
の
王
を
中
心
と
し
た
裁
判
の
情
景
を
描
き
、
十
幅
で
一
揃
え
と
す
る
形
式
の

十
王
図
は
大
陸
で
描
か
れ
た
も
の
が
日
本
に
も
請
来
さ
れ
、
こ
れ
を
模
倣
し
た
も
の
が
日
本

国
内
で
も
製
作
さ
れ
た
。
各
幅
に
は
、
そ
れ
ら
の
華
や
か
な
配
色
に
対
し
て
各
王
の
背
後
に

獨
幅
の
背
障
あ
る
い
は
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
、
屏
面
に
は
、
宋
風
の
水
墨
山
水
図
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墨
画
の
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
衝
立
は
、
十
王
像
の
図
柄
と
し
て
常

に
慣
用
さ
れ
て
お
り
、北
宋
風
の
蟹
爪
描
の
山
水
が
見
ら
れ
る
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
伝
統
的
な
宗
教
画
の
常
と
し
て
、
古
様
に
従
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
な
か
な

か
筆
路
の
強
い
し
つ
か
り
し
た
描
写
で
、
北
宋
風
を
順
守
し
て
い
る
点
が
看
取
さ
れ
る
③

。 
 

構
図
は
典
型
的
な
も
の
で
、
各
王
の
面
貌
は
柔
和
に
描
か
れ
、
亡
者
や
鬼
た
ち
の
描
写
も

あ
ま
り
恐
怖
感
を
与
え
な
い
。
彩
色
は
一
部
に
補
修
が
あ
る
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
寺
伝
で

は
筆
者
は
中
国
の
画
家
陸
信
忠
と
い
う
が
、
中
国
画
の
強
い
影
響
を
受
け
た
室
町
時
代
中
頃

の
日
本
の
画
家
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
。 

２
．
陸
忠
淵
筆
「
十
王
図
」（
三
幅
）
絹
本
著
色
、
掛
幅
、
各
縦85.9cm

、
横50.8cm

、

元
時
代
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
、
重
要
文
化
財
。「
閻
羅
王
」・「
泰
山
王
」・「
五
道
転
輪
王
」

の
諸
幅
の
画
面
に
人
物
の
背
景
と
し
て
の
水
墨
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

（F
ig.

Ⅵ

-57

）
。 

十
王
と
は
、『
預
修
十
王
生
七
経
』
に
説
か
れ
る
、
冥
府
で
亡
者
の
生
前
の
罪
業
を
審
判
す

る
十
人
の
裁
判
官
で
あ
る
。
十
王
信
仰
は
唐
末
、
五
代
に
成
立
し
、
冥
界
の
救
済
者
で
あ
る

地
蔵
菩
薩
に
対
す
る
信
仰
と
結
び
つ
い
て
各
地
に
広
く
流
布
し
た
。
北
宋
・
郭
若
虚
『
図
画

見
聞
誌
』
巻
二
に
お
け
る
王
喬
士
の
地
蔵
十
王
図
の
記
載
に
よ
っ
て
、
中
国
で
盛
ん
に
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寧
波
で
流
行
し
た
十
王
図
に
比
べ
て
、
大
画
面
を
様
々
な
人
物
で

埋
め
て
お
り
、
特
に
中
央
に
位
置
す
る
十
王
は
眷
属
よ
り
極
端
に
大
き
く
描
か
れ
る
。
画
中

の
背
障
に
は
水
墨
の
李
郭
派
山
水
、
蓬
莱
山
図
、
龍
水
図
、
墨
梅
図
、
着
色
花
木
図
と
実
に

多
彩
な
主
題
が
描
か
れ
、
あ
た
か
も
元
時
代
絵
画
を
横
断
す
る
よ
う
で
あ
る
。 

３
．（
伝
）
劉
松
年
「
畫
羅
漢
軸
」（
十
六
羅
漢
図
軸
、
現
存
三
幅
の
第
三
軸
）（
調
二
三
四

                                        

         

 

③

田
中
一
松
「
陸
信
忠
筆
十
王
像
」
田
中
一
松
絵
画
史
論
集
刊
行
会
『
田
中
一
松
絵
画
史
論
集
』（
下
巻
）
中

央
公
論
美
術
出
版 
昭
和
六
十
一
年
。
ま
た
「
国
華
」
第
八
七
八
号
所
載
。  

④

奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
』（
絵
画
篇
）
図
版
六
九
、
一
九
八
八
年
。
大

和
文
華
館
編
集
『
元
時
代
の
絵
画
』、
図
版
五
六
、
一
九
九
八
年
。  
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故
画
甲
〇
二
・
〇
八
・
〇
〇
一
〇
一
）
南
宋
・
開
禧
三
年
（
一
二
〇
七
） 

絹
本
着
色
、
各
縦117.4cm

、
横56.1cm

、(

各)118.1

×56.0cm

『
秘
殿
珠
林
続
編
・

乾
清
宮
』
著
録
。
そ
の
三
幅
の
う
ち
本
図
に
は
、
人
物
活
動
場
面
の
背
障
と
し
て
羅
漢
の
後

に
三
曲
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
屏
面
の
上
部
に
は
、「
蘆
汀
双
鷺
」「
秋
渚
鴛
鴦
」
な

ど
の
山
水
・
花
鳥
図
が
描
か
れ
て
い
る
①
（F

ig.

Ⅵ-58

）
。
こ
の
よ
う
な
「
汀
渚
野
禽
」
の
画
題

は
画
屏
の
装
飾
と
し
て
全
画
面
の
主
題
で
は
な
い
た
め
、そ
の
筆
墨
が
簡
略
さ
れ
て
い
る
が
、

画
面
の
神
韻
は
充
分
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
画
中
屏
風
絵
は
北
宋
の
「
人
物
図
」

の
画
中
屏
風
の
小
景
の
画
風
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
景
画
あ
る
い
は
画
中
之
小
景

画
か
ら
山
水
図
に
花
鳥
と
詩
境
が
融
合
す
る
と
い
う
特
殊
な
表
現
が
宋
時
代
に
流
行
し
た
と

い
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。 

本
図
は
お
そ
ら
く
「
十
六
羅
漢
図
軸
」
中
の
現
存
す
る
三
幅
に
相
当
す
る
も
の
で
、
三
幅

す
べ
て
に
「
開
禧
丁
卯
劉
松
年
画
」
と
い
う
落
款
が
認
め
ら
れ
る
。「
南
宋
四
大
家
」
の
一
人

（
他
に
李
唐
・
馬
遠
・
夏
珪
）、
劉
松
年
は
南
宋
画
院
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
り
、「
開
禧
丁

卯
」
は
寧
宗
・
開
禧
三
年
（
一
二
〇
七
）
に
相
当
す
る
。
第
三
幅
で
は
、
屏
風
の
前
に
坐
し

た
羅
漢
に
、
漢
人
が
漢
訳
経
典
を
手
に
し
て
そ
の
経
義
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
第
三
幅

の
屏
風
に
描
か
れ
た
画
中
画
は
、
小
禽
が
遊
ぶ
汀
渚
の
景
が
表
さ
れ
て
お
り
、
北
宋
時
代
（
九

六
〇
～
一
一
二
七
）
末
に
盛
行
し
南
宋
画
院
に
継
承
さ
れ
た
小
景
画
の
典
型
的
な
作
例
と
み

な
せ
よ
う
。 

 

劉
松
年
は
孝
宗
（
在
位
一
一
六
二
～
一
一
八
九
）
期
、
光
宗
（
在
位
一
一
八
九
～
一
一
九

四
）
期
、
寧
宗
（
在
位
一
一
九
四
～
一
二
二
四
）
期
の
三
期
に
活
躍
し
た
画
院
画
家
で
、
銭

塘
（
浙
江
省
杭
州
市
）
の
人
。
清
波
門
（
暗
門
）
あ
た
り
に
居
住
し
て
い
た
た
め
に
、「
暗
門

の
劉
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
画
院
画
家
の
伝
称
を
持
つ
本
格
的
な
着
色
仏
画
は
珍
し

く
、
そ
れ
は
清
波
門
外
に
工
房
を
構
え
て
仏
画
制
作
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
出
自
が
想

起
さ
れ
る
劉
松
年
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
致
し
て
い
る
。 

 

日
本
に
は
多
く
の
羅
漢
図
が
将
来
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の

も
あ
る
。 

４
．
金
処
士
「
十
王
図
軸
」（
現
存
九
幅
） 

                                        

         

 

①

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
七

十
八
年
八
月
初
版
（
一
九
九
〇
）
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
。
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
。
国
立
故
宮
博
物
院

編
輯
『
宋
代
書
画
冊
頁
名
品
特
展
』、
一
九
九
五
年
、
二
四
頁
。
嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界

美
術
大
全
集
』
第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
図
版
七
一
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。  

南
宋
（
十
二
世
紀
後
半
）、
絹
本
墨
画
着
色
、90

・94

・95

・99

各107.5

×47.4cm

、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
、91

・92

・96

～98

各111.8

×47.6cm

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
。93

図
は
重
要
文
化
財
、
日
本
岡
山
県
の
宝
福
寺
蔵
。
第
五
幅
の
「
五

七
日
閻
羅
王
」
図
と
他
の
九
幅
の
背
屏
に
は
、
水
墨
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
②
（F

ig.

Ⅵ-59

）
。

本
画
像
は
、
画
面
向
か
っ
て
左
上
に
朱
の
小
楷
に
よ
る
「
大
宋
明
州
車
橋
西
金
処
士
家
画
」

の
銘
文
か
ら
、
寧
波
（
浙
江
省
）
が
慶
元
府
と
改
称
さ
れ
る
慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
以
前

に
、
寧
波
の
都
市
空
間
の
中
の
東
南
廂
に
所
在
し
た
車
橋
の
西
で
工
房
を
開
い
て
い
た
金
処

士
家
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。本
来
は
、十
幅
対
に
な
る
十
王
図
の
中
で
、

本
画
像
は
業
鏡
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、第
五
七
日
の
閻
羅
王
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

画
面
の
上
層
を
な
す
閻
羅
王
の
後
方
に
は
、水
墨
山
水
の
描
か
れ
た
衝
立
が
置
か
れ
て
い
る
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
本
来
、
日
本
の
寺
院
に
伝
わ
っ
た

作
品
で
あ
り
、
各
王
の
後
に
、
背
障
と
し
て
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。
こ
の
よ

う
な
十
王
背
後
の
水
墨
の
寒
林
の
山
水
画
は
、
こ
の
種
の
仏
画
師
が
同
時
代
の
山
水
・
花
鳥

画
風
を
か
な
り
消
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。 

５
．
陸
信
忠
「
十
王
図
」（
六
幅
）
南
宋 

絹
本
着
色 

各58.6

×37.9cm
 

神
奈
川
県

立
金
沢
文
庫
（
称
名
寺
所
蔵
品
） 

こ
の
「
十
王
図
」
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
氏
が
南
宋
で
、
北
澤
氏
が
元
時
代
十
三~

十
四
世
紀
の
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
推
定
し
た
④

。 
 

本
作
は
画
風
か
ら
請
来
品
の
ひ
と
つ
と
見
ら
れ
、
十
幅
の
う
ち
五
幅
の
み
が
残
る
（F

ig.

Ⅵ-60,61

）
。
画
中
の
短
冊
型
銘
題
に
よ
り
六
七
日
の
変
成
王
、
七
七
日
の
泰
山
王
、
百
日
の

平
等
王
、一
周
忌
の
都
市
王
、三
周
忌
の
五
道
転
輪
王
の
五
人
の
王
を
描
く
こ
と
が
わ
か
る
。

各
幅
に
は
「
陸
信
忠
筆
」
と
の
署
名
が
あ
る
。
陸
信
忠
の
名
は
、
浙
江
省
寧
波
で
仏
画
製
作

に
携
わ
っ
た
職
業
画
家
の
名
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
る
。
生
没
年
不
詳
で
あ
る
が
、
中
国
・

南
宋
か
ら
元
代
の
仏
画
家
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
目
録
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
で
は
、
下
品

に
評
価
さ
れ
、
仏
像
、
十
王
図
の
画
家
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
伝
存
す
る
作
品
の
落
款

                                        

         

 

②

嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
図
版
七
六
、
挿
図
九

〇
～
九
九
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。 

③

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
中
之
一
（
南
宋
・
遼
・
金
）、
二
〇
三
頁
；
中
之
一
・
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、

図
版
一
四
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
。  

④

奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
金
沢
文
庫
の
名
宝
―
鎌
倉
武
家
文
化
の
精
華
―
』
図
版
五
三 

二
〇
〇
五
年
。  
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に
よ
り
、
寧
波
地
方
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
羅
漢
の
様
式
に
は
、
禅
月
と
李
竜

眠
の
二
様
式
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
陸
信
忠
は
李
竜
眠
系
統
に
属
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る

対
照
性
の
強
い
原
色
の
使
用
に
は
、
寧
波
派
と
称
す
べ
き
様
式
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。
寧
波
は
日
本
の
商
船
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
の
作
品
は
日
本
の
寺
院
に

い
く
つ
か
伝
来
し
て
い
る
。
代
表
的
作
例
と
し
て
、
滋
賀
・
永
源
寺
の
地
蔵
十
王
図
、
香
川
・

法
然
寺
の
十
王
図
、
奈
良
国
立
博
物
館
保
管
の
仏
涅
槃
図
、
京
都
・
相
国
寺
の
十
六
羅
漢
像

（
以
上
、
重
要
文
化
財
）
な
ど
が
あ
る
。 

６
．
唐
僧
取
経
図
冊
、
二
冊
、
元
、
伝
王
振
鵬
筆
、
絹
本
着
色
、
外
径43.1

×34.5cm

、

個
人
蔵
。
本
図
は
清
・
梁
清
標
（
一
七
五
五
～
一
八
四
九
）
の
旧
蔵
で
、
一
図
の
左
下
隅
の

「
孤
雲
処
士
」
款
に
よ
っ
て
唐
・
尉
遅
乙
僧
か
ら
元
・
王
振
鵬
に
伝
称
を
改
め
た
と
い
う
。

「
毘
沙
門
李
天
王
与
索
行
者
」・「
仏
賜
法
水
救
唐
僧
」・「
懸
空
寺
遇
阿
羅
律
師
」
に
水
墨
山

水
図
背
屏
が
描
か
れ
て
い
る
①

。 

７
．「
十
王
図
」
十
幅
の
内
二
幅
、
元
、
絹
本
着
色
、
各142.8

×61.2cm

、
静
嘉
堂
文

庫
美
術
館
蔵
、
重
要
美
術
品
。
水
墨
山
水
図
と
花
卉
湖
石
図
背
屏
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 

８
．「
十
王
図
」
十
幅
、
南
宋
～
元
、
絹
本
着
色
、
各92.5
×44.3cm

、
神
奈
川
県
立
歴

史
博
物
館
蔵
、
重
要
文
化
財
。
そ
の
内
の
八
幅
に
は
山
水
図
背
屏
が
描
か
れ
て
い
る
③

。 

９
．
元
・
陸
信
忠
「
十
王
図
」 

絹
本
着
色
、
各
縦
八
五
．
八cm

、
横
五
〇
．
六cm

、
日
本
・
永
源
寺
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
屏
風
に
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
④

。 

１
０
．
元
・
陸
忠
淵
「
十
王
図
」 

絹
本
着
色
、
各
縦
八
五
．
八cm

、
横
五
〇
．
六cm

、
日
本
・
個
人
蔵
、
屏
風
に
山
水
図

が
描
か
れ
て
い
る
⑤

。 

１
１
．
元
・
陸
四
郎
「
羅
漢
図
」 

絹
本
着
色
、
縦
七
〇
．
〇cm

、
横
四
〇
．
〇cm

、
藤
田
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

                                        

         

 

①

大
和
文
華
館
編
集
『
元
時
代
の
絵
画
』、
図
版
四
八
、
一
九
九
八
年
。 

②

大
和
文
華
館
編
集
『
元
時
代
の
絵
画
』、
図
版
五
四
、
一
九
九
八
年
。 

③

大
和
文
華
館
編
集
『
元
時
代
の
絵
画
』、
図
版
五
五
、
一
九
九
八
年
。 

④

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
中
之
二
（
元
）、
二
五
六
～
二
五
七
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版
二
〇

八
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。  

⑤

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
中
之
二
（
元
）、
二
五
七
～
二
五
八
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版
二
一

〇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。  

屏
風
の
画
面
に
大
葉
の
花
草
図
が
描
か
れ
て
い
る
⑥
（F

ig.

Ⅵ-62

）
。
日
本
に
は
宋
、
元
時
代
に

制
作
さ
れ
た
仏
教
絵
画
が
夥
し
く
遺
存
し
て
い
る
。
礼
拝
の
対
象
と
な
る
仏
・
菩
薩
の
像
は

も
と
よ
り
、
南
宋
に
引
き
続
き
羅
漢
・
十
王
図
の
遺
品
も
多
数
で
あ
る
。
殊
に
十
王
図
・
羅

漢
図
後
屏
の
山
水
画
の
表
現
は
、
明
ら
か
に
筆
者
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
仏
画
制

作
に
当
た
っ
て
、
か
な
り
分
業
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
も
想
像
さ
せ
る
。 

１
２
．
羅
漢
図
（
一
幅
） 

元
時
代
、
絹
本
着
色
、
縦
九
三
・
六
セ
ン
チ
、
横
三
七
・
０
セ
ン
チ
、
日
本
・
大
光
明
寺

蔵
。 

 

羅
漢
（
阿
羅
漢
）
は
釈
迦
の
入
滅
の
の
ち
、
経
典
結
集
の
際
に
王
舎
城
に
集
ま
っ
た
仏
弟

子
た
ち
で
、
仏
命
を
受
け
て
永
く
こ
の
世
に
往
し
、
衆
生
を
済
度
す
る
。
煩
悩
を
断
ち
、
尽

智
を
得
、
世
人
の
供
養
を
受
け
る
に
足
る
聖
者
た
ち
で
あ
る
。
単
独
像
で
描
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
十
六
羅
漢
、
十
八
羅
漢
、
あ
る
い
は
五
百
羅
漢
な
ど
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
の
組
み

合
わ
せ
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
日
本
へ
も
平
安
時
代
以
降
、
禅
月
大
師
様
、
李
龍

眠
様
に
大
き
く
類
別
さ
れ
る
中
国
画
が
数
多
く
輸
入
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
倣
っ
て
、
寺

院
の
什
物
と
し
て
数
多
く
描
か
れ
た
。 

 

こ
の
図
は
李
龍
眠
様
の
単
独
幅
で
あ
る
が
、
妙
心
寺
に
伝
わ
る
十
六
羅
漢
図
の
う
ち
の
一

図
と
ほ
と
ん
ど
図
柄
を
同
じ
く
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
元
画
と
し
て
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
片
膝
を
立
て
、
右
手
に
数
珠
を
も
つ
羅
漢
、
天
目
茶
碗
の
茶
を
手
に

す
る
僧
形
と
二
人
の
侍
者
を
縦
に
積
み
重
ね
る
よ
う
に
配
す
る
。
机
上
に
は
ガ
ラ
ス
の
器
に

富
貴
な
牡
丹
を
華
や
か
に
盛
り
、
背
障
に
は
古
い
様
式
の
平
遠
山
水
が
描
か
れ
て
い
る
⑦

。 
 

１
３
．
陸
信
忠
筆
「
十
六
羅
漢
図
」 

元
時
代
、
絹
本
着
色
、
各
縦
九
七
・
０
、
横
五
一
・
０cm

、
相
国
寺
蔵
。 

 

宋
時
代
以
降
、
杭
州
の
寧
波
を
中
心
に
し
て
羅
漢
、
十
王
、
仏
涅
槃
な
ど
の
寺
院
で
用
い

る
公
用
と
し
て
の
仏
画
を
制
作
し
て
い
た
職
業
的
な
画
家
の
集
団
が
あ
り
、
何
種
類
か
の
画

家
名
が
作
品
に
款
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
に
は
各
幅
に
さ
ま
ざ
ま
な
位
置
に
目
立
た
ぬ
よ
う

に
小
字
で
、「
慶
元
府
車
橋
石
板
巷
陸
信
忠
筆
」
と
書
か
れ
、
筆
者
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た

慶
元
府
は
こ
の
時
代
の
寧
波
の
呼
び
名
で
あ
り
、
日
本
と
の
交
易
、
あ
る
い
は
禅
僧
た
ち
の

                                        

         

 

⑥

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
中
之
二
（
元
）、
二
五
六
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版
二
〇
六
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。  

⑦

根
津
美
術
館
編
集
『
北
山
・
東
山
文
化
の
華
―
相
国
寺
金
閣
銀
閣
名
宝
展
―
』
図
版
一
七
、
大
塚
巧
藝
社
、

一
九
九
五
年
。  
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往
来
の
拠
点
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
量
産
さ
れ
、
数
多
く
伝
わ
り
、
日
本
へ
も

数
多
く
も
た
ら
さ
れ
た
。 

 

宋
時
代
の
羅
漢
図
と
比
較
し
て
、背
景
描
写
と
し
て
自
然
景
や
家
屋
を
数
多
く
描
き
込
み
、

景
観
描
写
に
力
を
入
れ
、
図
様
に
変
化
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
く
に
象
形
化
さ
れ
た

岩
石
や
花
弁
、
樹
木
の
描
写
が
興
味
深
い
。
全
体
的
に
人
物
は
顔
、
着
衣
と
も
に
朱
や
墨
の

隈
取
り
を
ほ
ど
こ
し
て
立
体
感
を
表
し
、
勾
欄
や
基
壇
の
は
め
板
な
ど
の
浮
き
彫
り
文
様
を

丹
念
に
描
き
、
装
飾
す
る
。
中
間
色
と
白
色
を
多
用
し
、
色
彩
は
極
め
て
鮮
や
か
で
あ
る
。

一
方
、
第
五
諾
矩
羅
尊
者
な
ど
の
幾
図
か
に
み
ら
れ
る
背
障
に
は
宋
風
の
山
水
を
描
く
の
が

目
に
つ
く
①

。 
 

１
４
．「
羅
漢
図
」（
一
幅
）
十
四
世
紀
、
絹
本
著
色
、
縦115.4cm

、
横51.7cm

、
東

京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
図
は
、
無
款
印
で
あ
る
が
、
左
上
に
「
第
十
半
託

迦
尊
者
」
の
銘
が
あ
り
、「
羅
漢
李
龍
眠
筆
」
の
箱
書
が
あ
る
。
羅
漢
の
背
障
と
し
て
い
る
衝

立
が
、
立
て
ら
れ
て
お
り
、
屏
面
に
は
、
宋
風
の
水
墨
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 

以
上
述
べ
た
よ
う
な
作
品
も
含
め
て
、
羅
漢
画
・
十
王
図
な
ど
の
背
障
と
し
て
屏
風
画
の

多
く
は
、「
小
景
画
」
に
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
③

。
ま
た
、
榊
原
悟
氏
は
、「
古
人
に
と

っ
て
屏
風
と
い
う
画
面
形
式
は
、
そ
も
そ
も
王
権
と
深
く
結
び
つ
い
た
、
あ
る
い
は
こ
れ
を

象
徴
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
王
者
（
天
皇
、
皇
帝
、
国
王
）
が
愛
蔵
す
る
に
相

応
し
い
絵
画
、
そ
れ
が
屏
風
絵
で
あ
っ
た
、
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
が
あ
っ

た
④

。
こ
こ
に
、
こ
う
い
う
ご
高
論
を
引
用
し
て
言
え
ば
、
十
王
図
の
屏
風
絵
背
障
は
、
屏

風
と
王
権
と
の
結
び
つ
き
を
示
唆
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

七 

そ
の
他 

 

（
一
）
版
画
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№102

、103

参
照
） 

１
．「
事
林
広
記
」
挿
図 

 

元
・
至
元
六
年
（
一
三
四
〇
）
に
版
本
の
『
事
林
広
記
』
挿
図
の
宴
飲
図
版
画
に
は
、
大

                                        

         

 

①

根
津
美
術
館
編
集
『
北
山
・
東
山
文
化
の
華
―
相
国
寺
金
閣
銀
閣
名
宝
展
―
』
図
版
一
八
、
大
塚
巧
藝
社
、

一
九
九
五
年
。  

②

東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中
国
絵
画
篇
』
図
版
四
〇
、
便
利
堂
一
九
七
九
年
。  

③

李
慧
淑
「
小
景
画
與
花
鳥
点
景
山
水
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
七
（
第
二
巻
第
五
期
）
四
二
～
五
二
頁
、

一
九
八
四
年
。 

④

榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋-

異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）
三
二
八
頁
。 

型
の
山
水
図
屏
風
画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

（F
ig.

Ⅵ-63

）
。 

２
．「
西
夏
訳
経
図
」 

本
図
は
、
元
時
代
の
刊
本
で
、
西
夏
文
『
現
在
賢
劫
千
佛
名
経
』
の
巻
首
図
で
あ
る
。
画

面
内
容
は
、
西
夏
恵
宗
李
秉
常
時
期
の
訳
経
の
場
面
で
あ
る
。
画
面
中
、
真
ん
中
の
僧
人
白

智
光
の
後
に
背
障
と
し
て
三
曲
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑥
（F

ig.

Ⅵ-64

）
。
原
本
は

北
京
・
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
二
）
画
像
石
刻 

 

楽
重
進
石
棺
（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№57

参
照
） 
 

河
南
洛
寧
北
宋
楽
重
進
石
棺
の
棺
前
档
に
は
宴
楽
図
が
刻
ま
れ
て
、
墓
主
人
の
後
に
、
草

書
の
文
字
を
書
か
れ
て
い
る
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑦

（F
ig.

Ⅵ-65

）
。 

 

八 

小
結 

以
上
、
述
べ
た
宋
元
時
代
に
お
け
る
屏
風
絵
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

第
一
に
、
こ
の
時
代
の
伝
世
品
絵
画
と
出
土
品
壁
画
に
よ
り
、
二
種
類
の
屏
風
の
形
式
が

あ
り
、
そ
れ
は
大
体
一
扇
の
衝
立
形
式
と
多
曲
の
屏
風
形
式
で
、
数
多
く
の
人
物
活
動
場
面

の
後
方
に
大
型
の
も
の
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
画
面
中
の
中
心
人
物
の
後
に
背
障
と
し

て
小
型
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
型
の
屏
風
は
、
庁
堂
の
後
方
中
央

に
立
て
ら
れ
て
、
花
卉
・
花
鳥
・
山
水
図
な
ど
を
、
画
題
と
し
て
い
る
が
⑧

、
小
型
の
衝
立

に
は
、
書
法
、
流
水
文
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
⑨

。
こ
の
よ
う
な
屏
風
が
、
元
時
代
に
流
行

し
た
。
明
時
代
に
は
、
衝
立
式
屏
風
が
大
き
く
な
り
、
流
行
し
た
。 

第
二
に
、
遼
・
金
・
西
夏
の
絵
画
は
、
中
国
の
中
古
時
代
の
兄
弟
に
あ
た
る
民
族
芸
術
の

一
つ
の
構
成
体
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
絵
画
は
、
漢
民
族
芸
術
を
基
礎
に
、
多
か
れ

少
な
か
れ
兄
弟
民
族
の
芸
術
的
創
造
を
具
体
的
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
民
族
の
画
工

                                        

         

 
⑤

陳
萬
鼎
「
試
以
漢
代
音
楽
文
献
及
出
土
文
物
資
料
研
究
漢
代
音
楽
史
」（「
沂
南
漢
墓
楽
舞
百
戯
画
像
論
叢
」

（
六
））、
図
九
〇
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
六
四
、
一
九
九
六
年
、
九
〇
～
一
〇
九
頁
。 

⑥

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
九
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

⑦

『
文
物
』
一
九
九
三
年
第
五
期
。  

⑧

こ
の
よ
う
な
も
の
は
数
多
く
で
、
例
え
ば
、
北
宋
・
張
択
端
「
清
明
上
河
図
」
の
「
趙
太
丞
家
」
の
正
庁
に

書
法
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
宋
・「
女
孝
経
図
」
の
庁
堂
後
部
中
央
に
山
水
・
松
鶴
図
屏
風
が

描
か
れ
て
い
る
。  

⑨

例
え
ば
、
北
宋
・
元
符
二
年
（
一
〇
九
九
）
河
南
白
沙
１
号
墓
に
は
、
夫
婦
対
座
の
画
面
が
描
か
れ
て
、
そ

の
二
人
の
後
に
流
水
文
の
衝
立
が
描
か
れ
て
い
る
。  
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に
対
す
る
功
績
は
滅
び
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
深
い
絵
画
芸
術
上
の
民
族
関
係
は
墓

葬
壁
画
屏
風
に
も
由
来
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
国
の
絵
画
史
の
中
で
遼
、
金
、
西
夏

の
絵
画
は
、
い
く
つ
か
の
民
族
が
互
い
に
交
流
し
た
特
色
を
現
出
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な

お
一
歩
進
め
た
発
掘
と
研
究
が
必
要
で
あ
る
。 

第
三
に
、
道
釈
人
物
画
は
、
宋
代
に
至
っ
て
次
第
に
衰
落
の
現
象
を
呈
す
が
、
元
代
に
は

統
治
階
級
が
い
っ
さ
い
の
宗
教
を
保
護
す
る
政
治
を
採
っ
た
こ
と
か
ら
、
道
教
や
仏
教
の
再

興
と
共
に
一
時
期
再
び
進
展
し
た
。
当
時
道
釈
人
物
を
画
く
者
は
、
す
べ
て
民
間
の
画
工
と

い
う
身
分
で
、
こ
の
た
め
独
創
的
才
能
が
道
釈
人
物
画
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

第
七
章 

明
・
清
時
代
の
屏
風
絵 

 

一 

文
献
史
料 

（
一
）
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
物
語 

 

１
．
明
代
蘇
州
の
画
家
の
沈
啓
南
（
名
は
周
）
は
、
知
事
か
ら
召
し
出
さ
れ
て
、
屏
風
を

作
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
が
、
引
き
受
け
な
か
っ
た
。
知
事
は
大
そ
う
立
腹
し
、
辱
し
め
を
加

え
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
参
内
し
て
天
子
に
拝
謁
す
る
時
に
な
っ
て
、
宰
相
の

呉
原
博
に
目
通
り
す
る
と
、
ま
ず

初
に
「
石
田
先
生
は
お
元
気
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
知

事
は
邸
を
出
て
か
ら
従
者
に
た
ず
ね
て
、
は
じ
め
て
大
い
に
驚
き
、
帰
っ
て
罪
を
わ
び
た
①

。 

２
．
明
・
唐
志
契
『
絵
事
微
言
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
二
三
、
五
集
第
六
輯
、

八
三
～
八
四
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
巻
上
に
宋
・
海
嶽
米
芾
『
画

史
』
を
引
用
し
、
光
献
太
后
は
そ
の
北
宋
画
家
の
李
成
の
作
品
を
買
い
、
屏
風
に
貼
り
付
け

た
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
真
偽
の
問
題
を
李
成
の
孫
女
が
鑑
定
す
る
と
い
う
話
を

記
述
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
書
（
一
〇
四
頁
）
の
「
神
品
志
一
人
・
附
沈
処
士
杜
徴
君
」
に
山

水
画
家
の
沈
周
の
山
水
図
屏
風
の
風
格
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
絵
事
微
言
』
に
沈
周

は
「
毎
営
一
障
則
長
林
巨
壑
小
市
寒
墟
風
趣
冷
然
使
覧
者
若
雲
霧
生
於
屋
中
山
川
集
於
幾
上

（
後
略
）」
と
あ
る
。 

                                        

         

 

①

明
・
謝
肇
淛
著
、
岩
城
秀
夫
訳
注
『
五
雑
俎
』
４
（
全
８
巻
）
東
洋
文
庫
６
２
３
、
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
。

そ
の
う
ち
巻
七
「
人
部
三
」
第
七
〇
四
話
「
知
己
」、
第
六
八
一
話
「
明
の
画
家
」
を
参
照
。 

３
．
清
・
張
庚
『
国
朝
画
徴
録
』
巻
中
に
墨
竹
画
家
の
呉
豫
傑
と
山
水
樹
石
画
家
の
姚
宋

は
富
豪
者
の
要
請
に
よ
っ
て
、
竹
石
屏
障
を
制
作
し
た
際
、
呉
豫
傑
は
自
分
の
画
風
に
相
反

す
る
姚
宋
の
石
図
と
調
和
す
る
墨
竹
図
を
短
時
間
で
描
い
た
。
果
た
し
て
そ
の
屏
障
竹
石
図

の
構
図
と
気
勢
は
極
め
て
相
称
で
あ
っ
た
。
姚
宋
は
そ
の
た
め
、
呉
豫
傑
を
当
今
、
画
竹
の

第
一
人
者
と
賛
嘆
し
た
②

。 

（
二
）
画
讃
・
題
画
詩
・
論
画
詩
・
画
題
・
画
跋
・
画
記
な
ど
か
ら 

 

１
．
明
・
高
啓
「
玉
波
冷
双
蓮
」（
巻
一
）
詩
文
に
錦
屏
風
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
③

。 
 

２
．
清
・
湯
漱
玉
『
玉
台
画
史
』
巻
五
に
『
明
書
画
史
』
と
『
金
陵
事
』
の
記
載
に
は
、

明
代
の
詞
人
画
家
の
沈
周
は
「
臨
江
仙
」
詞
に
明
代
の
名
妓
画
家
の
林
奴
児
（
林
金
蘭
と
も

呼
び
）
の
絵
画
作
品
に
題
画
詞
を
題
し
て
「
筆
愁
煙
樹
香
、
屏
恨
遠
山
横
」
と
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
林
奴
児
の
遠
景
山
水
図
屏
障
画
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
④

。 
 

３
．
清
・
厲
鶚
「
悼
亡
姫
」（
続
巻
二
）
の
第
三
首
の
詩
文
に
屏
風
と
い
う
言
葉
が
記
述
さ

れ
て
い
る
が
、
屏
風
の
具
体
的
な
形
式
と
画
題
は
わ
か
ら
な
い
⑤

。 
 

４
．
清
・
乾
隆
皇
帝
の
七
言
詩
「
詠
彫
漆
屏
」
に
「
不
是
三
壺
即
八
瀛
、
列
仙
哪
考
姓
和

名
。
呼
来
鶴
駕
将
別
往
、
弗
往
瑶
池
定
玉
京
」
と
あ
る
⑥

。
ま
た
、
乾
隆
皇
帝
の
「
詠
芝
屏
」

と
い
う
詩
も
あ
る
。 

 

５
．
清
・
銭
杜
『
松
壺
画
贅
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
三
、
三
集
第
五
輯
、

台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
巻
上
の
「
為
君
壽
作
便
面
」
詩
に
「
十
二
屏

風
寒
不
掩
、
秋
声
随
夢
入
梧
桐
」
と
あ
る
。 

（
三
）
画
史
画
論
中
の
記
述 

 

明
清
時
代
に
お
け
る
画
史
画
論
の
中
に
、
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
記
述
は
数
多
く
あ
る
。
こ

こ
に
画
家
名
と
作
品
の
題
名
を
略
記
し
た
い
（
資
料
１
２
～
１
８
を
参
照
す
る
）。 

 

１
．
明
・
釈
蓮
儒
『
画
禅
』
に
書
画
の
収
蔵
者
の
僧
慧
琳
は
画
僧
の
虚
己
の
雪
障
図
を
収

                                        

         

 
②

清
・
張
庚
『
国
朝
画
徴
録
』
巻
中
（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
二
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。）

を
参
照
、
四
一
頁
。 

③

前
野
直
彬
編
訳
『
宋
・
元
・
明
・
清
詩
集
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
１
９
、
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）
参
照
、

二
三
三
～
二
三
五
頁
。 

④

清
・
湯
漱
玉
『
玉
台
画
史
』
巻
五
（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
三
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
七

〇
～
七
一
頁
。） 

⑤

前
野
直
彬
編
訳
『
宋
・
元
・
明
・
清
詩
集
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
１
９
、
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）
参
照
、

三
七
六
～
三
七
七
頁
。 

⑥

『
清
高
宗
御
制
詩
』
五
集
巻
十
四
。 
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蔵
し
て
い
る
と
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
撰
『
竹
派
』
に
成
都
笮
橋
観
音
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

程
堂
の
墨
竹
画
に
は
「
携
灯
笑
指
屏
間
竹
、
記
得
当
年
手
自
栽
」
と
い
う
題
画
詩
が
あ
る
と

記
述
さ
れ
て
い
る
①

。 

２
．
清
・
徐
沁
『
明
画
録
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
四
、
三
集
第
七
輯
、
台

北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
に
多
く
の
画
家
の
屏
風
絵
制
作
の
記
述
が
あ
る
。

例
え
ば
、
沈
貞
は
「
善
山
水
毎
賦
一
詩
営
一
障
必
累
月
閲
歳
乃
出
不
可
以
銭
帛
購
取
故
尤
以

少
得
重
」
と
あ
る
。
呉
彬
、
謝
時
臣
（
巻
三
）
と
馬
電
（
巻
五
）
ら
は
、
山
水
図
巨
幅
屏
障

が
堪
能
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
楊
塤
は
、「
善
以
彩
漆
製
屏
風
器
物
備
極
精
巧
以
泥
金
題

其
上
書
画
倶
佳
」（
巻
八
）
と
あ
る
。『
無
声
詩
史
』
巻
六
に
も
同
じ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
明
清
時
代
の
多
数
刻
漆
屏
風
の
作
者
と
し
て
、
楊
塤
が

有
力
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

３
．
明
・
韓
昂
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
に
は
宋
旭
の
巨
幅
大
障
（
巻
一
）、
夏
大
貞
の
巨
幅
屏

障
（
巻
二
）
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
②

。 

４
．
清
・
張
庚
『
国
朝
画
徴
続
録
』
巻
上
に
郭
士
瓊
、
馬
世
俊
の
山
水
巨
障
、
巻
下
に
蔡

含
の
松
図
巨
障
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
③

。 

５
．『
無
声
詩
史
』
巻
七
に
何
濂
の
花
卉
屏
障
が
あ
る
④

。 

６
．
清
・
李
玉
棻
『
甌
鉢
羅
室
書
画
過
目
考
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
二
五
、

五
集
第
九
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

資
料
１
２
の
清
・
李
玉
棻
『
甌
鉢
羅
室
書
画
過
目
考
』
に
は
、
屏
風
絵
あ
る
い
は
掛
屏
あ

る
い
は
押
絵
貼
屏
風
が
五
〇
点
以
上
を
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
屏
風
絵
の
画
題
の
大
部
分

は
花
鳥
・
花
卉
・
梅
蘭
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。 

７
．
清
・
朱
啓
鈐
『
清
内
府
蔵
刻
糸
書
画
録
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
六
、

四
集
第
一
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
は
清
の
内
府
あ
る
い
は
故
宮

の
書
画
を
記
録
し
て
い
る
。
屏
風
絵
の
う
ち
、
書
道
・
釈
道
図
像
・
花
鳥
・
花
卉
・
翎
毛
・

                                        

         

 

①

明
・
釈
蓮
儒
『
画
禅
』、『
竹
派
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
三
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。）

を
参
照
。 

②

明
・
韓
昂
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
二
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。） 

③

清
・
張
庚
『
国
朝
画
徴
続
録
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
二
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。）
清

代
の
山
水
花
草
禽
魚
類
の
女
画
家
の
蔡
含
は
清
・
湯
漱
玉
『
玉
台
画
史
』
巻
四
に
『
国
朝
画
徴
続
録
』
に
引

用
さ
れ
、「
嘗
作
松
図
巨
障
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

④

『
無
声
詩
史
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
二
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。
） 

人
物
・
山
水
図
を
描
い
た
も
の
の
大
部
分
は
掛
屏
風
で
占
め
ら
れ
て
い
る
（
資
料
１
３
を
参

照
）。 ８

．
清
・
朱
啓
鈐
『
糸
繍
筆
記
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
六
、
四
集
第
二
輯
、

台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
に
多
数
の
緙
糸
刺
繍
屏
風
の
記
述
が
あ
る
（
資

料
１
４
を
参
照
）。 

９
．
清
・
紫
紅
『
刺
繍
書
画
録
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
八
、
四
集
第
六
輯
、

台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
に
多
数
の
刺
繍
屏
風
の
記
述
が
あ
る
（
資
料

１
５
を
参
照
）。 

１
０
．
清
・
潘
正
煒
『
聴
颿
楼
書
画
記
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
九
、
四
集

第
七
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
巻
五
に
絹
本
四
幅
の
倣
古
山
水
掛

屏
の
記
述
が
あ
る
（
資
料
１
６
参
照
）。 

１
１
．
清
・
潘
正
煒
『
聴
颿
楼
書
画
記
続
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
九
、
四

集
第
七
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
に
元
・
明
時
代
の
書
道
と
人
物

花
卉
図
掛
屏
の
記
述
が
あ
る
（
資
料
１
７
参
照
）。 

１
２
．
清
・
鎮
洋
盛
大
士
子
履
撰
『
谿
山
臥
遊
録
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十

一
、
三
集
第
一
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
の
巻
三
、
四
に
水
墨
と

設
色
山
水
図
屏
障
の
記
述
が
あ
る
（
資
料
１
８
参
照
）。 

１
３
．
清
・
呉
江
迮
朗
『
湖
中
画
船
録
』
の
「
方
巨
川
画
」
条
に
「
花
鳥
屏
幅
六
」
と
あ

る
⑤

。 

１
４
．
清
・
胡
敬
『
国
朝
院
画
録
』
巻
下
に
山
水
画
家
の
方
琮
の
「
玉
泉
画
屏
八
軸
」
と

あ
る
。
こ
の
八
扇
の
掛
屏
風
に
は
、
玉
泉
山
の
十
六
景
が
描
か
れ
て
い
る
⑥

。 

１
５
．
清
・
童
翼
駒
『
墨
梅
人
名
録
』
に
は
、
南
宋
末
期
の
水
墨
梅
蘭
画
家
の
趙
孟
堅
の

『
梅
譜
』
に
「
誰
家
屏
帳
得
君
画
、
更
以
吾
言
疏
其
底
」
と
絵
画
批
評
の
名
言
が
あ
る
と
記

述
さ
れ
て
い
る
⑦

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
、
屏
風
と
屏
風
絵
装
飾
を
流
行
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

                                        

         

 

⑤

清
・
呉
江
迮
朗
『
湖
中
画
船
録
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
五
、
初
集
第
十
輯
、
台
北
・
芸
文
印

書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
参
照
、
一
八
九
頁
。 

⑥

清
・
胡
敬
『
国
朝
院
画
録
』
巻
下
（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
三
巻
）、
五
五
～
五
六
頁
、
国
書
刊
行
会
、

昭
和
四
十
七
年
。）
を
参
照
。 

⑦

清
・
童
翼
駒
『
墨
梅
人
名
録
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
三
巻
）、
五
～
六
頁
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四

十
七
年
。）
を
参
照
。 
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１
６
．
清
・
周
亮
工
『
讀
画
録
』
巻
三
に
画
家
の
張
稚
恭
は
自
分
の
作
品
を
売
る
た
め
に

「
一
屏
値
若
干
；
一
箑
一
幅
値
若
干
。」
と
い
う
価
格
表
を
告
示
し
た
と
あ
る
①

。
こ
こ
で
い

う
「
一
屏
」
と
掛
屏
風
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
讀
画
録
』
巻
三
に
山
水
花
草

虫
鳥
画
家
の
張
損
之
は
「
宋
寧
宗
時
進
荷
花
障
」
と
あ
る
。 

１
７
．
清
・
黄
鉞
『
画
友
録
』
に
王
鎮
衡
「
画
山
水
長
障
巨
幅
、
筆
墨
淋
漓
、
能
品
也
」

と
あ
る
②

。 

１
８
．
清
・
盛
大
士
『
谿
山
臥
遊
録
』
巻
一
の
石
谷
の
条
に
「
至
屏
山
巨
障
尋
丈
計
者
、

石
谷
揮
灑
自
如
、
他
人
皆
避
舎
矣
」
と
あ
る
。
巻
二
に
黄
大
癡
「
春
林
遠
岫
図
巨
障
尤
卓
絶

千
古
」
と
あ
る
。
巻
四
に
天
津
の
書
画
家
の
劉
庚
は
「
客
京
師
数
載
、
曽
為
李
香
雨
職
方
涵

作
設
色
画
屏
甚
妙
」
と
あ
る
。
ま
た
、
巻
四
に
盛
大
士
は
、
か
つ
て
、「
春
林
暁
黛
図
」
な
ど

の
画
屏
四
幀
を
官
人
の
張
介
純
に
贈
っ
た
と
あ
る
③

。 

（
四
）
他
の
文
献 

 

１
．
明
『
七
修
類
稿
』（
巻
四
十
五
「
事
物
類
）
に
「
古
有
戧
金
而
無
泥
金
、
有
貼
金
而
無

描
金
・
洒
金
、
有
鉄
銃
而
無
木
銃
、
有
硬
屏
風
而
無
軟
屏
風
、
有
剔
紅
而
無
縹
霞
・
彩
漆
、

皆
起
自
本
朝
、
因
東
夷
或
貢
或
傳
事
有
也
（
後
略
）」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
時
代
前

後
、
屏
風
の
製
作
技
法
や
、
形
式
な
ど
が
わ
か
れ
る
。
ま
た
、
灑
金
漆
絵
屏
風
あ
る
い
は
倭

漆
絵
屏
風
の
技
法
が
明
時
代
に
至
る
ま
で
に
、
中
国
に
伝
来
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
④

。 
 

２
．
明
・
文
華
、
武
英
殿
歴
代
明
君
賢
臣
図
屏
風 

 

『
崇
禎
補
遺
録
』
に
「
直
到
明
季
末
的
崇
禎
三
年
、
思
宗
（
荘
烈
帝
）
朱
由
検
、
還
曾
命

武
英
殿
中
書
画
歴
代
明
君
賢
臣
図
、
書
「
正
心
誠
意
」
箴
于
屏
、
置
文
華
、
武
英
両
殿
」
⑤

と

あ
り
、
武
英
の
画
家
が
明
末
に
は
復
活
し
た
事
を
物
語
る
。 

 

３
．
鄭
燮
「
書
屏
風
帖
贈
織
文
世
兄
」（『
鄭
板
橋
集
・
雑
著
巻
』） 

 

こ
の
書
屏
風
の
文
書
に
「
不
辞
老
丑
、
更
録
近
草
十
数
紙
、
為
屏
風
帖
以
請
教
。
昔
太
宗

                                        

         

 

①

清
・
周
亮
工
『
讀
画
録
』
巻
三
（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
三
巻
）、
三
七
、
四
四
～
四
五
頁
、
国
書
刊
行

会
、
昭
和
四
十
七
年
。）
を
参
照
。 

②

清
・
黄
鉞
『
画
友
録
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
三
巻
）、
一
二
頁
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。）

を
参
照
。 

③

清
・
盛
大
士
『
谿
山
臥
遊
録
』（
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
三
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。）
を

参
照
。 

④

民
国
第
一
甲
子
夏
六
月
江
寧
鄧
之
誠
文
如
輯
『
骨
董
瑣
記
』
巻
五
「
倭
漆
傳
入
中
国
」（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編

『
美
術
叢
書
』
二
二
、
五
集
第
三
輯
、
三
二
四
～
三
二
五
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

⑤

李
松
氏
の
「
明
代
人
物
的
興
替
」（『
中
国
絵
画
研
究
』
所
載
）
に
よ
る
。  

屏
風
摘
古
人
嘉
言
懿
行
、
而
余
自
写
其
詩
詞
、
無
知
自
大
、
眞
有
愧
古
人
、
亦
曰
从
主
人
之

意
耳
。
」
と
あ
る
。 

 

４
．
百
紐
画
屏
風 

 

『
清
実
録
』
に
「
宮
、
孟
蜀
高
祖
晩
年
作
。
以
画
屏
風
七
十
張
、
関
百
紐
而
斗
之
、
用
為

寝
所
、
称
宮
」。「
皇
明
帳
」
不
知
所
自
、
色
浅
紅
、
恐
是
鮫
綃
之
類
、
於
皺
紋
中
有
十
洲
三

島
像
。
」
と
あ
る
。『
全
史
宮
詞
』
巻
十
五
に
「
百
紐
屏
風
繞
坐
張
、
鮫
綃
玉
枕
趁
温
涼
。
宮

日
出
伝
朝
膳
、
首
進
緋
衣
酒
骨
羊
」
と
詠
う
。 

５
．
和
珅
蔵
屏
風 

趙
汝
珍
『
古
玩
指
南
』
に
「
鑲
金
八
宝
炕
屏
」
四
〇
架
、「
鏤
金
八
宝
大
屏
」
二
三
架
、「
鑲

金
炕
屏
」
二
四
架
と
あ
る
。 

６
．
髹
漆
屏
風 

『
明
史
』
巻
六
五
「
志
」
第
四
十
一
に
「（
前
略
）
後
紅
髹
屏
風
、
上
彫
描
金
雲
龍
五
（
後

略
）」
が
あ
る
。 

７
．『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
二
九
三
（『
池
北
偶
談
』
巻
二
「
談
故
」
二
に
も
記
述
さ
れ
て

い
る
）
に
「
至
太
平
山
修
船
、
康
煕
二
十
七
年
二
月
、
琉
球
国
王
遣
貢
使
魏
応
伯
達
至
京
於

正
貢
外
加
屏
風
紙
三
千
張
嫩
蕉
布
五
十
匹
、
十
月
貞
遣
陪
臣
来
謝
、
準
子
弟
入
監
読
書
」
と

あ
る
。
ち
な
み
に
、
明
・
高
濂
『
燕
閒
清
賞
箋
』「
論
剔
紅
倭
漆
彫
刻
鑲
嵌
器
皿
」
条
に
剔
紅

（
掻
き
落
す
）
倭
漆
彫
刻
鑲
嵌
屏
風
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
⑥

。 
  二 

現
存
さ
れ
て
い
る
屏
風
実
物
作
例 

（
一
）
明
時
代
（
一
三
六
八
～
一
六
四
四
） 

明
・
清
時
代
に
入
っ
て
、
屏
風
絵
は
、
強
烈
な
色
彩
が
吉
祥
性
と
富
貴
性
を
伝
え
る
の
に

も
ふ
さ
わ
し
い
色
彩
と
い
え
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
の
も
と
、
中
国
の
吉
祥
画

と
も
い
え
る
年
画
と
の
比
較
を
通
し
て
、
一
目
み
た
だ
け
で
単
純
明
快
な
感
覚
を
観
者
に
与

え
る
も
の
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
同
時
に
屏
風
画
の
内
在
の
吉
祥
性
に
対
し
て
、
表
面
の
装

飾
性
と
い
う
特
質
を
効
果
的
か
つ
妥
当
性
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
見
解
も
示
す
。 

１
．
挿
屏
と
硯
屏 

明
清
時
代
に
入
っ
て
、
挿
屏
が
代
表
的
な
屏
風
一
種
類
と
な
る
。
現
存
さ
れ
て
い
る
挿
屏

                                        

         

 

⑥

高
濂
『
燕
閒
清
賞
箋
』「
論
剔
紅
倭
漆
彫
刻
鑲
嵌
器
皿
」
条
（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
一
五
、
三

集
第
十
輯
、
一
七
五
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
参
照
。 
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の
形
式
は
、
明
・
万
暦
刊
本
『
魯
班
経
・
匠
家
鏡
』
巻
二
（
一
三
頁
下
～
一
四
頁
上
）
の
屏

風
図
式
と
基
本
的
に
似
て
い
る
。
挿
屏
の
作
法
は
、
一
般
的
に
木
の
台
座
と
枠
を
作
っ
て
、

彫
刻
・
鑲
嵌
・
彩
絵
・
刺
繍
な
ど
の
技
法
で
屏
面
を
制
作
す
る
。
以
下
、
数
例
を
挙
げ
て
説

明
す
る
（（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№667

～670

参
照
））。 

（
１
）．
紫
檀
筆
挿
屏 

一
九
六
六
年
四
月
、
上
海
市
宝
山
県
顧
村
郷
秦
江
村
に
明
・
万
歴
年
間
（
一
五
七
三
～
一

六
二
〇
）
①

朱
守
城
夫
婦
合
葬
墓
木
棺
か
ら
一
点
の
紫
檀
筆
挿
屏
が
出
土
し
た
（F

ig.

Ⅶ-01

）
。

筆
架
と
枠
が
紫
檀
で
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、
屏
面
は
自
然
の
山
水
図
の
大
理
石
で
嵌
れ
て
い

る
。
高
さ20.0 cm

、
横17.0 cm
、
幅8.0cm

で
あ
る
②

（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№53

参
照
）。 

（
２
）．「
青
磁
硯
屏
〈
鰲
頭
独
占
〉」 

鰲
頭
独
占
の
文
字
は
状
元
、
す
な
わ
ち
科
挙
の
首
席
合
格
者
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
か
つ
て
状
元
が
次
席
合
格
者
二
名
と
と
も
に
皇
帝
に
謁
見
す
る
際
、
状
元
だ
け
が
陛
の

石
の
上
に
立
ち
、
そ
の
前
に
鰲
（
空
想
上
の
お
お
が
め
）
の
彫
刻
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し

て
い
る
。
図
は
文
運
を
つ
か
さ
ど
る
神
・
奎
星
（
時
代
が
下
る
と
魁
星
と
混
同
さ
れ
た
）
が

手
に
筆
を
と
り
、
海
中
の
鰲
の
頭
の
上
に
乗
っ
て
北
斗
を
蹴
る
姿
で
あ
り
、
科
挙
及
第
を
寓

意
し
て
い
る
。
硯
屏
と
は
硯
の
辺
に
立
て
る
文
房
具
の
一
種
。
明
時
代
の
青
磁
で
あ
り
、
文

様
の
部
分
は
釉
薬
を
か
け
ず
に
露
胎
と
し
、
金
箔
が
貼
ら
れ
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅶ-02

）
。 

（
３
）．「
高
士
観
月
図
染
付
硯
屏
」 

一
基
、
十
七
世
紀
、
高
さ22.5cm

、
縦9.8cm

、
横22.2cm

。
本
来
は
、
硯
の
頭
の
上

方
に
置
い
て
、
ほ
こ
り
が
硯
の
中
に
入
る
の
を
防
ぐ
道
具
で
あ
る
が
、
中
国
文
人
は
机
上
を

飾
る
文
房
具
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
視
し
て
き
た
。
染
付
磁
器
製
で
、
二
人
の
文
人
が
月
光
の

も
と
、
野
で
詩
を
詠
じ
酒
を
酌
み
交
わ
す
様
が
描
い
て
あ
る
④

。 

（
４
）．「
山
水
人
物
螺
鈿
硯
屏
」 

                                        

         

 

①

墓
内
か
ら
出
土
し
た
買
地
券
文
に
明
・
万
歴
四
年
（
一
五
七
六
）
と
九
年
（
一
五
八
一
）
の
紀
年
が
あ
る
。  

②

上
海
市
文
物
管
理
委
員
会
「
上
海
宝
山
明
朱
守
城
夫
婦
合
葬
墓
」、『
文
物
』
一
九
九
二
年
第
五
期
、
六
一
～

六
八
頁
。  

③

一
基
、
高
二
〇
・
九
幅
一
三
・
四cm

明
時
代 

十
六
～
十
七
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
広
田
松
繁
氏

寄
贈
）。
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
二
〇
八
、
大
塚
巧
藝
社
一

九
九
八
年
。  

④

徳
川
美
術
館
編
集『
新
版
・
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
①
徳
川
美
術
館
の
名
宝
』図
版
一
四
三 

大
塚
巧
芸
社 

一

九
九
五
年
。 

一
基
、
明
時
代
・
十
六
世
紀
、
高
さ24.4cm

、
幅22.0cm

、
吉
田
吉
之
助
氏
寄
贈
（H

甲28

）
⑤

京
都
国
立
博
物
館
蔵
。 

（
５
）．
堆
朱
楼
閣
人
物
文
衝
立 

明
（
十
五
～
十
六
世
紀
）、
高69.8cm

、

大
幅42.3cm

、
日
本
・
東
京
国
立
博
物
館

蔵
。「
平
涼
王
琰
刁
」
銘
が
あ
る
⑥

。 

堆
朱
制
作
は
明
時
代
全
般
を
通
じ
て
、
顕
著
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
中
期
に
お
け
る
状
況

を
見
て
み
る
と
、
初
期
に
比
べ
る
と
い
く
ぶ
ん
凋
落
を
た
ど
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
、
優
れ
た

作
行
を
見
せ
た
作
品
の
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
掲
げ
た
衝
立
は

そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
出
色
の
出
来
具
合
を
示
し
た
明
時
代
中
期
の
彫
漆
を
代
表
す
る

堂
々
た
る
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
、
衝
立
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
枠
お
よ
び
台

は
紫
檀
材
で
作
ら
れ
て
い
る
。
両
面
に
同
様
の
楼
閣
山
水
図
を
彫
り
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ

が
著
し
く
特
徴
の
あ
る
刀
法
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す

べ
て
の
文
様
の
表
面
を
フ
ラ
ッ
ト
に
仕
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
、
風
変
わ
り
な
雲
の
表
現
、
楼

閣
を
異
常
な
ほ
ど
に
細
密
に
彫
り
こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
そ
れ
ま
で
の
彫
漆
作
品
に
は

け
っ
し
て
見
ら
れ
な
い
手
法
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
ユ
ニ
ー
ク
な
作
風
を
示
し
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-03

）
。
今
、
こ
れ
と
同
様
の
衝
立
が
も
う
一
つ
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、

も
と
も
と
一
対
の
も
の
と
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
本
作
品
に
は
楼
閣

の
柱
の
一
本
に
「
平
涼
王
琰
刁
」
の
刻
銘
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
甘
粛

省
の
平
涼
在
住
も
し
く
は
、平
涼
出
身
の
漆
工
家
王
琰
が
こ
れ
を
製
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
そ
の
製
作
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
衝
立
と
同
巧
の
作
風
を
も
っ
た
円
形

の
盆
が
ロ
ン
ド
ン
大
英
博
物
館
に
あ
り
、
そ
れ
に
「
弘
治
二
年
平
涼
王
銘
刁
」
の
９
字
の
刀

刻
銘
が
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
作
品
は
い
ち
お
う
、
一
四
八
九
年
前
後
に
作
ら

れ
た
も
の
と
推
測
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

２
．
屏
風 

明
時
代
に
お
け
る
実
物
屏
風
に
つ
い
て
は
、
現
存
し
て
い
る
も
の
が
数
多
く
て
、
以
下
、

典
型
的
な
作
例
を
挙
げ
て
い
く
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№671

～673

参
照
）。 

（
１
）．「
款
彩
楼
閣
園
林
図
黒
漆
屏
風
」（
八
曲
一
隻
） 

                                        

         

 

⑤

京
都
国
立
博
物
館
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
』（
染
織
・
漆
工
編
）
図
版
七
八
、
昭
和
六
十
年
、

便
利
堂
。  

⑥

西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
図
版
二
二
五
、
小
学
館
、
一

九
九
九
年
。 
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明
時
代
の
晩
期
、
安
徽
省
博
物
館
蔵
、
木
胎
、
各
扇
縦289.0cm

、
横49.0cm

、
厚1.5cm

で
あ
る
（F

ig.

Ⅶ-04,05

）
。
屏
風
の
両
面
に
は
、
黒
漆
の
下
地
で
、
刻
灰
填
彩
の
技
法
を
応
用

し
て
、
通
景
の
図
案
を
刻
ん
で
い
る
。
屏
面
の
中
部
に
は
、
正
面
に
楼
閣
亭
台
や
夫
人
侍
女

な
ど
の
人
物
活
動
の
場
面
を
刻
ん
で
い
て
、
背
面
に
奇
峰
異
洞
や
茂
林
深
院
な
ど
の
園
林
景

色
を
刻
ん
で
い
る
。
屏
面
の
上
部
に
は
、
多
様
の
古
物
を
刻
ん
で
お
り
、
下
部
に
は
、
瑞
獣

や
吉
祥
花
草
な
ど
の
装
飾
図
案
を
刻
ん
で
い
る
。
本
屏
風
の
款
彩
技
法
は
、
明
時
代
の
徽
派

の
版
画
の
風
格
を
持
っ
て
い
る
。
本
屏
風
は
、
現
存
し
て
い
る
同
類
の
屏
風
中
の
代
表
作
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
①

。 

（
２
）．「
園
林
仕
女
図
嵌
螺
鈿
黒
漆
屏
風
」（
十
二
扇
） 

漢
宮
春
暁
図
黒
漆
屏
風
と
も
い
う
。
木
胎
、
全
部
で
十
二
扇
、
長
さ5.4

メ
ー
ト
ル
。
各

扇
縦248.0cm

、
横41.7cm

、
厚1.4cm
、
総
幅
約500.0cm

、
明
時
代
の
晩
期
の
作
品

で
、
一
九
五
四
年
、
江
蘇
省
蘇
州
市
収
集
、
一
九
五
八
年
か
ら
南
京
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る
（F

ig.

Ⅶ-06,07,08

）
。
こ
の
十
二
曲
屏
風
の
通
体
に
は
、
髤
黒
漆
の
下
地
を
施
し
て
、
正

面
に
は
、
軟
螺
鈿
を
施
し
、
楼
閣
亭
台
を
ち
り
ば
め
、
そ
の
間
に
九
〇
人
余
り
の
仕
女
や
人

物
が
活
動
し
て
い
る
通
景
が
嵌
め
ら
れ
て
い
て
、
四
周
を
龍
文
で
囲
ん
で
い
る
。
全
図
を
見

る
と
、
画
面
中
部
の
貴
婦
人
を
中
心
と
し
て
の
礼
儀
場
面
の
他
に
遊
騎
・
対
弈
・
投
壺
・
斗

草
・
踢
球
・
泛
舟
・
吟
詩
・
作
画
・
撫
琴
・
読
書
・
作
女
紅
・
戯
鸚
鵡
・
蕩
秋
千
・
賞
歌
舞

な
ど
上
流
社
会
の
婦
人
行
楽
の
風
俗
図
も
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
全
体
の
色
彩
は
き
ら
び
や

か
で
、「
漢
宮
春
暁
」
の
図
と
伝
え
ら
れ
、
古
代
の
宮
廷
生
活
の
一
面
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

各
扇
の
下
端
に
は
、
一
頭
の
霊
獣
を
表
し
て
い
る
。
背
景
に
は
山
水
を
彫
り
、
水
面
は
広
く
、

山
は
高
く
層
々
と
重
な
り
、
画
面
は
壮
観
で
あ
る
。
背
面
に
は
、
右
端
か
ら
左
端
へ
刻
漆
②

の

「
洛
陽
潮
声
」、「
鳳
麓
春
暁
」、「
星
湖
夏
芳
」、「
清
源
鼎
峙
」、「
紫
雲
双
塔
」、「
雨
嶺
留
雲
」、

「
笋
江
月
色
」、「
三
洲
芳
草
」、「
金
鶏
暁
渡
」、「
紫
帽
凌
雲
」、「
羅
裳
積
翠
」、「
古
戍
重
鎮
」

な
ど
の
福
州
、
泉
州
一
帯
の
十
二
風
景
の
山
水
園
林
図
を
刻
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
漆

                                        

         

 

①

王
世
襄
・
朱
家
溍
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
８
漆
器
、
図
版
一
四
四
、
文
物
出
版
社
一
九
八
九

年
。  

②

明
隆
慶
年
間
（
一
五
六
七
～
一
五
七
二
）・
黄
大
成
『
髤
飾
録
』
の
明
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）・
楊
明
注
云

「
陰
刻
文
図
、
如
打
本
之
印
板
、
而
陷
衆
色
」
と
あ
る
。
王
世
襄
『
髤
飾
録
解
説
』（
文
物
出
版
社
）
を
参
照

す
る
。
款
彩
は
、
現
代
、「
刻
漆
」、「
刻
灰
」、「
大
彫
填
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
技
法
は
、
漆
器
の
表

面
に
文
様
を
刻
み
、
彩
色
を
賦
す
る
も
の
で
あ
る
。 

屏
風
の
制
作
地
は
、
福
建
一
帯
で
あ
ろ
う
③

。
本
屏
風
は
、
現
存
し
て
い
る
明
時
代
の
髤
漆

屏
風
の
中
で
、
極
め
て
珍
し
い
傑
作
で
あ
ろ
う
④

。
そ
の
使
用
者
は
当
時
の
皇
家
あ
る
い
は

高
位
あ
る
い
は
巨
富
で
あ
ろ
う
。
屏
風
画
面
に
は
、
九
二
人
の
仕
女
人
物
、
多
種
類
の
花
木

と
鳥
獣
、
庭
園
建
築
、
道
具
器
用
が
嵌
軟
螺
鈿
髤
漆
の
制
作
技
法
と
彩
絵
で
表
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
嵌
螺
鈿
髤
漆
と
い
う
制
作
工
芸
は
明
清
時
代
に
お
け
る
工
芸
史
上
の
特
徴
で
あ
る

⑤

。 （
３
）．
明
・「
刻
漆
漢
宮
春
暁
図
屏
風
」（
十
二
扇
） 

「
彩
漆
彫
填
漢
宮
春
暁
図
屏
風
」
と
も
言
う
。
中
国
歴
史
博
物
館
（
現
在
の
中
国
国
家
博

物
館
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-09

）
。
こ
の
屏
風
の
画
面
構
図
と
人
物
の
活
動
内
容
は
、

南
京
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る「
園
林
仕
女
図
嵌
螺
鈿
黒
漆
屏
風
」と
よ
く
似
て
い
る
が
、

工
芸
技
法
と
画
面
細
部
か
ら
見
る
と
、
そ
の
制
作
年
代
は
や
や
下
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る

い
は
清
の
晩
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
⑥

。 

漢
宮
春
暁
は
中
国
の
宮
廷
風
俗
画
の
画
題
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
漢
代
の
宮
廷
の
女
官
た

ち
の
起
床
、
化
粧
、
育
児
、
遊
戯
、
刺
繍
、
手
習
い
な
ど
、
華
や
か
な
生
活
を
画
く
。
美
人

画
の
一
種
で
あ
る
が
、
楼
閣
山
水
の
み
を
画
く
伝
趙
伯
駒
筆
（
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
も
あ

る
。
多
く
は
着
色
の
画
巻
で
、
明
・
清
時
代
に
画
か
れ
た
。
明
の
仇
英
筆
、
清
の
丁
観
鵬
ら

画
院
画
家
の
合
作
本
（
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
な
ど
が
あ
る
。 

（
二
）
清
時
代
（
一
六
四
四
～
一
九
一
一
） 

                                        

         

 

③

宋
・『
癸
辛
雑
識
』
別
集
下
に
「
王
棣
…
…
初
知
福
州
。
就
除
福
建
市
舶
、
其
帰
也
、
為
螺
鈿
卓
面
、
屏
風

十
付
、
図
賈
相
盛
事
十
項
、
各
系
之
以
賛
以
献
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
宋
代
か
ら
福
建
一
帯
に

お
け
る
漆
器
は
有
名
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
明
清
時
代
に
入
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
型
の
屏
風
の
制

作
の
条
件
は
充
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

④

南
京
博
物
院
編
『
南
京
博
物
院
』（
中
国
の
博
物
館
第
４
巻
）、
図
版
一
二
三
、
講
談
社
・
文
物
出
版
社
、
一

九
八
二
年
。
陳
増
弼
「
記
明
清
之
際
一
件
軟
螺
鈿
巨
幅
屏
風
」『
文
物
』
一
九
八
八
年
第
三
期
、
図
版
柒
、
捌
、

七
〇
～
七
六
頁
。
王
世
襄
・
朱
家
溍
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
８
漆
器
、
図
版
一
四
八
、
文
物

出
版
社
一
九
八
九
年
。  

⑤

明
代
の
江
蘇
の
漆
器
と
し
て
は
揚
州
の
も
の
が

も
著
名
で
、
と
り
わ
け
螺
鈿
、
玉
石
の
象
嵌
、
填
漆
（
文

様
の
内
側
を
浅
く
彫
り
凹
め
、
色
漆
を
う
め
て
研
き
出
す
）、
彫
漆
工
芸
は
、
地
施
に
富
ん
で
い
る
。
こ
こ
で

生
産
さ
れ
た
填
漆
及
び
螺
鈿
の
大
型
屏
風
は
、
立
派
で
堂
々
と
し
て
お
り
、
も
っ
ぱ
ら
皇
室
や
貴
族
の
用
に

供
せ
ら
れ
た
。
螺
鈿
は
ま
ず
選
択
し
た
貝
穀
を
薄
片
に
磨
き
上
げ
、
下
絵
に
よ
っ
て
各
種
の
形
に
鋸
で
切
り
、

ニ
カ
ワ
で
原
体
に
貼
り
付
け
、
図
案
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
血
料
（
家
畜
の
血
で
つ
く
っ
た
塗
料
）
で
空
地
を

平
ら
に
う
め
、
表
面
に
つ
や
の
あ
る
漆
を
か
け
、

後
に
文
様
を
彫
刻
し
て
磨
き
上
げ
る
。 

⑥

『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
七
年
第
七
期
。 
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１
．
挿
屏
と
硯
屏 

清
時
代
の
挿
屏
風
は
数
多
く
、
そ
の
材
質
に
は
嵌
牙
、
点
翠
、
嵌
玉
、
玻
璃
油
絵
、
嵌
霊

芝
な
ど
が
あ
る
。
清
代
の
屏
風
に
は
、
百
宝
嵌
の
技
法
を
以
て
絵
画
的
な
図
様
を
表
現
し
た

作
品
が
あ
っ
た
。
特
に
清
の
宮
廷
に
多
数
の
挿
屏
が
収
蔵
さ
れ
、
そ
の
中
に
清
宮
の
屏
風
の

中
で

も
代
表
的
な
典
範
作
品
が
あ
る
。
時
代
上
は
乾
隆
時
期
即
ち
清
の
中
期
以
前
の
も
の

が
多
い
①

（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№674

～684

参
照
）。 

（
１
）「
象
牙
彫
三
羊
開
泰
図
挿
屏
」 

清
・
雍
正
五
年
（
一
七
二
七
？
）、
通
高60.1cm

、
画
幅
縦46.6cm

、
横33.8cm

、
紅

木
と
紫
檀
の
縁
と
座
、
象
牙
、
玳
瑁
な
ど
で
彫
嵌
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
②

。
北
京
・
故
宮
博

物
館
蔵
。 

（
２
）「
剔
紅
百
宝
嵌
屏
風
宝
座
」
漆
木
彫
③

。
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。 

「
剔
紅
」
と
い
う
技
法
は
、
彫
漆
あ
る
い
は
刻
漆
と
い
い
、
す
な
わ
ち
、
厚
い
朱
漆
地
を

浮
彫
す
る
あ
る
い
は
掻
き
落
す
と
い
う
彫
漆
の
技
法
で
あ
る
。
明
時
代
の
家
具
に
も
、
こ
の

技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
清
時
代
に
入
っ
て
、
流
行
す
る
④

。
宮
中
の
御
座
屏
風
は
、
石
・

玉
・
竹
・
螺
鈿
・
百
宝
（
以
上
明
代
か
ら
流
行
さ
れ
て
い
る
も
の
）・
骨
木
・
磁
器
・
琺
瑯
な

ど
が
嵌
ま
れ
て
、
霊
仙
祝
寿
・
雲
龍
流
水
な
ど
の
画
題
を
刻
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。 

（
３
）
紫
檀
牙
彫
「
広
州
十
三
洋
行
図
」
挿
屏
風 

清
・
乾
隆
・
嘉
慶
間
、
高
さ141.0cm

、
縦87.0cm

、
横47.5cm
、
北
京
・
故
宮
博
物

院
蔵
。
縁
と
座
が
紫
檀
木
製
、
屏
心
は
染
牙
彫
刻
鑲
嵌
で
あ
る
⑤

。 

（
４
）「
紫
檀
点
翠
竹
挿
屏
」 

清
・
乾
隆
年
間
、
高
さ220.0cm

、
縦116.5cm

、
横74.5cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院

                                        

         

 

①

周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九
九
六
年
、
二
四
～

三
三
頁
。 

②

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
下
）、
図
版
三
五
〇
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。

故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
工
芸
品
選
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
四
年
。
周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、

図
五
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九
九
六
年
、
二
四
～
三
三
頁
。  

③

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
下
）、
挿
図
五
三
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。   

④

芮
謙
「
論
清
代
宮
中
家
具
由
明
向
清
的
演
変
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
５
６
（
第
十
三
巻
第
十
二
期
）
図
四
、

十
一
、
一
一
八
～
一
三
一
頁
、
一
九
九
六
年
。 

⑤

周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、
図
四
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九
九
六
年
、

二
四
～
三
三
頁
。 

蔵
。
縁
と
座
が
紫
檀
木
製
、
屏
心
は
黒
糸
絨
の
襯
地
に
翠
鳥
毛
を
貼
り
つ
け
た
も
の
で
あ
る
⑥

。 

（
５
）「
紫
檀
点
翠
象
牙
人
物
挿
屏
」 

清
・
乾
隆
年
間
、
高
さ145.5cm

、
縦100.0cm

、
横56.0cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院

蔵
。
縁
と
座
が
紫
檀
木
製
、
屏
心
は
黒
糸
絨
の
襯
地
に
翠
鳥
毛
を
貼
り
、
人
物
が
牙
彫
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
⑦

。 

（
６
）「
象
牙
彫
刻
海
屋
添
籌
挿
屏
」 

清
・
乾
隆
年
間
、
通
高
さ150.5cm

、
座
縦98.0cm

、
横60.0cm

、
北
京
・
故
宮
博
物

院
蔵
。
縁
と
座
が
紫
檀
木
製
、
屏
心
は
黒
糸
絨
の
襯
地
に
翠
鳥
毛
を
貼
り
、
人
物
が
牙
彫
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
⑧

。 

（
７
）「
明
黄
花
梨
人
物
画
挿
屏
」 

清
・
中
期
、
通
高
さ245.5cm

、
座150.0cm

×78.0cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。

縁
と
座
が
紫
檀
木
製
、
屏
心
は
ガ
ラ
ス
油
絵
仕
女
図
を
鑲
嵌
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
⑨

。 

（
８
）「
紫
檀
辺
座
霊
芝
大
挿
屏
」 

清
・
乾
隆
年
間
、
通
高
さ100.0cm

、
座90.0cm

×49.5cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。

縁
と
座
が
紫
檀
木
製
、
屏
心
は
木
製
の
大
霊
芝
を
鑲
嵌
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
⑩

。 

（
９
）「
剔
紅
赤
壁
図
挿
屏
」 

清
・
乾
隆
年
間
、
高
さ63.6cm

、
幅59.9cm

、
座
厚
さ16.5cm

、
台
北
・
故
宮
博
物

院
蔵
。「
剔
紅
」
の
技
法
で
、
赤
壁
図
を
浮
彫
し
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-10

）
。
本
図
は
、「
赤
壁
図
」

（
金
代
・
武
元
直
筆
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
）、「
彫
竹
赤
壁
賦
筆
筒
」（
清
前
期
、
口
径10.2

×7.1cm

、
高
さ13.7cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
）、「
掐
糸
琺
瑯
赤
壁
図
扁
壺
」（
清
、
高

さ57.0cm

、
幅38.0cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
）、「
赤
壁
図
鶏
血
石
未
刻
印
」（
清
、
辺

長4.2

～4.3cm

、
高
さ9.0cm

、
重
さ364.0g

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
な
ど
の
赤
壁
図

                                        

         

 

⑥

周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、
図
六
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九
九
六
年
、

二
四
～
三
三
頁
。 

⑦

周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、
図
七
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九
九
六
年
、

二
四
～
三
三
頁
。 

⑧

周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、
図
八
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九
九
六
年
、

二
四
～
三
三
頁
。 

⑨

周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、
図
九
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九
九
六
年
、

二
四
～
三
三
頁
。 

⑩

周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、
図
十
二
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九
九
六
年
、

二
四
～
三
三
頁
。 
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と
似
て
い
る
①

。 
（
１
０
）「
松
花
石
山
水
人
物
挿
屏
」 

清
・
乾
隆
年
間
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
玉
石
質
の
屏
面
中
、
出
行
あ
る
い
は
帰
来
の

騎
馬
人
物
と
楼
閣
人
物
図
が
刻
ま
れ
て
い
る
②

（F
ig.

Ⅶ-11

）
。 

（
１
１
）「
紫
檀
嵌
黄
楊
木
彫
雲
龍
屏
風
」 

高
さ306.0cm

、
幅356.0cm

、
三
扇
、
故
宮
博
物
院
蔵
。
紫
檀
の
屏
面
に
彫
刻
さ
れ
た

黄
楊
木
の
遊
龍
が
嵌
め
ま
れ
て
い
る
③

。 

２
．
屏
風 

清
時
代
に
入
っ
て
、
明
時
代
の
屏
風
様
式
を
継
承
し
、
大
型
の
多
曲
屏
風
が
数
多
く
流
行

し
た
。
そ
の
画
題
と
形
式
に
つ
い
て
は
、
数
点
の
好
例
を
あ
げ
て
検
証
し
よ
う
（
資
料
編
の

表
Ⅶ
№685

～692

参
照
）。 

（
１
）．「
海
景
人
物
図
款
彩
黒
漆
屏
風
」（
十
二
牒
） 

清
初
（
十
七
～
十
八
世
紀
）、
縦273.5

×
横600.0

×
厚6.0cm

、
デ
ン
マ
ー
ク
・
民
族

博
物
館
蔵
。
こ
の
屏
風
は
款
彩
の
技
法
を
主
に
、
彩
絵
を
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
屏
面

に
は
一
処
の
海
港
の
華
や
か
な
風
景
が
描
か
れ
て
、
周
辺
に
は
博
古
図
と
双
龍
寿
字
文
で
装

飾
さ
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-12

）
。
画
中
の
七
〇
余
人
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
な
ど
の
外
国
人
（
南
蛮

人
）
で
あ
る
が
、
背
景
と
し
て
の
山
水
図
は
中
国
風
で
あ
る
④

。
こ
の
よ
う
な
画
題
は
非
常

に
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
屏
風
は
神
戸
市
立
博
物
館
な
ど
の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
南
蛮
図
屏
風
と
酷
似
し
て
い
る
。 

例
え
ば
、
神
戸
市
立
博
物
館
の
「
南
蛮
屏
風
」
（
重
要
文
化
財
、
桃
山
時
代
、
狩
野
内
膳

筆
）
は
、
左
隻
は
奇
妙
な
異
国
建
築
を
バ
ッ
ク
に
、
帆
を
張
っ
た
南
蛮
船
が
出
港
す
る
場
面
。

右
隻
は
日
本
で
の
貿
易
品
荷
揚
げ
、
カ
ピ
タ
ン
の
行
列
を
出
迎
え
る
宣
教
師
た
ち
を
描
い
て

い
る
（F

ig.

Ⅶ-13

）
。
あ
ざ
や
か
な
色
彩
と
、
細
部
に
わ
た
る
入
念
な
描
写
は
、
七
〇
点
ほ
ど

現
存
す
る
南
蛮
屏
風
の
中
で
も

も
す
ぐ
れ
た
遺
品
と
い
え
る
。
各
隻
に
「
狩
野
内
膳
筆
」

                                        

         

 

①

王
耀
庭
「
文
学
名
著
與
美
術
特
展
緒
説
」、
器
物
処
「
簡
介
「
文
学
名
著
與
美
術
特
展
」
中
的
器
物
」『
故
宮

文
物
月
刊
』
２
１
６
（
第
十
八
巻
第
十
二
期
）、
四
～
四
一
頁
、
口
絵
図
、
挿
図
一
、
二
、
三
、
四
、
二
〇
〇

一
年
。 

②

『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
７
１
（
第
十
五
巻
第
三
期
）
表
紙
封
底
、
一
九
九
七
年
。 

③

故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
工
芸
品
選
』
図
版
八
九
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
四
年
。 

④

索
予
明
・
張
志
蕙
「
清
初
海
景
人
物
図
款
彩
黒
漆
屏
風
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
二
三
九
（
第
二
十
巻
第
十
一

期
）
二
〇
〇
三
年
、
二
六
～
三
〇
頁
。 

の
款
記
と
「
内
膳
」
白
文
方
郭
壺
印
が
あ
る
。
内
膳(

一
五
七
〇
～
一
六
一
六
年)

は
摂
津
伊

丹
城
主
・
荒
木
村
重
の
家
臣
の
子
。
主
家
が
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
た
た
め
、
狩
野
松
栄
に

つ
い
て
画
家
と
な
り
、
の
ち
豊
臣
家
の
お
抱
え
絵
師
に
な
っ
た
。
秀
吉
７
回
忌
の
祭
礼
を
描

い
た
豊
国
祭
礼
図
屏
風
（
京
都
・
豊
国
神
社
蔵
）
は
そ
の
代
表
作
。
南
蛮
屏
風
は
ほ
か
に
も

何
点
か
残
し
て
お
り
、
内
膳
得
意
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
ら
し
い
⑤

。 

 

桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
日
本
国
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
風
俗
を
主

題
に
し
た
屏
風
絵
が
数
多
く
制
作
さ
れ
、
七
十
点
近
く
の
作
例
を
数
え
る
。
そ
れ
ら
を
南
蛮

屏
風
と
総
称
す
る
⑥

（
資
料
１
９
参
照
）。 

 

南
蛮
屏
風
を
見
る
お
も
し
ろ
さ
の
ひ
と
つ
に
、
当
時
の
日
本
人
の
西
欧
理
解
が
垣
間
見
え

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
図
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
長
身
で
鼻
の
大
き
い
西
欧
人
イ
メ
ー

ジ
は
現
代
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
「
異
国
の
港
」「
異
国
の
館
」
と
記
し
、
西

欧
と
書
か
な
か
っ
た
の
は
、
南
蛮
風
俗
や
建
築
の
描
写
に
は
、
多
分
に
中
国
的
な
要
素
が
混

じ
り
こ
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
図
で
も
、
船
上
の
カ
ピ
タ
ン
が
水
墨
画
の
屏
風
を
背
に

座
す
光
景
に
は
漢
画
人
物
の
定
型
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
し
、
港
の
突
端
の
館
で
船
を
眺
め
る

異
国
婦
人
の
風
俗
も
、
き
わ
め
て
中
国
的
な
も
の
で
あ
る
。 

以
上
の
中
日
両
国
の
南
蛮
図
屏
風
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
背
景
と
文
化
芸
術
上

の
背
景
に
お
い
て
相
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。 

（
２
）．
佚
名
「
桐
蔭
仕
女
図
」
屏
風
（
八
曲
一
隻
） 

絹
本
油
彩
着
色
、
縦128.5cm

、
横326.0cm

、
清
時
代
・
康
煕
年
間
（
十
八
世
紀
） 

北

京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。 

こ
の
屏
風
は
中
国
人
の
制
作
に
な
る

初
期
の
油
画
遺
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
清
朝
宮

廷
に
伝
来
し
た
屏
風
は
、
大
半
が
木
彫
、
木
彫
象
嵌
、
漆
製
な
ど
で
あ
る
が
、
絵
画
に
よ
る

も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
屏
風
は
そ
の
な
か
で
も
貴
重
な
作
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

一
面
八
扇
に
、
絹
地
に
油
彩
で
桐
蔭
仕
女
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
は
、
房
屋
と
梧
桐
（
あ

お
ぎ
り
）の
樹
下
に
た
た
ず
む
宮
廷
の
仕
女
七
人
の
姿
を
描
い
て
い
る
。仕
女
た
ち
の
頭
部
、

身
体
は
い
ず
れ
も
細
く
長
く
表
現
さ
れ
、
光
線
の
陰
影
に
よ
る
立
体
感
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

                                        

         

 

⑤

池
長
孟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
神
戸
市
博
物
館
蔵
「
南
蛮
屏
風
」
（
六
曲
一
双
）
、
桃
山
時
代
、
狩
野
内
膳
筆
、

各154.5×363.2cm
、
紙
本
金
地
著
色
、
重
要
文
化
財
（
神
戸
市
立
博
物
館
編
集
『
南
蛮
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
池
長
孟
』（
特
別
展
、
図
録
）
図
版
Ⅳ-9

、2003

年
。） 

⑥

佐
藤
康
広
「
南
蛮
屏
風
の
意
味
構
造
」『
美
術
史
論
叢
』
１
８
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・

文
学
部
美
術
史
研
究
室
紀
要
）
一
～
三
〇
頁
、
二
〇
〇
二
年
。 



 - 137 -

る
。
同
じ
こ
と
が
房
屋
の
描
写
に
も
い
え
、
明
暗
に
よ
る
立
体
感
が
顕
著
で
あ
る
。
遠
景
の

山
水
に
い
た
る
画
面
構
成
は
透
視
法
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
建
物
や
美
人
た
ち
は
西
洋
の
透
視

遠
近
法
に
基
づ
い
て
配
置
構
成
さ
れ
、
消
去
点
は
ち
ょ
う
ど
屏
風
の
上
辺
中
央
に
、
視
平
線

は
湖
水
の
水
平
線
に
置
か
れ
て
い
る
。
桐
や
岩
の
立
体
表
現
や
山
水
の
明
暗
が
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
透
視
遠
近
法
を
学
ん
で
、
細
部
の
技
法
に
ま
だ
習
熟
し
て
い
な

い
中
国
人
宮
廷
画
家
が
描
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
油
彩
技
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
清

朝
宮
廷
に
伝
え
ら
れ
た
新
技
法
で
あ
り
、こ
の
画
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
稚
拙
で
は
あ
っ
た
が
、

宮
廷
画
家
た
ち
は
そ
の
技
法
の
習
得
に
努
力
を
重
ね
た
の
で
あ
っ
た
。
康
煕
・
雍
正
年
間
か

ら
、
透
視
遠
近
法
な
ど
西
洋
画
法
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
た
。
加
え
て
西
洋

人
宣
教
師
た
ち
の
宮
中
で
の
絵
画
制
作
は
、
宮
廷
画
家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
透

視
原
理
に
基
づ
い
て
、
庭
園
建
築
と
室
内
の
し
つ
ら
え
を
、
中
国
伝
統
の
筆
墨
・
顔
料
と
西

洋
油
画
の
明
暗
法
と
を
結
合
さ
せ
て
描
く
「
線
法
画
」
の
よ
う
な
新
た
な
様
式
も
生
ま
れ
た
①

。

本
図
は
、
主
題
を
中
国
の
伝
統
に
と
り
な
が
ら
、
新
し
い
技
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
画
面
に

は
、
す
で
に
独
特
の
古
雅
な
風
格
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
落
款
や
印
章
を
と
も
な
わ
な
い
の

で
作
者
は
不
詳
で
あ
る
が
、
文
献
資
料
に
よ
れ
ば
、
康
煕
期
に
宮
廷
画
家
と
し
て
名
高
か
っ

た
焦
秉
貞
、
冷
枚
が
、
西
洋
画
法
を
修
得
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の

画
人
た
ち
の
手
に
な
る
作
品
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
各
扇
が
連
続
し
て
ひ
と
つ
の
画
面

を
構
成
す
る
形
式
の
屏
風
を
「
通
景
屏
」
と
い
う
。
屏
風
の
裏
面
に
は
、
康
煕
帝
が
臨
写
し

た
書
に
な
る
行
草
書
「
洛
偰
賦
」
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
屏
風
の
制
作
年

代
は
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
初
期
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
②

。「
洛
偰
賦
」
は
晋

の
張
協
の
黄
河
に
注
ぐ
川
、
洛
水
で
行
わ
れ
た
偰
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
印
章

は
、「
日
鏡
雲
伸
」「
康
煕
宸
翰
」「
勅
風
清
宴
」
の
三
方
印
で
あ
る
。
董
其
昌
（
一
五
五
五~

一
六
三
六
）
の
書
は
、
米
芾
（
一
〇
五
一
～
一
一
〇
七
）
の
書
と
共
に
康
煕
帝
が

も
好
み
、

書
風
を
学
ぶ
上
で
の
手
本
で
あ
っ
た
③

（F
ig.

Ⅶ-14

）
。「
洛
偰
賦
」
の
本
文
は
資
料
９
を
参
照

                                        

         

 

①

イ
タ
リ
ア
画
家
法
拉
・
安
徳
烈
・
波
佐
（F

raA
ndrea P

ozzo,

一
六
四
二
～
一
七
〇
九
）
の
専
著
『
画
家

と
建
築
師
の
透
視
学
』
が
あ
っ
た
。
中
国
清
朝
・
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
と
雍
正
十
三
年
（
一
七
三
五
）

に
二
回
目
年
希
尭
『
視
学
』
と
い
う
中
国
絵
画
史
上
の
第
一
部
透
視
画
法
の
専
著
が
木
版
印
刷
さ
れ
た
。 

②

聶
崇
正
「
従
存
世
文
物
看
清
代
宮
廷
中
的
中
西
美
術
交
流
」『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
五
期
、
七
一
～
七
八

頁
。 

③

『
紫
禁
城
の
至
宝
―
北
京
・
故
宮
博
物
院
展
』
図
版
二
五 

便
利
堂
一
九
九
二
年
。
中
野
徹
・
西
上
実
責
任

編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
図
版
六
九
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。  

す
る
。 

（
３
）．「
松
鶴
図
款
彩
屏
風
」
④ 

清
時
代
・
康
煕
年
間
、
縦320.0cm

、
横624.0cm

、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
・
ギ
メ
博
物
館

蔵
。 （

４
）．「
漢
宮
春
暁
」
款
彩
漆
屏
風 

清
時
代
・
康
煕
年
間
、
六
曲
一
隻
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
皇
家
博
物
館
蔵
。
こ

の
六
曲
の
款
彩
漆
屏
風
は
、
清
・
康
煕
早
期
の
も
の
で
、
十
七
世
紀
晩
期
頃
に
、
中
国
清
朝

か
ら
、
当
時
の
国
際
商
人
の
オ
ラ
ン
ダ
東
印
度
会
社
に
よ
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
憲
王
国

の
オ
ラ
ン
ダ
に
輸
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
屏
風
は
、
今
ま
で
、
世
界
中
各
公
私
立
美
術
館

の
中
国
・
清
朝
の
款
彩
漆
屏
風
の
収
蔵
作
品
中
、
明
確
な
収
蔵
年
代
を
持
っ
て
い
る
唯
一
の

作
品
で
あ
る
⑤

。 

（
５
）．
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
（
漆
絵
屏
風
） 

清
・
康
煕
四
十
五
年
（
一
七
〇
六
、「
康
煕
四
十
五
年
」
銘
）、
十
二
曲
一
隻
、285.0

×

600.0cm

、
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
リ
ン
デ
ン
博
物
館
蔵
（F

ig.

Ⅶ-15

）
。
清
時
代
に
な
っ

て
初
め
て
登
場
し
た
刻
漆
絵
と
い
う
新
た
な
工
芸
技
法
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
般
に
コ

ロ
マ
ン
デ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
と
称
さ
れ
る
屏
風
に
代
表
さ
れ
る
作
品
に
用
い
ら
れ
る
特
殊
な

技
法
を
示
す
。
こ
れ
は
、
木
製
の
素
胎
に
下
地
を
ほ
ど
こ
し
、
黒
漆
を
や
や
厚
め
に
塗
り
重

ね
た
後
に
、
刀
で
文
様
を
彫
り
、
そ
の
凹
部
に
朱
・
緑
・
青
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
岩

絵
の
具
を
塗
り
込
め
、
さ
ら
に
そ
こ
に
金
箔
や
金
粉
を
使
っ
た
り
、
ま
た
密
陀
絵
の
手
法
を

用
い
た
り
し
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
作
品
に
は
、
ご
く
稀
に
合
子
の
よ
う
な

小
ぶ
り
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
通
常
は
大
型
の
屏
風
が
ほ
と
ん
ど
で
、
現
在
で
は
中

国
で
こ
れ
を
見
か
け
る
こ
と
は
少
な
く
、欧
米
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。し
か
も
、

そ
う
し
た
屏
風
に
は
、
清
時
代
初
期
の
康
煕
年
間
の
紀
年
銘
が
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
ら
は
清
時
代
の
漆
工
芸
を
語
る
う
え
で
重
要
な
遺
品
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
種
の

技
法
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
ら
し
く
、
盛
行
の
時
期
は
お
よ
そ
康
煕
年
間
を
中

心
と
し
た
期
間
に
絞
ら
れ
そ
う
で
あ
る
⑥

。 
                                        

         

 

④

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
下
）、
図
版
二
八
三
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  

⑤

周
功
鑫
「
荷
蘭
皇
家
博
物
館
蔵
中
国
六
曲
「
漢
宮
春
暁
」
款
彩
漆
屏
風
之
研
究
―
中
国
漆
工
芸
的
西
伝
初
探

―
」、
台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
『
中
国
芸
術
文
物
討
論
会
論
文
摘
要
』（
中
華
民
国
建
国
八
十
年
）
中
華

民
国
八
十
年
七
月
二
十
一
日
至
二
十
四
日
。 

⑥

中
野
徹
・
西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
挿
図
一
九
四
、
小
学
館
、
一
九
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款
彩
漆
屏
風
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
科
羅
曼
多
①

漆
屏
風
（C

orom
andel L

acquer 
screen

）
或
い
は
萬
丹
工
芸
（B

antam
 W

ork

）
と
も
謂
う
。
そ
の
制
作
技
法
は
、
簡
単
に

言
え
ば
、
漆
地
の
屏
面
に
各
模
様
を
刻
み
、
各
色
彩
を
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
資
料
１

０
参
照
）。
款
彩
漆
屏
風
に
つ
い
て
は
、
現
存
の
数
多
く
、
様
々
な
類
型
が
あ
り
、
文
様
装
飾

と
制
作
技
法
上
も
や
や
複
雑
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
屏
風
は
清
朝
の
康
煕
年
間
に
制

作
さ
れ
た
も
の
が

も
多
い
。
一
般
的
に
十
曲
あ
る
い
は
十
二
曲
で
高
さ
は
約140.0cm

、

各
曲
幅
約40.0cm

、
厚
約1.5cm

で
あ
る
。
そ
の
文
様
の
題
材
は
、
大
き
く
分
け
て
言
え

ば
、
人
物
・
亭
台
・
楼
閣
、
山
水
と
翎
毛
花
卉
の
三
種
類
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
人
物
・

亭
台
・
楼
閣
の
構
図
様
式
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
博
古
図
案
で
辺
枠
を
装
飾
し
、
背
面

に
詩
詞
を
書
く
も
の
も
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
漆
屏
風
が
明
末
清
初
に
流
行
す
る
原
因
は
明
確
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
時

代
に
、
中
国
の
庭
園
芸
術
が
大
い
に
盛
行
し
、
各
地
に
名
園
も
林
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
庭
園
を
題
材
と
し
て
い
る
絵
画
と
版
画
挿
図
の
数
量
も
少
な
く
な
い
た
め
、
漆
屏

風
工
芸
の
取
材
も
便
利
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
漆
工
芸
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も

う
一
つ
の
理
由
は
、
明
清
朝
特
に
清
の
康
煕
朝
に
多
く
の
款
彩
漆
屏
風
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸

出
さ
れ
て
、
強
烈
な
異
国
情
趣
を
示
し
て
い
る
建
築
の
装
飾
工
芸
な
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

趣
味
も
喚
起
し
た
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
中
国
か
ら
の
款
彩
漆
屏
風
の
模
倣
が
盛

行
し
た
②

。
屏
風
、
す
な
わ
ち
折
り
畳
め
る
衝
立
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
殿
や
後
に
は
普
通

の
家
で
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
ま
っ
た
く
新
し
い
種
類
の
家
具
で
あ
っ
た
。
中
国
か

ら
来
た
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
（
ク
ロ
ガ
キ
）
の
漆
塗
り
の
屏
風
は
あ
ま
り
に
も
大
量
に

輸
入
さ
れ
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
具
職
人
た
ち
が
こ
の
輸
入
品
と
の
過
当
競
争
に
対
し

て
抗
議
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
屏
風
に
丹
念
に
施
さ
れ
た
装
飾
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

シ
ノ
ワ
ズ
リ
ー
の
主
要
な
モ
デ
ル
の
一
つ
と
な
っ
た
③

。
こ
の
面
か
ら
言
え
ば
、
款
彩
漆
屏

                                        

                                        

                                        

 

九
八
年
。 

①

范
和
鈞
『
中
華
漆
飾
芸
術
』
第
十
二
章
、
中
華
叢
書
編
委
会
、
一
九
八
一
年
。
索
予
明
「
細
説
「
款
彩
」
懐

故
人
―
桼
園
偶
摭
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
九
〇
（
第
八
巻
第
六
期
）、
一
九
九
〇
年
、
三
〇
～
三
五
頁
。 

②

周
功
鑫
『
清
康
煕
前
期
款
彩
「
漢
宮
春
暁
」
漆
屏
風
與
中
国
漆
工
芸
の
西
伝
』（
故
宮
叢
刊
甲
種
三
七
）、
台

湾
・
故
宮
博
物
院
出
版
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
五
～
一
一
〇
頁
。S

innappah 
A

R
A

S
A

R
A

T
N

A
M

.M
erchants,C

om
panies and C

om
m

erce on the C
orom

andel C
oast 

1650~1740.D
elhi:O

xford U
niversity P

ress,1986,p.7. 

③

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
Ｅ
・
ス
ト
プ
フ
ェ
ル
「
１
８
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
及
び
室
内
装
飾
に
お
け
る
東
ア

ジ
ア
風
の
諸
相
」『
美
術
史
に
お
け
る
日
本
と
西
洋
』（
国
際
美
術
史
学
会
東
京
会
議
一
九
九
一
）
収
載
、
八

風
と
い
う
漆
工
芸
は
中
国
芸
術
史
上
に
お
い
て
、
も
と
も
と
扱
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

中
西
文
化
関
係
史
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
し
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。 

（
６
）．「
緑
地
剔
紅
海
嶠
仙
縦
屏
風
」 

こ
の
屏
風
は
、
乾
隆
年
間
の
彫
漆
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
描
き
起
こ
し
図
で
あ
る
④

。

北
京
・
故
宮
博
物
館
蔵
。 

（
７
）．
王
爾
烈
寿
屏 

こ
の
屏
風
は
百
寿
図
と
も
言
う
。
一
九
五
三
年
か
ら
遼
陽
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

清
・
嘉
慶
元
年
（
一
七
九
六
）
正
月
二
十
三
日
に
清
・
乾
隆
三
十
六
年
（
一
七
七
一
）
進
士

の
遼
陽
人
王
爾
烈
は
七
十
歳
の
誕
生
日
時
、
清
政
府
の
官
僚
と
翰
林
院
の
同
僚
か
ら
の
九
扇

の
寿
屏
を
受
け
た
。
こ
の
屏
風
の
枠
は
柴
木
で
作
ら
れ
、
高
さ200.0cm

、
幅32.0cm

、

上
下
は
浮
き
彫
り
の
寿
字
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
全
屏
風
の
幅
は288.0cm

で
あ
る
。
屏
風
の

両
側
の
屏
面
に
は
題
款
と
あ
っ
て
、
中
央
の
七
扇
の
屏
心
に
は
磁
青
紙
で
寿
字
の
枠
が
縫
取

っ
て
、14

×14cm

の
百
二
十
六
幅
の
泥
金
紙
の
各
書
体
の
寿
字
と
絵
画
が
押
し
張
っ
て
い

る
⑤

。
こ
の
よ
う
な
屏
風
式
の
寿
屏
は
清
時
代
に
流
行
し
た
⑥

。 

（
８
）「
西
湖
風
景
図
屏
風
」 

二
〇
〇
六
年
末
頃
、
浙
江
省
永
康
市
の
会
社
社
長
の
陳
高
升
は
、
広
東
か
ら
一
点
の
十
二

扇
「
西
湖
風
景
図
屏
風
」
を
購
入
し
た
。
こ
の
屏
風
は
縦286.0cm

、
幅642.0cm

で
、
正

面
に
南
宋
の
西
湖
十
景
か
ら
清
時
代
の
西
湖
十
八
景
ま
で
の
画
が
、
三
三
七
人
の
各
種
類
の

風
俗
生
活
の
内
容
を
含
ん
で
金
箔
絵
の
技
法
と
西
洋
絵
画
の
明
暗
法
を
採
用
し
て
描
か
れ
て
、

背
面
に
は
楷
書
の
書
道
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
書
道
の
内
容
に
よ
っ

て
、
こ
の
屏
風
が
清
・
道
光
二
年
（
一
八
二
二
）
に
祝
寿
儀
式
用
の
寿
屏
の
た
め
に
制
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

以
上
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
明
清
時
代
に
お
け
る
実
物
屏
風
画
は
楼
閣
山
水
・
人
物
と
い

う
風
俗
図
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 
三 
壁
画 

                                        

                                        

                                        

 

一
～
八
九
頁
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
五
年
。 

④

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
下
）、
挿
図
五
三
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  

⑤

鄒
宝
庫
「
清
嘉
慶
元
年
王
爾
烈
寿
屏
」『
文
物
』
一
九
八
六
年
第
十
期
、
図
一
、
七
六
～
九
六
頁
。 

⑥

清
・
乾
隆
年
間
の
小
説
『
紅
楼
夢
』
に
は
賈
母
が
八
十
大
寿
の
時
、
親
戚
か
ら
十
六
架
寿
屏
風
を
受
け
た
と

あ
る
。
そ
の
中
の
甄
家
の
一
架
は
十
二
扇
の
大
屏
風
で
あ
る
。 
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明
清
時
代
の
墓
葬
壁
画
と
寺
院
壁
画
の
屏
風
絵
装
飾
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
発
見
さ
れ

た
も
の
が
極
め
て
少
な
い
。 

（
一
）
古
墳
壁
画
（
資
料
編
の
表
Ⅵ
№54

、55

参
照
） 

 

１
．
甘
粛
省
漳
県
汪
氏
家
族
墓 

 

一
九
七
二
～
一
九
七
九
年
、
甘
粛
省
漳
県
徐
家
坪
汪
家
墳
墓
地
か
ら
、
二
十
七
基
の
元
・

明
時
代
の
汪
氏
家
族
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
内
、
明
代
の
十
五
号
壁
画
墓
（
汪
寿
墓
）
の

西
壁
に
、
山
水
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
①

。 
 

２
．
陝
西
大
茘
八
魚
村
３
号
清
代
石
室
墓
彫
刻
画 

 

二
〇
〇
一
年
、
陝
西
大
茘
八
魚
村
に
清
代
の
五
基
石
室
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
三
号
墓

は
、
清
・
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
の
李
天
培
夫
婦
を
中
心
と
し
た
四
人
の
合
葬
墓
で
あ
る
。

こ
の
墓
の
中
に
は
、
極
め
て
精
美
な
浮
彫
と
線
刻
画
が
多
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
南
・

北
側
室
門
の
両
側
と
奧
壁
に
は
、
山
水
人
物
図
と
花
瓶
・
香
炉
な
ど
の
博
古
図
屏
風
が
減
地

刻
の
技
法
で
彫
ら
れ
て
い
る
。
各
屏
面
は
、
上
・
中
・
下
の
三
点
の
同
じ
纏
枝
花
卉
図
案
を

欄
界
と
し
て
、
屏
面
を
二
段
に
分
け
て
い
る
。
上
段
に
は
、
山
水
人
物
図
が
刻
ま
れ
て
、
下

段
に
は
、
花
瓶
・
香
炉
・
折
枝
花
卉
の
博
古
図
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
中
墓
室
の
奧
壁
に
は
、

四
曲
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
、
技
法
と
構
図
上
は
南
・
北
側
室
の
奧
壁
と
同
様
で
あ
る
が
、

上
段
に
は
、
中
間
の
二
曲
に
人
物
山
水
図
が
刻
ま
れ
て
、
両
側
に
は
、
花
鳥
図
が
刻
ま
れ
て

い
る
（F

ig.

Ⅶ-16

）
。
こ
の
よ
う
な
屏
風
の
形
式
は
、
中
庭
の
南
窓
上
部
の
庭
園
門
外
の
照
壁

屏
風
と
同
じ
で
あ
る
。
各
扇
の
法
量
は
、
約
縦
一
四
三
．
〇
セ
ン
チ
、
横
三
一
．
〇
セ
ン
チ

で
あ
る
。
ま
た
、
庭
院
の
南
北
両
側
の
八
字
壁
と
南
北
墓
室
の
奧
壁
に
は
、
通
屏
の
花
鳥
双

鹿
図
の
減
地
刻
画
が
あ
る
。
画
中
画
と
し
て
は
、
中
庭
の
南
窓
上
部
の
庭
園
門
外
の
照
壁
屏

風
や
南
墓
室
門
額
南
側
の
孝
子
図
中
の
格
子
屏
風
や
北
墓
室
門
額
北
側
の
人
物
の
背
障
屏
風

が
あ
る
②

（F
ig.

Ⅶ-17

）
。 

（
二
）
寺
窟
壁
画 

 

１
．
新
絳
稷
益
廟
壁
画 

 

山
西
省
新
絳
県
城
の
南
に
あ
る
稷
益
廟
（
陽
王
廟
）
壁
画
に
は
、
人
物
の
座
屏
と
屏
風
が

描
か
れ
て
い
る
（F
ig.

Ⅶ-18

）
。
明
・
正
徳
二
年
（
一
五
〇
七
）
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
こ
の
寺

                                        

         

 

①

甘
粛
省
博
物
館
・
漳
県
文
化
館
「
甘
粛
漳
県
元
代
汪
世
顕
家
族
墓
葬
」
簡
報
之
一
、『
文
物
』
一
九
八
二
年

第
二
期
、
一
～
七
頁
。  

②

陝
西
省
考
古
研
究
所
「
陝
西
大
茘
八
魚
村
３
号
清
代
石
室
墓
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
七
期
、

四
五
～
六
一
頁
。  

観
壁
画
は
明
代
の
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
大
禹
・
后
稷
・
伯
益
に
礼
拝
す
る
」

画
面
に
は
、
大
画
面
の
日
月
龍
水
文
図
屏
風
が
立
て
て
い
る
③

。
こ
の
よ
う
な
水
波
文
図
屏

風
は
、
明
清
時
代
の
伝
世
品
絵
画
中
、
よ
く
見
ら
れ
る
。 

２
．
安
西
楡
林
窟
壁
画 

隋
唐
時
代
に
、
莫
高
窟
の
ほ
か
に
は
、
安
西
の
楡
林
窟
が
大
規
模
な
石
窟
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
現
存
し
て
い
る
屏
風
画
は
、
清
代
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

第
八
窟
の
南
、
北
壁
に
花
卉
図
六
扇
、
東
壁
に
山
水
・
人
物
・
花
鳥
図
六
扇
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
清
代
の
遺
作
で
あ
る
。 

第
九
窟
の
東
壁
に
花
鳥
図
六
扇
；
第
三
七
窟
の
南
、
北
壁
に
山
水
、
人
物
、
花
鳥
図
六
扇
；

第
四
〇
窟
主
室
の
西
壁
に
山
水
、
人
物
図
十
二
扇
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

四 

伝
世
品
の
絵
画 

（
一
）
明
代
（
屏
風
に
関
係
あ
る
百
余
幅
） 

 

明
と
い
う
時
代
は
、
朱
子
学
が
正
当
な
国
の
学
問
と
し
て
権
威
を
も
っ
た
時
代
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
明
代
の
絵
画
は
、
面
白
み
が
薄
く
、
生
真
面
目
な
線
描
、
丁
寧
な
彩
色
が
み
ら

れ
、
写
意
主
義
の
伝
統
が
ほ
ぼ
消
滅
す
る
と
い
う
時
代
の
閉
塞
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
明
の
後
半
に
な
る
と
、
朱
子
学
に
対
抗
し
、
陽
明
学
、
陽
明
心
学
が
生
ま
れ
、
思
想

界
は
空
前
の
活
況
を
呈
す
る
。 

 

明
代
の
末
よ
り
、
宣
教
師
の
渡
来
が
あ
り
、
西
洋
画
に
対
す
る
知
識
が
一
部
の
知
識
人
に

広
が
る
。 

明
代
絵
画
は
輝
か
し
い
伝
統
を
有
す
る
中
国
絵
画
の
基
礎
の
上
に
立
ち
新
し
い
発
展
を
遂

げ
た
。
初
期
に
は
宮
廷
に
多
く
の
優
秀
な
画
家
が
集
め
ら
れ
、
華
々
し
い
活
躍
を
し
た
。
中

期
に
な
る
と
宮
廷
絵
画
は
次
第
に
下
火
と
な
り
、
画
壇
の
主
た
る
活
動
は
江
南
に
移
っ
て
、

浙
派
④

、
呉
派
の
二
大
画
派
が
生
ま
れ
た
。
浙
派
は
水
墨
を
基
調
と
す
る
職
業
画
家
集
団
で

                                        

         

 

③

品
豊
・
蘇
慶
編
『
歴
代
寺
観
壁
画
芸
術
・
第
１
輯
（
新
絳
稷
益
廟
壁
画
・
繁
峙
公
主
寺
壁
画
）』
図
版
三
、

四
、
重
慶
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

④

明
前
半
の
宮
廷
を
中
心
と
し
た
絵
画
様
式
を
、
そ
の
中
心
的
画
家
戴
進
（
一
三
八
八
～
一
四
六
二
）
や
、
他

の
多
く
の
宮
廷
画
家
の
出
身
地
で
あ
っ
た
浙
江
の
地
名
を
と
っ
て
浙
派
戸
と
呼
ん
だ
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。

文
人
が
山
水
画
を

も
重
要
視
し
た
こ
と
か
ら
、
浙
派
と
い
う
呼
称
は
お
も
に
山
水
画
に
つ
い
て
い
わ
れ
た

様
式
概
念
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
絵
画
様
式
に
つ
い
て
は
、
宋
代
へ
の
復
古
的
画
風
や
粗
放
な
筆
墨

と
大
胆
な
画
面
構
成
で
風
靡
し
た
。 
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あ
り
、
呉
派
は
淡
彩
を
基
調
と
す
る
文
人
画
集
団
で
あ
る
。
両
派
の
熾
烈
な
争
い
の
後
、
文

人
画
全
盛
の
時
代
を
迎
え
た
。
表
現
方
法
と
し
て
は
、
筆
を
使
い
分
け
る
、
或
い
は
爪
と
か

指
を
使
っ
て
描
く
も
の
も
あ
っ
た
。
中
国
の
文
人
の
概
念
は
国
の
高
位
高
官
（
高
級
官
僚
）

で
財
力
が
あ
り
政
治
を
動
か
す
者
が
、
そ
の
窮
屈
さ
か
ら
の
解
放
か
ら
木
こ
り
や
漁
師
の
自

由
に
憧
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
絵
画
は
自
分
の
意
志
で
表
現
す
る
と
い
う
意
識
は
、

昔
か
ら
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
文
人
画
は
、
上
手
い
が
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
感
じ
が

な
い
宮
廷
絵
画
と
は
対
照
的
だ
っ
た
。
文
人
画
は
日
本
の
絵
画
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
、

江
戸
時
代
に
長
崎
貿
易
を
通
じ
本
格
的
に
日
本
に
入
り
隆
盛
し
て
い
っ
た
。
日
本
の
江
戸
時

代
の
文
人
は
財
力
が
な
い
儒
者
で
、
藩
の
禄
を
食
む
程
度
が
、
文
人
画
へ
の
憧
れ
と
驚
異
を

意
識
的
に
東
ア
ジ
ア
で
共
有
し
た
こ
と
が
面
白
い
。 

 
 
 
 
 

 
 

明
代
絵
画
を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
画
院
系
絵
画
（
院
派
）、
南
宗
画(

呉
派)

の
系
統
が
あ

る
。
明
代
前
半
は
画
院
画
で
あ
っ
た
が
、
後
半
は
南
宗
画
が
リ
ー
ド
し
、
そ
の
過
渡
期
に
は
、

院
派
の
活
動
が
み
ら
れ
た
。
浙
派(

北
画)

と
い
う
職
業
画
人
の
画
風
が
衰
退
し
、
南
宗
画
が

勢
力
を
得
た
時
期
は
、
郷
紳
の
存
在
が
よ
う
や
く
目
立
っ
た
成
化
年
間
の
頃
で
あ
る
。
沈
周

を
先
導
者
と
し
て
、
江
南
呉
郡
を
中
心
に
現
わ
れ
は
じ
め
、
以
後
、
明
末
ま
で
明
代
絵
画
は
、

南
宗
画
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
①

。 

 

明
代
絵
画
に
は
創
造
性
と
個
性
的
な
表
現
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
浙
、
呉
両

派
共
に
古
典
の
再
認
識
を
第
一
義
と
し
て
い
た
。
徐
渭
に
よ
る
水
墨
花
卉
画
の
成
立
が
わ
ず

か
に
光
彩
を
放
っ
た
こ
と
と
、
明
末
清
初
、
遺
民
意
識
の
高
揚
と
共
に
現
わ
れ
た
石
濤
、
八

大
山
人
等
が
個
性
の
強
い
独
自
の
画
風
を
打
ち
樹
て
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。 

明
初
の
洪
武
年
間
に
、
南
宗
画
家
が
現
わ
れ
て
か
ら
も
、
約
半
世
期
に
わ
た
る
南
宗
画
の

空
白
時
代
が
続
い
た
。
沈
周
の
現
わ
れ
る
成
化
期
ま
で
は
、
南
宗
画
が
空
白
時
代
と
な
り
、

明
代
画
壇
の
主
勢
力
は
画
院
に
握
ら
れ
、
画
風
の
上
で
浙
派
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。 

 

沈
周
の
出
現
は
明
代
絵
画
の
趨
勢
を
変
え
呉
派
の
南
宗
画
隆
盛
の
大
き
な
緒
口
を
作
っ
た
。

彼
は
「
姑
蘇
の
沈
周
は
宋
元
に
出
入
し
一
機
軸
を
成
す
」
と
評
さ
れ
、「
和
す
る
も
の
稀
」
と

称
さ
れ
た
ほ
ど
古
画
の
研
究
に
没
頭
し
た
が
、
か
つ
て
南
宋
画
院
に
お
い
て
馬
遠
が
永
い
家

系
上
の
利
点
を
負
っ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
彼
も
ま
た
四
代
に
亘
る
好
事
の
家
系
を
背
負
っ

て
い
た
。
代
々
、
呉
郡
に
隠
栖
し
て
お
り
、
典
型
的
な
文
人
生
活
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
。
沈
周
が
明
代
南
画
を
復
興
し
た
動
機
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ
う
な
文
人
画
家
的
南
宗
画

                                        

         

 

①

鈴
木
敬
・
松
原
三
郎
『
東
洋
美
術
史
要
説
』「
明
代
の
画
壇
の
動
向
」
吉
川
弘
文
館
よ
り
。 

家
を
輩
出
し
た
家
系
を
充
分
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。沈
周
は
字
を
啓
南
と
い
い
、

「
石
田
」
と
号
し
た
。
宋
元
の
名
家
は
臨
暮
し
な
い
も
の
は
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
刻
苦
し

て
画
を
学
び
、
殊
に
董
源
、
巨
然
を
範
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
中
年
以
降
は
黄
子
久
に
心
酔

し
、
晩
年
に
は
呉
鎮
を
学
ん
で
草
々
と
し
た
画
面
、
粗
枝
大
葉
の
粗
い
描
写
を
試
み
て
い
た

と
い
わ
れ
、
元
末
四
大
家
中
で
は
倪
雲
林
の
画
風
だ
け
が
消
化
し
き
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。
現
存
す
る
作
品
は
夥
し
い
数
に
の
ぼ
り
、
ど
れ
を
正
筆
と
す
る
か
は
今
後

に
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
概
観
す
れ
ば
画
面
は
覇
気
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
、
筆
墨

は
雄
健
で
は
あ
る
が
、
南
宗
画
特
有
の
煙
雲
の
気
や
情
趣
に
は
乏
し
い
憾
み
が
あ
る
。
沈
周

を
有
名
に
し
た
の
は
南
宗
画
復
興
の
先
導
者
と
し
て
の
功
績
で
あ
り
、
門
下
か
ら
文
徴
明
を

出
す
こ
と
に
よ
り
、
明
代
南
宗
画
の
基
礎
を
確
乎
た
る
も
の
に
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

明
代
南
宗
画
の
様
式
的
な
完
成
、
元
末
四
大
家
に
導
か
れ
た
多
様
な
形
式
の
消
化
は
、
文

徴
明
と
そ
の
一
族
及
び
そ
の
門
下
に
よ
っ
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

文
徴
明
自
身
は
沈
周
と
並
称
さ
れ
る
南
宗
画
の
二
巨
頭
で
は
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
画
技
は
決

し
て
天
分
の
豊
さ
を
誇
示
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
偉
大
さ
は
常
に
同
時
代
の
文

人
画
家
、
或
は
門
下
生
達
の
中
心
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
識
見
と
人
格
の
持
主
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
絵
画
様
式
の
完
成
は
む
し
ろ
こ
う
し
た
同
時
代
の
画
人
や
そ
の
弟
子
達
に
よ
っ

て
な
し
と
げ
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
文
徴
明
は
官
吏
に
な
ろ
う
と
し
て
二
十
八

年
も
受
験
し
つ
づ
け
た
人
で
あ
る
。
謹
厳
な
努
力
型
の
文
人
で
あ
り
、
詩
文
書
画
共
に
そ
の

人
柄
を
反
映
し
て
い
る
。
正
徳
か
ら
嘉
靖
に
亘
る
南
宗
画
の
発
展
と
文
徴
明
の
関
係
、
さ
ら

に
は
院
派
の
画
人
仇
英
と
の
関
係
も
検
討
に
値
す
る
課
題
で
あ
る
。 

 

徐
渭
画
の
特
徴
は
、
草
書
体
の
書
の
筆
の
運
筆
法
を
縦
横
に
生
か
し
、
写
意
主
義
の
哲
学

に
習
熟
し
、
人
間
の
主
体
能
動
性
の
讃
歌
を
存
分
に
展
開
し
た
点
に
あ
る
。
彼
自
身
は
、「
吾

書
第
一
、
詩
二
、
文
三
、
画
四
」
と
い
う
卓
越
し
た
才
能
の
持
ち
主
、
科
挙
の
不
合
格
と
い

う
挫
折
は
、
彼
の
多
芸
多
才
の
故
か
も
し
れ
な
い
②

。 

 
明
時
代
に
お
け
る
絵
画
の
南
北
二
宗
論
や
職
業
画
と
文
人
画
な
ど
の
変
化
を
歴
史
学
的
の

視
点
か
ら
み
れ
ば
、
以
下
の
通
り
に
な
る
。 

宋
時
代 
画
院
→
院
体
画
→
北
宗
画
…
明
時
代 

院
体
画
系 

北
宗
画
（
北
画
）
仇
英 

宋
時
代 
知
識
人
→
文
人
画
→
南
宗
画
…
明
時
代 

南
宗
画
（
南
画
） 

董
其
昌
が
大
成
し

た
文
人
画 

                                        

         

 

②

鈴
木
敬
・
松
原
三
郎
『
東
洋
美
術
史
要
説
』
吉
川
弘
文
館
よ
り 
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こ
の
よ
う
に
、
明
末
の
董
其
昌
（
一
五
五
五
～
一
六
三
六
）
に
至
っ
て
「
南
北
二
宗
論
」

と
い
う
絵
画
史
観
や
「
倣
古
」
と
い
う
理
論
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
絵
画
史
上
特
筆

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
董
其
昌
以
降
の
中
国
画
史
に
お
い
て
そ
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
画

家
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
日
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
絵
画
史
の
集
大

成
に
依
拠
す
る
あ
ま
り
、中
国
禅
宗
の
師
伝
の
系
譜
と
い
う
北
宗
派
と
南
宗
派
と
の
類
別
を
、

あ
た
か
も
絵
画
も
同
じ
軌
跡
を
歩
ん
だ
か
の
ご
と
く
絵
画
に
も
あ
て
は
め
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

明
代
で
は
、初
め
の
百
年
ほ
ど
は
宮
廷
絵
画
が
中
心
で
あ
っ
た
。要
す
る
に
そ
の
時
期
は
、

文
化
活
動
を
支
え
る
条
件
を
提
供
し
え
た
の
は
、
わ
ず
か
に
宮
廷
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
明
初
の
宮
廷
に
は
、
ま
ず
、
洪
武
帝
が
無
傷
で
手
に
入

れ
た
元
の
大
都
（
北
京
）
の
宮
廷
か
ら
、
宮
廷
画
家
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
引
き
継
が
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
各
方
面
か
ら
画
家
が
採
用
さ
れ
、
彼
ら
は
当
時
の
都
、
南
京
の
造

営
や
王
朝
の
威
信
を
視
覚
的
に
演
出
す
る
た
め
に
仕
事
を
し
た
。
そ
の
多
く
は
、
南
宋
か
ら

元
に
か
け
て
仏
画
や
肖
像
制
作
な
ど
を
担
っ
た
職
業
画
家
で
あ
り
、
さ
ら
に
元
代
江
南
に
出

現
し
た
、
半
職
業
画
家
で
あ
っ
た
文
人
画
家
も
宮
廷
に
出
仕
し
た
。 

 

や
が
て
、
十
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
文
人
画
の
活
動
を
担
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
「
呉
派
」
が

蘇
州
で
現
れ
る
。
一
方
、
明
前
半
の
宮
廷
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
浙
江
出
身
の
職
業
画
家

を
、
呉
派
に
対
し
て
「
浙
派
」
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
明
時
代
の
絵
画
を
考
え
る
う
え
で
、
も

っ
と
も
重
要
な
事
実
は
、
十
六
世
紀
初
め
こ
ろ
を
境
に
、
宮
廷
絵
画
と
文
人
画
の
「
力
関
係
」

が
逆
転
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

屏
風
画
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
膨
大
な
画
家
と
作
品
の
残
る
明
の
屏
風
絵
画

を
、
画
家
の
社
会
的
地
位
や
絵
画
の
用
途
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
る
べ
く
分
か

り
や
す
く
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
個
々
の
作
品
の
鑑
賞
の
手
引
き
と
な
る
よ

う
な
絵
画
の
造
形
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
よ
う
に
画
題
別
の
視
点
か
ら
数
例
を
挙

げ
て
述
べ
て
い
く
。 

 

ア
．
風
俗
人
物
図
屏
風 

明
時
代
に
お
け
る
屏
風
画
の
中
で
風
俗
人
物
図
屏
風
は
、
押
絵
貼
屏
風
の
形
式
で
登
場
す

る
。
例
え
ば
、
中
央
工
藝
美
術
学
院
に
所
蔵
し
て
い
る
四
扇
の
八
仙
人
物
図
押
絵
貼
屏
風
あ

る
い
は
掛
屏
が
あ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№118

参
照
）。 

 

イ
．
山
水
図
屏
風 

資
料
編
の
表
Ⅶ
№105

か
ら236

ま
で
に
よ
る
と
、
画
中
画
屏
風
で
も
、
掛
屏
で
も
、
山

水
図
が
主
な
部
分
を
占
め
て
、
次
は
花
鳥
・
花
卉
図
、
そ
の
次
は
人
物
風
俗
図
と
あ
る
。
以

下
、
画
中
画
と
し
て
い
る
山
水
図
屏
風
絵
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
作
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。 

１
．
陳
洪
綬
「
宣
文
君
授
経
図
」 

崇
禎
十
一
（
一
六
三
八
）
年
、
絹
本
墨
画
着
色
、
軸
、
縦173.7cm

、
横55.6cm

、
ア

メ
リ
カ
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
。
陳
洪
綬
（
一
五
九
九~

一
六

五
二
）
は
浙
江
省
諸
曁
の
人
で
、
字
を
章
侯
と
い
い
、
老
蓮
と
号
し
た
が
、
明
の
滅
亡
後
は

悔
遅
、
あ
る
い
は
勿
遅
と
称
し
た
。
彼
の
人
物
画
風
は
、
六
朝
の
顧
愷
之
、
唐
の
呉
道
之
、

宋
の
李
公
麟
ら
に
範
を
え
て
い
る
。
彼
の
擬
古
趣
味
の
画
風
は
、
明
末
画
壇
の
大
き
な
趨
勢

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
明
末
の
画
壇
で
、
人
物
画
で
は
崔
子
忠
①

と
並
び
「
南
陳
北
崔
」
と
称

さ
れ
る
ほ
ど
に
名
声
が
あ
っ
た
。
本
図
は
陳
洪
綬
中
年
期
の
代
表
作
と
い
え
よ
う
。
こ
の
画

に
描
か
れ
て
い
る
衝
立
の
画
中
画
は
、
青
緑
山
水
を
施
し
て
、
構
成
の
基
本
と
な
る
手
前
か

ら
、奥
行
き
ま
で
何
回
と
な
く
土
坡
を
繰
り
返
し
、流
水
の
水
平
線
の
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

画
面
に
安
定
感
と
整
っ
た
形
式
美
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
み
ご
と
な
装
飾
的
効
果
を
あ
げ
て

い
る
②

。
画
中
山
水
図
の
こ
の
よ
う
な
山
容
の
構
成
は
、
宋
代
の
山
水
画
に
よ
く
見
ら
れ
る

巨
大
な
塊
を
岩
塊
、
円
い
峰
、
平
ら
な
台
地
の
三
つ
の
単
位
に
分
け
、
伝
統
的
な
前
景
、
中

景
、
後
景
の
三
景
と
い
う
基
本
区
分
を
放
棄
し
て
、
相
互
に
組
み
合
わ
せ
て
下
か
ら
上
へ
複

雑
な
連
続
運
動
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
山
水
の
構
成
は
、
抽
象
性
が
あ
り
、
複
雑

で
変
化
に
富
み
、
画
面
の
随
所
に
目
を
引
く
細
か
な
景
観
を
配
す
る
の
に
都
合
が
よ
い
。
そ

の
目
的
は
、
外
在
の
自
然
を
受
け
身
に
再
現
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
柔
軟
な
や
り
方
で

自
然
を
組
み
替
え
、
山
水
に
自
ら
生
気
を
発
せ
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
（F

ig.

Ⅶ-19

）
。 

２
．
劉
俊
「
雪
夜
訪
普
図
軸
」 

絹
本
着
色
、
縦143.2cm

、
横75.3cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
こ
の
宮
廷
歴
史
故

事
画
に
は
、
屋
宇
内
、
主
人
の
身
後
に
は
、
大
幅
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
屏
面

に
、
墨
画
淡
彩
の
平
遠
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
③

。 
                                        

         

 

①

明
末
山
東
省
莱
陽
の
人
で
、
人
物
画
が
得
意
で
あ
る
。  

②

西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
図
版
九
八
、
小
学
館
、
一

九
九
九
年
。
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
―
』
図
版
四
一
、
一
九
九
八
年
。
ま
た
、
前
掲
鈴
木
敬
氏
の
著
作
『
中
国
絵
画
史
』（
明
）
の
図
版93

、

94

参
照
。 

③

国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
図
版
二
三
五
、
商
務
印
書
館
・
上
海
辞
書
出
版
社
、
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３
．
仇
英
「
酔
翁
亭
図
巻
」 

絹
本
着
色
、
縦17.9cm

、
横49.5cm

、
北
京
市
文
物
商
店
蔵
。
亭
の
真
ん
中
に
床
榻
の

後
に
大
型
の
獨
幅
青
緑
山
水
衝
立
が
設
え
ら
れ
て
い
る
①

。 

４
．
杜
陵
内
史
「
宮
美
人
調
鸚
図
」 

絹
本
着
色
、
縦103.6cm

、
横63.1cm

。
作
者
は
、
蘇
州
で
活
躍
し
た
著
名
な
画
家
で
あ

る
仇
英
の
娘
。
杜
陵
内
史
は
そ
の
号
。
父
の
画
風
を
つ
ぎ
、
巧
緻
な
作
風
で
あ
っ
た
。
本
図

は
女
官
と
侍
女
が
鸚
鵡
を
教
え
て
い
る
場
面
を
描
い
た
も
の
（F

ig.

Ⅶ-20

）
。
明
代
の
美
人
図

の
特
色
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
画
面
中
、
多
曲
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
屏
面
の
内
容

は
山
水
図
で
あ
る
②

。 

５
．
伝
趙
子
昂
筆
「
琴
棋
書
画
図
」（
四
幅
） 

十
四
世
紀
、
各
縦133.6~139.4cm
、
横74.2cm

、
徳
川
美
術
館
蔵
。 

本
図
は
、
趙
子
昂
（
孟
頫
、
一
二
五
四~

一
三
二
二
）
筆
と
伝
え
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、

彼
の
画
風
と
は
い
さ
さ
か
異
な
り
、
お
そ
ら
く
子
昂
の
作
風
を
学
ぶ
明
時
代
初
期
の
画
家
の

作
と
推
定
さ
れ
る
。
樹
下
で
琴
を
弾
じ
、
碁
を
囲
み
、
筆
を
と
っ
て
書
を
か
き
、
絵
画
を
鑑

賞
し
つ
つ
、
悠
々
と
し
て
生
活
を
楽
し
む
高
士
の
姿
が
四
幅
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
厳

格
な
鉄
線
描
と
濃
彩
で
描
か
れ
、
人
物
、
楼
閣
、
樹
木
、
文
房
具
な
ど
を
は
じ
め
、
高
士
が

理
想
と
し
た
生
活
の
有
様
が
克
明
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
絵
画
を
鑑
賞
し
て

い
る
幅
に
は
、
水
墨
山
水
図
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。
画
面
構
図
は
、
高
遠
、
深
遠
、

平
遠
と
い
う
三
遠
の
遠
近
法
を
応
用
し
、
披
麻
皴
の
技
法
も
見
ら
れ
る
。 

６
．「
李
端
端
図
」
軸 

明
・
唐
寅
筆
、
紙
本
着
色
、122.5

×57.2cm

、
南
京
博
物
院
蔵
。
明
代
の
周
臣
の
弟
子

で
あ
る
唐
寅
は
多
才
な
画
家
で
、
早
く
か
ら
出
色
の
誉
れ
が
あ
っ
た
。
彼
の
「
李
端
端
図
」

は
、
唐
代
の
名
妓
李
端
端
が
詩
人
張
祜
に
題
詩
を
請
う
た
故
事
を
描
く
が
、
表
情
姿
態
に
現

実
味
が
あ
り
、
衣
文
は
細
筆
で
鉄
線
描
を
な
し
、
流
暢
で
力
強
い
（F

ig.

Ⅶ-21

）
。
こ
の
種
の

描
法
は
李
公
麟
の
系
統
を
ひ
く
も
の
だ
が
、
唐
寅
の
手
に
よ
っ
て
瀟
洒
で
す
ぐ
れ
た
情
趣
を

                                        

                                        

                                        

 

一
九
九
五
年
。 

①

国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
図
版
二
九
一
、
商
務
印
書
館
・
上
海
辞
書
出
版
社
、

一
九
九
五
年
。 

②

大
阪
市
立
美
術
館
『
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
に
み
る16

世
紀
の
美
術
』
図
版
二
八
、
一
九
八
八
年
。  

③

徳
川
美
術
館
編
集
『
新
版
・
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
①
徳
川
美
術
館
の
名
宝
』
図
版
二
五
七
、
大
塚
巧
芸
社 

一
九
九
五
年
。  

増
し
添
え
て
い
る
。
李
端
端
は
手
に
白
牡
丹
を
持
っ
て
、
な
よ
や
か
に
立
ち
な
が
ら
、
彼
女

の
身
の
上
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
張
祜
は
椅
子
に
き
ち
ん
と
腰
か
け
、
李
端
端
に
む
き

あ
い
、
彼
女
の
語
る
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
侍
女
三
人
が
両
側
に
わ
か
れ
て
立
ち
、
中

心
人
物
二
人
に
侍
っ
て
い
る
。
線
描
は
細
く
す
る
ど
く
、
北
宋
の
李
公
麟
と
元
の
趙
孟
頫
の

二
人
の
筆
法
を
結
合
し
、ま
た
自
ら
俊
秀
の
気
風
を
打
ち
出
し
て
い
る
。背
景
の
屏
風
に
は
、

水
墨
山
水
を
描
き
、
細
密
な
筆
致
で
小
斧
劈
皴
（
斧
劈
皴
と
は
斧
で
割
っ
た
木
の
切
口
の
よ

う
に
、
側
筆
で
描
い
た
岩
や
山
の
ひ
だ
）
を
施
す
が
、
こ
れ
は
李
唐
一
派
の
筆
法
に
つ
な
が

る
と
い
え
る
。
山
水
屏
風
の
役
割
は
、
画
面
を
広
大
で
深
遠
に
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
種
の

方
法
は
、
早
く
南
唐
の
周
文
矩
の
「
重
屏
会
棋
図
」
中
に
用
い
ら
れ
て
、
大
い
に
成
功
を
収

め
た
。
絵
の
右
上
端
に
、
作
者
が
行
書
で
自
作
の
詩
一
首
を
書
い
て
い
る
。
唐
寅
は
、
明
の

成
化
六
年
（
一
四
七
〇
）
に
生
ま
れ
、
嘉
靖
二
年
（
一
五
二
三
）
に
卒
し
た
。
字
は
伯
虎
、

六
如
居
士
と
号
し
、
長
洲
（
今
の
江
蘇
省
呉
県
）
の
人
。
人
物
・
山
水
・
花
鳥
を
得
意
し
、

山
水
は
は
じ
め
周
臣
に
学
び
、
の
ち
に
宋
元
の
画
法
を
融
合
し
て
、
自
己
の
作
風
を
形
づ
く

っ
た
。「
呉
門
四
家
」
の
一
人
で
あ
る
④

。 

７
．
唐
寅
筆
「
倣
唐
人
人
物
図
」（「
倣
唐
人
仕
女
軸
」「
張
祜
与
李
端
端
図
」） 

紙
本
着
色
、
縦149.3cm

、
横65.9cm

、149.3

×65.9cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
。

成
二
二
二44

 

故
画
丙
〇
二
・
一
〇
・
〇
〇
四
七
五 

『
石
渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』
著
録
。

唐
寅
（
一
四
七
〇~

一
五
二
三
）
は
、
江
蘇
省
呉
県
の
人
、
字
は
伯
虎
、
号
は
六
如
居
士
と

い
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
俊
才
で
、
弘
治
一
一
年
（
一
四
九
八
）
の
郷
試
で
は
一
位
で
合
格

し
た
ほ
ど
の
秀
才
で
あ
っ
た
。
し
か
し
官
に
つ
い
た
が
適
せ
ず
郷
里
に
帰
り
隠
棲
し
て
書
画

の
生
活
に
は
い
っ
た
。
彼
は
山
水
、
人
物
、
花
卉
画
な
ど
を
よ
く
し
、
南
北
両
宗
の
画
法
を

融
合
さ
せ
て
一
派
を
築
き
、
文
人
画
家
的
な
色
彩
を
濃
厚
に
さ
せ
た
。
院
派
の
代
表
的
画
家

だ
け
に
高
い
品
格
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
技
巧
は
ま
こ
と
に
洗
練
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
な

か
で
も
本
図
は
整
然
と
し
た
構
図
、
ほ
の
か
な
彩
色
か
ら
く
る
上
品
さ
、
的
確
で
細
緻
な
人

物
描
写
が
み
ら
れ
、
置
物
の
石
や
ボ
タ
ン
の
花
の
描
写
も
き
わ
め
て
精
密
で
あ
る
。
ま
た
は

り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
２
点
の
二
曲
屏
風
に
は
樹
石
・
流
水
文
の
絵
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
当
代
の

山
水
画
の
様
式
を
と
り
入
れ
た
あ
と
が
見
ら
れ
る
（F

ig.

Ⅶ-22

）
。
伯
虎
自
身
が
「
江
南
第
一

                                        

         

 

④

南
京
博
物
院
編
『
南
京
博
物
院
』（
中
国
の
博
物
館
第
４
巻
）、
図
版
一
四
七
、
講
談
社
・
文
物
出
版
社
、
一

九
八
二
年
。
劉
芳
如
「
明
中
葉
人
物
画
四
家
―
（
三
）
唐
寅
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
２
１
１
（
第
十
八
巻
第
七

期
）
図
四
「
李
端
端
乞
詩
図
」
軸
、
五
六
～
七
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
。 
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の
風
流
才
子
」
と
称
し
た
こ
と
も
こ
の
種
の
画
材
を
み
ご
と
に
こ
な
し
う
る
だ
け
の
自
信
と

技
術
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
表
題
の
唐
人
の
画
家
の
法
を
模
し
た
と
い
う
が
、
す
で

に
伯
虎
流
の
画
体
を
こ
こ
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
①

。 

本
図
は
先
述
し
た
「
李
端
端
図
」
と
比
す
と
、
二
人
の
侍
女
が
い
な
く
な
り
、
椅
子
が
床

榻
に
換
わ
り
、
樹
木
、
盆
花
・
奇
石
が
新
た
に
添
え
ら
れ
、
画
中
屏
風
の
形
式
や
画
題
と
配

置
方
法
も
変
化
し
た
と
い
う
点
に
気
づ
く
。
ま
た
、「
李
端
端
図
」
中
の
題
詩
に
は
、「
窮
」

字
が
傍
書
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
制
作
年
代
は
、
本
図
の
方
が
や
や
下
り
、「
陶
穀
贈

詞
図
」
と
共
に
、
杜
菫
「
玩
古
図
」
の
構
図
理
念
を
受
容
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
②

。 

８
．
明
・
唐
寅
「
陶
穀
贈
詞
図
」
軸 

成
二
二
三36

 

故
画
甲
〇
二
・
一
〇
・
〇
〇
九
三
六
、
絹
本
着
色
、
縦
一
六
八
．
八
セ
ン

チ
、
横
一
〇
二
．
二
セ
ン
チ
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
士
大
夫
と
士
女
の
組
み
合
わ
せ
や
、

そ
の
構
成
ま
で
伝
統
を
受
け
継
い
で
お
り
、
陶
穀
と
秦
蘭
を
包
む
景
況
と
二
人
の
配
置
が
絶

妙
で
あ
る
。
ま
た
線
描
も
流
れ
る
よ
う
で
簡
潔
適
確
に
形
象
を
捉
ら
え
れ
て
い
る
。
古
典
的

題
材
に
古
典
的
水
墨
画
と
彩
色
が
採
用
さ
れ
た
名
品
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
人
の
後
に

水
墨
山
水
樹
石
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅶ-23
）
。『
石
渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』

に
記
述
有
り
。
画
面
中
、
一
点
の
大
型
の
水
墨
淡
彩
山
水
図
衝
立
と
多
曲
山
水
図
屏
風
が
立

て
ら
れ
て
い
る
④

。
唐
寅
（
一
四
七
〇
～
一
五
三
二
）、
呉
県
の
人
。
字
は
子
畏
、
伯
虎
。
号

は
六
如
、
江
南
一
の
風
流
人
で
あ
る
と
自
称
し
た
。
詩
文
と
書
画
を
得
意
と
し
、
特
に
画
芸

に
優
れ
、
初
め
は
周
臣
に
師
事
し
、
続
い
て
李
唐
、
馬
遠
、
夏
圭
を
学
ん
だ
。
唐
寅
の
山
水

画
に
は
独
特
の
風
格
が
あ
る
。
本
作
は
歴
史
故
事
の
一
場
面
を
描
い
て
い
る
。
北
宋
初
頭
、

陶
穀
（
九
〇
三
～
九
七
〇
）
は
南
唐
に
派
遣
さ
れ
た
。
当
時
、
南
唐
は
国
力
の
な
い
小
国
で
、

                                        

         

 

①

小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）
明
・
清
、
図
版
一
七
、
角
川
書
店
一
九
六
六
年
。

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

一
月
初
版
、
一
七
～
一
八
頁
。
劉
芳
如
「
明
中
葉
人
物
画
四
家
―
（
三
）
唐
寅
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
２
１
１

（
第
十
八
巻
第
七
期
）
図
三
「
倣
唐
人
仕
女
」
軸
、
五
六
～
七
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
。  

②

前
掲
し
た
劉
芳
如
「
明
中
葉
人
物
画
四
家
―
（
三
）
唐
寅
」
論
文
や
、
江
兆
申
『
関
於
唐
寅
的
研
究
』（
台

北
・
故
宮
博
物
院
、
一
九
七
六
年
、
頁
三
四
） 

③

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
下
（
明
）、
三
五
五
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五

年
、
図
版
三
〇
八
、
二
八
〇
頁
。
劉
芳
如
「
明
中
葉
人
物
画
四
家
―
（
三
）
唐
寅
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
２
１

１
（
第
十
八
巻
第
七
期
）
図
九
「
陶
穀
贈
詞
図
」
軸
、
五
六
～
七
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
。  

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

一
月
初
版
、
一
五
～
一
六
頁
。 

傲
慢
な
態
度
の
陶
穀
は
、
南
唐
後
主
の
面
前
で
不
遜
な
発
言
を
し
た
。
南
唐
の
臣
下
た
ち
は

激
怒
し
、
罠
を
仕
掛
け
て
陶
穀
を
陥
れ
よ
う
と
、
駅
吏
の
娘
と
身
分
を
偽
り
宮
妓
の
秦
蒻
蘭

を
陶
穀
の
も
と
に
送
り
込
ん
だ
。
も
と
も
と
傲
慢
で
高
圧
的
な
陶
穀
が
、
た
お
や
か
で
美
し

い
秦
蒻
蘭
を
見
て
邪
念
を
起
こ
さ
な
い
は
ず
も
な
く
、
気
を
惹
く
た
め
に
本
心
を
隠
し
て
詞

を
贈
り
、
そ
の
低
俗
ぶ
り
は
見
る
に
耐
え
な
い
有
様
と
な
り
、「
慎
独
之
戒
（
君
子
は
一
人
を

慎
む
、
君
子
の
行
動
規
範
の
一
つ
）」
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
後
主
が
宴
を

開
い
て
陶
穀
を
招
い
た
が
、
陶
穀
は
ま
た
も
や
傲
慢
な
態
度
で
あ
っ
た
の
で
、
後
主
は
杯
を

掲
げ
て
蒻
蘭
を
呼
び
、
酒
を
勧
め
歌
わ
せ
た
。
そ
の
歌
詞
が
陶
穀
に
贈
っ
た
も
の
だ
っ
た
の

で
、
陶
穀
は
見
る
間
に
耳
ま
で
赤
く
な
っ
て
狼
狽
し
た
。
人
物
は
整
っ
た
精
妙
な
筆
致
で
描

写
さ
れ
て
い
る
。
陶
穀
が
髭
を
い
じ
り
な
が
ら
榻
（
腰
か
け
）
上
に
腰
か
け
て
お
り
、
そ
の

傍
ら
に
は
書
道
具
、
前
方
に
赤
い
ろ
う
そ
く
が
灯
さ
れ
て
い
る
。
束
髪
を
高
く
結
い
上
げ
た

秦
蒻
蘭
は
、
絹
の
衣
装
を
身
に
付
け
、
腰
か
け
て
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
。
生
き
生
き
と
し
て

真
に
迫
っ
た
様
子
は
、
正
に
詞
を
贈
る
前
後
の
情
景
で
あ
ろ
う
。
背
景
の
樹
木
や
石
、
竹
、

芭
蕉
、
盆
の
花
、
坐
榻
、
衝
立
に
至
る
ま
で
、
丁
寧
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
構
図
が
素
晴
ら

し
い
だ
け
で
な
く
、色
彩
も
ま
た
美
し
く
鮮
や
か
で
、整
然
と
し
た
中
に
優
美
な
趣
が
あ
り
、

物
の
形
を
描
く
技
術
と
味
わ
い
深
さ
が
備
わ
っ
て
い
る
。
右
上
に
唐
寅
の
題
詩
が
あ
る
。「
一

宿
姻
縁
逆
旅
中
，
短
詞
聊
以
識
泥
鴻
。
當
時
我
作
陶
承
旨
，
何
必
尊
前
面
発
紅
」。
詩
で
情
感

を
表
し
画
で
そ
の
意
を
表
現
し
た
、
寓
す
る
意
味
は
深
い
。 

９
．
仇
英
「
緙
糸
水
閣
鳴
琴
図
軸
」 

縦138.3cm

、
横54.9cm

、
遼
寧
省
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
緙
糸
作
品
は
、

明
時
代
の
仇
英
の
「
水
閣
鳴
琴
図
」
を
粉
本
と
し
て
、
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
存
素
堂

糸
繍
録
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
、
大
幅
の
山
水
立
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

１
０
．
明
・
唐
寅
「
臨
韓
熙
載
夜
宴
図
巻
」 

絹
本
着
色
、30.8

×547.8cm

、
重
慶
市
博
物
館
蔵
。
本
図
巻
は
、
六
如
居
士
の
唐
寅
が
、

五
代
の
画
家
の
顧
閎
中
の
名
作
『
韓
熙
載
夜
宴
図
』
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
。
顧
氏
の
原

作
よ
り
、
画
面
の
人
物
背
景
が
大
胆
な
感
じ
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
画
面
中
、

五
代
・
顧
閎
中
「
韓
煕
載
夜
宴
図
」
と
い
う
原
作
よ
り
も
多
幅
の
多
曲
屏
風
が
立
て
ら
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
水
墨
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
⑥

（F
ig.

Ⅶ-24,25

）
。
本
絵
巻
は
、
台
北
・
故

                                        

         

 

⑤

黄
能
馥
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
７
印
染
織
繍
（
下
）
図
版
五
九
、
文
物
出
版
社
一
九
八
七
年
。  

⑥

楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
７
明
代
絵
画
・
中
、
図
版
三
七
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
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宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
明
・
唐
寅
画
「
韓
煕
載
夜
宴
図
軸
」
と
酷
似
し
て
い
る
。
現

存
し
て
い
る
唐
寅
の
「
臨
韓
煕
載
夜
宴
図
巻
」
数
点
に
よ
っ
て
、
宋
元
時
代
特
に
明
時
代
の

調
度
品
と
し
て
の
屏
風
絵
の
様
相
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

１
１
．
画
中
屏
風
・
衝
立 

明
・
仇
英
「
漢
宮
春
暁
図
」（F

ig.

Ⅶ-26,27

） 

１
１
．
謝
環
「
杏
園
雅
集
図
巻
」 

明
・
正
統
二
（
一
四
三
七
）
年
頃
、
絹
本
着
色
、
縦
三
七･

〇
セ
ン
チ
、
横
四
〇
一
．
〇
セ

ン
チ
、
江
蘇
省
・
鎮
江
市
博
物
館
蔵
；
翁
萬
戈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
縦
三
七
．
一cm

、
横
二

四
〇
．
七cm

。
画
面
中
、
机
の
上
に
山
水
図
の
硯
屏
（
卓
屏
と
も
言
う
）
が
配
置
さ
れ
て

い
る
①

。
屏
面
に
は
、
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-28

）
。
明
・
永
楽
か
ら
宣
徳
に
ひ

き
つ
づ
い
て
画
院
に
奉
職
し
た
人
に
謝
環
が
あ
る
②

。
彼
の
「
杏
園
雅
集
図
巻
」
に
は
多
く

の
著
名
人
が
題
賛
を
記
し
て
い
る
が
、「
杏
園
雅
集
図
」
に
は
現
在
、
二
巻
が
あ
り
、
い
ず
れ

を
真
、
い
ず
れ
を
偽
と
す
る
か
は
未
だ
解
明
さ
れ
な
い
が
、
鈴
木
敬
氏
は
鎮
江
博
物
館
の
作

品
は
翁
萬
戈
氏
の
蔵
品
の
写
し
で
は
な
い
か
と
考
え
る
③

。 
 

１
２
．
杜
菫
「
玩
古
図
」（
軸 

律
一
八
一 

故
画
乙
〇
二
・
一
〇
・
〇
三
六
九
〇
） 

明
（
十
五
～
十
六
世
紀
）、
絹
本
着
色
、126.1

×187.0cm
、
水
波
文
衝
立
と
山
水
図
多
曲

屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

（F
ig.

Ⅶ-29

）
。
文
人
趣
味
を
わ
か
り
や
す
く
描
く
図
柄
は
、
富

裕
な
市
民
た
ち
に
好
ま
れ
、
ち
ょ
う
ど
彼
の
絵
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
衝
立
の
よ
う
に
、
彼

ら
の
邸
宅
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
杜
堇
（
約
一
四
六
五
～
一
五
〇
五
頃
活
躍
）、
本
姓

は
陸
、
後
に
杜
と
改
め
る
。
丹
徒
（
江
蘇
省
の
鎮
江
）
の
人
。
南
京
に
寓
居
。
字
は
懼
南
、

号
は
檉
居
、
古
狂
、
ま
た
青
霞
亭
長
と
自
署
し
た
。
成
化
初
頭
、
進
士
合
格
を
果
せ
ず
、
功

名
を
目
指
す
こ
と
を
断
念
し
、
詩
文
や
書
画
に
専
心
し
た
。「
玩
古
図
」
は
巨
幅
の
絵
二
幅
を

                                        

                                        

                                        

 

九
年
。
陳
萬
鼎
「
摭
談
夜
宴
図
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
２
４
（
第
二
巻
第
十
二
期
）
丙
本
（
図
三
）
四
一
～
五

二
頁
、
一
九
八
五
年
。  

①

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
下
・
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版
六
、
七
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
。

西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
挿
図
一
二
、
六
一
、
小
学
館
、

一
九
九
九
年
。  

②

明
・
胡
儼
『
頤
庵
文
選
』（
文
淵
閣
四
庫
全
書
収
）
の
「
楽
静
斎
記
」
に
よ
る
。
梁
潛
『
泊
菴
先
生
文
集
』

巻
三
の
「
詩
意
楼
記
」
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と
な
る
。  

③

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
下
（
明
）、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
四
七
頁
。  

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
六
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
九

月
初
版
、
二
九
三
～
二
九
四
頁
。
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻

明
、
挿
図
１
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。
衝
立
の
水
波
文
は
南
宋
馬
遠
の
「
水
図
巻
」
を
参
照
す
る
。 

併
せ
た
も
の
で
、
も
と
は
お
そ
ら
く
屏
風
画
と
し
て
表
装
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
古
器

の
鑑
賞
の
他
、
琴
棋
書
画
な
ど
文
人
の
遊
芸
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
の
背
景
の
屏

風
や
、
人
物
造
型
、
筆
法
な
ど
が
、
南
宋
院
画
の
「
十
八
学
士
図
」「
折
檻
図
」
な
ど
と
相
似

し
、
秀
雅
で
古
風
な
画
風
を
有
し
、
南
宋
院
体
画
の
余
韻
が
あ
る
。
杜
堇
に
よ
る
こ
の
種
の

工
筆
人
物
画
は
唐
寅
中
期
の
風
格
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。 

１
３
．
明
・
唐
寅
「
画
韓
煕
載
夜
宴
図
軸
」 

成
二
一
五21

 

故
画
丙
〇
二
・
一
〇
・
〇
一
三
二
二 

『
石
渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』
著

録
、
絹
本
着
色
、146.4

×72.6cm

、
画
面
中
、
楽
舞
場
面
の
後
方
に
は
大
型
の
水
墨
淡
彩

山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

（F
ig.

Ⅶ-30

）
。 

 

１
４
．
明
人
「
西
園
雅
集
」
軸 

成
二
一
五
９ 

故
画
乙
〇
二
・
一
〇
・
〇
二
三
五
四 

絹
本
着
色
、144.8

×64.9cm

、

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
養
心
殿
』
著
録
⑥

。
山
水
花
草
図
三
曲
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

１
５
．
明
・
仇
十
洲
純
孝
図
冊
（
二
十
四
幅
） 

律
一
六
六270

 

故
画
丙
〇
三
・
一
〇
・
〇
三
一
五
三 

絹
本
着
色
、
各32.8

×21.9cm

、

第
二
〇
幅
の
「
姜
詩
事
母
」
と
第
二
十
四
幅
の
「
黄
庭
堅
事
母
」
と
い
う
孝
行
物
語
の
画
面

に
は
山
水
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑦

。 
 

１
６
．
明
・
仇
英
「
画
二
十
四
孝
冊
」（
二
十
四
幅
） 

調
一
八
四12

 

故
画
丙
〇
三
・
一
〇
・
〇
三
一
五
三 

絹
本
着
色
、
各31.2

×22.3cm

、

第
十
幅
の
「
姜
詩
涌
泉
躍
鯉
」、
第
十
二
幅
の
「
丁
蘭
刻
木
如
生
」、
第
二
十
二
幅
の
「
唐
夫

人
登
堂
拝
乳
」
と
第
二
十
四
幅
の
「
黄
庭
堅
事
親
滌
器
」
と
い
う
孝
行
物
語
の
画
面
に
は
山

水
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑧

。 
 

１
７
．
明
・
文
徴
明
「
楷
書
孝
経
仇
英
画
巻
」 

調
二
二
五93

 

故
画
甲
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
一
〇
四 

『
石
渠
宝
笈
三
編
・
御
書
房
』
著

                                        

         

 
⑤

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

一
月
初
版
、
一
三
～
一
四
頁
。 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
九
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
一
年

三
月
初
版
、
三
二
一
～
三
二
二
頁
。 

⑦

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十

二
年
十
二
月
初
版
、
二
四
六
～
二
五
三
頁
。 

⑧

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十

二
年
十
二
月
初
版
、
二
五
八
～
二
六
三
頁
。 



 - 145 -

録
、
絹
本
着
色
、30.1

×679.8cm

、『
孝
経
』
十
八
章
図
の
第
四
、
五
、
八
、
十
、
十
一
、

十
五
、
十
七
の
各
章
画
面
に
は
山
水
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
第
五
章
の
士
章
に

は
三
曲
の
山
水
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
①

。 
 

１
８
．
明
・
仇
英
「
蟠
桃
仙
会
巻
」 

麗
二
四
三46

 
故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
六
一
三 

絹
本
着
色
、40.0

×440.5cm

、

一
点
の
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

。 
 

１
９
．
明
・
仇
英
「
画
漢
宮
春
暁
図
巻
」 

調
一
八
五
３ 

故
画
乙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
六
一
四 

絹
本
着
色
、34.2

×474.5cm

、

三
点
の
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。 

仇
英
、
字
は
実
父
、
号
は
十
洲
。
原
籍
は
江
蘇
太
倉
、
後
に
蘇
州
に
転
居
。
生
没
年
不
詳
。

近
代
の
目
録
及
び
作
品
の
研
究
で
は
、
弘
治
甲
寅
（
一
四
九
四
）
頃
に
生
ま
れ
、
嘉
靖
壬
子

（
一
五
五
二
）
秋
冬
の
頃
に
没
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
若
年
に
漆
職
人
、
陶
磁
器
の
画

工
を
務
め
た
。
後
に
周
臣
を
学
び
、
特
に
臨
模
に
優
れ
、
実
物
と
見
ま
が
う
ほ
ど
の
美
し
い

出
来
映
え
は
、
古
人
も
満
足
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
水
、
人
物
、
楼
台
界
画
の
い
ず
れ
も

細
緻
華
麗
な
作
品
で
あ
る
。
明
四
大
家
の
一
人
と
し
て
数
え
ら
れ
る
。
本
図
は
、
当
時
も
っ

と
も
高
い
値
が
つ
い
た
絵
画
で
あ
っ
た
と
い
う
。
宮
中
の
嬪
妃
た
ち
の
生
活
風
景
を
描
い
て

い
る
。
庭
園
や
建
築
物
な
ど
の
景
物
が
多
く
描
か
れ
、
台
閣
、
欄
干
、
門
牆
は
全
て
界
筆
で

細
か
く
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
人
物
の
勾
勒
筆
法
（
輪
郭
線
を
取
る
画
法
）
も
秀
逸
で
、
青

緑
で
重
ね
て
着
色
し
、
華
や
か
で
典
雅
な
趣
に
満
ち
て
い
る
。
宋
人
の
模
倣
だ
が
、
宋
人
の

作
を
超
越
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
漢
劉
歆
撰
「
西
京
雑
記
」
に
よ
る
と
、
西
漢
（
前
漢
）

元
帝
の
後
宮
に
は
美
女
が
多
く
、
あ
ま
り
皇
帝
に
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
画
工
の
毛

延
寿
が
絵
姿
を
描
き
、
皇
帝
は
そ
れ
を
元
に
嬪
妃
を
選
ん
だ
。
皆
が
画
工
に
賄
賂
を
渡
し
た

が
、
皇
后
の
昭
君
は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
画
中
の
嬪
妃
の
肖
像
を
描
い
て
い
る
人
物
は
毛

延
寿
そ
の
人
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

２
０
．
明
・
李
宗
謨
「
蘭
亭
修
禊
図
巻
」 

                                        

         

 

①

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九

十
一
年
十
二
月
初
版
、
三
五
一
～
三
五
八
頁
。 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
九
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
年

五
月
初
版
、
二
九
～
三
二
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
九
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
年

五
月
初
版
、
三
三
～
三
六
頁
。 

調
二
二
四31

 

故
画
甲
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
〇
四
三 

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
重
華
宮
』
著

録
、
絹
本
着
色
、30.3

×507.5cm

、
蘭
亭
中
、
大
型
の
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。 
  

 

２
１
．
明
・
仇
英
「
書
錦
堂
軸
」 

 

中
博
五
五
五
―
三
八 

中
画
〇
・
〇
二
・
一
〇
・
〇
〇
〇
七
六 

絹
本
着
色
、192.7

×

96.3cm

、『
盛
京
故
宮
書
画
録
』
著
録
。
人
物
坐
像
の
後
に
は
一
点
の
大
型
山
水
図
衝
立
が

立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 
 

２
２
．
明
・
仇
英
「
宝
絵
堂
軸
」 

 

中
博
五
五
七
―
三
八 

中
画
〇
・
〇
二
・
一
〇
・
〇
〇
〇
七
七 

絹
本
着
色
、188.8

×

99.3cm

、『
盛
京
故
宮
書
画
録
』
著
録
。
人
物
坐
像
の
後
に
は
一
点
の
大
型
山
水
図
衝
立
が

立
て
ら
れ
て
い
る
⑥

。 
 

２
３
．
明
・
謝
時
臣
「
豳
風
図
軸
」 

成
二
二
三
７ 

故
画
乙
〇
二
・
一
〇
・
〇
二
九
八
三 

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』
著

録
、
紙
本
着
色
、196.6

×109.0cm

、
画
面
中
、
屋
宇
に
は
一
点
の
大
型
の
山
水
図
衝
立
が

立
て
ら
れ
て
い
る
⑦

。 

２
４
．
明
・
仇
英
「
西
園
雅
集
図
軸
」 

成
二
〇
三70

 

故
画
乙
〇
二
・
一
〇
・
〇
一
三
二
五 

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
養
心
殿
』
著

録
、
絹
本
白
描
画
、79.4

×38.9cm

、
画
面
中
、
人
物
の
後
方
に
大
型
の
山
水
図
衝
立
が
立

て
ら
れ
て
い
る
⑧

。
西
園
雅
集
と
は
、
蘇
軾
を
中
心
と
す
る
私
的
な
文
人
雅
会
は
、
李
公
麟

（
一
〇
四
九
？
～
一
一
〇
六
）
が
画
き
、
米
芾
（
一
〇
五
一
～
一
一
〇
七
）
が
記
し
た
と
い

わ
れ
る
も
の
で
、
蘇
軾
・
蘇
轍
兄
弟
や
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）
ら
、
文
人
十
六

人
が
王
詵
（
？
～
一
〇
六
九
～
一
〇
九
八
～
？
）
の
邸
宅
の
西
園
に
参
集
し
た
と
い
う
伝
説

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
宋
に
お
い
て
絵
画
界
を
代
表
す
る
画
家
と
の
交
流
を
す
る
こ
と
が
文

                                        

         

 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
九
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
年

五
月
初
版
、
二
九
一
～
二
九
六
頁
。 

⑤

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

一
月
初
版
、
三
一
五
～
三
一
六
頁
。 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

一
月
初
版
、
三
一
九
～
三
二
〇
頁
。 

⑦

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

一
月
初
版
、
三
三
七
～
三
三
八
頁
。 

⑧

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

一
月
初
版
、
二
七
九
～
二
八
〇
頁
。 
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人
書
画
観
を
確
立
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
ふ
ま
え
て
い
る
。 

２
５
．
明
・
仇
英
「
画
園
居
図
王
寵
題
巻
」 

麗
二
四
三58

 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
五
九
七 

紙
本
着
色
、27.8

×84.0cm

、『
石

渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』
著
録
。
本
絵
巻
に
は
、
一
点
の
水
墨
淡
彩
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら

れ
て
い
る
①

。 

２
６
．
明
・
仇
英
「
画
淵
明
帰
去
来
辞
巻
」 

調
一
八
五119

 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
六
〇
一 

絹
本
着
色
、31.3

×660.0cm

、

本
絵
巻
に
は
、
一
点
の
大
型
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

。 

２
７
．
明
・
仇
英
「
遊
騎
図
巻
」 

調
二
二
三59

 

故
画
甲
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
六
〇
二 

絹
本
着
色
、34.2

×275.8cm

、

本
絵
巻
に
は
、
一
点
の
大
型
山
水
図
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。 

２
８
．
明
・
仇
英
「
乞
巧
図
巻
」 

調
一
八
七14

 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
六
〇
七 

紙
本
白
描
画
、27.9

×388.3cm

、

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』
著
録
。
本
絵
巻
に
は
、
仕
女
ら
が
坐
っ
て
い
る
床
榻
の
後
方

に
多
曲
の
大
型
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。 

２
９
．
仇
英
筆
「
園
林
勝
景
図
」
巻 

明
、
絹
本
着
色
、47.5

×186.0cm

、
南
京
博
物
院
蔵
。
本
図
は
、
青
・
緑
の
濃
彩
で
巧

緻
を
き
わ
め
た
筆
致
で
複
雑
き
わ
ま
る
山
水
・
楼
閣
・
人
物
と
い
う
園
林
の
す
ぐ
れ
た
風
景

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
に
は
、
屋
宇
の
中
の
坐
像
人
物
の
後
に
大
型
の
山
水
図
衝
立

を
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

３
０
．
仇
英
「
倣
宋
元
人
図
」
冊 

明
・
十
六
世
紀
、
紙
本
着
色
、
上
海
博
物
館
蔵
。
こ
の
「
倣
宋
元
人
図
」
冊
の
「
会
棋
図
」

                                        

         

 

①

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
三
七
七
～
三
八
〇
頁
。 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
四
〇
三
～
四
〇
八
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
四
〇
九
～
四
一
二
頁
。 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
四
三
五
～
四
四
〇
頁
。 

⑤

南
京
博
物
院
編
『
南
京
博
物
院
』（
中
国
の
博
物
館
第
４
巻
）、
図
版
一
四
八
、
一
四
九
、
講
談
社
・
文
物
出

版
社
、
一
九
八
二
年
。 

に
は
、
会
棋
人
物
の
後
に
大
型
の
山
水
樹
石
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑥

。
本
図
の
構
図

は
、（
伝
）
王
維
「
高
士
碁
図
」（
十
一
～
十
二
世
紀
模
本
、
絹
本
、
旧
満
洲
帝
室
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
）
と
同
じ
様
式
で
あ
る
⑦

。
ま
た
、
台
北
・
故
宮
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
宋
人
「
十

八
学
士
図
」
軸
の
構
図
風
格
と
も
似
て
い
る
⑧

（F
ig.

Ⅶ-32

）
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
、
唐
代

か
ら
の
「
十
八
学
士
図
」
と
い
う
画
題
が
、
宋
元
時
代
を
経
て
、
明
清
時
代
に
至
る
ま
で
、

採
用
さ
れ
る
こ
と
が
連
綿
と
続
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ウ
．
花
鳥
竹
石
図
屏
風 

１
．
仇
英
「
人
物
故
事
図
冊
」
う
ち
の
第
一
、
三
、
五
、
七
、
十
幅
、
明
（
十
六
世
紀
）

絹
本
濃
着
色
、
各
縦41.1cm

、
横33.8cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
、
画
面
の
題
材
は
、

歴
史
人
物
故
事
か
ら
取
材
さ
れ
て
い
る
。
衝
立
の
画
面
に
は
、
折
枝
花
鳥
図
、
山
水
楼
閣
図

が
描
か
れ
て
い
る
⑨

（F
ig.

Ⅶ-33

）
。 

仇
英
「
人
物
故
事
図
冊
」
は
全
十
幅
か
ら
な
る
。
い
ず
れ
も
伝
統
的
な
歴
史
故
事
に
取
材

し
、
濃
彩
の
細
密
描
写
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
そ
の
う
ち
二
図
を
掲
げ
た
。
第

一
図
は
「
吹
簫
引
鳳
」、
す
な
わ
ち
秦
の
穆
公
の
娘
弄
玉
が
、
鳳
台
の
上
で
簫
を
吹
き
鳳
凰
を

呼
び
寄
せ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
。
深
山
に
白
雲
漂
い
、
白
玉
の
欄
干
、
群
青
の
瓦
、
赤
い

柱
、
く
ね
っ
た
松
。
こ
れ
ら
の
景
物
は
、
こ
の
場
面
が
仙
界
と
つ
な
が
る
特
別
な
場
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
侍
女
た
ち
は
宴
席
の
準
備
を
し
、
傍
ら
の
衝
立
の
陰
に
は
、
青
銅

器
が
並
べ
ら
れ
、
文
雅
の
集
い
の
よ
う
で
も
あ
る
。
テ
ラ
ス
の
上
で
は
、
簫
で
鳳
凰
の
鳴
声

を
よ
く
し
た
と
い
う
夫
の
簫
史
が
弄
玉
と
向
か
い
合
い
、
腰
を
掛
け
簫
を
一
心
に
吹
い
て
い

る
。
一
人
の
侍
女
が
上
空
に
現
れ
た
鳳
凰
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
指
差
し
て
い
る
。
こ
の
世

な
ら
ぬ
風
景
、
険
し
い
山
、
麗
し
い
建
物
、
美
し
い
女
性
た
ち
と
い
っ
た
、
仙
界
と
の
交
感

の
場
面
の
す
べ
て
が
、
華
や
か
な
彩
色
と
青
緑
山
水
に
よ
っ
て
、
あ
く
ま
で
細
や
か
な
ミ
ニ

                                        

         

 
⑥

中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
古
代
書
画
図
目
』
三
（
文
物
出
版
社
、1986

年
）
滬1

-0818

、『
屏
風

の
な
か
の
壺
中
天
』
挿
図
五
三
。。 

⑦

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
挿
図
九
四
。 

⑧

『
故
宮
文
物
月
刊
』（
一
〇
九
）
図
十
一
。 

⑨

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
明
代
巻
、
図
版
五
五
、
五
七
、
五
八
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇

〇
年
。
楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
７
明
代
絵
画
・
中
、
図
版
七
〇
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九
八
九
年
。
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
図
版
六
〇
、

六
一
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。  
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ア
チ
ュ
ー
ル
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

第
五
図
「
竹
園
品
古
」
は
、
北
宋
の
蘇
軾
や
米
芾
な
ど
が
、
古
銅
器
や
書
画
を
鑑
定
し
楽

し
ん
で
い
る
場
面
で
あ
る
と
い
う
。
彼
ら
は
文
人
文
化
の
理
想
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
人
物

は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
描
き
分
け（
し
か
し
、ど
れ
が
誰
と
特
定
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
）、

女
性
を
除
く
従
者
も
表
情
が
豊
か
で
あ
る
。
衝
立
の
向
こ
う
竹
林
の
立
派
な
太
湖
石
の
陰
に

は
鶴
が
い
て
、
童
僕
が
碁
の
準
備
を
し
て
い
る
。
そ
の
下
で
は
二
匹
の
犬
が
じ
ゃ
れ
あ
っ
て

い
る
。
右
端
の
童
僕
は
茶
を
沸
か
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宋
の
抹
茶
で
な
く
明
代
に
流
行
っ

た
煎
茶
で
あ
る
。
主
人
公
三
人
の
周
り
に
は
、
大
量
の
銅
器
が
並
べ
ら
れ
、
卓
上
に
は
冊
子

や
巻
子
が
置
か
れ
、
団
扇
画
冊
に
見
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
軸
物
を
担
い
で
運
び
込
む
童
僕

や
、
か
し
こ
ま
っ
て
つ
ぎ
の
包
み
を
捧
げ
持
つ
従
者
、
茶
を
捧
げ
持
つ
侍
女
な
ど
が
お
り
、

一
人
の
従
者
は
、
香
炉
を
捧
げ
持
ち
，
左
側
の
人
物
が
焼
香
し
て
い
る
。
銅
器
の
あ
い
だ
に

は
琴
も
見
え
、
書
画
、
古
銅
器
、
茶
、
囲
碁
、
香
、
琴
、
太
湖
石
、
鶴
や
竹
と
、
文
人
生
活

の
道
具
立
て
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
当
時
の
屏
風
や
衝
立
の
用
法
な
ど
も
わ
か
る
。

こ
こ
に
は
、
北
宋
の
画
題
で
は
な
く
、
明
代
の
ま
さ
に
仇
英
の
こ
ろ
の
、
蘇
州
の
豊
か
な
市

民
た
ち
の
あ
い
だ
に
普
及
し
て
い
た
文
人
文
化
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
画
中
画
の
落
款
の
よ

う
に
、「
実
父
」
落
款
と
「
仇
・
英
」
連
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。 

２
．
呂
紀
「
四
季
花
鳥
図
」（
四
幅
） 

十
五-

十
六
世
紀
、
絹
本
墨
画
著
色
、
各
縦175.2cm

、
横100.9cm
、
重
要
文
化
財
、

日
本
文
化
庁
よ
り
管
理
換
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
春
図
に
「
□
衣
指
揮

呂
紀
写
」
の
款
が
あ
る
（F

ig.

Ⅶ-34

）
。
そ
の
他
の
図
に
「
呂
紀
写
」
の
款
が
あ
る
。
各
款
の

下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
明
善
図
書
」（
白
文
方
印
）、「
四
明
呂
廷
振
印
」（
朱
文
方
印
）
が
あ
る
①

。

呂
紀
は
、
寧
波
（
浙
江
省
）
の
人
、
字
は
廷
振
、
号
は
楽
愚
と
呼
ば
れ
て
、
明
の
画
院
画
家

で
あ
る
。
明
・
弘
治
期
は
じ
め
に
武
英
殿
侍
詔
、
錦
衣
衛
指
揮
と
な
っ
た
。 

３
．
呂
敬
甫
「
草
蟲
図
」
二
幅 

明
（
十
四
～
十
五
世
紀
）、
絹
本
着
色
、
各
縦
一
一
四
．
一
セ
ン
チ
、
横
五
五
．
六
セ
ン
チ
、

重
要
文
化
財
、
日
本
・
曼
殊
院
蔵
（F

ig.

Ⅶ-35

）
。
こ
の
よ
う
な
没
骨
着
色
花
鳥
図
に
つ
い
て

は
五
代
・
宋
・
遼
時
代
の
墓
葬
壁
画
花
鳥
図
屏
風
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
と
み
る
こ
と
が
で

                                        

         

 

①

東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中
国
絵
画
篇
』
図
版
五
四
、
便
利
堂
一
九
七
九
年
。

譚
怡
令
「
点
染
煙
瀾
有
造
化
之
妙
―
呂
紀
花
鳥
画
及
院
蔵
其
派
作
品
之
探
討
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
４
６
（
第

十
三
巻
第
二
期
）
図
一
二
、
四
～
三
一
頁
、
一
九
九
五
年
。  

き
る
。
ま
た
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
常
州
草
蟲
画
軸
」（
絹
本
着

色
、
縦
一
〇
一
．
五
セ
ン
チ
、
横
五
三
．
〇
セ
ン
チ
）
と
、
よ
く
似
て
い
る
②

。
な
お
、
こ

れ
ら
の
花
鳥
図
の
絵
画
技
法
は
、
朝
鮮
王
朝
の
花
鳥
絵
画
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
申
師
任
堂
の
「
草
虫
図
屏
風
」
の
構
図
や
着
色
な
ど
は
前
述
さ
れ
た
明
時
代
の
同
類
作

品
と
よ
く
似
て
い
る
。 

 

エ
．
そ
の
他 

ⅰ
．
画
題
不
明
と
素
屏
風 

１
．
明
・
王
紱
「
勘
書
図
」
軸 

成
一
八
九69

 

故
画
乙
〇
二
・
一
〇
・
〇
〇
三
八
七 

紙
本
墨
画
、119.8

×40.1cm

、

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
養
心
殿
』
著
録
③

。
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
画
面
の
内
容
は
不
明

で
あ
る
。 

 

２
．
明
・
戴
進
「
画
山
水
」
軸 

成
二
二
八3

 

故
画
乙
〇
二
・
一
〇
・
〇
〇
四
〇
八 

絹
本
淡
色
、184.5

×109.4cm

、

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
御
書
房
』
著
録
④

。
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
画
面
の
内
容
は
不
明

で
あ
る
。 

３
．
杜
菫
「
祭
月
図
軸
」 

絹
本
着
色
、
縦125.5cm

、
横80.7cm

、
中
国
美
術
館
蔵
。
本
図
は
、
祭
月
の
儀
式
の

を
準
備
し
て
い
る
様
子
を
描
く
。
画
面
中
、
供
卓
の
周
り
に
儀
式
用
三
曲
の
囲
屏
が
立
て
ら

れ
て
お
り
、
屏
面
の
図
柄
は
明
瞭
で
な
い
が
、
奧
面
に
樹
葉
が
見
ら
れ
る
⑤

。 

４
．
明
・
尤
求
「
松
陰
博
古
図
」
軸 

成
一
九
〇26

 

故
画
甲
〇
二
・
一
〇
・
〇
〇
五
九
八 

紙
本
墨
画
、108.6

×33.6cm

、

                                        

         

 
②

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
下
（
明
）、
三
八
〇
～
三
八
三
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
図
版
三
三
二
、

三
三
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
。
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編

第
８
巻
明
、
挿
図
二
三
、
二
四
、
各97.2

×40.8cm

、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。  

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
六
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
九

月
初
版
、
五
三
～
五
四
頁
。 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
六
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
九

月
初
版
、
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
。  

⑤

楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
６
明
代
絵
画
・
上
、
図
版
一
三
七
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九

八
八
年
。  
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一
五
七
九
年
作
。『
石
渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』
著
録
①

。
素
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

５
．
明
・
仇
英
「
画
帝
王
道
統
万
年
図
冊
」（
二
十
幅
） 

調
一
九
二25

 

故
画
丙
〇
三
・
一
〇
・
〇
三
一
五
五 

絹
本
着
色
、
各32.5

×32.6cm

、

第
三
、
五
、
八
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
幅
の
各
帝
王
図
画
面

に
は
素
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 

６
．
尤
求
「
品
古
図
軸
」 

紙
本
墨
画
、
縦94.0cm
、
横36.5cm

、
衝
立
の
画
面
内
容
は
不
明
で
あ
る
③

。
北
京
・

故
宮
博
物
院
蔵
。 

７
．
張
宏
「
雑
技
遊
戯
図
巻
」
紙
本
墨
画
、
縦27.5cm

、
横459.0cm

、
北
京
・
故
宮

博
物
院
蔵
。
多
曲
屏
風
の
画
面
内
容
は
不
明
で
あ
る
④

。 

８
．
明
・
丁
雲
鵬
「
白
描
応
真
巻
」 

中
博
四
七
六
―
三
八 

中
画
〇
・
〇
一
・
一
〇
・
〇
〇
二
二
二 

紙
本
白
描
画
、27.0

×

605.8cm

、『
盛
京
故
宮
書
画
録
』
著
録
。
人
物
坐
像
の
後
に
は
一
点
の
瑞
禽
霊
草
文
衝
立
が

立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

９
．
明
・
唐
寅
「
西
洲
和
旧
図
軸
」 

成
一
九
〇
２ 

故
画
甲
〇
二
・
一
〇
・
〇
〇
四
七
二 

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』
著

録
、
紙
本
墨
画
、110.7

×52.3cm

、
画
面
中
、
人
物
の
後
方
に
は
大
型
の
衝
立
が
立
て
ら

れ
て
い
る
が
、
屏
面
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
素
屏
風
で
あ
ろ
う
⑥

。 

１
０
．
明
・
仇
英
「
上
林
図
巻
」 

調
二
二
三14

 

故
画
乙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
五
九
五 

絹
本
着
色
、53.5
×1183.9cm

、

嘉
靖
辛
卯
（
一
五
三
一
）
～
戊
戌
（
一
五
三
八
）
款
。
本
絵
巻
の
首
部
の
屋
宇
中
と
後
部
の

楼
台
に
は
各
一
点
の
礼
儀
用
大
型
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画
題
は
不
明
な
と

                                        

         

 

①

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

二
月
初
版
、
二
六
一
～
二
六
二
頁
。 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十

二
年
十
二
月
初
版
、
二
六
四
～
二
七
一
頁
。 

③

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
明
代
巻
、
図
版
一
〇
一
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  

④

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
明
代
巻
、
図
版
一
〇
六
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  

⑤

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
九
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
年

五
月
初
版
、
三
九
一
～
三
九
六
頁
。 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十

一
月
初
版
、
九
～
十
頁
。 

こ
ろ
で
あ
る
⑦

。 

１
１
．
明
・
仇
英
「
上
林
図
巻
」 

調
二
二
三40
 

故
画
甲
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
五
九
四 

絹
本
着
色
、44.8

×1208.0cm

、

嘉
靖
壬
寅
（
一
五
四
二
）
款
。
本
絵
巻
の
首
部
の
屋
宇
中
と
後
部
の
楼
台
に
は
各
一
点
の
礼

儀
用
大
型
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画
題
は
不
明
で
あ
る
⑧

。 

１
２
．
明
・
仇
英
「
仙
奕
図
巻
」 

調
一
八
五124

 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
五
九
九 

絹
本
着
色
、31.4

×81.0cm

、

本
絵
巻
に
は
、
二
点
の
大
型
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画
題
は
不
明
で
あ
る
⑨

。 

１
３
．
明
・
仇
英
「
修
禊
図
巻
」 

調
一
八
五130

 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
六
〇
〇 

絹
本
着
色
、29.7

×207.5cm

、

本
絵
巻
に
は
、
二
点
の
大
型
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画
題
は
不
明
で
あ
る
⑩

。 

１
４
．
明
・
仇
英
「
清
明
上
河
図
巻
」 

調
二
二
五
６ 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
六
〇
五 

絹
本
着
色
、34.8

×804.2cm

、

嘉
靖
己
酉
年
（
一
五
二
九
）
款
。『
石
渠
宝
笈
初
編
・
宝
華
宮
』
著
録
。
本
絵
巻
に
は
、
数
点

の
大
型
三
曲
屏
風
と
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画
題
は
不
明
で
あ
る
⑪

。 

１
５
．
明
・
仇
英
「
清
明
上
河
図
巻
」 

雲
一
〇
二
一
５ 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
六
〇
六 

絹
本
着
色
、28.6

×553.5cm

、

嘉
靖
丁
酉
年
（
一
五
二
七
）
款
。
本
絵
巻
に
は
、
数
点
の
大
型
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

屏
面
の
画
題
は
不
明
で
あ
る
⑫

。 

１
６
．「
上
元
灯
彩
図
巻
」 

                                        

         

 

⑦

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
三
四
七
～
三
五
二
頁
。 

⑧

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
三
五
三
～
三
六
〇
頁
。 

⑨

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
三
九
七
～
三
九
八
頁
。 

⑩

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
三
九
九
～
四
〇
〇
頁
。 

⑪

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
四
二
一
～
四
二
八
頁
。 

⑫

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
四
二
九
～
四
三
四
頁
。 
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明
（
十
四
～
十
七
世
紀
）、
絹
本
着
色
、25.5

×266.6cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
本

図
巻
に
描
か
れ
た
明
の
万
暦
期
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
に
お
け
る
南
京
の
骨
董
市
場
の

盛
況
の
さ
ま
を
み
て
み
る
と
、た
く
さ
ん
の
屏
風
と
衝
立
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

屏
風
の
画
題
は
山
水
、
花
鳥
、
花
卉
な
ど
で
あ
る
（F

ig.

Ⅶ-36

）
。
ま
た
、
そ
の
骨
董
品
の
な

か
に
た
や
す
く
偽
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
①

。 

１
７
．
尤
求
「
紅
拂
図
」 

明
時
代
、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
、
画
中
大
型
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画

題
は
不
明
で
あ
る
②

。
紅
拂
は
、
隋
末
宰
相
の
楊
素
の
侍
妓
の
張
出
塵
で
あ
る
。
画
面
の
内

容
は
、
当
時
の
人
物
李
靖
と
紅
拂
女
と
の
愛
情
故
事
を
表
し
て
い
る
。 

１
８
．
尤
求
「
囲
棋
報
捷
図
軸
」 

萬
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
紙
本
墨
画 
縦115.4cm

、
横30.8cm

 

天
津
市
芸
術
博
物

館
蔵
。
こ
の
画
は
、
白
描
画
法
を
用
い
て
描
か
れ
る
。
画
中
に
衝
立
の
菱
格
文
の
縁
が
み
ら

れ
る
が
、
屏
面
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
③

。 

１
９
．
伝
明
人
「
臨
宋
人
白
描
大
士
像
軸
」 

調
二
三
四63

 

故
画
甲
〇
二
・
一
〇
・
〇
一
三
七
三 
紙
本
、99.5

×52.1cm

、『
祕
殿

珠
林
続
編
・
乾
清
宮
』
著
録
④

。
二
曲
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

ⅱ
．
藻
魚
図 

１
．
韓
秀
實
「
鯉
図
屏
風
」（
二
曲
）
明
時
代
（
十
六
～
十
七
世
紀
） 
絹
本
墨
画 

128.5

×76.3cm

神
奈
川
県
・
常
盤
山
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
芸
州
浅
野
家
伝
来
） 

こ
の
「
鯉
図
屏
風
」（「
藻
魚
図
」
二
曲
屏
風
装
、F

ig.

Ⅶ-37

）
に
描
か
れ
た
鯉
の
姿
⑤

は
伝

                                        

         

 

①

楊
新
「
明
人
図
絵
的
好
古
之
風
与
古
物
市
場
」『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
四
期
、
五
三
～
六
一
頁
。
西
岡
康

宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
挿
図
二
〇
九
、
小
学
館
、
一
九
九
九

年
。 

②

王
耀
庭
「
已
有
丹
青
約
、
千
秋
指
白
頭
―
中
国
古
画
裏
的
愛
情
題
材
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
三
六
（
第
三
巻

第
十
二
期
）、
七
〇
頁
の
挿
図
、
一
九
八
六
年
。 

③

国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
図
版
三
二
四
、
商
務
印
書
館
・
上
海
辞
書
出
版
社
、

一
九
九
五
年
。 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
九
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
一
年

三
月
初
版
、
三
〇
三
～
三
〇
四
頁
。 

⑤

根
津
美
術
館
・
常
盤
山
文
庫
編
集
『
常
盤
山
文
庫
名
品
選
―
墨
の
彩
り
ー
』
創
立
六
十
周
年
記
念
、
図
版
一

〇
二
、
二
〇
〇
三
年
。  

元
代
の
頼
庵
の
「
藻
魚
図
」
と
よ
く
似
て
い
る
⑥

。「
藻
魚
図
」
の
作
者
と
さ
れ
る
頼
庵
の
名

は
范
安
仁
と
と
も
に
、「
藻
魚
」
を
主
題
と
す
る
作
品
に
常
に
あ
ら
わ
れ
る
。
韓
秀
實
に
つ
い

て
は
、『
明
画
録
』
の
ほ
か
宮
廷
と
の
関
係
を
示
す
物
は
な
い
。「
韓
秀
實
、
琢
州
の
人
、
洪
・

宣
の
間
、
内
殿
に
供
事
し
、
大
い
に
寵
渥
せ
ら
る
。
画
馬
に
工
み
に
、
展
・
鄭
・
曹
・
韓
の

間
に
出
入
し
、
具
に
神
采
有
り
。
人
物
も
亦
佳
し
」
⑦

。 

藻
魚
は
、
中
国
で
古
く
か
ら
好
ん
で
描
か
れ
た
画
題
で
あ
る
。
古
来
か
ら
魚
は
め
で
た
い

も
の
で
あ
り
、
豊
か
さ
、
子
孫
繁
栄
、
科
拳
合
格
や
出
世
な
ど
の
象
徴
と
し
て
、
広
く
描
き

継
が
れ
て
き
た
（
資
料
２
０
参
照
）。
ま
た
、『
荘
子
』
秋
水
篇
に
よ
り
、
何
も
の
に
も
と
ら

わ
れ
な
い
自
由
の
境
地
を
魚
に
託
し
て
描
く
「
魚
楽
図
」
の
伝
統
が
あ
り
、
文
人
の
画
題
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
。 

藻
魚
と
い
う
主
題
は
、
こ
の
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
没
骨
の
技
法
と
深
く
結
び

つ
い
て
い
る
。
藻
魚
図
を
主
題
と
す
る
作
品
の
成
立
は
非
常
に
古
く
、
北
宋
の
徐
崇
嗣
が
創

始
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
題
材
と
手
法
は
淵
源
を
南
唐
の
徐
熙
の
作
品
に

ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
徐
熙
の
孫
の
徐
崇
嗣
に
よ
る
色
彩
だ
け
を
用
い
輪
郭
線

を
排
し
た
「
没
骨
画
」
と
よ
り
強
い
関
係
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
徐
の
作
品
は
遺
存
し
な
い

が
、
そ
れ
以
降
、
各
代
で
描
き
つ
が
れ
て
き
た
。
徐
崇
嗣
の
没
骨
画
は
あ
く
ま
で
「
色
彩
」

の
絵
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
墨
の
輪
郭
線
を
排
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
輪
郭
の
意

識
を
強
く
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
没
骨
画
の
色
彩
を
墨
一
色
に
お
き
か

え
た
の
が
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
藻
魚
図
の
如
き
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
墨
線
は
極

端
な
ま
で
に
排
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
故
に
か
え
っ
て
墨
面
の
境
界
に
対
す
る
細
か
い
配
慮

が
う
か
が
わ
れ
、
画
面
全
体
は
目
に
み
え
な
い
輪
郭
の
意
識
で
し
ば
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。 

こ
の
繊
細
な
墨
の
濃
淡
の
モ
ザ
イ
ク
の
如
き
画
風
は
、
か
な
り
早
い
時
期
に
そ
の
主
題
と

技
法
と
の
癒
着
が
行
わ
れ
、
や
が
て
一
種
の
様
式
的
な
進
化
の
袋
小
路
に
入
っ
て
い
っ
た
ら

し
い
。
し
た
が
っ
て
、
没
骨
の
藻
魚
図
の
遺
品
は
か
な
り
多
く
伝
存
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

具
体
的
な
制
作
年
代
の
判
定
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
近
年
ま
で
れ
っ
き
と
し
た

宋
元
画
と
さ
れ
て
い
た
藻
魚
図
が
十
六
世
紀
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
事
実
も
あ
る
。

                                        

         

 

⑥

絹
本
墨
画
淡
彩
、
軸
、
縦70.5cm

、
横45.0cm

、
カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
、W

.R
.

ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
。
鈴
木

敬
編
著
『
中
国
美
術
』
第
二
巻
絵
画
Ⅱ
図
版
七
〇
講
談
社
一
九
七
三
年
。 

⑦

『
明
画
録
』。  
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そ
れ
で
は
こ
の
Ｗ
・
Ｒ
・
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
の
藻
魚
図
を
元
画
と
判
定
す
る
基
準
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。
手
法
の
点
か
ら
は
現
在
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
明
示
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
む
し

ろ
、
こ
の
画
面
に
二
次
的
に
反
映
し
て
い
る
元
画
特
有
の
形
態
感
覚
、
構
成
法
が
、
こ
の
判

定
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
魚
も
藻
も
丸
み
を
帯
び
、
個
々
の
形
態
が
強
く
画

か
れ
、
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
相
互
の
融
合
を
目
ざ
す
と
い
う
よ
り
も
並
立
し
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
に
こ
の
作
品
を
元
画
と
考
え
さ
せ
る
要
因
が
あ
る
。
本
図
の
水
中
に
ゆ
れ

る
藻
の
厚
み
の
あ
る
描
写
の
美
し
さ
は
、
多
く
の
藻
魚
図
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
も

の
で
、
優
品
と
評
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。 

「
鯉
図
屏
風
」
は
も
と
掛
幅
装
双
幅
だ
っ
た
も
の
を
二
曲
屏
風
に
改
装
し
た
も
の
。
狩
野

探
幽
の
極
め
に
「
魚 

韓
秀
実
」
と
あ
る
が
、
韓
秀
実
の
伝
称
自
体
、
非
常
に
珍
し
く
、
そ

の
画
風
も
明
ら
か
で
な
い
。
韓
秀
実
は
明
時
代
前
期
の
画
家
で
、
涿
州
（
河
北
省
）
の
人
。

商
喜
と
同
時
代
に
活
躍
し
、
画
馬
・
人
物
画
を
得
意
と
し
た
と
い
う
。
本
図
は
各
幅
に
藻
間

を
泳
ぐ
魚
の
姿
が
描
か
れ
、
画
の
中
心
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
メ
ー
ト
ル
を
越
す
巨
魚
が
画
面
を

は
み
出
さ
ん
ば
か
り
に
旋
回
し
て
い
る
。
草
魚
・
雷
魚
・
鱖
魚
・
鯉
・
鮒
な
ど
を
一
画
面
に

描
い
た
「
藻
魚
図
」
は
、
五
代
以
降
、
明
時
代
に
至
る
ま
で
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
。
江
南
地

方
に
お
い
て
成
立
し
た
こ
の
画
題
は
後
に
専
門
画
家
ま
で
輩
出
す
る
ほ
ど
流
行
し
、
范
安

仁
・
頼
庵
ら
の
名
が
冠
さ
れ
た
作
品
が
多
く
伝
存
し
て
い
る
。
絵
画
の
み
な
ら
ず
青
花
・
色

絵
磁
器
な
ど
に
も
こ
の
魚
た
ち
の
姿
態
が
認
め
ら
れ
、
広
い
範
囲
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

こ
の
明
代
の
「
鯉
図
屏
風
」
と
宋
元
の
「
藻
魚
図
」
と
を
み
る
と
、
こ
の
長
い
時
代
の
藻

魚
と
い
う
主
題
の
水
墨
画
の
系
譜
を
よ
く
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
本
図
は
十
五
世
紀
後

半
に
活
躍
し
た
画
院
画
家
、
劉
節
「
藻
魚
図
」（
個
人
）
や
十
六
世
紀
浙
派
の
画
風
を
反
映
し

た
羅
謙
「
藻
魚
図
」
①

（
和
歌
山
・
金
剛
三
昧
院
）
に
比
べ
時
代
は
下
り
、
明
末
の
韓
旭
「
藻

魚
図
」（
根
津
美
術
館
、
一
六
一
二
年
）
な
ど
に
近
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
な
せ
よ

う
。
羅
謙
の
「
藻
魚
図
」
の
樹
幹
、
土
坡
、
岩
石
に
用
い
ら
れ
て
い
る
墨
法
は
、
浙
派
の
も

の
で
あ
り
、
色
調
、
形
態
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
呂
紀
の
影
響
を
う
け
た
十
六
世
紀
の
画
家

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

藻
魚
図
は
水
墨
画
と
と
も
に
盛
ん
に
な
り
、
五
代
北
宋
の
頃
に
は
画
魚
の
名
手
が
画
史
に

                                        

         

 

①

二
幅
、
絹
本
着
色
、
縦146.2cm

、
横77.7cm

。
作
者
の
羅
謙
は
、
そ
の
伝
歴
が
明
ら
か
で
な
い
。
大
阪

市
立
美
術
館
『
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
に
み
る16

世
紀
の
美
術
』
図
版
十
二
、
一
九
八
八
年
。  

も
登
場
し
、
遊
魚
図
、
戯
魚
図
あ
る
い
は
魚
蟹
図
な
ど
と
題
さ
れ
る
作
品
が
記
録
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
魚
は
『
詩
経
』
の
「
魚
藻
」
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
吉
慶
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
、

ま
た
、
古
く
か
ら
詩
歌
に
お
い
て
恋
人
を
寓
意
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
蓮
葉
の
間
に
戯
れ

る
魚
に
つ
い
て
、
蓮
は
憐
、
恋
と
音
通
で
あ
り
、
蓮
は
女
を
比
喩
し
魚
は
男
を
比
喩
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
藻
魚
図
が
盛
ん
に
描
か
れ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
魚
の
も

つ
寓
意
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
魚
は
余
と
同
音
同
声
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
有
余
」

（
余
裕
が
あ
る
）
を
意
味
す
る
吉
祥
の
事
物
で
も
あ
る
。 

 

ⅲ
．
龍
文
図 

皇
帝
の
肖
像
画
で
は
、
龍
は
、
統
治
権
の
主
た
る
象
徴
と
な
っ
て
お
り
、
衝
立
の
正
面
を

占
め
て
い
る
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№234

～237

参
照
）。 

１
．
明
・
世
宗
坐
像
は
、
人
物
肖
像
の
背
後
に
龍
文
図
御
座
屏
風
を
立
て
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-38

）
。 

２
．
明
・
孝
宗
坐
像
は
明
・
世
宗
坐
像
と
類
似
し
て
、
人
物
肖
像
の
背
後
に
も
龍
文
図
御

座
屏
風
を
立
て
て
い
る
。 

３
．
明
・
穆
宗
の
肖
像 

明
の
穆
宗
（
隆
慶
帝
、
一
五
六
七
～
七
二
在
位
）
の
肖
像
は
、
絹
本
着
色
の
画
軸
で
、
台

北
・
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
②

。
三
曲
の
龍
文
座
屏
風
を
立
て
て
い
る
。 

４
．
清
・
無
款
「
玄
燁
（
康
煕
）
便
服
図
」 

北
京
故
宮
博
物
院
蔵
、
書
道
を
書
い
て
い
る
康
煕
坐
像
の
後
に
龍
文
を
描
か
れ
た
屏
風
が

立
て
ら
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-39

）
。
本
図
は
、
清
代
院
画
の
行
楽
図
の
一
種
に
属
す
と
さ
れ
て

い
る
③

。
ま
た
、
北
京
・
故
宮
の
乾
清
宮
（
内
廷
）
の
龍
座
と
衝
立
に
も
、
龍
文
が
彫
刻
さ

れ
て
い
る
。 

 

ⅳ
．
流
水
文 

１
．
明
・
戴
進
「
太
平
楽
事
冊
」（
十
幅
） 

成
二
〇
七21

 

故
画
丁
〇
三
・
一
〇
・
〇

三
一
四
五 

絹
本
着
色
、
各21.8

×22.0cm

、『
石
渠
宝
笈
初
編
・
養
心
殿
』
著
録
。
う
ち

                                        

         

 

②

ウ
ー
・
ホ
ン
著
、
中
野
美
代
子
・
中
島
健
訳
『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
―
中
国
重
屏
図
の
た
く
ら
み
』
図
５
、

青
土
社
、
二
〇
〇
四
年
。 

③

廖
宝
秀
「
清
代
院
画
行
楽
図
中
的
故
宮
珍
宝
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
４
８
（
第
十
三
巻
第
四
期
）
図
一
、

一
〇
～
二
三
頁
、
一
九
九
五
年
。 
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の
第
五
幅
に
山
水
図
、
第
九
幅
に
水
波
文
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
①

。 
２
．
明
丁
雲
鵬
仙
山
楼
閣 

軸 

成
二
一
四62

 

故
画
丙
〇
二
・
一
〇
・
〇
二
二
九
〇 

紙

本
着
色
、187.1

×52.1cm

、
明
・
万
暦
癸
未
（
一
五
八
三
）。
屏
面
に
は
流
水
文
が
描
か
れ

て
い
る
②

。 

３
．
明
・
仇
英
「
百
美
図
巻
」 

中
博
四
七
〇
―
三
八 

中
画
〇
・
〇
一
・
一
〇
・
〇
〇

〇
二
五 

絹
本
着
色
、36.8

×483.2cm

、『
盛
京
故
宮
書
画
録
』
著
録
。
一
点
の
花
鳥
図
衝

立
、
一
点
の
山
水
図
衝
立
と
一
点
の
三
曲
流
水
文
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。 

４
．
明
・
仇
英
「
東
林
図
巻
」 

調
一
八
五135

 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
〇
九
二
五 

絹
本
着
色
、29.5

×136.4cm

、

本
絵
巻
に
は
、
一
点
の
流
水
文
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。 

５
．
明
・
仇
英
「
漢
宮
春
暁
図
巻
」 

調
二
二
四11

 

故
画
丙
〇
一
・
一
〇
・
〇
一
〇
三
八 

明
・
嘉
靖
十
九
年
（
一
五
四
〇
）

頃
、
絹
本
着
色
、30.6

×574.1cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
。『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』

著
録
。
本
絵
巻
に
は
、
二
点
の
流
水
文
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

（F
ig.

Ⅶ-31

）
。 

中
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
漢
の
宮
殿
は
古
代
的
響
き
を
帯
び
て
、
ロ
マ
ン
を
か
き
立
て
る

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
絵
画
や
詩
に
た
び
た
び
登
場
す
る
。
ふ
つ
う
漢
宮
と
い
え
ば
、

王
昭
君
の
悲
劇
を
題
材
に
し
た
元
曲
「
漢
宮
秋
」
な
ど
が
名
高
く
、
絵
画
で
も
人
気
の
少
な

い
寂
寞
と
し
た
宮
殿
の
よ
う
す
を
描
い
た
も
の
が
多
い
。
そ
れ
に
引
き
替
え
、
こ
の
作
品
は

濃
彩
で
春
の
暁
の
後
宮
を
描
き
、
優
美
で
艶
や
か
な
美
人
画
の
典
型
と
な
っ
て
い
る
。
唐
以

来
の
宮
女
図
や
仕
女
図
の
伝
統
を
学
ん
だ
仇
英
は
、
そ
れ
ら
か
ら
多
く
の
モ
テ
ィ
ー
フ
や
構

                                        

         

 

①

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
二
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九

十
二
年
十
二
月
初
版
、
一
五
四
～
一
五
七
頁
。 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年

十
二
月
初
版
、
三
二
一
～
三
二
二
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
九
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
年

五
月
初
版
、
五
三
～
五
六
頁
。 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
三
七
三
～
三
七
六
頁
。 

⑤

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八

年
六
月
初
版
、
三
六
一
～
三
六
六
頁
。
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第

８
巻
明
、
図
版
六
二
～
六
四
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。
劉
芳
如
「
秀
色
―
摭
談
中
国
芸
術
所
形
塑
的
女
性
」

『
故
宮
文
物
月
刊
』
二
四
一
（
第
二
十
一
巻
第
一
期
）
図
八
、
二
〇
〇
三
年
、
六
〇
～
八
一
頁
。 

成
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
、
古
代
を
復
元
的
に
描
く
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
素
直
に
美
し
く
、
同
時
代
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
豪
華
で
贅
を
尽
く
し
た
後
宮

の
よ
う
す
を
想
像
的
に
再
現
し
て
み
せ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
も
現
代
に
換
算
し
て

も
、
と
び
き
り
高
値
が
つ
い
た
作
品
で
、
銀
二
百
両
で
仇
英
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
項
元
汴

が
購
入
し
た
。
巻
頭
は
、
春
の
柳
が
朝
靄
に
か
す
み
、
ブ
ラ
ン
コ
の
二
本
の
ポ
ー
ル
と
旗
が

見
え
て
い
る
（
こ
れ
は
日
本
・
知
恩
院
の
「
桃
李
図
・
金
谷
園
図
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
）。

と
が
っ
た
瑠
璃
瓦
の
屋
根
の
先
が
木
々
の
あ
い
だ
か
ら
見
え
、
や
が
て
立
派
な
太
湖
石
が
姿

を
現
す
（
こ
れ
は
「
竹
園
品
古
」
中
の
太
湖
石
と
同
じ
太
湖
石
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
）。
ま
だ
朝
靄
の
た
ち
こ
め
た
景
を
水
墨
を
基
調
に
、
こ
の
太
湖
石
も
含
め
て
描
か
れ
て

お
り
、
こ
の
あ
と
の
後
宮
内
の
濃
い
群
青
を
塗
っ
た
太
湖
石
と
は
明
ら
か
に
扱
い
が
違
っ
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
は
後
宮
の
外
に
な
り
、
あ
る
意
味
で
現
実
に
続
く
世
界
で
あ
り
、
水
墨
基

調
で
描
か
れ
る
。半
ば
開
か
れ
た
門
に
入
る
と
、美
女
た
ち
の
い
る
華
麗
な
後
宮
が
始
ま
る
。

ま
さ
に
男
性
た
ち
に
と
っ
て
は
神
仙
仙
女
の
住
む
理
想
郷
で
あ
る
。
環
境
描
写
の
彩
色
は
し

だ
い
に
濃
く
な
り
、
華
麗
な
後
宮
の
さ
ま
が
展
開
し
て
い
く
。
門
を
入
っ
て
す
ぐ
、
白
い
鳥

と
そ
れ
を
指
差
す
子
ど
も
、侍
女
た
ち
の
動
き
、画
面
の
進
行
方
向
へ
視
線
を
巧
み
に
導
く
、

人
物
や
景
物
の
配
置
、
動
作
や
姿
勢
の
呼
応
関
係
は
見
事
で
あ
る
。
後
宮
の
建
物
は
画
巻
に

沿
っ
て
連
な
る
。
こ
の
よ
う
に
建
物
と
そ
の
前
に
庭
を
描
き
、
半
ば
戸
外
、
半
ば
室
内
を
つ

な
げ
て
い
く
基
本
構
成
は
、
唐
以
来
の
一
般
の
無
背
景
の
宮
中
図
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
あ

え
て
い
え
ば
南
宋
牟
益
が
唐
画
を
写
し
た
と
い
う
「
擣
衣
図
巻
」（
台
北
市
、
国
立
故
宮
博
物

院
）
に
近
い
も
の
が
あ
る
が
、
描
か
れ
た
内
容
や
構
成
は
ず
っ
と
豊
富
複
雑
で
あ
る
。
ま
た

仇
英
は
古
代
を
題
材
に
し
て
も
、
明
の
当
時
の
風
俗
と
し
て
表
現
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
こ

こ
に
は
唐
以
来
の
宮
中
図
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
琴
棋
書
画
や
書
籍
、
青
銅
器
や
奇

石
・
盆
栽
な
ど
の
文
人
趣
味
の
浸
透
の
跡
が
明
ら
か
で
あ
る
。
牡
丹
を
摘
む
女
性
、
花
で
遊

ぶ
女
性
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
、
化
粧
す
る
女
性
、
ま
た
寝
転
が
っ
て
本
を
読
む
姿
が
の
ぞ
い

た
り
、
描
き
込
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
や
場
面
は
、
一
部
ず
つ
独
立
し
て
も
優
れ
た
美
人

図
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

後
の
場
面
は
、
男
性
の
画
家
が
一
人
の
女
性
の
肖
像
を
描
い
て
い

る
。
こ
れ
は
、
漢
宮
と
い
え
ば
連
想
さ
れ
る
漢
の
王
昭
君
の
故
事
、
画
家
に
賄
賂
を
贈
ら
な

か
っ
た
た
め
醜
く
描
か
れ
、
匈
奴
に
嫁
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
絶
世
の
美
女
の
悲
劇
を
表

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
画
面
は
蝶
を
追
う
仕
女
を

後
に
、
再
び
高
い
塀
が
現
れ
、
そ
の
外

の
警
備
の
男
性
二
人
を
描
き
、
こ
こ
が
閉
ざ
さ
れ
た
、
現
実
世
界
か
ら
は
隔
離
し
た
世
界
で

あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
て
終
わ
っ
て
い
る
。
女
性
は
み
な
卵
形
に
細
い
目
と
小
さ
な
口
の
典
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型
的
な
顔
だ
ち
を
し
て
お
り
、
誰
が
誰
と
い
う
個
性
描
写
は
な
い
。
誰
も
が
素
直
に
美
し
い

と
感
じ
る

大
公
約
数
を
、
品
位
を
も
っ
て
、
細
密
に
描
き
上
げ
た
仇
英
の
真
骨
頂
を
示
す

美
人
画
で
あ
り
、
こ
れ
を
求
め
生
み
出
し
た
土
壌
、
明
代
江
南
の
都
市
の
繁
栄
と
文
化
的
洗

練
を

も
よ
く
伝
え
る
作
品
で
あ
る
。 

 

（
二
）
清
代
（
屏
風
に
関
係
あ
る
三
二
〇
余
幅
） 

清
時
期
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
そ
の
時
代
の
背
景
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
満
州

族
が
中
国
の
内
地
に
進
出
し
、
そ
こ
で
、
漢
族
の
伝
統
文
化
を
重
ん
じ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を

集
成
す
る
集
積
型
の
大
型
文
化
を
形
成
し
た
。
書
籍
を
集
め
た
『
四
庫
全
書
』「
経
、
史
、
子
、

集
」
の
四
部
の
分
類
体
系
に
よ
る
編
成
、
文
で
は
「
全
唐
文
」、
詩
で
は
「
全
唐
詩
」
な
ど
を

集
積
し
所
有
す
る
こ
と
で
、
異
民
族
で
あ
り
な
が
ら
、
漢
族
の
文
化
理
解
者
と
し
て
漢
族
の

社
会
に
君
臨
す
る
で
あ
る
。
清
朝
で
は
、
絵
画
は
皇
帝
（
特
に
康
煕
、
乾
隆
帝
）
の
愛
画
と

そ
の
収
集
の
趣
味
に
合
致
し
、
そ
の
た
め
に
、
天
下
に
散
在
し
て
い
た
芸
術
作
品
が
紫
禁
城

に
集
め
ら
れ
た
。
天
下
の
天
分
あ
る
も
の
を
皇
宮
に
集
め
、
褒
賞
を
与
え
制
作
を
援
助
し
、

そ
の
作
品
を
収
集
す
る
こ
と
で
絵
画
に
深
い
理
解
を
し
め
し
た
。
と
く
に
、
コ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
清
王
室
は
、
特
別
な
意
味
を
も
つ
。
辛
亥
革
命
に
よ
り
政
権
の
座
を
降
り
、
故
宮
と
な

っ
た
紫
禁
城
は
、中
華
民
国
時
代
に
故
宮
博
物
院
と
し
て
歴
史
遺
産
を
保
存
し
た
。そ
れ
が
、

一
九
四
五
年
以
後
の
国
民
党
と
共
産
党
と
の
内
戦
の
敗
北
に
よ
り
、
台
北
に
も
ち
だ
さ
れ
、

台
北
の
故
宮
博
物
院
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
清
時
期
は
西
欧
と
の
外
洋
航
海
に
よ
る
交
渉
の
結
果
、
茶
、
磁
器
、

絹
の
輸
出
と
見
か
え
り
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
か
ら
大
量
の
銀
が
中
国
に
流
入
す
る
。そ
の
た
め
、

空
前
の
繁
栄
期
に
は
い
る
。
庶
民
は
、
人
頭
税
が
廃
止
さ
れ
た
め
、
戸
籍
に
登
録
さ
れ
る
人

口
も
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
北
中
国
で
は
、
綿
が
商
品
作
物
の
中
心
と
な
り
、
綿
花
の
取
引

を
媒
介
に
、
定
期
市
を
地
域
の
核
と
す
る
商
業
社
会
網
に
包
み
込
ま
れ
、
絵
画
な
ど
の
工
芸

も
商
品
化
の
需
要
が
高
ま
り
、
古
画
の
模
写
作
品
で
も
多
く
の
需
要
が
生
ま
れ
、
絵
画
芸
術

の
商
業
化
の
勢
い
が
増
し
た
。
そ
の
た
め
、
真
の
芸
術
の
た
め
の
基
盤
も
う
す
れ
、
学
術
も

考
証
学
に
移
り
、
大
胆
な
内
心
の
世
界
を
表
に
出
し
た
陽
明
学
の
世
界
が
沈
潜
し
て
い
く
。

人
間
の
能
動
性
を
掲
げ
る
哲
学
が
停
滞
す
る
と
、絵
画
の
写
意
主
義
に
も
陰
り
が
う
ま
れ
る
。 

 

絵
画
史
上
に
お
い
て
は
、
平
和
で
、
各
種
の
絵
画
に
も
ふ
れ
る
機
会
も
多
く
、
作
品
の

生
産
の
量
か
ら
い
え
ば
、
未
曾
有
の
絵
画
の
全
盛
時
期
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
芸
術
の
創
造

の
壁
は
厚
く
、徐
謂
の
流
を
く
む
青
藤
派
が
新
鮮
な
花
鳥
画
に
気
を
払
っ
た
だ
け
が
目
立
つ
。

そ
れ
は
、
八
大
山
人
（
朱
姓
、
名
は
耷
、
画
僧
）、
常
州
の
人
・
惲
寿
平
（
南
田
草
衣
、
初
名

格
、
一
六
三
三
～
一
六
九
〇
）
の
彩
色
没
骨
写
生
画
法
に
よ
る
花
鳥
画
、
揚
州
画
派
の
石
涛

（1641

～
一
七
一
〇
？
）
の
山
水
画
に
新
鮮
な
感
覚
に
注
目
し
て
い
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、

王
克
文
の
「
中
国
絵
画
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
が
採
用
す
る
評
価
で
も
あ
る
。

そ
の
点
で
は
、
王
遜
の
論
述
も
あ
ま
り
変
ら
な
い
。 

 

康
煕
帝
は
南
宗
画
を
愛
好
し
た
た
め
、
そ
こ
に
在
野
で
展
開
さ
れ
た
文
人
画
が
、
社
会
的

な
権
威
と
皇
帝
か
ら
の
認
知
を
う
け
た
た
め
に
、
力
強
さ
に
は
欠
け
る
が
、
精
密
な
乾
い
た

筆
に
よ
る
厳
密
な
細
い
線
描
写
が
時
代
を
覆
い
尽
く
す
こ
と
に
な
る
。
繁
栄
の
中
の
停
滞
と

い
う
現
象
が
、
時
代
の
ト
ー
ン
と
な
る
の
で
あ
る
。
写
意
主
義
の
伝
統
は
、
挫
折
す
る
。
そ

れ
は
、
陽
明
学
の
左
派
に
共
鳴
し
た
徐
謂
の
流
を
く
む
青
藤
派
が
清
代
の
初
期
を
に
ぎ
わ
し

た
だ
け
で
、
そ
の
後
ひ
と
ま
ず
挫
折
す
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
。 

 

た
だ
、
絵
画
の
大
衆
性
か
ら
み
る
と
、
揚
州
の
八
怪
が
注
目
さ
れ
る
。
金
農
、
羅
聘
、

鄭
板
橋
、
李
方
膺
、
汪
士
慎
、
高
翔
、
黄
慎
、
李
蝉
の
八
人
で
あ
る
。 

 

以
下
、
清
時
代
に
お
け
る
屏
風
絵
の
諸
様
相
を
形
式
別
と
画
題
別
に
述
べ
た
い
（
資
料
編

の
表
Ⅶ
№238

～666

参
照
）。 

 

ア
．
押
絵
貼
屏
風 

押
絵
貼
屏
風
は
、
山
水
・
花
鳥
・
花
卉
・
人
物
・
墨
竹
図
な
ど
を
画
題
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。 

ⅰ
．
山
水
図
屏
風 

１
．「
春
景
山
水
聯
屏
」
高
岑 

山
東
・
煙
台
市
博
物
館
蔵 

 

絹
本
淡
彩
、
各
扇
縦

214.0cm

、
横

55.0cm

、
本
屏
風
は
、
水
墨
淡
彩
あ
る
い
は
青
緑

山
水
の
意
匠
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
の
構
成
曲
数
は
、
も
と
も
と
八
曲
以
上
と
推
定
さ

れ
て
い
る
が
、
現
存
の
も
の
は
八
曲
し
か
な
い
①

。
画
面
の
山
水
表
現
に
は
、
平
遠
を
主
と

し
て
、
深
遠
と
高
遠
と
の
三
遠
法
を
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
（F

ig.

Ⅶ-40,41

）
。 

 
ⅱ
．
花
鳥
図
屏
風 

１
．
孫
億
筆
「
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」 

                                        

         

 

①

楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
９
清
代
絵
画
・
上
、
図
版
一
二
四
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一

九
八
八
年
。  
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本
屏
風
は
、
六
曲
一
双
の
絹
本
著
色
屏
風
で
あ
る
①

。
孫
億
（
一
六
三
八
～
一
七
一
二
以

後
）
は
清
の
康
煕
年
間
（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）
頃
に
福
建
地
方
で
活
躍
し
た
花
鳥
画
家
。

長
洲
（
江
蘇
省
蘇
州
）
の
人
。
宇
を
惟
年
（
惟
鏞
）
と
い
い
、
於
山
（
あ
る
い
は
于
山
）、
于

峰
道
者
な
ど
と
号
し
た
。
彼
の
作
品
は
か
な
り
早
く
か
ら
日
本
に
舶
載
さ
れ
、『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
中
に
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
精
細
な
画
風
の
花
鳥
画
が
得
意
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
そ
の
画
風
に
は
明
末
清
初
の
陳
洪
綬
や
清
初
の
画
院
系
の
作
品
の
影
響
を
認
め
う
る
。

本
図
は
孫
億
の
装
飾
的
で
極
め
て
細
密
な
花
鳥
画
風
を
よ
く
示
す
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る

（F
ig.

Ⅶ-42

）
。
各
扇
に
数
種
の
花
卉
禽
鳥
を
色
彩
鮮
や
か
に
配
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
富
貴
栄
華
、
不
老
長
寿
、
科
挙
合
格
、
子
孫
繁
栄
な
ど
の
吉
祥
を
連
想
さ
せ
る
花
や
鳥

で
あ
り
、
ま
た
、
鳥
は
雌
雄
番
の
も
の
が
多
く
夫
婦
和
合
を
寓
意
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
二
図
に
わ
た
る
四
季
花
鳥
図
の
よ
う
な
体
裁
を
と
り
、
様
々
な
吉
祥
の
図
様
を
意
識
し
た

構
成
を
も
つ
。
孫
億
は
琉
球
の
画
家
で
あ
り
島
津
家
や
近
衛
家
煕
（
予
楽
院
）
の
御
用
を
し

た
山
口
宗
季
が
福
州
に
渡
航
し
た
時
に
影
響
を
与
え
た
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

装
飾
的
で
鮮
烈
な
花
鳥
画
に
は
江
戸
中
期
の
奇
想
的
な
表
現
に
近
い
も
の
も
あ
り
興
味
深
い
。 

２
．
趙
之
謙
「
閩
中
名
花
屏
」（
四
幅
） 

絹
本
着
色
、
縦90.0cm

、
横22.1cm

、
浙
江
省
博
物
館
蔵
。
こ
の
連
屏
に
は
、
蓮
花
、

罌
粟
、
文
殊
、
珊
瑚
の
四
つ
の
花
が
描
か
れ
て
、
極
彩
色
と
水
墨
と
の
画
法
を
併
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
題
跋
が
あ
る
②

（F
ig.

Ⅶ-43

）
。 

３
．
趙
之
謙
筆
「
花
卉
図
」（
四
幅
） 

こ
の
四
聯
の
花
卉
図
③

は
趙
之
謙
（
一
八
二
九~

八
四
）
の
四
二
歳
の

も
油
の
の
り
き
っ

た
時
期
の
代
表
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
第
一
幅
に
は
大
き
な
桃
に
「
千
秋
萬
歳

                                        

         

 

①

各
扇
縦
一
三
○
・
○
×
横
五
四
・
七cm

、
清
時
代
・
康
煕
四
十
五
年
（
一
七
〇
六
）、
愛
知
・
徳
川
美
術

館
蔵
。
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
二
五
八
、
大
塚
巧
藝
社
一

九
九
八
年
。
ま
た
、
戸
田
禎
佑
、
小
川
裕
充
編
集
『
中
国
の
花
鳥
画
と
日
本
』（『
花
鳥
画
の
世
界
』
第10

巻
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
三
年
）
の
図
版106

～117

に
紙
本
著
色
と
い
う
材
質
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

②

国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
図
版
六
七
二
、
商
務
印
書
館
・
上
海
辞
書
出
版
社
、

一
九
九
五
年
。 

③

紙
本
着
色
、
各
縦
二
四
〇
・
〇
×
横
六
〇
・
〇cm

、
清
時
代
・
同
治
九
年
（
一
八
七
〇
）、
東
京
国
立
博
物

館
蔵
（
高
島
菊
次
郎
氏
寄
贈
）。
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
二

六
六
、
大
塚
巧
藝
社
、
一
九
九
八
年
。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中

国
絵
画
篇
』
図
版
二
六
五
、
便
利
堂
、
一
九
七
九
年
。
小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）

明
・
清
、
カ
ラ
ー
図
版
二
二
、
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
。  

皆
花
壽
」
の
自
賛
。
第
二
幅
に
は
大
き
な
葫
蘆
に
「
実
華
々
縣
清
秋
、
千
金
直
在
中
流
」
の

自
賛
、
第
三
幅
に
は
石
榴
と
里
芋
に
「
百
子
千
房
奇
樹
伝
、
領
取
宰
相
記
十
年
」
の
自
賛
、

第
四
幅
に
は
仏
手
柑
に
「
不
擎
力
士
拳
、
且
把
如
来
臂
、
潭
禅
向
天
龍
、
又
悟
冰
一
指
」
の

自
賛
が
あ
る
。
仏
手
柑
の
仏
は
福
に
通
じ
「
多
福
」、
桃
は
仙
桃
、
寿
桃
と
称
し
不
老
長
寿
の

「
多
寿
」、
石
榴
は
「
多
男
子
」、
す
な
わ
ち
仏
手
柑
、
桃
、
石
榴
の
取
り
合
せ
は
「
多
福
、

多
寿
、
多
男
子
」
の
「
三
多
」
を
寓
意
す
る
。
葫
蘆
は
蔓
を
帯
状
に
伸
し
蔓
帯
が
「
万
代
」

と
音
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
吉
祥
の
植
物
と
さ
れ
、
ま
た
そ
の
種
子
は
百
の
実
を
結
ぶ
と
し
て

「
百
子
」
す
な
わ
ち
子
孫
繁
栄
を
寓
意
す
る
。
こ
の
趙
之
謙
の
花
卉
図
は
「
多
福
、
多
寿
、

多
男
子
」
が
「
万
代
」
に
続
く
こ
と
を
意
味
す
る
吉
祥
図
で
あ
る
。
こ
の
大
胆
な
構
図
法
や

気
魄
に
と
ん
だ
筆
墨
の
冴
え
も
み
ご
と
で
あ
る
。
水
々
し
い
彩
色
も
独
特
な
も
の
で
、
近
代

的
な
感
覚
が
こ
こ
に
み
な
ぎ
り
、
揚
州
系
の
布
衣
逸
民
か
ら
出
た
八
怪
に
近
い
も
の
が
あ
る

が
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
近
世
に
近
づ
い
た
個
性
的
発
展
に
意
慾
を
燃
や
し
は
じ
め
た
あ

と
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
趙
之
謙
は
、
会
稽
（
浙
江
省
紹
興
）
の
人
。
字
は
益
甫
、
撝

叔
、
号
を
悲
盦
、
無
悶
、
憨
寮
、
思
悲
翁
な
ど
と
い
っ
た
。
挙
人
に
合
格
し
て
江
西
南
城
の

知
県
と
な
っ
た
。
金
石
学
に
通
じ
篆
刻
書
画
と
も
に
よ
く
し
た
清
代
末
を
代
表
す
る
文
人
で

あ
る
。
と
く
に
画
は
徐
渭
、
鄭
燮
を
学
び
花
卉
図
、
木
石
図
を

も
よ
く
し
、
闊
達
な
筆
法

と
自
由
な
色
彩
に
あ
ふ
れ
た
画
面
を
な
し
て
い
て
、
画
壇
（
海
上
派
）
の
中
心
人
物
と
し
て

活
躍
し
た
。 

４
．
趙
之
謙
筆
「
花
卉
図
」（
四
幅
） 

咸
豊
十
一
年
（
一
八
六
一
）、
紙
本
著
色
、
各
縦133.0cm

、
横31.5cm

、
東
京
国
立
博

物
館
蔵
（
高
島
菊
次
郎
氏
寄
贈
）、「
咸
豊
辛
酉
」
の
自
識
が
あ
る
④

。 

５
．
趙
之
謙
筆
「
花
卉
図
」（
四
幅
） 

同
治
十
三
年
（
一
八
七
四
）、
紙
本
着
色
、
各
縦164.5cm

、
横29.0cm

、
東
京
国
立
博

物
館
蔵
（
高
島
菊
次
郎
氏
寄
贈
）。「
鳳
閣
尊
兄
大
人
以
佳
楮
見
貽
写
此
四
幀
報
之 

同
治
十

三
年
甲
戌
六
月
撝
叔
弟
趙
之
謙
」
の
自
識
が
あ
る
⑤

。 
６
．
趙
之
謙
筆
「
四
体
書
屏
」（
四
幅
）
⑥

（
上
海
博
物
館
蔵
） 

                                        

         

 

④

東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中
国
絵
画
篇
』
図
版
二
六
四
、
便
利
堂
、
一
九

七
九
年
。  

⑤

東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中
国
絵
画
篇
』
図
版
二
六
六
、
便
利
堂
、
一
九
七

九
年
。  

⑥

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
上
）、
挿
図
一
六
七
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
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７
．
趙
之
謙
筆
「
詩
屏
」（
四
幅
） 

縦97.3cm

、
横33.9cm

。
北
碑
と
い
っ
て
も
実
際
は
い
ろ
い
ろ
な
書
風
の
も
の
が
あ
る

が
、
そ
の
な
か
で
も
竜
門
造
像
銘
と
か
鄭
道
昭
の
摩
崖
は
、
そ
の
素
朴
さ
や
雄
大
さ
に
お
い

て

も
多
く
わ
れ
わ
れ
の
心
を
感
動
さ
せ
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
趙
之
謙
は
北
碑
の
な
か

で
も
こ
の
よ
う
な
北
碑
に
お
い
て
し
か
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
荒
削
り
の
力
強
い
も
の
に
書
の

道
を
求
め
て
、
そ
の
な
か
に
自
己
の
生
命
を
ひ
た
す
ら
に
打
ち
こ
ん
で
作
品
を
書
い
た
。
そ

の
精
神
の
た
く
ま
し
さ
と
、
一
途
に
潜
心
し
た
変
動
す
る
こ
と
の
な
い
信
念
に
は
及
ぶ
も
の

が
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
光
緖
九
年
（
一
八
八
三
）
彼
が
没
す
る
前
年

に
揮
毫
し
た
も
の
で
、
こ
の
年
に
及
ん
で
な
お
す
ば
ら
し
い
北
碑
派
の
意
気
を
示
し
て
い
る

晩
の
傑
作
の
一
つ
で
あ
る
①

。 

８
．
任
薰
「
花
鳥
四
屏
」
広
州
美
術
館
蔵 

紙
本
着
色
、
縦140.0cm

、
横37.5cm

。
こ
の
花
鳥
四
屏
は
、
吉
祥
の
意
を
も
つ
、
孔
雀

牡
丹
、
雄
鶏
雁
来
紅
竹
石
、
荷
花
鴛
鴦
、
白
鷺
芦
葦
葵
花
と
い
う
四
つ
の
画
面
で
構
成
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
屏
風
は
、
明
清
時
代
に
、
屏
風
の
形
式
が
立
て
も
の
か
ら
張
り
も

の
へ
転
換
す
る
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
任
薰
（
一
八
三
五~

一
八
九
三
）、
字
を

阜
長
、
号
を
舜
琴
と
し
、
浙
江
省
蕭
山
の
人
で
、
晩
清
の
海
上
画
派
の
重
要
な
画
家
で
あ
る
。

彼
の
花
鳥
図
は
、
華
嵒
の
毛
画
の
形
態
美
、
沈
南
田
の
没
骨
法
の
趣
意
、
陳
洪
綬
の
構
図
上

の
深
邃
感
と
王
武
の
設
色
の
雅
艶
な
ど
を
基
に
、
自
分
の
風
格
を
表
現
し
て
い
る
②

。 

９
．
任
頤
筆
「
花
卉
図
」 

任
頤
、
字
は
伯
年
、
山
陰
の
人
で
あ
る
。
は
じ
め
は
宋
人
の
双
鈎
法
に
よ
る
人
物
、
濃
彩

の
花
鳥
を
描
い
た
。
ま
た
、
陳
洪
綬
風
の
白
描
を
よ
く
し
て
、
若
く
し
て
近
隣
に
そ
の
名
は

高
か
っ
た
。
後
に
八
大
山
人
の
画
册
を
得
て
か
ら
用
筆
に
変
化
が
起
こ
り
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

想
を
練
っ
て
筆
を
執
る
や
墨
痕
淋
漓
と
し
た
画
を
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
描
け
た
と
い
い
、
胡

公
寿
と
と
も
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。 

 

こ
の
図
は
、
紙
本
着
色
で
、
古
銅
器
の
拓
本
を
花
瓶
に
見
立
て
、
そ
れ
に
花
卉
を
描
き
加

え
た
も
の
で
、
当
時
の
古
学
趣
味
の
流
行
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
花
卉
図
は

                                        

                                        

                                        

 

年
。   

①

小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）
明
・
清
、
図
版
七
三
、
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
。  

②

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
上
）、
挿
図
一
二
一
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
。
楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
一
清
代
絵
画
・
下
、
図
版
一
九
三
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九
八
八
年
。  

趙
之
謙
に
も
そ
の
例
が
あ
る
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
筆
致
で
、
や
や
む
ぞ
う
さ
に
、
そ
し
て
大

胆
に
、
い
っ
と
き
の
花
の
生
命
を
と
ら
え
て
独
自
の
境
地
を
示
し
て
い
る
。
写
実
で
も
、
ま

た
写
意
で
も
な
く
、
近
代
的
な
花
鳥
画
の
あ
り
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
好
例
で
あ
る
③

。 

 

清
朝
で
は
、
こ
の
よ
う
な
花
卉
・
花
鳥
・
山
水
人
物
図
の
掛
屏
で
吉
祥
の
性
格
を
帯
び
た

も
の
が
大
部
分
を
占
め
た
。
こ
れ
ら
の
人
気
の
あ
っ
た
吉
祥
の
掛
屏
は
立
て
屏
風
か
ら
演
出

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

１
０
．
張
莘
筆
『
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
』
六
曲
一
双
④

、
紙
本
著
色
、
各
縦134.0cm

、
横

31.0cm

、
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
蔵
（F

ig.

Ⅶ-44

）
。
清
の
美
人
画
家
、
顧
洛
の
弟
子
の
張
莘

は
字
を
秋
谷
と
い
う
が
、
長
崎
に
来
舶
し
た
張
崑
（
字
秋
殻
）
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う

か
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
張
莘
の
作
品
の
年
記
に
は
張
崑
が
帰
国
し
て
後
の
も
の
多
い
の

で
、
同
一
人
が
改
名
し
た
か
、
あ
る
い
は
親
族
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
長
崎
に
伝
わ
る
保

存
の
よ
い
こ
の
作
品
を
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、惲
寿
平
風
の
没
骨
技
法
に
優
れ
た
も
の
で
、

日
本
の
惲
寿
平
画
風
の
受
容
は
、
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
作
品
を
通
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。 

１
１
．
朱
耷
「
花
鳥
四
条
屏
」 

 

一
六
八
七
年
頃
、
紙
本
着
色
、
各178.6

×43.3cm

、
国
家
博
物
館
（
元
中
国
歴
史
博
物

館
）
蔵
。
本
掛
屏
あ
る
い
は
押
絵
貼
屏
風
の
各
扇
に
は
「
梅
石
図
」、「
芭
蕉
双
鳬
図
」、「
秋

樹
双
鳥
図
」、「
傲
雪
青
松
図
」
と
い
う
画
題
が
あ
る
⑤

。 
 

ⅲ
．
人
物
図
屏
風 

１
．
任
薰
「
人
物
故
事
図
屏
」（
四
幅
） 

絹
本
著
色
、
各
縦216.7cm

、
横55.8cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
こ
の
作
品
の
年

代
は
、
末
幅
の
自
識
に
よ
っ
て
、「
壬
申
」
年
あ
る
い
は
清
・
同
治
十
一
年
（
一
八
七
二
）
と

比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
本
図
は
、
彼
の
早
期
の
絵
画
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

淡
彩
を
運
用
し
、
人
物
の
造
型
は
、
線
条
で
画
く
。
こ
の
よ
う
な
技
法
は
、
明
時
代
の
陳
洪

                                        

         

 

③

小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）
明
・
清
、
カ
ラ
ー
図
版
二
一
、
角
川
書
店
、
一
九

六
六
年
。  

④

戸
田
禎
佑
、
小
川
裕
充
編
集
『
中
国
の
花
鳥
画
と
日
本
』（『
花
鳥
画
の
世
界
』
第10

巻
）、
図
版
一
二
〇

～
一
三
一
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
三
年
。 

⑤

孫
克
譲
「
清
朱
耷
的
四
条
屏
及
其
年
代
」
図
一
～
四
、『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
七
期
、
八
七
～
九
〇
頁
。 
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綬
の
画
法
を
よ
く
示
し
て
い
る
①

。 
２
．
高
其
佩
筆
「
山
水
人
物
図
」（
指
頭
画
）（
四
幅
） 

紙
本
著
色
、
各
縦133.9cm

、
横37.7cm

、
藤
原
忠
一
郎
氏
寄
贈
（
Ａ
甲-114

）
②

高
其

佩
（
一
六
七
二~
一
七
三
四
）
は
、
遼
陽
（
遼
寧
省
）
の
人
。
字
は
韋
之
、
号
は
且
園
、
南

村
、
長
白
山
人
。 

 

ⅳ
．
そ
の
他 

１
．
金
農
「
墨
梅
図
」（
四
幅
） 

清
・
乾
隆
元
（
一
七
三
六
）
年
、
紙
本
墨
画
、
軸
、
各
幅
縦97.0cm

、
横51.7cm

、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
翁
萬
戈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
揚
州
八
怪
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
金
農
（
一

六
八
七~

一
七
六
三
）
は
浙
江
省
仁
和
の
人
で
、
字
を
寿
門
と
い
い
、
冬
心
を
は
じ
め
、
稽

留
山
民
、
昔
耶
居
士
、
心
出
家
盦
粥
飯
僧
、
百
二
研
田
富
翁
、
金
吉
金
な
ど
多
く
の
号
を
用

い
た
。
こ
の
墨
梅
四
連
幅
の
大
作
は
、
乾
隆
元
（
一
七
六
三
）
年
十
月
の
年
記
を
も
ち
、
金

農
五
十
歳
の
傑
作
で
、彼
の
画
家
と
し
て
の
経
歴
の
な
か
で
は
初
期
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
央
か
ら
左
右
に
分
か
れ
て
画
面
を
圧
す
る
梅
の
巨
大
な
幹
の
描
写
は
、
後
の
金
農
画
に
は

み
ら
れ
ぬ
生
々
し
い
立
体
感
に
み
ち
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
文
人
の
墨
戯
に
あ
り
が
ち
の
ス
マ

ー
ト
で
小
ぢ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
る
も
の
と
は
対
極
的
な
一
種
の
放
胆
さ
が
あ
る
。
し
か
し
こ

の
放
胆
さ
は
荒
々
し
さ
と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
巨
大
な
幹
か
ら
分
か
れ
る
枝
は
急
に

細
く
な
り
、
そ
の
先
に
数
多
く
の
花
を
つ
け
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は
、
完
成
さ
れ
た
技

巧
に
よ
っ
て
一
気
に
画
い
た
の
で
は
な
く
、
忠
実
に
梅
の
古
木
の
形
態
を
追
っ
て
お
り
、
生

真
面
目
で
一
見
稚
拙
と
も
い
え
る
よ
う
な
趣
き
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
風
は
、
墨
梅
を
手

が
け
は
じ
め
た
金
農
が
、
い
ま
だ
自
ら
の
独
特
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
技
法
の
結
合
を
得
る
に
い

た
ら
ぬ
様
式
上
の
自
己
形
成
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
故
に
満
開
の
梅
の
木
の
自
然
の

姿
を
丹
念
に
追
っ
て
い
る
そ
の
真
摯
な
態
度
に
は
好
感
が
持
て
る
③

。 

２
．
鄭
燮
「
墨
竹
図
」（
四
幅
） 

清
・
乾
隆
十
八
（
一
七
五
三
）
年
、
紙
本
墨
画
、
軸
、
各
幅
縦179.5cm

、
横64.5~68.0cm

、 

ア
メ
リ
カ
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
美
術
館
蔵
。
鄭
燮
（1693~1765

）
は
、
江
蘇
省
揚
州
興

                                        

         

 

①

楊
新
主
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
明
清
絵
画
』
図
版
一
一
五
、
紫
禁
城
出
版
社
一
九
九
四
年
。  

②

京
都
国
立
博
物
館
編
集
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
』（
絵
画
編
）
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
（
桃
山
時

代
以
前
）
図
版
八
、
便
利
堂
、
一
九
八
九
年
。 

③

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』（
下
）
明
、
図
版
八
五
参
照
。 

化
の
人
で
、
字
を
克
柔
、
号
を
板
橋
と
い
っ
た
。
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
四
四
歳
で
進
士

に
合
格
し
て
、
山
東
省
範
県
、
灘
県
の
知
事
を
歴
任
し
た
が
、
中
年
以
後
官
吏
に
な
っ
た
だ

け
あ
っ
て
布
衣
逸
民
の
多
い
揚
州
で
は
士
大
夫
的
な
風
格
で
あ
っ
た
。
揚
州
地
方
の
塩
豪
商

を
パ
ト
ロ
ン
に
も
ち
、
自
由
放
奔
な
画
作
や
私
生
活
を
し
た
八
怪
と
は
少
々
違
っ
て
い
た
。

だ
が
徐
渭
の
詩
文
書
画
に
は
傾
倒
し
た
ら
し
く
、「
徐
青
藤
門
下
走
狗
鄭
燮
」
の
私
印
を
つ
く

っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
作
画
に
は
墨
竹
、
墨
蘭
が
多
く
す
ぐ
れ
、
気
迫
の
あ
る
筆

触
は
そ
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
鄭
燮
は
揚
州
八
怪
の
一
人
で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
そ
の
作

品
の
主
題
は
ほ
と
ん
ど
蘭
、
竹
石
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
こ
の
「
遠
山
煙
竹
」
と
自
題
の
あ
る
四

連
幅
の
竹
の
図
は
、
鄭
燮
が
官
僚
生
活
に
終
止
符
を
う
っ
た
翌
年
の
作
品
で
、
乾
隆
十
八
（
一

七
五
三
）
年
仲
冬
の
年
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
彼
は
六
十
一
歳
で
あ
る
。
こ
の
年
の

春
三
月
に
鄭
燮
は
東
京
国
立
博
物
館
（
旧
高
島
菊
次
郎
氏
蔵
）
の
墨
竹
図
屏
風
を
画
い
て
お

り
、
官
を
退
い
た
の
ち
の
彼
の
旺
盛
な
制
作
活
動
の
さ
ま
が
推
察
さ
れ
る
。
先
に
記
し
た
よ

う
に
、
彼
が
選
ん
だ
モ
チ
ー
フ
は
、
蘭
、
竹
石
と
い
う
文
人
墨
戯
の
正
統
的
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
作
品
を
み
る
と
鄭
燮
が
こ
の
わ
ず
か
な
モ
チ
ー
フ
の
表
現
の
た
め
に
獲
得
し

た
高
度
の
手
法
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
は
彼
は
修
練
を
つ
ん
だ
本
格
的
な

画
家
で
あ
る
。こ
こ
に
画
か
れ
た
墨
竹
は
濃
淡
の
抑
揚
に
よ
っ
て
遠
近
感
を
表
出
す
る
一
方
、

微
妙
な
淡
墨
の
滲
み
の
調
子
が
、
み
ず
み
ず
し
い
若
竹
の
幹
や
竹
の
質
感
を
み
ご
と
に
と
ら

え
て
お
り
、
そ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
竹
幹
と
竹
葉
の
画
面
上
の
配
置
は
、
本
図
に
タ
ブ
ロ
ー
と

し
て
の
高
い
完
成
度
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
旧
高
島
本
が
画
中
の
自
題
に
か
な
り
意
を
用
い

て
い
る
の
に
対
し
、
同
じ
年
の
冬
に
画
か
れ
た
本
図
は
、
彼
の
画
竹
の
技
巧
を
よ
り
純
粋
な

形
で
呈
示
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
絵
画
と
し
て
の
視
覚
的
な
楽
し
み
が
倍
加
し
て
い
る
④

。 

３
．
鄭
燮
「
墨
竹
図
屏
風
」（
四
曲
） 

清
・
乾
隆
十
八
（
一
七
五
三
）
年
六
一
歳
の
作
で
あ
る
。
紙
本
墨
画
、
縦120.0cm

、
横

238.0cm

、
東
京
国
立
博
物
館
（
旧
高
島
菊
次
郎
氏
蔵
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
画
面
に

叢
竹
と
痩
石
の
み
が
描
か
れ
て
お
り
、
現
在
は
四
曲
一
隻
の
屏
風
で
あ
る
（F

ig.

Ⅶ-45

）
。
左

方
の
竹
は
手
前
に
あ
り
、
葉
叢
を
中
心
に
そ
の
上
方
の
み
が
見
え
る
の
に
対
し
て
、
奥
に
あ

る
右
方
の
竹
は
地
面
か
ら
伸
び
て
、
そ
の
上
方
は
画
面
外
に
あ
る
。
潤
い
の
あ
る
筆
遣
い
で

風
に
揺
ら
ぐ
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
示
す
葉
叢
は
、
左
前
方
と
右
後
方
の
竹
叢
で
濃
淡
の

対
比
を
見
せ
、
奥
行
を
表
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
竹
の
遠
近
表
現
や
質
感
描
写
の
見
事
さ
の

                                        

         

 

④

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』（
下
）
明
、
図
版
八
六
参
照
。 
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み
な
ら
ず
、
書
画
の
交
響
が
見
せ
る
自
在
な
筆
線
の
墨
色
の
み
ず
み
ず
し
さ
が
看
取
さ
れ
る

本
図
は
、
も
っ
ぱ
ら
竹
石
や
蘭
を
描
い
た
鄭
燮
（
一
六
九
三
～
一
七
六
五
）
の
画
の
な
か
で

も
、「
遠
山
煙
竹
」
と
い
う
自
題
の
あ
る
「
墨
竹
図
」
四
幅
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
美
術
館
蔵
）

と
と
も
に
彼
の
代
表
作
と
見
な
せ
よ
う
。
こ
の
屏
風
は
作
中
、

も
傑
出
し
て
い
て
、
自
賛

の
う
ち
に
「
お
よ
そ
吾
が
画
竹
は
師
承
す
る
所
な
く
、
多
く
紙
窓
粉
壁
、
日
光
月
影
の
中
に

得
た
る
の
み
」
と
あ
り
、
お
の
ず
か
ら
竹
林
中
に
寝
台
を
持
ち
出
し
て
、
年
中
竹
を
眺
め
て

い
た
と
し
る
し
て
い
る
く
ら
い
、
竹
に
魅
せ
ら
れ
、
愛
好
し
て
い
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
る
①

。 
 

六
分
半
書
と
い
う
書
体
の
自
題
は
、
画
の
右
下
方
の
余
白
を
埋
め
る
よ
う
に
左
か
ら
右

へ
と
自
在
に
書
か
れ
て
い
る
。
自
題
の
前
半
に
は
、
竹
に
囲
ま
れ
竹
に
没
入
し
て
い
た
彼
の

生
活
が
、
後
半
に
は
七
言
絶
句
の
竹
歌
二
首
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
二
首
は
と
も
に
『
板

橋
題
画
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
自
題
の
未
尾
に
は
「
乾
隆
十
八
年
春
三
月
之
望 

板
橋
鄭

燮
画
并
題
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
乾
隆
十
八
年
（
一
七
五
三
）
三
月
、
鄭
燮
六
一
歳
、
致
仕

し
た
前
後
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
美
術
舘
本
も
そ
の
年
の
仲

冬
の
年
記
が
あ
り
、
こ
の
頃
は
鄭
燮
に
と
っ
て
、
官
を
退
い
た
後
、
旺
盛
に
制
作
活
動
を
行

い
、
画
家
と
し
て
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

４
．
鄭
燮
「
蘭
菊
松
石
図
屏
」（
四
幅
） 

紙
本
墨
画
、
縦190.0cm

、
横50.0cm

、
南
京
博
物
院
蔵
。
こ
の
屏
風
は
、
松
、
竹
、

蘭
、
菊
、
石
を
描
い
て
お
り
、
各
扇
に
も
題
画
詩
が
書
か
れ
て
い
る
②

。 

５
．
鄭
燮
「
墨
竹
通
景
屏
」（
四
曲
） 

乾
隆
二
十
六
年
（
一
七
六
一
辛
巳
年
）、
紙
本
墨
画
、
縦222.5cm

、
横252.0cm

、
湖

北
省
博
物
館
蔵
。
こ
の
墨
竹
屏
風
に
は
、
竹
林
間
に
画
竹
法
に
つ
い
て
の
題
跋
が
書
か
れ
て

い
る
③

（F
ig.

Ⅶ-46

）
。 

                                         

         

 

①

小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）
明
・
清
、
図
版
六
四
、
角
川
書
店
一
九
六
六
年
。

中
野
徹
・
西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
図
版
七
八
（119.5

×236.0cm

）、

小
学
館
、
一
九
九
八
年
。  

②

国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
図
版
六
一
七
、
商
務
印
書
館
・
上
海
辞
書
出
版
社

一
九
九
五
年
。  

③

鐘
鳴
天
「
談
鄭
板
橋
巨
幅
墨
竹
及
其
題
跋
」『
江
漢
考
古
』
一
九
八
〇
年
第
一
期
、
図
版
肆
、
一
〇
三
～
一

〇
四
頁
。
同
氏
「
鄭
板
橋
巨
幅
墨
竹
通
景
屏
及
其
題
跋
」『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
一
期
、
図
版
捌
、
八
七
～

八
八
頁
。
ま
た
、
前
掲
し
た
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
図
版
六
二
〇
を
参
照
す
る
。 

イ
．
画
中
画
屏
風 

 

清
時
代
の
画
中
画
屏
風
絵
は
、
押
絵
貼
屏
風
あ
る
い
は
掛
屏
風
よ
り
、
画
題
も
数
量
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
画
中
の
山
水
図
屏
風
は
前
代
と
同
様
に
、
画
中
画
屏
風
絵
の
肝
要
で
あ

る
。 １

．
葉
芳
林
・
方
士
庶
筆
「
九
日
行
庵
文
讌
図
巻
」 

清
時
代
・
一
七
四
三
年
、
絹
本
着
色
、
縦31.7cm

、
横201.0cm

、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド

美
術
館
蔵
。 

行
庵
は
揚
州
の
天
寧
寺
の
西
隅
に
あ
り
、
馬
曰
琯
（
一
六
八
六~

一
七
五
五
）、
曰
璐
（
一

六
九
七~

一
七
六
六~

？
）
兄
弟
が
僧
房
を
買
い
取
り
築
い
た
庵
で
、
昔
、
晋
の
謝
安
（
三
二

〇~

三
八
五
）
が
遊
ん
だ
と
い
う
。
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
九
月
九
日
、
馬
氏
兄
弟
は
行

庵
に
十
四
人
の
文
人
を
招
き
文
雅
の
会
を
催
し
た
。
明
・
仇
英
「
白
描
陶
淵
明
像
」
を
掛
け
、

菊
花
を
採
り
、
酒
を
酌
み
、
詩
を
吟
じ
た
。
こ
の
雅
集
を
記
念
し
て
描
か
れ
た
の
が
本
図
巻

で
、
葉
芳
林
が
馬
氏
兄
弟
を
含
む
十
六
人
の
肖
像
を
描
き
、
雅
会
に
参
加
し
た
方
士
庶
（
一

六
九
二~

一
七
五
一
）
が
背
景
を
補
っ
た
。
葉
芳
林
は
蘇
州
（
江
蘇
省
）
洞
庭
山
の
肖
像
画

家
、
字
は
敬
初
あ
る
い
は
震
初
。
方
士
庶
は
歙
県
（
安
徽
省
）
の
人
、
字
は
循
遠
あ
る
い
は

洵
遠
、
号
は
環
山
、
小
獅
道
人
な
ど
。
画
後
の
厲
鶚
（
一
六
九
二~

一
七
五
二
）「
九
日
行
庵

文
讌
図
記
」
に
よ
っ
て
像
主
が
そ
れ
ぞ
れ
比
定
さ
れ
、
巻
前
方
、
牋
を
手
に
し
て
縄
牀
に
座

す
の
が
方
士
庶
、
巻
中
程
、
菊
花
を
手
に
す
る
の
が
厲
鶚
、
程
夢
星
の
弾
く
琴
を
立
っ
て
聴

い
て
い
る
の
が
馬
曰
璐
、
巻
後
方
、
巻
物
を
持
っ
て
い
る
二
人
の
内
、
向
か
っ
て
右
が
馬
曰

琯
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
首
、
水
墨
山
水
図
の
衝
立
を
立
て
て
い
る
④

（F
ig.

Ⅶ-47

）
。 

２
．
焦
秉
貞
「
歴
朝
賢
后
故
事
冊
」 

う
ち
の
一
幅
、
絹
本
着
色
、
各
縦30.6cm

、
横37.3cm

、
水
墨
山
水
図
屏
風
を
立
て
て

い
る
⑤

。
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。 

３
．
佚
名
「
仕
女
行
楽
図
冊
」 

う
ち
の
一
幅
、
絹
本
着
色
、
縦184.0cm

、
横98.0cm

、
草
書
の
屏
風
を
立
て
て
い
る
⑥

。

北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。 

４
．
清
・
禹
之
鼎
「
人
物
肖
像
図
」
軸 

                                        

         

 

④

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
』
図

版
四
六 

一
九
九
八
年
。  

⑤

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
上
）、
図
版
一
二
九
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。   

⑥

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
上
）、
図
版
一
三
二
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  
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絹
本
着
色
、
縦124.8cm

、
横53.0cm

、
吉
林
省
博
物
館
蔵
。
禹
之
鼎
字
は
上
吉
、
別
の

字
は
尚
基
と
い
い
、
慎
斎
と
号
す
。
江
都
（
今
の
江
蘇
省
揚
州
）
の
人
。
清
の
順
治
四
年
（
一

六
四
七
）
に
生
ま
れ
、
康
煕
四
十
八
年
（
一
七
〇
九
）
に
な
お
存
命
し
て
い
た
。
康
煕
二
十

年
、
官
職
は
鴻
臚
寺
序
班
で
あ
っ
た
。
人
物
故
事
を
描
く
の
に
す
ぐ
れ
、
山
水
と
花
鳥
を
描

く
の
に
も
長
じ
て
い
た
。
と
り
わ
け
肖
像
が
得
意
で
、
一
世
を
風
靡
し
た
。 

 

画
面
に
は
、
男
子
が
一
人
、
椅
子
に
姿
勢
を
正
し
て
坐
り
、
手
に
如
意
を
も
ち
、
容
姿
は

す
ら
り
と
痩
せ
て
い
る
。
一
人
の
侍
童
が
龍
頭
の
杖
と
衣
服
・
帽
子
な
ど
を
も
っ
て
、
主
人

の
外
出
に
そ
な
え
て
い
る
よ
う
だ
。
衣
文
線
は
流
暢
で
力
が
あ
り
、
彩
色
は
重
厚
典
雅
で
あ

る
。
人
物
の
顔
に
は
陰
影
法
を
用
い
、
は
な
は
だ
精
彩
が
あ
る
。
机
や
衝
立
の
配
列
が
雅
趣

を
お
び
、
主
人
が
か
な
り
高
い
教
養
文
化
を
も
つ
こ
と
を
物
語
る
。
こ
れ
は
一
幅
の
肖
像
画

だ
が
、
画
面
に
は
款
記
が
な
く
、
画
家
の
名
は
雨
中
の
山
水
画
の
衝
立
に
款
署
さ
れ
て
い
る

（F
ig.

Ⅶ-48

）
。
こ
の
衝
立
は
室
内
で
の
主
人
の
重
要
な
調
度
で
、
こ
う
し
た
巧
妙
な
配
置
は

け
っ
し
て
無
意
識
と
は
思
わ
れ
ず
、
あ
る
い
は
作
者
の
自
画
像
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
辛

巳
」
の
款
記
が
あ
る
の
で
、
康
煕
四
十
年
（
一
七
〇
一
）、
禹
之
鼎
五
十
五
歳
の
と
き
の
制
作

で
あ
る
①

。 

  

５
．
清
・
黄
応
諶
「
陋
室
銘
図
軸
」 

中
博
五
七
三-

三
八 

中
画
〇
・
〇
二
・
一
一
・
〇
〇
一
五
五 

絹
本
着
色
、243.3

×

158.0cm

、
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

。 
 

６
．
清
・
丁
観
鵬
「
模
仇
英
西
園
雅
集
図
軸
」 

成
一
八
九15

 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
二
七
六
四 

乾
隆
十
三
年
（
一
七
四
八
）
五
月
、

紙
本
淡
色
、95.1

×43.9cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
重
華
宮
』
著
録
、
山
水
図
屏
風
が
立
て

ら
れ
て
い
る
③

。 

７
．
清
・
丁
観
鵬
「
丹
書
受
戒
図
軸
」 

調
二
五
一95

 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
二
七
六
八 

紙
本
着
色
、95.4

×57.0cm
、

大
殿
の
中
央
に
斧
文
屏
風
が
立
て
て
い
る
④

。
こ
れ
は
、
戦
国
時
代
の
斧
扆
と
似
て
お
り
、

                                        

         

 

①

蘇
子
重
「
禹
之
鼎
「
鹊
華
秋
色
図
巻
」
与
「
肖
像
軸
」
小
記
」『
博
物
館
研
究
』
一
九
八
四
年
第
三
期
。
吉

林
省
博
物
館
編
『
吉
林
省
博
物
館
』（
中
国
の
博
物
館
第
二
期
３
）
図
版
一
二
三
、
講
談
社
・
文
物
出
版
社
、

一
九
八
八
年
。 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
二

年
二
月
初
版
、
四
一
～
四
二
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
三
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
三
月
初
版
、
一
二
一
～
一
二
二
頁
。 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
三
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

倣
古
風
が
よ
く
見
ら
れ
る
。 

８
．
清
・
丁
観
鵬
「
臨
元
人
四
孝
図
巻
」 

調
二
二
六75
 

故
画
乙
〇
一
・
一
一
・
〇
一
七
一
五 

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
寧
寿
宮
』
著

録
、
乾
龍
十
二
年
（
一
七
四
七
）
款
、
紙
本
着
色
、
画
幅
第
一
は38.7

×54.3cm

、
画
幅

第
二
は38.7

×53.6cm

、
こ
の
二
幅
に
は
、
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

９
．
清
・
姚
文
瀚
「
歳
朝
歓
慶
図
軸
」 

成
二
二
五26

 

故
画
丙
〇
二
・
一
一
・
〇
二
八
四
七 

紙
本
着
色
、82.4

×55.0cm

、『
石

渠
宝
笈
三
編
・
延
春
閣
』
著
録
、
大
殿
の
後
方
に
多
曲
花
鳥
樹
石
図
屏
風
を
立
て
て
い
る
⑥

。

屏
風
の
形
状
に
よ
っ
て
、
六
曲
一
隻
の
屏
風
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（F

ig.

Ⅶ-49

）
。 

１
０
．
清
・
姚
文
瀚
「
模
宋
人
文
会
図
巻
」 

調
二
二
四28

 

故
画
乙
〇
一
・
一
一
・
〇
一
七
二
七 

紙
本
着
色
、46.8

×196.1cm

、

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
養
心
殿
』
著
録
、
乾
隆
十
七
年
（
一
七
五
二
）
款
、
唐
十
八
学
士
と
い

う
物
語
の
画
面
に
は
素
屏
風
と
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑦

。 
 

１
１
．
清
・
姚
文
瀚
「
弘
暦
（
乾
隆
）
鑑
古
図
」 

 

北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
清
・
乾
隆
時
期
の
院
画
家
の
姚
文
瀚
が
行
楽
図
の
一
種
と
し
て

描
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
構
図
や
意
匠
な
ど
が
宋
人
の
「
人
物
図
」
冊
（
台
北
・
故

宮
博
物
院
蔵
、
ウ
ー
・
ホ
ン
氏
の
論
点
に
よ
っ
て
、
明
初
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
か

ら
模
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
画
中
の
家
具
や
調
度
は
、
清
宮
中
の
御
用
品

に
変
化
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
画
中
画
屏
風
絵
の
手
法
で
三
次
元
空
間
の
視
覚
意
識
を
現

わ
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
図
は
宋
人
の
人
物
図
の
画
中
画
と
し
て
屏
風
小
景
山
水

花
鳥
図
か
ら
大
型
屏
風
山
水
図
に
転
換
さ
れ
、
前
者
に
存
在
す
る
瀟
洒
な
文
人
気
息
も
強
く

表
れ
て
い
る
⑧

。
ま
た
、
作
者
不
詳
「
是
一
是
二
（
ま
た
は
乾
隆
鑑
古
図
）」（
北
京
・
故
宮

                                        

                                        

                                        

 

年
三
月
初
版
、
一
三
五
～
一
三
六
頁
。 

⑤

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十

一
年
十
二
月
初
版
、
五
一
～
五
四
頁
。 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
三
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
三
月
初
版
、
三
六
三
～
三
六
四
頁
。『
故
宮
文
物
月
刊
』
７
１
（
第
六
巻
第
十
一
期
、
一
九
八
九
年
）
底
紙

封
面
に
カ
ラ
ー
図
版
が
掲
載
さ
れ
た
。 

⑦

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十

一
年
十
二
月
初
版
、
一
九
一
～
一
九
二
頁
。 

⑧

廖
宝
秀
「
清
代
院
画
行
楽
図
中
的
故
宮
珍
宝
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
４
８
（
第
十
三
巻
第
四
期
）
図
一
六

「
弘
暦
鑑
古
図
」、
図
十
七
宋
人
「
人
物
図
」、
一
〇
～
二
三
頁
、
一
九
九
五
年
。
台
北
・
故
宮
博
物
院
書
画
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博
物
院
蔵
、
十
八
世
紀
、
紙
本
画
軸
）
も
あ
る
①

。
そ
の
構
図
と
画
中
山
水
図
屏
風
を
姚
文

瀚
の
作
品
か
ら
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-50

）
。 

１
２
．
清
・
院
本
「
清
明
上
河
図
巻
」 

崑
一
六
二2

 

故
画
甲
〇
一
・
一
一
・
〇
一
一
一
〇 

絹
本
着
色
、35.6

×1152.8cm

、

『
石
渠
宝
笈
初
編
・
養
心
殿
』
著
録
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
款
、
二
点
の
山
水
図
衝
立

が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

。 

１
３
．
清
・
院
本
「
漢
宮
春
暁
図
巻
」 

調
二
二
六2

 

故
画
乙
〇
一
・
一
一
・
〇
一
一
一
二 

絹
本
着
色
、32.9

×718.1cm

、『
石

渠
宝
笈
初
編
・
重
華
宮
』
著
録
、
乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
）
款
、
二
点
の
十
二
曲
山
水
図
屏

風
と
八
曲
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅶ-51

）
。
こ
の
絹
本
絵
画
の
屏
風
と

現
存
し
て
い
る
実
物
屏
風
は
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
屏
風
画
は
そ
の
と
き
の
屏
風
様
子

を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。 

１
４
．
清
・
院
本
「
親
蠶
図
」（
四
巻
） 

調
二
八
五1-4

 

故
画
乙
〇
一
・
一
一
・
〇
〇
九
一
七
～
二
〇 

乾
隆
九
年
（
一
七
四
四
）

款
、
絹
本
着
色
、
利
巻
（51.0

×590.4cm

）
の
採
桑
と
貞
巻
（51.0

×639.7cm

）
の
献

繭
の
画
面
に
は
二
点
の
孝
賢
皇
后
の
御
座
囲
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。
こ
の
二
点
の
囲
屏

風
は
素
面
で
あ
る
が
、
そ
の
様
式
は
現
存
し
て
い
る
実
物
囲
屏
と
よ
く
似
て
い
る
。 

１
５
．
清
・
画
院
画
「
十
二
月
月
令
図
軸
」（
二
月
） 

洪
九
九
１
之
２ 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
三
一
〇
七 

絹
本
着
色
、175.0
×97.0cm

、

乾
隆
皇
帝
御
覧
之
宝
で
あ
る
。
屏
風
の
画
面
を
区
分
し
て
、
い
く
つ
か
の
画
題
が
描
か
れ
て

い
る
⑤

。 
                                        

                                        

                                        

 

処
「「
七
十
件
書
画
冊
頁
名
品
特
展
」
精
選
」（
五
）『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
５
０
（
第
十
三
巻
第
六
期
）
挿
図
、

八
六
頁
、
一
九
九
五
年
。 

①

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
六
三
。 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九

十
一
年
十
二
月
初
版
、
四
一
三
～
四
二
〇
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十

一
年
十
二
月
初
版
、
四
二
七
～
四
三
二
頁
。 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九

十
一
年
十
二
月
初
版
、
四
四
五
～
四
五
八
頁
。 

⑤

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
二
七
七
～
二
七
八
頁
。 

１
６
．
清
・
張
愷
梁
徳
潤
張
維
明
合
絵
「
群
仙
祝
寿
図
軸
」 

成
二
二
二10

 

故
画
丙
〇
二
・
一
一
・
〇
三
七
五
九 

絹
本
着
色
、213.5

×150.5cm

、

祝
寿
の
各
画
面
を
構
成
し
て
い
る
寿
字
の
頂
端
に
五
曲
の
花
鳥
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑥

（F
ig.

Ⅶ-52

）
。 

１
７
．
黎
明
「
倣
金
廷
標
孝
経
図
」
冊
頁 

清
・
乾
隆
年
間
、
着
色
、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
本
図
に
は
、
大
型
の
平
遠
山
水
図
屏

風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑦

。
全
体
構
図
は
宋
人
「
人
物
図
」
や
「
張
雨
題
倪
瓚
像
」
な
ど
と

酷
似
し
て
い
る
。
特
に
、
南
宋
・『
孝
経
』
第
十
三
章
へ
の
李
公
麟
の
挿
絵
⑧

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
や
、
十
三
世
紀
『
孝
経
』
第
十
三
章
へ
の
伝
馬
和
之
の
挿

絵
⑨

（
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）
と
上
海
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
元
代
の
「
孝
経

図
」
挿
絵
⑩

な
ど
の
構
図
と
も
同
じ
構
図
を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
画
中
画
と
し
て
山

水
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-53

）
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
よ
っ
て
、
宋
元
時
代
か
ら
明

清
時
代
へ
『
孝
経
』
挿
絵
の
歴
史
変
遷
の
様
相
が
分
か
る
。 

１
８
．
清
・
郎
世
寧
・
艾
啓
蒙
ら
の
西
洋
画
家
の
屏
風
絵 

一
七
一
五
年
、
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
が
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
為
、
中
国
に
派

遣
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
あ
る
男
が
い
た
。
彼
は
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
（
一
六
八
八
～
一
七
六

六
、
中
国
名
は
郎
世
寧
）
と
い
い
、
そ
の
後
五
十
一
年
の
長
き
に
わ
た
り
中
国
の
宮
廷
で
画

家
と
し
て
の
生
涯
を
送
っ
た
。
彼
は
自
分
の
信
仰
に
迷
い
そ
れ
を
失
う
と
と
も
に
、
西
洋
風

の
画
風
か
ら
離
脱
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
郎
世
寧
と
い
う
人
と
絵
は
中
国
で
も
西
洋
で
も
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
宗
教
と
芸
術
両
方
の
失
落
者
で
あ
り
悲
劇
の
人
物
と
い
え
る
。
し

か
し
彼
の
一
生
は
死
ぬ
ま
で
皇
帝
と
宮
廷
に
捧
げ
ら
れ
、
彼
の
作
品
は
「
中
国
と
西
洋
の
絵

画
を
適
宜
に
集
め
て
混
合
さ
せ
た
も
の
」
と
い
う
特
徴
を
持
っ
た
。
彼
は
中
国
の
画
家
た
ち

に
西
洋
の
油
絵
画
法
や
明
暗
法
・
遠
近
法
な
ど
の
写
実
的
な
画
法
を
教
え
る
と
と
も
に
、
自

ら
は
中
国
の
画
法
を
取
り
入
れ
て
多
く
の
馬
の
絵
を
描
い
た
。
ま
た
、
数
多
く
の
屏
風
絵
も

                                        

         

 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
三
八
一
～
三
八
二
頁
。 

⑦

傅
東
光
「
乾
隆
内
府
書
画
装
潢
初
探
」『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
一
八
（
二
〇
〇
五
年
第
二
期
）、
図
二
十
二
、

一
一
一
～
一
四
〇
頁
。
ま
た
、
黎
明
は
清
・
乾
隆
年
間
の
宮
廷
画
家
で
あ
る
。 

⑧

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
九
九
。 

⑨

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
〇
〇
。 

⑩

中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
古
代
書
画
図
目
』
二
（
文
物
出
版
社
、1986

年
）
滬1

-0266

。 
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作
り
出
し
た
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№607

～617

参
照
）。

も
代
表
的
な
屏
風
画
の
作
例
と
し

て
「
西
洋
楼
閣
図
」
十
二
叠
屏
風
や
「
婦
女
図
」
十
二
叠
屏
風
が
挙
げ
ら
れ
る
①

。
そ
の
優

れ
た
作
品
の
後
に
続
い
て
、
郎
世
寧
の
絵
画
の
中
に
た
く
さ
ん
の
白
鷹
図
硯
屏
と
い
う
モ
チ

ー
フ
が
頻
繁
に
出
現
し
た
。
こ
こ
で
彼
の
描
い
た
花
鳥
・
人
物
・
楼
閣
図
屏
風
と
い
う
作
品

に
つ
い
て
の
由
来
や
寓
意
や
画
風
な
ど
を
論
じ
な
が
ら
、
更
に
、
中
国
と
日
本
、
及
び
西
洋

に
お
け
る
屏
風
の
絵
画
表
現
を
比
較
し
て
み
よ
う
。 

①
．
清
・
郎
世
寧
画
「
白
鷹
軸
」 

歳
二
五
〇 

故
画
甲
〇
二
・
一
一
・
〇
〇
九
五
七 

乾
隆
三
十
年
（
一
七
六
五
）
款
、
絹

本
着
色
、179.9

×99.2cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
養
心
殿
』
著
録
。
花
卉
図
硯
屏
が
立
て
ら

れ
て
い
る
②

（F
ig.

Ⅶ-54

）
。 

②
．
清
・
郎
世
寧
画
「
白
海
青
軸
」 

歳
二
四
六 

故
画
甲
〇
二
・
一
一
・
〇
〇
八
〇
一 

乾
隆
戊
寅
款
、
紙
本
着
色
、141.3

×88.9cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
寧
寿
宮
』
著
録
。
花
鳥
図
硯
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。 

③
．
清
・
艾
啓
蒙
画
「
白
鷹
軸
」 

成
二
二
二52

 

故
画
甲
〇
二
・
一
一
・
〇
三
〇
八
六 
乾
隆
四
十
一
年
（
一
七
七
六
）
款
、

絹
本
着
色
、178.4

×98.5cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
御
書
房
』
著
録
。
花
鳥
図
硯
屏
が
立
て

ら
れ
て
い
る
④

。 

④
．
清
・
艾
啓
蒙
画
「
白
鷹
軸
」 

成
二
三
一17

 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
〇
九
六
一 

絹
本
着
色
、179.2

×95.0cm

、

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
重
華
宮
』
著
録
。
花
鳥
図
硯
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

⑤
．
清
・
艾
啓
蒙
画
「
土
爾
扈
特
白
鷹
軸
」 

調
二
三
八22

 

故
画
甲
〇
二
・
一
一
・
〇
三
〇
八
五 

乾
隆
癸
巳
年
款
、
絹
本
着
色
、147.0

                                        

         

 

①

石
田
幹
之
助
著
・
賀
昌
群
訳
『
郎
世
寧
傳
考
略
』「
郎
世
寧
作
品
表
目
」（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』

二
一
、
五
集
第
二
輯
、
二
三
二
～
二
三
四
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

②

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
三
一
～
三
二
頁
。 

③

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
五
三
～
五
四
頁
。 

④

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
九
九
～
一
〇
〇
頁
。 

⑤

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
。 

×89.5cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
乾
清
宮
』
著
録
。
花
鳥
図
硯
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑥

。 

⑥
．
清
・
賀
清
泰
画
「
白
海
青
軸
」 

調
二
三
八19
 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
三
〇
八
八 

乾
隆
四
十
八
年
（
一
七
八
三
）
款
、

絹
本
着
色
、180.7

×99.0cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
乾
清
宮
』
著
録
。
花
卉
図
硯
屏
が
立
て

ら
れ
て
い
る
⑦

。 

⑦
．
清
・
賀
清
泰
画
「
白
鷹
軸
」 

成
二
三
一58

 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
三
〇
八
九 

乾
隆
五
十
年
（
一
七
八
五
）
款
、

絹
本
着
色
、157.4

×95.8cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
重
華
宮
』
著
録
。
花
鳥
図
硯
屏
が
立
て

ら
れ
て
い
る
⑧

。 

⑧
．
清
・
賀
清
泰
画
「
白
海
青
軸
」 

成
二
二
二33

 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
三
〇
八
七 

乾
隆
五
十
年
（
一
七
八
五
）
款
、

絹
本
着
色
、164.5

×95.5cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
重
華
宮
』
著
録
。
花
卉
図
硯
屏
が
立
て

ら
れ
て
い
る
⑨

。 

⑨
．
清
・
賀
清
泰
画
「
黄
鷹
軸
」 

成
二
二
二39

 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
三
〇
九
〇 

乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
款
、

紙
本
着
色
、176.6

×95.0cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
御
書
房
』
著
録
。
花
卉
図
硯
屏
が
立
て

ら
れ
て
い
る
⑩

。 

⑩
．
清
・
楊
大
章
画
「
白
鷹
軸
」 

成
二
三
一74

 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
三
〇
八
二 

乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
款
、

紙
本
着
色
、173.7

×97.8cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
・
養
心
殿
』
著
録
。
花
鳥
図
硯
屏
が
立
て

ら
れ
て
い
る
⑪

。 

                                        

         

 

⑥

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
一
一
一
～
一
一
二
頁
。 

⑦

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
一
一
七
～
一
一
八
頁
。 

⑧

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
一
一
九
～
一
二
〇
頁
。 

⑨

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
一
二
一
～
一
二
二
頁
。 

⑩

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
一
二
三
～
一
二
四
頁
。 

⑪

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三
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⑪
．
清
・
楊
大
章
画
「
白
鷹
軸
」 

成
二
二
二23

 

故
画
乙
〇
二
・
一
一
・
〇
三
〇
八
一 

紙
本
着
色
、188.4

×93.8cm

、

『
石
渠
宝
笈
続
編
・
重
華
宮
』
著
録
。
花
卉
図
硯
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
①

。
以
上
の
硯
屏

の
花
卉
図
と
花
鳥
図
に
は
全
て
折
枝
と
い
う
画
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
西
洋
風
の
画
中
屏
風
は
、
そ
の
着
色
、
構
図
な
ど
に
東

西
洋
画
法
の
融
和
が
よ
く
見
ら
れ
る
。 

 

ウ
．
通
景
屏
風 

大
型
の
山
水
・
楼
閣
・
樹
石
動
物
な
ど
の
通
景
図
屏
風
が
、
清
時
代
に
お
け
る
屏
風
絵
の

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。 

１
．
沈
銓
筆
「
鶴
鹿
同
春
図
屏
風
」
②

は
六
曲
一
双
の
屏
風
の
右
隻
に
は
山
中
の
渓
岸
の

柏
樹
の
下
に
十
頭
の
鹿
が
描
か
れ
、
左
隻
に
は
海
波
を
臨
む
断
崖
の
岩
上
と
松
樹
に
九
羽
の

鶴
が
描
か
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-55

）
。
左
隻
に
は
桃
樹
、
薔
薇
（
長
春
花
）、
菊
花
、
霊
芝
な

ど
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
物
は
い
ず
れ
も
長
寿
を
寓
意
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
組
合
せ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
吉
祥
図
を
意
味
す
る
も
の
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
柏

と
鹿
は
「
百
齢
食
禄
」（
高
位
と
富
貴
）
と
な
り
、
松
と
鶴
は
「
松
鶴
同
春
」、「
松
鶴
遐
齢
」、

「
鶴
寿
松
齢
」、
鶴
と
桃
は
「
鶴
献
蟠
桃
」、
薔
薇
（
長
春
花
）
は
松
と
「
不
老
長
春
」、
菊
は

松
と
「
松
菊
猶
存
」、「
松
菊
延
年
」
と
な
り
、
ま
た
、
両
隻
を
合
せ
る
と
「
鶴
鹿
同
春
」、
あ

る
い
は
「
松
柏
同
春
」
と
な
り
、
い
ず
れ
も
夫
婦
の
不
老
長
寿
を
寓
意
す
る
。
ま
た
、
松
、

桃
、
鶴
、
鹿
を
合
せ
て
「
仙
壷
集
慶
」
を
示
す
。
本
屏
風
は
日
本
仕
立
て
の
も
の
で
、
お
そ

ら
く
日
本
か
ら
無
地
の
屏
風
を
中
国
に
お
く
り
、
そ
れ
に
描
い
て
お
く
り
か
え
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
帰
国
後
制
作
し
た
も
の
で
、
某
日
本
人
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
作
画
か
と
想
像
さ
れ

る
。
沈
銓
（
一
六
八
三~

一
七
六
〇
～
）
は
、
字
を
衡
斎
、
号
を
南
蘋
。
浙
江
省
呉
興
の
双

林
鎮
の
人
、
日
本
か
ら
招
か
れ
て
雍
正
九
年
（
享
保
十
六
年
、
一
七
三
一
）
長
崎
に
渡
日
し

                                        

                                        

                                        

 

年
九
月
初
版
、
一
二
五
～
一
二
六
頁
。 

①

国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三

年
九
月
初
版
、
一
三
三
～
一
三
四
頁
。 

②

絹
本
著
色
、
各
縦
一
四
三
・
六
×
横
二
七
九
・
四cm

、
清
時
代
・
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）、
個
人
蔵
。

東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
一
一
二
、
大
塚
巧
藝
社
一
九
九
八

年
。
小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）
明
・
清
、
カ
ラ
ー
図
版
二
三
「
群
鹿
図
屏
風
」

紙
本
金
地
着
色
、
角
川
書
店
一
九
六
六
年
。  

た
来
舶
清
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、清
時
代
前
期
の
吉
祥
図
の
重
要
な
画
家
の
一
人
で
あ
る
。

花
鳥
画
を
よ
く
し
た
写
生
画
家
で
あ
り
、中
国
に
お
け
る
彼
に
関
す
る
記
事
は
多
く
な
い
が
、

日
本
の
長
崎
で
は
周
囲
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
熊
代
繍
江
（
熊
斐
）
が
開
い
た
清
朝

花
鳥
画
風
を
伝
え
長
崎
の
匠
と
し
て
名
声
が
高
か
っ
た
。
清
朝
の
典
麗
な
花
鳥
画
の
典
型
を

描
く
画
家
名
声
高
く
、
そ
の
師
祖
と
仰
が
れ
た
こ
と
は
確
か
で
、
そ
の
様
式
は
の
ち
の
渡
辺

華
山
、
椿
椿
山
ら
の
花
鳥
画
体
の
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
緻
密
な
写
生
画
風
や
、
色
彩

的
な
配
置
は
当
時
中
国
の
画
壇
に
お
い
て
も
異
色
な
も
の
で
あ
り
、
清
朝
花
卉
、
禽
獣
画
の

異
色
画
家
と
し
て
喧
伝
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
鹿
図
も
緻
密
な
写
実
主
義
を
徹
底
さ
せ
た
図
柄

か
ら
多
少
か
た
い
表
現
で
は
あ
る
が
、
実
体
描
写
に
そ
の
真
髄
を
見
せ
た
沈
銓
の
画
風
は
ま

こ
と
に
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

２
．
沈
南
蘋
筆
「
花
鳥
動
物
図
」（
十
一
幅
の
内
） 

乾
隆
十
五
（
一
七
五
〇
）
年
、
各
縦153.5cm

、
横57.4cm

、
北
三
井
家
旧
蔵
。 

沈
南
蘋
（
一
六
八
二~

？
）
は
（
沈
銓
）
中
国
・
清
時
代
の
浙
江
呉
興
の
職
業
画
家
で
、

享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
日
本
・
長
崎
に
渡
航
し
、
三
年
近
く
滞
在
し
た
。
江
戸
中
期
に

新
た
に
定
着
し
た
写
生
派
成
立
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
沈
南
蘋
で
あ
る
。
南
蘋
よ
り
直
接

教
え
を
受
け
た
熊
斐
や
そ
の
門
人
を
通
じ
て
そ
の
画
風
は
日
本
全
国
に
広
ま
り
、
江
戸
時
代

中
期
以
降
の
画
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
写
生
派
の
画
家
た
ち
が
一
様
に
こ
の
南
蘋
派

の
画
風
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
の
絵
画
史
は
大
き
く
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

濃
密
で
写
実
的
な
花
鳥
図
が
特
徴
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
図
中
の
「
枇
杷
寿
帯
」
や
「
群

島
倚
竹
」「
栗
鼠
」
の
精
緻
な
表
現
に
も
よ
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
本
図
は
全
十
一
幅
と
い
う

い
さ
さ
か
中
途
半
端
な
数
だ
が
、
遅
く
と
も
十
九
世
紀
前
半
に
は
こ
の
形
で
三
井
家
に
伝
わ

っ
て
い
た
③

。
こ
れ
ら
は
画
風
の
違
い
か
ら
六
幅
と
五
幅
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
（F

ig.

Ⅶ-56

）
。
前
者
は
花
木
を
丹
念
に
描
き
込
み
全
体
に
彩
り
も
鮮
や
か
で
あ
る
の
に
対
し
、
後

者
は
色
数
を
抑
制
し
て
岩
の
描
写
を
と
り
わ
け
意
識
し
て
い
る
。 

熊
斐
（
一
六
九
三~

一
七
七
二
）
は
、
代
々
唐
通
事
を
勤
め
た
神
代
（
の
ち
熊
代
）
家
の

養
子
で
彦
之
進
（
の
ち
甚
左
衛
門
）
と
い
い
、
中
国
風
に
熊
斐
と
称
し
た
。
清
人
画
家
沈
南

蘋
が
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
長
崎
に
渡
航
す
る
に
及
び
、
直
接
師
事
し
、
そ
の
画
を
学

                                        

         

 

③

財
団
法
人
三
井
文
庫
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
『
三
井
文
庫
創
立
百
年
記
念
―
三
井
文
庫
名
品
展
―
』
図
版

二
八 

二
〇
〇
二
年
。
財
団
法
人
三
井
文
庫
編
集
『
別
館
開
館15

周
年
記
念
―
館
蔵
名
品
撰
―
』
図
版
三 

便

利
堂 

平
成
十
二
（2000
）
年
九
月
。
財
団
法
人
三
井
文
庫
編
集
『
三
井
文
庫
別
館
蔵
品
図
録
―
三
井
家
の

絵
画
』
図
版
一
五
、
便
利
堂
、
二
〇
〇
二
年
。 
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ん
だ
。
南
蘋
の
華
麗
な
賦
彩
と
精
緻
な
筆
致
に
よ
る
写
生
花
鳥
画
は
当
時
の
日
本
の
画
壇
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
一
連
の
画
家
を
、
今
日
で
は
一
般
に
長
崎
派
、

南
蘋
派
と
称
す
る
が
、
熊
斐
は
そ
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
四
季
の
さ
ま
ざ
ま
な
花

鳥
が
明
快
な
色
彩
と
鋭
敏
な
感
覚
で
克
明
に
描
き
出
さ
れ
た
押
絵
形
式
の
こ
の
屏
風
は
、
宝

暦
三
・
四
年
（
一
七
五
三
・
五
四
）
頃
、
八
代
宗
勝
に
よ
っ
て
注
文
さ
れ
た
①

。 

３
．
袁
耀
筆
「
汾
陽
別
墅
図
」(

袁
耀
汾
陽
別
墅
圖
屏) 

（
十
二
幅
） 

清
・
乾
隆
三
一(

一
七
六
六)
年
絹
本
淡
彩
、
縦223.0cm

、
横760.0cm

(

全
体)

、
天
津

市
芸
術
博
物
館
蔵
。 

袁
耀(

生
没
年
不
詳)

は
、
字
を
昭
道
と
い
い
、
江
蘇
省
江
都
の
人
。
楼
閣
山
水
画
家
と
し

て
有
名
な
袁
江
を
叔
父
に
も
つ
。
叔
父
と
同
様
、
清
朝
に
仕
え
た
宮
廷
画
家
で
、
北
宋
画
を

宗
と
し
た
大
画
面
の
楼
閣
山
水
図
に
長
じ
て
い
た
。
独
特
の
立
体
感
を
も
つ
山
の
表
現
と
、

複
雑
な
楼
閣
宮
殿
描
写
が
彼
ら
の
特
色
で
、
そ
の
楼
閣
は
、
界
尺(

定
規)

を
用
い
て
、
小
さ

な
直
線
を
い
く
つ
も
重
ね
て
い
く
、
界
画
と
い
う
技
法
で
描
か
れ
て
い
る
。
画
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
隋
の
煬
帝
が
別
荘
と
し
て
造
営
し
た
汾
陽
宮
の
壮
観
で
、
現
在
の
山
西
省
静
楽

県
の
東
北
、
管
涔
山
上
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
②

（F
ig.

Ⅶ-57
）
。 

４
．
朱
耷
「
山
水
通
景
屏
」（
六
幅
） 

紙
本
墨
画
、
各
縦97.5cm

、
横34.0cm

、
南
京
博
物
院
蔵
。
こ
の
通
景
屏
風
は
、
挂
屏

と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
③

（F
ig.

Ⅶ-58

）
。 

５
．
袁
江
筆
「
楼
閣
山
水
図
屏
風
」（「
緑
野
堂
図
屏
風
」
八
曲
一
隻
） 

金
箋
着
色
、
縦
二
四
四
・
五
×
横
四
八
八
・
五
セ
ン
チ
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
。 

 

袁
江
は
、
江
蘇
省
江
都
（
揚
州
）
の
人
、
字
を
文
濤
と
い
う
。
康
煕
年
間
か
ら
乾
隆
前
半

に
か
け
て
、
出
身
地
の
揚
州
を
中
心
に
活
躍
し
た
職
業
画
家
で
あ
る
。
清
朝
は
特
に
画
院
は

設
け
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
如
意
館
が
あ
り
、
初
期
の
康
煕
・
雍
正
両
帝
の
こ
ろ
に

は
優
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
、
じ
つ
に
多
く
の
画
家
が
館
に
名
を
連
ね
た
。
し
か
し
半
面
指
導

方
針
が
一
定
せ
ず
、
一
応
宋
元
風
院
体
画
が
主
で
は
あ
っ
た
が
、
相
反
す
る
南
宗
画
や
西
洋

                                        

         

 

①

徳
川
美
術
館
編
集
『
新
版
・
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
①
徳
川
美
術
館
の
名
宝
』
図
版
二
四
六
、
大
塚
巧
芸
社
、

一
九
九
五
年
。  

②

神
戸
市
立
博
物
館
編
集
『
中
国
五
千
年
の
秘
宝
展
―
中
国
天
津
市
文
物
展
―
』
図
版
六
〇
、
便
利
堂
、
一
九

八
五
年
。  

③

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
上
）、
図
版
九
三
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。  

画
な
ど
も
混
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
宋
の
郭
煕
を
学
ん
だ
袁
江
は
甥
の
袁
耀
④

と
と
も

に
、
ち
ょ
う
ど
過
渡
期
的
様
式
で
一
派
を
成
し
た
明
代
の
院
派
の
よ
う
に
北
宗
画
と
南
宗
画

を
合
わ
せ
た
よ
う
な
画
風
で
袁
派
を
形
成
し
た
。
彼
自
身
書
画
家
で
あ
り
、
北
宋
北
方
系
の

大
観
的
な
山
水
様
式
の
復
興
を
目
指
し
、
楼
閣
山
水
を
描
く
界
画
で
は
、
清
朝
第
一
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
の
才
を
示
し
た
こ
と
も
こ
れ
に
役
立
っ
て
い
る
。
広
大
な
空
間
を
創
造
す
る
波
の

う
ね
り
に
も
似
た
山
塊
の
表
現
に
は
、
同
郷
の
人
で
、
や
や
活
躍
の
先
行
す
る
李
寅
の
影
響

が
認
め
ら
れ
る
。 

 

壮
大
な
八
曲
屏
風
で
あ
る
緑
野
堂
と
款
さ
れ
る
本
図
は
清
・
康
煕
五
九
年
（
一
七
二
〇
）

の
作
品
で
、
金
地
に
墨
と
鮮
や
か
な
彩
色
を
用
い
て
、
中
唐
の
宰
相
、
裴
度
が
洛
陽
の
南
に

構
え
た
別
荘
、
緑
野
堂
の
様
子
を
涼
し
げ
に
写
し
出
す
（F

ig.

Ⅶ-59

）
。
隆
起
す
る
山
岳
と
穏

や
か
に
流
れ
る
河
水
に
静
と
動
の
対
照
を
示
し
つ
つ
、
ゆ
る
ぎ
の
な
い
構
成
に
は
、
大
画
面

を
得
意
に
し
た
袁
江
の
本
領
が
う
か
が
え
る
。
中
央
右
よ
り
に
得
意
の
筆
を
ふ
る
っ
て
門
に

は
じ
ま
り
、
主
屋
、
張
り
出
し
た
露
台
、
や
や
離
れ
て
六
角
形
の
宴
亭
と
た
ん
ね
ん
に
数
棟

を
描
い
て
い
る
。
右
方
背
景
に
は
懸
瀑
を
は
さ
ん
で
巨
大
な
か
た
ま
り
の
よ
う
な
岩
山
を
配

し
、
左
方
に
は
一
転
し
て
平
遠
な
遠
山
と
中
景
に
か
け
て
水
辺
を
い
ろ
ど
る
浮
島
と
民
家
を

点
在
さ
せ
て
、
す
が
す
が
し
い
夏
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
し
か
し
驚
く
べ
き
は

種
々
の
様
式
を
駆
使
、
統
合
し
て
こ
れ
だ
け
の
大
画
面
を
巧
み
に
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
こ
と

で
、
さ
す
が
に
書
画
山
水
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。
こ
れ
が
宮
廷
趣

味
に
合
致
し
た

大
の
因
で
あ
り
、
か
れ
が
大
き
な
勢
力
を
成
し
た
わ
け
が
わ
か
る
。
ま
た

金
泥
地
に
施
さ
れ
た
彩
色
の
あ
ざ
や
か
さ
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
を
助
長
し
て
い
る
。 

 

屏
風
の
裏
側
に
は
、
揚
州
の
袁
謀
正
の
書
に
な
る
宋
・
欧
陽
脩
の
「
酔
翁
亭
記
」
が
貼
ら

れ
て
い
る
。
同
年
の
冬
に
描
か
れ
、
本
図
と
対
を
な
す
王
雲
筆
「
楼
閣
山
水
図
屏
風
」
の
裏

側
に
も
、
高
翔
の
父
、
高
玉
桂
の
康
煕
五
十
二
年
（
一
七
一
三
）
の
書
に
な
る
欧
陽
脩
の
「
昼

錦
堂
記
」
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
裏
の
書
が
表
の
絵
に
先
行
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
在
の
体
裁

は
改
装
後
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
が
、
絵
に
限
れ
ば
当
初
の
体
裁
を
そ
れ
ほ
ど
改
変

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
な
い
。
い
ず
れ
も
揚
州
に
関
わ
り
の
深
い
人
物
の
書
画
を
集
め
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
こ
の
袁
江
の
作
品
も
、
お
そ
ら
く
揚
州
商
人
の
豪
壮
な
邸
宅
を
飾

                                        

         

 

④

袁
江
の
画
風
は
、
子
の
袁
耀
（
字
は
昭
道
）
に
伝
え
ら
れ
、
清
朝
前
半
の
大
画
面
山
水
様
式
の
典
型
と
な
っ

た
。 
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る
こ
と
を
意
図
し
て
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
本
図
に
は
同
年
の
款
の
あ
る
王
雲
の
冬
景
山
水
図
が
対
に
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
下

部
に
金
箔
彩
色
さ
れ
た
彫
刻
の
あ
る
七
〇
セ
ン
チ
弱
の
脚
が
つ
い
て
お
り
、
清
朝
宮
廷
の
趣

味
を
よ
く
伝
え
る
①

。 

６
．
王
雲
筆
「
楼
閣
山
水
図
屏
風
」
京
都
国
立
博
物
館
蔵 

金
箋
着
色
、
縦
二
四
四
・
五
×
横
四
八
八
・
五
セ
ン
チ
、
金
色
の
紙
に
、
墨
と
あ
ざ
や
か

な
色
絵
の
具
を
使
っ
て
、
山
々
が
そ
び
え
立
ち
、
水
の
流
れ
落
ち
広
が
る
よ
う
す
が
描
か
れ

て
い
る
。
山
あ
い
に
は
立
派
な
御
殿
や
人
々
の
姿
も
見
え
る
。  

 

こ
の
屏
風
絵
は
清
時
代
の
康
煕
五
九
年(

一
七
二
〇)

、
当
時
江
蘇
揚
州
で
活
躍
し
て
い
た

袁
江
と
王
雲
と
い
う
二
人
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
八
つ
折
り
の
屏
風
が
対
に
な

る
八
曲
一
双
と
い
う
形
式
の
屏
風
で
、
袁
江
が
夏
の
景
色
を
王
雲
が
秋
の
景
色
を
描
い
て
、

季
節
を
分
け
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-60

）
。
画
面
の
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
縦
二
四
六
．
〇
セ
ン
チ
、

横
四
九
〇
．
〇
セ
ン
チ
、
神
獣
の
姿
を
彫
刻
し
た
足
が
付
い
て
い
る
の
で
、
屏
風
の
高
さ
は

三
〇
〇
．
〇
セ
ン
チ
を
優
に
超
え
る
。
屏
風
自
体
は
、
絵
と
は
少
し
時
期
の
離
れ
た
後
世
の

も
の
で
あ
る
が
、
描
か
れ
た
当
初
の
形
式
を
基
本
的
に
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

７
．
石
濤
『
山
水
図
十
二
屏
』
清
・
康
煕
十
年
（
一
六
七
一
）、
絹
本
墨
画
、168.5

×48.4cm

、

福
建
積
翠
園
芸
術
館
蔵
、
曹
鼎
望
の
誕
生
祝
い
の
た
め
の
も
の
。
石
濤
（
一
六
四
二
～
一
七

〇
七
）
俗
名
は
朱
若
極
、
法
名
は
原
済
、
号
は
清
湘
陳
人
、
大
滌
子
、
苦
瓜
和
尚
、
小
乗
客
、

瞎
尊
者
。
桂
林
（
広
西
省
）
の
靖
江
王
家
に
生
ま
れ
。
本
山
水
図
屏
風
は
、
元
の
趙
孟
頫
の

筆
意
に
倣
い
、
石
濤
の
黄
山
遊
を
援
助
し
た
新
安
太
守
の
曹
鼎
望
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

②

。 ８
．
華
嵒
筆
「
渓
山
楼
観
図
屏
連
幅
」（
六
曲
一
双
） 

 

清
・
乾
隆
三
年
（
一
七
三
八
）、
金
箋
墨
画
淡
彩
、
各
扇226.0

×62.5cm

、
ア
メ
リ
カ
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
。現
在
十
二
幅
の
掛
け
幅
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
来
は
屏
風
仕
立
て
か
（F
ig.

Ⅶ-61

）
。
揚
州
八
怪
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
華
嵒
（
一
六
八
二

                                        

         

 

①

小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）
明
・
清
、
カ
ラ
ー
図
版
一
五
、
角
川
書
店
、
一
九

六
六
年
。
聶
崇
正
『
中
国
画
家
叢
書
―
袁
江
与
袁
耀
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。
中
野
徹
・

西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
図
版
七
〇
（264.0

×490.0cm

）、
小
学
館
、

一
九
九
八
年
。  

②

中
野
徹
・
西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
図
版
三
一
（
第
９
図
）、
小
学
館
、

一
九
九
八
年
。 

～
一
七
五
六
）
の
遺
品
と
し
て
は
、

大
規
模
の
作
品
で
あ
る
。
金
箋
に
た
ら
し
込
み
を
混

じ
え
た
軽
妙
な
墨
筆
で
、
変
幻
自
在
に
山
谷
を
描
き
出
し
、
楼
閣
・
人
物
・
鹿
・
鶴
な
ど
を

適
宜
配
置
す
る
。
磊
落
な
画
風
の
由
来
を
強
い
て
あ
げ
れ
ば
惲
寿
平
で
あ
る
が
、
筆
致
は
一

般
と
奔
放
で
、
戯
画
的
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
③

。 
 

９
．
羅
牧
「
十
二
条
山
水
屏
」 

 

清
・
康
煕
四
十
五
年
（
一
七
〇
六
）、
十
二
幅
、
各183.0

×52.0cm

、
う
ち
の
六
条
は

紙
本
墨
画
淡
彩
、
六
条
は
紙
本
墨
画
、
江
西
省
博
物
館
蔵
。
本
図
は
、
明
末
清
初
の
画
家
の

羅
牧
が
創
作
し
た
六
曲
一
双
の
押
絵
貼
山
水
図
屏
風
と
考
え
ら
れ
て
い
る
④

（F
ig.

Ⅶ-62

）
。

山
水
楼
閣
の
風
格
は
、
華
嵒
筆
「
渓
山
楼
観
図
屏
連
幅
」
と
似
て
い
る
。 

 
 

 

以
上
を
総
括
す
れ
ば
、
明
・
清
時
代
の
屏
風
画
は
、
花
鳥
図
と
山
水
図
を
画
題
の
中
心
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
国
花
鳥
画
の
時
空
間
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
明
代
の
花

鳥
画
は
宋
、
元
時
代
の
花
鳥
画
の
時
空
間
性
の
特
徴
の
影
響
を
受
け
て
、
作
品
の
時
間
軸
が

同
時
に
空
間
構
成
の
軸
と
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
面
を
有
す
る
と
言
え
る
。そ
れ
に
対
し
て
、

清
代
の
花
鳥
画
で
は
、
元
・
明
代
の
そ
れ
の
よ
う
に
「
時
間
軸
」
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
孫
億
筆
「
花
鳥
図
」
屏
風
は
、
明
・
清
時
代
に
言
う
「
屏
」、
す
な
わ

ち
連
幅
作
品
の
う
ち
の
「
六
幅
屏
」
二
組
を
六
曲
一
双
の
屏
風
に
仕
立
て
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
各
双
は
、
お
の
お
の
四
季
一
年
の
花
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
花
の
主
な
も
の

を
右
隻
の
第
一
扇
か
ら
順
に
挙
げ
て
ゆ
く
と
、
木
瓜
・
樁
、
桃
・
牡
丹
、
芍
薬
・
金
盞
花
、

梨
・
虞
美
人
草
、
菊
・
金
桂
、
桜
・
唐
樁
（
右
隻
）、
芙
蓉
・
秋
海
棠
、
梨
・
虞
美
人
草
、
石

榴
・
藪
萱
草
、
梔
子
・
立
葵
、
梅
・
唐
樁
、
梅
・
水
仙
（
左
隻
・
第
一
扇
と
第
五
扇
錯
簡
）

で
あ
る
。
ま
た
、
張
莘
筆
「
花
卉
図
」
屏
風
も
孫
億
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
体
裁
を
も
ち
、

や
は
り
「
時
間
軸
」
の
明
確
な
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

な
お
、
清
時
代
後
期
に
な
る
と
、
郎
世
寧
（
イ
タ
リ
ア
の
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
、
一
六
八

八
～
一
七
六
六
）、
王
致
誠
（
一
七
〇
二
～
六
八
）、
艾
啓
蒙
（
一
七
〇
八
～
八
〇
）
な
ど
の

キ
リ
ス
ト
教
の
西
洋
人
宣
教
師
の
画
家
た
ち
が
宮
廷
に
入
り
、
美
術
に
明
確
な
足
跡
を
残
し

た
。彼
ら
は
、中
国
画
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
べ
き
作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
る
が
、

                                        

         

 

③

薛
永
年
『
華
嵒
研
究
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
中
野
徹
・
西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術

大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
図
版
八
八
（
左
隻
）、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。 

④

劉
品
三
「
羅
牧
的
十
二
条
山
水
屏
」
図
版
四
、
五
、『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
十
一
期
、
八
七
頁
。 
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そ
れ
ら
は
逆
に
中
国
に
西
洋
画
の
遠
近
法
、
陰
影
、
立
体
描
写
の
意
味
、
さ
ら
に
科
学
的
な

写
実
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
き
明
か
し
て
見
せ
る
と
い
う
働
き
を
し
た
。
彼
ら
西
洋
画
家

の
活
躍
は
、
中
国
人
画
家
に
も
影
響
を
与
え
、
中
国
の
伝
統
的
な
絵
画
技
法
に
西
洋
の
画
法

を
取
り
込
ん
で
中
西
折
衷
の
洋
風
画
の
流
行
を
宮
廷
内
に
も
た
ら
し
た
。
雍
正
帝
、
乾
隆
帝

は
と
も
に
中
国
人
画
家
た
ち
に
西
洋
の
油
絵
技
法
を
積
極
的
に
学
ば
せ
た
し
、
線
法
画
と
呼

ば
れ
る
西
洋
画
に
倣
い
三
次
元
空
間
の
表
出
を
強
調
す
る
焦
点
透
視
画
も
宮
中
で
は
盛
ん
に

描
か
れ
、
建
物
の
内
壁
を
飾
っ
た
。
そ
の
影
響
は
、
以
後
の
絵
画
の
あ
ち
こ
ち
に
古
来
の
手

法
と
混
じ
り
合
っ
て
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
西
洋
絵
画
の
明
暗
法
・
凹
凸
法
な
ど
の
技

法
が
屏
風
画
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

明
清
時
代
に
お
け
る
漆
屏
風
は
戦
国
秦
漢
時
代
あ
る
い
は
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
も
の
よ
り

大
き
く
な
り
、
制
作
技
法
は
複
雑
で
、
漢
宮
春
暁
と
い
う
園
林
仕
女
図
を
主
な
画
面
構
成
と

し
て
い
る
。
明
清
時
代
の
江
蘇
一
帯
の
漆
器
と
し
て
は
揚
州
の
も
の
が

も
著
名
で
、
と
り

わ
け
螺
鈿
、
玉
石
の
象
嵌
、
填
漆
（
文
様
の
内
側
を
浅
く
彫
り
凹
め
、
色
漆
を
う
め
て
研
ぎ

出
す
）、
彫
漆
工
芸
は
、
地
方
色
に
富
ん
で
い
る
。 

螺
鈿
は
、
ま
ず
選
択
し
た
貝
殻
を
薄
片
に
磨
き
あ
げ
、
下
絵
に
よ
っ
て
各
種
の
形
に
鋸
で

切
り
、
ニ
カ
ワ
で
原
体
に
貼
り
付
け
、
図
案
に
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
血
料
（
家
畜
の
血
で
つ
く

っ
た
塗
料
）
で
空
地
を
平
ら
に
う
め
、
表
面
に
つ
や
の
あ
る
漆
を
か
け
、

後
に
文
様
を
彫

刻
し
て
磨
き
あ
げ
る
。
こ
こ
で
生
産
さ
れ
た
漆
お
よ
び
填
漆
お
よ
び
螺
鈿
の
大
型
屏
風
は
、

立
派
で
堂
々
と
し
て
お
り
、
も
っ
ぱ
ら
皇
室
や
貴
族
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の

時
期
の
江
南
に
お
け
る
手
工
業
が
高
度
に
発
展
し
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。 

 

五 

そ
の
他 

（
一
）
掛
屏 

近
代
、
揚
州
で
製
作
し
た
漆
器
の
中
で
、
大
型
の
漆
屏
風
が
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。

『
江
都
県
続
誌
』「
物
産
考
・
髤
物
之
属
」
条
に
「
漆
製
屏
聯
、
模
刻
名
人
書
画
、
嵌
以
螺
鈿
、

漆
工
亦
精
良
」
と
あ
る
。
現
在
、
揚
州
市
博
物
館
や
個
人
の
庭
園
居
室
な
ど
に
、
収
蔵
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№693

～696

参
照
）。
そ
れ
ら
の
掛
屏
は
、
当
時
の

書
画
家
の
鄭
燮
、
華
嵒
、
王
小
楳
、
何
紹
基
達
の
作
品
を
粉
本
と
し
て
採
用
し
、
堆
漆
・
刻

灰
（
款
彩
）・
百
宝
嵌
・
平
磨
螺
鈿
・
鐫
甸
な
ど
の
漆
工
芸
技
法
を
併
用
し
て
、
創
造
さ
れ
た

優
雅
的
華
麗
な
漆
製
屏
風
で
あ
る
。
例
え
ば
、
寄
嘯
山
荘
（
個
人
蔵
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

「
刻
漆
王
小
楳
樹
石
人
物
掛
屏
」（
四
片
一
組
、
各
約120.0

×30.0cm

）
の
乳
黄
色
の
漆

面
に
は
白
描
線
で
樹
下
高
士
人
物
が
刻
ま
れ
て
い
る
①

（F
ig.

Ⅶ-63

）
。「
嵌
本
色
竹
牙
鄭
板
橋

竹
石
掛
屏
」（
四
片
、
各
約100.0

×30.0cm

、
寄
嘯
山
荘
蔵
）
は
、
黒
漆
下
地
で
大
片
竹

質
の
葉
と
象
牙
彫
の
蘭
花
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
②
（F

ig.

Ⅶ-64

）
。「
紫
檀
辺
嵌
玉
人
物
掛
屏
」

（
四
片
、
各
約100.0

×30.5cm

、
寄
嘯
山
荘
蔵
）
は
、
黒
漆
下
地
に
、
白
玉
・
瑪
瑙
・
翡

翠
・
青
玉
・
芙
蓉
玉
な
ど
で
花
・
石
・
人
物
を
刻
み
、
烏
木
で
松
・
柏
・
楓
・
槐
の
樹
木
を

彫
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
③

（F
ig.

Ⅶ-65

）
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
「
百
宝
嵌
」
と
い
う
芸
術
的

工
藝
技
術
で
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
堆
漆
喜
鵲
登
梅
掛
屏
」（
四
片
、
各
約110.0

×

30.0cm

、
寄
嘯
山
荘
蔵
）
は
多
色
の
漆
で
喜
鵲
と
梅
花
を
堆
出
し
た
も
の
で
あ
る
④

（F
ig.

Ⅶ-66

）
。 

  

（
二
）
刺
繍
屏
風 

清
・
朱
啓
鈐
『
糸
繍
筆
記
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
六
、
四
集
第
二
輯
、
台

北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
に
南
朝
・
梁
簡
文
帝
の
織
成
屏
風
、
明
・『
刻
糸

画
錦
堂
記
滕
王
閣
序
』
に
「
織
詞
曲
聯
為
屏
障
」
と
あ
る
。
以
下
、
現
存
さ
れ
て
い
る
刺
繍

屏
風
の
数
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№623

～626

参
照
）。 

１
．「
礬
染
仕
女
嬰
戲
図
四
條
屏
」 

 

各
幅
縦124.0cm

、
横49.0cm

、
中
央
工
芸
美
術
学
院
蔵
。
こ
の
四
幅
の
礬
染
通
景
條
屏

に
は
、
暗
緑
の
下
地
で
、
流
水
の
両
岸
に
松
樹
、
山
石
、
土
坡
、
仕
女
、
児
童
な
ど
を
配
置

し
て
い
る
⑤

。 

 

２
．「
刺
繍
花
鳥
寿
屏
」（
十
二
幅
） 

 

左
右
両
端
の
縦195.0cm

、横53.0cm

、中
間
の
十
幅
は
い
ず
れ
も
縦195.0cm

、横43.0cm

、

蘇
州
市
刺
繍
研
究
所
蔵
（F

ig.

Ⅶ-67

）
。
全
幅
の
画
面
に
は
、
吉
祥
、
富
貴
、
長
寿
な
ど
の
寓

意
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
⑥

。 

                                        

         

 
①

張
燕
「
維
揚
髤
工
、
巧
藝
伝
真
―
寄
嘯
山
荘
漆
製
書
画
屏
聯
」
図
一
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
１
２
（
第
十

巻
第
四
期
）、
一
九
九
二
年
。 

②

前
掲
し
た
註
①
張
燕
氏
論
文
の
図
二
を
参
照
す
る
。 

③

前
掲
し
た
註
①
張
燕
氏
論
文
の
図
三
を
参
照
す
る
。 

④

前
掲
し
た
註
①
張
燕
氏
論
文
の
図
五
を
参
照
す
る
。 

⑤

黄
能
馥
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
７
印
染
織
繍
（
下
）
図
版
一
六
〇
、
文
物
出
版
社
一
九
八
七

年
。  

⑥

黄
能
馥
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
７
印
染
織
繍
（
下
）
図
版
一
九
三
、
文
物
出
版
社
一
九
八
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３
．「
刺
繍
玉
堂
富
貴
寿
屏
」（
十
二
幅
） 

 

縦258.0cm

、
横63.0cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
こ
の
大
画
面
の
條
屏
は
、
多
数
の

刺
繍
針
法
と
配
色
方
法
を
応
用
し
て
、
花
卉
、
仙
鶴
、
飛
鳥
な
ど
を
描
い
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-68

）
。

各
幅
は
、
独
立
の
画
面
を
形
成
し
、
ま
た
、
全
体
の
統
一
的
整
体
の
画
面
を
組
成
し
て
い
る
①

。 

 

４
．
双
面
繍
「
富
貴
寿
考
囲
屏
」（
五
曲
） 

縦192.5cm

、
横251.0cm

、
清
・
乾
隆
時
期
、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
刺
繍
の
屏
面
に

は
、
黄
色
の
下
地
で
、
花
鳥
樹
石
を
描
い
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-69

）
。
木
製
の
枠
と
台
座
は
、
花

卉
と
雲
龍
文
な
ど
を
刻
ん
で
い
る
②

。 

 

（
三
）
磁
器
の
絵
画 

磁
器
の
彩
絵
に
は
、
屏
風
画
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
以
下
、
数
例
を
挙
げ
て
い
く
（
資

料
編
の
表
Ⅶ
№697

～700

参
照
）。 

１
．
日
本
東
京
・
出
光
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
明
時
代
の
「
青
花
唐
児
文
壺
」
の
画

面
に
は
、
樹
石
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③

。
明
時
代
特
有
の
ど
っ
し
り
と
横
に
張
っ
た

大
壺
で
、
濃
く
あ
ざ
や
か
な
青
花
で
唐
児
と
楼
閣
山
水
の
文
様
を
大
柄
に
描
い
て
あ
る
。
そ

の
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
・
ブ
ル
ー
の
色
調
は
、
嘉
靖
年
間
に
し
き
り
に
用
い
ら
れ
た
、
回
青
と

よ
ぶ
西
方
輸
入
の
青
料
の
特
色
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
ま
こ
と
に
美
し
い
。
素
地
も
な

か
な
か
良
質
で
、
お
そ
ら
く
有
名
な
麻
倉
の
磁
土
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
麻
倉
の
土
は
い

つ
ご
ろ
か
ら
採
掘
さ
れ
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
嘉
靖
年
間
の
末
年
に
は
乏
し
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
、
万
暦
中
ご
ろ
に
は
ま
っ
た
く
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
純
良
な
材

料
を
潤
沢
に
使
用
し
、
堂
々
と
し
た
意
匠
に
し
あ
げ
て
い
る
点
で
、
景
徳
鎮
の

盛
期
と
い

わ
れ
る
嘉
靖
窯
の
代
表
作
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
底
裏
に
「
大
明
嘉
靖
年
製
」

の
銘
が
あ
る
。 

２
．
青
花
琴
棋
書
画
文
壺
の
屏
風 

東
京
・
戸
栗
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
明
（
十
五
世
紀
）「
青
花
琴
棋
書
画
文
壺
」（
高

                                        

                                        

                                        

 

七
年
。  

①

黄
能
馥
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
７
印
染
織
繍
（
下
）
図
版
一
九
八
、
文
物
出
版
社
一
九
八

七
年
。  

②

黄
能
馥
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
７
印
染
織
繍
（
下
）
図
版
二
〇
七
、
文
物
出
版
社
一
九
八

七
年
。  

③

小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）
明
・
清
、
図
版
八
五
、
角
川
書
店
一
九
六
六
年
。  

35.5cm

、
口
径21.6cm

、
景
徳
鎮
窯
）
は
文
様
に
、
お
も
に
人
物
文
を
用
い
、
背
景
に
堂

屋
と
山
水
図
屏
風
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
屏
風
山
水
図
に
は
、
遠
山
、
近
水
と
樹
木
が
描
か

れ
て
い
る
④

。
こ
こ
に
景
徳
窯
の
高
い
美
意
識
が
具
現
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
琴
棋
書
画
は
文
人
の
嗜
み
と
さ
れ
、
ま
た
こ
の
時
期
に
は
高
貴
な
女
性
の
嗜
み
と
し
て

も
重
視
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。 

３
．
青
花
開
光
二
十
四
孝
図
瓶 

ロ
ン
ド
ン
、
玫
茵
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
清
・
康
煕
（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）、
高92.0cm

。

こ
の
大
形
瓶
に
は
、
い
く
つ
も
の
区
画
に
分
け
ら
れ
た
図
が
青
花
で
描
か
れ
る
。
本
図
瓶
の

装
飾
文
様
の
二
十
四
孝
図
に
は
、
花
卉
・
流
水
文
の
多
曲
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑤

。 

４
．
上
海
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
清
・
雍
正
年
間
の
「
粉
彩
人
物
筆
筒
」
の
唐
時
代

の
詩
人
の
李
白
と
詩
友
の
「
春
夜
宴
桃
李
園
」
と
い
う
物
語
の
画
面
中
、
人
物
の
後
に
淡
彩

山
水
図
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑥

（F
ig.

Ⅶ-70

）
。 

 

（
四
）
版
画 

中
国
版
画
の
歴
史
は
、
ほ
と
ん
ど
が
版
本
の
木
版
画
挿
絵
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り

は
、
遅
く
と
も
唐
代
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
形
態
と
し

て
は
、
一
枚
刷
り
、
巻
子
本
挿
絵
、
折
帖
な
ど
も
あ
る
が
、
中
国
絵
画
史
の
な
か
の
版
画
史

と
い
う
視
点
か
ら
い
う
と
、
芸
術
性
の
高
い
も
の
か
ら
素
朴
な
も
の
ま
で
、
小
画
面
の
版
本

挿
絵
の
世
界
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い
問
題
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
⑦

。
版
画
の
芸

術
的
位
置
は
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
肉
筆
画
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
一
気
に
高
ま
る
。
現
存
さ

れ
て
い
る
版
画
作
品
に
よ
っ
て
、
民
間
年
画
と
挿
絵
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
い
る
⑧

。
こ
の
よ

                                        

         

 

④

西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
・
第
８
巻
・
明
』
図
版
一
五
六
、
小
学
館
、

一
九
九
九
年
。 

⑤

中
野
徹
・
西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
図
版
一
三
六
、
小
学
館
、
一
九
九

八
年
。 

⑥

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
下
）、
図
版
二
三
六
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
。
高
さ13.3cm

、
口
径17.4cm

。
楊
可
揚
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
３
陶
磁
（
下
）、
図
版

二
〇
五
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。   

⑦

西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
・
第
８
巻
・
明
』、
小
学
館
、
一
九
九
九

年
、
三
三
五
～
三
四
四
頁
。 

⑧

王
伯
敏
『
中
国
版
画
史
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
六
一
年
。
張
秀
民
『
中
国
印
刷
史
』
上
海
人
民
美

術
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。
小
林
宏
光
『
中
国
の
版
画
』
東
信
堂
、
一
九
九
五
年
。 
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う
な
版
画
の
画
面
に
は
、
画
中
衝
立
と
屏
風
画
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
以
下
、
民
間
年
画
・
挿

絵
の
数
例
を
挙
げ
て
み
る
。 

１
．
民
間
年
画 

明
末
文
人
の
洗
練
さ
れ
た
趣
味
的
な
世
界
に
生
ま
れ
た
多
色
刷
り
に
か
わ
っ
て
、
清
代
市

民
の
熱
気
を
も
伝
え
る
の
が
、
祝
賀
、
吉
祥
、
厄
除
け
の
意
味
な
ど
を
込
め
、
通
俗
化
さ
れ

た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
画
題
を
描
き
、
年
画
と
総
称
さ
れ
る
民
間
版
画
で
あ
る
。
年
画
は
す
で

に
宋
代
に
お
い
て
流
行
し
、
当
時
は
「
紙
画
」
と
称
し
明
代
に
至
っ
て
し
だ
い
に
一
般
化
し

た
。
現
在
の
記
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
は
、
木
版
年
画
は
、
明
代
に
は
か
な
り
の
程
度
発
達

し
て
お
り
、
清
代
に
至
っ
て
さ
ら
に
盛
行
し
た
。
民
間
に
お
け
る
木
版
年
画
の
発
展
は
、
大

き
な
価
値
を
も
ち
、
こ
れ
は
都
会
や
町
や
農
村
の
す
み
ず
み
に
ま
で
い
き
わ
た
り
、
広
い
鑑

賞
者
を
擁
し
た
。
中
国
の
絵
画
史
上
に
お
い
て
、
一
種
の
民
間
美
術
が
民
間
年
画
よ
り
多
く

の
大
衆
と
接
触
し
、
そ
の
影
響
が
広
範
に
わ
た
っ
た
こ
と
は
な
い
。
木
版
年
画
の
取
材
は
非

常
に
広
い
範
囲
に
お
よ
び
、
優
れ
た
民
間
年
画
は
楽
観
的
に
生
活
を
表
現
し
て
い
る
。
民
間

年
画
に
お
け
る
人
物
の
形
象
の
造
形
は
、
よ
く
練
ら
れ
た
も
の
で
、
生
き
生
き
と
し
、
あ
る

も
の
は
写
実
に
偏
重
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
装
飾
化
に
偏
重
し
て
い
る
①

。 

現
存
す
る
明
・
清
の
民
間
年
画
中
、
人
物
の
背
障
と
し
て
屏
風
や
掛
軸
屏
風
な
ど
が
よ
く

見
ら
れ
る
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№632

～636

参
照
）。
清
時
代
の
河
北
武
強
の
隋
唐
故
事
「
羅

成
売
絨
線
」
年
画
の
画
面
に
は
、
巻
雲
文
の
三
曲
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②
（F

ig.

Ⅶ-71

）
。

清
・
山
東
高
密
の
「
八
仙
墨
屏
」
は
、
各
縦94.0cm

、
横26.0cm

、
高
密
県
文
化
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-72

）
。
こ
の
墨
屏
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
国
画
の
技
法
を
よ
く
示
し

て
い
る
③

。
又
、「
二
十
四
孝
墨
屏
」
は
、
各
縦95.0cm

、
横25.0cm

、
高
密
県
文
化
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-73

）
。
こ
の
孝
行
故
事
の
條
屏
は
、
半
印
半
畫
の
作
品
で
、
元
々

八
條
あ
る
が
、
現
在
、
六
條
が
残
存
し
て
い
る
④

。
清
・
山
東
高
密
の
「
劉
大
人
私
訪
八
條

屏
」
は
、
各
縦90.0cm

、
横26.0cm

、
劉
善
経
個
人
が
収
蔵
し
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-74

）
。
こ

                                        

         

 

①

周
蕪
『
中
国
版
画
史
図
録
』（
上
・
下
）
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。
王
樹
村
『
中
国
民
間
年

画
史
図
録
』（
上
・
下
）
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。 

②

王
樹
村
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
２
１
民
間
年
画
、
図
版
六
三
、
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
五
年
。

李
寸
松
個
人
収
蔵
、
縦
二
二cm

、
横
三
三cm

。  

③

王
樹
村
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
２
１
民
間
年
画
、
図
版
一
二
六
、
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
五
年
。  

④

王
樹
村
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
２
１
民
間
年
画
、
図
版
一
二
七
、
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
五
年
。

高
密
県
文
化
館
蔵
。  

の
條
屏
は
、
清
時
代
の
高
官
劉
墉
私
訪
の
物
語
を
現
し
て
い
る
⑤

。
他
の
も
の
は
、「
四
老
墨

屏
」（
二
幅
）
や
「
博
古
墨
屏
」（
四
條
）
な
ど
の
水
墨
畫
の
年
画
が
富
貴
吉
祥
の
意
を
象
徴

し
て
い
る
⑥

。
王
樹
村
蔵
「
喜
出
望
外
平
児
理
妝
」
清
末
、
天
津
楊
柳
青
刊
行
、
縦34.6cm

、

横58.5cm

、
獨
幅
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
屏
面
内
容
は
不
明
で
あ
る
⑦

。 

２
．
挿
絵
版
画 

書
籍
刊
行
の
た
め
の
作
画
或
い
は
官
製
・
民
間
で
印
刷
し
た
書
物
に
は
ほ
と
ん
ど
挿
絵
版

画
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
の
多
く
は
版
本
の
挿
図
で
あ
っ
た
。
板
刻
技
術
の
進
歩
は
挿

絵
版
画
の
表
現
の
可
能
性
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
以
下
、『
西
遊
記
』、『
西
廂
記
』、『
金
瓶
梅
』

な
ど
の
戯
曲
小
説
の
挿
絵
の
中
う
ち
、
い
く
つ
の
好
例
が
挙
げ
て
い
く
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№

637

～659

参
照
）。 

①
．『
新
増
補
剪
燈
新
話
』
挿
図 

明
・
正
徳
六
年
（
一
五
一
一
）
楊
氏
建
陽
清
江
書
堂
の
刊
本
、
瞿
佑
撰
『
新
増
補
剪
燈
新

話
』
挿
図
中
に
、
大
型
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

②
．『
西
遊
記
』
挿
図 

明
・
萬
暦
二
十
年
（
一
五
九
二
）
世
徳
堂
の
刊
本
で
、
縦21.0cm

、
横13.5cm

、
明
・

呉
承
恩
が
撰
し
、
劉
君
裕
、
郭
卓
然
が
刻
ん
だ
孫
悟
空
で
お
な
じ
み
の
冒
険
旅
行
小
説
『
西

遊
記
』
挿
図
の
う
ち
「
三
蔵
不
忘
本
」
と
い
う
一
幅
で
あ
る
。
画
面
中
、
一
扇
の
大
型
衝
立

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
屏
面
に
は
、
梅
石
図
が
描
か
れ
て
い
る
⑧

。
原
本
は
北
京
・
国
家
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

③
．『
桜
桃
夢
』
挿
図 

明
・
萬
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
浙
江
省
海
寧
人
の
陳
與
郊
撰
『
舲
痴
符
』
四
種
原
刊

本
の
一
つ
の
『
桜
桃
夢
』
に
は
挿
図
二
十
幅
が
あ
り
、
本
図
は
う
ち
の
一
幅
の
「
清
淡
」
と

い
う
挿
絵
で
あ
る
（F

ig.

Ⅶ-75

）
。
縦15.9cm

、
横11.2cm

、
画
面
中
、
大
型
の
風
景
図
屏

風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
原
本
は
南
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
⑨

。 

                                        

         

 

⑤

王
樹
村
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
２
１
民
間
年
画
、
図
版
一
三
〇
、
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
五
年
。  

⑥

王
樹
村
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
２
１
民
間
年
画
、
図
版
一
三
一
、
一
三
二
、
人
民
美
術
出
版
社
一

九
八
五
年
。「
四
老
墨
屏
」
各
縦
九
五cm

、
横
四
七cm

、「
博
古
墨
屏
」
各
縦
九
三cm

、
横
二
三cm

、
い

ず
れ
も
高
密
県
文
化
館
蔵
。  

⑦

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
下
）、
図
版
一
六
二
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  

⑧

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
三
〇
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

⑨

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
〇
四
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  
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④
．『
南
柯
夢
』
挿
図 

明
・
湯
顕
祖
撰
二
巻
の
『
鐫
新
編
出
像
南
柯
夢
』
が
あ
り
、
そ
の
挿
図
は
明
・
萬
暦
年
間

（
一
五
七
三
～
一
六
一
九
）金
陵
広
慶
堂
の
刊
本
で
あ
る
。本
図
は
、縦21.0cm

、横13.5cm

、

「
尋
寤
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
画
面
中
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
① 

（F
ig.

Ⅶ-78

）
。

原
本
は
北
京
・
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

⑤
．『
繍
襦
記
』
挿
図 

『
繍
襦
記
』
は
明
・
徐
霖(
？
～
一
四
四
九) 

が
撰
し
た
も
の
で
あ
る
。
徐
霖
は
、
字
は
子

仁
、
号
は
九
峰
道
人
。
江
蘇
省
呉
県
の
人
。
の
ち
に
金
陵
に
居
を
う
つ
し
た
。『
繍
襦
記
』
の

原
本
は
上
海
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
批
評
本
と
注
本
は
多
く
、
そ
の
中
に
明
・

薛
近
兖
撰
二
巻
の
『
新
刻
全
像
注
釈
繍
襦
記
』
が
あ
り
、
そ
の
挿
図
は
明
・
萬
暦
年
間
（
一

五
七
三
～
一
六
一
九
）
金
陵
文
林
閣
の
刊
本
で
あ
る
。
本
図
は
、
縦22.0cm

、
横14.0cm

、

「
面
諷
背
誦
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
画
面
中
樹
石
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

。
ま
た
、

鼎
鐫
陳
眉
公
先
生
の
批
評
本
の
挿
図
の
中
で
、「
正
君
求
学
」
と
い
う
画
面
に
、
孔
雀
貞
石
図

屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
画
面
は
、
宋
・
崔
白
の
「
枇
杷
孔
雀
」（
台
北
・
故
宮

博
物
院
蔵
）、
明
・
呂
紀
の
「
杏
花
孔
雀
」（
台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
と
画
面
構
図
が
酷
似

し
、
こ
の
よ
う
な
景
物
を
画
面
の
中
央
に
配
置
す
る
こ
と
が
、
宋
時
代
か
ら
明
代
に
至
る
ま

で
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
花
鳥
図
の
装
飾
性
と
吉
祥
意
を
示
し

て
い
る
③

。 

⑥
．『
義
烈
記
』
挿
図 

明
・
汪
廷
訥
撰
『
環
翠
堂
楽
府
』
は
十
五
種
類
が
流
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
二
巻
の
『
義
烈

記
』
は
そ
の
う
ち
の
一
種
類
で
あ
る
。
そ
の
挿
図
は
明
・
萬
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
一

九
）
汪
氏
に
よ
る
環
翠
堂
楽
府
の
刊
本
で
あ
る
。
本
図
は
、
縦22.0cm

、
横14.0cm
、
漢

時
代
末
の
歴
史
故
事
「
卹
故
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い

る
④

。 

⑦
．『
孔
聖
家
語
図
』
挿
図 

『
孔
子
家
語
』
は
、
三
国
魏
の
王
粛
が
撰
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
・
呉
嘉
謨
が
集
校
し
、

                                        

         

 

①

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
〇
〇
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

②

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
九
四
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

③

王
耀
庭
「
装
飾
性
與
吉
祥
意
―
試
説
明
代
宮
廷
花
鳥
画
風
一
隅
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
４
６
（
第
十
三
巻

第
二
期
）
図
一
〇
「
正
君
求
学
」、
図
八
「
枇
杷
孔
雀
」、
三
二
～
五
二
頁
、
一
九
九
五
年
。 

④

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
九
〇
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

程
起
龍
が
挿
絵
を
描
い
て
、
黄
組
が
刻
ん
だ
十
一
巻
の
「
孔
聖
家
語
図
」
が
あ
る
。
そ
の
挿

図
は
四
十
幅
あ
り
、
明
・
萬
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
武
林
呉
嘉
謨
の
刊
本
で
あ
る
。
本
図

は
、
縦20.8cm

、
横13.5cm

、「
問
礼
老
聃
」
と
称
さ
れ
て
い
て
、
画
面
中
、
多
曲
の
山

水
図
屏
風
画
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。
原
本
は
北
京
・
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-76

）
。 

⑧
．『
人
鏡
陽
秋
』
挿
図 

『
人
鏡
陽
秋
』
は
、
明
・
汪
廷
訥
の
撰
・
汪
耕
の
絵
・
黄
應
組
の
刻
版
と
い
う
双
面
連
式

の
歴
史
故
事
集
で
あ
る
。
そ
の
挿
図
は
明
・
萬
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
環
翠
堂
の
刊
本

で
あ
る
。
本
図
は
、
縦22.0cm

、
横14.0cm

、
南
北
朝
宋
文
帝
劉
義
隆
明
恭
王
皇
后
の
貞

烈
故
事
の
「
明
恭
王
皇
后
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
、
背
障
と
し
て
花
卉
樹
石
図
屏
風

が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑥

。
原
本
は
上
海
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

⑨
．「
拝
月
同
祈
」 

張
鳳
翼
『
紅
拂
記
』
の
挿
絵
「
拝
月
同
祈
」
は
、
明
・
萬
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
の

継
志
斎
刊
本
で
あ
る
。
本
挿
絵
の
画
面
に
は
、
庭
園
仕
女
図
中
、
一
点
の
山
水
図
独
扇
屏
風

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

⑩
．「
風
流
絶
暢
図
」 

彩
色
套
印
版
画
、
萬
暦
三
十
四
（1606

）
刊
印
、
新
安
・
黄
一
明
鐫
、
唐
伯
虎
の
「
競
春

図
巻
」
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
多
曲
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑦
（F

ig.

Ⅶ-77

）
。

国
家
博
物
館
（
元
中
国
歴
史
博
物
館
）
蔵
。 

⑪
．『
閨
範
』
挿
図 

明
・
萬
暦
年
間
、
衝
立
の
画
面
に
は
水
波
紋
が
描
か
れ
て
い
る
。 

⑫
．「
明
状
元
考
図
」 

明
・
萬
暦
年
間
、
衝
立
の
画
面
に
は
、
水
波
紋
が
描
か
れ
て
い
る
⑧

。 

⑬
．『
古
今
奇
観
』
挿
図 

明
・
崇
禎
年
間(

一
六
二
八
～
一
六
四
四)

の
刊
本
で
、
縦20.5cm

、
横13.8cm

、
本
図

は
『
古
今
奇
観
』
挿
図
の
う
ち
の
一
幅
、「
廬
太
学
詩
酒
傲
公
侯
」
で
あ
る
。
上
下
二
図
式
の

                                        

         

 

⑤

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
三
八
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

⑥

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
四
五
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

⑦

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
明
代
巻
、
図
版
一
三
六
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  

⑧

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
王
伯
敏
文
の
挿
図
、「
閨
範
」
挿
図
も
同
じ
、
上
海

人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  
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下
段
の
画
面
中
、
三
曲
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
①

。
原
本
は
四
川
省
図
書
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

⑭
．『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
挿
図 

明
・
崇
禎
五
年(

一
六
三
二)

の
刊
本
で
、
縦18.0cm

、
横12.4cm

、
本
図
は
明
凌
濛
初

の
編
輯
、
劉
崟
の
模
絵
、
劉
君
裕
の
彫
刻
と
あ
っ
た
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
の
挿
図
う
ち
の
一

幅
で
あ
る
。
画
面
中
、
六
曲
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
図
柄
は
不
明
で
あ
る
②

。 

⑮
．『
鴛
鴦
縧
』
挿
図 

明
・
崇
禎
八
年(

一
六
三
五)
の
刊
本
で
、
縦20.0cm

、
横14.0cm

、
元
路
迪
の
『
鴛
鴦

縧
伝
奇
』
の
巻
首
挿
図
で
あ
る
。
本
図
は
「
張
淑
児
巧
智
脱
楊
生
」
の
「
鬻
女
」
と
い
う
故

事
で
、
宇
内
に
は
三
曲
の
大
型
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
原
本
は
北
京
・
国
家
図

書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
③

。 

⑯
．
明
末
『
西
廂
記
』
戯
曲
小
説
刊
本
の
挿
絵
版
画 

（
１
）
金
台
・
岳
家
刊
本
（
弘
治
十
一
年
＝
一
四
九
八
年
、
北
京
大
学
図
書
館
蔵
） 

「
鶯
鶯
と
張
生
の
情
事
を
紅
娘
が
盗
み
聞
き
す
る
」（『
西
廂
記
』
第
十
三
幕
）
の
挿
絵
に

は
、
床
榻
の
背
後
に
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
④

。
岳
家
刊
本
い
わ
ゆ
る
弘
治
本
は
、『
西
廂

記
』

古
の
刊
本
で
あ
る
。 

（
２
）
南
京
・
劉
龍
田
万
暦
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
刊
本
（
北
京
図
書
館
蔵
） 

「
鶯
鶯
が
張
生
の
恋
文
を
読
む
」（『
西
廂
記
』
第
十
幕
）
の
挿
絵
に
は
、
衝
立
が
立
て
ら

れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画
題
は
不
明
で
あ
る
⑤

。 

（
３
）
蕭
騰
鴻
万
暦
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
刊
本
（
北
京
図
書
館
蔵
） 

「
鶯
鶯
が
張
生
の
恋
文
を
読
む
」（『
西
廂
記
』
第
十
幕
）
の
挿
絵
に
は
、
山
水
図
の
衝
立

が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑥

。 

（
４
）『
張
深
之
先
生
正
北
西
廂
秘
本
』
挿
絵
の
「
窺
簡
」
は
、
明
・
崇
禎
十
二
年(

一
六

三
九)

の
刊
本
で
、
縦20.2cm

、
横13.0cm

、
原
題
の
五
巻
の
『
張
深
之
先
生
正
北
西
廂
秘

本
』
の
挿
図
で
、
元
代
王
實
甫
編
、
関
漢
卿
の
續
、
明
・
張
深
之
の
正
、
陳
洪
綬
（
一
五
九

                                        

         

 

①

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
四
六
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

②

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
三
九
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。   

③

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
一
六
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

④

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
九
四
。 

⑤

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
八
八
。 

⑥

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
八
九
。 

九
～
一
六
五
二
）
の
絵
、
杭
州
の
名
工
項
南
洲
（
一
六
一
五
頃
～
七
〇
）
の
刻
と
い
う
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
版
画
挿
絵
で
あ
る
。
原
本
は
浙
江
省
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
⑦

。
本
挿
絵
は

「
窺
簡
」
と
い
う
場
面
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
、
多
曲
の
花
鳥
樹
石
の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
崔
鶯
鶯
は
、
張
拱
か
ら
の
書
簡
を
読
ん
で
お
り
、
そ
の
様
子
を
屏
風
の
後
で
紅
娘
が
窺

っ
て
い
る
⑧
（F

ig.

Ⅶ-79

）
。
こ
の
挿
絵
は
、
と
く
に
独
創
的
で
、
陳
洪
綬
に
よ
り
描
か
れ
、
テ

キ
ス
ト
の
単
な
る
絵
解
き
を
超
え
て
、
行
間
を
読
む
よ
う
に
観
者
に
想
像
力
を
働
か
せ
、
数

あ
る
『
西
廂
記
』
版
画
中
の
傑
作
で
あ
る
。
中
国
美
術
史
上
、
木
版
画
の
芸
術
的
位
置
を
大

き
く
高
め
た
存
在
と
し
て
、
陳
洪
綬
が
果
た
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
後
続
の

多
く
の
清
代
人
物
画
家
を
版
画
活
動
に
導
き
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
種
の
版
画

は
、
ま
た
、
台
湾
・
故
宮
博
物
院
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
⑨

。 

明
末
の
代
表
画
家
の
一
人
で
、浙
江
出
身
の
陳
洪
綬
は
、杭
州
を
お
も
な
活
躍
地
と
し
て
、

現
実
の
社
会
と
強
い
つ
な
が
り
を
も
ち
、
積
極
的
に
版
画
活
動
に
乗
り
出
し
、
小
説
の
挿
絵

や
酒
牌
な
ど
の
原
画
作
り
に
携
わ
っ
た
。
木
版
画
の
特
色
を
生
か
し
、
そ
の
魅
力
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
、従
来
の
文
人
の
白
描
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
長
い
強
く
美
し
い
線
描
を
用
い
た
。

そ
の
特
色
あ
る
線
描
に
加
え
、
独
特
の
デ
フ
ォ
ル
メ
に
よ
る
知
的
な
諧
謔
味
の
あ
る
人
物
画

や
花
鳥
画
で
名
高
い
。
陳
洪
綬
の
版
画
な
ど
民
間
の
美
術
へ
の
積
極
的
関
与
は
、
そ
の
時
代

を
生
き
た
職
業
的
画
家
と
し
て
の
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。 

（
５
）
呉
興
・
閔
遇
五
（
閔
斉
伋
）
編
、
致
和
堂
刊
本
（
二
十
幀
一
セ
ッ
ト
の
挿
絵
） 

『
西
廂
記
』
挿
絵
⑩

の
第
十
一
図
の
「
窺
簡
」
に
挿
絵
屏
風
⑪

が
あ
る
。
明
・
崇
禎
十
三
年

（
一
六
四
〇
）、
紙
本
彩
色
、25.0

×32.3cm

、
ド
イ
ツ
、
ケ
ル
ン
、
東
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
。

文
人
の
遊
び
心
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
大
型
の
樹
石
漁
夫
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
（F

ig.

                                        

         

 

⑦

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
一
八
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。

西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
挿
図
二
三
三
、
台
北
・
故
宮

博
物
院
に
も
あ
る
（19.5

×13.9cm

）、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。  

⑧

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
明
代
巻
、
挿
図
五
七
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。
小
林
宏

光
「
陳
洪
綬
の
版
画
活
動
：
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
刊
張
深
之
先
生
正
北
西
廂
秘
本
の
挿
絵
を
中
心
と

し
た
一
考
察
」（
上
、
下
）『
国
華
』
一
〇
六
一
、
一
〇
六
二
、
一
九
八
三
年
。  

⑨

劉
芳
如
「
秀
色
―
摭
談
中
国
芸
術
所
形
塑
的
女
性
」
図
一
〇
、『
故
宮
文
物
月
刊
』
二
四
一
（
第
二
十
一
巻

第
一
期
）
二
〇
〇
三
年
、
六
〇
～
八
一
頁
。 

⑩

自
由
恋
愛
を
謳
う
型
破
り
な
戯
曲
『
西
廂
記
』
は
、
三
十
種
以
上
の
挿
絵
本
が
明
代
に
出
版
し
る
。 

⑪

閔
遇
五
刊
本
『
西
廂
記
』
彩
色
套
印
本
、
現
蔵
ド
イ
ツ
・
科
隆
肯
斯
特
博
物
館
。
天
津
人
民
美
術
出
版
社
は
、

ド
イ
ツ
の
影
印
本
に
よ
っ
て
、
一
九
九
一
年
に
『
明
刊
彩
色
套
印
西
廂
記
図
』
を
出
版
さ
れ
た
。 
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Ⅶ-80
）
。
そ
の
屏
風
の
水
墨
山
水
図
は
非
常
に
簡
潔
な
構
図
を
と
る
①

。
同
刊
本
の
第
十
三
幕

「
鶯
鶯
と
張
生
の
情
事
を
紅
娘
が
盗
み
聞
き
す
る
」
の
挿
絵
に
は
、
月
輪
水
波
文
の
多
曲
屏

風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
②

。
同
刊
本
の
第
十
七
幕
「
鶯
鶯
が
張
生
の
合
格
の
報
せ
を
受
け
と

る
」
の
挿
絵
は
、
多
曲
屏
風
形
式
で
、
本
物
語
を
表
現
し
て
、
画
中
の
正
面
に
ま
た
山
水
樹

石
図
を
、
背
面
に
吉
祥
文
字
を
描
く
三
曲
屏
風
も
立
て
て
い
る
③

（F
ig.

Ⅶ-82

）
。 

（
６
）（
伝
）
仇
英
画
『
西
廂
記
』
挿
絵 

紙
本
画
冊
、刊
年
と
現
蔵
者
不
詳
。「
鶯
鶯
と
張
生
の
情
事
を
紅
娘
が
盗
み
聞
き
す
る
」（『
西

廂
記
』
第
十
三
幕
）
の
挿
絵
に
は
、
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
屏
面
の
画
題
は
不
明
で

あ
る
④

。 

⑰
．「
三
国
志
像
挿
図
」 

清
・
順
治
時
期
（
一
六
四
四
～
一
六
六
一
）
刊
本
で
、
縦
二
〇cm

、
横
一
四
．
二cm

、

画
面
の
主
題
は
、「
劉
玄
徳
古
城
聚
義
」
と
い
う
歴
史
故
事
で
あ
る
。
画
面
の
上
部
に
は
、
坐

っ
て
い
る
四
人
の
後
に
、
三
曲
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
⑤

。
原
本
は
上
海
図
書

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（F

ig.

Ⅶ-81

）
。 

⑱
．「
聖
諭
像
解
」
の
「
請
立
太
学
」 

清
・
康
煕
二
十
年
（
一
六
八
一
）、
承
宣
堂
刊
本
、
縦20.1cm
、
横16.0cm

、
画
中
の

主
人
の
後
に
、
山
水
図
の
大
型
立
屏
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
原
本
は
上
海
・
復
旦
大
学
図
書

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
⑥

。 

⑲
．
中
国
春
画
中
の
屏
風
挿
絵 

絵
の
な
か
の
絵
と
い
え
ば
、
前
述
し
た
周
文
矩
の
「
重
屏
会
棋
図
」
が
思
い
だ
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
絵
の
な
か
の
屏
風
（
衝
立
）
に
屏
風
の
あ
る
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
屏
風

に
さ
ら
に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
絵
。
い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
中
国
の
春
画
⑦

は
、

ほ
と
ん
ど
が
「
重
屏
図
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
絵
の
な
か
に
絵
が
な
く
と
も
、
絵
の
な
か
に

                                        

         

 

①

西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
挿
図
二
二
〇
、
小
学
館
、
一

九
九
九
年
。 

②

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
九
五
。 

③

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
九
六
。 

④

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
』
図
一
九
三
。 

⑤

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
九
九
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

⑥

王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
六
七
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
八
年
。  

⑦

性
愛
を
描
写
す
る
美
術
作
品
の
春
画
は
圧
箱
底
、
春
宮
画
、
春
宮
図
、
嫁
妝
画
と
も
い
う
。 

庭
園
が
描
か
れ
て
い
れ
ば
、
庭
園
も
ま
た
自
然
の
山
水
を
「
納
れ
た
」
芥
子
で
あ
る
と
い
う

認
識
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
絵
と
等
し
い
虚
構
と
な
る
。
さ
よ
う
な
「
重
屏
図
」
の
入
れ
子
構

造
の
な
か
に
置
か
れ
た
男
女
に
肉
体
的
実
在
感
の
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
⑧

。
以
下
、
明
代
晩

期
の
春
宮
画
冊
『
花
営
錦
陣
』、
明
代
・
鄴
華
生
の
小
説
『
素
娥
篇
』
な
ど
の
中
国
春
画
中
の

屏
風
挿
絵
の
典
型
的
な
例
（F

ig.

Ⅶ-83

）
を
取
り
上
げ
て
お
こ
う
（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№660

～

665

参
照
）。 

（
１
）『
花
営
錦
陣
』
中
の
「
浪
淘
沙
」（
中
野
『
肉
麻
図
譜
』
三
七
頁
挿
絵
⑫
） 

「
蘭
湯
（
蘭
香
の
お
湯
）」
に
浸
り
な
が
ら
の
た
の
し
い
セ
ッ
ク
ス
と
い
う
画
面
に
は
、
多

曲
屏
風
に
描
か
れ
た
太
湖
石
も
牡
丹
も
蝶
も
性
的
シ
ン
ボ
ル
を
帯
び
、
男
女
ふ
た
り
も
珍
し

く
な
ご
や
か
な
表
情
を
見
せ
る
。
こ
の
洗
澡
盆
の
な
か
で
戯
れ
る
男
女
の
す
ぐ
む
こ
う
に
あ

る
屏
風
に
は
、
太
湖
石
と
牡
丹
が
描
か
れ
て
い
る
。 

（
２
）『
花
営
錦
陣
』
中
の
「
鵲
橋
仙
」（
中
野
『
肉
麻
図
譜
』
四
七
頁
挿
絵
⑯
） 

手
前
、
性
交
す
る
男
女
で
あ
る
が
、
女
の
腰
枕
と
な
っ
て
い
る
の
が
お
そ
ら
く
年
若
い
婢
、

「
鵲
橋
（
織
女
を
乗
せ
て
天
の
河
を
渡
っ
た
か
さ
さ
ぎ
に
因
み
天
の
河
の
こ
と
）」
で
あ
る
ら

し
い
。
画
中
に
多
曲
屏
風
が
あ
り
、
そ
こ
に
水
辺
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
川
む
こ
う
に

瑰
偉
な
る
岩
山
が
見
え
、
手
前
の
岸
辺
の
松
の
た
も
と
に
は
、
倪
瓚
（
一
三
〇
六
頃
～
一
三

七
四
）
の
絵
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
茅
ぶ
き
の
亭
が
あ
る
。 

（
３
）『
花
営
錦
陣
』
中
の
「
一
棒
蓮
」（
中
野
『
肉
麻
図
譜
』
一
五
八
頁
挿
絵
④
） 

蓮
の
池
に
張
り
出
し
た
水
閣
の
な
か
で
、
陰
陽
は
宇
宙
卵
の
よ
う
に
完
全
に
合
一
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
男
女
性
器
の
描
写
の
素
朴
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
夏
の
荷
風
（
荷
は

蓮
）
の
涼
や
か
さ
が
二
人
を
幸
せ
に
し
て
い
る
。
特
に
、
性
交
す
る
場
面
の
背
後
に
画
面
の

広
い
山
水
樹
石
図
屏
風
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
理
想
的
虚
構
的
な
二
重
の
開
空
間
を

示
唆
し
て
い
る
。 

（
４
）『
花
営
錦
陣
』
中
の
「
眼
児
媚
」（
中
野
『
肉
麻
図
譜
』
一
六
八
頁
挿
絵
⑧
） 

例
に
よ
っ
て
牡
丹
と
太
湖
石
、
そ
れ
に
孔
雀
と
蝶
が
描
か
れ
て
い
る
豪
華
な
屏
風
絵
を
立

て
て
、
下
に
敷
く
の
も
春
用
の
「
軟
茵
」
で
、
そ
の
軟
ら
か
さ
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
が
う
か
が
え
る
。 

（
５
）『
素
娥
篇
』
第
２
３
「
金
盤
承
露
」
挿
絵
（
中
野
『
肉
麻
図
譜
』
一
九
四
頁
挿
絵
⑦
） 

                                        

         

 

⑧

中
野
美
代
子
『
肉
麻
図
譜
―
中
国
春
画
論
序
説
』
叢
書
メ
ラ
ヴ
ィ
リ
ア
⑧
、
作
品
社
、
二
〇
〇
一
年
初
版
、

四
九
頁
。 
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本
「
肉
麻
」
な
挿
絵
春
画
に
は
、
二
人
の
侍
女
が
全
裸
の
素
娥
を
た
か
だ
か
と
も
ち
あ
げ
、

や
は
り
全
裸
の
武
三
思
が
凳
の
上
に
乗
っ
て
、
素
娥
に
挿
入
し
て
い
る
。
お
も
し
ろ
さ
・
お

か
し
さ
の
追
求
は
こ
こ
ま
で
達
す
る
。
敷
物
の
模
様
も
、
屏
風
に
描
か
れ
た
山
水
も
豪
華
で

あ
る
。
特
に
、
画
面
の
広
い
山
水
樹
石
図
屏
風
の
導
入
が
全
画
面
の
二
重
性
空
間
構
造
を
表

し
て
い
る
。 

（
６
）
十
一
葉
か
ら
成
る
清
代
の
春
画
冊
の
一
葉
「
待
ち
」（
中
野
『
肉
麻
図
譜
』
一
四
六

頁
の
挿
絵
⑨
） 

本
春
画
の
な
か
に
、コ
字
型
に
張
り
巡
ら
せ
た
屏
風
に
囲
ま
れ
た
空
間
が
不
安
定
な
の
は
、

屏
風
が
き
ち
ん
と
描
け
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
屏
風
の
縁
の
亀
甲
模
様
が
、
斜
め
の
部
分

（
男
の
背
後
と
女
た
ち
の
背
後
）
と
正
面
の
部
分
と
も
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
奥
に
い
る
小

女
の
背
後
に
描
か
れ
る
べ
き
屏
風
の
折
り
目
の
縁
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
こ
の
絵

に
は
欠
陥
が
多
い
。 

以
上
の
よ
う
に
、
大
部
分
の
春
画
挿
絵
に
は
、
太
湖
石
・
牡
丹
と
蝶
図
の
画
中
画
屏
風
絵

が
描
か
れ
て
い
る
。
牡
丹
は
美
人
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
女
陰
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
っ
た
。
蝶
に
も
、
古
代
か
ら
性
的
な
意
味
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
も
花

に
戯
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
庭
園
に
存
在
す
る
立
派
な
太
湖
石
は
、
虚
構
の

庭
園
空
間
を
喚
起
し
、
そ
の
こ
と
は
表
象
と
し
て
な
ら
女
の
性
欲
を
刺
激
す
る
も
の
と
性
戯

の
場
所
と
し
て
約
束
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
春
画
の
屏
風
絵
の
主
役
と
し
て
も
、
絵
に
描

い
て
、
太
湖
石
の
性
的
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
強
調
し
た
。 

春
画
の
な
か
の
庭
園
は
、
か
く
し
て
性
戯
す
る
男
女
に
と
っ
て
経
験
的
な
快
楽
の
場
所
で

は
な
く
象
徴
的
な
空
間
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
経
験
的
な
場
所
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
描
く

と
こ
ろ
に
、
中
国
の
春
画
の
二
重
三
重
の
虚
構
性
が
あ
る
と
い
え
る
の
だ
。
ま
た
、
画
中
画

屏
風
の
入
れ
子
構
造
を
作
り
出
す
と
、
庭
園
屋
宇
の
室
内
の
有
限
的
な
閉
空
間
感
覚
が
倍
増

す
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。 

 

（
五
）
新
聞
出
版
物
な
ど
の
複
製
挿
絵 

何
元
俊
「
妙
手
割
瘤
」（
資
料
編
の
表
Ⅶ
№666

参
照
） 

こ
の
作
品
は
、
晩
清
光
緒
十
年
（
一
八
八
四
）
に
時
事
新
聞
者
の
呉
心
友
が
創
刊
し
た
『
點

石
斎
画
報
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
①

。 
                                        

         

 

①

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
上
）、
挿
図
一
三
八
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。  

 

六 

小
結 

以
上
、
明
清
時
代
の
屏
風
絵
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
。
中
で
も
、
屏
風
絵
に
つ
い
て
の

文
献
史
料
を
挙
げ
て
や
や
詳
し
く
論
じ
て
み
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。 

（
一
）
形
質 

１
． 

衝
立 

 

明
清
時
代
の
衝
立
は
、
卓
屏
、
硯
屏
、
枕
屏
な
ど
の
形
式
に
分
か
れ
て
い
る
。
文
人
雅
居

の
装
飾
の
た
め
に
、
木
・
漆
・
玉
石
・
磁
器
な
ど
の
材
料
で
彫
刻
さ
れ
た
も
の
が
数
多
く
現

存
し
て
い
る
。
中
で
、
卓
屏
は
、
唐
時
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
大
型
の
屏
風
形
式
か
ら

濃
縮
さ
れ
、
文
人
居
室
の
重
要
な
装
飾
品
と
し
て
登
場
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
お
よ
そ
清
末
民

国
年
代
か
ら
卓
屏
の
流
行
し
な
く
な
る
②

。 

２
．
多
曲
屏
風 

こ
の
時
代
に
お
け
る
多
曲
屏
風
で
は
、
漆
絵
の
風
俗
人
物
図
屏
風
が
重
要
な
地
位
を
占
め

て
い
る
。
ま
た
、
水
墨
淡
彩
山
水
図
と
着
色
楼
閣
人
物
図
の
大
型
通
景
屏
風
は
、
こ
の
時
代

に
お
け
る
屏
風
絵
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
考
え
て
い
る
。 

３
．
押
絵
貼
屏
風
と
掛
屏 

明
清
時
代
に
入
る
と
、
寺
院
や
大
き
な
住
宅
の
伝
統
的
な
大
構
図
・
大
画
面
屏
風
絵
は
前

代
ひ
き
続
い
て
つ
く
ら
れ
、
そ
の
風
が
普
及
す
る
と
と
も
に
、
一
般
に
は
そ
の
簡
便
な
形
式

と
し
て
屏
風
絵
が
重
用
さ
れ
た
。
ま
た
明
末
清
初
に
は
屏
風
絵
に
み
る
よ
う
な
一
種
の
押
絵

貼
屏
風
（
屏
風
の
各
扇
に
一
図
ず
つ
貼
っ
た
も
の
）
も
し
く
は
貼
交
屏
風
や
掛
屏
な
ど
の
形

式
が
多
く
な
り
、
大
い
に
流
行
し
た
。
そ
れ
ら
の
屏
風
は
、
い
ず
れ
も
精
密
、
華
麗
な
極
め

て
装
飾
性
豊
か
な
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
画
面
形
式
か
ら
い
え
ば
、
主
流
の
多
曲
連

屏
か
ら
押
絵
貼
屏
風
と
掛
屏
形
式
（
長
幅
巻
軸
式
の
掛
屏
画
は
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
十

二
条
屏
、
六
条
屏
、
四
条
屏
な
ど
を
い
う
）
に
移
行
し
た
③

。
即
ち
、
山
水
人
物
・
花
鳥
・

花
卉
な
ど
を
画
題
と
し
て
描
い
た
掛
屏
は
明
清
時
代
に
お
け
る
屏
風
を
代
表
す
る
一
形
式
で

                                        

         

 

②

傅
楽
治
「
卓
屏
―
令
人
驚
奇
的
装
飾
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
３
３
（
第
三
巻
第
九
期
）、
一
九
八
五
年
、
九
八

～
一
〇
一
頁
。 

③

掛
屏
風
の
形
式
あ
る
い
は
員
数
は
、
鄧
之
誠
の
集
録
文
「
屏
」
に
「
今
人
張
書
画
於
壁
称
四
幅
以
上
者
曰
屏

即
屏
風
之
意
」
と
あ
る
。
民
国
第
一
甲
子
夏
六
月
江
寧
鄧
之
誠
文
如
輯
『
骨
董
瑣
記
』
巻
五
「
屏
」（
黄
賓
虹
・

鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
二
二
、
五
集
第
三
輯
、
二
九
三
頁
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 
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あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
唐
代
以
降
、
盛
行
し
た
多
曲
折
扇
式
屏
風
画
か
ら
、
毎
幅
屏
扇
の
画
面

を
独
立
に
分
割
し
て
、
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
①

。
明
代
以
降
、
掛
屏
風
が
登
場
し
た
。
実

に
、
掛
屏
風
は
、
屏
風
の
実
用
性
を
超
え
て
、
純
粋
な
装
飾
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

「
生
活
画
」
は
屏
風
装
を
と
る
も
の
が
多
く
、
屏
風
は
日
常
生
活
に
お
い
て
、
重
要
な
装

飾
家
具
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
掛
屏
は
「
生
活
画
」
に
属
す
る
主
題
を
と
り
、
装
飾
文

様
と
し
て
日
常
生
活
の
様
々
な
家
具
や
用
具
を
用
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
民
衆

に
も
深
く
浸
透
し
て
い
た
花
卉
・
花
鳥
と
い
う
主
題
が
、
屏
風
装
を
と
る
時
に
は
宮
中
に
お

い
て
の
み
使
用
さ
れ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
不
自
然
で
あ
る
。
収
集
し
た
掛
屏
風
は
ほ
と
ん
ど

の
も
の
が
、
屏
風
の
全
扇
を
一
つ
の
画
面
と
し
て
図
を
構
成
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
花
鳥

図
や
文
字
絵
等
が
多
く
見
ら
れ
る
、
屏
風
の
各
扇
毎
に
一
幅
の
掛
幅
を
表
装
す
る
形
式
に
着

目
し
、
掛
屏
に
関
し
て
も
民
間
で
は
そ
の
よ
う
な
表
装
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
み
た
。 

（
二
）
画
題 

１
．
素
屏
風 

素
面
の
屏
風
は
、
画
中
の
衝
立
と
屏
風
に
見
ら
れ
る
。
元
々
屏
面
に
画
が
あ
る
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。 

２
．
山
水 

山
水
図
は
、
画
中
画
屏
風
、
押
絵
貼
屏
風
と
通
景
図
屏
風
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
る
。 

３
．
花
鳥
・
花
卉 

 

五
代
・
宋
代
以
来
、
宮
廷
画
家
あ
る
い
は
職
業
的
花
鳥
画
家
の
細
密
精
緻
な
画
法
に
よ
っ

て
創
作
さ
れ
た
花
鳥
画
は
つ
ね
に
重
要
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。
花
鳥
画
は
多
か
れ
少
な
か

れ
富
貴
性
と
吉
祥
性
を
備
え
て
い
る
も
の
だ
が
、
調
度
品
と
し
て
い
る
屏
風
で
は
さ
ら
に
桐

や
孔
雀
、
鳳
凰
、
鴛
鴦
な
ど
を
描
く
こ
と
で
、
よ
り
一
層
豪
華
さ
と
吉
祥
性
を
増
し
て
い
る
。

吉
祥
瑞
兆
に
満
ち
た
色
鮮
や
か
な
花
鳥
・
草
虫
な
ど
の
吉
祥
モ
チ
ー
フ
、
そ
れ
ら
は
用
途
に

応
じ
自
在
に
組
み
合
わ
せ
、
華
や
か
な
雰
囲
気
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
美
し
く
、
し

か
も
吉
祥
的
な
意
味
を
も
っ
た
鳥
や
花
木
、
石
を
、
大
画
面
に
装
飾
的
に
描
い
た
華
や
か
な

彩
色
の
作
品
で
、
こ
の
点
で
確
か
に
の
ち
の
明
清
時
代
の
花
鳥
画
に
も
つ
な
が
る
。
大
画
面

                                        

         

 

①

宋
・
米
芾
『
画
史
』、
宋
・
汪
珂
玉
『
汪
氏
珊
瑚
網
画
継
』
に
「
購
李
成
画
貼
屏
風
」
と
あ
る
。
李
力
「
従

考
古
発
現
看
中
国
古
代
的
屏
風
画
」『
芸
術
史
研
究
』
第
一
輯
（
中
山
大
学
芸
術
研
究
中
心
編
、
中
山
大
学
出

版
社
、
一
九
九
九
年
）、
二
七
七
～
二
九
四
頁
。 

の
花
鳥
画
、
山
水
画
屏
風
は
公
的
な
大
き
な
空
間
を
荘
厳
し
、
小
画
面
の
衝
立
は
個
人
的
な

居
室
や
贈
答
用
に
用
い
ら
れ
、
鑑
賞
に
供
さ
れ
、
そ
の
用
途
は
広
い
。
元
代
以
降
、
吉
祥
主

題
の
花
鳥
画
が
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
水
墨
で
あ
れ
彩
色
で
あ
れ
、
吉
祥
的
意
味
を
帯
び

た
花
鳥
画
は
民
間
の
職
人
的
職
業
画
家
に
と
っ
て
、
当
然
も
っ
と
も
需
要
の
高
い
画
題
で
あ

っ
た
。
宋
以
降
の
市
民
社
会
の
発
展
と
と
も
に
、
中
国
で
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
墨
竹
・

藻
魚
を
含
む
屏
風
花
鳥
画
が
栄
え
て
、
絵
画
史
上
、
独
自
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

は
、
ゆ
え
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 

４
．
人
物 

人
物
図
屏
風
絵
は
、
押
絵
貼
屏
風
あ
る
い
は
掛
屏
風
に
は
、
よ
く
見
ら
れ
る
。 

５
．
雲
龍
文
と
流
水
文 

龍
水
の
壁
画
は
唐
以
来
の
翰
林
学
士
院
の
伝
統
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。

確
か
に
宋
綬
・
蔡
寛
夫
の
指
摘
の
通
り
、
唐
の
翰
林
学
士
院
の
壁
に
は
「
海
曲
龍
山
図
」
が

画
か
れ
て
い
た
②

。
北
宋
初
、
太
平
興
国
五
年
（
九
八
〇
）
か
ら
八
年
（
九
八
三
）
頃
に
南

唐
か
ら
北
宋
の
宮
廷
画
家
と
な
っ
た
董
羽
は
翰
林
学
士
院
玉
堂
に
龍
水
文
壁
画
が
描
か
れ
て

い
た
③

。
実
際
、
董
羽
の
龍
水
壁
画
は
、
唐
以
来
の
伝
統
を
継
ぐ
べ
く
画
か
れ
た
龍
・
鼇
等

の
特
殊
な
モ
チ
ー
フ
を
除
け
ば
、水
を
主
題
に
し
た
パ
ノ
ラ
マ
と
称
し
て
よ
い
作
品
で
あ
り
、

山
水
壁
画
で
龍
水
壁
画
を
繋
ぐ
こ
と
は
決
し
て
唐
突
で
は
な
か
っ
た
④

。 

江
南
か
ら
関
中
を
へ
て
入
蜀
し
、
逸
格
人
物
画
と
い
う
名
称
の
由
来
と
も
な
る
創
造
を
な

し
と
げ
た
孫
位
は
、
山
水
画
の
も
っ
と
も
重
要
な
素
材
で
あ
る
山
と
水
の
う
ち
、
不
定
形
の

水
の
表
現
に
も
長
じ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
五
代
・
北
宋
時
期
の
山
水
画
の
究
極
の
目
標
で

あ
る
、
光
や
空
気
の
表
現
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
注
目
に
価
す
る
と
と
も
に
、
水
の
様
相
を

十
二
の
型
に
整
理
す
る
南
宋
（
十
三
世
紀
）
馬
遠
筆
「
十
二
水
図
巻
」（（
十
二
段
）、
絹
本
着

色
、
第
１
段26.8

×20.7cm

、
第
２
段
以
降
各26.8

×41.6cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
点
で
も
、注
目
さ
れ
る
。「
十
二
水
図
巻
」

に
は
「
浪
蹙
金
風
」、「
洞
庭
風
細
」、「
層
波
畳
浪
」、「
寒
塘
清
浅
」、「
長
江
萬
頃
」、「
黄
河

                                        

         

 

②

前
掲
し
た
宋
・
蔡
寛
夫
『
蔡
寛
夫
詩
話
』（
宋
・
胡
仔
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
前
集
』（
耘
経
楼
据
宋
本
重
刊
本
）

所
引
本
）
を
参
照
。  

③

宋
・
郭
道
醇
『
聖
朝
名
画
評
』（
王
氏
画
苑
本
）
巻
二
・
畜
獣
門
第
三
・
董
羽
の
條
、
宋
・
蘇
易
簡
『
続
翰

林
志
』、
宋
・
銭
惟
演
『
金
坡
遺
事
』、『
宣
和
画
譜
』「
龍
水
壁
画
」
な
ど
を
参
照
。 

④

『
宣
和
画
譜
』
に
「（
前
略
）
頃
画
水
於
玉
堂
北
壁
、
其
洶
湧
瀾
翻
、
望
之
若
煙
江
絶
島
間
。
雖
咫
尺
汗
漫
、

莫
知
其
涯
涘
也
。（
後
略
）」
と
あ
る
。（
巻
九
・
龍
魚
・
董
羽
の
條
） 
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逆
流
」、「
秋
水
廻
波
」、「
雲
生
蒼
海
」、「
湖
光
瀲
灔
」、「
雲
舒
浪
巻
」、「
暁
日
烘
山
」、「
細

浪
漂
漂
」
な
ど
の
十
二
種
類
の
流
水
文
が
描
か
れ
て
い
る
①

。
こ
れ
ら
た
く
さ
ん
の
衝
立
の

流
水
文
と
宋
元
時
代
に
お
け
る
流
行
す
る
画
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
日
本
桃
山
時
代
画
家
の
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
～
一
六
一
〇
）
筆
「
波
濤
図
」

（
十
二
幅
、
紙
本
金
雲
墨
画
、
各185.0

×140.5cm

、
重
文
、
京
都
・
禅
林
寺
大
方
丈
襖

絵
）
は
、
そ
の
流
水
文
と
岩
石
の
画
風
が
中
国
宋
元
以
来
の
画
中
流
水
図
屏
風
の
も
の
と
似

て
い
る
。
こ
の
全
画
面
の
基
調
と
な
っ
た
波
濤
の
表
出
は
、
海
中
に
屹
立
す
る
岩
石
と
曲
線

的
波
濤
が
漢
画
的
手
法
に
終
始
す
る
の
に
対
し
て
、
む
し
ろ
和
画
伝
来
の
手
法
に
依
存
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。（
武
田
恒
夫
『
近
世
初
期
障
屏
画
の
研
究
』
図
版
一
七
〇
参
照
） 

墓
葬
壁
画
と
伝
世
品
絵
画
作
品
の
画
中
画
屏
風
と
の
龍
文
図
は
、
戦
国
・
漢
時
代
か
ら
唐

末
・
五
代
・
宋
時
代
を
経
て
、
屏
風
の
主
要
な
装
飾
図
案
に
な
っ
て
、
清
時
代
に
至
る
ま
で

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
坐
屏
や
小
型
の
衝
立
に
、
龍
雲
文
の
装
飾
が
連
綿
と
描
か
れ
続

け
る
。
宋
・
仁
宗
朝
の
『
図
画
見
聞
誌
』
に
「
金
明
池
水
心
殿
御
座
屏
扆
、
画
出
水
金
龍
、

勢
力
遒
怪
」
と
い
う
。
水
と
龍
を
合
わ
せ
て
い
る
屏
風
絵
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
宋
・
金
時

代
の
墓
葬
壁
画
か
ら
、
一
つ
の
卓
と
二
つ
の
水
波
文
衝
立
を
組
み
合
わ
せ
る
室
内
陳
列
が
当

時
の
一
般
的
豪
族
家
庭
の
普
通
の
作
法
と
推
定
で
き
る
。 

  こ
の
時
代
に
お
け
る
屏
風
絵
の
画
題
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
要
点
を
述
べ
て
い
く
。 

第
一
に
、
明
・
清
時
代
の
屏
風
画
は
、
花
鳥
図
と
山
水
図
を
画
題
の
中
心
と
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
絵
画
の
意
味
を
言
え
ば
、
吉
祥
性
・
鑑
賞
性
・
装
飾
性
な
ど
を
も
っ
て
い
た
②

。

吉
祥
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
花
鳥
・
松
竹
梅
な
ど
の
画
題
は
元
代
以
降
と
さ
れ
て
い
る
が
、
も

う
少
し
遡
る
可
能
性
も
あ
る
。
宋
元
時
代
か
ら
、
吉
祥
モ
チ
ー
フ
と
し
て
花
を
開
か
せ
た
後

も
、明
清
時
代
に
伝
統
的
な
花
鳥
・
松
竹
梅
の
イ
メ
ー
ジ
は
忘
れ
ら
れ
ず
に
描
か
れ
続
け
た
。

明
代
に
な
る
と
、
よ
り
直
接
的
な
表
現
に
よ
る
吉
祥
図
が
現
れ
る
。
中
国
の
「
吉
祥
」
寓
意

が
影
響
を
与
え
た
に
し
ろ
、
日
本
人
が
見
て
き
た
松
、
竹
、
梅
、
花
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、

め
で
た
き
側
面
で
あ
る
「
祝
寿
」
「
寿
福
」
も
す
で
に
内
包
さ
れ
て
い
た
ろ
う
。
中
国
で
は

厳
し
い
冬
の
寒
さ
の
中
で
も
、
常
緑
を
保
つ
松
と
竹
、
百
花
に
先
駆
け
て
開
花
し
清
香
を
放

                                        

         

 

①

嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
図
版
一
一
～
二
三
、
小

学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。 

②

宮
崎
法
子
「
中
国
花
鳥
画
の
意
味
―
藻
魚
図
・
蓮
池
水
禽
図
・
草
虫
図
の
寓
意
と
受
容
に
つ
い
て
―
」
上
・

下
『
美
術
研
究
』
三
六
三
、
三
六
四
、
一
九
九
六
年
。 

つ
梅
は
、
不
変
の
志
と
豊
か
な
心
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
「
歳
寒
三
友
」
と
称
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
松
は
不
老
長
寿
、
竹
は
平
安
、
子
孫
繁
栄
、
梅
は
子
孫
繁
栄(

子
授
け)

な
ど
を
象
徴

す
る
も
の
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
を
描
い
た
花
鳥
画
で
も
、
例
え
ば
、

蓮
、
水
鳥
、
魚
は
豊
か
さ
、
牡
丹
は
富
貴
、
桃
は
長
寿
、
葡
萄
、
瓢
箪
、
石
榴
な
ど
は
子
孫

繁
栄
、
鳳
凰
は
天
下
泰
平
、
蝙
蝠
は
福
を
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
こ
に
は
人
々
の
様
々

な
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。 

第
二
に
、
漢
宮
春
暁
は
中
国
の
宮
廷
風
俗
画
の
画
題
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
漢
代
の
宮
廷

の
女
官
た
ち
の
起
床
、
化
粧
、
育
児
、
遊
戯
、
刺
繍
、
手
習
い
な
ど
、
華
や
か
な
生
活
を
画

く
。
美
人
画
の
一
種
で
あ
る
が
、
楼
閣
山
水
の
み
を
画
く
伝
趙
伯
駒
筆
（
台
北
・
故
宮
博
物

院
）
も
あ
る
。
多
く
は
着
色
の
画
巻
で
、
明
・
清
時
代
に
画
か
れ
た
。
明
の
仇
英
、
清
の
丁

観
鵬
ら
画
院
画
家
の
合
作
本
（
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
人
物
楼
閣
図

や
古
画
の
模
写
な
ど
も
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。 

（
三
）
構
図
表
現 

衝
立
と
多
曲
屏
風
は
画
中
画
と
し
て
、
絵
画
空
間
の
構
成
表
現
上
流
行
す
る
こ
と
が
、
こ

の
時
代
に
お
け
る
絵
画
芸
術
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
明
清
時
代
に
入
っ
て
、
伝
世

品
の
絵
画
作
品
中
、
画
中
画
と
い
う
屏
風
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
中
画
は
、
明

清
時
期
の
「
中
堂
」
様
式
の
源
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
③

。「
中
堂
」
と
い
う
の
は
、
明

時
代
晩
期
以
降
、
庭
堂
の
正
中
に
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
主
な
装
飾
品
と
し
て
の
巨
幅

の
立
軸
書
画
で
あ
る
。 

（
四
）
技
法 

１
．
刻
漆
・
彩
漆
彫
填
・
款
彩
は
、
現
代
、「
刻
漆
」・「
刻
灰
」・「
大
彫
填
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
技
法
は
、
漆
器
の
平
面
に
文
様
を
刻
み
、
彩
色
を
塗
施
す
も
の
で
あ
る
。
款

彩
漆
屏
風
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
（
科
羅
曼
多
漆
屏
風
）

（C
orom

andel L
acquer screen

）
或
い
は
萬
丹
工
芸
（B

antam
 W

ork

）
と
も
謂
う
（
資

料
１
０
参
照
）。
そ
の
制
作
技
法
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
漆
地
の
屏
面
に
各
模
様
を
刻
み
、
各

色
彩
を
施
す
も
の
で
あ
る
。
明
・
清
時
代
に
お
け
る
漆
屏
風
は
戦
国
秦
漢
時
代
あ
る
い
は
魏

晋
南
北
朝
時
代
の
も
の
よ
り
、
大
き
く
な
り
、
制
作
技
法
上
は
複
雑
で
、
図
様
上
は
漢
宮
春

暁
と
い
う
園
林
仕
女
図
を
主
な
画
面
構
成
と
し
た
。 

２
．
な
お
、
清
時
代
後
期
に
な
る
と
、
西
洋
絵
画
の
明
暗
法
・
凹
凸
法
な
ど
の
技
法
が
屏

                                        

         

 

③

張
朋
川
「
明
清
書
画`

中
堂
｀
様
式
的
縁
起
」『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
、
八
七
～
九
六
頁
。  
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風
画
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 
 

 

以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
、
そ
の
注
意
す
べ
き
点
が
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
宋
時
代
か
ら
、

家
居
庁
堂
の
後
方
中
央
に
、
大
型
の
衝
立
が
重
要
な
装
飾
品
に
な
っ
た
。
二
つ
目
は
、
こ
の

よ
う
な
大
型
の
衝
立
の
大
部
分
は
一
扇
の
大
画
面
屏
風
で
あ
る
が
、
三
曲
あ
る
い
は
多
曲
の

屏
風
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
山
水
図
が
屏
面
の
画
題
に
よ
く
用
い
ら
れ
た

こ
と
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
の
屏
風
画
の
「
装
飾
性
」
と
吉
祥
意
は
決
定
的
で
あ
る
。 

 
 

第
八
章 

東
ア
ジ
ア
屏
風
絵
の
伝
播
と
受
容 

 

屏
風
と
い
う
特
殊
な
画
面
形
式
は
、
朝
鮮
で
も
日
本
で
も
成
立
し
て
い
る
の
で
、
中
国
だ

け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
屏
風
は
、
お
お
む
ね
八
世
紀
以
来
、
公
私
に
わ
た
る
生
活

空
間
を
適
宜
細
や
か
に
間
仕
切
る
と
い
う
効
用
の
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
各
時
代
に

わ
た
り
制
作
さ
れ
続
け
、
そ
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
中
国
大

陸
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
列
島
に
お
け
る
古
代
屏
風
画
に
つ
い
て
摸
索
し
た
い
と
思
う
。 

（
一
）
概
要 

１
．
屏
風 

 

屏
風
と
衝
立
は
中
国
で
考
案
さ
れ
た
調
度
品
で
、
日
本
で
も
す
で
に
奈
良
時
代
か
ら
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
文
献
史
料
か
ら
も
実
物
か
ら
も
確
実
で
あ
る
。 

屏
風
と
は
、
部
屋
の
仕
切
り
や
装
飾
に
用
い
る
家
具
の
こ
と
で
あ
る
。
小
さ
な
ふ
す
ま
の

よ
う
な
も
の
を
数
枚
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
折
り
た
た
め
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。「
風
を
屏
（
ふ

せ
）
ぐ
」
と
い
う
言
葉
に
由
来
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
屏
風
は
、
障
子
な
ど
と
異
な
り
、
そ
の

室
礼
は
か
な
り
自
由
で
あ
る
。
室
内
も
し
く
は
戸
外
に
適
宜
立
て
廻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
特

定
の
空
間
を
設
定
し
た
り
、
一
定
空
間
を
間
仕
切
っ
た
り
す
る
。
屏
風
は
、
室
内
空
間
を
形

成
す
る
上
で
、
ま
こ
と
に
重
宝
な
調
度
で
あ
っ
た
。 

屏
風
の
歴
史
は
古
く
、
中
国
の
漢
時
代
に
は
、
す
で
に
風
よ
け
の
道
具
と
し
て
存
在
し
て

い
た
。
魏
、
晋
、
南
北
朝
時
代
に
は
、
王
族
の
贅
沢
な
装
飾
品
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
日

本
に
お
け
る

も
古
い
屏
風
は
、
六
八
六
年
に
朝
鮮
半
島
の
新
羅
よ
り
献
上
さ
れ
た
も
の
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
存
の
も
の
で
は
、
八
世
紀
に
作
ら
れ
た
も
の
が
正
倉
院
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
近
世
で
は
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
贅
を
尽
く
し
た
金
地
の
き
ら
び

や
か
な
屏
風
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
た
。 

屏
風
絵
は
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
唐
絵
、
大
和
絵
、
水
墨
画
な
ど
が
多
く
の
屏
風
に

描
か
れ
た
。
ま
た
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
城
郭
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
屏
風
が
置
か
れ
、そ
れ
に
よ
っ
て
屏
風
絵
は
芸
術
と
し
て
そ
の
地
位
を
高
め
て
い
っ
た
。

そ
の
時
代
の
有
名
な
絵
師
と
し
て
は
、
狩
野
永
徳
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
に
、
新
羅
か
ら
屏
風
が
貢
献
さ
れ
た
記

事
が
あ
り
、
折
り
た
た
み
式
の
屏
風
は
中
国
の
唐
時
代
に
は
じ
ま
り
、
日
本
に
は
天
武
朝
に

朝
鮮
か
ら
渡
来
し
た
。『
東
大
寺
献
物
帳
』
に
は｢

御
屏
風
一
百
畳｣

と
あ
り
、
当
時
の
宮
廷
で

屏
風
が
重
要
な
調
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
時
期
、
貴
族
た
ち
は
生
活
の
必

需
品
で
あ
る
こ
れ
ら
の
屏
障
具
に
好
ん
で
、
絵
を
描
か
せ
た
。
平
安
時
代
に
は
宮
廷
や
貴
族

の
邸
宅
に
お
い
て
、
屏
風
は
儀
礼
用
、
装
飾
、
間
仕
切
り
と
し
て
不
可
欠
の
調
度
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
時
は
蝶
番
に
皮
、
紐
、
金
具
が
使
わ
れ
て
い
た
が
今
日
の
よ
う
な
紙
の
蝶
番
が
で

き
た
の
は
室
町
頃
で
朝
鮮
か
ら
伝
わ
っ
た
。
当
時
の
こ
と
ば
で
、
中
国
的
な
題
材
に
よ
る
絵

を
「
唐
絵
」、
日
本
の
事
物
を
主
題
と
す
る
絵
を
「
倭
絵
」
と
い
う
。
唐
絵
障
屏
画
は
十
世
紀

以
降
も
描
か
れ
た
が
、
そ
れ
は
公
的
、
儀
式
的
な
も
の
と
し
て
、
伝
統
を
つ
い
だ
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
倭
絵
障
屏
画
は
平
安
後
期
を
通
じ
て
盛
行
し
た
の
で
あ
る
①

。 

こ
の
時
代
の
屏
風
は
、
帖
と
呼
ば
れ
る
木
枠
を
嵌
め
た
も
の
を
四
扇
又
は
六
扇
、
皮
や
紐

で
連
結
し
た
形
式
で
、
枠
は
染
木
や
漆
塗
や
彩
色
で
飾
り
、
絵
画
や
文
様
や
文
字
を
工
芸
的

な
技
法
で
施
し
た
。
中
国
及
び
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
品
を
模
し
て
日
本
で
も
作
ら
れ
、
板
敷
の

広
間
に
立
て
ら
れ
た
。
正
倉
院
に
伝
わ
る
四
十
扇
の
屏
風
は
、
そ
れ
ら
の
一
部
で
あ
る
。
文

字
を
意
匠
し
た
篆
書
屏
風
、
板
締
染
の
夾
纈
屏
風
、
鑞
防
染
の
﨟
纈
屏
風
、
鳥
の
羽
毛
で
彩

っ
た
鳥
毛
立
女
屏
風
な
ど
が
あ
る
。
絵
画
も
工
芸
の
一
分
野
と
見
做
す
べ
き
当
代
に
あ
っ
て

は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
障
屏
画
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
代
で
は
障
子
は
衝

立
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、
い
ま
だ
襖
が
考
案
さ
れ
な
か
っ
た
建
物
の
中
で
、

屏
風
と
と
も
に
重
要
な
仕
切
具
に
用
い
ら
れ
、
同
時
に
装
飾
の
画
面
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

                                        

         

 

①

日
本
に
お
け
る
障
壁
画
な
ど
の
範
囲
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
武
田
恒
夫
『
近
世
初
期
障
壁
画
の

研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
八
三
年
。
ま
た
、
屏
障
、
屏
、
障
な
ど
の
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献

を
参
照
。
小
林
太
市
郎
「
王
維
」『
小
林
太
市
郎
著
作
集
第
四
巻 

王
維
の
生
涯
と
芸
術
』227

～235

頁
、

淡
交
社
一
九
七
四
年
；
水
尾
比
呂
志
『
障
壁
画
史
―
荘
厳
か
ら
装
飾
へ
ー
』
美
術
出
版
社
一
九
七
八
年
；
山

根
有
三
『
障
屏
画
研
究
』（
山
根
有
三
著
作
集
五
）
中
央
公
論
美
術
出
版
社
平
成
十
年
。 
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
平
安
前
期
九
世
紀
前
半
の
宮
殿
建
築
の
中
で
ま
ず
発
生
し
た
障
屏
画

は
、次
第
に
貴
族
達
の
邸
宅
で
も
模
倣
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
画
題
や
表
現
様
式
や
手
法
は
、
な
お
中
国
も
し
く
は
朝
鮮
の
そ
れ
を
踏
襲
し
、
模
作
す

る
段
階
で
あ
っ
た
。
文
化
全
般
が
唐
文
化
を
憧
れ
、
そ
れ
を
摂
取
す
る
の
に
懸
命
な
時
期
だ

っ
た
か
ら
、い
ま
だ
日
本
独
自
の
様
式
を
生
み
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。仏
画
も
含
め
て
、

飛
鳥
・
奈
良
時
代
か
ら
当
期
に
至
る
か
か
る
様
式
の
絵
画
は
、
唐
絵
と
呼
ば
れ
る
。
装
飾
と

し
て
の
障
屏
画
も
、
唐
絵
障
屏
画
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

足
利
義
政
以
後
江
戸
幕
府
に
至
る
ま
で
、
外
国
へ
の
贈
物
に
は
金
屏
風
が
用
い
ら
れ
、
明

に
お
い
て
は
中
国
の
硬
屏
に
対
し
、
軟
屏
と
い
わ
れ
珍
重
さ
れ
た
。
桃
山
、
江
戸
時
代
に
は

庶
民
階
級
に
も
普
及
し
、風
炉
先
屏
風
、枕
屏
風
等
々
用
途
に
応
じ
て
大
き
さ
も
変
化
し
た
。 

日
本
人
は
、
古
来
よ
り
自
然
の
移
ろ
い
に
深
い
関
心
を
抱
い
て
き
た
。
絵
画
の
面
か
ら
考

え
て
み
る
と
、
自
然
を
描
写
す
る
こ
と
は
、
画
家
の
興
味
を
深
く
惹
き
つ
け
、
古
く
は
、「
絵

因
果
経
」
に
見
ら
れ
る
山
水
表
現
や
、「
山
水
屏
風
」
に
お
け
る
景
物
表
現
な
ど
に
繊
細
、
微

妙
、
情
緒
豊
か
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
伝
統
は
、
近
代
の
日
本
画
家
に
も
引
き
継
が

れ
、
伝
統
的
な
山
水
画
、
花
鳥
画
の
世
界
に
近
代
の
感
性
を
取
り
入
れ
、
新
た
な
地
平
を
拓

く
形
で
表
現
さ
れ
て
き
た
。 

そ
れ
ら
の
障
屏
画
の
遺
品
と
し
て
は
、
屏
風
絵
に
、
教
王
護
国
寺
の
「
山
水
屏
風
」
一
点

が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
山
林
中
の
草
庵
に
白
楽
天
ら
し
い
老
翁
が
詩
作
す
る
と
こ
ろ
を
描
い

た
い
わ
ゆ
る
「
唐
絵
」
で
、
ひ
ろ
や
か
な
背
景
の
山
水
は
優
雅
な
趣
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た

鎌
倉
・
室
町
時
代
の
屏
風
画
で
現
存
す
る
の
は
、
初
期
と
思
わ
れ
る
神
護
寺
の
山
水
屏
風
に

す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
は
前
代
の
教
王
護
国
寺
の
山
水
屏
風
に
似
て
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
繊
細

な
「
倭
絵
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
真
言
宗
の
灌
頂
儀
式
に
山
水
屏
風
が
使
用
さ
れ

る
な
ど
、
寺
院
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
と
な
る
。
な
お
源
氏
物
語
な
ど
の
絵
巻
中
に
は
数

多
く
の
屏
風
絵
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
代
屏
風
画
の
図
様
や
画
面
の
か
た
ち
、
或
い

は
使
用
法
が
分
か
る
。 

 

２
．
衝
立 

 

屏
風
は
日
本
と
中
国
で
明
ら
か
に
異
な
り
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
の
古
例
は
衝
立
が
か
な

り
含
ま
れ
て
お
り
、
六
曲
一
双
の
形
式
を
代
表
と
す
る
日
本
で
い
う
屏
風
は
狭
義
の
屏
風
に

相
当
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。こ
う
し
た
用
語
の
理
解
の
差
異
は
現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

中
国
の
屏
風
の
形
式
を
分
類
す
れ
ば
、
唐
以
前
の
絵
画
資
料
か
ら
判
断
す
る
と
、
衝
立
、L

字
も
し
く
は
コ
の
字
状
の
屏
風
、
そ
し
て
六
曲
を
は
じ
め
と
す
る
屏
風
の
三
つ
に
大
別
さ
れ

る
。
衝
立
は
立
屏
・
独
幅
屏
風
、
狭
義
の
屏
風
は
連
屏
・
多
曲
折
扇
式
屏
風
な
ど
と
呼
び
分

け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
屏
風
画
と
い
う
現
象
を
論
じ
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
、
議
論

の
中
に
衝
立
（
立
屏
）
を
含
む
広
義
の
屏
風
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
特
に
表
現
効
果
の
上
で

明
確
な
差
異
の
あ
る
狭
義
の
屏
風
形
式（
以
後「
連
屏
」）を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

こ
れ
に
言
え
ば
、
中
国
の
屏
風
か
ら
、
日
本
で
は
屏
風
と
衝
立
が
生
ま
れ
た
。
古
く
は
衝

立
障
子
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
下
部
を
台
木
で
は
さ
み
、
移
動
の
簡
単
な
目
隠
し
と
装
飾
を
か

ね
た
調
度
で
あ
る
。
現
在
で
は
書
画
、
彫
刻
、
染
織
、
ガ
ラ
ス
な
ど
多
様
な
装
飾
が
ほ
ど
こ

さ
れ
、
ま
た
鏡
や
傘
立
て
、
帽
子
か
け
な
ど
を
と
り
つ
け
た
実
用
向
き
の
も
の
も
つ
く
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
二
）
作
例 

１
．
朝
鮮
半
島
（
韓
半
島
）
の
生
活
の
中
で
の
屏
風
と
屏
風
図
を
考
え
る 

朝
鮮
半
島
の
絵
画
は
、
地
理
的
な
環
境
お
よ
び
歴
史
的
、
文
化
的
紐
帯
に
縁
由
し
て
、
そ

の
初
期
か
ら
中
国
絵
画
の
深
い
影
響
を
受
け
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
韓
国
絵
画
の
内
容
な

ら
び
に
そ
の
思
想
的
背
景
は
、
そ
の
描
写
様
式
を
は
じ
め
、
お
お
む
ね
、
中
国
漢
民
族
美
術

の
属
性
を
帯
び
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
韓
国
絵
画
は
、
民
族
固
有
の
本
来
的
造
形
気
質

か
ら
く
る
表
現
と
朝
鮮
半
島
の
風
土
感
覚
を
、
中
国
様
式
と
自
然
的
に
調
和
さ
せ
た
韓
国
的

特
質
を
は
や
く
か
ら
具
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
中
国
絵
画
が
具
え

て
い
る
権
威
や
厳
粛
、
あ
る
い
は
荘
厳
美
、
豊
満
な
る
表
現
方
式
、
さ
ら
に
は
高
調
さ
れ
て

い
る
技
巧
か
ら
く
る
精
力
的
な
美
か
ら
韓
国
絵
画
は
脱
皮
し
、
純
粋
か
つ
大
ら
か
な
表
現
の

な
か
に
、
淡
白
な
色
彩
と
飾
り
気
の
な
い
純
朴
な
特
性
を
帯
び
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
特
性
は
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
に
つ
れ
て
濃
く
な
っ
て
お
り
、
李
朝
時
代
の
後
期
に

な
っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
が
一
つ
の
民
族
様
式
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
朝

鮮
半
島
に
お
け
る
屏
風
も
室
内
の
人
々
の
心
身
に
強
く
作
用
し
、
と
も
に
楽
し
み
、
と
も
に
安

ら
ぐ
生
活
の
中
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
屏
風
と
人
間
と
の
相
互
の
親
し
み
は
、

生
活
と
の
関
係
を
さ
ら
に
密
着
さ
せ
て
く
れ
た
。 

以
下
、
各
時
代
順
に
依
っ
て
、
各
期
を
主
要
な
画
家
の
屏
風
画
作
品
を
中
心
に
考
え
て
、
中
国

絵
画
と
の
関
係
に
ふ
れ
つ
つ
そ
の
展
開
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
（
資
料
編
の
表
Ⅰ
№24

、
表
Ⅱ

№38

～42
参
照
）。 

（
１
）
楽
浪
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ー
彩
絵
漆
篋 

 

漢
代
の
漆
器
は
、
楽
浪
で
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
漆
器
の
中
に
は
、
竹
を
編
ん
だ
色
つ

き
の
箱
が
あ
り
、
後
漢
後
期 (

二-

三
世
紀)

の
漆
絵
人
物
を
代
表
す
る
工
芸
品
で
あ
る
。 
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彩
漆
人
物
図
篋(

彩
篋) ( F

ig.

Ⅷ-01)

は
一
九
三
二
年
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
ピ
ョ

ン
ヤ
ン
市
龍
淵
面
南
井
里
一
一
六
号
墳(

彩
篋
塚)

出
土
、総
高21.3cm

、(

蓋)37.2

×17.8cm

、

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
朝
鮮
中
央
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
。
漢
代
の
墓
で
発
見
例
の
多
い
副
葬
品

を
収
納
し
た
竹
笥(

竹
行
李)

の
一
種
で
あ
る
。
全
体
を
黒
漆
で
塗
り
固
め
た
も
の
で
あ
る
。

身
の
上
部
に
被
せ
蓋
を
受
け
る
立
ち
上
が
り
部
を
設
け
て
、
そ
の
四
面
に
坐
っ
た
姿
勢
を
と

る
男
女
三
十
人
を
配
置
し
、
蓋
と
身
の
側
壁
四
隅
に
も
二
人
を
一
組
と
す
る
立
ち
姿
の
男
女

八
人
を
描
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
は
、
例
え
ば
「
孝
孫
」「
孝
婦
」「
侍
者
」「
皇
帝
」「
美

人
」
な
ど
の
肩
書
き
が
あ
り
、
後
漢
代
の
社
会
全
体
に
深
く
浸
透
し
て
、
人
々
の
倫
理
行
動

を
極
端
に
規
制
し
た
儒
教
の
展
開
と
と
も
に
流
布
し
た
孝
子
譚
を
題
材
に
し
て
い
る
。 

こ
の
漆
絵
の
画
面
に
は
、一
点
の
衝
立
が
み
え
る
。人
物
画
以
外
の
添
え
衝
立
部
分
に
は
、

植
物
文
や
菱
形
に
涡
巻
き
を
組
み
合
わ
せ
た
幾
何
学
文
を
赤
と
黄
色
で
描
く
が
か
な
り
硬
直

化
し
て
い
る
①

。
こ
の
漆
絵
の
造
形
は
、
簡
素
で
独
特
の
形
体
を
備
え
、
油
彩
の
調
子
も
よ

く
合
っ
て
い
る
。 

（
２
）
高
句
麗
古
墳
壁
画
の
腰
屏
風 

高
句
麗
文
化
の
真
髄
は
壁
画
古
墳
で
あ
り
、
そ
の
優
れ
た
埋
葬
習
慣
の
大
き
な
影
響
は
古

代
日
本
を
含
む
他
地
域
の
文
化
に
も
及
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
韓
国
絵
画
の
初
期
的
遺
跡

は
、
お
お
む
ね
四
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
高
句
麗
古
墳
の
壁
画
に
み
え
て
い
る
。
さ
ら
に
驚

嘆
さ
れ
る
の
は
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
が
二
世
紀
半
ば
頃
か
ら
七
世
紀
初
め
頃
ま
で
継
続
的
に

途
切
れ
る
こ
と
な
く
発
展
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
今
日
ま
で
に
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
判
明

し
た
壁
画
古
墳
の
数
は
、
百
余
基
に
お
よ
ぶ
。
二
〇
〇
四
年
に
そ
の
う
ち
六
十
三
基
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。世
界
遺
産
に
な
っ
た
古
代
高
句
麗
王
国
の
首
都
群
と
古
墳
群
は
、

中
国
の
東
北
地
方
、
渾
江
流
域
の
遼
寧
省
桓
仁
市
と
鴨
緑
江
流
域
の
吉
林
省
集
安
市
と
朝
鮮

半
島
の
平
壌
市
、
南
浦
市
、
平
安
南
道
、
黄
海
南
道
に
広
く
分
布
す
る
。
陵
墓
群
の
中
に
は
、

優
れ
た
設
計
技
術
を
示
す
も
の
も
あ
り
、
そ
の
構
造
や
壁
画
な
ど
は
人
類
の
創
造
性
を
示
す

も
の
で
あ
る
。 

高
句
麗
王
国
末
期
の
安
岳
３
号
古
墳
、
徳
興
里
壁
画
古
墳
、
双
楹
塚
、
台
城
里
２
号
墳
な

ど
の
古
墳
は
、
石
室
に
極
彩
色
の
美
し
い
壁
画
が
描
か
れ
て
お
り
、
高
句
麗
時
代
の
代
表
的

な
傑
作
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
壁
画
の
配
置
状
態
中
に
は
、
主
人
公
は
坐
床
生
活
を
主

                                        

         

 

①

『
美
術
研
究
』 N

o. X
C

V
I, 

一
九
三
九
年
第
一
二
期 

東
京
；
水
野
清
一
『
漢
代
の
絵
画
』
平
凡
社
一
九

五
七
東
京
；
小
泉
顕
夫
「 

朝
鮮
楽
浪
古
墳
を
掘
る
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
八
年
第
三
期 

東
京
。  

に
し
て
い
た
家
居
生
活
風
俗
が
し
ば
し
ば
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
古
墳
壁
画

で
は
、
主
人
公
は
、
帳
幕
を
張
っ
た
華
麗
な
室
内
の
座
床
上
に
坐
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
主
人

公
の
後
に
彩
色
し
た
屏
風
が
立
て
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
句
麗
人
の
室
内
生
活
に
関
連

し
た
、
重
要
な
風
俗
の
一
つ
を
示
し
て
い
る
。 

①
安
岳
３
号
古
墳 

安
岳
３
号
古
墳
は
黄
海
道
安
岳
郡
兪
順
里
に
位
置
す
る
西
紀
三
五
七
年
の
石
室
封
土
墳
の

冬
寿
墓
で
あ
る
。
前
室
西
側
室
の
右
壁
に
描
か
れ
た
壁
画
の
帳
幕
を
く
く
り
あ
げ
た
王
の
帳

房
の
座
床
に
は
、
腰
屏
風
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
②

。
こ
の
屏
風
は
、
赤
い
輪
郭
線
が
画
か
れ
、

縁
に
は
白
地
で
、
中
央
画
面
に
は
白
地
に
黒
い
吉
祥
水
鳥
形
の
文
様
（
一
説
に
は
雲
文
）
が

描
か
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅷ-02)

。 

②
台
城
里
１
号
墳 

四
世
紀
後
半
、墓
主
は
右
側
室
の
右
全
面
に
坐
牀
に
坐
っ
た
墓
主
一
人
が
大
き
く
描
か
れ
、

そ
の
背
後
に
二
曲
の
腰
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
る
③( F

ig.

Ⅷ-02)

。 

③
台
城
里
２
号
墳 

南
浦
市
に
あ
る
台
城
里
２
号
墳
の
壁
画
屏
風
は
一
枚
の
腰
屏
風( F

ig.

Ⅷ-02)

で
、
形
式
と
装

飾
文
様
は
十
分
に
簡
略
で
あ
る
④

。 

④
徳
興
里
壁
画
古
墳 

徳
興
里
壁
画
古
墳
は
、
南
浦
市
江
西
区
域
徳
興
里
に
あ
る
石
室
封
土
墳
で
あ
る
。
墓
誌
銘

に
よ
る
と
、
主
人
公
の
鎮
は
広
開
土
王
の
臣
下
で
、
古
墳
は
広
開
土
王
の
永
楽
十
八
年
（
四

〇
八
）（
陽
暦
四
〇
九
年
）
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
前
室
北
壁
西
側
部
分
の
主
人
公
政
事
図

は
華
麗
な
帳
房
内
に
坐
る
主
人
公
は
威
厳
が
あ
る
。
主
人
公
の
後
に
は
、
コ
字
形
に
折
っ
た

低
い
屏
風
を
は
り
め
ぐ
ら
し
た( F

ig.

Ⅷ-03)

。
屏
風
の
文
様
は
複
雑
で
、
縁
に
は
∽
形
の
文
様

を
連
ね
、
中
央
部
内
面
に
は
黒
地
に
白
い
半
月
形
の
文
様
、
両
側
の
内
外
面
に
は
黒
縁
の
黄

色
雲
文
、
龍
文
唐
草
文
を
並
べ
た
⑤

。
菅
谷
氏
は
こ
う
い
う
装
飾
文
様
を
霊
雲
と
寿
花
と
呼

称
さ
れ
て
い
る
⑥

。
ま
た
こ
の
墓
主
像
の
背
面
屏
風
に
描
か
れ
た
文
様
は
、
王
字
文
と
関
連

                                        

         

 

②

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院 

朝
鮮
画
報
社
編
『
徳
興
里
高
句
麗
壁
画
古
墳
』
講
談
社1986

。  

③

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
考
古
学
及
民
俗
学
研
究
所
『
台
城
里
古
墳
群
発
掘
報
告
』（『
遺
跡

発
掘
調
査
報
告
』
五
）1959

年B

。  

④

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院 

朝
鮮
画
報
社
編
『
徳
興
里
高
句
麗
壁
画
古
墳
』
講
談
社1986

。  

⑤

同
右
。 

⑥

菅
谷
文
則
「
正
倉
院
屏
風
和
墓
室
壁
画
屏
風
」『
宿
白
先
生
八
秩
華
誕
記
念
文
集
』（
上
）231~249

頁
、
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す
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
王
字
文
の
起
源
は
蓮
華
唐
草
文
で
あ
ろ
う
①

。 
⑤
双
楹
塚 

双
楹
塚
は
平
安
南
道
竜
岡
郡
竜
岡
邑
に
あ
っ
て
、
前
室
と
主
室
の
間
に
２
本
の
石
柱
が
あ

っ
て
「
双
楹
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
五
～
六
世
紀
頃
の
壁
画
古
墳
で
あ
る
。
主
室
北
壁
に

画
か
れ
て
い
る
帳
房
の
中
に
夫
婦
像
の
腰
屏
風
が
あ
る( F

ig.

Ⅷ-03)

。
こ
の
屏
風
は
、
コ
字
の

形
で
、
縁
に
は
黒
い
下
地
と
三
角
形
の
赤
い
描
線
が
あ
っ
て
、
画
面
内
容
は
赤
い
渦
雲
文
と

幾
何
文
が
描
か
れ
て
い
る
②

。 

以
上
の
よ
う
な
高
句
麗
貴
族
墳
墓
か
ら
の
壁
画
屏
風
は
、
全
体
的
な
こ
し
ら
え
は
同
じ
で

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
差
異
が
あ
る
。
こ
の
点
を
具
体
的
に
み
る
た
め
に
、
前
述
し
た
四
つ

の
古
墳
主
人
公
の
帳
房
に
配
置
し
て
い
る
屏
風
を
互
い
に
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
形

式
上
は
台
城
里
２
号
墳
の
場
合
、
一
枚
の
腰
屏
風
で
、
安
岳
３
号
古
墳
の
も
の
は
二
曲
のL

字
形
で
、
徳
興
里
壁
画
古
墳
の
と
双
楹
塚
と
の
も
の
は
三
曲
の
コ
字
の
形
で
あ
る
。
そ
の
材

質
が
異
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
壁
画
で
は
識
別
が
固
難
で
あ
る
。
ま
た
装
飾
文
様
の
差
異
も

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
徳
興
里
壁
画
古
墳
の
も
の
が
も
っ
と
も
華
麗
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
差

異
に
つ
い
て
は
、
主
人
公
の
身
分
上
の
差
異
が
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
、
中
国
遼
寧
省
の
朝
陽
、
遼
陽
一
帯
の
広
大
な
地
域
に
西
晋
以
降
、
鮮
卑
族
の
前
燕
、

后
燕
、
北
燕
と
い
う
三
燕
の
壁
画
古
墳
数
基
が
発
見
さ
れ
た
。
朝
陽
袁
台
子
壁
画
墓
に
は
、

墓
主
人
が
帳
房
に
坐
床
生
活
場
面
が
前
室
右
龕
に
描
か
れ
て
い
る
③

。
こ
れ
と
、
河
北
省
安

平
逯
家
荘
漢
熹
平
五
年
壁
画
墓
の
も
の
と
が
よ
く
似
て
い
る
。こ
れ
ら
の
壁
画
か
ら
み
る
と
、

高
句
麗
古
墳
壁
画
と
因
縁
の
あ
る
様
式
の
も
の
で
あ
り
、み
な
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
前
述
し
た
墓
主
人
が
帳
房
に
坐
床
生
活
な
ど
の
場
面
に
よ
っ
て
、
そ
の
当
時
に
お

け
る
高
句
麗
文
化
は
漢
魏
の
北
部
中
国
文
化
伝
統
を
踏
襲
し
、
鮮
卑
族
人
の
風
俗
を
受
容
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
う
か
が
え
よ
う
④

。
ま
た
そ
の
壁
画
の
表
現
様
式
が
、
中
国
の
漢
・
六
朝

絵
画
の
流
れ
を
濃
く
汲
ん
で
い
る
の
は
む
ろ
ん
の
事
で
あ
る
。 

                                        

                                        

                                        

 

文
物
出
版
社2002

年
。  

①

東
潮
『
高
句
麗
考
古
学
研
究
』
ｐ282

吉
川
弘
文
館1997

年
。 

②

金
元
龍
編
集
『
韓
国
美
術
全
集
４
壁
画
』
同
和
出
版
公
社1974

。  

③

遼
寧
省
博
物
館
文
物
隊
等
「
朝
陽
袁
台
子
東
晋
壁
画
墓
」『
文
物
』1984

年
第6

期
。  

④

洪
晴
玉
「
关
于
冬
寿
墓
的
发
现
与
研
究
」『
考
古
』19

59

年
第1

期
；
安
志
敏
「
徳
興
里
壁
画
墓
」『
中
国

大
百
科
全
書∙

考
古
学
』
第89

頁
；
楊
泓
『
美
術
考
古
半
世
紀
―
中
国
美
術
考
古
発
見
史
』「
鮮
卑
美
術
考
古

資
料
演
変
的
軌
跡
」
条
、
文
物
出
版
社1997

。  

（
３
）
統
一
新
羅
と
高
麗
時
代 

七
世
紀
中
葉
に
な
さ
れ
た
新
羅
王
朝
の
三
国
統
一
を
転
機
に
、
そ
れ
ま
で
分
立
さ
れ
て
い

た
高
句
麗
、
百
済
の
美
術
は
、
新
羅
文
化
の
一
環
に
統
合
結
集
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
単
一
体

系
の
民
族
文
化
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
え
、
当
時
代
近
親
だ
っ
た
唐
と

の
文
化
的
紐
帯
に
よ
り
、
唐
代
の
絵
画
が
統
一
新
羅
絵
画
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
そ
れ
こ
そ

清
新
か
つ
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
側
の
唐
時
代
文
献
で
あ
る
『
新
唐
書
』

と
『
歴
代
名
画
記
』
に
は
、
唐
の
徳
宗
代
（
七
七
九
～
八
〇
四
）
に
中
国
へ
渡
っ
た
新
羅
人

画
家
金
忠
義
の
略
伝
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
統
一
新
羅
時
代

の
画
跡
や
画
風
を
裏
付
け
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

高
麗
時
代
は
『
高
麗
史
』、『
補
閑
集
』、『
東
文
選
』
な
ど
の
古
文
献
が
伝
え
る
断
片
的
な

記
録
を
総
合
す
れ
ば
、
宋
代
の
画
壇
気
風
に
な
ら
っ
た
、
画
局
ま
た
は
画
院
と
称
す
る
絵
画

を
主
管
す
る
官
署
が
設
置
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
職
業
画
家
お
よ
び
余
技
的
な
趣
味
を
た
し
な

ん
だ
王
公
貴
族
、
学
者
、
文
人
等
を
中
心
と
す
る
知
識
画
家
ら
の
二
つ
の
系
統
が
両
立
し
て

い
た
。 

高
麗
時
代
の
絵
画
事
業
は
、
中
国
の
宋
・
元
朝
と
文
化
交
流
し
た
こ
と
が
史
料
に
よ
っ
て

部
分
的
に
う
か
が
わ
れ
る
。
高
麗
の
画
壇
は
お
お
む
ね
十
二
世
紀
ま
で
は
唐
末
の
五
代
画
風

の
余
韻
を
と
ど
め
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
漸
次
、
北
宋
、
南
宋
の
院
体
画
風
が
濃
厚

に
高
麗
絵
画
の
画
風
振
興
に
作
用
し
な
が
ら
、
高
麗
絵
画
の
特
性
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
特
に
、
十
二
世
紀
の
高
麗
絵
画
は
北
宋
代
の
画
風
と
密
接
な
関
係

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
⑤

。『
高
麗
史
』
列
伝
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
画
員
の
李
寧
は
、
内
閣
（
宮

中
）
の
画
事
を
す
べ
て
主
管
し
た
。
仁
宗
朝
（
一
一
二
三
～
四
六
）
の
一
一
二
四
年
に
枢
密

使
で
あ
っ
た
李
資
徳
に
随
っ
て
宋
へ
赴
き
、
徽
宗
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
王
可
訓
、
陳
徳
之
、

田
宗
仁
、
趙
守
宗
ら
、
宋
の
代
表
的
な
画
員
に
絵
画
を
教
え
た
。
ま
た
、
明
宗
（
在
位
一
一

七
〇
～
九
七
）
は
文
臣
に
命
じ
て
「
瀟
湘
八
景
図
」
に
関
す
る
詩
を
詠
ま
せ
た
が
、
こ
れ
に

李
寧
の
息
子
の
李
光
弼
に
画
を
添
え
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

十
二
世
紀
の
高
麗
絵
画
は
李
寧
と
李
光
弼
の
親
子
に
主
導
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
で
き
る
。
忠

宣
王
（
在
位
一
二
九
八
、
一
三
〇
八
～
一
三
）
は
元
の
首
都
の
大
都
（
北
京
）
に
万
巻
堂
を

                                        

         

 

⑤

安
輝
濬
「
高
麗
及
び
李
朝
初
期
に
お
け
る
中
国
画
の
流
入
」『
大
和
文
華
』
第
六
二
号
、
一
九
七
七
年
；
同

氏
「
高
麗
お
よ
び
朝
鮮
王
朝
初
期
の
対
中
絵
画
交
渉
」『
亜
細
亜
学
報
』
第
一
三
号
（
韓
）
一
九
七
九
年
。
韓

正
煕
『
韓
国
と
中
国
の
絵
画
』
学
古
斎
（
韓
）
一
九
九
九
年
。 
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建
て
、
李
斉
賢
（
一
二
八
七
～
一
三
六
七
）
を
呼
び
寄
せ
、
趙
孟
頫
な
ど
当
時
の
中
国
の
学

者
や
画
家
ら
と
の
交
流
を
も
た
せ
た
①

。
こ
の
よ
う
に
、
李
寧
、
李
光
弼
と
朝
鮮
王
朝
初
期

の
安
堅
と
い
う
巨
匠
が
、
朝
鮮
絵
画
史
お
よ
び
東
洋
絵
画
史
に
占
め
る
比
重
は
、
否
定
す
る

余
地
が
な
い
ほ
ど
甚
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
李
寧
、
李
光
弼
た
ち
の
高
麗
画
家
に
つ
い
て

そ
の
他
の
記
録
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
伝
世
品
屏
風
画
も
皆
無
で
具
体
的
な
姿
を
と
ら

え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
一
点
の
実
物
作
例
の
「
黒
漆
金
泥
小
屏
風
」
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

魯
英
筆
、
木
製
黒
漆
地
金
泥
、
縦22.4cm

、
横13.0cm

、
高
麗
時
代
・
大
徳
十
一
年
（
一

三
〇
七
年
）、
ソ
ウ
ル
・
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅷ-04)

。
こ
の
実

物
と
し
て
い
る
屏
風
の
両
面
に
は
、
仏
坐
像
と
立
像
の
釈
迦
来
迎
図
と
地
蔵
菩
薩
半
跏
像
が

施
さ
れ
て
い
る
②

。
高
麗
時
代
の
実
景
山
水
画
の
一
部
は
、
こ
の
後
期
の
魯
英
が
一
三
〇
七

年
に
描
い
た
「
地
蔵
菩
薩
半
跏
像
」
の
背
景
に
見
ら
れ
る
金
剛
山
の
画
に
も
、
お
お
よ
そ
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
４
）
朝
鮮
王
朝
時
期
（
一
三
九
二
～
一
九
一
〇
）
の
屏
風
絵
画 

朝
鮮
王
朝
あ
る
い
は
李
朝
の
美
術
は
、
そ
の
初
期
か
ら
、
単
刀
直
入
的
な
簡
潔
さ
と
明
快

な
形
の
整
理
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
十
七
世
紀
以
後
は
、
韓
国
美
術
に
お
け
る
韓
国
的
な

特
徴
は
、
よ
り
鮮
明
に
な
り
、
中
国
画
か
ら
出
発
し
て
い
な
が
ら
、
韓
国
の
風
物
を
韓
国
的

筆
法
を
も
っ
て
描
く
画
家
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
韓
国
画
派
と
も
い
え
る
画
法
が
興
っ
た
の
で

あ
る
。 

朝
鮮
王
朝
絵
画
の
主
要
分
野
で
あ
る
水
墨
山
水
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
つ
の
特
色
と
し

て
、
構
図
が
中
国
や
日
本
と
は
違
っ
て
散
漫
で
、
緊
密
さ
に
欠
け
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
高
麗
末
期
か
ら
盛
行
し
始
め
た
水
墨
画
が
、
儒
林
の
士
大
夫
に
よ
っ
て
愛

好
さ
れ
主
流
と
な
っ
て
い
た
。
朝
鮮
時
代
の
初
期
に
は
新
た
に
興
っ
た
明
朝
の
画
風
を
強
く

受
け
て
い
る
。
水
墨
画
は
士
人
た
ち
の
余
技
と
し
て
盛
ん
に
描
か
れ
た
が
、
画
題
は
も
っ
ぱ

ら
中
国
の
古
典
に
基
づ
く
文
学
的
な
も
の
や
、
歳
寒
三
友
（
松
・
竹
・
梅
）、
四
君
子
（
梅
・

                                        

         

 

①

菊
竹
淳
一
・
吉
田
宏
志
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
一
一
巻
朝
鮮
王
朝
、
八
九
～
九
六
頁
、

小
学
館
、
一
九
九
九
年
。 

②

金
載
元
編
著
『
韓
国
美
術
』、
図
版
一
九
九
、
二
〇
〇
、
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
。
崔
淳
雨
責
任
編
集
『
韓

国
美
術
全
集
』（
日
本
語
版
）
十
二
絵
画
、
図
版
四
、
同
和
出
版
公
社
、
一
九
七
四
年
。
菊
竹
淳
一
・
吉
田
宏

志
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
一
一
巻
朝
鮮
王
朝
、
挿
図
８
（21.0

×12.0cm

）、
小
学
館
、

一
九
九
九
年
。 

竹
・
菊
・
蘭
）、
瀟
湘
八
景
図
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
成
宗
朝
（
一
四
六
九
～
一
四
九
四
）

に
、
図
画
署
の
画
員
た
ち
は
、
官
用
の
種
々
の
屏
風
な
ど
に
従
事
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
宮
廷
で
必
要
と
す
る
歴
代
帝
王
の
「
可
勧
可
戒
事
跡
」
な
ど
を
屏
風
に
描
き
、
王
者

の
観
省
の
資
と
す
る
こ
と
は
妥
当
と
み
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
唐
代
と
同
様
の
こ
と
が
あ

っ
た
③

。 

ち
な
み
に
、
庶
民
の
日
常
生
活
に
結
び
付
い
た
「
李
朝
民
画
」
と
通
称
さ
れ
る
も
の
の
中

に
、
王
宮
の
玉
座
の
背
後
に
立
て
る
装
飾
画
屏
風
や
、
宮
中
行
事
・
婚
礼
そ
の
他
の
儀
式
で

描
い
た
屏
風
な
ど
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
五
峰
山
日
月
図
屏
風
」、「
花
鳥
図
屏
風
」、「
華

城
陵
幸
図
屏
風
」（
八
曲
、
朝
鮮
（
十
八
世
紀
末
期
）、
絹
本
着
色
、
各151.5

×66.4cm

、

国
立
全
州
博
物
館
）、
紙
織
画
屏
風
④

な
ど
の
屏
風
画
で
あ
り
、
精
粗
の
差
は
あ
る
が
、
濃
彩

を
用
い
て
事
物
を
単
純
明
快
に
輪
郭
描
写
す
る
も
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
十
長
生
図

屏
風
は
、「
十
長
生
」
と
い
う
韓
国
特
有
の
主
題
を
屏
風
に
描
い
た
も
の
を
い
う
。「
十
長
生
」

の
構
成
要
素
は
、
基
本
的
に
は
、「
日
、
雲
、
山
或
い
は
石
、
水
、
松
、
竹
、
不
老
草
、
鶴
、

                                        

         

 

③
朝
鮮
王
朝
の
屏
風
絵
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
よ
う
に
参
照
す
る
。
駐
日
韓
国
大
使
館 

編
『
朝
鮮
の
屏
風
』

韓
国
文
化
院
、
一
九
九
四
年
。『
李
朝
の
屏
風
絵
：
辛
基
秀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
青
丘
文
化
ホ
ー
ル
、
一
九
九
三

年
。『
李
朝
の
屏
風
』
大
和
文
華
館
、
一
九
八
七
年
四
月
。
大
阪
歴
史
博
物
館
『
朝
鮮
通
信
使
と
民
画
屏
風
〔
民

画
屏
風
〕；
辛
基
秀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
』
大
阪
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
。
吉
田
宏
志
「
李
朝
の
絵
画
：

そ
の
中
国
画
受
容
の
一
局
面
」『
古
美
術
』52

、
三
彩
社
、
一
九
七
七
年
一
月
。
吉
田
宏
志
「
李
朝
屏
風
絵
考
」

『
民
族
芸
術2

』
講
談
社
、
一
九
八
六
年
三
月
。
吉
田
宏
志
「
李
朝
の
屏
風
絵
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」『
李
朝
の
屏

風
』
大
和
文
華
館
、
一
九
八
七
年
四
月
。
戸
田
禎
佑
「
李
蔭
庭
筆
墨
葡
萄
図
屏
風
」『
国
華
』1143

、
国
華

社
、
一
九
九
一
年
二
月
。
井
渓 

明
「
李
朝
屏
風
の
構
造
に
つ
い
て
」『
堺
市
博
物
館
報
』14

、
堺
市
博
物
館

一
九
九
五
年
三
月
。
戸
田
禎
佑
「
瀟
湘
八
景
図
押
絵
貼
屏
風
」『
国
華
』1204

、
国
華
社
、
一
九
九
六
年
三

月
。
板
倉
聖
哲
「
瀟
湘
八
景
図
に
み
る
朝
鮮
と
中
国
」『
李
朝
絵
画
：
隣
国
の
明
澄
な
美
の
世
界
』
大
和
文
華

館
、
一
九
九
六
年
八
月
。
大
石
利
雄
「
宦
南
に
つ
い
て
：
正
宗
寺
蔵
「
飲
中
八
仙
・
西
園
雅
集
図
屏
風
」
を

中
心
に
」『
国
華
』1235

、
国
華
社
、
一
九
九
八
年
九
月
。
板
倉
聖
哲
韓
国
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
の
受
容
・

展
開
青
丘
学
術
論
集14

青
丘
文
化
社
一
九
九
九
年
三
月
。
古
原
宏
伸
「
朝
鮮
山
水
画
に
お
け
る
中
国
絵
画
の

受
容
」『
青
丘
学
術
論
集
』16

、
青
丘
文
化
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
。 

④

各
作
例
の
具
代
的
な
こ
と
は
菊
竹
淳
一
・
吉
田
宏
志
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』（
東
洋
編
第
一
一
巻

朝
鮮
王
朝
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。）
に
載
せ
て
い
る
図
版
五
九
な
ど
を
参
照
す
る
。
紙
織
画
は
、
熱
し
た

鏝
で
紙
を
焦
が
し
て
描
く
烙
画
（
燋
画
、
火
画
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）、
あ
る
い
は
細
か
く
切
っ
た
色
紙
を
織

っ
て
表
す
も
の
と
い
う
。 
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亀
、
鹿
」
の
十
個
で
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
不
老
長
生
で
あ
る
。 

以
下
の
よ
う
な
順
に
、
い
く
つ
か
の
作
例
か
ら
考
察
を
試
み
て
お
こ
う
。 

ア
．
衝
立 

① 

金
道
弘
筆
「
山
水
人
物
図
」 

 

紙
本
水
墨
着
色
、
扇
面
、
縦27.2cm

、
横80.5cm

、
李
氏
朝
鮮
時
代
、
旧
徳
寿
宮
美
術

館
の
所
蔵
で
あ
る
。
こ
の
扇
面
山
水
画
に
は
、
坐
像
人
物
の
背
障
と
し
て
一
点
の
竹
図
衝
立

が
描
か
れ
て
い
る
①( F

ig.
Ⅷ-05)
。 

②
李
起
龍
筆
「
楼
閣
人
物
図
」（
一
幅
） 

 

絹
本
着
色
、、110.7×91.0cm
、
李
朝
中
期
。
本
図
は
中
国
の
伝
統
的
な
楼
閣
人
物
の
大

幅
で
、
文
人
・
高
士
が
一
堂
に
集
う
、
い
わ
ゆ
る
雅
集
図
の
類
い
と
思
わ
れ
る
が
、
構
図
や

賦
彩
に
破
綻
が
無
く
、保
守
的
な
手
法
で
巧
み
に
ま
と
め
上
げ
て
い
る
。そ
の
楼
閣
の
中
に
、

一
扇
の
衝
立
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
る
と
、
屏
面
内
容
が
不
明
で
あ
る
が
、
中
国

宋
元
時
代
以
後
の
絵
画
構
図
の
影
響
も
強
く
受
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
②

。 
 

③
李
寅
文
「
楼
閣
雅
集
図
」 

 

李
寅
文
（
一
七
四
五
～
一
八
二
一
）
筆
、
一
八
二
〇
年
制
作
、
紙
本
彩
色
、57.8×86.5cm

、

ソ
ウ
ル
国
立
中
央
博
物
館
の
所
蔵
で
あ
る
。
本
図
は
、
楼
閣
に
集
ま
る
人
物
た
ち
の
服
飾
や

衝
立
調
度
な
ど
、
い
か
に
も
中
国
風
で
あ
る
点
に
多
少
の
違
和
感
が
な
く
も
な
い
③

。 
 

以
上
の
三
点
の
画
中
画
衝
立
絵
に
は
、
中
国
宋
元
時
代
以
降
の
画
面
構
成
や
画
題
な
ど
が

よ
く
見
ら
れ
る
。 

イ
． 

屏
風 

①
．
趙
煕
竜
筆
「
紅
梅
図
屏
風
」 

紙
本
淡
彩
、116.5×41.3cm

、
ソ
ウ
ル
特
別
市
高
麗
大
学
校
博
物
館
が
所
蔵
す
る
。
又
峰

趙
煕
竜
（
一
七
九
七
～
一
八
五
九
）
が
能
く
し
た
の
は
梅
花
図
で
あ
っ
た
た
め
、
大
小
多
く

の
梅
花
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
雅
号
も
自
ら
梅
臾
と
称
し
た
。
こ
の

紅
梅
図
は
、
連
幅
屏
風
に
描
か
れ
た
大
作
の
一
部
分
と
見
え
る
が
、
老
梅
に
雲
の
如
く
咲
い

て
い
る
紅
梅
の
奥
ゆ
か
し
い
雅
致
に
、
一
段
と
高
調
さ
れ
た
画
興
を
汲
み
入
れ
た
作
品
で
あ

                                        

         

 

①

金
載
元
編
著
『
韓
国
美
術
』、
図
版
二
一
四
、
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
。 

②

富
山
美
術
館
編
集
『
李
朝
の
絵
画
―
坤
月
軒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
』、
図
版
一
九
、
富
山
ス
ガ
キ
株
式
会
社
、

一
九
八
五
年
。 

③

崔
淳
雨
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
全
集
』（
日
本
語
版
）
十
二
絵
画
、
図
版
七
四
、
同
和
出
版
公
社
、
一
九
七

四
年
。 

る
。
趙
煕
竜
は
、
こ
の
よ
う
な
連
幅
屏
風
の
製
作
に
精
魂
を
こ
め
た
ら
し
く
、
そ
の
よ
う
な

大
作
が
だ
れ
よ
り
も
多
い
う
え
、
作
品
も
ま
た
気
宇
壮
大
で
あ
っ
た
た
め
、
吾
園
張
承
業
の

連
幅
屏
風
と
な
ら
ん
で
梅
花
大
屏
の
双
璧
と
さ
れ
て
い
る
。「
梅
花
書
屋
図
」（
紙
本
淡
彩
、

45.1×106.1cm

、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
）
と
と
も
に
、
梅
花
を
主
題
と
し
た
彼
の
逸
作

と
い
え
る
も
の
で
あ
る
④

。 

②
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
八
曲
一
隻
） 

紙
本
墨
画
、
各98.3×49.9cm

、
李
朝
前
期
、
日
本
・
広
島
県
巌
島
・
大
願
寺
の
所
蔵
で

あ
る
⑤

。
大
願
寺
の
僧
、
尊
海
が
大
蔵
経
板
を
求
め
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
折
に
持
ち
帰
っ
た
も

の
で
、
そ
の
制
作
年
は
ソ
ウ
ル
か
ら
帰
途
に
つ
い
た
年
、
一
五
三
九
年
を
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な

い
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。 

③
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
八
曲
一
隻
） 

 

金
玄
成
賛
（
一
五
八
四
）、
朝
鮮
（
十
五
世
紀
後
期
）、
絹
本
墨
画
、105.0×386.2cm

、

各47.0×41.0cm

、
重
要
文
化
財
、
日
本
・
東
京
都
・
文
化
庁
が
所
蔵
す
る
（
現
在
、
九
州

国
立
博
物
館
に
収
蔵
）
⑥

。
士
大
夫
の
金
玄
成
が
一
五
八
四
年
に
着
賛
し
、
制
作
期
が
十
五

世
紀
末
ご
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
屏
風
は
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
作
例
で
あ
る( F

ig.

Ⅷ-06)

。 

こ
の
作
品
は
、
こ
の
「
瀟
湘
」
と
称
さ
れ
た
地
に
対
す
る
人
々
の
思
い
を
受
け
と
め
て
き

た
美
し
い
水
墨
画
、
瀟
湘
八
景
図
屏
風
で
あ
る
。
本
図
は
「
江
天
暮
雪
」
の
題
詩
に
続
い
て
、

「
右
陳
翰
林
華
八
景
詩
為 

李
君
而
盛
書
于
其
画
屏
云
時 

万
暦
甲
申
孟
夏
初
吉 

南
窓
」

と
款
記
が
あ
り
、
趙
孟
頫
流
の
書
体
は
士
大
夫
の
金
玄
成
（
一
五
四
二
～
一
六
二
一
、
号
南

窓
）
に
よ
る
も
の
で
、
一
五
八
四
年
に
高
麗
の
文
人
で
詩
文
に
も
優
れ
て
い
た
陳
華
（
一
二

〇
〇
年
頃
活
躍
）
の
「
宋
迪
八
景
図
」
題
詩
を
李
而
盛
所
有
す
る
画
屏
に
記
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
金
玄
成
は
、
府
院
君
で
あ
っ
た
李
桓
福
（
一
五
五
六
～
一
六
一
八
）
の
文
章
、
金
尚

容
（
一
五
六
一
～
一
六
三
七
、
号
仙
源
）
の
文
字
を
，
李
忠
武
公
（
李
舜
臣
、
一
五
四
五
～

一
五
九
八
）
の
功
勳
を
称
え
た
韓
国

大
規
模
の
大
捷
碑
に
刻
字
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

                                        

         

 

④

大
韓
民
国
文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局
『
韓
国
の
古
美
術
』、
図
版
二
四
、
淡
交
社
、
昭
和
四
九
年
（
一
九

七
四
）。 

⑤

富
山
美
術
館
編
集
『
李
朝
の
絵
画
―
坤
月
軒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
』、
参
考
図
版
九
、
富
山
ス
ガ
キ
株
式
会
社
、

一
九
八
五
年
。 

⑥

菊
竹
淳
一
・
吉
田
宏
志
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
一
一
巻
朝
鮮
王
朝
、
図
版
二
、
小
学
館
、

一
九
九
九
年
。
渡
辺
明
義
『
日
本
の
美
術
』
一
二
四
「
瀟
湘
八
景
図
」
至
文
堂
一
九
七
六
年
。 
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時
か
ら
書
に
秀
で
た
文
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
本
図
が
毛
利
家
に

伝
来
し
、「
御
宝
蔵
御
道
具
検
張
写
」（
山
口
県
、
毛
利
博
物
館
）
に
記
載
さ
れ
た
八
景
の
押

絵
貼
小
屏
風
に
相
当
す
る
な
ら
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
に
は
書
と
画
が
別
々

に
表
装
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
雲
谷
等
与
（
一
六
一
二
～
一
六
六
八
）、
等
的
（
一
六
〇
六
～

一
六
六
四
）
が
「
高
麗
絵
」
と
鑑
定
し
て
い
る
。 

瀟
湘
と
は
、
中
国
・
湖
南
省
の
南
に
発
す
る
瀟
水
が
湘
江
と
合
流
し
、
そ
し
て
洞
庭
湖
に

注
ぐ
あ
た
り
の
広
大
な
空
間
を
指
す
。
洞
庭
湖
（
湖
南
省
）
は
中
国
第
二
の
広
さ
を
誇
る
。

そ
の
一
帯
は
、か
つ
て
漢
詩
文
を
た
し
な
ん
だ
イ
ン
テ
リ
に
と
っ
て
憧
れ
の
場
所
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
こ
の
「瀟
湘
」と
称
さ
れ
た
地
に
対
す
る
人
々
の
思
い
を
受
け
と
め
て
き
た
美
し
い
水
墨

画
が
、
瀟
湘
八
景
図
屏
風
で
あ
る
（資
料
２
１
参
照
）。
十
一
世
紀
に
北
宋
の
文
人
で
あ
る
宋
迪

が
創
始
し
た
と
さ
れ
る
。
宋
代
以
来
山
水
画
の
好
画
題
と
な
り
、
朝
鮮
と
日
本
で
も
好
ま
れ

た
。
朝
鮮
に
詩
画
を
伴
っ
た
形
で
受
容
さ
れ
た
の
は
十
二
世
紀
の
高
麗
時
代
で
あ
り
、
朝
鮮

時
代
前
期
に
入
る
と
画
題
と
し
て
非
常
に
好
ま
れ
、
流
行
し
た
。
現
存
す
る
朝
鮮
時
代
前
期

の
瀟
湘
八
景
は
、
全
般
的
に
元
代
李
郭
派
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
図
は
さ
ら
に
北
宋

や
金
の
要
素
が
見
ら
れ
、
朝
鮮
山
水
画
の
重
層
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。 

宋
迪
以
後
、
瀟
湘
八
景
図
は
中
国
ば
か
り
で
な
く
、
朝
鮮
や
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
盛
ん
に
描
か

れ
て
い
る
。
琵
琶
湖
周
辺
の
景
色
を
選
ん
だ
近
江
八
景
な
ど
も
こ
の
瀟
湘
八
景
に
な
ら
っ
た
も
の

で
あ
る
。
十
五
世
紀
後
半
の
朝
鮮
時
代
前
期
に
は
南
宗
画
の
米
法
山
水
が
受
容
さ
れ
、
十
五
世

紀
末
に
は
、
徐
々
に
朝
鮮
的
な
特
徴
を
交
え
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。 

④
伝
申
師
任
堂
「
草
虫
図
屏
風
」（
十
曲
） 

 

朝
鮮
（
十
六
世
紀
前
半
、
一
五
一
二
～
五
九
）、
紙
本
着
色
、
各34.0×28.3cm
、
韓
国
・

ソ
ウ
ル
・
国
立
中
央
博
物
館
が
所
蔵
す
る
①

。
申
師
任
堂
（
一
五
〇
四
～
五
一
）
は
、
朝
鮮

王
朝
前
期
の
後
半
（
十
六
世
紀
前
半
）
に
活
躍
し
た
朝
鮮
の
代
表
的
女
流
画
家
で
あ
る
。
本

屏
風
の
対
称
的
な
構
図
と
淡
雅
な
色
感
な
ど
は
、
中
国
の
明
時
代
の
写
生
派
系
統
に
属
す
る

呂
敬
甫
の
草
虫
図
（
日
本
・
京
都
府
・
曼
殊
院
）
と
似
て
い
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。 

 

⑤
「
石
牡
丹
図
屏
風
」（
八
曲
一
隻
） 

 

紙
本
着
色
、
各
扇99.2×35.9cm

、
十
九
世
紀
、
韓
国
・
エ
ミ
レ
博
物
館
が
所
蔵
す
る
②

。

                                        

         

 

①

菊
竹
淳
一
・
吉
田
宏
志
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
一
一
巻
朝
鮮
王
朝
、
図
版
十
九
、
小
学

館
、
一
九
九
九
年
。 

②

李
東
洲
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
３
李
朝
美
術
』
図
版
三
六
二
（
う
ち
２
扇
）、
講
談
社
、
一
九
八
七
年
。 

民
間
で
は
、
こ
の
屏
風
を
牡
丹
屏
と
呼
ん
で
い
る
。「
富
貴
花
」
あ
る
い
は
、「
花
中
王
」
と

し
て
愛
賞
さ
れ
て
き
た
こ
の
吉
祥
花
は
、
よ
く
長
生
象
徴
の
岩
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
富
貴
長

生
を
意
味
す
る
。
連
結
屏
風
式
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
図
柄
で
あ
る
。
結
婚
式
場
の
周
囲

に
い
く
つ
も
の
牡
丹
屏
を
立
て
並
べ
て
装
飾
し
た
様
は
、
ま
る
で
牡
丹
幕
の
よ
う
に
、
祝
場

の
気
分
を
盛
り
上
げ
る
。
韓
画
牡
丹
図
資
料
の
中
で
、
そ
の
規
模
が
壮
大
で
独
創
性
の
あ
る

作
品
と
い
え
ば
、
こ
の
民
画
牡
丹
屏
が
代
表
し
て
く
れ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

⑥
「
百
花
図
屏
風
」（
八
曲
一
隻
） 

 

紙
本
着
色
、
各
扇108.7×29.3cm

、
十
八
世
紀
、
韓
国
・
エ
ミ
レ
博
物
館
が
所
蔵
す
る
③

。

民
画
の
中
に
は
、「
百
」
の
字
の
つ
い
た
絵
が
多
い
。
百
童
子
図
・
百
寿
百
福
図
・
百
楽
図
・

百
魚
図
・
百
蝶
図
・
百
虎
図
・
百
鶴
図
・
百
花
図
な
ど
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
百
花
図
は
必

ず
し
も
一
〇
〇
種
の
花
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
花
を
岩
と
組
み
合
わ
せ
た
連
続

的
な
屏
風
絵
で
あ
る
。
百
花
の
中
で
は
と
く
に
牡
丹
・
蓮
華
・
百
合
・
芙
蓉
・
桃
・
梨
・
李
・

梅
・
木
蘭
・
躑
躅
・
海
棠
な
ど
が
愛
さ
れ
て
き
た
。
一
般
に
花
は
鳥
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

花
鳥
図
を
成
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
花
だ
け
を
屏
風
い
っ
ぱ
い
に
描
い
た
も
の
が
あ
る
。

花
は
み
な
吉
祥
の
象
徴
と
さ
れ
る
か
ら
、こ
の
屏
風
は
住
居
の
ど
こ
に
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

趙
子
謙
の
花
卉
図
掛
屏
と
似
て
い
る
。 

⑦
「
双
鴨
図
屏
風
」（
八
曲
一
隻
） 

 

紙
本
着
色
、
各
扇94.5×42.3cm

、
十
八
世
紀
、
韓
国
・
エ
ミ
レ
博
物
館
が
所
蔵
す
る
④

。

花
鳥
図
の
中
で
も
も
っ
と
も
代
表
的
な
画
題
は
、
双
鴨
図
で
あ
ろ
う
。
雁
鴨
科
に
は
雁
・
鵠
・

鵝
・
鴛
鴦
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
双
鴨
図
は
広
い
意
味
で
こ
れ
ら
同
族
を
同
じ
象
徴

で
と
り
扱
っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
結
婚
式
に
木
雁
を
持
参
す
る
風
習
は
、
鴨
類
が
離
婚
せ
ず

一
方
が
死
ん
で
も
再
婚
し
な
い
夫
婦
相
和
の
象
徴
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
双
鴨

図
の
背
景
と
し
て
は
、
幸
福
・
生
産
・
君
子
の
象
徴
た
る
蓮
華
と
組
み
合
わ
せ
る
場
合
が
多

く
、
そ
れ
で
荷
花
双
鴨
図
が
も
っ
と
も
親
し
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

⑧
翎
毛
図
屏
風
（
八
曲
一
隻
） 

 
紙
本
着
色
、
各
扇115.7×34.5cm

、
十
九
世
紀
、
韓
国
・
エ
ミ
レ
博
物
館
が
所
蔵
す
る
⑤

。

花
鳥
図
と
並
行
し
て
広
く
民
間
に
流
行
し
た
屏
風
で
、
鳥
類
と
獣
類
が
花
卉
樹
石
を
背
景
に

                                        

         

 

③

李
東
洲
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
３
李
朝
美
術
』
図
版
三
六
三
、
講
談
社
、
一
九
八
七
年
。 

④

李
東
洲
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
３
李
朝
美
術
』
図
版
三
八
五
、
講
談
社
、
一
九
八
七
年
。 

⑤

李
東
洲
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
３
李
朝
美
術
』
図
版
三
八
七
、
講
談
社
、
一
九
八
七
年
。 
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描
か
れ
た
屏
風
絵
で
あ
る
。
松
・
鶴
・
芝
・
石
・
桐
・
鹿
・
鴨
・
雁
・
鵲
・
黄
鳥
・
鳳
凰
・

羊
・
犬
・
竹
・
柳
・
桃
・
石
榴
・
鷹
・
鶏
・
牛
・
蓮
華
・
牡
丹
・
蘭
・
梅
・
楓
・
菊
な
ど
、

東
洋
の
画
題
に
愛
用
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
移
植
さ
れ
て
い
る
が
、
民
画
で
は
寿
福
象
徴

な
ど
の
平
凡
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
こ
の
種
の
屏
風
は
、
生
活
環
境
の
如
何
な

る
場
所
に
で
も
適
用
す
る
万
能
の
屏
風
絵
で
あ
る
。
な
か
に
は
魚
の
絵
ま
で
も
組
み
合
わ
せ

た
例
も
あ
り
、
ま
た
連
続
屏
風
の
大
作
も
あ
る
。 

⑨
「
百
魚
図
屏
風
」（
八
曲
一
隻
） 

 

紙
本
着
色
、
各
扇115.7×34.5cm

、
十
九
世
紀
、
韓
国
・
エ
ミ
レ
博
物
館
が
所
蔵
す
る
①

。 

⑩
金
弘
道
「
西
園
雅
集
図
」
屏
風 

 

一
七
四
五
～
？
、
絹
本
淡
彩
、42.5×129.5cm

、
ソ
ウ
ル
・
個
人
所
蔵
で
あ
る
。
本
図
は
、

そ
の
主
題
か
ら
し
て
中
国
の
故
事
に
倣
っ
た
も
の
で
、
内
容
の
構
成
や
表
現
に
も
忠
実
に
中

国
の
様
式
を
適
用
さ
せ
て
い
る
②

。
画
面
中
、
二
点
の
屏
風
を
立
て
て
い
る
が
、
屏
面
の
内

容
が
不
明
で
あ
る( F

ig.

Ⅷ-07)

。 

⑪
金
弘
道
「
群
仙
図
」
屏
風
（
八
曲
一
隻
） 

 

一
七
四
五
～
？
、
紙
本
淡
彩
、42.5×129.5cm

、
ソ
ウ
ル
・
湖
巌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る

③

。
全
体
が
八
連
幅
の
大
屏
風
で
、
杏
の
実
に
似
た
、
飛
び
出
し
た
目
や
、
う
し
ろ
か
ら
吹

く
風
に
な
び
く
衣
の
裾
の
表
現
な
ど
、
檀
園
金
弘
道
の
神
仙
図
法
が
持
つ
特
色
と
躊
躇
い
の

な
い
筆
勢
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
清
朝
の
神
仙
高
士
人
物
図
の
掛
屏
と
似
て
い
る
。 

 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
朝
鮮
王
朝
の
屏
風
絵
は
、
中
国
宋
元
明
清
時
期
の
屏
風
絵
画
の

受
容
と
展
開
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。 

 

２
．
日
本
列
島 

屏
風
は
中
国
よ
り
渡
来
し
て
千
三
百
余
年
、
日
本
の
文
化
と
、
永
い
歳
月
に
洗
練
さ
れ
、

飾
と
実
用
を
兼
ね
た
調
度
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
き
た
。
風
よ
け
、
目
隠
し
、
間
仕
切
り
な

ど
多
様
な
機
能
を
備
え
る
ば
か
り
か
、
美
術
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
、
数
多
く
の
名
画
が
残
さ

                                        

         

 

①

李
東
洲
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
３
李
朝
美
術
』
図
版
三
九
一
、
講
談
社
、
一
九
八
七
年
。 

②

崔
淳
雨
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
全
集
』（
日
本
語
版
）
十
二
絵
画
、
図
版
七
八
、
同
和
出
版
公
社
、
一
九
七

四
年
。 

③

崔
淳
雨
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
全
集
』（
日
本
語
版
）
十
二
絵
画
、
図
版
八
二
、
八
三
、
同
和
出
版
公
社
、

一
九
七
四
年
。 

れ
て
い
る
。
襖
絵
な
ど
の
障
子
絵
や
屏
風
絵
（
座
頭
屏
風
④

な
ど
の
衝
立
絵
を
含
む
）
を
包

括
し
た
広
義
の
障
屏
画
は
、日
本
中
世
・
近
世
の
美
術
史
上
に
重
要
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
時
代
別
に
順
っ
て
画
中
画
の
屏
風
絵
資
料
と
伝
世
品
屏
風
絵
の
諸
資
料
を
中
心

に
考
察
し
た
い
。 

（
１
）．
正
倉
院
屏
風
―
唐
絵
屏
風
画 

日
本
に
お
け
る
屏
風
絵
使
用
の
上
限
は
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代

盛
期
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。
白
鳳
時
代
、
天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
に
新
羅
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
調
進
物

中
に
屏
風
の
名
が
初
め
て
み
え
る
が
、
衝
立
と
み
ら
れ
る
。
正
倉
院
宝
物
を
み
る
と
、
奈
良

時
代
に
は
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
宮
廷
貴
族
た
ち
の
唐
風
文
化
へ
の
強
い
傾
倒
を
反
映
し
て

い
る
。
唐
代
の
屏
風
の
宝
物
が
正
倉
院
に
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
天
平
勝
宝
八
年
『
東
大
寺

献
物
帳
』（
国
家
珍
宝
帳
）
に
「
御
屏
風
一
百
畳
」
と
あ
る
よ
う
に
宮
廷
の
調
度
と
し
て
、
ま

た
盛
大
な
儀
式
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
遺
例
で
あ
る
鳥
毛
屏
風
三
種
、
頬
纈
屏
風
五
種
、
臈
纈

屏
風
一
種
が
正
倉
院
に
伝
存
す
る
。
平
安
時
代
に
は
宮
廷
お
よ
び
貴
族
の
邸
宅
に
欠
か
せ
な

い
調
度
と
し
て
発
展
し
、
寺
院
に
も
及
び
、
各
種
の
屏
風
絵
が
流
行
し
た
。
大
形
の
屏
風
の

実
態
は
よ
く
わ
か
る
。
正
倉
院
屏
風
の
ジ
ャ
ン
ル
は
大
体
に
人
物
風
俗
画
、
山
水
画
、
花
鳥

画
な
ど
が
主
要
な
部
分
に
な
る
。 

ア
．
人
物
画
の
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
を
読
む 

日
本
で
は
昔
か
ら
、 

生
活
空
間
を
彩
る
屏
風
形
式
の
絵
画
が
愛
好
さ
れ
て
き
た
。
現
存
す

る
古
い
も
の
で
は
、
正
倉
院
の
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
が
あ
る
⑤

。
樹
下
美
人
図
で
著
名
な
こ

の
屏
風
は
、
光
明
皇
太
后
が
東
大
寺
の
本
尊
盧
舎
那
仏
（
大
仏
）
に
献
納
し
た
多
く
の
屏
風

の
中
の
一
つ
で
、
も
と
は
立
派
な
表
装
が
施
さ
れ
て
い
た
が
そ
れ
ら
は
す
べ
て
失
わ
れ
、
江

戸
時
代
に
修
理
の
手
が
加
え
ら
れ
、
仮
表
装
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
は
六

扇
（
枚
）
か
ら
成
り
、
各
扇
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
の
婦
人
が
樹
下
に
立
ち
、
あ
る
い
は
樹
下
の

石
上
に
座
す
る
姿
を
表
し
て
い
る
。
人
物
の
顔
面
や
手
お
よ
び
着
衣
の
一
部
に
彩
色
が
施
さ

れ
，
彩
色
の
な
い
部
分
は
鳥
毛
で
装
飾
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
鳥
毛
は
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
、

下
地
の
墨
線
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
。
樹
下
に
人
物
を
描
く
図
は
、
イ
ン
ド
の
樹
下
に
女
性

を
配
す
る
図
様
に
起
源
を
も
つ
と
い
わ
れ
、
中
国
唐
代
に
流
行
し
た
様
式
で
、
こ
の
美
人
図

                                        

         

 

④

座
頭
と
座
頭
屏
風
は
、
資
料
１
１
を
参
照
。 

⑤

島
田
修
二
郎
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」『
正
倉
院
の
絵
画
』
日
本
経
済
新
聞
社
一
九
七
七
年
（『
日
本
絵
画
史
研
究
』

中
央
公
論
美
術
出
版
一
九
八
七
年
所
収
）  



 - 180 -

に
描
か
れ
た
婦
人
も
、
典
型
的
な
唐
美
人
の
容
貌
を
も
ち
、
髪
形
や
服
装
・
化
粧
な
ど
も
唐

代
の
風
俗
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
屏
風
は
日
本
製
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は

な
お
今
後
の
研
究
を
待
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
帰
国
の
遣
唐
使
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
有
名
な
「
鳥
毛

立
女
屏
風
」
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
鳥
毛
立
女
屏
風
は
正
倉
院
の
屏
風
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
そ
の
裏
打
ち
紙
に
天
平
勝
宝
四
年
の
年
紀
の
あ
る
反
故
文
書
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
本

屏
風
は
天
平
勝
宝
八
年
歳
献
納
で
あ
る
か
ら
、
製
作
は
そ
の
あ
い
だ
、
し
か
も
文
書
を
反
故

と
す
る
に
は
あ
る
期
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
、
遣
唐
使
帰
国
後
の
可
能
性
が
高
い
。
盛
唐

風
の
色
濃
い
樹
下
美
人
図
で
あ
る
が
、
描
く
に
あ
た
っ
て
は
下
図
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
ま
た

貴
婦
人
の
服
装
に
は
唐
天
宝
年
間
（
七
四
二~

七
五
六
）
の
特
色
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と

す
る
と
、
そ
の
手
本
と
な
っ
た
画
像
は
天
平
勝
宝
五
年
帰
国
の
遣
唐
使
の
請
来
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
①

。 

イ
．
花
鳥
図
の
「
鳥
木
石
夾
纈
屏
風
」
②

を
読
む 

『
国
家
珍
宝
帳
』
に
「
鳥
木
石
夾
纈
屏
風
」、「
鸚
鵡
﨟
纈
屏
風
」「
鳥
草
夾
纈
屏
風
」
な
ど

の
花
鳥
図
屏
風
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
鳥
木
石
夾
纈
屏
風
」
は
高
さ
一
四
九
．
〇
セ
ン
チ
、
幅

五
四
．〇
セ
ン
チ
で
、薄
黄
色
の
裂
地
に
は
樹
下
に
岩
に
の
っ
て
見
返
る
尾
長
鳥
を
お
い
て
、

ま
わ
り
に
草
花
や
岩
石
を
配
し
、
上
方
に
は
樹
の
左
右
に
蝶
と
蜂
を
一
匹
づ
つ
、
上
端
に
は

飛
雲
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
染
め
色
は
樹
幹
と
樹
葉
は
茶
と
浅
緑
、
樹
花
と
草
花
の
花
の
部

分
、
上
端
の
雲
は
赤
、
草
と
草
花
の
葉
は
浅
緑
、
岩
は
薄
藍
、
茶
、
赤
な
ど
で
あ
る
。
鳥
は

茶
と
赤
で
染
め
、
鳥
の
輪
郭
、
羽
毛
、
雲
の
輪
郭
は
白
色
顔
料
で
書
き
起
し
、
鳥
の
目
、
口

ば
し
、
上
方
の
蜂
と
蝶
は
墨
で
加
筆
し
て
い
る
③

。
こ
の
よ
う
な
図
様
は
唐
墓
、
遼
墓
の
壁

画
中
か
ら
、
よ
く
見
ら
れ
る( F

ig.

Ⅴ-21)

。
花
鳥
画
に
お
け
る
左
右
対
称
を
意
識
し
た
構
図

法
は
新
疆
ト
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ー
ナ
唐
墓
二
一
七
号
墓
の
花
鳥
図
六
扇
屏
風
、
正
倉
院
北

倉
宝
物
「
鳥
木
石
夾
纈
屏
風
」
な
ど
に
も
窺
え
、
広
範
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
ア
ス
タ

ー
ナ
墓
の
花
鳥
図
屏
風
は
大
小
の
鳥
と
小
樹
草
の
組
み
合
わ
せ
を
基
本
と
し
、
南
朝
時
代
に

既
に
流
行
し
て
い
た
水
鳥
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
吉
祥
的
な
意
味
合
い
と
を
兼
ね
る
も
の
と
し
て

                                        

         

 

①

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
正
倉
院
展
』
図
版
２
平
成
十
一
年
（1999

）；
百
橋
明
穂
、
中
野
徹
編
集
『
世
界
美

術
大
全
集
』
東
洋
編
第4

巻
隋
唐
「
正
倉
院
宝
物
と
唐
代
美
術
」
章
、
ｐ329~333

小
学
館1997

。  

②

『
大
日
本
古
文
書
』4(121

～171

頁
の
内167

～169

頁)( 

天
平
勝
寶8

歳(

西
暦756

年)

『
正
倉
院
御

物
』)   

③

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
正
倉
院
展
』
図
版63

昭
和
六
十
年
（1985

）  

注
目
さ
れ
る
④

。
そ
し
て
、
こ
の
構
図
法
は
葉
茂
台
第
七
号
遼
墓
出
土
の
「
竹
雀
双
兎
図
」（
遼

寧
省
博
物
館
蔵
）
や
（
伝
）
五
代
・
黄
居
寀
（
九
三
三
～
九
九
三
？
）「
山
鷓
棘
雀
図
」
⑤

（
台

北
・
故
宮
博
物
院
蔵
）、
宋
・
李
迪
「
画
花
鳥
軸
」
⑥

に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。 

ウ
．
唐
代
に
関
係
す
る
屏
風
画
と
の
比
較
を
す
る 

屏
風
画
は
古
代
東
ア
ジ
ア
で

も
流
行
し
た
大
画
面
形
式
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
で
は
画

軸
・
画
巻
と
共
に
定
着
し
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
中
国
に

お
け
る
屏
風
画
の
現
存
作
例
は
か
つ
て
唐
時
代
に
ま
で
容
易
に
遡
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。
あ
る
時
点
で
は
正
倉
院
に
伝
来
し
た
「
鳥
毛
立
女
図
」
の
六
扇
屏
風
が
天
下
の
孤

本
と
し
て
喧
伝
さ
れ
て
い
た
時
期
さ
え
あ
っ
た
。
そ
の
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
不
可
能
に
近
い
の
も
当
然
だ
ろ
う
。 

が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
手
掛
り
が
全
く
な
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。 

し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
考
古
文
物
発
掘
・
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
、
古
代
の
屏
風
画
を

考
察
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
が
い
く
つ
も
発
見
・
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。中
で
も
、

一
九
七
二
年
に
発
掘
さ
れ
た
新
疆
ト
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ー
ナ
唐
墓
二
一
七
号
墓
墓
室
後
壁

の
花
鳥
図
六
扇
屏
風
は
各
扇
が
大
鳥
と
草
木
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
が
、
正
倉
院
北
倉
宝
物

「
鳥
木
石
夾
纈
屏
風
」
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
点
で
多
く
の
研
究
者
に
注
目
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
一
九
八
七
年
に
発
掘
さ
れ
た
南
里
王
村
韋
氏
墓
を
初
め
と
す
る
幾
つ
か
の
唐
墓
に
描

か
れ
た
婦
女
図
屏
風
の
基
本
的
構
成
は
、
正
倉
院
北
倉
宝
物
「
鳥
毛
立
女
図
屏
風
」（
前
掲
図

版
参
照
）
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
正
倉
院
宝
物
と
唐
時
代
画
像
と
の
間
に
よ
り
明
確
な
照

応
関
係
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
墓
壁
に
屏
風
画
を
そ
の
ま
ま
描
き
込
ん

だ
よ
う
な
表
現
は
屏
風
壁
画
と
総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
掘
さ
れ

た
唐
時
代
の
屏
風
壁
画
を
整
理
し
、
正
倉
院
宝
物
の
源
流
と
し
て
の
み
断
片
的
に
扱
う
の
で

は
な
く
、
他
の
屏
風
壁
画
・
伝
世
絵
画
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
現
象
を
改
め
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。 

                                        

         

 

④

江
上
綏
「
古
代
日
本
の
工
芸
意
匠
に
お
け
る
自
然
―
花
と
鳥
の
要
素
と
山
水
の
要
素
」『
芸
術
と
装
飾
』
玉

川
大
学
出
版
部
一
九
八
六
年
。  

⑤

絹
本
着
色
、
縦97.0cm

、
横53.6cm

、『
石
渠
宝
笈
初
編
』
養
心
殿
著
録
。
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員

会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
一
）
一
九
九
〇
年
。  

⑥

絹
本
着
色
、
縦112.7cm
、
横38.4cm

、『
石
渠
宝
笈
続
編
』
乾
清
宮
著
録
。
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委

員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
）
一
九
九
〇
年
。  
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樹
下
の
美
人
と
い
え
ば
、
正
倉
院
の
鳥
毛
立
女
屏
風
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ
れ
を
ほ
う

ふ
つ
と
さ
せ
る
壁
画
が
、
葦
氏
墓
の
墓
室
西
壁
に
描
か
れ
て
い
る
。
正
倉
院
の
屏
風
と
同
じ

六
扇
の
屏
風
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
樹
下
の
婦
人
と
そ
れ
に
従
う
従
者
が
、

花
を
め
で
、
琵
琶
を
弾
く
な
ど
の
姿
で
描
か
れ
る
。
墓
室
西
壁
の
屏
風
絵
は
樹
下
に
人
物
を

配
し
た
図
柄
の
六
扇
の
屏
風
絵
で
あ
る
が
、
広
袖
、
垂
首
の
袍
と
白
い
裾
の
広
い
裙
を
着
け

た
官
人
の
姿
を
描
い
て
い
る
。 

正
倉
院
北
倉
宝
物
「
鳥
毛
立
女
図
屏
風
」
の
原
型
が
そ
の
ま
ま
中
国
に
あ
る
こ
と
を
示
す

作
例
と
し
て
、
王
善
貴
墓
（
六
六
八
年
埋
葬
）、
李
勣
墓
（
六
七
九
年
埋
葬
）、
節
愍
太
子
（
李

重
俊
）
墓
（
七
一
〇
年
埋
葬
）、
南
里
王
村
韋
氏
墓
と
韓
氏
墓
（
七
六
五
年
埋
葬
）
が
あ
げ
ら

れ
る
。
韋
氏
墓
と
韓
氏
墓
の
二
屏
風
に
つ
い
て
描
か
れ
た
六
女
性
を
同
一
者
、
す
な
わ
ち
、

墓
主
と
す
る
説
が
あ
る 

屏
風
壁
画
の
主
題
・
表
現
が
日
本
に
現
存
す
る
屏
風
群
、
例
え
ば
天
平
時
代
の
正
倉
院
宝

物
「
鳥
毛
立
女
図
屏
風
」・「
鳥
木
石
夾
纈
屏
風
」、
や
や
時
代
の
降
る
平
安
時
代
、
東
寺
旧
蔵

「
山
水
屏
風
」
な
ど
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
つ
ま
り
、
現
世
、
日
本
と

い
う
異
国
で
同
じ
よ
う
な
図
様
の
屏
風
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
正
倉
院

の
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
に
伝
存
す
る
作
例
は
、
死
後
の
世
界
を
装
飾
す
る
壁
画
墓
か

ら
発
見
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
現
世
に
お
い
て
も
同
様
に
屏
風
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
当
時
の
画
壇
を
考
察
す
る
上
で
中
国
伝
来
の
遺
品
の
み
か
ら
で
は
証
明
し

得
な
い
重
要
な
前
提
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、こ
の
こ
と
を
前
提
に
考
え
れ
ば
、

中
国
の
伝
世
作
品
の
図
様
と
屏
風
壁
画
の
図
様
の
近
似
は
、
現
存
し
な
い
屏
風
作
品
が
過
去

存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
を
可
能
に
す
る
。 

（
２
）．
山
水
屏
風
―
倭
絵
障
屏
画
の
成
立 

ア
．
倭
絵
障
屏
画
を
読
む 

 

ま
ず
、
以
下
、
主
な
唐
絵
と
倭
絵
と
の
屏
風
絵
の
例
①

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。 

 
●

山
水
屏
風
②( F

ig.

Ⅷ-08) 
11C

後 

一
帖
六
扇
（
六
曲
一
隻
）
国
宝
・
絹
本
著
色 

各

146.4×42.7cm
 

東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
伝
来 

京
都
国
立
博
物
館
蔵
（
唐
絵
の
例
）
附
：

模
本
：
江
戸
時
代 

山
水
屏
風 

寛
文
４
（1664

）
年
、
藤
井
良
次
筆 

一
帖
六
扇
（
六
曲

                                        

         

 

①

各
作
品
の
法
量
は
各
書
巻
の
は
有
別
で
あ
る
か
ら
本
文
の
数
字
は
『
国
宝
』
に
よ
る
も
の
を
引
用
す
る
。 

②

文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
１
絵
画
上
巻
、
毎
日
新
聞
社1997

年
；
文
化
庁
監
修
『
国
宝
』

2

絵
画
Ⅱ
図
版2

、
毎
日
新
聞
社1984

年
；
文
化
庁
等
『
日
本
美
術
名
宝
展
』1986

年
。  

一
隻
）
絹
本
著
色 

各141.8×41.2cm
 

 
●

山
水
屏
風
③( F

ig.

Ⅷ-09) 
13C

初 

一
帖
六
扇
（
六
曲
一
隻
）
国
宝
・
絹
本
著
色 

各

110.8×37.5cm
 

京
都
府
・
神
護
寺
蔵 

●

鎌
倉
高
野
山
水
屏
風
④ 

13C
 

二
帖
十
二
扇
（
六
曲
一
双
）
国
宝
・
絹
本
著
色 

各

138.5×45.8cm
 

京
都
国
立
博
物
館
蔵 

●

山
水
屏
風
⑤ 

鎌
倉
時
代 

一
帖
六
扇
（
六
曲
一
隻
）
国
宝
・
絹
本
著
色 

縦
各
扇

155.2×318.0cm
 

京
都
・
醍
醐
寺
蔵 
●

山
水
屏
風
⑥ 

鎌
倉
時
代 

一
帖
六
扇
（
六
曲
一
隻
）
国
宝
・
絹
本
著
色 

縦
各
扇

142.8×40.6cm
 

和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
蔵 

 

平
安
時
代
も
十
世
紀
を
迎
え
る
と
、
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
の
遣
唐
使
の
廃
止
や
延
喜
七

年
（
九
〇
七
）
の
唐
の
滅
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
陸
文
化
の
流
入
が
途
絶
え
、
す
で
に
受
容

し
た
文
化
を
お
の
ず
か
ら
日
本
化
し
て
行
く
時
期
に
入
る
。浄
土
教
の
発
展
、神
仏
の
習
合
、

平
仮
名
の
成
立
、
和
歌
の
興
隆
、
寝
殿
造
の
完
成
な
ど
の
国
風
文
化
の
形
成
が
そ
れ
で
あ
る

が
、
倭
絵
の
形
成
も
そ
の
一
環
に
連
な
る
顕
著
な
現
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

倭
絵
と
い
う
言
葉
の
日
本
の
文
献
で
の
初
出
は
、
藤
原
行
成
の
日
記
『
権
記
』
の
長
保
元

年
（
九
九
九
）
で
、「
倭
絵
四
尺
屏
風
」
と
あ
る
。
こ
の
屏
風
は
飛
鳥
部
常
則
の
筆
に
な
る
四

季
絵
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
倭
絵
の
語
で
呼
ば
れ
て
然
る
べ
き
様
式
が
、
当
時
に
お
い
て
成
立

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。こ
の
時
期
に
至
る
ま
で
の
過
程
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

唐
絵
の
描
法
の
変
化
に
始
ま
り
、
主
題
の
日
本
化
が
行
わ
れ
、
次
第
に
唐
絵
か
ら
離
脱
し
た

独
自
の
様
式
を
成
立
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
九
世
紀
後
半
か
ら
が
形
成
期
、
十
世
紀
中
頃

か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
完
成
と
全
盛
の
時
期
に
入
っ
た
と
の
推
定
で
あ
る
。 

唐
絵
が
全
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て

は
、倭
絵
障
屏
画
は
そ
れ
を
圧
倒
す
る
盛
況
を
現
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。主
題
は
も
と
よ
り
、

表
現
に
お
い
て
も
、
唐
絵
と
全
く
異
な
る
様
式
が
完
成
し
、
中
国
風
な
主
題
の
も
の
も
表
現

                                        

         

 

③

文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
１
絵
画
上
巻
、
毎
日
新
聞
社1997

年
；
文
化
庁
監
修
『
国
宝
』

２
絵
画
Ⅱ
図
版
２
、
毎
日
新
聞
社1984

年
；
京
都
国
立
博
物
館
『
宮
廷
の
美
術
―
歴
代
天
皇
ゆ
か
り
の
名

宝
』1997

年
。  

④

文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
１
絵
画
上
巻
、
毎
日
新
聞
社1997

年
；
大
阪
市
立
美
術
館
『
や

ま
と
絵
の
軌
跡
―
中
・
近
世
の
美
の
世
界
』1994

年
。  

⑤

文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』1

絵
画
上
巻
、
毎
日
新
聞
社1997

年
。  

⑥

文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』1

絵
画
上
巻
、
毎
日
新
聞
社1997

年
。  
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は
倭
絵
様
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
通
常
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
頃
の
作

例
が
全
く
残
っ
て
い
な
い
の
が
遺
憾
で
あ
る
。 

装
飾
障
屏
画
そ
の
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
十
一
世
紀
後
半
以
後
の
若
干
の
参
考
作
品

が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
京
都
国
立
博
物
館
の
山
水
屏
風
が
あ
る
。
中
国
的
風
俗

を
描
い
た
い
わ
ゆ
る
唐
絵
の
山
水
屏
風
で
、
か
つ
て
東
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と

も
と
は
宮
中
や
貴
族
の
邸
宅
の
室
内
調
度
と
し
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
安
時
代
の
屏

風
絵
と
し
て
は
唯
一
の
遺
品
で
あ
る
。 

 

縁
取
り
の
あ
る
六
面
（
扇
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
全
体
は
連
続
し
た
横
長
の
図
様
に
な

っ
て
い
る
。
近
景
に
は
人
物
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
景
観
お
よ
び
花
を
咲
か
せ
た
藤
蔓
や
樹
木

を
や
や
大
き
く
表
し
、
中
・
遠
景
に
な
だ
ら
か
な
丘
陵
と
横
に
ひ
ろ
が
る
水
景
、
さ
ら
に
遠

山
を
配
し
て
い
る
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
の
ど
か
な
春
の
景
色
と
み
な
さ
れ
る
。
図
様
の
中
心

を
な
す
の
は
向
か
っ
て
右
か
ら
第
３
・
４
扇
下
方
に
あ
る
庵
室
で
、
若
い
貴
公
子
を
山
中
に

迎
え
た
老
隠
士
が
紙
と
筆
を
と
っ
て
な
に
や
ら
吟
じ
よ
う
と
す
る
さ
ま
が
、
詩
情
豊
か
に
描

か
れ
て
い
る
。
庭
や
屋
根
に
止
ま
る
小
鳥
が
か
わ
い
い
。
第
１
扇
や
第
６
扇
に
は
訪
問
を
終

え
た
か
と
も
み
え
る
馬
上
の
人
物
を
配
し
、
図
様
の
ま
と
ま
り
を
生
み
出
し
て
い
る
。
庵
室

の
老
隠
士
は
、
一
説
に
平
安
貴
族
に
人
気
の
高
か
っ
た
唐
代
の
詩
人
白
楽
天
と
さ
れ
る
。 

 

山
の
頭
に
青
緑
色
を
か
け
る
手
法
は
、
唐
画
の
い
わ
ゆ
る
青
緑
山
水
の
系
譜
に
属
す
る
も

の
だ
が
、
平
坦
な
山
並
み
や
明
る
い
色
調
な
ど
、
か
な
り
日
本
風
に
変
形
さ
れ
た
様
式
を
示

し
て
い
る
。
彩
色
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
薄
く
、
下
描
き
の
線
を
そ
の
ま
ま
活
か
す
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。近
景
か
ら
遠
景
ま
で
の
景
観
を
つ
な
ぐ
の
は
横
に
た
な
び
く
霞
で
あ
る
が
、

そ
の
輪
郭
は
曖
昧
で
や
わ
ら
か
く
生
き
生
き
し
た
表
現
を
み
せ
て
い
る
。
十
一
世
紀
を
下
ら

な
い
制
作
で
あ
ろ
う
。 

 

東
寺
で
は
、
伝
法
灌
頂
と
い
う
、
密
教
の
師
と
な
る
資
格
を
授
け
る
儀
礼
に
こ
の
屏
風
を

用
い
て
い
た
。
た
だ
、
灌
頂
儀
礼
に
山
水
屏
風
が
入
り
込
む
の
は
平
安
時
代
末
期
以
降
の
よ

う
で
、
記
録
の
上
で
は
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
の
仁
和
寺
観
音
院
結
縁
灌
頂
会
が
早
い
。

そ
の
後
、
醍
醐
寺
な
ど
の
真
言
寺
院
に
普
及
し
て
ゆ
く
。
そ
の
際
、
山
水
屏
風
は
、
灌
頂
を

授
け
る
密
教
の
師
（
阿
闍
梨
）
の
座
所
や
、
灌
頂
を
受
け
る
高
位
の
人
物
の
座
所
に
立
て
ら

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

山
水
屏
風
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
屏
風
は
、
後
世
の
漢
画
山
水
図
屏
風
と
は
異
な
り
、
密

教
寺
院
に
お
い
て
灌
頂
の
仏
事
に
用
い
ら
れ
た
具
で
あ
っ
た
。
自
然
の
風
景
と
家
屋
人
物
な

ど
を
描
く
、
風
景
風
俗
画
と
も
言
う
べ
き
こ
の
種
の
屏
風
を
何
故
仏
事
に
用
い
た
の
か
、
審

ら
か
に
は
知
り
得
な
い
が
、
お
そ
ら
く
世
俗
界
も
仏
の
応
化
し
た
仏
界
で
あ
る
と
の
、
密
教

思
想
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
本
屏
風
は
、
数
多
く
制
作
さ
れ
た
か
か
る
用
途
の
屏
風
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
て
、
中
国
伝
来
の
原
図
を
模
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
山
中
隠
棲
の

老
詩
仙
を
描
い
た
唐
絵
の
主
題
と
は
関
わ
り
な
く
、
背
景
の
自
然
描
写
は
す
で
に
成
熟
し
た

倭
絵
様
式
に
よ
っ
て
、
日
本
的
情
感
が
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
①

。 
 

こ
れ
ら
十
一
世
紀
の
作
例
に
次
い
で
、
十
二
、
十
三
世
紀
の
遺
品
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
制

作
と
推
定
さ
れ
る
神
護
寺
、
醍
醐
寺
、
金
剛
峯
寺
な
ど
に
山
水
屏
風
が
伝
存
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
密
教
寺
院
の
法
具
に
用
い
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
背
景
の
風
景
描
写
に
明
ら
か
に

倭
絵
様
式
が
認
め
ら
れ
る
。神
護
寺
蔵
山
水
屏
風
は
、さ
き
の
平
安
の
山
水
屏
風
と
異
な
り
、

こ
こ
で
は
、
画
題
も
日
本
の
自
然
と
殿
舎
人
物
を
描
き
、
手
法
は
も
と
よ
り
平
安
倭
絵
の
伝

統
に
則
っ
て
い
て
、
王
朝
貴
族
の
日
常
に
仕
え
た
か
つ
て
の
屏
風
絵
の
姿
を
伝
え
る
。
表
現

は
依
然
と
し
て
優
美
繊
細
、
穏
和
な
情
趣
に
溢
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
旧
東
寺
本

が
山
中
隠
士
の
庵
室
を
大
き
め
に
描
き
、
比
較
的
統
一
し
た
構
図
を
も
つ
の
に
対
し
、
神
護

寺
本
は
よ
り
分
散
的
で
、
対
象
と
な
る
景
観
も
細
密
描
写
に
近
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
②

。 

イ
．
敦
煌
莫
高
窟
の
屏
風
画
と
の
関
係
の
一
考
察 

前
述
し
た
日
本
平
安
、
鎌
倉
時
代
の
山
水
屏
風
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
現
存
し
て
い
る

敦
煌
莫
高
窟
壁
画
屏
風
の
雄
大
な
天
地
か
ら
そ
の
源
流
へ
遡
る
こ
と
を
模
索
し
て
お
き
た
い

と
思
う
③

。 

東
寺
旧
蔵
「
山
水
屏
風
」
な
ど
に
は
、
大
き
な
山
水
背
景
と
人
物
風
俗
場
面
と
よ
く
結
ぶ

画
面
構
図
の
形
式
は
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
屏
風
の
中
に
、し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。た
と
え
ば
、

中
唐
の
第
一
五
八
窟
の
東
壁
、
第
一
一
二
、
一
五
九
、
三
六
一
窟
な
ど
の
西
壁
龕
内
に
は
、

六
、
八
、
十
扇
の
山
水
人
物
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
題
は
、
経
変
相
図
で
あ
る
が
、

基
本
的
に
表
現
技
法
や
構
図
形
式
な
ど
は
平
安
、鎌
倉
時
代
の
山
水
屏
風
と
よ
く
似
て
い
る
。

莫
高
窟
第112

窟
の
主
室
西
壁
龕
内
奥
壁
お
よ
び
両
側
の
壁
面
は
屏
風
形
に
六
幅
に
区
切
ら

                                        

         

 

①

『
日
本
屏
風
絵
集
成
１
』
武
田
恒
夫
編
講
談
社1982

；
村
重
寧
「
灌
頂
用
具
と
し
て
の
山
水
屏
風
」『
美
術

史
』74
冊1969

年
；
中
野
玄
三
「
十
二
天
画
像
と
山
水
屏
風
」『
古
美
術
』
６
１
京
都
国
立
博
物
館1982

年
。  

②

村
重
寧
「
山
水
屏
風
―
や
ま
と
絵
山
水
画
の
展
開
―
」
神
護
寺
蔵
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
九1994

年
。  

③

小
林
太
市
郎
氏
は
日
本
に
お
け
る
山
水
屏
風
の
源
流
に
つ
い
て
を
中
日
に
お
け
る
唐
宋
時
代
の
山
水
詩
歌

な
ど
の
視
点
か
ら
検
証
さ
れ
た
。（
小
林
太
市
郎
『
大
和
絵
史
論
』
小
林
太
市
郎
著
作
集
第
五
巻
十
九
～
一
一

〇
頁
、
淡
交
社
一
九
七
四
年
。）  
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れ
、
弥
勒
経
変
相
の
諸
品
が
描
か
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅷ-10)

。
江
山
の
雄
大
な
画
面
構
図
に
は
遠

近
法
を
応
用
し
て
、
岩
山
や
樹
木
の
姿
を
把
握
し
て
、
大
き
な
山
水
画
が
人
物
の
活
動
の
背

景
と
し
て
、
弥
勒
経
変
相
の
誕
生
、
出
家
、
採
花
供
養
仏
得
生
天
縁
、
採
花
違
王
故
事
、
龍

華
初
会
、
迦
葉
献
僧
伽
梨
な
ど
の
諸
品
を
図
像
化
し
て
演
出
し
て
い
る( F

ig.

Ⅷ-11)

。
し
か
し
、

樹
木
や
連
山
な
ど
の
景
物
の
描
写
は
鉄
線
描
と
い
う
の
技
法
を
応
用
す
る
こ
と
が
強
く
な
っ

て
い
て
、
特
に
、
東
寺
旧
蔵
本
の
土
坡
の
婉
曲
具
合
の
柔
軟
性
が
な
か
な
か
見
え
な
い
。 

以
上
の
論
述
で
注
意
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
時
代
性
に
も
と
づ
い
て
各
地
域

の
文
化
交
流
上
の
背
景
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
各
地
域
に
お
け
る
屏
風
画
の
共
通
性
と
個
別

性
で
あ
る
。
つ
ま
り
莫
高
窟
山
水
屏
風
画
は
唐
の
中
葉
の
山
水
画
の
重
要
な
遺
品
で
、
東
寺

旧
蔵
山
水
屏
風
は
唐
の
影
響
を
受
け
て
、
唐
の
中
葉
よ
り
五
代
に
か
け
て
の
山
水
画
の
一
様

式
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
一
方
で
東
寺
旧
蔵
山
水
屏
風
は
日
本
と
中
国
の
画
風
の
中
間

的
な
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
３
）
宋
元
漢
画
の
影
響
を
展
開
す
る 

日
本
に
は
鎌
倉
時
代
に
禅
と
と
も
に
伝
わ
っ
た
。
日
本
に
伝
わ
っ
た
絵
画
は
、『
達
磨
図
』・

『
瓢
鮎
図
』
な
ど
の
よ
う
に
禅
の
思
想
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
変
化
を
遂
げ
、

風
景
を
描
く
山
水
画
も
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

中
国
の
水
墨
画
が
写
実
表
現
の
追
求
か
ら
自
発
的
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

日
本
の
水
墨
画
は
中
国
画
の
受
容
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
水
墨
画
の

受
容
と
制
作
が
い
つ
頃
始
ま
っ
た
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
す
で
に
十
二
世
紀
末
頃

の
詫
磨
派
の
仏
画
に
水
墨
画
風
の
筆
法
が
見
ら
れ
る
が
、
本
格
的
な
水
墨
画
作
品
が
現
れ
る

の
は
十
三
世
紀
末
頃
で
、
中
国
で
の
水
墨
画
発
祥
か
ら
は
四
世
紀
近
く
を
経
て
い
た
。
十
三

世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
頃
ま
で
の
日
本
の
水
墨
画
を
美
術
史
で
は
「
初
期
水
墨
画
」
と
呼
ん

で
い
る
。
水
墨
画
が
こ
の
頃
盛
ん
に
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
日
本
と
中
国
の
間
で
禅
僧
の

往
来
が
盛
ん
に
な
り
、
宋
・
元
の
新
様
式
の
絵
画
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
十
三
世
紀
に
な
り
、
無
学
祖
元
、
蘭
渓
道
隆
ら
の
中
国
禅
僧
が
相
次
い
で
来
日
し
た
。

彼
ら
は
絵
画
を
含
め
宋
・
元
の
文
物
や
文
化
を
日
本
へ
も
た
ら
し
た
。
鎌
倉
の
建
長
寺
仏
日

庵
の
所
蔵
品
目
録
で
あ
る
「
仏
日
庵
公
物
目
録
」
は
元
応
二
（
一
三
二
〇
）
年
に
作
成
さ
れ

た
目
録
を
貞
治
二
（
一
三
六
三
）
年
頃
に
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
当

時
の
建
長
寺
に
は
多
数
の
中
国
画
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

日
本
の
初
期
水
墨
画
は
絵
仏
師
や
禅
僧
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
が
始
め
ら
れ
た
。
師
資
相

承
（
師
匠
か
ら
弟
子
へ
仏
法
を
伝
え
る
）
を
重
視
す
る
禅
宗
で
は
、
師
匠
の
法
を
嗣
い
だ
こ

と
を
証
明
す
る
た
め
に
弟
子
に
与
え
る
頂
相
（
禅
僧
の
肖
像
）
や
禅
宗
の
始
祖
・
達
磨
を
は

じ
め
と
す
る
祖
師
像
な
ど
の
絵
画
作
品
の
需
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
水
墨

画
の
画
題
と
し
て
は
、
上
述
の
頂
相
、
祖
師
像
の
ほ
か
、
道
釈
画
（
道
教
お
よ
び
仏
教
関
連

の
人
物
画
）、
四
君
子
（
蘭
、
竹
、
菊
、
梅
を
指
す
）
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
水

墨
画
と
禅
宗
の
教
義
と
に
は
直
接
の
関
係
は
な
く
、
水
墨
画
は
禅
宗
様
の
建
築
様
式
な
ど
と

同
様
、
外
来
の
新
し
い
文
化
と
し
て
受
容
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
絵
巻
物

に
表
現
さ
れ
た
画
中
画
を
見
る
と
、
当
時
、
禅
宗
以
外
の
寺
院
の
障
子
絵
な
ど
に
も
水
墨
画

が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

十
四
世
紀
の
代
表
的
な
水
墨
画
家
と
し
て
は
、
可
翁
、
黙
庵
、
鉄
舟
徳
済
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
可
翁
に
つ
い
て
は
作
品
に
「
可
翁
」
の
印
が
残
る
の
み
で
伝
記
は
不
明
だ
が
、
元
に

渡
航
し
た
禅
僧
の
可
翁
宗
然
と
同
人
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
黙
庵
は
元
に
渡
り
、
同
地

で
没
し
た
禅
僧
で
あ
る
。
鉄
舟
徳
済
は
夢
窓
疎
石
の
弟
子
の
禅
僧
で
、
や
は
り
元
に
渡
航
し

て
い
る
。 

漢
画
も
、
か
つ
て
の
唐
絵
と
同
じ
く
、
中
国
・
朝
鮮
か
ら
流
入
し
た
絵
画
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
を
漢
画
と
称
し
て
唐
絵
か
ら
区
別
す
る

も
大
き
な
特
色
は
、
そ
の
主
た
る
手
法

が
水
墨
に
よ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
日
本
へ
こ
の
新
し
い
絵
画
様
式
を
齎
し
た
の
は
、
新

し
い
仏
教
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
た
禅
宗
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
漢
画
は
、
障
屏
画
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
格
的
な
水
墨
山
水
画
が
大
画
面
に
成
立
し
た

の
は
、
十
五
世
紀
室
町
初
期
以
降
に
な
っ
て
で
あ
る
が
、
漢
画
の
画
題
や
手
法
は
、
思
い
の

ほ
か
早
く
障
壁
に
採
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
ら
れ
る
①

。
こ
こ
に
、

注
目
す
べ
き
は
後
述
す
る
画
中
に
描
か
れ
た
屏
風
で
あ
る
。 

 

ア
．
中
世
と
近
世
の
屏
風
絵 

 

中
世
に
も
近
世
に
も
、
山
水
図
、
人
物
図
、
花
鳥
図
な
ど
の
屏
風
絵
は
、
極
め
て
流
行

し
て
い
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
中
国
古
代
の
竹
林
七
賢
や
飲
中
八
仙
、
孝
行
故
事
、
瀟
湘

八
景
な
ど
の
好
画
題
が
日
本
屏
風
絵
の
画
題
に
も
流
行
が
あ
る
。
そ
の
中
に
、
瀟
湘
八
景
図

が
題
材
と
し
て
優
位
を
し
め
る
点
が
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
②

。 
                                        

         

 

①

水
尾
比
呂
志
『
障
壁
画
史
―
荘
厳
か
ら
装
飾
へ
』
第
三
章
の
「
漢
画
の
流
入
」、
美
術
出
版
社
、
一
九
七
八

年
。 

②

以
下
の
作
品
は
、
第
一
出
版
セ
ン
タ
ー
編
『
日
本
屏
風
絵
集
成
』（
全
１
７
巻
、
別
巻
１
、
東
京
・
講
談
社
、

一
九
七
七
～
一
九
八
一
年
）、
武
田
恒
夫
『
近
世
初
期
障
壁
画
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
三
年
。）
が
主
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ⅰ
．
伝
周
文
（
岳
翁
か
）
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
六
曲
屏
風
一
双
、
室
町
時
代
、
紙
本

墨
画
淡
彩
、
各162.5

×344.0cm

、
兵
庫
・
香
雪
美
術
館
蔵
） 

典
型
的
な
瀟
湘
八
景
図
屏
風
香
雪
美
術
館
本
①

で
あ
り
、
伝
周
文
筆
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ

て
い
た
が
、
武
田
恒
夫
氏
の
岳
翁
説
が
有
力
化
し
て
い
る
。
こ
の
画
面
で
は
、
明
快
に
中
央

景
が
確
立
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
左
右
両
隻
が
一
画
面
化
す
る
。
帰
帆
、
漁
村
、
秋
月
、
落

雁
を
中
央
景
に
配
属
、
左
右
景
に
そ
れ
ぞ
れ
遠
寺
と
暮
雪
、
山
市
と
夜
雨
を
配
合
し
て
、
八

景
の
す
べ
て
を
大
観
的
布
置
の
な
か
に
お
さ
め
こ
む
。
八
景
相
互
の
比
重
関
係
は
か
な
り
乱

れ
る
か
わ
り
に
、
逆
ら
い
に
構
図
の
上
で
の
バ
ラ
ン
ス
が
は
か
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
山
水
図
屏
風
は
、そ
の
表
現
に
注
目
す
る
と
、水
墨
技
法
を
用
い
る
こ
の
主
題
に
お
い
て
、

素
材
自
体
の
美
感
を
追
求
す
る
日
本
美
術
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
主
題

で
も
十
六
世
紀
の
中
期
頃
に
は
狩
野
元
信
の
四
幅
の
瀟
湘
八
景
図
の
よ
う
に
雲
霞
を
中
心
モ

チ
ー
フ
と
し
て
扱
い
、
そ
の
状
態
を
明
瞭
に
描
き
分
け
る
作
品
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
、

当
時
の
山
水
図
に
は
瀟
湘
八
景
以
外
の
周
文
系
統
の
山
水
図
、
例
え
ば
静
嘉
堂
文
庫
の
（
伝
）

周
文
筆
四
季
山
水
図
屏
風
の
よ
う
に
湿
潤
な
大
気
や
雲
霞
の
表
現
を
行
う
山
水
図
も
多
く
存

在
す
る
。 

ⅱ
．
狩
野
探
幽
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
二
曲
屏
風
四
隻
、
絹
本
墨
画
淡
彩
、
各86.0

×89.0cm

、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ジ
ョ
ー
ジ
＝
Ｊ
＝
シ
ュ
レ
ン
カ
ー
） 

狩
野
探
幽
は
、
水
墨
障
屏
画
に
お
い
て
独
自
の
画
体
方
式
を
通
じ
、
そ
の
和
様
化
を
は
か

っ
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
漢
画
臭
を
払
拭
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
瀟
洒
な
墨
画
法
を
成
就

さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
瀟
湘
八
景
図
」
二
曲
屏
風
四
隻
は
、
探
幽
の
独
特
の

画
趣
を
披
瀝
し
た
も
の
で
あ
る
。
豊
饒
な
余
白
を
用
い
て
、
八
景
の
空
間
分
節
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
真
体
で
あ
る
の
は
、
樹
石
の
描
写
が
明
晰
で
あ
り
、
樹
葉
に
緑
青
、
遠
景
の
木

立
に
青
墨
な
ど
、
局
部
的
に
設
色
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

ⅲ
．
長
谷
川
等
伯
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
六
曲
屏
風
一
双
、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
各159.0

                                        

                                        

                                        

 

な
参
考
文
献
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
画
中
画
衝
立
絵
と
屏
風
絵
の
作
例
の
部
分
も
同
氏
の
専
著
か
ら
参
考
し

た
。 

①

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
を
参
照
。
中
島
純
司
「
掛
幅
か
ら
屏
風
へ
―
村
山
氏
蔵
瀟
湘
八
景
図
屏
風

の
成
立
に
つ
い
て
―
」『
美
術
史
』
第
六
一
号
、
一
九
六
六
年
。
庄
司
淳
一
「
周
文
様
「
秋
冬
山
水
図
屏
風
」

―
香
雪
美
術
館
蔵
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
」『
国
華
』
第
一
〇
九
八
号
、
一
九
八
六
年
。

大
田
孝
彦
「
香
雪
美
術
館
蔵
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」
に
つ
い
て
―
筆
様
に
よ
る
制
作
に
関
す
る
一
考
察
―
」

『
芸
術
論
究
』
八
、
一
九
八
一
年
。 

×355.6cm

、
東
京
・
日
野
原
家
） 

こ
の
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」
六
曲
屏
風
一
双
は
、
真
体
に
よ
る
大
観
的
な
山
水
図
で
あ
る
。

濃
淡
の
墨
調
で
と
と
の
え
ら
れ
る
岩
皴
は
、
細
緻
な
筆
致
の
多
用
に
よ
っ
て
複
雑
な
構
成
を

と
り
、
線
的
な
処
理
が

も
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
こ
と
に
右
隻
右
下
端
の
奔
流
に
臨
む
崖
壁

に
は
、
煩
瑣
な
ま
で
の
描
線
が
濫
用
さ
れ
て
い
る
。 

ⅳ
．相
阿
彌
筆「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
六
曲
屏
風
一
双
、紙
本
墨
画
、各173.5

×371.0cm

、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
） 

こ
の
相
阿
彌
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」
に
み
る
和
様
化
さ
れ
た
画
面
構
成
を
加
味
さ
せ
た

と
こ
ろ
に
成
立
し
た
。 

ⅴ
．
伝
相
阿
彌
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
六
曲
屏
風
一
双
、
紙
本
墨
画
、
各157.0

×

352.5cm

、
京
都
・
妙
心
寺
） 

ⅵ
楊
月
筆
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」
（
六
曲
屏
風
一
双
、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
各

158.0

×

366.0cm

、
東
京
国
立
博
物
館
） 

ⅶ
．「
蔵
三
」印「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
六
曲
屏
風
一
双
、紙
本
墨
画
、各158.5

×378.0cm

、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
） 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
「
蔵
三
」
印
を
と
も
な
う
「
瀟
湘
八
景
図
」
と
い
う
山
水
図
屏
風
は
、

後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
い
か
に
も
小
画
と
し
て
の
八
景
編
成
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
で
あ

る
。 

 

イ
．
中
世
と
近
世
の
画
中
衝
立
絵
と
屏
風
絵 

平
安
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
中
期
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
絵
巻
の
、
画
中
に
描
か
れ
た

屏
風
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
画
中
屏
風
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
当

時
の
屏
風
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
、
当
該
時
期
の
屏
風
の
遺
例
が
皆
無
に
等
し
い

現
在
、
こ
れ
ま
た
当
代
の
屏
風
を
知
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
中
世
所
産
の

絵
巻
そ
の
他
に
散
見
す
る
画
中
画
と
し
て
の
障
屏
画
（
画
中
障
子
絵
や
屏
風
絵
、
衝
立
絵
な

ど
）
は
い
く
つ
か
の
好
例
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
画
中
屏
風
絵
と
衝
立
絵
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
は
正
倉
院
に
伝
存
す
る
屏
風
残
欠
と
、
古
代
の
屏
風
絵
を
示
唆
す
る
有
力
な

手
掛
り
と
し
て
い
る
②

。 

平
安
時
代
の
貴
族
の
邸
宅
で
間
仕
切
り
と
し
て
使
用
さ
れ
た
障
子
や
屏
風
に
は
大
和
絵
や

                                        

         

 

②

榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋
―
異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』
一
四
頁
、
ペ
リ
カ
ン
社
、
二
〇
〇
二
年
。 
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唐
絵
の
景
物
画
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
平
安
時
代
の
障
屏
画
遺
品
は
東
寺
旧
蔵
の
山

水
屏
風
を
か
ぞ
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
絵
巻
に
は
障
屏
画
が
画
中
に
描
か
れ

て
い
て
、
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
絵
巻
物
を
中
心
と
し
、
羅
漢
図
、
十
王
図

な
ど
の
仏
画
や
肖
像
画
に
さ
ま
ざ
ま
な
画
中
画
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
形
式
は
室

内
の
襖
絵
、
屏
風
絵
が
多
い
が
、
衝
立
、
杉
戸
、
壁
画
な
ど
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
様
式
と

題
材
に
つ
い
て
は
、
大
和
絵
、
漢
画
の
山
水
・
花
鳥
、
新
様
式
の
花
鳥
、
風
景
と
な
る
。
こ

の
中
に
、
漢
画
山
水
は
宋
元
水
墨
画
の
影
響
下
に
描
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
良
全
筆

の
十
六
羅
漢
図
（
十
四
世
紀
中
頃
、
建
仁
寺
）
の
衝
立
絵
な
ど
は
室
町
時
代
初
期
の
山
水
図

に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
山
水
芦
雁
図
が
慕
帰
絵
（
一
三
五
一
年
、
西
本

願
寺
）
の
屏
風
絵
に
、
南
宋
院
体
画
風
の
山
水
図
が
伝
足
利
義
政
像
（
十
五
世
紀
末
、
東
京

国
立
博
物
館
）
の
屏
風
絵
に
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
「
法
然
上
人
絵
巻
」（
十
四

世
紀
中
頃
、
京
都
・
知
恩
院
）
な
ど
の
画
中
画
が
知
ら
れ
る
①

。 

以
下
、
山
水
、
花
鳥
、
人
物
の
画
題
別
を
中
心
に
、
画
中
画
屏
風
絵
②

の
展
開
を
具
体
的

に
列
挙
し
て
み
た
い
と
思
う
。 

１
．「
馬
医
草
紙
」
の
扁
鵲
大
臣
に
画
中
墨
竹
図
衝
立
絵 

２
．
狩
野
山
楽
筆
「
厳
子
陵
・
虎
渓
三
笑
図
」
屏
風
中
山
水
図
衝
立 

３
．「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
柏
木
（
二
）
山
水
図
屏
風
絵
四
扇
；
夕
霧
の
山
水
図
屏
風
一
帖
；

宿
木
（
一
）
屏
風
一
帖
（『
日
本
の
絵
巻
』
１
） 

柏
木
二
段
の
柏
木
の
寝
所
と
廂
の
間
の
間
仕
切
り
に
立
て
ら
れ
た
障
子
と
屏
風
に
は
、
と

も
に
大
和
絵
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る( F

ig.

Ⅷ-14)

。
屏
風
で
は
、
遠
景
、
中
景
、
近
景
が
そ

れ
ぞ
れ
霞
を
へ
だ
て
て
区
分
さ
れ
る
構
成
を
示
す
が
、
遠
近
感
が
乏
し
い
③

。 

４
．「
伴
大
納
言
絵
巻
」
の
上
巻
、
清
涼
殿
の
弘
庇
に
立
て
ら
れ
た
衝
立
障
子
に
は
、
漢
の

武
帝
が
水
軍
訓
練
の
た
め
に
長
安
に
造
っ
た
と
い
う
昆
明
池
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
昆

                                        

         

 

①

山
根
有
三
監
修
『
日
本
絵
画
史
図
典
』「
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
」「
画
中
画
の
障
屏
画
」
一
六
〇
頁
、
挿
図

２
、
７
、
福
武
書
店
、
一
九
八
七
年
。 

②

日
本
絵
巻
は
以
下
の
資
料
を
参
照
す
る
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
の
絵
巻
』（
全
２
０
巻
）（
中
央
公
論
社
、
一

九
八
七
～
一
九
八
八
年
）、
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
の
絵
巻
』（
全
２
７
巻
）（
中
央
公
論
社
）
小
松
茂
美
編
『
日

本
絵
巻
大
成
』（
全
２
８
巻
）（
中
央
公
論
社
）、『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』（
全
３
２
巻
）（
角
川
書
店
）。 

③

山
根
有
三
監
修
『
日
本
絵
画
史
図
典
』「
平
安
時
代
の
画
中
画
」
一
〇
〇
頁
、
挿
図
１
、
福
武
書
店
、
一
九

八
七
年
。 

明
池
の
障
子
と
呼
ば
れ
た
。
池
の
対
岸
に
宮
殿
が
の
ぞ
ま
れ
、
い
か
に
も
唐
絵
の
画
題
に
ふ

さ
わ
し
い
景
観
で
あ
る
④

。 

５
．「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
巻
１
段
１
山
水
図
屏
風
（
京
都
・
知
恩
院
）、
巻
２
段
９
の

画
中
浜
松
図
屏
風
（
重
文
、
紙
本
着
色
、
全
２
巻
、34.8

×1990.0cm

、
京
都
・
清
涼
寺
） 

６
．「
親
鸞
聖
人
伝
絵
」（
文
明
二
年
裏
書
）
画
中
松
図
屏
風
と
画
中
竹
雀
図
屏
風 

７
．「
彦
根
屏
風
」（
風
俗
図
）
の
画
中
六
曲
山
水
図
屏
風
（
滋
賀
・
井
伊
家
） 

８
．「
葉
月
物
語
絵
巻
」
段
１
山
水
（
東
京
・
徳
川
黎
明
会
） 

９
．「
豊
明
絵
草
紙
」
段
３
、
４
山
水
（
東
京
・
前
田
育
徳
会
） 

１
０
．「
な
よ
竹
物
語
絵
巻
」
段
２
山
水
（
香
川
・
金
刀
比
羅
宮
） 

１
１
．「
法
然
上
人
絵
巻
」
巻
２
段
３
、
巻
１
２
段
１
、
６
（
京
都
・
知
恩
院
） 

１
２
．「
親
鸞
上
人
絵
巻
」
巻
１
段
４
、
巻
４
段
３
（
千
葉
・
照
願
寺
） 

１
３
．「
光
蒹
画
像
」
山
水
図
屏
風 

１
４
．「
慕
帰
絵
巻
」
巻
１
段
１
松
図
屏
風
、
巻
１
段
３
扇
面
貼
交
図
屏
風
、
巻
２
段
１
花

鳥
山
水
図
屏
風
（
重
文
、
紙
本
着
色
、
全
１
０
巻
、32.0

×1425.0cm

、
京
都
・
西
本
願
寺
） 

１
５
．「
伝
足
利
義
政
画
像
」
山
水
図
屏
風
（
東
京
国
立
博
物
館
） 

１
６
．「
星
光
寺
縁
起
」
巻
１
段
３
蘆
雁
図
屏
風
（
東
京
国
立
博
物
館
） 

１
７
．「
石
山
寺
縁
起
」
巻
４
段
１
花
卉
図
屏
風
、
巻
５
段
１
山
水
図
屏
風
と
花
鳥
図
衝
立

( F
ig.

Ⅷ-15)

（
重
文
、
紙
本
着
色
、
全
７
巻
、33.3

×1904.5cm

、
滋
賀
・
石
山
寺
） 

１
８
．「
桑
実
寺
縁
起
」
巻
１
段
２
花
草
図
屏
風
（
土
佐
光
茂
筆
、
重
文
、
天
文
元
年
（
一

五
三
二
）、
紙
本
着
色
、
全
２
巻
、35.2

×1352.7cm

、
滋
賀
・
桑
実
寺
） 

１
９
．「
四
聖
御
影
」（
永
和
本
）
山
水
楼
閣
図
衝
立
（
奈
良
・
東
大
寺
） 

以
上
、
中
世
・
近
世
の
絵
画
資
料
に
限
っ
て
み
て
も
、
画
中
に
屏
風
絵
が
描
か
れ
て
い
る

主
な
作
品
を
挙
げ
て
み
た
。
要
約
す
る
と
、
画
中
画
屏
風
絵
の
配
置
構
図
は
中
国
明
清
時
代

の
画
中
屏
風
の
構
図
表
現
と
似
て
い
る
。
ま
た
、
画
題
も
相
似
点
が
あ
る
。 

 
ウ
．
水
墨
山
水
漢
画
の
受
容 

室
町
時
代
に
入
っ
て
、
水
墨
障
屏
画
は
、
前
期
の
遺
品
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
伝
統
的
な
大

和
絵
障
屏
画
と
併
用
さ
れ
る
形
で
あ
る
。
漢
画
盛
行
の
一
方
で
、
大
和
絵
の
伝
統
は
宮
廷
絵

所
を
中
心
に
維
持
さ
れ
、
な
か
で
も
障
屏
画
は
、
水
墨
障
屏
画
に
刺
激
さ
れ
て
十
四
世
紀
に

                                        

         

 

④

同
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
柏
木
の
出
典
、
挿
図
４
。 
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図
様
の
拡
大
な
ど
新
し
い
動
向
を
示
し
、
十
五
世
紀
に
入
る
と
明
の
花
鳥
画
風
を
と
り
入
れ

る
な
ど
し
て
さ
ら
に
発
展
し
た
。
花
鳥
図
の
金
屏
風
が
明
や
朝
鮮
に
贈
ら
れ
て
も
て
は
や
さ

れ
、
浜
松
図
屏
風
（
個
人
蔵
）
の
よ
う
な
力
強
い
大
構
図
も
生
ま
れ
た
①

。
十
六
世
紀
に
入

る
と
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
よ
う
な
新
し
い
風
俗
画
の
画
題
も
現
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
風

俗
図
屏
風
の
流
行
は
、
中
国
明
末
清
初
か
ら
漢
宮
春
暁
図
な
ど
の
風
俗
図
屏
風
が
流
行
す
る

こ
と
と
似
て
い
る
。 

鎌
倉
時
代
以
後
の
新
し
い
唐
絵
を
、
旧
来
の
唐
絵
②

と
区
別
す
る
意
味
で
、
便
宜
的
に
漢

画
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
水
墨
八
景
つ
ま
り
瀟
湘
八
景
図
の
テ
ー
マ
は

漢
画
の
典
型
的
な
作
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
唐
絵
も
漢
画
も
、
中
国
風
の
風
物
や
風
俗
を

題
材
と
す
る
こ
と
か
ら
、
唐
様
の
絵
画
で
も
あ
る
。 

中
国
に
お
け
る
水
墨
画
表
現
は
唐
時
代
末
か
ら
、
五
代
～
宋
時
代
初
め
（
九
世
紀
末
～
十

世
紀
）
に
か
け
て
発
達
し
た
。
中
国
の
水
墨
画
が
写
実
表
現
の
追
求
か
ら
自
発
的
に
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
水
墨
画
は
中
国
漢
画
の
受
容
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ

る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
は
じ
ま
る
禅
宗
の
本
格
的
な
導
入
に
と
も
な
い
、
絵
画
で
は
中
国
の
宋
・

元
の
絵
画
の
影
響
を
受
け
て
水
墨
画
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
漢
画
様
式
に
よ
る
障
屏
画
の

成
立
の
時
期
は
、
中
心
画
題
と
し
て

も
重
要
な
特
質
を
有
す
る
水
墨
の
山
水
図
が
障
屏
画

面
に
定
着
す
る
時
期
を
以
っ
て
、
そ
の
確
立
と
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
室
町
初
期
の
応
永

年
間
、
十
五
世
紀
前
半
が
そ
れ
に
当
る
で
あ
ろ
う
③

。
ま
た
書
の
分
野
で
も
、
中
国
禅
僧
の

書
の
影
響
を
受
け
て
、
日
本
禅
僧
に
よ
る
個
性
ゆ
た
か
で
気
魄
に
満
ち
た
作
風
を
示
す
墨
跡

が
生
ま
れ
た
。
日
本
に
お
け
る
水
墨
画
の
受
容
と
制
作
が
い
つ
頃
始
ま
っ
た
か
は
必
ず
し
も

                                        

         

 

①

『
善
隣
国
宝
記
』
や
『
大
明
会
典
』
お
よ
び
『
李
朝
実
録
』
に
は
、
日
本
か
ら
明
や
李
朝
へ
進
物
屏
風
と
し

て
、「
金
屏
風
」・「
塗
金
粧
彩
屏
風
」・「
塗
金
屏
風
」・「
金
粧
屏
風
」・「
装
金
屏
風
」・「
貼
金
屏
風
」
な
ど
の

用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
李
氏
朝
鮮
の
建
国
一
三
九
二
年
か
ら
哲
宗
末
年
一
八
六
四
年
の
四
七
二
年
間
二
十

五
代
に
わ
た
る
歴
代
の
実
録
『
李
朝
実
録
』
に
、
周
文
や
霊
彩
等
の
渡
鮮
や
献
上
さ
れ
た
日
本
の
金
屏
風
等

の
絵
画
史
料
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。（
赤
沢
英
二
「
十
五
世
紀
の
金
屏
風
に
つ
い
て
」『
国
華
』
第
八
四
九
号

を
参
照
） 

②

こ
こ
で
い
う
唐
絵
は
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た
倭
絵
と
対
照
さ
れ
る
唐
絵
と
は
様
式
的
に
区
別
す
る
必
要
が

あ
る
。
唐
朝
以
前
の
絵
画
と
異
な
る
宋
元
の
新
様
式
画
を
受
け
容
れ
た
点
で
、
新
し
い
唐
絵
を
さ
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
。
福
井
県
立
美
術
館
学
芸
課
編
『
屏
風
絵
名
品
展
』（
展
覧
会
図
録
）
武
田
恒
夫
「
屏
風
絵
名

品
展
に
よ
せ
て
」
一
九
八
七
年
。 

③

水
尾
比
呂
志
『
障
壁
画
史
―
荘
厳
か
ら
装
飾
へ
』
第
三
章
の
「
漢
画
障
屏
画
の
盛
行
」
美
術
出
版
社
、
一
九

七
八
年
。 

明
確
で
は
な
い
。
す
で
に
十
二
世
紀
末
頃
の
詫
磨
派
の
仏
画
に
水
墨
画
風
の
筆
法
が
見
ら
れ

る
が
、
本
格
的
な
水
墨
画
作
品
が
現
れ
る
の
は
十
三
世
紀
末
頃
で
、
中
国
で
の
水
墨
画
発
祥

か
ら
は
四
世
紀
近
く
を
経
て
い
た
。
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
頃
ま
で
の
日
本
の
水
墨
画

を
美
術
史
で
は
「
初
期
水
墨
画
」
と
呼
ん
で
い
る
。
水
墨
画
が
こ
の
頃
盛
ん
に
な
っ
た
要
因

と
し
て
は
、
日
本
と
中
国
の
間
で
禅
僧
の
往
来
が
盛
ん
に
な
り
、
宋
・
元
の
新
様
式
の
絵
画

が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
十
三
世
紀
に
な
り
、
無
学
祖
元
、
蘭
渓
道

隆
ら
の
中
国
禅
僧
が
相
次
い
で
来
日
し
た
。
彼
ら
は
絵
画
を
含
め
宋
・
元
の
文
物
や
文
化
を

日
本
へ
も
た
ら
し
た
。
鎌
倉
の
建
長
寺
仏
日
庵
の
所
蔵
品
目
録
で
あ
る
「
仏
日
庵
公
物
目
録
」

は
元
応
二
（
一
三
二
〇
）
年
に
作
成
さ
れ
た
目
録
を
貞
治
二
（
一
三
六
三
）
年
頃
に
改
訂
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
当
時
の
建
長
寺
に
は
多
数
の
中
国
画
が
所
蔵
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

日
本
に
は
、
中
世
時
代
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
水
墨
人
物
・
山
水
画
が
多
数
残
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
五
代
時
代
（
九
〇
七
～
九
六
〇
）
の
伝
称
を
持
つ
作
品
か
ら
、
元
時
代
（
一

二
七
一
～
一
三
六
八
）
に
お
よ
ぶ
幅
広
い
時
期
の
作
品
群
で
あ
る
。
室
町
時
代
は
日
本
水
墨

画
の
全
盛
期
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
日
本
で
珍
重
さ
れ
た
の
は
、
中
国
・
南
宋

時
代
の
画
家
の
作
品
で
、
夏
珪
、
馬
遠
、
牧
谿
、
梁
楷
、
玉
澗
ら
が
特
に
珍
重
さ
れ
た
④

。

牧
谿
、
梁
楷
、
玉
澗
な
ど
は
中
国
本
国
よ
り
も
日
本
で
評
価
の
高
い
画
家
で
あ
る
。
な
お
、

室
町
時
代
の
日
本
画
壇
が
水
墨
画
一
色
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
、
こ
の
時
代
に
は

伝
統
的
な
大
和
絵
の
屏
風
も
盛
ん
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
二
十
世
紀
後
半
以
降
の
研
究

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。 

①
．
伝
周
文
筆
「
山
水
図
屏
風
」
（
六
曲
一
双
、
室
町
時
代
、
紙
本
墨
画
、
各

153.3

×362.4cm

、
重
要
文
化
財
、
大
和
文
華
館
蔵
） 

周
文
は
室
町
中
期
の
画
僧
で
、
字
を
天
章
、
号
を
越
渓
と
い
う
。
京
都
相
国
寺
の
禅
僧
で
、

画
を
如
拙
に
習
っ
た
と
さ
れ
る
。
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
に
画
僧
と
し
て
幕
府
の
使
節

に
加
わ
り
朝
鮮
（
李
朝
）
に
渡
り
、
の
ち
に
は
幕
府
の
御
用
絵
師
と
な
っ
て
い
る
。
弟
子
に

雪
舟
、
墨
渓
、
岳
翁
な
ど
が
い
る
。
室
町
水
墨
画
の
巨
匠
の
ひ
と
り
で
、
い
わ
ゆ
る
応
永
詩

画
軸
（
主
に
山
水
図
）
や
山
水
図
屏
風
を
中
心
に
周
文
筆
と
さ
れ
る
伝
称
作
品
は
多
い
が
、

誰
も
が
真
筆
と
認
め
る
作
品
は
一
点
も
現
存
し
な
い
。
伝
周
文
山
水
図
屏
風
に
も
、
多
か
れ

                                        

         

 

④

山
根
有
三
「
室
町
時
代
の
屏
風
絵
概
観
―
和
漢
配
合
の
世
界
―
」『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』
東
京
国
立
博
物

館
、
一
九
八
九
年
。 



 - 187 -

少
な
か
れ
、
八
景
的
要
素
が
導
入
さ
れ
る
の
を
例
と
し
た
。
本
図
は
、
馬
遠
、
夏
圭
ら
の
中

国
南
宋
院
体
山
水
図
に
学
ん
だ
跡
が
顕
著
で
、
余
白
を
生
か
し
た
瀟
洒
な
画
風
を
示
し
、
有

力
な
伝
周
文
画
の
一
つ
で
あ
る
。
各
隻
に
「
越
渓
周
文
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、

後
印
で
あ
る
。 

②
．
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
室
町
時
代
、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
各

154.5

×329.7cm
、
日
本
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
） 

③
．（
伝
）
雪
舟
筆
「
山
水
図
屏
風
」（
六
曲
一
隻
、
紙
本
墨
画
、156.2

×357.8cm

、
フ

リ
ア
美
術
館
蔵
） 

④
．
雪
舟
筆「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、絹
本
着
色
、
室
町
時
代
、156.2

×357.8cm

、

重
要
文
化
財
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）『
没
後
五
〇
〇
年 

特
別
展 

雪
舟
』（
展
覧
会
図
録
、

毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）
こ
の
屏
風
で
は
、「
夏
珪
様
の
滝
」、「
馬
遠
様
の
梅
」、「
孫
君

澤
様
の
岩
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
に
中
国
画
起
源
と
お
ぼ
し
き
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
①

。
呂
紀
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
雪
舟
の
花
鳥
画
で
あ
る
が
、
綿
田

稔
氏
の
考
え
で
は
そ
の
影
響
は
薄
い
と
、
呂
紀
の
真
骨
頂
は
花
鳥
に
施
さ
れ
る
精
密
で
濃
厚

な
彩
色
だ
っ
た
と
あ
る
②

。 

⑤
．「
琴
棋
書
画
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
） 

紙
本
墨
画
淡
彩
、
各153.0

×358.6cm

、
室
町
時
代
（
十
六
世
紀
）、
本
屏
風
の
設
定
し

た
場
面
は
中
国
で
の
伝
統
を
ひ
い
て
い
る
③

。 

⑥
．「
琴
棋
書
画
図
屏
風
」
江
戸
時
代 

相
国
寺
蔵 

紙
本
金
地
着
色 
六
曲
一
双 

各
縦

168.0cm

、
横360.0cm

  

琴
棋
書
画
の
四
芸
は
中
国
文
人
の
究
極
的
な
理
想
を
示
す
が
、
日
本
で
も
中
国
的
な
教
養

に
憧
れ
た
室
町
時
代
の
禅
僧
が
好
ん
で
身
の
ま
わ
り
に
意
識
す
る
こ
と
と
な
る
。
実
際
に
数

多
く
描
か
れ
出
す
の
は
一
六
世
紀
に
入
っ
て
禅
寺
の
方
丈
の
襖
が
墨
絵
で
囲
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は
隠
棲
し
た
、
四
芸
を
楽
し
む
老
士
と
童
子
た
ち
だ
け

が
即
物
的
に
水
墨
か
、
せ
い
ぜ
い
淡
彩
で
並
列
的
に
描
か
れ
、
そ
れ
ら
は
当
然
硬
い
印
象
を

与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
世
に
入
っ
て
彩
色
豊
か
な
障
屏
画
が
一
般
的
に
な
る

                                        

         

 

①

綿
田
稔
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屏
風
の
研
究
―
一
仮
説
と
し
て
」『
天
開
図
画
』
五
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
。 

②

綿
田
稔
「
雪
舟
が
も
た
ら
し
た
も
の
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム21

』
九
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
二
三
～
二
九

頁
。 

③

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
』
図

版
七
四
、
一
九
九
八
年
。 

と
こ
の
画
題
も
こ
の
図
の
よ
う
な
宮
廷
風
俗
を
思
わ
せ
る
華
や
か
さ
を
も
ち
、
描
写
も
大
観

的
に
な
り
、
屋
舎
や
庭
園
の
描
写
に
よ
り
筆
者
の
神
経
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
官
女
た

ち
の
鮮
や
か
な
色
彩
の
衣
装
が
金
箔
地
の
背
景
に
映
え
る
。
も
は
や
こ
こ
に
は
禅
宗
的
な
要

素
は
払
拭
さ
れ
、
中
国
的
な
画
題
も
、
風
俗
も
現
世
的
、
一
般
的
な
も
の
に
な
る
。
ま
た
、

右
隻
の
第
一
、
二
曲
に
は
、
屋
宇
の
中
に
、
水
墨
山
水
図
の
衝
立
が
立
て
て
い
る
。
図
の
筆

者
を
想
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
江
戸
時
代
初
期
の
狩
野
派
の
画
人
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う

④

。 ⑦
．「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
） 

紙
本
金
地
着
色
、
各155.5

×339.0cm

、
桃
山
時
代
（
十
六
世
紀
）
⑤

。 

⑨
円
山
応
挙
筆
「
蘭
亭
修
禊
図
屏
風
」（
六
曲
一
隻
） 

紙
本
墨
画
淡
彩
、83.0

×191.8cm

、
江
戸
時
代
（
十
八
世
紀
）
⑥

。 
 

エ
．
羅
漢
図
・
十
王
図
の
背
障
小
景
山
水
と
そ
の
他
の
画
中
屏
風 

鎌
倉
時
代
の
絵
巻
物
や
道
釈
画
に
表
現
さ
れ
た
画
中
画
を
見
る
と
、
当
時
、
禅
宗
以
外
の

寺
院
の
障
子
絵
な
ど
に
も
水
墨
画
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
⑦

。
羅
漢
図
で
も
、

十
王
図
で
も
、
水
墨
画
の
屏
風
を
背
に
座
す
光
景
に
は
漢
画
人
物
の
定
型
が
踏
襲
さ
れ
て
い

る
。 ①

．
十
六
羅
漢
図
（
十
六
幅
の
内
二
幅
） 

 

良
全
筆
、
絹
本
着
色
、
掛
幅
装
、
各143.2

×59.6cm

、
南
北
朝
時
代
（
十
四
世
紀
）、

重
要
文
化
財
、
京
都
・
建
仁
寺
蔵
。
良
全
（
良
詮
、
生
歿
年
不
詳
）
は
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
時

代
に
活
躍
し
た
絵
仏
師
的
性
格
の
画
家
。
遺
作
の
署
名
に
「
海
西
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
九

州
出
身
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
筑
前
の
生
ま
れ
で
東
福
寺
に
住
ま
し
た
乾
峰
士
雲
に
重

用
さ
れ
、
同
寺
の
仏
画
制
作
に
従
事
し
た
。
か
の
東
福
寺
の
画
僧
・
明
兆
の
、
い
わ
ば
前
任

                                        

         

 
④

根
津
美
術
館
編
集『
北
山
・
東
山
文
化
の
華
―
相
国
寺
金
閣
銀
閣
名
宝
展
―
』図
版
四
九 

大
塚
巧
藝
社 

一

九
九
五
年
。  

⑤

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
』
図

版
八
〇
、
一
九
九
八
年
。 

⑥

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
』
図

版
八
九
、
一
九
九
八
年
。 

⑦

大
西
昌
子
「
日
本
の
初
期
水
墨
画
史
の
再
検
討
―
画
中
画
資
料
に
よ
る
―
」『
美
術
史
』
一
一
二
、
一
九
八

二
年
。 
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者
的
存
在
で
あ
る
。
本
図
は
ひ
と
り
の
羅
漢
を
一
幅
に
描
い
た
全
十
六
幅
か
ら
な
る
も
の
で

あ
る
。
図
様
は
い
わ
ゆ
る
李
龍
眠
様
と
呼
ば
れ
る
、
羅
漢
図
と
し
て
は

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
中
国
寧
波
あ
た
り
で
描
か
れ
た
羅
漢
図
が
手
本
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
諸
人
物
の
面
貌
に
み
る
細
緻
な
筆
線
や
隈
取
り
、
重
厚
な
樹
石
の

表
現
な
ど
に
そ
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
十
六
幅
の
内
二
幅
の
画
面
に
は
、
水
墨
山
水
図
背

屏
が
描
か
れ
て
い
る
①( F

ig.

Ⅷ-12)

。 
 

②
．
明
兆
・「
三
十
三
観
音
図
」 

 

絹
本
着
色
、
掛
幅
装
三
三
幅
（
う
ち
二
幅
（
９
―
１
０
、
９
―
２
０
）
狩
野
山
雪
補
画
）

内
各118.3

×54.5

～8cm

、
室
町
時
代
・
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
年
）、
京
都
・
東
福
寺

の
所
蔵
で
あ
る
。
う
ち
の
第
６
、
７
、
１
２
、
１
３
、
１
５
、
１
８
、
２
９
な
ど
の
七
幅
に

は
、
画
面
の
下
端
の
坐
像
の
後
に
水
墨
山
水
図
衝
立
が
立
て
て
あ
る
。
日
本
に
現
存
さ
れ
て

い
る
羅
漢
図
な
ど
明
兆
に
は
中
国
絵
画
か
ら
図
像
を
採
用
し
た
作
品
が
多
い
。
そ
の
点
で
、

本
図
が
中
国
版
本
か
ら
図
像
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
②

。 

③
．
束
帯
天
神
像
（
一
幅
） 

 

紙
本
着
色
、86.9

×41.1cm

、
室
町
時
代
・
十
六
世
紀
、
日
本
・
常
盤
山
文
庫
蔵
。
天
神

は
、
不
思
議
な
か
た
ち
の
畳
の
上
に
坐
り
、
背
後
に
は
水
墨
の
梅
が
描
か
れ
た
三
曲
の
屏
風

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
白
く
塗
ら
れ
た
三
曲
の
屏
風
は
神
像
に
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
だ
が
、

台
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
台
付
け
の
屏
風
は
中
国
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
沓

を
脱
が
ず
に
生
活
す
る
空
間
の
も
の
で
あ
る
③

。 
 

④
．
行
基
菩
薩
像
（
一
幅
） 

絹
本
着
色
、143.0

×60.2cm

、
鎌
倉
時
代
・
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）、
奈
良
・
唐
招
提

寺
蔵
。
本
像
に
は
、
三
つ
折
り
の
背
屏
に
水
墨
山
水
が
描
か
れ
て
い
る
④

。 

⑤
．「
絹
本
着
色
本
寺
三
宝
」（
一
幅
）
江
戸
時
代
、
滋
賀
・
法
明
院
蔵
で
、
仏
坐
像
の
背

後
に
三
曲
の
山
水
樹
石
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
⑤

。 

                                        

         

 

①

京
都
国
立
博
物
館
編
集
『
京
都

古
の
禅
寺
―
建
仁
寺
』
図
版
六
二
、
便
利
堂
、
二
〇
〇
二
年
。 

②

山
口
県
立
美
術
館
・
岩
井
共
二
・
福
島
恒
徳
編
集
『
禅
寺
の
絵
師
た
ち
―
明
兆
・
霊
彩
・
赤
脚
子
―
』（
図

録
）
図
版
９
、
瞬
報
社
、
一
九
九
八
年
。 

③

根
津
美
術
館
・
常
盤
山
文
庫
編
集
『
常
盤
山
文
庫
名
品
選
―
天
神
さ
ま
』
図
版
４
、
日
本
写
真
印
刷
株
式
会

社
、
二
〇
〇
三
年
。 

④

奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
大
勧
進
―
重
源
』
図
版
七
一
、
天
理
時
報
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

⑤

大
津
市
歴
史
博
物
館
『
天
台
を
護
る
神
々
―
山
王
曼
荼
羅
の
諸
相
―
』
一
六
頁
、
二
〇
〇
六
年
。 

⑥
．「
絹
本
著
色
大
行
事
像
」（
一
幅
）
江
戸
時
代
、
滋
賀
・
個
人
蔵
。
人
物
坐
像
の
背
後

に
三
曲
の
山
水
図
屏
風
が
立
て
て
あ
る
⑥

。
こ
の
よ
う
な
様
式
の
画
中
屏
風
の
仏
教
絵
画
が

日
本
の
滋
賀
県
な
ど
の
寺
院
、
美
術
館
に
は
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
赤
沢
英
二
氏
の
『
日
本
中
世
絵
画
の
新
資
料
と
そ
の
研
究
』
一
書
に
載
せ
た
カ
ラ

ー
絵
画
作
品
の
中
に
、
日
本
・
朝
鮮
・
中
国
の
画
中
画
の
背
障
小
屏
風
に
関
す
る
羅
漢
図
や

十
王
図
と
そ
の
他
の
絵
画
資
料
も
あ
る
。
そ
の
背
障
画
中
水
墨
山
水
図
か
ら
見
る
と
、
中
国

宋
元
時
代
の
影
響
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
群
馬
県
沼
田
市
の
浄
土
宗
正
覚
寺
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
寛
正
二
年
銘
の
地
蔵
十
王
図
十
一
幅
（
掛
幅
、
絹
本
着
色
、
地
蔵

97.8

×

42.5cm

、
十
王
各
約97.5

×42.3cm

、
室
町
時
代
・
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）、
図
版
五
九

‐
六
〇
）
が
、
そ
の
全
体
の
色
調
、
描
線
、
構
成
、
題
材
な
ど
の
観
点
か
ら
諸
本
と
比
較
検

討
を
加
え
て
、
画
中
画
に
つ
い
て
一
通
り
考
察
し
た
結
果
は
、
画
と
特
徴
と
も
見
作
さ
れ
る

と
こ
ろ
は
何
れ
も
高
麗
・
李
朝
絵
画
に
通
じ
る
点
で
あ
る
⑦

。 

（
４
）
明
清
山
水
・
花
鳥
画
の
影
響 

島
尾
新
氏
は
十
五
世
紀
の
中
国
絵
画
趣
味
と
そ
の
日
本
絵
画
へ
の
反
映
に
つ
い
て
極
め
て

表
面
的
な
観
察
を
試
み
た
⑧

。 

江
戸
時
代
（
十
七
～
十
八
世
紀
）
に
①
孫
意
→
山
口
宗
季
（
中
国
福
州
で
）；
②
沈
銓
→
熊

代
繍
江
（
熊
斐
、
日
本
長
崎
で
）
と
い
う
有
名
な
中
日
絵
画
交
流
史
上
の
特
筆
が
あ
る
⑨

。

例
え
ば
、
熊
斐
の
「
花
鳥
図
屏
風
」
が
あ
る( F

ig.

Ⅷ-13)

。 

（
５
）
画
中
画
と
し
て
屏
風
絵
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ 

こ
こ
に
、
日
本
近
世
に
お
け
る
数
点
の
画
中
画
屏
風
絵
を
挙
げ
て
、
事
例
研
究
の
方
法
を

試
み
た
い
。 

ア
．
京
都
御
所
御
常
御
殿
障
壁
画
（
襖
絵
） 

京
都
御
所
御
常
御
殿
障
壁
画
の
襖
絵
（
安
政
二
年
・
一
八
五
五
）
に
は
、
上
段
の
間
に
「
尭

                                        

         

 
⑥

大
津
市
歴
史
博
物
館
『
天
台
を
護
る
神
々
―
山
王
曼
荼
羅
の
諸
相
―
』
五
九
頁
、
二
〇
〇
六
年
。  

⑦

赤
沢
英
二
「
寛
正
二
年
銘
の
地
蔵
十
王
図
に
つ
い
て
」（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十
月
、『
日
本
絵
画
史
の

研
究
』（
山
根
有
三
先
生
古
稀
記
念
会
編
）
所
載
）『
日
本
中
世
絵
画
の
新
資
料
と
そ
の
研
究
』
所
収
、
二
九

八
～
三
〇
九
頁
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
七
年
。 

⑧

島
尾
新
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
絵
画
趣
味
」『M

U
S

E
U

M

』
四
六
三
、
一
九
八
九
年
十
月
、
二
二
～

三
四
頁
。 

⑨

明
清
時
代
に
お
け
る
中
日
絵
画
史
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
明
清
時
代
の
屏
風
絵
の
部
分
に
お
い
て
、

具
体
的
な
画
家
ら
の
交
流
を
述
べ
た
か
ら
、
こ
こ
で
省
略
す
る
。 



 - 189 -

任
賢
図
治
図
」（
狩
野
永
岳
筆
、
六
面
、188.5

×94.0cm

）、
中
段
の
間
に
「
大
禹
戒
酒
防

微
図
」
（
鶴
沢
探
身
筆
、
六
面
、188.5

×93.5cm

）
、
下
段
の
間
に
「
高
宗
夢
賚
良
弼
図
」

（
座
田
重
就
筆
、
十
面
、181.5

×151.2cm

）
と
い
う
中
国
の
古
伝
説
の
帝
王
尭
、
夏
の
時

代
の
皇
帝
禹
、
殷
の
時
代
の
皇
帝
高
宗
な
ど
の
逸
話
を
画
題
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
中
国
の
宮
殿
建
物
や
人
物
の
着
衣
、
画
中
屏
風
調
度
品
な
ど
、
中
国
か
ら
入
っ

て
き
て
い
た
挿
図
入
り
の
『
帝
鑑
図
説
』
等
に
よ
っ
て
情
報
を
得
て
い
た
と
推
察
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
紙
本
着
色
総
金
雲
取
砂
子
泥
引
と
い
う
技
法
で
、
狩
野
派
の
漢
画
法
を
用
い

て
細
密
に
描
か
れ
た
①

。
狩
野
派
は
流
派
独
自
の
画
法
を
代
々
修
得
し
、
継
承
で
き
る
「
学

画
」
の
シ
ス
テ
ム
を
保
持
し
て
い
る
が
、
彼
ら
が
リ
レ
ー
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
画
法
の
大

元
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
中
国
で
発
達
し
完
成
し
た
描
法
で
、
雪
舟
以
降
日
本
に
伝
え
ら
れ
、

「
漢
画
法
」
と
し
て
把
握
さ
れ
定
着
し
た
も
の
が
、
更
に
日
本
国
内
で
熟
成
し
、
あ
る
い
は

変
化
し
和
様
化
さ
れ
て
、「
和
製
中
国
画
法
」
と
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
元
に
は
中

国
の
画
法
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
風
景
を
描
く
に
も
和
の
風
景
で

は
な
く
、
実
際
に
は
見
た
こ
と
の
な
い
、
画
本
な
ど
を
通
し
て
見
知
っ
た
中
国
の
山
水
や
風

景
、
ま
た
、
唐
人
物
や
中
国
故
事
を
題
材
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

画
中
の
人
物
の
背
障
と
し
て
い
る
山
水
図
屏
風
を
配
置
す
る
画
面
構
成
の
表
現
は
、
中
国

の
宋
・
元
・
明
・
清
時
代
の
伝
世
絵
画
作
品
の
画
中
屏
風
の
様
子
と
よ
く
似
て
い
る
。 

イ
．
宮
川
長
春
「
遊
楽
図
巻
」（
巻
子
一
巻
） 

こ
の
浮
世
絵
巻
は
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
前
頃
、
紙
本
着
色
、27.5
×385.5cm

、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
ウ
ェ
ル
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（11.4619

）。
江
戸
中
期
の
浮
世
絵
師
の
長
春

（
一
六
八
二
～
一
七
五
二
）
の
傑
作
は
決
し
て
単
な
る
焼
き
直
し
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ

れ
は
、
画
家
が
人
物
や
着
衣
、
家
屋
内
部
の
豪
華
な
調
度
品
、
と
り
わ
け
繊
細
に
あ
ら
わ
さ

れ
た
山
水
図
屏
風
を
細
部
に
わ
た
り
入
念
に
表
現
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
②

。 

ゥ
．
池
大
雅
筆
「
楼
閣
山
水
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
） 

紙
本
金
地
着
色
、168.0

×372.0cm

、
江
戸
時
代
、
国
宝
、（A

10430

）、
団
伊
能
氏
寄

贈
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
池
大
雅(1723-76)

は
日
本
南
画
の
大
成
者
と
し
て
与
謝
蕪
村
と

並
び
称
さ
れ
、
ま
た
書
家
と
し
て
の
名
声
も
高
か
っ
た
。
こ
の
屏
風
は
む
か
っ
て
右
隻
に
岳

                                        

         

 

①

京
都
国
立
博
物
館
他
編
集
『
京
都
御
所
障
壁
画
―
御
常
御
殿
と
御
学
問
所
―
』
図
版
二
、
三
、
四
、
三
四
、

京
都
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
。 

②

朝
日
新
聞
社
編
集
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
肉
筆
浮
世
絵
展
「
江
戸
の
誘
惑
」
図
録
』
図
版
四
二
、
朝
日
新

聞
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

陽
楼
を
、
左
隻
に
酔
翁
亭
を
中
心
と
し
た
山
水
を
描
く
。
そ
れ
ぞ
れ
清
の
振
先
が
描
い
た
「
張

還
翁
祝
寿
画
冊
」
中
の
二
図
に
基
づ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
大
雅
は
原
図
を
一
挙

に
金
地
の
大
画
面
に
拡
大
し
、
柔
軟
な
筆
を
駆
使
し
て
、
大
雅
独
自
の
作
品
に
転
生
さ
せ
て

い
る
。
一
橋
徳
川
家
に
伝
来
し
た
。
こ
の
屏
風
の
画
題
と
技
法
な
ど
は
、
清
朝
の
袁
耀
・
袁

江
達
の
楼
閣
山
水
図
屏
風
と
よ
く
似
て
い
る
。 

エ
．
山
本
勝
月
筆
「
観
音
図
模
本
」（
原
本
雪
舟
等
楊
筆
、
賛
者
不
詳
） 

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
三
日
、
原
本
制
作
年
不
詳
、
掛
幅
装
一
幅
、
紙
本
墨

画
淡
彩
、116.7

×50.2cm

、
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
文
政
九
年
（
一

八
二
六
）
に
雪
舟
画
か
ら
写
さ
れ
た
模
本
を
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
東
京
美
術

学
校
が
山
本
勝
月
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
重
模
本
で
あ
る
。
そ
の
図
様
は
、
中
国
に
お
い
て
版

行
さ
れ
た
絵
入
り
の
「
観
音
経
」
あ
る
い
は
洪
武
二
十
八
年
（
一
三
九
五
）
刊
「
出
相
観
音

経
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
出
相
観
音
経
」
で
は
宰
官
の
後
方
の
衝
立
に
李
郭
派
風

の
山
水
図
が
描
か
れ
る
の
に
対
し
、
本
図
で
は
玉
澗
風
の
溌
墨
山
水
図
が
描
か
れ
て
い
る
③

。

日
本
を
代
表
す
る
画
家
・
雪
舟
（
一
四
二
〇
年
（
応
永
二
十
七
年
）
～
一
五
〇
二
・
一
五
〇

六
（
永
正
三
年
））
は
号
で
、
十
五
世
紀
後
半
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
水
墨
画
家
・
禅
僧
で
、

画
聖
と
も
称
え
ら
れ
る
。
備
中
国
（
岡
山
）
に
生
ま
れ
、
諱
（
い
み
な
）
は
等
楊
、
若
く
は

拙
宗
と
号
し
た
。
大
志
を
抱
い
て
京
都
に
上
っ
た
雪
舟
が
、
新
た
な
夢
を
求
め
て
山
口
に
や

っ
て
き
た
の
は
三
十
代
の
半
ば
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
彼
の
人
生
は
大
き
く
転
回
す
る
。
大
内

氏
の
庇
護
を
受
け
て
山
口
か
ら
当
時
の
後
遣
明
使
に
随
行
し
て
先
進
国
中
国
（
明
）
に
渡
っ

て
、
約
二
年
間
中
国
で
本
格
的
な
水
墨
画
に
触
れ
、
研
究
し
た
。
雪
舟
の
中
国
で
の
具
体
的

な
学
習
の
様
相
を
伝
え
る
破
墨
山
水
図
の
自
題
に
は
、
彼
が
長
有
声
と
李
在
に
「
設
色
之
旨
」

す
な
わ
ち
彩
色
法
と
「
破
墨
之
法
」
―
こ
の
場
合
は
水
墨
技
法
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
―
を
学

ん
だ
と
記
さ
れ
る
④

。
作
品
は
数
多
く
、
中
国
風
の
山
水
画
だ
け
で
な
く
人
物
画
や
花
鳥
画

も
よ
く
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
独
自
の
画
風
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
帰
国
後
は
山
口

を
中
心
に
諸
国
を
め
ぐ
り
、
斬
新
な
作
品
で
大
き
な
名
声
を
得
た
。
強
い
意
志
を
感
じ
さ
せ

る
筆
線
、
大
胆
不
敵
な
構
図
、
澄
み
き
っ
た
色
彩
感
覚
、
雪
舟
の
作
品
は
ど
れ
も
、
そ
の
非

常
に
個
性
的
な
画
風
が
は
っ
き
り
と
刻
印
さ
れ
た
。
日
本
の
水
墨
画
を
一
変
さ
せ
、
後
世
の

                                        

         

 

③

山
口
県
立
美
術
館
・
雪
舟
研
究
会
編
集
『
雪
舟
等
楊
―
「
雪
舟
へ
の
旅
」
展 

研
究
図
録
』、
五
五
頁
の
図

版23

、
一
四
八
頁
の
作
品
解
説
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。 

④

畑
靖
紀
「
雪
舟
山
水
画
小
考
―
入
明
時
の
古
典
の
学
習
―
」『
美
術
史
学
』
第
十
八
号
、
一
九
九
七
年
、
二

一
～
五
二
頁
。 
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画
家
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
特
に
、
雪
舟
の
山
水
図
屏
風
に
は
統
一
的
視
点
か
ら
光

や
大
気
、
天
候
の
諸
相
を
各
画
面
で
描
き
分
け
る
意
図
を
は
っ
き
り
と
指
摘
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
雪
舟
は
同
時
代
に
活
躍
し
た
他
の
日
本
の
山
水
画
家
と
異
な
り
、
時
間
表
現
に
対
し

て
明
確
な
意
識
を
も
つ
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
作
品
の
う
ち
六
点
が
日
本

の
画
家
の
な
か
で
も
別
格
の
評
価
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
花
鳥
図
屏
風
な

ど
に
「
伝
雪
舟
筆
」
さ
れ
る
作
品
は
大
変
多
く
。
弟
子
に
、
秋
月
、
宗
淵
、
等
春
ら
が
い
る
。 

オ
．
河
鍋
暁
斎
筆
「
地
獄
太
夫
図
」 

絹
本
着
色
、144.2

×67.6cm
、
明
治
時
代
（
十
九
世
紀
）。
本
図
に
は
、
太
夫
の
背
後
に

置
か
れ
た
屏
風
が
、
仏
教
的
無
常
感
の
雰
囲
気
を
つ
め
て
い
る
①

。
こ
の
よ
う
な
屏
風
は
明

代
の
陳
洪
綬
の
「
西
廂
記
」
挿
図
屏
風
と
よ
く
似
て
い
る
。 

中
国
に
お
け
る
明
王
朝
の
成
立
（
一
三
六
八
）
は
東
ア
ジ
ア
世
界
に
と
っ
て
政
治
史
上
、

文
化
史
上
の
大
き
な
転
機
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
韓
王
朝
で
は
こ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
、
李
成

桂
が
太
祖
元
年 

（
一
三
九
二
）
に
朝
鮮
王
朝
を
建
て
、
一
方
日
本
で
は
同
年
明
徳
三
年
、
室

町
三
代
将
軍
足
利
義
満
（
一
三
五
八
～
一
四
〇
八
）
に
よ
っ
て
南
北
朝
の
合
一
が 

果
た
さ
れ

る
。
義
満
は
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
に
明
に
朝
貢
を
求
め
、
そ
の
結
果
翌
年
永
楽
帝
に
よ

り
日
本
国
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
こ
こ
に
日
本
国
は
親
明
政
策
を
と
る
李
氏
朝
鮮
と
と
も
に
明
の

冊
封
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
政
治
情
勢
は
総
じ
て
安
定
の
時
期
を
迎
え
る
。

こ
の
間
文
化
の
交
流
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
絵
画
の
世
界
で
は
明
代
絵
画
と
密
接
に
繋
が
る
幾

多
の
作
品
を
朝
鮮
や
日
本
に
遺
す
こ
と
と
な
る
。 

 

日
本
中
世
画
壇
の
巨
匠
、
雪
舟
等
楊
（
一
四
二
〇
～
一
五
〇
六
）
は
中
国
に
あ
こ
が
れ
、

応
仁
元
年 

（
一
四
六
七
）
遣
明
使
天
与
清
啓
の
随
員
と
し
て
明
に
渡
り
、
あ
し
か
け
三
年
の

間
各
地
を
訪
れ
て
画
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
彼
地
で
も
絵
筆
を
執
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
有

名
な
「
四
季
山
水
図
巻
」（
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
国
宝 

防
府
毛
利
報
公
会
蔵
）
を
は

じ
め
、
帰
朝
の
の
ち
の
作
品
に
は
南
宋
院
体
画
を
継
承
す
る
筆
法
に
加
え
、
強
い
個
性
に
裏

付
け
ら
れ
た
彼
独
自
の
構
築
的
世
界
が
顕
著
に
窺
わ
れ
る
。
明
代
絵
画
が
雪
舟
の
画
業
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
は
、
以
後
の
わ
が
国
中
世
絵
画
の
動
向
に
照
し
て
も
ま
こ
と

に
興
味
深
い
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

当
時
の
明
国
画
壇
は
、
浙
江
省
や
福
建
省
出
身
の
職
業
画
家
た
ち
が
宮
廷
で
活
躍
し
、
雪

                                        

         

 

①

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
』
図

版
九
九
、
一
九
九
八
年
。 

舟
も
そ
の
中
の
一
人
李
在
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
加
え
て
こ
の
頃
は
蘇
州
に
お
い
て
後

の
文
人
画
の
主
流
と
な
る
画
派
が
盛
ん
と
な
り
、
沈
周
ら
幾
多
の
画
家
の
輩
出
を
見
た
。
雪

舟
が
目
の
あ
た
り
に
し
た
中
国
画
壇
は
そ
う
し
た
、
浙
派
と
呉
派
の
対
立
に
い
た
る
構
図
が

漸
く
定
ま
っ
て
い
く
時
期
に
あ
た
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
彼
自
身
が
蒙
っ
た
影
響
も
多
岐

に
わ
た
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
雪
舟
の
絵
画
を
原
点
に
、
現
存
す
る
明
時
代
中
期
の
作
品
を
中
心
に

そ
の
画
壇
の
展
開
を
通
観
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
や
や
も
す
れ
ば
晦
渋
な
印
象
を
与
え
る

明
代
絵
画
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
に
理
解
を
深
め
る
機
会
と
思
わ
れ
る
。 

（
６
）
贈
り
物
に
さ
れ
た
屏
風
た
ち 

瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
～
一
四
七
三
）
の
編
集
し
た
外
交
文
書
集
『
善
隣
国
宝
記
』
や
李

氏
朝
鮮
の
正
史
で
あ
る
『
李
朝
実
録
』
に
よ
っ
て
、
室
町
時
代
、
明
の
冊
封
体
制
下
、
日
本

の
屏
風
が
、代
表
的
美
術
工
芸
品
と
外
交
上
の
贈
り
物
と
し
て
、ま
た
交
易
の
対
象
と
し
て
、

し
ば
し
ば
明
の
皇
帝
や
李
氏
朝
鮮
の
国
王
へ
の
貢
ぎ
物
と
さ
れ
、
琉
球
、
明
、
朝
鮮
な
ど
で

大
い
に
珍
重
さ
れ
流
通
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
早
く
も
十
五
世
紀
初
頭
に
は
本

格
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
す
で
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ど
う
や
ら
屏
風
を

贈
答
品
と
す
る
伝
統
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
保
守
さ
れ
た
ら
し
く
、
幕
末
に
は
日
本
の
外
交

上
の
顔
と
し
て
欧
米
列
強
の
貴
紳
た
ち
へ
の
贈
り
物
と
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

屏
風
が
贈
答
品
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
そ
の
屏
風
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
誰
が
か
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
榊
原
悟
氏
は
、
ご
高
論

に
、
具
体
的
な
事
例
を
追
い
つ
つ
、、
そ
れ
ら
の
問
題
に
追
っ
て
み
る
こ
と
に
論
じ
た
②

。
こ

こ
で
は
、
省
略
し
た
い
と
思
う
。 

 

三 

小
結 

以
上
の
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
に
お
け
る
屏
風
絵
の
伝
播
と
受
容
を
中
心
と
し

て
、
各
時
期
の
屏
風
絵
作
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
図
像
と
様
式
の
時
代
風
格
の
変
遷
軌
跡
を
重

視
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
屏
風
絵
の
伝
播
と
受
容
あ
る
い
は
文
化
交
流
上
の
諸
様
相
を
総

括
し
た
。 

ま
た
、
以
上
の
検
討
に
基
づ
い
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
屏
風
絵
の
伝
播
と
受
容
の
様
相

に
つ
い
て
、
要
点
的
立
場
か
ら
考
え
る
と
き
に
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
重
要
な
要
素
に
も
注
意

                                        

         

 

②

榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋-

異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）。 
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を
払
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
時
代
性
に
基
づ
い
て
各
地
域
の
文
化
交
流
上
の
背
景

で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
各
地
域
に
お
け
る
屏
風
絵
の
共
通
性
と
個
別
性
で
あ
る
。 

 

 
終
章 

結
論
―
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
特
質 

 

以
上
の
各
章
で
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
に
つ
い
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
き
た
と
こ

ろ
を
要
約
し
、
明
ら
か
に
し
得
た
要
点
を
述
べ
て
い
き
た
い
。 

一
．
形
質
と
機
能 

（
一
）
形
式 

１
．
員
数
か
ら
の
形
式
分
類 

文
献
史
料
や
考
古
学
成
果
と
東
晋
か
ら
明
清
時
代
ま
で
の
伝
世
絵
画
作
品
か
ら
見
る
と
、

日
常
生
活
の
屏
風
の
種
類
と
形
式
に
は
次
の
三
種
が
あ
る
。 

一
つ
は
板
式
の
直
背
立
屏
（
独
幅
立
屏
、
挿
屏
と
も
い
う
）
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
馬
王

堆
一
号
墓
の
漆
絵
屏
風
は
一
つ
の
好
例
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
は
曲
尺
形
の
二
扇
屏
風
で
あ
る
。
こ
の
種
類
の
屏
風
は
、
一
般
的
に
幅
広
い
連

屏
で
あ
る
。
例
は
河
北
省
平
山
県
中
山
国
王
墓
の
漆
絵
屏
風
で
あ
る
。 

第
三
は
自
由
に
叠
合
開
張
す
る
多
曲
折
扇
屏
（
多
畳
連
屏
、
多
曲
連
屏
、
多
扇
窄
幅
連
屏

と
も
い
う
）
で
あ
る
。
普
通
に
い
え
ば
、
こ
の
種
類
の
屏
風
は
、
三
扇
以
上
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
漢
南
越
王
墓
の
漆
屏
風
や
唐
墓
の
多
曲
屏
風
画
な
ど
が
あ
る
。
多
扇

連
屏
に
は
六
扇
屏
が
一
番
多
い
、
研
究
者
は
専
門
の
論
著
で
検
討
し
た
①

。 

唐
墓
壁
画
か
ら
八
扇
連
屏
も
見
ら
れ
、
十
二
扇
連
屏
か
ら
二
十
二
扇
連
屏
も
存
在
し
て
い

る
。
屏
風
の
枠
は
窄
幅
で
描
か
れ
、
各
扇
の
間
に
蝶
（
唐
代
に
は
「
交
関
」
と
い
う
）
で
連

接
さ
れ
て
い
る
。
置
く
時
に
折
り
曲
げ
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
二
、
三
扇
連
屏
の
場
合
に
中

央
の
一
枚
は
横
幅
が
広
く
、
片
側
或
い
は
両
側
に
蝶
で
連
接
し
て
立
つ
、
置
く
時
は
二
扇
の

場
合
に
曲
尺
形
、
三
扇
の
場
合
は
「⊓

」
字
形
に
折
り
、
多
く
は
差
し
足
が
付
い
て
い
る
。
独

幅
屏
風
は
横
、
竪
に
も
で
き
る
。
下
部
に
は
差
し
足
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

屏
風
の
形
式
で
墓
葬
壁
画
に
描
か
れ
る
の
は
、

も
早
い
時
期
は
漢
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

                                        

         

 

①

楊
泓
「”

屏
風
周
昉
画
繊
腰”

―
漫
話
唐
代
六
曲
画
屏
」『
文
物
天
地
』1990

年
２
期
。  

西
安
楽
遊
原
の
前
漢
壁
画
墓
の
屏
風
、
遼
陽
棒
台
子
屯
の
漢
墓
、
三
道
壕
窯
業
第
四
現
場
の

漢
代
壁
画
墓
の｢

家
居
図｣

で
数
カ
所
に
人
物
の
座
席
の
後
ろ
及
び
片
側
に
屏
風
の
画
像
が
描

か
れ
て
お
り
②

、
内
蒙
古
和
林
格
爾
の
後
漢
壁
画
墓
の
前
室
に
描
か
れ
た
「
拜
謁
図
」
で
は

墓
主
の
座
る
床
榻
の
後
ろ
に
大
型
の
屏
風
を
立
て
、
屏
架
の
下
方
に
脚
の
台
座
も
設
け
ら
れ

て
い
る
③

。
山
東
省
の
漢
画
像
石
墓
に
も
大
体
同
じ
内
容
が
表
現
さ
れ
、
諸
城
漢
画
像
石
墓

の
「
拜
謁
図
」
で
は
墓
主
座
席
の
後
ろ
の
両
側
に
「⊓

」
字
形
の
囲
屏
が
描
か
れ
て
お
り
④

、

安
邱
韓
家
王
封
村
漢
墓
の
画
像
石
に
は
人
物
の
裏
と
右
側
に
床
榻
と
連
接
の
曲
形
屏
風
が
設

け
ら
れ
て
い
る
⑤

。 

２
．
縁
取
り
の
有
無
の
時
代
的
な
変
遷 

屏
風
各
扇
の
縁
取
り
の
変
化
も
注
目
に
価
す
る
。
縁
取
り
或
い
は
枠
が
無
く
な
っ
た
屏
風

絵
の
出
現
時
期
は
い
つ
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
も
時
代
変
遷
に
お
け
る
屏
風
の
画
面
形
式
と

構
図
表
現
と
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。 

中
国
に
お
け
る
墓
葬
・
寺
院
壁
画
屏
風
や
伝
世
品
絵
画
の
画
中
画
（
＝
絵
の
中
に
描
か
れ

た
絵
）
な
ど
を
見
る
と
、
一
扇
ご
と
か
ら
二
扇
単
位
に
移
行
し
た
屏
風
の
縁
取
り
は
、
戦
国

時
代
以
来
の
古
式
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
や
が
て
六
扇
・
八
扇
な
ど
の
多
扇
全
面
に
拡

大
さ
れ
る
に
至
る
。
古
屏
風
で
の
一
扇
ご
と
の
縁
取
り
に
よ
る
各
扇
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
パ
ネ

ル
の
如
き
体
裁
は
、
古
代
か
ら
明
時
代
に
か
け
て
持
続
さ
れ
て
い
る
。
多
扇
屏
風
で
は
、
大

体
、
十
四
世
紀
、
元
時
代
頃
ま
で
は
、
屏
風
各
扇
に
縁
取
り
の
古
態
を
示
す
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
が
、
明
の
終
わ
り
頃
に
は
縁
取
り
が
消
え
て
い
る
。
こ
の
変
化
に
は
、
日
本
か
ら
輸
出

さ
れ
た
屏
風
の
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
清
時
代
の
屏
風
は
掛
軸
の
形
式
に
な

っ
た
。
屏
風
に
一
扇
若
し
く
は
二
扇
、
六
扇
な
ど
の
縁
取
り
が
解
放
さ
れ
た
あ
る
い
は
諸
扇

全
面
を
一
括
縁
取
り
す
る
画
面
構
成
は
、
自
ら
大
画
面
成
へ
の
転
機
を
う
な
が
す
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。 

屏
風
画
面
が
次
第
に
自
由
な
図
様
構
成
と
画
題
の
表
現
を
求
め
え
た
こ
と
は
、
屏
風
絵
の

発
展
に
画
期
的
な
方
向
づ
け
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
、
山
水
図
屏
風
の
全
体
構
図
が
無
縁
の

効
果
よ
く
な
っ
て
い
る
。
陝
西
省
富
平
か
ら
出
土
し
た
唐
時
代
の
山
水
図
屏
風
に
縁
取
り
が

あ
る
か
ら
、
そ
の
山
水
図
の
局
部
性
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
明
清
時
代
に
入
る
と
、
屏
風
に
縁

                                        

         

 

②

李
文
信
『
遼
陽
発
見
的
三
座
壁
画
古
墓
』『
文
物
参
考
資
料
』1955

年5

期
。  

③

内
蒙
古
自
治
区
博
物
館
文
物
工
作
隊
『
和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
、1978

年
。  

④

諸
城
縣
博
物
館
任
日
新
「
山
東
諸
城
漢
墓
画
像
石
」『
文
物
』1981

年10

期
。  

⑤

『
文
物
参
考
資
料
』1955
年
３
期
封
三
図
版
。  
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取
り
が
消
え
て
い
る
か
ら
、
そ
の
大
画
面
の
山
水
表
現
が
広
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

縁
取
り
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
画
面
へ
の
志
向
は
い
っ
そ
う
容
易
に
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。そ
れ
と
無
縁
で
な
い
と
思
わ
れ
る
傾
向
に
、主
題
方
式
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
、
古
典
的
な
屏
風
画
に
み
た
よ
う
な
文
学
的
な
発
想
か
ら
の
脱
却
と
も
関
連
し
て
、
多

数
事
象
の
配
合
を
回
避
し
、
単
一
に
近
い
景
物
を
景
観
構
成
の
中
心
に
す
え
る
の
で
あ
る
①

。

即
ち
、
屏
風
一
帖
の
多
扇
全
画
面
あ
る
い
は
通
景
屏
風
式
が
、
そ
れ
自
体
一
個
の
大
画
面
と

し
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
扇
一
括
縁
取
り
の
大
画
面
が
成
立
し
た
背
景
に

は
、
接
扇
を
紙
・
絹
の
蝶
番
で
処
理
し
う
る
技
術
が
工
夫
さ
れ
た
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
多
扇
一
括
の
縁
取
り
が
、
紙
・
絹
の
蝶
番
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
新
し
い
事

態
は
、
前
後
し
て
従
来
か
ら
の
一
帖
単
位
の
呼
称
に
つ
い
て
も
変
更
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
。
多
曲
一
双
形
式
の
屏
風
絵
成
立
の
動
機
と
な
っ
た
も
の
が
、
紙
・
絹
本
地
に
よ
る
多
扇

分
一
括
縁
と
り
に
よ
る
大
画
面
の
誕
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
技
法
上
の
側
面
お
よ
び
構
図
上

の
側
面
と
あ
い
俟
っ
て
画
期
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

一
方
、
明
清
時
代
に
流
行
し
た
押
絵
貼
屏
風
と
掛
屏
は
、
多
曲
分
一
括
の
縁
取
り
構
造
か

ら
一
扇
ご
と
の
縁
取
り
に
よ
る
各
扇
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
パ
ネ
ル
の
如
き
体
裁
に
改
造
さ
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
由
来
は
、
押
絵
貼
屏
風
と
掛
屏
の
各
扇
の
画
題
の
不
同

と
考
え
ら
れ
る
。 

（
二
）
材
質
技
法 

戦
国
、
漢
時
代
で
は
、
玉
、
琉
璃
、
水
晶
、
石
、
雲
母
、
木
胎
漆
絵
な
ど
を
主
な
材
質
と

し
て
い
る
。
考
古
学
上
発
掘
さ
れ
た
も
の
か
ら
木
胎
漆
絵
屏
風
は
も
っ
と
も
多
い
。
ま
た
、

漢
時
代
の
画
像
石
、
画
像
磚
に
は
、
線
刻
の
衝
立
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
に
お

け
る
古
墳
壁
画
に
屏
風
の
様
子
も
あ
る
。
そ
し
て
、
木
枠
絹
面
屏
風
も
発
見
さ
れ
た
。 

魏
晋
南
北
朝
で
は
、
木
胎
漆
絵
、
石
線
刻
、
石
浮
彫
な
ど
の
屏
風
が
あ
る
。
壁
画
屏
風
は

多
く
な
っ
た
。

も
見
ら
れ
る
の
は
木
胎
髹
漆
（
黒
色
、
朱
色
）、
浮
彫
囲
屏
で
あ
り
、
時
代

の
特
徴
を
よ
く
持
っ
て
い
る
。 

隋
唐
時
代
に
か
け
て
、
屏
風
の
材
質
は
多
く
な
る
。
絹
帛
屏
風
、
紙
面
屏
風
、
金
屏
風
、

銀
平
脱
破
觚
八
角
花
鳥
屏
風
な
ど
の
新
し
い
屏
風
が
登
場
し
た
。
前
代
に
流
行
し
て
い
る
材

                                        

         

 

①

日
本
屏
風
絵
の
縁
と
り
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
武
田
恒
夫
『
近
世
初
期
障
屏
画
の
研
究
』
序
章
と
第
一
章
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
す
る
。
例
え
ば
、
画
中
屏
風
絵
に
関
し
て
は
、
年
紀
の
明
ら
か
な
絵
巻

関
係
資
料
を
た
ど
る
限
り
、
時
代
を
追
っ
て
、
画
中
屏
風
絵
が
一
扇
縁
と
り
か
ら
二
扇
縁
と
り
へ
変
化
し
、

遂
に
、
現
行
の
六
扇
一
括
の
縁
と
り
に
至
っ
た
過
程
を
、
ほ
ぼ
的
確
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
。 

質
は
、
こ
の
時
代
に
ま
た
継
承
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
さ
れ
た
も
の
は
、
古
墳
壁
画
屏
風
が
広

く
応
用
さ
れ
て
い
る
。 

（
三
）
機
能 

墓
葬
壁
画
屏
風
と
伝
世
品
絵
画
中
の
屏
風
に
よ
っ
て
、
そ
の
調
度
品
と
し
て
の
機
能
が
わ

か
れ
る
。
漢
唐
時
代
に
は
、
居
室
・
墓
そ
う
に
屏
風
の
荘
厳
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
宋
時

代
以
来
、
屏
風
の
荘
厳
は
重
要
な
位
置
を
持
っ
て
い
る
。
大
体
、
庭
堂
の
真
中
に
は
屏
風
が

ほ
と
ん
ど
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
枕
屏
と
硯
屏
は
、
宋
時
代
か
ら
流
行
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
明
時
代
に
入
っ
て
、
前
代
よ
り
、
庭
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
屏
風
は
台
座
の
制

作
が
複
雑
に
な
っ
た
。
明
中
期
・
弘
治
年
間
の
刊
本
『
西
廂
記
』、
万
暦
年
間
の
刊
本
『
南
柯

夢
』
や
『
西
遊
記
』、
崇
禎
年
間
の
刊
本
『
金
瓶
梅
』
な
ど
の
挿
図
屏
風
か
ら
見
ら
れ
る
。
清

時
代
に
は
、
屏
風
の
種
類
や
数
量
が
前
代
よ
り
急
速
に
増
え
て
い
る
。
特
に
、
宮
廷
の
挿
屏

や
御
座
屏
風
②
（
宝
座
屏
風
と
も
い
う
、
一
般
的
に
、
三
、
五
扇
な
ど
の
単
数
で
あ
る
。）
が
、

そ
の
制
作
上
、
極
め
て
豪
華
精
美
で
あ
る
。 

実
生
活
で
屏
風
の
置
く
場
所
は
、
一
つ
は
坐
臥
席
の
後
ろ
或
い
は
後
、
左
、
右
三
面
に
屏

蔽
の
作
用
で
あ
り
、
一
つ
は
庁
堂
を
分
け
る
作
用
で
あ
る
。
唐
墓
壁
画
の
屏
風
図
の
構
図
は

完
全
に
現
実
生
活
の
形
式
を
模
倣
し
て
お
り
、
贅
沢
な
唐
墓
の
墓
室
は
磚
、
石
で
棺
床
を
設

け
、
生
前
の
臥
畳
を
象
徴
し
、
少
な
く
棺
床
の
側
面
に
実
物
の
よ
う
な
壷
門
が
彫
刻
さ
れ
、

屏
風
図
は
棺
床
の
後
壁
或
い
は
後
、
左
、
右
三
面
に
少
し
描
か
れ
て
い
る
。
陝
西
関
中
の
唐

墓
の
棺
床
は
墓
室
の
西
側
に
設
け
、
屏
風
図
は
基
本
的
に
西
壁
及
び
棺
床
上
の
南
北
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。
山
西
太
原
付
近
の
唐
墓
の
棺
床
は
墓
室
の
北
側
に
設
け
、
屏
風
図
は
北
壁
と

棺
床
上
の
東
西
両
壁
に
描
か
れ
て
い
る
。新
彊
阿
斯
塔
那
唐
墓
の
方
位
は
同
じ
で
は
な
い
が
、

屏
風
図
は
す
べ
て
墓
室
の
木
棺
の
後
壁
に
描
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
例
か
ら
唐
墓
屏
風
壁
画

は
主
に
「
臥
畳
之
後
或
之
周
」
の
屏
風
が
表
現
さ
れ
、
少
数
の
壁
画
墓
は
棺
床
の
相
対
壁
面

に
屏
風
図
が
現
わ
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
古
い
時
代
に
は
、
古
人
が
地
面
に
坐
っ
て
、
そ
の
几
、
卓
、
榻
な
ど
の
高
さ
が
低

い
と
い
う
風
俗
か
ら
、
座
屏
、
臥
屏
な
ど
の
衝
立
・
屏
風
の
高
さ
も
低
い
も
の
も
多
い
の
で

                                        

         

 

②

乗
輿
幄
坐
張
画
屏
風
は
御
殿
座
屏
と
同
じ
意
味
も
示
さ
れ
、『
漢
書
』（
巻
一
〇
〇
下
「
列
伝
」
第
七
十
下
）

に
「
時
乗
輿
幄
坐
張
画
屏
風
」
と
あ
る
。『
欽
定
続
文
献
通
考
』
巻
九
八
「
王
礼
考
」、『
清
史
稿
』
巻
一
〇
二

「
志
」
第
七
七
に
金
輅
・
乗
輿
な
ど
の
制
度
は
紅
髹
三
山
金
龍
屏
風
、
紅
髹
五
山
金
龍
屏
風
な
ど
も
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
漢
代
以
降
、
乗
輿
幄
坐
張
画
屏
風
と
い
う
習
慣
が
明
清
時
代
に
至
る
ま
で
、
連
綿
さ
れ
て

い
る
。 
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あ
る
。
こ
れ
ら
の
屏
風
は
後
述
す
る
大
屏
風
よ
り
古
人
の
居
室
生
活
と
極
め
て
密
接
な
の
で

あ
る
。
同
時
に
、
人
身
の
高
さ
と
ほ
ぼ
同
じ
の
高
い
屏
風
（「
掩
障
」
と
も
い
う
）
も
存
在
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
の
屏
風
が
後
代
に
大
流
行
し
、
殿
堂
、
庁
舎
、
寺
院
な
ど
の

調
度
品
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
画
中
画
屏
風
に
よ
っ
て
、
古
人
の
居
室
の
調
度
習
俗
と
文
人
の
居
舎
文
化
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
①

。
中
国
文
人
は
、
山
林
的
閑
居
の
外
部
環
境
を
追
及
し
な
が
ら
、
斎
閣
の

内
部
調
度
と
装
飾
の
清
韻
脱
俗
的
、
幽
致
閑
静
的
雰
囲
気
も
寄
託
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
は
る

か
唐
・
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
に
「
閑
居
受
用
」
と
あ
る
か
ら
、
当
時
、
文
人
居
斎
の
精

緻
脱
俗
的
調
度
が
高
度
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
唐
以
降
、
宋
時
代
を
経
て
、

明
清
時
代
に
至
る
ま
で
、
中
国
室
内
の
装
飾
芸
術
が
成
熟
的
境
地
に
達
し
た
。
明
・
文
震
亨

『
長
物
志
』
に
「
韻
士
所
居
、
入
門
便
有
一
種
高
雅
絶
俗
之
趣
」
と
い
う
。
ま
た
、
明
・
高

濂
『
燕
閒
清
賞
箋
』
や
、
明
末
清
初
・
李
漁
『
一
家
言
』
な
ど
の
室
内
装
飾
に
関
す
る
専
著

が
あ
っ
た
。
文
震
亨
は
文
人
斎
閣
の
理
想
的
な
家
具
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
よ
う
に
論
述
し

て
い
る
。「
古
人
製
几
・
榻
、
雖
長
短
広
狭
不
斉
、
置
之
斎
室
、
必
古
雅
可
愛
。
又
坐
臥
依
慿
、

無
不
便
適
、
燕
銜
之
暇
、
以
之
展
経
史
、
閲
書
画
、
陳
鼎
彝
、
羅
肴
核
、
施
枕
簟
、
何
施
不

可
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
家
具
の
品
性
は
「
坐
臥
依
慿
、
無
不
便
適
」
と
い
う
実
用

性
と
「
古
雅
可
愛
」
の
芸
術
性
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
、「
安
設
得
所
」
の

調
度
と
装
飾
芸
術
も
強
調
す
る
。
中
で
も
、
屏
風
の
適
切
的
な
調
度
は
重
要
な
一
部
分
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
墓
葬
壁
画
と
伝
世
品
絵
画
の
中
に
屏
風
と
衝
立
の
調
度
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
宋
・
趙
伯
驌
「
風
簷
展
巻
」（
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
に
は
、
一
点
の
大
型
山

水
図
屏
風
と
一
点
の
山
水
図
枕
屏
が
立
っ
て
い
る
②

。
大
体
、
北
宋
時
代
以
降
、
起
居
方
式

が
席
地
坐
か
ら
床
・
椅
子
な
ど
の
坐
具
に
変
わ
っ
て
、
屏
風
の
形
式
も
小
型
か
ら
大
型
へ
変

遷
す
る
③

。 
 

二
．
画
題
の
系
譜
と
変
遷 

                                        

         

 

①

趙
洪
宝
「
雅
趣
―
古
代
文
人
理
想
中
的
居
舎
文
化
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
３
５
（
第
十
二
巻
第
三
期
）、
六

六
～
八
七
頁
、
一
九
九
四
年
。 

②

趙
洪
宝
「
雅
趣
―
古
代
文
人
理
想
中
的
居
舎
文
化
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
３
５
（
第
十
二
巻
第
三
期
）、
挿

図
宋
・
趙
伯
驌
「
風
簷
展
巻
」（
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
七
〇
頁
、
一
九
九
四
年
。 

③

胡
文
彦
「
家
具
與
絵
画
―
中
国
家
具
文
化
之
五
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
８
８
（
第
十
六
巻
第
八
期
）
七
八

～
一
〇
七
頁
、
一
九
九
八
年
。 

以
下
、中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
画
題
に
つ
い
て
、前
述
し
た
五
つ
の
時
期
に
基
づ
い
て
、

唐
・
宋
・
明
清
と
い
う
三
つ
の
頂
点
に
お
け
る
状
況
を
、
人
物
画
、
花
鳥
画
、
山
水
画
と
い

う
主
題
ご
と
に
概
観
し
、
併
せ
て
画
家
た
ち
の
地
位
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。 

（
一
）
時
代
上
の
変
遷 

１
．
戦
国
、
漢
で
は
、
龍
文
、
雲
文
、
几
何
形
文
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
文
献
記
録
に

よ
っ
て
、
斧
文
、
列
女
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
素
面
の
屏
風
が
お
お
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
時

期
に
屏
風
画
の
画
題
は
非
常
に
簡
略
で
あ
る
。 

 
 
 
 

 

２
．
魏
晋
南
北
朝
に
入
っ
て
、
屏
風
の
画
題
は
多
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
忠
臣
、

聖
賢
、
逸
士
、
孝
子
、
列
女
な
ど
の
人
物
図
像
や
風
俗
図
な
ど
が
あ
り
、
山
水
画
の
初
期
様

子
も
見
ら
れ
る
。
先
代
に
流
行
し
た
画
題
は
続
い
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。 

３
．
隋
唐
時
代
に
か
け
て
、
仕
女
、
山
水
、
花
鳥
、
歴
史
故
事
、、
風
俗
、
書
道
な
ど
が
古

墳
壁
画
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
文
献
記
録
に
よ
っ
て
、
歴
史
故
事
、
人
物
、
古
物
、
書
道
な

ど
の
画
題
が
あ
る
。
初
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
、
仕
女
画
、
人
物
画
は
画
題
の
中
心
に
な
っ

て
い
る
。
中
唐
に
な
っ
て
、
樹
下
人
物
は
広
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
山
水
画
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
中
晩
唐
に
入
っ
て
、
花
鳥
図
は
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。 

（
二
）
画
題
の
系
譜 

ⅰ
．
斧
・
龍
文
・
流
水
文
図
案 

戦
国
、
漢
時
代
・
宋
以
来
の
座
屏
、
明
清
御
座
屏
風
な
ど
に
は
、
斧
・
龍
文
・
流
水
文
図

案
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。 

ⅱ
．
列
女
図
・
高
逸
図 

南
北
朝
、
唐
時
代
に
、
列
女
図
・
高
逸
図
が
屏
風
の
主
要
な
画
題
に
な
っ
た
。 

ⅲ
．
仕
女
人
物
図 

唐
時
代
に
仕
女
人
物
図
が
屏
風
の
主
要
な
画
題
と
し
て
、
墓
葬
壁
画
と
伝
世
品
絵
画
に
出

て
い
る
。 

ⅳ
．
花
鳥
画 

唐
末
以
来
、
花
鳥
画
屏
風
が
登
場
す
る
。
五
代
・
宋
元
時
代
に
お
け
る
屏
風
画
に
は
、
花

鳥
図
も
重
要
な
画
題
に
な
っ
た
。
明
清
時
代
に
入
っ
て
、
花
鳥
図
屏
風
絵
は
山
水
図
屏
風
絵

と
と
も
に

も
重
要
な
二
種
類
の
屏
風
画
題
に
な
っ
て
い
る
。 

ⅴ
．
山
水
画 

魏
晋
南
北
時
代
か
ら
、
山
水
画
が
屏
風
の
装
飾
画
題
に
な
っ
て
、
唐
の
中
晩
期
に
真
核
な

山
水
図
屏
風
が
見
ら
れ
る
。
五
代
以
降
、
山
水
図
屏
風
絵
は
、
屏
風
絵
の
重
要
な
一
類
の
画
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題
と
し
て
い
る
。 

ⅵ
．
歴
史
故
事
・
風
俗
人
物
画 

南
北
朝
、
唐
時
代
か
ら
、
列
女
・
高
逸
・
老
人
な
ど
の
人
物
風
俗
画
が
屏
風
に
装
飾
し
、

明
・
清
時
代
か
ら
、
大
型
の
歴
史
故
事
・
風
俗
人
物
画
屏
風
が
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
漢
宮

春
苑
図
、
南
蛮
図
な
ど
の
画
題
が
広
が
り
出
現
し
た
。 

 

三
．
地
域
性
と
時
代
性
の
一
考
察 

戦
国-

漢
代
で
は
、
文
献
と
実
物
に
よ
っ
て
、
漆
屏
風
や
玉
屏
風
な
ど
の
獨
面
屏
風
を
中
心

と
し
て
表
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
壁
画
に
出
現
し
た
屏
風
の
共
通
特
徴
は
、
画
面
の
局
部

に
個
別
人
物
の
背
景
家
具
と
し
て
、
占
有
面
積
が
少
な
い
の
で
、
屏
風
の
上
に
図
案
が
あ
る

か
ど
う
か
は
表
現
さ
れ
て
な
か
っ
た
。
屏
風
の
形
式
は
曲
が
っ
て
坐
榻
の
囲
屏
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
期
に
、
発
見
さ
れ
た
屏
風
の
地
域
は
広
く
な
っ
て
お
り
、
は
る
か

西
の
甘
粛
武
威
、
南
の
広
州
、
北
の
遼
寧
、
東
の
山
東
な
ど
の
地
方
で
あ
る
。 

魏
晋
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
漆
屏
風
が
ま
た
見
ら
れ
る
。
石
榻
囲
屏
は
新
し
い
形
式
と

し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
壁
画
墓
屏
風
図
像
は
前
期
に
比
べ
、
明
瞭
な
変
化
を

遂
げ
、
山
東
省
済
南
東
八
里
慾
の
北
朝
壁
画
墓
、
墓
室
北
壁
に
三
足
八
扇
連
屏
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
中
の
四
扇
屏
風
に
各
々
一
人
物
像
を
現
わ
し
、
寛
袍
大
袖
を
身
に
ま
と
い
裸
胸

に
素
足
で
樹
下
の
席
に
座
し
て
い
る
①

。
ま
た
、
山
東
省
匝
誑
県
の
海
浮
山
北
斉
崔
芬
壁
画

墓
に
お
い
て
も
同
様
の
八
枚
連
屏
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
各
枚
屏
風
に
は
山
石
樹
木
を
背
景

と
し
た
人
物
像
が
描
か
れ
て
い
る
②

。
二
壁
画
墓
の
同
屏
風
図
は
ど
ち
ら
も
壁
一
面
に
構
図

さ
れ
、
墓
室
の
主
体
と
な
り
、
屏
風
中
の
画
面
で
あ
ら
か
じ
め
表
現
さ
れ
て
い
る
。
漢
墓
壁

画
で
人
物
の
背
景
と
し
て
屏
風
画
像
は
こ
の
時
期
拡
大
さ
れ
、
主
体
背
景
に
な
っ
て
き
た
。

例
え
ば
、
太
原
南
郊
金
勝
村
の
北
斉
壁
画
墓
北
壁
墓
主
像
の
背
後
に
幔
帳
を
描
き
、
そ
の
内

五
扇
は
素
屏
風
が
表
現
さ
れ
、
画
面
中
で

も
顕
著
な
位
置
を
し
め
て
い
る
③

。
こ
の
時
期

に
、
屏
風
絵
の
発
見
地
は
黄
河
流
域
の
陝
西
、
山
西
、
河
南
、
山
東
な
ど
の
地
方
が
中
心
に

な
っ
て
い
る
。 

隋
唐
時
代
で
は
、
屏
風
絵
の
発
見
地
は
黄
河
流
域
の
陝
西
、
山
西
、
甘
粛
、
寧
夏
、
山
東

                                        

         

 

①

山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
『
済
南
市
東
八
里
窪
北
朝
壁
画
墓
』、『
文
物
』1989

年4

期
。 

②

『
中
国
美
術
全
集
・
絵
画
編12

・
墓
室
壁
画
』
図
版
五
七
～
五
九
、
文
物
出
版
社
、1989

年
。  

③

山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
管
会
：『
太
原
南
郊
北
斉
壁
画
墓
』、『
文
物
』1990

年12

期
。  

な
ど
の
地
方
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
西
安
と
太
原
地
方
が
も
っ
と
も
中
心
の
位
置
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
は
る
か
西
域
の
新
彊
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ
地
方
は
唐
墓
屏
風
画

の
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
唐
墓
壁
画
屏
風
は
上
記
の
三
地
区
に

集
中
し
て
い
る
（
地
図
Ⅲ
参
照
）。
画
題
上
は
山
水
、
花
鳥
、
人
物
、
歴
史
故
事
、
書
道
、
古

物
な
ど
が
広
く
応
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
現
在
ま
で
に
見
ら
れ
る
屏
風
画
は
、
い
ず
れ

も
大
き
い
多
曲
の
形
式
で
あ
る
。 

五
代
以
降
、
明
清
時
代
ま
で
、
墓
葬
屏
風
壁
画
が
衰
退
し
て
い
る
。
考
古
学
の
成
果
に
よ

る
と
、
屏
風
壁
画
墓
葬
が
中
原
・
華
北
な
ど
の
北
方
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
南
方

地
域
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
伝
世
品
の
屏
風
画
に
つ
い
て
は
、
花
鳥
図
、
山
水
図
な

ど
の
画
題
上
と
構
図
表
現
上
の
地
域
性
と
時
代
性
も
存
在
し
て
い
る
。 

屏
風
絵
と
墓
室
空
間
と
の
関
係
か
ら
み
る
と
、
一
般
的
に
、
棺
床
の
相
隣
の
壁
面
に
屏
風

画
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
屏
風
が
墓
主
人
棺
床
の
附
属
物
と
し
て
、
主
人
の
存
在
を

象
徴
し
、
さ
ら
に
、
生
前
の
現
実
生
活
の
場
面
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
疆
ト
ル

フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ー
ナ
唐
墓
群
の
三
屏
風
壁
画
は
す
べ
て
墓
室
後
壁
に
あ
り
、
山
西
省
太
原

市
唐
墓
墓
室
北
壁
を
中
心
に
東
・
西
に
伸
び
て
、
つ
ま
り
、
長
安
を
中
心
に
し
た
地
域
で
は

墓
室
西
壁
に
集
中
し
て
い
た
の
に
対
し
、
長
安
か
ら
離
れ
た
地
の
屏
風
壁
画
は
墓
室
後
壁
に

あ
り
、
石
棺
は
そ
の
手
前
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
傾
向
は
地
域
性
と
し
て
解
釈
す
べ
き
側

面
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

四
．
構
図
と
表
現 

こ
こ
で
、
画
中
画
屏
風
絵
だ
け
を
通
じ
て
、
絵
画
空
間
に
展
開
す
る
二
重
的
空
間
の
構
築

を
屏
風
絵
の
画
面
構
図
と
空
間
表
現
な
ど
か
ら
試
論
す
る
。 

（
一
）．
画
中
屏
風
絵
の
史
的
考
察 

１
．
中
国 

ま
ず
、
各
時
代
に
お
け
る
格
別
的
な
作
例
を
挙
げ
て
い
く
。 

前
漢
・
西
安
楽
遊
原
壁
画
墓
屏
風
（
二
曲
山
水
図
？
） 

漢
代
・
画
像
石
図
像 

東
晋
・
顧
愷
之
「
列
女
仁
智
図
巻
」
衛
霊
公
夫
婦 

南
朝
宋
・
陸
探
微
「
帰
去
来
辞
図
巻
」
山
水
図
屏
風
？ 

北
斉
・
□
道
貴
墓
壁
画
墨
線
描
山
水
図
屏
風
（
九
曲
一
隻
） 

隋
代
・
徐
敏
行
墓
壁
画
山
水
図
屏
風
（
六
曲
一
隻
） 
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唐
代
・
閻
立
本
「
孝
経
図
」
画
中
山
水
図
衝
立 

唐
代
・
周
景
元
「
麟
趾
図
巻
」
流
水
文
屏
風 

五
代
・
王
斉
翰
「
勘
書
図
」 

五
代
・
周
文
矩
「
重
屏
会
棋
図
」 

南
宋
・
牟
益
「
擣
衣
図
巻
」
一
二
四
〇
年 

紙
本
白
描 

台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵 

宋
人
・「
人
物
図
」 

宋
人
「
倣
唐
人
十
八
学
士
図
」 

元
・「
張
雨
題
倪
瓉
画
像
巻
」 

明
・
唐
寅
「
李
端
端
図
」 

明
・
唐
寅
「
倣
宋
人
物
図
」 

明
・
杜
菫
「
玩
古
図
」
絹
本
着
色
、126.1
×187.0cm

、
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵 

明
・
仇
英
「
人
物
故
事
図
冊
」 

清
・
姚
文
瀚
「
弘
暦
鑑
古
図
」 

清
・
黎
明
「
倣
金
廷
標
孝
経
図
」
冊
頁 

清
・
禹
之
鼎
「
人
物
肖
像
図
」 

以
上
に
挙
げ
た
諸
例
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
属
す
る
数
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
、
と
く
に

五
代
・
宋
元
時
代
の
作
品
を
比
較
し
、
参
考
と
す
る
の
に
適
し
た
作
品
数
点
を
取
り
上
げ
て

み
る
。
い
ず
れ
も
画
中
山
水
図
の
、
す
で
に
遠
近
法
が
、
完
全
に
浸
透
し
た
宋
元
時
代
の
作

品
で
あ
る
。
画
中
の
屏
風
山
水
図
は
、
ま
さ
に
遠
近
法
の
理
念
を
体
現
す
る
こ
と
を
意
図
し

た
と
信
じ
さ
せ
る
ほ
ど
に
典
型
的
な
、
遠
近
法
絵
画
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
代
表
的
な
作
品
に

は
、
そ
の
画
中
屏
風
絵
の
豪
華
さ
や
深
邃
感
に
眼
を
奪
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
画
中
屏
風
絵
を

慎
重
に
用
い
る
は
全
体
的
な
画
面
の
諧
調
を
丹
念
に
重
ね
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
か
で

も
特
筆
す
べ
き
は
、
五
代
・
王
斉
翰
「
勘
書
図
」
で
あ
り
、
ほ
か
に
宋
人
・「
人
物
図
」、
元
・

「
張
雨
題
倪
瓉
画
像
巻
」、
そ
し
て
明
・「
李
端
端
図
」、
黎
明
「
倣
金
廷
標
孝
経
図
」
な
ど
で

あ
る
。
表
現
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
に
は
画
面
の
前
方
に
納
ま
る
の
で
は
な
く
、
奥
に
浮
き
上
が

っ
て
く
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
近
景
の
人
物
図
と
遠
景
の
画
中
山

水
図
と
い
う
質
感
の
異
な
る
表
現
を
重
ね
、
画
面
の
天
空
の
広
が
り
に
変
え
て
い
る
。
画
面

空
間
は
人
物
の
動
勢
と
画
中
山
水
図
屏
風
絵
の
静
謐
に
応
じ
て
、
画
中
景
物
の
表
現
に
も
主

次
本
末
の
変
化
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
鑑
賞
者
さ
え
包
み
込
む
画
面
空
間
は
、
そ
の
絵
画
芸

術
の
基
調
で
あ
る
明
る
さ
、
自
由
的
な
お
お
ら
か
さ
に
満
ち
て
い
る
。
例
え
ば
、
鮮
や
か
な

色
彩
、
強
く
明
快
な
意
匠
と
そ
の
構
成
、
意
匠
の
施
さ
れ
る
部
分
と
余
白
と
の
均
衡
な
ど
、

「
李
端
端
図
」
な
ど
の
作
品
に
通
じ
る
要
素
が
多
分
に
見
出
せ
る
。 

「
李
端
端
図
」
に
よ
っ
て
、
必
要
な
景
物
の
み
が
要
所
に
配
置
さ
れ
た
余
白
の
多
い
画
面

に
は
、
画
家
の
心
象
風
景
と
も
い
う
べ
き
想
像
の
産
物
で
あ
る
山
水
図
屏
風
が
合
理
的
に
配

置
し
、
そ
し
て
巧
み
な
墨
法
と
色
彩
の
使
用
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
夢
の
よ
う
な
、
詩
的
情

趣
豊
か
な
世
界
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。画
面
を
強
い
山
水
図
屏
風
で
縦
に
大
胆
に
分
割
し
、

人
物
と
後
方
の
世
界
を
分
け
る
。こ
の
よ
う
な
画
面
の
分
割
は
、意
匠
図
案
と
非
常
に
近
い
。

こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
二
次
元
平
面
上
の
均
衡
に
よ
っ
て
緊
密
に
繋
が
り
、
画
面
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
る
。
画
中
屏
風
の
画
面
は
画
面
全
体
の
奥
に
向
う
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
空
間

の
秩
序
と
は
微
妙
な
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
構
図
表
現
は
、
奥
行
の
深

い
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
が
指
向
さ
れ
、
画
域
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
二
次
元
平
面
上
の

均
衡
に
基
づ
く
画
面
構
成
と
三
次
元
的
な
空
間
の
幻
影
が
巧
み
に
融
合
し
て
い
る
。「
李
端
端

図
」
で
は
、
作
者
の
自
由
的
な
お
お
ら
か
さ
に
代
わ
っ
て
、
知
的
な
醒
め
た
造
形
感
覚
が
感

じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
画
面
の
空
間
構
成
は
当
時
の
絵
画
芸
術
の
一
つ
の
頂
点
を
示
し
て

い
る
。 

宋
人
・「
人
物
図
」
の
屏
風
山
水
図
に
は
、
中
国
山
水
画
の
基
本
構
図
の
一
つ
と
な
る
一
水

両
岸
構
図
を
採
り
、
向
か
っ
て
右
に
此
岸
、
間
に
水
面
、
左
に
彼
岸
を
配
し
て
、
此
岸
に
大

樹
、
彼
岸
に
主
山
を
置
く
点
で
、
前
時
期
の
曲
陽
五
代
王
処
直
墓
前
室
北
壁
「
山
水
図
壁
画
」

や
、
同
時
期
あ
る
い
は
北
宋
末
南
宋
初
の
「
岷
山
晴
雪
図
」
（
絹
本
墨
画
淡
彩
、115.1

×

100.7cm

、
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
に
通
じ
る
。 

こ
れ
ら
の
画
中
山
水
図
で
は
、
そ
の
着
色
・
水
墨
を
問
わ
な
い
、
向
か
っ
て
右
方
の
崖
に

さ
え
ぎ
ら
れ
て
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
と
左
方
の
遠
山
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
空
間
と
い
う
平
遠

（
深
遠
・
高
遠
・
平
遠
と
い
う
三
遠
）
を
総
合
す
る
構
築
的
な
空
間
構
成
で
あ
り
、
前
景
か

ら
中
景
・
後
景
へ
と
し
て
奥
行
を
表
現
す
る
透
視
遠
近
法
的
な
合
理
的
な
空
間
処
理
で
あ
る
。

こ
う
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
を
前
後
に
幾
重
に
も
重
ね
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
遠
近
感
、

奥
行
き
感
を
各
所
で
適
切
、
効
果
的
に
付
与
し
て
い
る
。
画
面
全
体
の
空
間
を
広
々
と
設
定

し
、
画
巻
の
寓
意
を
演
出
す
る
な
ど
、
そ
の
合
理
的
か
つ
変
化
に
富
ん
だ
空
間
設
計
の
た
く

み
さ
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
、
宋
元
時
期
の
山
水
画
の
も
っ
と
も
重
要
な
造
形
的
目
標
の
一
つ

で
あ
る
①

。 

山
水
図
の
中
景
を
集
中
さ
せ
て
重
心
を
寄
せ
、
画
面
に
は
全
体
的
に
平
遠
的
な
広
が
り
と

                                        

         

 

①

資
料
８
の
方
聞
氏
の
論
述
を
参
照
す
る
。 
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奥
行
を
も
た
せ
て
い
る
。
こ
う
い
う
人
物
画
の
特
長
は
、
宋
人
・「
人
物
図
」、「
李
端
端
図
」

な
ど
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
そ
の
表
さ
れ
た
空
間
は
、
幾
何
学
的
規
則
に
基
づ
く
合
理

的
な
空
間
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
整
然
と
し
た
静
謐
さ
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
い
る
。
画
面
全
体
の
基
本
と
な
る
絵
画
空
間
の
簡
潔
に
喚
起
す
る
美
的
効
果
と
画
中

屏
風
山
水
図
の
遠
近
・
奥
行
な
ど
の
空
間
表
現
の
精
緻
さ
と
を
両
方
追
求
し
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。 

肖
像
性
の
強
い
作
品
を
主
と
す
る
た
め
、
概
し
て
簡
略
的
背
景
な
い
し
無
背
景
で
空
間
性

に
乏
し
い
の
に
対
し
て
、
宋
人
・「
人
物
図
」、
元
・「
張
雨
題
倪
瓉
画
像
巻
」、
明
・「
李
端
端

図
」、
清
・
禹
之
鼎
「
人
物
肖
像
図
」
な
ど
と
と
も
に
、
五
代
以
来
の
画
中
山
水
図
屏
風
の
伝

統
と
し
て
の
自
立
性
あ
る
い
は
そ
れ
に
根
ざ
し
た
構
築
的
な
画
面
構
成
や
空
間
表
現
を
示
し

つ
つ
、
前
景
の
人
物
か
ら
中
・
後
景
の
屏
風
山
水
へ
の
奥
行
を
重
視
し
て
お
り
、
五
代
・
北

宋
以
来
の
山
水
人
物
画
的
な
大
き
な
潮
流
が
こ
の
よ
う
な
手
法
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。 

明
代
の
画
中
屏
風
山
水
画
は
、
宋
代
と
く
に
南
宋
の
画
院
、
李
唐
や
馬
遠
・
夏
珪
様
式
を

踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。
戴
進
は
そ
の
山
水
画
家
の
代
表
者
で
あ
る
。
構
図
的
に
は
、
人
物

を
描
く
前
景
と
、
中
景
の
道
や
林
や
峰
、
遠
景
に
は
小
さ
く
淡
い
楼
閣
な
ど
と
整
理
さ
れ
、

客
席
か
ら
舞
台
を
見
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。 

以
上
、
若
干
の
現
存
作
例
を
検
討
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
長
い
時
代
の
絵
画
作
品
に

は
絵
画
空
間
様
式
に
伴
い
変
化
す
る
筆
法
・
モ
チ
ー
フ
・
構
図
な
ど
様
々
な
表
現
に
対
す
る

関
心
の
低
さ
が
大
き
な
傾
向
と
し
て
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
比
較
す
れ

ば
、
中
国
宋
元
時
代
の
画
中
画
に
は
統
一
的
視
点
か
ら
二
重
空
間
の
諸
相
を
各
画
面
で
描
き

分
け
る
意
図
を
は
っ
き
り
と
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
画
中
画
屏
風
は
同
時
代
の
他
の
絵
画

作
品
と
異
な
り
、
二
重
的
絵
画
の
空
間
表
現
に
対
し
て
明
確
な
意
識
を
も
つ
と
理
解
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
約
十
世
紀
に
花
開
い
た
画
中
画
に
そ
の
ル
ー
ツ
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
人
物
図
に
描

か
れ
た
画
中
屏
風
絵
の
図
様
は
、
五
代
か
ら
明
清
時
代
に
至
る
ま
で
、
い
つ
く
か
の
伝
世
品

の
中
に
み
ら
れ
る
が
、
考
古
学
上
の
新
た
成
果
と
伝
世
品
絵
画
と
の
結
合
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
は
る
か
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ
の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、
西
安
か

ら
発
見
さ
れ
た
前
漢
時
代
の
墓
葬
壁
画
中
に
も
二
曲
屏
風
が
描
か
れ
て
い
て
、
全
体
屏
面
の

画
題
が
見
え
な
い
で
あ
る
が
、
正
面
の
一
扇
の
右
上
角
に
墨
線
の
三
角
形
の
小
山
と
い
う
も

の
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
画
中
屏
風
絵
の
源
は
、
さ
ら
に
、
漢
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て
、
東
晋
・
顧
愷
之
「
列
女
仁
智
図

巻
」
の
衛
霊
公
の
山
水
図
座
屏
や
南
朝
宋
・
陸
探
微
「
帰
去
来
辞
図
巻
」
山
水
図
屏
風
（
？
）、

北
斉
・
□
道
貴
墓
壁
画
墨
線
描
山
水
図
屏
風
（
九
曲
一
隻
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
更
に
、

隋
・
徐
敏
行
墓
壁
画
山
水
図
屏
風
（
六
曲
一
隻
）
や
唐
・
閻
立
本
「
孝
経
図
」
の
画
中
山
水

図
衝
立
、
唐
・
周
景
元
「
麟
趾
図
巻
」
の
画
中
流
水
文
屏
風
（
た
だ
、
唐
時
代
の
墓
葬
壁
画

屏
風
絵
が
盛
行
さ
れ
て
い
る
が
、
画
中
画
屏
風
絵
と
い
う
も
の
は
、
ま
た
、
発
見
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
次
の
五
代
か
ら
画
中
画
と
し
て
い
る
屏
風
絵
が
流

行
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。 

次
に
朝
鮮
半
島
と
日
本
と
の
画
中
屏
風
の
空
間
表
現
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
現
存
作
品

を
通
覧
す
る
な
ら
、
こ
の
地
域
に
は
画
中
深
遠
的
山
水
図
の
空
間
表
現
を
意
図
す
る
伝
統
的

表
現
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

２
．
朝
鮮 

前
述
し
た
第
八
章
の
「
朝
鮮
」
部
分
を
参
照
す
る
。 

３
．
日
本 

前
述
し
た
第
八
章
の
「
日
本
」
部
分
を
参
照
す
る
。 

（
二
）．
画
中
屏
風
絵
の
画
題
と
技
法
① 

１
．
画
題 

①
山
水 

②
花
鳥 

２
．
技
法 

①
水
墨
と
淡
彩 

②
着
色 

③
線
刻 

（
三
）．
構
図
表
現
の
手
段
と
意
匠 

１
．
三
次
元
的
立
体
空
間
の
構
造
と
二
重
的
画
面
空
間
の
再
構
築 

絵
画
空
間
に
展
開
す
る
二
重
空
間
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
絵
画
史
上
の
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
こ
の
絵
画
性
の
問
題
は
、
即
ち
、
本
図
の
構
図
表
現
と
画
中
画
屏
風
絵
と
の
微
妙
な
空

間
関
係
と
考
え
て
い
る
。
以
下
、
時
代
順
に
画
中
画
屏
風
絵
を
通
し
て
、
中
国
に
お
け
る
画

中
屏
風
画
の
二
重
空
間
表
現
に
つ
い
て
、
東
ア
ジ
ア
画
中
画
（
絵
の
な
か
の
絵
）
を
含
め
て

                                        

         

 

①

こ
の
部
分
は
終
章
の
前
部
文
に
述
べ
た
。
こ
こ
に
、
こ
れ
を
省
略
す
る
。 
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検
証
す
る
。 

中
国
絵
画
史
に
お
い
て
、
各
時
代
に
お
け
る
図
像
と
様
式
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。

画
家
達
は
世
に
登
場
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
要
請
を
受
け
て
独
自
の
芸
術
を
開
花
さ
せ
た
。

現
在
に
は
、
数
点
の
個
性
豊
か
な
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
絵
画
観
や
絵
画
空
間
に

関
す
る
理
解
も
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
国
五
代
以
降
の
画
中
画
屏
風

に
関
す
る
代
表
作
品
を
通
し
て
、
絵
画
の
空
間
構
成
に
お
け
る
表
現
の
多
様
性
と
二
重
空
間

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
①

。 

屏
風
は
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
よ
り
発
生
さ
れ
、
二
千
余
年
、
中
国
の
文
化
と
、
永
い
歳
月

に
洗
練
さ
れ
、
装
飾
と
実
用
を
兼
ね
備
え
た
調
度
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
き
た
。
風
よ
け
、
目

隠
し
、
間
仕
切
り
な
ど
多
様
な
機
能
を
備
え
る
ば
か
り
か
、
美
術
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
、
数
多
く

の
名
画
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

五
代
か
ら
宋
時
代
に
か
け
て
絵
画
の
画
面
空
間
は
多
様
な
展
開
を
見
せ
る
。
な
か
で
も
注

目
さ
れ
る
の
は
画
中
画
の
成
立
で
あ
る
。
特
に
、
五
代
・
宋
時
代
に
お
け
る
画
中
屏
風
絵
は
、

そ
の
絵
画
の
空
間
構
成
と
造
形
理
念
を
共
有
し
つ
つ
、
次
代
の
元
・「
張
雨
題
倪
瓉
画
像
巻
」

な
ど
に
つ
な
が
る
表
現
を
持
ち
、
人
物
画
の
背
景
と
し
て
山
水
図
屏
風
を
配
す
る
こ
と
を
概

念
化
し
て
捉
え
る
点
で
、
は
る
か
明
・
清
時
代
の
人
物
画
に
ま
で
通
じ
る
手
法
を
採
る
。
五

代
・
周
文
矩
・
王
斉
翰
以
来
の
画
家
達
は
、
そ
の
人
物
画
と
画
中
屏
風
絵
の
造
形
素
材
・
表

現
素
材
と
空
間
構
成
・
山
水
表
現
に
つ
い
て
、
深
い
造
形
的
思
索
を
重
ね
つ
つ
、
い
く
つ
も

の
名
作
を
創
造
し
た
。 

 

一
口
に
画
中
画
と
言
っ
て
も
そ
の
画
面
構
成
は
多
様
で
、
い
わ
ゆ
る
山
水
・
花
鳥
図
な
ど

を
屏
面
に
描
き
、
本
画
面
と
画
中
屏
面
と
の
相
違
を
巧
み
に
用
い
て
、
各
景
物
の
位
置
を
適

切
に
経
営
し
、
重
層
的
な
厚
み
の
あ
る
空
間
を
演
出
す
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
作
者
は

                                        

         

 

①

絵
画
空
間
と
画
中
画
と
の
論
述
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
専
論
を
参
照
す
る
。
佐
藤
康
邦
「
絵
画
空
間
の
哲
学

―
思
想
史
の
な
か
の
遠
近
法
」
新
装
版
、
東
京
・
三
元
社
、
一
九
九
七
年
；
河
野
道
房
「
中
国
絵
画
の
空
間

表
現
―
大
観
的
山
水
画
の
虚
と
実
と
―
」『
芸
術
の
理
論
と
歴
史
』
所
収 

思
文
閣
出
版
（
単
行
本
、 1990 

）；

小
山
清
男
『
絵
画
空
間
の
図
学
―
秘
め
ら
れ
た
画
面
構
造
』
東
京
・
美
術
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
；
ウ
ー
・

ホ
ン
著
、
中
野
美
代
子
、
中
島
健 

訳 

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天 

中
国
重
屏
図
（
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
）

の
た
く
ら
み
』
青
土
社 

二
〇
〇
四
年
；
王
耀
庭
「
画
中
有
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
創
刊
号
（
第
一
巻
第

一
期
）、
一
九
八
三
年
、
一
二
一
～
一
二
五
頁
；
李
慧
淑
「
小
景
画
與
花
鳥
点
景
山
水
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』

一
七
（
第
二
巻
第
五
期
）
四
二
～
五
二
頁
、
一
九
八
四
年
。 

溢
れ
る
生
命
感
、明
晰
な
知
性
、深
い
情
趣
を
絵
画
表
現
に
託
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
芸
術
性
の
示
唆
は
、
絵
画
空
間
の
在
り
方
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
人
物
画
中
の
山
水
図
屏
風
を
配
置
す
る
こ
と
が
、
屏
風
山
水
図
の
奥
行
を
表
現

す
る
だ
け
な
く
、
人
物
画
の
全
画
面
の
見
事
な
奥
行
表
現
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
の
絵
画
空
間
は
、
そ
の
画
面
上
の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
安
定
感
を
形
成
し
、
絵
画
の
平
面

性
を
意
識
し
つ
つ
も
、
画
面
の
奥
へ
の
広
が
り
と
鑑
賞
者
の
視
線
を
誘
う
。
こ
う
い
う
絵
画

芸
術
の
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

因
み
に
、
画
中
の
画
は
そ
の
形
式
上
多
く
存
在
し
て
い
る
。
あ
る
と
き
は
壁
絵
②

と
、
あ

る
と
き
は
掛
幅
③

と
、
あ
る
と
き
は
衝
立
・
屏
風
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
、

現
存
し
て
い
る
作
品
を
通
覧
す
る
と
、
衝
立
・
屏
風
と
い
う
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の

は

も
多
い
し
、
そ
の
二
重
空
間
の
絵
画
表
現
も
よ
く
見
ら
れ
る
。 

つ
ま
り
、
絵
画
と
は
単
に
物
の
形
を
写
す
の
で
は
な
く
、
美
意
識
を
表
現
す
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
豪
華
な
装
飾
性
が
要
求
さ
れ
る
画
中
屏
風
絵
の
空
間
表
現
は
形
式

趣
向
上
の
美
意
識
だ
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
画
中
屏
風
絵
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
画

面
構
成
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
絵
画
空
間
の
奥
行
き
が
既

に
自
明
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う
な
画
面
の
奥
行
空
間
か
ら
逃
げ

れ
よ
う
と
す
る
画
中
山
水
図
が
見
出
せ
る
。
作
者
は
点
・
線
・
面
・
色
彩
を
も
っ
て
二
次
元

の
平
面
に
一
視
覚
世
界
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
芸
術
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
い
つ
も
三

次
元
的
な
立
体
の
絵
画
世
界
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
視
覚
的
経
験
の
報
告
と
い
う
使
命
を
負

わ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
画
中
画
屏
風
絵
が
山
水
図
の
奥
行
表
現
あ
る
い
は
遠
近
法

と
し
て
讃
え
ら
れ
る
場
合
、
も
と
よ
り
こ
の
三
次
元
的
立
体
感
を
二
次
元
的
平
面
と
い
う
意

匠
構
成
に
移
し
変
え
る
だ
け
の
機
械
的
な
技
術
を
超
え
る
何
物
か
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
た
し
か
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
画
家
は
深
遠
な

精
神
的
内
容
を
伝
え
る
の
に
常
に
事
物
の
表
面
に
と
ど
ま
っ
て
仕
事
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
以
上
に
、
絵
画
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
に
相
違
な
い
。 

                                        

         

 

②

顧
愷
之
「
洛
神
賦
図
巻
」（
ア
メ
リ
カ
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
）
巻
末
の
部
分
に
は
竜
船
の
前
部
に
溌
墨
風

格
の
山
水
図
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
形
式
は
壁
画
か
衝
立
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う
画
風
は
魏
晋
時

代
の
も
の
と
違
う
と
思
わ
れ
る
。 

③

宋
元
時
代
の
墓
葬
壁
画
と
部
分
の
伝
世
品
絵
画
中
、
こ
う
い
う
掛
幅
式
の
画
中
画
も
見
ら
れ
る
。
鑑
古
・
観

画
図
の
作
品
に
は
「
画
中
有
画
」
の
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
宋
人
「
十
八
学
士
図
」
に
は
山
水
人
物
図
の

掛
幅
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。 
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以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
多
く
の
画
中
画
屏
風
絵
画
像
が
視
覚
的
な
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し

て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
空
間
表
現
の
イ
メ
ー
ジ
に
注
目
す
べ
き
、
絵
画
性
的

画
面
構
成
に
お
け
る
十
～
十
八
世
紀
の
東
洋
絵
画
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。 

２
．
画
中
屏
風
絵
の
二
重
的
空
間
の
構
築
の
系
譜
と
時
代
性 

五
代
か
ら
明
清
ま
で
の
画
中
画
屏
風
絵
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
伝
播
と
受
容

の
軌
跡
で
あ
る
か
と
い
う
絵
画
史
上
の
一
隅
な
い
し
絵
画
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
、
以
下

で
模
索
し
て
試
み
た
い
。 

ま
ず
、
明
・
杜
菫
「
玩
古
図
」
の
題
材
内
容
や
表
現
方
式
と
芸
術
的
伝
承
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
本
図
は
、
宋
・
元
院
画
の
構
図
様
式
を
綜
合
し
、
自
分
の
新
た
な
創
意
を
加
え
て
い

る
極
め
て
特
色
的
作
品
で
あ
る
。人
物
は
、右
上
角
か
ら
左
下
角
ま
で
の
対
角
線
に
配
置
し
、

重
畳
交
錯
が
な
く
、
構
図
と
主
題
が
明
ら
か
に
現
さ
れ
て
い
る
。
右
下
角
の
男
童
は
、
構
図

の
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
入
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
図
の
庭
園
場
面
に
は
芭
蕉
と
奇
石
を

配
し
、
曲
欄
を
環
繞
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
景
の
様
子
は
、
宋
人
「
消
夏
図
」
や
南

宋
人
「
折
檻
図
」、
明
代
の
仇
英
「
人
物
故
事
」
冊
、
唐
寅
「
陶
穀
贈
詩
図
」
な
ど
に
よ
く
み

ら
れ
る
。
本
論
の
論
旨
で
あ
る
屏
風
の
調
度
と
画
中
屏
風
絵
と
の
表
現
は
、
宋
人
「
十
八
学

士
図
」
や
「
消
夏
図
」
な
ど
の
文
人
生
活
題
材
の
一
類
作
品
か
ら
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
図

の
右
上
角
に
、
一
点
の
卓
と
二
人
の
侍
女
の
構
図
は
、
元
人
劉
貫
道
「
消
夏
図
」
か
ら
演
繹

さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
図
は
、
劉
貫
道
「
消
夏
図
」
の
画
中
屏
風
絵
と

似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
法
と
人
物
造
型
上
は
、
南
宋
院
画
の
細
膩
的
風
格
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
。
庭
園
人
物
の
布
置
や
大
型
屏
風
で
空
間
を
分
隔
す
る
構
図
法
が
、
十
五
・

十
六
世
紀
の
江
南
画
家
、
例
え
ば
唐
寅
や
仇
英
た
ち
の
作
品
に
き
わ
め
て
流
行
し
て
い
る
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
杜
菫
は
唐
寅
の
画
技
に
濃
密
な
影
響
を
与
え
た
。
唐
寅
の
「
陶
穀
贈
詩

図
」（
五
代
人
陶
穀
は
妓
女
秦
蒻
蘭
に
詩
文
を
贈
る
物
語
）
に
は
、
庭
園
布
置
の
相
似
を
除
い

て
、
人
物
・
芭
蕉
・
竹
子
・
樹
枝
の
画
法
や
屏
風
の
調
度
が
「
玩
古
図
」
と
雷
同
す
る
①

。 

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
先
述
し
た
画
中
屏
風
絵
に
関
す
る
諸
作
品
の
系
譜
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
周
文
矩
「
重
屏
会
棋
図
」
↓
宋
人
「
十
八
学
士
図
」・

「
消
夏
図
」
↓
元
・
劉
貫
道
「
消
夏
図
」
↓
明
・
杜
菫
「
玩
古
図
」
↓
唐
寅
「
陶
穀
贈
詩

図
」「
倣
唐
人
仕
女
図
」・
仇
英
「
人
物
故
事
図
冊
」（「
竹
庭
玩
古
図
」）
と
い
う
受
容
と
展
開

                                        

         

 

①

徐
文
琴
「
玩
物
思
古
―
由
杜
菫
「
玩
古
図
」
看
古
代
的
文
物
収
蔵
與
鑑
賞
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
０
４
（
第

九
巻
第
八
期
）
二
二
～
二
九
頁
、
一
九
九
一
年
。 

の
軌
跡
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
画
中
画
屏
風
絵
に
関
す
る
人
物
画
の
一
つ
系
譜
で
あ

る
。
も
う
一
つ
の
系
列
は
、
五
代
・
王
斉
翰
「
勘
書
図
」
↓
元
・「
張
雨
題
倪
瓉
画
像
巻
」
↓

明
・
唐
寅
「
李
端
端
図
」
↓
清
・
黎
明
「
倣
金
廷
標
孝
経
図
」
冊
頁
、
禹
之
鼎
「
人
物
肖
像

図
」、
姚
文
瀚
「
弘
暦
鑑
古
図
」
な
ど
で
あ
り
、
構
図
が
簡
潔
で
、
人
物
・
景
物
の
描
写
も
清

新
自
然
で
あ
る
。 

３
．
画
中
屏
風
絵
の
性
質 

以
上
の
よ
う
に
考
察
し
た
画
中
画
屏
風
絵
は
、
五
代
及
び
明
清
時
代
の
部
分
的
大
画
面
作

品
を
除
い
て
、
大
部
分
は
、
山
水
・
花
鳥
と
人
物
を
兼
ね
て
い
る
小
景
画
と
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

４
．
画
中
屏
風
絵
の
深
意
と
趣
向 

人
間
の
芸
術
的
発
露
は
そ
の
当
初
か
ら
そ
の
視
覚
空
間
―
目
に
み
え
る
空
間
へ
の
態
度
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
強
く
規
定
さ
れ
て
き
た
。
視
覚
空
間
へ
の
明
ら
か
な
関
係
を
あ
ら
わ

し
て
い
な
い
芸
術
は
存
在
し
な
い
。
芸
術
は
人
間
の
空
間
に
た
い
す
る
態
度
を
情
緒
の
領
域

へ
移
し
変
え
る
。
物
理
的
な
境
界
を
空
間
に
お
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
空
間
そ
の
も
の
は
無

限
で
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
。
空
間
は
暗
闇
と
無
限
の
な
か
に
消
失
す
る
。
人
間
に
は
時
間

感
覚
よ
り
前
に
空
間
感
覚
が
発
達
し
た
こ
と
或
い
は
優
先
性
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

視
覚
空
間
に
つ
い
て

初
に
観
察
さ
れ
る
こ
と
は
そ
れ
が
虚
空
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

あ
る
時
期
の
空
間
概
念
は
世
界
観
の
視
覚
的
な
投
影
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が

観
察
者
の
目
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
透
視
遠
近
法
と
い
う
技
法
に
よ
っ
て
明
瞭
に
描
か
れ
た

中
国
宋
元
明
清
時
代
の
山
水
画
や
西
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
絵
画
を
考
え
て
み
れ
ば
、
明
ら
か

で
あ
る
。
各
種
の
絵
画
の
空
間
構
成
法
或
い
は
空
間
表
現
は
歴
史
時
代
の
あ
け
ぼ
の
の
前
か

ら
起
こ
っ
た
人
間
の
認
識
態
度
に
お
け
る
大
き
な
変
革
の
結
果
で
あ
る
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
の
中
で
風
景
は
元
々
、
物
語
な
ど
の
背
景
で
し
か
な
い
。
神
話
や
聖

書
の
物
語
を
描
く
際
に
、舞
台
の
引
き
立
て
役
に
な
る
の
が
、も
っ
ぱ
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

風
景
が
や
が
て
独
立
し
た
主
題
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
十
七
世
紀
以
降
の
こ

と
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
物
語
か
ら
風
景
へ
」
と
題
し
て
、
西
洋
の
物
語
絵
画
に
見
ら
れ
る

風
景
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
独
立
し
、
展
開
し
て
い
く
姿
を
、
現
存
し
て
い
る
収
蔵
品
か
ら
見

ら
れ
る
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
西
洋
の
風
景
画
の
歴
史
の
流
れ
と
、
時
代
ご
と
の
多
様
な
趣
味

を
、
多
少
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

画
中
屏
風
絵
の
空
間
視
覚
に
つ
い
て
は
、
各
時
代
の
作
例
か
ら
対
照
的
と
言
え
る
ほ
ど
に

ま
で
、
相
互
で
著
し
く
異
な
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
が
、
一
つ
の
屏
風
絵
を
示
す
二
つ
の
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視
覚
効
果
に
、
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
立
体
の
視
覚
と
、

奥
行
空
間
の
視
覚
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
義
の
立
体
の
視
覚
と
い
う
の
は
、
画
中
の
物
体
と

し
て
の
屏
風
が
観
者
の
方
に
向
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
見
え
る
立
体
感
の
こ
と
で
あ
る
。他
方
、

奥
行
空
間
の
視
覚
で
は
、
画
中
屏
風
絵
の
山
水
画
面
よ
り
後
方
に
退
く
深
い
奥
行
空
間
に
対

象
物
が
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
表
現
の
た
め
に
と
ら
れ
る
主
要
な
手
段
は
、
ま

ず
、
空
気
の
濃
淡
的
要
素
に
よ
る
透
視
法
的
遠
近
構
成
と
個
々
の
形
体
の
輪
郭
線
を
越
え
て

画
面
全
体
に
広
が
る
明
暗
の
調
子
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
人
物
の
活
動
画
面
の
前
後
左
右
の

い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の
画
面
に
位
置
す
る
こ
と
で
画
面
の
奥
行
空
間
を
構
成
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
種
類
の
視
覚
効
果
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
と
い
う
事
実
も

指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
①

。 

視
点
を
思
い
き
り
後
方
に
移
動
し
、
つ
ま
り
、
引
き
を
よ
り
大
き
く
し
て
、
そ
れ
に
と
も

な
い
前
景
の
人
物
場
面
に
よ
り
屏
風
を
並
べ
る
だ
け
で
、
屏
風
画
は
広
い
透
視
的
奥
行
空
間

の
彼
方
に
沈
み
込
ん
で
、
立
体
か
ら
奥
行
空
間
へ
と
効
果
は
転
じ
、
様
変
わ
り
を
し
た
と
説

明
で
き
る
興
味
深
い
例
が
あ
る
。
元
・「
張
雨
題
倪
瓉
画
像
巻
」
で
は
、
物
語
を
中
心
と
す
る

理
想
空
間
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
明
ら
か
で
あ
り
、
画
面
の
均
衡
と
彩
り
の
た
め
に

は
現
実
に
も
見
え
る
と
い
う
大
胆
な
構
成
が
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
い
う
空
間
構
成
と
視
覚

構
造
の
大
き
な
転
換
は
、絵
画
史
に
も
た
ら
す
重
要
な
き
っ
か
け
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

宋
元
時
代
に
制
作
さ
れ
た
画
中
画
屏
風
は
、
数
多
く
の
画
中
屏
風
関
係
の
作
品
群
の
中
に

あ
っ
て
も
、
空
間
の
扱
い
が
斬
新
で
、
十
～
十
四
世
紀
の
中
国
美
術
史
上
に
お
い
て
、
と
り

わ
け
独
創
的
な
絵
画
と
い
う
印
象
を
強
く
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
画
面
で
は
、
「
中

心
を
ず
ら
し
た
構
図
」
、
あ
る
い
は
人
物
を
画
面
の
中
央
前
に
押
し
や
っ
て
後
方
に
山
水
図

屏
風
を
描
い
て
大
き
な
空
間
を
据
え
る
、
当
時
の
画
家
得
意
の
空
間
描
写
が
見
ら
れ
、
そ
の

構
図
は
「
勘
書
図
」
な
ど
、
他
の
多
く
の
作
品
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
私
が

と
り
わ
け
独
創
的
な
絵
画
で
あ
る
と
あ
え
て
主
張
す
る
の
は
、
こ
う
い
う
面
画
の
全
体
的
な

印
象
並
び
に
細
部
描
写
が
、
画
中
屏
風
形
式
以
外
の
絵
画
と
は
相
違
す
る
独
自
の
性
格
を
示

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
の
画
面
で
は
、
背
後
の
空
間
が
、
西
洋
の

伝
統
的
な
科
学
的
遠
近
法
に
見
ら
れ
る
、
奥
行
き
の
あ
る
三
次
元
的
な
空
間
構
成
に
基
づ
い

て
表
現
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
空
間
描
写
は
、
東
洋
の
水
墨
画
な
ど
に

                                        

         

 

①

辻
茂
「
遠
近
法
に
対
す
る
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
寄
与
」『
美
術
史
に
お
け
る
日
本
と
西
洋
』
収
載
、
四
〇
五
～

四
一
七
頁
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
五
年
。 

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
い
わ
ば
曖
昧
で
融
通
が
き
く
と
と
も
に
、
限
定
さ
れ
な
い
自
由
な
空

間
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
に
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
い
わ
ば
際
限
の
な
い
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
間
の
「
拡
が
り
」
の
表
現
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

文
献
的
な
裏
付
け
な
し
に
、
テ
ー
マ
や
構
図
の
類
似
す
る
多
く
の
作
例
を
挙
げ
て
、
よ
り

綿
密
に
展
開
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

画
面
全
体
の
雰
囲
気
を
見
る
限
り
、
こ
の
画
中
画
は
純
粋
に
中
国
的
な
特
徴
を
示
し
て
い

る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
西
洋
絵
画
の
二
重
表
現
と
類
似
す
る
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

さ
て
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
画
面
内
に
、
中
国
の
風
俗
が
遠
近
法
を
駆
使
し

て
描
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
三
次
元
の
空
間
把
握
は
、
五
代
以
降
に
画
家
が
制
作
し
た
、
平

面
性
を
前
面
に
出
す
画
中
画
と
は
対
照
的
な
の
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
、
屏
風
あ
る
い
は
衝
立
を
独
立
し
た
物
体
、
す
な
わ
ち
一
個
の
調
度
品
で
あ
る

と
と
も
に
三
次
元
空
間
を
占
拠
し
、
か
つ
分
断
す
る
、
ど
こ
に
で
も
立
て
ら
れ
る
絵
画
と
し

て
取
り
扱
っ
て
き
た
。
い
く
つ
か
の
絵
画
を
実
例
と
し
て
使
っ
た
と
き
で
も
、
そ
れ
ら
を
現

実
の
衝
立
と
同
一
視
し
て
お
い
た
。
絵
の
な
か
に
描
か
れ
た
衝
立
が
、
よ
り
ひ
ろ
い
構
図
の

な
か
の
単
な
る
一
画
像
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
避
け
て
き
た
の
で

あ
る
。
衝
立
が
絵
画
の
構
築
を
助
け
て
い
る
場
所
は
現
実
の
場
所
で
は
な
く
、
二
次
元
の
画

面
に
投
影
さ
れ
た
絵
画
空
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
伝
統
的
な
中
国
絵
画

が
、
絵
画
的
空
間
を
構
築
す
る
た
め
に
衝
立
画
像
を
取
り
入
れ
た
。 

前
掲
し
た
諸
例
に
は
、
や
は
り
衝
立
が
立
っ
て
、
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
絵
の
内
容
と
衝

立
の
役
割
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
省
略
」
画
法
に
よ
っ
て
風
景
や
ら
花
鳥
や

ら
が
描
か
れ
た
画
中
画
と
し
て
大
き
な
衝
立
が
、
全
体
画
面
つ
ど
い
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

理
想
化
さ
れ
た
「
自
然
」
を
表
象
す
る
。
こ
れ
ら
の
衝
立
は
か
く
て
、
不
可
欠
な
象
徴
的
フ

レ
ー
ム
と
も
ど
も
基
本
的
な
空
間
構
造
を
絵
に
提
供
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
衝
立
が

分
割
し
、
か
つ
並
置
す
る
も
の
は
と
い
え
ば
、
こ
の
長
い
時
代
の
理
解
の
も
と
に
あ
っ
た
「
文

化
」
と
「
自
然
」
と
い
う
二
つ
の
領
域
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

要
約
す
れ
ば
、
画
中
画
屏
風
絵
は
す
な
わ
ち
、
建
築
空
間
を
分
化
さ
せ
る
三
次
元
の
物
体

と
し
て
の
衝
立
、
描
く
た
め
の
二
次
元
の
描
画
面
と
し
て
の
衝
立
、
画
面
を
構
成
し
視
覚
的

メ
タ
フ
ァ
ー
を
提
供
す
る
の
を
助
け
る
画
像
と
し
て
の
衝
立
と
い
う
、
衝
立
の
三
つ
の
意
味

す
べ
て
を
包
含
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
多
く
の
作
品
に
み
え
る
別
の
類
似
の
画
中
画
屏
風

絵
は
、
こ
の
解
釈
を
裏
づ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
透
視
遠
近
効
果
の
表
現
や

近
濃
遠
淡
の
空
気
遠
近
法
構
図
及
び
奥
行
表
現
は
、
画
中
山
水
図
屏
風
絵
の
深
意
と
趣
向
と
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考
え
て
い
る
。 

現
代
の
美
術
史
研
究
で
は
、
絵
画
空
間
の
創
造
は
、
平
面
上
で
三
次
元
空
間
の
表
現
を
追

求
す
る
透
視
画
法
と
慣
習
的
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
伝
統
的
な
中
国
絵
画
に
は
西
欧
的
な

「
科
学
的
」透
視
画
法
を
適
用
で
き
な
い
と
気
づ
い
て
い
る
が
、画
中
画
屏
風
絵
に
よ
っ
て
、

中
国
固
有
の
透
視
画
法
を
示
唆
し
て
い
る
。  

５
．
東
西
洋
絵
画
に
お
け
る
二
重
空
間
の
絵
画
理
念
の
異
同 

（
１
）
遠
近
法 

遠
近
法
の
展
開
を
事
例
に
、
西
洋
絵
画
文
化
が
流
入
し
た
意
義
を
考
え
て
み
よ
う
。
十
五

世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
で
あ
り
、
優
れ
た
建
築
家
で
も
あ
っ
た
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ

は
、
一
四
三
五
年
に
『
絵
画
論
』
を
著
し
た
。
こ
れ
は
遠
近
法
に
つ
い
て
書
か
れ
た
こ
の
時

期

初
の
理
論
書
で
あ
る
。
彼
の
遠
近
法
理
論
は
、
窓
を
通
し
て
現
実
世
界
を
表
現
す
る
と

い
う
、新
し
い
絵
画
の
理
念
を
打
ち
立
て
た
点
で
き
わ
め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。彼
は
、

自
ら
の
遠
近
法
を
「
正
当
な
る
構
成
法
」
と
名
付
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
空
間
表
現

が
科
学
的
正
確
さ
を
有
す
る
こ
と
を
保
証
し
た
。
ま
た
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
カ
は
、
著
し
た
『
絵
画
の
遠
近
法
に
つ
い
て
』
が
純
粋
な
理
論
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
遠

近
法
が
す
で
に
芸
術
家
達
の
中
に
浸
透
し
、
合
理
的
な
空
間
表
現
に
は
不
可
欠
と
み
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
①

。 

こ
れ
に
対
し
て
、
漢
代
の
絵
画
に
は
、
平
面
的
な
遠
近
画
法
や
初
歩
的
な
技
法
し
か
存
在

し
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
遠
近
法
は
す
で
に
素
朴
な
形
で
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。（
写

意
主
義
の
創
生
）
こ
れ
は
、
後
漢
時
代
の
画
像
石
「
出
行
図
」
で
あ
る
。
車
輪
を
斜
め
に
平

行
に
ず
ら
し
、
遠
近
感
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
初
歩
的
な
遠
近
画
法
も
一
部
に
み
ら
れ

る
。 中

国
に
お
け
る
絵
画
の
芸
術
的
な
成
立
は
、
東
晋
時
代
と
い
わ
れ
る
。
ま
ず
、
作
品
を
鑑

賞
し
て
み
よ
う
。
顧
愷
之
の
作
品
「
洛
神
賦
図
巻
」
部
分
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
に
使
用
さ
れ

て
い
る
遠
近
法
を
た
だ
ち
に
把
握
す
る
の
は
難
し
い
。そ
こ
で
下
に
掲
げ
た
同
じ
作
者
の「
列

女
仁
智
図
巻
」
を
対
照
す
る
と
、
逆
遠
近
法
と
い
う
高
度
な
技
法
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
は
、
遠
く
に
あ
る
高
貴
な
存
在
を
鑑
賞
者
に
強
く
印
象
づ
け
る
画
法
な
の
で

あ
る
。 

                                        

         

 

①

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン

ス
１
、
諸
田
春
樹
「
１
５
世
紀
に
お
け
る
遠
近
法
の
展
開
」、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

 

つ
ま
り
、
順
遠
近
法
は
た
ん
な
る
写
実
に
と
ど
ま
る
、
逆
遠
近
法
は
作
者
の
主
観
が
前
面

に
お
し
だ
さ
れ
る
。 

 

こ
の
主
体
と
し
て
の
人
間
の
意
識
性
は
、
写
意
主
義
と
い
う
中
国
独
自
の
美
術
理
論
を
導

く
。 

 

そ
れ
は
、
同
時
に
、
中
国
独
自
の
歴
史
意
識
に
も
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
顧
愷
之
の
作
品
に

も
、
逆
遠
近
法
が
み
ら
れ
る
。
衝
立
と
車
輪
は
、
遠
方
が
大
き
く
、
手
前
が
小
さ
く
描
か
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 

逆
遠
近
法
は
、
中
央
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
中
国
に
伝
来
し
た
仏
教
絵
画
に
み
ら
れ
る
。
な

お
、
貴
人
の
背
に
す
る
衝
立
に
す
で
に
中
国
独
自
の
山
水
画
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
も
注
目

さ
れ
る
だ
ろ
う
。逆
遠
近
法
の
典
型
を
以
下
に
示
す
。近
く
の
人
物
を
小
さ
く
描
く
こ
と
で
、

遠
く
の
釈
迦
の
存
在
の
大
き
さ
が

大
限
に
強
調
さ
れ
い
る
。
伝
統
文
化
が
外
来
文
化
と
融

合
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
文
化
論
へ
の
飛
躍
が
う
ま
れ
る
。 

ま
た
、
透
視
遠
近
法
は
、
近
濃
遠
淡
と
い
う
空
気
遠
近
法
構
図
で
あ
る
。
あ
る
時
期
の
空

間
概
念
は
世
界
観
の
視
覚
的
な
投
影
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
観
察
者
の
目
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
、
透
視
遠
近
法
と
い
う
技
法
に
よ
っ
て
明
瞭
に
描
か
れ
た
中
国
宋
元
明
清
時

代
の
山
水
画
や
西
洋
の
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
を
考
え
て
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。
各
種
の
絵

画
の
空
間
構
成
法
或
い
は
空
間
表
現
は
歴
史
時
代
の
あ
け
ぼ
の
の
前
に
か
ら
起
こ
っ
た
人
間

の
認
識
態
度
に
お
け
る
大
き
な
変
革
の
結
果
で
あ
る
。 

東
洋
絵
画
中
、
衝
立
・
屏
風
な
ど
で
二
重
空
間
が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
画
中
画
と

い
う
屏
風
絵
と
本
図
画
面
は
一
体
の
画
面
内
容
で
は
な
く
、
装
飾
性
を
強
調
し
、
別
に
存
在

し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
画
中
画
の
屏
風
絵
は
、
独
立
の
画
面
と
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、

本
図
の
画
面
内
容
と
の
関
係
が
な
い
、
全
く
二
つ
の
絵
画
世
界
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
絵
画
中
の
二
次
元
空
間
と
二
次
的
空
間
の
再
構
成
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
て
お
き
た
い
。
二
次
元
空
間
（
二
次
元
平
面
）
は
、
同
一
画
面
中
の
広
さ
と
奥
行
と
い
う

も
の
で
、
あ
る
い
は
透
視
法
の
関
係
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
三
次
元
空
間
は
画
面
空
間
の
高

さ
も
含
め
て
い
る
。
二
次
的
空
間
或
い
は
二
重
空
間
は
本
画
面
に
は
、
画
中
屏
風
・
門
・
窓

な
ど
で
透
過
し
て
見
え
る
二
段
目
的
な
空
間
と
い
う
二
重
空
間
で
あ
る
。
画
中
屏
風
は
門
・

窓
と
い
う
媒
介
物
よ
り
特
別
な
も
の
に
な
る
。
画
中
屏
風
絵
か
ら
見
る
と
そ
の
格
別
な
画
面

の
視
覚
空
間
あ
る
い
は
空
間
感
覚
が
あ
る
。 

（
２
）
二
重
空
間
の
表
現
方
式 

こ
こ
で
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
画
に
つ
い
て
、
画
中
に
描
か
れ
た
屏
風
絵
に
注
目
し
、
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「
二
重
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
画
中
画
と
し
て

屏
風
絵
と
は
絵
画
空
間
の
二
重
空
間
の
表
現
と
し
て
想
定
し
た
い
。
更
に
、
中
国
と
日
本
、

及
び
西
洋
の
美
術
史
で
の
二
重
空
間
の
絵
画
表
現
を
比
較
し
て
み
よ
う
。 

ま
ず
、
下
記
の
よ
う
に
、
西
洋
絵
画
に
お
け
る
二
重
空
間
の
作
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。 

①
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ノ
・
リ
ッ
ピ
「
皇
帝
ネ
ロ
の
前
で
魔
術
師
シ
モ
ン
と
論
争
す
る
聖
ペ
テ

ロ
と
聖
パ
ウ
ロ
、
聖
ペ
テ
ロ
の
磔
刑
」、
一
四
八
一
～
八
六
年
頃
、230.0

×598.0cm

、
ブ

ラ
ン
カ
ッ
チ
礼
拝
堂
壁
画
①

。 

②
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
「
十
字
架
降
下
」
一
四
三
七
～
四
〇
年
頃
、
板
、
テ
ン
ペ
ラ
、

全
体176.0

×185.0cm

、
主
画
面124.0

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
美
術
館
蔵
②

。 

③
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
ィ
・
ク
レ
ー
デ
ィ
「
受
胎
告
知
」、
一
四
八
〇
～
八
五
年
頃
、
板
、
油

彩
、88.0

×71.0cm

、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
③

。 

④
ロ
ッ
セ
ッ
リ
「

後
の
晩
餐
」
一
四
八
一
～
八
二
年
、
壁
画
、
フ
レ
ス
コ
、
約340.0

×550.0cm

、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ー
ノ
宮
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
④

。 

⑤
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
「
老
人
と
少
年
」、
一
四
八
八
年
、
板
、
テ
ン
ペ
ラ
、63.0

×46.0cm

、

パ
リ
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
⑤( F

ig.

Ⅸ-01)

。 

⑥
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
「「
受
胎
告
知
」
、
一
四
八
八
～
八
九
年
、
板
、
テ
ン
ペ
ラ
、150.0

×156.0cm

、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
⑥( F

ig.

Ⅸ-03)
。 

⑦
ピ
ン
ト
ウ
リ
ッ
キ
オ
「
教
皇
カ
リ
ス
ト
ウ
ス
三
世
紀
に
よ
る
任
命
」（
教
皇
ピ
ウ
ス
二
世

紀
）、
一
五
〇
二
～
〇
八
年
、
壁
画
、
フ
レ
ス
コ
シ
ェ
ー
ナ
大
聖
堂
ピ
ッ
コ
ロ
ー
ミ
ニ
図
書
館

                                        

         

 

①

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

１
、
図
版
四
一
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

②

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

１
、
図
版
五
六
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

③

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

１
、
図
版
一
〇
三
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

④

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン

ス
１
、
図
版
一
〇
七
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

⑤

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

１
、
図
版
一
一
一
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

⑥

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

１
、
図
版
一
四
四
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

⑦

。 ⑧
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
リ
ー
ニ
「
聖
母
戴
冠
」（
ぺ
ー
ザ
ロ
祭
壇
画
）
一
四
七
五
年
頃
、
板
、

油
彩
、262.0

×240.0cm

（
中
央
パ
ネ
ル
）、
ぺ
ー
ザ
ロ
、
市
立
美
術
館
⑧( F

ig.

Ⅸ-04)

。 

⑨
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
・
ダ
・
メ
ッ
シ
ー
ナ
「
書
斎
の
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
」、
一
四
七
〇
～
七
四

年
頃
、
板
、
油
彩
、46.0

×36.5cm

、
ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
⑨

。 

⑩
コ
レ
ッ
ジ
ョ
「
ダ
ナ
エ
」、
一
五
三
一
～
三
二
年
頃
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
油
彩
、161.0

×

193.0cm

、
ロ
ー
マ
、
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
⑩

。 

⑪
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
「
宰
相
ロ
ラ
ン
の
聖
母
」、
一
四
三
四
年
頃
、
板
、
油
彩
、

66.0

×62.0cm

、
パ
リ
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
⑪

。 

⑫
ハ
ン
ス
・
メ
ム
リ
ン
ク
「
聖
母
子
と
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
ー
フ
ェ

の
肖
像
」（
二
連
画
）、
一
四
八
七
年
、
板
、
油
彩
、44.0

×33.0cm

、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
リ
ュ

ー
ジ
ュ
、
メ
ム
リ
ン
ク
美
術
館
（
聖
ヨ
ハ
ネ
施
療
院
）
⑫( F

ig.

Ⅸ-02)

。 

⑬
ク
ラ
ー
ナ
ハ
「
支
払
い
」、
一
五
三
二
年
、
板
、
テ
ン
ペ
ラ
、108.0

×119.0cm

、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
国
立
美
術
館
⑬

。 

⑭
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
「
イ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
祭
壇
画
」
第
１
場
面
「
聖
セ
バ
ス
テ
イ
ア

ヌ
ス
」、
一
五
一
二
～
一
五
年
、
板
、
油
彩
、232.0

×76.5cm

、
フ
ラ
ン
ス
、
コ
ル
マ
ー
ル
、

ウ
ン
タ
ー
リ
ン
デ
ン
美
術
館
⑭

。 

                                        

         

 

⑦

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

１
、
図
版
一
九
〇
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

⑧

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
三
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン

ス
３
、
図
版
四
二
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。 

⑨

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
三
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

３
、
図
版
六
〇
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。 

⑩

佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
三
巻
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

３
、
図
版
一
五
六
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。 

⑪

勝
国
興
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
四
巻
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
、
図
版
九
、
小
学
館
、
一

九
九
五
年
。 

⑫

勝
国
興
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
四
巻
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
、
図
版
五
〇
、
小
学
館
、

一
九
九
五
年
。 

⑬

勝
国
興
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
四
巻
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
、
図
版
一
三
四
、
小
学
館
、

一
九
九
五
年
。 

⑭

勝
国
興
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
四
巻
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
、
図
版
一
四
一
、
小
学
館
、

一
九
九
五
年
。 
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前
述
し
た
中
国
五
代
以
降
の
画
中
画
屏
風
絵
と
取
り
上
げ
た
西
洋
絵
画
の
作
例
を
具
体
的

に
比
較
す
る
と
、
所
感
的
に
言
え
ば
、
次
の
二
つ
の
注
意
す
べ
き
肝
要
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

は
、
東
洋
絵
画
で
は
、
衝
立
・
屏
風
な
ど
で
二
重
空
間
が
表
現
さ
れ
て
い
る
①

。
そ
し
て
も

う
一
つ
は
、
西
洋
絵
画
で
は
、
窓
・
ド
ア
な
ど
で
二
重
空
間
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
絵

画
中
、
窓
・
ド
ア
な
ど
で
画
面
構
成
の
二
重
空
間
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
二
重
の
画

面
内
容
は
山
水
・
人
物
・
建
築
な
ど
の
風
景
を
中
心
と
し
て
描
か
れ
て
、
補
助
性
を
突
出
し
、

前
景
と
し
て
い
る
本
画
面
と
同
一
画
面
内
容
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
二
重

空
間
の
後
景
は
画
面
の
中
心
と
し
て
い
る
前
景
の
背
景
で
表
現
さ
れ
、
両
方
は
元
々
一
つ
の

画
面
内
容
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
こ
で
改
め
て
東
洋
と
西
洋
と
の
二
重
空
間
の
表
現
と
を
見
比
べ
る
時
、
両
者
に
思
い
の

ほ
か
親
近
性
を
見
出
す
。
そ
れ
は
両
者
に
共
通
す
る
画
面
構
成
の
意
識
で
は
な
い
か
。
い
ず

れ
も
人
物
活
動
と
い
う
近
景
場
面
を
主
題
と
し
、
深
遠
的
な
風
景
を
遠
景
す
る
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
。
ま
た
表
現
の
手
段
は
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
も
二
重
的
絵
画
空
間
の
築
造
で
あ
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。
た
だ
し
絵
画
に
お
け
る
奥
行
の
表
現
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
十
五
世
紀

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
的
遠
近
法
な
ど
と
い
う
段
階
に
進
む
以
前
に
す
で
に
い
く
つ
か
の

方
法
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
②

。
そ
の
中
で
、
中
国
に
お
け
る
山
水
画
の
空

気
的
遠
近
法
表
現
の
完
成
度
の
高
さ
と
い
う
点
で
も
人
類
絵
画
史
上
の
頂
点
を
き
わ
め
た
も

の
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
位
置
は
ゆ
る
が
な
い
。
勿
論
、
画
中
画
屏
風
絵
の
山
水
図
、
特
に

五
代
以
降
の
作
品
で
も
、
前
景
の
人
物
画
面
と
中
・
後
景
の
屏
風
山
水
図
が
画
面
全
体
の
統

一
を
力
強
く
志
向
し
て
、
そ
の
想
像
力
豊
か
で
洗
練
さ
れ
た
空
間
把
握
を
示
唆
し
て
い
る
。 

（
四
）．
ま
と
め
と
し
て
―
画
中
画
と
し
て
の
屏
風
絵
の
性
質
と
意
味 

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
特
に
中
国
に
お
け
る
画
中
屏
風
の
二
重
空
間
表
現
の

歴
史
的
意
義
を
定
位
す
る
こ
と
が
で
き
ろ
う
。先
に
も
挙
げ
た
諸
作
例
と
の
趣
味
の
共
有
は
、

画
中
屏
風
の
絵
画
二
重
性
に
典
型
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。 

１
．
調
度
品
と
時
代
上
の
家
居
風
俗
―
屏
風
は
調
度
品
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
絵

画
作
品
と
し
て
の
装
飾
性
に
着
目
す
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
調
度
品
と
し
て
画
面
に
配

                                        

         

 

①

宮
崎
大
学
平
成
１
３
年
度
大
学
院
教
育
学
研
究
科
美
術
教
育
専
修
平
田
智
美
修
士
論
文
「
絵
画
空
間
に
展
開

す
る
二
次
元
的
空
間
の
構
築
に
つ
い
て
―
屏
風
画
を
通
し
て
―
」
を
参
照
す
る
。 

②

佐
藤
康
邦
『
絵
画
空
間
の
哲
学
―
思
想
史
の
な
か
の
遠
近
法
』
第
一
、
六
章
、
新
装
版
、
東
京
・
三
元
社
、

一
九
九
七
年
。 

置
さ
れ
て
、
そ
の
画
面
の
穏
や
か
・
粛
穆
・
雅
致
・
諧
調
感
が
よ
く
な
っ
て
い
る
。 

衝
立
画
像
は
、
そ
れ
ゆ
え
中
国
美
術
に
お
い
て
空
間
を
構
成
す
べ
く
え
ら
ば
れ
た
少
数
の

絵
画
的
な
証
拠
と
い
え
る
。
じ
っ
さ
い
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
に
で
も
置
け
る
衝
立
は
、
宮
殿
の

広
間
な
り
一
般
の
家
庭
な
り
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
調
度
品
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
絵
画
に

お
い
て
は
、
絵
画
空
間
を
構
成
す
る
主
要
な
構
造
的
あ
る
い
は
構
図
的
な
手
段
と
し
て
抽
ん

で
る
で
は
な
い
か
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
現
実
の
衝
立
は
あ
る
空
間
全
体
の
部
分
に
す
ぎ
な

い
が
、衝
立
画
像
は
、絵
画
表
象
に
お
け
る
こ
の
空
間
の
ま
る
ご
と
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。

ま
っ
た
く
の
と
こ
ろ
、
衝
立
の
画
像
が
そ
れ
じ
た
い
の
一
部
分
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。 

 

２
．
画
中
屏
風
絵
の
使
用
は
画
面
の
奥
深
度
が
延
長
し
、
透
視
感
も
強
化
し
、
あ
る
い
は

画
面
空
間
が
広
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
画
中
山
水
図
の
遠
近
・
広
さ
の
表
現
に
よ
っ
て
、

鑑
賞
者
は
五
代
以
降
の
新
し
い
時
代
の
性
格
で
あ
る
全
画
面
の
奥
深
い
空
間
視
覚
を
感
得
す

る
こ
と
と
な
る
。 

 

３
．
画
中
屏
風
絵
の
使
用
は
も
と
単
調
な
画
面
構
成
が
複
合
化
あ
る
い
は
融
合
化
に
も
な

る
。
自
由
的
、
調
和
的
な
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。 

４
．
大
画
面
の
絵
画
形
式
の
一
つ
と
し
て
当
時
代
ま
で
の
絵
画
風
格
を
示
唆
す
る
。 

５
．
絵
画
に
お
け
る
空
間
表
現
の
新
様
式
・
新
境
地
を
見
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
絵
画
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
が
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。 

 

６
．
宋
元
時
代
の
人
物
風
俗
・
人
物
活
動
場
面
の
絵
画
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
。 

 

画
中
画
と
し
て
い
る
衝
立
画
像
が
二
次
的
な
絵
画
と
し
て
よ
り
大
き
な
画
面
の
な
か
に
実

際
に
現
れ
た
の
は
漢
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
山
水
・
人
物
・
花
鳥
が
描
か
れ
た
③

。

宋
代
に
近
づ
く
と
「
絵
の
あ
る
衝
立
」
画
像
の
な
か
に
は
、
そ
の
絵
柄
が
人
間
の
感
情
や
思

想
や
気
分
な
ど
を
ほ
の
め
か
す
と
い
う
意
味
で
、
ま
す
ま
す
詩
的
に
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

と
く
に
人
物
画
に
あ
っ
て
は
、
山
水
図
屏
風
と
衝
立
を
配
置
す
る
。 

 
７
．
山
水
図
を
中
心
と
す
る
画
題 

絵
の
な
か
の
絵
―
東
ア
ジ
ア
画
中
屏
風
絵
は
絵
画
に
お
け
る
空
間
表
現
の
新
様
式
を
創
出

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
西
洋
絵
画
中
の
二
重
空
間
の
構
造
表
現
は
そ
の
絵
画
の
意
匠
上
か

                                        

         

 

③

こ
の
タ
イ
プ
の
画
像
が
い
つ
現
れ
た
の
か
は
、
ま
だ
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
山
水
を
描
い
た
あ
る
有
名
な

衝
立
画
は
、
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
の
「
列
女
仁
智
図
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
画
巻
は
４
世
紀
の
大
家
で
あ
る

顧
愷
之
の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
衝
立
画
に
見
え
る
山
水
が
、
典
型
的
な
南
宋
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
宋
代
の
模
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 
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ら
見
る
と
、
い
ず
れ
も
画
面
の
延
伸
性
あ
る
い
は
奥
行
感
と
い
う
同
一
性
を
持
っ
て
い
る
。

画
題
上
は
山
水
・
楼
閣
・
人
物
な
ど
の
風
景
を
中
心
と
し
て
い
る
。
東
洋
の
画
中
画
は
、
時

代
よ
り
そ
の
画
題
も
変
遷
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
要
す
る
に
、
中
国
に
お
け
る
画
中
屏
風
を
中
心
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
画
中
画
と
し
て

屏
風
絵
の
空
間
表
現
上
の
歴
史
的
位
置
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。
詳
細
な
論
証
が

充
分
で
は
な
い
が
、
中
国
に
お
け
る
画
中
屏
風
の
二
重
空
間
の
伝
統
的
絵
画
表
現
を
行
っ
た

変
容
の
概
要
が
作
品
の
具
体
的
表
現
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
う
。
他
に
残
さ
れ
た
未
解

決
の
問
題
も
多
い
。
画
中
屏
風
絵
の
一
貫
の
発
展
軌
跡
と
影
響
や
屏
風
画
の
彩
色
法
と
筆
法

な
ど
の
全
般
の
問
題
と
共
に
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
戴
き
た
い
。 

紙
数
の
都
合
か
ら
触
れ
得
な
か
っ
た
問
題
の
多
い
こ
と
、
ま
た
単
純
な
図
式
化
に
よ
る
細

部
の
不
正
確
さ
と
論
証
の
不
十
分
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
。 

 

五
．
絵
画
史
上
の
意
義 

屏
風
は
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
に
発
生
し
、
二
千
余
年
、
中
国
の
文
化
と
共
に
、
永
い
歳
月
を

か
け
て
洗
練
さ
れ
、
実
用
と
装
飾
を
兼
ね
備
え
た
調
度
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
き
た
。
前
述
し

た
多
く
の
屏
風
絵
に
は
、家
居
の
調
度
品
と
し
て
も
、一
つ
の
重
要
な
絵
画
形
式
と
し
て
も
、

中
国
に
お
け
る
絵
画
史
上
の
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
。
戦
国
か
ら
魏
晋
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
漆
絵
屏
風
は
、
こ
の
長
い
時
代
の
代
表
的
な
屏
風
の
珍
品
で
あ
ろ
う
。
南
北
朝
時
代
に
、

数
基
の
ソ
グ
ド
人
石
棺
床
囲
屏
に
、
浮
彫
、
線
刻
、
彩
絵
し
た
図
様
は
、
い
ず
れ
も
当
時
の

綺
麗
な
絵
画
芸
術
を
示
唆
し
て
い
る
。
特
に
、
自
然
景
や
風
景
と
し
て
樹
石
、
花
草
の
描
き

方
な
ど
唐
代
に
お
け
る
山
水
画
、
花
鳥
画
の
成
立
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
平
安
朝
の
山
水
図

や
花
鳥
図
の
源
を
み
る
思
い
が
す
る
。
そ
れ
は
唐
代
墓
葬
壁
画
の
瑞
禽
図
な
ど
に
も
う
か
が

わ
れ
る
。
孔
雀
、
鳳
凰
、
瑞
鶴
、
瑞
雲
を
描
い
た
図
が
見
出
さ
れ
る
。
美
し
く
彩
色
さ
れ
た

飛
翔
す
る
こ
れ
ら
の
瑞
鳥
は
、
以
後
中
国
、
日
本
で
文
様
の
主
要
な
吉
祥
モ
チ
ー
フ
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
屏
風
絵
は
敦
煌
石
窟
に
お
け
る
壁
画
の
重
要
な
部
分
と
し
て
、
唐
宋

時
代
の
仏
教
絵
画
芸
術
が
展
示
さ
れ
て
、
後
世
の
人
物
画
や
山
水
画
な
ど
に
深
く
影
響
を
与

え
て
い
る
。 

こ
と
に
五
代
か
ら
宋
時
代
に
か
け
て
画
中
画
屏
風
絵
は
、
そ
の
絵
画
の
空
間
構
成
と
造
形

理
念
を
共
有
し
つ
つ
、
人
物
画
の
背
景
と
し
て
山
水
図
屏
風
を
配
す
る
こ
と
は
、
は
る
か
明
・

清
時
代
の
人
物
画
に
ま
で
通
じ
る
手
法
で
あ
る
。 

 

若
干
の
現
存
作
例
を
検
討
し
て
み
る
と
、人
物
画
中
の
山
水
図
屏
風
を
配
置
す
る
こ
と
が
、

屏
風
山
水
図
の
奥
行
空
間
あ
る
い
は
遠
近
法
を
表
現
す
る
だ
け
な
く
、
も
と
よ
り
そ
の
三
次

元
的
立
体
感
を
二
次
元
的
平
面
と
い
う
意
匠
構
成
に
移
し
変
え
て
、
人
物
画
の
全
画
面
の
見

事
な
奥
行
表
現
を
作
り
上
げ
て
、
重
層
的
な
厚
み
の
あ
る
空
間
を
巧
み
に
演
出
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
絵
画
空
間
は
、
そ
の
画
面
上
の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
安
定
感
を
形

成
し
、
絵
画
の
平
面
性
を
意
識
し
つ
つ
も
、
画
面
の
奥
へ
と
鑑
賞
者
の
視
線
を
誘
う
。 

ま
た
、
人
物
図
に
描
か
れ
た
画
中
画
屏
風
絵
の
図
様
は
、
五
代
か
ら
明
清
時
代
に
至
る
ま

で
の
数
多
い
伝
世
作
例
の
中
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て

近
の
考
古
学
上
の
貴
重
な

成
果
と
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
そ
の
淵
源
は
前
漢
時
代
の
墓
葬
壁
画
に
も
遡
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
五
代
か
ら
明
清
ま
で
の
画
中
画
屏
風
絵
の
系
譜
に
つ
い
て

は
、
伝
播
と
受
容
の
諸
相
を
分
析
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
絵
画
史
上
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

本
論
の
一
つ
の
主
眼
点
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
画
中
画
屏
風
絵
の
イ
メ
ー
ジ
に
注
目
す
べ
き
、
東
ア
ジ
ア
特
に
中
国
に

お
け
る
十
～
十
八
世
紀
の
画
中
画
屏
風
絵
の
二
重
空
間
表
現
の
歴
史
的
意
義
を
定
位
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

あ
と
が
き 

上
記
の
要
点
を
総
合
的
に
考
え
た
上
、
こ
の
中
国
の
屏
風
絵
の
歴
史
を
簡
単
に
概
括
す
る

な
ら
ば
、
戦
国
時
期
に
誕
生
し
て
、
漢
代
の
初
歩
の
発
展
を
経
過
し
て
、
魏
晋
南
北
朝
時
期

に
広
範
に
使
用
さ
れ
て
、
隋
唐
時
代
に
か
け
て
繁
栄
さ
せ
る
こ
と
に
達
し
て
、
再
び
五
代
、

宋
元
時
期
の
緩
衝
を
経
過
し
て
、
明
清
時
期
が
古
墳
の
絵
と
副
葬
品
の
行
列
を
し
だ
い
に
退

け
る
こ
と
を
開
始
す
る
こ
と
を
清
算
し
て
、
流
行
で
現
実
の
絵
に
日
常
生
活
を
装
飾
す
る
こ

と
に
位
を
占
め
る
こ
と
を
創
作
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
古
代
に
お
け
る
屏
風
絵
の
画
題
、

材
質
技
法
な
ど
の
特
質
と
し
て
、
戦
国
時
代
か
ら
漆
絵
は
徐
々
に
成
熟
し
て
き
て
、
漢
魏
晋

南
北
朝
時
代
に
は
大
量
の
人
物
画
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
山
水
画
は
、
漢
魏
晋

南
北
朝
時
代
に
は
人
物
画
の
付
属
的
従
属
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
に
し
か
過
ぎ
な

か
っ
た
が
、
隋
唐
時
代
以
後
は
独
立
し
た
芸
術
境
界
を
具
え
る
よ
う
に
な
り
、
数
多
く
の
画

家
の
重
視
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
作
品
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
も

前
人
の
研
究
者
が
地
味
で
着
実
な
調
査
を
続
け
て
き
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
善
隣
友
好
外
交
の
中
で
、
屏
風
は
、
中
世
、
近
世
の
極
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
結
ぶ
、

言
っ
て
み
れ
ば
、「
美
の
架
け
橋
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
屏
風
絵
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の
西
漸
の
ル
ー
ト
と
全
貌
あ
る
い
は
日
本
・
朝
鮮
半
島
側
か
ら
中
国
大
陸
へ
屏
風
絵
の
伝
播

と
受
容
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
交
流
状
態
で
あ
っ
た
か
と
い
う
残
さ
れ
た
問
題
①

と
、

こ
の
点
が
屏
風
絵
の
価
値
が
特
別
大
き
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
屏
風
絵
研
究
は
美
術
史

学
の
分
野
で
重
要
な
意
味
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
際
的
な
文
化
交
流
史
の
分
野
に
と
っ

て
も
重
要
な
意
味
が
あ
り
、
今
後
、
研
究
を
一
層
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
屏
風
絵

に
お
け
る
季
節
表
現
な
ど
の
具
体
的
な
問
題
や
、
屏
風
絵
作
品
の
保
存
状
況
の
調
査
な
ど
の

研
究
領
域
も
今
後
の
課
題
と
し
て
、
一
層
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
将
来
に
続
い

て
探
索
す
べ
き
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
上
述
の
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

変
化
を
し
つ
づ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
で
き
れ
ば
少
し
で
も
進
歩
し
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
い
る
。 

 

附
記 後

に
、
私
の
拙
い
本
論
を
成
す
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
の
御
教
示
と
御
協
力
を

仰
い
だ
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
ま
ず
御
指
導
の
面
で
は
、
本
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
教
授

の
百
橋
明
穂
氏
、
森
紀
子
氏
、
助
教
授
の
宮
下
規
久
朗
氏
、
名
誉
教
授
の
濱
田
正
美
氏
、
中

国
北
京
大
学
考
古
文
博
学
院
教
授
の
厳
文
明
氏
、
馬
世
長
氏
の
諸
先
生
か
ら
は
終
始
励
ま
し

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
留
学
の
ご
容
赦
ご
後
援
に
お
い
て

は
、
尊
敬
す
る
中
国
甘
粛
省
文
物
局
副
局
長
の
廖
北
遠
氏
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
長
の

楊
恵
福
氏
、
副
所
長
の
辺
強
氏
、
張
徳
芳
氏
、
王
輝
氏
、
主
任
の
史
爾
青
諸
氏
に
も
、
あ
ら

た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
諸
氏
の
寛
容
と
忍
耐
が
な
げ
れ
ば
、
拙
稿
は
生
ま
れ
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
ま
た
、
先
学
の
何
双
全
氏
、
張
俊
民
氏
、
毛
瑞
林
氏
、
柴
生
芳
氏
、
馬
更
生
氏
な

ら
び
に
私
の
同
僚
諸
氏
の
格
別
的
で
多
大
な
御
厚
情
と
理
解
を
い
た
だ
い
て
、
拙
論
の
執
筆

の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
資
料
集
成
、
日
本
語
修
正
に
お
い
て
は
、
本
学
文

化
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
学
中
の
李
天
銘
氏
、
大
和
文
華
館
学
芸
員
の
瀧
朝
子
氏
、
古

川
摂
一
氏
、
本
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
在
学
中
の
田
林
啓
氏
な
ら
び
に
私
の
同
研
究
室
諸

氏
の
手
を
煩
わ
し
、分
量
の
多
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
誠
意
に
満
ち
た
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
篤
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
末
筆
な
が
ら
、
常
に
そ
ば
に
い
て
精
神
的

                                        

         

 

①

榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋-

異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
氏
「
美
の

架
橋
―
異
国
へ
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
―
」『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』
五
号
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
事
務

局
編
集
平
成
六
年
）
な
ど
の
専
論
と
専
著
が
あ
っ
た
。 

に
支
え
て
頂
い
た
亡
父
と
、
本
急
就
章
の
作
成
を
お
そ
ら
く
誰
よ
り
喜
ん
で
く
れ
る
に
違
い

な
い
病
躯
の
老
母
に
も
感
謝
し
て
、
こ
の
拙
文
を
捧
げ
た
い
。
さ
ら
に
中
国
に
お
け
る
屏
風

絵
研
究
の
今
後
の
発
展
も
祈
る
次
第
で
あ
る
。 
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『中国における屏風絵の研究』図版目次一覧 

  第一章 
001 FigⅠ-1 斧扆 『礼器図』より 

  第二章 
002 FigⅡ-1 屏風 『三才図絵』より 

  第三章 
003 Fig.Ⅲ-01 彩漆透彫座屏 国宝 戦国中期(前 332 年頃) 

高15、幅51.8、厚3cm 湖北省江陵望山一号楚墓湖北省博物館

蔵 

004 Fig.Ⅲ-02 双龍座屏(M2:78) 幅49、高13.2cm 湖北省江

陵天星観一号楚墓出土 荊州市博物館蔵 

005 Fig.Ⅲ-03 四龍座屏(M2:124) 幅 48.8、高 12.8cm 湖北

省江陵天星観一号楚墓出土 荊州市博物館蔵 

006 Fig.Ⅲ-04 彩漆透彫座屏(M2:DN14) 湖北省江陵天星観 2

号楚墓 戦国中期 高14.2、幅51.4、厚11.2cm 荊州市博物館

蔵 

007 Fig.Ⅲ-05 彩漆木彫虎形器  河南省新蔡葛陵 2 号墓

(M2:50) 

008 Fig.Ⅲ-06 彩漆透彫座屏(M2:D31) 高 13.2、幅 50.0、厚

8.8cm 

009 Fig.Ⅲ-07 中山国王陵曲折式木胎漆屏風復元仮想図 河

北省平山県三汲郷1974-1978年発掘 紀年前四世紀(前313年頃) 

幅224、高110cm  河北省文物研究所蔵  

010 Fig.Ⅲ-08 屏風の金銀象嵌青銅器台座 紀年前四世紀(前

313年頃) 河北省文物研究所蔵  

011 Fig.Ⅲ-09 漆絵屏風 前漢(紀年前二世紀中葉)木胎 幅

72、奥 58、高 52cm  1972 年湖南省長沙市東郊五里牌村馬王

堆一号墓出土 湖南省博物館蔵 

012 Fig.Ⅲ-10 南越王墓の木胎漆絵屏風と台座装飾金具 一

九八三年広東省広州市象崗漢墓出土前漢 三扇、高 180、幅

300cm 西漢南越王墓博物館蔵  

013 Fig.Ⅲ-11甘粛省武威旱灘坡漢墓の彩絵木屏風後漢高61.5、

幅73cm  武威市博物館蔵 

014 Fig.Ⅲ-12 河南省洛陽澗西七里河漢墓の陶屏風 後漢晩

期 幅10、高20cm 洛陽博物館蔵 

015 Fig.Ⅲ-13 透彫玉座屏 1969 年河北省定県 43 号漢墓出

土後漢（25～220）青玉製、高16.9、幅15.6 ㎝ 定州市博物館

蔵 

016 Fig.Ⅲ-14 山東安邱県韓家王封村南漢墓画像石囲屏  

017 Fig.Ⅲ-15 山東省渚城前涼台孫琮墓画像石謁見図 後漢二

世紀 

018 Fig.Ⅲ-16 山東省金郷朱鮪画像石衝立内部展開図  後漢

一世紀 

019 Fig.Ⅲ-17 江蘇邳県北西青龍山南麓彭城相繆宇墓前室西

横額画像宴飲図模本 後漢 

020 Fig.Ⅲ-18 石刻画像囲屏 東漢晩期 河南省新密市(元密

県)打虎亭漢宏農太守張伯雅墓(M1)  

021 Fig.Ⅲ-19 石刻画像囲屏 東漢晩期 河南省新密市(元密

県)打虎亭漢宏農太守張伯雅墓(M1)  

022 Fig.Ⅲ-20 石刻画像屏風 四川省三台郪江崖墓群柏林坡 

 

 

 

１号墓（M1） 後漢中期元初四年(117)  

023 Fig.Ⅲ-21 宴飲舞楽図壁画立屏 前漢 陝西省西安市南

郊岳家寨村北西楽遊原漢墓 墓室西壁南側 

024 Fig.Ⅲ-22 拝謁図壁画立屏 後漢 内蒙古和林格爾漢墓

前室北壁甬道門西側壁面 

025 Fig.Ⅲ-23 夫婦宴飲図壁画囲屏 河南省洛陽西工区唐宮

路南側漢墓墓室東壁 後漢晩期 

026 Fig.Ⅲ-24 墓主夫婦宴飲図壁画囲屏河南省洛陽市朱村漢

墓 後漢晩期 

027 Fig.Ⅲ-25 壁画囲屏 遼寧省遼陽壁画墓 後漢 

028 Fig.Ⅲ-26 壁画曲屏 1971 年河北省安平県逯家荘漢墓出

土 中室南耳室南壁 高180、幅260cm 後漢熹平五年（176） 

  第四章 
029 Fig.Ⅳ-01 石彫小柱礎 山西大同市石家賽司馬金龍墓出

土北魏5世紀後半 青石質高16.5、辺長32cm 山西省博物館蔵 

030 Fig.Ⅳ-02 司馬金龍墓漆絵屏風の再構図 

031 Fig.Ⅳ-03 人物故事図漆絵屏風 1･2 山西省大同市司馬金

龍墓(太和八年=484)出土 北魏(5 世紀後半)      約 80

×40cm 山西省博物館蔵 

032 Fig.Ⅳ-04 人物故事図漆絵屏風 3･4 山西省大同市司馬

金龍墓(太和八年=484)出土 北魏(5 世紀後半) 約 80×20cm 

大同市博物館蔵 

033 Fig.Ⅳ-05 人物故事図漆絵屏風 5 山西省大同市司馬金龍墓

(太和八年=484)出土 北魏(5 世紀後半)       約 80×

20cm 大同市博物館蔵 

034 Fig.Ⅳ-06 小滑石屏風柱礎山東済南崔令婆墓 東魏 

035 Fig.Ⅳ-07 雲母屏風 寧夏回族自治区固原県西郊郷大堡

村田弘夫婦墓 北周建徳四年(575)  

036 Fig.Ⅳ-08 寧懋石室 1931 年河南省洛陽市邙山出土北魏孝

昌三年（527） 高138.0cm 幅200.0cm 奥行97.0cm。アメ

リカ･ボストン美術館蔵 

037 Fig.Ⅳ-09 孝子図石造囲屏の復元図 北魏 高 51cm  

C．T．Loo旧蔵（現蔵不明） 

038 Fig.Ⅳ-10 孝子図石造囲屏北魏 高 51cm  C．T．Loo

旧蔵（現蔵不明） 

039 Fig.Ⅳ-11 孝子図石棺床囲屏（KB本）正面 北斉(6世紀)  

石造 高45.0cm、幅109.8cm アメリカ･ネルソン∙アトキンズ

美術館蔵 

040 Fig.Ⅳ-12 風俗図石棺床囲屏 1977 年洛陽出土 高

52.28cm洛陽古代芸術館蔵 (林聖智氏の論文より) 

041 Fig.Ⅳ-13 風俗図石棺床囲屏(２面) 北魏(6 世紀前半) 各

高51.8cm、幅101.7cm、厚6.3cm奈良天理大学附属天理参考館

蔵 

042 Fig.Ⅳ-14 風俗図石棺床囲屏(２面) 北魏(6 世紀前半) 各

高51.8cm、幅101.7cm、厚6.3cm アメリカのサンフランシス

コ美術館蔵 

043 Fig.Ⅳ-15 風俗図石棺床囲屏北魏(6 世紀前半) 石造各高

約47cm、幅約98cm大阪府和泉市久保惣記念美術館蔵 (３面) 
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044 Fig.Ⅳ-16 風俗図石棺床囲屏 1972 年河南省沁陽県出土 

北朝晩期 高43cm、幅223cm、厚0.90cm  

045 Fig.Ⅳ-17 風俗図石棺床囲屏の復元図 北魏(6 世紀前半) 

各高51.8cm、幅101.7cm、厚6.3cm       奈良天理大

学附属天理参考館とアメリカのサンフランシスコ美術館蔵 

046 Fig.Ⅳ-18 ソグド人新年祭図石棺床囲屏１面 伝中国河

南省安陽市近郊古墓出土 北斉(六世紀中頃) 石灰岩質 高

50.0cm、幅90.0cm フランス、パリ、国立ギメ東洋美術館 

047 Fig.Ⅳ-19 石棺床囲屏 1971 年山東省青州市傅家村出土

北斉武平四年（573） 高135cm、幅98cm 青州市博物館蔵 

048 Fig.Ⅳ-20 康業墓の線刻の石棺床屏風 北周天和六年

(571) 2004 年西安市北郊城炕底村出土 各高 82~83.5cm、幅

93.5~111cm、厚7~10cm西安市文物保護考古研究所蔵    

049 Fig.Ⅳ-21 安伽墓の囲屏石榻 2000 年西安市北郊出土 

北周大象元年(579) 高 68cm、 後屏幅 205cm、厚 8cm 陝西

省考古研究所蔵 

050 Fig.Ⅳ-22 安伽墓の囲屏石榻2000年西安市北郊出土 北

周大象元年(579) 高 68cm、幅 102cm、厚 8cm 陝西省考古研

究所蔵 

051 Fig.Ⅳ-23 史君墓の石槨 北周大象二年(580) 2003 年

陝西省西安市未央区井上村出土 高 110cm、幅 250cm、奥行

120cm 西安市文物保護考古所蔵 

052 Fig.Ⅳ-24 白玉製棺槨 隋開皇十二年（592）1999 年山

西省太原市南郊虞弘墓出土高 217cm、幅 248cm、奥行 138cm 

太原市晋源区文物管理所収蔵  

053 Fig.Ⅳ-25 虞弘墓石槨浮彫 宴楽図 奥壁中央 

054 Fig.Ⅳ-26 石棺床屏風 大理石に浮彫彩色 北周(六世紀

後半 )  高 59.1~61.9cm、幅 25.4~53.4cm 日本 MIHO 

MUSEUM所蔵 

055 Fig.Ⅳ-27 石棺床屏風 砂頁岩 北周末-隋代 1982 年

甘粛省天水市石馬坪古墳出土 高123cm、幅218cm、奥行115cm  

天水市博物館蔵  

056 Fig.Ⅳ-28 石棺床屏風の浮彫  1982 年甘粛省天水市石

馬坪古墳出土北周末-隋代 砂頁岩 (各扇)高87cm、幅30~46cm 

天水市博物館蔵  

057 Fig.Ⅳ-29 石棺床屏風 フランスのギメ国立東洋美術館  

058 Fig.Ⅳ-30 ソグド人の聖火儀式ソグド人の納骨器(オッス

アリ) 7世紀 ウズベキスタンのモーラリ∙クルガン出土サマル

カンド・レギスタン広場博物館蔵  

059 Fig.Ⅳ-31 石榻囲屏の山水表現 

060 Fig.Ⅳ-32 石龕形囲屏と石椁壁画 北京市石景山区八角

村出土 魏晋時期 

061 Fig.Ⅳ-33 腰屏風 人物故事図漆絵木棺  1981 年寧夏

回族自治区固原県郊外北魏墓出土 北魏(5 世紀後半)  固原県

博物館蔵 

062 Fig.Ⅳ-34 墓主図 遼寧省朝暘袁台子壁画墓 東晋（四世

紀初~四世紀中葉）  

063 Fig.Ⅳ-35 墓主図 遼寧省遼陽上王家村晋代壁画墓  

064 Fig.Ⅳ-36 墓主夫婦宴飲図壁画囲屏 山西省大同智家堡

北魏墓石椁北壁 

065 Fig.Ⅳ-37 夫婦宴飲図屏風 河南省洛陽孟津北陳村王温

壁画墓東壁 北魏太昌元年（532） 

066 Fig.Ⅳ-38 三足八曲樹下人物図屏風 北斉 山東済南市

東八里窪墓葬壁画 

067 Fig.Ⅳ-39 九曲流雲文山水屏風 北斉武平二年（571）山

東済南市馬家荘祝阿県令□道貴墓壁画 

068 Fig.Ⅳ-40  ５扇素屏 北斉 山西省太原南郊金勝村壁画

墓 墓室北壁  

069  Fig.Ⅳ-41 宴飲図多扇衝立 山西省太原市迎澤区郝荘郷

王家峰村東徐顕秀壁画墓室北壁 北斉武平二年（571） 

070 Fig.Ⅳ-42 壁画屏風 北斉天保二年（551） 1986年山東

省臨朐県海浮山崔芬墓出土 北壁東側樹下人物図  

071 Fig.Ⅳ-43 壁画屏風 北斉天保二年（551）1986 年山東

省臨朐県海浮山崔芬墓出土 墓室東壁樹下人物図 

072 Fig.Ⅳ-44 壁画屏風1986年山東省臨朐県海浮山崔芬墓出

土高123cm 北斉天保二年（551）西壁北側樹下人物、鞍馬図 

073 Fig.Ⅳ-45 女性人物絵画表現の共通性  

074 Fig.Ⅳ-46 「班妃辞輦」の故事  

075 Fig.Ⅳ-47 「衛霊夫人」の場面 

076 Fig.Ⅳ-48 「舜後母焼廩」の人物故事図漆絵  

077 Fig.Ⅳ-49 樹木の表現技法 

078 Fig.Ⅳ-50 陸探微「帰去来辞図巻」山水樹石花鳥図屏風 

六朝・宋 台北・故宮博物院 

  第五章 
079 Fig.Ⅴ-01 楽伎図屏風 絹本着色 6扇 72TAM230唐・

長安二年(702)張礼臣墓 (各)縦46cm、横22cm 新彊自治区博

物館蔵  

080 Fig.Ⅴ-02 「牧馬図屏風」八扇 絹本着色 1972 年麹僊妃

墓（188 号墓）出土 唐・開元三年(715)  (各)縦 53.5cm、横

22.3cm 新彊ウイグル自治区博物館蔵  

081 Fig.Ⅴ-03  弈棋仕女図屏風 1972 年新彊トルファンのア

スターナ墓葬 M187 出土 唐・長安-天保年間(701~756) (各)

縦63cm 絹本着色 新彊ウイグル自治区博物館蔵  

082 Fig.Ⅴ-04  弈棋仕女図屏風 1972 年新彊トルファンのア

スターナ墓葬 M187 出土 唐・長安-天保年間(701~756) (各)

縦63cm 絹本着色 新彊ウイグル自治区博物館蔵  

083 Fig.Ⅴ-05 樹下人物図 紙本着色 8 世紀 138.6×

53.2cm 1面 伝新彊アスターナ墳墓出土 東京国立博物館 

084 Fig.Ⅴ-06 樹下美人図 紙本着色 8 世紀 139.1×

53.1cm  1面 伝新彊アスターナ墳墓出土 MOA美術館蔵 

085 Fig.Ⅴ-07 山水図屏風 ６曲 隋開皇四年(584)山東省嘉

祥県英山一号徐敏行墓の墓室北壁 山東省博物館 

086 Fig.Ⅴ-08 樹下美人図屏風 六曲 唐（八世紀後半）1987

年陝西省西安市長安県南里王村韋氏墓出土 

087 Fig.Ⅴ-09 仕女図 唐代 

088 Fig.Ⅴ-10 樹下鞍馬仕女図屏風 唐開元十五年（727） 

147×380cm 西安市長安区郭杜鎮茅坡村韋慎名墓室西壁 

089 Fig.Ⅴ-11 高士仕女図屏風 咸亨二年（671）各高

164.0cm、幅 75.0cm 燕妃墓後室南・西・北壁画 陝西省礼泉

県煙霞鎮東坪村 

090 Fig.Ⅴ-12 高士仕女図屏風 咸亨二年（671）各高

164.0cm、幅 75.0cm 燕妃墓後室南・西・北壁画 陝西省礼泉



 - 3 -

県煙霞鎮東坪村 

091 Fig.Ⅴ-13 樹下老人図屏風唐・聖暦二年(699) 1986年寧

夏回族自治区固原県南郊郷羊村梁元珍墓出土 

092 Fig.Ⅴ-14 樹下人物図屏風 

093 Fig.Ⅴ-15 樹下高士図屏風 壁画淡彩 陝西省長安県韋

曲鎮南里王村韋浩墓出土 唐・景龍二年(708) 陝西省考古研究

所蔵 

094 Fig.Ⅴ-16  鳥毛立女図屏風 六扇 縦 133.8~134.3cm、

横51.9~54.4cm天平勝宝四年~八年(752~756) （唐・開元天宝

年間(713~756)）正倉院北倉44 

095 Fig.Ⅴ-17 樹下人物図 

096 Fig.Ⅴ-18 鑑戒人物図屏風 ６曲 壁画 盛唐 1972 年

新彊アスターナ TAM216 役人の夫婦合葬墓出土墓室奥壁 高

145cm、幅400cm 新疆ウイグル自治区博物館 

097 Fig.Ⅴ-19 伝孫位「七賢図」絹本着色 晩唐 45.2×

168.7cm 上海博物館 

098 Fig.Ⅴ-20 鑑戒人物図 

099 Fig.Ⅴ-21 花草屏風 五扇 1996 年西安西郊陜棉十廠Ｍ

７ 盛唐～晩唐 

100 Fig.Ⅴ-22 独幅芦雁牡丹図屏風 北京海淀区八里荘王公

淑夫人呉氏墓 墓室北壁 唐・開成三年（838） 縦290cm、横

165cm 北京市海淀区文物管理所 

101 Fig.Ⅴ-23 花鳥図屏風 高150cm、幅375cm 唐(8~9世

紀)  1972年新彊ウイグル自治区トルファン·アスターナ第217

号墓出土・墓室奥壁 

102 Fig.Ⅴ-24  花鳥図屏風 

103 Fig.Ⅴ-25 花鳥図 

104 Fig.Ⅴ-26 山水図屏風 水墨淡彩壁画 盛唐-中唐 1994

年陝西省富平県呂村朱家道村唐墓出土 墓室西壁 

105 Fig.Ⅴ-27 山水図 

106 Fig.Ⅴ-28 十二支像屏風の申、酉 唐・宝應二年（763）

各扇縦 165cm、横 60cm 高力士墓西壁壁画 陝西省蒲城県保

南郷山西村 

107 Fig.Ⅴ-29 山水人物屏風画 第148窟 盛唐時期 

108 Fig.Ⅴ-30 山水人物屏風画 第158窟 中唐時期 

109 Fig.Ⅴ-31 山水人物屏風画 第159窟 中唐時期 

110 Fig.Ⅴ-32 山水人物屏風画 第361窟 中唐時期 

111 Fig.Ⅴ-33 山水人物屏風画 第12窟 晩唐時期 

112 Fig.Ⅴ-34 人物図屏風画 第14窟 晩唐時期 

113 Fig.Ⅴ-35 人物図屏風画  第196窟 晩唐時期 

114 Fig.Ⅴ-36 多曲屏風 

115 Fig.Ⅴ-37 囲屏 莫高窟維摩経変図  

116 Fig.Ⅴ-38 伝周昉「簪花仕女図」絹本着色 46×180cm 

唐代中晩期 遼寧省博物館蔵 

117 Fig.Ⅴ-39 周昉「画人物巻」格子屏風 台北・故宮博物院 

118 Fig.Ⅴ-40 周景元「麟趾図巻」流水文屏風 台北・故宮博

物院 

119 Fig.Ⅴ-41 唐・閻立本「孝経図」の画中屏風絵(部分) 遼

寧省博物館 

第六章 
120 Fig.Ⅵ-1  石屏風 北宋 縦46.5 cm、横27.0、厚1.7cm 

河南省方城金湯寨範致虚の父墓  

121 Fig.Ⅵ-02 墓室山水･花鳥図障屏絵配置風景 五代・天祐二

十一年（後梁龍徳四年、924）河北曲陽王処直墓前室西・北・東

壁 

122 Fig.Ⅵ-03  河北曲陽五代王処直墓山水図衝立（924年）  

123 Fig.Ⅵ-04 流水文衝立 北宋 河南禹県白沙鎮趙大翁（1

号壁画墓）墓前室西壁墓主人夫婦宴飲図  

124 Fig.Ⅵ-05 書道図衝立 白沙 2 号墓西南壁墓主人夫婦対

坐宴楽図  

125 Fig.Ⅵ-06 壁画衝立 宋・哲宗紹聖四年（1097）河南登

封黒山溝李守貴墓 

126 Fig.Ⅵ-07 三曲花鳥図屏風 遼・統和十三年（995） 北

京八宝山革命公墓院内韓佚墓（M3）墓室北壁  

127 Fig.Ⅵ-08  花鳥図屏風  遼・天慶七年（1117） 河北

省宣化下八里張恭誘墓（M2）室東北壁 

128 Fig.Ⅵ-09  六曲花鳥図屏風 遼・天慶七年（1117） 河

北省宣化下八里張世古墓（M5）後室西北・北・東北壁 

129 Fig.Ⅵ-10 花卉双鶴図屏風 遼代 180.0×448.0ｃｍ 

墨線勾勒、重彩平塗 内モンゴル敖漢旗康営子壁画墓室北壁  

130 Fig.Ⅵ-11  墓室壁画の書き起こし 六曲花鳥図屏風 

遼・中晩期 幅390.0 cm 内モンゴル自治区巴林左旗滴水壷壁

画墓室東北・東・東南壁 

131 Fig.Ⅵ-12 二曲花鳥図屏風 遼代・中晩期 内モンゴル自

治区敖漢旗七家２号壁画墓室北壁 

132 Fig.Ⅵ-13 水墨八哥図屏風 縦61.0cm、横50.0cm 内モ

ンゴル自治区敖漢旗下湾子１号壁画墓室西北壁 遼代  

133 Fig.Ⅵ-14 牡丹と書道屏風 金代 山東高唐寒寨郷谷官

屯虞寅墓室壁画 

134 Fig.Ⅵ-15 韓伯瑜図 金代山西長子県石哲壁画墓室東壁

上部 

135 Fig.Ⅵ-16 田真図 金代・中晩期 山西聞喜県侯村郷寺底

磚彫壁画墓室東壁中上部 

136 Fig.Ⅵ-17 人物仙鶴図屏風 金代 河南登封王上壁画展

開図 

137 Fig.Ⅵ-18 磚彫・彩絵屏風 山西省汾陽県北関村 金代・

早期 

138 Fig.Ⅵ-19 磚彫・彩絵屏風 金代・早期 山西省汾陽県北

関村 

139 Fig.Ⅵ-20 書道衝立 金代 山西屯留宋村壁画墓室北壁

墓主人夫婦宴飲図 

140 Fig.Ⅵ-21 内宅図三幅没骨花草図囲屏 山西平定宋・金壁

画墓Ｍ1墓室北壁 金代 

141 Fig.Ⅵ-22 山西井刑石荘金墓・賞月図書道屏風 

142 Fig.Ⅵ-23 山東済南埠東村石彫壁画墓壁画配置 元代 

143 Fig.Ⅵ-24 山東済南埠東村壁画墓 元代 

144 Fig.Ⅵ-25 山東済南埠東村壁画墓描き起し図 元代 

145 Fig.Ⅵ-26 山水図と書道衝立 元代 山西大同冯道真墓

壁画 

146 Fig.Ⅵ-27 花鳥図屏風 元代 山西省長治県郝家荘墓室

西・北壁 

147 Fig.Ⅵ-28 人物・梅花竹石図屏風 北京市密云県西田各荘
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太子務村壁画墓 元代・早期 

148 Fig.Ⅵ-29 韓伯瑜図 元・大徳十一年（1307）山西長治

市捉馬村壁画墓（M2）室北壁右側  

149 Fig.Ⅵ-30 三曲屏風・墓主人夫婦対坐図 元代 河南洛陽

伊川県元東村壁画墓（92YM5）墓室北壁 

150 Fig.Ⅵ-31 陝西蒲城洞耳村壁画墓（元至元六年 1269）墓

主人夫婦端坐図（座屏上部山水画）129.0×175.0cm  

151 Fig.Ⅵ-32 墨竹鳥雀図屏風 河北涿州李儀壁画墓 元・至

順二年（1331）～至元五年（1339）  

152 Fig.Ⅵ-33 書道屏風 河北涿州李儀壁画墓 元・至順二年

（1331）～至元五年（1339）  

153 Fig.Ⅵ-34樹石図衝立 北宋 山西高平開化寺壁画 

154 Fig.Ⅵ-35山水図屏風 金代 山西繁峙岩山寺壁画 

155 Fig.Ⅵ-36 王斉翰「勘書図巻」（「挑耳図」） 絹本着色 

28.4×65.7cm 南京大学蔵 

156 Fig.Ⅵ-37 「勘書図」 元代 絹本着色 31.5×42.2cm 

フリア美術館蔵 

157 Fig.Ⅵ-38 顧閎中「韓熙載夜宴図巻」五代（十世紀）絹本

着色 28.7×337.5cm 北京・故宮博物院蔵  

158 Fig.Ⅵ-39 周文矩「重屏会棋図巻」絹本着色 40.3×

70.5cm 北京・故宮博物院蔵  

159 Fig.Ⅵ-40 「文殊維摩問答図」（拓本・部分） 北宋 紙

本墨版 175.5×255.5cm キャンサス市美術館 

160 Fig.Ⅵ-41 南宋 牟益「搗衣図」（部分）紙本水墨白描 台

北・故宮博物院 

161 Fig.Ⅵ-42 画中衝立絵 宋高宗書孝経馬和之絵図冊台

北・故宮博物院 

162 Fig.Ⅵ-43 宋人「人物」 絹本着色 北宋 29.0×27.8cm 

台北・国立故宮博物院蔵  

163 Fig.Ⅵ-44 劉松年「琴書楽志図」軸 台北故宮博物院 

164 Fig.Ⅵ-45 宋人「十八学士図軸」台北・故宮博物院 

165 Fig.Ⅵ-46 宋人「十八学士図軸」台北・故宮博物院 

166 Fig.Ⅵ-47 画中山水図衝立絵女孝経図 南宋 北京・故宮

博物院 

167 Fig.Ⅵ-48 素屏風と水墨山水図屏風 孝経図 南宋 遼

寧省博物館  

168 Fig.Ⅵ-49 南宋・劉松年「唐十八学士図巻」（部分）絹本

着色44.5×182.3cm台北・国立故宮博物院蔵  

169 Fig.Ⅵ-50 劉貫道「消夏図巻」 元（十三世紀） 絹本墨

画淡彩 29.3×71.2cm アメリカ・ミズーリ州、カンザス・シ

テイ、ネルソン・ギャラリー＝アトキンズ美術館  

170 Fig.Ⅵ-51 李衎「勾勒竹図双幅」（「竹石図」） 絹本墨画

着色 189.5×109.2cm 元代 日本・明徳堂 

171 Fig.Ⅵ-52 「蓮池水禽図」） 元代絹本着色 104.2×

55.4cm、103.8×55.0cm 京都国立博物館 

172 Fig.Ⅵ-53元人「華厳海会軸」台北・故宮博物院 

173 Fig.Ⅵ-54元人「聴琴図軸」台北・故宮博物院 

174 Fig.Ⅵ-55「張雨題倪瓚像巻」 元（十四世紀） 紙本墨画

淡彩 28.2×60.9cm台北・国立故宮博物院蔵 

175 Fig.Ⅵ-56 元・趙孟頫「孝経図巻」 台北・故宮博物院 

176 Fig.Ⅵ-57 「十王図」 元・陸仲淵 絹本着色 85.8×

50.6cm 奈良国立博物館蔵 

177 Fig.Ⅵ-58 南宋・劉松年「十六羅漢図」 台北・故宮博物

院 

178 Fig.Ⅵ-59南宋・金処士家「十王図」絹本墨画着色、各111.0

×47.0cmメトロポリタン美術館 

179 Fig.Ⅵ-60南宋・陸信忠「十王図」日本・金沢文庫蔵 

180 Fig.Ⅵ-61 南宋・陸信忠「十王図」 日本・金沢文庫蔵 

181 Fig.Ⅵ-62 陸四郎「羅漢図」 元代 絹本着色 各 70.0

×40.0cm 日本・藤田美術館蔵 

182 Fig.Ⅵ-63 山水図屏風 元・至元六年（1340）『事林広記』

挿図 

183 Fig.Ⅵ-64 山水・花鳥図屏風 「西夏訳経図」挿絵 元代 

北京・国家図書館 

184 Fig.Ⅵ-65 線刻書道屏風 北宋 河南洛寧楽重進石棺前

板画像 

第七章 
185 Fig.Ⅶ-01 紫檀筆挿屏 明・萬歴年間 縦 20.0 cm、横

17.0、厚8.0cm 上海宝山朱守城夫婦合葬墓 

186 Fig.Ⅶ-02 青磁硯屏 明時代 16～１７世紀、東京国立博

物館 

187 Fig.Ⅶ-03 堆朱楼閣人物文衝立 明（15～16 世紀）東京

国立博物館 

188 Fig.Ⅶ-04 「款彩楼閣園林図黒漆屏風」 明代晩期 安徽

省博物館 

189 Fig.Ⅶ-05 「款彩楼閣園林図黒漆屏風」正面部分 明代晩

期 安徽省博物館 

190 Fig.Ⅶ-06 コロマンデル・スクリーン 「園林仕女図嵌螺

鈿黒漆屏風」明代晩期 南京博物院 

191 Fig.Ⅶ-07 「園林仕女図嵌螺鈿黒漆屏風」 明代晩期 南

京博物院 

192 Fig.Ⅶ-08 「園林仕女図嵌螺鈿黒漆屏風」12 扇、（背面部

分） 明代晩期 扇高 247.0cm、各幅 41.7cm、全幅 540.0 ㎝ 

1954年、江蘇省蘇州市収集 南京博物院蔵 

193 Fig.Ⅶ-09 「彩漆彫填漢宮春暁屏風」 十二扇 明末清初 

国家博物館蔵 

194 Fig.Ⅶ-10 剔紅赤壁図挿屏 清・乾隆年間 高さ63.6cm

幅59.9cm 座厚さ16.5cm 台北・故宮博物院  

195 Fig.Ⅶ-11 松花石山水人物挿屏 清・乾隆年間 台北・故

宮博物院 

196 Fig.Ⅶ-12 海景人物図款彩黒漆屏風（十二牒）清初（17

～18世紀）縦273.5×横600.0×厚6.0cm デンマーク・民族博

物館  

197 Fig.Ⅶ-13 狩野内膳「南蛮屏風」桃山時代 六曲一双 紙

本金地着色 各154.5×363.2cm 神戸市立博物館 

198 Fig.Ⅶ-14 佚名「桐蔭仕女図」屏風（八曲一隻）絹本油彩

着色 128.5×326.0cm 清・康煕年間（十八世紀） 北京・故

宮博物院蔵  

199 Fig.Ⅶ-15 コロマンデル・スクリーン（漆絵屏風）清・康

煕四十五年（一七〇六、「康煕四十五年」銘） 十二曲一隻 285.0

×600.0cm シュトウットガルト、リンデン博物館  

200 Fig.Ⅶ-16 山水人物図屏風 浮彫・線刻 陝西大茘八魚村
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３号石室李天培墓 清・光緒元年（1875） 

201 Fig.Ⅶ-17 画中屏風 浮彫・線刻 陝西大茘八魚村３号石

室李天培墓 清・光緒元年（1875）  

202 Fig.Ⅶ-18 流水文衝立明・正徳二年（1507） 山西新絳

稷益廟壁画 

203 Fig.Ⅶ-19 山水図屏風 陳洪綬「宣文君授経図」  173.7

×55.6cm 明・崇禎十一（1638）年 絹本墨画着色アメリカ、

クリーヴランド、クリーヴランド美術館  

204 Fig.Ⅶ-20 杜陵内史「宮美人調鷹図」絹本着色 103.6×

63.1cm 大阪市立美術館 

205 Fig.Ⅶ-21 明・唐寅 ・「李端端图」轴 纸本着色 122.5 × 

57.2㎝  南京博物院 

206 Fig.Ⅶ-22 明・唐寅 ・「倣唐人仕女」轴 纸本着色 122.5

×57.2㎝ 台北・故宮博物院 

207 Fig.Ⅶ-23 明・唐寅「陶穀贈詞図」軸 絹本着色 168.8

×102.1cm 台北・故宮博物院 

208 Fig.Ⅶ-24 画中屏風絵・衝立絵 明・唐寅「臨韓煕載夜宴

図」絹本着色 30.8×547.8cm 重慶市博物館  

209 Fig.Ⅶ-25 画中屏風絵・衝立絵 明・唐寅「臨韓煕載夜宴

図」（部分）絹本着色 30.8×547.8cm 重慶市博物館 

210 Fig.Ⅶ-26 画中屏風・衝立 明・尤求「漢宮春暁図」上海

博物館 

211 Fig.Ⅶ-27 画中屏風・衝立 明・尤求「漢宮春暁図」上海

博物館 

212 Fig.Ⅶ-28 硯屏 謝環「杏園雅集図巻」（部分） 明・正統

2年（1437）頃 絹本着色 

213 Fig.Ⅶ-29 画中山水図屏風 杜菫「玩古図」軸 明（15

～16世紀） 絹本着色126.1×187.0cm 台北・故宮博物院  

214 Fig.Ⅶ-30 画中山水図衝立絵 明・唐寅「臨韓煕載夜宴図」

軸 絹本着色 146.4×72.6㎝  台北・故宮博物院 

215 Fig.Ⅶ-31 流水文衝立 明・仇英「漢宮春暁図」 台北・

故宮博物院 

216 Fig.Ⅶ-32 仇英「臨宋人物図」明・十六世紀、紙本着色、

上海博物館  

217 Fig.Ⅶ-33 明・仇英「人物故事冊」花鳥・山水図衝立 台

北・故宮博物院 

218 Fig.Ⅶ-34 呂紀「四季花鳥図」（四幅）15-１６世紀 絹本

墨画著色 各縦 175.2×100.9cm 重要文化財 東京国立博物

館  

219 Fig.Ⅶ-35 呂敬甫「草蟲図二幅」絹本着色 各114.1×55.6 

明代 日本・曼殊院 

220 Fig.Ⅶ-36 佚名「上元燈彩図」 明（十四～十七世紀） 絹

本着色 25.5×266.6cm 北京・故宮博物院  

221 Fig.Ⅶ-37 韓秀實「鯉図屏風」（二曲）明時代（16～17世

紀） 絹本墨画 128.5×76.3cm 神奈川県・常盤山文庫コレク

ション  

222 Fig.Ⅶ-38 明世宗坐像 五爪龍御屏風 台北・故宮博物院 

223 Fig.Ⅶ-39 清康煕便服図 五爪龍御屏風 北京・故宮博物

院 

224 Fig.Ⅶ-40 高岑「春景山水聯屏」（1、2、３扇） 絹本淡

彩、各扇214.0×55.0cm 山東・煙台市博物館 

225 Fig.Ⅶ-41 高岑「春景山水聯屏」（４、５、６扇） 絹本

淡彩、各扇214.0×55.0cm 山東・煙台市博物館 

226 Fig.Ⅶ-42 孫億筆「花鳥図」押絵貼屏風 六曲一双 紙本

着色  各130.0×54.7cm 東京・徳川黎明会 

227 Fig.Ⅶ-43 趙子謙「閩中名花屏」（四幅）絹本着色 90.0

×22.1cm 浙江省博物館 

228 Fig.Ⅶ-44 張莘筆「花卉図」押絵貼屏風 六曲一双 紙本

著色 各134.0×31.0cm 日本・長崎県立美術博物館  

229 Fig.Ⅶ-45 鄭板橋「墨竹図屏風」 清・乾隆十八（1753）

年紙本墨画 120.0×238.0cm 東京国立博物館 

230 Fig.Ⅶ-46 鄭板橋「墨竹屏」乾隆二十六年（1761、辛巳

年） 紙本墨画 222.5×252.0cm 湖北省博物館  

231 Fig.Ⅶ-47 葉芳林・方士庶筆「九日行庵文讌図巻」 絹本

着色 31.7×201.0cm 清時代（1743） クリーヴランド美術

館 

232 Fig.Ⅶ-48 人物肖像図軸 清・禹之鼎 絹本着色 124.8

×53.0cm 吉林省博物館 

233 Fig.Ⅶ-49 花鳥図屏風（六曲一隻）清・姚文翰「歳朝歓慶

図」軸 台北・故宮博物院 

234 Fig.Ⅶ-50 清・姚文翰「弘暦（乾隆）鑑古図」 十八世紀 

紙本画軸 北京・故宮博物院 

235 Fig.Ⅶ-51 画中屏風絵 清・院本「漢宮春暁図巻」部分 台

北・故宮博物院 

236 Fig.Ⅶ-52 清・張愷梁徳潤張維明合絵「群仙祝寿図軸」絹

本着色 213.5×150.5cm 台北・故宮博物院 

237 Fig.Ⅶ-53 清・黎明「倣金廷標孝経図」冊頁 北京・故宮

博物院 

238 Fig.Ⅶ-54 清・郎世寧「白鷹図」軸 乾隆三十年（1765） 

絹本着色 179.9×99.2cm  台北・故宮博物院 

239 Fig.Ⅶ-55 沈銓「鶴鹿同春図屏風」（六曲一双） 絹本著

色 各143.6×279.4cm 清・乾隆四年（1739）個人蔵  

240 Fig.Ⅶ-56 沈南蘋筆「花鳥動物図」押絵貼屏風 絹本着色 

各153.5×57.4cm 清・乾隆十五年(1750） 日本・三井文庫蔵、

北三井家旧蔵) 

241 Fig.Ⅶ-57 袁耀筆「汾陽別墅図屏風」（12曲） 清・乾隆

三一年(1766)絹本淡彩 縦223.0cm 横760.0cm(全体) 天津市

芸術博物館 

242 Fig.Ⅶ-58 朱耷「山水通景屏」（六幅）紙本墨画 各97.5

×34.0cm 南京博物院  

243 Fig.Ⅶ-59 清・袁江筆「緑野堂図屏風」（八曲一隻）金箋

着色 244.5×488.5cm 京都国立博物館 

244 Fig.Ⅶ-60 清・王雲筆「山水楼閣図屏風」（八曲一隻）金

箋着色 244.5×488.5cm 京都国立博物館 

245 Fig.Ⅶ-61 華嵒筆「渓山楼観図屏連幅」（六曲一双）清・

乾隆三年（1738） 金箋墨画淡彩 各扇 226.0×62.5cm アメ

リカ、サンフランシスコ・アジア美術館蔵 

246 Fig.Ⅶ-62 羅牧「山水図屏風」清・康煕四十五年（1706）

十二幅 各183.0×52.0cm 紙本墨画淡彩 江西省博物館  

247 Fig.Ⅶ-63 「刻漆王小楳樹石人物掛屏」四片一組 各約

120.0×30.0cm 寄嘯山荘（個人蔵） 

248 Fig.Ⅶ-64 「嵌本色竹牙鄭板橋竹石掛屏」（四片）各約100.0
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×30.0cm 寄嘯山荘蔵  

249 Fig.Ⅶ-65 「紫檀辺嵌玉人物掛屏」（四片） 各約 100.0

×30.5cm 寄嘯山荘蔵  

250 Fig.Ⅶ-66 「堆漆喜鵲登梅掛屏」（四片) 各約 110.0×

30.0cm 寄嘯山荘蔵  

251 Fig.Ⅶ-67 花鳥図寿屏 刺繍 195.0×43.0cm 蘇州市

刺繍研究所  

252 Fig.Ⅶ-68 玉堂富貴壽屏（十二幀) 清 刺繍 258.0×

63.0cm 北京・故宮博物院  

253 Fig.Ⅶ-69 「富貴寿考囲屏」  双面繍 192.5×251.0cm 

清・乾隆時期 北京・故宮博物院  

254 Fig.Ⅶ-70 淡彩山水図屏風 「春夜宴桃李園」装飾画 

清・雍正年間「粉彩人物筆筒」 上海博物館 

255 Fig.Ⅶ-71 羅成売線 清 年画 河北武強 

256 Fig.Ⅶ-72 八仙墨屏 年画 清代 各94.0×26.0cm 山

東高密県文化館   

257 Fig.Ⅶ-73 二十四孝墨屏 清 山東高密県文化館 

258 Fig.Ⅶ-74 劉大人私訪 年画条屏 清代 山東高密・個人

蔵 

259 Fig.Ⅶ-75 「桜桃夢」挿図 明・萬暦四十四年（1616） 

15.9×11.2cm 南京図書館  

260 Fig.Ⅶ-76 『孔聖家語図』挿図 明・萬暦十七年（1589） 

20.8×13.5cm 北京・国家図書館  

261 Fig.Ⅶ-77 「風流絶暢図」挿絵 明・萬暦三十四（1606）

彩色套印版画 中国歴史博物館 

262 Fig.Ⅶ-78 南柯夢挿図  明・萬暦年間（1573～1619）

北京・国家図書館  

263 Fig.Ⅶ-79 陳洪綬「北西廂秘本挿絵」屏風19.5×13.9cm 

明・崇禎十二年(1639)刊本  台北・故宮博物院 

264 Fig.Ⅶ-80 閔斉伋刊『西廂記』挿絵の第十一図の屏風明・

崇禎十三年（1640）  

265 Fig.Ⅶ-81 三国誌像挿図 清・順治年間 上海図書館  

266 Fig.Ⅶ-82 『西廂記』挿絵 ドイツ、ケルン、東アジア美

術館 

267 Fig.Ⅶ-83 画中屏風/衝立 春宮画挿絵 明清時代 

第八章 
268 Fig.Ⅷ-01 彩絵漆篋 後漢後期 (2-3 世紀) 1932 年朝鮮

民主主義人民共和国ピョンヤン市龍淵面南井里116号墳(彩篋塚)

出土 総高21.3cm、(蓋)37.2×17.8cm ピョンヤン市朝鮮中央

歴史博物館蔵  

269 Fig.Ⅷ-02 囲屏(腰屏風) 高句麗古墳壁画 

270 Fig.Ⅷ-03 囲屏(腰屏風) 高句麗古墳壁画 

271 Fig.Ⅷ-04 黒漆金泥小屏風 魯英筆 木製黒漆地金泥 

22.4×13.0cm 高麗時代・大徳十一年（1307） ソウル・韓国

国立中央博物館  

272 Fig.Ⅷ-05 金道弘筆「山水人物図」紙本水墨着色 扇面

27.2×80.5cm  李氏朝時代 旧徳寿宮美術館蔵  

273 Fig.Ⅷ-06「瀟湘八景図屏風」（八曲一隻）金玄成賛（1584）

朝鮮（十五世紀後期） 絹本墨画 105.0×386.2cm 各 47.0×

41.0cm 重要文化財 日本・東京都・文化庁  

274 Fig.Ⅷ-07 金弘道「西園雅集図」屏風 1745～？ 絹本

淡彩 42.5×129.5cm ソウル・個人所蔵  

275 Fig.Ⅷ-08 山水屏風 一帖六扇（六曲一隻） 国宝・絹本

著色11C後 各146.4×42.7cm 東寺（教王護国寺）伝来 京

都国立博物館蔵  

276 Fig.Ⅷ-09 山水屏風一帖六扇（六曲一隻）国宝・絹本著色

13C初 各110.8×37.5cm 京都府・神護寺蔵  

277 Fig.Ⅷ-10 弥勒経変相図屏風 6扇 敦煌莫高窟第112窟

主室西壁龕内壁画 中唐時期 

278 Fig.Ⅷ-11 弥勒経変相図屏風 敦煌莫高窟第 112 窟主室

西壁龕内壁画 中唐時期 

279 Fig.Ⅷ-12 日本・良全「十六羅漢図」 建仁寺蔵 

280 Fig.Ⅷ-13 熊斐「花鳥図屏風」 

281 Fig.Ⅷ-14 画中山水図屏風絵 源氏物語絵巻 徳川美術

館 

282 Fig.Ⅷ-15 画中花鳥・山水図屏風絵 石山寺縁起絵巻 滋

賀・石山寺  

第九章 
283 Fig.Ⅸ-01 ギルランダイオ「老人と少年」 １４８８年 

板 テンペラ、63.0×46.0cm パリ、ルーヴル美術館  

284 Fig.Ⅸ-02 ハンス・メムリンク「聖母子とマルティン・フ

ァン・ニーウェンホーフェの肖像」（二連画） １４８７年 板 

油彩 44.0×33.0cm ベルギー、ブリュージュ、メムリンク美

術館（聖ヨハネ施療院  

285 Fig.Ⅸ-03 ボッティチェリ「「受胎告知」 1488～８９年 

板 テンペラ  150.0×156.0cm フィレンツェ ウフィツィ

美術館  

286 Fig.Ⅸ-04 ジョヴァンニ・ベリーニ「聖母戴冠」（ペーザ

ロ祭壇画）一四七五年頃 板 油彩 262.0×240.0cm（中央パ

ネル） ぺーザロ 市立美術館  

 

参照図1 清・丁観鵬「丹書受戒図」軸（部分）台北・故宮博物

院 

参照図1 彩絵雲紋漆屏風 馬王堆三号墓出土 高さ60.3cm 

参照図2 山水画 元 山西壷関下好牢宋墓後室北壁 

参照図 3 六曲花鳥図屏風 遼代 内モンゴル自治区敖漢旗康

営子壁画墓室北壁部分 

参照図4 山水人物画 元代 山東済南千仏山墓前室  

参照図5 伝周文矩「重屏図」明代模本アメリカ・フリーア美術

館 

参照図 6「高士図」（伝狩野安信『唐絵手鑑』のうら）絹本著色

31.4×44.1cm 江戸時代前期 日本・大和文華館 

参照図 7 伝王維「高士碁図」11～12 世紀模本 絹本 旧満洲

帝室コレクション 

参照図 8 南宋・劉松年「唐十八学士図巻」（之一部分）絹本着

色 台北・国立故宮博物院蔵 

参照図 9 作者不詳「倣劉貫道消夏図巻」15 世紀（？）ワシン

トン・フリア・ギャラリー美術館 

参照図10 仇英「倪瓚像」16世紀紙本画巻上海美術館 

参照図11 倪瓚「秋林野興図」1339年 紙本画軸ニューヨーク、

メトロポリタン美術館 

参照図12「行基菩薩像」奈良・唐招提寺 
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参照図13 清・蒋蓮「模韓煕載夜宴図」広州美術館 

参照図 14 「十二美人図」（「正十二妃行楽図」）曲屏 1709～

1723年 絹本着色 北京・故宮博物院 

参照図 15 画中流水文屏風絵 清・丁観鵬「乞巧図」部分 上

海博物館 

参照図16 改琦「仕女図」（四幅）清 絹本墨絵161.8×41.0cm 

福岡市美術館  

参照図17 明・朱衡秋「七賢詠梅図」上海博物館 
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中国における屏風絵の研究

上－本文編 中－図版編 下－資料･附録編

序章－中国における屏風絵研究の現状

第一章 屏風の歴史―その文献学的考察

第二章 屏風絵についての展開

本 論

第八章 東アジアにおける屏風絵の伝播と受容

終章 結論―中国における屏風絵の特質

第三章 屏風絵の発生と形成期―漢時代及び漢以前

第四章 屏風絵の発展期―魏晋南北朝時代

第五章 屏風絵の繁栄期―隋唐時代

第六章 五代・宋・遼・金・元時代の屏風絵

第七章 明・清時代の屏風絵

本論構成の組織図
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屏
風
は
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
よ
り
発
生
し
、
二
千
余
年
、
中
国
の
文
化
と
、
永

い
歳
月
の
間
に
洗
練
さ
れ
、
装
飾
と
実
用
を
兼
ね
備
え
た
調
度
品
と
し
て
愛
用
さ

れ
て
き
た
。
風
よ
け
、
目
隠
し
、
間
仕
切
り
な
ど
多
様
な
機
能
を
備
え
る
他
、
美
術

鑑
賞
の
対
象
と
し
て
、
数
多
く
の
名
画
が
そ
こ
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

屏
風
絵
は
古
代
東
ア
ジ
ア
で
最
も
流
行
し
た
大
画
面
形
式
の
一
つ
で
あ
り
、

中
国
で
は
、
絵
画
史
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
一
分
野
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
の

成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
序
章
で
は
ま
ず
中
国
に
お
け
る
屏
風

絵
の
先
行
研
究
と
史
料
と
の
関
連
に
つ
い
て
著
者
の
考
え
を
簡
単
に
述
べ
、
本

稿
の
課
題
を
明
示
し
た
の
ち
、
主
要
な
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
を
検
討
し

た
。
各
章
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
も
引
用
し
、
そ
れ
を
再
構
成
し
、
若
干
の

考
察
を
幾
分
加
味
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
屏
風
絵
の
関
係
も
付
言
し
た
。 

中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
研
究
の
資
料
は
大
体
以
下
の
五
つ
の
種
類
で
あ
り
、

そ
れ
は
絵
画
史
、
伝
記
な
ど
古
文
献
典
籍
の
屏
風
絵
に
関
す
る
様
々
な
記
載
で

あ
り
、
墳
墓
中
の
屏
風
絵
、
も
う
一
つ
は
石
窟
、
寺
院
壁
画
の
屏
風
絵
、
様
々

な
画
跡
の
伝
世
品
の
屏
風
絵
、
磁
器
、
木
彫
な
ど
に
表
現
さ
れ
た
屏
風
絵
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
資
料
群
中
、
古
い
文
献
史
料
を
と
く
に
重
視
し
た
。
こ
れ
は
絵

画
史
学
の
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
、
必
要
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。 

以
上
の
様
々
な
屏
風
絵
の
原
始
的
な
資
料
を
蒐
集
し
て
、
実
証
、
比
較
、
帰

納
、
分
類
な
ど
の
研
究
方
法
を
活
用
し
て
、
時
代
発
展
序
列
に
立
脚
し
な
が
ら
、

中
国
屏
風
絵
の
使
用
の
歴
史
、
表
現
の
形
式
な
ど
を
考
察
し
て
、
特
に
中
国
屏

風
絵
の
各
時
代
に
お
け
る
表
現
特
徴
と
芸
術
風
格
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
屏

風
絵
の
装
飾
意
味
及
び
中
国
古
代
絵
画
史
に
お
け
る
位
置
を
探
求
し
た
。
ま
た
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屏
風
絵
に
お
け
る
伝
統
的
な
中
国
絵
画
の
山
水
画
、
花
鳥
画
、
人
物
画
と
い
っ

た
画
題
の
発
展
面
目
の
帰
納
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。 

本
稿
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
歴
史
を
貫
く
特
質
を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
、

屏
風
画
芸
術
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、
ま
た
変
化
し
た
か
を
歴
史
的
に
辿
っ
た
も

の
で
あ
る
。
図
像
学
的
な
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
史
的
変
遷
の
相
に
お

い
て
屏
風
絵
美
術
を
把
握
し
、
そ
れ
に
関
連
文
献
史
料
を
加
え
て
屏
風
絵
の
中

国
に
お
け
る
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
軸
に
、
屏
風
絵
芸
術
が

中
国
大
陸
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
、
日
本
列
島
へ
伝
播
す
る
際
の
変
容
の
様
相

も
構
造
的
に
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
れ
に
は
具
体
的
に
以
下
の
方
法
を
と

っ
た
。
即
ち
十
九
世
紀
以
前
の
中
国
と
朝
鮮
半
島
、
日
本
列
島
の
屏
風
絵
に
関

す
る
文
献
史
料
、
美
術
作
品
、
画
像
資
料
を
出
来
る
限
り
網
羅
的
に
蒐
集
し
て
、

そ
れ
ら
を
関
連
す
る
伝
世
作
品
や
出
土
品
な
ど
と
照
合
さ
せ
て
細
部
に
わ
た
っ

て
図
像
を
読
み
解
く
。
他
の
作
品
の
図
像
と
の
相
違
、
共
通
点
や
組
合
せ
を
考

慮
し
て
図
像
の
構
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
図
像
要
素
お
よ
び
図
像
構
成
を
成

り
立
た
せ
て
い
る
時
代
性
と
地
方
性
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
時
代
か
ら

明
清
時
代
に
か
け
て
引
き
継
が
れ
た
屏
風
絵
の
伝
統
と
変
遷
の
様
相
を
解
明
す

る
。 本

稿
は
大
き
く
三
部
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
第
一
部
の
序
章
、
第
二
部
の
第

一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
の
論
考
、
第
三
部
の
終
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
部
で
は
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
第
二
部
で
は
中
国

に
お
け
る
屏
風
絵
の
軌
跡
に
つ
い
て
、
そ
し
て
第
三
部
で
は
本
稿
の
結
論
と
し

て
中
国
及
び
東
ア
ジ
ア
の
屏
風
絵
の
特
質
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
。 

次
に
各
章
の
要
旨
を
述
べ
て
い
く
。 

序
章
に
お
い
て
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
研
究
の
現
状
の
問
題
及
び
本
稿
の
論

点
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
具
体
的
に
は
、
屏
風
絵
の
問
題
に
関
す
る
先
行

研
究
史
の
概
要
、
研
究
上
の
制
約
、
本
稿
の
資
料
典
拠
、
研
究
方
法
、
論
点
な

ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

第
一
章
「
屏
風
の
歴
史
に
つ
い
て
の
考
察
」
で
は
、
文
献
史
料
を
引
用
し
、

中
国
に
お
け
る
屏
風
の
定
義
と
性
格
、
種
類
、
機
能
お
よ
び
出
現
と
変
遷
の
歴

史
に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

第
二
章
「
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
展
開
」
に
お
い
て
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵

の
定
義
と
性
格
、
材
質
技
法
、
種
類
と
画
題
、
図
像
構
成
、
機
能
、
発
生
・
発

展
の
歴
史
に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

第
三
章
「
屏
風
絵
の
発
生
と
形
成
期
―
漢
時
代
及
び
漢
以
前
」
で
は
、
戦
国

か
ら
漢
に
か
け
て
の
時
代
の
屏
風
絵
の
特
徴
及
び
図
像
形
成
に
つ
い
て
詳
し
く

検
討
し
た
。
文
献
史
料
を
重
視
し
な
が
ら
画
像
石
・
画
像
磚
、
崖
墓
の
彫
刻
、

壁
画
上
の
図
像
に
つ
い
て
考
察
し
、
最
終
的
に
は
中
国
に
お
け
る
早
期
の
屏
風

絵
の
様
相
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

こ
の
時
期
の
壁
画
に
出
現
し
た
屏
風
絵
の
特
徴
と
し
て
は
、
画
面
の
局
部
に

人
物
の
背
景
家
具
と
し
て
描
か
れ
た
、
基
本
的
に
素
面
で
あ
る
、
曲
折
式
の
坐

榻
の
囲
屏
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

第
四
章
「
屏
風
絵
の
発
展
期
―
魏
晋
南
北
朝
時
代
」
に
お
い
て
、
魏
晋
南
北

朝
期
（
二
二
〇
～
五
八
一
）
の
史
書
、
画
史
画
論
、
題
画
詩
な
ど
の
文
献
史
料

に
お
け
る
屏
風
絵
に
つ
い
て
の
物
語
や
伝
世
作
品
な
ど
に
注
目
し
、
木
漆
器
屏

風
、
石
榻
囲
屏
、
壁
画
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
と
く
に
、
こ
の
時
期
の
出

土
品
を
代
表
す
る
屏
風
絵
と
し
て
ソ
グ
ド
人
石
榻
囲
屏
と
崔
芬
墓
の
屏
風
絵
を
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め
ぐ
っ
て
詳
細
に
論
じ
た
。 

魏
晋
南
北
朝
時
代
の
屏
風
絵
は
前
半
で
は
漢
代
の
主
題
と
様
式
を
継
承
し
つ

つ
発
展
さ
せ
、
後
半
で
は
様
々
な
画
風
を
新
た
に
生
み
出
し
て
来
る
隋
唐
の
造

形
表
現
の
祖
型
と
な
っ
た
。
南
北
朝
時
期
の
壁
画
墓
屏
風
図
の
特
徴
は
前
代
に

比
べ
て
人
物
の
背
景
と
し
て
拡
大
さ
れ
、
壁
一
面
に
描
か
れ
る
主
体
背
景
と
な

り
、
墓
室
壁
画
の
中
心
と
な
る
明
瞭
な
変
化
を
遂
げ
た
点
に
あ
る
。
ま
た
主
な

画
題
と
し
て
山
水
画
が
し
だ
い
に
発
展
し
て
独
立
し
た
画
題
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
隋
唐
時
代
の
屏
風
絵
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
他
に
北
か
ら
南

下
し
南
北
朝
の
統
一
を
成
し
遂
げ
た
騎
馬
遊
牧
民
の
鮮
卑
族
や
、
中
央
ア
ジ
ア

か
ら
東
ア
ジ
ア
に
至
る
交
易
網
を
作
り
あ
げ
て
東
西
文
明
の
交
流
の
主
役
を
演

じ
た
イ
ラ
ン
系
ソ
グ
ド
人
の
姿
も
描
か
れ
た
。 

第
五
章
「
屏
風
絵
の
繁
栄
期
―
隋
唐
時
代
」
で
は
、
隋
唐
期
に
お
け
る
屏
風

絵
の
歴
史
的
・
地
域
的
な
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

こ
の
時
期
の
史
書
、
画
史
画
論
中
の
記
述
、
画
讃
・
題
画
詩
・
論
画
詩
・
画

題
・
画
跋
・
画
記
な
ど
か
ら
屏
風
絵
に
描
か
れ
る
物
語
や
屏
風
絵
の
歴
史
上
の

様
相
を
理
解
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
絹
画
屏
風
、

紙
画
屏
風
、
石
棺
床
囲
屏
な
ど
の
屏
風
作
品
、
古
墳
壁
画
、
石
窟
壁
画
な
ど
の

画
像
資
料
を
も
と
に
検
証
し
た
。
と
く
に
唐
墓
壁
画
屏
風
図
の
豊
富
な
画
題
、

内
容
は
重
要
な
資
料
と
な
り
、
更
に
そ
の
こ
と
は
隋
唐
期
に
お
け
る
屏
風
絵
の

特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。
ま
た
こ
の
時
期
の
屏
風
の
使
用
は
一
般
化
し
、
宮
廷
、

官
府
の
他
に
個
人
宅
に
ま
で
設
置
さ
れ
た
。
名
称
も
多
様
化
さ
れ
「
屏
」
、「
障
」
、

「
障
子
」
と
称
さ
れ
、
漢
詩
、
書
、
絵
画
な
ど
が
共
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
も
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
屏
風
は
家
具
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
詩

人
や
画
家
、
書
家
に
よ
る
芸
術
の
表
現
対
象
と
し
て
の
機
能
も
有
し
、
そ
れ
が

屏
風
の
機
能
と
し
て
最
も
重
視
さ
れ
た
。 

第
六
章
「
宋
・
遼
・
金
・
西
夏
・
元
時
代
の
屏
風
絵
」
に
お
い
て
、
中
晩
唐

時
期
の
屏
風
絵
の
遺
風
に
注
目
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
時
代
の
新
画
題
と
新
技

法
な
ど
を
捕
捉
し
、
遼
・
金
・
元
時
期
に
お
け
る
屏
風
絵
の
民
族
性
に
つ
い
て

も
考
察
し
た
。
こ
の
時
代
に
入
っ
て
、
花
鳥
画
と
水
墨
山
水
図
が
躍
進
し
て
い

て
、
没
骨
法
と
い
う
新
し
い
技
法
も
発
展
し
た
。
こ
と
に
五
代
か
ら
宋
時
代
に
か

け
て
絵
画
空
間
に
多
様
な
展
開
を
み
せ
る
二
重
空
間
の
構
築
は
、
画
中
画
と
し

て
の
屏
風
と
衝
立
の
小
景
画
を
通
し
て
、
そ
の
時
代
性
を
強
く
示
す
。
ま
た
、

墓
葬
か
ら
の
壁
画
屏
風
に
は
、
龍
文
、
水
波
文
な
ど
古
い
画
題
が
再
び
出
現
し
、

伝
世
品
絵
画
に
は
、
画
中
画
と
し
て
の
屏
風
絵
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
絵
画
の
空

間
構
成
と
造
形
理
念
を
共
有
し
つ
つ
、
人
物
画
の
背
景
と
し
て
山
水
図
屏
風
を

配
す
る
こ
と
は
、
は
る
か
明
・
清
時
代
の
人
物
画
に
ま
で
通
じ
る
手
法
で
あ
る
。

な
お
、
屏
風
絵
の
文
化
的
意
味
は
、
伝
統
的
な
神
秘
性
と
勧
戒
性
か
ら
、
現
実

性
と
吉
祥
性
へ
転
換
す
る
。 

第
七
章
「
明
清
時
代
の
屏
風
絵
」
で
は
、
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
変
容
期

の
諸
様
相
を
考
察
し
た
。
こ
の
時
代
の
墓
葬
壁
画
屏
風
は
少
な
い
が
、
文
献
史

料
に
は
、
屏
風
絵
の
画
家
が
頻
繁
に
出
て
く
る
、
ま
た
伝
世
品
の
屏
風
作
品
が

多
い
こ
と
も
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。
画
中
画
屏
風
と
屏
風
の
形
態
の
変
容

は
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
屏
風
絵
研
究
の
二
つ
の
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ

の
時
代
、
一
部
の
屏
風
絵
は
通
景
図
の
衝
立
の
形
式
だ
け
で
な
く
、
押
絵
貼
屏

風
の
形
式
で
も
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
実
用
性
よ
り

も
、
観
賞
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
衝
立
形
式
の
屏
風
は
分
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体
の
貼
り
物
の
形
式
あ
る
い
は
掛
物
の
源
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
画
題
は
、

山
水
図
が
多
く
、
花
鳥
図
と
風
俗
図
な
ど
も
見
ら
れ
る
。 

第
八
章
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
屏
風
絵
の
伝
播
と
受
容
」
に
お
い
て
、
東
ア

ジ
ア
諸
国
の
古
代
屏
風
絵
と
の
密
接
な
繋
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
考
察

は
古
代
の
屏
風
絵
美
術
が
ど
の
よ
う
に
し
て
中
国
大
陸
か
ら
朝
鮮
、
日
本
へ
伝

播
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
解
明
す
る
こ
と
に
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。 

終
章
「
結
論
―
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
特
質
」
で
は
、
上
記
の
八
章
か
ら

導
き
出
さ
れ
た
中
国
に
お
け
る
漢
代
か
ら
唐
代
の
屏
風
絵
の
形
式
と
材
質
技
法
、

画
題
の
変
遷
、
地
域
性
と
時
代
性
、
絵
画
史
上
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
概
観
し

て
、
締
め
括
り
と
し
た
。 

以
上
、
本
稿
は
序
章
と
終
章
の
ほ
か
に
全
八
章
で
構
成
さ
れ
研
究
を
進
め
る

上
で
の
根
本
姿
勢
と
し
て
次
の
四
つ
の
柱
を
も
つ
。 

第
一
は
、
伝
世
史
料
が
図
像
解
釈
の
上
で
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
本
稿
の
各
章
で
は
、
伝
世
文
献
に
関
す
る
限
り
、
主
要
な
史
料
を

ほ
ぼ
網
羅
し
、
そ
れ
の
絵
画
史
と
の
関
連
を
取
り
上
げ
て
、
史
料
学
の
視
点
か

ら
う
か
が
え
る
限
り
論
じ
た
。 

第
二
は
、
各
時
代
に
お
け
る
考
古
学
的
出
土
品
の
情
報
に
注
目
す
る
こ
と
で

あ
る
。
宋
元
時
代
以
前
の
屏
風
絵
の
資
料
は
、
出
土
品
が
主
要
な
組
成
要
素
に

な
っ
て
い
る
。 

第
三
は
、
伝
世
品
の
屏
風
絵
は
屏
風
絵
研
究
上
の
重
要
な
成
分
と
し
て
、
各

時
代
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
時
代
に
お
け
る
伝

世
品
絵
画
に
関
し
て
は
す
で
に
浩
瀚
な
専
著
が
あ
り
、
画
中
画
な
ど
に
関
し
て

は
、
屏
風
絵
史
研
究
の
格
好
の
テ
ー
マ
と
思
わ
れ
る
た
め
、
筆
者
も
ま
た
史
料

の
内
容
紹
介
も
含
め
て
や
や
詳
細
に
私
見
を
述
べ
た
。 

第
四
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
屏
風
絵
の
諸
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
「
中
国
に
お
け
る
屏
風
絵
の
研
究
」
は
、
図
像
学
的

方
法
に
よ
っ
て
、
屏
風
絵
の
歴
史
的
変
容
の
様
相
を
構
造
的
に
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
屏
風
絵
が
中
国
及
び
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
絵
画
の
重

要
な
一
分
野
と
し
て
各
地
域
に
伝
播
し
、
変
容
さ
れ
た
様
相
の
解
明
に
本
稿
が

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。 

（
総
文
字
数

4,003
字
） 
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資
料
・
附
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一
．
本
論
構
成
の
組
織
図
（
別
紙
） 

二
．
論
文
要
旨
（
別
紙
） 

三
．
文
献
目
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考
文
献) 

 

美
術
全
集
系 

✪
王
朝
聞
主
編
『
中
国
美
術
史
』
秦
漢
巻
・
魏
晋
南
北
朝
巻
・
隋
唐
巻 

斎
魯
書
社
・
明

天
出
版
社 

二
〇
〇
〇
年
。 

✪
中
国
美
術
全
集
編
集
委
員
会
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
１
・
２ 

人
民
美
術
出
版
社 

一
九
八
四
・
一
九
八
六
年
。 

✪
高
濱
秀
・
岡
村
秀
典
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
１
巻
先
史∙

殷∙

周 

小
学

館
二
〇
〇
〇
年
。 

✪
『
中
国
大
百
科
全
書
・
美
術
巻
』。 

✪
周
到
主
編
『
中
国
美
術
分
類
全
集
・
中
国
画
像
石
全
集
』
八
「
石
刻
線
画
」
山
東
美
術

出
版
社
・
河
南
美
術
出
版
社
二
〇
〇
〇
版
。 

✪
宿
白
主
編
『
中
国
美
術
全
集·

絵
画
编
12·

墓
室
壁
画
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
九
年
。 

✪
田
辺
勝
美
・
前
田
耕
作
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
一
五
巻
中
央
ア
ジ
ア
第

３
章
「
ソ
グ
ド
の
美
術
」
小
学
館 

一
九
九
九
年
。 

✪
曽
布
川
寛
・
岡
田
健
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
３
巻
三
国
南
北
朝 

小
学

館
二
〇
〇
〇
年
。 

✪
曽
布
川
寛
・
谷
豊
信
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
２
巻
秦
漢 

小
学
館 

一

九
九
八
年
。 

✪
百
橋
明
穂
・
中
野
徹
編
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
４
隋
唐
』
小
学
館 

一
九
九
七
年
。 

✪
小
川
裕
充
・
弓
場
紀
知
編
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
五 

五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
』

小
学
館 

一
九
九
八
年
。 

✪
嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
』
第
６
巻
、
南
宋
・

金
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。 

✪
海
老
根
聡
郎
・
西
岡
康
宏
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
』
第
７
巻
、
元
、

小
学
館
、
一
九
九
九
年
。 

✪
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
小
学
館
、

一
九
九
九
年
。 

✪
段
文
傑
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
15
敦
煌
壁
画
下
、
上
海
人
民
美
術
出
版
者
社 

一
九
八
五
年
。 

✪
段
文
傑
主
編
、
梅
林
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
一
一
二
窟
（
中
唐
）』
江
蘇
美

術
出
版
社
一
九
九
八
年
。  

✪
敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟
』
第
３
・
４
巻 

平
凡
社
・
文
物
出

版
社
一
九
八
二
年
。 

✪
段
文
傑
主
編
、
劉
永
増
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
一
五
八
窟
（
中
唐
）』
江
蘇

美
術
出
版
社
一
九
九
八
年
。  

✪
段
文
傑
主
編
、
梁
尉
英
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
一
四
窟
（
晩
唐
）』
江
蘇
美

術
出
版
社
一
九
九
六
年
。  

✪
段
文
傑
主
編
、
梅
林
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
莫
高
窟
第
八
五
窟
附
一
九
六
（
晩
唐
）』

江
蘇
美
術
出
版
社
一
九
九
八
年
。  

✪
敦
煌
研
究
院
編
『
中
国
石
窟∙

安
西
楡
林
窟
』
文
物
出
版
社 

平
凡
社
一
九
九
〇
年
。 

✪
段
文
傑
主
編
、
段
文
傑
編
著
『
敦
煌
石
窟
芸
術
・
楡
林
窟
第
二
五
窟
附
第
一
五
窟
（
中

唐
）』
江
蘇
美
術
出
版
一
九
九
三
年
。  

✪
金
元
龍
編
集
『
韓
国
美
術
全
集
４
壁
画
』
同
和
出
版
公
社
一
九
七
四
年
。 

✪
文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
１
絵
画
上
巻 

毎
日
新
聞
社
一
九
九
七
年
。 

✪
文
化
庁
監
修
『
国
宝
』
２
絵
画
Ⅱ
図
版
２
、
毎
日
新
聞
社 

一
九
八
四
年
。 

✪
武
田
恒
夫
編
『
日
本
屏
風
絵
集
成
１
』 

講
談
社 

一
九
八
二
年
。 

✪
鈴
木
敬
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』
全
五
巻 

東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
二
、
八
三
年
。 

✪
鈴
木
敬
編
著
『
中
国
美
術
』
第
二
巻
絵
画
Ⅱ
講
談
社
一
九
七
三
年
。 

✪
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
全
二
十
五
冊
）
国
立
故
宮

博
物
院
出
版
、
一
九
八
九
年
か
ら
。 

✪
中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
古
代
書
画
図
目
』（
全
二
十
四
冊
）（
文
物
出
版
社
、

一
九
八
六
～
二
〇
〇
一
年
） 

✪
中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
古
代
書
画
目
録
』（
全
十
冊
）（
文
物
出
版
社
、
一
九

八
四
年
～
） 

✪
国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
商
務
印
書
館
（
香
港
）、
上
海

辞
書
出
版
社
一
九
九
五
年
。 
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✪
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
宋
代
巻
（
下
）
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇

年
。 

✪
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
下
）、
挿
図
五
三
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版

社
二
〇
〇
〇
年
。 

✪
王
世
襄
・
朱
家
溍
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
８
漆
器
、
文
物
出
版
社
一
九

八
九
年
。 

✪
中
野
徹
・
西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
小
学
館
、
一

九
九
八
年
。 

✪
第
一
出
版
セ
ン
タ
ー
編
『
日
本
屏
風
絵
集
成
』（
全
１
７
巻
、
別
巻
１
）
東
京
・
講
談
社
、

一
九
七
七
～
一
九
八
一
年
。 

✪
小
松
茂
美
編
『
日
本
の
絵
巻
』（
全
２
０
巻
）（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
～
一
九
八
八

年
）。 

✪
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
の
絵
巻
』（
全
２
７
巻
）（
中
央
公
論
社
）。 

✪
小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成
』（
全
２
８
巻
）（
中
央
公
論
社
）。 

✪
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』（
全
３
２
巻
）（
角
川
書
店
）。 

✪
山
根
有
三
監
修
『
日
本
絵
画
史
図
典
』
福
武
書
店
、
一
九
八
七
年
。 

  

辞
書
辞
典 

✪
中
国
美
術
辞
典
編
集
委
員
会
『
中
国
美
術
辞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社 
一
九
八
七
年
。 

✪
『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』
新
潮
社
版 

一
九
八
五
年
。 

✪
石
田
尚
豊(

他)

監
修
『
日
本
美
術
史
事
典
』
平
凡
社
一
九
八
七
年
。 

✪
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』（
縮
写
版
）
巻
四
・
五 

大
修
館
書
店 

昭
和
四
十
二
年
。 

✪
段
鵬
琦
「
阿
斯
塔
那
唐
墓
」『
中
国
大
百
科
全
書∙

考
古
学
』 

✪
季
羨
林
主
編
『
敦
煌
学
大
辞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社 

一
九
九
八
年
。  

 

通
史
概
説 

✪
王
伯
敏
著
・
遠
藤
光
一
訳
『
中
国
絵
画
史
事
典
』
雄
山
閣 

一
九
九
六
年
。 

✪
李
一
『
中
国
古
代
美
術
批
評
史
綱
』
黒
竜
江
美
術
出
版
社 

二
〇
〇
〇
年
。 

 

叢
書
史
料 

✪
『
後
漢
書
』 

✪
『
全
唐
詩
』 

✪
『
全
史
宮
詞
』 

✪
『
隋
書
』 

✪
『
旧
唐
書
』 

✪
『
初
学
記
』
巻
二
十
五
「
器
物
部
」
唐
徐
堅
等
編
纂
。 

✪
『
太
平
御
覧
』
巻
十
二
。 

✪
『
太
平
広
記
』
巻
第
四
百
三
「
宝
四
」「
雑
宝
上
」
。 

✪
『
宋
朝
事
実
類
苑
』。 

✪
『
宋
史
』
巻
四
百
九
十
一
「
列
伝
」
二
百
五
十
。 

✪
『
金
史
』
巻
七
十
六
「
列
伝
」
十
四
。 

✪
『
欽
定
四
庫
全
書
』
子
部
芸
術
類 

乾
隆
四
七
年
。 

✪
『
叢
書
集
成
新
編
』
５
３ 

芸
術
類 

民
国
七
十
五
年
。 

✪
于
安
瀾
編
『
画
品
叢
書
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社 

一
九
八
二
年
。 

✪
于
安
瀾
編
『
画
史
叢
書
』（
全
三
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
十
七
年
。 

✪
陳
伝
席
『
六
朝
画
家
史
料
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
。 

✪
陳
高
華
『
隋
唐
画
家
史
料
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
。 

✪
黄
宾
虹 

邓
実
編
『
美
術
叢
書
』
芸
文
印
書
館 

民
国
十
七
―
二
十
五
年
。 

✪
伊
藤
正
文
、
一
海
知
義
編
訳
『
漢
魏
六
朝
詩
集
』
中
国
古
典
文
学
大
系
１６ 

平
凡
社 

一

九
七
二
年
。 

✪
蘅
塘
退
士
編
・
目
加
田
誠
訳
注
『
唐
詩
三
百
首
』（
全
３
巻
）
東
洋
文
庫
二
三
九
、
平
凡

社
一
九
七
三
年
。 

✪
田
中
克
己
、
小
野
忍
、
小
山
正
孝
編
訳
『
唐
代
詩
集
』（
上
）『
中
国
古
典
文
学
大
系
』

第
17
巻 

平
凡
社 

一
九
六
九
年
。 

✪
前
野
直
彬
編
訳
『
宋
・
元
・
明
・
清
詩
集
』（
中
国
古
典
文
学
大
系
１
９
、
平
凡
社
、
一

九
七
三
年
） 

✪
倉
石
武
四
郎
編
、
倉
石
武
四
郎
・
須
田
禎
一
・
田
中
謙
二
訳
『
宋
代
詞
集
』（
中
国
古
典

文
学
大
系
２
０
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
） 

✪
唐
の
段
成
式
撰
・
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
俎
』(

全
５
巻)

東
洋
文
庫
三
八
二 

平
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凡
社
一
九
八
〇
年
。 

✪
孟
元
老
著
、
入
矢
義
高
・
梅
原
郁
訳
著
『
東
京
夢
華
録
―
宋
代
の
都
市
と
生
活
』（
東
洋

文
庫
５
９
８
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
） 

✪
明
・
謝
肇
淛
著
、
岩
城
秀
夫
訳
注
『
五
雑
俎
』
４
（
全
８
巻
）（
東
洋
文
庫
６
２
３
、
平

凡
社
、
一
九
九
七
年
） 

✪
『
清
異
録
・
宮
室
』 

  

画
史
画
論 

✪
青
木
正
児
（
他
）『
歴
代
画
論
』
唐
宋
元
編 

弘
文
堂
書
房 

昭
和
十
七
年
。 

✪
天
彭 

今
関
寿
磨
『
東
洋
画
論
集
成
』
上
巻 

読
画
書
院 

大
正
四
年
。 

✪
張
彦
遠
撰
、
長
広
敏
雄
訳
注
『
歴
代
名
画
記
』
（
東
洋
文
庫
305
、
311
）
平
凡
社 

一
九

七
七
年
。 

✪
目
加
田
誠
編
『
歴
代
名
画
記
訳
』
中
国
古
典
文
学
体
系
54
文
学
芸
術
論
集 

平
凡
社 

一
九
七
四
年
。 

 

✪
『
古
画
品
録
序
』
画
品
叢
書 

于
安
瀾
編 

上
海
人
民
美
術
出
版
社 

一
九
八
二
年
。 

✪
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』 

✪
黄
休
復
『
益
州
名
画
録
』 

✪
宋
・
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』 

✪
宋
・『
宣
和
画
譜
』 

✪
宋
・
劉
道
醇
『
聖
朝
名
画
評
』 

✪
宋
・
汪
珂
玉
『
汪
氏
珊
瑚
網
画
継
』 

✪
宋
・
鄧
椿
『
画
継
』 

✪
宋
・
李
薦
『
画
品
』 

✪
『
南
宋
院
画
録
』 

✪
元
・
夏
文
彦
『
図
絵
宝
鑑
』 

✪
明
・
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』 

✪
明
・
釈
蓮
儒
『
画
禅
』、『
竹
派
』 

✪
明
・
韓
昂
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』 

✪
明
・
高
濂
『
燕
閒
清
賞
箋
』 

✪
清
・
鄒
一
桂
『
小
山
画
譜
』 

✪
清
・
張
庚
『
国
朝
画
徴
録
』『
国
朝
画
徴
続
録
』 

✪
清
・
湯
漱
玉
『
玉
台
画
史
』 

✪
清
・
呉
江
迮
朗
『
湖
中
画
船
録
』 

✪
清
・
胡
敬
『
国
朝
院
画
録
』 

✪
清
・
童
翼
駒
『
墨
梅
人
名
録
』 

✪
清
・
周
亮
工
『
讀
画
録
』 

✪
清
・
黄
鉞
『
画
友
録
』 

✪
清
・
盛
大
士
『
谿
山
臥
遊
録
』 

✪
民
国
第
一
甲
子
夏
六
月
江
寧
鄧
之
誠
文
如
輯
『
骨
董
瑣
記
』 

 

専
輯
専
論 

✪
長
広
敏
雄
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』
美
術
出
版
社 

一
九
六
九
年
。 

✪
小
林
太
市
郎
『
大
和
絵
史
論
』
小
林
太
市
郎
著
作
集
第
五
巻 

淡
交
社
一
九
七
四
年
。 

✪
武
田
恒
夫
『
近
世
初
期
障
壁
画
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館 

一
九
八
三
年
。 

✪
小
林
太
市
郎
「
王
維
」『
小
林
太
市
郎
著
作
集
第
四
巻 

王
維
の
生
涯
と
芸
術
』
淡
交
社

一
九
七
四
年
。 

✪
水
尾
比
呂
志
『
障
壁
画
史
―
荘
厳
か
ら
装
飾
へ
ー
』
美
術
出
版
社 

一
九
七
八
年
。 

✪
山
根
有
三
『
障
屏
画
研
究
』（
山
根
有
三
著
作
集
五
）
中
央
公
論
美
術
出
版
社 

平
成
十

年
。 

✪
鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
上
・
中
・
下 

吉
川
弘
文
館 

一
九
八
一
年
等
。 

✪
町
田
章
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
装
飾
墓
』
同
朋
舎 

一
九
八
七
年
。 

✪
板
倉
聖
哲
編
『
講
座
日
本
美
術
史
［
全
６
巻
］
第
２
巻 

形
態
の
伝
承
』
第
１
章 

文

化
圏
の
境
界
「
東
寺
旧
蔵
「
山
水
屏
風
」
が
示
す
「
唐
」
の
位
相
」
東
京
大
学
出
版
会 

二

〇
〇
五
年
。 

✪
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院 

朝
鮮
画
報
社
編
『
徳
興
里
高
句
麗
壁
画
古

墳
』
講
談
社
一
九
八
六
年
。 

✪
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
考
古
学
及
民
俗
学
研
究
所
『
台
城
里
古
墳
群

発
掘
報
告
』（『
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
五
）
一
九
五
九
年
Ｂ
。 
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✪
東
潮
『
高
句
麗
考
古
学
研
究
』
吉
川
弘
文
館 

一
九
九
七
年
。 

✪
張
安
治
等
編
著
『
歴
代
画
家
評
伝
』
中
華
書
局 

一
九
七
九
年
。 

✪
趙
声
良
『
敦
煌
壁
画
風
景
の
研
究
』
比
較
文
化
研
究
所
。 

✪
ウ
ー
・
ホ
ン
著
、
中
野
美
代
子
、
中
島
健 

訳 

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天 

中
国
重
屏
図

（
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
）
の
た
く
ら
み
』
青
土
社 

二
〇
〇
四
年
。 

✪
信
立
祥
『
中
国
漢
代
画
像
石
の
研
究
』
同
成
社
、
一
九
九
六
年
。 

✪
黄
明
蘭
、
郭
引
強
編
著
『
洛
陽
漢
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
一
九
九
六
年
。 

✪
黄
明
蘭
『
洛
陽
北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。 

✪
郭
建
邦
『
北
魏
寧
懋
石
室
線
刻
画
』
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
七
年
。 

✪
楊
泓
「
北
朝’

七
賢’

屏
風
壁
画
」
楊
泓
、
孫
机
『
尋
常
的
精
緻
』
遼
寧
教
育
出
版
社 

一

九
九
六
年
。 

✪
林
聖
智
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
貴
族
の
墓
葬
の
図
像
―
北
斉
崔
芬
墓
を
例
と
し
て
」（
曾

布
川
寛
編
『
中
国
美
術
の
図
像
学
』
二
七
～
九
五
頁
、
明
文
社
、
二
〇
〇
六
年
。）  

✪
『
唐
長
安
城
郊
隋
唐
墓
』(

文
物
出
版
社
、1974) 

✪
張
鴻
修
編
『
唐
墓
壁
画
集
錦
』(

陝
西
人
民
美
術
出
版
社
、1991) 

✪
陝
西
歴
史
博
物
館
編
『
唐
墓
壁
画
真
品
選
粋
』(

陝
西
人
民
美
術
出
版
社
、1991) 

✪
『
唐
永
泰
公
主
墓
壁
画
集
』(

人
民
美
術
出
版
社
、1963) 

✪
『
唐
李
賢
墓
壁
画
』(

文
物
出
版
社
、1974) 

✪
『
唐
李
重
潤
墓
壁
画
』(

文
物
出
版
社
、1974) 

✪
楊
泓
『
美
術
考
古
半
世
紀
―
中
国
美
術
考
古
発
現
史
』 

文
物
出
版
社
一
九
九
七
年
。 

✪
趙
超
『
古
代
石
刻
』
（
20
世
紀
中
国
文
物
考
古
発
現
與
研
究
叢
書
）
文
物
出
版
社 

二

〇
〇
一
年
。  

✪
河
北
省
文
物
研
究
所
編
『
河
北
古
代
墓
葬
壁
画
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
〇
年
十
一
月
。 

✪
貟
安
志
『
中
国
北
周
珍
貴
文
物
』
陝
西
人
民
美
術
出
版
社 

一
九
九
二
年
。 

✪
鄭
岩
『
魏
晋
南
北
朝
壁
画
墓
研
究
』
文
物
出
版
社2002.12. 

✪
河
北
省
文
物
研
究
所
『
宣
化
遼
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社2001.09  

✪
賀
西
林
『
古
墓
丹
青—

漢
代
墓
室
壁
画
発
現
与
研
究
』
陝
西
人
民
美
術
出
版
社2002.01  

✪
河
北
省
文
物
研
究
所
『
河
北
古
代
墓
葬
壁
画
』
文
物
出
版
社2000.11  

✪
周
天
游
編
『
唐
墓
壁
画
珍
品
・
章
怀
太
子
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社2002.09  

✪
周
天
游
編
『
唐
墓
壁
画
珍
品
・
懿
德
太
子
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社2002.09  

✪
陕
西
省
博
物
館
、
陝
西
省
文
物
管
理
委
員
会
編
『
唐
李
重
润
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社 

一

九
七
四
年
。 

✪
栄
新
江
『
中
古
中
国
与
外
来
文
明
』「
粟
特
祆
教
美
術
東
伝
過
程
中
的
转
轉
化
」
一
節
「
北

朝
隋
唐
粟
特
人
之
遷
徙
及
聚
落
」
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店 

二
〇
〇
一
年
。 

✪
蔡
鸿
生
『
唐
代
九
姓
胡
与
突
厥
文
化
』
中
華
書
局 

一
九
九
八
年
。 

✪
姜
伯
勤
「
天
的
図
像
与
解
釈
」『
敦
煌
芸
術
宗
教
与
礼
楽
文
明
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社 

1996

年
。 

✪
陕
西
历
史
博
物
馆
编
『
三
秦
瑰
宝--

陕
西
新
発
見
文
物
精
華
』
陕
西
人
民
出
版
社
二
〇

〇
一
年
六
月
。 

✪
羅
豊
『
固
原
南
郊
隋
唐
墓
地
』「
北
朝
至
隋
唐
途
经
原
州
的
丝
绸
之
路
」
一
節
、
文
物
出

版
社
一
九
九
六
年
版
。 

✪
罗
世
平
『
古
代
壁
画
墓
』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。  

✪
榊
原
悟
著
『
屏
風
絵
の
景
色
を
歩
―
美
術
館
へ
行
こ
う
ー
』
新
潮
社 1997-05-10

出
版
。 

✪
榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋-

異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』（
ぺ
り
か
ん
社
）
二
〇
〇
二

年
。  

  

✪
榮
新
江
、
張
志
清
主
編
『
從
撒
馬
爾
干
到
長
安
―
粟
特
人
在
中
國
的
文
化
遺
迹
』
北
京

図
書
館
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
四
月
。 

✪
羅
豊
『
胡
漢
之
間
―
「
絲
綢
之
路
」
与
西
北
歴
史
考
古
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
。 

✪
曹
愉
生
『
唐
代
詩
論
与
画
論
之
関
係
研
究
―
僅
以
詩
、
画
論
之
専
著
為
研
究
対
象
』
第

一
章 

文
史
哲
学
集
成297

 

文
史
哲
出
版
社
（
台
湾
）
一
九
九
八
年
。  

✪
羅
豊
「
唐
代
梁
元
珍
墓
」『
固
原
南
郊
隋
唐
墓
地
』
文
物
出
版
社
一
九
九
六
年
。 

✪
敦
煌
文
物
研
究
所
『
敦
煌
莫
高
窟
内
容
総
録
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年
。 

✪
李
星
明
『
唐
代
墓
室
壁
画
研
究
』
陝
西
省
人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
。 

✪
張
在
明
主
編
『
中
国
文
物
地
図
集
・
陝
西
分
冊
』（
下
）、
西
安
地
図
出
版
社
、
一
九
九

八
年
。 

✪
項
春
松
編
『
遼
代
壁
画
選
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。 

✪
羅
春
政
『
遼
代
絵
画
与
壁
画
』
遼
寧
画
報
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。 
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✪
董
新
林
『
幽
冥
色
彩
―
中
国
古
代
墓
葬
壁
飾
』（
王
仁
湘
主
編
「
中
華
文
明
之
旅
」
）
成

都
・
四
川
出
版
集
団
・
四
川
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
十
月
。 

✪
羅
世
平
・
廖
暘
著
『
古
代
壁
画
墓
』（
20
世
紀
中
国
文
物
考
古
発
現
与
研
究
叢
書
）、
文

物
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。 

✪
中
野
美
代
子
『
肉
麻
図
譜
―
中
国
春
画
論
序
説
』
叢
書
メ
ラ
ヴ
ィ
リ
ア
⑧
、
四
九
頁
、

二
〇
〇
一
年
初
版
、
作
品
社
。 

✪
赤
沢
英
二
『
日
本
中
世
絵
画
の
新
資
料
と
そ
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
七

年
。 

 

展
覧
会
図
録 

✪
曾
布
川
寛
、
出
川
哲
朗
監
修
『
中
国
☆
美
の
十
字
路
展
』
印
象
社 

二
〇
〇
五
年
。 

✪
松
本
伸
之
監
修
『
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
展
―
幻
の
都
楼
蘭
か
ら
永
遠
の
都
西
安
へ
』
産
経

新
聞
社 

二
〇
〇
五
年
。 

✪
東
京
国
立
博
物
館
、
朝
日
新
聞
社
編
集
『
中
国
国
宝
展
』
大
塚
巧
芸
社 

二
〇
〇
〇
年
。 

✪
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
正
倉
院
展
』
平
成
十
一
年
（1999
）、
昭
和
六
十
年
（1985

） 

✪
文
化
庁
等
『
日
本
美
術
名
宝
展
』
一
九
八
六
年
。 

✪
京
都
国
立
博
物
館
『
宮
廷
の
美
術
―
歴
代
天
皇
ゆ
か
り
の
名
宝
』
一
九
九
七
年
。 

✪
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
『
宋
代
書
画
冊
頁
名
品
特
展
』
一
九
九
五
年
。 

✪
黒
川
古
文
化
研
究
所
編
集
『
黒
川
古
文
化
研
究
所
名
品
展
―
大
阪
商
人
黒
川
家
三
代
の

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
』
文
化
財
保
護
法50

年
記
念 

二
〇
〇
〇
年
。 

✪
大
和
文
華
館
編
集
『
常
楽
庵
蒐
集
・
中
国
文
人
画
展
図
録
』
一
九
七
九
年
。 

✪
大
和
文
華
館
編
集
『
元
時
代
の
絵
画
』、
図
版
七
九
、
一
九
九
八
年
。 

✪
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中
国
絵
画
篇
』
便
利
堂
一
九

七
九
年
。 

✪
奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
金
沢
文
庫
の
名
宝
―
鎌
倉
武
家
文
化
の
精
華
―
』
二
〇
〇
五

年
。 

 

発
掘
調
査
報
告
書 

●
『
中
国
考
古
文
物
之
美
６
戦
国
鮮
虞
陵
墓
奇
珍
・
河
北
平
山
中
山
国
王
墓
』
文
物
出
版

社
光
復
書
局 

一
九
九
四
年
初
版
。 

●
河
北
省
文
物
研
究
所
『
厝
墓
―
戦
国
中
山
国
国
王
之
墓
』(

上
、
下) 

文
物
出
版
社 

一

九
九
六
年
。 

●
湖
北
省
荊
州
博
物
館
『
荊
州
天
星
観
二
号
墓
楚
墓
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
九
月
。 

●
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
『
江
陵
望
山
沙
塚
楚
墓
』
文
物
出
版
社 

一
九
九
六
。 

●
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』（
上
、
下
）
文

物
出
版
社
、
一
九
七
三
年
。 

●
関
野
雄
他
訳
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』
平
凡
社 

一
九
七
六
年
。 

●
『
中
国
考
古
文
物
之
美
８
輝
煌
不
朽
漢
珍
宝
湖
南
長
沙
馬
王
堆
西
漢
墓
』
文
物
出
版
社

一
九
九
四
年
初
版
。 

●
湖
南
省
博
物
館 

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
長
沙
馬
王
堆
二
、
三
号
漢
墓
』 

第

一
巻 

田
野
考
古
発
掘
報
告 

文
物
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
七
月
。  

●
『
中
国
考
古
文
物
之
美
９
嶺
南
西
漢
文
物
宝
庫
・
広
州
南
越
王
墓
』
文
物
出
版
社
・
光

復
書
局 

一
九
九
四
年
初
版
。 

●
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
『
西
漢
南
越
王
墓
』（
考
古
専
刊
）
上
下
冊 

文
物
出
版
社 

一

九
九
一
年
。 

●
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
中
国
科
学
出
版
社 

一
九
五
九
年
。 

●
河
南
省
文
物
研
究
所
『
密
県
打
虎
亭
漢
墓
』
文
物
出
版
社 

一
九
九
三
年
。  

●
内
蒙
古
自
治
区
博
物
館
文
物
工
作
隊
「
和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
」
文
物
出
版
社 

一
九
七

八
年
。 

●
河
北
省
文
物
研
究
所
『
安
平
東
漢
壁
画
墓
』
文
物
出
版
社 

一
九
九
〇
年
。 

●
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
『
鄧
県
彩
色
画
像
磚
墓
』
文
物
出
版
社 

一
九
五
八
年
。 

●
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
八
年
。 

●
国
家
文
物
局
主
編
『2004

中
国
重
要
考
古
発
現
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
。 

●
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
編
『
北
斉
婁
叡
墓
』
（
晋
陽
重
大
考
古
発
現
叢
書
）
文
物
出

版
社
、
二
〇
〇
四
年
。 

●
邵
国
田
主
編
『
敖
漢
文
物
精
華
』
内
蒙
古
文
化
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
四
月
。 

●
山
東
省
臨
朐
県
博
物
館
編
『
北
斉
崔
芬
壁
画
墓
』 

文
物
出
版
社 

二
〇
〇
二
年
。 

●
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
、
河
北
省
文
物
研
究
所
編
著
『
磁
県
湾
漳
北
朝
壁
画
墓
』

科
学
出
版
社
二
〇
〇
三
年
三
月
。 
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●
陝
西
省
考
古
研
究
所
『
西
安
北
周
安
伽
墓
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
。 

●
山
西
省
考
古
研
究
所
『
太
原
隋
虞
弘
墓
』 

文
物
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
。 

●
原
州
聯
合
考
古
隊
編
『
北
周
田
弘
墓
』
原
州
聯
合
考
古
隊
発
掘
調
査
報
告
２ 

勉
誠
出

版
二
〇
〇
〇
年
。 

●
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
、
中
日
原
州
聯
合
考
古
隊
『
原
州
古
墓
集
成
』
文
物
出

版
社
一
九
九
九
年
。 

●
陝
西
省
考
古
研
究
所
編
著
『
唐
李
憲
墓
発
掘
報
告
』（
陝
西
省
考
古
研
究
所
田
野
考
古
報

告
第
29
号
）
哈
爾
濱
出
版
社
二
〇
〇
四
年
十
二
月
。 

●
陝
西
省
考
古
研
究
所
等
編
著
『
唐
節
愍
太
子
墓
発
掘
報
告
』（
精
）（
陝
西
省
考
古
研
究

所
田
野
考
古
報
告
第
28
号
）
科
学
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
。  

●
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
西
安
郊
区
隋
唐
墓
』
科
学
出
版
社 

一
九
六
六
年
六
月
。 

●
王
自
力
・
孙
福
喜
『
唐
金
郷
県
主
墓
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
二
年
十
一
月
。  

●
河
北
省
文
物
研
究
所
『
宣
化
遼
墓
』
（
上
下
）
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
二
年
三
月
。  

●
山
西
省
考
古
研
究
所
編
『
唐
代
薛
儆
墓
発
掘
報
告
』
科
学
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
九
月
。  

●
河
北
省
文
物
研
究
所 

保
定
市
文
物
管
理
処
編
『
五
代
王
処
直
墓
』 

文
物
出
版
社 

一
九

九
八
年
。 

●
羅
豊
『
固
原
南
郊
隋
唐
墓
地
』
文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
。 

●
中
国
社
科
院
考
古
研
究
所
『
西
安
郊
区
隋
唐
墓
』
科
学
出
版
社 

一
九
六
六
年
。 

●
陝
西
省
考
古
研
究
所
『
唐
惠
庄
太
子
李
撝
墓
発
掘
報
告
』
科
学
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
。 

●
河
北
省
文
物
研
究
所
・
保
定
市
文
物
管
理
処
『
五
代
王
処
直
墓
』
文
物
出
版
社
、
一
九

九
八
年
。 

●
鄭
州
市
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
鄭
州
宋
金
壁
画
墓
』（
中
国
・
鄭
州
考
古
・
九
）、
科

学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。 

 

発
掘
調
査
簡
報 

第
三
章 

❸
「
河
北
省
平
山
県
戦
国
時
期
中
山
国
墓
葬
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
一
期
。 

❸
劉
彬
徽
「
楚
国
彩
絵
木
彫
屏
小
考
」『
江
漢
考
古
』
一
九
八
〇
年
第
二
期
。 

❸
湖
北
省
荊
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
天
星
観
１
号
楚
墓
」『
考
古
学
報
』
一
九
八
二
年
第
一

期
。 

❸
荊
州
市
博
物
館
「
湖
北
省
荊
州
市
天
星
観
二
号
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第

九
期
。  

❸
「
西
漢
南
越
王
墓
考
古
発
掘
初
歩
報
告
」『
考
古
』
一
九
八
四
年
第
三
期
。 

❸
武
威
県
文
管
会
「
甘
粛
省
武
威
県
旱
灘
坡
東
漢
墓
発
見
古
紙
」『
文
物
』
一
九
七
七
年
第

一
期
。 

❸
洛
陽
博
物
館
「
洛
陽
澗
西
七
里
河
東
漢
墓
発
掘
簡
報
」『
考
古
』
一
九
七
五
年
第
二
期
。 

❸
定
県
博
物
館
「
河
北
定
県
四
三
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
十
一
期
。 

❸
諸
城
県
博
物
館
任
日
新｢

山
東
渚
城
漢
墓
画
像
石｣

『
文
物
』
一
九
八
一
年
第
一
〇
期
。 

❸
河
南
省
文
物
研
究
所｢

密
県
打
虎
亭
漢
代
画
像
石
墓
和
壁
画
墓｣

『
文
物
』
一
九
七
二
年

第
二
期
。 

❸
西
安
市
文
物
保
護
考
古
研
究
所
「
西
安
理
工
大
学
西
漢
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
二

〇
〇
六
年
第
五
期
。 

❸
四
川
省
文
物
考
古
研
究
院
等
「
四
川
省
三
台
郪
江
崖
墓
群
柏
林
坡
１
号
墓
発
掘
簡
報
」

『
文
物
』
二
〇
〇
五
第
九
期
。 

❸
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
「洛
陽
西
工
東
漢
壁
画
墓
」『
中
原
文
物
』
一
九
八
二
年
第
三
期
。 

❸
洛
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
市
朱
村
東
漢
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
九

二
年
第
十
二
期
。 

❸
河
北
省
文
化
局
文
博
組｢

安
平
彩
色
壁
画
漢
墓｣

『
光
明
日
報
』
一
九
七
二
年
六
月
二
十

二
日
。 

❸
南
京
博
物
院
、
邳
県
文
化
館
「
東
漢
彭
城
相
繆
宇
墓
」『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
八
期
。 

❸
李
文
信｢

遼
陽
発
見
的
三
座
壁
画
古
墳｣

『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
第
五
期
。 

 
第
四
章 

❹
石
景
山
区
文
物
管
理
所｢

北
京
市
石
景
山
区
八
角
村
魏
晋
墓｣

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第

四
期
。 

❹
鄧
宏
里
、
蔡
全
法｢

沁
陽
県
西
向
発
見
北
朝
墓
及
画
像
石
棺
床｣

『
中
原
文
物
』
一
九
八

三
年
第
一
期
。 
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❹
山
西
省
大
同
市
博
物
館
、
山
西
省
文
物
工
作
委
員
会｢

山
西
大
同
石
家
寨
北
魏
司
馬
金
竜

墓｣
『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
三
期
。 

❹
王
銀
田
、
劉
俊
喜｢

山
西
省
大
同
智
家
堡
北
魏
墓
石
椁
壁
画｣

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第

七
期
。 

❹
洛
陽
市
文
物
工
作
隊｢

洛
陽
孟
津
北
陳
村
北
魏
壁
画
墓｣

『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
八
期
。 

❹
遼
寧
省
博
物
館
文
物
隊
、
朝
暘
地
区
博
物
館
文
物
隊
、
朝
暘
県
文
化
館｢

朝
暘
袁
台
子
東

晋
壁
画
墓｣

『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
六
期
。 

❹
済
南
市
博
物
館｢

済
南
市
東
郊
発
見
東
魏
墓｣

『
文
物
』
一
九
六
六
年
第
四
期
。 

❹
済
南
市
博
物
館
「
済
南
市
馬
家
荘
北
斉
墓
」『
文
物
』
一
九
八
五
年
第
十
期
。 

❹
山
東
省
益
都
県
博
物
館
夏
名
采｢

益
都
北
斉
石
室
墓
線
刻
画
像｣

『
文
物
』
一
九
八
五
年

第
十
期
。 

❹
夏
名
采｢

青
州
傅
家
北
斉
線
刻
画
像
補
遺｣

『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
五
期
。 

❹
山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
物
管
理
委
員
会｢
太
原
市
北
斉
婁
叡
墓
発
掘
簡
報｣

『
文

物
』
一
九
八
三
年
第
十
期
。 

❹
山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
管
会
「
太
原
南
郊
北
斉
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
〇

年
第
十
二
期
。 

❹
山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
「
太
原
北
斉
徐
顕
秀
墓
発
掘
簡
報
」

『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
十
期
。 

❹
固
原
県
文
物
工
作
站｢

寧
夏
固
原
北
魏
墓
清
理
簡
報｣

『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
六
期
。 

❹
寧
夏
回
族
自
治
区
博
物
館
、
寧
夏
固
原
博
物
館｢

寧
夏
北
周
李
賢
夫
婦
墓
発
掘
簡
報｣
『
文

物
』
一
九
八
五
年
第
十
一
期
。 

❹
南
京
博
物
院
・
南
京
市
文
物
管
理
委
員
会
「
南
京
西
善
橋
南
朝
墓
及
其
磚
刻
壁
画
」『
文

物
』
一
九
六
〇
年
第
八
、
九
期
。 

❹
南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
県
胡
橋
、
建
山
両
座
南
朝
墓
葬
」『
文
物
』
一
九
八
〇
年
第
二

期
。 

❹
南
京
博
物
院
「
江
蘇
丹
陽
胡
橋
南
朝
大
墓
及
磚
刻
壁
画
」『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
二
期
。 

❹
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
「
済
南
市
東
八
里
窪
北
朝
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
八
九
年
第

四
期
。 

❹
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
、
臨
朐
県
博
物
館
「
山
東
臨
朐
北
斉
崔
芬
壁
画
墓
」『
文
物
』

二
〇
〇
二
年
第
四
期
。 

❹
陕
西
省
考
古
研
究
所
「
西
安
発
現
的
北
周
安
伽
墓
」『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
。 

❹
「
西
安
北
郊
北
周
安
伽
墓
発
掘
簡
報
」
刊
『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
六
期
。 

❹
西
安
市
文
物
保
护
考
古
所
「
西
安
市
北
周
史
君
石
椁
墓
」
『
考
古
』
二
〇
〇
四
年
第
七

期
。 

❹
西
安
市
文
物
保
护
考
古
所
「
西
安
北
周
涼
州
薩
保
史
君
墓
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
二
〇

〇
五
年
第
三
期
。 

 

第
五
章 

❺
山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
考
古
研
究
所
「
太
原
市
晋
源
区
文
物
旅
游
局
太
原
隋
代

虞
弘
墓
清
理
簡
報
」『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
。 

❺
山
東
省
博
物
館｢

山
東
嘉
祥
英
山
一
号
隋
墓
清
理
簡
報｣

『
文
物
』
一
九
八
一
年
第
四
期
。 

❺
天
水
市
博
物
館
「
天
水
市
発
見
隋
唐
屏
風
石
棺
床
墓
」『
考
古
』
一
九
九
二
年
第
一
期
。 

❺
陝
西
省
考
古
研
究
所
「
西
安
西
郊
陝
棉
十
廠
唐
壁
画
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
二

〇
〇
二
年
第
一
期
。 

❺
井
増
利
、
王
小
蒙
「
富
平
県
新
発
現
的
唐
墓
壁
画
」『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
七
年
第
四

期
。 

❺
陝
西
省
博
物
館
等
「
唐
章
怀
太
子
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
七
期
。 

❺
陝
西
省
博
物
館
等
「
唐
懿
德
太
子
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
七
期
。 

❺
陕
西
省
文
管
会
「
唐
永
泰
公
主
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
六
四
年
第
一
期
。 

❺
陝
西
省
考
古
研
究
所
「
唐
惠
庄
太
子
墓
発
掘
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
九
年
第
二

期
。  

❺
寧
夏
固
原
博
物
館
「
寧
夏
固
原
唐
梁
元
珍
墓
」『
文
物
』
一
九
九
三
年
第
六
期
。 

❺
陝
西
省
博
物
館
、
乾
県
文
教
局
賀
梓
城
「
唐
墓
壁
画
」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
八
期
。 

❺
山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
考
古
研
究
所
等
「
太
原
隋
代
虞
弘
墓
清
理
簡
報
」『
文
物
』

二
〇
〇
一
年
第
一
期
。 



 - 8 -

❺
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
市
金
胜
村
第
六
号
唐
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
五
九

年
第
八
期
。 

❺
山
西
省
考
古
研
究
所
「
太
原
金
勝
村337

号
唐
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第

十
二
期
。 

❺
邓
宏
里
、
蔡
全
法
「
沁
阳
县
西
向
発
現
北
朝
墓
及
画
像
石
棺
床
」『
中
原
文
物
』
一
九
八

三
年
第
一
期
。 

❺｢

新
彊
阿
斯
塔
那
三
座
唐
墓
出
土
珍
貴
絹
画
及
文
書
等
文
物｣

『
文
物
』
一
九
七
五
年
第

十
期
。 

❺
「
唐
昭
陵
李
勣
（
徐
懋
功
）
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
。 

❺
宝
鶏
市
考
古
隊
「
岐
山
鄭
家
村
唐
元
師
奨
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
四
年

第
三
期
。 

❺
趙
力
光
、
王
九
剛
「
長
安
県
南
里
王
村
唐
壁
画
墓
」『
文
博
』
一
九
八
九
年
第
四
期
。 

❺
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
市
金
勝
村
第
六
号
唐
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
五
九

年
第
八
期
。 

❺
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
南
郊
金
勝
村
唐
墓
」『
考
古
』
一
九
五
九
年
第
九
期
。 

❺
「
太
原
金
勝
村
第337

号
唐
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
十
二
期
。 

❺
常
一
民
、
裴
静
蓉
「
太
原
市
晋
源
鎮
果
樹
場
唐
温
神
智
墓
」2001
年
唐
代
墓
葬
壁
画
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
。 

❺
陜
西
省
考
古
研
究
所
唐
墓
工
作
組
「
西
安
東
郊
唐
蘇
思
勗
墓
清
理
簡
報
」『
考
古
』
一
九

六
〇
年
第
一
期
。 

❺
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
博
物
館
「
吐
魯
番
縣
阿
斯
塔
那
―
哈
拉
和
卓
古
墓
群
発
掘
簡
報

（1963

～1965

）」『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
十
期
。『
新
彊
考
古
三
十
年
』
新
彊
人
民
出

版
社
一
九
八
三
年
所
収
。 

❺
陳
安
利
、
馬
咏
鐘
「
西
安
王
家
墳
唐
代
唐
安
公
主
墓
」『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
九
期
。 

❺
賀
梓
誠
「
唐
墓
壁
画
」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
八
期
。 

❺
北
京
市
海
淀
区
文
物
管
理
所
「
北
京
市
海
淀
区
八
里
荘
唐
墓
」『
文
物
』
一
九
九
五
年
第

十
一
期
。 

❺
陝
西
省
考
古
研
究
所
、
西
安
市
文
物
保
護
考
古
所
「
唐
長
安
南
郊
韋
慎
名
墓
清
理
簡
報
」

『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
、
二
六
～
三
九
、
四
三
頁
。 

❺
陝
西
省
考
古
研
究
所
「
唐
高
力
士
墓
発
掘
簡
報
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
二
年
第
六
期
、

二
一~

三
二
頁
。 

 

第
六
章 

❻
王
銀
田
「
大
同
遼
代
壁
画
墓
芻
議
」『
北
方
文
物
』
一
九
九
四
年
第
二
期
。 

❻
鄭
紹
宗
「
張
家
口
清
理
遼
壁
画
墓
群
」『
中
国
文
物
報
』
一
九
九
三
年
八
月
八
日
。 

❻
北
京
市
文
物
工
作
隊
「
遼
韓
佚
墓
発
掘
報
告
」『
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
第
三
期
。 

❻
大
同
市
文
物
陳
列
館
「
山
西
大
同
臥
虎
湾
四
座
遼
代
壁
画
墓
」『
考
古
』
一
九
六
三
年
第

八
期
。 

❻
張
家
口
市
文
物
管
理
所
「
河
北
宣
化
下
八
里
遼
金
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
一

〇
期
。 

❻
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
山
西
大
同
郊
区
五
座
遼
壁
画
墓
」『
考
古
』
一
九
六
〇
年
第

一
〇
期
。 

❻
巴
林
左
旗
博
物
館
「
内
蒙
古
巴
林
左
旗
滴
水
壷
遼
代
壁
画
墓
」『
考
古
』
一
九
九
九
年
第

八
期
、
五
三
～
五
九
頁
。 

❻
劉
善
沂
・
王
恵
明
「
済
南
市
歴
城
区
宋
元
壁
画
墓
」『
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
十
一
期
。 

❻
大
同
市
文
物
陳
列
館
「
山
西
省
大
同
市
元
代
馮
道
真
墓
、
王
青
墓
清
理
簡
報
」『
文
物
』

一
九
六
二
年
第
一
〇
期
。 

❻
長
治
市
博
物
館
「
山
西
省
長
治
県
郝
家
荘
元
墓
」『
文
物
』
一
九
八
七
年
第
七
期
。 

❻
大
同
市
博
物
館
「
大
同
元
代
壁
画
墓
」『
文
物
季
刊
』
一
九
九
三
年
第
二
期
。 

❻
劉
善
沂
・
王
恵
明
「
済
南
市
歴
城
区
宋
元
壁
画
墓
」『
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
十
一
期
。 

❻
張
先
得
・
袁
進
京
「
北
京
市
密
云
県
元
代
壁
画
墓
」『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
六
期
。 

❻
祁
国
慶
「
密
云
県
畽
里
村
元
代
壁
画
墓
」『
中
国
考
古
学
年
鑑
』（
一
九
九
一
）
文
物
出

版
社
、
一
九
九
二
年
。 

  

第
七
章 

❼
上
海
市
文
物
管
理
委
員
会
「
上
海
宝
山
明
朱
守
城
夫
婦
合
葬
墓
」、『
文
物
』
一
九
九
二

年
第
五
期
、
六
一
～
六
八
頁
。 

❼
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
二
〇
八
、
大
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塚
巧
藝
社
一
九
九
八
年
。 

❼
徳
川
美
術
館
編
集
『
新
版
・
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
①
徳
川
美
術
館
の
名
宝
』
図
版
一
四

三 

大
塚
巧
芸
社 

一
九
九
五
年
。 

❼
京
都
国
立
博
物
館
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
』（
染
織
・
漆
工
編
）
図
版
七
八
、

昭
和
六
十
年
、
便
利
堂
。 

❼
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
図
版
二

二
五
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。 

❼
王
世
襄
・
朱
家
溍
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
８
漆
器
、
図
版
一
四
四
、
文

物
出
版
社
一
九
八
九
年
。 

❼
王
世
襄
『
髤
飾
録
解
説
』（
文
物
出
版
社
） 

❼
南
京
博
物
院
編
『
南
京
博
物
院
』（
中
国
の
博
物
館
第
４
巻
）、
図
版
一
二
三
、
講
談
社
・

文
物
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。 

❼
陳
増
弼
「
記
明
清
之
際
一
件
軟
螺
鈿
巨
幅
屏
風
」『
文
物
』
一
九
八
八
年
第
三
期
、
図
版

柒
、
捌
、
七
〇
～
七
六
頁
。 

❼
周
京
南
「
清
宮
挿
屏
瑣
談
」、『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
６
４
（
第
十
四
巻
第
八
期
）、
一
九

九
六
年
、
二
四
～
三
三
頁
。 

❼
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
下
）、
図
版
三
五
〇
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出

版
社
二
〇
〇
〇
年
。 

❼
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
工
芸
品
選
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
四
年
。 

❼
芮
謙
「
論
清
代
宮
中
家
具
由
明
向
清
的
演
変
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
５
６
（
第
十
三
巻

第
十
二
期
）
図
四
、
十
一
、
一
一
八
～
一
三
一
頁
、
一
九
九
六
年
。 

王
耀
庭
「
文
学
名
著
與
美
術
特
展
緒
説
」、
器
物
処
「
簡
介
「
文
学
名
著
與
美
術
特
展
」
中

的
器
物
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
２
１
６
（
第
十
八
巻
第
十
二
期
）、
四
～
四
一
頁
、
口
絵
図
、

挿
図
一
、
二
、
三
、
四
、
二
〇
〇
一
年
。 

❼
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
工
芸
品
選
』
図
版
八
九
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
四

年
。 

❼
索
予
明
・
張
志
蕙
「
清
初
海
景
人
物
図
款
彩
黒
漆
屏
風
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
二
三
九
（
第

二
十
巻
第
十
一
期
）
二
〇
〇
三
年
、
二
六
～
三
〇
頁
。 

❼
神
戸
市
立
博
物
館
編
集
『
南
蛮
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
池
長
孟
』（
特
別
展
、
図
録
）
図
版

Ⅲ-6

、2003

年
。 

❼
佐
藤
康
広
「
南
蛮
屏
風
の
意
味
構
造
」『
美
術
史
論
叢
』
１
８
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文

社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
美
術
史
研
究
室
紀
要
）
一
～
三
〇
頁
、
二
〇
〇
二
年
。 

❼
聶
崇
正
「
従
存
世
文
物
看
清
代
宮
廷
中
的
中
西
美
術
交
流
」『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
五

期
、
七
一
～
七
八
頁
。 

❼
『
紫
禁
城
の
至
宝
―
北
京
・
故
宮
博
物
院
展
』
図
版
二
五 

便
利
堂
一
九
九
二
年
。 

❼
中
野
徹
・
西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
図
版
六
九
、

小
学
館
、
一
九
九
八
年
。 

❼
周
功
鑫
「
荷
蘭
皇
家
博
物
館
蔵
中
国
六
曲
「
漢
宮
春
暁
」
款
彩
漆
屏
風
之
研
究
―
中
国

漆
工
芸
的
西
伝
初
探
―
」
台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
『
中
国
芸
術
文
物
討
論
会
論
文
摘

要
』（
中
華
民
国
建
国
八
十
年
）
中
華
民
国
八
十
年
七
月
二
十
一
日
至
二
十
四
日
。 

❼
周
功
鑫
『
清
康
煕
前
期
款
彩
「
漢
宮
春
暁
」
漆
屏
風
與
中
国
漆
工
芸
の
西
伝
』（
故
宮
叢

刊
甲
種
三
七
）
一
〇
五
～
一
一
〇
頁
、
台
湾
・
故
宮
博
物
院
出
版
、
一
九
九
六
年
。 

❼
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
Ｅ
・
ス
ト
プ
フ
ェ
ル
「
１
８
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
及
び
室
内

装
飾
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
風
の
諸
相
」『
美
術
史
に
お
け
る
日
本
と
西
洋
』（
国
際
美
術
史

学
会
東
京
会
議
一
九
九
一
）
収
載
、
八
一
～
八
九
頁
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
五

年
。 

❼
鄒
宝
庫
「
清
嘉
慶
元
年
王
爾
烈
寿
屏
」『
文
物
』
一
九
八
六
年
第
十
期
、
図
一
、
七
六
～

九
六
頁
。 

❼
甘
粛
省
博
物
館
・
漳
県
文
化
館
「
甘
粛
漳
県
元
代
汪
世
顕
家
族
墓
葬
」
簡
報
之
一
、『
文

物
』
一
九
八
二
年
第
二
期
、
一
～
七
頁
。 

❼
陝
西
省
考
古
研
究
所
「
陝
西
大
茘
八
魚
村
３
号
清
代
石
室
墓
発
掘
簡
報
」
、『
文
物
』
二

〇
〇
三
年
第
七
期
、
四
五
～
六
一
頁
。 

❼
品
豊
・
蘇
慶
編
『
歴
代
寺
観
壁
画
芸
術
・
第
１
輯
（
新
絳
稷
益
廟
壁
画
・
繁
峙
公
主
寺

壁
画
）』
図
版
三
、
四
、
重
慶
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。 

❼
西
岡
康
宏
・
宮
崎
法
子
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
８
巻
明
、
図
版
九

八
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。 

❼
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
―
』
図
版
四
一
、
一
九
九
八
年
。 
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❼
国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
図
版
二
三
五
、
商
務
印
書
館
・

上
海
辞
書
出
版
社
一
九
九
五
年
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
九
）、
三
〇
三-

三
〇
四
頁
、
国
立

故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
一
年
三
月
初
版
。 

❼
大
阪
市
立
美
術
館
『
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
に
み
る16

世
紀
の
美
術
』
図
版
二
八 

一

九
八
八
年
。 

❼
徳
川
美
術
館
編
集
『
新
版
・
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
①
徳
川
美
術
館
の
名
宝
』
図
版
二
五

七 

大
塚
巧
芸
社 

一
九
九
五
年
。 

❼
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
明
代
巻
、
図
版
五
五
、
五
七
、
五
八
、
斉
魯
書
社
・

明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。 

❼
楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
７
明
代
絵
画
・
中
、
図
版
七
〇
、
上
海
人
民
美

術
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。 

❼
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中
国
絵
画
篇
』
図
版
五
四
、

便
利
堂
一
九
七
九
年
。 

❼
譚
怡
令
「
点
染
煙
瀾
有
造
化
之
妙
―
呂
紀
花
鳥
画
及
院
蔵
其
派
作
品
之
探
討
」『
故
宮
文

物
月
刊
』
１
４
６
（
第
十
三
巻
第
二
期
）
図
一
二
、
四
～
三
一
頁
、
一
九
九
五
年
。 

❼
南
京
博
物
院
編
『
南
京
博
物
院
』（
中
国
の
博
物
館
第
４
巻
）、
図
版
一
四
七
、
講
談
社
・

文
物
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。 

❼
劉
芳
如
「
明
中
葉
人
物
画
四
家
―
（
三
）
唐
寅
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
２
１
１
（
第
十
八

巻
第
七
期
）
図
四
「
李
端
端
乞
詩
図
」
軸
、
五
六
～
七
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
。 

❼
小
山
冨
士
夫
編
集
『
世
界
美
術
全
集
』
一
七
中
国
（
６
）
明
・
清
、
図
版
一
七
、
角
川

書
店
一
九
六
六
年
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
七
）、
一
七
～
一
八
頁
、
国
立
故

宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十
一
月
初
版
。 

❼
鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
下
（
明
）、
三
五
五
頁
；
図
版
・
注
・
年
表
・
索
引
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
五
年
、
図
版
三
〇
八
、
二
八
〇
頁
。 

❼
黄
能
馥
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
７
印
染
織
繍
（
下
）
図
版
五
九
、
文
物

出
版
社
一
九
八
七
年
。 

❼
楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
７
明
代
絵
画
・
中
、
図
版
三
七
、
上
海
人
民
美

術
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
六
）、
一
〇
七-

一
〇
八
頁
、
国
立

故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
九
月
初
版
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
二
）、
一
五
四
～
一
五
七
頁
、

国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
二
年
十
二
月
初
版
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
九
）、
三
二
一-

三
二
二
頁
、
国
立

故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
一
年
三
月
初
版
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
八
）、
二
六
一-

二
六
二
頁
、
国
立

故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
年
十
二
月
初
版
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
二
）、
二
四
六
～
二
五
三
頁
、

国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
二
年
十
二
月
初
版
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
三
五
一
～
三
五
八
頁
、

国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
一
年
十
二
月
初
版
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
九
）、
二
九
～
三
二
頁
、
国
立

故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
年
五
月
初
版
。 

❼
陳
萬
鼎
「
摭
談
夜
宴
図
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
２
４
（
第
二
巻
第
十
二
期
）
丙
本
（
図
三
）

四
一
～
五
二
頁
、
一
九
八
五
年
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
八
）、
三
四
七
～
三
五
二
頁
、

国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
八
年
六
月
初
版
。 

❼
劉
芳
如
「
秀
色
―
摭
談
中
国
芸
術
所
形
塑
的
女
性
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
二
四
一
（
第
二

十
一
巻
第
一
期
）
図
八
、
二
〇
〇
三
年
、
六
〇
～
八
一
頁
。 

❼
楊
新
「
明
人
図
絵
的
好
古
之
風
与
古
物
市
場
」『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
四
期
、
五
三
～

六
一
頁
。 

❼
王
耀
庭
「
已
有
丹
青
約
、
千
秋
指
白
頭
―
中
国
古
画
裏
的
愛
情
題
材
」『
故
宮
文
物
月
刊
』

三
六
（
第
三
巻
第
十
二
期
）、
七
〇
頁
の
挿
図
、
一
九
八
六
年
。 

❼
南
京
博
物
院
編
『
南
京
博
物
院
』（
中
国
の
博
物
館
第
４
巻
）、
図
版
一
四
八
、
一
四
九
、

講
談
社
・
文
物
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。 

❼
廖
宝
秀
「
清
代
院
画
行
楽
図
中
的
故
宮
珍
宝
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
４
８
（
第
十
三
巻

第
四
期
）
図
一
、
一
〇
～
二
三
頁
、
一
九
九
五
年
。 
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❼
根
津
美
術
館
・
常
盤
山
文
庫
編
集
『
常
盤
山
文
庫
名
品
選
―
墨
の
彩
り
ー
』
創
立
六
十

周
年
記
念 

図
版
一
〇
二 

二
〇
〇
三
年
。 

❼
鈴
木
敬
編
著
『
中
国
美
術
』
第
二
巻
絵
画
Ⅱ
図
版
七
〇
講
談
社
一
九
七
三
年
。 

❼
大
阪
市
立
美
術
館
『
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
に
み
る16

世
紀
の
美
術
』
図
版
十
二 

一

九
八
八
年
。 

❼
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
宋
代
巻
（
上
）
図
版
一
八
四
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出

版
社
二
〇
〇
〇
年
。 

❼
台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
五
）
二
二
九
頁
、
一
九
九

一
年
。 

❼
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
五
一
、
大
塚

巧
藝
社
一
九
九
八
年
。 

❼
そ
ご
う
美
術
館
編
集
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
至
宝
―
中
国
宋
・
元
画
名
品
展
―
』
図
版

五
三
、
六
〇 

大
塚
巧
藝
社
一
九
九
六
年
。 

❼
京
都
国
立
博
物
館
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
・
絵
画
篇
』
中
国
・
朝
鮮
・
日

本
（
桃
山
時
代
以
前
）
図
版
四
三
、
便
利
堂
一
九
八
九
年
。 

❼
徳
川
美
術
館
編
集
『
徳
川
美
術
館
の
名
宝
』
図
版
一
一
三 
大
塚
巧
芸
社 

一
九
八
七

年
。 

❼
黒
川
古
文
化
研
究
所
編
集
『
黒
川
古
文
化
研
究
所
名
品
展
―
大
阪
商
人
黒
川
家
三
代
の

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
』
図
版
六-

八 

文
化
財
保
護
法50

年
記
念 

二
〇
〇
〇
年
。 

❼M
O

A

美
術
館
編
集
『
御
殿
山 

原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』
図
版
一
八 

大
塚
巧
芸
社 

二

〇
〇
一
年
。 

❼
静
岡
県
立
美
術
館
編
集
『
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
名
品
展
―
平
安~

江
戸
の
日
本
絵
画
―
』

図
版
三
五 

大
塚
巧
藝
社
一
九
九
五
年
。 

❼
近
藤
清
石
編
・
御
薗
生
翁
甫
校
訂
『
増
補
防
長
人
物
誌
』
マ
ツ
ノ
書
店 

一
九
八
四
年
。 

❼
『
花
と
鳥
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
ー
江
戸
時
代
長
崎
派
の
花
鳥
画
』
展
図
録 

神
戸
市
立

博
物
館 

一
九
九
三
年
。 

❼
鶴
田
武
良
『
宋
紫
石
と
南
蘋
派
』〈
目
本
の
美
術
三
二
六
〉
至
文
堂 

一
九
九
三
年
。 

❼
戸
田
禎
佑
、
小
川
裕
充
編
集
『
中
国
の
花
鳥
画
と
日
本
』
（
『
花
鳥
画
の
世
界
』
第

10

巻
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
三
年
。 

❼
中
野
徹
・
西
上
実
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
９
巻
清
、
図
版
七
八
（119.5

×236.0cm

）、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。 

❼
国
家
文
物
局
主
編
『
中
国
文
物
精
華
大
全
』（
書
画
巻
）
図
版
六
一
七
、
商
務
印
書
館
・

上
海
辞
書
出
版
社
一
九
九
五
年
。 

❼
鐘
鳴
天
「
談
鄭
板
橋
巨
幅
墨
竹
及
其
題
跋
」『
江
漢
考
古
』
一
九
八
〇
年
第
一
期
、
図
版

肆
、
一
〇
三
～
一
〇
四
。 

❼
鐘
鳴
天
「
鄭
板
橋
巨
幅
墨
竹
通
景
屏
及
其
題
跋
」『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
一
期
。 

❼
財
団
法
人
三
井
文
庫
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
『
三
井
文
庫
創
立
百
年
記
念
―
三
井
文

庫
名
品
展
―
』
図
版
二
八 

二
〇
〇
二
年
。 

❼
財
団
法
人
三
井
文
庫
編
集
『
別
館
開
館15

周
年
記
念
―
館
蔵
名
品
撰
―
』
図
版
三 

便

利
堂 

平
成
十
二
（2000

）
年
九
月
。 

❼
財
団
法
人
三
井
文
庫
編
集『
三
井
文
庫
別
館
蔵
品
図
録
―
三
井
家
の
絵
画
』図
版
一
五
、

便
利
堂
、
二
〇
〇
二
年
。 

❼
徳
川
美
術
館
編
集
『
新
版
・
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
①
徳
川
美
術
館
の
名
宝
』
図
版
二
四

六 

大
塚
巧
芸
社 

一
九
九
五
年
。 

❼
神
戸
市
立
博
物
館
編
集
『
中
国
五
千
年
の
秘
宝
展
―
中
国
天
津
市
文
物
展
―
』
図
版
六

〇 

便
利
堂
一
九
八
五
年
。 

❼
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
―
』
図
版
四
六 

一
九
九
八
年
。 

❼
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
中
国
絵
画
篇
』
図
版
二
六
五
、

便
利
堂
一
九
七
九
年
。 

❼
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
清
代
巻
（
上
）、
挿
図
一
六
七
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出

版
社
二
〇
〇
〇
年
。 

❼
楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
一
清
代
絵
画
・
下
、
図
版
一
九
三
、
上
海
人

民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。 

❼
楊
新
主
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
明
清
絵
画
』
図
版
一
一
五
、
紫
禁
城
出
版
社
一
九
九
四
年
。 

❼
京
都
国
立
博
物
館
編
集
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
』（
絵
画
編
）
中
国
・
朝
鮮
・

日
本
（
桃
山
時
代
以
前
）
図
版
八
、
便
利
堂
、
一
九
八
九
年
。 

❼
聶
崇
正
『
中
国
画
家
叢
書
―
袁
江
与
袁
耀
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。 



 - 12 -

❼
黄
能
馥
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
７
印
染
織
繍
（
下
）
図
版
一
六
〇
、
文

物
出
版
社
一
九
八
七
年
。 

❼
楊
涵
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
９
清
代
絵
画
・
上
、
図
版
一
二
四
、
上
海
人
民

美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。 

❼
蘇
子
重
「
禹
之
鼎
「
鹊
華
秋
色
図
巻
」
与
「
肖
像
軸
」
小
記
」『
博
物
館
研
究
』
一
九
八

四
年
第
三
期
。 

❼
吉
林
省
博
物
館
編
『
吉
林
省
博
物
館
』（
中
国
の
博
物
館
第
二
期
３
）
図
版
一
二
三
、
講

談
社
・
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
一
）、
四
一-

四
二
頁
、
国
立
故

宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
二
年
二
月
初
版
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
三
）、
一
二
一
～
一
二
二
頁
、

国
立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三
年
三
月
初
版
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
二
十
一
）、
五
一
～
五
四
頁
、
国

立
故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
九
十
一
年
十
二
月
初
版
。 

❼
廖
宝
秀
「
清
代
院
画
行
楽
図
中
的
故
宮
珍
宝
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
４
８
（
第
十
三
巻

第
四
期
）
図
一
六
「
弘
暦
鑑
古
図
」
、
図
十
七
宋
人
「
人
物
図
」
、
一
〇
～
二
三
頁
、
一
九

九
五
年
。 

❼
台
北
・
故
宮
博
物
院
書
画
処
「「
七
十
件
書
画
冊
頁
名
品
特
展
」
精
選
」（
五
）『
故
宮
文

物
月
刊
』
１
５
０
（
第
十
三
巻
第
六
期
）
挿
図
、
八
六
頁
、
一
九
九
五
年
。 

❼
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
十
四
）、
三
一
～
三
二
頁
、
国
立

故
宮
博
物
院
出
版
、
中
華
民
国
八
十
三
年
九
月
初
版
。 

❼
傅
東
光
「
乾
隆
内
府
書
画
装
潢
初
探
」『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
一
八
（
二
〇
〇
五
年
第

二
期
）、
図
二
十
二
、
一
一
一
～
一
四
〇
頁
。 

❼
薛
永
年
『
華
嵒
研
究
』
天
津
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。 

❼
劉
品
三
「
羅
牧
的
十
二
条
山
水
屏
」『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
十
一
期
、
図
版
四
、
五
、

八
七
頁
。 

❼
孫
克
譲
「
清
朱
耷
的
四
条
屏
及
其
年
代
」『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
七
期
、
図
一
～
四
、

八
七
～
九
〇
頁
。 

❼
張
燕
「
維
揚
髤
工
、
巧
藝
伝
真
―
寄
嘯
山
荘
漆
製
書
画
屏
聯
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
１

２
（
第
十
巻
第
四
期
）、
図
一
、
一
九
九
二
年
。 

❼
楊
可
揚
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
工
芸
美
術
編
３
陶
磁
（
下
）、
図
版
二
〇
五
、
上
海
人

民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。 

❼
王
伯
敏
『
中
国
版
画
史
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
六
一
年
。 

❼
張
秀
民
『
中
国
印
刷
史
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。 

❼
小
林
宏
光
『
中
国
の
版
画
』
東
信
堂
、
一
九
九
五
年
。 

❼
周
蕪
『
中
国
版
画
史
図
録
』（
上
・
下
）
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。 

❼
王
樹
村
『
中
国
民
間
年
画
史
図
録
』（
上
・
下
）
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。 

❼
王
樹
村
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
２
１
民
間
年
画
、
図
版
六
三
、
人
民
美
術
出

版
社
一
九
八
五
年
。 

❼
王
伯
敏
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編20

版
画
、
図
版
一
九
九
、
上
海
人
民
美
術

出
版
社
一
九
八
八
年
。 

❼
王
耀
庭
「
装
飾
性
與
吉
祥
意
―
試
説
明
代
宮
廷
花
鳥
画
風
一
隅
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１

４
６
（
第
十
三
巻
第
二
期
）、
一
九
九
五
年
。 

❼
小
林
宏
光
「
陳
洪
綬
の
版
画
活
動
：
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
刊
張
深
之
先
生
正
北

西
廂
秘
本
の
挿
絵
を
中
心
と
し
た
一
考
察
」（
上
、
下
）『
国
華
』
一
〇
六
一
、
一
〇
六
二
、

一
九
八
三
年
。 

❼
傅
楽
治
「
卓
屏
―
令
人
驚
奇
的
装
飾
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
３
３
（
第
三
巻
第
九
期
）
九

八
～
一
〇
一
頁
、
一
九
八
五
年
。 

❼
李
力
「
従
考
古
発
現
看
中
国
古
代
的
屏
風
画
」『
芸
術
史
研
究
』
第
一
輯
（
中
山
大
学
芸

術
研
究
中
心
編
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
二
七
七
～
二
九
四
頁
。 

❼
嶋
田
英
誠
・
中
澤
富
士
雄
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
第
６
巻
、
南
宋
・
金
、
図

版
一
一
～
二
三
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
。 

❼
宮
崎
法
子
「
中
国
花
鳥
画
の
意
味
―
藻
魚
図
・
蓮
池
水
禽
図
・
草
虫
図
の
寓
意
と
受
容

に
つ
い
て
―
」
上
・
下
『
美
術
研
究
』
三
六
三
、
三
六
四
、
一
九
九
六
年
。 

❼
張
朋
川
「
明
清
書
画`

中
堂
｀
様
式
的
縁
起
」
『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
、
八
七
～

九
六
頁
。 

❼
徐
文
琴
「
玩
物
思
古
―
由
杜
菫
「
玩
古
図
」
看
古
代
的
文
物
収
蔵
與
鑑
賞
」『
故
宮
文
物

月
刊
』
１
０
４
（
第
九
巻
第
八
期
）
二
二
～
二
九
頁
、
一
九
九
一
年
。 
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第
八
章 

❽
武
田
恒
夫
『
近
世
初
期
障
壁
画
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
八
三
年
。 

❽
小
林
太
市
郎
「
王
維
」『
小
林
太
市
郎
著
作
集
第
四
巻 

王
維
の
生
涯
と
芸
術
』227

～

235

頁
、
淡
交
社
一
九
七
四
年
。 

❽
水
尾
比
呂
志
『
障
壁
画
史
―
荘
厳
か
ら
装
飾
へ
ー
』
美
術
出
版
社
一
九
七
八
年
。 

❽
山
根
有
三
『
障
屏
画
研
究
』（
山
根
有
三
著
作
集
五
）
中
央
公
論
美
術
出
版
社
平
成
十
年
。 

❽
『
美
術
研
究
』 N

o. X
C

V
I, 

一
九
三
九
年
第
一
二
期 

東
京
。 

❽
水
野
清
一
『
漢
代
の
絵
画
』
平
凡
社
一
九
五
七
東
京
。 

❽
小
泉
顕
夫
「 

朝
鮮
楽
浪
古
墳
を
掘
る
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
八
年
第
三
期 

東
京
。 

❽
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院 
朝
鮮
画
報
社
編
『
徳
興
里
高
句
麗
壁
画
古

墳
』
講
談
社1986

。 

❽
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
考
古
学
及
民
俗
学
研
究
所
『
台
城
里
古
墳
群

発
掘
報
告
』（『
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
五
）1959

年B
。 

❽
菅
谷
文
則
「
正
倉
院
屏
風
和
墓
室
壁
画
屏
風
」『
宿
白
先
生
八
秩
華
誕
記
念
文
集
』（
上
）

231~249

頁
、
文
物
出
版
社2002

年
。 

❽
東
潮
『
高
句
麗
考
古
学
研
究
』
ｐ282

吉
川
弘
文
館1997

年
。 

❽
金
元
龍
編
集
『
韓
国
美
術
全
集
４
壁
画
』
同
和
出
版
公
社1974

。 

❽
遼
寧
省
博
物
館
文
物
隊
等
「
朝
陽
袁
台
子
東
晋
壁
画
墓
」『
文
物
』1984
年
第6

期
。 

❽
洪
晴
玉
「
关
于
冬
寿
墓
的
发
现
与
研
究
」『
考
古
』19

59

年
第1

期
。 

❽
安
志
敏
「
徳
興
里
壁
画
墓
」『
中
国
大
百
科
全
書∙

考
古
学
』
第89

頁
。 

❽
楊
泓
『
美
術
考
古
半
世
紀
―
中
国
美
術
考
古
発
見
史
』「
鮮
卑
美
術
考
古
資
料
演
変
的
軌

跡
」
条
、
文
物
出
版
社1997

。 

❽
安
輝
濬
「
高
麗
及
び
李
朝
初
期
に
お
け
る
中
国
画
の
流
入
」『
大
和
文
華
』
第
六
二
号
、

一
九
七
七
年
。 

❽
安
輝
濬
「
高
麗
お
よ
び
朝
鮮
王
朝
初
期
の
対
中
絵
画
交
渉
」『
亜
細
亜
学
報
』
第
一
三
号

（
韓
）
一
九
七
九
年
。 

❽
韓
正
煕
『
韓
国
と
中
国
の
絵
画
』
学
古
斎
（
韓
）
一
九
九
九
年
。 

❽
菊
竹
淳
一
・
吉
田
宏
志
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
第
一
一
巻
朝
鮮
王
朝
、

八
九
～
九
六
頁
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。 

❽
金
載
元
編
著
『
韓
国
美
術
』、
図
版
一
九
九
、
二
〇
〇
、
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
。 

❽
崔
淳
雨
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
全
集
』（
日
本
語
版
）
十
二
絵
画
、
図
版
四
、
同
和
出
版

公
社
、
一
九
七
四
年
。 

❽
富
山
美
術
館
編
集
『
李
朝
の
絵
画
―
坤
月
軒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
』、
図
版
一
九
、
富
山
ス

ガ
キ
株
式
会
社
、
一
九
八
五
年
。 

❽
大
韓
民
国
文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局
『
韓
国
の
古
美
術
』、
図
版
二
四
、
淡
交
社
、
昭

和
四
九
年
（
一
九
七
四
）。 

❽
渡
辺
明
義
『
日
本
の
美
術
』
一
二
四
「
瀟
湘
八
景
図
」
至
文
堂
一
九
七
六
年
。 

❽
李
東
洲
責
任
編
集
『
韓
国
美
術
３
李
朝
美
術
』
図
版
三
六
二
（
う
ち
２
扇
）、
講
談
社
、

一
九
八
七
年
。 

❽
島
田
修
二
郎「
鳥
毛
立
女
屏
風
」『
正
倉
院
の
絵
画
』日
本
経
済
新
聞
社
一
九
七
七
年（『
日

本
絵
画
史
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
一
九
八
七
年
所
収
） 

❽
山
根
有
三
監
修
『
日
本
絵
画
史
図
典
』「
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
」「
画
中
画
の
障
屏
画
」

一
六
〇
頁
、
挿
図
２
、
７
、
福
武
書
店
、
一
九
八
七
年
。 

❽
福
井
県
立
美
術
館
学
芸
課
編
『
屏
風
絵
名
品
展
』（
展
覧
会
図
録
）
武
田
恒
夫
「
屏
風
絵

名
品
展
に
よ
せ
て
」
一
九
八
七
年
。 

❽
山
根
有
三「
室
町
時
代
の
屏
風
絵
概
観
―
和
漢
配
合
の
世
界
―
」『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』

東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
九
年
。 

❽
大
西
昌
子
「
日
本
の
初
期
水
墨
画
史
の
再
検
討
―
画
中
画
資
料
に
よ
る
―
」『
美
術
史
』

一
一
二
、
一
九
八
二
年
。 

❽
京
都
国
立
博
物
館
編
集
『
京
都
最
古
の
禅
寺
―
建
仁
寺
』
図
版
六
二
、
便
利
堂
、
二
〇

〇
二
年
。 

❽
山
口
県
立
美
術
館
・
岩
井
共
二
・
福
島
恒
徳
編
集
『
禅
寺
の
絵
師
た
ち
―
明
兆
・
霊
彩
・

赤
脚
子
―
』（
図
録
）
図
版
９
、
瞬
報
社
、
一
九
九
八
年
。 

❽
根
津
美
術
館
・
常
盤
山
文
庫
編
集
『
常
盤
山
文
庫
名
品
選
―
天
神
さ
ま
』
図
版
４
、
日

本
写
真
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
〇
三
年
。 

❽
中
島
純
司
「
掛
幅
か
ら
屏
風
へ
―
村
山
氏
蔵
瀟
湘
八
景
図
屏
風
の
成
立
に
つ
い
て
―
」

『
美
術
史
』
第
六
一
号
、
一
九
六
六
年
。 
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❽
庄
司
淳
一
「
周
文
様
「
秋
冬
山
水
図
屏
風
」
―
香
雪
美
術
館
蔵
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
―
」『
国
華
』
第
一
〇
九
八
号
、
一
九
八
六
年
。 

❽
大
田
孝
彦
「
香
雪
美
術
館
蔵
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」
に
つ
い
て
―
筆
様
に
よ
る
制
作
に

関
す
る
一
考
察
―
」『
芸
術
論
究
』
八
、
一
九
八
一
年
。 

❽
奈
良
国
立
博
物
館
編
集
『
大
勧
進
―
重
源
』
図
版
七
一
、
天
理
時
報
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

❽
大
津
市
歴
史
博
物
館
『
天
台
を
護
る
神
々
―
山
王
曼
荼
羅
の
諸
相
―
』
一
六
頁
、
二
〇

〇
六
年
。 

❽
島
尾
新
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
絵
画
趣
味
」『M

U
S

E
U

M

』
四
六
三
、
一
九
八
九

年
十
月
、
二
二
～
三
四
頁
。 

❽
京
都
国
立
博
物
館
他
編
集『
京
都
御
所
障
壁
画
―
御
常
御
殿
と
御
学
問
所
―
』図
版
二
、

三
、
四
、
三
四
、
京
都
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
。 

❽
朝
日
新
聞
社
編
集
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
肉
筆
浮
世
絵
展
「
江
戸
の
誘
惑
」
図
録
』

図
版
四
二
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

❽
山
口
県
立
美
術
館
・
雪
舟
研
究
会
編
集
『
雪
舟
等
楊
―
「
雪
舟
へ
の
旅
」
展 

研
究
図

録
』、
五
五
頁
の
図
版23

、
一
四
八
頁
の
作
品
解
説
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六

年
。 

❽
畑
靖
紀
「
雪
舟
山
水
画
小
考
―
入
明
時
の
古
典
の
学
習
―
」『
美
術
史
学
』
第
十
八
号
、

一
九
九
七
年
、
二
一
～
五
二
頁
。 

❽
綿
田
稔
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屏
風
の
研
究
―
一
仮
説
と
し
て
」『
天
開
図
画
』
五
号
、
二
〇

〇
四
年
三
月
。 

❽
綿
田
稔
「
雪
舟
が
も
た
ら
し
た
も
の
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム21

』
九
号
、
二
〇
〇
四
年

一
月
、
二
三
～
二
九
頁
。 

❽
根
津
美
術
館
編
集
『
北
山
・
東
山
文
化
の
華
―
相
国
寺
金
閣
銀
閣
名
宝
展
―
』
図
版
四

九 

大
塚
巧
藝
社 

一
九
九
五
年
。 

❽
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
集
『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
―
』
図
版
八
〇
、
一
九
九
八
年
。 

❽
駐
日
韓
国
大
使
館 

編
『
朝
鮮
の
屏
風
』
韓
国
文
化
院
、
一
九
九
四
年
。 

❽
『
李
朝
の
屏
風
絵
：
辛
基
秀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
青
丘
文
化
ホ
ー
ル
、
一
九
九
三
年
。 

❽
『
李
朝
の
屏
風
』
大
和
文
華
館
、
一
九
八
七
年
四
月
。 

❽
大
阪
歴
史
博
物
館
『
朝
鮮
通
信
使
と
民
画
屏
風
〔
民
画
屏
風
〕；
辛
基
秀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
世
界
』
大
阪
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
。 

❽
吉
田
宏
志
「
李
朝
の
絵
画
：
そ
の
中
国
画
受
容
の
一
局
面
」『
古
美
術
』52

、
三
彩
社
、

一
九
七
七
年
一
月
。 

❽
吉
田
宏
志
「
李
朝
屏
風
絵
考
」『
民
族
芸
術2

』
講
談
社
、
一
九
八
六
年
三
月
。 

❽
吉
田
宏
志
「
李
朝
の
屏
風
絵
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」『
李
朝
の
屏
風
』
大
和
文
華
館
、
一
九
八

七
年
四
月
。 

❽
戸
田
禎
佑
「
李
蔭
庭
筆
墨
葡
萄
図
屏
風
」
『
国
華
』1143

、
国
華
社
、
一
九
九
一
年
二

月
。 

❽
井
渓 

明
「
李
朝
屏
風
の
構
造
に
つ
い
て
」
『
堺
市
博
物
館
報
』14

、
堺
市
博
物
館
一

九
九
五
年
三
月
。 

❽
戸
田
禎
佑
「
瀟
湘
八
景
図
押
絵
貼
屏
風
」
『
国
華
』1204

、
国
華
社
、
一
九
九
六
年
三

月
。 

❽
板
倉
聖
哲
「
瀟
湘
八
景
図
に
み
る
朝
鮮
と
中
国
」『
李
朝
絵
画
：
隣
国
の
明
澄
な
美
の
世

界
』
大
和
文
華
館
、
一
九
九
六
年
八
月
。 

❽
大
石
利
雄
「
宦
南
に
つ
い
て
：
正
宗
寺
蔵
「
飲
中
八
仙
・
西
園
雅
集
図
屏
風
」
を
中
心

に
」『
国
華
』1235

、
国
華
社
、
一
九
九
八
年
九
月
。 

❽
板
倉
聖
哲
韓
国
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
図
の
受
容
・
展
開
青
丘
学
術
論
集14

青
丘
文
化

社
一
九
九
九
年
三
月
。 

❽
古
原
宏
伸
「
朝
鮮
山
水
画
に
お
け
る
中
国
絵
画
の
受
容
」
『
青
丘
学
術
論
集
』16

、
青

丘
文
化
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
。 

 

終
章 

➒
趙
洪
宝
「
雅
趣
―
古
代
文
人
理
想
中
的
居
舎
文
化
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
３
５
（
第
十

二
巻
第
三
期
）、
挿
図
宋
・
趙
伯
驌
「
風
簷
展
巻
」（
台
北
・
故
宮
博
物
院
）
七
〇
頁
、
一

九
九
四
年
。 

➒
胡
文
彦
「
家
具
與
絵
画
―
中
国
家
具
文
化
之
五
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
８
８
（
第
十
六

巻
第
八
期
）
七
八
～
一
〇
七
頁
、
一
九
九
八
年
。 

➒
佐
藤
康
邦
『
絵
画
空
間
の
哲
学
―
思
想
史
の
な
か
の
遠
近
法
』
第
一
、
六
章
、
新
装
版
、



 - 15 -

東
京
・
三
元
社
、
一
九
九
七
年
。 

➒
方
聞
氏
は
、「
論
「
渓
岸
図
」
真
偽
問
題
」（『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
十
一
期
、 

➒
辻
茂
「
遠
近
法
に
対
す
る
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
寄
与
」『
美
術
史
に
お
け
る
日
本
と
西
洋
』

収
載
、
四
〇
五
～
四
一
七
頁
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
五
年
。 

➒
佐
々
木
英
也
・
森
田
義
之
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
一
巻
、
イ
タ

リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
１
、
図
版
四
一
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
。 

➒
勝
国
興
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
第
一
四
巻
、
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
、
図

版
九
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
。 

➒
榊
原
悟「
美
の
架
橋
―
異
国
へ
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
―
」『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』

五
号
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
事
務
局
編
集
平
成
六
年
）
な
ど
の
専
論
と
専
著
が
あ
っ
た
。 

➒
佐
藤
康
邦
「
絵
画
空
間
の
哲
学
―
思
想
史
の
な
か
の
遠
近
法
」
新
装
版
、
東
京
・
三
元

社
、
一
九
九
七
年
。 

➒
河
野
道
房
「
中
国
絵
画
の
空
間
表
現
―
大
観
的
山
水
画
の
虚
と
実
と
―
」『
芸
術
の
理
論

と
歴
史
』
所
収 

思
文
閣
出
版
（
単
行
本
、 1990 

）。 

➒
小
山
清
男
『
絵
画
空
間
の
図
学
―
秘
め
ら
れ
た
画
面
構
造
』
東
京
・
美
術
出
版
社
、
一

九
八
〇
年
。 

➒
ウ
ー
・
ホ
ン
著
、
中
野
美
代
子
、
中
島
健 

訳 

『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天 

中
国
重
屏
図

（
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
）
の
た
く
ら
み
』
青
土
社 

二
〇
〇
四
年
。 

➒
王
耀
庭
「
画
中
有
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
１
創
刊
号
（
第
一
巻
第
一
期
）、
一
九
八
三

年
、
一
二
一
～
一
二
五
頁
。 

➒
李
慧
淑
「
小
景
画
與
花
鳥
点
景
山
水
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
七
（
第
二
巻
第
五
期
）

四
二
～
五
二
頁
、
一
九
八
四
年
。 

  

雑
誌
論
文 

中
文 

●
宿
白
「
西
安
地
区
唐
墓
壁
画
的
布
局
和
内
容
」『
考
古
学
報
』
一
九
八
二
年
第
二
期
。 

●
王
仁
波
等
「
陝
西
唐
墓
壁
画
之
研
究
」(

上
下)

『
文
博
』
一
九
八
四
年
第
二
期
。 

●
易
水
「
漫
話
屏
風
―
家
具
談
往
之
一
」『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
十
一
期
。 

●
李
慶
發｢

遼
陽
上
王
家
村
晋
代
壁
画
墓
清
理
簡
報｣

『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
。 

●
張
朋
川
「
従
敦
煌
写
経
和
壁
画
看
中
国
巻
軸
書
画
格
式
的
起
源
和
形
式
」『
文
物
』
二
〇

〇
〇
年
第
八
期
。 

●
志
工
「
略
談
北
魏
的
屏
風
漆
画
」『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
八
期
。 

●
謝
振
発
「
北
魏
司
馬
金
龍
墓
的
漆
画
屏
風
試
析
」『
国
立
台
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』

第
一
一
期
二
〇
〇
一
年
。 

●
韓
孔
楽
等｢

固
原
北
魏
墓
漆
棺
的
発
現｣

『
美
術
研
究
』
一
九
八
四
年
第
二
期
。 

●
王
瀧｢

固
原
漆
棺
彩
画｣

『
美
術
研
究
』
一
九
八
四
年
第
二
期
。 

●
姜
伯
勤
「
天
水
隋
石
屏
風
墓
胡
人
“
酒
如
繩
”
祆
祭
畫
像
石
圖
像
研
究
」『
敦
煌
研
究
』

二
〇
〇
三
年
第
一
期
。 

●
姜
伯
勤｢

安
陽
北
斉
石
棺
床
画
像
石
的
図
像
考
察
与
入
華
粟
特
人
的
祅
教
美
術｣

載
中
山

大
学
芸
術
学
研
究
中
心
編
『
芸
術
史
研
究
』
第
１
輯 

中
山
大
学
出
版
社 

一
九
九
九
年
。 

●
程
林
泉
、
張
翔
羽
「
第
七
座
有
囲
屏
石
榻
的
粟
特
人
墓
葬
―
北
周
人
康
業
墓
」『
文
物
天

地
』
二
〇
〇
五
年
第
三
期
。 

  

●
趙
超
「"

樹
下
老
人"

与
唐
代
的
屏
風
式
墓
中
壁
画
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
二
期
。 

●
趙
超
「
关
于
伯
奇
的
古
代
孝
子
图
画
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第
三
期
。  

●
謝
稚
柳
「
北
斉
婁
叡
墓
壁
画
与
莫
高
窟
隋
唐
之
際
画
風
」『
文
物
』
一
九
八
五
年
第
七
期
。 

●
南
京
博
物
院
等
「
南
京
西
善
橋
南
朝
墓
及
其
磚
刻
壁
画
」『
文
物
』
一
九
六
〇
年
第
八
・

九
期
。 

●
邢
福
来
「
北
朝
至
隋
初
入
華
粟
特
贵
族
墓
囲
屏
石
榻
研
究
」『
考
古
与
文
物
』
漢
唐
考
古

増
刊
二
〇
〇
二
年
。 

●
陈
海
涛
「
胡
旋
舞
、
胡
腾
舞
与
柘
枝
舞
―
对
安
伽
墓
与
虞
弘
墓
中
舞
蹈
归
属
的
浅
析
」

『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
三
期
。 

●
鄭
岩
「
武
氏
祠
隋
侯
之
珠
画
像
」『
文
物
天
地
』
一
九
九
一
年
第
二
期
。 

●
田
立
坤｢

三
燕
文
化
与
高
句
麗
考
古
遺
存
之
比
較｣

吉
林
大
学
考
古
系
編
『
青
果
集
—
吉

林
大
学
考
古
系
建
系
十
周
年
纪
念
文
集
』
知
识
出
版
社 

一
九
九
八
年
等
。 

●
鄭
岩
「
青
州
北
斉
画
像
石
与
入
華
粟
特
人
美
術
―
虞
弘
墓
等
考
古
新
発
見
的
啓
示
」
巫

鴻
主
編
『
漢
唐
之
間
文
化
芸
術
的
互
動
与
交
融
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
。 

●
韓
偉
「
北
周
安
伽
墓
囲
屏
石
榻
之
相
関
問
題
浅
見
」『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
。 
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●
楊
軍
凱
「
北
周
史
君
墓
石
槨
東
壁
浮
彫
図
像
初
探
」 

中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中
心(

編)
『
芸
術
史
研
究
』
５
中
山
大
学
出
版
社
（2003/12

） 

●
張
慶
捷
「
虞
弘
墓
石
槨
図
像
整
理
散
記
」
中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中
心(

編)

『
芸
術
史

研
究
』
５
中
山
大
学
出
版
社
（2003/12

） 

●
陳
海
濤
「
胡
旋
舞
、
胡
騰
舞
与
柘
枝
舞
―
対
安
伽
墓
与
虞
弘
墓
中
舞
踏
帰
属
的
浅
析
」

『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
三
期
。 

●
周
銀
霞
、
李
永
平
「
天
水
出
土
囲
屏
石
榻
及
相
関
問
題
」『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
三
年
第

二
期
。 

●
李
永
平
、
周
銀
霞
「
囲
屏
石
榻
的
源
流
和
北
魏
墓
葬
中
的
祅
教
習
俗
」『
考
古
与
文
物
』

二
〇
〇
五
年
第
五
期
。 

●
李
力
「
従
考
古
発
見
看
中
国
古
代
的
屏
風
画
」(

中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中
心
編
『
芸
術

史
研
究
』
第
一
輯
、
中
山
大
学
出
版
社
、1999) 

●
楊
泓
「
山
東
北
朝
墓
人
物
屏
風
画
的
新
啓
示
」『
文
物
天
地
』
一
九
九
一
年
第
三
期
。 

●
孫
志
虹
「
従
陝
西
富
平
唐
墓
山
水
屏
風
画
談
起
」『
文
博
』
二
〇
〇
四
年
第
六
期
。 

●
宫
大
中
「
邙
洛
北
魏
孝
子
画
像
石
棺
考
釈
」『
中
原
文
物
』
一
九
八
四
年
二
期
。 

●
李
力
「
談
王
処
直
墓
壁
画
中
的
屏
風
画
」
『
中
国
文
物
報
』2002
年2

月21

日
。 

●
特
集
・
永
泰
公
主
墓
『
石
槨
画
像
』(

『
三
彩
』192

、1965) 

●
楊
泓
「”

屏
風
周
昉
画
繊
腰”

―
漫
話
唐
代
六
曲
画
屏
」『
文
物
天
地
』
一
九
九
〇
年
第
二

期
。 

●
栄
新
江
「M

ih
o

美
術
館
粟
特
石
棺
屏
風
的
図
像
及
其
組
合
」
中
山
大
学
芸
術
学
研
究
中

心(

編)

『
芸
術
史
研
究
』
４
中
山
大
学
出
版
社
（2002/12

） 

●
楊
泓
「
漢
唐
時
期
家
具
和
室
内
装
飾
芸
術
的
変
遷
」『
物
質
文
化
的
歴
史
研
究
』
国
際
学

術
研
討
会 

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所 

二
〇
〇
一
年
。 

●
陳
霞
「
唐
代
的
屏
風
―
兼
論
吐
魯
番
出
土
的
屏
風
画
」『
西
域
研
究
』
二
〇
〇
二
年
第
二

期
。 

●
金
維
諾
、
衛
辺｢

唐
代
西
州
墓
中
的
絹
画｣

『
文
物
』
一
九
七
五
年
第
十
期
。 

●
張
建
林
「
唐
墓
壁
画
中
的
屏
風
画
」『
遠
望
集
』（
下
）
陝
西
人
民
美
術
出
版
社 

一
九

九
八
年
。 

●
陳
志
謙
「
昭
陵
唐
墓
壁
画
」『
陝
西
歴
史
博
物
館
館
刊
』
第
一
輯
、
三
秦
出
版
社 

一
九

九
四
年
。 

●
常
任
侠
「
新
彊
吐
魯
番
出
土
唐
墓
壁
画
初
探
」『
常
任
侠
芸
術
考
古
論
文
選
集
』
文
物
出

版
社 

一
九
八
四
年
。 

●
羅
世
平
「
観
王
公
淑
墓
壁
画
『
牡
丹
芦
雁
図
』
小
記
」『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
八
期
。 

●
鄭
岩
、
李
清
泉
「
看
時
人
歩
渋
、
展
処
蝶
争
来
―
談
新
発
見
的
北
京
八
里
荘
唐
墓
花
鳥

壁
画
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
四
巻
二
期
一
九
九
六
年
。 

●
金
維
諾
「
早
期
花
鳥
画
的
発
展
」『
美
術
研
究
』
一
九
八
三
年
第
一
期
。 

●
楊
仁
愷
『
葉
茂
台
第
七
号
遼
墓
出
土
古
画
考
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
四
年
。 

●
徐
涛
「
呂
村
唐
墓
壁
画
与
水
墨
山
水
的
起
源
」『
文
博
』
二
〇
〇
一
年
第
一
期
。 

●
於
向
東
「
敦
煌
莫
高
窟
屏
風
画
的
起
源
」2

0
0
4

年
敦
煌
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
。 

●
於
向
東
「
莫
高
窟
屏
風
画
的
起
源
探
討
」『
東
南
大
学
学
報
』(

哲
学
社
会
科
学
版)

二
〇

〇
五
年
第
二
期
。 

●
趙
青
蘭
「
莫
高
窟
吐
蕃
時
期
洞
窟
龕
内
屏
風
画
研
究
」『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
四
年
第
三

期
。 

●
趙
秀
栄
「
莫
高
窟
晩
唐
時
期
龕
内
屏
風
画
的
題
材
内
容
」『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
七
年
第

一
期
。 

●
趙
暁
華
「
対”

簪
花
仕
女
図”

的
幾
点
新
認
識
」『
遼
海
文
物
学
刊
』1992

年1-2

。 

●
菅
谷
文
則
「
正
倉
院
屏
風
和
墓
室
壁
画
屏
風
」『
宿
白
先
生
八
秩
華
誕
記
念
文
集
』（
上
）

文
物
出
版
社 

二
〇
〇
二
年
。 

●
張
朋
川
「
明
清
書
画
中
堂
様
式
的
縁
起
」『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
。 

 

日
文 

●
曽
布
川
寛
「
竹
林
七
賢
図 

特
に
南
朝
陵
墓
出
土
の
磚
画
に
つ
い
て
」『
国
際
交
流
美
術

史
研
究
会
第
８
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

説
話
美
術
』
一
九
八
九
年
。 

●
蘇 
哲
「
北
斉
崔
芬
墓
の
壁
画
に
見
ら
れ
る
北
魏
石
棺
屏
風
画
の
影
響
」『
新
世
紀
の
考

古
学―

大
塚
初
重
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
』
大
塚
初
重
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会 

(2003) 899-909
。 

●
蘇 

哲
「
山
東
省
臨
煦
県
北
斉
崔
芬
墓
の
人
物
屏
風
壁
画
に
つ
い
て
」『
中
国
考
古
学
』

( 

学
術
雑
誌
、2003 ) 3/106-120

。 
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●
蘇 

哲
「
北
朝
画
像
石
の
調
査
と
研
究-

北
魏
墓
の
狩
猟
図
を
め
ぐ
る
一
考
察
」『
鹿
島

美
術
研
究
』 ( 

学
術
雑
誌
、2000 ) /17,380-399

。 

●
蘇 

哲
「
北
魏
孝
子
伝
図
研
究
に
お
け
る
二
、
三
問
題
点
」『
美
学
美
術
史
学
』
実
践
女

子
大
学
美
学
美
術
史
学
会
（
大
学
・
研
究
所
等
紀
要
、1999 

） /14,61-88

。 

●
曾
布
川
寛
「
中
国
出
土
の
ソ
グ
ド
石
刻
画
像
試
論
」（
曾
布
川
寛
編
『
中
国
美
術
の
図
像

学
』
九
七
～
一
八
二
頁
、
明
文
社
、
二
〇
〇
六
年
。） 

●
林
聖
智
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
貴
族
の
墓
葬
の
図
像
―
北
斉
崔
芬
墓
を
例
と
し
て
」（
曾

布
川
寛
編
『
中
国
美
術
の
図
像
学
』
二
七
～
九
五
頁
、
明
文
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

●
小
川
裕
充
「
唐
宗
山
水
画
史
に
お
け
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
上
）（
中
）（
下
）『
国
華
』

1034

、1035

、1036

．
一
九
八
〇
年
。 

●
小
川
裕
充
「
山
水
・
風
俗
・
説
話 

--

唐
宋
元
代
中
国
絵
画
の
日
本
へ
の
影
響
」(

『
日

中
文
化
交
流
史
叢
書 

７
芸
術
』
大
修
館 

一
九
九
七
年
。 

 

●
小
川
裕
充
「
中
国
山
水
画
の
透
視
遠
近
法
―
郭
煕
の
そ
れ
を
中
心
に
」『
美
術
史
論
叢
』

十
九 

二
〇
〇
三
年
。 

●
板
倉
聖
哲
「
唐
墓
壁
画
に
描
か
れ
た
屏
風
画
」
『
美
術
史
論
叢
』
一
八 

二
〇
〇
二
年
。 

●
板
倉
聖
哲
「
樹
下
遊
宴
図
屏
風
」（
ダ
ラ
ス
美
術
館
蔵
）
の
祖
型
を
め
ぐ
る
諸
問
題―

東

洋
絵
画
に
お
け
る
遊
宴
の
図
像
に
関
す
る
序
説―

『
美
術
史
論
叢
』10,19940325

。pp. 1

～19

。 

●
小
川
裕
充
「
黄
筌
六
鶴
図
壁
画
と
そ
の
系
譜
」（
上
）『
国
華
』
１
１
６
５
号 

一
九
九

二
年
。 

●
小
川
裕
充
「
薛
稷
六
鶴
図
屏
風
考
―
正
倉
院
南
倉
宝
物
漆
櫃
に
描
か
れ
た
草
木
鶴
図
に

つ
い
て
」（
東
京
大
学
）『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
１
１
７ 

一
九
九
二
年
。 

●
小
川
裕
充
「
黄
筌
六
鶴
図
壁
画
と
そ
の
系
譜
（
下
） 

 
―

薛
稷
・
黄
筌
・
黄
居
寀
か
ら
庫
倫
旗
一
号
遼
墓
仙
鶴
図
壁
画
を
経
て
徽
宗
・
趙
伯
駒
・

牧
谿
・
王
振
鵬
、
浙
派
・
雪
舟
・
狩
野
派
ま
で―

」『
国
華
』1297

号 

第109

編 

第

４
冊
。 

●
古
田
真
一
「
六
朝
絵
画
に
関
す
る
一
考
察 

―
司
馬
金
墓
出
土
の
漆
画
屏
風
を
め
ぐ
っ

て
」(

『
美
学
』168

、1992) 

●
ミ
ッ
シ
ェ
ル∙

バ
ン
ブ
リ
ン
グ
「
甘
粛
省
天
水
市
発
見
の
隋
末
唐
初
の
日
月
屏
風
に
つ
い

て
」(

『
仏
教
芸
術
』222

、1995) 

●
板
倉
聖
哲
「
日
月
と
素
材
の
関
わ
り
に
つ
い
て -

金
日
・
銀
月
の
淵
源
を
求
め
て-

」(

『
美

術
史
論
叢
』9

、1993)  

●
宮
島
新
一
「
障
屏
画
に
見
る
絵
画
の
変
」『
美
術
史
』 108

号 
1980

年3

月
刊
。 

●
奥
平
俊
六
「
彦
根
屏
風
に
つ
い
て
―
〈
鏡
像
関
係
〉
と
〈
画
中
画
〉
の
問
題
を
中
心
に

―
」『
美
術
史
』 109

号 
1980

年11

月
刊
。 

●
黑
田
彰
「
伯
奇
贅
語-

孝
子
伝
図
与
孝
子
伝
」『
説
話
論
集
、
第
十
二
集
、
今
昔
物
語
集
』

清
文
堂2003

年6

月
。 

●
奥
村
伊
九
良
「
孝
子
石
棺
の
刻
画
」『
瓜
茄
』
一
巻
四
冊1937

年
「
鍍
金
孝
子
伝
石
棺

の
刻
画
に
就
て
」(

日
本)

『
瓜
茄
』
一
巻
五
冊
一
九
三
九
年
。 

●
ボ
リ
ス∙I.

マ
ル
シ
ャ
ク
「 M

IH
O

 M
U

S
E

U
M

の
棺
床
屏
風
と
六
世
紀
後
半
の
中
国∙

ソ
グ
ド
芸
術
」『M

IH
O

 M
U

S
E

U
M

研
究
紀
要
』
第
４
号
二
〇
〇
四
年
。 

●
林
聖
智｢

北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
－
石
棺
床
囲
屏
の
墓
主
肖
像
と
孝

子
伝
図
を
例
と
し
て
－｣

『
美
術
史
』154

、
平
成
十
五
年
三
月
。 

●
黒
田
彰｢

孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
－
林
聖
智
氏
の
説
を
め
ぐ
っ
て
－｣

密
教
図
像
学
会
第
二

十
三
回
学
術
大
会 

平
成
十
五
年
十
二
月
六
日
。 

●
吉
田
豊
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
ソ
グ
ド
人
の
宗
教
に
つ
い
て
」
第
５
回
「
奈
良
と
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
語
り
部
た
ち
」プ
ロ
グ
ラ
ム 

な
ら∙

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
記
念
国
際
交
流
財
団
編

集
二
〇
〇
五
年
十
一
月
。 

●
土
井
淑
子
「
中
国
西
域
よ
り
正
倉
院
へ
ー
唐
代
絵
画
『
樹
下
美
人
図
』」『
中
国
歴
代
女

性
像
展
―
楊
貴
妃
か
ら
西
太
后
ま
で
』図
録 

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館 

一
九
八
七
年
。 

●
土
井
淑
子
「
古
代
中
国
に
お
け
る
樹
木
と
人
物
図
『
古
代
中
国
考
古
・
文
化
論
叢
』
言

叢
社
一
九
九
五
年
。 

●
松
島
順
正
「
正
倉
院
の
屏
風
に
つ
い
て
」『
宮
内
庁
書
陵
部
紀
要
』
二
八
号 

一
九
七
六

年
。 

●
松
本
包
夫
「
上
代
染
織
の
絵
画
的
文
様
私
考
―
樹
下
動
物
文
の
消
長
を
中
心
と
し
て
」

『
日
本
美
術
全
集
第
三
巻 

正
倉
院
と
上
代
絵
画
―
飛
鳥
・
奈
良
の
絵
画
・
工
芸
』
講
談

社
一
九
九
二
年
。 

●
西
上
実
「
北
宋
花
鳥
画
の
展
開
―
崔
白
の
変
格
に
つ
い
て
」
京
都
国
立
博
物
館
編
『
花
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鳥
』
小
学
館 

一
九
八
四
年
。 

●
小
泉
顕
夫
「 

朝
鮮
楽
浪
古
墳
を
掘
る
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
八
年
第
三
期 

東
京
。  

●
島
田
修
二
郎
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
の
絵
画
』
日
本
経
済
新

聞
社
一
九
七
七
年
（『
日
本
絵
画
史
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
一
九
八
七
年
所
収
）；「
鳥

毛
立
女
屏
風
の
鳥
毛
貼
成
に
つ
い
て
」『
正
倉
院
年
報
』
第
四
号
。 

●
阿
部
弘
「
鳥
毛
立
女
図
の
構
成
に
つ
い
て
」『
東
洋
美
術
に
お
け
る
影
響
の
問
題
』
国
際

交
流
美
術
史
研
究
会
第
７
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
一
九
八
八
年
。 

●
江
上
綏
「
古
代
日
本
の
工
芸
意
匠
に
お
け
る
自
然
―
花
と
鳥
の
要
素
と
山
水
の
要
素
」

『
芸
術
と
装
飾
』
玉
川
大
学
出
版
部
一
九
八
六
年
。 

●
村
重
寧
「
灌
頂
用
具
と
し
て
の
山
水
屏
風
」『
美
術
史
』74

冊
一
九
六
九
年
。 

●
村
重
寧
「
山
水
屏
風
―
や
ま
と
絵
山
水
画
の
展
開
―
」
神
護
寺
蔵
東
京
国
立
博
物
館
紀

要
九
一
九
九
四
年
。 

●
中
野
玄
三
「
十
二
天
画
像
と
山
水
屏
風
」『
古
美
術
』
６
１
京
都
国
立
博
物
館
一
九
八
二

年
。 
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四
．
関
連
資
料 

 

資
料
１
．
郭
煕
『
画
記
』
に
関
す
る
屏
風
絵
原
文 

 

「
思
家
先
子
手
志
載
。
神
宗
即
位
後
庚
申
年
二
月
九
日
、
富
相
判
河
陽
。
奉
中
旨
、
津

遣
上
京
一
。
首
蒙
三
司
使
呉
公
中
復
召
、
作
省
壁
。
於
開
封
尹
邵
公
亢
召
、
作
府
廰
六
幅

雪
屏
。
次
於
都
水
、
為
判
監
張
公
堅
父
故
人
延
某
、
画
六
幅
松
石
屏
。
次
呉
正
憲
為
三
司

塩
鉄
副
使
、
召
作
廰
壁
風
雪
遠
景
屏
。
又
於
諫
院
、
為
正
憲
、
作
六
幅
風
雨
水
石
屏
風
。

又
相
国
寺
支
元
済
西
壁
神
後
作
渓
谷
平
遠
。
次
準
内
降
與
艾
宣
・
崔
白
・
葛
守
昌
同
作
紫

宸
殿
屏
。
次
與
符
道
隠
・
李
宗
成
同
作
小
殿
子
屏
。
次
蒙
白
当
御
書
院
供
奉
宋
用
臣
傅
聖

旨
、
召
赴
御
書
院
、
作
御
前
屏
帳
。
戓
大
戓
小
不
知
其
数
。
有
旨
、
特
授
本
院
芸
学
。
時

以
親
老
乞
帰
。
既
不
許
。
又
乞
候
親
、
命
方
如
所
乞
。
有
旨
、
作
秋
雨
冬
雪
二
圖
、
賜
岐

王
。
又
作
方
丈
囲
屏
。
又
作
御
座
屏
二
。
又
作
秋
景
煙
嵐
二
、
賜
高
麗
。
又
作
四
時
山
水

各
二
。
又
作
春
雨
晴
霽
圖
屏
。
上
甚
喜
、
蒙
恩
除
待
詔
。
又
降
旨
作
玉
華
殿
両
壁
半
石
屏
。

又
作
着
色
春
山
及
冬
陰
密
雪
。
又
得
百
余
、
於
景
霊
宮
十
一
殿
、
屏
面
大
石
作
十
一
板
。

其
後
零
細
大
小
、
悉
数
不
及
。
内
有
説
者
、
別
列
之
其
下
。 

 

神
宗
一
日
謂
劉
有
方
曰
、「
郭
煕
画
鑑
極
精
、
使
之
考
校
天
下
画
生
。
皆
有
議
論
。
可
将

秘
閣
所
有
漢
晋
以
来
名
画
尽
令
郭
煕
詳
定
品
目
。
」
前
来
先
子
遂
偏
閲
天
府
所
蔵
。
先
子

一
一
有
品
第
名
件
。
思
家
很
不
見
其
本
。 

 
紫
宸
殿
屏
。
令
江
寧
府
艾
宣
画
鶴
四
隻
崔
白
画
竹
数
莖
葛
守
昌
画
海
棠
。
奉
旨
於
屏
面

画
石
一
塊
。
其
三
面
画
者
、
累
命
催
督
、
経
月
方
了
。
先
子
某
画
恠
石
、
移
時
而
就
。 

 

内
東
門
小
殿
。
屏
八
幅
。
面
有
両
掩
扇
。
其
左
扇
、
長
安
符
道
隠
画
松
石
。
右
扇
、
鄜

州
李
宗
成
画
松
石
。
当
面
六
幅
、
先
子
某
奉
旨
画
秋
景
山
水
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

御
帳
。
画
朔
風
瓢
処
圖
。
神
宗
令
宋
用
臣
造
御
氈
帳
成
。
甚
奇
。
御
其
中
曰
、「
郭
煕
可

令
画
御
帳
屏
。
」
先
子
作
一
圖
、
名
曰
朔
風
飄
処
、
其
景
大
風
林
木
、
作
大
風
吹
雲
、
雲
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物
紛
□
、
而
大
片
作
処
、
飛
揚
於
其
間
。
時
方
旱
、
神
宗
一
見
大
賞
、
以
為
神
妙
品
動
。

即
於
内
帑
、
取
宝
花
金
帯
、
錫
先
子
曰
、「
為
卿
画
特
奇
故
有
是
賜
、
他
人
無
此
例
。
」 

 

化
成
殿
壁
。
後
苑
在
延
春
閣
西
、
永
福
殿
面
東
也
。
上
之
燕
處
。
両
殿
各
画
松
石
、
渓

谷
、
濺
撲
、
口
、
門
画
懸
崖
恠
木
松
石
、
東
小
壁
画
雨
霽
山
水
。
欽
明
殿
壁
。
東
山
壁
松

石
平
遠
、
又
三
間
作
一
秋
雨
。 

 

睿
思
殿
。
宋
用
臣
脩
所
謂
涼
殿
者
也
。
前
後
脩
竹
茂
林
陰
森
、
当
暑
而
寒
。
其
殿
中
、

皆
鑿
青
石
作
海
獣
魚
龍
。
相
透
玲
瓏
相
通
透
、
潛
引
流
水
、
漱
鳴
其
下
、
而
上
設
御
榻
、

真
所
謂
涼
殿
也
、
上
曰
、「
非
郭
煕
画
、
不
足
以
称
。
」
於
是
命
宋
用
臣
傳
旨
、
令
先
子
作

四
面
屏
風
。
蓋
遶
殿
之
屏
皆
是
。
聞
其
景
皆
松
石
平
遠
。
山
水
秀
麗
之
景
、
見
之
令
人
森

疏
。
有
中
貴
之
紳
好
吟
詠
、
有
宮
詞
百
首
。
曰
、「
遶
殿
峰
巒
合
匝
青
、
画
中
多
見
郭
煕
名
」 

蓋
為
之
也
。 

 

瑶
津
亭
・
玉
華
殿
屏
。
在
後
苑
。
聞
宋
用
臣
同
楊
琰
、
自
銭
塘
地
架
一
亭
、
来
新
鑿
一 

池
安
其
上
。
上
臨
幸
曰
、「
惜
乎
無
蓮
荷
」。
用
臣
曰
、「
願
陛
下
明
日
賞
蓮
荷
。
上
曰
、 

「
用
臣
又
誕
也
」
。
若
無
蓮
花
如
何
。
」
周
臣
曰
、「
惟
陛
下
所
誅
。
」
明
日
蓮
花
満
池
。

上
燕
幸
之
大
喜
。
乃
用
臣
一
タ
買
京
師
盆
蓮
、
沉
之
池
底
、
使
萬
柄
倚
岸
。
上
曰
、「
此
亭

之
屏
、
不
可
不
令
郭
煕
画
。
遂
揮
一
大
図
。 

 

大
安
輦
屏
。
又
呼
九
龍
輦
。
神
宗
為
太
皇
太
后
特
置
。
其
工
巧
不
可
勝
言
。
上
曰
、「
亦

須
郭
煕
画
屏
風
。
仍
設
少
色
。
」
先
子
知
期
了
。
上
極
愛
之
。 

 

玉
堂
屏
風
。
神
宗
既
新
尚
書
省
・
枢
密
院
、
又
鼎
新
宮
中
諸
天
宇
。
如
玉
堂
成
、
特
遣

中
貴
張
士
良
、
傳
聖
旨
、
以
為
翰
苑
摛
藻
之
地
。
卿
有
子
詩
書
□
、
宜
與
着
意
画
。
先
子

斎
嘿
数
日
、
一
揮
而
成
。
其
景
春
山
也
。
春
時
之
融
冶
、
物
態
之
欣
豫
、
観
者
恰
然
如
在

四
明
天
姥
之
境
。
蘇
子
瞻
詩
所
謂
「
玉
堂
画
掩
春
日
閑
、
中
有
郭
公
画
春
山
。
鳴
鳩
乳
燕

初
睡
起
、
白
波
青
嶂
非
人
間
。
」
蓋
摭
實
言
情
、
撮
其
大
要
。 

 

（
後
略
） 

『
四
庫
提
要
』
が
い
う
よ
う
に
「
画
記
」
は
「
郭
煕
が
神
宗
時
に
在
っ
て
寵
遇
さ
れ
た

事
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
諸
官
衙
、
宮
中
殿
閣
の
大
画
面
壁
屏
画

の
制
作
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
年
時
を
追
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
点
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
政
和
七
年
（
一
一
一
七
）
の
許
光
凝
の
序
に
嘉
祐
（
仁
宗
一
〇
五
六
～
一
〇

六
三
）・
治
平
（
英
宗
、
一
〇
六
四
～
一
〇
六
七
）
・
元
豊
（
神
宗
、
一
〇
七
八
～
一
〇
八

五
）
以
来
の
崇
公
巨
儒
の
詩
歌
讃
記
が
あ
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
既
述
の
よ
う
に
南
宋

陳
振
孫
の
『
直
斎
書
録
解
題
』
で
も
「
今
本
は
闕
く
」
と
い
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
こ

の
よ
う
な
詩
歌
題
跋
等
が
英
宗
、
真
宗
朝
に
ま
で
溯
っ
て
、
多
く
存
在
し
た
か
は
甚
だ
疑

問
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
く
と
も
現
存
す
る
別
集
類
所
収
の
郭
煕
画
に
題
し
た
詩

文
は
ほ
と
ん
ど
見
出
し
え
な
い
。し
た
が
っ
て
郭
煕
の
官
画
界
へ
の
出
現
は
神
宗
即
位
後
、 

突
如
と
し
て
見
ら
れ
た
現
象
の
よ
う
で
も
あ
り
、
神
宗
死
後
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
作
品
は
、
文
献
の
上
で
も
存
在
し
な
い
。 

 

「
神
宗
即
位
の
後
、
庚
申
」
に
つ
い
て
は
薄
・
陳
同
氏
は
、
庚
申
は
元
豊
三
年
（
一
〇

八
〇
）
に
当
る
が
、
郭
若
虚
の
『
図
画
見
聞
誌
』
を
考
え
る
に
記
載
は
煕
寧
七
年
（
一
〇

七
四
）
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
中
で
郭
煕
を
「
今
、
御
書
院
芸
学
た
り
」
と
い
い
、「
画
記
」

に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
多
く
煕
寧
年
間
（
一
〇
六
八
～
一
〇
七
七
）
で
あ
る
か
ら
、
庚
申

は
明
ら
か
に
戊
申
の
誤
り
で
あ
る
と
校
訂
し
た
。
庚
申
（
煕
寧
元
年
）
が
戊
申
の
誤
り
で

あ
る
こ
と
は
認
め
る
に
し
て
も
『
図
画
見
聞
誌
』
の
記
載
は
少
な
く
と
も
煕
寧
九
年
に
ま

で
及
ぶ
（
同
書
巻
六
、「
高
麗
国
」
の
条
）。
次
に
続
く
「
二
月
九
日
、
富
相
判
河
陽
、
中

使
を
奉
じ
上
京
に
津
遣
さ
れ
」
は
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』（
以
下
『
長
編
』
と
略
称
）
拾

補
』
巻
三
上
（
世
界
書
局
影
印
本
）
の
神
宗
煕
寧
元
年
二
月
壬
子
の
条
の
次
の
一
文
に
関

係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 
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資
料
２
．「
画
記
」
に
つ
い
て
屏
風
絵 

以
下
の
一
覧
表
は
鈴
木
敬
氏
の
論
文
よ
り
転
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

                          

資
料
３
．
北
宋
宮
城
・
翰
林
学
士
院
構
内
略
図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
世
界
美
術
大
全
集
・
東
洋
編
５
』
よ
り
採
用
） 

春
山
図
屏
風 

大
安
輦
屏 

松
石
平
遠
四
面
屏
風 

松
石
平
遠
、
秋
雨 

松
石
、
渓
谷
、
測
瀆
、
懸
崖
恠

木
松
石
、
雨
霽
山
水

屏
面
大
石
十
一
板 

半
林
石
屏
、
着
色
春
山
、
冬
陰

密
雪

四
時
山
水
各
二
春
雨
晴
霽
図
屏 

秋
景
煙
嵐
二 

秋
雨･

冬
雪
二
図 

不
明(

屏
帳) 

不
明(

屏) 

画
題
不
明(

屏
画) 

渓
谷
平
遠 

六
幅
風
雨
水
石
屏 

風
雪
遠
景
屏 

六
幅
松
石
屏 

雪
屏
六
幅 

（
画
題
不
明
） 

画
題 

玉
堂(

学
士
院) 

 

睿
思
殿 

欽
明
殿
壁 

化
成
殿
壁 

景
霊
宮
十
一
殿 

玉
華
殿
両
壁 

禁
中 

賜
高
麗 

賜
岐
王 

御
前
屏
帳 

内
東
門
小
殿 

紫
宸
殿 

相
国
寺
李
元
済
西
壁
神
後 

諫
院 

塩
鉄
司
庁 

都
水
監
庁 

開
封
府
庁 

三
司
使
庁
壁
画 

置
か
れ
た
場
所 

元
豊
六
年(

一
〇
八
三)

頃
？ 

元
豊
二
年(

一
〇
七
九)

十
月
以
前 

煕
寧
八
年(

一
〇
七
五)

よ
り
遥
か
後

と
も
思
わ
れ
る

  

元
豊
三
年(

一
〇
八
〇)

九
月
以
後 

煕
寧
四
年(

一
〇
七
一)

以
後 

 

煕
寧
七
年(

一
〇
七
四)

二
月 

治
平
四
年
九
月
辛
卯(

宋
史
巻
一
四)

   
煕
寧
二
年
二
月
以
前
、
治
平
二
年
八

月
以
後

煕
寧
元
年
五
月
頃 

煕
寧
元
年(

一
〇
六
八)

八
月
以
前 

 

治
平
四
年
頃 

治
平
四
年
一
月
～
九
月 

制
作
時 
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資
料
４
．
北
宋
時
期
の
画
院
制
度 

宋
の
太
祖
は
国
土
統
一
が
完
成
す
る
と
、
各
地
に
散
在
し
た
絵
画
遺
品
を
蒐
集
す
る
。

と
同
時
に
、
五
代
各
地
に
活
躍
し
た
画
家
を
中
央
に
呼
び
よ
せ
、
画
院
に
奉
職
さ
せ
た
。

画
院
に
は
待
詔
、
祇
候
、
芸
学
、
画
学
諭
等
の
官
を
お
き
、
画
学
生
の
養
成
も
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
画
院
の
制
度
は
五
代
の
西
蜀
、
南
唐
等
の
翰
林
画
院
の
制
を
ま
ね
た
も
の
で

は
あ
っ
た
。
が
、
其
の
規
模
や
内
容
は
、
一
層
整
備
拡
充
さ
れ
た
。
こ
の
画
院
か
ら
教
育

部
門
、
即
ち
書
画
学
を
新
に
独
立
さ
せ
た
の
は
、
北
宋
末
の
風
流
天
子
・
徽
宗
で
あ
り
、

宋
子
房
や
米
フ
ツ
等
が
書
画
学
博
士(

教
授)

と
な
っ
た
。
学
生
の
入
学
試
験
に
は
画
題
を

示
し
、
そ
れ
を
画
か
せ
て
撰
抜
す
る
の
は
勿
論
、
進
級
に
際
し
て
も
同
様
の
課
題
を
出
し

て
い
る
。
入
学
後
は
、
仏
画
、
山
水
、
人
物
等
の
科
目
を
分
け
て
勉
強
す
る
の
は
勿
論
、

特
に
宮
廷
内
府
収
蔵
の
古
画
を
見
学
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
画
院
に
お
け
る
承
旨

(

勅
命
を
受
け
て)

の
画
作
は
厳
格
を
極
め
、
ま
ず
画
稿(

粉
本)

を
提
出
さ
せ
、
校
閲
を
受
け
、

合
格
し
て
は
じ
め
て
本
格
的
な
制
作
に
取
掛
ら
せ
た
し
、
徽
宗
の
よ
う
に
天
子
自
ら
画
院

に
出
向
い
て
指
導
に
当
る
こ
と
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
画
院
に
は
天
子
の
趣
向

に
投
ず
る
よ
う
な
画
風
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
我
々
が
通
常
呼
び
慣
わ
し
て

い
る
院
体
画
と
い
う
の
は
本
来
的
に
は
画
院
の
画
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
が
、
院
体
な
る

言
葉
に
は
「
宮
様
」
即
ち
宮
廷
風
の
様
式
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。
在
野
の
様
式

に
対
す
る
も
の
と
し
て
の
宮
廷
様
式
が
即
ち
院
体
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
形
式
に
よ
っ
て

画
か
れ
た
も
の
が
院
体
画
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
現
在
我
々
が
用
い
て

い
る
「
院
体
画
」
な
る
言
葉
は
、
画
院
の
絵
画
が
明
確
な
様
式
を
示
し
、
最
も
華
々
し
い

光
輝
を
放
っ
た
南
宋
画
院
の
絵
画
を
指
す
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。 

 

資
料
５
．
宋
代
の
画
院
と
画
家 

北
宋
画
院
の
画
家
を
通
観
す
る
と
山
水
を
専
門
に
し
た
者
は
案
外
少
数
で
あ
り
、
し
か

も
前
半
期
に
お
い
て
は
そ
の
画
風
も
確
た
る
統
一
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
北
宋
初
期

画
院
の
山
水
画
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
太
宗
頃
の
南
方
出
身
の
燕
文
貴(

画
院
に
お
け
る
地

位
は
不
明)

と
真
宗
朝
の
、
華
北
出
身
の
高
克
明
の
二
人
で
あ
る
。
燕
文
貴
は
師
法
せ
ず
に

自
ら
一
家
を
為
し
た
人
と
い
い
、
北
宋
初
の
北
方
系
山
水
画
家
、
関
同
、
李
成
、
范
寛
や

南
方
系
の
董
源
、
巨
然
等
の
い
ず
れ
の
画
風
に
も
属
し
て
い
な
い
画
人
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

大
阪
美
術
館
に
あ
る
山
水
図
巻
は
燕
文
貴
の
画
い
た
原
本
で
は
な
い
に
し
て
も
、
か
な

り
古
い
形
式
を
見
せ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
燕
家
の
景
致
」
、
景
物
が
万
変
す
る
写
生
的
な

描
写
を
示
す
好
例
と
考
え
ら
れ
、
関
同
、
李
成
の
画
風
と
は
異
な
っ
た
描
写
形
式
に
よ
り

な
が
ら
も
、
北
宋
山
水
面
の
大
き
な
特
色
と
考
え
ら
れ
る
大
観
的
画
面
構
成
や
画
面
の
大

き
さ
を
示
し
て
い
る
。 

 

高
克
明
の
画
風
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
燕
文
貴
と
同
様
、
李
成
や
董
源
、
関

同
等
の
い
ず
れ
の
画
派
に
も
属
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
二
家
の
画
風
は
郭
煕

の
出
現
す
る
ま
で
、
即
ち
仁
宗
頃
ま
で
の
画
院
に
は
そ
れ
ぞ
れ
後
継
者
を
出
し
て
い
た
。

郭
煕
が
活
躍
し
た
神
宗
朝
以
前
の
画
院
は
、
宋
初
、
五
代
各
地
に
あ
っ
た
画
家
の
画
風
、

多
分
に
地
方
様
式
の
色
濃
い
画
風
が
受
継
が
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
在
野
の
画
壇

も
そ
れ
と
大
同
小
異
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
南
宋
以
降
の
よ
う
な
明
確
な
院
体
山
水
画
な

る
様
式
を
抽
出
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
う
。 

 

 

神
宗
画
院
の
芸
学
で
あ
り
、
林
泉
高
致
の
著
者
と
し
て
有
名
な
郭
煕
は
宋
初
の
北
方
系

山
水
画
家
、
李
成
の
画
風
を
追
っ
た
が
、
そ
の
画
の
特
色
は
華
北
の
自
然
描
写
に
よ
る
山

峰
、「
崩
れ
か
か
っ
た
土
塀
」
の
よ
う
な
土
坡
、
そ
れ
に
寒
林
、
樹
叢
、
水
流
等
を
平
遠
形

式
の
中
に
配
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
構
図
や
描
写
方
法
等
は
郭
煕
筆
と
伝
え
る
溪
山

秋
霽
図
巻
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
図
巻
も
勿
論
郭
煕
の
正
筆
で

は
な
く
、
北
宋
末
か
南
宋
初
の
制
作
で
あ
り
、
し
か
も
か
な
り
写
し
崩
れ
は
著
し
い
が
、

現
存
す
る
北
宋
山
水
画
と
称
す
る
遺
品
の
中
で
は
、
最
も
よ
く
李
郭
様
式
を
留
め
る
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

郭
煕
は
画
院
の
指
導
的
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
山
水
画
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

多
く
の
後
継
者
を
輩
出
さ
せ
、
北
宋
後
期
に
ぞ
く
す
る
画
院
の
山
水
画
に
一
応
の
統
一
と

展
開
の
方
向
を
与
え
、
さ
ら
に
南
宋
画
院
山
水
画
に
も
若
干
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
が
、

南
宋
に
お
い
て
は
、
李
郭
派
の
画
人
が
試
み
た
よ
う
な
大
観
的
な
広
大
な
山
水
の
布
置
、

構
成
は
遂
に
と
り
上
げ
ら
れ
ず
、
画
面
の
規
模
は
縮
小
き
れ
、
作
画
態
度
は
大
き
く
変
化

し
て
し
ま
っ
た
。郭
煕
に
よ
る
山
水
画
の
一
応
の
統
一
、即
ち
李
郭
様
式
に
よ
る
統
一
も
、

こ
の
画
風
が
画
院
以
外
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
画
院
特
有
の
画
風
、
即

ち
院
体
画
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 
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北
宋
の
初
め
ご
ろ
の
画
院
の
花
鳥
画
に
は
、
山
水
画
に
種
々
の
様
式
が
並
行
し
て
い
た

の
と
は
異
な
り
、
明
確
な
指
導
様
式
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
黄
氏
体
の

花
鳥
画
で
あ
っ
て
、
五
代
蜀
の
宮
廷
花
鳥
画
家
で
あ
っ
た
黄
居
寀(

黄
筌
の
末
子)

、
黄
惟

亮(

黄
筌
の
弟)
等
が
北
宋
画
院
に
奉
職
。 

「
富
貴
の
体
」
と
称
さ
れ
た
黄
氏
体
は
、
勾
勒
愼
彩
の
濃
彩
画
風
で
あ
り
、
華
麗
な
色

彩
と
共
に
中
国
画
の
伝
統
と
な
っ
て
い
た
線
描
主
義
を
も
温
存
し
て
い
る
点
も
あ
っ
て
、

当
時
の
宮
廷
趣
味
に
も
合
致
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
北
宋
画
院
の
花
鳥
画
は
主
と
し
て

こ
の
画
風
を
守
っ
て
い
た
。
太
祖
朝
の
夏
侯
延
佑
、
太
宗
朝
の
陶
裔
、
神
宗
朝
の
李
吉
等

は
共
に
黄
氏
体
を
継
承
し
た
院
人
で
あ
っ
た
。 

 

 

北
宋
初
の
黄
居
寀
の
父
に
当
る
黄
筌
と
並
称
さ
れ
た
徐
煕
の
画
風
は
、
当
時
宮
廷
で
も

認
め
ら
れ
な
が
ら
、
画
院
の
画
風
と
し
て
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
徐
煕
の
子
、
崇
嗣
は

父
の
画
風
を
更
に
一
変
し
て
、
黄
氏
体
の
色
彩
の
ぼ
か
し
を
水
墨
に
代
え
て
、
新
た
な
没

骨
写
生
画
を
創
造
し
た
。
こ
の
画
風
が
北
宋
末
期
の
院
人
趙
昌
の
画
風
形
成
に
か
な
り
の

影
響
を
与
え
、北
宋
花
鳥
画
風
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。（
趙
昌「
歳

朝
図
」（
部
分
）（
台
北
）・
崔
白
「
双
喜
図
」（
台
北
））。 

 

徐
氏
体
は
淡
墨
で
花
の
枝
葉
や
蘂
、
蕚
等
を
写
し
、
そ
の
後
で
色
を
賦
す
る
も
の
と
さ

れ
、
そ
の
故
に
骨
気
風
神
に
富
み
、
古
今
の
絶
筆
と
も
称
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
徐
崇
嗣
の

没
骨
写
生
画
風
に
関
し
て
は
、
古
来
別
種
の
見
解
も
行
わ
れ
、
色
彩
の
没
骨
使
用
で
は
な

く
、
や
は
り
墨
線
で
枝
葉
や
蘂
蕚
を
画
く
の
だ
と
す
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ

よ
、
黄
氏
体
が
多
く
の
色
彩
と
ぼ
か
し(

量
染)

を
用
い
な
が
ら
、
鮮
明
な
勾
勒
線
を
見
せ

る
装
飾
画
風
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、徐
氏
体
が
線
描
よ
り
も
色
や
墨
の
濃
淡
を
主
調
と
し
、

宮
廷
派
か
ら
見
る
と
如
何
に
も
在
野
の
画
家
ら
し
い
野
趣
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
黄
氏
体
が
中
国
画
の
基
本
で
あ
る
線
描
主
義
を
捨
て
な
い
の
に
対
し
、

徐
氏
体
が
線
描
よ
り
も
墨
や
色
彩
の
ひ
ろ
が
り
や
濃
淡
に
重
き
を
置
い
て
い
る
点(

彩
色

の
剥
落
し
た
後
、
は
じ
め
て
墨
の
跡
が
見
ら
れ
る
と
い
う
程
、
描
線
を
か
く
し
た
も
の
で

あ
っ
た)

が
、
保
守
的
な
観
賞
家
の
眼
に
は
「
粗
悪
に
し
て
格
に
入
ら
ざ
る
も
の
」
と
映
っ

た
の
で
あ
ろ
う
し
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
画
院
に
入
る
べ
き
様
式
で
は
な
か
っ
た
。 

 

 

北
宋
前
期
画
院
で
は
花
鳥
画
家
の
外
に
、
唐
朝
以
来
発
展
し
た
一
科
の
芸
を
専
門
に
す

る
画
家
も
多
か
っ
た
。
竜
水
藻
魚
で
は
太
宗
時
代
の
董
羽
、
真
宗
朝
の
荀
信
、
仁
宗
朝
の

任
従
一
、
神
宗
朝
で
は
魚
を
画
い
た
徐
易
、
徐
白
等
か
あ
り
、
馬
、
駱
駝
、
水
牛
、
虎
等

の
専
門
画
家
も
知
ら
れ
る
。 

北
宋
の
花
鳥
画
は
山
水
画
と
同
じ
く
神
宗
朝
を
境
と
し
て
大
き
く
変
換
し
た
。
こ
の
頃

ま
で
大
し
た
変
化
も
な
く
引
継
が
れ
て
き
た
黄
氏
体
の
花
鳥
画
も
、
李
吉
を
最
後
と
し
て

凋
落
し
、
芸
学
崔
白
や
そ
の
弟
子
呉
元
瑜
の
新
画
風
に
と
っ
て
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
殊
に
呉
元
瑜
は
院
体
即
ち
宮
廷
風
の
世
俗
の
気
を
去
り
、
筆
墨
を
放
っ
て
胸
臆
を
写

出
す
こ
と
に
務
め
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
「
世
俗
の
気
を
去
り
、
自
己
の
胸
臆
を
出
す
」

こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
画
院
花
鳥
画
風
の
徐
氏
体
へ
の
接
近
で
あ
り
、
当
然
の
結
果
と
し
て

「
筆
法
は
繊
細
と
な
り
、
伝
染
は
鮮
潤
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。
即
ち
黄
氏
体
的
な
線
描
は

極
度
に
目
立
た
ぬ
繊
細
な
も
の
に
と
変
え
ら
れ
単
に
輪
郭
を
示
す
だ
け
で
あ
り
、
徐
崇
嗣

的
色
彩
の
没
骨
使
用
が
試
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。こ
こ
に
画
院
の
画
風
は
写
生
よ
り「
花

の
神
を
得
た
」
と
い
わ
れ
る
徐
煕
の
写
意
の
体
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
花

鳥
画
の
変
化
の
原
因
と
し
て
は
、
神
宗
朝
を
期
と
し
て
大
き
く
変
化
す
る
士
大
夫
画
家
の

作
画
態
度
、多
分
に
写
意
的
な
主
観
的
な
絵
画
観
の
変
化
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

と
り
わ
け
、呉
元
瑜
は
後
の
画
院
花
鳥
画
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
で
あ
り
な
が
ら
、

身
分
の
上
で
は
武
臣
で
あ
り
、
職
業
画
家
の
系
列
に
属
し
て
い
な
い
点
を
考
え
れ
ば
、
上

記
の
よ
う
な
見
解
も
一
応
是
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
神
宗
朝

画
院
に
お
け
る
花
鳥
画
の
変
化
も
確
か
な
遺
品
に
よ
っ
て
実
証
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
の

は
遺
憾
で
あ
り
、
画
史
類
の
記
載
に
大
き
な
信
を
お
い
て
の
上
で
の
考
察
で
あ
る
。
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
遺
品
上
こ
れ
を
全
然
推
測
で
き
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
北
宋
最

後
の
皇
帝
で
あ
る
徽
宗
の
作
品
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

徽
宗
こ
そ
は
幼
時
、
呉
元
瑜
に
画
を
学
ん
だ
人
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
画
に
強
い
呉
元

瑜
風
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徽
宗
の
現
存
す
る
作
品
と

し
て
は
桃
鳩
図
唯
一
点
が
数
え
ら
れ
る
の
み
て
あ
る
。
そ
の
他
、
彼
の
原
本
の
精
密
な
模

写
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
水
仙
鶉
図
が
あ
り
、
ほ
ぼ
そ
の
画
風
を
彷
佛
さ
せ
る
も
の
と
し

て
五
色
鸚
鵡
図
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
桃
鳩
図
は
色
彩
の
変
化
に
よ
る
色
調
の
効

果
を
ね
ら
お
う
と
し
た
制
作
態
度
は
強
い
が
、
葉
の
輪
郭
線
や
枝
等
に
は
細
繊
で
は
あ
る

に
せ
よ
、
線
描
の
跡
を
留
め
て
い
る
。
北
宋
後
期
に
お
い
て
か
な
り
描
線
が
色
彩
に
置
き

代
え
ら
れ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
中
国
絵
画
の
伝
統
と
し
て
の
線
は
棄
て
去
ら
れ
て
は
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い
な
い
。
そ
こ
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
画
院
乃
至
は
宮
廷
画
家
の
宿
命
も
あ
っ
た
し
、
中
国

文
化
の
保
護
者
と
し
て
の
帝
王
の
保
守
的
な
造
形
感
情
も
支
配
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

水
仙
鶉
図
は
桃
鳩
図
に
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
描
線
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
斜

に
横
切
る
土
坡
等
は
山
水
図
の
構
成
や
、
制
作
態
度
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
鶉
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
取
巻
く
自
然
を
強
調
し
て
い
る
。
い
わ
ば
詩
情
の
表
現
さ
え
意
図
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
桃
鳩
図
は
大
観
元
年
、
徽
宗20

代
の
制
作
で
あ
り
、

趙
昌
、
ま
た
は
徐
氏
体
の
影
響
が
比
較
的
強
い
も
の
と
さ
れ
、
水
仙
鶉
図
は
崔
白
、
呉
元

瑜
等
の
画
風
を
受
け
た
も
の
で
、30

代
の
作
品
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
北
宋
後

期
の
画
院
に
お
け
る
花
鳥
画
の
変
化
は
要
す
る
に
黄
氏
体
の
明
確
な
描
線
と
装
飾
的
色
彩

本
位
を
脱
し
、
し
か
も
適
度
の
線
描
形
式
に
支
え
ら
れ
、
勾
勒
体
と
没
骨
法
の
調
和
に
よ

り
、
か
な
り
内
容
と
余
韻
を
見
せ
る
画
風
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
新
し
い
院

体
画
風
は
そ
の
ま
ま
南
宋
画
院
の
花
鳥
画
に
引
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

結
論
と
し
て
、
画
の
背
景
と
、
歴
史
叙
述
の
時
代
背
景
を
考
え
な
が
ら
、
事
柄
を
整
理

し
て
み
よ
う
。 

 

花
鳥
画
で
は
、
背
景
の
画
面
が
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
る
。
歴
史
学
で
は
、
逆
に
、
時
代
の

背
景
が
重
ん
じ
ら
れ
る
。
歴
史
学
は
、
時
代
背
景
の
な
か
に
、
人
や
事
件
を
書
き
こ
ん
で

い
く
。 

 

で
は
、
時
代
背
景
の
叙
述
は
、
全
て
の
情
報
を
網
羅
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ

と
は
で
き
な
い
。
中
心
の
事
件
や
人
物
の
行
為
に
関
係
す
る
範
囲
な
い
で
背
景
を
書
き
こ

む
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
背
景
は
作
者
に
取
捨
さ
れ
て
い
る
。 

 

花
鳥
画
で
は
、
背
景
の
画
面
が
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
る
が
、
最
低
限
の
背
景
の
道
具
立
て

は
あ
る
。
こ
の
背
景
か
ら
の
説
明
の
補
助
を
抑
制
し
、
主
題
を
思
い
き
り
浮
き
立
た
せ
る

技
法
は
、
歴
史
学
で
は
か
え
っ
て
弱
い
。
文
字
と
い
う
媒
体
な
ら
、
文
学
作
品
の
方
が
、

は
る
か
に
過
去
の
時
代
の
空
気
を
伝
達
で
き
る
。
こ
こ
に
、
歴
史
の
叙
述
に
文
学
性
が
要

求
さ
れ
る
一
面
が
あ
る
。
歴
史
家
の
な
か
で
は
、
こ
の
文
学
性
を
と
り
こ
む
こ
と
み
猛
然

た
る
反
対
が
あ
る
。
し
か
し
、
山
水
画
の
よ
う
な
技
法
の
よ
う
な
歴
史
作
品
も
あ
れ
ば
、

花
鳥
画
の
よ
う
な
歴
史
作
品
も
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
読
ま
れ
な
い
、
愛
読

さ
れ
な
い
歴
史
書
は
、
作
品
と
し
て
の
著
作
と
し
て
は
不
完
全
な
の
で
あ
る
。 

文
字
と
い
う
媒
体
で
真
実
を
線
描
す
る
技
、
そ
れ
が
歴
史
家
に
必
要
な
筆
の
力
で
あ
る
。 

し
か
し
、
逆
に
文
学
作
品
か
ら
歴
史
事
実
を
導
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
小
説
は
創
作
、
虚

構
が
許
さ
れ
る
。
歴
史
学
は
、
時
効
の
な
い
「
真
実
を
審
査
す
る
裁
判
所
」
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
三
国
志
演
義
」
は
文
学
的
名
作
で
あ
る
が
、
歴
史
事
実
を
集
め
た

歴
史
叙
述
の
作
品
で
は
な
い
。
優
れ
た
歴
史
作
品
は
、
時
代
の
背
景
を
出
来
る
だ
け
簡
素

に
描
き
、
描
き
た
い
主
題
の
内
面
か
ら
背
景
が
滲
み
出
る
、
そ
れ
が
名
作
の
条
件
で
あ
る
。

歴
史
家
と
し
て
の
自
分
を
反
省
し
た
時
、
山
水
画
を
モ
デ
ル
に
し
た
歴
史
作
品
は
何
と
か

書
い
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
し
か
し
、2000

年
の
初
秋
、
こ
こ
に
花
鳥
画
の
思
惟
に

学
ぶ
決
意
を
す
る
。
浅
い
学
識
の
恥
じ
を
自
ら
深
く
識
る
。 

三
遠(

高
遠
、
平
遠
、
深
遠) 

北
宋
の
郭
煕
が
言
い
は
じ
め
た
中
国
山
水
画
に
お
け
る

三
つ
の
基
本
的
構
図
法
で
あ
る
。
高
遠
と
は
山
の
下
か
ら
頂
上
を
見
上
け
る
見
方
、
平
遠

と
は
前
山
よ
り
後
の
山
を
眺
め
る
見
方
、
深
遠
と
は
山
の
前
か
ら
そ
の
背
後
を
の
ぞ
き
込

む
見
方
を
い
う
。
三
者
の
中
で
は
高
遠
山
水
が
一
番
古
く
、
平
遠
山
水
は
唐
代
に
現
れ(

例

え
ば
正
倉
院
蔵
琵
琶
桿
揆
画)

、
北
宋
初
の
李
成
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
深
遠
山
水
は
南
宋
の
院
体
山
水
画
に
巧
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
三
遠
法

は
一
画
面
の
中
で
も
程
々
に
あ
わ
せ
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

南
宋
画
壇
の
特
徴 

南
宋
時
代
美
術
は
、
末
期
に
近
く
、
禅
僧
、
道
士
等
の
余
技
的
水
墨
画
の
華
々
し
い
活

躍
が
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、
お
お
む
ね
画
院
絵
画
の
異
常
な
盛
況
に
占
め
ら
れ
て
い
た
。
北

宋
の
末
頃,

徽
宗
が
拡
充
整
備
し,

指
導
し
た
画
院
の
成
果
が
本
当
に
あ
が
っ
て
き
た
の
が

南
宋
時
代
で
あ
っ
た
。
南
宋
の
初
期
に
お
い
て
は
宋
室
の
南
渡
と
共
に
、
建
炎
時
代
の
画

院
に
新
た
に
投
じ
た
北
宋
朝
画
院
系
統
の
画
家
も
多
か
っ
た
。
李
安
忠
、
李
唐
、
李
端
、

蘇
漢
臣
等
々
が
そ
れ
で
あ
る
。
北
宋
画
院
の
画
風
を
継
承
し
た
が
、
孝
宗
、
光
宗
頃
に
な

る
と
南
宋
画
院
の
画
風
も
漸
く
完
成
さ
れ,

多
く
の
画
人
の
活
躍
が
目
立
っ
て
き
た
。
南
宋

画
院
に
お
け
る
自
由
な
雰
囲
気
は
、
そ
れ
を
明
代
宮
廷
画
家
が
受
け
た
強
圧
に
比
べ
た
な

ら
甚
し
い
差
異
が
あ
り
、
こ
う
し
た
自
由
さ
が
梁
楷
の
よ
う
な
奇
矯
と
も
い
え
る
性
格
の

持
主
さ
え
許
容
し
た
し,

種
々
な
画
風
や
、
種
々
の
画
題
を
専
門
に
す
る
院
人
を
も
生
み
出

す
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

通
常
に
南
宋
院
体
画
と
呼
ぶ
の
は
馬
遠(

下
図
、「
踏
歌
図
軸
」)

、
夏
珪
に
代
表
さ
れ
る

山
水
画
や
、
李
迪
、
李
安
忠
ら
に
よ
る
花
鳥
画
等
を
指
す
。 
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た
だ
し
、
こ
う
し
た
人
々
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
画
風
、
形
式
で
も
包
み
切
れ
な
い
種
々
の

画
風
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
他
方
で
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

 

画
院
の
絵
画
は
高
宗
の
末
年
か
ら
孝
宗
、
光
宗
頃
を
最
盛
期
と
し
、
寧
宗
以
後
は
絵
画

史
に
お
け
る
一
般
的
傾
向
で
あ
る
起
伏
の
谷
に
向
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
山
水
、
花

鳥
画
共
に
形
式
主
義
、
伝
統
主
義
の
継
承
と
い
う
形
で
現
れ
は
じ
め
、
個
性
的
表
現
や
新

し
い
形
式
の
発
見
と
い
う
積
極
的
な
造
形
活
動
は
遂
に
現
ら
わ
れ
る
こ
と
な
し
に
元
代
絵

画
に
引
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

理
宗
の
末
年
か
ら
度
宗
、
端
宗
時
代
、
す
な
わ
ち
南
宋
末
期
の
画
壇
は
、
引
続
き
画
院

系
画
人
の
活
躍
に
占
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
は
見
え
て
も
、
芸
術
価
値
の
上
で
も
表
現
形

式
の
上
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
少
く
、
全
く
在
野
の
画
家
、
禅
宗
の
画
家
の
生
彩
あ
る

創
作
活
動
に
取
っ
て
か
わ
ら
れ
て
い
る
。
牧
谿
、
玉
澗
と
い
っ
た
人
々
の
活
躍
が
そ
れ
で

あ
り
、
そ
の
他
に
も
閲
歴
を
明
か
に
し
な
い
余
技
的
画
家
の
幾
人
か
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
南
宋
画
院
絵
画
が
追
求
し
た
の
は
形
式
的
な
整
斉
と
詩
的
な
情
趣
の
表
現
で
あ
り
、

一
面
で
は
、
写
実
性
の
追
求
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
、
在
野
の
画
家
が
求
め
た
の
は
理
想
主
義
と
も
名
付
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
表
現

の
巧
拙
よ
り
も
、
む
し
ろ
画
家
自
身
の
内
奥
を
表
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
は

当
然
の
結
果
と
し
て
粗
放
で
逸
格
な
表
現
手
段
を
選
ん
だ
。
こ
の
形
式
は
、
幾
多
の
変
化

は
た
ど
る
に
せ
よ
、
元
末
ま
で
引
継
が
れ
て
い
っ
た
。 

 

南
宋
で
の
画
院
絵
画
の
盛
況
の
一
因
に
は
、
宗
室
の
大
き
な
庇
護
が
考
え
ら
れ
る
。
高

宗
と
馬
和
之(

院
人
で
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
が)

の
関
係,

寧
宗
と
そ
の
妃
楊
皇
后
と
馬

遠
、
馬
麟
、
朱
鋭
等
の
関
係
等
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
う
し
た
王
室
の
理
解
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
院
人
達
は
縦
横
の
活
躍
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
画
院
絵
画
、
在
野
の
画
家

を
引
っ
く
る
め
て
南
宋
時
代
の
絵
画
が
日
本
の
画
壇
に
与
え
た
影
響
は
著
し
い
も
の
が
あ

り
、
我
が
国
の
鑑
賞
者
の
間
で
は
永
く
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
。
下
記
の
参
考
資
料
を
参

照
さ
れ
た
い
。 

歴
史
学
方
法
論
へ
の
高
度
な
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
時
代
の
輪
郭
の
理
解
を
優
先
さ
せ
る

と
、
馬
遠
と
梁
楷
と
が
同
じ
時
代
の
画
家
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
思

議
に
画
家
自
身
の
内
奥
を
表
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
共
通
す
る
。
た
い
て
い
の
場
合
、「
自
由
」

と
い
う
西
欧
起
源
の
言
葉
で
理
解
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
言
葉
は
、
こ
の
時
代
に

当
て
は
ま
ら
な
い
。「
自
游
」
の
精
神
の
方
が
よ
い
表
現
で
あ
る
。
異
な
る
時
代
、
異
な
る

空
間
に
住
む
人
間
の
精
神
を
理
解
す
る
の
に
、
現
代
人
の
我
々
が
い
い
か
げ
ん
に
使
用
し

て
い
る
言
葉
で
安
易
に
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
時
代
を
切
り
取
る
「
切
り
口
」

を
表
現
す
る
キ
ー
・
ワ
ー
ド
を
見
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
王
室
に
通
じ

て
い
た
と
さ
れ
る
馬
遠
は
、
梁
楷
と
世
界
を
共
通
に
し
て
い
た
こ
と
が
、
馬
遠
「
踏
歌
図

軸
」
の
部
分
拡
大
図
か
ら
よ
み
と
れ
る
。
山
道
を
手
足
を
奔
放
に
動
か
し
な
が
ら
舞
い
踊

る
人
物
の
群
像
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。（『
中
国
絵
画
史
図
録
』
上
、
上

海
人
民
美
術
出
版
社
、1981

年
、p.233

よ
り
。）
参
考
書
を
鵜
呑
み
し
な
い
で
、
自
分

の
目
で
、
自
分
の
足
で
よ
く
確
か
め
な
い
と
、
歴
史
の
公
式
を
覚
え
る
だ
け
の
人
に
お
わ

り
か
ね
な
い
。
梁
楷
の
線
描
は
、
粗
放
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
高
僧
図
（
上
図
）
を
見
る
限

り
、
自
在
に
筆
を
駆
使
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
自
在
に
筆
を
駆
使
で
き
た
こ
と
そ
れ
自

体
が
、「
自
游
」の
精
神
を
表
現
す
る
心
が
内
面
か
ら
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

無
形
の
も
の
を
読
む
、
こ
れ
は
歴
史
学
の
中
で
、
最
も
困
難
な
方
法
と
い
え
よ
う
。
文

字
の
世
界
で
禅
学
、
仏
学
に
通
じ
て
い
な
い
と
、
馬
遠
は
、
梁
楷
と
世
界
を
共
通
に
し
て

い
た
こ
と
が
読
み
解
け
な
い
の
で
あ
る
。
精
神
の
歴
史
、
こ
れ
が
人
間
文
化
の
歴
史
で
あ

り
、
歴
史
学
方
法
論
の
最
高
の
領
域
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

資
料
６
．
元
時
代
の
絵
画
略
説 

元
の
皇
帝
の
中
国
絵
画
に
対
す
る
態
度
は
、
積
極
的
な
も
の
が
な
く
、
宋
朝
の
諸
帝
の

絵
画
制
作
に
対
す
る
保
護
奨
励
の
情
熱
に
比
べ
る
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
元

の
王
室
で
は
、
古
今
の
名
書
名
画
の
蒐
集
は
あ
る
程
度
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
文
人
画

家
と
し
て
も
著
名
な
柯
九
思
が
鑑
書
博
士
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
元
朝
で
は
画
院
は

お
か
れ
ず
、
た
だ
わ
ず
か
に
工
部
、
将
作
、
梵
像
提
挙
司
、
織
仏
像
提
挙
司
、
御
衣
局
、

画
油
局
、
画
局
な
ど
の
工
作
を
扱
う
御
局
使
が
設
け
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
画
局
と
い

っ
て
も
、宋
代
画
院
と
は
全
く
異
り
、顔
料
製
作
や
建
築
装
飾
を
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
。

元
朝
の
絵
画
に
対
す
る
消
極
的
な
態
度
と
、
中
国
の
伝
統
的
文
化
に
対
す
る
軽
視
は
、
い

き
お
い
院
体
画
の
立
場
を
も
不
利
な
も
の
と
し
、
衰
勢
に
向
わ
せ
た
。
こ
の
画
系
と
し
て

は
銭
選
を
第
一
と
し
、
任
仁
発
、
王
淵
、
顔
輝
、
孫
君
沢
、
丁
野
夫
、
張
遠
等
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
元
代
初
期
に
お
け
る
絵
画
史
の
う
え
で
の
大
き
な
変
化
は
、
趙
孟(

子
昂

と
読
む
、
以
下
、
趙
子
昂
と
記
す)

に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
復
古
の
運
動
で
あ
る
。
こ
れ
は

彼
が
推
進
し
た
詩
学
及
び
書
道
に
お
け
る
正
統
へ
の
復
帰
、復
古
運
動
と
軌
を
一
に
す
る
。

彼
の
文
学
美
術
上
の
名
声
と
社
会
的
地
位
も
手
伝
い
、
こ
の
運
動
は
著
し
い
影
響
を
元
の
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末
か
ら
明
清
の
画
壇
、
こ
と
に
南
宗
文
人
画
壇
に
与
え
た
。
趙
子
昂
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ

け
ら
れ
た
新
し
い
画
風
、
文
人
の
う
ち
の
教
養
あ
る
高
士
の
胸
の
な
か
に
潜
む
清
冽
な
心

の
表
現
を
目
的
と
す
る
正
統
的
な
画
風
を
確
立
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
元
末
の
四
大
家
で

あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
南
宗
画
が
、
は
じ
め
て
形
式
的
に
も
整
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

 

元
朝
初
期
の
復
古
運
動
の
最
先
端
を
行
っ
た
趙
子
昂
は
、
詩
文
書
画
と
も
に
す
ぐ
れ
た

才
能
を
も
ち
、
一
族
に
も
ま
た
詩
・
書
・
画
を
よ
く
す
る
教
養
人
が
多
か
っ
た
。
彼
は
官

僚
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
絵
画
指
導
の
面
で
も
高
位
に
あ
り
、
そ
の
主
張
で
あ
る
復
古
運

動
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
銭
舜
挙
よ
り
も
積
極
的
に
李
竜
眠
風
の
白
描
画
を

画
き
、
南
宋
を
と
び
越
え
て
北
宋
画
家
や
唐
代
の
画
風
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
画
風
は

か
な
り
専
門
化
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
明
代
以
降
の
文
人
画
家
も
し
ば
し
ば
そ
の

形
式
を
取
入
れ
て
い
る
。
こ
と
に
そ
の
書
風
に
は
著
し
い
影
響
を
与
え
た
。
子
の
雁(

仲
穆)

、

そ
の
室[

夫
人
の
意
味]

で
あ
る
管
道
昇(

仲
姫)
の
他
、
多
く
の
画
家
が
一
族
か
ら
輩
出
し
て

い
る
。
ま
た
子
昂
に
連
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
明
代
院
派
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
画
人

と
し
て
盛ﾎ゙

ｳ

を
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（「
東
洋
美
術
史
要
説
」
よ
り
）。
そ
の
代

表
作
は
、「
洞
庭
東
山
図
軸
」[

上
海
博
蔵]

（
画
像
記
号zh

ao.jpg

）
で
あ
る
。
文
人
画
の

祖
形
と
し
て
は
、「
蘭
石
図
軸
」[

上
海
博
物
館
蔵
｝(

画
像
記
号

ch
osu

gou.jpg)

が
挙
げ

ら
れ
る
。
ぜ
ひ
、
画
像
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

そ
の
絵
画
は
、
董
源
の
技
法
を
う
け
つ
い
だ
も
の
と
い
わ
れ
る（「
中
国
名
画
鑑
賞
辞
典
」

471

頁
）。
古
を
尊
重
し
な
が
ら
、
書
道
の
筆
の
技
法
を
生
か
し
、
淡
い
墨
色
を
駆
使
し
た

と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
す
る
の
は
、
王
遜
（『
中
国
美
術
史
』361-363

頁
）。
王
遜
は
、

元
代
の
画
風
が
明
代
で
は
次
第
に
そ
の
影
響
が
弱
く
な
る
と
み
る
。
こ
れ
は
従
え
な
い
見

方
で
あ
る
。
王
遜
（『
中
国
美
術
史
』
は
、
元
代
絵
画
に
な
ん
ら
独
立
し
た
体
系
を
認
め
な

い
で
宋
の
末
に
お
き
、
明
清
時
代
を
独
立
し
た
章
と
し
て
描
き
だ
す
。P

rof. M
ich

eael 

S
u

llivan
 

は
、
さ
す
が
に
、
元
時
代
絵
画
に
大
き
な
価
値
を
認
め
、
そ
の
著
の
第
９
章
を

趙
子
昂
ら
の
叙
述
に
当
て
て
い
る(in

 
T

h
e 

A
rt 

of 
C

h
in

a 
.U

n
iversity 

of 

C
aliforn

ia P
ress.)

。
現
代
中
国
絵
画
は
、
元
の
趙
子
昂
、
明
の
徐
謂
に
そ
の
精
神
史
の

系
譜
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。 

正
統
的
な
画
家
の
世
界
と
は
別
に
、
墨
戯
的
な
絵
画
制
作
と
さ
え
酷
評
さ
れ
る
、
絵
画

制
作
は
活
淡
に
行
わ
れ
て
い
た
。
宋
代
よ
り
引
続
き
盛
行
を
極
め
た
禅
宗
の
教
団
内
に
お

け
る
余
戯
的
な
画
家
達
の
活
躍
が
そ
れ
で
あ
る
。
宋
末
の
禅
の
余
技
と
し
て
絵
に
親
し
ん

だ
画
家
と
同
じ
く
、
粗
放
な
画
風
に
よ
っ
た
も
の
が
多
く
、
国
家
的
な
統
制
を
離
れ
、
社

会
の
諸
相
が
活
発
に
動
い
て
い
た
元
時
代
絵
画
の
重
要
な
一
断
面
を
形
成
す
る
。
三
友
や

四
君
子
画(

三
友
と
は
松
竹
梅
の
こ
と
で
、
ま
た
の
名
を
歳
寒
三
友
と
い
う
。
士
大
夫
、
文

人
、
僧
侶
等
は
厳
冬
の
風
雪
に
も
耐
え
抜
く
松
竹
梅
に
世
の
汚
濁
に
屈
せ
ず
毅
然
と
し
て

道
を
行
う
自
ら
の
姿
を
見
出
し
た
。
松
竹
梅
は
、
画
題
と
し
て
し
ば
し
ば
好
ん
で
取
上
げ

て
ら
れ
て
い
る
。
四
君
子
と
は
、
三
友
か
ら
松
を
は
ぶ
き
、
蘭
お
よ
び
菊
を
加
え
た
も
の

で
、
文
人
や
僧
侶
画
家
が
好
ん
だ
の
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
三
友
中
、

墨
松
は
中
唐
の
頃
、
墨
竹
は
晩
唐
よ
り
五
代
の
間
、
墨
梅
は
北
宋
頃
か
ら
描
か
れ
は
じ
め

た
と
想
像
さ
れ
る
。
蘭
菊
は
北
宋
の
米
芾
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
水
墨
で

簡
略
に
画
く
こ
と
は
、
す
で
に
か
な
り
古
い
伝
統
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
元
時
代
に
は
、

南
宋
末
以
来
の
個
人
主
義
が
一
層
進
展
し
た
こ
と
も
手
伝
い
、
こ
れ
ら
の
墨
戯
は
前
後
に

比
を
み
な
い
程
の
盛
況
を
呈
し
た
。
こ
の
種
の
絵
画
は
、
高
潔
な
自
己
の
心
情
を
松
竹
梅

や
蘭
な
ど
を
借
り
、
内
面
の
精
神
を
表
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

当
時
、
異
民
族
王
朝
の
下
に
栄
達
を
断
た
れ
た
失
意
の
日
を
重
ね
た
士
大
夫
の
消
極
的
な

抵
抗
を
示
す
こ
と
に
も
な
っ
た
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
不
満
の
反
面
、
精
神

の
解
放
の
喜
び
は
、
趙
子
昂
に
は
じ
ま
る
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
前
向
き
の
解
釈
も
可
能
と

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

院
体
系
の
絵
画 

宋
末
に
郷
貢
進
士
と
な
っ
た
銭
選(

舜
挙)

は
呉
興
八
俊
の
一
人
で
は
あ
っ
た
。
宋
朝
滅

亡
後
は
新
朝
に
仕
え
ず
、
在
野
の
庶
士
と
し
て
一
生
を
終
っ
た
。
同
じ
呉
興
八
俊
の
中
で

も
、
趙
孟
頫(

子
昂)

が
元
朝
に
仕
え
て
高
官
と
な
り
、
一
族
や
友
人
達
が
そ
の
庇
護
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
栄
達
し
た
の
と
は
異
り
、
最
後
ま
で
文
人
画
家
と
し
て
押
し
通
し
た
人
で

あ
る
。
彼
は
人
物
、
山
水
、
花
鳥
を
得
意
と
し
、
し
か
も
そ
の
形
式
は
す
べ
て
北
宋
の
画

家
、
例
え
ば
李
公
麟
、
趙
伯
駒
、
趙
昌
ら
に
学
び
、
そ
の
画
上
に
は
し
ば
し
ば
自
作
の
詩

を
も
題
し
た
と
い
う
。 

元
朝
院
体
系
絵
画
に
お
け
る
復
古
運
動
が
ま
ず
李
竜
眠
を
目
標
に
し
た
点
は
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
李
竜
眠
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
白
描
画
は
い
か
に
も
文
人
や
士
大
夫

好
み
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
柄
と
生
活
も
文
人
画
家
の
理
想
に
近
い
も
の
で
あ
つ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
元
代
の
復
古
運
動
が
徹
底
的
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
白
描
画
を

一
応
目
標
と
し
な
が
ら
濃
彩
画
や
南
宋
画
院
の
花
鳥
画
風
を
も
取
入
れ
る
と
い
う
、
暖
昧

さ
を
示
し
た
こ
と
や
、
そ
の
理
想
が
ど
こ
に
あ
っ
た
に
せ
よ,

現
実
の
作
品
の
上
で
は
南
宋

画
院
の
余
風
を
そ
の
ま
ま
汲
み
入
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。こ
こ
に
、
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当
代
院
体
画
風
の
弱
さ
や
絵
画
の
品
等
の
低
さ
の
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
こ

う
し
た
従
来
の
官
学
的
画
風
が
在
野
の
人
人
に
歓
迎
さ
れ
た
点
は
注
意
す
べ
き
で
は
あ
る

が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
滅
亡
し
た
か
の
宋
朝
に
対
す
る
淡
い
郷
愁
の
あ
ら
わ
れ
、
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
。 

王
淵(

若
水)
は
趙
子
昂
門
下
の
画
家
で
あ
り
、
日
本
に
も
伝
称
作
品
の
多
い
作
家
で
あ

る
。
山
水
は
郭
煕
、
花
鳥
は
黄
笙
、
人
物
は
唐
人
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
特
に
そ
の
花

鳥
画
は
勾
勒
線
の
強
い
黄
氏
体
風
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
任
仁
発(

月
山)

は
水
利
の

専
門
家
で
あ
っ
た
た
め
任
水
監
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
宮
廷
画
家
と
し
て
も
名
高
く
、
そ
の

人
物
、
馬
等
は
趙
子
昂
画
風
を
襲
っ
て
い
る
。
わ
が
国
に
遺
品
の
多
い
顔
輝
は
道
釈
人
物

を
得
意
と
し
た
画
家
で
、
呉
道
子
風
の
肥
痩
の
強
い
ね
ば
り
の
あ
る
描
線
と
重
い
色
調
を

特
色
と
す
る
。
山
水
画
家
と
し
て
は
朱
徳
潤
が
あ
り
、
郭
煕
を
師
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。

彼
の
遺
作
と
伝
え
る
も
の
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
画
風
は
か
な
り
柔
か
な
筆
描
に
よ
る

も
の
で
、
多
分
に
南
宗
画
風
を
取
入
れ
て
い
る
。
当
代
院
体
山
水
画
風
は
馬
遠
、
夏
珪
風

の
残
山
剰
水
式
の
構
図
だ
け
で
な
く
、
画
面
全
体
に
山
水
を
構
成
す
る
形
式
も
現
れ
て
お

り
、
面
的
に
把
握
す
る
よ
り
も
線
に
よ
っ
て
対
象
を
把
え
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

孫
君
沢
や
丁
野
夫
、
張
遠
等
が
そ
の
一
派
で
あ
る
。
馬
遠
、
夏
珪
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
詩
情
の
豊
か
さ
や
、
画
面
の
光
輝
は
薄
れ
る
。
岩
石
、
土
披
の
肉
付
も
弱
く
な
り
、

樹
木
も
痩
せ
枯
れ
た
表
現
を
示
す
。
線
描
的
に
な
り
、
そ
こ
に
粗
雑
さ
が
見
ら
れ
、
こ
れ

が
北
宋
の
李
成,

郭
煕
様
式
や
縦
逸
な
水
墨
画
風
等
と
結
び
つ
き
、
明
代
浙
派
の
成
立
へ
と

連
絡
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

南
宗
画
の
成
立 

 

元
王
朝
の
末
に
は
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
生
ん
だ
四
大
家
が
現
れ
、
そ
こ
で
南
宗
画

の
画
風
が
確
立
す
る
。 

 

黄
公
望 

 

字
は
子
久
、
号
は
大
癡
道
人 

 

王
蒙 

 
 

字
は
叔
明
、
号
は
黄
鶴
山
樵 

 

倪
瓚 

 
 

字
は
元
鎭
、
号
は
雲
林 

 

呉
鎭 

 
 

字
は
仲
圭
、
号
は
梅
花
道
人 

王
蒙
を
の
ぞ
き
、
生
涯
、
民
間
人
と
し
て
逸
民
や
隠
遁
の
生
涯
を
貫
く
。
画
法
の
面
で

は
、
黄
公
望
が
傑
出
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
異
民
族
王
朝
の
支
配
の
下
で
、
政
治
権
力

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
漢
民
族
の
士
大
夫
層
の
抵
抗
の
精
神
が
彼
ら
の
絵
画
の
な
か
に
生
き

て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
、
抵
抗
と
い
う
政
治
意
識
か
ら
の
解
釈
よ
り
も
、
自
遊

の
精
神
を
認
め
た
い
、
と
い
う
の
が
拙
論
の
主
旨
で
あ
る
。 

 

元
と
い
う
時
代
を
世
界
に
開
か
れ
た
精
神
の
解
放
と
み
る
か
、
狭
い
血
族
的
な
漢
民
族

の
文
化
の
挫
折
と
暗
黒
の
歴
史
と
み
る
か
、
そ
こ
に
大
き
な
時
代
観
の
差
異
が
作
用
す
る
。

異
文
化
の
流
入
の
な
か
で
、
伝
統
の
漢
族
文
化
を
復
古
、
書
画
の
同
源
論
を
蘇
生
さ
せ
た

趙
子
昂
に
近
代
中
国
絵
画
史
へ
の
原
点
と
認
め
た
と
き
、
日
本
人
に
違
和
感
の
あ
る
明
・

清
時
代
の
北
中
国
を
中
心
と
し
た
王
朝
が
そ
こ
に
屹
立
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

同
文
同
種
論
で
は
括
れ
な
い
、
中
日
の
違
和
、
そ
れ
は
元
と
い
う
時
代
を
分
水
嶺
と
み
た

と
き
、
日
本
人
の
江
南
文
化
好
み
に
う
ま
く
説
明
が
落
ち
着
く
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
。 

 

な
お
、
元
の
絵
画
は
、
明
の
時
代
に
は
形
式
と
し
て
は
尊
重
さ
れ
る
が
、
明
時
代
は
、

再
び
儒
学
に
の
め
る
思
想
風
潮
を
生
む
。
元
の
絵
画
は
継
承
さ
れ
な
が
ら
も
否
定
さ
れ
続

け
、
徐
渭
に
よ
る
破
壊
的
な
「
突
破
」
に
よ
る
継
承
を
ま
つ
こ
と
に
な
る
。 

（
王
遜
『
中
国
美
術
史
』（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、1989

年
）、
鈴
木
敬
・
松
原
三
郎

『
東
洋
美
術
史
要
説
』（
下
巻
、
中
国
・
朝
鮮
編
、
吉
川
弘
文
館
、1957

年
）
参
照
） 

 

資
料
７
．
宋
・
元
時
代
に
お
け
る
道
釈
人
物
画
作
品 

整
理
番
号 

（
伝
称
）
作
者
名 

作
品
名 

 

（
伝
称
）
時
代 

形
質 

法
量 

所
蔵
者 

（
鈴
木
敬
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』
第
一
巻
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
篇 

東
京
大
学
出
版

会
一
九
八
二
年
。） 

A
1-060

金
処
士
「
十
王
図
」
残
缺(

五
幅)

南
宋
絹
本
着
色111.0

×47.0cm

メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館 

A
7-001

劉
松
年
「
十
八
学
士
図
巻
」
南
宋
絹
本
着
色
縦30.1cm

ト
レ
ド
美
術
館 

A
10-013

金
処
士
「
十
王
図
」
残
缺(

三
幅)

元 

絹
本
着
色139.1

×93.3cm

ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館 

A
13-038

仇
英
「
衣
錦
還
郷
図
巻
」
明 

絹
本
着
色22.6

×22.0cm

翁
萬
戈
コ
レ
ク
シ

ョ
ン 

A
21-021

周
文
矩
「
李
後
主
観
碁
図
」
五
代 

絹
本
着
色31.3

×50.0cm

フ
リ
ー
ア
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

A
21-022

劉
貫
道
「
端
本
澄
源
図
巻
」
元 

絹
本
着
色34.1

×51.7cm

フ
リ
ー
ア
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー 

A
21-080

「
高
士
図
巻
」
南
宋 

絹
本
着
色31.5

×42.3cm

フ
リ
ー
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

A
28-012

劉
貫
道
「
銷
夏
図
巻
」
元 

絹
本
墨
画
淡
彩29.3

×71.2cm

ネ
ル
ソ
ン
・
ギ
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ャ
ラ
リ
ー
＝
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館 

A
28-059

「
維
摩
文
殊
問
答
図
」（
拓
本
）
北
宋 

紙
本
墨
拓175.5

×255.5cm

ネ
ル
ソ

ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＝
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館 

A
28-090

惲
濬
源
「
四
季
花
鳥
図
」
（
七
幅
）
清 

絹
本
着
色 

ネ
ル
ソ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
＝
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館 

A
28-093

「
学
士
図
」
明 

絹
本
着
色 

ネ
ル
ソ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＝
ア
ト
キ
ン
ス
美
術

館 

A
31-116

張
路
「
仕
女
図
」
明 
絹
本
墨
画
淡
彩108.8

×52.0

景
元
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

（
鈴
木
敬
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』
第
二
巻
東
南
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
篇 

東
京
大

学
出
版
会
一
九
八
二
年
。） 

S
1-018

仇
英
「
文
人
雅
会
図
巻
」
明 

絹
本
着
色 

縦29.3cm
 

台
北
・
後
真
賞
斎
コ

レ
ク
シ
ョ
ン 

S
8-022

藍
瑛
「
山
水
図
」（
十
二
幅
）
明 

金
箋
着
色168.3

×45.4cm

香
港
・
至
楽
楼

コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

E
15-119

「
高
士
仕
女
図
」
清 

絹
本
着
色171.0

×103.8cm
大
英
博
物
館 

E
15-237

「
高
士
図
巻
」
明 

絹
本
墨
画
淡
彩30.2

×232.5cm
大
英
博
物
館 

E
18-044

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
七
七
泰
山
大
王
）
南
宋 

絹
本
着
色84.8

×50.4cm

ド

イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
・
東
ア
ジ
ア
美
術
館 

E
22-010

仇
英
「
宮
女
図
巻
」
明 

絹
本
着
色 

26.0

×462.0cm

プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館

附
属
ナ
ー
プ
ル
ス
ト
ゥ
コ
ヴ
ォ
美
術
館 

E
22-017

「
十
王
曼
荼
羅
図
」
李
朝 

絹
本
墨
画
着
色 

74.0

×145.0cm

プ
ラ
ハ
国
立

美
術
館
附
属
ナ
ー
プ
ル
ス
ト
ゥ
コ
ヴ
ォ
美
術
館 

（
鈴
木
敬
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』
第
三
巻
日
本
篇
Ⅰ
博
物
館 

東
京
大
学
出
版
会
一

九
八
三
年
。） 

JM
1-095

任
仁
発
「
琴
棋
書
画
図
」(

四
幅)

元 

絹
本
着
色 

172.8

×104.2cm

東
京

国
立
博
物
館 

JM
1-307

鄭
燮
「
墨
竹
図
屏
風
」
清 

紙
本
墨
画119.3

×236.2cm

東
京
国
立
博
物
館 

JM
1-308

虚
谷
「
花
卉
図
屏
風
」
清 

紙
本
着
色90.2

×158.6cm

東
京
国
立
博
物
館 

JM
4-001

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
十
幅
）
南
宋 

絹
本
着
色80.6

×45.7cm

文
化
庁
（
東

京
国
立
博
物
館
寄
託
） 

JM
8-004

地
蔵
・
十
王
・
二
侍
者
像
（
十
三
幅
）
高
麗 

絹
本
着
色

143.3

×66.7cm

静
嘉
堂
文
庫 

JM
9-001

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
十
幅
）
南
宋 

絹
本
着
色92.5

×44.5cm

神
奈
川
県

立
博
物
館 

JM
10-001

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
六
幅
）
南
宋 

絹
本
着
色58.6

×37.9cm

神
奈
川
県

立
金
沢
文
庫
（
称
名
寺
所
蔵
品
） 

JM
12-083

地
蔵
十
王
図
（
十
幅
）
日
本
室
町 

絹
本
着
色94.0

×41.0cm

根
津
美
術

館 

JM
15-024

趙
孟
頫
「「
琴
棋
書
画
図
」(

四
幅)

元 

絹
本
着
色 

縦132.4~148.3cm

横

74.2~84.5cm

第
４
幅
は132.4

×74.2cm

徳
川
美
術
館 

JM
15-029

孫
億
「
花
鳥
図
屏
風
」（
六
曲
一
隻
）
清 

絹
本
着
色 

130.0

×54.7cm

徳

川
美
術
館 

JM
15-032

李
公
麟「
七
十
二
賢
像
屏
風
」（
六
曲
一
隻
）明 

紙
本
墨
絵 

24.2

×18.5cm

徳
川
美
術
館 

JM
19-099

趙
孟
頫
「
故
事
人
物
図
冊
」
元 

絹
本
着
色28.9

×22.4cm

黒
川
古
文
化

研
究
所 

JM
22-039

「
宮
廷
朝
賀
図
」（
四
幅
）
李
朝 

絹
本
着
色151.0

×54.8cm

永
青
文
庫 

JM
22-043

仇
英
「
宮
中
図
巻
」
明 

絹
本
着
色 

縦31.1cm

永
青
文
庫 

JM
23-011

陸
信
忠
「
十
王
図
」
南
宋 

絹
本
墨
絵56.0

×38.6cm

正
木
美
術
館 

JM
24-003

卓
琮
「
蘆
雁
図
」（
四
幅
）
清 

紙
本
墨
画
淡
彩174.8

×84.1cm

岡
山
美

術
館 

JM
26-010

改
琦
「
仕
女
図
」（
四
幅
）
清 

絹
本
墨
絵161.8

×41.0cm

福
岡
市
美
術

館 （
鈴
木
敬
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』
第
四
巻
日
本
篇
Ⅱ
寺
院
・
個
人 

東
京
大
学
出
版

会
一
九
八
三
年
。） 

JT
2-001

趙
璚
「
十
六
羅
漢
図
屏
風
」（
一
隻
）
南
宋 

絹
本
着
色89.8

×47.7cm

千
葉

県
・
法
華
経
寺 

JT
3-001

陸
信
忠
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第
十
三
幅 

南
宋 

絹
本
着
色115.0

×
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50.8cm

京
都
・
相
国
寺 

JT
5-001

良
全
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第3

､9

幅 

南
北
朝 

絹
本
着
色143.5

×59.8cm
京
都
・
建
仁
寺 

JT
8-001

「
十
六
羅
漢
図
」
（
十
六
幅
）
第

4
､13

幅 

南
北
朝 

絹
本
着
色

120.8

×

56.0cm

京
都
・
天
寧
寺
（
福
知
山
） 

JT
9-001

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第1

､2
､3

幅 

元 

絹
本
着
色95.6

×36.6cm

滋
賀
県
・
宝
厳
寺 

JT
10-001

林
庭
珪
・
周
季
常
「
五
百
羅
漢
図
」
第61

､62

幅 

南
宋 

絹
本
着
色112.8

×53.4cm

京
都
・
大
徳
寺 

JT
10-002

「
十
王
図
」（
十
幅
）
元 
絹
本
着
色93.4

×45.1cm

京
都
・
大
徳
寺 

JT
11-001

「
十
六
羅
漢
図
屏
風
」（
一
隻
）
第3

､12
､14

幅 

室
町 

絹
本
着
色90.7

×

37.8cm

京
都
・
歓
喜
光
寺 

JT
12-001

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
九
幅
）
第
十
三
幅 
南
宋 

絹
本
墨
画84.5

×52.0cm

京
都
・
高
桐
院 

JT
13-001

陸
信
忠
「
地
蔵
十
王
図
」（
十
一
幅
） 

南
宋 
絹
本
着
色108.4

×55.3cm

京
都
・
誓
願
寺 

JT
15-017

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第14

､15
､16

幅 

南
宋 
絹
本
着
色121.3

×51.0cm

京
都
・
妙
心
寺 

JT
17-004

顔
輝
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第4

､13

幅 

元 

絹
本
着
色123.0

×

64.5cm

滋
賀
県
・
新
知
恩
院 

JT
20-001

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
十
幅
）
南
宋 

絹
本
着
色58.0

×40.2cm

広
島
県
・

浄
土
寺 

JT
20-002

明
兆
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第13

､14

幅 

南
北
朝 

絹
本
着
色74.8

×33.8cm

広
島
県
・
浄
土
寺 

JT
24-001

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第9

幅 

元 

絹
本
着
色113.3

×59.0cm

愛

知
県
・
妙
興
寺 

JT
25-001

「
十
六
羅
漢
図
」（
九
幅
）
第3

､9

幅 

元 

絹
本
着
色 

愛
媛
県
松
山
・
太

山
寺 

JT
26-001

陸
信
忠
「
十
八
羅
漢
・
二
高
僧
図
」（
二
十
幅
）
第3

､13
､14

､18

幅 

南
宋 

絹
本
着
色119.3

×48.9cm

神
奈
川
県
鎌
倉
・
光
明
寺 

JT
28-003

李
聞
一
「「
地
蔵
十
王
図
」（
十
一
幅
）
室
町 

絹
本
着
色113.6

×55.0cm

神
奈
川
県
鎌
倉
・
建
長
寺 

JT
29-001

明
兆
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第8

､13

幅 

南
北
朝 

絹
本
着
色81.8

×40.0cm

京
都
・
江
西
寺 

JT
31-001

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第6

､7

幅 

室
町 

絹
本
着
色107.5

×55.0cm

滋
賀
県
・
神
照
寺 

JT
31-002

「
地
蔵
十
王
図
」
（
十
一
幅
）
室
町 

絹
本
墨
画 

地
蔵

101.5

×42.5cm
､

十
王105.5

×48.0cm

滋
賀
県
・
神
照
寺 

JT
33-001

「
十
王
図
」（
十
幅
）
鎌
倉 

絹
本
着
色 

福
岡
・
誓
願
時 

JT
34-002

蔡
山「
十
八
羅
漢
図
」（
十
八
幅
）第10

幅 

元 

絹
本
着
色117.0

×48.0cm

和
歌
山
・
総
持
寺 

JT
37-001

「
十
王
図
」（
十
幅
）
室
町 

絹
本
着
色99.4

×42.8cm

京
都
・
二
尊
院 

JT
39-001

陸
信
忠
「
地
蔵
十
王
図
」（
十
一
幅
） 

南
宋 

絹
本
着
色118.2

×60.5cm

長
野
県
・
定
勝
寺 

JT
44-001

「
十
六
羅
漢
図
屏
風
」（
一
隻
）
江
戸 

絹
本
着
色160.9

×376.0cm

奈
良
・

西
大
寺 

JT
54-007

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第14

幅 

元 

絹
本
着
色76.3

×38.0cm

京

都
・
南
禅
寺 

JT
60-005

「
十
王
図
」（
十
幅
）
室
町 

絹
本
着
色93.2

×40.4cm

山
梨
県
・
向
嶽
寺 

JT
60-006

「
羅
漢
図
」（
十
幅
）
第2

幅 

南
北
朝 

絹
本
着
色93.2

×40.4cm

山
梨

県
・
向
嶽
寺 

JT
62-001

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
十
幅
）
南
宋 

絹
本
着
色50.3

×36.4cm

香
川
県
・

法
然
寺 

JT
68-001

「
地
蔵
十
王
図
」
（
十
一
幅
）
室
町 

絹
本
着
色 

地
蔵

110.8

×58.3cm
､

十
王98.0
×41.3cm

岡
山
県
・
宝
福
禅
寺 

JT
81-002

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）第4

､14

幅 

江
戸 

絹
本
着
色124.4

×50.0cm

広
島
県
・
仏
通
寺 

JT
88-002

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
八
幅
）
南
宋 

絹
本
着
色39.5

×25.0cm

福
岡
市
・
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善
導
寺 

JT
89-001

狩
野
山
楽
「
十
王
・
六
道
・
地
獄
図
」（
九
幅
）
江
戸 

紙
本
着
色150.0

×

80.0~92.5cm

奈
良
・
長
嶽
寺 

JT
94-001

明
兆
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第16

幅 

南
北
朝 

絹
本
着
色65.6

×

34.7cm

大
阪
・
法
道
寺 

JT
95-001

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第

11
､12

幅 

南
北
朝 

絹
本
着
色

98.8

×

41.8cm

兵
庫
県
神
戸
市
・
太
山
寺 

JT
108-001

陸
信
忠
「
地
蔵
十
王
図
」（
十
一
幅
） 

南
宋 

絹
本
着
色54.3

×38.1cm

滋
賀
県
・
永
源
寺 

JT
110-004

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）第3

､10

幅 

室
町 

絹
本
着
色92.8

×40.7cm

茨
城
県
・
正
宗
寺 

JT
111-006

顔
輝
「
十
六
羅
漢
図
」
（
十
六
幅
）
第

3
､5

幅 

元 

絹
本
着
色

92.0

×

40.0cm

福
岡
市
・
聖
福
寺 

JT
120-001

「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第

2
､3

幅 
南
北
朝 

絹
本
着
色

102.1

×

49.7cm

大
分
県
・
安
楽
寺 

JT
129-001

陸
信
忠
「
十
王
図
」（
六
幅
）
元 

紙
本
着
色79.5
×50.5cm

滋
賀
県
・
西

教
寺 

JT
132-001

李
公
麟
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第2

､13

幅 

北
宋 
絹
本
着
色99.8

×40.5cm

京
都
府
長
岡
京
・
光
明
寺 

JT
134-001

明
兆
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
）
第5

､11

幅 

南
北
朝 

絹
本
着
色93.0

×50.0cm

兵
庫
県
姫
路
市
・
大
覚
寺 

JT
147-001

明
兆
「
十
六
羅
漢
図
」（
十
六
幅
） 

南
北
朝 

絹
本
着
色101.2

×39.1cm

石
川
県
・
総
持
寺 

JT
161-001

「
十
六
羅
漢
図
屏
風
」（
一
隻
）
鎌
倉 

絹
本
着
色56.4

×38.8cm

奈
良
県
・

法
隆
寺 

JT
161-002

「
十
六
羅
漢
図
」（
四
幅
）
室
町 

絹
本
着
色142.3

×73.5cm

奈
良
県
・

法
隆
寺 

JP
1-007

韓
秀
實
「
鯉
図
屏
風
」（
二
曲
）
明 

絹
本
墨
画 

128.5

×76.3cm

神
奈
川

県
・
常
盤
山
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

JP
8-023

「
闘
牌
図
」
清 

絹
本
着
色

80.1

×44.4cm

大
阪
府
・
阿
形
邦
三
コ
レ
ク
シ

ョ
ン 

JP
9-001

陸
仲
淵
「
十
王
図
」（
三
幅
）
南
宋 

絹
本
着
色85.8

×50.6cm

神
奈
川
県
・

森
村
義
行
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

JP
12-026

趙
孟
頫
「
人
物
図
」
元 

絹
本
着
色120.8

×59.0cm

個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

JP
14-097

「
琴
棋
図
」（
対
幅
）
明 

絹
本
着
色 

東
京
都
・
江
田
勇
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

JP
30-047

羅
牧
「
山
水
図
」（
六
幅
）
清 

紙
本
墨
画
淡
彩186.0

×45.0cm

東
京
都
・

橋
本
大
乙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

JP
33-006

西
金
居
士
「
羅
漢
図
」
南
宋 

絹
本
着
色126.2

×51.7cm

山
口
県
・
故
菊

屋
嘉
十
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

JP
40-019

楊
晋
「
渓
山
無
尽
・
湖
荘
読
易
・
蘆
汀
夜
月
・
渓
山
煙
雨
図
」（
四
幅
）
清 

絹

本
着
色164.6

×52.8cm

東
京
都
・
小
幡
醇
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

JP
67-039

呉
俊
卿
「
蘭
花
」（
四
屏
之
三
）
清 

紙
本
墨
画67.6

×32.6cm

東
京
都
・

松
丸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

JP
67-040

呉
俊
卿
「
水
仙
図
」（
四
屏
之
四
）
清 

紙
本
墨
画
淡
彩67.6

×32.6cm

東

京
都
・
松
丸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

 

資
料
８
．
絵
画
空
間
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て 

方
聞
氏
は
、「
論
「
渓
岸
図
」
真
偽
問
題
」（『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
十
一
期
、
七
六
～

九
六
頁
）
の
中
に
、
中
国
画
家
は
平
面
空
間
で
立
体
世
界
を
再
現
し
、
画
面
形
体
の
塑
造

や
画
面
空
間
の
深
度
と
生
動
感
を
成
功
に
掌
握
し
た
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
。す
な
わ
ち
、

八
～
十
四
世
紀
に
、
中
国
山
水
画
の
空
間
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
時

期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
期
は
、
八
世
紀
初
か
ら
十
一
世
紀
初
に
か
け
て
、
す
な
わ

ち
唐
・
北
宋
初
期
に
、
山
水
画
の
構
図
は
、
前
か
ら
後
へ
、
近
か
ら
遠
へ
、
三
層
分
隔
の

画
面
で
展
開
す
る
。
画
家
は
、
平
面
表
現
の
方
式
で
景
物
の
正
面
を
描
写
し
、
題
材
に
よ

っ
て
、
幾
重
に
も
つ
ら
な
る
。
こ
れ
は
、
景
物
の
配
置
が
、
次
第
に
あ
げ
て
い
る
が
、
彼

此
に
一
体
化
の
連
接
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
陝
西
富
平
の
唐
墓
山
水
図
屏
風
壁

画
は
一
好
例
で
あ
る
）。
第
二
期
は
、
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
、
あ
る
い
は

北
宋
後
期
に
、
山
水
の
造
型
と
視
覚
結
構
と
も
変
ら
れ
、
景
物
の
空
間
表
現
も
連
続
に
統
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一
さ
れ
た
。画
面
の
平
行
透
視
性
を
強
調
さ
れ
、空
間
統
一
の
視
覚
効
果
が
見
ら
れ
る
が
、

真
正
的
立
体
の
物
理
空
間
が
描
写
で
き
な
い
（
傅
憙
年
「
中
国
古
代
的
建
築
画
」（『
文
物
』

一
九
九
八
年
第
三
期
、
七
五
～
九
四
頁
）
参
照
）。
第
三
期
は
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世

紀
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
元
時
代
に
、
山
水
景
物
の
空
間
上
、
密
接
に
つ
な
げ
て
、
三
次

元
的
立
体
空
間
を
形
成
さ
れ
た
。
前
代
に
垂
直
中
線
を
沿
っ
て
上
下
に
重
な
る
と
い
う
構

図
表
現
か
ら
、
遠
近
透
視
法
を
強
化
し
、
景
物
の
奥
行
さ
を
連
綿
し
、
筆
墨
皴
染
も
豊
富

な
変
化
を
持
て
、
連
続
統
一
の
整
体
空
間
を
現
さ
れ
て
い
る
真
景
界
を
創
造
し
た
。
そ
し

て
、
元
、
明
、
清
時
代
の
絵
画
中
、
自
然
空
間
と
い
う
視
覚
結
構
の
表
現
を
連
綿
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。 

 
 

資
料
９
．
佚
名
「
桐
蔭
仕
女
図
」
屏
風
の
裏
面
に
は
、
康
煕
帝
が
臨
写
し
た
書
に
な
る

行
草
書
「
洛
偰
賦
」 

 

洛
偰
賦 

 

夫
何
三
春
之
令
月
、
嘉
天
気
之 

 

絪
緼
、
和
風
穆
以
布
暢
、
百
卉
華
而 

 

敷
芳
、
川
流
清
冷
以
任
濊
、
原
隰 

 

葱
翠
以
龍
鱗
、
遊
魚
浼
濤
於 

 

深
波
、
玄
鳥
鼓
翼
於
高
雲
、
美
節 

 

慶
之
動
物
、
悦
群
生
之
楽
欣
、 

 

故
新
服
之
即
成
、
将
禊
除
於
水 

 

濱
、
於
是
搢
紳
先
生
嘯
儔
命
友
、 

 

携
朋
接
党
冠
童
八
九
、
主
希
孔 

 

孟
、
賓
慕
顔
柳
、
臨
涯
詠
吟
濯 

 

足
揮
手
、
乃
至
都
人
士
女
奕 

 

祁
祁
、
車
駕
岬
嵑
克
温
中
逵
粉 

 

葩
翕
習
緑
阿
被
湄
振
袖
生
風 

 

接
袵
成
幃
、
若
夫
権
戚
之
家
、
豪 

 

侈
之
族
、
采
騎
高
鑣
華
輪
方 

 

轂
、
青
蓋
雲
浮
、
参
差
相
属
集 

 

乎
長
洲
之
浦
、
曜
乎
洛
川
之 

曲
遂
乃
停
輿
蕙
渚
税
駕
蘭
田
朱 

 

幔
紅
舒
翠
蟆
蜺
連
、
羅
樽
列
爵 

周
以
長
筵
、
於
是
布
桝
酳
、
荐
柔
嘉
、 

祈
休
吉
、
蠲
百
痾
、
漱
清
源
以
滌
穢
兮
、 

攬
緑
藻
之
繊
柯
、
浮
素
妝
以
蔽
水
、
酒 

玄
醪
於
中
河
。
臨
董
其
昌 

  

資
料
１
０
．
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
屏
風 

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
（
科
羅
曼
多
）
は
、
イ
ン
ド
東
南
部
の
科
羅
曼
多
海
岸
（C

orom
an

n
del 

C
oast

）
で
あ
る
。
十
七
世
紀
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
は
こ
の
所
を
東
イ
ン

ド
会
社
の
海
上
運
輸
の
海
港
に
な
っ
た
。
当
時
、
清
朝
の
款
彩
漆
屏
風
は
、
こ
の
海
港
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
輸
出
さ
れ
た
の
で
、
十
八
世
紀
末
か
ら
科
羅
曼
多
漆
屏
風
の
名
が
誕
生

し
た
。
萬
丹
は
十
七
世
紀
に
オ
ラ
ン
ダ
の
東
印
度
会
社
が
ジ
ャ
ワ
島
に
建
て
た
貿
易
駅
で

あ
る
が
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
款
彩
漆
屏
風
を
萬
丹
工
芸
と

云
う
。 

 
 

資
料
１
１
．
座
頭
屏
風 

座
頭
は
、『
大
漢
和
辞
典
』（
諸
橋
轍
次
著
、
大
修
館
書
房
、
一
九
七
六
年
縮
写
版
第
五

刷
）
巻
四
・
五
六
七
ペ
ー
ジ
「
座
頭
」
の
条
に
三
つ
の
意
味
が
説
明
し
て
い
る
。
一
つ
は
、

古
昔
、
琵
琶
法
師
の
官
名
。『
當
道
要
集
』
検
校
・
別
當
・
勾
當
・
座
頭
の
四
官
を
十
六
階

に
分
か
ち
。
も
一
つ
は
、
盲
人
で
按
摩
鍼
治
な
ど
を
業
と
し
、
又
、
琵
琶
を
平
家
な
ど
に

あ
わ
せ
て
弾
く
も
の
。『
狂
言
、
ど
ぶ
か
つ
ち
り
』
今
日
は
都
に
座
頭
の
寄
合
ひ
御
座
る
程

に
。
も
一
つ
は
、
舞
台
に
出
で
て
技
を
演
ず
る
俳
優
の
首
領
。
室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ

る
広
本
『
節
用
集
』
は
、
衝
立
障
子 

或
作
歩
障
。
又
呼
座
頭
屏
風
。
云
歩
障
也
。〔
器
財

門
４
１
４
⑦
〕
語
注
記
は
「
衝
立
障
子
」
に
、「
或
は
歩
障
と
作
す
。
又
、
座
頭
屏
風
を
呼

ぶ
に
歩
障
と
云
ふ
な
り
」
と
あ
る
以
外
は
未
記
載
に
あ
る
。
印
度
本
系
統
の
弘
治
二
年
本
・

永
祿
二
年
本
・
尭
空
本
『
節
用
集
』
に
は
、
衝
立
障
子
。
歩
障(

同)

呼
座
頭
屏
風
。〔
弘
・

財
宝
１
２
７
④
〕。
日
本
近
世
初
期
の
衝
立
絵
は
、
む
し
ろ
主
と
し
て
禅
宗
寺
院
の
調
度
と

し
て
発
展
し
た
小
型
の
衝
立
を
対
象
と
す
る
。「
座
名
小
屏
」
と
呼
ば
れ
た
り
、
禅
院
で
は
、
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「
座
頭
屏
風
」
と
称
さ
れ
、
一
対
形
式
を
た
て
ま
え
と
す
る
が
、
屏
風
の
類
に
準
ず
る
も

の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
座
頭
屏
風
は
、
高
さ
三
尺
程
度
の
小
型
衝
立
で
、
一
対
形
式
か

ら
な
り
、
法
要
の
際
、
仏
堂
の
入
口
に
し
つ
ら
え
ら
れ
る
。
画
面
は
一
対
の
表
裏
二
面
、

計
四
面
か
ら
な
り
、
画
題
や
画
体
、
彩
墨
な
ど
の
点
で
表
裏
二
面
対
照
性
を
示
す
こ
と
が

多
い
。
こ
れ
も
、
衝
立
絵
と
し
て
の
間
仕
切
り
に
関
連
を
も
つ
。
江
戸
時
代
中
期
の
禅
宗

故
実
家
無
著
道
忠
著
『
禅
林
象
器
箋
』
第
廿
八
類
「
器
物
門
」
に
よ
る
と
、
左
の
如
き
解

説
が
み
ら
れ
る
。 

 

「
忠
曰
。
或
単
呼
座
頭
。
小
屏
可
高
三
尺
。
設
戸
口
左
右
座
首
。 

 

太
岳
清
和
尚
曰
。
座
頭
小
屏
。
又
是
名
隔
板
。 

 

旧
説
曰
。
座
有
四
出
六
出
八
出
等
。
如
中
華
叢
林
。
雖
諸
寮
舎
。
制
亦
如
僧
堂
衆
寮
。

此
方
鎌
倉
叢
林
。
隋
処
設
座
頭
屏
風
。
此
日
本
様
也
。
其
座
頭
。
則
唯
特
為
人
。
得
坐
之
。

其
余
位
。
則
縦
但
一
人
。
亦
只
用
曲
盆
。
行
盞
。
蓋
為
異
於
特
為
也
。
」
と
い
う
。 

 

資
料
１
２
．
清
・
李
玉
棻
『
甌
鉢
羅
室
書
画
過
目
考
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』

二
五
、
五
集
第
九
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

巻
一
に 

（
１
）
傅
山
：
絹
本
墨
竹
蘭
大
屏
八
幀 

（
２
）
査
士
標
：
綾
本
墨
山
水
大
屏
十
二
幀 

（
３
）
呉
士
旦
：
綾
本
行
書
屏
四
幀 

（
４
）
諸
昇
：
墨
竹
大
屏
四
幀 

巻
二
に 

（
１
）
陳
奕
禧
：
綾
本
行
書
赤
壁
賦
全
文
大
屏
十
二
幀 

（
２
）
李
鱓
：
設
色
花
木
魚
鳥
大
屏
四
幀 

（
３
）
童
鈺
：
墨
梅
大
屏
八
幀 

（
４
）
沈
鳳
：
設
色
山
水
大
屏
八
幀
、
篆
書
四
行
大
屏
八
幀 

（
５
）
沈
銓
：
設
色
花
木
絹
屏
四
幀 

（
６
）
邊
寿
民
：
芦
雁
大
屏 

巻
三
に 

（
１
）
鄭
變
：
絹
本
竹
蘭
大
屏
八
幀 

（
２
）
王
傑
：
絹
本
行
楷
大
屏
四
幀 

（
３
）
梁
巘
：
行
書
四
行
大
屏
十
二
幀 

（
４
）
張
敔
：
墨
筆
花
木
大
屏
六
幀 

（
５
）
凌
瑚
：
設
色
花
鳥
絹
屏
四
幀 

（
６
）
舒
位
：
墨
花
卉
屏
四
幀 

（
７
）
方
薰
：
設
色
花
木
短
屏
八
幀 

（
８
）
宋
光
宝
：
絹
本
設
色
花
鳥
屏
八
幀
、
四
幀 

（
９
）
改
琦
：
設
色
半
身
士
女
絹
本
短
屏
八
幀
、
設
色
秋
花
大
幀 

（
１
０
）
夏
翬
：
墨
竹
大
屏
四
幀 

巻
四
に 

（
１
）
盛
大
士
：
墨
山
水
屏
四
幀
、
設
色
山
水
大
幀 

（
２
）
顧
皐
：
墨
蘭
竹
石
絹
屏
四
幀 

（
３
）
程
鸎
：
設
色
花
鳥
大
屏
十
二
幀 

（
４
）
朱
本
：
設
色
絹
本
大
屏 

（
５
）
董
洵
：
墨
竹
蘭
屏
四
幀 

（
６
）
朱
為
弼
：
墨
牡
丹
梅
花
立
幀
、
集
錦
壽
屏 

（
７
）
郭
尚
先
：
墨
蘭
屏
四
幀 

（
８
）
湯
貽
汾
：
設
色
花
鳥
絹
屏
四
幀 

（
９
）
陳
墫
：
設
色
山
水
屏
四
幀 

（
１
０
）
費
丹
旭
：
臨
玉
壺
半
身
士
女
屏
四
幀 

（
１
１
）
李
育
：
設
色
花
鳥
屏
四
幀 

（
１
２
）
金
応
仁
：
通
景
青
緑
山
水
絹
屏
六
幀 

（
１
３
）
程
庭
鷺
：
設
色
倣
元
人
逸
景
屏
四
幀 

（
１
４
）
李
紱
：
五
色
牡
丹
大
屏
六
幀 

（
１
５
）
翁
広
平
：
設
色
花
鳥
短
屏
四
幀 

（
１
６
）
蒋
予
検
：
墨
蘭
大
屏
四
幀 

（
１
７
）
黄
楽
之
：
集
錦
壽
屏 

（
１
８
）
張
士
保
：
擬
古
人
物
絹
本
大
屏
六
幀 

（
１
９
）
招
子
庸
：
墨
竹
大
屏
八
幀
、
墨
竹
蘭
石
屏
四
幀 

（
２
０
）
姚
燮
：
墨
梅
大
屏
四
幀 
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（
２
１
）
田
祥
：
墨
竹
絹
本
大
屏
四
幀 

（
２
２
）
周
棠
：
花
木
大
屏
八
幀 

（
２
３
）
呉
煕
載
：
設
色
花
卉
屏
四
幀 

（
２
４
）
王
素
：
設
色
端
陽
景
人
物
花
果
屏
四
幀 

（
２
５
）
包
棟
：
設
色
写
意
士
女
絹
屏
六
幀 

（
２
６
）
王
礼
：
設
色
花
鳥
絹
屏
四
幀 

（
２
７
）
陳
允
升
：
設
色
四
時
山
水
屏
四
幀 

（
２
８
）
張
熊
：
設
色
花
卉
絹
本
屏
四
幀 

（
２
９
）
張
槃
：
花
木
鳥
獣
絹
屏
六
幀 

（
３
０
）
朱
熊
：
設
色
花
木
大
屏
四
幀 

（
３
１
）
任
熊
：
模
北
宋
院
体
花
鳥
大
屏
八
幀 

（
３
２
）
鄭
珊
：
設
色
倣
各
家
山
水
屏
四
幀 

 

資
料
１
３
．
清
・
朱
啓
鈐
『
清
内
府
蔵
刻
糸
書
画
録
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』

十
六
、
四
集
第
一
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

巻
三
に 

（
１
）「
清
刻
糸
銭
選
蜀
葵
狸
奴
図
掛
屏
」
二
幀 

（
２
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
一
幀 

（
３
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
一
幀 

（
４
）「
清
刻
糸
鹿
鶴
同
春
掛
屏
」
二
幀 

（
５
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
二
幀 

（
６
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
二
幀 

（
７
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
二
幀 

（
８
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
二
幀 

（
９
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
二
幀 

（
１
０
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
二
幀 

（
１
１
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
二
幀 

（
１
２
）「
清
刻
糸
花
鳥
掛
屏
」
二
幀 

巻
四
に 

（
１
）「
清
刻
糸
群
仙
祝
壽
屏
」
一
幀 

（
２
）「
清
刻
糸
高
宗
御
筆
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
３
）「
清
刻
糸
花
卉
海
棠
式
囲
屏
」
九
幀 

（
４
）「
清
刻
糸
萬
壽
菊
萬
年
青
掛
屏
」
二
幀 

（
５
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
四
幀 

（
６
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
７
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
８
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
９
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
１
０
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
１
１
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
１
２
）「
清
刻
糸
花
卉
囲
屏
」
二
幀 

（
１
３
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
１
４
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
１
５
）「
清
刻
糸
花
卉
掛
屏
」
二
幀 

（
１
６
）「
清
刻
糸
秋
花
掛
屏
」
二
幀 

（
１
７
）「
清
刻
糸
秋
花
掛
屏
」
二
幀 

（
１
８
）「
清
刻
糸
秋
花
掛
屏
」
二
幀 

（
１
９
）「
清
刻
糸
瓶
花
掛
屏
」
一
幀 

（
２
０
）「
清
刻
糸
蔬
果
掛
屏
」
一
幀 

（
２
１
）「
清
織
金
海
水
瓶
花
掛
屏
」
二
幀 

巻
五
に 

（
１
）「
清
刻
糸
高
宗
模
宋
李
迪
鶏
雛
待
飼
図
明
王
穀
祥
哺
雛
図
屏
」
二
幀 

（
２
）「
清
刻
糸
高
宗
模
宋
李
迪
鶏
雛
待
飼
図
明
王
穀
祥
哺
雛
図
屏
」
二
幀 

（
３
）「
清
刻
糸
三
陽
開
泰
屏
」
二
幀 

（
４
）「
清
刻
糸
海
水
雲
龍
囲
屏
」
五
幀 

（
５
）「
清
刻
糸
海
水
雲
龍
屏
」
九
幀 

巻
六
に 

（
１
）「
清
刻
糸
高
宗
絵
南
極
老
人
掛
屏
」
一
幀 
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（
２
）「
清
刻
糸
春
田
嬰
戯
掛
屏
」
二
幀 

（
３
）「
清
刻
糸
献
壽
図
屏
」
二
幀 

（
４
）「
清
刻
糸
山
水
人
物
挿
屏
」
二
幀 

（
５
）「
清
刻
糸
三
星
図
挿
屏
」
二
幀 

巻
七
に 

（
１
）「
清
刻
糸
避
暑
山
荘
図
刺
繍
花
卉
両
面
囲
屏
」
九
幀 

（
２
）「
清
刻
糸
避
暑
山
荘
図
刺
繍
花
卉
両
面
囲
屏
」
二
幀 

（
３
）「
清
刻
糸
太
華
山
飛
雲
巌
図
屏
」
二
幀 

（
４
）「
清
刻
糸
華
山
霊
巌
図
掛
屏
」
二
幀 

（
５
）「
清
刻
糸
西
湖
風
景
屏
」
二
幀 

（
６
）「
清
刻
糸
昆
明
池
甲
秀
楼
図
屏
」
二
幀 

（
７
）「
清
刻
糸
永
瑢
絵
山
近
軒
文
津
閣
掛
屏
」
二
幀 

（
８
）「
清
刻
糸
山
水
屏
」
二
幀 

（
９
）「
清
刻
糸
山
水
掛
屏
」
二
幀 

 

資
料
１
４
．
清
・
朱
啓
鈐
『
糸
繍
筆
記
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
六
、
四

集
第
二
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

巻
下
に 

（
１
）
南
朝
梁
・
簡
文
帝
「
織
成
屏
風
」 

（
２
）
明
・「
刻
糸
画
錦
堂
記
滕
王
閣
序
」
の
「
織
詞
曲
聯
為
屏
障
」 

（
３
）
乾
隆
御
書
萬
壽
頌
緙
糸
囲
屏
一
架 

（
４
）
乾
隆
御
書
萬
壽
聯
珠
緙
糸
囲
屏
一
架 

（
５
）
九
重
春
色
紫
檀
緙
糸
花
鳥
九
屏
一
座 

（
６
）
雲
霞
組
繍
紫
檀
緙
糸
十
二
屏
一
座 

（
７
）
絳
霄
呈
瑞
紫
檀
緙
糸
花
卉
九
屏
一
座 

（
８
）
蓬
瀛
春
靄
緙
糸
掛
屏
一
件 

（
９
）
繍
嶺
珠
淵
緙
糸
掛
屏
一
件 

（
１
０
）
紫
萼
舖
霞
緙
糸
掛
屏
一
件 

（
１
１
）
四
序
欣
栄
緙
糸
掛
屏
一
件 

（
１
２
）
春
色
長
圓
緙
糸
掛
屏
一
件 

（
１
３
）
上
苑
聯
芳
緙
糸
掛
屏
一
件 

（
１
４
）
雲
綺
成
章
紫
檀
緙
糸
九
屏
一
件 

（
１
５
）
蓬
瀛
清
景
紫
檀
邊
緙
糸
山
水
屏
一
件 

（
１
６
）
乾
隆
御
書
鴻
称
集
慶
頌
繍
囲
屏
一
架 

（
１
７
）
篔
谷
敷
春
文
竹
邊
座
繍
花
卉
挿
屏
一
件 

（
１
８
）
壽
春
綿
景
紫
檀
邊
座
紅
緞
繍
花
鳥
百
壽
図
囲
屏
一
架 

（
１
９
）
芳
箖
絢
彩
文
竹
邊
繍
花
卉
屏
一
件 

（
２
０
）
仙
都
富
貴
紫
檀
邊
繍
牡
丹
花
屏
一
件 

（
２
１
）
宜
春
淑
序
紫
檀
邊
繍
花
鳥
屏
一
件 

（
２
２
）
琪
圃
生
香
南
繍
掛
屏
一
件 

（
２
３
）
福
房
綏
和
紫
檀
邊
座
繍
花
卉
五
屏
一
件 

（
２
４
）
慶
霄
韶
景
紫
檀
邊
座
繍
花
卉
五
屏
一
件 

（
２
５
）
繍
谷
芳
花
紫
檀
邊
座
繍
花
卉
五
屏
一
件 

（
２
６
）
瑶
池
麗
景
彩
漆
繍
花
鳥
五
屏
一
件 

（
２
７
）
雲
霄
飛
舞
紫
檀
黄
緞
繍
金
龍
九
屏
一
件 

（
２
８
）
萬
彙
同
春
繍
花
卉
九
屏
一
件 

（
２
９
）
錦
圃
生
香
紫
檀
繍
詩
意
花
卉
九
屏
一
分 

（
３
０
）
錦
圃
生
香
紫
檀
繍
詩
意
花
卉
九
屏
一
座 

（
３
１
）
青
緑
山
水
几
屏
二
（
沈
壽
美
術
繍
、
慈
禧
皇
太
后
貢
品
） 

（
３
２
）
三
馬
図
横
屏
（
沈
壽
美
術
繍
、
慈
禧
皇
太
后
貢
品
） 

（
３
３
）
花
鳥
掛
屏
四 

 
資
料
１
５
．
清
・
紫
紅
『
刺
繍
書
画
録
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
八
、
四

集
第
六
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

巻
第
三
に 

（
１
）
清
刺
繍
花
鳥
蟲
魚
囲
屏 

十
二
幀 

（
２
）
清
刺
繍
松
鶴
囲
屏 

五
幀 

（
３
）
清
刺
繍
花
鳥
屏 

二
幀 
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（
４
）
清
刺
繍
天
竹
梅
雀
掛
屏 

二
幀 

（
５
）
清
刺
繍
花
鳥
掛
屏 

二
幀 

（
６
）
清
刺
繍
花
鳥
屏 

二
幀 

（
７
）
清
刺
繍
花
鳥
掛
屏 

二
幀 

（
８
）
清
刺
繍
花
鳥
掛
屏 

二
幀 

（
９
）
清
刺
繍
花
鳥
両
面
挿
屏 

二
幀 

（
１
０
）
清
刺
繍
松
鶴
挿
屏 

二
幀 

（
１
１
）
清
刺
繍
花
卉
草
蟲
掛
屏 

二
幀 

（
１
２
）
清
穿
珠
刺
繍
松
鶴
橢
圓
屏 

二
幀 

巻
第
四
に 

（
１
）
清
刺
繍
四
季
花
卉
囲
屏 

十
二
幀 

（
２
）
清
刺
繍
花
卉
屏 

九
幀 

（
３
）
清
刺
繍
四
季
花
卉
囲
屏 

十
二
幀 

（
４
）
清
刺
繍
花
卉
屏 

九
幀 

（
５
）
清
刺
繍
花
卉
両
面
挿
屏 

二
幀 

（
６
）
清
刺
繍
花
卉
掛
屏 

二
幀 

（
７
）
清
刺
繍
花
卉
掛
屏 

二
幀 

（
８
）
清
刺
繍
花
卉
掛
屏 

二
幀 

（
９
）
清
刺
繍
花
卉
掛
屏 

二
幀 

（
１
０
）
清
刺
繍
花
卉
掛
屏 

二
幀 

（
１
１
）
清
刺
繍
花
卉
掛
屏 

一
幀 

（
１
２
）
清
刺
繍
梅
竹
水
仙
掛
屏 

二
幀 

（
１
３
）
清
刺
繍
水
仙
海
棠
掛
屏 

二
幀 

（
１
０
）
清
刺
繍
牡
丹
掛
屏 

二
幀 

（
１
１
）
清
刺
繍
牡
丹
玉
蘭
掛
屏 

一
幀 

（
１
２
）
清
刺
繍
蘭
竹
掛
屏 

二
幀 

（
１
３
）
清
刺
繍
蘭
石
掛
屏 

二
幀 

（
１
４
）
清
刺
繍
菊
花
掛
屏 

二
幀 

（
１
５
）
清
刺
繍
菊
石
掛
屏 

二
幀 

（
１
６
）
清
刺
繍
菊
石
掛
屏 

一
幀 

（
１
７
）
清
刺
繍
菊
花
泉
石
掛
屏 

一
幀 

（
１
８
）
清
刺
繍
蔬
果
掛
屏 

一
幀 

巻
第
五
に 

（
１
）
清
刺
繍
海
水
雲
龍
図
屏 

九
幀 

（
２
）
清
穿
珠
刺
繍
太
平
有
象
図
掛
屏 

二
幀 

巻
第
六
に 

（
１
）
清
刺
繍
三
星
図
并
頌
掛
屏 

一
幀 

（
２
）
清
刺
繍
三
星
図
并
頌
掛
屏 

一
幀 

（
３
）
清
刺
繍
高
宗
三
星
図
并
賛
掛
屏 

一
幀 

（
４
）
清
刺
繍
韓
幹
明
皇
試
馬
図
屏 

一
幀 

（
５
）
清
刺
繍
山
水
人
物
屏 

十
二
幀 

（
６
）
清
刺
繍
群
仙
祝
壽
図
通
景
囲
屏 

九
幀 

（
７
）
清
刺
繍
採
芝
図
屏 

二
幀 

（
８
）
清
刺
繍
嬰
戯
図
掛
屏 

二
幀 

（
９
）
清
刺
繍
山
水
人
物
屏 

二
幀 

（
１
０
）
清
刺
繍
山
水
人
物
屏 

二
幀 

巻
第
七
に 

（
１
）
清
刺
繍
武
彝
山
図
屏 

五
幀 

（
２
）
清
刺
繍
武
夷
山
図
屏 

五
幀 

（
３
）
清
刺
繍
山
水
掛
屏 

四
幀 

（
４
）
清
刺
繍
山
水
掛
屏 

一
幀 

 
資
料
１
６
．
清
・
潘
正
煒
『
聴
颿
楼
書
画
記
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
九
、

四
集
第
七
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

巻
五
に 

（
１
）
楊
晋
倣
古
山
水
掛
屏 

絹
本
四
幅 

 

資
料
１
７
．
清
・
潘
正
煒
『
聴
颿
楼
書
画
記
続
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
十
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九
、
四
集
第
七
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

巻
上
に 

（
１
）
元
・
鮮
于
伯
機
行
書
掛
屏 

高
本
四
幅 

巻
下
に 

（
１
）
明
・
董
文
敏
行
書
掛
屏 

綾
本
八
幅 

（
２
）
明
・
陳
章
侯
人
物
花
卉
掛
屏 

絹
本
四
幅
（
陳
章
侯
は
陳
洪
綬
で
あ
る
） 

 

資
料
１
８
．
清
・
鎮
洋
盛
大
士
子
履
撰
『
谿
山
臥
遊
録
』（
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢

書
』
十
一
、
三
集
第
一
輯
、
台
北
・
芸
文
印
書
舘
、
一
九
七
五
年
十
一
月
） 

巻
三
に 

（
１
）
徐
西
礀
「
山
水
画
屏
」
四
幅 

（
２
）
孫
鑑
堂
「
水
墨
山
水
掛
屏
」
四
軸 

（
３
）
雷
菱
舟
「
山
水
巨
障
」 

巻
四
に 

（
１
）
劉
少
白
「
設
色
画
屏
」
山
水 

（
２
）
李
汝
枚
「
水
墨
巨
嶂
」 

（
３
）
張
介
純
「
画
屏
四
幀
」
山
水 

 

資
料
１
９
．
日
本
に
お
け
る
南
蛮
図
屏
風 

神
戸
市
立
博
物
館
の
「
南
蛮
屏
風
」
（
重
要
文
化
財
、
桃
山
時
代
、
狩
野
内
膳
筆
）
は
、

左
隻
は
奇
妙
な
異
国
建
築
を
バ
ッ
ク
に
、
帆
を
張
っ
た
南
蛮
船
が
出
港
す
る
場
面
。
右
隻

は
日
本
で
の
貿
易
品
荷
揚
げ
、
カ
ピ
タ
ン
の
行
列
を
出
迎
え
る
宣
教
師
た
ち
を
描
い
て
い

る
。
あ
ざ
や
か
な
色
彩
と
、
細
部
に
わ
た
る
入
念
な
描
写
は
、
七
〇
点
ほ
ど
現
存
す
る
南

蛮
屏
風
の
中
で
も
最
も
す
ぐ
れ
た
遺
品
と
い
え
る
。
各
隻
に
「
狩
野
内
膳
筆
」
の
款
記
と

「
内
膳
」
白
文
方
郭
壺
印
が
あ
る
。
内
膳(

一
五
七
〇
～
一
六
一
六
年)

は
摂
津
伊
丹
城
主
・

荒
木
村
重
の
家
臣
の
子
。
主
家
が
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
た
た
め
、
狩
野
松
栄
に
つ
い
て

画
家
と
な
り
、
の
ち
豊
臣
家
の
お
抱
え
絵
師
に
な
っ
た
。
秀
吉
７
回
忌
の
祭
礼
を
描
い
た

豊
国
祭
礼
図
屏
風
（
京
都
・
豊
国
神
社
蔵
）
は
そ
の
代
表
作
。
南
蛮
屏
風
は
ほ
か
に
も
何

点
か
残
し
て
お
り
、
内
膳
得
意
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
池
長
孟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

神
戸
市
博
物
館
蔵
「
南
蛮
屏
風
」
（
六
曲
一
双
）
、
桃
山
時
代
、
狩
野
内
膳
筆
、
各

154.5×363.2cm

、
紙
本
金
地
著
色
、
重
要
文
化
財
（
神
戸
市
立
博
物
館
編
集
『
南
蛮
堂

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
池
長
孟
』（
特
別
展
、
図
録
）
図
版
Ⅳ-9

、
二
〇
〇
三
年
。） 

 

「
唐
船
・
南
蛮
船
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
桃
山
時
代
・
十
七
世
紀
、
紙
本
金
地
著
色
、

屏
風
装
、
各
縦

155.8

×
横

360.4cm

、
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、
新
発
見
の
南
蛮
屏

風
の
優
品
。
日
本
に
到
着
し
た
黒
い
南
蛮
船
と
、
南
蛮
寺
に
向
か
う
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル

の
一
行
を
描
く
右
隻
は
、
い
わ
ゆ
る
南
蛮
屏
風
の
定
型
的
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
が
、
左

隻
に
白
い
唐
船
が
入
港
す
る
中
国
の
港
町
を
描
く
こ
と
は
と
て
も
珍
し
く
、
本
図
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
。 

 

そ
の
画
面
は
、
モ
チ
ー
フ
を
細
部
ま
で
丁
寧
に
描
き
込
み
な
が
ら
、
か
つ
全
体
を
調
和

さ
せ
る
描
写
力
が
見
所
で
あ
る
。
描
い
た
の
は
狩
野
派
正
系
の
画
家
、
お
そ
ら
く
は
狩
野

孝
信
（
一
五
七
一
～
一
六
一
八
）
の
手
に
よ
り
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
）
に

制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
南
蛮
船
駿
河
湾
来
航
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
桃
山
時
代
・
十
七
世
紀
、
紙
本
金
地
著

色
、
屏
風
装
、
各
縦152.7×

横359.0cm

、
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、
右
隻
に
黒
い
南

蛮
船
を
大
き
く
あ
ら
わ
す
南
蛮
屏
風
で
あ
る
が
、
描
か
れ
た
場
所
が
特
定
で
き
る
点
で
他

類
例
の
な
い
作
品
で
あ
る
。
画
面
の
松
原
、
塔
の
あ
る
寺
院
と
関
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
保

の
松
原
・
清
見
寺
・
清
見
が
関
を
表
す
と
考
え
ら
れ
、
本
図
は
駿
河
湾
に
来
航
し
た
南
蛮

船
を
主
題
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

史
実
と
の
関
連
で
は
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）、
駿
河
滞
在
中
の
朝
鮮
通
信
使
・
慶

七
松
が
海
上
に
一
隻
の
南
蛮
船
を
み
た
と
記
録
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
本
図
は
正
に
そ

の
様
子
を
テ
ー
マ
と
す
る
可
能
性
が
高
い
。
特
定
の
場
所
と
出
来
事
が
絵
画
化
さ
れ
た
作

品
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
を
舞
台
と
し
た
国
際
的
な
交
流
の
広
が
り
を
理
解

す
る
上
で
不
可
欠
な
南
蛮
屏
風
で
あ
る
。 

も
う
一
点
の
「
南
蛮
屏
風
」
（
六
曲
一
双
、
江
戸
時
代
初
期 

、
紙
本
金
地
著
色 

、
各

149.0

×353.3cm

、
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
） 

い
わ
ゆ
る
「
南
蛮
屏
風
」
と
は
、
洋
風
画
の
技
法
を
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
大
和
絵
の
手
法

で
南
蛮
船
入
港
な
ど
西
洋
人
の
風
俗
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
南
蛮
屏
風
が
描
か
れ
た
の

は
、
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
の
た
め
肥
前
名
護
屋
に
築
城
す
る
際
、
随
行
し
た
絵
師
た
ち
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が
長
崎
で
南
蛮
船
や
西
洋
人
の
風
俗
を
見
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
十

六
世
紀
末
か
ら
京
都
・
畿
内
で
大
流
行
し
、
鎖
国
後
も
制
作
さ
れ
続
け
た
。
本
図
は
右
隻

に
日
本
へ
渡
来
し
た
南
蛮
船
が
入
港
す
る
場
面
、
左
隻
に
乗
馬
な
ど
の
異
国
風
俗
を
描
い

て
い
る
。
そ
の
類
例
と
し
て
は
、
狩
野
派
に
よ
る
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
、
東
京
国
立
博

物
館
本
が
あ
り
、
本
図
は
こ
の
二
本
を
折
衷
し
た
内
容
を
も
つ
。
た
だ
し
そ
の
筆
者
に
つ

い
て
は
、
狩
野
派
な
ど
の
正
統
の
画
人
と
は
思
わ
れ
ず
、
検
討
を
要
す
る
。 

ま
た
、
日
本
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
南
蛮
人
来
朝
図
屏
風
」

（
江
戸
時
代
初
期
、
紙
本
金
地
著
色
、
六
曲
一
双 

左
隻
、151.4

×321.5cm

、
重
要
美

術
品
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。
（
神
戸
市
立
博
物
館
編
集
『
南
蛮
堂
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
池
長
孟
』（
特
別
展
、
図
録
）
図
版
Ⅲ-6

、2003

年
。
） 

南
蛮
船
の
来
航
を
に
ぎ
や
か
に
描
い
た
屏
風
に
は
、
異
国
の
船
か
ら
積
み
降
ろ
さ
れ
る

た
く
さ
ん
の
荷
物
と
、
そ
れ
ら
珍
し
い
品
々
を
手
に
行
列
す
る
南
蛮
人
の
一
行
が
描
か
れ

る
。
異
文
化
の
出
会
い
に
は
摩
擦
や
衝
突
が
つ
き
も
の
で
あ
る
が
、
金
雲
ま
ば
ゆ
い
ば
か

り
に
荘
厳
さ
れ
た
極
彩
色
の
屏
風
に
は
、
そ
う
し
た
暗
さ
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
ず
、
遠
来

の
珍
客
を
迎
え
る
喜
び
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
帰
り
の
船
に
積
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
日
本

製
の
輸
出
漆
器
も
、
螺
鈿
と
金
蒔
絵
の
輝
き
で
西
洋
人
を
魅
了
し
た
。
日
本
・
西
洋
人
相

方
が
と
ら
え
た
異
国
像
は
、
決
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
真
の
姿
を
正
確
に
映
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
人
々
は
垣
間
見
る
異
国
の
文
化
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
意
味
を
求
め
、
交
易

に
よ
る
物
質
的
充
足
が
そ
れ
を
代
弁
し
た
。
航
海
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
の
前
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
困
な
ど
も
の
の
数
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
日
本
国
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
風
俗
を

主
題
に
し
た
屏
風
絵
が
数
多
く
制
作
さ
れ
、
七
十
点
近
く
の
作
例
を
数
え
る
。
そ
れ
ら
を

南
蛮
屏
風
と
総
称
す
る
。（
佐
藤
康
広
「
南
蛮
屏
風
の
意
味
構
造
」『
美
術
史
論
叢
』
１
８

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
美
術
史
研
究
室
紀
要
）一
～
三
〇
頁
、

二
〇
〇
二
年
。）
南
蛮
船
の
入
津
す
る
光
景
が
主
要
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
南
蛮

人
渡
来
図
」「
南
蛮
船
入
港
図
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
そ
れ
ら
は
、
今
日
で
は
一
般
的
に
、

「
南
蛮
屏
風
」
の
名
で
総
称
さ
れ
る
。
絵
画
史
上
の
分
類
は
、
近
世
初
期
風
俗
画
に
含
ま

れ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
画
題
と
し
て
は
、
日
本
人
風
俗
だ
け
で

は
な
く
、
西
欧
人
風
俗
も
描
き
出
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
確
認
さ

れ
て
い
る
作
例
は
約
七
〇
点
。
近
世
前
期
に
量
産
さ
れ
た
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
現
存
作
例

は
約
六
〇
点
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
人
気
の
点
で
は
近
世
初
期
風
俗
画
の
中
で
も
そ
れ
に
匹

敵
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

南
蛮
屏
風
は
通
例
、
三
つ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
る
が
、
向
か
っ
て
左
隻
に
日
本
の
港
に

停
泊
す
る
南
蛮
船
と
そ
れ
か
ら
の
荷
揚
げ
の
風
景
、
右
隻
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
僧
侶
た
ち

の
い
る
南
蛮
寺
と
そ
れ
に
向
か
っ
て
歩
む
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
（
マ
カ
オ
総
督
を
兼
ね
た

船
長
）
た
ち
の
一
行
、
さ
ら
に
彼
ら
に
好
奇
の
眼
を
向
け
る
日
本
人
た
ち
と
い
う
図
様
で

構
成
さ
れ
る
第
一
類
型
の
も
の
が
、
全
体
の
お
よ
そ
半
数
を
占
め
て
い
る
。
第
二
類
型
は

こ
の
第
一
類
型
の
両
隻
の
図
様
を
右
隻
に
ま
と
め
、
左
隻
に
異
国
の
港
と
そ
こ
を
出
航
す

る
南
蛮
船
の
光
景
を
描
く
。
第
三
類
型
は
右
隻
が
第
二
類
型
の
も
の
と
同
じ
で
、
左
隻
は

異
国
の
館
と
そ
の
テ
ラ
ス
に
お
け
る
南
蛮
人
た
ち
の
姿
で
構
成
さ
れ
る
。 

 

歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
南
蛮
人
来
朝
図
屏
風
」
は
第
一
類
型
に
分
類
さ
れ
る
が
、

来
航
す
る
南
蛮
船
が
二
隻
で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
珍
し
い
。
近
世
初
期
風
俗
画
の
主
題

の
多
く
が
、
本
格
的
な
画
技
を
有
す
る
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た

の
と
同
様
に
、
南
蛮
屏
風
の
各
類
型
の
創
始
に
も
、
狩
野
光
信
（
か
の
う
み
つ
の
ぶ
）、
内

膳
、
山
楽
と
い
っ
た
一
級
の
絵
師
た
ち
の
関
与
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
当
館
の
屏
風
も
作

者
こ
そ
不
明
だ
が
、安
定
感
の
あ
る
構
図
と
格
調
高
い
筆
致
や
上
質
の
絵
の
具
な
ど
か
ら
、

本
格
的
な
漢
画
を
学
ん
だ
相
当
の
腕
前
を
持
つ
絵
師
の
作
と
思
わ
れ
る
が
、
近
年
、
長
谷

川
等
伯
門
人
の
等
学
の
作
と
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る 

（ 

山
根
有
三 

「
長
谷
川
派
の

南
蛮
屏
風
に
つ
い
て
」『
國
華
』
一
二
五
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。 

 

南
蛮
屏
風
を
見
る
お
も
し
ろ
さ
の
ひ
と
つ
に
、
当
時
の
日
本
人
の
西
欧
理
解
が
垣
間
見

え
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
図
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
長
身
で
鼻
の
大
き
い
西
欧
人
イ

メ
ー
ジ
は
現
代
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
「
異
国
の
港
」「
異
国
の
館
」
と
記

し
、
西
欧
と
書
か
な
か
っ
た
の
は
、
南
蛮
風
俗
や
建
築
の
描
写
に
は
、
多
分
に
中
国
的
な

要
素
が
混
じ
り
こ
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
図
で
も
、
船
上
の
カ
ピ
タ
ン
が
水
墨
画
の

屏
風
を
背
に
座
す
光
景
に
は
漢
画
人
物
の
定
型
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
し
、
港
の
突
端
の
館

で
船
を
眺
め
る
異
国
婦
人
の
風
俗
も
、
き
わ
め
て
中
国
的
な
も
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
南
蛮
屏
風
が
人
気
を
得
た
理
由
は
、
宝
船
の
よ
う
な
「
招

福
」
の
縁
起
物
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
旧
所
蔵
者
に
は
堺
や
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日
本
海
側
の
回
船
問
屋
な
ど
の
商
家
が
多
い
こ
と
も
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
図
も

ま
た
、
日
本
海
海
運
の
拠
点
で
あ
っ
た
越
前
国
三
国
港
近
く
の
旧
家
の
も
と
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
鎖
国
に
よ
り
南
蛮
貿
易
が
終
息
し
た
後
で
も
、
南
蛮
屏
風
の
制
作
が
減
少

は
す
れ
ど
、
完
全
に
は
途
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
も
、
こ
の
主
題
が
キ
リ
ス
ト
教
と

は
関
係
な
く
、
あ
く
ま
で
も
縁
起
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

資
料
２
０
．
藻
魚
図
に
つ
い
て 

宋
・
陳
可
久
筆
（
旧
題
）「
春
渓
水
族
図
頁
」
が
あ
る
①

。
絹
本
着
色
、
縦

25.5cm

、

横

24.2cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
鯉
魚
の
没
骨
画
法
は
、
韓
秀
實
「
鯉
図
屏
風
」

の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
伝
宋
代
・
劉
寀
「
群
魚
戯
藻
図
頁
」
②

は
、
後
世
の

藻
魚
図
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
元
時
代
の
佚
名
元
人
「
魚
藻
図
軸
」
は
、
紙
本
着
色

で
、
縦141.9cm

、
横59.6cm

で
あ
る
。『
石
渠
宝
笈
初
編
・
御
書
房
』
著
録
③

。 

伝
景
初
筆
「
藻
魚
図
」（
一
幅
）
は
明
時
代
初
め
の
藻
魚
図
で
水
中
の
様
々
な
魚
を
描
い

て
い
る
④

。
魚
の
他
に
蟹
も
描
か
れ
る
が
、
蟹
は
「
水
族
中
の
尤
物
」
と
美
味
を
讃
え
ら

れ
た
の
み
で
な
く
、「
甲
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
科
挙
試
験
の
首
席
合
格
「
一
甲
一
名
」

（
状
元
及
第
）、
あ
る
い
は
「
二
甲
傅
臚
」（
二
甲
の
首
席
）
を
連
想
さ
せ
る
存
在
と
い
え

る
。
筆
者
と
さ
れ
る
景
初
は
逸
伝
の
画
家
で
あ
る
。 

韓
旭
筆
「
藻
魚
図
」（
一
幅
）
⑤

は
伝
景
初
筆
の
作
品
と
ほ
ぼ
同
趣
の
藻
魚
図
で
水
中
の

様
々
な
魚
を
描
い
て
い
る
。
魚
の
他
に
科
挙
合
格
を
連
想
さ
せ
る
蟹
、
さ
ら
に
蝦
も
描
か

れ
て
い
る
。
蝦
は
腰
を
鎧
形
に
自
在
に
弯
曲
さ
せ
る
こ
と
か
ら
順
調
と
い
う
意
味
が
託
さ

                                        

         

 

①

王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』
宋
代
巻
（
上
）
図
版
一
八
四
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇

年
。  

②

絹
本
着
色
、
縦24.5cm

、
横25.3cm

、
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
。
王
朝
聞
総
主
編
『
中
国
美
術
史
』

宋
代
巻
（
上
）
図
版
一
五
八
、
斉
魯
書
社
・
明
天
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
。   

③

台
湾
・
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
『
故
宮
書
画
図
録
』（
五
）
二
二
九
頁
、
一
九
九
一
年
。  

④

紙
本
墨
画
淡
彩
、
縦
一
三
二
・
〇
×
横
五
九
・
五cm

、
明
時
代
・
十
四
～
十
五
世
紀
、
東
京
国
立
博
物

館
蔵
。
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
五
一
、
大
塚
巧
藝
社
一

九
九
八
年
。 

⑤

紙
本
墨
画
淡
彩
、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
縦
一
三
四
・
五
×
横
六
四
・
八cm

明
時
代
・
十
六
～
十
七
世
紀
、

東
京
・
根
津
美
術
館
蔵
。
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
五
二
、

大
塚
巧
藝
社
一
九
九
八
年
。  

れ
、
後
世
、
吉
祥
図
に
蝦
を
描
い
て
「
弯
弯
順
」（
円
滑
順
調
に
運
気
よ
き
こ
と
）
と
題
す

る
作
品
が
登
場
す
る
。
本
図
に
は
韓
旭
の
落
款
と
「
壬
子
春
日
」
の
年
記
が
あ
る
。
明
時

代
、
韓
旭
と
い
う
画
家
は
画
史
書
に
二
人
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
人
は
浙
江
の
人
。
草
虫

図
と
林
良
を
倣
っ
た
花
鳥
図
を
よ
く
し
た
。
も
う
一
人
は
淮
陽
（
河
南
）
人
。
字
を
荊
山

と
い
い
花
鳥
図
を
よ
く
し
た
と
い
う
。
本
図
の
筆
者
の
韓
旭
が
上
記
の
画
家
と
同
一
で
あ

る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
浙
派
末
期
の
画
風
を
思
わ
せ
る
懸
崖
の
表
現
か
ら
明

時
代
後
期
の
画
家
と
思
わ
れ
、
壬
子
の
年
は
嘉
靖
三
十
一
年
（
一
五
五
二
）
か
万
暦
四
十

年
（
一
六
一
二
）
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
。 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
元
時
代
の
「
双
鯉
図
」
と
「
六
魚
図
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
作
者

不
詳
で
あ
る
⑥

。 

「
双
鯉
図
」
は
、
十
三
世
紀
末
、
掛
幅
装
一
幅
、
絹
本
墨
画
、
一
部
に
著
色 

縦202.0

×
横199.3cm

で
あ
る
。 

波
間
か
ら
跳
ね
上
が
る
鯉
は
、誰
か
の
成
功
祈
願
を
象
徴
す
る
伝
統
的
な
画
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
主
題
は
儒
教
の
影
響
下
に
あ
る
諸
国
に
お
い
て
も
人
気
が
高
か
っ
た
。
中
国

の
伝
説
で
は
、
鯉
が
黄
河
を
遡
る
こ
と
に
成
功
し
、「
龍
門
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
と
び
越

し
た
ら
、
す
ぐ
に
全
能
の
力
を
も
つ
龍
に
変
身
す
る
と
い
わ
れ
る
。
宋
代
以
来
、
官
吏
登

用
試
験
の
合
格
祈
願
を
含
め
て
、
多
様
な
目
的
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
作
品
が
作
ら
れ
て

き
た
。 

ボ
ス
ト
ン
本
の
鯉
図
は
、
そ
の
大
き
さ
か
ら
、
当
初
は
単
独
で
屏
風
を
飾
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
に
大
き
な
屏
風
絵
は
お
そ
ら
く
文
化･

教
育
活
動
を
行
う
庁

舎
の
メ
イ
ン･

ホ
ー
ル
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
堂
々
た
る
大
き
さ
の
鯉
は
、

激
し
い
波
濤
か
ら
完
全
に
跳
び
上
が
り
、
そ
の
か
ら
だ
全
体
を
現
わ
し
て
、
力
強
い
視
覚

印
象
を
観
者
に
与
え
る
。
こ
の
大
き
な
鯉
の
跳
躍
力
は
、
画
面
右
側
か
ら
左
上
方
へ
、
空

中
で
回
転
で
き
る
ほ
ど
、
非
常
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
鯉
の
頭
は
完
全
に

横
向
き
で
示
さ
れ
て
い
る
。
鯉
の
伏
し
目
は
、
ち
ょ
う
ど
画
面
中
央
の
や
や
上
に
位
置
し

て
い
る
。リ
ズ
ミ
カ
ル
に
表
現
さ
れ
た
鱗
と
せ
び
れ
に
は
、墨
で
精
妙
な
陰
影
が
施
さ
れ
、

                                        

         

 

⑥

そ
ご
う
美
術
館
編
集
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
至
宝
―
中
国
宋
・
元
画
名
品
展
―
』
図
版
五
三
、
六
〇 

大

塚
巧
藝
社
一
九
九
六
年
。  
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さ
ら
に
金
彩
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
金
の
鱗
は
、
龍
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。
作

者
は
今
に
も
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
不
思
議
な
変
身
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

大
き
な
鯉
の
伏
し
目
は
、我
々
の
注
意
を
近
く
の
若
い
鯉
に
向
け
さ
せ
る
。
そ
の
体
は
、

な
お
半
ば
は
波
に
隠
れ
て
、
明
ら
か
に
羨
望
と
尊
敬
の
念
を
抱
き
な
が
ら
大
き
い
鯉
を
見

上
げ
て
い
る
。
若
い
鯉
は
歳
上
の
鯉
の
栄
光
に
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
い
つ
か
自

分
に
番
が
回
っ
て
く
る
と
き
を
待
っ
て
い
る
。
本
図
の
激
し
い
渦
と
波
で
さ
え
、
水
中
の

世
界
か
ら
新
た
な
、
高
次
の
空
間
へ
跳
び
込
む
鯉
の
出
現
を
祝
福
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。 富

田
幸
次
郎
は
本
図
の
制
作
年
代
を
宋
代
と
し
た
。
鱗
や
、
ひ
れ
の
描
写
、
波
の
ム
ー

ヴ
メ
ン
ト
は
、
強
い
造
形
感
覚
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
馬
遠
の｢

十
二
水
図｣

(

北
京
、
故
宮
博
物
院)

の
水
の
表
現
に
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
自
然
主
義
は
、
本
図
に
お
け

る
様
式
化
し
、
誇
張
さ
れ
た
水
の
パ
タ
ー
ン
と
は
全
く
異
な
る
①

。
し
か
し
そ
れ
は
ま
だ

明
初
の
諸
作
ほ
ど
に
は
様
式
化
さ
れ
て
い
な
い
。
氾
濫
す
る
水
は
、
元
時
代
の
、
仙
人
を

描
い
た
数
本
の
道
教
絵
画
の
方
に
近
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
図
は
今
や
元
時
代
の
す
ぐ
れ
た

傑
作
と
し
て
よ
り
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

「
六
魚
図
」
は
十
四
世
紀
初
、
掛
幅
装
一
幅
、
絹
本
墨
画
淡
彩
、
縦101.5

×
横49.0cm

で
あ
る
。 

二
本
の
竹
枝
か
ら
吊
り
下
が
っ
た
六
尾
の
魚
が
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
魚
は
い
ま

し
が
た
釣
ら
れ
た
ば
か
り
に
違
い
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
の
尾
は
ま
だ
動
い
て
い
る
の
だ

か
ら
。
画
家
の
写
実
に
対
す
る
強
い
関
心
は
、
対
象
を
細
部
に
至
る
ま
で
正
確
に
丹
念
に

描
く
こ
と
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
画
家
は
六
尾
の
魚
、
す
な
わ
ち
四
尾
の
鯉
、
一
尾
の

口
を
開
け
た
魚
、
一
尾
の
特
別
に
立
派
な
鱗
の
魚
そ
れ
ぞ
れ
の
細
か
な
相
違
を
描
い
て
い

る
。
ま
た
、
竹
の
葉
と
枝
は
、
い
わ
ゆ
る
双
鉤
法(

輪
郭
線
を
用
い
て
描
く
画
法)

で
描
か

れ
て
い
る
。
二
本
の
枝
は
垂
れ
下
が
っ
た
綱
で
一
つ
に
結
ば
れ
て
い
る
。
本
図
は
、
主
要

な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
対
称
的
に
配
置
し
た
り
、
魚
を
現
実
離
れ
し
た
方
法
で
吊
す
こ
と
に
よ

り
、
独
特
の
視
覚
的
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。 

中
国
文
化
の
中
で
、｢

六｣

と
い
う
数
に
は
様
々
な
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は

                                        

         

 

①

『
宋
馬
遠
水
図
』(

北
京
、
文
物
出
版
社
、1958)  

｢

陸｣

を
意
味
し
、
ま
た
、
陰
陽
の
極
性
に
お
い
て
は｢

陰｣

の
要
素
を
意
味
す
る
。
道
教
で

は
、｢

六｣

と
い
う
教
は
、天
と
地
と
東
西
南
北
の
四
方
あ
る
い
は
四
季
を
意
味
す
る｢

六
合｣

と
い
う
語
と
し
て
宇
宙
を
意
味
す
る
。
中
国
仏
教
で
は
、｢

六
如｣

と
い
う
熟
語
は
絶
え
ず

変
化
す
る
無
常
の
世
界
を
象
徴
す
る
。
儒
教
に
お
い
て
は
、｢

六
経｣

と
い
う
熟
語
は
最
も

重
要
な
六
つ
の
古
典
を
意
味
す
る
。
ま
た｢

六
法｣

は
、
絵
画
に
お
け
る
品
等
の
六
つ
の
美

的
規
範
を
意
味
す
る
②

。
さ
ら
に
、｢

魚｣

と
い
う
事
物
は
伝
統
的
に｢

裕
福｣

を
象
徴
す
る

語
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、｢

魚｣

は｢

余｣

と
同
音
異
議
で
あ
る
か
ら
。｢

六｣

と
い
う
語
と

｢

魚｣

と
い
う
語
の
結
合
、
す
な
わ
ち｢

六
魚｣

は
、
お
そ
ら
く
幸
運
を
願
っ
て
制
作
さ
れ
る

作
品
に
お
い
て
吉
兆
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

李
麟
筆
「
鯉
魚
図
」（
一
幅
）
は
、
明
時
代
・
十
六
世
紀
の
絹
本
墨
画
淡
彩
の
作
品
で
あ

る
③

。
鯉
は
魚
類
三
百
六
十
の
最
上
位
の
も
の
と
さ
れ
る
。
黄
河
を
溯
っ
て
龍
門
の
下
に

集
ま
る
中
で
最
も
気
力
と
霊
力
に
富
む
も
の
。
唯
一
尾
が
猛
然
と
龍
門
に
昇
る
時
、
た
ち

ま
ち
龍
に
変
ず
る
と
い
う
。
本
図
は
波
の
逆
巻
く
中
に
跳
び
上
が
る
一
尾
の
鯉
を
描
い
て

い
る
が
、
こ
の
「
魚
跳
龍
門
」
の
話
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
鯉
に
は
龍
の
角
が

生
じ
つ
つ
あ
り
、
い
ま
し
も
鯉
か
ら
龍
へ
と
変
幻
す
る
瞬
間
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
無
款

の
鯉
魚
図
の
作
者
に
つ
い
て
狩
野
探
幽
は
外
題
に
李
麟
と
書
い
て
い
る
。
画
史
に
は
明
時

代
の
画
家
と
し
て
李
鱗
が
複
数
記
録
さ
れ
る
も
の
の
、
本
図
の
作
者
で
あ
る
か
ど
う
か
は

明
ら
か
で
な
い
。 

唐
寅
筆
「
春
江
鰣
魚
図
」（
一
幅
）
は
、
紙
本
墨
画
淡
彩
で
、
縦142.1cm

、
横62.7cm

で
あ
る
④

。
日
本
・
京
都
国
立
博
物
館
蔵
（
上
野
精
一
氏
寄
贈
）。 

ま
た
、
江
戸
時
代
に
円
山
応
拳
筆
「
風
炉
先
屏
風
」（
二
曲
一
双
）
の
右
隻
は
「
鯉
図
風

炉
先
屏
風
」
と
称
え
ら
れ
、
縦56.0cm

、
横172.2cm

で
あ
る
。
本
図
と
左
隻
の
「
亀

図
風
炉
先
屏
風
」
は
、
お
だ
や
か
な
水
面
に
、
さ
ざ
波
を
た
て
な
が
ら
泰
然
と
泳
ぐ
鯉
を

                                        

         

 

②E
.Z

u
rh

er,”R
ecen

d S
tu

dies on
 C

h
in

ese P
ain

tin
g”,review

 article in
 T

’oung 
P

ao,vol.51,1964,pp.377-422.  

③

縦
一
三
六
・
三
×
横
八
四
・
九cm

、、
岡
山
・
林
原
美
術
館
蔵
。
東
京
国
立
博
物
館
編
集
『
吉
祥
―
中

国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
図
版
二
二
〇
、
大
塚
巧
藝
社
一
九
九
八
年
。 

④

京
都
国
立
博
物
館
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
・
絵
画
篇
』
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
（
桃
山
時
代

以
前
）
図
版
四
三
、
便
利
堂
一
九
八
九
年
。 
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右
隻
に
、
飄
々
と
し
た
亀
を
左
隻
に
描
い
た
風
炉
先
屏
風
で
あ
る
①

。
円
山
応
拳
が
最
も

得
意
と
し
た
画
題
の
一
つ
で
、
墨
の
濃
淡
を
生
か
し
て
、
鯉
や
亀
の
動
き
に
よ
っ
て
生
じ

る
水
の
微
妙
な
動
き
を
的
確
に
表
出
し
、
画
面
に
は
奥
行
と
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
写

生
を
重
ん
じ
、
清
新
な
現
実
感
を
持
ち
、
平
明
で
情
緒
的
な
様
式
を
打
ち
た
て
た
応
拳
の

画
風
を
よ
く
示
し
て
い
る
佳
作
で
あ
る
。 

渡
辺
南
岳
筆
「
鯉
図
」
江
戸
後
期 

六
曲
一
双 

紙
本
淡
彩 

各
縦

146.0

×
横

348.4cm
 

渡
辺
南
岳
（
一
七
六
七
～
一
八
一
三
）
は
、
通
称
は
小
左
衛
門
、
名
を
厳
、
字
を
維
石

と
い
う
。
円
山
応
挙
の
弟
子
で
あ
る
が
、
文
化
元
年
前
後
に
は
江
戸
に
滞
在
し
、
谷
文
晁

一
派
と
交
流
を
持
っ
て
そ
の
画
風
を
江
戸
に
広
め
て
い
る
。
和
美
人
と
と
も
に
鯉
の
名
手

と
も
謳
わ
れ
、
高
弟
の
中
島
来
章
に
そ
の
名
声
が
継
承
さ
れ
た
。
本
作
品
は
屏
風
と
い
う

大
画
面
で
あ
り
な
が
ら
、
繊
細
な
筆
使
い
で
鯉
の
形
態
を
破
綻
な
く
描
き
上
げ
て
お
り
、

鯉
の
名
手
の
名
に
恥
じ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
さ
に
南
岳
の
代
表
作
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
作
品
で
あ
ろ
う
。
黒
川
家
で
は
天
神
祭
の
時
の
飾
り
屏
風
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
②

。 

ま
た
、
清
時
代
・
道
光
元
年
（
一
八
二
一
）
に
林
登
科
が
描
い
た
「
藻
魚
図
」（
双
幅
）

は
、
紙
本
墨
画
で
、
各
縦177.8cm

、
横52.9cm

で
あ
る
③

。
こ
の
作
品
は
、
清
の
道
光

辛
巳
の
年
に
林
登
科
、
号
或
い
は
字
が
芥
軒
と
い
う
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
款
記
か
ら
知
れ
る
。
魚
の
形
態
や
空
間
を
全
く
無
視
し
た
配
置
に
は
素
人
臭

い
素
朴
さ
が
あ
る
。
職
業
画
家
の
作
と
い
う
に
は
、
あ
ま
り
に
稚
拙
な
表
現
で
あ
る
。
登

科
と
い
う
名
は
、
科
挙
合
格
を
意
味
す
る
が
、
本
名
で
あ
ろ
う
か
。
書
画
の
技
量
か
ら
見

て
も
一
級
の
文
人
画
家
と
は
考
え
に
く
い
。
引
首
印
に
あ
る
旗
山
は
福
建
省
の
山
名
。
福

建
出
身
の
林
姓
の
清
の
画
家
が
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
、
芥
軒
と
い
う
字

号
を
も
つ
林
姓
の
書
画
、
篆
刻
家
は
、
見
あ
た
ら
な
い
。
書
画
と
も
に
謹
直
で
素
朴
で
あ

り
、
雨
中
に
為
書
き
も
な
い
の
で
、
手
す
さ
び
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
の
文
人
画

家
は
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
現
実
に
は
ほ
と
ん
ど
専
門
画
家
化
し
て
い
た
が
、
同
時
に

                                        

         

 

①

徳
川
美
術
館
編
集
『
徳
川
美
術
館
の
名
宝
』
図
版
一
一
三 

大
塚
巧
芸
社 

一
九
八
七
年
。  

②

黒
川
古
文
化
研
究
所
編
集
『
黒
川
古
文
化
研
究
所
名
品
展
―
大
阪
商
人
黒
川
家
三
代
の
美
術
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
―
』
図
版
六-

八 

文
化
財
保
護
法50

年
記
念 

二
〇
〇
〇
年
。  

③M
O

A

美
術
館
編
集
『
御
殿
山 

原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』
図
版
一
八 

大
塚
巧
芸
社 

二
〇
〇
一
年
。  

当
時
は
読
書
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
書
画
を
描
く
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
広
い
裾
野

に
あ
っ
た
素
人
画
が
何
ら
か
の
形
で
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

日
本
で
は
、
藻
魚
を
主
題
と
し
た
絵
画
作
品
も
あ
る
。
例
え
ば
、
佐
々
木
縮
往
の
「
鯉

図
」（
双
幅
）
が
あ
る
④

。
本
図
は
、
絹
本
着
色
で
、
各
縦
一
一
三
・
八
セ
ン
チ
、
横
五
三
・

一
セ
ン
チ
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

右
幅
に
水
中
の
二
尾
の
鯉
、
左
幅
に
同
じ
く
一
尾
の
鯉
か
鮎
か
と
思
わ
れ
る
二
尾
の
小

魚
が
描
か
れ
て
い
る
。
右
幅
の
右
上
半
に
は
、
水
上
に
か
か
る
白
梅
と
海
棠
か
と
思
わ
れ

る
花
が
、
左
幅
の
左
上
半
に
は
、
竹
と
そ
れ
に
蔓
を
絡
ま
せ
て
実
を
つ
け
た
葡
萄
、
お
よ

び
黄
色
の
見
慣
れ
な
い
果
実
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。一
見
し
て
中
国
風
の
雰
囲
気
が
漂
い
、

沈
南
蘋
風
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
鯉
は
一
般
の
南
蘋
派
の
画
家
た
ち
の
描
く
も
の
と
は
異

な
り
、
ま
た
果
実
に
極
端
な
盛
り
上
げ
彩
色
を
用
い
る
な
ど
、
技
法
的
に
も
南
蘋
系
画
家

と
は
相
違
点
が
あ
る
。 

沈
南
蘋
は
中
国
清
時
代
の
人
で
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
長
崎
に
渡
航
し
、
日
本

の
近
世
絵
画
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
画
人
で
あ
る
。
南
蘋
は
享
保
一
八
年
に
は
帰
国

す
る
が
、
そ
の
後
も
日
本
へ
作
品
を
送
り
続
け
た
と
い
わ
れ
る
。
長
崎
で
の
門
人
熊
斐
の

門
下
か
ら
宋
紫
石
・
鶴
亭
ら
が
出
て
南
蘋
派
と
呼
ば
れ
る
一
派
を
形
成
し
、
江
戸
後
期
に

は
そ
の
精
緻
な
即
物
的
表
現
が
ほ
ぼ
全
国
に
伝
播
し
た
。 

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
の
「
鯉
図
」
を
み
る
と
、
ま
ず
そ
の
即
物
的
表
現
に
目
を
瞠
ら
さ
れ

る
。
そ
こ
か
ら
南
蘋
風
と
い
う
印
象
を
持
つ
わ
け
だ
が
、
こ
の
絵
が
描
か
れ
た
享
保
四
年

に
は
南
蘋
は
ま
だ
渡
航
し
て
い
な
い
。
縮
往
の
代
表
作
「
韃
靼
人
狩
猟
図
」
も
中
国
画
の

祖
本
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
縮
往
が
「
明
人
の
筆
蹟
に
法
り
」
描
い
た
と
い
う
の
も

お
そ
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
の
手
本
は
意
外
に
も
南
蘋
派
の
作
品
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

縮
往
が
ど
の
よ
う
に
し
て
南
蘋
渡
航
以
前
に
こ
う
し
た
中
国
画
に
な
ら
う
画
法
を
修
得

し
た
の
か
。
確
た
る
答
え
は
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
比
較
的
は
や
く
萩
に
入

っ
て
い
た
黄
檗
禅
文
化
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
萩
藩
三
代
藩
主
毛
利
吉
就
は
自
ら
の
菩

                                        

         

 

④

静
岡
県
立
美
術
館
編
集
『
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
名
品
展
―
平
安~

江
戸
の
日
本
絵
画
―
』
図
版
三
五 

大
塚

巧
藝
社
一
九
九
五
年
。  
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提
寺
と
し
て
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
萩
に
護
国
山
東
光
寺
を
建
立
し
て
お
り
、
こ
れ

に
伴
う
中
国
画
の
移
入
が
縮
往
の
特
異
な
作
風
を
生
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
南
蘋
渡
航
以
前
の
縮
往
の
画
業
は
、
当
時
の
日
本
絵
画
界
で
異
彩
を
放
つ
も

の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
①

。 

佐
々
木
縮
往
（
一
六
四
八~

一
七
三
三
）
は
、
萩
藩
医
佐
々
木
道
安
の
二
男
。
字
は
淴

眞
、
通
称
を
平
大
夫
と
い
っ
た
。
兄
源
六
は
儒
者
で
あ
っ
た
が
、
縮
往
も
藩
主
毛
利
綱
廣

の
時
に
儒
員
と
し
て
と
り
た
て
ら
れ
、
兄
と
は
別
に
一
家
を
な
し
た
。
藩
主
の
伽
役
な
ど

を
つ
と
め
た
あ
と
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
退
隠
し
た
が
、
翌
年
藩
校
明
倫
館
が
開
校
す

る
と
、
兄
と
と
も
に
開
校
の
講
師
と
な
っ
た
。
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
山
口
県
の

歴
史
家
近
藤
清
石
が
編
ん
だ
『
防
長
人
物
誌
』
は
、「
経
学
文
章
の
余
暇
画
を
好
み
、
明
人

の
筆
蹟
に
法
り
、
自
ら
機
軸
を
出
し
て
一
家
を
な
す
。
荻
生
徂
徠
縮
往
が
画
を
賞
し
、
王

輞
川
文
衡
山
に
比
す
。」
と
の
興
味
深
い
伝
を
引
く
。
儒
者
ら
し
く
「
孔
子
像
」（
萩
市
郷

土
博
物
館
蔵
）
な
ど
の
作
例
も
あ
る
が
、
儒
者
と
し
て
よ
り
は
む
し
ろ
画
家
と
し
て
名
を

知
ら
れ
た
と
い
い
、
数
人
の
画
の
門
人
も
知
ら
れ
る
。
山
口
県
地
方
に
遺
存
す
る
少
数
の

作
品
の
う
ち
に
は
、「
韃
靼
人
狩
猟
図
」（
山
口
県
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
優
れ
た
作
品
が

数
点
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
余
技
の
域
を
は
る
か
に
超
え
た
高
い
画
技
を
示
し
て
い

る
。 

 

資
料
２
１
．
瀟
湘
八
景
図
に
つ
い
て 

瀟
湘
と
は
、
中
国
・
湖
南
省
の
南
に
発
す
る
瀟
水
が
湘
江
と
合
流
し
、
そ
し
て
洞
庭
湖

に
注
ぐ
あ
た
り
の
広
大
な
空
間
を
指
す
。
中
国
第
二
の
広
さ
を
誇
る
洞
庭
湖
（
湖
南
省
）
。

そ
の
一
帯
は
、
か
つ
て
漢
詩
文
を
た
し
な
ん
だ
イ
ン
テ
リ
に
と
っ
て
憧
れ
の
場
所
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
こ
の
「
瀟
湘
」と
称
さ
れ
た
地
に
対
す
る
人
々
の
思
い
を
受
け
と
め
て
き
た
美
し

い
水
墨
画
、
瀟
湘
八
景
図
屏
風
で
あ
る
。
こ
の
地
は
古
代
神
話
や
歴
史
的
な
古
跡
に
も
恵
ま

れ
、
早
く
か
ら
文
人
墨
客
の
訪
れ
る
景
勝
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
瀟
湘
八
景
は
、
瀟

湘
を
舞
台
に
光
や
時
間
、
音
、
そ
し
て
四
季
の
朝
暮
に
わ
た
る
湿
潤
な
大
気
が
揺
れ
動
く

                                        

         

 

①

参
考
文
献
は
、
近
藤
清
石
編
・
御
薗
生
翁
甫
校
訂
『
増
補
防
長
人
物
誌
』
マ
ツ
ノ
書
店 

一
九
八
四
年
。

『
花
と
鳥
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
ー
江
戸
時
代
長
崎
派
の
花
鳥
画
』
展
図
録 

神
戸
市
立
博
物
館 

一
九
九

三
年
。
鶴
田
武
良
『
宋
紫
石
と
南
蘋
派
』〈
目
本
の
美
術
三
二
六
〉
至
文
堂 

一
九
九
三
年
。 

さ
ま
を
表
し
か
水
景
で
あ
り
、11

世
紀
に
北
宋
の
文
人
で
あ
る
宋
迪
が
創
始
し
た
と
さ
れ

る
。
宋
代
以
来
山
水
画
の
好
画
題
と
な
り
、
朝
鮮
と
日
本
で
も
好
ま
れ
た
。
朝
鮮
に
詩
画

を
伴
っ
た
形
で
受
容
さ
れ
た
の
は12

世
紀
の
高
麗
時
代
で
あ
り
、朝
鮮
時
代
前
期
に
入
る

と
画
題
と
し
て
ひ
じ
ょ
う
に
好
ま
れ
、
流
行
し
た
。
現
存
す
る
朝
鮮
時
代
前
期
の
瀟
湘
八

景
は
、
全
般
的
に
元
代
李
郭
派
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
図
は
さ
ら
に
北
宋
や
金
の

要
素
が
見
ら
れ
、
朝
鮮
山
水
画
の
重
層
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
山
容
ご
と
に
濃
淡
を

つ
け
て
空
間
的
に
前
後
関
係
を
つ
け
る
表
現
や
、
淡
墨
に
よ
っ
て
大
気
の
流
れ
や
光
線
を

表
す
技
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。「
烟
寺
暮
鍾｣

は
他
の
画
面
と
は
異
な
る
雲
山
表
現
を
と
り
、

大
画
面
に
米
法
山
水
を
展
開
し
た
元
時
代
の
高
克
恭
（1248

～1310

）
の
画
風
に
通
じ
、

雲
山
の
表
現
に
連
な
る
。「
瀟
湘
夜
雨
」
で
は
、
画
面
左
上
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
吹
き
付

け
る
風
雨
を
防
ご
う
と
、
傘
を
持
っ
た
人
々
が
家
路
を
急
い
で
い
る
。
朝
鮮
の
瀟
湘
八
景

に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、「
洞
庭
秋
月
」
の
月
に
対
し
て
、「
漁
村
夕
照
」
で
は
沈
ん
で

ゆ
く
日
を
描
き
、
八
景
の
な
か
で
月
と
日
を
対
応
さ
せ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
山
市

晴
嵐
」
で
は
、
多
少
横
に
縮
ま
っ
た
感
が
あ
る
が
、
俯
瞰
的
に
と
ら
え
た
山
間
に
開
け
た

山
市
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
全
体
の
山
水
景
は
、
中
国
の
北
宋
絵
画
の
影
響
を
受
容
し
て
成

立
し
た
、
１
６
世
紀
の
朝
鮮
絵
画
の
典
型
的
な
様
式
で
描
か
れ
て
い
る
。 

水
墨
山
水
の
屏
風
で
は
、
中
国
・
北
宋
に
始
ま
る
瀟
湘
八
景
図
（中
国
湖
南
省
の
瀟
水
と
湖

水
と
い
う
二
つ
の
川
が
合
流
し
て
洞
庭
湖
に
注
ぎ
込
む
一
帯
の
景
色
を
、
平
沙
落
雁
・
遠
浦
帰

帆
・
山
市
静
嵐
・
江
天
暮
雪
・
洞
庭
秋
月
・
瀟
湘
夜
雨
・
煙
寺
晩
鐘
・
漁
村
落
照
と
い
う
八
つ
の

場
面
を
選
ん
で
、
景
ご
と
に
描
き
分
け
た
図
で
あ
る
。
）の
主
要
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
漁
村
や
舟
、

雁
の
群
れ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
絵
に
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。 

室
町
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
る
水
墨
画
は
、
鎌
倉
時
代
に
禅
宗
の
導
入
と
と
も
に
中
国
か

ら
の
新
し
い
文
化
と
し
て
登
場
し
た
。
当
初
は
、
道
教
や
仏
教
に
関
係
す
る
人
物
を
描
く
「
道

釈
人
物
画
」
が
主
流
で
、
宗
教
的
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
ま
で

の
彩
色
画
に
反
し
て
墨
の
濃
淡
だ
け
で
表
現
さ
れ
、
ま
た
余
白
の
多
い
水
墨
画
は
、
当
時
の

人
々
に
か
な
り
の
驚
き
を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い
。 

瀟
湘
の
一
帯
は
、
昔
か
ら
歌
に
も
よ
ま
れ
る
風
光
明
媚
な
所
で
あ
る
が
、11

世
紀
の
中
頃
、

北
宋
時
代
の
文
人
画
家
、
宋
迪
と
い
う
人
が
、
さ
き
ほ
ど
の
八
景
に
ま
と
め
て
描
き
始
め
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
絵
は
、
今
、
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
ど
こ
ど
こ
の
場
所
か
ら
描
い
た
と
い
う
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こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
特
定
の
景
観
に
こ
だ
わ
っ
た
図
柄
で
は
な
く
、
瀟
湘
地
方
特
有
の
煙
霧

に
包
ま
れ
た
景
色
を
写
し
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
そ
の
構
図
に
は
、
宋
迪
が
得
意
に
し
た
平
遠
と
い
う
、
水
平
線
が
伸
び
上
が
る
よ
う

な
俯
瞰
的
な
形
式
を
採
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

宋
迪
以
後
、
瀟
湘
八
景
図
は
中
国
ば
か
り
で
な
く
、
朝
鮮
や
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
盛
ん
に
描

か
れ
て
い
る
。
琵
琶
湖
周
辺
の
景
色
を
選
ん
だ
近
江
八
景
な
ど
も
こ
の
瀟
湘
八
景
に
な
ら
っ
た

も
の
で
あ
る
。 

瀟
湘
八
景
図
は
、
中
国
・
日
本
の
絵
画
に
お
け
る
伝
統
的
な
山
水
画
の
画
題
に
な
っ
た
。 

瀟
水
と
湘
水
と
が
合
流
し
て
、
中
国
・
湖
南
省
の
洞
庭
湖
に
そ
そ
ぐ
地
域
の
周
辺
が
、
湿
潤

な
空
気
と
明
る
い
陽
光
と
に
つ
つ
ま
れ
た
美
し
い
自
然
で
、
古
く
か
ら
景
勝
の
地
と
し
て
知
ら

れ
、
詩
人
墨
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
、
詩
に
う
た
わ
れ
、
絵
に
描
か
れ
た
た
こ
と
か
ら
、
中

国
・
日
本
の
絵
画
に
お
け
る
伝
統
的
な
山
水
画
の
画
題
と
し
て
知
ら
れ
、
や
が
て
特
定
の
景
観

が
選
び
だ
さ
れ
て
八
景
と
い
う
画
題
が
成
立
し
、
水
墨
画
の
特
性
を
最
も
よ
く
発
揮
す
る
た

め
に
案
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
画
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
遠
近
法
と
比
較
さ
れ
、
同
時

に
地
図
の
世
界
の
大
き
な
影
響
を
与
え
た
画
法
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。11

世
紀
末
に

あ
た
る
北
宋
末
の
文
人
画
家
宋
迪
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る

12

世
紀
の
南
宋
初
に
画
家
王
洪
筆
が
描
い
た
図
巻
が
現
存
す
る
最
古
の
「瀟
湘
八
景
図
」と
い

わ
れ
て
い
る
。
日
本
に
も
世
界
的
に
有
名
な
十
三
世
紀
の
南
宋
末
に
画
家
で
禅
僧
で
あ
っ
た
牧

谿
と
玉
澗
の
作
品
が
現
存
し
て
い
る
。 

こ
の
絵
の
テ
ー
マ
で
あ
る
瀟
湘
が
愛
さ
れ
た
理
由
は
二
つ
、
そ
の
歴
史
と
自
然
で
あ
る
。  

瀟
湘
の
歴
史
は
ロ
マ
ン
に
満
ち
て
い
る
。
皇
帝
と
死
別
し
た
王
妃
や
流
浪
の
詩
人
が
入
水
し

た
悲
し
み
の
地
で
あ
り
、
ま
た
李
白
や
杜
甫
が
岳
陽
楼
か
ら
望
ん
だ
景
勝
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

そ
の
姿
を
見
て
み
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
世
に
数
多
く
の
瀟
湘
を
主
題
と
す
る
絵
画
を
誕
生

さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
品
を
み
て
「
あ
の
瀟
湘
っ
て
、
こ
ん
な
風
景
な
ん
だ
」
と
納
得
し
、
古

人
を
追
想
し
て
ジ
ー
ン
と
感
じ
入
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
た
。  

そ
ん
な
土
地
の
物
語
を
知
ら
な
く
と
も
、
本
図
は
絵
画
と
し
て
十
分
に
見
ご
た
え
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
人
々
に
愛
さ
れ
た
瀟
湘
の
自
然
を
丁
寧
に
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。  

瀟
湘
の
多
彩
な
表
情
を
八
つ
の
タ
イ
ト
ル
で
絵
画
化
し
た
の
は
、
今
か
ら
九
百
年
前
の
中
国

の
画
家
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
「
瀟
湘
八
景
」
は
近
現
代
に
い
た
る
ま
で
東
ア
ジ
ア
の
各
地
で
描
き

つ
が
れ
、
山
水
画
の
定
番
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
そ
の
多
数
の
作
例
の
な
か
で
も
、
九
州
国
立
博
物

館
が
所
蔵
す
る
屏
風
は
も
っ
と
も
繊
細
な
表
現
を
と
る
優
れ
た
作
品
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。  

 

屏
風
に
は
八
つ
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
似
た
よ
う
な
茶
色
っ
ぽ
い
画
面
が
み
ら
れ
る
。 

 

八
景
の
一
つ
「
瀟
湘
夜
雨
」
の
右
下
部
分
は
、
人
々
が
帰
宅
す
る
夕
景
で
あ
る
が
、
絵
の
見
所

と
し
て
外
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
木
の
枝
や
酒
屋
の
旗
が
な
び
い
て
い
る
こ
と
、

も
う
一
つ
は
人
々
が
傘
を
差
し
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
か
ら
強
風
で
雨
が
降
る
光
景
と
わ
か
り
、
画

面
全
体
で
は
右
か
ら
二
番
目
、
以
下
す
べ
て
順
番
は
右
か
ら
）
を
み
る
と
上
空
で
は
た
た
き
つ

け
る
風
雨
が
帯
に
な
っ
て
い
る
。
自
然
の
ド
ラ
マ
を
細
や
か
に
描
い
た
夕
暮
れ
の
一
コ
マ
で
あ
る
。  

 

も
う
一
つ
は
「
烟
寺
暮
鐘
」
（
五
番
目
）
の
部
分
で
あ
る
。
一
見
し
て
雲
が
立
ち
込
め
て
い
る
が
、

そ
の
湿
度
の
高
さ
は
木
の
葉
の
濡
れ
た
よ
う
な
描
写
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
白
雲
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
か
ら
山
水
風
景
の
薄
暗
さ
も
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。  

 

こ
れ
以
外
に
も
「漁
村
落
照
」
（一
番
目
）で
は
夕
暮
れ
を
染
め
上
げ
る
太
陽
の
光
を
、
「洞
庭

秋
月
」
（六
番
目
）で
は
繊
細
な
夜
空
の
月
光
を
描
き
分
け
る
な
ど
、
注
意
し
な
い
と
見
逃
し
て

し
ま
う
よ
う
な
微
妙
な
描
写
が
本
図
の
特
徴
な
の
だ
。   

 

風
景
に
向
け
ら
れ
た
細
や
か
な
ま
な
ざ
し
或
い
は
大
自
然
の
な
か
の
小
さ
な
人
間
の
営
み
に

注
目
し
、
天
候
や
湿
度
、
光
の
移
ろ
い
を
も
描
き
き
る
の
は
優
れ
た
山
水
画
の
魅
力
だ
と
思
う

か
ら
で
あ
る
。  

 

特
に
光
線
の
妙
を
描
く
に
は
水
墨
画
、
つ
ま
り
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
が
好
ま
れ
た
。
彩
色
を
手
放
す

こ
と
は
大
き
な
冒
険
だ
が
、
そ
れ
は
眼
に
見
え
る
世
界
を
白
黒
写
真
の
よ
う
に
す
べ
て
光
の
明

暗
に
置
き
か
え
る
行
為
で
あ
る
。
実
際
、
歴
史
的
に
多
く
の
画
家
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
課
題
で
あ

っ
た
の
だ
。
と
り
わ
け
瀟
湘
八
景
の
テ
ー
マ
は
夕
景
と
夜
景
が
多
い
。
本
図
で
は
、
残
念
な
が
ら

画
家
の
名
前
こ
そ
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
挑
戦
が
成
功
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
う
。  

 
中
国
の
憧
れ
の
景
勝
地
を
繊
細
に
描
く
こ
の
美
し
い
朝
鮮
絵
画
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
う
。  

瀟
湘
八
景
は
中
国
・
北
宋
時
代
の
文
人
士
大
夫
画
家
・
宋
迪
（
生
没
年
不
明
）
が
創
作
し
た

画
題
で
あ
る
。
四
季
を
通
じ
て
多
彩
な
瀟
湘
の
自
然
を
八
つ
の
タ
イ
ト
ル
で
絵
画
化
し
た
。
宋

迪
の
瀟
湘
八
景
図
創
始
と
、
後
に
人
口
に
膾
炙
し
た
八
つ
の
題
名
、
「
漁
村
夕
照
」
、
「
瀟
湘
夜

雨
」、
「平
沙
落
雁
」、
「遠
浦
帰
帆
」、
「煙
寺
晩
鐘
」、
「洞
庭
秋
月
」、
「山
市
晴
嵐
」、
「江
天
暮
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雪
」
が
一
般
的
な
名
称
だ
が
、
別
の
文
字
を
あ
て
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
北
宋
末

の
文
人
沈
括
（一
〇
三
一
～
一
〇
九
五
）の
『夢
渓
筆
談
』
（
巻
１
７
「
書
画
」
）
が
も
っ
と
も
早
く
、

確
実
な
言
及
で
あ
る
。
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
め
に
瀟
湘
八
景
図
は
、
皇
帝
や
文
人
た
ち
の
間

に
広
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
い
う
魅
力
的
な
瀟
湘
八
景
に
代
表
さ
れ
る
詩
と
絵
画
が
一
体
に
な
っ

た
絵
画
へ
の
愛
好
、
文
人
的
な
絵
画
世
界
への
傾
倒
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「日
本
三
景
」な
ど
、

地
名
と
名
数
で
景
勝
地
を
総
称
す
る
呼
び
名
の
元
祖
で
も
あ
る
。 

 

瀟
湘
八
景
と
西
湖
図
は
朝
鮮
・
日
本
の
景
観
図
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、
各
景
の

天
象
や
時
刻
の
推
移
に
主
眼
を
置
く
瀟
湘
八
景
に
対
し
、
西
湖
＝
〈
内
海
〉
を
取
り
囲
む

よ
う
に
名
所
を
配
す
る
西
湖
図
は
、叙
情
性
よ
り
も
地
勢
的
正
確
さ
に
重
点
を
置
く
た
め
、

画
面
構
成
の
枠
組
み
と
し
て
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
室
町
後
期
以
後
、
日
本
の

景
観
図
に
お
い
て
、
こ
の
西
湖
図
の
枠
組
み
＝
〈
内
海
の
イ
メ
ー
ジ
〉
の
中
に
瀟
湘
八
景

モ
チ
ー
フ
を
定
置
し
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ

れ
た
。
そ
の
代
表
例
が
雪
舟
筆
「
天
橋
立
図
」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
、15 

世
紀
後
半

～16 

世
紀
初
頭
）
で
あ
る
。 

 

五
．
付
表
（
一
覧
表
、
別
紙
） 

【
表
Ⅰ
】
中
国
に
お
け
る
漢
及
び
漢
以
前
出
土
し
た
屏
風
絵
一
覧
表 

【
表
Ⅱ
】
中
国
に
お
け
る
魏
晋
南
北
朝
時
期
出
土
し
た
屏
風
絵
一
覧
表 

【
表
Ⅲ
】
中
国
に
お
け
る
隋
唐
時
代
出
土
し
た
屏
風
絵
一
覧
表 

【
表
Ⅳ
】
中
国
に
お
け
る
出
土
し
た
石
榻
囲
屏
一
覧
表 

【
表
Ⅴ
】
中
国
に
お
け
る
漢
唐
時
代
の
樹
下
人
物
図
屏
風
一
覧
表 

【
表
Ⅵ
】
中
国
に
お
け
る
五
代
、
宋
、
元
、
明
、
清
時
代
出
土
し
た
屏
風
絵
一
覧
表 

【
表
Ⅶ
】
中
国
に
お
け
る
伝
世
品
絵
画
の
屏
風
絵(

画
中
画)

一
覧
表 

 

六
．
関
連
地
図
（
別
紙
） 

【
地
図
Ⅰ
】
漢
及
び
漢
以
前
出
土
し
た
屏
風
絵
遺
跡
分
布
図 

【
地
図
Ⅱ
】
魏
晋
南
北
朝
時
期
出
土
し
た
屏
風
絵
遺
跡
分
布
図 

【
地
図
Ⅲ
】
隋
唐
時
代
出
土
し
た
屏
風
絵
遺
跡
分
布
図 

【
地
図
Ⅳ
】
五
代
・
宋
・
元
・
明
・
清
時
代
出
土
し
た
屏
風
絵
遺
跡
分
布
図 

 七
．
電
子
化
文
書 

デ
ー
タ
化
電
子
テ
キ
ス
ト
は
別
途
二
枚
のC

D
-R

で
添
付
し
た
。
本
稿
下
編
の
裏
表

紙
の
裏
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。 



【表Ⅰ】                   中国における漢及び漢以前出土した屏風絵一覧表 

No. 遺跡名 所在地 年代 形式と員数 法量（cm） 材質 技法 画題 全体図像と位置 所蔵先 典 拠 

01 望山一号楚墓 湖北省江陵県紀南城

望山 

戦国中期 

 

1件 高 15 ､ 幅

51.8、厚3 

木彫屏 透彫彩絵 動物 鳳凰､鹿､蛇､鵉等計 55

個 

荊州市博物

館 

『江漢考古』1980.2 

02 天星観一号楚

墓 

湖北省江陵県観音垱

鎮天星観村 

戦国中期 

 

5件 高13 

幅49 

漆木座屏 木胎、髹黒漆 動物 双竜、四虎 荊州市博物

館 

『考古学報』1982.1 

03 天星観二号楚

墓 

湖北省荊州市天星観 戦国中期 

 

5件 高14.2 

長51.4 

幅11.2 

漆座屏 透彫、木彫 動物 虎、鳳凰、蛇 荊州市博物

館 

『文物』2001.9 

04 九連墩二号楚

墓 

湖北省枣陽九連墩２

号楚墓東椁室 

戦国 1件  木雕座屏 透彫漆絵､浮彫 動物 鳳嘴叨蛇、大蟒口呑青

蛙、鹿腿蹬鳳 

 2002年12月出土 

05 中山国王陵 河北省平山県三汲郷 戦国時期紀年前

4 世紀(紀年前

313頃) 

1件2曲 長224 

高110 

曲折式木胎

漆屏風   

 

漆絵 屏面朱漆木

板、辺欄黒

漆、朱、橙

色の鳥文、

巻雲文 

銅器の牛、虎、犀插座

等 

河北省博物

館 

『文物』1979.1;『中

山国王厝墓』 

06 馬王堆一号墓  湖南長沙市東郊五里

牌村馬王堆 

前漢の前期紀年

前二世紀中葉 

1件 長72 

幅58 

高52 

木胎漆絵 漆絵 雲文、龍文、

穀 文 の 璧

文、菱形の

図案 

正面は黒漆地に、紅、

緑、灰の3色の油彩で

雲文と龍文を描いて

いる。背面は紅漆地に

浅緑色の油彩で描く 

湖南省博物

館 

『長沙馬王堆一号漢

墓』上下，文物出版

社 1973; 『中国考古

文物之美 8 湖南長沙

馬王堆西漢墓』文物

出版社1994年初版。 

07 馬王堆三号墓  湖南長沙 前漢 1件  漆屏風  漆絵   湖南省博物

館 

『長沙馬王堆二、三

号漢墓』第一巻 文

物出版社2004.7 

08 南越王墓    

 

広東広州市象崗  前漢 1件3曲 高180 

幅300 

木胎漆屏風 漆絵 正面と背面

に鳥羽文を

描かれた。

辺欄に朱漆

した。 

墓室東壁の前に安置

し、銅器の屏風部件と

して、溜金銅蟠龍屏

座、溜金銅朱雀、双面

獣形溜金銅頂飾など

屏風金具がある。 

南越王墓博

物館 

『考古』1984.3；『西

漢南越王墓』（考古専

刊）1991 

09 旱灘坡漢墓   

 

甘粛省武威市涼州区 後漢 1件 高61.5 

幅73 

木縁絹面 彩絵   武威市博物

館 

『文物』1977.1 

10 七里河漢墓   

 

河南省洛陽澗西七里

河西北1ｋｍ 

後漢晩期 1件 20×10 陶質   陶器作坊外模型明器 洛陽博物館 『考古』1975.2 



11 中山穆王劉暢

43号墓   

河北省定県城南北陵

頭村西約200ｍ 

後漢 1件 高16.9  

幅15.6 

青玉製玉座

屏  

透彫 西王母  定州市博物

館 

『文物』1973.11 

12 安邱漢墓画像

石囲屏  

山東安邱県韓家王封

村南 

漢代 1幅  画像石 線刻    『文物参考資料』

1955.3 

13 前涼台漢墓 

 

山東省渚城前涼台 後漢2世紀 1幅  画像石  線刻    『文物』1981.10 

14 朱鮪画像石  山東省金郷 後漢1世紀   画像石 線刻     

15 彭城相繆宇墓  江蘇邳県北西青龍山

南麓 

後漢 1幅2曲  画像石刻  線刻  前室西横額画像宴飲

図  

 『文物』1984.8 

16 張伯雅墓(M1) 河南省新密市牛店郷

打虎亭村 

後漢晩期 4幅各2曲  画像石刻 減地浅浮彫と

線刻 

素面   『 密 県 打 虎亭 漢

墓』；『文物』1972.2 

17 郪江柏林坡１

号崖墓  

 

四川省三台郪江崖墓

群柏林坡 

後漢中期元初四

年(117) 

多曲  崖墓石刻 浮彫、彩絵 鳥、兔、猿、

青龍。特に

後室北壁に

動物、人物

画像６曲を

刻む。 

中室左側室と後室壁

に多曲屏風式の石刻

画像を浮彫され、彩絵

を施す。墓室の壁と天

井が建築の様子であ

る。 

 『文物』2005.9 多曲

屏風式の様子の石刻

画像が日本の襖絵と

似ている。 

18  楽遊原漢墓   陝西省西安市南郊岳

家寨村北西楽遊原 

前漢 衝立2曲  壁画 墨線の輪郭を

描いて、緑色の

縁を塗ってい

る 

屏面上の図

柄が不明 

墓室西壁南側宴飲舞

楽図 

 『 光 明 日 報 』

2004.11.22；『2004

中国重要考古発見』

2005 

19 和林格爾漢墓 内蒙古和林格爾県新

店子小板申村の東 

後漢 1幅  壁画 白描、沒骨法着

色法(平塗り、

暈染) 

黒面朱縁 前室北壁甬道門西側

壁面拝謁図 

 『和林格爾漢墓壁

画』文物出版社1978 

20 洛陽西工区壁

画墓 

河南省洛陽西工区唐

宮路南側 

後漢晩期 1幅2曲  壁画囲屏    墓室東壁宴飲舞楽図  『中原文物』1982.3 

21 朱村東漢壁画

墓 

河南省洛陽市朱村 後漢晩期 1幅  壁画囲屏   墓室北壁宴飲舞楽図  『文物』1992.12 

22 三道濠壁画古

墳 

遼寧省遼陽棒台子三

道濠第４窯廠 

後漢 3幅  壁画囲屏   家居図  『文物参考資料』

1955.5;1955.12 

23 安平彩色壁画

墓 

河北省安平県逯家荘 後漢 1幅3曲 180×260 壁画曲屏   中室南耳室南壁帳中

人物(墓主人図） 

 『 光 明 日 報 』

1972.6.22 

24 楽浪古墳 朝鮮にあった漢の植

民地楽浪郡故地 

(BC108-AD133) 1幅  竹質彩筺 漆画 幾何紋  朝鮮総督府 美 術 研 究 No. 

XCVI1939.12東京  

 



【表Ⅱ】                    中国における魏晋南北朝時期出土した屏風絵一覧表 

No. 遺跡名 所在地 年代 形式と員数 法量（cm） 材質 技法 画題 全体図像と位置 所蔵先 典 拠 

01 新城墓葬 甘粛省嘉峪関新城 魏晋 1点屏風模型  木架布画     『文物』2000.8 

02 王景寨墓葬 甘粛省武威王景寨 魏晋 1点  木架絹面画     『文物』2000.8 

03 司馬金龍墓 山西大同石家寨 北魏太和八年

(484）以前 

1 点 3 曲(残存

数片) 

各80×20 木胎漆画 線描、平塗 聖賢烈女  山西省博物

館、大同市

博物館 

『文物』1972.3 

 

04 崔令婆墓 山東済南崔令婆墓  東魏   小滑石屏風

柱礎  

彫刻  司馬金龍墓の屏風石

柱礎と同様 

 『文物』1966.4 

05 婁睿墓 山西省太原王郭村 北斉 8件  石柱礎 彫刻  司馬金龍墓の屏風石

柱礎と同様 

 『文物』1983.10 

06 田弘墓 寧夏回族自治区固原

県西郊郷大堡村 

北周建徳四年

(575) 

残片  雲母 貼絵 連 珠 団 花

紋、方格紋

第5天井の最下層 固原県博物

館 

『北周田弘墓』2000 

07 寧懋石室（B

本） 

1931 年河南省洛陽市

邙山出土 

北魏 1件 高138.0 

幅200.0 

奥行97.0 

石造 線刻 孝子伝図烈

女伝図 

左右外壁刻まれてい

る｢孝子伝図｣、｢烈女

伝図｣ 

アメリカ、

ボストン美

術館 

『世界美術大全集』

東洋編第 3 巻三国南

北朝 

08 （L本）囲屏 

 

 北魏 4面 高51 

 

石造 線刻 孝子伝図  C．T．Loo

旧蔵（現蔵

不明） 

『六朝時代美術の研

究』美術出版社、1969 

09 孝子伝図囲屏

（KB本） 

伝河南省洛陽 北斉 原石8面（孝子

伝図囲屏 4

面、畏獣図台座

4面） 

高45.0 

幅109.8 

石造 線刻 孝子伝図畏

獣図 

 ネルソン∙

アトキンズ

美術館 

京都大学人文研蔵拓

本; アメリカ、ミズ

ーリ州カンザス∙シ

テイ蔵原石 

10 天理館蔵石棺

床囲屏     

 

 北魏 4 面(天理館 2

面サンフラン

シスコ美術館

2面) 

高51.8 

幅101.7 

石造 線刻 風俗図 貴族男女対坐、侍者、

牛車図 

奈良天理大

学附属天理

参考館蔵ア

メリカ蔵 

『美術史』154、平成

15年3月 

11 久保惣記念美

術館蔵石棺床

囲屏  

 

 北魏 4 面(久保惣記

念美術館蔵 3

面個人蔵1面)

高47.0 

幅98.0 

石造 線刻 風俗図 墓主肖像、侍者、屋宇 大阪府和泉

市 

黒田彰密教図像学会

第23回学術大会平成

15年12月6日論文; 

12 洛陽古代芸術

館蔵石棺床囲

屏  

 

1977 年出土河南省洛

陽 

北魏 4 面(不明者別

蔵) 

高52.28 石造 線刻 風俗図 墓主肖像、侍者、屋宇 洛陽古代芸

術館 

『中国美術分類全集

中国画像石全集八石

刻線画』2000 

 



13 石棺床囲屏  伝中国北方出土   高

44.7~46.5 

    アメリカの

シカゴ美術

館 

1995年収蔵、鄭岩『魏

晋南北朝壁画墓研

究』  

14 沁陽石棺床囲

屏 

   

河南省沁陽県 北朝晩期 4 面囲屏(床座

完全) 

43×223 石造 線刻 風俗図 墓主夫婦肖像図？維

摩文殊図（維摩経変故

事）？ 

洛陽博物館 『中原文物』1983.1 

15 康業墓 

 

陝西省西安市北郊炕

底村の北西 

北周天和六年

(571) 

1点10枚 高82~83.5 

幅93.5~111

石造 線刻 風俗図 ソグド人関係 西安市文物

保護考古所 

『文物天地』2005.3 

『2004 中国重要考古

発見』 

16 青州石棺床囲

屏 

山東省青州市（元の益

都県）傅家村 

北斉武平四年

(573) 

1 点(現蔵 10

枚) 

高130~135 

幅80~104 

厚10~30 

石造 線刻 風俗図 送葬図、出行図、飲食

図、商旅駝運図など 
青州市博物

館 

『 文 物 』

1985.10;2001.5 

17 安伽墓  

 

陝西省西安市 北周大象元年

(579) 

1点11枚 高68.0 

幅228.0 

厚8.0 

青石造 浮彫、彩絵、貼

金 

風俗図 ソグド人関係 陝西省考古

研究所 

『文物』2001.1『北

周安伽墓』文物2003 

18 史君墓北周 

 

陝西省西安市未央区

中明宮郷井上村の東 

北周大象二年

(580) 

1点 高158.0 

幅246.0 

奥行155.0 

石造 浮彫、彩絵、貼

金 

風俗図 ソグド人関係 西安市文物

保護考古所 

『考古』2004.7『文

物』2005.3  

19 虞弘墓 

 

山西省太原市晋源区

王郭村 

隋開皇十二年

(592) 

1点9枚 高 96.0 幅

47.0~102.5 

厚12.5 

白大理石造 浮彫、彩絵 風俗図 ソグド人関係 山西省太原

市晋源区文

物管理所 

『文物』2001.1 『太

原隋虞弘墓』 

20 石棺床屏風 伝河南省安陽北斉鄴

都1922年出土 

北斉~隋 1 点(形式から

見ると 2 点が

あると思う) 

高50.0 

幅90.0 

石灰岩 線刻 ソグド人新

年祭図 

ソグド人関係 フランス国

立ギメ美術

館蔵 

ドイツのケルン東ア

ジア美術館蔵石棺床

双闕、アメリカのワ

シントンのフリア∙

ギャラリー美術館蔵

座とボストン美術館

蔵座と双闕 

21 石棺床屏風 伝中国北方山西省出

土 

北周 1点 高

59.1~61.9

幅

25.4~53.4 

大理石造 浮彫、彩絵 風俗図 ソグド人関係 日本MIHO美

術館蔵 

『中国✰美の十字路

展』2005-2006 

22 石棺床屏風 伝中国北方陝西省出

土 

北周 1点10枚  石造 浮彫、彩絵、貼

金 

風俗図 ソグド人関係 フライスの

ギメ東方美

術館蔵 

ギメ東方美術館2004

季刊13-24; フライス

語『ソグド人在中国』

17パリ2005 



23 天水石棺床屏

風1 

 

甘粛省天水市秦城区

石馬坪 

北周-隋唐 1点11枚 高87 

幅30~46 

厚9 

石造 浮彫、彩絵、貼

金 

風俗図 ソグド人関係 天水市博物

館 

『考古』1992.1 

24 天水石棺床屏

風2 

甘粛省天水市秦城区

石馬坪 

北周-隋唐   石造 浮彫、彩絵、貼

金 

風俗図 ソグド人関係 海外、不明 2003年２月盗掘され

たもの。甘粛省文物

局に写真がある。 

25 魏晋墓石椁壁

画墓  

 

北京市石景山区八角

村 

魏晋 1点  石龕壁画 線描 家居図  北京市石景

山区文物管

理所 

『文物』2001.4 

26 固原木棺漆絵

囲屏 

寧夏固原県城の東 北魏太和年間 腰屏風数点  木棺漆絵 線描 菱形文 孝子伝図、勧戒図、人

物故事図 

固原県博物

館 

『文物』1984.6『美

術研究』1984.2 

27 袁台子壁画墓 

 

遼寧省朝暘袁台子 東晋（4世紀初－

4世紀中葉） 

囲屏2点  壁画   前室右龕内の主人図

の屏障、東耳室南壁夫

婦宴飲図屏障 

 『文物』1984.6 

28 上王家村壁画

墓 

遼寧省遼陽上王家村 晋代 囲屏  壁画     『文物』1959.7 

29 智家堡石椁壁

画墓 

 

山西省大同智家堡 北魏 囲屏  壁画 線描 赤縁、屏面

に垂鱗文を

描かれ 

北壁墓主夫婦宴飲図  『文物』2001.7 

30 王温壁画墓  

 

河南省洛陽孟津北陳

村 

北魏太昌元年

（532） 

多曲屏風   壁画 淡彩  東壁夫婦宴飲図   『文物』1995.8 

31 李賢夫婦墓 

 

寧夏固原県西郊郷深

溝村 

北周天和四年

(569) 

18 幅(現存 5

幅) 

 壁画  線描、淡彩 侍者 墓室の四壁に赤色の

辺框内単体人物図を

描く 

 『文物』1985.11；『原

州古墓集成』1999 

32 八里窪墓葬   

 

山東済南市東八里窪 北斉 三足八曲  壁画  線描 樹下高士人

物  

  『文物』1989.4 

33 崔芬墓 山東臨朐海浮山 北斉 17扇 高123 壁画 線描、淡彩、沒

骨法 

高逸図（鑑

戒図） 

鞍馬図、胡姫舞踊図、

奇石樹木図、竹林七賢

と栄啓期 

 『文物』2002.4 

34 祝阿県令□道

貴墓 

山東済南市馬家荘 北斉武平二年

(571) 

9曲  壁画 墨線 山水屏風 流雲文  『文物』1985.10 

35 金勝村壁画墓  山西省太原南郊金勝

村 

北斉 5扇  壁画  素屏   『文物』1990.12 

36 徐顕秀墓    山西太原市迎澤区郝

荘郷王家峰村東 

北斉武平二年

（571） 

衝立多扇  壁画   北壁宴飲図  『文物』2003.10 



37 田弘墓 寧夏回族自治区固原

県西郊郷大堡村 

北周建徳四年

(575) 

不明  壁画 線描、淡彩 群体人物 墓室の四壁  『北周田弘墓』2000

『原州古墓集成』

1999 

38 台城里1号墳 北朝鮮南浦市台城里 四世紀後半 腰屏風2曲  壁画 線描 不明 右側室の右全面  『台城里古墳群発掘

報告』 

39 台城里2号墳 北朝鮮南浦市台城里 四世紀後半 腰屏風1面  壁画  不明   『徳興里高句麗壁画

古墳』 

40 安岳３号古墳

(冬壽墓) 

北朝鮮平壌黄海南道

安岳郡五菊里 

永和十三年(357) 腰屏風2曲  壁画 線描、淡彩 鴨、鴛鴦、

水鳥 

前室西側室の西壁墓

主政治図 

 『安岳三号墳調査報

告』1958『高句麗壁

画古墳』 

41 徳興里古墳

(鎮) 

北朝鮮平壌平安南道

南浦市江西区域徳興

洞 

永楽十九年(409) 腰屏風3曲  壁画 線描、淡彩 雲気文、月

牙文 

前室の北壁西側墓主

図 

 『徳興里高句麗壁画

古墳』1986『高句麗

壁画古墳』 

42 双楹塚 

 

平安南道竜岡郡竜岡

邑 

5～６世紀頃 腰屏風3曲  壁画 線描、淡彩 渦雲文、幾

何文 

主室北壁  金元龍編集『韓国美

術全集 4 壁画』同和

出版公社1974 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【表Ⅲ】                       中国における隋唐時代出土した屏風絵一覧表 

No. 遺跡名 所在地 年代 形状と員数 法量（cm） 材質 技法 画題 全体図像と位置 所蔵先 典 拠 

01 王善貴墓 陝西省西安市西郊未

央路 

総章元年(668) 15曲  単室磚墓壁

画 

線描､平塗 侍女 墓室東､北､西三壁  張建林｢唐墓壁画中

的屏風画｣1998年 

02 李勣墓 陝西省礼泉県 総章三年(670) 6曲  単室磚墓壁

画 

線描､平塗 樹下仕女 墓室北､西壁  『考古与文物』

2000.3 

03 燕妃墓 陝西省礼泉県 咸亨二年(671) 12曲  単室磚墓壁

画 

線描､平塗 列女図､一

説 

墓室北､西､南壁、樹下

高士図? 

 陳志謙｢昭陵唐墓壁

画｣1994年 

04 李徽墓 湖北省鄖県 嗣聖元年(684) 6曲  単室磚墓壁

画 

線描､平塗 花卉図 墓室北､西壁  『文物』1987.9 

05 元師奨墓 陝西省岐山県鄭家村 垂拱二年(686) 22曲  単室磚墓壁

画 

線描､平塗 樹下貴婦､

侍女､花鳥､

男侍 

墓室四壁  『考古与文物』

1994.3 

06 趙澄墓 山西省太原新董茹村 万歳登封元年

(696) 

8曲  単室磚墓壁

画 

 樹下老人図 墓室西､北､東壁  『文物参考資料』

1959.11､12 

07 梁元珍墓 寧夏固原南郊 聖暦二年(699) 10曲  単室磚墓壁

画 

線描 樹下老人図 墓室北､西壁  『文物』1993.6;『固

原南郊隋唐墓地』

1996年 

08 金勝村4号墓 山西省太原金勝村 武周時期 8曲  単室磚墓壁

画 

水墨淡彩 

 

樹下老人図 墓室西､北､東壁  『考古』1959.9 

09 金勝村5号墓 山西省太原金勝村 武周時期 8曲  単室磚墓壁

画 

 樹下老人図 墓室西､北､東壁  『考古』1959.9 

10 金勝村6号墓 山西省太原金勝村 武周時期 8曲  単室磚墓壁

画 

 樹下老人図

6､侍女2 

墓室西､北､東壁  『文物』1959.8 

11 金勝村付近唐

墓 

山西省太原南郊金勝

村 

高宗-武周時期 8曲  単室磚墓壁

画 

 樹下老人図 墓室西､北､東壁  『文物』1988.12 

12 金勝村 337 号

墓 

山西省太原金勝村 高宗-武周時期 6曲  単室磚墓壁

画 

 樹下老人図 墓室西､北､東壁  『文物』1990.12 

13 韋浩墓 陝西省長安県南里王

村 

景龍二年(708) 不詳､残存5扇 高100~174 

幅66~90 

墓室壁画 線描､平塗 樹下高士図 墓室 陝西省考古

研究所 

『陝西新出土唐墓壁

画』1998年 

14 李重俊墓 陝西省富平県宮里郷

南陵村 

景雲元年(710) 12曲  双室磚墓壁

画 

線描､平塗 樹下貴婦、

侍女 

墓室後室西､南､北三

壁 

 『陝西新出土唐墓壁

画』『発掘報告』 

15 薛儆墓 山西省万栄皇甫村 開元九年(721) 3曲(残存)  単室磚墓壁

画 

 樹下老人図 墓室西､北壁  山西省考古研究所

『唐代薛儆墓発掘報

告』2000年 



16 李邕夫婦合葬

墓         
陝西省富平県杜村鎮

北呂村献陵 

開 元 十 五 年

（727） 

6扇  双室磚墓壁

画 

線描､平塗 樹 下 美 人

図？ 

墓室後室後壁  2004年発掘 

 韋慎名夫婦墓 陝西省長安南郊 開 元 十 五 年

（727） 

残存6扇  単室磚墓壁

画 

線描､平塗 樹下鞍馬仕

女図 

墓室西壁  『考古与文物』

2003.6 

17 温神智墓 山西省太原晋源鎮果

樹場 

開元十八年(730) 6曲  単室磚墓壁

画 

線描､平塗 樹下老人図 墓室西､北､東壁  常一民､裴静蓉の論

文2001年 

18 蘇思勖墓 西安市東郊経五路 59

号M1 

天宝四年(745) 6曲  磚築単室墓

壁画 

線描､平塗 樹下高士図 墓室西壁 6 曲;東壁に

大型舞楽図 

 『考古』1960.1 

 高力士墓 陝西省蒲城県保南郷

山西村唐玄宗泰陵陪

葬墓 

宝應元年(762) 12曲  磚築単室墓

壁画 

線描､平塗 人身獣首十

二支像 

墓室西､東壁  『考古与文物』

2002.6 

19 韓氏墓M304 西安東郊洪慶村 永泰元年(765) 6曲(残存4曲)  土洞単室墓

壁画 

 侍女図 墓室西壁  『西安郊区隋唐墓』

1966年 

20 65TAM38 新彊トｳルファンアス

タナ 

盛唐-中唐 6曲  土洞単室墓

壁画 

 樹下老人図 墓室後壁 新彊自治区

博物館 

『文物』1973.10 

21 TAM216 新彊トｳルファンアス

タナ 

盛唐 6曲 145×400 土洞単室墓

壁画 

線描、淡彩､暈

かし 

鑑誡人物画 墓室後壁 新彊自治区

博物館 

『中国的旅行』３、

1980 

22 TAM217 新彊トｳルファンアス

タナ 

盛唐 6曲 150×375 土洞単室墓

壁画 

線描、濃彩 花鳥 墓室後壁 新彊自治区

博物館 

『中国美術全集』12、

墓室壁画 

23 韋氏墓 陝西省長安県南里王

村 

盛唐-中唐天宝年

間(742-756) 

6曲 165×370 単室磚墓壁

画 

填彩 樹下美人図 墓室西壁 6 曲;東壁に

宴飲図を描かれ 

陝西省歴史

博物館 

『文博』1989.4 

24 朱家道村唐墓 陝西省富平県呂村郷

朱家道村 

盛唐-中唐天宝年

間(742-756) 

 

6曲  単室磚墓壁

画 

淡彩水墨､披麻

皴法 

山水 墓室西壁  『考古与文物』

1997.4 

25 唐安公主墓 陝西省西安東郊王家

墳 

興元元年(784) 独幅衝立  壁画  西壁花鳥 

東壁楽舞 

  『文博』1984.2 

『文物』1991.9 

26 陝綿十廠唐墓

M7 

陝西省西安西郊陝綿

十廠西倣一村 

盛唐-晩唐､一説

天宝初年 

8曲 高40~60 

幅145 

磚築単室墓

壁画 

線描 花鳥楽舞 墓室西壁5曲、東壁3

曲 

 『考古与文物』

2002.1 

 趙逸公墓 河南省安陽 太和三年(829) 3曲､一通景屏  磚築単室墓

壁画 

線描 花鳥 墓室西壁､南壁西側  『美術研究』2001.2 

27 梁元翰墓 西安市東郊郭家灘 会昌四年(844) 6曲  土洞単室墓

壁画 

 雲鶴図 墓室西壁右方  『考古学報』1982.2 

28 高克従墓 西安市西高八〇三工

地M1 

大中元年(847) 6曲  磚築単室墓

壁画 

 鳩、鶴図 墓室西壁右方  『文物』1959.8 

29 王公叔墓 北京市海淀区八里荘 大中二年(848) 独幅衝立 290×165 壁画 線描､没骨法 花鳥 墓室北壁 北京海淀区

文管所 

『文物』1995.11 



30 楊玄略墓 西安郊外棗園村 咸通五年(864) 6曲  磚築単室墓

壁画 

 雲鶴図 墓室西壁  『考古学報』1982.2 

31 69TAM50 唐

墓 

新彊トルファン∙哈拉

和卓唐墓 

唐代 3扇(残存)   絹本 輪郭線、平塗り 花鳥図    

32 72TAM230  

張礼臣墓 

新彊アスタナ墓葬群  長安二年(702) 6扇 46×22 木 縁 絹 画

絹本 

輪郭線、平塗り 楽伎図屏風  新彊自治区

博物館 

『文物』1975.10 

33 72TA M188

麹氏墓 

新彊アスタナ墓葬群 開元三年(715)  8扇 53.5×22.3 木縁絹画 輪郭線、平塗

り、暈かし 

牧馬図屏風  新彊自治区

博物館 

『文物』1975.10 

34 72TA M187 新彊アスタナ墓葬群 長安-天保年間  縦63 木縁絹画聨

屏 

輪郭線、平塗

り､暈かし 

弈棋仕女図

屏風 

 新彊自治区

博物館 

『文物』1975.10 

35 新彊アスタ-ナ

墳墓紙画屏風  

伝新彊トルファン出

土 

8世紀 1面 縦 138.6 横

53.2 

紙本着色 平塗り 樹下人物図  東京博物館  

36 新彊アスタ-ナ

墳墓紙画屏風  

伝新彊トルファン出

土 

唐時代 1面 139.1×53.1 紙本著色 平塗り 樹下美人図  MOA 美術

館 

     

37 正倉院鳥毛立

女屏風 

 奈良時代 6曲  縦

133.8~134.3

横 

51.9×54.4 

紙本着色 線描､暈かし 樹下美人図 御屏風壱百畳：人物、

山水、花鳥(鳥毛屏風

３種、頬纈屏風５種、

臈纈屏風１種) 

奈良正倉院

蔵 

 

38 徐敏行墓    山東嘉祥英山一号隋

墓 

隋文帝開皇四年

(584) 

6曲 75.0×94.0 壁画 線描 山水屏風 墓室北壁宴楽図 山東省博物

館 

『文物』1981.4 

39 虞弘墓 

 

山西省太原市晋源区

王郭村 

隋開皇十二年

(592) 

9 面(浮彫、彩

絵)うちの左右

後 7 面の背面

彩絵 

 石 棺 床 囲

屏、壁画 

浮彫、彩絵 

 

風俗図 ソグド人関係、壁画は

背面の左右後の各面

に一人を描かれ 

太原市晋源

区文物管理

所 

『文物』2001.1 

『太原隋虞弘墓』 

40 天水石棺床囲

屏1  

甘粛省天水市石馬坪 北周-初唐 1点11枚  石造 浮彫、彩絵、 

貼金 

風俗図 ソグド人関係 天水市博物

館 

『考古』1992.1 

41 天水石棺床囲

屏2  

甘粛省天水市石馬坪 北周-初唐   石造 浮彫、彩絵、 

貼金 

風俗図 ソグド人関係 海外、不明 2003年に盗掘された

もの。甘粛省文物局

に写真がある。 

 

 

 



【表Ⅳ】               中国における出土した石榻囲屏一覧表 

No. 遺跡名 所在地 年代 形状と員数 法量（cm） 材質 技法 画題 全体図像と位置 所蔵先 典 拠 

01 寧懋石室（B

本） 

1931 年河南省洛

陽市邙山出土 

北魏 1件 高138.0 

幅200.0 

奥行97.0 

石造 線刻 孝子伝図

烈女伝図 

左右外壁刻まれている

｢孝子伝図｣、｢烈女伝図｣

アメリカ、ボスト

ン美術館 

『世界美術大全集』東洋編第 3

巻三国南北朝 

02 （L本）囲屏 

 

 北魏 4面 高51 

 

石造 線刻 孝子伝図  C．T．Loo 旧蔵

（現蔵不明） 

『六朝時代美術の研究』美術出

版社、1969 

03 孝子伝図囲屏

（KB本） 

伝河南省洛陽 北斉 原石8面（孝子伝図囲

屏4面、畏獣図台座4

面） 

高45.0 

幅109.8 

石造 線刻 孝子伝図

畏獣図 

 ネルソン∙アトキ

ンズ美術館 

京都大学人文研蔵拓本; アメリ

カ、ミズーリ州カンザス∙シテイ

蔵原石 

04 天理館蔵石棺

床囲屏     

 

 北魏 4面(天理館2面サンフ

ランシスコ美術館 2

面) 

高51.8 

幅101.7 

石造 線刻 風俗図 貴族男女対坐、侍者、牛

車図 

奈良天理大学附

属天理参考館蔵

アメリカ蔵 

『美術史』154、平成15年3月 

05 久保惣記念美

術館蔵石棺床

囲屏  

 北魏 4 面(久保惣記念美術

館蔵3面個人蔵1面) 

高47.0 

幅98.0 

石造 線刻 風俗図 墓主肖像、侍者、屋宇 大阪府和泉市 黒田彰密教図像学会第 23 回学

術大会平成15年12月6日論文; 

06 洛陽古代芸術

館蔵石棺床囲

屏  

1977 年出土河南

省洛陽 

北魏 4面(不明者別蔵) 高52.28 石造 線刻 風俗図 墓主肖像、侍者、屋宇 洛陽古代芸術館 『中国美術分類全集中国画像石

全集八石刻線画』2000 

 

07 石棺床囲屏  伝中国北方出土 北朝  高44.7~46.5     アメリカのシカ

ゴ美術館 

1995年収蔵、鄭岩『魏晋南北朝

壁画墓研究』  

08 沁陽石棺床囲

屏 

河南省沁陽県 北朝晩期 4面囲屏(床座完全) 43×223 石造 線刻 風俗図 墓主夫婦肖像図？維摩文

殊図（維摩経変故事）？

洛陽博物館 『中原文物』1983.1 

09 康業墓 

 

陝西省西安市北

郊炕底村の北西 

北周天和

六年(571) 

1点10枚 高82~83.5 

幅93.5~111 

石造 線刻 風俗図 ソグド人関係 西安市文物保護

考古所 

『文物天地』2005.3 『2004中

国重要考古発見』 

 

10 青州石棺床囲

屏 

山東省青州市（元

の益都県）傅家村

北斉武平

四年(573) 

1点(現蔵10枚) 高130~135 

幅80~104 

厚10~30 

石造 線刻 風俗図 送葬図、出行図、飲食図、

商旅駝運図など 
青州市博物館 『文物』1985.10;2001.5 

11 安伽墓  

 

陝西省西安市 北周大象

元 年

(579) 

1点11枚 高68.0 

幅228.0 

厚8.0 

青石造 浮彫、

彩絵、

貼金 

風俗図 ソグド人関係 陝西省考古研究

所 

『文物』2001.1『北周安伽墓』

文物2003 

12 史君墓北周 

 

陝西省西安市未

央区中明宮郷井

上村の東 

北周大象

二年(580) 

1点 高158.0 

幅246.0 

奥行155.0 

石造 浮彫、

彩絵、

貼金 

風俗図 ソグド人関係 西安市文物保護

考古所 

『考古』2004.7『文物』2005.3 



13 石棺床屏風 伝河南省安陽北

斉鄴都1922 年出

土 

北斉~隋 1点(形式から見ると2

点があると思う) 

高50.0 

幅90.0 

石灰岩 線刻 ソグド人

新年祭図 

ソグド人関係 フランス国立ギ

メ美術館蔵 

ドイツのケルン東アジア美術館

蔵石棺床双闕 アメリカのワシ

ントンのフリア∙ギャラリー美

術館蔵座とボストン美術館蔵座

と双闕 

14 石棺床屏風 伝中国北方山西

省出土 

北周 1点 高 59.1~61.9

幅25.4~53.4 

大理石

造 

浮彫、

彩絵 

風俗図 ソグド人関係 日本MIHO 美術館

蔵 

『中国✰美の十字路展』

2005-2006 

15 石棺床屏風 伝中国北方陝西

省出土 

北周 1点10枚  石造 浮彫、

彩絵、

貼金 

風俗図 ソグド人関係 フライスのギメ

東方美術館蔵 

ギメ東方美術館 2004 季刊

13-24; フライス語『ソグド人在

中国』17パリ2005 

16 虞弘墓 

 

山西省太原市晋

源区王郭村 

隋開皇十

二 年

(592) 

9 面(浮彫、彩絵)うち

の左右後7面の背面彩

絵 

 石棺床

囲屏、

壁画 

浮彫、

彩絵 

 

風俗図 ソグド人関係、壁画は背

面の左右後の各面に一人

を描かれ 

太原市晋源区文

物管理所 

『文物』2001.1 

『太原隋虞弘墓』 

17 天水石棺床囲

屏1  

甘粛省天水市石

馬坪 

北周 - 初

唐 

1点11枚  石造 浮彫、

彩絵、

貼金 

風俗図 ソグド人関係 天水市博物館 『考古』1992.1 

18 天水石棺床囲

屏2  

甘粛省天水市石

馬坪 

北周 - 初

唐 

  石造 浮彫、

彩絵、

貼金 

風俗図 ソグド人関係 海外、不明 2003年に盗掘されたもの。甘粛

省文物局に写真がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【表Ⅴ】            中国における漢唐時代の樹下人物図屏風一覧表 

No. 遺跡名 所在地 年代 形状と

員数 

法量（cm） 材質 技法 画題 全体図像と位置 所蔵先 典 拠 

01 八里窪墓葬   

 

山東済南市東八

里窪 

北斉 三足八曲  壁画  線描 樹下高士人物    『文物』1989.4 

02 崔芬墓 山東臨朐海浮山 北斉 17扇 高123.0 壁画 線描、淡彩、

沒骨法 

高逸図（鑑戒図） 鞍馬図、胡姫舞踊図、

奇石樹木図、竹林七賢

と栄啓期 

 『文物』2002.4 

03 李勣墓 陝西省礼泉県 総章三年(670) 6曲  単室磚墓壁画 線描､平塗 樹下仕女 墓室北､西壁  『考古与文物』2000.3 

04 燕妃墓 陝西省礼泉県 咸亨二年(671) 12曲  単室磚墓壁画 線描､平塗 列女図､一説 墓室北､西､南壁、樹下

高士図? 

 陳志謙｢昭陵唐墓壁画

｣1994年 

05 元師奨墓 陝西省岐山県鄭

家村 

垂拱二年(686) 22曲  単室磚墓壁画 線描､平塗 樹下貴婦､侍女､

花鳥､男侍 

墓室四壁  『考古与文物』1994.3 

06 趙澄墓 山西省太原新董

茹村 

万歳登封元年

(696) 

8曲  単室磚墓壁画  樹下老人図 墓室西､北､東壁  『文物参考資料』

1959.11､12 

07 梁元珍墓 寧夏固原南郊 聖暦二年(699) 10曲  単室磚墓壁画 線描 樹下老人図 墓室北､西壁  『文物』1993.6;『固

原南郊隋唐墓地』1996

年 

08 金勝村4号墓 山西省太原金勝

村 

武周時期 8曲  単室磚墓壁画 水墨淡彩 

 

樹下老人図 墓室西､北､東壁  『考古』1959.9 

09 金勝村5号墓 山西省太原金勝

村 

武周時期 8曲  単室磚墓壁画  樹下老人図 墓室西､北､東壁  『考古』1959.9 

10 金勝村6号墓 山西省太原金勝

村 

武周時期 8曲  単室磚墓壁画  樹下老人図 6､侍

女2 

墓室西､北､東壁  『文物』1959.8 

11 金勝村付近唐墓 山西省太原南郊

金勝村 

高宗-武周時期 8曲  単室磚墓壁画  樹下老人図 墓室西､北､東壁  『文物』1988.12 

12 金勝村337号墓 山西省太原金勝

村 

高宗-武周時期 6曲  単室磚墓壁画  樹下老人図 墓室西､北､東壁  『文物』1990.12 

13 韋浩墓 陝西省長安県南

里王村 

景龍二年(708) 不詳､残

存5扇 

高100~174 

幅66~90 

墓室壁画 線描､平塗 樹下高士図 墓室 陝西省考

古研究所

『陝西新出土唐墓壁

画』1998年 

14 李重俊墓 陝西省富平県宮

里郷南陵村 

景雲元年(710) 12曲  双室磚墓壁画 線描､平塗 樹下貴婦、侍女 墓室後室西､南､北三

壁 

 『陝西新出土唐墓壁

画』『発掘報告』 

 

15 薛儆墓 山西省万栄皇甫

村 

開元九年(721) 3 曲(残

存) 

 単室磚墓壁画  樹下老人図 墓室西､北､壁  『唐代薛儆墓発掘報

告』2000年 



16 李邕夫婦合葬墓   陝西省富平県杜

村鎮北呂村献陵 

開 元 十 五 年

（727） 

6扇  双室磚墓壁画 線描､平塗 樹下美人図？ 墓室後室後壁  2004年発掘 

17 韋慎名夫婦墓 陝西省長安南郊 開 元 十 五 年

（727） 

残存6扇  単室磚墓壁画 線描､平塗 樹下鞍馬仕女図 墓室西壁  『考古与文物』2003.6 

18 温神智墓 山西省太原晋源

鎮果樹場 

開元十八年(730) 6曲  単室磚墓壁画 線描､平塗 樹下老人図 墓室西､北､東壁  常一民､裴静蓉の論文

2001年 

19 蘇思勖墓 西安市東郊経五

路59号M1 

天宝四年(745) 6曲  磚築単室墓壁画 線描､平塗 樹下高士図 墓室西壁 6 曲;東壁に

大型舞楽図 

 『考古』1960.1 

20 65TAM38 新彊トｳルファン

アスタナ 

盛唐-中唐 6曲  土洞単室墓壁画  樹下老人図 墓室後壁 新彊自治

区博物館

『文物』1973.10 

21 韋氏墓 陝西省長安県南

里王村 

盛唐-中唐天宝年

間(742-756) 

6曲 165×370 単室磚墓壁画 填彩 樹下美人図 墓室西壁 6 曲;東壁に

宴飲図を描かれ 

陝西省歴

史博物館

『文博』1989.4 

22 新彊アスタ-ナ墳

墓紙画屏風  

伝新彊トルファ

ン出土 

8世紀 1面 138.6×53.2 紙本着色 平塗り 樹下人物図  東京博物

館 

 

23 新彊アスタ-ナ墳

墓紙画屏風  

伝新彊トルファ

ン出土 

唐時代 1面 139.1×53.1 紙本著色 平塗り 樹下美人図  MOA 美

術館 

     

24 正倉院鳥毛立女

屏風 

 奈良時代 6曲  縦

133.8~134.3

横 

51.9×54.4 

紙本着色 線描､暈か

し 

樹下美人図 御屏風壱百畳：人物、

山水、花鳥(鳥毛屏風

３種、頬纈屏風５種、

臈纈屏風１種) 

奈良正倉

院蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【表Ⅵ】           中国における五代、宋、元、明、清時代出土した屏風絵一覧表 

No. 遺跡名 所在地 年代 形状と員

数 

法量（cm） 材質 技法 画題 全体図像と位置 所蔵先 典 拠 

01 王処直墓 河北省曲陽 龍徳四年(924) 六曲一双、独

幅屏風 

 壁画 線描､平塗､暈

かし 

花鳥､山水 前室､側室､後室 現地保存 『五代王処直墓』文

物出版社､1998 

02 趙火粲（1064 ～

1120）墓 

河南省安陽市機床廠

一号墓 

北宋晩期・宣和

二年（1120）

1点  壁画 透かし彫り風

の屏風 

 墓室北西壁と北壁  『華夏考古』1997

年第2期 

03 趙恪（1064～1122）

墓 

河南省安陽市機床廠

二号墓 

北宋晩期・宣和

四年（1122）

1点  壁画 透かし彫り風

の屏風 

 墓室北西壁と北壁  『華夏考古』1997

年第2期 

04 小南海宋墓 河南省安陽市小南海 北宋後期 2点  壁画 線描､平塗 書法屏風、水墨山

水図屏風 

墓室南壁下部東壁

（遠近の山水、近景

に古樹二本） 

 『中原文物』1993

年第2期 

05 白沙一号宋墓（趙大

翁墓） 

河南省禹縣白沙鎮 北宋後期・元符

二年（1099）

衝立2点 90.0×135.0 壁画 線描､平塗 水波文 前室西壁  宿白編著『白沙宋

墓』、文物出版社、

1957年初版 

06 白沙二号宋墓 河南省禹縣白沙鎮 北宋後期 衝立1点  壁画 線描､手書 草書 前室西南壁  宿白編著『白沙宋

墓』、文物出版社、

1957年初版 

07 白沙三号宋墓 河南省禹縣白沙鎮 北宋後期 衝立2点  壁画 線描 水墨波図 前室西南壁  宿白編著『白沙宋

墓』、文物出版社、

1957年初版 

08 坡街宋墓 河南省禹州市文殊郷

坡街村 

北宋晩期・金初 屏風1点  壁画 線描､平塗 人物山水図 墓室南東壁  『中原文物』1990

年第4期 

09 平陌壁画墓 河南省新密市平陌鎮

平陌村 

宋 大 観 二 年

（1108） 

屏風1点  壁画 線描､平塗 書写図暗紅の枠 墓室西北壁  鄭州市文物考古研

究所編著『鄭州宋金

壁画墓』（中国・鄭

州考古・九）、科学

出版社2005年。 

10 西劉碑村壁画墓 河南省登封大冶郷西

劉碑村 

宋代 屏風1点  壁画 線描､平塗 暗紅の枠の屏風 墓室西北壁には人物

の後に 

 同上 

11 高村壁画墓 河南省登封告成鎮高

村 

宋代 衝立4点  壁画 線描､平塗 不明 墓室西北･東北･東

壁、東拱間壁 

 同上 

12 李守貴壁画墓 河南省登封市城関鎮

黒山溝 

北宋・紹聖四年

（1097） 

衝立5点  壁画 線描､平塗 書道図 墓室西南壁・備宴図、

西北壁・対飲図、西

拱間壁 

 『文物』2001 年第

10期; 『鄭州宋金壁

画墓』 



13 箭溝壁画墓 河南省登封県大金店

郷箭溝 

北宋晩期中段 衝立1点  壁画 線描､平塗 巻云紋、行草書 墓室西南壁  鄭州市文物考古研

究所編著『鄭州宋金

壁画墓』（中国・鄭

州考古・九）、科学

出版社2005年。 

14 柿荘６号宋墓 河北省井陘県柿荘村 北宋晩期（1112

年頃） 

衝立2点  壁画 線描､平塗 観舞伎楽図、草書

屏風図 

墓室西壁  『考古学報』1962

年第2期 

15 侯馬鎮宋墓 山西省侯馬鎮 宋代 屏風1点  壁画 線描､平塗、暈

かし 

山水画（画中画） 墓室北壁  『文物』1959年第6

期 

16 韓佚夫婦墓（編号

M3） 

北京八宝山革命公墓

院内 

遼中期・統和十

三年（995） 

三曲屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

花鳥図 墓室北壁、あるいは

床棺の後 

 『考古学報』1984

年第3期 

17 十里舗二七号墓 山西省大同市西南郊

十里舗村 

遼代後期 三曲屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

花卉湖石図 墓室北壁  『文物』1959年第7

期; 『考古』1960年

第10期 

18 十里舗二八号墓 山西省大同市西南郊

十里舗村 

遼代後期 三曲屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

花卉湖石図 墓室北壁  『文物』1959年第7

期; 『考古』1960年

第10期 

19 臥虎湾一号墓 山西省大同市北郊 遼代後期 三曲屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

花卉図 墓室北壁  『考古』1960 年第

10期 

20 臥虎湾二号墓 山西省大同市北郊臥

虎湾 

遼代後期 三曲屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

花卉山石図 墓室北壁  『考古』1960 年第

10期 

21 臥虎湾四号墓 山西省大同市北郊臥

虎湾 

遼代後期 六扇屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

湖石花卉図 墓室北壁  『考古』1963年第8

期 

22 臥虎湾五号墓 山西省大同市北郊臥

虎湾 

遼･大安九年

（1093） 

三曲屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

花卉図 墓室北壁  『考古』1963年第8

期 

23 臥虎湾六号墓 山西省大同市北郊臥

虎湾 

遼･大安九年

（1093） 

三曲屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

花卉湖石図 墓室北壁  『考古』1963年第8

期 

24 遼彭城劉公（？～

1119）墓 

山西省大同市西南郊

新添堡村新添堡二九

号墓 

遼代後期・天慶

九年（1119） 

六扇の屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

樹石図 墓室北壁床榻の後  『文物』1959 年第

７期; 『考古』1960

年第10期 

25 張文藻墓（編号M7） 河北省張家口市宣化

区下八里村 

遼後期・大安九

年（1093） 

  壁画 線描､平塗、暈

かし 

竹鶴図   『文物』1996年第9

期 

26 張恭誘墓（編号M2） 河北省張家口市宣化

区下八里村 

遼後期・天慶七

年（1117） 

六曲一双  壁画  湖石仙鶴図 墓室中棺床の周辺の

壁面としての東北・

北・西北の三壁各二

扇 

 『文物』1990 年第

10期; 『河北古代墓

葬壁画』文物出版

社、2000年、他 



27 張世古墓（編号M5） 河北省張家口市宣化

区下八里村 

遼後期・天慶七

年（1117） 

六曲一双  壁画 線描､平塗、暈

かし 

花卉・湖石・仙鶴

図屏風 

墓室棺床の周辺の壁

面の東北・北・西北

の三壁に各二扇 

 『文物』1995年第2

期 

28 康営子墓 内モンゴル敖漢旗康

営子 

遼代中期 八曲一双 幅448.0   切枝花卉の松・

竹・梅・蘭図; 仙

鶴 

墓室北壁の棺床後  『文物』1979年第6

期 

29 滴水壷墓 内モンゴル赤峯市巴

林左旗の遼上京遺跡

の南約二〇キロの山

谷の滴水壷 

遼代中晩期 六扇  壁画 線描､平塗、暈

かし 

荷花水鳥図屏風 八角形石室壁画墓か

ら墓室の奥壁東北・

東・東南の三壁 

 『考古』1999年第8

期 

30 七家二号遼墓 内蒙古自治区敖漢旗

瑪尼罕郷七家村の南

西 

遼代中晩期 二扇  壁画 線描､平塗、暈

かし 

牡丹、月季花図;

屏風の枠は、菱格

形の文様 

墓室北壁  邵国田編著『敖漢文

物精華』（内部資料）

2002年 

 

31 下湾子一号遼墓 内蒙古自治区敖漢旗

南塔郷下湾子 

遼代中晩期 二点の衝立

画 

高さ 60.0、幅

50.0 

壁画 線描､平塗、暈

かし、水墨没骨

法 

樹石鳥雀図 墓室東北・西北両側

壁 

 『内蒙敖漢遼墓壁

画・文物精品展』

1996 年; 邵国田編

著『敖漢文物精華』

（内部資料）、2002

年 

32 北三家一号墓 内モンゴル自治区敖

漢旗豊収公社北三家

村 

遼代後期 屏風式  壁画 線描､平塗、暈

かし 

厨事・進食など 東側室の五壁面  『文物』1979年第6

期; 『考古』1984年

第11期 

33 虞寅墓 山東省高唐寒寨郷谷

官屯 

金･章帝完顔璟

時 期 （ 在 位

1190～1208）

衝立2点  壁画 書写、線描､平

塗 

草書の文字;牡丹

図 

墓室左壁  『文物』1982年第1

期 

34 石哲壁画墓 山西長子県石哲郷石

哲村 

金・正隆三年

（1158） 

衝立2点  壁画 不明  墓室東壁  『文物』1985年第6

期 

35 寺底磚彫壁画墓 山西省聞喜県侯村郷

寺底村 

金代中晩期 衝立1点  壁画 書写 草書 墓室東壁中上部  『文物』1988年第7

期 

36 王上村壁画墓 河南省登封県大金店

郷王上村南側 

宋・金代 囲屏5扇 各 120.0 ×

105.0 

壁画 線描､平塗、暈

かし 

竹雀仙鶴図、人物

昇仙図、論道図 

墓室東北･西北･北･

西･東壁 

 『文物』一九九四年

第十期; 鄭州市文物

考古研究所編著『鄭

州宋金壁画墓』（中

国・鄭州考古・九）、

科学出版社2005年 



37 汾陽二号金墓 山西省汾陽県北関村

西側（汾陽高級護理学

校構内） 

金代早期 立屏1点  磚彫 浮彫 山石牡丹図、花卉

図 

墓室東北･北壁  『文物』1991 年第

12期 

38 汾陽四号金墓 同上 金代早期 多曲腰屏  磚彫 浮彫 花卉図 墓室西壁  同上 

39 汾陽五号金墓 同上 金代早期 三曲屏風、立

屏 

 磚彫 浮彫 梅花などの花草

図、菱形の格子文

と花葉、壷形門 

墓室東南･西壁  同上 

40 汾陽六号金墓 同上 金代早期 門形の屏風  磚彫 浮彫 不明 墓室西壁  同上 

41 屯留宋村壁画墓 山西省屯留県李高郷

宋村 

金・太宗天会十

三年（1135） 

衝立2点  壁画 線描､平塗、暈

かし 

草書 墓室北壁中部  『文物』2003年第3

期 

42 埠東村石彫壁画墓 山東省済南市歴城区

大正小区埠東村 

元代 三幅の獨幅

壁画屏風 

 壁画 線描､平塗、暈

かし 

青緑山水と楼閣

亭舎 

墓室北・東北・西北

壁 

 『文物』2005 年第

11期 

43 馮道真墓 山西省大同市北西宋

家荘 

元･至元二年

（1265） 

衝立1点  壁画 書写、線描､平

塗、暈かし 

呂洞賓の「題沈東

老壁間」詩文、水

墨山水図 

墓室西壁北端･北壁  『文物』1962 年第

10期 

44 郝家荘元墓 山西省長治郝家荘 元代 屏風2点  壁画 線描､平塗、暈

かし 

水墨山水図 墓室西壁の左側と北

壁 

 『文物』1987年第7

期 

45 大同歯輪廠一号墓 山西省大同市歯輪廠 元・大徳二年

（1298） 

六扇  壁画 線描､平塗、暈

かし 

水墨山水・樹木・

人物 

墓室西・北・東の三

壁 

 『文物季刊』1993

年第２期 

46 太子務村元墓 北京密云縣太子務村 元代初期 六扇  壁画 線描､平塗、暈

かし 

水墨梅花竹石図、

人物花草図 

北壁三扇・東壁三

扇・西壁三扇 

 『文物』1984年第6

期 

47 畽里村壁画墓 北京密云県畽里村 約元・至大二年

（1309） 

四扇  壁画 線描､平塗、暈

かし 

山水図 墓室東西壁の北端と

北壁 

 『中国考古学年鑑』

（文物出版社、

1991） 

48 楊誠夫婦合葬墓（編

号M2） 

山西省長治市捉馬村 元・大徳十一年

（1307） 

衝立1点  壁画 線描､平塗、暈

かし 

草書 墓室北壁右側  『文物』1985年第6

期 

49 伊川元墓（編号

92YM5） 

河南省洛陽市伊川県

元東村 

元代 三曲屏風  壁画 線描､平塗、暈

かし 

樹枝、黄色地、屏

座の円点紋と巻

雲文の站牙 

墓室北壁  『文物』1993年第5

期 

50 洞耳村元墓 陝西省蒲城県東陽郷

洞耳村西紫金塬 

元 ・ 至 元 六

（1269） 

立屏1点 129.0×175.0 壁画 線描､平塗、暈

かし 

黄色地、雲文の站

牙、水墨山水図、

荷花図案、素面の

屏板 

墓室西北・北・東北

壁 

 『考古与文物』2000

年第1期 

51 李儀夫婦合葬壁画

墓（編号M1） 

河北省涿州市東関村 元・至順二年

（1331）～至

元五年（1339）

三曲屏風 3

点、衝立2点

 壁画 線描､平塗、暈

かし、書写 

水墨竹雀図、行書

漢字屏風 

墓室西北・北・東北・

東・西壁 

 『文物』2004年第3

期 



52 長治郝家荘元代壁

画墓 

山西省長治県郝家荘

西側 

元代 影屏一扇、四

曲屏風1点 

 壁画  水墨竹雀図格子

屏風、水墨山水図

墓室西壁左側、北壁  『文物』1987年第7

期 

53 朱守城夫婦合葬墓 上海市宝山県顧村郷

秦江村 

明・万歴年間

(1573～1620) 

紫檀筆挿屏

1点 

高さ 20.0 横

17.0幅8.0 

実物 鑲嵌 自然の山水図の

大理石 

  『文物』1992年第5

期 

54 汪氏家族墓十五号

壁画墓（汪寿墓） 

甘粛省漳県徐家坪汪

家墳墓地 

明代 屏風1点  壁画 線描､平塗、暈

かし 

山水図屏風 墓室西壁  『文物』1982年第2

期 

55 李天培夫婦の四人

の合葬墓（八魚村３

号石室墓） 

陝西大茘八魚村 清・光緒元年

（1875） 

多曲屏風 各曲 143.0×

31.0 

彫刻画 浮彫と線刻 山水人物図と花

瓶・香炉などの博

古図屏風 

南・北側室門の両側

と奧壁、中墓室の奧

壁など 

 『文物』2003年第7

期 

56 北宋尚書左丞範致

虚の父親墓 

河南省方城県古荘店

金湯寨 

北宋 石屏風 46.5×27.0、厚

さ1.7 

実物 浮彫と線刻 団花文様   『文物』1983年第8

期 

57 楽重進墓 河南洛寧 北宋 石棺  彫刻画 線刻 書道 石棺の棺前档に宴楽

図 

 『文物』1993年第5

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【表Ⅶ】             中国における伝世品絵画の屏風絵(画中画)一覧表 

No. 図録 
編号 

時代 筆者等 作品名称 員数 形状 品質 全体 

図像 

屏風 

形式 

屏風画

内容 

制作年 法量(縦×横)

㎝ 

所蔵者 典 拠 備考 

001  東晋･4世

紀後半 

(伝)顧愷

之 

列女仁智図 1巻 絵巻 絹本着色 歴史人物 三曲座屏 山水 宋･13世紀模

本？ 

25.8×470.3 北京･故宮博物院 『中国美術全

集』絵画編1図

版94 

 

002 故 画 乙

01・06・

01377 

六朝･宋 陸探微 帰去来辞図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 大型の衝

立1 

樹石花鳥  43.0×142.0 台北･故宮博物院 『図録』①（十

五） 

画 中

屏風 

003  唐 (伝)周昉 簪花仕女図 1巻 絵巻 絹本着色 仕女 三曲の小

屏風 

  46.0×180.0 遼寧省博物館 『文物』1980

年第7期 

 

004 故 画 丙

01・07・

01383 

唐 周昉 画人物巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 衝立2と

多曲屏風

格欄形の

素面屏風

 30.8×220.0 台北･故宮博物院 『図録』（十五） 画 中

屏風 

005 故 画 乙

01・11・

01747 

唐 周景元 麟趾図巻 1巻 絵巻 絹本着色 仕女 衝立1 山石・流

水文 

 39.6×327.7 台北･故宮博物院 『図録』（十五） 画 中

屏風 

006 遼1-004 唐 閻立本 孝経図 1巻 絵巻 絹本着色 孝経物語 衝立6多

曲屏風1 

山水、流

水文 

 19.7×529.0 遼寧省博物館 『図目』十五  

007 蘇18-03 五代 王斉翰 勘書図 1巻 絵巻 絹本着色 人物 三曲屏風 山水  28.4×65.7 南京大学 『図目』六 画 中

屏風 

008 京1-233 五代 顧閎中 韓煕載夜宴図

巻 

1巻 絵巻 絹本着色 人物 衝立3囲

屏4三曲

屏風1 

山水樹石  28.7×337.5 北京・故宮博物院 『図目』十九 画 中

屏風 

009 京1-234 五代 周文矩 重屏会棋図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 衝立1三

曲屏風1 

山水  40.3×70.5 北京・故宮博物院 『図目』十九 画 中

屏風 

010  五代 周文矩 仙姫文会図巻 1巻 絵巻 絹本着色 仕女 衝立2 山水･月

輪・流水

治 平 三 年

（1066） 

41.5×361.7 台北･故宮博物院 『図録』（十五）  

011  北宋 喬仲常 後赤壁賦図巻 1巻 絵巻 紙本墨画 人物楼閣 屏風1 山水図屏

風 

 縦29.5 メトロポリタン

美術館 

鈴木敬『中国絵

画史』中之一

（南宋・遼・金） 

 

012  北宋 款なし 文殊維摩問答

図 

1面 頁 紙本墨画 仏画 線刻屏風

1 

山水図  175.5×255.5 キャンサス市美

術館 

鈴木敬『中国絵

画史』上 

拓本 

                                                  
①国立故宮博物院編輯委員会『故宮書画図録』（十五）、国立故宮博物院出版、中華民国八十四年八月初版。以下、各冊同上。 



013 滬1-0052 宋 馬和之 詩経周頌十篇

図 

1巻(十

篇) 

絵巻 絹本着色 物語 衝立2 斧文1不

明1(第一

篇) 

 28.2×57.7 上海博物館 『図目』二 斧 扆

( 第九

篇) 

014 蘇1-006 宋 款なし 消夏図 1頁 頁 絹本着色 人物 衝立1 山水  24.5×15.7 蘇州博物館 『図目』六  

015 京1-530 宋 款なし 槐蔭消夏図 1幅 頁 絹本着色 人物 衝立1 山水  25.0×28.5 北京・故宮博物院 『図目』十九  

016 京1-560 宋 款なし 女孝経図 1巻 絵巻 絹本着色 人物 衝立3 山水  43.7×823.7 北京・故宮博物院 『図目』十九  

017 遼1-055 宋 無款 秋窓読易図 1幅 紈扇 絹本着色 人物楼閣 衝立1 流水文   遼寧省博物館 『図目』十五  

018 津7-0030 宋 無款 瑞応図 1巻 絵巻 絹本着色 人物楼閣 衝立1 山水  26.7×397.3 天津市芸術博物

館 

『図目』九  

019  北宋 郭煕 山荘高逸軸 1幅 軸 絹本水墨画 荘園人物 大型衝立

1 

書道図  188.8×109.1 台北・国立故宮博

物院 

『図録』一  

020  北宋 燕文貴 秋山蕭寺図巻 1巻 絵巻 絹本着色 山水 大型衝立

1 

不明  33.0×179.0 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十五  

021  北宋 宋徽宗 十八学士図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 二曲の格

欄式屏風

素面  28.2×550.2 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十五  

022  北宋 宋徽宗 画唐十八学士

図巻 

1巻 絵巻 絹本着色 人物 二曲の格

欄式屏風

素面  28.2×550.2 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十五  

023  宋 蘇漢臣 百子歓歌図巻 1巻 絵巻 絹本着色 児童人物 屏風 山水人物

図 

 30.5×230.0 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十六  

024  宋 (伝)蘇漢

臣 

嬰戯図 1幅 軸 紙本着色 児童人物 屏風1、囲

屏1 

山水 12世紀ある

いはそれ以

後 

 台北・国立故宮博

物院 

『屏風のなか

の壺中天』図

110 

 

025   宋 蘇漢臣 漢宮春苑図巻 1巻 絵巻 絹本着色 仕女庭園 衝立3、多

曲屏風1 

山水図  23.8×582.7 日本･常楽庵 大和文華館編

集『常楽庵蒐

集・中国文人画

展図録』図版一 

 

026  宋 蘇漢臣 靚籹仕女図 1幅 冊 絹本着色 仕女 衝立1 流水文 12世紀  ボストン美術館 『屏風のなか

の壺中天』図

16 

画 冊

と し

て 装

貼 さ

れ た

扇画 

027  宋 宋人 人物 1幅 冊 絹本着色 人物坐像 屏風1 山水・花

鳥図 

 29.0×27.8 台北・国立故宮博

物院 

国立故宮博物

院編輯『宋代書

画冊頁名品特

展』図版四五 

明

初？ 



028  宋 佚名 槐蔭銷夏図 1幅 頁 絹本着色 人物 衝立1 山水樹石

図 

 25.0×28.4 北京・故宮博物院 王朝聞総主編

『中国美術史』

宋代巻（上）図

版四三 

 

029  南宋 無款 消夏図 1幅 冊頁 絹本着色 人物楼閣 屏風1 楼閣山水

図 

 24.5×15.7 蘇州博物館 『文物』1994

年第5期 

 

030  南宋 劉松年 唐十八学士図

巻1 

1幅 頁 絹本着色 人物庭園 屏風1 山水人物

図 

 44.5×182.3 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十六  

031  南宋 劉松年 補衲図軸 1幅 頁 絹本着色 羅漢人物 屏風1 山水図  141.9×59.8 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

032  南宋 劉松年 琴書楽志図軸 1幅 頁 絹本着色 人物 屏風1 平遠山水

図 

 136.4×47.5 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

033 

 

 南宋 劉松年 唐十八学士（秦

府十八学士）図 

1巻 絵巻 絹本着色 人物 屏風1 水墨山水

人物図 

 44.5×182.3 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十六  

034  南宋 劉松年 養正図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 多曲屏風

と衝立 

山水図  30.1×545.0 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十六  

035  南宋 劉松年 真蹟冊 1幅 頁 絹本着色 人物 三曲屏風

1、衝立1

山水図  13.8×25.0; 14.1

×24.9 

台北・国立故宮博

物院 

『図録』二二 八幅 

036  南宋 劉松年 渓亭客話図軸 1幅 軸 絹本着色 山水人物 屏風1 樹石図  119.8×58.5 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

037  南宋 劉松年 曲水流觴図巻 1巻 絵巻 絹本着色 山水人物 屏風1 水波紋  28.0×134.8 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十六  

038  南宋 夏珪 山居留客図軸 1幅 頁 絹本墨画 人物 屏風1 平遠山水

図 

 164.7×102.8 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

039  南宋  牟益 擣衣図巻 1巻 絵巻 紙本白描 仕女 衝立2 平遠山水 1240年 27.1×266.4 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十六  

040  南宋 馬和之 高宗書女孝経

馬和之補図(上

巻？) 

1巻 絵巻 絹本着色 女孝経人

物 

衝立4 山水図  第 一 幅 26.4 ×

104.5 

台北・国立故宮博

物院 

『図録』二一 第一 ･

二・三･

六章 

041  南宋 馬和之 高宗書女孝経

馬和之補図(下

巻？) 

1巻 絵巻 絹本着色 女孝経人

物 

三曲囲屏

1、衝立2

山水図  28.5×34 .2 台北・国立故宮博

物院 

国立故宮博物

院編輯『宋代書

画冊頁名品特

展』図版四四 

第4、5

章 

042  南宋 (伝)馬和

之 

孝経挿絵 1巻 絵巻 絹本着色 孝子人物 衝立1、囲

屏1 

山水 13世紀  台北・国立故宮博

物院 

『屏風のなか

の壺中天』図

100、101 

第5、

13章 



043  南宋 無款 女孝経図巻 1巻 絵巻 絹本着色 女孝経人

物 

大型屏風

2 

金壁山水

図 

12～13世紀 各 43.8 ×

68.7~73.0 

北京・故宮博物院 傅熹年主編『中

国美術全集』絵

画編４両宋絵

画下、図版十六 

四 幅

の 第

二・五

章 

044  南宋 無款 孝経図巻 1巻 絵巻 絹本着色 孝子人物 屏風2 素面と水

墨山水図

 18.6×529.0 遼寧省博物館 傅熹年主編『中

国美術全集』絵

画編４両宋絵

画下、図版三三 

九 章

の う

ち 四

章 

045  南宋 馬遠 寒巌積雪図軸 1幅 軸 絹本淡彩画 山水人物 大型屏風

1 

山水図  156.7×82.4 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

046  南宋 馬遠 華灯侍宴図

（一） 

1幅 軸 絹本淡彩画 風俗図 衝立2 不明  125.6×46.7 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

047  南宋 馬遠 華灯侍宴図

（二） 

1幅 軸 絹本着色 風俗図 衝立2 不明  111.9×53.5 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

048  南宋 李公麟 高会習琴図軸 1幅 軸 絹本淡彩 人物 屏風1 素面  68.3×62.5 台北・国立故宮博

物院 

『図録』一  

049  南宋 李公麟 画孝経図巻 1巻 絵巻 絹本白描画 孝子人物 屏風1衝

立1 

素面、山

水図 

 20.5×702.6 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十五  

050  南宋 李公麟 孝経挿絵 1幅 絵巻 絹本着色 孝子人物 屏風1、囲

屏1 

山水   ニューヨーク、メ

トロポリタン美

術館 

『屏風のなか

の壺中天』図

99、102 

第5、

13章 

051  宋 無款 宋人十八学士

図 

1幅 軸 絹本着色 人物 八曲屏風

1、衝立1

山水図、

平遠山水

人物図 

 173.6 × 103.1; 

173.7×103.5 

台北・国立故宮博

物院 

『図録』三 2幅 

052  宋 宋人 梧蔭清遐図 1幅 軸 絹本着色 山水人物 衝立1 山水図  50.1×41.1 台北・国立故宮博

物院 

『図録』三  

053  宋 李嵩 瑞応図巻 1幅 軸 絹本着色 人物 屏風1 山水図  32.6×96.5 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十六  

054  宋 李嵩 観灯図軸 1幅 軸 絹本着色 人物風俗 衝立1 山水樹石

図 

 171.0×107.1 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

055  宋 李嵩 月夜看潮図 1幅 冊 絹本着色 風俗人物 大型朱漆

屏風1 

山水図  22.3×22.0 台北・国立故宮博

物院 

『故宮文物月

刊』一八五 

 

056  宋 李従訓 画趙子昂書楽

志論巻 

1巻 絵巻 絹本着色 人物 衝立1 山水図 延 祐 二 年

(1315) 

31.4×259.0 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二一  

057  宋 無款 明皇按楽図 1幅 軸   大型屏風

1 

山水図   台北・国立故宮博

物院 

『故宮文物月

刊』一六四 

 



058  宋 宋人（旧

伝王詵） 

繍龍暁鏡図 1幅 冊   枕屏1 平遠水墨

山水図 

13世紀  台北・国立故宮博

物院 

『故宮文物月

刊』二四一 

 

059  宋 張訓礼 囲炉博古図軸 1幅 軸 絹本着色 鑑古人物 衝立1 不明  138.0×72.7 台北・国立故宮博

物院 

『図録』二  

060  宋 無款 刺繍袈裟張屏

風 

1幅 枚 絹本着色 仏画 屏風 仏画  117.0×337.0 日本・京都・知恩

院 

鈴木敬等編集

『世界美術全

集』第一六巻中

国(５)宋･元、

図版二五 

 

061  宋 宋人 白描大士像軸 1幅 軸 紙本墨画 観音菩薩

像 

屏風1 六角亀穀

図案 

 78.5×44.7 台北・国立故宮博

物院 

『図録』三  

062  宋 郭忠恕 模顧愷之蘭亭

讌集図巻 

1巻 絵巻 絹本淡彩 人物 衝立1 不明  23.5×711.8 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十五  

063  宋 郭忠恕 倣王摩詰輞川

図巻 

1巻 絵巻 絹本着色 山水 衝立数点 不明  28.8×343.7 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十五  

064  宋 郭忠恕 臨王維輞川図

巻 

1巻 絵巻 絹本着色 山水 衝立数点 書道など  29.0×490.4 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十五  

065  宋 宋人 臨韓煕載夜宴

図 

1巻 絵巻 絹本着色 風俗人物 屏風 不明  27.9×69.0 台北・国立故宮博

物院 

『故宮文物月

刊』二四 

断簡 

066  南宋 趙伯驌 風簷展巻図 1幅 扇面画 絹本着色 山水人物 床屏1 山水 12世紀  台北・国立故宮博

物院 

『屏風のなか

の壺中天』図

97 

 

067  南宋 趙士雷 荷亭銷夏図 1幅 扇面画 絹本着色 楼閣人物 屏風1 山水 12世紀  台北・国立故宮博

物院 

『屏風のなか

の壺中天』図

98 

 

068  宋 作者不詳 『詩経』七月之

什への挿絵 

1幅 絵巻 絹本着色 楼閣人物 囲屏1 山水 12世紀  ニューヨーク、メ

トロポリタン美

術館 

『屏風のなか

の壺中天』図

103 

 

069  南宋 金処士 十王図 10幅 軸 絹本着色 仏画･十

王 

屏風 水墨山水 十二世紀後

半 

各107.5 × 47.4; 

各111.8×47.6 

ボストン美術館; 

ニューヨーク、メ

トロポリタン美

術館5; 日本岡山

県宝福寺 

『世界美術大

全集』第６巻、

南宋・金、図版

七六、挿図九〇

～九九 

 

070  南宋 (伝)劉松

年 

畫羅漢軸 1幅 掛幅 絹本著色 羅漢図 三曲屏風

1 

山水・花

鳥図 

開 禧 三 年

(1207) 

118.1×56.0 台北･故宮博物院 『図録』二 十六幅

軸の 1

幅 



071 JM10-00

1 

南宋 陸信忠 十王図 6幅 掛幅 絹本着色 仏画･十

王 

屏風 水墨山水

図 

 各58.6×37.9 神奈川県立金沢

文庫(称名寺所蔵

品) 

『金沢文庫の

名宝―鎌倉武

家文化の精華

―』図版五三 

 

072  南宋～元 無款 十王図 8幅 掛幅 絹本着色 仏画･十

王 

屏風 山水図  各92.5×44.3 神奈川県立歴史

博物館 

大和文華館編

集『元時代の絵

画』、図版五五 

十幅、

重 要

文 化

財 

073  南宋 - 元

時代 ( 十

三世紀) 

陸信忠 十王図 10幅 掛幅 絹本著色 仏画･十

王 

屏風10 水墨山水

図 

 各83.2×47.0 奈良国立博物館 『奈良国立博

物館蔵品図版

目録』（絵画篇）

図版六八 

 

074  元 陸信忠 十王図  掛幅 絹本着色 仏画･十

王 

屏風 山水図  各85.8×50.6 日本・永源寺 鈴木敬『中国絵

画史』中之二

（元） 

 

075  元 陸信忠 十六羅漢図  掛幅 絹本着色 羅漢 屏風 山水図  各97.0×51.0 日本･相国寺 根津美術館編

集『北山・東山

文化の華―相

国寺金閣銀閣

名宝展―』図版

一八 

 

076  元 無款 勘書図 1幅 頁 絹本着色 人物 三曲屏風 山水図  31.5×42.2 アメリカ・フリア

美術館 

鈴木敬『中国絵

画史』中之二

(元) 

 

ウ

ー・ホ

ン 著

書 の

図

93？ 

077  元･十三

世紀 

劉貫道 消夏図巻 1幅 頁 絹本墨画淡

彩 

人物肖像 重屏 風 俗 人

物、水墨

山水図 

 29.3×71.2 アメリカ、カンザ

ス・シテイ、ネル

ソン・ギャラリー

＝アトキンズ美

術館 

『世界美術大

全集』東洋編第

７巻元、図版一

〇九 

 

078  元･十四

世紀 

任仁発 琴棋書画図 2幅 頁 絹本著色 人物 衝立2 水墨山水

図 

 各172.8×104.2 東京国立博物館 『東京国立博

物館図版目

録・中国絵画

篇』図版二六 

四幅の

うち二

幅 



079 滬1-0158 元 (伝)趙孟

頫 

百尺梧桐軒図 1巻 絵巻 絹本着色 人物坐像 衝立1 山水  29.5×59.7 上海博物館 『図目』二; 

『文物』1991

年第4期 

 

080  元 趙孟頫 春山図巻 1巻 絵巻 絹本着色 山水人物 衝立2 山水 大 徳 二 年

(1298) 

36.0×330.1 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十七  

081  元 趙孟頫 春山閒眺巻 1巻 絵巻 絹本着色 山水人物 衝立2 山水 至 大 二 年

(1309) 

31.8×333.5 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十七  

082  元 趙孟頫 書画孝経巻 1巻 絵巻 絹本白描 孝子人物 衝立5 山水、流

水文 

 25.5×878.7 台北・国立故宮博

物院 

『図録』十七  

083 滬1-0266 元 款なし 孝経図 1巻 絵巻 絹本墨画 物語 衝立1 山水  21.4×158.0 上海博物館 『図目』二  

084 津7-0047 元 無款 鎖諫図 1幅 軸 絹本着色 人物 衝立1 山水  108.0×51.5 天津市芸術博物

館 

『図目』九  

085  元 元人 聴琴図 1幅 軸 絹本墨画 人物 衝立1 平遠山水

図 

 124.0×58.1 台北･故宮博物院 『図録』五  

086  元 李衎 竹石図 双幅 通屏 絹本墨画着

色 

 通屏 竹石  189.2×169.2 日本・明徳堂 鈴木敬『中国絵

画史』中之二

(元)、九一 

 

087  元 李衎 竹石図屏風   絹本着色  通屏 竹石図  185.5×153.7 北京・故宮博物院   

088  元 無款 蓮池水禽図 2幅  絹本着色  聯屏 蓮池水禽  150.3×90.9; 

104.2×55.4 

東京国立博物

館、京都国立博物

館 

鈴木敬『中国絵

画史』中之二

(元) 

 

089  元 元人 華厳海会図 1幅 軸 絹本着色 物語 三曲屏風

1 

山水  193.5×89.0 台北・故宮博物院 『図録』五  

090  元 唐棣 山水軸 1幅 軸 絹本着色 山水 屏風1 流水文  114.0×57.5 台北・故宮博物院 『図録』四  

091  元･十四

世紀 

無款 張雨題倪瓚像 1巻 巻 紙本墨画淡

彩 

人物肖像 屏風1 平遠水墨

山水図 

 28.2×60.9 台北･故宮博物院 『図録』二一  

092  元 王振鵬 画手巻 10幅 冊 絹本着色  三曲屏風

6、衝立1

山水図  約30.3×46.5 台北･故宮博物院 『図録』十七  

093  元 (伝)王振

鵬 

唐僧取経図 二冊 冊 絹本着色 仏教絵巻 屏風3 水墨山水

図 

 43.1×34.5 日本･個人蔵 大和文華館編

集『元時代の絵

画』、図版四八 

 

094  元 元人 上林羽猟図巻 1巻 絵巻 絹本青緑 風俗図 衝立1 不明  47.5×1298.2 台北･故宮博物院 『図録』十八  

095  元 元人 四孝図巻 1巻 絵巻 絹本着色 孝子 衝立2 山水  38.9×502.7 台北･故宮博物院 『図録』十八  

096  元 無款 十王図 内二幅 掛幅 絹本着色 仏画･十

王 

背屏 水墨山水

図と花卉

湖石図 

 142.8×61.2 静嘉堂文庫美術

館 

大和文華館編

集『元時代の絵

画』、図版五四 

十幅 



097  元 陸忠淵 十王図 3幅 掛幅 絹本著色 仏画･十

王 

屏風3 水墨山水

図 

 各85.9×50.8 奈良国立博物館 『奈良国立博

物館蔵品図版

目録』（絵画篇）

図版六九 

 

098  元 陸忠淵 十王図  掛幅 絹本着色 仏画･十

王 

屏風 山水  各85.8×50.6 日本・個人蔵 鈴木敬『中国絵

画史』中之二

（元） 

 

099  元 陸四郎 羅漢図  掛幅 絹本着色 羅漢 屏風 花卉  70.0×40.0 藤田美術館 鈴木敬『中国絵

画史』中之二

（元） 

 

100  元 李龍眠 羅漢図 1幅 掛幅 絹本着色 羅漢 屏風1 平遠山水  93.6×37.0 日本･大光明寺 根津美術館編

集『北山・東山

文化の華―相

国寺金閣銀閣

名宝展―』図版

一七 

 

101  元･十四

世紀 

(伝)李龍

眠 

羅漢図 1幅 掛幅 絹本著色 羅漢 屏風1 水墨山水  115.4×51.7 東京国立博物館 東京国立博物

館編集『東京国

立博物館図版

目録・中国絵画

篇』図版四〇 

 

102  元  「事林広記」挿

図 

1幅 挿図  宴飲図 屏風1 山水 至 元 六 年

(1340) 

 台北･故宮博物院 『故宮文物月

刊』一六四 

版画 

103  元  西夏訳経図 1幅 挿図   三曲屏風 山水図   北京・国家図書館 『中国美術全

集』絵画編20

版画、図版19 

 

104  宋元 (伝)王維 高士碁図 1幅 絵巻 絹本 高士 屏風1 上海博物

館「倣宋

元 人 物

図」類似

  旧満州帝室コレ

クション 

『屏風のなか

の壺中天』図

94 

11~12

世 紀

模本 

105  明 (伝)周文

矩 

重屏図 1幅 軸 紙本着色 人物 屏風2 人物、山

水 

  ワシントンＤＣ、

フリア美術館 

『屏風のなか

の壺中天』カラ

ー口絵4 

明 代

模本 

106  明 (伝)周文

矩 

倦繍図 1巻 絵巻 絹本着色  床屏1 山水   大英博物館 『屏風のなか

の壺中天』図

15 

明 初

模本 



107  明 (伝)周文

矩 

合楽図 1巻 絵巻 絹本着色 人物 多曲屏風

1 

樹石花卉   シカゴ芸術研究

所 

『屏風のなか

の壺中天』図

43、44 

10 世

紀 原

画 の

明 代

模本 

108  明 (伝)周文

矩 

挑耳図 1幅 軸 絹本着色 人物 三曲屏風

1 

山水   ワシントン、フリ

ア美術館 

『屏風のなか

の壺中天』図

93 

明 代

模本 

109  明  倣劉貫道銷夏

図 

1幅 絵巻 絹本着色  屏風1 山水 15世紀？  ワシントン、フリ

ア美術館 

『屏風のなか

の壺中天』図

84 

 

110  明･十四

世紀 

(伝)趙子

昂 

琴棋書画図 4幅 掛幅 絹本着色 高士 衝立1 水墨山水

図 

 各 縦

133.6~139.4、横

74.2 

日本･徳川美術館 徳川美術館編

集『新版・徳川

美術館蔵品抄

①徳川美術館

の名宝』図版二

五七 

内の1

幅 

111 滬1-0304 明 朱衝秋 七賢詠梅図 1巻 絵巻 紙本墨画 人物 三曲屏風

1 

山水  31.1×416.3 上海博物館 『図目』二 張 宛

立款 

112 滬1-0307 明 杜瓊 南村別墅図 10帖 冊 紙本着色 山水人物 衝立数点 不明 正 統 八 年

(1443) 

51.0×33.8 上海博物館 『図目』二 衝立、

素屏? 

113 滬1-0435 明 杜菫 仕女図 上、下

巻6段 

絵巻 絹本着色 仕女楼閣 多曲屏風

1 

山水  30.5×168.9 上海博物館 『図目』二 第6段

の 演

奏図 

114 滬1-0729 明 陳道復 四季花卉 4扇 4条屏 紙本着色 花卉 押絵貼 花卉 嘉靖二十二

年(1543) 

301.0×100.0 上海博物館 『図目』三  

115 滬1-1096 明 尤求 漢宮春暁図 1巻 絵巻 紙本墨画 仕女 衝立9、多

曲屏風2 

不明 隆 慶 二 年

(1568) 

24.5×801.3 上海博物館 『図目』三 素 屏

風? 

116 滬1-1133 明 宋旭 天香書屋図 1幅 軸 紙本着色 山水 衝立1 山水 万暦十六年

(1588) 

167.8×86.5 上海博物館 『図目』三  

117 京2-05 明 文征明 真賞斎図 1巻 絵巻 紙本着色 山水人物 衝立 不明 嘉靖三六年

(1557) 

 中国歴史博物館 『図目』一②  

118 京8-003 明 張路 八仙 ４扇 ４条屏 絹本着色 人物 押絵貼 八仙人物  153.1×102.6 中央工芸美術学

院 

『図目』一  

                                                  
② 中国古代書画鑑定組編『中国古代書画図目』一、文物出版社、1986年。以下、二～二十四冊同じである。また、第十六冊ないので、未検索のところである。 



119 京3-009 明 杜菫 祭月図 1幅 軸 絹本着色 人物風俗 三曲屏風 山水？  125.8×81.0 中国美術館 『図目』一  

120  明･十五

～十六世

紀 

杜菫 玩古図 1幅 軸 絹本着色 人物風俗 衝立1と

多曲屏風

1 

水波文、

山水図 

 126.1×187.0 台北･故宮博物院 『図録』六  

121 卾3-014 明 仇英 竹梧消夏図 1幅 軸 絹本着色 山水人物 衝立1 山水  44.0×30.4 湖北省博物館 『図目』十八  

122 滬1-0818 明 仇英 臨宋人画 15帖 冊 絹本着色 人物、楼

閣、山水、

会棋図 

衝立2、枕

屏1 

山水  27.2×25.5不同 上海博物館 『図目』三 第3、

6、15

帖 

123 京12-014 明 仇英 酔翁亭図 1幅 絵巻 絹本着色 人物風俗 衝立1 青緑山水  27.7×242.0 北京市文物商店 『図目』一  

124  明 仇英 緙糸水閣鳴琴

図 

1幅 軸 緙糸 水閣鳴琴 大幅立屏 山水  138.3×54.9 遼寧省博物館 『中国美術全

集』工芸美術編

７印染織繍

(下)図版五九 

 

125  明 仇十洲 純孝図冊 二十四

幅 

冊 絹本着色 孝行物語 屏風2 山水  各32.8×21.9 台北･故宮博物院 『図録』二十二 内の2

幅 

126  明 仇英 二十四孝冊 二十四

幅 

冊 絹本着色 孝行物語 屏風4 山水  各31.2×22.3 台北･故宮博物院 『図録』二十二 内の4

幅 

127  明 仇英 文徴明楷書孝

経仇英画巻 

1巻 絵巻 絹本着色 孝行物語 屏風7 山水  30.1×679.8 台北･故宮博物院 『図録』二十一  

128  明 仇英 蟠桃仙会巻 1巻 絵巻 絹本着色 蟠桃仙会 衝立1 山水  40.0×440.5 台北･故宮博物院 『図録』十九  

129  明 仇英 漢宮春暁図巻 1巻 絵巻 絹本着色 漢宮春暁 衝立3 山水  34.2×474.5 台北･故宮博物院 『図録』十九  

130  明 仇英 書錦堂軸 1幅 軸 絹本着色 錦堂 衝立1 山水  192.7×96.3 台北･故宮博物院 『図録』七  

131  明 仇英 宝絵堂軸 1幅 軸 絹本着色 宝絵堂 衝立1 山水  188.8×99.3 台北･故宮博物院 『図録』七  

132  明 仇英 西園雅集図軸 1幅 軸 絹本白描画 西園雅集 衝立1 山水  79.4×38.9 台北･故宮博物院 『図録』七  

133  明 仇英 画園居図王寵

題巻 

1幅 軸 紙本着色 園居図 衝立1 水墨淡彩

山水図 

 27.8×84.0 台北･故宮博物院 『図録』十八  

134  明 仇英 画淵明帰去来

辞巻 

1巻 絵巻 絹本着色 帰去来辞 衝立1 山水図  31.3×660.0 台北･故宮博物院 『図録』十八  

135  明 仇英 遊騎図巻 1巻 絵巻 絹本着色 遊騎図 衝立1 山水図  34.2×275.8 台北･故宮博物院 『図録』十八  

136  明 仇英 乞巧図巻 1巻 絵巻 紙本白描画 仕女 屏風1 山水図  27.9×388.3 台北･故宮博物院 『図録』十八  

137  明 仇英 園林勝景図巻 1巻 絵巻 絹本着色 園林勝景 衝立1 山水図  47.5×186.0 南京博物院 『南京博物院』

(中国の博物館

第４巻)、図版

148 

 

138 京5-212 明 沈介 梁夢龍恩栄百

紀図 

45帖 冊 絹本墨画 人物故事 多曲屏風 不明(素

屏風?) 

 58.7×34.8 首都博物館 『図目』一 弱 冠

賓興 



139 京3-051 明 款なし 嬰戯図 1幅 軸 絹本着色 人物風俗 衝立1扇 山水  175.5×96.0  々  々  

140 京2-268 明 款なし 憲宗行楽図 1幅 絵巻 紙本着色 人物風俗 衝立1扇 山水  36.6×630.6 中国歴史博物館  々  

141 滬1-2050 明 陳嘉言 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色 花鳥 押絵貼 花鳥 康熙十七年

(1678) 

202.8×48.2 上海博物館 『図目』四 創 作

年 代

間違 

142 滬1-1955 明 文従昌 山水 12帖 冊 紙本着色 山水 衝立数点 不明  21.8×34.0 上海博物館 『図目』四 素 屏

風? 

143 滬1-2057 明 黄巻 嬉春図 1巻 絵巻 絹本着色 仕女 衝立2 不明 崇 禎 九 年

(1636) 

38.0×311.2 上海博物館 『図目』四  

144 滬7-0065 明 葉時芳 北禅小像 1幅 軸 紙本着色 樹石人物 衝立1 山水 萬歴二六年

(1598) 

75.0×152.0 朶雲軒 『図目』十二  

145 滬7-0129 明 趙左 倣古山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水   朶雲軒 『図目』十二  

146 滬11-117 明 陳洪綬 花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥   上海文物商店 『図目』十二  

147  明   陳洪綬 宣文君授経図  1幅 軸 絹本墨画着

色 

人物 衝立1 山水 崇禎十一年

(1638) 

173.7×55.6 アメリカ、クリー

ヴランド、クリー

ヴランド美術館 

『世界美術大

全集』東洋編８

巻明、図版98 

 

148 蘇11-019 明 藍瑛 西湖十景 10扇 10条屏 絹本着色 山水 押絵貼 山水  169.0×45.0 揚州市文物商店 『図目』六  

149 蘇6-010 明 沈周 園樹複活図 1幅 軸 絹本着色 人物 衝立1 不明  183.2×82.0 無錫市博物館 『図目』六  

150 蘇

24-0071 

明 唐寅 李端端図 1幅 軸 紙本着色 人物 多曲屏風

1 

山水  122.8×57.3 南京博物院 『図目』七  

151  明 唐寅 陶穀贈詞図 1幅 軸 絹本着色 人物 衝立1、屏

風1 

水墨淡彩

山水図 

15～16世紀 168.8×102.1 台北・故宮博物院 『故宮文物月

刊』211 

 

152  明 唐寅 倣唐人人物図

(張祜李端端

図) 

1幅 軸 紙本着色 仕女 二曲屏風

2 

樹石・流

水文 

 149.3×65.9 台北・故宮博物院 『図録』七  

153 甘1-28 明 王峻等 山水 10帖 冊 金箋着色 山水 衝立1屏

風1 

山水 崇 禎 五 年

(1632) 

30.2×38.4 甘粛省博物館 『図目』十八  

154 滇1-22 明 款なし 評書図 1幅 軸 絹本 人物 衝立1 山水  151.5×92.8 雲南省博物館 『図目』十八  

155 京1-1654 明 鄭文林 八僊図 4扇 4条屏 絹本着色 人物 押絵貼 人物  162.0×79.5 北京・故宮博物院 『図目』二十  

156 京1-1103 明 沈周 松蔭対話図 2扇 通景屏 絹本着色 人物 押絵貼 人物  165.6×77.1 北京・故宮博物院 『図目』二十  

157 京1-1761 明 銭穀 僊吏神交図 8帖 冊 紙本着色 人物山水 衝立 山水  29.2×25.3 北京・故宮博物院 『図目』二十  

158 京1-1750 明 銭穀 秋堂読書図 1巻 絵巻 紙本墨画 山水人物 衝立 不明 嘉靖十八年

(1539) 

24.7×147.5 北京・故宮博物院 『図目』二十  

159 京1-1592 明 仇英 臨肖照瑞応図 1巻 絵巻 絹本着色 山水人物 衝立1 山水  33.0×723.0 北京・故宮博物院 『図目』二十  

160 京1-1586 明 仇英 人物故事図 10帖 冊 絹本着色 山水楼閣

人物 

衝立6 山水、折

枝花鳥 

 41.2×33.7 北京・故宮博物院 『図目』二十 1素屏 



161 京1-1377 明 唐寅 双鑑行窩図(題

選) 

29帖 冊 絹本着色 山水人物 衝立1 流水文 正徳十四年

(1519) 

30.1×55.7 北京・故宮博物院 『図目』二十  

162 京1-3098 明 白丁 蘭花図 4扇 4条屏 紙本墨画 蘭花 押絵貼 蘭花   北京・故宮博物院 『図目』二一  

163 京1-2953 明 項聖謨 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉   北京・故宮博物院 『図目』二一  

164 京1-2665 明 荘厳 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水 萬暦四二年

(1614) 

 北京・故宮博物院 『図目』二一  

165 京1-3147 明 呉湘 仕女図 1巻 絵巻 紙本着色 仕女 三曲屏風 山水  30.4×57.0 北京・故宮博物院 『図目』二一  

166 京1-2306 明 陳煥 四季山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 四季山水 萬暦三二年

(1604) 

350.5×104.6 北京・故宮博物院 『図目』二一  

167 京1-1959 明 尤求 品古図 1幅 軸 紙本墨画 人物 衝立1 不明 隆 慶 六 年

(1572) 

94.0×36.5 北京・故宮博物院 『図目』二一  

168 京1-1961 明 尤求 問禮図 1幅 軸 紙本墨画 人物 多曲屏風

1 

不明 萬暦十一年

(1583) 

87.8×32.5 北京・故宮博物院 『図目』二一  

169 渝1-121 明 謝袞 画像 1幅 軸  人物 衝立1 山水  115.2×64.5 重慶市博物館 『図目』十七  

170 渝1-039 明 楊忠 桃花源図 1幅 軸 絹本着色 人物楼閣 衝立1 山水 甲子 172.0×105.5 重慶市博物館 『図目』十七  

171 渝1-028 明 唐寅 臨韓煕載夜宴

図 

1巻 絵巻 絹本着色 人物 衝立4多

曲屏風7

囲屏4硯

屏1 

山水、樹

石、流水

文、幾何

画文 

16～17世紀 30.8×547.8 重慶市博物館 『図目』十七  

172  明 唐寅 画韓煕載夜宴

図軸 

1幅 軸 絹本着色 人物風俗 衝立 水墨淡彩

山水図 

 146.4×72.6 台北・故宮博物院 『図録』七  

173 川1-164 明 無款 闕裏聖跡図 1巻 巻 紙本墨画 人物物語 衝立7三

曲屏風1

六曲屏風

3八曲屏

風1 

流水文1

他の不明

 1645.6×32.4 四川省博物館 『図目』十七  

174 川1-045 明 謝時臣 石勒問道図 1巻 巻 絹本墨画 山水人物 衝立1 流水文 嘉靖二一年

(1542) 

37.4×126.1 四川省博物館 『図目』十七  

175  明 謝時臣 豳風図軸 1幅 軸 紙本着色 豳風図 衝立1 山水  196.6×109.0 台北・故宮博物院 『図録』七  

176 浙25-05 明 任道遜 山水 3扇 3条屏 紙本墨画     147.5×61.6 浙江温州博物館 『図目』十一  

177 浙8-06 明 趙澄 臨古山水 2扇 2条屏 絹本着色  押絵貼 山水   浙江省嘉興市博

物館 

『図目』十一  

178 浙5-008 明 楊治卿 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥  229.5×119.0 浙江省杭州市文

物考古所 

『図目』十一  

179 浙3-04 明 袁尚統 倣古山水 6扇 6条屏 絹本着色  押絵貼 山水 順治十八年

(1661) 

232.0×52.0 浙江美術学院 『図目』十一  



180 浙14-27 明 呂学 水閣観梅図 1幅 軸 紙本着色 山水人物 衝立1 山水 康熙四十年

(1701) 

86.0×167.0 浙江省湖州市博

物館 

『図目』十一  

181 桂1-060 明 淩必正 雑画 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼  崇禎十六年

(1643) 

29.0×29.0 広西壮族自治区

博物館 

『図目』十四  

182 粤1-0078 明 陳道復 四季花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 四季花卉  341.5×100.9 広東省博物館 『図目』十三  

183 粤1-0103 明 銭穀 書斎汲泉図 1幅 軸 紙本着色 人物 衝立1 不明 萬 歴 二 年

(1574) 

98.5×42.0 広東省博物館 『図目』十三  

184 粤1-0105 明 尤求 四弦高士図 1幅 軸 紙本着色 人物 衝立1 不明 萬歴十三年

(1585) 

114.0×39.5 広東省博物館 『図目』十三 素 屏

風? 

185 粤1-0135 明 張復 茗話斎図 1幅 軸 紙本着色 人物 衝立1 山水 萬歴三二年

(1604) 

81.3×32.0 広東省博物館 『図目』十三  

186 粤2-069 明 宋懋晋 杜甫詩意図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 泰 昌 元 年

(1620) 

 広州市美術館 『図目』十四  

187 粤2-022 明 文徴明 金閶名園図 1巻 絵巻 絹本着色 山水人物 衝立1 花卉 嘉靖三一年

(1552) 

40.7×659.0 広州市美術館 『図目』十四  

188 閩1-004 明 周翰 西園雅集図 1巻 絵巻 絹本墨画 山水人物 屏風1 流水文  31.2×25.3 福建省博物館 『図目』十四  

189 津2-035 明 董其昌 書画団扇 2扇 2条屏 金箋墨画  押絵貼 書画団扇   天津市歴史博物

館 

『図目』八  

190 津6-006 明 宋旭 瀟湘八景 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水 萬歴二八年

(1600) 

106.0×37.0 天津市文物公司 『図目』八  

191 津6-042 明 王鑑 白描人物 20帖 冊 紙本墨画 人物 硯屏1 山水  19.5×22.0 天津市文物公司 『図目』八  

192 津7-0194 明 尤求 西園雅集図 1幅 軸 紙本墨画 人物楼閣 衝立1 不明 萬 歴 元 年

(1573) 

109.0×43.5 天津市芸術博物

館 

『図目』九  

193  明 明人 西園雅集図 1幅 軸 絹本着色 人物 三曲屏風 山水花草  144.8×64.9 台北･故宮博物院 『図録』九  

194 津7-0195 明 尤求 囲棋報捷図 1幅 軸 紙本墨画 人物 衝立1 不明 萬 歴 八 年

(1580) 

154.0×30.8 天津市芸術博物

館 

『図目』九  

195 津7-0453 明 朱英 倣文徴明渓山

漁隠図 

1巻 絵巻 綾本着色 山水人物 衝立1 不明 崇 禎 四 年

(1631) 

28.8×250.0 天津市芸術博物

館 

『図目』九  

196 津7-0522 明 無款 伏生授経図 1幅 軸 絹本着色 人物 二曲屏風

1 

山水  148.2×104.5 天津市芸術博物

館 

『図目』九  

197 津7-0542 明 無款 蕉蔭納涼図 1幅 軸 絹本着色 人物 多曲屏風

1 

不明  134.5×50.2 天津市芸術博物

館 

『図目』九 素 屏

風? 

198 遼1-095 明 馬軾等 帰去来辞図 1巻 巻 紙本墨画 逸士人物 衝立1 山水 永楽二二年

(1424) 

28.0×619.0 遼寧省博物館 『図目』十五  

199 遼1-300 明 呉湘 八仙図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 八仙  165.7×87.0 遼寧省博物館 『図目』十五  

200 遼1-316 明 無款 漢宮春暁図 1巻 巻 紙本着色 仕女 衝立1 山水  33.8×562.0 遼寧省博物館 『図目』十五  



201 皖4-01 明 林良 花鳥 4扇 4条屏 絹本墨画  押絵貼 花鳥  161.2×113.5 安徽省歙県博物

館 

『図目』十二  

202  明 劉俊 雪夜訪普図軸 1幅 軸 絹本着色 歴史人物

故事 

衝立1、墨

画淡彩 

平遠山水

図 

 143.2×75.3 北京・故宮博物院 『中国文物精

華大全』(書画

巻)図版二三五 

 

203  明 杜陵内史 宮美人調鸚図 1幅 軸 絹本着色 宮美人調

鸚 

多曲屏風

1 

山水  103.6×63.1 大阪市立美術館 大阪市立美術

館『日本・中

国・朝鮮にみる

16 世紀の美

術』図版二八 

 

204  明 謝環 杏園雅集図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 硯屏 山水図 正 統 二 年

(1437)頃 

37.0×401.0 江蘇省・鎮江市博

物館 

『世界美術大

全集』東洋編第

８巻明、挿図一

二 

 

205  明 謝環 杏園雅集図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 硯屏 山水図 正 統 二 年

(1437)頃 

37.1×240.7 日本･翁萬戈コレ

クション 

『世界美術大

全集』東洋編８

巻明、挿図六一 

 

206  明 李宗謨 蘭亭修禊図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 衝立1 山水  30.3×507.5 台北･故宮博物館 『図録』十九  

207  明･十五-

十六世紀

呂紀 四季花鳥図 四幅 4条屏 絹本墨画著

色 

四季花鳥 押絵貼 四季花鳥  各175.2×100.9 東京国立博物館 『東京国立博

物館図版目

録・中国絵画

篇』図版五四 

 

208  明･十四

～十五世

紀 

呂敬甫 草蟲図 二幅 2条屏 絹本着色 草蟲 押絵貼 草蟲  各114.1×55.6 日本・曼殊院 『世界美術大

全集』東洋編第

８巻明、挿図二

三、二四 

 

209  明 王紱 勘書図軸 1幅 軸 紙本墨画 人物 衝立1 不明  119.8×40.1 台北･故宮博物院 『図録』六  

210  明 戴進 画山水軸 1幅 軸 絹本淡色 山水 屏風1 不明  184.5×109.4 台北･故宮博物院 『図録』六  

211  明 尤求 松陰博古図 1幅 軸 紙本墨画 松陰博古 屏風1 素面 1579年 108.6×33.6 台北･故宮博物院 『図録』八  

212  明 仇英 帝王道統万年

図冊 

20幅 冊 絹本着色 帝王道統

万年図 

屏風10 素面  各32.5×32.6 台北･故宮博物院 『図録』二十二  

213  明 張宏 雑技遊戯図巻 1巻 絵巻 紙本墨画 雑技遊戯 多曲屏風 不明  27.5×459.0 北京･故宮博物院 『中国美術史』

明代巻、図版一

〇六 

 

214  明 丁雲鵬 白描応真巻 1巻 絵巻 紙本白描画 人物 衝立1 瑞禽霊草

文 

 27.0×605.8 台北･故宮博物院 『図録』十九  



215  明 唐寅 西洲和旧図軸 1幅 軸 紙本墨画 西洲和旧

図 

衝立1 不明 1519年 110.7×52.3 台北･故宮博物院 『図録』七 素

屏？ 

216  明 仇英 上林図巻 1巻 絵巻 絹本着色 上林図 屏風2 不明  53.5×1183.9 台北･故宮博物院 『図録』十八  

217  明 仇英 上林図巻 1巻 絵巻 絹本着色 上林図 屏風2 不明  44.8×1208.0 台北･故宮博物院 『図録』十八  

218  明 仇英 仙奕図巻 1巻 絵巻 絹本着色 仙奕図 屏風2 不明  31.4×81.0 台北･故宮博物院 『図録』十八  

219  明 仇英 修禊図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物 屏風2 不明  29.7×207.5 台北･故宮博物院 『図録』十八  

220  明 仇英 清明上河図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物風俗 屏風、衝

立 

不明  34.8×804.2 台北･故宮博物院 『図録』十八  

221  明 仇英 清明上河図巻 1巻 絵巻 絹本着色 人物風俗 衝立 不明  28.6×553.5 台北･故宮博物院 『図録』十八  

222  明 ( 十四

～十七世

紀) 

 上元灯彩図巻 1巻 絵巻 絹本着色 風俗図 屏風、衝

立 

山水、花

鳥、花卉

 25.5×266.6 北京･故宮博物院 『文物』1997

年第4期 

 

223  明 尤求 紅拂図 1幅 軸  仕女 屏風1 不明   台北･故宮博物院 『故宮文物月

刊』三六 

 

224  明 (伝)明人 臨宋人白描大

士像軸 

1幅 軸 紙本 大士像 二曲屏風

1 

不明  99.5×52.1 台北･故宮博物院 『図録』九  

225  明 ( 十六

～十七世

紀) 

韓秀實 鯉図屏風   二曲 通景屏 絹本墨画 鯉図 押絵貼   128.5×76.3 神奈川県・常盤山

文庫 

『常盤山文庫

名品選―墨の

彩りー』図版一

〇二 

 

226  明 戴進 太平楽事冊 10幅 冊 絹本着色  衝立2 山水、水

波文 

 各21.8×22.0 台北･故宮博物院 『図録』二十二  

227  明 丁雲鵬 仙山楼閣軸 1幅 軸 紙本着色 仙山楼閣 衝立1 流水文 万 暦 癸 未

(1583) 

187.1×52.1 台北･故宮博物院 『図録』八  

228  明 仇英 百美図巻 1巻 絵巻 絹本着色 仕女 衝立2、三

曲屏風1 

花鳥、山

水、流水

文 

 36.8×483.2 台北･故宮博物院 『図録』十九  

229  明 仇英 東林図巻 1巻 絵巻 絹本着色 東林図 衝立1 流水文  29.5×136.4 台北･故宮博物院 『図録』十八  

230  明 仇英 漢宮春暁図巻 1巻 絵巻 絹本着色 漢宮春暁

図 

衝立2 流水文 嘉靖十九年

(1540)頃 

30.6×574.1 台北･故宮博物院 『図録』十八  

231  明 無款 高士睡臥図 1幅 冊 絹本着色  屏風1 流水文 明初？  ニューヨーク、メ

トロポリタン美

術館 

『屏風のなか

の壺中天』図

13 

 

232  明 無款 槐蔭銷夏図 1幅 冊 絹本着色  屏風1 山水樹石 明初？  北京･故宮博物院 『屏風のなか

の壺中天』図

14 

 



233  明 作者不詳 初夏図(「十八

学士図」4画軸

の1本か) 

1幅 軸  鑑古図 衝立1 山水   蘇州市博物館 『屏風のなか

の壺中天』図

172 

 

234  明  明世宗肖像 1幅 軸 人物肖像  座屏 龍文図      

235  明  明孝宗肖像 1幅 軸 人物肖像  座屏 龍文図      

236  明  明穆宗肖像 1幅 画軸 絹本着色  座屏 龍文図   台北・故宮博物院 『屏風のなか

の壺中天』図5 

 

237  清 無款 玄燁(康煕)便

服図 

1幅 軸 人物肖像  座屏 龍文図   北京･故宮博物院 『故宮文物月

刊』148 

 

238 滬1-2721 清 朱耷 花鳥 4扇 4条屏 絹本墨画 花鳥 押絵貼 花鳥 康熙三十一

年(1692) 

161.8×42.2 上海博物館 『図目』四  

239 滬1-2688 清 梅清 倣古山水 4扇 4条屏 紙本着色 山水 押絵貼 山水   上海博物館 『図目』四  

240 滬1-2645 清 戴本孝 黄山四景図 4扇 4条屏 絹本着色 山水 押絵貼 山水  188.8×54.4 上海博物館 『図目』四  

241 滬1-2594 清 龔賢 山水通景 8扇 8条屏 紙本墨画 山水 押絵貼 山水  200.3×430.0 上海博物館 『図目』四  

242 滬1-2544 清 李因 花鳥 4扇 4条屏 綾本墨画 花鳥 押絵貼 花鳥 順治十七年

(1660) 

 上海博物館 『図目』四  

243 滬1-2323 清 王鑑 倣古山水 12扇 12条屏 絹本着色 山水 押絵貼 山水 康 熙 八 年

(1669) 

162.7×51.1 上海博物館 『図目』四 六 曲

一双 

244 滬1-2328 清 王鑑 倣古山水 12扇 12条屏 絹本着色 山水 押絵貼 山水 康 熙 九 年

(1670) 

200.4×56.5 上海博物館 『図目』四 六 曲

一双 

245 滬1-2802 清 呂煥成 漢宮春暁図 1巻 絵巻 絹本着色 人物楼閣 衝立数点 不明 康熙二十一

年(1682) 

39.0×545.5 上海博物館 『図目』四  

246 滬1-2821 清 陶宏 仕女図 12帖 冊 紙本着色 仕女 衝立1 不明 康熙四十年

(1701) 

22.7×23.3 上海博物館 『図目』四  

247 京9-094 清 孟子瑞 西園雅集図(通

景) 

12扇 12条屏 絹本着色 人物楼閣 押絵貼 人物楼閣 順治十三年

(1656) 

 中国文物商店総

店 

『図目』一 六 曲

一双 

248 京5-081 清 袁江 倣李昭道山水

楼閣 

1幅 軸 金箋着色 山水楼閣 衝立1 山水 康熙三九年

(1700) 

57.5×42.7 首都博物館  々  

249 京3-080 清 禹之鼎 牟司馬像 1幅 軸 絹本着色 人物 衝立1 山水？ 康熙四四年

(1705) 

101.0×45.7 中国美術館  々  

250 京8-125 清 孫億 荷塘柳燕図 12扇 12条屏 絹本着色 花鳥 押絵貼 花鳥 甲戌  中央工芸美術学

院 

 々 六 曲

一双 

251  清 孫億 花鳥図屏風 六曲一

双 

12条屏 絹本著色  押絵貼 花鳥 康煕四十五

年(1706) 

各扇130.0×54.7 愛知・徳川美術館 『吉祥―中国

美術にこめら

れた意味』図版

二五八 

 



252  清 張莘 花鳥図屏風 六曲一

双 

12条屏 紙本著色  押絵貼 花鳥  各134.0×31.0 長崎県立美術博

物館 

『中国の花鳥

画と日本』図版

120～131 

 

253 京8-187 清 任頤 花鳥図 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 同治十二年

(1873) 

 中央工芸美術学

院 

『図目』一  

254 京1-111 清 沈銓 雑画 5扇 5条屏 絹本着色  押絵貼  乾隆壬戌(七

年、1742) 

 北京・故宮博物院  々  

255 京1-166 清 銭慧安 人物 ４扇 ４条屏 絹本着色  押絵貼 人物    々  々  

256 京1-167 清 任薰 花鳥 ４扇 ４条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥  133.5×33.0  々  々  

257  清 任薰 人物故事図屏 ４扇 ４条屏 絹本著色  押絵貼 人物  各216.7×55.8  々 『故宮博物院

蔵明清絵画』図

版115 

 

258 京2-24 清 査士標 山水 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水   中国歴史博物館 『図目』一  

259 京2-375 清 朱耷 松梅竹蕉四条 ４扇 ４条屏 紙本墨画  押絵貼 花卉  178.6×43.4  々  々  

260 京2-523 清 李鱓 花鳥 ４扇 ４条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 乾 隆 三 年

(1738) 乾隆

四年(1739) 

  々  々  

261 京2-556 清 甘士調 指画花鳥 ４扇 ４条屏 紙本墨画  押絵貼 花鳥    々  々  

262 京2-706 清 虚谷 雑画 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼  光緒二十一

年(1895) 

  々  々  

263 京2-710 清 朱偁 花鳥 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 五 年

(1879) 

  々  々  

264 京2-715 清 任薰 四季花鳥 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 四 年

(1878) 

  々  々  

265 京3-068 清 朱耷 鶴鹿雁鳧図 ４扇 ４条屏 紙本墨画  押絵貼   181.0×44.3 中国美術館  々  

266 京3-112 清 李鱓 花卉 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 雍 正 五 年

(1727) 

160.8×47.0 中国美術館  々  

267 京3-139 清 袁耀 九成宮図(通

景) 

12扇 十二条

屏 

絹本着色  押絵貼 山水楼閣  219.8×602.0 中国美術館  々 六 曲

一双 

268 京3-159 清 虚谷 四季花卉 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花卉  133.2×31.0 中国美術館 

 

 々  

269 京3-167 清 任薰 四季花卉 12扇 十二条

屏 

紙本着色  押絵貼 花卉 同治十二年

(1873) 光緒

元年(1875) 

89.3×31.0 中国美術館  々 六 曲

一双 

270 京3-179 清 任頤 花鳥 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 同治十一年

(1872) 

 中国美術館  々  



271 京3-224 清 呉嘉猷 五子図 1幅 軸 紙本着色 人物 衝立1 梅雀 光 緒 九 年

(1883) 

114.5×49.2  々  々  

272 京3-207 清 任頤 花鳥 6扇 6条屏 瓷青絹金墨  押絵貼 花鳥 光緒十六年

(1890) 

153.0×41.2 中国美術館  々 六 曲

一隻 

273 京3-212 清 任頤 花卉禽鳥 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光緒十七年

(1891) 

 中国美術館  々  

274 京3-243 清 呉昌碩 梅花(通景) ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 丙辰(1916)  中国美術館 

 

 々  

275 京3-248 清 呉昌碩 花果 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 庚申－乙丑

(1920~1925)

151.0×39.8 中国美術館  々 尺 寸

不同 

276 京7-045 清 龔賢 天半峨嵋図 3扇 3条屏 絹本墨画  押絵貼 山水 康熙十三年

(1674) 

283.5×242.4 中央美術学院  々  

277 京7-096 清 陳星 山水 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水 甲午  中央美術学院  々  

278 京7-113 清 任頤 人物故事 ４扇 ４条屏 金箋着色  押絵貼 人物 光緒十七年

(1891) 

 中央美術学院  々  

279 京7-117 清 呉慶雲 海州全図(通

景) 

４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 山水楼閣 光緒十八年

(1892) 

96.5×178.8 中央美術学院  々  

280 

 

京9-275 清 蘇六朋 人物故事 ４扇 ４条屏 絹本着色  押絵貼 人物   中国文物商店総

店 

 々  

281 京10-052 清 蒋廷錫 花鳥 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 康熙五九年

(1720) 

 北京市工芸品進

出口公司 

 々 六 曲

一双 

282 京10-063 清 華嵒 人物花鳥 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 人物花鳥  50.0×37.0 北京市工芸品進

出口公司 

 々 六 曲

一双 

283 京10-072 清 鄒一桂、

蒋溥 

花鳥(通景) 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 乾隆十六年

(1751) 

209.7×1095.4 北京市工芸品進

出口公司 

 々 六 曲

一双 

284 京10-074 清 黄慎 雪梅寒雀図 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 乾隆十六年

(1751) 

179.2×54.4  々  々  

285 京10-085 清 鄭燮 墨竹 ４扇 ４条屏 紙本墨画  押絵貼 墨竹 乾隆二八年

(1763) 

158.5×44.5  々  々  

286  清 鄭燮 墨竹図 ４扇 ４条屏 紙本墨画   墨竹 乾 隆 十 八

(1753)年 

各 179.5 ×

64.5~68.0  

プリンストン、プ

リンストン大学

美術館 

鈴木敬氏の著

作の図版86 

 

287  清 鄭燮 墨竹図屏風 ４曲 通景屏 紙本墨画  通景屏 墨竹 乾 隆 十 八

(1753)年 

120.0×238.0 東京国立博物館 『世界美術全

集』一七中国

(6)明・清、図

版64 

 



288 京10-151 清 高棱 八仙 ４扇 ４条屏 絹本着色  押絵貼 人物   北京市工芸品進

出口公司 

『図目』一  

289 京11-075 清 朱耷 鳧鷹魚雁図 ４扇 ４条屏 絹本墨画  押絵貼 花鳥   栄宝斎  々  

290 京12-165 清 樊圻等 山水 12扇 12条屏 綾本墨画  押絵貼 山水 康熙二九年

(1690) 

215.0×52.0 北京市文物商店  々 六 曲

一双 

291 京12-177 清 羅牧 山水 ４扇 ４条屏 綾本墨画  押絵貼 山水 康熙三四年

(1695) 

177.0×47.2 北京市文物商店  々  

292 滬1-4653 清 金柬彡 梅花図通景 3扇 3条屏 紙本墨画  押絵貼 梅花 光緒三三年

(1907) 

 上海博物館 『図目』五  

293 滬1-4659 清 呉昌碩 四季花卉 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 光緒二十年

(1894) 

 上海博物館 『図目』五  

294 滬1-4662 清 呉昌碩 花卉 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 光緒二三年

(1897) 

238.0×46.7 上海博物館 『図目』五  

295 滬1-4665 清 呉昌碩 花卉 ４扇 ４条屏 紙本墨画  押絵貼 花卉 光緒二七年

(1901) 

115.9×20.7 上海博物館 『図目』五  

296 滬1-4684 清 呉昌碩 花卉 ４扇 ４条屏 紙本墨画  押絵貼 花卉 丙辰(1916) 113.5×45.4 上海博物館 

 

『図目』五  

297 滬1-4624 清 任頤 花鳥 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光緒十七年

(1891) 

82.6×48.5 上海博物館 『図目』五  

298 滬1-4627 清 任頤 人物 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 人物 光緒十八年

(1892) 

183.0×47.0 上海博物館 『図目』五  

299 滬1-4635 清 任頤 花鳥 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥   上海博物館 『図目』五  

300 滬1-4549 清 趙子謙 花卉 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 同治十一年

(1872) 

 上海博物館 『図目』五  

301 滬1-3909 清 李方膺 梅蘭竹菊図 ４扇 ４条屏 紙本墨画  押絵貼 梅蘭竹菊 乾隆十六年

(1751) 

 上海博物館 『図目』五  

302 滬1-3682 清 李鱓 花卉 ４扇 ４条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 乾 隆 十 年

(1745) 

 上海博物館 『図目』五  

303 滬1-3699 清 李鱓 花鳥 10扇 10条屏 紙本墨画  押絵貼 花鳥 乾隆十八年

(1753) 

194.9×54.1 不

同 

上海博物館 『図目』五 12扇、

う ち

の2扇

題記 

304 滬1-3515 清 袁耀 九成宮通景 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 山水楼閣 乾隆三九年

(1774) 

211.0×472.0 上海博物館 『図目』五  

305 滬1-3516 清 袁耀 九成宮通景 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 山水楼閣 乾隆四三年

(1778) 

324.2×676.8 上海博物館 『図目』五  



306 滬1-3534 清 沈銓 花卉鳥獣 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 花卉鳥獣 乾 隆 六 年

(1741) 

206.0×46.4 上海博物館 『図目』五  

307 滬1-3437 清 顧昶 倣宋元山水 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水 康熙四五年

(1706) 

 上海博物館 『図目』五  

308 滬1-3410 清 袁江 山水通景 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水 康熙三五年

(1696) 

216.7×424.0 上海博物館 『図目』五  

309  清 袁江 緑野堂図屏風   金箋着色  八曲一隻 楼閣山水 康煕五九年

(1720) 

264.0×490.0 京都国立博物館 『世界美術大

全集』東洋編9

巻清、図版70 

 

310  清 王雲 楼閣山水図屏

風 

  金箋着色  八曲一隻 楼閣山水 康煕五九年

(1720) 

244.5×488.5 京都国立博物館   

311 滬1-3262 清 王原祁 倣古山水 頁装 8

扇 

8条屏 紙本着色  押絵貼 山水 康熙四三年

(1704) 

67.0×42.0 上海博物館 『図目』五  

312 滬1-3074 清 鄭旻 黄山図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水  133.7×42.4他 上海博物館 『図目』五  

313 滬1-4014 清 丁観鵬 乞巧図 1巻 絵巻 紙本墨画 仕女 衝立 1 多

曲屏風1 

流水文 乾隆十三年

(1748) 

28.7×384.5 上海博物館 『図目』五  

314 滬1-4564 清 任薰 博古図 1幅 軸 紙本着色 人物 衝立1 竹 同 治 十 年

(1871) 

99.9×39.7 上海博物館 『図目』五  

315 滬1-4647 清 呉嘉猷 仕女図 12帖 冊 絹本着色 仕女 多曲屏風

2 

不明 光緒十六年

(1890) 

27.2×33.3 上海博物館 『図目』五 素 屏

風? 

316 滬1-4776 清 款なし 元宵灯市図 1巻 絵巻 紙本墨画 人物風俗 多曲屏風 不明  29.0×516.5 上海博物館 『図目』五  

317 滬2-14 清 蒲華 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水   上海画院 『図目』十二  

318 滬2-15 清 蒲華 竹石図 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 竹石   上海画院 『図目』十二  

319 滬4-02 清 朱耷 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水  178.6×47.2 中国美術家協会

上海分会 

『図目』十二  

320 滬4-33 清 呉昌碩 花卉 4扇 4条屏 綾本着色  押絵貼 花卉 甲寅(1914) 157.0×41.0 中国美術家協会

上海分会 

『図目』十二  

321 滬4-38 清 呉昌碩 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 丙辰(1916) 180.2×34.4 中国美術家協会

上海分会 

『図目』十二  

322 滬6-24 清 虚谷 十二生肖図 12扇 12条屏 紙本着色  押絵貼 十二生肖 光 緒 十 年

(1884) 

 上海友誼商店古

玩分店 

『図目』十二  

323 滬7-0421 清 顧昶 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水   朶雲軒 『図目』十二  

324 滬7-0562 清 辺寿民 蘆雁図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 蘆雁   朶雲軒 『図目』十二  

325 滬7-0705 清 張敔 花卉 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 花卉   朶雲軒 『図目』十二  

326 滬7-0799 清 周鎬 四景山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 四景山水   朶雲軒 『図目』十二  

327 滬7-0844 清 朱昂之 松竹梅蘭図 4扇 4条屏 灑金箋着色  押絵貼 松竹梅蘭   朶雲軒 『図目』十二  



328 滬7-1058 清 任頤 花鳥 4扇 4条屏 金箋着色  押絵貼 花鳥 光 緒 六 年

(1880) 

 朶雲軒 『図目』十二  

329 滬8-134 清 任頤 花卉 3扇 3条屏 紙本着色  押絵貼 花卉   上海工芸品進出

口公司 

『図目』十二  

330 滬10-16 清 楊蔭沼 花卉 8扇 8条屏 紙本墨画  押絵貼 花卉 癸巳  上海友誼商店 『図目』十二  

331 滬11-290 清 高鳳翰 花卉 4扇 4条屏 綾本着色  押絵貼 花卉   上海文物商店 『図目』十二  

332 滬11-294 清 李鱓 花卉草蟲 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花卉草蟲 乾隆十四年

(1749) 

44.8×39.7 上海文物商店 『図目』十二  

333 滬11-296 清 李鱓 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 乾隆十七年

(1752) 

42.9×30.2 上海文物商店 『図目』十二  

334 滬11-352 清 辺寿民 雑画 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼  乾隆十六年

(1751) 

 上海文物商店 『図目』十二  

335 滬11-444 清 項紳 指画松竹霊石

通景 

8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 松竹石   上海文物商店 『図目』十二  

336 滬11-478 清 江介 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 道光十一年

(1831) 

 上海文物商店 『図目』十二  

337 滬11-486 清 郭儀宵 竹石図 4扇 4条屏 絹本墨画  押絵貼 竹石   上海文物商店 

 

『図目』十二  

338 滬11-513 清 包棟 人物花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 人物花卉 同 治 五 年

(1866) 

 上海文物商店 『図目』十二  

339 滬11-528 清 張熊 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 光 緒 四 年

(1878) 

 上海文物商店 『図目』十二  

340 滬11-529 清 姚燮 梅花図通景 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 梅花 咸 豊 十 年

(1860) 

 上海文物商店 『図目』十二  

341 滬11-531 清 劉徳六 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 同 治 八 年

(1869) 

 上海文物商店 『図目』十二  

342 滬11-541 清 鄧啓昌 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵 花卉 同 治 七 年

(1868) 

 上海文物商店 『図目』十二  

343 滬11-549 清 居廉 花卉 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花卉 光緒二七年

(1901) 

 上海文物商店 『図目』十二  

344 滬11-553 清 趙之謙 書画団扇 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 書画 同 治 三 年

(1864) 

 上海文物商店 『図目』十二  

345 滬11-554 清 趙之謙 花卉 4扇 4条屏 金箋着色  押絵貼 花卉 同 治 七 年

(1868) 

106.5×26.3 上海文物商店 『図目』十二  

346 蘇21-31 清 呉穀祥 山水 4扇 4条屏 灑金箋墨画  押絵貼 山水 光緒二一年

(1895) 

 南京市文物商店 『図目』六  



347 蘇20-168 清 王瀛 花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 道 光 二 年

(1822) 

 南京市博物館 『図目』六  

348 蘇20-186 清 呉慶雲 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 光 緒 十 年

(1884) 

 南京市博物館 『図目』六  

349 蘇20-077 清 王巘 倣古山水 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水 康煕六十年

(1721) 

 南京市博物館 『図目』六  

350 蘇19-82 清 蒼崖 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 光緒三一年

(1905) 

 江蘇省美術館 『図目』六  

351 蘇19-59 清 周賁如 荷花図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 荷花 道光二三年

(1843) 

 江蘇省美術館 『図目』六  

352 蘇19-60 清 戴煕 廻巌走瀑通景 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 山水 道光二三年

(1843) 

 江蘇省美術館 『図目』六  

353 蘇19-74 清 任薰 福禄寿図 4扇 通景屏 紙本着色  押絵貼 樹・鹿 光緒十二年

(1886) 

119.5×61.0 江蘇省美術館 『図目』六  

354 蘇19-77 清 任頤 梅柏白鷳図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 梅柏白 同 治 七 年

(1868) 

90.5×169.0 江蘇省美術館 『図目』六  

355 蘇16-37 清 呉滔 山水 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼  光緒十八年

(1892) 

 常州市文物商店 『図目』六  

356 蘇13-195 清 呉昌碩 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉   鎮江市博物館 『図目』六  

357 蘇12-73 清 馬瓊等 花鳥通景 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥  153.0×52.0 江蘇泰州市博物

館 

『図目』六  

358 蘇10-117 清 汪士慎 梅花通景 6扇 6条屏 絹本墨画  押絵貼 梅花 乾隆十二年

(1747) 

120.7×35.2 揚州市博物館 『図目』六 六 曲

一隻 

359 蘇10-056 清 戴本孝 山水 12扇 12条屏 絹本墨画  押絵貼 山水  188.9×52.7 揚州市博物館 『図目』六  

360 蘇10-064 清 陳卓 人物山水通景 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 人物山水  188.5 ×

48.9~51.0 

揚州市博物館 『図目』六  

361 蘇8-277 清 陳崇光 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 七 年

(1881) 

 南通博物苑 『図目』六  

362 蘇8-138 清 黄慎 人物故事 12扇 12条屏 紙本着色  押絵貼 人物 乾隆十八年

(1753) 

201.0×55.0 南通博物苑 『図目』六 第 9、

10 扇

山 水

図 屏

風 

363 蘇8-085 清 戴本孝 陶淵明詩意図 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 山水  168.5×54.0 南通博物苑 『図目』六  

364 蘇8-097 清 呉期遠 山水 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 山水 康煕三三年

(1694) 

 南通博物苑 『図目』六  



365 蘇6-356 清 真然 蘭竹図 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 蘭竹   無錫市博物館 『図目』六  

366 蘇6-356 清 華翼綸 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 道光二四年

(1844) 

 無錫市博物館 『図目』六  

367 蘇6-329 清 顧応泰 人物山水 2扇 2条屏 紙本着色  押絵貼 人物山水 道 光 六 年

(1826) 

 無錫市博物館 『図目』六  

368 蘇6-333 清 翁雒 雑画 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼  道光十六年

(1836) 

 無錫市博物館 『図目』六  

369 蘇6-233 清 銭載 四季花卉 4扇 4条屏 金箋墨画  押絵貼 花卉 乾隆五十年

(1785) 

 無錫市博物館 『図目』六  

370 蘇3-086 清 薛懐 芦雁通景 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 芦雁   蘇州市文物商店 

 

『図目』六  

371 蘇1-475 清 費丹旭 花卉仕女 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼  道光二三年

(1843) 

 蘇州博物館 『図目』六  

372 蘇1-314 清 上叡 倣古山水 12帖 冊 紙本着色 山水 屏風1 流水文   蘇州博物館 『図目』六  

373 蘇1-334 清 謝璞 臨仇英補袞図 1幅 軸 絹本着色 仕女 衝立1 山水 康煕四十九

年(1710) 

129.2×46.0 蘇州博物館 『図目』六  

374 蘇2-26 清 大汕 維摩経変図 1巻 絵巻 紙本墨画 人物 三曲囲屏 瑞雲紋 康煕十七年

(1678) 

 蘇州霊巌山寺 『図目』六  

375 蘇

24-0423 

清 王鑑 倣古山水 10扇 10条屏 紙本着色  押絵貼 山水  198.4×54.2 南京博物院 『図目』七  

376 蘇

24-0469 

清 呉偉業等 書画 8扇 8条屏 紙本墨画  押絵貼 山水 順治十三年

(1656) 

48.6×21.5 南京博物院 『図目』七  

377 蘇

24-0512 

清 諸昇 竹石通景 12扇 12条屏 絹本墨画  押絵貼 竹石 康煕二六年

(1687) 

 南京博物院 『図目』七  

378 蘇

24-0579 

清 朱耷 山水通景 6扇 6条屏 紙本着色  押絵貼 山水  各97.5×34.0 南京博物院 『図目』七  

379 蘇

24-0676 

清 武丹 九峰三泖図通

景 

8扇 8条屏 紙本着色  押絵貼 山水   南京博物院 『図目』七  

380 蘇

24-0681 

清 柳遇 蘭雪堂図 1巻 絵巻 紙本着色 山水楼閣 衝立1 不明  33.0×166.9 南京博物院 『図目』七  

381 蘇

24-0685 

清 章声 花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 康 煕 二 年

(1663) 

 南京博物院 『図目』七  

382 蘇

24-0857 

清 華嵒 雑画 4扇 4条屏 綾本着色  押絵貼    南京博物院 『図目』七  

383 蘇

24-0858 

清 華嵒 花鳥 3扇 3条屏 綾本着色  押絵貼 花鳥  55.4×37.7 南京博物院 『図目』七  



384 蘇

24-0903 

清 金農 梅花図  屏風 紙本着色  押絵貼 梅花 乾隆二六年

(1761) 

129.4×22.2 南京博物院 『図目』七  

385 蘇

24-0941 

清 鄭燮 蘭菊松石 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 蘭菊松石 乾隆二七年

(1762) 

190.2×50.0 南京博物院 『図目』七  

386 蘇

24-0979 

清 陳馥 山水花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水花鳥 乾 隆 八 年

(1743) 

 南京博物院 『図目』七  

387 蘇

24-1081 

清 潘恭寿 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水   南京博物院 『図目』七  

388 蘇

24-1110 

清 周鎬 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 道 光 九 年

(1829) 

35.0×42.2 南京博物院 『図目』七  

389 蘇

24-1122 

清 張西蓍 花鳥 10扇 10条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥   南京博物院 『図目』七  

390 蘇

24-1136 

清 顧洛 仕女 2扇 2条屏 紙本着色  押絵貼 仕女   南京博物院 『図目』七  

391 蘇

24-1142 

清 朱昂之 華渓漁隠通景 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 華渓漁隠

通景 

  南京博物院 『図目』七  

392 蘇

24-1144 

清 顧蒓 梅花通景 4扇 4条屏 絹本墨画  押絵貼 梅花   南京博物院 『図目』七  

393 蘇

24-1228 

清 包棟 仕女 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 仕女   南京博物院 『図目』七  

394 蘇

24-1259 

清 費丹旭 仕女 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 仕女 道光十三年

(1833) 

205.5×44.9 南京博物院 『図目』七  

395 蘇

24-1268 

清 湯禄名 四季仕女図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 四季仕女 咸 豊 七 年

(1857) 

 南京博物院 『図目』七  

396 蘇

24-1306 

清 沙馥 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光緒十三年

(1887) 

 南京博物院 『図目』七  

397 蘇

24-1318 

清 任薰 閨中礼仏図 1幅 軸 紙本着色 仕女 多曲屏風

1 

花卉  114.2×32.5 南京博物院 『図目』七  

398 蘇

24-1319 

清 任薰 羅漢図 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 羅漢図  132.2×32.1 南京博物院 『図目』七  

399 蘇

24-1351 

清 任頤 雑画 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼  光 緒 九 年

(1883) 

 南京博物院 『図目』七  

400 蘇

24-1383 

清 陸恢 花卉 16扇 16条屏 金箋着色  押絵貼 花卉 宣 統 元 年

(1909) 

205.5×449.0 南京博物院 『図目』七  

401 蘇

24-1387 

清 任預 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 七 年

(1881) 

 南京博物院 『図目』七  



402 贛1-18 清 羅牧 山水 12扇 12条屏 紙本着色  押絵貼 山水 康煕四五年

(1706) 

183.0×52.0 江西省博物館 『図目』十八  

403 卾3-223 清 任頤 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 六 年

(1886) 

173.0×46.0 湖北省武漢市文

物商店 

『図目』十八  

404 卾3-082 清 龔賢等 書画 8帖 8条屏 紙本着色  押絵貼 山水 順 治 五 年

(1648) 

24.7×15.5 湖北省武漢市文

物商店 

『図目』 

十八 

 

405 卾1-163 清 袁耀 水閣対弈図 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水楼閣 乾隆三七年

(1772) 

165.0×24.8 湖北省博物館 『図目』十八  

406 卾1-165 清 鄭燮 墨竹通景 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 墨竹 乾隆二六年

(1761) 

222.5×252.0 湖北省博物館 『図目』十八  

407 卾1-186 清 張迺耆 花鳥 6扇 6条屏 紙本墨画  押絵貼 花鳥 嘉慶二十年

(1815) 

182.0×44.0 湖北省博物館 『図目』十八  

408 卾1-179 清 康以宜 仕女 4帖 冊 絹本着色  屏風 不明  34.3×31.6 湖北省博物館 『図目』十八  

409 京1-4819 清 張壁、陸

遠 

卞永譽事跡図 6扇 6条屏 絹本着色  押絵貼 人物   北京・故宮博物院 『図目』二二  

410 京1-4567 清 呉歴 倣古山水 4扇 4条屏 綾本着色  押絵貼 山水  167.8×47.8 北京・故宮博物院 『図目』二二  

411 京1-4568 清 呉歴 瀟湘八景図 8扇 8条屏 紙本着色  押絵貼 山水  191.5×48.8 北京・故宮博物院 『図目』二二  

412 京1-4365 清 藍深 花卉 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花卉   北京・故宮博物院 『図目』二二  

413 京1-4130 清 周淑祜・

周禧・周

栄起 

花果図 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花果   北京・故宮博物院 『図目』二二  

414 京1-4020 清 樊圻 山水 12扇 12条屏 絹本着色  通景屏 山水 康煕三一年

(1692) 

 北京・故宮博物院 『図目』二二  

415 京1-4049 清 龔賢 為錫翁作山水 3扇 3条屏 絹本墨画  通景屏 山水 康煕十三年

(1674) 

277.7 × 78.5 、

72.5 

北京・故宮博物院 『図目』二二  

416 京1-3930 清 査士標 山水 6扇 6条屏 絹本着色  押絵貼 山水 康 煕 五 年

(1666) 

195.7×47.5 北京・故宮博物院 『図目』二二  

417 京1-3731 清 李因 花鳥 12扇 12条屏 綾本墨画  押絵貼 花鳥 康煕十一年

(1678) 

 北京・故宮博物院 『図目』二二  

418 京1-3621 清 劉度 山水 10扇 10条屏 絹本着色  押絵貼 山水 順 治 九 年

(1652) 

 北京・故宮博物院 『図目』二二  

419 京1-3536 清 蕭雲従 倣古山水 4扇 4条屏 綾本着色  押絵貼 山水   北京・故宮博物院 『図目』二二  

420 京1-4805 清 範雪儀 人物故事図 10帖 冊 絹本着色 人物楼閣 衝立1 山水  37.0×32.8 北京・故宮博物院 『図目』二二  

421 京1-4793 清 藍孟 倣古山水 4扇 4条屏 絹本着色 山水 押絵貼 山水  185.0×46.8 北京・故宮博物院 『図目』二二  

422 京1-6756 清 款なし 万法帰一図  屏風 絹本着色     163.8×110.8 北京・故宮博物院 『図目』二十三 

 

 



423 京1-6655 清 呉穀祥 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 光緒十八年

(1892) 

134.0×53.5 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

424 京1-6656 清 呉穀祥 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 光緒二十年

(1894) 

 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

425 京1-6661 清 陸恢 花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 光緒二三年

(1897) 

28.2×45.3 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

426 京1-6607 清 任頤 雑画 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼    北京・故宮博物院 『図目』二十三  

427 京1-6620 清 呉昌碩 花卉 4扇 4条屏 灑金箋着色  押絵貼 花卉 光緒三一年

(1905) 

163.4×47.3 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

428 京1-6637 清 呉昌碩 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 1923 127.5×41.0他 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

429 京1-6564 清 任頤 人物 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 人物 光 緒 八 年

(1882) 

181.5×47.8 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

430 京1-6567 清 任頤 雑画 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥樹石 光 緒 九 年

(1883) 

152.7×40.0 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

431 京1-6568 清 任頤 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 九 年

(1883) 

134.3×39.0 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

432 京1-6569 清 任頤 花鳥 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 十 年

(1884) 

160.0×58.5 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

433 京1-6583 清 任頤 花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 光緒十六年

(1890) 

195.5×47.3 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

434 京1-6506 清 趙之謙 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 同 治 十 年

(1871) 

176.9×45.6 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

435 京1-6514 清 趙之謙 花卉 12扇 12条屏 紙本着色  押絵貼 花卉  189.6×56.5 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

436 京1-6538 清 任薰 人物 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 人物 同治十一年

(1872) 

 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

437 京1-6540 清 任薰 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 同治十三年

(1874) 

147.0×39.0 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

438 京1-6549 清 胡錫珪 仕女図 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 仕女  109.2×52.3 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

439 京1-6459 清 任熊 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉  135.5×32.0 北京・故宮博物院

 

『図目』二十三  

440 京1-6470 清 虚谷 雑画 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥竹石

動物 

光緒十二年

(1886) 

151.5×44.0 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

441 京1-6502 清 趙之謙 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 同 治 六 年

(1867) 

168.4×42.8 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

442 京1-6450 清 任熊 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 咸 豊 三 年

(1853) 

140.7×32.7 北京・故宮博物院 『図目』二十三  



443 京1-6451 清 任熊 四季花卉 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 四季花卉 咸 豊 四 年

(1854) 

126.3×33.5 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

444 京1-5461 清 汪士慎 梅花図 8扇 8条屏 紙本墨画  押絵貼 梅花 乾隆十一年

(1746) 

115.5×30.1 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

445 京1-5108 清 高其佩 指画雑画 8扇 8条屏 紙本着色  押絵貼 山水人物  70.5×38.5 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

446 京1-5076 清 蕭晨 書錦堂通景 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼  康煕二九年

(1690) 

 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

447 京1-6762 清 款なし 玄燁臨池像 1幅 軸 絹本着色 人物 衝立1 雲龍文  50.7×32.0 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

448 京1-4975 清 禹之鼎 夜雨対床図 1幅 巻 絹本着色 山水人物 衝立1 山水 康煕四十年

(1701) 

39.0×137.4 北京・故宮博物院 『図目』二十三  

449 渝1-318 清 尤蔭 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水 嘉慶十六年

(1811) 

 重慶市博物館 『図目』十七  

450 渝1-272 清 李鱓 雑画 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼   43.0×36.0 重慶市博物館 『図目』十七  

451 渝1-284 清 高翔 山水 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 山水  54.0×24.0 重慶市博物館 『図目』十七  

452 渝1-237 清 高其佩 山水 2扇 2条屏 紙本着色  押絵貼 山水  174.0×48.0 重慶市博物館 『図目』十七  

453 川2-131 清 龔有融 山水 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 山水 嘉慶十五年

(1810) 

130.0×31.0 四川大学 『図目』十七  

454 川2-131 清 張琢 雑画 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼    四川大学 『図目』十七  

455 川1-466 清 龔有融 山水 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 山水 道 光 八 年

(1828) 

162.7×44.1 四川省博物館 『図目』十七  

456 川1-468 清 龔有融 山水 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 山水  23.3×27.6 四川省博物館 『図目』十七  

457 川6-4 清 王式 西園雅集図 1巻 絵巻 紙本着色 山水人物 衝立 素屏風 順治十五年

(1658) 

 四川省眉山県三

蘇博物館 

『図目』十七  

458 川1-320 清 王樹穀 酔唫先生五友

図 

1幅 軸  人物 床頭屏風

(枕屏) 

山水 康煕五十二

年(1713) 

142.8×45.4 四川省博物館 『図目』十七  

459 浙33-08 清 任百衍 山水 6扇 ６条屏 紙本着色  掛屏 山水   浙江省余姚県文

管会 

『図目』十一  

460 浙25-39 清 沈宗敬 倣元人山水 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水   浙江省温州博物

館 

『図目』十一  

461 浙23-01 清 王岡 花鳥 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥   浙江省衢州市博

物館 

『図目』十一  

462 浙21-14 清 任薰 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 九 年

(1883) 

 浙江省金華市太

平天国侍王府記

念館 

『図目』十一  

463 浙18-077 清 任薰 人物 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 人物   浙江省紹興市博

物館 

『図目』十一  



464 浙15-23 清 王畿 竹石図 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 竹石   浙江省徳清県博

物館 

『図目』十一  

465 浙15-42 清 姚燮 松菊梅石図 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 松菊梅石   浙江省徳清県博

物館 

『図目』十一  

466 浙14-42 清 費丹成 人物 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 人物   浙江省湖州市博

物館 

『図目』十一  

467 浙8-13 清 戴本孝 山水 2扇 2条屏 紙本墨画  押絵貼 山水   浙江省嘉興市博

物館 

『図目』十一  

468 浙4-219 清 呉昌碩 四季花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 四季花卉 丁巳(1917)  浙江省杭州西泠

印社 

『図目』十一  

469 浙4-221 清 呉昌碩 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 己未(1919)  浙江省杭州西泠

印社 

『図目』十一  

470 浙4-182 清 任熊 四季花卉 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 四季花卉   浙江省杭州西泠

印社 

『図目』十一  

471 浙4-183 清 任熊 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉  27.0×133.0 浙江省杭州西泠

印社 

『図目』十一  

472 浙1-781 清 呉昌碩 書画 8扇 8条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 丁卯(1927)  浙江省博物館 

 

『図目』十一  

473 浙1-785 清 任預 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 同治十一年

(1872) 

165.2×46.0 浙江省博物館 『図目』十一  

474 浙1-786 清 任預 花卉草蟲 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉草蟲 光 緒 二 年

(1876) 

123.55×22.9 浙江省博物館 『図目』十一  

475 浙1-734 清 任薰 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 同治十三年

(1874) 

 浙江省博物館 『図目』十一  

476 浙1-735 清 任薰 白描人物 2扇 2条屏 紙本墨画  押絵貼 人物 同治十三年

(1874) 

116.55×32.1 浙江省博物館 『図目』十一  

477 浙1-740 清 呉大澂 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 光緒十六年

(1890) 

 浙江省博物館 『図目』十一  

478 浙1-743 清 楊伯潤等 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水 光緒三一年

(1905) 

 浙江省博物館 『図目』十一  

479 浙1-705 清 費丹旭 仕女 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 仕女 道光二三年

(1843) 

 浙江省博物館 『図目』十一  

480 浙1-716 清 任熊 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 咸 豊 元 年

(1851) 

101.1×18.7 浙江省博物館 『図目』十一  

481 浙1-721 清 任熊 四季花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 四季花卉 咸 豊 六 年

(1856) 

131.8×31.4 浙江省博物館 『図目』十一  



482  清 趙之謙 花卉図 4扇 4条屏 紙本著色  押絵貼 花卉 咸豊十一年

(1861) 

各133.0×31.5 東京国立博物館 『東京国立博

物館図版目

録・中国絵画

篇』図版二六四 

 

483 浙1-728 清 趙之謙 閩中名花屏 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花卉 同 治 四 年

(1865) 

90.0×22.1 浙江省博物館 『図目』十一  

484  清 趙之謙 花卉図 4幅 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 同 治 九 年

(1870) 

各240.0×60.0 東京国立博物館 『吉祥―中国

美術にこめら

れた意味』図版

二六六 

 

485  清 趙之謙 花卉図 4幅 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 同治十三年

(1874) 

各164.5×29.0 東京国立博物館 『東京国立博

物館図版目

録・中国絵画

篇』図版二六六 

 

486  清 趙之謙 四体書屏 4扇 4条屏   押絵貼 書道   上海博物館 『中国美術史』

清代巻（上）、

挿図一六七 

 

487  清 趙之謙 詩屏 4扇 4条屏   押絵貼 書道 光 緖 九 年

(1883) 

97.3×33.9  『世界美術全

集』一七中国

(6)明・清、図

版七三 

 

488 浙1-579 清 方薰 松桂竹梅図 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 松桂竹梅 乾龍五九年

(1794) 

 浙江省博物館 『図目』十一  

489 浙1-586 清 方薰 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉   浙江省博物館 『図目』十一  

490 浙1-527 清 張鏐 竹荷図 2扇 2条屏 紙本墨画  押絵貼 竹荷   浙江省博物館 『図目』十一  

491 浙1-358 清 藍涛 花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥   浙江省博物館 『図目』十一  

492 浙4-198 清 胡錫珪 鍾馗 1幅 軸 紙本着色 人物 衝立1 不明 光 緒 九 年

(1883) 

124.5×40.0 浙江省杭州西泠

印社 

『図目』十一  

493 浙3-68 清 任薰 閑坐図 1幅 軸 紙本着色 仕女 硯屏1 花卉 同治十二年

(1873) 

112.0×60.0 浙江美術学院 『図目』十一  

494 桂1-170 清 羅聘 松梅図 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 松梅 乾隆四十年

(1775) 

129.0×26.0 広西壮族自治区

博物館 

『図目』十四  

495 桂1-155 清 黄慎 探梅図通景 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水人物 乾隆十六年

(1751) 

各12.6×40.5 広西壮族自治区

博物館 

『図目』十四  

496 閩1-101 清 楊舟 雑画 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼  丁卯  福建省博物館 『図目』十四  

497 閩1-048 清 袁江 山水 6扇 6条屏 絹本着色  押絵貼 山水  165.0×48.8 福建省博物館 『図目』十四  



498 閩1-069 清 宗鋐 竹石図 4扇 4条屏 絹本朱絵  押絵貼 竹石 乾隆十四年

(1749) 

214.5×96.0 福建省博物館 『図目』十四  

499  清 石濤 山水図十二屏   絹本墨画  六曲一双 山水 康 煕 十 年

(1671) 

168.5×48.4 福建積翠園芸術

館 

『世界美術大

全集』東洋編9

巻清、図版三一 

 

500  清 華嵒 渓山楼観図屏

連幅 

  金箋墨画淡

彩 

 六曲一双 山水楼閣 乾 隆 三 年

(1738) 

各226.0×62.5 アメリカ、サンフ

ランシスコ・アジ

ア美術館 

『世界美術大

全集』東洋編9

巻清、図版八八 

 

501  清 羅牧 十二条山水屏 十二幅  紙本墨画淡

彩 

六曲一双 押絵貼 山水 康煕四五年

(1706) 

各183.0×52.0 江西省博物館 『文物』1983

年第11期 

 

502 粤1-0623 清 顔嶧等 山水花鳥 4扇 4条屏 綾本着色  押絵貼 山水花鳥 康煕三二年

(1693) 

53.1×46.5 広東省博物館 『図目』十三  

503 粤1-0446 清 馬負図 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水  176.0×53.2 広東省博物館 『図目』十三  

504 粤1-0644 清 懶雲 芭蕉荷花図 2扇 2条屏 紙本墨画  押絵貼 芭蕉荷花 乾隆二三年

(1758) 

 広東省博物館 『図目』十三  

505 粤1-0704 清 李鱓 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉  192.2×51.0 広東省博物館 『図目』十三  

506 粤1-0804 清 惲源濬 花卉 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花卉  204.0×55.5 広東省博物館 『図目』十三  

507 粤1-0891 清 蒋蓮 模韓煕載夜宴

図 

1巻 絵巻 絹本着色 人物 衝立 4 多

曲屏風 6

囲屏4 

山水、花

卉 

道光十三年

(1833) 

29.7×125.6等 広東省博物館 『図目』十三  

508 粤1-0990 清 趙子謙等 荷花通景 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 荷花 同 治 四 年

(1865) 

 広東省博物館 『図目』十三  

509 粤1-0840 清 羅聘 二色梅花通景 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 梅花 乾隆五三年

(1788) 

 広東省博物館 『図目』十三  

510 粤5-32 清 呉慶雲 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 光緒三十年

(1904) 

 広東省仏山市博

物館 

『図目』十四  

511 粤2-533 清 趙之謙 花卉 4扇 4条屏 灑金箋着色  押絵貼 花卉  124.0×29.8 広州市美術館 『図目』十四  

512 粤2-506 清 招子庸 竹石図 12扇 12条屏 紙本墨画  押絵貼 竹石 道光十一年

(1831) 

 広州市美術館 『図目』十四  

513 粤2-396 清 辺寿民 蘆雁図 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 蘆雁   広州市美術館 『図目』十四  

514 粤2-333 清 蒋廷錫 花鳥 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 花鳥  21.5×17.0 広州市美術館 『図目』十四  

515 粤2-299 清 李含渼 山水 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水   広州市美術館 『図目』十四  

516 粤2-234 清 梅清 山水通景 10扇 10条屏 綾本着色  押絵貼 山水 康煕三二年

(1693) 

181.5×493.6 広州市美術館 『図目』十四  

517 粤2-222 清 諸昇 竹石図 10扇 10条屏 絹本墨画  押絵貼 竹石   広州市美術館 

 

『図目』十四  



518  清 任薰 花鳥四屏 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥  140.0×37.5 広州美術館 『中国美術史』

清代巻(上)、挿

図121 

 

519  清 任頤 花卉図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉    『世界美術全

集』一七中国

(6)明・清、カ

ラー図版21 

 

520 津3-02 清 袁江 山水 6扇 6条屏 絹本墨画  押絵貼 山水 康煕四十六

年(1707) 

153.0×51.0 天津市美術学院 『図目』八  

521 津3-11 清 秦祖永 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 光 緒 四 年

(1878) 

 天津市美術学院 『図目』八  

522 津3-16 清 銭慧安 山水人物 12扇 12条屏 紙本着色  押絵貼 山水人物   天津市美術学院 『図目』八  

523 津4-09 清 袁耀 山居即景図 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水人物 乾 隆 八 年

(1743) 

171.0×65.0 天津市人民美術

出版社 

『図目』八 通 景

屏風 

524 津4-10 清 袁耀 山水 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水 乾隆四十二

年(1757) 

171.0×65.0 天津市人民美術

出版社 

『図目』八  

525 津4-25 清 任薰 人物 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 人物   天津市人民美術

出版社 

『図目』八  

526 津4-30 清 任頤 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 同治十一年

(1872) 

172.5×65.5 天津市人民美術

出版社 

『図目』八  

527 津4-46 清 任頤 人物故事 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 人物故事 光緒十三年

(1887) 

 天津市人民美術

出版社 

『図目』八  

528 津5-25 清 陳潮 山水 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 山水   天津市楊柳青画

社 

『図目』八  

529 津6-043 清 胡玉昆 山水 6扇 6条屏 紙本着色  押絵貼 山水  25.0×18.0 天津市文物公司 『図目』八  

530 津6-049 清 孫璜 仕女 12帖 冊 絹本着色 仕女 衝立1 山水  25.0×31.0 天津市文物公司 『図目』八  

531 津7-0595 清 方大猷 寰中六景図 6扇 条屏 綾本着色  押絵貼 山水 康煕十一年

(1672) 

182.3×48.8 天津市芸術博物

館 

『図目』九  

532 津7-0690 清 文定 花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥   天津市芸術博物

館 

『図目』九  

533 津7-0769 清 呂煥成 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水  203.5×50.3 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

534 津7-0817 清 章声 四季山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 四季山水 康煕三十五

年(1696) 

173.3×46.5 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

535 津7-0960 清 禹之鼎 閑敲棋子図 1幅 軸 絹本着色 仕女 多曲屏風

1 

竹図 康煕三十六

年(1697) 

176.5×167.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  



536 津7-0991 清 朱繍 文伯朝母図 1幅 軸 絹本着色 人物 多曲屏風

1 

山水  137.0×73.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

537 津7-1016 清 袁江 山水 6扇 6条屏 絹本墨画  押絵貼 山水  153.0×51.2 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

538 津7-1158 清 劉璠 指画山水 4扇 4条屏 綾本着色  押絵貼 山水  198.0×52.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

539 津7-1219 清 李鱓 四季花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 四季花卉 雍正十三年

(1735) 

177.2×46.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

540 津7-1288 清 袁耀 蓬莱仙境図通

景 

12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 蓬莱仙境

山水 

乾隆三十年

(1765) 

248.0×62.7他 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

541 津7-1289 清 袁耀 汾陽別墅通景 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 山水楼閣 乾隆三十一

年(1766) 

220.0×65.3他 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

542 津7-1319 清 陳枚 四季花鳥 8扇 8条屏 絹本着色  押絵貼 四季花鳥 雍 正 四 年

(1726) 

139.3×41.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

543 津7-1335 清 鄭岱 見客図 1幅 軸 絹本着色 山水人物 多曲屏風

1 

山水  200.7×48.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

544 津7-1405 清 姚仔 博古図 1幅 軸 絹本着色 山水人物 多曲屏風

1 

山水楼閣 乾隆三十三

年(1768) 

96.2×64.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

545 津7-1515 清 管希寧 白居易詩意 1幅 軸 絹本着色 人物 衝立1 不明  88.0×52.4 天津市芸術博物

館 

『図目』十 素 屏

風? 

546 津7-1586 清 張賜寧 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉   天津市芸術博物

館 

『図目』十  

547 津7-1587 清 張賜寧 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉   天津市芸術博物

館 

『図目』十  

548 津7-1599 清 黎簡 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水 嘉 慶 二 年

(1797) 

 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

549 津7-1623 清 陳応隆 花鳥 10扇 10条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 乾隆五十八

年(1793) 

 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

550 津7-1645 清 王学浩等 山水花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水花卉 嘉慶二十四

年(1819) 

 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

551 津7-1712 清 銭杜 梅花図 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 梅花 道光二十一

年(1841) 

103.0×41.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

552 津7-1816 清 任薰 十二生肖図 12帖 冊 紙本着色 人物、十

二支動物

衝立 1 多

曲屏風1 

幾何画文

(酉像) 

 22.5×31.8 天津市芸術博物

館 

『図目』十 子 の

素面  

553 津7-1836 清 汪千頃 山楼会飲図 1幅 軸 絹本着色 人物楼閣 衝立1 山水  202.0×55.0 天津市芸術博物

館 

『図目』十  



554 津7-1860 清 劉韓 端午鍾馗図 1幅 軸 絹本着色 人物 衝立1 山水  93.0×49.7 天津市芸術博物

館 

『図目』十  

555 晋1-098 清 王樹穀 撿玩図 1幅 軸 絹本着色 人物 衝立1 山水  182.0×95.0 山西省博物館 『図目』八  

556 晋1-119 清 兪齢 流觴曲水図 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 山水   山西省博物館 『図目』八  

557 晋1-192 清 白恩佑 蘭石図 4扇 4条屏 絹本墨画  押絵貼 蘭石 咸 豊 八 年

(1858) 

 山西省博物館 『図目』八  

558 晋2-14 清 戴廷栻 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水  180.0×99.0 山西省晋祠文物

管理処 

『図目』八  

559 豫1-27 清 辺寿民 晴湖翔集図 6扇 6条屏 絹本着色  押絵貼 山水 乾 隆 十 年

(1745) 

 河南省博物館 『図目』八 通 景

屏風 

560 豫3-08 清 項奎 山水 4扇 4条屏 絹本墨画  押絵貼 山水  223.0×43.0 河南新郷博物館 『図目』八  

561 冀1-072 清 朱軒等 山水 10扇 10条屏 金箋墨画、

着色 

 押絵貼 山水 康煕二十八

年(1689) 

206.0×48.0 河北省博物館 『図目』八  

562 冀1-169 清 沈銓 四季花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 四季花卉 嘉 慶 八 年

(1803) 

 河北省博物館 『図目』八  

563 冀1-175 清 陳靖 山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水   河北省博物館 『図目』八  

564 冀1-202 清 陶鼎 山水 12扇 12条屏 絹本着色  押絵貼 山水   河北省博物館 『図目』八  

565 冀1-241 清 張振 花卉 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花卉 道光三十年

(1850) 

 河北省博物館 『図目』八  

566 冀1-245 清 張之萬 山水 4扇 4条屏 絹本墨画  押絵貼 山水 光 緒 五 年

(1879) 

 河北省博物館 『図目』八  

567 冀1-252 清 張槃 花石 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花石 咸 豊 九 年

(1859) 

134.0×30.0 河北省博物館 『図目』八  

568 冀1-259 清 王承楓 山水通景 8扇 8条屏 紙本墨画  押絵貼 山水 同 治 十 年

(1871) 

 河北省博物館 『図目』八  

569 冀1-285 清 無款 楊継盛像 1幅 軸 紙本着色 人物坐像 三曲座屏 雲文  98.7×50.3 河北省博物館 『図目』八  

570 冀2-60 清 周鑑 人物 6扇 6条屏 紙本墨画  押絵貼 人物 道 光 二 年

(1822) 

 河北省石家荘文

物管理所 

『図目』八  

571 冀6-1 清 諸昇 竹石通景 4扇 4条屏 絹本墨画  押絵貼 竹石   河北省唐山市博

物館 

『図目』八  

572 冀6-3 清 張敔 花鳥 8扇 8条屏 綾本着色  押絵貼 花鳥 乾隆五十九

年(1794) 

 河北省唐山市博

物館 

『図目』八  

573 遼1-385 清 羅牧 山水 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 山水 康煕三十七

年(1698) 

194.0×49.5 遼寧省博物館 『図目』十五  

574 遼1-701 清 司馬鍾 花鳥 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花鳥 咸 豊 三 年

(1853) 

158.0×41.4 遼寧省博物館 『図目』十五  



575 遼1-708 清 趙之謙 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 同 治 八 年

(1869) 

 遼寧省博物館 『図目』十五  

576 遼2-124 清 査士標 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 康煕二十六

年(1687) 

 瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

577 遼2-229 清 上官周 倣古山水 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 山水 乾 隆 八 年

(1743) 

80.0×21.0  『図目』十五  

578 遼2-301 清 方琮 静明園十六景 8扇 8条屏 紙本着色  押絵貼 山水庭園   瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

579 遼2-332 清 顧言 山水 6扇 6条屏 紙本着色  押絵貼 山水   瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

580 遼2-364 清 丁観鵬 釈迦牟尼及十

六応真 

17扇 17条屏 紙本着色  押絵貼    瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

581 遼2-422 清 呉煕載 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉   瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

582 遼2-433 清 陸鋼 花鳥 4扇 4条屏 絹本着色  押絵貼 花鳥 光 緒 六 年

(1880) 

 瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

583 遼2-435 清 秦祖永 山水 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 山水 同 治 十 年

(1871) 

 瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

584 遼2-440 清 蒲華 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 光緒二十七

年(1901) 

145.0×40.0 瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

585 遼2-448 清 任頤 人物故事 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 人物故事 光 緒 三 年

(1877) 

180.0×94.0 瀋陽故宮博物院 『図目』十五  

586 皖1-291 清 弘仁 松樹  屏風 白漆地墨画  屏風 松樹   安徽省博物館 『図目』十二  

587 皖1-334 清 諸昇 竹石図 4扇 4条屏 絹本墨画  押絵貼 竹石   安徽省博物館 『図目』十二  

588 皖1-415 清 鄭旻 黄山図 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 黄山  136.0×43.0 安徽省博物館 『図目』十二  

589 皖1-581 清 李方膺 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 乾 隆 十 年

(1745) 

 安徽省博物館 『図目』十二  

590 皖1-582 清 李方膺 花卉 3扇 3条屏 紙本着色  押絵貼 花卉 乾隆十一年

(1746) 

 安徽省博物館 『図目』十二  

591 皖1-748 清 黄士陵 花卉 4扇 4条屏 紙本着色  押絵貼 花卉   安徽省博物館 『図目』十二  

592  清 高岑  春景山水聯屏 8扇 8 曲一

隻 

絹本淡彩  屏風 青緑山水  各214.0×55.0 山東・煙台市博物

館 

『中国美術全

集』絵画編９清

代絵画・上、図

版一二四 

 

593  清 高其佩 山水人物図 4扇 4条屏 紙本著色指

頭画 

 押絵貼 山水人物  各133.9×37.7 京都国立博物館 『京都国立博

物館蔵品図版

目録』(絵画編)

中国・朝鮮・日

本、図版八 

 



594  清 金農 墨梅図 4扇 4条屏 紙本墨画  押絵貼 梅 乾 隆 元

(1736)年 

各97.0×51.7 ニューヨーク、翁

萬戈コレクショ

ン 

鈴木敬氏の著

作の図版85 

 

595  清 禹之鼎 人物肖像図 1幅 軸 絹本着色  屏風1 山水 康煕四十年

(1701) 

124.8×53.0 吉林省博物館 『吉林省博物

館』（中国の博

物館第二期３）

図版123 

 

596  清 黄応諶 陋室銘図 1幅 軸 絹本着色  屏風1 山水図  243.3×158.0 台北･故宮博物院 『図録』十一  

597  清 丁観鵬 模仇英西園雅

集図 

1幅 軸 紙本淡色  屏風1 山水図 乾隆十三年

(1748) 

95.1×43.9 台北･故宮博物院 『図録』十三  

598  清 丁観鵬 丹書受戒図 1幅 軸 紙本着色  屏風1 斧文  95.4×57.0 台北･故宮博物院 『図録』十三  

599  清 丁観鵬 臨元人四孝図

巻 

2幅 絵巻 紙本着色  屏風2 山水 乾龍十二年

(1747) 

38.7×54.3; 38.7

×53.6 

台北･故宮博物院 『図録』二十一  

600  清 姚文瀚 歳朝歓慶図 1幅 軸 紙本着色  六曲一隻 花鳥樹石  82.4×55.0 台北･故宮博物院 『図録』十三  

601  清 姚文瀚 模宋人文会図

巻 

1巻 絵巻 紙本着色  屏風 素屏、山

水 

乾隆十七年

(1752) 

46.8×196.1 台北･故宮博物院 『図録』二十一  

602  清 姚文瀚 弘暦(乾隆)鑑

古図 

1幅 軸 紙本墨画淡

彩 

 屏風1 山水 18世紀  北京･故宮博物院 『故宮文物月

刊』148 

 

603  清 作者不詳 乾隆鑑古図 1幅 軸 紙本墨画淡

彩 

 屏風1 山水 18世紀  同上 『屏風のなか

の壺中天』図

163 

 

604  清  院本清明上河

図巻 

1巻 絵巻 絹本着色  衝立2 山水 乾隆十元年

(1736) 

35.6×1152.8 台北･故宮博物院 『図録』二十一  

605  清  院本漢宮春暁

図巻 

1巻 絵巻 絹本着色  12 曲、8

曲屏風 

山水 乾隆十六年

(1741) 

32.9×718.1 台北･故宮博物院 『図録』二十一  

606  清  院本親蠶図 4巻 絵巻 絹本着色  御座囲屏

2 

素面 乾隆十九年

(1744) 

51.0×590.4; 

51.0×639.7 

台北･故宮博物院 『図録』二十一 内の 2

巻 

607  清 郎世寧 白鷹軸 1幅 軸 絹本着色  硯屏1 花卉図 乾隆三十年

(1765) 

179.9×99.2 台北･故宮博物院 『図録』十四  

608  清 郎世寧 白海青軸 1幅 軸 紙本着色  硯屏1 花鳥図  141.3×88.9 台北･故宮博物院 『図録』十四  

609  清 艾啓蒙 白鷹軸 1幅 軸 絹本着色  硯屏1 花鳥図 乾隆四十一

年(1776) 

178.4×98.5 台北･故宮博物院 『図録』十四  

610  清 艾啓蒙 白鷹軸 1幅 軸 絹本着色  硯屏1 花鳥図  179.2×95.0 台北･故宮博物院 『図録』十四  

611  清 艾啓蒙 土爾扈特白鷹 1幅 軸 絹本着色  硯屏1 花鳥図 乾隆癸巳年 147.0×89.5 台北･故宮博物院 『図録』十四  

612  清 賀清泰 白海青軸 1幅 軸 絹本着色  硯屏1 花卉図 乾隆四十八

年(1783) 

180.7×99.0 台北･故宮博物院 『図録』十四  



613  清 賀清泰 白鷹軸 1幅 軸 絹本着色  硯屏1 花卉図 乾隆五十年

(1785) 

157.4×95.8 台北･故宮博物院 『図録』十四  

614  清 賀清泰 白海青軸 1幅 軸 絹本着色  硯屏1 花卉図 乾隆五十年

(1785) 

164.5×95.5 台北･故宮博物院 『図録』十四  

615  清 賀清泰 黄鷹軸 1幅 軸 紙本着色  硯屏1 花卉図 乾隆五十六

年(1791) 

176.6×95.0 台北･故宮博物院 『図録』十四  

616  清 楊大章 白鷹軸 1幅 軸 紙本着色  硯屏1 花鳥図 乾隆五十六

年(1791) 

173.7×97.8 台北･故宮博物院 『図録』十四  

617  清 楊大章 白鷹軸 1幅 軸 紙本着色  硯屏1 花鳥図  188.4×93.8 台北･故宮博物院

 

『図録』十四  

618  清  画院画十二月

月令図 

1幅 軸 絹本着色 月令図 屏風 絵画作品  175.0×97.0 台北･故宮博物院 『図録』十四 二月 

619  清 張愷梁徳

潤張維明

合絵 

群仙祝寿図 1幅 軸 絹本着色 群仙祝寿 五曲屏風

1 

花鳥図  213.5×150.5 台北･故宮博物院 『図録』十四  

620  清 黎明 倣金廷標孝経

図 

1幅 冊頁 着色 孝経図 大型屏風

1 

平遠山水

図 

乾隆年間  北京･故宮博物院 『故宮博物院

院刊』118、

2005 年第 2

期、図22 

 

621  清 沈銓 鶴鹿同春図屏

風 

  絹本著色  六曲一双 山水樹石

動物 

乾 隆 四 年

(1739) 

各143.6×279.4 日本･個人蔵 『吉祥―中国美

術にこめられた

意味』図版112 

 

622  清 沈南蘋 花鳥動物図  十一幅

の内 

 絹本著色  押絵貼 花鳥動物 乾 隆 十 五

(1750) 

各153.5×57.4 三井文庫蔵 『三井文庫創

立百年記念―

三井文庫名品

展―』図版二八 

 

623  清 無款 礬染仕女嬰戲

図四條屏 

4扇 4条屏 刺繍  押絵貼 仕女嬰戲  各124.0×49.0 中央工芸美術学

院 

『中国美術全

集』工芸美術編

７印染織繍

(下)図版160 

 

624  清 無款 刺繍花鳥寿屏 十二幅 六曲一

双 

刺繍  押絵貼 花鳥  195.0 × 53.0 ～

43.0 

蘇州市刺繍研究

所 

同上、図版193  

625  清 無款 刺繍玉堂富貴

寿屏 

十二幅 六曲一

双 

刺繍  押絵貼 玉堂富貴  258.0×63.0 北京・故宮博物院 同上、図版198  

626  清 無款 双面繍富貴寿

考囲屏 

5扇 5条屏 刺繍  押絵貼 富貴寿考 乾隆時期 192.5×251.0 北京・故宮博物院 同上、図版207  



627  清 葉芳林・

方士庶 

九日行庵文讌

図巻 

1巻 絵巻 絹本着色  衝立1 水墨山水

図 

1743年 31.7×201.0 クリーヴランド

美術館 

『東洋絵画の

精華―クリー

ヴランド美術

館のコレクシ

ョンから―』図

版四六 

 

628  清 焦秉貞 歴朝賢后故事

冊 

1幅 冊 絹本着色  屏風 水墨山水

図 

 各30.6×37.3 北京・故宮博物院 『中国美術史』

清代巻(上)、図

版129 

 

629  清 佚名 仕女行楽図冊 1幅 冊 絹本着色  屏風 草書  184.0×98.0 同上 同上、図版132  

630  清 佚名 胤禛朗唫閣図 1幅 軸 絹本着色 楼閣人物 屏風1 山水  175.1×95.8 同上 『中国美術全

集』清代絵画巻

(中)、図版113 

 

631  清 作者不詳 十二美人図(雍

正十二妃行楽

図) 

十二曲 屏風 絹本着色 美人図   1709 ～ 1723

年 

各200.0×100.0 同上 『屏風のなか

の壺中天』図

137～148 

 

632  清  羅成売絨線  年画   三曲屏風 巻雲文   河北武強の隋唐

故事 

『中国美術全

集』絵画編 21

民間年画、図版

63 

 

633  清  八仙墨屏  年画   屏風 人物  各94.0×26.0 高密県文化館 同上、図版126 山 東

高密 

634  清  二十四孝墨屏  年画   屏風 孝子人物  各95.0×25.0 高密県文化館 同上、図版127 八 幅

内 の

六幅 

635  清  劉大人私訪八

條屏 

 年画   屏風 歴史人物  各90.0×26.0 劉善経個人 同上、図版130 山 東

高密 

636  清末  喜出望外平児

理妝 

 年画   獨幅衝立 不明  34.6×58.5 王樹村蔵 『中国美術史』

清代巻(下)、図

版162 

天 津

楊 柳

青 刊

行 

637  明  新増補剪燈新

話挿図 

 挿図   屏風 山水 正 徳 六 年

(1511) 

    

638  明  西遊記挿図  挿図   衝立1 梅石図 萬暦二十年

(1592) 

21.0×13.5 北京・国家博物館 『中国美術全

集』絵画編 20

版画、図版130 

世 徳

堂 の

刊本 



639  明  南柯夢挿図  挿図   屏風1 山水 萬 暦 年 間

(1573~1619)

21.0×13.5 北京・国家博物館 同上、図版100 金 陵

広 慶

堂 刊

本 

640  明  繍襦記挿図  挿図   屏風2 樹石図、

雀貞石図

萬 暦 年 間

(1573~1619)

  同上、図版94 金 陵

文 林

閣刊 

641  明  義烈記挿図  挿図   屏風 山水 萬 暦 年 間

(1573~1619)

22.0×14.0  同上、図版90  

642  明  閨範挿図  挿図   衝立 水波紋 萬 暦 年 間

(1573~1619)

  同上、挿図  

643  明  明状元図考  挿図   衝立 水波紋 萬 暦 年 間

(1573~1619)

  同上、挿図  

644  明  孔聖家語図挿

図 

 挿図   多曲屏風 山水図 萬暦十七年

(1589) 

20.8×13.5 北京・国家図書館 同上、図版38  

645  明  人鏡陽秋挿図  挿図   屏風 花卉樹石

図 

萬暦二十八

年(1600) 

22.0×14.0 上海図書館 同上、図版45  

646  明  張鳳翼『紅拂

記』の挿絵「拝

月同祈」 

 挿絵 庭園仕女図  独扇屏風

1 

山水図 萬暦二十九

年(1601) 

  『屏風のなか

の壺中天』化粧

扉 

継 志

斎 刊

本 

647  明  風流絶暢図  挿図   多曲屏風 山水図 萬暦三十四

(1606) 

 中国国家博物館 『中国美術史』

明代巻、図版

136 

 

648  明  「桜桃夢」挿図  挿図   屏風1 風景 萬暦四十四

年(1616) 

15.9×11.2 南京図書館 『中国美術全

集』絵画編 20

版画、図版104 

 

649  明  「古今奇観」挿

図 

 挿図   三曲屏風

1 

山水 崇 禎 年 間

(1628 ～

1644) 

20.5×13.8 四川省図書館 『中国美術全

集』絵画編 20

版画、図版146 

刊本 

650  明  「二刻拍案驚

奇」挿図 

 挿図   六曲屏風 不明 崇 禎 五 年

(1623) 

18.0×12.4  同上、図版139 刊本 

651  明  「鴛鴦縧」挿図  挿図   三曲屏風

1 

山水 崇 禎 八 年

(1635) 

20.0×14.0 北京・国家博物館 同上、図版116  

652  明  金台・岳家刊本

『西廂記』第十

三幕 

 挿絵   屏風1 不明 弘治十一年

(1498) 

 北京大学図書館 『屏風のなか

の壺中天』図

194 

 



653  明  南京・劉龍田刊

本『西廂記』第

十幕 

 挿絵   衝立1 不明 万 暦 年 間

(1573~1620)

 北京図書館 『屏風のなか

の壺中天』図

188 

 

654  明  蕭騰鴻刊本『西

廂記』第十幕 

 挿絵   衝立1 山水 万 暦 年 間

(1573~1620)

 北京図書館 『屏風のなか

の壺中天』図

189 

 

655  明 陳洪綬 『張深之先生

正北西廂秘本』

「窺簡」挿絵 

 挿図   多曲屏風 花鳥樹石 崇禎十二年

(1639) 

20.2×13.0 浙江省図書館 『世界美術大

全集』東洋編第

8 巻明、挿図

233 

 

656  明  閔斉伋刊本『西

廂記』第十一幕

窺簡、十三、十

七幕 

紙本彩

色 

挿図   大型屏風 樹石漁夫

図、水波

文、山水

樹石 

崇禎十三年

(1640) 

25.0×32. ドイツ、ケルン東

アジア美術館 

同上、挿図220  

657  明 （伝）仇

英 

『西廂記』第十

三幕 

 挿絵   衝立1 不明    『屏風のなか

の壺中天』図

193 

 

658  清  三国志像挿図  挿図 劉玄徳古城

聚義歴史故

事 

 三曲屏風

1 

山水 順 治 時 期

(1644~1661)

20.0×14.2 上海図書館 同上、図版199 刊本 

659  清  聖諭像解の請

立太学 

 挿図   屏風1 山水 康煕二十年

(1681) 

20.1×16.0 上海・復旦大学図

書館 

同上、図版167 承 宣

堂 刊

本 

660  明代晩期  『花営錦陣』中

の「浪淘沙」 

 挿絵 春画  多曲屏風

1 

太湖石、

牡丹、蝶

   中野『肉麻図

譜』三七頁絵⑫ 

 

661  明代晩期  『花営錦陣』中

の「鵲橋仙」 

 挿絵 春画  多曲屏風

1 

水辺の風

景 

   同上、四七頁挿

絵⑯ 

 

662  明代晩期  『花営錦陣』中

の「一棒蓮」 

 挿絵 春画  屏風1 山水樹石

図 

   同上、一五八頁

挿絵④ 

 

663  明代晩期  『花営錦陣』中

の「眼児媚」 

 挿絵 春画  屏風1 太湖石、

牡丹 

   同上、一六八頁

挿絵⑧ 

 

664  明  『素娥篇』第

23「金盤承露」 

 挿絵 春画  屏風1 山水樹石

図 

   同上、一九四頁

挿絵⑦ 

 

665  清  十一葉から成

る清代春画冊

の一葉「待ち」 

 挿絵 春画  屏風1 不明    同上、一四六頁

挿絵⑨ 

 



666  清  何元俊「妙手割

瘤」 

 點石斎

画報挿

図 

  屏風  光 緒 十 年

(1884) 

  『中国美術史』

清代巻（上）、

挿図138 

 

667  明･十六

～十七世

紀 

 青磁硯屏 1点  青磁、釉薬、

金箔 

 衝立 鰲頭独占  高さ 20.9、幅

13.4 

東京国立博物館 東京国立博物

館編集『吉祥―

中国美術にこ

められた意味』

図版208 

実物 

668  明･十七

世紀 

 高士観月図染

付硯屏 

1点  染付磁器製  衝立   高さ22.5縦9.8、

横22.2 

徳川美術館 『新版・徳川美

術館蔵品抄①

徳川美術館の

名宝』図版143 

実物 

669  明・十六

世紀 

 山水人物螺鈿

硯屏 

1点  螺鈿  衝立   高さ24.4幅22.0 京都国立博物館 『京都国立博

物館蔵品図版

目録』（染織・

漆工編）図版

78 

実物 

670  明･十五

～十六世

紀 

 堆朱楼閣人物

文衝立 

1点  堆朱  衝立   高 69.8 最大幅

42.3 

東京国立博物館 『世界美術大

全集』東洋編第

８巻明、図版二

二五 

実物 

671  明時代晩

期 

 款彩楼閣園林

図黒漆屏風 

八曲一

隻 

 木胎、款彩  屏風 楼閣園林

人物 

 各扇縦289.0、横

49.0、厚1.5 

安徽省博物館 『中国美術全

集』工芸美術編

８漆器、図版一

四四 

実物 

672  明時代晩

期 

 園林仕女図嵌

螺鈿黒漆屏風 

十二扇  木胎、嵌軟

螺鈿髤漆 

 屏風 漢宮春暁

図 

 長さ 540.0 各扇

縦 248.0 、 横

41.7、厚 1.4、総

幅約500.0 

南京博物院 『南京博物院』

（中国の博物

館第４巻）、図

版一二三 

実物 

673  明清時代  刻漆漢宮春暁

図屏風 

十二扇  木胎、彩漆  屏風 漢宮春暁

図 

  中国国家博物館 『文物参考資

料』1957 年第

7期 

実物 

674  清  象牙彫三羊開

泰図挿屏 

1点  紅木と紫檀

の縁と座、

彫嵌象牙、

玳瑁 

 衝立 三羊開泰 雍 正 五 年

(1727) 

通高 60.1、画幅

縦46.6、横33.8

北京･故宮博物館 『中国美術史』

清代巻(下)、図

版三五〇 

実物 



675  清  剔紅百宝嵌屏

風宝座 

1基  漆木彫  衝立 百宝嵌   北京･故宮博物館 『中国美術史』

清代巻（下）、

挿図五三 

実物 

676  清  広州十三洋行

図挿屏 

  紫檀牙彫  衝立 広州十三

洋行図 

乾隆・嘉慶年

間 

高さ 141.0、縦

87.0、横47.5 

北京・故宮博物院 『故宮文物月

刊』164、図四 

実物 

677  清  紫檀点翠竹挿

屏 

  紫檀木製、

翠鳥毛貼 

 衝立  乾隆年間 高さ 220.0、縦

116.5、横74.5 

北京・故宮博物院 『故宮文物月

刊』164、図六 

実物 

678  清  紫檀点翠象牙

人物挿屏 

  紫檀木製、

翠鳥毛貼 

 衝立 人物 乾隆年間 高さ 145.5、縦

100.0、横56.0 

北京･故宮博物院 『故宮文物月

刊』164、図七 

実物 

679  清  象牙彫刻海屋

添籌挿屏 

  象牙彫刻  衝立 海屋添籌 乾隆年間 通高150.5、座縦

98.0、横60.0 

北京･故宮博物院 『故宮文物月

刊』164、図八 

実物 

680  清･中期  明黄花梨人物

画挿屏 

  紫檀木製  衝立 人物画  通高 245.5、座

150.0×78.0 

北京・故宮博物院 『故宮文物月

刊』164、図九 

実物 

681  清  紫檀辺座霊芝

大挿屏 

  紫檀木製、

鑲嵌大霊芝 

 衝立  乾隆年間 通高 100.0、座

90.0×49.5 

北京・故宮博物院 『故宮文物月

刊』164、図十

二 

実物 

682  清  剔紅赤壁図挿

屏 

  浮彫  衝立 赤壁図 乾隆年間 高さ 63.6 、幅

59.9、座厚さ16.5

台北・故宮博物院

蔵 

『故宮文物月

刊』216 

実物 

683  清  松花石山水人

物挿屏 

  玉石質彫刻  衝立 出行･帰

来の騎馬

人物と楼

閣人物 

乾隆年間  台北･故宮博物院 『故宮文物月

刊』171 

実物 

684  清  紫檀嵌黄楊木

彫雲龍屏風 

三扇  紫檀、彫刻

黄楊木遊龍 

 衝立 雲龍  高 306.0 、 幅

356.0 

北京･故宮博物院 『故宮博物院

蔵工芸品選』図

版八九 

実物 

685  清初 ( 十

七～十八

世紀) 

 海景人物図款

彩黒漆屏風 

十二牒  款彩黒漆  屏風 海景人物  273.5×600.0×6 

.0 

デンマーク・民族

博物館 

『故宮文物月

刊』二三九 

実物、

南 蛮

屏風 

686  清 佚名 桐蔭仕女図屏

風 

八曲一

隻 

 絹本油彩着

色 

 屏風 仕女図 康煕年間（十

八世紀） 

128.5×326.0 北京･故宮博物院 『紫禁城の至

宝―北京・故宮

博物院展』図版

二五 

実物、

西 洋

画風 

687  清  松鶴図款彩屏

風 

  款彩  屏風 松鶴図 康煕年間 320.0×624.0  フランス・パリ・

ギメ博物館 

『中国美術史』

清代巻（下）、

図版二八三 

 

実物 



688  清  漢宮春暁図款

彩漆屏風 

六曲一

隻 

 款彩漆  屏風 漢宮春暁

図 

康煕年間  オランダ・アムス

テルダム皇家博

物館 

台湾・国立故宮

博物院編『中国

芸術文物討論

会論文摘要』 

実物 

689  清  コロマンデ

ル・スクリーン

(漆絵屏風) 

十二曲

一隻 

 木胎、漆彫  屏風  康煕四十五

年(1706) 

285.0×600.0 シュトウットガ

ルト、リンデン博

物館 

『世界美術大

全集』東洋編９

巻清、挿図194 

実物 

690  清  緑地剔紅海嶠

仙縦屏風 

  彫漆  屏風 海嶠仙縦 乾隆年間  北京･故宮博物館 『中国美術史』

清代巻（下）、

挿図五三 

実物 

691  清  王爾烈寿屏 九扇  泥金紙押張  屏風 寿字 嘉 慶 元 年

(1796) 

高200.0、各扇幅

32.0、全幅288.0

遼陽博物館 『文物』1986

年第10期 

実物 

692  清  西湖風景図屏

風 

十二扇  金箔絵と西

洋絵明暗法 

 屏風 西湖風景 道 光 二 年

(1822) 

縦 286.0 、 幅

642.0 

浙江省永康市個

人蔵 

 実物 

693  清  刻漆王小楳樹

石人物掛屏 

四片一

組 

 彫刻、白描

線 

 掛屏 樹下高士

人物 

 各約120.0×30.0 寄嘯山荘(個人蔵) 『故宮文物月

刊』112 

実物 

694  清  嵌本色竹牙鄭

板橋竹石掛屏 

四片  嵌竹石、象

牙彫 

 掛屏 蘭花  各約100.0×30.0 寄嘯山荘蔵 『故宮文物月

刊』112 

実物 

695  清  紫檀辺嵌玉人

物掛屏 

四片  彫刻  掛屏 樹木、人

物 

 各約100.0×30.5 寄嘯山荘蔵 『故宮文物月

刊』112 

実物 

696  清  堆漆喜鵲登梅

掛屏 

四片  堆漆  掛屏 喜鵲と梅

花 

 各約110.0×30.0 寄嘯山荘蔵 『故宮文物月

刊』112 

実物 

697  明  青花唐児文壺 1点  磁器装飾画  屏風 樹石図   日本東京・出光美

術館 

『世界美術全

集』17中国(6)

明清、図版85 

実物 

698  明（十五

世紀） 

 青花琴棋書画

文壺 

1点  磁器装飾画  屏風 山水図  高35.5、口径21.6 東京・戸栗美術館 『世界美術大

全集・東洋編・

第 8 巻・明』

図版156 

実物 

699  清  青花開光二十

四孝図瓶 

1点  磁器装飾画  多曲屏風 花卉・流

水文 

康煕(1662～

1722) 

高92.0 ロンドン、玫茵堂

コレクション 

『世界美術大

全集』東洋編9

巻清、図版136 

実物 

700  清  粉彩人物筆筒 1点  磁器装飾画  屏風 淡彩山水

図 

雍正年間  上海博物館 『中国美術史』

清代巻(下)、図

版236 

実物 

 



【地図Ⅰ】漢及び漢以前出土した屏風絵遺跡分布図
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【地図Ⅱ】魏晋南北朝時期出土した屏風絵遺跡分布図
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【地図Ⅲ】隋唐時代出土した屏風絵遺跡分布図
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